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--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

1.0単位

アドバンストコミュニケーション [13～14]

上町　亜希子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり５年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち１、４を目指

します。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

医療のコミュニケーションと日常会話はまったく異なり

難しいものです。その難しさの原因は、話題の多くが悲

しくてつらい内容であること、日常会話なら決して踏み

込まないようなプライバシーにも踏み込んだものだから

です。4年次生までの医療コミュニケーションでは患者

の初回応対と簡単な説明をを中心に学んできました。こ

れは実務実習に行くための最低限のコミュニケーション

です。この講義はアドバンドコミュニケーションとして、

難しい患者と薬剤師のコミュニケーションを学びましょ

う。2日間の集中講義では、以下のテーマを学びます。

テーマ①：踏み込んで聴く（患者の個別ケアのために）

テーマ②：がん患者とのコミュニケーション（信頼関係

を築くコミュニケーションとわかりやすい説明）

テーマ③：ショックの強い患者の対応

テーマ④：行動変容の援助のコミュニケーション（患者

のやる気を引き出そう）

病院や薬局において患者と薬剤師とかかわる時間が十分

と言い難い状況ですが、そのような中では、短時間で患

者との信頼関係を築くコミュニケーションが求められま

す。そのためには「踏み込んで聴くこと」が重要になっ

てくるのですが、薬剤師は「何をどこまで聴いていいの

か？」とためらいがちです。テーマ①では患者との信頼

関係を築くコミュニケーションの基本である傾聴と共感

のうち、特に踏み込んで聴くことを学びます。また外来

化学療法も受ける患者もたくさんいます。このような薬

物治療では重大な副作用を回避し、安全に使用していた

だくためには患者さんに治療内容を十分に理解していた

だき、対処していたくことが必要になります。しかし治

療内容は難しく、単に薬の説明書を読み上げているだけ

では患者の理解は得られず、結果的に患者を危険にさら

してしまいます。テーマ②では、抗がん剤の初回投与時

の症例から、わかりやすい説明の方法を中心に学びます。

ショックを強く受けているような患者は特にコミュニケ

ーションが求められますが、薬剤師は少し腰が引けがち

です。それは、患者の感情の直撃をくらうと気持ちが巻

き込まれてしまうからです。テーマ③ではショックを受

けている患者へのコミュニケーションを学び、患者の気

持ちを受け止めるとともに薬剤師の感情の巻き込みの対

処を学びます。最後に生活習慣病治療を行っている患者

は合併症が起こさないために継続的にケアする必要があ

ります。その際、薬剤師は患者にひたすら情報提供する

のですが、患者は健康行動（服薬を遵守する、運動する、

ヘルシーな食事をする等）に変化を起こしてくれません。

テーマ④では、患者のやる気を引き出す行動変容の援助

のコミュニケーションを学び、真の意味での健康サポー

ト薬剤師を考えます。なおこの講義は実務家教員が担当

します。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とします。

SBOｓ１）傾聴と共感のコミュニケーションスキルを用

いて、患者の思いを十分に聴きだすことができ、患者の

気持ちのマネジメントができる。

SBOｓ２）患者のがっかりした気持ち（ショックを受け

た気持ち）を共有することができる。

SBOｓ３）抗がん剤のわかりやすい説明を行うことがで

きる。

SBOｓ４）LEARNの5段階モデルを概説することができる。

SBOｓ５）LEARNの5段階モデルを用いて患者の行動変容

を促し患者がやる気を起こすコミュニケーションができ

る。

SBOｓ６）腹立たしい気持ちになっている患者の応対の

理論を概説することができる。

SBOs７）無理な要求をする患者の応対の理論を概説する

ことができる。

＜授業のキーワード＞

医療コミュニケーション、踏み込んで聴く、わかりやす

い説明、行動変容の援助

＜授業の進め方＞

授業計画に従って1日あたり4コマ×2日間の集中講義で

行います。年間2回開講しますが、同じ内容です。

＜履修するにあたって＞

対面授業で実施します。（受講人数が多い場合は複数回

行います）

講義日の1ー２週間前をめどに教室の連絡をしますので、

掲示板（もしくは大学登録Eメールアドレス）を確認す

るようにしてください。白衣と名札の持参をお願いしま

す。コミュニケーションを多くとりますので、口が渇く

ようであれば水やお茶の持ち込みは許可します。オフィ

スアワー：授業開始２週間前?終了後1週間において、17

：15ー18：45をオフィスアワーとします。（C号館2階/C

CP272上町の教員室まで）
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【参考：受講学生からのコメント（抜粋）】

学生Ａ：少人数での受講だったので、緊張せずセッショ

ントレーニングができました。できていないところより、

自分の長所をたくさんフィードバックしてもらえたので、

自信がつきました。

学生Ｂ：実務実習後に受講しました。血糖値が下がらな

い患者さんや禁煙支援など行動変容の援助のコミュニケ

ーションがとても参考になり、実務実習前に受けておい

た方がよかったと思いました。ショックを強く受けてい

る患者さんのコミュニケーションより難しいことがわか

りました。

学生Ｃ：OSCEのコミュニケーションは何か意味があるの

かと思っていたのですが、今回のコミュニケーションは

とても実践的で勉強になりました。アットホームな授業

環境だったので、楽しく学べました。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前配布資料の予習課題をしておくこと（目安として1

時間）。事後学習はレポートを出しますので、自分で振

り返りをしながら整理をするようにしてください（目安

として30分）。

＜提出課題など＞

レポート（講義日に書いてもらいます）、ピア評価表

＜成績評価方法・基準＞

この科目におけるルーブリック（観点①傾聴・情報収集、

観点②情報提供、③行動変容の援助、④医療人としての

自覚と行動）において、パフォーマンス評価を行います。

教員評価、ピア評価、自己評価いずれも1段階以上で単

位修得とします。（ルーブリックは授業前に開示します

）

＜テキスト＞

プリントを配布します

＜参考図書＞

ありません

＜授業計画＞

第1日目（1時間目）　医療コミュニケーション（OSCEで

終わらないアドバンスドコミュニケーション）【概説】

難しいコミュニケーションの事例と対応の理論を概説し

ます。SBOｓ１）?７）

第１日目（2時間目）　考えてみよう

症例について、薬剤師としてどのようなコミュニケーシ

ョンをとるのか、SGDを行い、ディスカッションします。

SBOs１）?７）

第１日目（3時間目）　テーマ①踏み込んで聴く

踏み込んで聴くコミュニケーション対応について、患者

の思い、悩み、解釈モデルを十分に引き出し、かつ取引

をするような患者へ毅然と対処するコミュニケーション

を学びます。SBOｓ１）、７）

第1日目（4時間目）　テーマ②がん患者とのコミュニケ

ーション（信頼関係を築くコミュニケーションとわかり

やすい説明）

がん患者のコミュニケーションを抗がん剤の初回投与の

症例に対応を学びます。同時に患者へのわかりやすい説

明の方法も学びます。SBOｓ１）、２）、３）

第２日目（1時間目）　テーマ③ショックの強い患者の

対応）その１

重大な副作用を起こし、生命の危機にある患者のショッ

クを受け止め、患者の気持ちをシェアするコミュニケー

ションを学び、薬剤師の患者の感情への巻き込みも感じ

取ってみましょう。SBOｓ１）、２）

第２日目（２時間目）　テーマ③ショックの強い患者の

対応）その２

引き続き、重大な副作用を起こし、生命の危機にある患

者のショックを受け止め、患者の気持ちをシェアするコ

ミュニケーションを学び、薬剤師の患者の感情への巻き

込みも感じ取ってみましょう。SBOｓ１）、２）

第２日目（３時間目）　テーマ④行動変容の援助のコミ

ュニケーション（患者のやる気を引き出そう）

薬剤師の十分な説明だけでは患者は健康行動（服薬を遵

守する、運動をする、食事をヘルシーにする等）を起こ

すことはできません。生活習慣病患者への行動変容の援

助のコミュニケーションを学び、真の意味での健康サポ

ート薬剤師のコミュニケーションを学びます。SBOｓ４

）、５）

第２日目（４時間目）　テーマ④行動変容の援助のコミ

ュニケーション（患者のやる気を引き出そう）

引き続き、薬剤師の十分な説明だけでは患者は健康行動

（服薬を遵守する、運動をする、食事をヘルシーにする

等）を起こすことはできません。生活習慣病患者への行

動変容の援助のコミュニケーションを学び、真の意味で

の健康サポート薬剤師のコミュニケーションを学びます。

SBOｓ４）、５）

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

1.0単位

アドバンストコミュニケーション [15～18]

上町　亜希子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり５年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、１，４を目

指します。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

医療のコミュニケーションと日常会話はまったく異なり

難しいものです。その難しさの原因は、話題の多くが悲

しくてつらい内容であること、日常会話なら決して踏み
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込まないようなプライバシーにも踏み込んだものだから

です。4年次生までの医療コミュニケーションでは患者

の初回応対と簡単な説明をを中心に学んできました。こ

れは実務実習に行くための最低限のコミュニケーション

です。この講義はアドバンドコミュニケーションとして、

難しい患者と薬剤師のコミュニケーションを学びましょ

う。2日間の集中講義では、以下のテーマを学びます。

テーマ①：踏み込んで聴く（患者の個別ケアのために）

テーマ②：がん患者とのコミュニケーション（信頼関係

を築くコミュニケーションとわかりやすい説明）

テーマ③：ショックの強い患者の対応

テーマ④：行動変容の援助のコミュニケーション（患者

のやる気を引き出そう）

病院や薬局において患者と薬剤師とかかわる時間が十分

と言い難い状況ですが、そのような中では、短時間で患

者との信頼関係を築くコミュニケーションが求められま

す。そのためには「踏み込んで聴くこと」が重要になっ

てくるのですが、薬剤師は「何をどこまで聴いていいの

か？」とためらいがちです。テーマ①では患者との信頼

関係を築くコミュニケーションの基本である傾聴と共感

のうち、特に踏み込んで聴くことを学びます。外来化学

療法も受ける患者もたくさんいます。このような薬物治

療では重大な副作用を回避し、安全に使用していただく

ためには患者さんに治療内容を十分に理解していただき、

対処していたくことが必要になります。しかし治療内容

は難しく、単に薬の説明書を読み上げているだけでは患

者の理解は得られず、患者を危険にさらすことになって

しまいます。テーマ②では、抗がん剤の初回投与時の症

例から、わかりやすい説明の方法を中心に学びます。シ

ョックを強く受けているような患者は特にコミュニケー

ションが求められますが、薬剤師は少し腰が引けがちで

す。それは、患者の感情の直撃をくらうと気持ちが巻き

込まれてしまうからです。テーマ③ではショックを受け

ている患者へのコミュニケーションを学び、患者の気持

ちを受け止めるとともに薬剤師の感情の巻き込みの対処

を学びます。最後に生活習慣病治療を行っている患者は

合併症が起こさないために継続的にケアする必要があり

ます。その際、薬剤師は患者にひたすら情報提供をする

のですが、患者は健康行動（服薬を遵守する、運動する、

ヘルシーな食事をする等）に変化を起こしてくれません。

テーマ④では、患者のやる気を引き出す行動変容の援助

のコミュニケーションを学び、真の意味での健康サポー

ト薬剤師を考えます。なおこの講義は実務家教員が担当

します。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とします。

SBOｓ１）傾聴と共感のコミュニケーションスキルを用

いて、患者の思いを十分に聴きだすことができ、患者の

気持ちのマネジメントができる。

SBOｓ２）患者のがっかりした気持ち（ショックを受け

た気持ち）を共有することができる。

SBOｓ３）抗がん剤のわかりやすい説明を行うことがで

きる。

SBOｓ４）LEARNの5段階モデルを概説することができる。

SBOｓ５）LEARNの5段階モデルを用いて患者の行動変容

を促し患者がやる気を起こすコミュニケーションができ

る。

SBOｓ６）腹立たしい気持ちになっている患者の応対の

理論を概説することができる。

SBOs７）無理な要求をする患者の応対の理論を概説する

ことができる。

＜授業のキーワード＞

医療コミュニケーション、踏み込んで聴く、わかりやす

い説明、行動変容の援助

＜授業の進め方＞

授業計画に従って1日あたり4コマ×2日間の集中講義で

行います。年間2回開講しますが、同じ内容です。

＜履修するにあたって＞

対面授業で行います。

講義日の1ー2週間前をめどに教室や授業にあたっての注

意事項をドットキャンパスから連絡しますので、掲示板

（もしくは大学登録のEメールアドレス）を確認するよ

うにしてください。白衣と名札の持参をお願いします。

コミュニケーションを多くとりますので、口が渇くよう

であれば水やお茶の持ち込みは許可します。オフィスア

ワー：授業開始２週間前?終了後1週間において、17：15

ー18：45をオフィスアワーとします。（C号館2階/CCP27

2上町の教員室まで）

【参考：受講学生からのコメント（抜粋）】

学生Ａ：少人数での受講だったので、緊張せずセッショ

ントレーニングができました。できていないところより、

自分の長所をたくさんフィードバックしてもらえたので、

自信がつきました。

学生Ｂ：実務実習後に受講しました。血糖値が下がらな

い患者さんや禁煙支援など行動変容の援助のコミュニケ

ーションがとても参考になり、実務実習前に受けておい

た方がよかったと思いました。ショックを強く受けてい

る患者さんのコミュニケーションより難しいことがわか

りました。

学生Ｃ：OSCEのコミュニケーションは何か意味があるの

かと思っていたのですが、今回のコミュニケーションは

とても実践的で勉強になりました。アットホームな授業

環境だったので、楽しく学べました。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前配布資料の予習課題をしておくこと（目安として1

時間）。事後学習はレポートを出しますので、自分で振

り返りをしながら整理をするようにしてください（目安
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として30分）。

＜提出課題など＞

レポート、ピア評価表

＜成績評価方法・基準＞

この科目におけるルーブリック（観点①傾聴・情報収集、

観点②情報提供、③行動変容の援助、④医療人としての

自覚と行動）において、パフォーマンス評価を行います。

教員評価、ピア評価、自己評価いずれも1段階以上で単

位修得とします。（ルーブリックは授業前に開示します

）

＜テキスト＞

プリントを配布します

＜参考図書＞

ありません

＜授業計画＞

第1日目（1時間目）　医療コミュニケーション（OSCEで

終わらないアドバンスドコミュニケーション）【概説】

難しいコミュニケーションの事例と対応の理論を概説し

ます。SBOｓ１）?７）

第１日目（2時間目）　考えてみよう

症例について、薬剤師としてどのようなコミュニケーシ

ョンをとるのか、SGDを行い、ディスカッションします。

SBOs１）?７）

第１日目（3時間目）　テーマ①踏み込んで聴く

踏み込んで聴くコミュニケーション対応について、患者

の思い、悩み、解釈モデルを十分に引き出し、かつ取引

をするような患者へ毅然と対処するコミュニケーション

を学びます。SBOｓ１）、７）

第1日目（4時間目）　テーマ②がん患者とのコミュニケ

ーション（信頼関係を築くコミュニケーションとわかり

やすい説明）

がん患者のコミュニケーションを抗がん剤の初回投与の

症例に対応を学びます。同時に患者へのわかりやすい説

明の方法も学びます。SBOｓ１）、２）、３）

第２日目（1時間目）　テーマ③ショックの強い患者の

対応）その１

重大な副作用を起こし、生命の危機にある患者のショッ

クを受け止め、患者の気持ちをシェアするコミュニケー

ションを学び、薬剤師の患者の感情への巻き込みも感じ

取ってみましょう。SBOｓ１）、２）

第２日目（2時間目）　テーマ③ショックの強い患者の

対応）その２

引き続き、重大な副作用を起こし、生命の危機にある患

者のショックを受け止め、患者の気持ちをシェアするコ

ミュニケーションを学び、薬剤師の患者の感情への巻き

込みも感じ取ってみましょう。SBOｓ１）、２）

第２日目（3時間目）　テーマ④行動変容の援助のコミ

ュニケーション（患者のやる気を引き出そう）】

薬剤師の十分な説明だけでは患者は健康行動（服薬を遵

守する、運動をする、食事をヘルシーにする等）を起こ

すことはできません。生活習慣病患者への行動変容の援

助のコミュニケーションを学び、真の意味での健康サポ

ート薬剤師のコミュニケーションを学びます。SBOｓ４

）、５）

第２日目（4時間目）　テーマ④行動変容の援助のコミ

ュニケーション（患者のやる気を引き出そう）

引き続き、薬剤師の十分な説明だけでは患者は健康行動

（服薬を遵守する、運動をする、食事をヘルシーにする

等）を起こすことはできません。生活習慣病患者への行

動変容の援助のコミュニケーションを学び、真の意味で

の健康サポート薬剤師のコミュニケーションを学びます。

SBOｓ４）、５）

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

医薬品情報 [19～]

橋本　保彦、辰見　明俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面講義

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1および5を

目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

医薬品情報は、医療者、患者、国民が薬を使用するにあ

たり、その目的を達するために重要なものとなる。薬剤

師には、情報を収集し、的確に解釈し、提供する義務が

ある。また社会ニーズに答えるべく情報の作成も必要で

ある。これらを達成するために、本講義を実施する。

なお、この授業の担当者は病院での薬剤師経験を5年間

以上経験している実務家教員であり、より実践的な観点

から、内容について、具体的に解説する。

＜到達目標＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり３年次に配当している。

以下の各SBOsを到達目標とする。

E3-(1)-①-1　医薬品を使用したり取り扱う上で、必須

の医薬品情報を列挙できる。

E3-(1)-①-2　医薬品情報に関わっている職種を列挙し、

その役割について概説できる。

E3-(1)-①-3 医薬品（後発医薬品等を含む）の開発過程

で行われる試験（非臨床試験、臨床試験、安定性試験等

）と得られる医薬品情報について概説できる。

E3-(1)-①-4 医薬品の市販後に行われる調査・試験と得

られる医薬品情報について概説できる。

E3-(1)-①-5 医薬品情報に関係する代表的な法律・制度
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（「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確

保等に関する法律」、GCP、GVP、GPSP、RMP など）とレ

ギュラトリーサイエンスについて概説できる。

E3-(1)-②-1　医薬品情報源の一次資料、二次資料、三

次資料の分類について概説できる。

E3-(1)-②-2　医薬品情報源として代表的な二次資料、

三次資料を列挙し、それらの特徴について説明できる。

E3-(1)-②-3　厚生労働省、医薬品医療機器総合機構、

製薬企業などの発行する資料を列挙し、概説できる。

E3-(1)-②-4　医薬品添付文書（医療用、一般用）の法

的位置づけについて説明できる。

E3-(1)-②-5　医薬品添付文書（医療用、一般用）の記

載項目（警告、禁忌、効能・効果、用法・用量、使用上

の注意など）を列挙し、それらの意味や記載すべき内容

について説明できる。

E3-(1)-②-6　医薬品インタビューフォームの位置づけ

と医薬品添付文書との違いについて説明できる。

E3-(1)-③-1　目的（効能効果、副作用、相互作用、薬

剤鑑別、妊婦への投与、中毒など）に合った適切な情報

源を選択し、必要な情報を検索、収集できる。（技能）

E3-(1)-③-2　MEDLINEなどの医学・薬学文献データベー

ス検索におけるキーワード、シソーラスの重要性を理解

し、検索できる。（知識・技能）

E3-(1)-③-3　医薬品情報の信頼性、科学的妥当性など

を評価する際に必要な基本的項目を列挙できる。

E3-(1)-③-4　臨床試験などの原著論文および三次資料

について医薬品情報の質を評価できる。（技能）

E3-(1)-③-5　医薬品情報をニーズに合わせて加工・提

供し管理する際の方法と注意点（知的所有権、守秘義務

など）について説明できる。

E3-(1)-④-1 EBMの基本概念と実践のプロセスについて

説明できる。

E3-(1)-④-2 代表的な臨床研究法（ランダム化比較試験、

コホート研究、ケースコントロール研究など）の長所と

短所を挙げ、それらのエビデンスレベルについて概説で

きる。

E3-(1)-④-3 臨床研究論文の批判的吟味に必要な基本的

項目を列挙し、内的妥当性（研究結果の正確度や再現性

）と外的妥当性（研究結果の一般化の可能性）について

概説できる。

E3-(1)-④-4 メタアナリシスの概念を理解し、結果を説

明できる。

E3-(1)-⑤-1 臨床研究における基本的な統計量（平均値、

中央値、標準偏差、標準誤差、信頼区間など）の意味と

違いを説明できる。

E3-(1)-⑤-2 帰無仮説の概念および検定と推定の違いを

説明できる。

E3-(1)-⑤-3 代表的な分布（正規分布、ｔ分布、二項分

布、ポアソン分布、χ2分布、F分布）について概説でき

る。

E3-(1)-⑤-4 主なパラメトリック検定とノンパラメトリ

ック検定を列挙し、それらの使い分けを説明できる。

E3-(1)-⑤-5 二群間の差の検定（ｔ検定、χ2検定など

）を実施できる。（技能）

E3-(1)-⑤-6 主な回帰分析（直線回帰、ロジスティック

回帰など）と相関係数の検定について概説できる。

E3-(1)-⑤-7 基本的な生存時間解析法（カプラン・マイ

ヤー曲線など）について概説できる。

E3-(1)-⑥-1 臨床研究（治験を含む）の代表的な手法（

介入研究、観察研究）を列挙し、それらの特徴を概説で

きる。

E3-(1)-⑥-2 臨床研究におけるバイアス・交絡について

概説できる。

E3-(1)-⑥-3 観察研究での主な疫学研究デザイン（症例

報告、症例集積、コホート研究、ケースコントロール研

究、ネステッドケースコントロール研究、ケースコホー

ト研究など）について概説できる。

E3-(1)-⑥-4 副作用の因果関係を評価するための方法（

副作用判定アルゴリズムなど）について概説できる。

E3-(1)-⑥-5 優越性試験と非劣性試験の違いについて説

明できる。

E3-(1)-⑥-6 介入研究の計画上の技法（症例数設定、ラ

ンダム化、盲検化など）について概説できる。

E3-(1)-⑥-7 統計解析時の注意点について概説できる。

E3-(1)-⑥-8 介入研究の効果指標（真のエンドポイント

と代用のエンドポイント、主要エンドポイントと副次的

エンドポイント）の違いを、例を挙げて説明できる。

E3-(1)-⑥-9 臨床研究の結果（有効性、安全性）の主な

パラメータ（相対リスク、相対リスク減少、絶対リスク、

絶対リスク減少、治療必要数、オッズ比、発生率、発生

割合）を説明し、計算できる。

E3-(1)-⑦-1　病院や薬局において医薬品を採用・選択

する際に検討すべき項目を列挙し、その意義を説明でき

る。

AD-E3-③-1多群間の差の検定（分散分析、多重比較）を

実施できる。

AD-E3-3-2 主な多変量解析（ロジスティック回帰分析、

重回帰分析など）の概要を説明し、実施できる。

E3-(1)-⑦-1病院や薬局において、医薬品を採用・選択

する際に検討すべき項目を列挙し、その意義を説明でき

る。

E3-(2)-①-1薬物治療に必要な患者基本情報を列挙でき

る。

E3-(2)-①-2患者情報源の種類を列挙し、それぞれの違

いを説明できる。

E3-(2)-②-1問題志向型システムを説明できる。

E3-(2)-②-2SOAP形式などの患者情報の記録方法につい

て説明できる。

E3-(2)-②-3医薬品の効果や副作用を評価するために必

要な患者情報について概説できる。
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E3-(2)-②-4患者情報の取扱いにおける守秘義務と管理

の重要性を説明できる。

＜授業のキーワード＞

医薬品情報、添付文書、インタビューフォーム、データ

ベース、EBM、生物統計、臨床研究デザイン、医薬品評

価

＜授業の進め方＞

授業計画に従って 12 回の講義を行う。

＜履修するにあたって＞

質問があれば、遠慮なく教員室まで訪ねてください。オ

フィスアワーは随時。ただし、事前にメールにて連絡を

すること。　メールには必ず、タイトル欄に学籍番号と

名前を入力すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

テキスト、配布資料を用いて、復習をしておくこと（目

安は1時間程度）。

＜提出課題など＞

授業時に連絡する。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験を　100%　として評価します。

講義中に課題を出すこともあります。

＜テキスト＞

医薬品情報学　第2版（化学同人）

＜参考図書＞

医薬品情報学-ワークブック（朝倉書店）、コンパス

医薬品情報学　改訂第 2 版（南江堂）、図解 PubMed

の使い方 第 7 版（日本医学図書館協会）

＜授業計画＞

第1回

（辰見）　医薬品情報の概要と情報の重要性

薬物治療に必要な医薬品情報の重要性を理解する。

適正な医薬品情報が治療だけでなく、育薬につながるこ

とを理解する。

医薬品を使用する上で必須の医薬品情報を列挙できる。

医薬品情報に関わる職種を列挙し、その役割を概説でき

る。

医薬品の開発過程で得られる医薬品情報について概説で

きる。

医薬品の市販後に実施される調査や試験と得られる医薬

品情報について概説できる。

医薬品情報に関係する代表的な法律・制度とレギュラト

リーサイエンスについて概説できる。

E3-(1)-①-1

E3-(1)-①-2

E3-(1)-①-3

E3-(1)-①-4

E3-(1)-①-5

第2回

（辰見）　医薬品情報の情報源と情報の収集・評価・加

工・提供・管理

医薬品情報源の一次資料、二次資料、三次資料の分類に

ついて概説できる。

医薬品情報源として代表的な二次資料、三次資料を列挙

し、それらの特徴について概説できる。

厚生労働省、医薬品医療機器総合機構、製薬企業などの

発行する資料を列挙し、概説できる。

医薬品添付文書（医療用、一般用）の法的位置付けにつ

いて概説できる。

医薬品添付文書（医療用、一般用）の記載項目を列挙し、

それらの意味や記載すべき内容について、概説できる。

医薬品インタビューフォームの位置づけと医薬品添付文

書との違いについて説明できる。

目的に合った適切な情報源を選択し、必要な情報を検索、

収集できる。

MEDLINEなどの医学・薬学文献データベース検索におけ

るキーワード、シソーラス、の重要性を理解し、検索で

きる。

医薬品情報の信頼性、科学的妥当性などを評価する際に

必要な基本的項目を列挙できる。

臨床試験などの原著論文および三次資料について医薬品

情報の質を評価できる。

医薬品情報をニーズに合わせて加工・提供し、管理する

際の方法と注意点について説明できる。

E3-(1)-②-1

E3-(1)-②-2

E3-(1)-②-3

E3-(1)-②-4

E3-(1)-②-5

E3-(1)-②-6

E3-(1)-③-1

E3-(1)-③-2

E3-(1)-③-3

E3-(1)-③-4

E3-(1)-③-5

第3回

（辰見）　医薬品情報の情報源を使った情報の収集と加

工・提供

医薬品情報源の一次資料、二次資料、三次資料の分類に

ついて概説できる。

医薬品情報源として代表的な二次資料、三次資料を列挙

し、それらの特徴について概説できる。

MEDLINEなどの医学・薬学文献データベース検索におけ

るキーワード、シソーラス、の重要性を理解し、検索で

きる。

医薬品情報をニーズに合わせて加工・提供し、管理する

際の方法と注意点について説明できる。

E3-(1)-②-1

E3-(1)-②-2

E3-(1)-③-2
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E3-(1)-③-5

第4回

（橋本）　生物統計①

基本的な統計量を説明できる。

帰説仮説の概念および検定と推定の違いを説明できる。

代表的な分布について概説できる。

おもなパラメトリック検定とノンパラメトリック検定を

列挙し説明できる。

二群間の差の検定を実施できる。

多群間の差の検定（分散分析、多重比較）を実施できる。

E3-(1)-⑤-1

E3-(1)-⑤-2

E3-(1)-⑤-3

E3-(1)-⑤-4

E3-(1)-⑤-5

E3-(1)-⑥-6

AD-E3-③-1

第5回

（橋本）　生物統計②

おもなパラメトリック検定とノンパラメトリック検定を

列挙し説明できる。

二群間、多群の差の検定を実施できる。

おもな回帰分析と相関係数の検定について概説できる。

 主な多変量解析（ロジスティック回帰分析、重回帰分

析など）の概要を説明し、実施できる。

E3-(1)-⑤-4

E3-(1)-⑤-5

E3-(1)-⑤-6

E3-(1)-⑥-6

AD-E3-③-2

第6回

（橋本）　生物統計③

おもな回帰分析と相関係数の検定について概説できる。

基本的な生存時間解析法（カプラン・マイヤー曲線）に

ついて概説できる。

E3-(1)-⑤-6

E3-(1)-⑤-7

第7回

（橋本）　EBM (Evidence-based Medicine)

臨床試験などの原著論文および三次資料について医薬品

情報の質を評価できる。

EBMの基本概念と実践のプロセスについて説明できる。

代表的な臨床研究法（ランダム化比較試験、コホート研

究、ケースコントロール研究など）の長所と短所を挙げ、

それらのエビデンスレベルについて概説できる。

臨床研究論文の批判的吟味に必要な基本的項目を列挙し、

内的妥当性（研究結果の正確度や再現性）と外的妥当性

（研究結果の一般化の可能性）について概説できる。

介入研究の計画上の技法（症例数設定、ランダム化、盲

検化など）について概説できる。

 統計解析時の注意点について概説できる。

介入研究の効果指標（真のエンドポイントと代用のエン

ドポイント、主要エンドポイントと副次的エンドポイン

ト）の違いを、例を挙げて説明できる。

E3-(1)-③-4

E3-(1)-④-1

E3-(1)-④-2

E3-(1)-④-3

E3-(1)-⑥-6

E3-(1)-⑥-7

E3-(1)-⑥-8

第8回

（橋本）　臨床研究と研究デザイン①

メタアナリシスの概念を理解し、結果を説明できる。

臨床研究（治験を含む）の代表的な手法（介入研究、観

察研究）を列挙し、それらの特徴を概説できる。

観察研究での主な疫学研究デザイン（症例報告、症例集

積、コホート研究、ケースコントロール研究、ネステッ

ドケースコントロール研究、ケースコホート研究など）

について概説できる。

E3-(1)-④-4

E3-(1)-⑥-1

E3-(1)-⑥-3

第9回

（橋本）　臨床研究と研究デザイン②

臨床研究におけるバイアス・交絡について概説できる。

 副作用の因果関係を評価するための方法（副作用判定

アルゴリズムなど）について概説できる。

優越性試験と非劣性試験の違いについて説明できる。

介入研究の効果指標（真のエンドポイントと代用のエン

ドポイント、主要エンドポイントと副次的エンドポイン

ト）の違いを、例を挙げて説明できる。

臨床研究の結果（有効性、安全性）の主なパラメータ（

相対リスク、相対リスク減少、絶対リスク、絶対リスク

減少、治療必要数、オッズ比、発生率、発生割合）を説

明し、計算できる。

E3-(1)-⑥-2

E3-(1)-⑥-4

E3-(1)-⑥-5

E3-(1)-⑥-8

E3-(1)-⑥-9

第10回

（橋本）　検査の精度

ー感度・特異度・ROC曲線ー

疾患の診断、重症度を確認するために行う検査について、

感度、特異度、ROC曲線について学び、検査の特徴を理
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解する。提示されたカットオフ値より、感度、特異度な

どの指標を算出することができる。

第11回

（橋本）　医薬品の採用と選択、患者情報

E3-(1)-⑦-1病院や薬局において、医薬品を採用・選択

する際に検討すべき項目を列挙し、その意義を説明でき

る。

E3-(2)-①-1薬物治療に必要な患者基本情報を列挙でき

る。

E3-(2)-①-2患者情報源の種類を列挙し、それぞれの違

いを説明できる。

E3-(2)-②-1問題志向型システムを説明できる。

E3-(2)-②-2SOAP形式などの患者情報の記録方法につい

て説明できる。

E3-(2)-②-3医薬品の効果や副作用を評価するために必

要な患者情報について概説できる。

E3-(2)-②-4患者情報の取扱いにおける守秘義務と管理

の重要性を説明できる。

第12回

（橋本）　総まとめ（演習と解説）

これまで学んだことについて、演習問題を解き、その後

解説を行う。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

医薬品情報学 [15～18]

橋本　保彦、辰見　明俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面講義

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1および5を

目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

医薬品情報は、医療者、患者、国民が薬を使用するにあ

たり、その目的を達するために重要なものとなる。薬剤

師には、情報を収集し、的確に解釈し、提供する義務が

ある。また社会ニーズに答えるべく情報の作成も必要で

ある。これらを達成するために、本講義を実施する。

なお、この授業の担当者は病院での薬剤師経験を5年間

以上経験している実務家教員であり、より実践的な観点

から、内容について、具体的に解説する。

＜到達目標＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり３年次に配当している。

以下の各SBOsを到達目標とする。

E3-(1)-①-1　医薬品を使用したり取り扱う上で、必須

の医薬品情報を列挙できる。

E3-(1)-①-2　医薬品情報に関わっている職種を列挙し、

その役割について概説できる。

E3-(1)-①-3 医薬品（後発医薬品等を含む）の開発過程

で行われる試験（非臨床試験、臨床試験、安定性試験等

）と得られる医薬品情報について概説できる。

E3-(1)-①-4 医薬品の市販後に行われる調査・試験と得

られる医薬品情報について概説できる。

E3-(1)-①-5 医薬品情報に関係する代表的な法律・制度

（「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確

保等に関する法律」、GCP、GVP、GPSP、RMP など）とレ

ギュラトリーサイエンスについて概説できる。

E3-(1)-②-1　医薬品情報源の一次資料、二次資料、三

次資料の分類について概説できる。

E3-(1)-②-2　医薬品情報源として代表的な二次資料、

三次資料を列挙し、それらの特徴について説明できる。

E3-(1)-②-3　厚生労働省、医薬品医療機器総合機構、

製薬企業などの発行する資料を列挙し、概説できる。

E3-(1)-②-4　医薬品添付文書（医療用、一般用）の法

的位置づけについて説明できる。

E3-(1)-②-5　医薬品添付文書（医療用、一般用）の記

載項目（警告、禁忌、効能・効果、用法・用量、使用上

の注意など）を列挙し、それらの意味や記載すべき内容

について説明できる。

E3-(1)-②-6　医薬品インタビューフォームの位置づけ

と医薬品添付文書との違いについて説明できる。

E3-(1)-③-1　目的（効能効果、副作用、相互作用、薬

剤鑑別、妊婦への投与、中毒など）に合った適切な情報

源を選択し、必要な情報を検索、収集できる。（技能）

E3-(1)-③-2　MEDLINEなどの医学・薬学文献データベー

ス検索におけるキーワード、シソーラスの重要性を理解

し、検索できる。（知識・技能）

E3-(1)-③-3　医薬品情報の信頼性、科学的妥当性など

を評価する際に必要な基本的項目を列挙できる。

E3-(1)-③-4　臨床試験などの原著論文および三次資料

について医薬品情報の質を評価できる。（技能）

E3-(1)-③-5　医薬品情報をニーズに合わせて加工・提

供し管理する際の方法と注意点（知的所有権、守秘義務

など）について説明できる。

E3-(1)-④-1 EBMの基本概念と実践のプロセスについて

説明できる。

E3-(1)-④-2 代表的な臨床研究法（ランダム化比較試験、

コホート研究、ケースコントロール研究など）の長所と

短所を挙げ、それらのエビデンスレベルについて概説で

きる。

E3-(1)-④-3 臨床研究論文の批判的吟味に必要な基本的

項目を列挙し、内的妥当性（研究結果の正確度や再現性

）と外的妥当性（研究結果の一般化の可能性）について
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概説できる。

E3-(1)-④-4 メタアナリシスの概念を理解し、結果を説

明できる。

E3-(1)-⑤-1 臨床研究における基本的な統計量（平均値、

中央値、標準偏差、標準誤差、信頼区間など）の意味と

違いを説明できる。

E3-(1)-⑤-2 帰無仮説の概念および検定と推定の違いを

説明できる。

E3-(1)-⑤-3 代表的な分布（正規分布、ｔ分布、二項分

布、ポアソン分布、χ2分布、F分布）について概説でき

る。

E3-(1)-⑤-4 主なパラメトリック検定とノンパラメトリ

ック検定を列挙し、それらの使い分けを説明できる。

E3-(1)-⑤-5 二群間の差の検定（ｔ検定、χ2検定など

）を実施できる。（技能）

E3-(1)-⑤-6 主な回帰分析（直線回帰、ロジスティック

回帰など）と相関係数の検定について概説できる。

E3-(1)-⑤-7 基本的な生存時間解析法（カプラン・マイ

ヤー曲線など）について概説できる。

E3-(1)-⑥-1 臨床研究（治験を含む）の代表的な手法（

介入研究、観察研究）を列挙し、それらの特徴を概説で

きる。

E3-(1)-⑥-2 臨床研究におけるバイアス・交絡について

概説できる。

E3-(1)-⑥-3 観察研究での主な疫学研究デザイン（症例

報告、症例集積、コホート研究、ケースコントロール研

究、ネステッドケースコントロール研究、ケースコホー

ト研究など）について概説できる。

E3-(1)-⑥-4 副作用の因果関係を評価するための方法（

副作用判定アルゴリズムなど）について概説できる。

E3-(1)-⑥-5 優越性試験と非劣性試験の違いについて説

明できる。

E3-(1)-⑥-6 介入研究の計画上の技法（症例数設定、ラ

ンダム化、盲検化など）について概説できる。

E3-(1)-⑥-7 統計解析時の注意点について概説できる。

E3-(1)-⑥-8 介入研究の効果指標（真のエンドポイント

と代用のエンドポイント、主要エンドポイントと副次的

エンドポイント）の違いを、例を挙げて説明できる。

E3-(1)-⑥-9 臨床研究の結果（有効性、安全性）の主な

パラメータ（相対リスク、相対リスク減少、絶対リスク、

絶対リスク減少、治療必要数、オッズ比、発生率、発生

割合）を説明し、計算できる。

E3-(1)-⑦-1　病院や薬局において医薬品を採用・選択

する際に検討すべき項目を列挙し、その意義を説明でき

る。

AD-E3-③-1多群間の差の検定（分散分析、多重比較）を

実施できる。

AD-E3-3-2 主な多変量解析（ロジスティック回帰分析、

重回帰分析など）の概要を説明し、実施できる。

E3-(1)-⑦-1病院や薬局において、医薬品を採用・選択

する際に検討すべき項目を列挙し、その意義を説明でき

る。

E3-(2)-①-1薬物治療に必要な患者基本情報を列挙でき

る。

E3-(2)-①-2患者情報源の種類を列挙し、それぞれの違

いを説明できる。

E3-(2)-②-1問題志向型システムを説明できる。

E3-(2)-②-2SOAP形式などの患者情報の記録方法につい

て説明できる。

E3-(2)-②-3医薬品の効果や副作用を評価するために必

要な患者情報について概説できる。

E3-(2)-②-4患者情報の取扱いにおける守秘義務と管理

の重要性を説明できる。

＜授業のキーワード＞

医薬品情報、添付文書、インタビューフォーム、データ

ベース、EBM、生物統計、臨床研究デザイン、医薬品評

価

＜授業の進め方＞

授業計画に従って 12 回の講義を行う。

＜履修するにあたって＞

質問があれば、遠慮なく教員室まで訪ねてください。オ

フィスアワーは随時。ただし、事前にメールにて連絡を

すること。　メールには必ず、タイトル欄に学籍番号と

名前を入力すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

テキスト、配布資料を用いて、復習をしておくこと（目

安は1時間程度）。

＜提出課題など＞

授業時に連絡する。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験を　100%　として評価します。

講義中に課題を出すこともあります。

＜テキスト＞

医薬品情報学　第2版（化学同人）

＜参考図書＞

医薬品情報学-ワークブック（朝倉書店）、コンパス

医薬品情報学　改訂第 2 版（南江堂）、図解 PubMed

の使い方 第 7 版（日本医学図書館協会）

＜授業計画＞

第1回

（辰見）　医薬品情報の概要と情報の重要性

薬物治療に必要な医薬品情報の重要性を理解する。

適正な医薬品情報が治療だけでなく、育薬につながるこ

とを理解する。

医薬品を使用する上で必須の医薬品情報を列挙できる。

医薬品情報に関わる職種を列挙し、その役割を概説でき

る。

医薬品の開発過程で得られる医薬品情報について概説で

きる。
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医薬品の市販後に実施される調査や試験と得られる医薬

品情報について概説できる。

医薬品情報に関係する代表的な法律・制度とレギュラト

リーサイエンスについて概説できる。

E3-(1)-①-1

E3-(1)-①-2

E3-(1)-①-3

E3-(1)-①-4

E3-(1)-①-5

第2回

（辰見）　医薬品情報の情報源と情報の収集・評価・加

工・提供・管理

医薬品情報源の一次資料、二次資料、三次資料の分類に

ついて概説できる。

医薬品情報源として代表的な二次資料、三次資料を列挙

し、それらの特徴について概説できる。

厚生労働省、医薬品医療機器総合機構、製薬企業などの

発行する資料を列挙し、概説できる。

医薬品添付文書（医療用、一般用）の法的位置付けにつ

いて概説できる。

医薬品添付文書（医療用、一般用）の記載項目を列挙し、

それらの意味や記載すべき内容について、概説できる。

医薬品インタビューフォームの位置づけと医薬品添付文

書との違いについて説明できる。

目的に合った適切な情報源を選択し、必要な情報を検索、

収集できる。

MEDLINEなどの医学・薬学文献データベース検索におけ

るキーワード、シソーラス、の重要性を理解し、検索で

きる。

医薬品情報の信頼性、科学的妥当性などを評価する際に

必要な基本的項目を列挙できる。

臨床試験などの原著論文および三次資料について医薬品

情報の質を評価できる。

医薬品情報をニーズに合わせて加工・提供し、管理する

際の方法と注意点について説明できる。

E3-(1)-②-1

E3-(1)-②-2

E3-(1)-②-3

E3-(1)-②-4

E3-(1)-②-5

E3-(1)-②-6

E3-(1)-③-1

E3-(1)-③-2

E3-(1)-③-3

E3-(1)-③-4

E3-(1)-③-5

第3回

（辰見）　医薬品情報の情報源を使った情報の収集と加

工・提供

医薬品情報源の一次資料、二次資料、三次資料の分類に

ついて概説できる。

医薬品情報源として代表的な二次資料、三次資料を列挙

し、それらの特徴について概説できる。

MEDLINEなどの医学・薬学文献データベース検索におけ

るキーワード、シソーラス、の重要性を理解し、検索で

きる。

医薬品情報をニーズに合わせて加工・提供し、管理する

際の方法と注意点について説明できる。

E3-(1)-②-1

E3-(1)-②-2

E3-(1)-③-2

E3-(1)-③-5

第4回

（橋本）　生物統計①

基本的な統計量を説明できる。

帰説仮説の概念および検定と推定の違いを説明できる。

代表的な分布について概説できる。

おもなパラメトリック検定とノンパラメトリック検定を

列挙し説明できる。

二群間の差の検定を実施できる。

多群間の差の検定（分散分析、多重比較）を実施できる。

E3-(1)-⑤-1

E3-(1)-⑤-2

E3-(1)-⑤-3

E3-(1)-⑤-4

E3-(1)-⑤-5

E3-(1)-⑥-6

AD-E3-③-1

第5回

（橋本）　生物統計②

おもなパラメトリック検定とノンパラメトリック検定を

列挙し説明できる。

二群間、多群の差の検定を実施できる。

おもな回帰分析と相関係数の検定について概説できる。

 主な多変量解析（ロジスティック回帰分析、重回帰分

析など）の概要を説明し、実施できる。

E3-(1)-⑤-4

E3-(1)-⑤-5

E3-(1)-⑤-6

E3-(1)-⑥-6

AD-E3-③-2

第6回

（橋本）　生物統計③

おもな回帰分析と相関係数の検定について概説できる。

基本的な生存時間解析法（カプラン・マイヤー曲線）に

ついて概説できる。

E3-(1)-⑤-6

E3-(1)-⑤-7
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第7回

（橋本）　EBM (Evidence-based Medicine)

臨床試験などの原著論文および三次資料について医薬品

情報の質を評価できる。

EBMの基本概念と実践のプロセスについて説明できる。

代表的な臨床研究法（ランダム化比較試験、コホート研

究、ケースコントロール研究など）の長所と短所を挙げ、

それらのエビデンスレベルについて概説できる。

臨床研究論文の批判的吟味に必要な基本的項目を列挙し、

内的妥当性（研究結果の正確度や再現性）と外的妥当性

（研究結果の一般化の可能性）について概説できる。

介入研究の計画上の技法（症例数設定、ランダム化、盲

検化など）について概説できる。

 統計解析時の注意点について概説できる。

介入研究の効果指標（真のエンドポイントと代用のエン

ドポイント、主要エンドポイントと副次的エンドポイン

ト）の違いを、例を挙げて説明できる。

E3-(1)-③-4

E3-(1)-④-1

E3-(1)-④-2

E3-(1)-④-3

E3-(1)-⑥-6

E3-(1)-⑥-7

E3-(1)-⑥-8

第8回

（橋本）　臨床研究と研究デザイン①

メタアナリシスの概念を理解し、結果を説明できる。

臨床研究（治験を含む）の代表的な手法（介入研究、観

察研究）を列挙し、それらの特徴を概説できる。

観察研究での主な疫学研究デザイン（症例報告、症例集

積、コホート研究、ケースコントロール研究、ネステッ

ドケースコントロール研究、ケースコホート研究など）

について概説できる。

E3-(1)-④-4

E3-(1)-⑥-1

E3-(1)-⑥-3

第9回

（橋本）　臨床研究と研究デザイン②

臨床研究におけるバイアス・交絡について概説できる。

 副作用の因果関係を評価するための方法（副作用判定

アルゴリズムなど）について概説できる。

優越性試験と非劣性試験の違いについて説明できる。

介入研究の効果指標（真のエンドポイントと代用のエン

ドポイント、主要エンドポイントと副次的エンドポイン

ト）の違いを、例を挙げて説明できる。

臨床研究の結果（有効性、安全性）の主なパラメータ（

相対リスク、相対リスク減少、絶対リスク、絶対リスク

減少、治療必要数、オッズ比、発生率、発生割合）を説

明し、計算できる。

E3-(1)-⑥-2

E3-(1)-⑥-4

E3-(1)-⑥-5

E3-(1)-⑥-8

E3-(1)-⑥-9

第10回

（橋本）　検査の精度

ー感度・特異度・ROC曲線ー

疾患の診断、重症度を確認するために行う検査について、

感度、特異度、ROC曲線について学び、検査の特徴を理

解する。提示されたカットオフ値より、感度、特異度な

どの指標を算出することができる。

第11回

（橋本）　医薬品の採用と選択、患者情報

E3-(1)-⑦-1病院や薬局において、医薬品を採用・選択

する際に検討すべき項目を列挙し、その意義を説明でき

る。

E3-(2)-①-1薬物治療に必要な患者基本情報を列挙でき

る。

E3-(2)-①-2患者情報源の種類を列挙し、それぞれの違

いを説明できる。

E3-(2)-②-1問題志向型システムを説明できる。

E3-(2)-②-2SOAP形式などの患者情報の記録方法につい

て説明できる。

E3-(2)-②-3医薬品の効果や副作用を評価するために必

要な患者情報について概説できる。

E3-(2)-②-4患者情報の取扱いにおける守秘義務と管理

の重要性を説明できる。

第12回

（橋本）　総まとめ（演習と解説）

これまで学んだことについて、演習問題を解き、その後

解説を行う。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

医薬品の開発と生産

袁　德其

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1と5を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}
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「有機化合物の性質と反応Ⅰ-Ⅳ」で勉強した官能基変

換反応および炭素結合の形成に関する個々の反応につい

て、反応機構を基にまとめて説明し、それぞれの反応の

特徴や共通点、相違点、必要な反応条件、適用範囲など

に関する理解を深める。

これまでに勉強した断片的な知識を解説・演習などを通

じて体系化し、薬物を設計・合成するまたは薬物の生体

内における機能及び反応に対する理解を深めるために役

立てることを図る。

更に総合演習を通じた有機化合物のスペクトルにより構

造同定に必要な技能を高める。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C4-(2)-②-1　アルケンへの代表的なシン型付加反応を

列挙し、反応機構を説明できる。

C4-(2)-②-2　アルケンへの臭素の付加反応の機構を図

示し、反応の立体特異性（アンチ付加）を説明できる。

C4-(2)-②-3　アルケンへのハロゲン化水素の付加反応

の位置選択性（Markovnikov 則）について説明できる。

C4-(2)-②-4　カルボカチオンの級数と安定性について

説明できる。

C4-(2)-②-5　共役ジエンへのハロゲンの付加反応の特

徴について説明できる。

C4-(2)-②-6　アルケンの酸化的開裂反応を列挙し、構

造解析への応用について説明できる。

C4-(2)-②-7　アルキンの代表的な反応を列挙し、説明

できる。

C4-(2)-③-3　芳香族化合物の求電子置換反応の機構を

説明できる。

C4-(2)-③-4　芳香族化合物の求電子置換反応の反応性

および配向性に及ぼす置換基の効果を説明できる。

C4-(2)-③-5　芳香族化合物の代表的な求核置換反応に

ついて説明できる。

C4-(3)-②-2　求核置換反応（SN1および SN2反応）の機

構について、立体化学を含めて説明できる。

C4-(3)-②-3　ハロゲン化アルキルの脱ハロゲン化水素

の機構を図示し、反応の位置選択性（Saytzeff則）を説

明できる。

C4-(3)-③-1　アルコール類の代表的な性質と反応を列

挙し、説明できる。

C4-(3)-③-2　フェノール類の代表的な性質と反応を列

挙し、説明できる。

C4-(3)-③-3　フェノール類、チオール類の抗酸化作用

について説明できる。

C4-(3)-④-2　オキシラン類の開環反応における立体特

異性と位置選択性を説明できる。

C4-(3)-⑤-1　アルデヒド類およびケトン類の性質と、

代表的な求核付加反応を列挙し、説明できる。

C4-(3)-⑤-3　カルボン酸誘導体（酸ハロゲン化物、酸

無水物、エステル、アミド、ニトリル）の代表的な性質

と反応を列挙し、説明できる。

C4-(3)-⑥-1　アミン類の代表的な性質と反応を列挙し、

説明できる。

C5-(1)-1　アルケンの代表的な合成法について説明でき

る。

C5-(1)-2　アルキンの代表的な合成法について説明でき

る。

C5-(1)-3　有機ハロゲン化合物の代表的な合成法につい

て説明できる。

C5-(1)-4　アルコールの代表的な合成法について説明で

きる。

C5-(1)-5　フェノールの代表的な合成法について説明で

きる。

C5-(1)-6　エーテルの代表的な合成法について説明でき

る。

C5-(1)-7　アルデヒドおよびケトンの代表的な合成法に

ついて説明できる。

C5-(1)-8　カルボン酸の代表的な合成法について説明で

きる。

C5-(1)-9　カルボン酸誘導体（エステル、アミド、ニト

リル、酸ハロゲン化物、酸無水物）の代表的な合成法に

ついて説明できる。

C5-(1)-10　アミンの代表的な合成法について説明でき

る。

C5-(1)-11　代表的な官能基選択的反応を列挙し、その

機構と応用例について説明できる。

C5-(1)-12　代表的な官能基を他の官能基に変換できる。

（技能）

C5-(2)-①-1　Diels-Alder反応の特徴を具体例を用いて

説明できる。

C5-(2)-①-2　転位反応を用いた代表的な炭素骨格の構

築法を列挙できる。

C5-(2)-①-3　代表的な炭素酸のpKaと反応性の関係を説

明できる。

C5-(2)-①-4　代表的な炭素-炭素結合生成反応（アルド

ール反応、マロン酸エステル合成、アセト酢酸エステル

合成、Michael付加、Mannich反応、Grignard反応、Witt

ig反応など）について概説できる。

C5-(2)-②-1　代表的な位置選択的反応を列挙し、その

機構と応用例について説明できる。

C5-(2)-②-2　代表的な立体選択的反応を列挙し、その

機構と応用例について説明できる。

C5-(2)-④-1　光学活性化合物を得るための代表的な手

法（光学分割、不斉合成など）を説明できる。

C5-(2)-⑤-1　課題として与えられた化合物の合成法を

立案できる。（知識・技能）

C5-(2)-⑤-2　課題として与えられた医薬品を合成でき

る。（技能）

C4-(4)-②-8　代表的化合物の部分構造を1H NMR から決

定できる。(技能)
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C4-(4)-③-2　代表的な構造中の炭素について、おおよ

その化学シフト値を示すことができる。

C4-(4)-④-2　IRスペクトル上の基本的な官能基の特性

吸収を列挙し、帰属することができる。（知識・技能）

C4-(4)-⑥-3　ピークの種類（基準ピーク、分子イオン

ピーク、同位体ピーク、フラグメントピーク）を説明が

できる。

C4-(4)-⑥-4　塩素原子や臭素原子を含む化合物のマス

スペクトルの特徴を説明できる。

C4-(4)-⑥-5　代表的なフラグメンテーションについて

概説できる。

C4-(4)-⑥-7　基本的な化合物のマススペクトルを解析

できる。（技能）

C4-(4)-⑧-1　代表的な機器分析法を用いて、基本的な

化合物の構造決定ができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

有機反応、有機合成、構造決定法

＜授業の進め方＞

授業計画に従って１５回の講義および演習を行う。袁担

当分：第１回-第9回、第１３回-第１５回；佐々木担当

分：第１０回-第１２回。

＜履修するにあたって＞

講義までに「有機化合物の性質と反応Ⅰ-Ⅳ」で勉強し

た内容を復習してください。

オフィスアワー：講義のあとの休み時間をあてる。

テストや演習はCBTメディカルにて実施するので、CBTメ

ディカルのIDよパスワードを予め用意すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前に十分に勉強し、講義中の課題演習の時間を無駄に

しないこと。講義後は必ず復習を実行し、断片的な知識

を体系化し、複数の反応を組み合わせて課題を解く技能

を高めよ。

＜提出課題など＞

その都度指示。

＜成績評価方法・基準＞

平常点（講義中の演習、小テストの得点、講義後の課題

の完成度など）４０％、テスト６０％、合計１００％で

評価する。評価基準は「履修の手引き」の記述にあるよ

うに、９０％以上Ｓ、８０％以上Ａ、７０％以上Ｂ、６

０％以上Ｃ、６０％未満はＤとなる。

＜テキスト＞

オリジナル　テキスト

＜授業計画＞

第１回　アルケン・アルキン

アルケン・アルキンの付加反応（求電子付加、ラジカル

付加、酸化、還元など）

アルケン・アルキンの代表的な合成法

C4-(2)-②-1-C4-(2)-②-7

C5-(1)-1、C5-(1)-2

第２回　ハロゲン化アルキル

ハロゲン化アルキルの求核置換反応（SN1、SN2、SNi）

ハロゲン化アルキルの脱離反応（E1、E2）

ハロゲン化アルキルの代表的な合成法

C4-(3)-②-2、C4-(3)-②-3

C5-(1)-3

第３回　芳香族化合物

芳香族の求電子置換反応

芳香族化合物の側鎖での反応

芳香族の求核置換反応

C4-(2)-③-3 - C4-(2)-③-5

第４回　アルコール・エーテル・アミン

アルコール・フェノール・エーテル・アミンの反応

アルコール・フェノール・エーテル・アミンの代表的な

合成法

C4-(3)-③-1 - C4-(3)-③-3

C4-(3)-④-2

C4-(3)-⑥-1

C5-(1)-4 - C5-(1)-6

C5-(1)-10

第５回　アルデヒド・ケトン・カルボン酸およびカルボ

ン酸誘導体

アルデヒド・ケトンの代表的な反応と合成法

カルボン酸・カルボン酸誘導体の代表的な反応と合成法

C4-(3)-⑤-1, C4-(3)-⑤-3

C5-(1)-7 - C5-(1)-9

第６回　炭素骨格の構築法

炭素酸の代表的反応

炭素骨格を構築する反応

C5-(2)-①-1 - C5-(2)-①-4

第７回　選択的反応

代表的な官能基選択的反応、位置選択的反応、立体選択

的反応を例挙する。

反応機構から反応の位置選択性と立体化学を理解する。

C5-(1)-11, C5-(2)-②-1

C5-(2)-②-2

第８回　光学活性化合物

光学活性化合物を入手する方法とその基本原理

C5-(2)-④-1

第９回　総合演習（１）

目的分子の合理的合成プランを立案する（多段階合成）。

C5-(1)-12, C5-(2)-⑤-1, C5-(2)-⑤-2

第１０回　構造解析演習（１）

各スペクトルを利用した有機化合物の総合解析演習

C4-(4)-②-8

C4-(4)-③-2

C4-(4)-④-2

C4-(4)-⑥-3 - C4-(4)-⑥-7

C4-(4)-⑧-1

第１１回　構造解析演習（２）

各スペクトルを利用した有機化合物の総合解析演習
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C4-(4)-②-8

C4-(4)-③-2

C4-(4)-④-2

C4-(4)-⑥-3 - C4-(4)-⑥-7

C4-(4)-⑧-1

第１２回　構造解析演習（３）

薬物分子の化学的変化を、個々の官能基の変換反応を用

いて理解する。

個々の官能基変換反応に基づき、薬物分子の置かれる環

境中で生じうる化学的変化を推論する。

C5-(1)-12

第１３回　総合演習（２）

薬物分子の化学的変化を、個々の官能基の変換反応を用

いて理解する。

個々の官能基変換反応に基づき、薬物分子の置かれる環

境中で生じうる化学的変化を推論する。

C5-(1)-12

第１４回　総合演習（３）

薬物分子の化学的変化を、個々の官能基の変換反応を用

いて理解する。

個々の官能基変換反応に基づき、薬物分子の置かれる環

境中で生じうる化学的変化を推論する。

C5-(1)-12

第１５回　総合演習（４）

目的分子の合理的合成プランを立案する（多段階合成）。

C5-(2)-⑤-2

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

医薬品化学Ⅰ [15～18]

津田　裕子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「演習」を取り入れた「講義」形式で行います。＜対面

授業＞

但し、新型コロナ感染の状況により、授業様式は変更に

なる可能性があります。

オンデマンド教材を使用した遠隔授業で行う場合は、教

材の取得方法についてdot.Campusを通じてメールで連絡

いたします。

*遠隔授業においては、特別警報または暴風警報が発令

されている場合も本授業は実施します。ただし、避難指

示、避難勧告が発令されている場合はご自身の安全を最

優先にし、自治体の指示に従って行動してください。

**本授業に対する問い合わせ先は遠隔授業情報を参照し

てください。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

医薬品と生体高分子（酵素、受容体、等のタンパク質や

核酸等）が相互作用して薬効が生まれる。これまでに学

んできた官能基の構造とその性質に関する基本的知識を

応用して、医薬品の作用を化学構造と関連づけて理解で

きるようになる。

＜到達目標＞

医薬品の作用を化学構造と関連づけて理解するために、

医薬品に含まれる代表的な構造とその性質に関する基本

的知識と技能を応用できる。以下の各SBOsを到達目標と

する。

C3-(2)-③-4)代表的な芳香族複素環化合物の性質を芳香

族性と関連づけて説明できる。（知識）

C3-(2)-③-5)代表的な芳香族複素環の求電子置換反応の

反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。（

知識）

C3-(3)-①-1)代表的な官能基を列挙し、性質を説明でき

る。（知識）

C4-(1)-①-1）代表的な生体高分子を構成する小分子（

アミノ酸、糖、脂質、ヌクレオチドなど）の構造に基づ

く化学的性質を説明できる。（知識）

C4-(1)-①-2） 医薬品の標的となる生体高分子（タンパ

ク質、核酸など）の立体構造とそれを規定する化学結合、

相互作用について説明できる。（知識）

C4-(2)-②-１）不可逆的酵素阻害薬の作用を酵素の反応

機構に基づいて説明できる。（知識）

C4-(2)-③-1） 代表的な受容体のアゴニスト（作用薬、

作動薬、刺激薬）とアンタゴニスト（拮抗薬、遮断薬）

との相違点について、内因性リガンドの構造と比較して

説明できる。（知識）

C4-(2)-③-2） 低分子内因性リガンド誘導体が医薬品と

して用いられている理由を説明できる。（知識）

C4-(3)-①-1）医薬品と生体分子との相互作用を化学的

な観点（結合親和性と自由エネルギー変化、電子効果、

立体効果など）から説明できる。（知識）

C4-(3)-②-1) 医薬品の構造からその物理化学的性質（

酸性、塩基性、疎水性、親水性など）を説明できる。（

知識）

C4-(3)-②-2) プロドラッグなどの薬物動態を考慮した

医薬品の化学構造について説明できる。（知識）

C4-(3)-③-1） 代表的な医薬品のファーマコフォアにつ

いて概説できる。（知識）

C4-(3)-③-2）バイオアイソスター（生物学的等価体）

について、代表的な例を挙げて概説できる。（知識）
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C4-(3)-③-3） 医薬品に含まれる代表的な複素環を構造

に基づいて分類し、医薬品コンポーネントとしての性質

を説明できる。（知識）

C4-(3)-⑤-1） カテコールアミン骨格を有する代表的医

薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明でき

る。（知識）

C4-(3)-⑤-2） アセチルコリンアナログの代表的医薬品

を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。

（知識）

＜授業のキーワード＞

ファーマコフォア、官能基、等価体、複素環化合物、ア

ゴニストとアンタゴニスト

＜授業の進め方＞

授業計画に従って講義形式で行い（12回）、理解度を確

認するために授業中に適時演習を行う。

＜履修するにあたって＞

官能基の構造と名称に関する知識が必要である。オフィ

スアワー：水曜日9:00～13：30

＜授業時間外に必要な学修＞

次講義の内容を告知するので、予め配布する講義資料や

指定教科書の該当ページを予習しておくことが望ましい。

（目安として0.5時間）

＜提出課題など＞

授業後に確認問題の解答の提出を求める。フィードバッ

クは次回授業中に行う。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験90%、授業に対する取り組み(質問、確認問題の

解答の提出)10%の合計に基づいて、総合的に評価する。

＜テキスト＞

日本薬学会編　　スタンダード薬学シリーズⅡ3「化学

系薬学Ⅱ．生体分子・医薬品の化学による理解」東京化

学同人

＜授業計画＞

第1回　ファーマコフォアとは何か

代表的な医薬品の構造を挙げ、ファーマコフォアを指摘

する。ファーマコフォアを形成する相互作用を分類して

示す。

C4-(3)-③-1

第2回　医薬品に含まれる代表的な官能基と生体成分と

の相互作用

1）医薬品に含まれる代表的な官能基をその性質により

分類し、医薬品と生体成分（タンパク質および核酸）と

の相互作用と結びつけて解説する。

2）等価体を指摘して解説し、等価体置換が医薬品開発

のツールの1つであることを示す。

C3-(3)-①-1

C4-(3)-①-1

C4-(3)-③-2

第3回　医薬品に含まれる官能基と医薬品の性質

1）プロドラッグの概念と、プロドラッグを形成する官

能基の例を挙げる。

2）医薬品の疎水性を高める官能基、親水性を高める官

能基について解説する。

C4-(3)-②-1

C4-(3)-②-2

第4回　生体内に存在する代表的な複素環化合物

生体内に存在する代表的な複素環化合物を列挙し、構造

式を示す。

C4-(3)-③-3

第5回　医薬品に含まれる代表的な複素環

１）医薬品に含まれる代表的な複素環を指摘し、分類す

る。

2）慣用名、系統的命名法を解説する。

3）医薬品として複素環化合物が汎用される根拠を解説

する。

4）最近の医薬品の動向を解説する。

C4-(3)-③-4

第6回　代表的な芳香族複素環化合物の性質と芳香族性

代表的な芳香族複素環化合物を分類し、芳香族複素環化

合物の性質を芳香族性と関連づけて説明できる（非共有

電子対の所在と塩基性）。

C3-(2)-③-4

第7回　代表的な芳香族複素環化合物の求電子置換反応

代表的な芳香族複素環化合物の求電子試薬に対する反応

性および配向性について解説する。

C3-(2)-③-5

第8回　核酸塩基の構造

1）核酸の構造（塩基、糖、リン酸）および核酸の高次

構造を解説する。

2）核酸塩基（ピリミジン系、プリン系）の構造を書き、

水素結合を形成する位置を示す。

C4-(1)-①-1

C4-(1)-①-2

第9回　酵素と基質の相互作用

１）酵素の活性中心の構造上の特徴をのべることができ

る。

2）酵素の触媒活性について説明できる。

3）酵素の基質結合部位について説明できる。

C4-(1)-①-1

C4-(1)-①-2

第10回　生体高分子と共有結合で相互作用しうる医薬品

の官能基

1）生体高分子と共有結合で相互作用しうる官能基を列

挙できる。

2）その例を挙げることができる（オメプラゾール、ペ

ニシリン、アルキル化剤等）。
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3）不可逆的酵素阻害薬について説明できる。

C3-(3)-①-1

C4-(2)-②-1

第11回　カテコールアミンアナログの医薬品

1）カテコールアミンの化学構造の特徴を解説できる。

2）カテコールアミンアナログの医薬品を列挙し、それ

らの化学構造を比較する。

3）アゴニストとアンタゴニストの構造の相違を解説で

きる。

C4-(2)-③-1

C4-(2)-③-2

C4-(3)-⑤-1

第12回　アセチルコリンアナログの医薬品

1）アセチルコリンが異なった受容体に結合できる理由

を解説する（バイオアクティブコンフォメーション）。

2）2種の受容体に対するアゴニストの構造の特徴を考察

する。

3）アセチルコリンアナログの医薬品を列挙し、それら

の化学構造を比較する。

4) アセチルコリンエステラーゼ阻害剤の機能について

解説する。

C4-(2)-③-1

C4-(2)-③-2

C4-(3)-⑤-2

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

医薬品化学Ⅰ [19～]

津田　裕子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「演習」を取り入れた「講義」形式で行います。＜対面

授業＞

但し、新型コロナ感染の状況により、授業様式は変更に

なる可能性があります。

オンデマンド教材を使用した遠隔授業で行う場合は、教

材の取得方法についてdot.Campusを通じてメールで連絡

いたします。

*遠隔授業においては、特別警報または暴風警報が発令

されている場合も本授業は実施します。ただし、避難指

示、避難勧告が発令されている場合はご自身の安全を最

優先にし、自治体の指示に従って行動してください。

**本授業に対する問い合わせ先は遠隔授業情報を参照し

てください。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

医薬品と生体高分子（酵素、受容体、等のタンパク質や

核酸等）が相互作用して薬効が生まれる。これまでに学

んできた官能基の構造とその性質に関する基本的知識を

応用して、医薬品の作用を化学構造と関連づけて理解で

きるようになる。

＜到達目標＞

医薬品の作用を化学構造と関連づけて理解するために、

医薬品に含まれる代表的な構造とその性質に関する基本

的知識と技能を応用できる。以下の各SBOsを到達目標と

する。

C3-(2)-③-4)代表的な芳香族複素環化合物の性質を芳香

族性と関連づけて説明できる。（知識）

C3-(2)-③-5)代表的な芳香族複素環の求電子置換反応の

反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。（

知識）

C3-(3)-①-1)代表的な官能基を列挙し、性質を説明でき

る。（知識）

C4-(1)-①-1）代表的な生体高分子を構成する小分子（

アミノ酸、糖、脂質、ヌクレオチドなど）の構造に基づ

く化学的性質を説明できる。（知識）

C4-(1)-①-2） 医薬品の標的となる生体高分子（タンパ

ク質、核酸など）の立体構造とそれを規定する化学結合、

相互作用について説明できる。（知識）

C4-(2)-②-１）不可逆的酵素阻害薬の作用を酵素の反応

機構に基づいて説明できる。（知識）

C4-(2)-③-1） 代表的な受容体のアゴニスト（作用薬、

作動薬、刺激薬）とアンタゴニスト（拮抗薬、遮断薬）

との相違点について、内因性リガンドの構造と比較して

説明できる。（知識）

C4-(2)-③-2） 低分子内因性リガンド誘導体が医薬品と

して用いられている理由を説明できる。（知識）

C4-(3)-①-1）医薬品と生体分子との相互作用を化学的

な観点（結合親和性と自由エネルギー変化、電子効果、

立体効果など）から説明できる。（知識）

C4-(3)-②-1) 医薬品の構造からその物理化学的性質（

酸性、塩基性、疎水性、親水性など）を説明できる。（

知識）

C4-(3)-②-2) プロドラッグなどの薬物動態を考慮した

医薬品の化学構造について説明できる。（知識）

C4-(3)-③-1） 代表的な医薬品のファーマコフォアにつ

いて概説できる。（知識）

C4-(3)-③-2）バイオアイソスター（生物学的等価体）

について、代表的な例を挙げて概説できる。（知識）

C4-(3)-③-3） 医薬品に含まれる代表的な複素環を構造

に基づいて分類し、医薬品コンポーネントとしての性質

を説明できる。（知識）

C4-(3)-⑤-1） カテコールアミン骨格を有する代表的医
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薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明でき

る。（知識）

C4-(3)-⑤-2） アセチルコリンアナログの代表的医薬品

を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。

（知識）

＜授業のキーワード＞

ファーマコフォア、官能基、等価体、複素環化合物、ア

ゴニストとアンタゴニスト

＜授業の進め方＞

授業計画に従って講義形式で行い（12回）、理解度を確

認するために授業中に適時演習を行う。

＜履修するにあたって＞

官能基の構造と名称に関する知識が必要である。オフィ

スアワー：水曜日9:00～13：30

＜授業時間外に必要な学修＞

次講義の内容を告知するので、予め配布する講義資料や

指定教科書の該当ページを予習しておくことが望ましい。

（目安として0.5時間）

＜提出課題など＞

授業後に行う確認問題の解答の提出を求める。フィード

バックは次回授業中に行う。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験90%、授業に対する取り組み(質問、確認問題の

解答の提出)10%の合計に基づいて、総合的に評価する。

＜テキスト＞

日本薬学会編　　スタンダード薬学シリーズⅡ3「化学

系薬学Ⅱ．生体分子・医薬品の化学による理解」東京化

学同人

＜授業計画＞

第1回　ファーマコフォアとは何か

代表的な医薬品の構造を挙げ、ファーマコフォアを指摘

する。ファーマコフォアを形成する相互作用を分類して

示す。

C4-(3)-③-1

第2回　医薬品に含まれる代表的な官能基と生体成分と

の相互作用

1）医薬品に含まれる代表的な官能基をその性質により

分類し、医薬品と生体成分（タンパク質および核酸）と

の相互作用と結びつけて解説する。

2）等価体を指摘して解説し、等価体置換が医薬品開発

のツールの1つであることを示す。

C3-(3)-①-1

C4-(3)-①-1

C4-(3)-③-2

第3回　医薬品に含まれる官能基と医薬品の性質

1）プロドラッグの概念と、プロドラッグを形成する官

能基の例を挙げる。

2）医薬品の疎水性を高める官能基、親水性を高める官

能基について解説する。

C4-(3)-②-1

C4-(3)-②-2

第4回　生体内に存在する代表的な複素環化合物

生体内に存在する代表的な複素環化合物を列挙し、構造

式を示す。

C4-(3)-③-3

第5回　医薬品に含まれる代表的な複素環

１）医薬品に含まれる代表的な複素環を指摘し、分類す

る。

2）慣用名、系統的命名法を解説する。

3）医薬品として複素環化合物が汎用される根拠を解説

する。

4）最近の医薬品の動向を解説する。

C4-(3)-③-4

第6回　代表的な芳香族複素環化合物の性質と芳香族性

代表的な芳香族複素環化合物を分類し、芳香族複素環化

合物の性質を芳香族性と関連づけて説明できる（非共有

電子対の所在と塩基性）。

C3-(2)-③-4

第7回　代表的な芳香族複素環化合物の求電子置換反応

代表的な芳香族複素環化合物の求電子試薬に対する反応

性および配向性について解説する。

C3-(2)-③-5

第8回　核酸塩基の構造

1）核酸の構造（塩基、糖、リン酸）および核酸の高次

構造を解説する。

2）核酸塩基（ピリミジン系、プリン系）の構造を書き、

水素結合を形成する位置を示す。

C4-(1)-①-1

C4-(1)-①-2

第9回　酵素と基質の相互作用

１）酵素の活性中心の構造上の特徴をのべることができ

る。

2）酵素の触媒活性について説明できる。

3）酵素の基質結合部位について説明できる。

C4-(1)-①-1

C4-(1)-①-2

第10回　生体高分子と共有結合で相互作用しうる医薬品

の官能基

1）生体高分子と共有結合で相互作用しうる官能基を列

挙できる。

2）その例を挙げることができる（オメプラゾール、ペ

ニシリン、アルキル化剤等）。

3）不可逆的酵素阻害薬について説明できる。

C3-(3)-①-1

C4-(2)-②-1

第11回　カテコールアミンアナログの医薬品
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1）カテコールアミンの化学構造の特徴を解説できる。

2）カテコールアミンアナログの医薬品を列挙し、それ

らの化学構造を比較する。

3）アゴニストとアンタゴニストの構造の相違を解説で

きる。

C4-(2)-③-1

C4-(2)-③-2

C4-(3)-⑤-1

第12回　アセチルコリンアナログの医薬品

1）アセチルコリンが異なった受容体に結合できる理由

を解説する（バイオアクティブコンフォメーション）。

2）2種の受容体に対するアゴニストの構造の特徴を考察

する。

3）アセチルコリンアナログの医薬品を列挙し、それら

の化学構造を比較する。

4) アセチルコリンエステラーゼ阻害剤の機能について

解説する。

C4-(2)-③-1

C4-(2)-③-2

C4-(3)-⑤-2

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

医薬品化学Ⅰ [再]

津田　裕子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「演習」を取り入れた「講義」形式で行います。＜対面

授業＞

但し、新型コロナ感染の状況により、授業様式は変更に

なる可能性があります。

オンデマンド教材を使用した遠隔授業で行う場合は、教

材の取得方法についてdot.Campusを通じてメールで連絡

いたします。

*遠隔授業においては、特別警報または暴風警報が発令

されている場合も本授業は実施します。ただし、避難指

示、避難勧告が発令されている場合はご自身の安全を最

優先にし、自治体の指示に従って行動してください。

**本授業に対する問い合わせ先は遠隔授業情報を参照し

てください。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

医薬品と生体高分子（酵素、受容体、等のタンパク質や

核酸等）が相互作用して薬効が生まれる。これまでに学

んできた官能基の構造とその性質に関する基本的知識を

応用して、医薬品の作用を化学構造と関連づけて理解で

きるようになる。

＜到達目標＞

医薬品の作用を化学構造と関連づけて理解するために、

医薬品に含まれる代表的な構造とその性質に関する基本

的知識と技能を応用できる。以下の各SBOsを到達目標と

する。

C3-(2)-③-4)代表的な芳香族複素環化合物の性質を芳香

族性と関連づけて説明できる。（知識）

C3-(2)-③-5)代表的な芳香族複素環の求電子置換反応の

反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。（

知識）

C3-(3)-①-1)代表的な官能基を列挙し、性質を説明でき

る。（知識）

C4-(1)-①-1）代表的な生体高分子を構成する小分子（

アミノ酸、糖、脂質、ヌクレオチドなど）の構造に基づ

く化学的性質を説明できる。（知識）

C4-(1)-①-2） 医薬品の標的となる生体高分子（タンパ

ク質、核酸など）の立体構造とそれを規定する化学結合、

相互作用について説明できる。（知識）

C4-(2)-②-１）不可逆的酵素阻害薬の作用を酵素の反応

機構に基づいて説明できる。（知識）

C4-(2)-③-1） 代表的な受容体のアゴニスト（作用薬、

作動薬、刺激薬）とアンタゴニスト（拮抗薬、遮断薬）

との相違点について、内因性リガンドの構造と比較して

説明できる。（知識）

C4-(2)-③-2） 低分子内因性リガンド誘導体が医薬品と

して用いられている理由を説明できる。（知識）

C4-(3)-①-1）医薬品と生体分子との相互作用を化学的

な観点（結合親和性と自由エネルギー変化、電子効果、

立体効果など）から説明できる。（知識）

C4-(3)-②-1) 医薬品の構造からその物理化学的性質（

酸性、塩基性、疎水性、親水性など）を説明できる。（

知識）

C4-(3)-②-2) プロドラッグなどの薬物動態を考慮した

医薬品の化学構造について説明できる。（知識）

C4-(3)-③-1） 代表的な医薬品のファーマコフォアにつ

いて概説できる。（知識）

C4-(3)-③-2）バイオアイソスター（生物学的等価体）

について、代表的な例を挙げて概説できる。（知識）

C4-(3)-③-3） 医薬品に含まれる代表的な複素環を構造

に基づいて分類し、医薬品コンポーネントとしての性質

を説明できる。（知識）

C4-(3)-⑤-1） カテコールアミン骨格を有する代表的医

薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明でき

る。（知識）

C4-(3)-⑤-2） アセチルコリンアナログの代表的医薬品

を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。
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（知識）

＜授業のキーワード＞

ファーマコフォア、官能基、等価体、複素環化合物、ア

ゴニストとアンタゴニスト

＜授業の進め方＞

授業計画に従って講義形式で行い（12回）、理解度を確

認するために授業中に適時演習を行う。

＜履修するにあたって＞

官能基の構造と名称に関する知識が必要である。オフィ

スアワー：水曜日9:00～13：30

＜授業時間外に必要な学修＞

次講義の内容を告知するので、予め配布する講義資料や

指定教科書の該当ページを予習しておくことが望ましい。

（目安として0.5時間）

＜提出課題など＞

授業中に行う演習については提出を求める。フィードバ

ックはその授業中、もしくは次回授業中に行う。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験90%、授業に対する取り組み(質問、演習問題の

提出)10%の合計に基づいて評価する。

＜テキスト＞

日本薬学会編　　スタンダード薬学シリーズⅡ3「化学

系薬学Ⅱ．生体分子・医薬品の化学による理解」東京化

学同人

＜授業計画＞

第1回　ファーマコフォアとは何か

代表的な医薬品の構造を挙げ、ファーマコフォアを指摘

する。ファーマコフォアを形成する相互作用を分類して

示す。

C4-(3)-③-1

第2回　医薬品に含まれる代表的な官能基と生体成分と

の相互作用

1）医薬品に含まれる代表的な官能基をその性質により

分類し、医薬品と生体成分（タンパク質および核酸）と

の相互作用と結びつけて解説する。

2）等価体を指摘して解説し、等価体置換が医薬品開発

のツールの1つであることを示す。

C3-(3)-①-1

C4-(3)-①-1

C4-(3)-③-2

第3回　医薬品に含まれる官能基と医薬品の性質

1）プロドラッグの概念と、プロドラッグを形成する官

能基の例を挙げる。

2）医薬品の疎水性を高める官能基、親水性を高める官

能基について解説する。

C4-(3)-②-1

C4-(3)-②-2

第4回　生体内に存在する代表的な複素環化合物

生体内に存在する代表的な複素環化合物を列挙し、構造

式を示す。

C4-(3)-③-3

第5回　医薬品に含まれる代表的な複素環

１）医薬品に含まれる代表的な複素環を指摘し、分類す

る。

2）慣用名、系統的命名法を解説する。

3）医薬品として複素環化合物が汎用される根拠を解説

する。

4）最近の医薬品の動向を解説する。

C4-(3)-③-4

第6回　代表的な芳香族複素環化合物の性質と芳香族性

代表的な芳香族複素環化合物を分類し、芳香族複素環化

合物の性質を芳香族性と関連づけて説明できる（非共有

電子対の所在と塩基性）。

C3-(2)-③-4

第7回　代表的な芳香族複素環化合物の求電子置換反応

代表的な芳香族複素環化合物の求電子試薬に対する反応

性および配向性について解説する。

C3-(2)-③-5

第8回　核酸塩基の構造

1）核酸の構造（塩基、糖、リン酸）および核酸の高次

構造を解説する。

2）核酸塩基（ピリミジン系、プリン系）の構造を書き、

水素結合を形成する位置を示す。

C4-(1)-①-1

C4-(1)-①-2

第9回　酵素と基質の相互作用

１）酵素の活性中心の構造上の特徴をのべることができ

る。

2）酵素の触媒活性について説明できる。

3）酵素の基質結合部位について説明できる。

C4-(1)-①-1

C4-(1)-①-2

第10回　生体高分子と共有結合で相互作用しうる医薬品

の官能基

1）生体高分子と共有結合で相互作用しうる官能基を列

挙できる。

2）その例を挙げることができる（オメプラゾール、ペ

ニシリン、アルキル化剤等）。

3）不可逆的酵素阻害薬について説明できる。

C3-(3)-①-1

C4-(2)-②-1

第11回　カテコールアミンアナログの医薬品

1）カテコールアミンの化学構造の特徴を解説できる。

2）カテコールアミンアナログの医薬品を列挙し、それ

らの化学構造を比較する。

3）アゴニストとアンタゴニストの構造の相違を解説で

きる。
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C4-(2)-③-1

C4-(2)-③-2

C4-(3)-⑤-1

第12回　アセチルコリンアナログの医薬品

1）アセチルコリンが異なった受容体に結合できる理由

を解説する（バイオアクティブコンフォメーション）。

2）2種の受容体に対するアゴニストの構造の特徴を考察

する。

3）アセチルコリンアナログの医薬品を列挙し、それら

の化学構造を比較する。

4) アセチルコリンエステラーゼ阻害剤の機能について

解説する。

C4-(2)-③-1

C4-(2)-③-2

C4-(3)-⑤-2

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

医薬品化学Ⅱ [15～18]

津田　裕子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「演習」を取り入れた「講義」形式で行います。

主として対面授業で行います。オンデマンド教材を使用

した遠隔授業に切り替わるときは、教材の取得方法につ

いてdot.Campusを通じてメールで連絡いたします。

*遠隔授業においては、特別警報または暴風警報が発令

されている場合も本授業は実施します。ただし、避難指

示、避難勧告が発令されている場合はご自身の安全を最

優先にし、自治体の指示に従って行動してください。

**本授業に対する問い合わせ先は遠隔授業情報を参照し

てください。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

これまでに学んできた官能基の構造とその性質に関する

知識を応用して、医薬品の作用を化学構造と関連づけて

理解できる。

＜到達目標＞

医薬品を、ターゲットとしている生体高分子により分類

し、医薬品に含まれる代表的な構造とその性質を関連づ

けて理解できるようになる。以下の各SBOsを到達目標と

する。

A-(1)-③-１）医薬品のリスクを認識し、患者を守る責

任と義務を自覚する。（態度）

A-(1)-③-６）代表的な薬害の例（サリドマイド、スモ

ン、非加熱血液製剤、ソリブジン等）について、その原

因と社会的背景及びその後の対応を説明できる。（知識

）

C4-(1)-①-１）代表的な生体高分子を構成する小分子（

アミノ酸、糖、脂質、ヌクレオチドなど）の構造に基づ

く化学的性質を説明できる。（知識）

C4-(1)-①-２）医薬品の標的となる生体高分子（タンパ

ク質、核酸など）の立体構造とそれを規定する化学結合、

相互作用について説明できる。（知識）

C4-(2)-②-１）不可逆的酵素阻害薬の作用を酵素の反応

機構に基づいて説明できる。（知識）

C4-(2)-②-２）基質アナログが競合阻害薬となることを

酵素の反応機構に基づいて説明できる。（知識）

C4-(2)-②-３）遷移状態アナログが競合阻害薬となるこ

とを酵素の反応機構に基づいて説明できる。（知識）

C4-(3)-④-１）ヌクレオシドおよび核酸塩基アナログを

有する代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質に

ついて説明できる。（知識）

C4-(3)-④-３）スルホンアミド構造をもつ代表的医薬品

を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。

（知識）

C4-(3)-④-４）キノロン骨格をもつ代表的医薬品を列挙

し、化学構造に基づく性質について説明できる。（知識

）

C4-(3)-④-５）β-ラクタム構造をもつ代表的医薬品を

列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。（

知識）

C4-(3)-④-６）ペプチドアナログの代表的医薬品を列挙

し、化学構造に基づく性質について説明できる。（知識

）

C4-(3)-⑥-１）DNAと結合する医薬品（アルキル化剤、

シスプラチン類）を列挙し、それらの化学構造と反応機

構を説明できる。（知識）

C4-(3)-⑥-２）DNAにインターカレートする医薬品を列

挙し、それらの構造上の特徴を説明できる。（知識）

C4-(3)-⑥-３）DNA鎖を切断する医薬品を列挙し、それ

らの構造上の特徴を説明できる。（知識）

＜授業のキーワード＞

生体高分子、官能基、相互作用

＜授業の進め方＞

授業計画に従って講義形式で行い（12回）、理解度を確

認するために授業中に演習行う。

＜履修するにあたって＞

「医薬品の分子化学Ⅰ」で学んだ知識が必要である。オ

フィスアワー：月曜日9:00～10:00

＜授業時間外に必要な学修＞

次講義の内容を告知するので、予め配布する講義資料や
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指定教科書の該当ページを予習しておくことが望ましい

（目安として0.5時間）。

＜提出課題など＞

授業中に行う演習については提出を求める。　フィード

バックはその授業中、もしくは次回授業中に行う。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験90％、授業に対する取り組み(質問、演習問題

の提出)10％の合計に基づいて評価する。

＜テキスト＞

「ベーシック創薬化学」赤路健一・林良雄・津田裕子著、

化学同人

＜参考図書＞

日本薬学会編　　スタンダード薬学シリーズⅡ3「化学

系薬学Ⅱ．生体分子・医薬品の化学による理解」東京化

学同人

＜授業計画＞

第1回　医薬品のターゲットとなる生体高分子について

１）医薬品がターゲットとしている生体高分子の特徴を

解説する。

2）イオンチャネルに作用する医薬品（ジヒドロピリジ

ンなど）の特徴を解説する。

C4-(1)-①-1

C4-(1)-①-2

第2回　酵素阻害剤と阻害様式

1）カプトプリルを例に挙げ、構造活性相関研究を解説

する。

2）得られた基質アナログが競合阻害薬となることを酵

素の反応機構に基づいて解説する。

3）ペニシリンを例に挙げ、不可逆的酵素阻害薬の作用

を酵素の反応機構に基づいて解説する。

4）抗ＨＩＶウィルス薬を例に挙げ、遷移状態アナログ

が競合阻害剤になることを解説する。

C4-(2)-②-1

C4-(2)-②-2

C4-(2)-②-3

第3回　HMG-CoA阻害剤

1）代表的HMG-CoA阻害剤を列記し、阻害剤の化学的性質

について解説する。

2）脂肪酸、　コレステロールなど）の代謝反応を有機

化学の観点から解説する。

C4-(2)-②-2

第4回　代謝拮抗薬（抗ガン剤）

1）代謝拮抗薬とは何か解説する。

2）ヌクレオシドおよび核酸塩基アナログを有する代表

的医薬品（５?フルオロウラシルや6-メルカプトプリン

）を挙げ、作用機序を解説する。

3）メトトレキサートを例示し、葉酸代謝拮抗薬の作用

機序を解説する。

4）プロドラッグを例示し、有用性を解説する。

C4-(3)-④-1

第5回　代謝拮抗薬（抗ウィルス剤）

1）アシクロビル、シタラビンを例に挙げ、核酸塩基ア

ナログを有する代表的抗ウィルス薬の作用機序を解説す

る。

2）ジドブジンを例に挙げ、逆転写酵素阻害薬の構造を

考察する。

3）プロドラッグを例示し、有用性を解説する。

C4-(3)-④-1

第6回　ステロイド系抗炎症剤と非ステロイド系抗炎症

剤(NSADs)

1）ステロイドアナログの代表的医薬品を列挙し、化学

構造に基づく性質と核内受容体との相互作用について解

説する。

2）ステロイド系抗炎症剤の構造活性相関を解説する。

3）フェニル酢酸、フェニルプロピオン酸構造などをも

つ代表的NSADsを列挙し、化学構造　に基づく性質につ

いて説明できる。

4）作用点をステロイド系抗炎症剤と比較して解説する。

C4-(3)-⑤-3

第7回　サルファ剤とβラクタム系抗生物質

1）スルホンアミド構造をもつ代表的医薬品を列挙し、

抗菌性発現の機序を、葉酸の生合成経路とのかかわと合

わせて解説する。

2）β-ラクタム構造をもつ代表的医薬品（ペニシリン）

を例示し、作用機序に基づいて選択毒性について解説す

る。

3）半合成ペニシリンについて解説する。

C4-(3)-④-3

C4-(3)-④-5

第8回　キノロン系抗菌薬

1）キノロン骨格をもつ代表的医薬品を列挙し、化学構

造に基づく性質について解説する。

2）抗菌性を発揮する機序を、サルファ剤、βラクタム

系抗生物質と比較して解説する。C4-(3)-④-4

第9回　ペプチドアナログ、タンパク質製剤

1）ペプチドの化学構造変換による代表的医薬品を列挙

し、化学的性質について解説する。

2）タンパク質製剤について例示する。

第10回　DNAと結合する医薬品およびDNAに挿入する医薬

品

1）アルキル化剤、シスプラチン類を列挙し、それらの

化学構造と反応機構を解説する。

2）DNA にインターカレートする医薬品（ドキソルビシ

ン、アクチノマイシン等）を列挙し、それらの構造上の

特徴を解説する。

C4-(3)-⑥-1

C4-(3)-⑥-2

第11回　 DNA鎖を切断する医薬品および染色体・DNAの

複製に関わるタンパク質を阻害する医薬品
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1）DNA 鎖を切断する医薬品（ブレオマイシン）を列挙

し、それらの構造上の特徴を解説する。

2）細胞周期のM期（タキソイド）、S期（イリノテカン、

エトポシド）に作用する医薬品を例に挙げ、解説する。

C4-(3)-⑥-3

第12回　薬害および薬の相互作用について医薬品の化学

構造から考察する

1）サリドマイドやソリブジンで起こった薬害を例に薬

害について解説する。

2）医薬品の化学構造を比較することにより、薬害の原

因を考察できる。

3）ベンゾジアゼピン骨格およびバルビタール骨格を有

する代表的医薬品を列挙し、化学構造がサリドマイドと

類似していることに基づく性質について解説する。

A-(1)-③-1

A-(1)-③-6

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

医薬品化学Ⅱ [19～]

津田　裕子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「演習」を取り入れた「講義」形式で行います。

主として対面授業で行います。オンデマンド教材を使用

した遠隔授業に切り替わるときは、教材の取得方法につ

いてdot.Campusを通じてメールで連絡いたします。

*遠隔授業においては、特別警報または暴風警報が発令

されている場合も本授業は実施します。ただし、避難指

示、避難勧告が発令されている場合はご自身の安全を最

優先にし、自治体の指示に従って行動してください。

**本授業に対する問い合わせ先は遠隔授業情報を参照し

てください。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

これまでに学んできた官能基の構造とその性質に関する

知識を応用して、医薬品の作用を化学構造と関連づけて

理解できる。

＜到達目標＞

医薬品を、ターゲットとしている生体高分子により分類

し、医薬品に含まれる代表的な構造とその性質を関連づ

けて理解できるようになる。以下の各SBOsを到達目標と

する。

A-(1)-③-１）医薬品のリスクを認識し、患者を守る責

任と義務を自覚する。（態度）

A-(1)-③-６）代表的な薬害の例（サリドマイド、スモ

ン、非加熱血液製剤、ソリブジン等）について、その原

因と社会的背景及びその後の対応を説明できる。（知識

）

C4-(1)-①-１）代表的な生体高分子を構成する小分子（

アミノ酸、糖、脂質、ヌクレオチドなど）の構造に基づ

く化学的性質を説明できる。（知識）

C4-(1)-①-２）医薬品の標的となる生体高分子（タンパ

ク質、核酸など）の立体構造とそれを規定する化学結合、

相互作用について説明できる。（知識）

C4-(2)-②-１）不可逆的酵素阻害薬の作用を酵素の反応

機構に基づいて説明できる。（知識）

C4-(2)-②-２）基質アナログが競合阻害薬となることを

酵素の反応機構に基づいて説明できる。（知識）

C4-(2)-②-３）遷移状態アナログが競合阻害薬となるこ

とを酵素の反応機構に基づいて説明できる。（知識）

C4-(3)-④-１）ヌクレオシドおよび核酸塩基アナログを

有する代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質に

ついて説明できる。（知識）

C4-(3)-④-３）スルホンアミド構造をもつ代表的医薬品

を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。

（知識）

C4-(3)-④-４）キノロン骨格をもつ代表的医薬品を列挙

し、化学構造に基づく性質について説明できる。（知識

）

C4-(3)-④-５）β-ラクタム構造をもつ代表的医薬品を

列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。（

知識）

C4-(3)-④-６）ペプチドアナログの代表的医薬品を列挙

し、化学構造に基づく性質について説明できる。（知識

）

C4-(3)-⑥-１）DNAと結合する医薬品（アルキル化剤、

シスプラチン類）を列挙し、それらの化学構造と反応機

構を説明できる。（知識）

C4-(3)-⑥-２）DNAにインターカレートする医薬品を列

挙し、それらの構造上の特徴を説明できる。（知識）

C4-(3)-⑥-３）DNA鎖を切断する医薬品を列挙し、それ

らの構造上の特徴を説明できる。（知識）

＜授業のキーワード＞

生体高分子、官能基、相互作用

＜授業の進め方＞

授業計画に従って講義形式で行い（12回）、理解度を確

認するために授業中に演習を行う。

＜履修するにあたって＞

「医薬品の分子化学Ⅰ」で学んだ知識が必要である。オ

フィスアワー：月曜日9:00～10:00

＜授業時間外に必要な学修＞
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次講義の内容を告知するので、予め配布する講義資料や

指定教科書の該当ページを予習しておくことが望ましい

（目安として0.5時間）。

＜提出課題など＞

授業中に行う演習については提出を求める。　フィード

バックはその授業中、もしくは次回授業中に行う。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験90%、授業に対する取り組み(質問、演習問題の

提出)10%の合計に基づいて評価する。

＜テキスト＞

「ベーシック創薬化学」赤路健一・林良雄・津田裕子著、

化学同人

＜参考図書＞

日本薬学会編　　スタンダード薬学シリーズⅡ3「化学

系薬学Ⅱ．生体分子・医薬品の化学による理解」東京化

学同人

＜授業計画＞

第1回　医薬品のターゲットとなる生体高分子について

１）医薬品がターゲットとしている生体高分子の特徴を

解説する。

2）イオンチャネルに作用する医薬品（ジヒドロピリジ

ンなど）の特徴を解説する。

C4-(1)-①-1

C4-(1)-①-2

第2回　酵素阻害剤と阻害様式

1）カプトプリルを例に挙げ、構造活性相関研究を解説

する。

2）得られた基質アナログが競合阻害薬となることを酵

素の反応機構に基づいて解説する。

3）ペニシリンを例に挙げ、不可逆的酵素阻害薬の作用

を酵素の反応機構に基づいて解説する。

4）抗ＨＩＶウィルス薬を例に挙げ、遷移状態アナログ

が競合阻害剤になることを解説する。

C4-(2)-②-1

C4-(2)-②-2

C4-(2)-②-3

第3回　HMG-CoA阻害剤

1）代表的HMG-CoA阻害剤を列記し、阻害剤の化学的性質

について解説する。

2）脂肪酸、　コレステロールなど）の代謝反応を有機

化学の観点から解説する。

C4-(2)-②-2

第4回　代謝拮抗薬（抗ガン剤）

1）代謝拮抗薬とは何か解説する。

2）ヌクレオシドおよび核酸塩基アナログを有する代表

的医薬品（５?フルオロウラシルや6-メルカプトプリン

）を挙げ、作用機序を解説する。

3）メトトレキサートを例示し、葉酸代謝拮抗薬の作用

機序を解説する。

4）プロドラッグを例示し、有用性を解説する。

C4-(3)-④-1

第5回　代謝拮抗薬（抗ウィルス剤）

1）アシクロビル、シタラビンを例に挙げ、核酸塩基ア

ナログを有する代表的抗うウィルス薬の作用機序を解説

する。

2）ジドブジンを例に挙げ、逆転写酵素阻害薬の構造を

考察する。

3）プロドラッグを例示し、有用性を解説する。

C4-(3)-④-1

第6回　ステロイド系抗炎症剤と非ステロイド系抗炎症

剤(NSADs)

1）ステロイドアナログの代表的医薬品を列挙し、化学

構造に基づく性質と核内受容体との相互作用について解

説する。

2）ステロイド系抗炎症剤の構造活性相関を解説する。

3）フェニル酢酸、フェニルプロピオン酸構造などをも

つ代表的NSADsを列挙し、化学構造　に基づく性質につ

いて説明できる。

4）作用点をステロイド系抗炎症剤と比較して解説する。

C4-(3)-⑤-3

第7回　サルファ剤とβラクタム系抗生物質

1）スルホンアミド構造をもつ代表的医薬品を列挙し、

抗菌性発現の機序を、葉酸の生合成経路とのかかわと合

わせて解説する。

2）β-ラクタム構造をもつ代表的医薬品（ペニシリン）

を例示し、作用機序に基づいて選択毒性について解説す

る。

3）半合成ペニシリンについて解説する。

C4-(3)-④-3

C4-(3)-④-5

第8回　キノロン系抗菌薬

1）キノロン骨格をもつ代表的医薬品を列挙し、化学構

造に基づく性質について解説する。

2）抗菌性を発揮する機序を、サルファ剤、βラクタム

系抗生物質と比較して解説する。C4-(3)-④-4

第9回　ペプチドアナログ、タンパク質製剤

1）ペプチドの化学構造変換による代表的医薬品を列挙

し、化学的性質について解説する。

2）タンパク質製剤について例示する。

第10回　DNAと結合する医薬品およびDNAに挿入する医薬

品

1）アルキル化剤、シスプラチン類を列挙し、それらの

化学構造と反応機構を解説する。

2）DNA にインターカレートする医薬品（ドキソルビシ

ン、アクチノマイシン等）を列挙し、それらの構造上の

特徴を解説する。

C4-(3)-⑥-1

C4-(3)-⑥-2

第11回　 DNA鎖を切断する医薬品および染色体・DNAの
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複製に関わるタンパク質を阻害する医薬品

1）DNA 鎖を切断する医薬品（ブレオマイシン）を列挙

し、それらの構造上の特徴を解説する。

2）細胞周期のM期（タキソイド）、S期（イリノテカン、

エトポシド）に作用する医薬品を例に挙げ、解説する。

C4-(3)-⑥-3

第12回　薬害および薬の相互作用について医薬品の化学

構造から考察する

1）サリドマイドやソリブジンで起こった薬害を例に薬

害について解説する。

2）医薬品の化学構造を比較することにより、薬害の原

因を考察できる。

3）ベンゾジアゼピン骨格およびバルビタール骨格を有

する代表的医薬品を列挙し、化学構造がサリドマイドと

類似していることに基づく性質について解説する。

A-(1)-③-1

A-(1)-③-6

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

医薬品を評価する

道田　隆、平野　裕之、藤井　文彦、山原　弘

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義 オンデマンド

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

「薬学教育モデルコアカリキュラム」に沿って4年次ま

での講義で習得した薬学的な基礎および専門知識と，5

年次の病院・薬局実習を通じて身に付けた実務経験を統

合し，卒業時までに実際に臨床現場で発生する課題を解

決できる能力を身につけるため科目である．先ず，臨床

の場での課題を解決するために必要な物性薬学領域の知

識の再整理を行う．　次に4年次までの講義で習得した

化学物質(医薬品）の定性・定量に関する基礎の再整理

を行い，薬学研究の場や臨床現場で用いられている分析

法やそれに関連し臨床現場で発生する課題を解決できる

能力を身につけるために必要な知識を学ぶ．

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C1ー(1)ー①ー1 化学結合の成り立ちについて説明でき

る。

C1ー(1)ー①ー2 軌道の混成について説明できる。

C1ー(1)ー①ー3 分子軌道の基本概念を説明できる。

C1ー(1)ー①ー4 共役や共鳴の概念を説明できる。

C1ー(1)ー②ー1 静電相互作用について例を挙げて説明

できる。

C1ー(1)ー②ー2 ファンデルワールス力について例を挙

げて説明できる。

C1ー(1)ー②ー3 双極子間相互作用について例を挙げて

説明できる。

C1ー(1)ー②ー4 分散力について例を挙げて説明できる。

C1ー(1)ー②ー5 水素結合について例を挙げて説明でき

る。

C1ー(1)ー②ー6 電荷移動について例を挙げて説明でき

る。

C1ー(1)ー②ー7 疎水性相互作用について例を挙げて説

明できる。

C1ー(1)ー③ー1 電磁波の性質および物質との相互作用

を説明できる。

C1ー(1)ー③ー2 分子の振動、回転、電子遷移について

説明できる。

C1ー(1)ー③ー3 スピンとその磁気共鳴について説明で

きる。

C1ー(1)ー③ー4 分子の分極と双極子モーメントについ

て説明できる。

C1ー(1)ー③ー5 ５）代表的な分光スペクトルを測定し、

構造との関連を説明できる。（知識・技能）

C1ー(1)ー③ー6 偏光および旋光性について説明できる。

C1ー(1)ー③ー7 散乱および干渉について説明できる。

C1ー(1)ー③ー8 結晶構造と回折現象について説明でき

る

C1ー(1)ー④ー1 原子の構造と放射壊変について説明で

きる。

C1ー(1)ー④ー2 電離放射線の種類を列挙し、それらの

物質との相互作用について説明できる。

C1ー(1)ー④ー3 代表的な放射性核種の物理的性質につ

いて説明できる。

C1ー(1)ー④ー4 核反応および放射平衡について説明で

きる。

C1ー(1)ー④ー5 放射線の測定原理について説明できる。

C1ー(2)ー①ー1 ファンデルワールスの状態方程式につ

いて説明できる。

C1ー(2)ー①ー2 気体の分子運動とエネルギーの関係に

ついて説明できる。

C1ー(2)ー①ー3 エネルギーの量子化とボルツマン分布

について説明できる

C1ー(2)ー②ー1 系、外界、境界について説明できる。

C1ー(2)ー②ー2 状態関数の種類と特徴について説明で

きる。

C1ー(2)ー②ー3 仕事および熱の概念を説明できる。

C1ー(2)ー②ー4 定容熱容量および定圧熱容量について

説明できる。

C1ー(2)ー②ー5 熱力学第一法則について式を用いて説

明できる。

C1ー(2)ー②ー6 代表的な過程（変化）における熱と仕

事を計算できる。（知識、技能）
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C1ー(2)ー②ー7 エンタルピーについて説明できる。

C1ー(2)ー②ー8 代表的な物理変化、化学変化に伴う標

準エンタルピー変化を説明し、計算できる。（知識、技

能）

C1ー(2)ー②ー9 標準生成エンタルピーについて説明で

きる。

C1ー(2)ー③ー1 エントロピーについて説明できる。

C1ー(2)ー③ー2 熱力学第二法則について説明できる。

C1ー(2)ー③ー3 代表的な物理変化、化学変化に伴うエ

ントロピー変化を計算できる。（知識、技能）

C1ー(2)ー③ー4 熱力学第三法則について説明できる。

C1ー(2)ー③ー5 自由エネルギーについて説明できる。

C1ー(2)ー③ー6 熱力学関数の計算結果から、自発的な

変化の方向と程度を予測できる。（知識、技能）

C1ー(2)ー③ー7 自由エネルギーの圧力と温度による変

化を、式を用いて説明できる。

C1ー(2)ー③ー8 自由エネルギーと平衡定数の温度依存

性（van’t Hoffの式）について説明できる。

C1ー(2)ー③ー9 △共役反応について例を挙げて説明で

きる。

C1ー(3)ー①ー1 相変化に伴う熱の移動（ClausiusーCla

peyronの式など）について説明できる。

C1ー(3)ー①ー2 相平衡と相律について説明できる。

C1ー(3)ー①ー3 代表的な状態図（一成分系、二成分系、

三成分系相図）について説明できる。

C1ー(3)ー①ー4 物質の溶解平衡について説明できる。

C1ー(3)ー①ー5 溶液の束一的性質（浸透圧、沸点上昇、

凝固点降下など）について説明できる。

C1ー(3)ー①ー6 界面における平衡について説明できる。

C1ー(3)ー①ー7 吸着平衡について説明できる。

C1ー(3)ー①ー8 △代表的な物理平衡を観測し、平衡定

数を求めることができる。（技能）

C1ー(3)ー②ー1 化学ポテンシャルについて説明できる。

C1ー(3)ー②ー2 活量と活量係数について説明できる。

C1ー(3)ー②ー3 平衡と化学ポテンシャルの関係を説明

できる。

C1ー(3)ー②ー4 電解質のモル伝導度の濃度変化を説明

できる。

C1ー(3)ー②ー5 イオンの輸率と移動度について説明で

きる。

C1ー(3)ー②ー6 イオン強度について説明できる。

C1ー(3)ー②ー7 電解質の活量係数の濃度依存性（Debye

ーHーckel の式）について説明できる

C1ー(3)ー③ー1 代表的な化学電池の種類とその構成に

ついて説明できる。

C1ー(3)ー③ー2 標準電極電位について説明できる。

C1ー(3)ー③ー3 起電力と標準自由エネルギー変化の関

係を説明できる。

C1ー(3)ー③ー4 △Nernstの式が誘導できる。

C1ー(3)ー③ー5 濃淡電池について説明できる。

C1ー(3)ー③ー6 △膜電位と能動輸送について説明でき

る。

C1ー(4)ー①ー1 反応次数と速度定数について説明でき

る。

C1ー(4)ー①ー2 微分型速度式を積分型速度式に変換で

きる。（知識・技能）

C1ー(4)ー①ー3 代表的な反応次数の決定法を列挙し、

説明できる。

C1ー(4)ー①ー4 代表的な(擬)一次反応の反応速度を測

定し、速度定数を求めることができる。（技能）

C1ー(4)ー①ー5 代表的な複合反応（可逆反応、平行反

応、連続反応など）の特徴について説明できる。

C1ー(4)ー①ー6 反応速度と温度との関係（Arrheniusの

式）を説明できる。

C1ー(4)ー①ー7 △衝突理論について概説できる。

C1ー(4)ー①ー8 △遷移状態理論について概説できる。

C1ー(4)ー①ー9 代表的な触媒反応（酸・塩基触媒反応

など）について説明できる。

C1ー(4)ー①ー10 酵素反応、およびその拮抗阻害と非拮

抗阻害の機構について説明できる。

C1ー(4)ー②ー1 拡散および溶解速度について説明でき

る。

C1ー(4)ー②ー2 沈降現象について説明できる。

C1ー(4)ー②ー3 流動現象および粘度について説明でき

る。

C2ー(1)ー①ー2 測定値を適切に取り扱うことができる。

（知識・技能）

C2ー(1)ー①ー3 分析法のバリデーションについて説明

できる。

C2ー(2)ー①ー1 酸・塩基平衡の概念について説明でき

る。

C2ー(2)ー①ー2 pH および解離定数について説明できる。

（知識・技能）

C2ー(2)ー①ー3 溶液の pH を測定できる。（技能）

C2ー(2)ー①ー4 緩衝作用や緩衝液について説明できる。

C2ー(2)ー②ー1 錯体・キレート生成平衡について説明

できる。

C2ー(2)ー②ー2 沈殿平衡について説明できる。

C2ー(2)ー②ー3 酸化還元平衡について説明できる。

C2ー(2)ー②ー4 分配平衡について説明できる。

C2ー(3)ー①ー1 代表的な無機イオンの定性反応を説明

できる。

C2ー(3)ー①ー2 日本薬局方収載の代表的な医薬品の確

認試験を列挙し、その内容を説明できる。

C2ー(3)ー②ー1 中和滴定（非水滴定を含む）の原理、

操作法および応用例を説明できる。

C2ー(3)ー②ー2 キレート滴定の原理、操作法および応

用例を説明できる。

C2ー(3)ー②ー3 沈殿滴定の原理、操作法および応用例

を説明できる。
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C2ー(3)ー②ー4 酸化還元滴定の原理、操作法および応

用例を説明できる。

C2ー(3)ー②ー5 日本薬局方収載の代表的な医薬品の容

量分析を実施できる。（知識・技能）

C2ー(3)ー②ー6 日本薬局方収載の代表的な純度試験を

列挙し、その内容を説明できる。

C2ー(3)ー②ー7 日本薬局方収載の重量分析法の原理お

よび操作法を説明できる。

C2ー(4)ー①ー1 紫外可視吸光度測定法の原理および応

用例を説明できる。

C2ー(4)ー①ー2 蛍光光度法の原理および応用例を説明

できる。

C2ー(4)ー①ー3 赤外吸収（IR）スペクトル測定法の原

理および応用例を説明できる。

C2ー(4)ー①ー4 原子吸光光度法、誘導結合プラズマ（I

CP）発光分光分析法および ICP 質量分析法の原理およ

び応用例を説明できる。

C2ー(4)ー①ー5 旋光度測定法（旋光分散）の原理およ

び応用例を説明できる。

C2ー(4)ー①ー6 分光分析法を用いて、日本薬局方収載

の代表的な医薬品の分析を実施できる。（技能）

C2ー(4)ー②ー1 核磁気共鳴（NMR）スペクトル測定法の

原理および応用例を説明できる。

C2ー(4)ー③ー1 質量分析法の原理および応用例を説明

できる。

C2ー(4)ー④ー1 Ｘ線結晶解析の原理および応用例を概

説できる。

C2ー(4)ー④ー2 粉末Ｘ線回折測定法の原理と利用法に

ついて概説できる。

C2ー(4)ー⑤ー1 熱重量測定法の原理を説明できる。

C2ー(4)ー⑤ー2 示差熱分析法および示差走査熱量測定

法について説明できる。

C2ー(5)ー①ー1 クロマトグラフィーの分離機構を説明

できる。

C2ー(5)ー①ー2 薄層クロマトグラフィーの特徴と代表

的な検出法を説明できる。

C2ー(5)ー①ー3 液体クロマトグラフィーの特徴と代表

的な検出法を説明できる。

C2ー(5)ー①ー4 ガスクロマトグラフィーの特徴と代表

的な検出法を説明できる。

C2ー(5)ー①ー5 クロマトグラフィーを用いて試料を定

性・定量できる。（知識・技能）

C2ー(5)ー②ー1 電気泳動法の原理および応用例を説明

できる。

C2ー(6)ー①ー1 分析目的に即した試料の前処理法を説

明できる。

C2ー(6)ー①ー2 臨床分析における精度管理および標準

物質の意義を説明できる。

C2ー(6)ー②ー1 臨床分析で用いられる代表的な分析法

を列挙できる。

C2ー(6)ー②ー2 免疫化学的測定法の原理を説明できる。

C2ー(6)ー②ー3 酵素を用いた代表的な分析法の原理を

説明できる。

C2ー(6)ー②ー4 代表的なドライケミストリーについて

概説できる。

C2ー(6)ー②ー5 代表的な画像診断技術（X線検査、MRI、

超音波、内視鏡検査、核医学検査など）について概説で

きる。

＜授業のキーワード＞

物質の構造、物質の状態、反応速度、化学平衡、定性試

験、容量分析、金属元素の分析、クロマトグラフィー、

分析の準備、生体分子の解析、分光分析法、核磁気共鳴

スペクトル、質量分析、相互作用の分析法

＜授業の進め方＞

授業計画に従って15回の講義を行ないます。（遠隔授業

）4年生で学んだ物性薬学科目（物質の構造、物質の状

態、反応速度、物質の移動、物質の定量、機器分析の原

理と応用、分析技術の臨床応用）の内容を復習しながら、

それと関連する製剤、調剤や投与計画など実際の薬剤師

業務と密接な事項を実践的な視点を交えて講義する。ま

た時間的な制約でこれまでに十分な説明ができなかった

項目の捕捉も兼ねる。

＜履修するにあたって＞

1～4年生で学んだ物質の構造、物質の状態I、II、反応

速度と物質の移動物質の定量I、II、機器分析の原理と

応用および分析技術の臨床応用の内容を復習しておくこ

と。の内容を復習しておくこと。

オフィスアワー

山原：随時（不在にすることもあるので，訪問前に電子

メールでアポイントを取ることを勧めます）

藤井：質問があれば教員の居室(CPP335)まで来てくださ

い。質問できる時間（オフィスアワー）は、月曜日の13

:00ー15:30です。不在の時もありますので，事前に電子

メールでアポイントを取ることを勧めます。

平野：金曜日　15：30ー17：00　必ず事前に電子メール

でアポイントを取ること。

道田　：随時（不在にすることもあるので，訪問前に電

子メールでアポイントを取ることを勧めます）

＜授業時間外に必要な学修＞

必ず予習、復習を行い、別途指示する練習問題を解答で

きるようにしておくこと。（目安として1時間）

＜提出課題など＞

なし

＜成績評価方法・基準＞

全授業終了後の一斉実施型オンライン考査（100点満点

）の成績に基づき評価する．

出題範囲：15回の講義で行った内容

出題形式：用語，事項に関する５者選択式正誤問題（マ

ーク式解答，30~40問）
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＜テキスト＞

日本薬学会編　スタンダード薬学シリーズ２「物理系薬

学Ⅰ　物質の物理的性質」　東京化学同人

「薬学領域の分析化学」　　財津潔、鶴田泰人編集　廣

川書店

「薬学領域の機器分析学」財津潔、鶴田泰人編集　廣川

書店

「薬剤師に必要な臨床機器分析」秋澤俊史編集　廣川書

店

「HANDY INTELLIGENCE　日本薬局方」　京都廣川書店

「“パザパ”薬学演習シリーズ①　分析化学演習」京都

廣川書店

「“パザパ”薬学演習シリーズ②　物理化学演習」京都

廣川書店青本とプリント

＜授業計画＞

第１回（藤井）　　くすりの構造

「くすり」という物質を構成する原子および分子の性質

について化学結合を中心に理解を深める．

第２回（藤井）　　くすりの構造（続）

放射性医薬品の物理化学的性質について理解を深める．

第３回（藤井）　　熱力学からみたくすり

くすりの溶液での性質と化学ポテンシャルについて理解

を深める．

第４回（山原）　　熱力学からみたくすり（続）

自然におこる物質の変化とその方向を決定するエントロ

ピーと自由エネルギーについて理解を深める．

第５回（山原）　　経時によるくすりの変化

くすりの安定性に影響を与える諸因子について理解を深

める．

第６回（山原）　　経時によるくすりの変化（続）

拡散、溶解速度、沈降現象、流動現象および粘度につい

て理解を深める。

第７回　（平野）　化学平衡

各種の化学平衡について学ぶ。

（医薬品への応用を中心に）

第８回　（平野）　化学物質の定性と定量

医薬品の定量法について学ぶ。

（医薬品への応用を中心に）

第９回（平野）　化学物質の定性と定量(続)

医薬品中の金属元素の分析法について学ぶ。

（医薬品への応用を中心に）

第10回（道田）　　分析技術の臨床応用

医薬品分析の準備ならびに分析技術法について学ぶ。

（医薬品への応用を中心に）

第１１回（道田）　　生体分子の解析法

医薬品への分光分析法の応用について学ぶ。

第12回（道田）　　生体分子の解析法(続)

医薬品への分光分析法の応用について学ぶ。(続）

第１３回（藤井）　　くすりの構造と熱力学からみたく

すりの演習

C1ー(1)ー①~④

C1ー(3)ー①ー4~8

C1ー(3)ー②ー1~7

C1ー(3)ー③ー1~6

の範囲の演習

第１４回（山原）　熱力学からみたくすりと経時による

くすりの変化の演習

C1ー(2)ー①ー1~3

C1ー(2)ー②ー1~9

C1ー(2)ー③ー1~9

C1ー(3)ー①ー1~3

C1ー(4)ー①ー1~10

C1ー(4)ー②ー1~3

の範囲の演習

第１５回（道田・平野）　化学物質の分析、 生体分子

の姿・かたちをとらえるの分析

C2ー(1)ー①ー1 ? 6

C2ー(1)ー②ー1 ? 6

C2ー(2)ー③ー1 ? 7

C2ー(2)ー④ー1 ? 2

C2ー(2)ー⑤ー1 ? 3

C2ー(3)ー①ー1 ? 2

C2ー(3)ー②ー1 ? 6

C3ー(1)ー①ー1 ? 6

C3ー(1)ー②ー1 ? 2

C3ー(1)ー③ー1 ? 2

C3ー(1)ー④ー1 ? 2

C3ー(1)ー⑤ー1

の範囲の演習

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

医用ナノテクノロジー

市川　秀喜

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり６年次に配当している。

この科目は，学部のDPに示す8項目のうち，3を目指す．
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{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

近年，医薬品製剤の開発と生産に深く関わりを持ちつつ

あるナノテクノロジーについて理解し，その医薬品製剤

への応用技術の詳細について学ぶ．

主題は次の５つ．

1. 物質の大きさとそれらの一般的性質の大きさ依存性

について

2. ナノDDSの概念と有用性について

3. 代表的な放出制御型製剤の材料特性、構造と機能の

関係について

4. 代表的な放出制御型製剤の特性と製法の原理につい

て

5. 代表的な標的指向型製剤の特性と製法の原理につい

て

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする．

C16-(1)-①-1　溶液の濃度と性質について説明できる．

C16-(1)-①-2　物質の溶解とその速度について説明でき

る．

C16-(1)-①-3　溶解した物質の膜透過速度について説明

できる．

C16-(1)-①-4　物質の溶解に対して酸・塩基反応が果た

す役割を説明できる．

C16-(1)-②-1　界面の性質について説明できる．

C16-(1)-②-2　代表的な界面活性剤の種類と性質につい

て説明できる．

C16-(1)-②-3　乳剤の型と性質について説明できる．

C16-(1)-②-4　代表的な分散系を列挙し，その性質につ

いて説明できる．

C16-(1)-②-5　分散粒子の沈降現象について説明できる．

C16-(1)-③-1　流動と変形（レオロジー）の概念を理解

し，代表的なモデルについて説明できる．

C16-(1)-③-2　高分子の構造と高分子溶液の性質につい

て説明できる．

C16-(1)-③-3　製剤分野で汎用される高分子の物性につ

いて説明できる．

C16-(1)-③-4　粉体の性質について説明できる．

C16-(1)-③-5　製剤材料としての分子集合体について説

明できる．

C16-(1)-③-6　薬物と製剤材料の安定性に影響する要因，

安定化方法を列挙し，説明できる．

C16-(1)-③-7　粉末Ｘ線回折測定法の原理と利用法につ

いて概略を説明できる．

C16-(2)-①-1　代表的な剤形の種類と特徴を説明できる．

C16-(2)-①-2　代表的な固形製剤の種類と性質について

説明できる．

C16-(2)-①-3　代表的な半固形製剤の種類と性質につい

て説明できる．

C16-(2)-①-4　代表的な液状製剤の種類と性質について

説明できる．

C16-(2)-①-5　代表的な無菌製剤の種類と性質について

説明できる．

C16-(2)-①-6　エアゾール剤とその類似製剤について説

明できる．

C16-(2)-①-7　代表的な製剤添加物の種類と性質につい

て説明できる．

C16-(2)-①-8　代表的な製剤の有効性と安全性評価法に

ついて説明できる．

C16-(2)-②-1　製剤化の単位操作および汎用される製剤

機械について説明できる．

C16-(2)-②-3　汎用される容器，包装の種類や特徴につ

いて説明できる．

C16-(2)-③-1　日本薬局方の製剤に関連する試験法を列

挙できる．

C16-(3)-①-1　従来の医薬品製剤の有効性，安全性，信

頼性における主な問題点を列挙できる．

C16-(3)-①-2　DDSの概念と有用性について説明できる．

C16-(3)-②-1　放出制御型製剤（徐放性製剤を含む）の

利点について説明できる．

C16-(3)-②-2　代表的な放出制御型製剤を列挙できる．

C16-(3)-②-3　代表的な徐放性製剤における徐放化の手

段について説明できる．

C16-(3)-②-4　徐放性製剤に用いられる製剤材料の種類

と性質について説明できる．

C16-(3)-②-5　経皮投与製剤の特徴と利点について説明

できる．

C16-(3)-②-6　腸溶製剤の特徴と利点について説明でき

る．

C16-(3)-③-1　ターゲティングの概要と意義について説

明できる．

C16-(3)-③-2　代表的なドラッグキャリアーを列挙し，

そのメカニズムを説明できる．

C16-(3)-④-1　代表的なプロドラッグを列挙し，そのメ

カニズムと有用性について説明できる．

C16-(3)-⑤-1　代表的な生体膜透過促進法について説明

できる．

＜授業のキーワード＞

ナノテクノロジー，薬物送達システム，がん治療，コー

ティング剤，放出制御，薬物の溶解性／吸収性改善

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます．質問の受付

・回答はメールを利用してください（随時対応します）．

また，学修支援のため本学のLearning Management Syst

em（LMS；dot Campus，Microsoft Teamsなど）を利用し

ます．講義内容の補足や資料の配布などは原則としてす

べてLMS上で行います．

＜履修するにあたって＞

本科目は，その大部分が「反応速度と物質の移動」「機
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器分析の原理と応用」「剤形をつくるⅠ，Ⅱ」「薬物送

達システム」に続くものです．今までに修得した知識の

実際的な応用力が広範に求められます．したがって，受

講前にこれらの科目で学んだ内容を習熟しておくことが

必須です．講義では，教科書，追加資料プリントを使い

ます．ノートをしっかりとってください．各主題に関係

する基礎事項を適宜，参照または振り返りながら講義を

進めます．

オフィスアワー：随時．ただし，予めメールで問い合わ

せてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

毎授業終了後にLMSを利用してポストテストを実施しま

す．実施方法はLMSで説明しますので，見落としの無い

ようにしてください．

毎回の授業のノートと参照した資料を整理して，内容を

復習するとともに，ポストテストを活用して身につける

べき知識の確認をしてください（目安として1.5時間）．

はっきりしないところは，まず自分でよく考え，その上

で分からないところはメールで質問してください．

＜提出課題など＞

授業時に指示します．

＜成績評価方法・基準＞

＜成績評価方法＞

・毎授業で実施するポストテストの取り組み状況と成績

〔80％〕

・全授業終了後に課する小レポート〔20％〕

に基づいて評価します．

＜ポストテストの概要＞

出題範囲：第1回～第12回の授業内容

形式：正誤選択問題（各回10問程度）

設問形式の例：

問　「＊＊＊」に関する記述のうち，正しいのはどれか．

１．〇〇〇〇〇〇〇〇

２．△△△△△△△△

・・・・・・・・・・

５．◇◇◇◇◇◇◇◇

＜テキスト＞

講義はパワーポイントスライドを用いて行います．スラ

イド画面の印刷物をテキストとして配布します．

副テキストとして，２年次で使用した平野裕之・市川秀

喜・著『HANDY INTELLIGENCE 日本薬局方17局準拠』京

都廣川書店を適宜，使用します．

＜参考図書＞

竹内洋文・有馬英俊・平山文俊・山本浩充・編『最新製

剤学』廣川書店

日本薬学会編スタンダード薬学シリーズ７　『製剤化の

サイエンス』東京化学同人

橋田 充・監，高倉義信・編『図解で学ぶＤＤＳ 第2版

』じほう

片岡一則・監『医療ナノテクノロジー』杏林図書

田端泰彦・編『絵で見てわかるナノＤＤＳ』メディカル

ドゥ

＜授業計画＞

第1回　製剤とナノテクノロジー?ナノテクノロジーって

何なの？

ナノテクノロジーは製剤に深く関わる技術である．ナノ

サイズとはどのような大きさか，ナノ分散系の世界では

どのようなことが起こるのか，それらが製剤とどのよう

にかかわっているのかについて学ぶ．

C16-(1)-③-5

C16-(2)-①-1

C16-(3)-①-1

C16-(3)-①-2

C16-(3)-②-1

C16-(3)-③-1

C16-(3)-③-2

C16-(3)-⑤-1

第2回　薬物の溶解性改善とナノテクノロジー（その１

）

化合物の薬理学的有効性を追求することにより，薬物は

難溶性を示すことが近年多くなってきている．ここでは，

溶解性向上の対策としてのナノ粒子化を取り上げ，薬物

の溶解現象に関わる事項について学ぶ．

C16-(1)-①-1

C16-(1)-①-2

C16-(1)-①-3

C16-(1)-①-4

第3回　薬物の溶解性改善とナノテクノロジー（その２

）

その１に引き続き，難溶性薬物の溶解性向上の対策とし

てのナノ粒子化を取り上げ，分散系の取り扱いに関わる

事項について学ぶ．さらに，分散系に用いる製剤材料の

物性に関わる事項について学ぶ．

C16-(1)-③-1

C16-(1)-③-2

C16-(1)-③-3

C16-(1)-③-4

C16-(1)-③-5

C16-(1)-③-6

C16-(1)-③-7

第4回　製剤設計とナノテクノロジー（その１）

製剤技術でのナノテクノロジーの新しい展開は製剤に大

きな可能性を生み出した．ここでは，代表的な製剤の特

徴を参照しながら，製剤設計とナノテクノロジーの関係

について学ぶ．

C16-(2)-①-1

C16-(2)-①-2

C16-(2)-①-3

C16-(2)-①-4
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C16-(2)-①-5

C16-(2)-①-6

第5回　製剤設計とナノテクノロジー（その２）

その１に引き続き，ここでは製剤添加物の種類と性質を

参照しながら，製剤設計とナノテクノロジーの関係につ

いて学ぶ．

C16-(1)-②-2

C16-(1)-③-3

C16-(1)-③-5

C16-(2)-①-7

第6回　製剤設計とナノテクノロジー（その３）

その２に引き続き，ここでは製剤化の方法（製剤機械，

単位操作，製剤工程）を参照しながら，製剤設計とナノ

テクノロジーの関係について学ぶ．さらに，製剤の機能

化法としてコーティング技術を取り上げ，その製剤設計

への利用や材料設計におけるナノテクノロジーの役割に

ついて学ぶ．

C16-(1)-①-3

C16-(1)-②-2

C16-(1)-③-3

C16-(1)-③-4

C16-(2)-①-2

C16-(2)-①-7

C16-(2)-②-1

C16-(2)-③-1

第7回　放出制御製剤とナノテクノロジー

ナノテクノロジーはＤＤＳ開発に大きなインパクトを与

えている．ここではＤＤＳの基本柱のひとつである放出

制御（Controlled Release）の意義と特徴を参照しなが

ら，放出制御製剤とナノテクノロジーとの関係について

学ぶ．さらに，ナノテクノロジーの応用事例として，こ

こでは経口投与型の放出制御製剤を取り上げ，その材料，

粒子設計の実際，製法について学ぶ．

C16-(1)-①-3

C16-(1)-①-4

C16-(1)-③-3

C16-(1)-③-4

C16-(1)-③-6

C16-(2)-②-1

C16-(2)-③-1

C16-(3)-①-1

C16-(3)-①-2

C16-(3)-②-1

C16-(3)-②-2

C16-(3)-②-3

C16-(3)-②-4

C16-(3)-②-5

C16-(3)-②-6

第8回　経口薬物送達用ナノＤＤＳ

薬物の経粘膜吸収性改善の例として，ここでは既存の代

表的な製剤的手法を参照しながら，ペプチド性医薬品の

経口投与のためのナノDDSの設計概念について学ぶ．

C16-(3)-③-2

C16-(3)-④-1

C16-(3)-⑤-1

第9回　標的指向化とナノテクノロジー（その１）

がんの化学塞栓療法を例にとり，受動的・能動的ターゲ

ティングの概要と意義を参照しながら，局所投与用標的

指向型製剤の開発例について学ぶ．

C16-(3)-①-1

C16-(3)-①-2

C16-(3)-②-1

C16-(3)-②-2

C16-(3)-②-4

C16-(3)-③-1

C16-(3)-③-2

第10回　標的指向化とナノテクノロジー（その２）

既存の代表的な高分子・微粒子（ナノ）キャリアーの特

徴を参照しながら，標的指向型ナノＤＤＳ製剤の研究開

発例について学ぶ．

C16-(3)-③-2

第11回　標的指向化とナノテクノロジー（その３）

がん治療におけるナノテクノロジーの例として中性子捕

捉療法について学ぶ．

C16-(3)-①-1

C16-(3)-①-2

C16-(3)-③-1

C16-(3)-③-2

第12回　ナノ粒子の安全性評価

ナノ粒子の利用はDDS開発に有用とされる一方で，その

生体への影響は未明なところが多く，リスクの懸念も指

摘されている．ここでは一例として，注射剤の不溶性微

粒子に関する事象を取り上げ，製剤の安全性や試験法を

参照しながら，その管理と取り扱いに対する考え方につ

いて学ぶ．

C16-(2)-①-5

C16-(2)-①-8

C16-(2)-②-3

C16-(2)-③-1

C16-(3)-①-1

第13回　総合演習（その１）

第１回ー第３回の内容の見直しと演習により，ナノテク

ノロジーの概念および薬物の溶解性改善におけるナノテ

クノロジーの役割について，理解を深める．

ナノテクノロジーは製剤に深く関わる技術である．ナノ

サイズとはどのような大きさか，ナノ分散系の世界では

どのようなことが起こるのか，それらが製剤とどのよう

にかかわっているのかについて学ぶ．

C16-(1)-①-1~4

C16-(1)-③-1~7
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C16-(2)-①1~6

C16-(3)-①-1,2

C16-(3)-②-1

C16-(3)-③-1,2

C16-(3)-⑤-1

第14回　総合演習（その２）

第４回ー第８回の内容の見直しと演習により，製剤設計

および放出制御製剤におけるナノテクノロジーの役割に

ついて，理解を深める．

C16-(1)-①-3,4

C16-(1)-②-2

C16-(1)-③-3~6

C16-(2)-①-1~7

C16-(2)-②-1

C16-(2)-③-1

C16-(3)-①-1,2

C16-(3)-②-1~6

C16-(3)-③-2

C16-(3)-④-1

C16-(3)-⑤-1

第15回　総合演習（その３）

第９回ー第１２回の内容の見直しと演習により，標的指

向化におけるナノテクノロジーの役割について，理解を

深める．

C16-(2)-①-5,8

C16-(2)-②-3

C16-(2)-③-1

C16-(3)-①-1,2

C16-(3)-②-1,2,4

C16-(3)-③-1,2

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

医療英語コミュニケーション

辻本　貴江、中川　左理

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、1、５、６、

７、８目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

なお、この授業の担当者は薬局・病院での薬剤師経験を

5年以上経験している実務家教員であり、より実践的な

観点から医療英語コミュニケーションを解説するものと

する。

現在、海外から日本に入国する外国人旅行者や医療目的

の入国者が増加している。外国人に対する診療の必要性

や薬局やドラッグストアにて市販薬（OTC薬）を求める

外国人は増加し、薬剤師が薬物治療の説明や、服薬指導

を英語で行う機会は今後更に増加してくると思われる。

本科目では薬剤師として、外国人患者と効果的なコミュ

ニケーションをとるために必要な語学、コミュニケーシ

ョンスキルを通して知識、技能、態度を学ぶ。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

薬物治療が正しく行われるために、外国人患者からの基

本的情報収集（Information Gathering)ならびに服薬指

導（Patient Education)を英語で行うことを目標とする。

また、語学以外にも、アメリカの医療制度、健康保険制

度、薬局の機能、薬剤師の活動分野について、日本と比

較しながら説明できることを目標とする。

　　　　　　　　　　　　A-(3)-①-1　言語的および非

言語的コミュニケーションの方法を概説できる。

A-(3)-①-2　意思、情報の伝達に必要な要素を列挙でき

る。

A-(3)-①-3　相手の立場、文化、習慣などによって、コ

ミュニケーションのあり方が異なることを例示できる。

F-(2)-①-3　薬学に関連する英語の専門用語のうち代表

的なものを列挙し、その内容を説明できる。

F-(2)-③-1　英語の基礎的音声を聞き分けることができ

る。

F-(2)-③-2　英語の会話を聞いて内容を理解して要約で

きる。

F-(2)-③-3　英語による日常会話での質疑応答ができる。

F-(2)-③-4　主な病名、組織・臓器名、医薬品名などを

英語で発音できる。

G-(1)-②-1　平易な英語を用いた専門分野のプレゼンテ

ーションを理解し、概要を述べることができる。

G-(1)-②-3　医療の現場で用いられる基本的な会話を英

語で行うことができる。

G-(1)-③-4　薬の服用法と注意事項に関する情報を英語

で伝達できる。

G-(2)-④-1　日本と諸外国における医療制度の違いを概

説できる。

G-(2)-④-2　日本と諸外国における医療保険制度の違い

を概説できる。

G-(2)-⑤-1　医療現場での基本的な日常会話を英語で行

うことができる。

G-(2)-⑤-2　薬の服用法と注意事項に関する基礎的情報

を英語で伝達できる。
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＜授業のキーワード＞

医療英語、英語による患者情報収集、英語による服薬指

導、コミュニケーション

＜授業の進め方＞

授業計画に従って15回の講義を行う。

＜履修するにあたって＞

外国人講師による英語の講義や外国人とのロールプレイ

を取り入れてる。資料の配布やレポート提出などは、do

tCampusを活用する。第1回から第8回までと第14回から

第15回までを辻本、第9回から第13回までを中川が担当

する。

オフィスアワー：辻本：金曜日 12：45-13：45　質問が

あれば、遠慮なくこの時間に教員室（C号館2階、C/CP26

9）を訪ねてください。中川：金曜日 12:45-13:35

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、配布資料に目を通しておくこと（目安

として0.5時間）。

＜提出課題など＞

授業中に提示します。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の発言や積極性を40%、課題の成果を60%として評

価します。

＜テキスト＞

本講義内容を学ぶための適切な教科書がないため、自作

のプリントやリスニング用教材を配布します。

＜授業計画＞

第1回（辻本）　基本英単語の確認と英語による服薬指

導のリスニング

処方せん記載事項、剤形、疾患名、副作用に関する基本

的な英単語を列挙し内容を説明できる。アメリカ人薬剤

師と患者の会話（情報収集と服薬指導）をリスニングし、

内容を理解できる。※　F-(2)-①-3、F-(2)-③-1、F-(2

)-③-2、F-(2)-③-4

第2回（辻本）　日本とアメリカの薬学教育システム、

医療保険システム、処方せん記載事項の違い

アメリカの医療、保険制度、薬学教育、薬局の機能と業

務、薬剤師の活動分野について日本と比較しながら違い

を列挙できる。※G-(2)-④-1、G-(2)-④-2

第3回（辻本）　薬剤師のための英会話Ⅰ

薬物療法のための情報収集（Information Gathering）

に関わる必要事項を日本語と英語で列挙できる。外国人

患者が院外処方せんを持って調剤薬局に来局した時の対

応を英語でロールプレイできる。※F-(2)-③-2、F-(2)-

③-3、F-(2)-③-4、G-(1)-②-3、G-(1)-③-4、G-(2)-⑤

-1、G-(2)-⑤-2

第4回（辻本）　薬剤師のための英会話Ⅱ

薬物療法のための服薬指導（Patient Education）に関

わる必要事項を日本語と英語で列挙できる。外国人患者

に処方薬を交付する時の対応、服薬指導を英語でロール

プレイできる。※F-(2)-③-2、F-(2)-③-3、F-(2)-③-4、

G-(1)-②-3、G-(1)-③-4、G-(2)-⑤-1、G-(2)-⑤-2

第5回（辻本）　薬剤師のための英会話Ⅲ

OTC薬を交付するときの情報収集（Information Gatheri

ng）とアセスメントに関わる必要事項（Assessment and

 Triage）を日本語と英語で列挙できる。外国人患者がO

TC薬を買うために来局した時の対応を英語でロールプレ

イできる。F-(2)-③-2、F-(2)-③-3、F-(2)-③-4、G-(1

)-②-3、G-(1)-③-4、G-(2)-⑤-1、G-(2)-⑤-2

第6回（辻本）　薬剤師のための英会話Ⅳ

OTC薬を交付する時の服薬指導（Patient Education）に

関わる必要事項を日本語と英語で列挙できる。外国人患

者にOTC薬を交付する時の服薬指導を英語でロールプレ

イできる。F-(2)-③-2、F-(2)-③-3、F-(2)-③-4、G-(1

)-②-3、G-(1)-③-4、G-(2)-⑤-1、G-(2)-⑤-2

第7回（辻本）　アメリカの薬剤師を招いてⅠ

アメリカ人薬剤師による講義を聴き、アメリカで薬剤師

が実践する患者からの情報収集の方法とコミュニケーシ

ョンスキルを概説できる。※A-(3)-①-1、A-(3)-①-2、

A-(3)-①-3、F-(2)-③-1、F-(2)-③-3、G-(1)-②-1

第8回（辻本）　アメリカの薬剤師を招いてⅡ

アメリカ人薬剤師による講義を聴き、アメリカで薬剤師

が実践する服薬指導の方法とコミュニケーションスキル

を概説できる。※A-(3)-①-1、A-(3)-①-2、A-(3)-①-3、

F-(2)-③-1、F-(2)-③-2、G-(1)-②-1

第9回（中川）　薬剤師のための英会話Ⅴ

CNN Newsから、医療系Newsのリスニングに挑戦する。基

本的な薬の種類、剤形、使い方、用法・用量、薬効、副

作用などに関して、英語の表現を修得する。※

G-(1)-②-1

G-(1)-②-3

G-(1)-③-4

G-(2)-⑤-1

G-(2)-⑤-2

第10回（中川）　薬剤師のための英会話Ⅵ

CNN Newsから、医療系Newsのリスニングに挑戦する。基

本的な薬の種類、剤形、使い方、用法・用量、薬効、副

作用などに関して、英語の表現を修得する。※

G-(1)-②-1

G-(1)-②-3

G-(1)-③-4

G-(2)-⑤-1

G-(2)-⑤-2

第11回（中川）　薬剤師のための英会話Ⅶ

CNN Newsから、医療系Newsのリスニングに挑戦する。基

本的な薬の種類、剤形、使い方、用法・用量、薬効、副

作用などに関して、英語の表現を修得する。※

G-(1)-②-1

G-(1)-②-3

G-(1)-③-4
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G-(2)-⑤-1

G-(2)-⑤-2

第12回（中川）　薬剤師のための英会話Ⅷ

CNN Newsから、医療系Newsのリスニングに挑戦し、内容

を理解する。基本的な薬の種類、剤形、使い方、用法・

用量、薬効、副作用などに関して、英語の表現を修得す

る。代表的な疾患に関して、Animation教材（英語）を

用いて、説明できる。※

G-(1)-②-1

G-(1)-②-3

G-(1)-③-4

G-(2)-⑤-1

G-(2)-⑤-2

第13回（中川）　薬剤師のための英会話Ⅸ

CNN Newsから、医療系Newsのリスニングに挑戦し、内容

を理解する。基本的な薬の種類、剤形、使い方、用法・

用量、薬効、副作用などに関して、英語の表現を修得す

る。代表的な疾患に関して、Animation教材（英語）を

用いて、説明できる。※

G-(1)-②-1

G-(1)-②-3

G-(1)-③-4

G-(2)-⑤-1

G-(2)-⑤-2

第14回（辻本）　薬剤師のための英会話Ⅹ

「シナリオ１：外国人が院外処方せんをもってやってき

た」を用いて、外国人を患者役としてロールプレイを行

い、授業で学んだことを実践できる。英語での情報収集

や服薬指導が外国人に理解されているかを確認できる。

※　F-(2)-①-3、F-(2)-③-1、F-(2)-③-2、F-(2)-③-3、

G-(1)-②-3、G-(1)-③-4、G-(2)-⑤-1、G-(2)-⑤-2

第15回（辻本）　薬剤師のための英会話まとめ

「シナリオ２：外国人がOTC薬を買いにやってきた」を

用いて、外国人を患者役として、ロールプレイを行い講

義で学んだことを実践できる。英語での情報収集や服薬

指導が外国人に理解されているかを確認する。※F-(2)-

①-3、F-(2)-③-1、F-(2)-③-2、F-(2)-③-3、G-(1)-②

-3、G-(1)-③-4、G-(2)-⑤-1、G-(2)-⑤-2

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

医療英語コミュニケーション [13～14]

辻本　貴江、中川　左理

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、1、５、６，

７，８を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

なお、この授業の担当者は薬局・病院での薬剤師経験を

5年以上経験している実務家教員であり、より実践的な

観点から医療英語コミュニケーションを解説するものと

する。

現在、海外から日本に入国する外国人旅行者や医療目的

の入国者が増加している。外国人に対する診療の必要性

や薬局やドラッグストアにて市販薬（OTC薬）を求める

外国人は増加し、薬剤師が薬物治療の説明や、服薬指導

を英語で行う機会は今後更に増加してくると思われる。

本科目では薬剤師として、外国人患者と効果的なコミュ

ニケーションをとるために必要な語学、コミュニケーシ

ョンスキルを通して知識、技能、態度を学ぶ。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

薬物治療が正しく行われるために、外国人患者からの基

本的情報収集（Information Gathering)ならびに服薬指

導（Patient Education)を英語で行うことを目標とする。

また、語学以外にも、アメリカの医療制度、健康保険制

度、薬局の機能、薬剤師の活動分野について、日本と比

較しながら説明できることを目標とする。

　　　　　　　　　　　　A-(3)-①-1　言語的および非

言語的コミュニケーションの方法を概説できる。

A-(3)-①-2　意思、情報の伝達に必要な要素を列挙でき

る。

A-(3)-①-3　相手の立場、文化、習慣などによって、コ

ミュニケーションのあり方が異なることを例示できる。

F-(2)-①-3　薬学に関連する英語の専門用語のうち代表

的なものを列挙し、その内容を説明できる。

F-(2)-③-1　英語の基礎的音声を聞き分けることができ

る。

F-(2)-③-2　英語の会話を聞いて内容を理解して要約で

きる。

F-(2)-③-3　英語による日常会話での質疑応答ができる。

F-(2)-③-4　主な病名、組織・臓器名、医薬品名などを

英語で発音できる。

G-(1)-②-1　平易な英語を用いた専門分野のプレゼンテ

ーションを理解し、概要を述べることができる。

G-(1)-②-3　医療の現場で用いられる基本的な会話を英

語で行うことができる。

G-(1)-③-4　薬の服用法と注意事項に関する情報を英語

で伝達できる。

G-(2)-④-1　日本と諸外国における医療制度の違いを概



- 34 -

説できる。

G-(2)-④-2　日本と諸外国における医療保険制度の違い

を概説できる。

G-(2)-⑤-1　医療現場での基本的な日常会話を英語で行

うことができる。

G-(2)-⑤-2　薬の服用法と注意事項に関する基礎的情報

を英語で伝達できる。

＜授業のキーワード＞

医療英語、英語による患者情報収集、英語による服薬指

導、コミュニケーション

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。

＜履修するにあたって＞

外国人講師による英語の講義や外国人とのロールプレイ

を取り入れてる。資料の配布やレポート提出などは、do

tCampusを活用する。第1回から第8回までを辻本、第9回

から第12回までを中川が担当する。

オフィスアワー：辻本：金曜日 12：45-13：45　質問が

あれば、遠慮なくこの時間に教員室（C号館2階、C/CP26

9）を訪ねてください。中川：金曜日 12:45-13:35

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、配布資料に目を通しておくこと（目安

として0.5時間）。

＜提出課題など＞

授業中に提示する。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の発言や積極性を40%、課題の成果を60%として評

価します。

＜テキスト＞

本講義内容を学ぶための適切な教科書がないため、自作

のプリントやリスニング用教材を配布する。

＜授業計画＞

第1回（辻本）　基本英単語の確認と英語による服薬指

導のリスニング

処方せん記載事項、剤形、疾患名、副作用に関する基本

的な英単語を列挙し内容を説明できる。アメリカ人薬剤

師と患者の会話（情報収集と服薬指導）をリスニングし、

内容を理解できる。※　F-(2)-①-3、F-(2)-③-1、F-(2

)-③-2、F-(2)-③-4

第2回（辻本）　日本とアメリカの薬学教育システム、

医療保険システム、処方せん記載事項の違い

アメリカの医療、保険制度、薬学教育、薬局の機能と業

務、薬剤師の活動分野について日本と比較しながら違い

を列挙できる。※G-(2)-④-1、G-(2)-④-2

第3回（辻本）　薬剤師のための英会話Ⅰ

薬物療法のための情報収集（Information Gathering）

に関わる必要事項を日本語と英語で列挙できる。外国人

患者が院外処方せんを持って調剤薬局に来局した時の対

応を英語でロールプレイできる。※F-(2)-③-2、F-(2)-

③-3、F-(2)-③-4、G-(1)-②-3、G-(1)-③-4、G-(2)-⑤

-1、G-(2)-⑤-2

第4回（辻本）　薬剤師のための英会話Ⅱ

薬物療法のための服薬指導（Patient Education）に関

わる必要事項を日本語と英語で列挙できる。外国人患者

に処方薬を交付する時の対応、服薬指導を英語でロール

プレイできる。※F-(2)-③-2、F-(2)-③-3、F-(2)-③-4、

G-(1)-②-3、G-(1)-③-4、G-(2)-⑤-1、G-(2)-⑤-2

第5回（辻本）　薬剤師のための英会話Ⅲ

OTC薬を交付するときの情報収集（Information Gatheri

ng）とアセスメントに関わる必要事項（Assessment and

 Triage）を日本語と英語で列挙できる。外国人患者がO

TC薬を買うために来局した時の対応を英語でロールプレ

イできる。F-(2)-③-2、F-(2)-③-3、F-(2)-③-4、G-(1

)-②-3、G-(1)-③-4、G-(2)-⑤-1、G-(2)-⑤-2

第6回（辻本）　薬剤師のための英会話Ⅳ

OTC薬を交付する時の服薬指導（Patient Education）に

関わる必要事項を日本語と英語で列挙できる。外国人患

者にOTC薬を交付する時の服薬指導を英語でロールプレ

イできる。F-(2)-③-2、F-(2)-③-3、F-(2)-③-4、G-(1

)-②-3、G-(1)-③-4、G-(2)-⑤-1、G-(2)-⑤-2

第7回（辻本）　薬剤師のための英会話Ⅴ　（アメリカ

人薬剤師を招いて）

「シナリオ１：外国人が院外処方せんをもってやってき

た」を用いて、外国人を患者役としてロールプレイを行

い、授業で学んだことを実践できる。英語での情報収集

や服薬指導が外国人に理解されているかを確認できる。

※　F-(2)-①-3、F-(2)-③-1、F-(2)-③-2、F-(2)-③-3、

G-(1)-②-3、G-(1)-③-4、G-(2)-⑤-1、G-(2)-⑤-2

第8回（辻本）　薬剤師のための英会話Ⅵ　（アメリカ

人薬剤師を招いて）

「シナリオ２：外国人がOTC薬を買いにやってきた」を

用いて、外国人を患者役として、ロールプレイを行い講

義で学んだことを実践できる。英語での情報収集や服薬

指導が外国人に理解されているかを確認する。※F-(2)-

①-3、F-(2)-③-1、F-(2)-③-2、F-(2)-③-3、G-(1)-②

-3、G-(1)-③-4、G-(2)-⑤-1、G-(2)-⑤-2

第9回（中川）　薬剤師のための英会話Ⅶ

CNN Newsから、医療系Newsのリスニングに挑戦する。基

本的な薬の種類、剤形、使い方、用法・用量、薬効、副

作用などに関して、英語の表現を修得する。※

G-(1)-②-1

G-(1)-②-3

G-(1)-③-4

G-(2)-⑤-1

G-(2)-⑤-2

第10回（中川）　薬剤師のための英会話Ⅷ

CNN Newsから、医療系Newsのリスニングに挑戦し、内容

を理解する。基本的な薬の種類、剤形、使い方、用法・

用量、薬効、副作用などに関して、英語の表現を修得す
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る。代表的な疾患に関して、Animation教材（英語）を

用いて、説明できる。※

G-(1)-②-1

G-(1)-②-3

G-(1)-③-4

G-(2)-⑤-1

G-(2)-⑤-2

第11回（中川）　薬剤師のための英会話Ⅸ

CNN Newsから、医療系Newsのリスニングに挑戦し、内容

を理解する。基本的な薬の種類、剤形、使い方、用法・

用量、薬効、副作用などに関して、英語の表現を修得す

る。代表的な疾患に関して、Animation教材（英語）を

用いて、説明できる。※

G-(1)-②-1

G-(1)-②-3

G-(1)-③-4

G-(2)-⑤-1

G-(2)-⑤-2

第12回（中川）　薬剤師のための英会話Ⅹ

CNN Newsから、医療系Newsのリスニングに挑戦し、内容

を理解する。基本的な薬の種類、剤形、使い方、用法・

用量、薬効、副作用などに関して、英語の表現を修得す

る。代表的な疾患に関して、Animation教材（英語）を

用いて、説明できる。※

G-(1)-②-1

G-(1)-②-3

G-(1)-③-4

G-(2)-⑤-1

G-(2)-⑤-2

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

医療英語コミュニケーション [15～18]

辻本　貴江、中川　左理

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、1、5、6、7、

8を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

なお、この授業の担当者は薬局・病院での薬剤師経験を

5年以上経験している実務家教員であり、より実践的な

観点から医療英語コミュニケーションを解説するものと

する。

現在、海外から日本に入国する外国人旅行者や医療目的

の入国者が増加している。外国人に対する診療の必要性

や薬局やドラッグストアにて市販薬（OTC薬）を求める

外国人は増加し、薬剤師が薬物治療の説明や、服薬指導

を英語で行う機会は今後更に増加してくると思われる。

本科目では薬剤師として、外国人患者と効果的なコミュ

ニケーションをとるために必要な語学、コミュニケーシ

ョンスキルを通して知識、技能、態度を学ぶ。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

薬物治療が正しく行われるために、外国人患者からの基

本的情報収集（Information Gathering)ならびに服薬指

導（Patient Education)を英語で行うことを目標とする。

また、語学以外にも、アメリカの医療制度、健康保険制

度、薬局の機能、薬剤師の活動分野について、日本と比

較しながら説明できることを目標とする。

AD-B-④-1　諸外国における薬局の機能と業務について、

日本と比較しながら説明できる。

AD-B-⑤-2　諸外国における薬剤師の活動分野について、

日本と比較しながら説明できる。

JB-(3)-①-1  科学、医療に関連する英語の代表的な用

語を列挙し、その内容を説明できる。

JB-(3)-①-2  科学、医療に関して英語で書かれた文章

を読んで、内容を説明できる。

JB-(3)-②-1  自己紹介文、手紙文などを英語で書くこ

とができる。

JB-(3)-②-2  自然科学各分野における基本的単位、数

値、現象の英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-3  科学、医療に関連する英語の代表的な用

語、英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-4  科学、医療に関連する簡単な文章を英語

で書くことができる。

JB-(3)-③-1  英語の基礎的音声を聞き分けることがで

きる。

JB-(3)-③-2  英語の会話を聞いて内容を理解して要約

できる。

JB-(3)-③-3  英語による簡単なコミュニケーションが

できる。

JB-(3)-③-4  科学、医療に関連する代表的な用語を英

語で発音できる。

＜授業のキーワード＞

医療英語、英語による患者情報収集、英語による服薬指

導、コミュニケーション

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。

＜履修するにあたって＞

外国人講師による英語の講義や外国人とのロールプレイ

を取り入れている。資料の配布やレポート提出などは、
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dotCampusを活用する。第1回から第8回までを辻本、第9

回から第12回までを中川が担当する。

オフィスアワー：辻本：金曜日 12：45-13：45　質問が

あれば、遠慮なくこの時間に教員室（C号館2階、C/CP26

9）を訪ねてください。中川：金曜日 12:45-13:35

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、配布資料に目を通しておくこと（目安

として0.5時間）。

＜提出課題など＞

授業中に提示する。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の発言や積極性を40%、課題の成果を60%として評

価します。

＜テキスト＞

本講義内容を学ぶための適切な教科書がないため、自作

のプリントやリスニング用教材を配布する。

＜授業計画＞

第1回（辻本）　基本英単語の確認と英語による服薬指

導のリスニング

処方せん記載事項、剤形、疾患名、副作用に関する基本

的な英単語を列挙し内容を説明できる。アメリカ人薬剤

師と患者の会話（情報収集と服薬指導）をリスニングし、

内容を理解できる。

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

JB-(3)-③-1

JB-(3)-③-2

JB-(3)-③-4

第2回（辻本）　日本とアメリカの薬学教育システム、

医療保険システム、処方せん記載事項の違い

アメリカの医療、保険制度、薬学教育、薬局の機能と業

務、薬剤師の活動分野について日本と比較しながら違い

を列挙できる。

AD-B-④-1

AD-B-⑤-2

JB-(3)-①-2

第3回（辻本）　薬剤師のための英会話Ⅰ

薬物療法のための情報収集（Information Gathering）

に関わる必要事項を日本語と英語で列挙できる。外国人

患者が院外処方せんを持って調剤薬局に来局した時の対

応を英語でロールプレイできる。

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-1

JB-(3)-②-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

JB-(3)-③-1

JB-(3)-③-2

JB-(3)-③-3

JB-(3)-③-4

第4回（辻本）　薬剤師のための英会話Ⅱ

薬物療法のための服薬指導（Patient Education）に関

わる必要事項を日本語と英語で列挙できる。外国人患者

に処方薬を交付する時の対応、服薬指導を英語でロール

プレイできる。

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-1

JB-(3)-②-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

JB-(3)-③-1

JB-(3)-③-2

JB-(3)-③-3

JB-(3)-③-4

第5回（辻本）　薬剤師のための英会話Ⅲ

OTC薬を交付するときの情報収集（Information Gatheri

ng）とアセスメントに関わる必要事項（Assessment and

 Triage）を日本語と英語で列挙できる。外国人患者がO

TC薬を買うために来局した時の対応を英語でロールプレ

イできる。

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-1

JB-(3)-②-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

JB-(3)-③-1

JB-(3)-③-2

JB-(3)-③-3

JB-(3)-③-4

第6回（辻本）　薬剤師のための英会話Ⅳ

OTC薬を交付する時の服薬指導（Patient Education）に

関わる必要事項を日本語と英語で列挙できる。外国人患

者にOTC薬を交付する時の服薬指導を英語でロールプレ

イできる。

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-1

JB-(3)-②-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

JB-(3)-③-1

JB-(3)-③-2

JB-(3)-③-3
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JB-(3)-③-4

第7回（辻本）　薬剤師のための英会話Ⅴ　（アメリカ

人薬剤師を招いて）

「シナリオ１：外国人が院外処方せんをもってやってき

た」を用いて、外国人を患者役としてロールプレイを行

い、授業で学んだことを実践できる。英語での情報収集

や服薬指導が外国人に理解されているかを確認できる。

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-1

JB-(3)-②-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

JB-(3)-③-1

JB-(3)-③-2

JB-(3)-③-3

JB-(3)-③-4

第8回（辻本）　薬剤師のための英会話Ⅵ　（アメリカ

人薬剤師を招いて）

「シナリオ２：外国人がOTC薬を買いにやってきた」を

用いて、外国人を患者役として、ロールプレイを行い講

義で学んだことを実践できる。英語での情報収集や服薬

指導が外国人に理解されているかを確認する。

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-1

JB-(3)-②-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

JB-(3)-③-1

JB-(3)-③-2

JB-(3)-③-3

JB-(3)-③-4

第9回（中川）　薬剤師のための英会話Ⅶ

CNN Newsから、医療系Newsのリスニングに挑戦する。基

本的な薬の種類、剤形、使い方、用法・用量、薬効、副

作用などに関して、英語の表現を修得する。

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-③-1

JB-(3)-③-4

第10回（中川）　薬剤師のための英会話Ⅷ

CNN Newsから、医療系Newsのリスニングに挑戦し、内容

を理解する。基本的な薬の種類、剤形、使い方、用法・

用量、薬効、副作用などに関して、英語の表現を修得す

る。代表的な疾患に関して、Animation教材（英語）を

用いて、説明できる。

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-③-1

JB-(3)-③-4

第11回（中川）　薬剤師のための英会話Ⅸ

CNN Newsから、医療系Newsのリスニングに挑戦し、内容

を理解する。基本的な薬の種類、剤形、使い方、用法・

用量、薬効、副作用などに関して、英語の表現を修得す

る。代表的な疾患に関して、Animation教材（英語）を

用いて、説明できる。

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-③-1

JB-(3)-③-4

第12回（中川）　薬剤師のための英会話Ⅹ

CNN Newsから、医療系Newsのリスニングに挑戦し、内容

を理解する。基本的な薬の種類、剤形、使い方、用法・

用量、薬効、副作用などに関して、英語の表現を修得す

る。代表的な疾患に関して、Animation教材（英語）を

用いて、説明できる。

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-③-1

JB-(3)-③-4

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

医療の中の薬学 [19～]

角田　慎一、池村　舞、上町　亜希子、武田　真莉子、

辰見　明俊、辻本　貴江、中川　左理、橋田　亨、橋本

　保彦

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義,演習�������

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, https://w

ww.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dip

loma.html#PHA}

医療人として、豊かな人間性と高い倫理観、広い教養を

もち、人の命と健康的な生活を守る使命感、責任感を有

している。

本科目は、オムニバス形式で、医療現場の薬剤師、医師、

看護師、そして患者（一般市民）を講師として招き実施

する。

実績的教育から構成される授業である。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

A-(1)-①-1　常に患者・生活者の視点に立ち、医療の担

い手としてふさわしい態度で行動する。（態度）
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A-(1)-①-3　チーム医療や地域保健・医療・福祉 を担

う一員としての責任を自覚し 行動する。

A-(1)-①-4　患者・患者家族・生活者が求める医療人に

ついて、自らの考えを述べる。

A-(1)-②-1　患者・生活者のために薬剤師が果たすべき

役割を自覚する。（態度）

A-(1)-②-2　薬剤師の活動分野（医療機関、薬局、製薬

企業、衛生行政等）と社会における役割について説明で

きる。

A-(1)-③-3　医療に関するリスクマネジメント におけ

る薬剤師の責任と義務を説明できる。

A-(1)-③-4　医薬品が関わる代表的な医療過誤やインシ

デントの事例を列挙し、その原因と防止策を説明できる。

A-(1)-③-5 　重篤な副作用の例について、患者や家族

の苦痛を理解し、これらを回避するための手段を討議す

る。

A-(3)-①-3　相手の立場、文化、習慣等によって、コミ

ュニケーションの在り方が異なることを例を挙げて説明

できる。

A-(3)-①-7　適切な聴き方、質問を通じて相手の考えや

感情を理解するように努める。

A-(3)-②-1　患者や家族、周囲の人々の心身に及ぼす病

気やケアの影響について説明できる。

A-(3)-②-2　患者・家族・生活者の心身の状態や多様な

価値観に配慮して行動する。

A-(4)-1　保健、医療、福祉、介護における多職種連携

協働及びチーム医療の意義について説明できる。

A-(4)-3　チーム医療に関わる薬剤師、各職種、患者・

家族の役割について説明できる。

A-(4)-5　チームワークと情報共有の重要性を理解し、

チームの一員としての役割を積極的に果たすように努め

る。

B-(4)-①-1　地域における薬局の機能と業務について説

明できる。 "

B-(4)-②-2　在宅医療及び居宅介護における薬局と薬剤

師の役割について説明できる。

F-(4)-①-1　チーム医療における薬剤師の役割と重要性

について説明できる。

＜授業のキーワード＞

在宅医療、かかりつけ薬剤師、ろう薬剤師、チーム医療、

専門薬剤師、医師、看護師、がん患者、薬害

＜授業の進め方＞

授業計画に従って、講師によるオムニバス（講演会形式

）で行います。

＜履修するにあたって＞

講師によるオムニバス（講演会形式） で授業を進めま

す。

可能であれば、講演の一部で学生が参加型になるグルー

プワークを取り入れる。

２年次だけでなく全学年を通して到達度を高めることが

望ましい内容が含まれていることに留意する。

欠席時は、必ず各回の実行責任者に連絡すること。

教員連絡先

上町（1,6回目担当）

橋本（2回目担当） 池村（3回目担当）

辰見（4,7回目担当）

中川（5回目担当）

辻本（8回目担当）

件名と本文に「学年・学籍番号・氏名」を記入してくだ

さい。

＜授業時間外に必要な学修＞

レポート作成など（目安として1時間）

＜提出課題など＞

毎回の授業中に提出課題を指示する。

＜成績評価方法・基準＞

全ての講義への出席を原則とし、授業態度、レポートや

小テストを総合的に判断して評価する。

＜テキスト＞

必要に応じプリント等を配布する。

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回　5/7　在宅医療や地域保健における薬剤師の役割

／かかりつけ薬剤師とは

実行責任者（上町）

?  薬剤師の活動分野（医療機関、薬局、 製薬企業、衛

生行政等）と社会における役割について説明できる。A(

1)-②-2

?  在宅医療及び居宅介護における薬局と薬剤師の役割

について説明できる。B-(4)-②-2

?  地域における薬局の機能と業務について説明できる。

B-(4)-①-1

第2回　5/14　チーム医療における薬剤師の役割／専門

薬剤師とは

実行責任者（橋本）

?  薬剤師の活動分野（医療機関、薬局、製薬企業、衛

生行政等）と社会における役割について説明できる。A(

1)-②-2

?  チーム医療や地域保健・医療・福祉を担う一員とし

ての責任を自覚し行動する。A-(1)-①-3

?  チームワークと情報共有の重要性を理解し、チーム

の一員としての役割を積極的に果たすように努める。A-

(4)-5

?  チーム医療における薬剤師の役割と重要性について

説明できる。F(4)-①-1

?  医療に関するリスクマネジメントにおける薬剤師の
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責任と義務を説明できる。A-(1)-③-3

第3回　5/21　チーム医療における薬剤師の役割／専門

薬剤師とは

実行責任者（池村）

?  薬剤師の活動分野（医療機関、薬局、製薬企業、衛

生行政等）と社会における役割について説明できる。A(

1)-②-2

?  チーム医療や地域保健・医療・福祉を担う一員とし

ての責任を自覚し行動する。A-(1)-①-3

?  チームワークと情報共有の重要性を理解し、チーム

の一員としての役割を積極的に果たすように努める。A-

(4)-5

?  チーム医療における薬剤師の役割と重要性について

説明できる。F(4)-①-1

?  医療に関するリスクマネジメントにおける薬剤師の

責任と義務を説 明できる。A-(1)-③-3

第4回　6/4　聴覚障害者への対応 ～ろう薬剤師の視点

から～

実行責任者（辰見）

?  常に患者・生活者の視点に立ち、医療の担い手とし

てふさわしい態度で行動する。（態度）A-(1)-①-1

?  患者・生活者のために薬剤師が果たすべき役割を自

覚する。（態度）A(1)-②-1

?  薬剤師の活動分野（医療機関、薬局、製薬企業、衛

生行政等）と社会における役割について説明できる。A(

1)-②-2

?  患者や家族、周囲の人々の心身に及ぼす病気やケア

の影響について説明できる。A-(3)-②-1

第5回　6/11　チーム医療における医師、看護師の役割

実行責任者（中川）

?  保健、医療、福祉、介護における多職種連携協働及

びチーム医療の意義について説明できる。A-(4)-1

?  チーム医療に関わる薬剤師、各職種、患者・家族の

役割について説明できる。A-(4)-3

?  チームワークと情報共有の重要性を理解し、チーム

の一員としての役割を積極的に果たすように努める。A-

(4)-5

?  医薬品が関わる代表的な医療過誤やインシデントの

事例を列挙し、その原因と防止策を説明できる。A(1)-

③-4

?  チーム医療における薬剤師の役割と重要性について

説明できる。F(4)-①-1

第6回　6/18　社会人としてのマナースキル講習会

実行責任者（上町）

?  相手の立場、文化、習慣等によって、コミュニケー

ションの在り方が異なることを例を挙げて説明できる。

A-(3)-①-3

?  適切な聴き方、質問を通じて相手の考えや感情を理

解するように努める。A-(3)-①-7

第7回　6/25　がん患者さんの声に耳を傾ける

実行責任者（辰見）

?  患者や家族、周囲の人々の心身に及ぼす病気やケア

の影響について説明できる。A-(3)-②-1

?  患者・家族・生活者の心身の状態や多様な価値観に

配慮して行動する。A-(3)-②-2

?  患者・患者家族・生活者が求める医療人について、

自らの考えを述べる。A-(1)-①-4

第8回　7/2　薬害患者さんの声に耳を傾ける

実行責任者（辻本）

?  重篤な副作用の例について、患者や家族の苦痛を理

解し、これらを回避するための手段を討議する。A-(1)

③-5

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

医療薬学複合科目Ⅰ

平岩　英培、榎本　理世

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり６年次に配当しています。

本授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専門

教育科目であり４年次に配当しています。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、「2．科学

者として、医薬品を含む化学物質等の特性や生体・環境

への作用と影響、及び人体の構造と機能、疾病の成り立

ちを理解するのに必要な科学に関する基本的な知識を有

している」および「3.薬の専門家として、医薬品及び薬

物治療についての専門的な知識を有している」を目指し

ます。

薬学部のディプロマポリシー

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/p

olicy/diploma.html#PHA

5年生の臨床実務実習を経験し、薬が臨床的にいかに重

要な役割を果たすかを知るとともに、いかに注意深く選

ばれ、且つ個々の患者に応じて使用されるかを直接体験

してきました。この体験により、薬物の医療における重

要性と、同時にその危険性について認識を深めたことで

しょう。このような貴重な体験を通して、薬の理解、特

に「薬の作用」の基盤となる理解がいかに大切であるか

を実感したことと思います。この「医療薬学複合科目Ⅰ

」では、薬の持っている働きについて、特に末梢神経系

および中枢神経系に作用する薬を中心に見直し、薬物作

用の理解を深めることを目的とします。
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＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とし、自律神経系と体性神経系

に作用する薬物の種類、作用メカニズム、特徴、副作用、

有害作用を科学的に説明できることが到達目標です。

そのために初めに「薬理学総論」の復習を行ないます。

C8  生命体の成り立ち

（１）ヒトの成り立ち

②【神経系】

C8-(1)-②-1 １）中枢神経系の構成と機能の概要を説明

できる。

C8-(1)-②-2 ２）体性神経系の構成と機能の概要を説明

できる。

C8-(1)-②-3 ３）自律神経系の構成と機能の概要を説明

できる。

C13 薬の効くプロセス

①【薬の作用】

C13-(1)-①-1 １）薬物の用量と作用の関係を説明でき

る。

C13-(1)-①-2 ２）アゴニストとアンタゴニストについ

て説明できる。

C13-(1)-①-3 ３）薬物の作用するしくみについて、受

容体、酵素およびチャネルを例に挙げて説明できる。

C13-(1)-①-4 ４）代表的な薬物受容体を列挙し、刺激

あるいは阻害された場合の生理反応を説明できる。

C13-(1)-①-5 ５）薬物の作用発現に関連する代表的な

細胞内情報伝達系を列挙し、活性化された場合の生理反

応を説明できる。

C13-(1)-①-8 ８）薬物依存性について具体例を挙げて

説明できる。

③【薬の副作用】

C13-(1)-③-1 １）薬物の主作用と副作用（有害作用）、

毒性との関連について説明できる。

C13-(1)-③-2 ２）副作用と有害事象の違いについて説

明できる。

（２）薬の効き方I

①【中枢神経系に作用する薬】

C13-(2)-①-1 １）代表的な全身麻酔薬を挙げ、その薬

理作用、機序、主な副作用について説明できる。

C13-(2)-①-2 ２）代表的な催眠薬を挙げ、その薬理作

用、機序、主な副作用について説明できる。

C13-(2)-①-3 ３）代表的な鎮痛薬を挙げ、その薬理作

用、機序、主な副作用について説明できる。

C13-(2)-①-4 ４）代表的な中枢神経疾患（てんかん、

パーキンソン病、アルツハイマー病など）の治療薬を挙

げ、その薬理作用、機序、主な副作用について説明でき

る。

C13-(2)-①-5 ５）代表的な精神疾患（統合失調症、う

つ病など）の治療薬を挙げ、その薬理作用、機序、主な

副作用について説明できる。

②【自律神経系に作用する薬】

C13-(2)-②-1 １）交感神経系に作用し、その支配器官

の機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、

主な副作用について説明できる。

C13-(2)-②-2 ２）副交感神経系に作用し、その支配器

官の機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機

序、主な副作用について説明できる。

C13-(2)-②-3 ３）神経節に作用する代表的な薬物を挙

げ、薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。

③【知覚神経系・運動神経系に作用する薬】

C13-(2)-③-1 １）知覚神経に作用する代表的な薬物（

局所麻酔薬など）を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用

について説明できる。

C13-(2)-③-2 ２）運動神経系に作用する代表的な薬物

を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について説明でき

る。

＜授業のキーワード＞

薬理学総論、自律神経系作用薬、体制神経系作用薬、中

枢神経系作用薬

＜授業の進め方＞

授業計画に従って15回の講義を行ないます。

＜履修するにあたって＞

授業内容に関する質問、過去の定期試験問題の閲覧や資

料の配布などは、dotCampusを活用します。

オフィスアワー：金曜日 15：00?18：00としますが、在

室中であれば対応します。質問などあれば、遠慮なく教

員室（C号館2階、C/LP215）に訪ねてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として復習すること（目安として1時間）

＜提出課題など＞

授業後に連絡

＜成績評価方法・基準＞

課題の提出およびオンラインテストの成績から評価しま

す。

＜テキスト＞

コンパス薬理学、自作プリント

＜参考図書＞

NEW 薬理学、今日の治療薬

＜授業計画＞

第1回　用量作用の関係

薬の標的分子と受容体

薬物の用量と作用の関係について、用量作用曲線を中心

に理論的に理解します。

薬物の作用点としての生体内分子について分類し、特に

受容体の種類と性質につき理解します。

第2回　薬の副作用・有害作用

神経活動の基礎と薬の作用点

薬の代表的副作用・有害作用、あるいは耐性形成や依存

性について整理します。
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神経系の機能について、基礎的復習を行い、薬物の作用

点について考えます。

第3回　副交感神経系に作用する薬1

副交感神経系の生理的重要性を理解し、特に副交感神経

興奮薬について、疾患との関係を学びます。

第4回　副交感神経系に作用する薬2

副交感神経系の生理的重要性を理解し、特に副交感神経

遮断薬について、疾患との関係を学びます。

第5回　交感神経系に作用する薬１

交感神経系の生理的重要性を理解し、特に交感神経興奮

薬について、疾患との関係を学びます。

第6回　交感神経系に作用する薬2

交感神経遮断薬について、疾患との関係から理解します。

第7回　運動神経系に作用する薬

末梢性筋弛緩薬の作用点と作用機序について理解します。

第8回　知覚神経系に作用する薬

全身麻酔薬

局所麻酔薬の作用点と作用機序、特徴について理解しま

す。

代表的な全身麻酔薬の分類、作用点・作用機序、そして

有害作用について理解します。

第9回　催眠薬

代表的な催眠薬の分類、作用点・作用機序、そして有害

作用について理解します。

第10回　鎮痛薬

モルヒネを代表とする鎮痛薬の分類、作用点・作用機序、

そして有害作用について理解する。

第11回　中枢神経系疾患の治療薬1

代表的な中枢神経系疾患（てんかん、パーキンソン病、

アルツハイマー病等）の治療薬の分類、作用点・作用機

序、そして有害作用について理解します。

第12回　中枢神経系疾患の治療薬2

代表的な中枢神経系疾患（てんかん、パーキンソン病、

アルツハイマー病等）の治療薬の分類、作用点・作用機

序、そして有害作用について理解します。

第13回　中枢神経系疾患の治療薬3

代表的な中枢神経系疾患（てんかん、パーキンソン病、

アルツハイマー病等）の治療薬の分類、作用点・作用機

序、そして有害作用について理解します。

第14回　精神疾患の治療薬1

代表的な精神疾患（統合失調症、うつ病、不安神経症）

の治療薬について、作用点・作用機序、そして有害作用

について理解します。

第15回　精神疾患の治療薬2

代表的な精神疾患（統合失調症、うつ病、不安神経症）

の治療薬について、作用点・作用機序、そして有害作用

について理解します。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

医療薬学複合科目Ⅰ [13～14]

平岩　英培、榎本　理世

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり６年次に配当しています。

本授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専門

教育科目であり４年次に配当しています。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、「2．科学

者として、医薬品を含む化学物質等の特性や生体・環境

への作用と影響、及び人体の構造と機能、疾病の成り立

ちを理解するのに必要な科学に関する基本的な知識を有

している」および「3.薬の専門家として、医薬品及び薬

物治療についての専門的な知識を有している」を目指し

ます。

薬学部のディプロマポリシー

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/p

olicy/diploma.html#PHA

5年生の臨床実務実習を経験し、薬が臨床的にいかに重

要な役割を果たすかを知るとともに、いかに注意深く選

ばれ、且つ個々の患者に応じて使用されるかを直接体験

してきました。この体験により、薬物の医療における重

要性と、同時にその危険性について認識を深めたことで

しょう。このような貴重な体験を通して、薬の理解、特

に「薬の作用」の基盤となる理解がいかに大切であるか

を実感したことと思います。この「医療薬学複合科目Ⅰ

」では、薬の持っている働きについて、特に末梢神経系

および中枢神経系に作用する薬を中心に見直し、薬物作

用の理解を深めることを目的とします。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とし、自律神経系と体性神経系

に作用する薬物の種類、作用メカニズム、特徴、副作用、

有害作用を科学的に説明できることが到達目標です。

そのために初めに「薬理学総論」の復習を行ないます。

C8  生命体の成り立ち

（１）ヒトの成り立ち

②【神経系】
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C8-(1)-②-1 １）中枢神経系の構成と機能の概要を説明

できる。

C8-(1)-②-2 ２）体性神経系の構成と機能の概要を説明

できる。

C8-(1)-②-3 ３）自律神経系の構成と機能の概要を説明

できる。

C13 薬の効くプロセス

①【薬の作用】

C13-(1)-①-1 １）薬物の用量と作用の関係を説明でき

る。

C13-(1)-①-2 ２）アゴニストとアンタゴニストについ

て説明できる。

C13-(1)-①-3 ３）薬物の作用するしくみについて、受

容体、酵素およびチャネルを例に挙げて説明できる。

C13-(1)-①-4 ４）代表的な薬物受容体を列挙し、刺激

あるいは阻害された場合の生理反応を説明できる。

C13-(1)-①-5 ５）薬物の作用発現に関連する代表的な

細胞内情報伝達系を列挙し、活性化された場合の生理反

応を説明できる。

C13-(1)-①-8 ８）薬物依存性について具体例を挙げて

説明できる。

③【薬の副作用】

C13-(1)-③-1 １）薬物の主作用と副作用（有害作用）、

毒性との関連について説明できる。

C13-(1)-③-2 ２）副作用と有害事象の違いについて説

明できる。

（２）薬の効き方I

①【中枢神経系に作用する薬】

C13-(2)-①-1 １）代表的な全身麻酔薬を挙げ、その薬

理作用、機序、主な副作用について説明できる。

C13-(2)-①-2 ２）代表的な催眠薬を挙げ、その薬理作

用、機序、主な副作用について説明できる。

C13-(2)-①-3 ３）代表的な鎮痛薬を挙げ、その薬理作

用、機序、主な副作用について説明できる。

C13-(2)-①-4 ４）代表的な中枢神経疾患（てんかん、

パーキンソン病、アルツハイマー病など）の治療薬を挙

げ、その薬理作用、機序、主な副作用について説明でき

る。

C13-(2)-①-5 ５）代表的な精神疾患（統合失調症、う

つ病など）の治療薬を挙げ、その薬理作用、機序、主な

副作用について説明できる。

②【自律神経系に作用する薬】

C13-(2)-②-1 １）交感神経系に作用し、その支配器官

の機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、

主な副作用について説明できる。

C13-(2)-②-2 ２）副交感神経系に作用し、その支配器

官の機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機

序、主な副作用について説明できる。

C13-(2)-②-3 ３）神経節に作用する代表的な薬物を挙

げ、薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。

③【知覚神経系・運動神経系に作用する薬】

C13-(2)-③-1 １）知覚神経に作用する代表的な薬物（

局所麻酔薬など）を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用

について説明できる。

C13-(2)-③-2 ２）運動神経系に作用する代表的な薬物

を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について説明でき

る。

＜授業のキーワード＞

薬理学総論、自律神経系作用薬、体制神経系作用薬、中

枢神経系作用薬

＜授業の進め方＞

テキストおよび配布したプリントを使用して講義を進め

ます。

＜履修するにあたって＞

授業内容に関する質問などは、dotCampusを活用します。

オフィスアワー：金曜日 15：00-18：00としますが、在

室中であれば対応します。質問などあれば、遠慮なく教

員室（C号館2階、C/LP215）に訪ねてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として復習すること（目安として1時間）

＜提出課題など＞

授業後に連絡

＜成績評価方法・基準＞

課題の提出およびオンラインテストの成績から評価しま

す。

＜テキスト＞

コンパス薬理学、自作プリント

＜参考図書＞

NEW 薬理学、今日の治療薬

＜授業計画＞

第1回　用量作用の関係

薬の標的分子と受容体

薬物の用量と作用の関係について、用量作用曲線を中心

に理論的に理解します。

薬物の作用点としての生体内分子について分類し、特に

受容体の種類と性質につき理解します。

第2回　薬の副作用・有害作用

神経活動の基礎と薬の作用点

薬の代表的副作用・有害作用、あるいは耐性形成や依存

性について整理します。

神経系の機能について、基礎的復習を行い、薬物の作用

点について考えます。

第3回　副交感神経系に作用する薬1

副交感神経系の生理的重要性を理解し、特に副交感神経

興奮薬について、疾患との関係を学びます。
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第4回　副交感神経系に作用する薬2

副交感神経系の生理的重要性を理解し、特に副交感神経

遮断薬について、疾患との関係を学びます。

第5回　交感神経系に作用する薬１

交感神経系の生理的重要性を理解し、特に交感神経興奮

薬について、疾患との関係を学びます。

第6回　交感神経系に作用する薬2

交感神経遮断薬について、疾患との関係から理解します。

第7回　運動神経系に作用する薬

末梢性筋弛緩薬の作用点と作用機序について理解します。

第8回　知覚神経系に作用する薬

全身麻酔薬

局所麻酔薬の作用点と作用機序、特徴について理解しま

す。

代表的な全身麻酔薬の分類、作用点・作用機序、そして

有害作用について理解します。

第9回　催眠薬

代表的な催眠薬の分類、作用点・作用機序、そして有害

作用について理解します。

第10回　鎮痛薬

モルヒネを代表とする鎮痛薬の分類、作用点・作用機序、

そして有害作用について理解する。

第11回　中枢神経系疾患の治療薬1

代表的な中枢神経系疾患（てんかん、パーキンソン病、

アルツハイマー病等）の治療薬の分類、作用点・作用機

序、そして有害作用について理解します。

第12回　精神疾患の治療薬2

代表的な精神疾患（統合失調症、うつ病、不安神経症）

の治療薬について、作用点・作用機序、そして有害作用

について理解します。　-5

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

医療薬学複合科目Ⅰ [15～18]

平岩　英培、榎本　理世

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり６年次に配当しています。

本授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専門

教育科目であり４年次に配当しています。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、「2．科学

者として、医薬品を含む化学物質等の特性や生体・環境

への作用と影響、及び人体の構造と機能、疾病の成り立

ちを理解するのに必要な科学に関する基本的な知識を有

している」および「3.薬の専門家として、医薬品及び薬

物治療についての専門的な知識を有している」を目指し

ます。

薬学部のディプロマポリシー

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/p

olicy/diploma.html#PHA

5年生の臨床実務実習を経験し、薬が臨床的にいかに重

要な役割を果たすかを知るとともに、いかに注意深く選

ばれ、且つ個々の患者に応じて使用されるかを直接体験

してきました。この体験により、薬物の医療における重

要性と、同時にその危険性について認識を深めたことで

しょう。このような貴重な体験を通して、薬の理解、特

に「薬の作用」の基盤となる理解がいかに大切であるか

を実感したことと思います。この「医療薬学複合科目Ⅰ

」では、薬の持っている働きについて、特に末梢神経系

および中枢神経系に作用する薬を中心に見直し、薬物作

用の理解を深めることを目的とします。

＜到達目標＞

（１）薬の作用

【①薬の作用】

E1-(1)-①-1　１）薬の用量と作用の関係を説明できる。

E1-(1)-①-2　２）アゴニスト（作用薬、作動薬、刺激

薬）とアンタゴニスト（拮抗薬、遮断薬）について説明

できる。

E1-(1)-①-3　３）薬物が作用するしくみについて、受

容体、酵素、イオンチャネルおよびトランスポーターを

例に挙げて説明できる。

E1-(1)-①-4　４）代表的な受容体を列挙し、刺激ある

いは遮断された場合の生理反応を説明できる。

E1-(1)-①-5　５）薬物の作用発現に関連する代表的な

細胞内情報伝達系を列挙し、活性化あるいは抑制された

場合の生理反応を説明できる。（C6(6)【②細胞内情報

伝達】1.? 5. 参照）

（４）医薬品の安全性

E1-(4)-1　１）薬物の主作用と副作用、毒性との関連に

ついて説明できる。

E1-(4)-2　２）薬物の副作用と有害事象の違いについて

説明できる。

(２)　生体機能の調節

【①神経による調節機構】

C7-(2)-①-1　１）神経細胞の興奮と伝導、シナプス伝

達の調節機構について説明できる。

C7-(2)-①-2　２）代表的な神経伝達物質を挙げ、生理

活性および作用機構について概説できる。
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E2　薬理・病態・薬物治療

（１）神経系の疾患と薬

【①自律神経系に作用する薬】

E2-(1)-①-1　１）交感神経系に作用し、その支配器官

の機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、

主な副作用を説明できる。

E2-(1)-①-2　２）副交感神経系に作用し、その支配器

官の機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機

序、主な副作用を説明できる。

E2-(1)-①-3　３）神経節に作用する代表的な薬物を挙

げ、薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

【②体性神経系に作用する薬・筋の疾患の薬、病態、治

療】

E2-(1)-②-1　１）知覚神経に作用する代表的な薬物（

局所麻酔薬など）を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用

を説明できる。

E2-(1)-②-2　２）運動神経系に作用する代表的な薬物

を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

【③中枢神経系の疾患の薬、病態、治療】

E2-(1)-③-1  １）全身麻酔薬、催眠薬の薬理（薬理作

用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。

E2-(1)-③-2  ２）麻薬性鎮痛薬、非麻薬性鎮痛薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用（WH

O三段階除痛ラダーを含む）を説明できる。

E2-(1)-③-3  ３）中枢興奮薬の薬理（薬理作用、機序、

主な副作用）および臨床適用を説明できる。

E2-(1)-③-4  ４）統合失調症について、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生

理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。

E2-(1)-③-5  ５）うつ病、躁うつ病（双極性障害）に

ついて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、

および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の

選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-6  ６）不安神経症（パニック障害と全般性

不安障害）、心身症、不眠症について、治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-7  ７）てんかんについて、治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-8  ８）脳血管疾患（脳内出血、脳梗塞（脳

血栓、脳塞栓、一過性脳虚血）、くも膜下出血）につい

て、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、お

よび病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の

選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-9  ９）Parkinson（パーキンソン）病につい

て、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、お

よび病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選

択等）を説明できる。

E2-(1)-③-10  10）認知症（Alzheimer（アルツハイマ

ー）型認知症、脳血管性認知症等）について、治療薬の

薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病

態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明

できる。

E2-(1)-③-11  11）片頭痛について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）について説明で

きる。

＜授業のキーワード＞

薬理学総論、自律神経系作用薬、体制神経系作用薬、中

枢神経系作用薬

＜授業の進め方＞

テキストおよび配布したプリントを使用して講義を進め

ます。

＜履修するにあたって＞

授業内容に関する質問、過去の定期試験問題の閲覧や資

料の配布などは、dotCampusを活用します。

オフィスアワー：金曜日 15：00?18：00としますが、在

室中であれば対応します。質問などあれば、遠慮なく教

員室（C号館2階、C/LP215）に訪ねてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として復習すること（目安として1時間）

＜提出課題など＞

授業後に連絡

＜成績評価方法・基準＞

課題の提出およびオンラインテストの成績から評価しま

す。

＜テキスト＞

コンパス薬理学、自作プリント

＜参考図書＞

NEW 薬理学、今日の治療薬

＜授業計画＞

第1回　用量作用の関係

薬の標的分子と受容体

薬物の用量と作用の関係について、用量作用曲線を中心

に理論的に理解します。

薬物の作用点としての生体内分子について分類し、特に

受容体の種類と性質につき理解します。

第2回　薬の副作用・有害作用

神経活動の基礎と薬の作用点

薬の代表的副作用・有害作用、あるいは耐性形成や依存

性について整理します。

神経系の機能について、基礎的復習を行い、薬物の作用

点について考えます。

第3回　副交感神経系に作用する薬1
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副交感神経系の生理的重要性を理解し、特に副交感神経

興奮薬について、疾患との関係を学びます。

第4回　副交感神経系に作用する薬2

副交感神経系の生理的重要性を理解し、特に副交感神経

遮断薬について、疾患との関係を学びます。

第5回　交感神経系に作用する薬１

交感神経系の生理的重要性を理解し、特に交感神経興奮

薬について、疾患との関係を学びます。

第6回　交感神経系に作用する薬2

交感神経遮断薬について、疾患との関係から理解します。

第7回　運動神経系に作用する薬

末梢性筋弛緩薬の作用点と作用機序について理解します。

第8回　知覚神経系に作用する薬

全身麻酔薬

局所麻酔薬の作用点と作用機序、特徴について理解しま

す。

代表的な全身麻酔薬の分類、作用点・作用機序、そして

有害作用について理解します。

第9回　催眠薬

代表的な催眠薬の分類、作用点・作用機序、そして有害

作用について理解します。

第10回　鎮痛薬

モルヒネを代表とする鎮痛薬の分類、作用点・作用機序、

そして有害作用について理解する。

第11回　中枢神経系疾患の治療薬1

代表的な中枢神経系疾患（てんかん、パーキンソン病、

アルツハイマー病等）の治療薬の分類、作用点・作用機

序、そして有害作用について理解します。

第12回　精神疾患の治療薬2

代表的な精神疾患（統合失調症、うつ病、不安神経症）

の治療薬について、作用点・作用機序、そして有害作用

について理解します。　-5

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

医療薬学複合科目Ⅱ

徳山　尚吾、中本　賀寿夫

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

現段階で対面式講義か zoom かは決定しておりません。

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、3  を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, https://w

ww.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dip

loma.html#PHA

薬の専門家として、医薬品及び薬物治療についての専門

的な知識を有している。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

薬学複合科目群は、「薬学教育モデルコアカリキュラム

」に沿って 4 年次までの講義で習得した薬学的な基礎

および専門知識と、5 年次の病院・薬局実習を通じて身

に付けた実務経験を統合し、卒業時までに実際に臨床現

場で発生する課題を解決できる能力を身につけます。さ

らに、医療薬学複合科目 II では、臨床の場での課題を

解決するために必要な薬物治療学領域の知識を現場で活

かす能力を身につけます。

C14-(2)-②-1 　１）心臓および血管系における代表的

な疾患を挙げることができる。

C14-(2)-②-2 　２）不整脈の病態生理、適切な治療薬、

およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(2)-②-3 　３）心不全の病態生理、適切な治療薬、

およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(2)-②-4 　４）高血圧の病態生理、適切な治療薬、

およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(2)-②-5 　５）虚血性心疾患の病態生理、適切な

治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(2)-②-6 　６）以下の疾患について概説できる。

閉塞性動脈硬化症、心原性ショック

C14-(2)-③-1 　１）血液・造血器における代表的な疾

患を挙げることができる。

C14-(2)-③-2 　２）貧血の病態生理、適切な治療薬、

およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(2)-③-3 　３）白血病の病態生理、適切な治療薬、

およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(2)-③-4 　４）播種性血管内凝固症候群（DIC）の

病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意につ

いて説明できる。

C14-(2)-③-5 　５）以下の疾患について概説できる。

血友病、悪性リンパ腫、紫斑病、白血球減少症、血栓・

塞栓

                                     C14-(2)-④-1

　１）消化器系の部位別（食道、胃・十二指腸、小腸･

大腸、胆道、肝臓、膵臓）に代表的な疾患を挙げること

ができる。

C14-(2)-④-2 　２）消化性潰瘍の病態生理、適切な治

療薬、およびその使用上の注意について説明できる。
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C14-(2)-④-3 　３）腸炎の病態生理、適切な治療薬、

およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(2)-④-4 　４）肝炎・肝硬変の病態生理、適切な

治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(2)-④-5 　５）膵炎の病態生理、適切な治療薬、

およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(2)-④-6 　６）以下の疾患について概説できる。

食道癌、胃癌、肝癌、大腸癌、胃炎、薬剤性肝障害、胆

石症、虫垂炎、クローン病

C14-(3)-②-1 　１）男性および女性生殖器に関する代

表的な疾患を挙げることができる。

C14-(3)-②-2 　２）前立腺肥大症の病態生理、適切な

治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(3)-②-3 　３）以下の疾患について概説できる。

前立腺癌、異常妊娠、異常分娩、不妊、子宮癌、子宮内

膜症

                                    C14-(3)-④-1

　１）ホルモンの産生臓器別に代表的な疾患を挙げるこ

とができる。

C14-(3)-④-2 　２）甲状腺機能異常症の病態生理、適

切な治療薬、およびその使用上の注意について説明でき

る。

C14-(3)-④-3 　３）クッシング症候群の病態生理、適

切な治療薬、およびその使用上の注意について説明でき

る。

C14-(3)-④-4 　４）尿崩症の病態生理、適切な治療薬、

およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(3)-④-5 　５）以下の疾患について概説できる。

上皮小体機能異常症、、アルドステロン症、アジソン病

C14-(3)-⑤-1 　１）糖尿病とその合併症の病態生理、

適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明で

きる。

C14-(3)-⑤-2 　２）高脂血症の病態生理、適切な治療

薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(3)-⑤-3 　３）高尿酸血症・痛風の病態生理、適

切な治療薬、およびその使用上の注意について説明でき

る。

                                   C14-(3)-⑥-1

１）神経・筋に関する代表的な疾患を挙げることができ

る。

C14-(3)-⑥-2 　２）脳血管疾患の病態生理、適切な治

療薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(3)-⑥-3 　３）てんかんの病態生理、適切な治療

薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(3)-⑥-4 　４）パーキンソン病の病態生理、適切

な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(3)-⑥-5 　５）アルツハイマー病の病態生理、適

切な治療薬、およびその使用上の注意について説明でき

る。

C14-(3)-⑥-6 　６）以下の疾患について概説できる。

重症筋無力症、脳炎・髄膜炎、熱性けいれん、脳腫瘍、

一過性脳虚血発作、脳血管性痴呆

C14-(4)-①-1 　１）代表的な精神疾患を挙げることが

できる。

C14-(4)-①-2 　２）統合失調症の病態生理、適切な治

療薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(4)-④-1 　１）眼に関する代表的な疾患を挙げる

ことができる。

C14-(4)-④-2 　２）緑内障の病態生理、適切な治療薬、

およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(4)-④-3 　３）白内障の病態生理、適切な治療薬、

およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(4)-④-4 　４）以下の疾患を概説できる。結膜炎、

網膜症

C14-(4)-①-3 　３）うつ病、躁うつ病の病態生理、適

切な治療薬、およびその使用上の注意について説明でき

る。

C14-(4)-①-4 　４）以下の疾患を概説できる。神経症、

心身症、薬物依存症、アルコール依存症

C14-(4)-⑤-1 　１）骨、関節に関する代表的な疾患を

挙げることができる。

C14-(4)-⑤-2 　２）骨粗鬆症の病態生理、適切な治療

薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(4)-⑤-3 　３）慢性関節リウマチの病態生理、適

切な治療薬、およびその使用上の注意について説明でき

る。

C14-(4)-⑤-4 　４）以下の疾患を概説できる。変形性

関節症、骨軟化症

＜授業のキーワード＞

薬物治療など

＜授業の進め方＞

授業計画に従って実施する。

＜履修するにあたって＞

15 回の講義を行う。総合的な理解のためには、全ての

講義に出席することに加え、適宜、該当範囲の予習およ

び復習を行うことが望ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞

自主的な予習・復習の励行 （目安として 1 時間）

 オフィスアワー  13:00 - 13:30

＜提出課題など＞
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必要であれば、講義の際に伝達する。

＜成績評価方法・基準＞

レポートや小テストなどを参照する。

＜テキスト＞

薬学部で指定した問題集を中心に教員が作製したプリン

トなどを使用する。

＜参考図書＞

日本薬学会編　薬と疾病 （東京化学同人）, 今日の治

療薬 （南江堂）

＜授業計画＞

第1回 （中本）　消化期疾患

消化性潰瘍、感染性腸炎、肝炎･肝硬変

 C14-(2)-④-2

C14-(2)-④-4

第2回 （中本）　消化期疾患

眸炎、その他の疾患:消化器系がん(食道がん、胃がん､

大腸がん､肝臓がん､すい臓がん)、胃炎､薬剤性肝障害､

急性胆嚢炎･胆管炎､胆石症､虫垂炎､クローン病､潰瘍性

大腸炎､過敏性腸症候群､痔疾患

C14-(2)-④-3

C14-(2)-④-5

第3回　（中本）　生殖器疾患

前立腺肥大症の、適切な治療薬、治療薬の薬効薬理、薬

物動態および使用上の注意点などについて学ぶ。

前立腺がん、異常妊娠、異常分娩、不妊、子宮がん、子

宮内膜症の症候、病態生理について学ぶ。

C14-(3)-②-1

C14-(3)-②-2

C14-(3)-②

第4回　（中本）　眼疾患

緑内障、白内障、その他の疾患:結膜炎､網膜症

C14-(4)-④-1

C14-(4)-④-2

C14-(4)-④-3

C14-(4)-④-4

第5回　（徳山）　神経一筋の疾患

脳血管疾患(脳内出血､脳梗塞(脳血栓､脳塞栓)、くも膜

下出血)、てんかん。

　C14-(3)-⑥-2

C14-(3)-⑥-3

第6回　（徳山）　神経一筋の疾患

パーキンソン病、アルツハイマー病、その他の疾患:

重症筋無力症､筋ジストロフィー症､筋委縮性側索硬化症、

多発性硬化症､ギラン･バレー症候群､脳炎･髄膜炎、熱性

けいれん､脳腫瘍､脳血管性認知症､悪性高熱症､片頭痛

C14-(3)-⑥-1

C14-(3)-⑥-4

C14-(3)-⑥-5

C14-(3)-⑥-6

第7回　（徳山）　精神疾患

-3統合失調症、うつ病性障害､双極性障害、その他の疾

患:神経症､心身症､薬物依存症､アルコール依存症､不眠

症

C14-(4)-①-2

 C14-(4)-①-3

C14-(4)-①-4

第8回　（徳山）　内分泌系疾患

甲状腺機能異常症の症候、病態生理、適切な治療薬、治

療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などに

ついて学ぶ。　　　　　　　　　　　C14-(3)-④-1

　　　　C14-(3)-④-2

第9回　（徳山）　内分泌系疾患

クッシング症候群およびアルドステロン症の症候、病態

生理、適切な治療薬、治療薬の薬効薬理、薬物動態およ

び使用上の注意点などについて学ぶ

C14-(3)-④-3　　　　　　C14-(3)-④-5

上皮小体機能異常症、アジソン病、尿崩症の症候、病態

生理、適切な治療薬、治療薬の薬効薬理、薬物動態およ

び使用上の注意点などについて学ぶ。

　　　　　　C14-(3)-④-4　　　　　C14-(3)-④-5

第10回　（徳山）　代謝疾患

糖尿病およびその合併症の症候、病態生理、適切な治療

薬、治療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点

などについて学ぶ。

　C14-(3)-⑤-1

第11回　（徳山）　代謝疾患

脂質異常症の症候、病態生理、適切な治療薬、治療薬の

薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などについて

学ぶ。

C14-(3)-⑤-2

高尿酸血症および痛風の症候、病態生理、適切な治療薬、

治療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点など

について学ぶ。
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　C14-(3)-⑤-3

第12回　（徳山）　血液系の疾患

貧血、白血病播種性血管内凝固症候群(Die)、その他の

疾患:血友病､悪性リンパ腫､骨髄腫､紫斑病、白血球減少

症､血栓症･塞栓症､赤血球増多症

 C14-(2)-③-1

C14-(2)-③-2

C14-(2)-③-3

C14-(2)-③-4

C14-(2)-③-5

第  13 回（徳山）　まとめ

消化器、生殖器、眼疾患

第14回　（徳山）　まとめ

神経ー筋疾患、精神疾患

第15回　（徳山）　まとめ

内分泌疾患、代謝性疾患、血液疾患

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

医療薬学複合科目Ⅱ [13～14]

徳山　尚吾、中本　賀寿夫

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

現段階で対面式講義か zoom かは決定しておりません。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、薬

学複合科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、3 を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, https://w

ww.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dip

loma.html#PHA

薬の専門家として、医薬品及び薬物治療についての専門

的な知識を有している。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

薬学複合科目群は、「薬学教育モデルコアカリキュラム

」に沿って 4 年次までの講義で習得した薬学的な基礎

および専門知識と、5 年次の病院・薬局実習を通じて身

に付けた実務経験を統合し、卒業時までに実際に臨床現

場で発生する課題を解決できる能力を身につけます。さ

らに、医療薬学複合科目 II では、臨床の場での課題を

解決するために必要な薬物治療学領域の知識を現場で活

かす能力を身につけます。

C14-(2)-③-1 　１）血液・造血器における代表的な疾

患を挙げることができる。

C14-(2)-③-2 　２）貧血の病態生理、適切な治療薬、

およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(2)-③-3 　３）白血病の病態生理、適切な治療薬、

およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(2)-③-4 　４）播種性血管内凝固症候群（DIC）の

病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意につ

いて説明できる。

C14-(2)-③-5 　５）以下の疾患について概説できる。

血友病、悪性リンパ腫、紫斑病、白血球減少症、血栓・

塞栓

                                     C14-(2)-④-1

　１）消化器系の部位別（食道、胃・十二指腸、小腸･

大腸、胆道、肝臓、膵臓）に代表的な疾患を挙げること

ができる。

C14-(2)-④-2 　２）消化性潰瘍の病態生理、適切な治

療薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(2)-④-3 　３）腸炎の病態生理、適切な治療薬、

およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(2)-④-4 　４）肝炎・肝硬変の病態生理、適切な

治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(2)-④-5 　５）膵炎の病態生理、適切な治療薬、

およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(2)-④-6 　６）以下の疾患について概説できる。

食道癌、胃癌、肝癌、大腸癌、胃炎、薬剤性肝障害、胆

石症、虫垂炎、クローン病

C14-(3)-②-1 　１）男性および女性生殖器に関する代

表的な疾患を挙げることができる。

C14-(3)-②-2 　２）前立腺肥大症の病態生理、適切な

治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(3)-②-3 　３）以下の疾患について概説できる。

前立腺癌、異常妊娠、異常分娩、不妊、子宮癌、子宮内

膜症

                                    C14-(3)-④-1

　１）ホルモンの産生臓器別に代表的な疾患を挙げるこ

とができる。

C14-(3)-④-2 　２）甲状腺機能異常症の病態生理、適

切な治療薬、およびその使用上の注意について説明でき

る。

C14-(3)-④-3 　３）クッシング症候群の病態生理、適

切な治療薬、およびその使用上の注意について説明でき

る。

C14-(3)-④-4 　４）尿崩症の病態生理、適切な治療薬、

およびその使用上の注意について説明できる。
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C14-(3)-④-5 　５）以下の疾患について概説できる。

上皮小体機能異常症、、アルドステロン症、アジソン病

C14-(3)-⑤-1 　１）糖尿病とその合併症の病態生理、

適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明で

きる。

C14-(3)-⑤-2 　２）高脂血症の病態生理、適切な治療

薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(3)-⑤-3 　３）高尿酸血症・痛風の病態生理、適

切な治療薬、およびその使用上の注意について説明でき

る。

                                   C14-(3)-⑥-1

１）神経・筋に関する代表的な疾患を挙げることができ

る。

C14-(3)-⑥-2 　２）脳血管疾患の病態生理、適切な治

療薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(3)-⑥-3 　３）てんかんの病態生理、適切な治療

薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(3)-⑥-4 　４）パーキンソン病の病態生理、適切

な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(3)-⑥-5 　５）アルツハイマー病の病態生理、適

切な治療薬、およびその使用上の注意について説明でき

る。

C14-(3)-⑥-6 　６）以下の疾患について概説できる。

重症筋無力症、脳炎・髄膜炎、熱性けいれん、脳腫瘍、

一過性脳虚血発作、脳血管性痴呆

C14-(4)-①-1 　１）代表的な精神疾患を挙げることが

できる。

C14-(4)-①-2 　２）統合失調症の病態生理、適切な治

療薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(4)-④-1 　１）眼に関する代表的な疾患を挙げる

ことができる。

C14-(4)-④-2 　２）緑内障の病態生理、適切な治療薬、

およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(4)-④-3 　３）白内障の病態生理、適切な治療薬、

およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(4)-④-4 　４）以下の疾患を概説できる。結膜炎、

網膜症

C14-(4)-①-3 　３）うつ病、躁うつ病の病態生理、適

切な治療薬、およびその使用上の注意について説明でき

る。

C14-(4)-①-4 　４）以下の疾患を概説できる。神経症、

心身症、薬物依存症、アルコール依存症

C14-(4)-⑤-1 　１）骨、関節に関する代表的な疾患を

挙げることができる。

C14-(4)-⑤-2 　２）骨粗鬆症の病態生理、適切な治療

薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(4)-⑤-3 　３）慢性関節リウマチの病態生理、適

切な治療薬、およびその使用上の注意について説明でき

る。

C14-(4)-⑤-4 　４）以下の疾患を概説できる。変形性

関節症、骨軟化症

＜授業のキーワード＞

薬物治療など

＜授業の進め方＞

授業計画に従って実施する。

＜履修するにあたって＞

12 回の講義を行う。総合的な理解のためには、全ての

講義に出席することに加え、適宜、該当範囲の予習およ

び復習を行うことが望ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞

自主的な予習・復習の励行 （目安として 1 時間）

 オフィスアワー  13:00 - 13:30

＜提出課題など＞

必要であれば、講義の際に伝達する。

＜成績評価方法・基準＞

レポートや小テストなどを参照する。

＜テキスト＞

薬学部で指定した問題集を中心に教員が作製したプリン

トなどを使用する。

＜参考図書＞

日本薬学会編　薬と疾病 （東京化学同人）, 今日の治

療薬 （南江堂）

＜授業計画＞

第1回 （中本）　消化期疾患

消化性潰瘍、感染性腸炎、肝炎･肝硬変

 C14-(2)-④-2

C14-(2)-④-4

第2回 （中本）　消化期疾患

眸炎、その他の疾患:消化器系がん(食道がん、胃がん､

大腸がん､肝臓がん､すい臓がん)、胃炎､薬剤性肝障害､

急性胆嚢炎･胆管炎､胆石症､虫垂炎､クローン病､潰瘍性

大腸炎､過敏性腸症候群､痔疾患

C14-(2)-④-3

C14-(2)-④-5

第3回　（中本）　生殖器疾患

前立腺肥大症の、適切な治療薬、治療薬の薬効薬理、薬

物動態および使用上の注意点などについて学ぶ。

前立腺がん、異常妊娠、異常分娩、不妊、子宮がん、子

宮内膜症の症候、病態生理について学ぶ。

C14-(3)-②-1
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C14-(3)-②-2

C14-(3)-②

第4回　（中本）　眼疾患

緑内障、白内障、その他の疾患:結膜炎､網膜症　C14-(4

)-④-1

C14-(4)-④-2

C14-(4)-④-3

C14-(4)-④-4

第5回　（徳山）　神経一筋の疾患

脳血管疾患(脳内出血､脳梗塞(脳血栓､脳塞栓)、くも膜

下出血)、てんかん。

　C14-(3)-⑥-2

C14-(3)-⑥-3

第6回　（徳山）　神経一筋の疾患

パーキンソン病、アルツハイマー病、その他の疾患:

重症筋無力症､筋ジストロフィー症､筋委縮性側索硬化症、

多発性硬化症､ギラン･バレー症候群､脳炎･髄膜炎、熱性

けいれん､脳腫瘍､脳血管性認知症､悪性高熱症､片頭痛

C14-(3)-⑥-1

C14-(3)-⑥-4

C14-(3)-⑥-5

C14-(3)-⑥-6

第7回　（徳山）　精神疾患

-3統合失調症、うつ病性障害､双極性障害、その他の疾

患:神経症､心身症､薬物依存症､アルコール依存症､不眠

症

C14-(4)-①-2

 C14-(4)-①-3

C14-(4)-①-4

第8回　（徳山）　内分泌系疾患

甲状腺機能異常症の症候、病態生理、適切な治療薬、治

療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などに

ついて学ぶ。　　　　　　　　　　　C14-(3)-④-1

　　　　C14-(3)-④-2

第9回　（徳山）　内分泌系疾患

クッシング症候群およびアルドステロン症の症候、病態

生理、適切な治療薬、治療薬の薬効薬理、薬物動態およ

び使用上の注意点などについて学ぶ

C14-(3)-④-3　　　　　　C14-(3)-④-5

上皮小体機能異常症、アジソン病、尿崩症の症候、病態

生理、適切な治療薬、治療薬の薬効薬理、薬物動態およ

び使用上の注意点などについて学ぶ。

　　　　　　C14-(3)-④-4　　　　　C14-(3)-④-5

第10回　（徳山）　代謝疾患

糖尿病およびその合併症の症候、病態生理、適切な治療

薬、治療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点

などについて学ぶ。

　C14-(3)-⑤-1

第11回　（徳山）　代謝疾患

脂質異常症の症候、病態生理、適切な治療薬、治療薬の

薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などについて

学ぶ。

C14-(3)-⑤-2

高尿酸血症および痛風の症候、病態生理、適切な治療薬、

治療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点など

について学ぶ。

　C14-(3)-⑤-3

第12回　（徳山）　血液系の疾患

貧血、白血病播種性血管内凝固症候群(Die)、その他の

疾患:血友病､悪性リンパ腫､骨髄腫､紫斑病、白血球減少

症､血栓症･塞栓症､赤血球増多症

 C14-(2)-③-1

C14-(2)-③-2

C14-(2)-③-3

C14-(2)-③-4

C14-(2)-③-5

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

医療薬学複合科目Ⅱ [15～18]

徳山　尚吾、中本　賀寿夫

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

現段階で対面式講義か zoom かは決定しておりません。

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、3  を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, https://w

ww.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dip

loma.html#PHA

薬の専門家として、医薬品及び薬物治療についての専門

的な知識を有している。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

薬学複合科目群は、「薬学教育モデルコアカリキュラム

」に沿って 4 年次までの講義で習得した薬学的な基礎

および専門知識と、5 年次の病院・薬局実習を通じて身

に付けた実務経験を統合し、卒業時までに実際に臨床現

場で発生する課題を解決できる能力を身につけます。さ

らに、医療薬学複合科目 II では、臨床の場での課題を

解決するために必要な薬物治療学領域の知識を現場で活

かす能力を身につけます。

C14-(2)-③-1 　１）血液・造血器における代表的な疾
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患を挙げることができる。

C14-(2)-③-2 　２）貧血の病態生理、適切な治療薬、

およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(2)-③-3 　３）白血病の病態生理、適切な治療薬、

およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(2)-③-4 　４）播種性血管内凝固症候群（DIC）の

病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注意につ

いて説明できる。

C14-(2)-③-5 　５）以下の疾患について概説できる。

血友病、悪性リンパ腫、紫斑病、白血球減少症、血栓・

塞栓

                                     C14-(2)-④-1

　１）消化器系の部位別（食道、胃・十二指腸、小腸･

大腸、胆道、肝臓、膵臓）に代表的な疾患を挙げること

ができる。

C14-(2)-④-2 　２）消化性潰瘍の病態生理、適切な治

療薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(2)-④-3 　３）腸炎の病態生理、適切な治療薬、

およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(2)-④-4 　４）肝炎・肝硬変の病態生理、適切な

治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(2)-④-5 　５）膵炎の病態生理、適切な治療薬、

およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(2)-④-6 　６）以下の疾患について概説できる。

食道癌、胃癌、肝癌、大腸癌、胃炎、薬剤性肝障害、胆

石症、虫垂炎、クローン病

C14-(3)-②-1 　１）男性および女性生殖器に関する代

表的な疾患を挙げることができる。

C14-(3)-②-2 　２）前立腺肥大症の病態生理、適切な

治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(3)-②-3 　３）以下の疾患について概説できる。

前立腺癌、異常妊娠、異常分娩、不妊、子宮癌、子宮内

膜症

                                    C14-(3)-④-1

　１）ホルモンの産生臓器別に代表的な疾患を挙げるこ

とができる。

C14-(3)-④-2 　２）甲状腺機能異常症の病態生理、適

切な治療薬、およびその使用上の注意について説明でき

る。

C14-(3)-④-3 　３）クッシング症候群の病態生理、適

切な治療薬、およびその使用上の注意について説明でき

る。

C14-(3)-④-4 　４）尿崩症の病態生理、適切な治療薬、

およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(3)-④-5 　５）以下の疾患について概説できる。

上皮小体機能異常症、、アルドステロン症、アジソン病

C14-(3)-⑤-1 　１）糖尿病とその合併症の病態生理、

適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明で

きる。

C14-(3)-⑤-2 　２）高脂血症の病態生理、適切な治療

薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(3)-⑤-3 　３）高尿酸血症・痛風の病態生理、適

切な治療薬、およびその使用上の注意について説明でき

る。

                                   C14-(3)-⑥-1

１）神経・筋に関する代表的な疾患を挙げることができ

る。

C14-(3)-⑥-2 　２）脳血管疾患の病態生理、適切な治

療薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(3)-⑥-3 　３）てんかんの病態生理、適切な治療

薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(3)-⑥-4 　４）パーキンソン病の病態生理、適切

な治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(3)-⑥-5 　５）アルツハイマー病の病態生理、適

切な治療薬、およびその使用上の注意について説明でき

る。

C14-(3)-⑥-6 　６）以下の疾患について概説できる。

重症筋無力症、脳炎・髄膜炎、熱性けいれん、脳腫瘍、

一過性脳虚血発作、脳血管性痴呆

C14-(4)-①-1 　１）代表的な精神疾患を挙げることが

できる。

C14-(4)-①-2 　２）統合失調症の病態生理、適切な治

療薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(4)-④-1 　１）眼に関する代表的な疾患を挙げる

ことができる。

C14-(4)-④-2 　２）緑内障の病態生理、適切な治療薬、

およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(4)-④-3 　３）白内障の病態生理、適切な治療薬、

およびその使用上の注意について説明できる。

C14-(4)-④-4 　４）以下の疾患を概説できる。結膜炎、

網膜症

C14-(4)-①-3 　３）うつ病、躁うつ病の病態生理、適

切な治療薬、およびその使用上の注意について説明でき

る。

C14-(4)-①-4 　４）以下の疾患を概説できる。神経症、

心身症、薬物依存症、アルコール依存症

C14-(4)-⑤-1 　１）骨、関節に関する代表的な疾患を

挙げることができる。

C14-(4)-⑤-2 　２）骨粗鬆症の病態生理、適切な治療

薬、およびその使用上の注意について説明できる。
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C14-(4)-⑤-3 　３）慢性関節リウマチの病態生理、適

切な治療薬、およびその使用上の注意について説明でき

る。

C14-(4)-⑤-4 　４）以下の疾患を概説できる。変形性

関節症、骨軟化症

＜授業のキーワード＞

薬物治療など

＜授業の進め方＞

授業計画に従って実施する。

＜履修するにあたって＞

12 回の講義を行う。総合的な理解のためには、全ての

講義に出席することに加え、適宜、該当範囲の予習およ

び復習を行うことが望ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞

自主的な予習・復習の励行 （目安として 1 時間）

 オフィスアワー  13:00 - 13:30

＜提出課題など＞

必要であれば、講義の際に伝達する。

＜成績評価方法・基準＞

レポートや小テストなどを参照する。

＜テキスト＞

薬学部で指定した問題集を中心に教員が作製したプリン

トなどを使用する。

＜参考図書＞

日本薬学会編　薬と疾病 （東京化学同人）, 今日の治

療薬 （南江堂）

＜授業計画＞

第1回 （中本）　消化期疾患

消化性潰瘍、感染性腸炎、肝炎･肝硬変

 C14-(2)-④-2

C14-(2)-④-4

第2回 （中本）　消化期疾患

眸炎、その他の疾患:消化器系がん(食道がん、胃がん､

大腸がん､肝臓がん､すい臓がん)、胃炎､薬剤性肝障害､

急性胆嚢炎･胆管炎､胆石症､虫垂炎､クローン病､潰瘍性

大腸炎､過敏性腸症候群､痔疾患

C14-(2)-④-3

C14-(2)-④-5

第3回　（中本）　生殖器疾患

前立腺肥大症の、適切な治療薬、治療薬の薬効薬理、薬

物動態および使用上の注意点などについて学ぶ。

前立腺がん、異常妊娠、異常分娩、不妊、子宮がん、子

宮内膜症の症候、病態生理について学ぶ。

C14-(3)-②-1

C14-(3)-②-2

C14-(3)-②

第4回　（中本）　眼疾患

緑内障、白内障、その他の疾患:結膜炎､網膜症

C14-(4)-④-1

C14-(4)-④-2

C14-(4)-④-3

C14-(4)-④-4

第5回　（徳山）　神経一筋の疾患

脳血管疾患(脳内出血､脳梗塞(脳血栓､脳塞栓)、くも膜

下出血)、てんかん。

　C14-(3)-⑥-2

C14-(3)-⑥-3

第6回　（徳山）　神経一筋の疾患

パーキンソン病、アルツハイマー病、その他の疾患:

重症筋無力症､筋ジストロフィー症､筋委縮性側索硬化症、

多発性硬化症､ギラン･バレー症候群､脳炎･髄膜炎、熱性

けいれん､脳腫瘍､脳血管性認知症､悪性高熱症､片頭痛

C14-(3)-⑥-1

C14-(3)-⑥-4

C14-(3)-⑥-5

C14-(3)-⑥-6

第7回　（徳山）　精神疾患

-3統合失調症、うつ病性障害､双極性障害、その他の疾

患:神経症､心身症､薬物依存症､アルコール依存症､不眠

症

C14-(4)-①-2

 C14-(4)-①-3

C14-(4)-①-4

第8回　（徳山）　内分泌系疾患

甲状腺機能異常症の症候、病態生理、適切な治療薬、治

療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などに

ついて学ぶ。　　　　　　　　　　　C14-(3)-④-1

　　　　C14-(3)-④-2

第9回　（徳山）　内分泌系疾患

クッシング症候群およびアルドステロン症の症候、病態

生理、適切な治療薬、治療薬の薬効薬理、薬物動態およ

び使用上の注意点などについて学ぶ
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C14-(3)-④-3　　　　　　C14-(3)-④-5

上皮小体機能異常症、アジソン病、尿崩症の症候、病態

生理、適切な治療薬、治療薬の薬効薬理、薬物動態およ

び使用上の注意点などについて学ぶ。

　　　　　　C14-(3)-④-4　　　　　C14-(3)-④-5

第10回　（徳山）　代謝疾患

糖尿病およびその合併症の症候、病態生理、適切な治療

薬、治療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点

などについて学ぶ。

　C14-(3)-⑤-1

第11回　（徳山）　代謝疾患

脂質異常症の症候、病態生理、適切な治療薬、治療薬の

薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などについて

学ぶ。

C14-(3)-⑤-2

高尿酸血症および痛風の症候、病態生理、適切な治療薬、

治療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点など

について学ぶ。

　C14-(3)-⑤-3

第12回　（徳山）　血液系の疾患

貧血、白血病播種性血管内凝固症候群(Die)、その他の

疾患:血友病､悪性リンパ腫､骨髄腫､紫斑病、白血球減少

症､血栓症･塞栓症､赤血球増多症

 C14-(2)-③-1

C14-(2)-③-2

C14-(2)-③-3

C14-(2)-③-4

C14-(2)-③-5

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

医療薬学複合科目Ⅲ

久米　典昭、岸本　修一、白川　晶一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（もしオンライン授業となった場合はドットキ

ャンパスでお知らせします）

第1-4, 13回（白川）

第5-8, 14回（久米）

第9-12, 15回（岸本）

ドットキャンパスで詳細をお知らせします。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、薬

学複合科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、１、４を目

指す。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

薬学複合科目は、「薬学教育モデル･コアカリキュラム

」に沿って4年次までの講義で習得した薬学的な基礎お

よび専門知識と、5年次の病院・薬局実習を通じて身に

付けた実務経験を統合し、卒業時までに実際に臨床現場

で発生する課題を解決できる能力を身につけるための科

目です。

＜到達目標＞

実践的な薬物治療法を習得することが目標です。

以下のSBOsを到達目標とします。E1-(2)-①②、E2-(2)-

①②③、E2-(3)-①③、E2-(4)-①、E2-(6)-①②③、E2-

(7)-①②③④⑤⑥⑦⑧

＜授業の進め方＞

授業計画に沿って講義を行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、予習しておくこと（目安として0.5時

間）。事後学習として、復習すること（目安として1時

間）。

＜成績評価方法・基準＞

授業の中で行う小テストを１００％として評価します。

＜テキスト＞

授業の中で指示します。

＜授業計画＞

第1回　症候、臨床検査（１）

バイタルサイン、血液像を中心に症候論を概説し、臨床

所見、臨床検査データの読み方、薬物治療への展開を考

え、議論する。

第2回　症候、臨床検査（２）

消化器疾患を中心に症候論を概説し、臨床所見、臨床検

査データの読み方、薬物治療への展開を考え、議論する。

第3回　症候、臨床検査（３）

神経、感覚器疾患を中心に症候論を概説し、臨床所見、

臨床検査データの読み方、薬物治療への展開を考え、議

論する

第4回　アレルギー・自己免疫・感覚器疾患の薬物治療

諸アレルギー疾患・自己免疫疾患・感覚器疾患の特徴、

病態や臨床症状、薬物治療の方策を学ぶ。

第5回　症候、臨床検査（４）

循環器および呼吸器疾患を中心に症候論を概説し、臨床

所見、臨床検査データの読み方、薬物治療への展開を考

え、議論する。

第6回　症候、臨床検査（５）

腎泌尿器、内分泌代謝疾患を中心に症候論を概説し、臨

床所見、臨床検査データの読み方、薬物治療への展開を

考え、議論する。

第7回　呼吸器・循環器の薬物治療

呼吸器疾患・循環器疾患の病理病態を学び、最新の診療

ガイドラインから、最適な薬物治療の方策を考腎し、臨

床所見、臨床検査データの読み方、薬物治療への展開を

考え、議論する。
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第8回　腎・泌尿器疾患の薬物治療

腎疾患・泌尿器疾患の病理病態を学び、最新の診療ガイ

ドラインから、最適な薬物治療の方策を考腎し、臨床所

見、臨床検査データの読み方、薬物治療への展開を考え、

議論する。

第9回　感染症の薬物治療（１）

諸感染症の原因微生物、臨床症状、薬物治療について、

これまでの知識をまとめる。

第10回　感染症の薬物治療（２）

諸感染症の病理・病態を学び、薬物治療の方策を検討し、

まとめる。

第11回　悪性腫瘍の薬物治療（１）

各種悪性腫瘍の病理・病態を学び、薬物治療の方策を検

討し、まとめる。

第12回　悪性腫瘍の薬物治療（２）

各種悪性腫瘍の病理・病態を学び、薬物治療の方策を検

討し、まとめる。

第13回　問題演習①

薬剤師国家試験の過去問およびそれに準じた問題で演習

を行う。

（担当　白川）

第14回　問題演習②

薬剤師国家試験の過去問およびそれに準じた問題で演習

を行う。

（担当　久米）

第15回　問題演習③

薬剤師国家試験の過去問およびそれに準じた問題で演習

を行う。

（担当　岸本）

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

医療薬学複合科目Ⅲ [13～14]

久米　典昭、岸本　修一、白川　晶一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（もしオンライン授業となった場合はドットキ

ャンパスでお知らせします）

第1-4回（白川）

第5-8回（久米）

第9-12回（岸本）

ドットキャンパスで詳細をお知らせします。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、薬

学複合科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、１、４を目

指す。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

薬学複合科目は、「薬学教育モデル･コアカリキュラム

」に沿って4年次までの講義で習得した薬学的な基礎お

よび専門知識と、5年次の病院・薬局実習を通じて身に

付けた実務経験を統合し、卒業時までに実際に臨床現場

で発生する課題を解決できる能力を身につけるための科

目です。

＜到達目標＞

実践的な薬物治療法を習得することが目標です。

以下のSBOsを到達目標とします。E1-(2)-①②、E2-(2)-

①②③、E2-(3)-①③、E2-(4)-①、E2-(6)-①②③、E2-

(7)-①②③④⑤⑥⑦⑧

＜授業のキーワード＞

症候、臨床検査、薬物治療、診療ガイドライン、副作用、

薬物相互作用

＜授業の進め方＞

授業計画に沿って講義を行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、予習しておくこと（目安として0.5時

間）。事後学習として、復習すること（目安として1時

間）。

＜成績評価方法・基準＞

授業の中で行う小テストを１００％として評価します。

＜テキスト＞

授業の中で指示します。

＜授業計画＞

第1回　症候、臨床検査（１）

バイタルサイン、血液像を中心に症候論を概説し、臨床

所見、臨床検査データの読み方、薬物治療への展開を考

え、議論する。

第2回　症候、臨床検査（２）

消化器疾患を中心に症候論を概説し、臨床所見、臨床検

査データの読み方、薬物治療への展開を考え、議論する。

第3回　症候、臨床検査（３）

神経、感覚器疾患を中心に症候論を概説し、臨床所見、

臨床検査データの読み方、薬物治療への展開を考え、議

論する

第4回　アレルギー・自己免疫・感覚器疾患の薬物治療

諸アレルギー疾患・自己免疫疾患・感覚器疾患の特徴、

病態や臨床症状、薬物治療の方策を学ぶ。

第5回　症候、臨床検査（４）

循環器および呼吸器疾患を中心に症候論を概説し、臨床

所見、臨床検査データの読み方、薬物治療への展開を考

え、議論する。

第6回　症候、臨床検査（５）

腎泌尿器、内分泌代謝疾患を中心に症候論を概説し、臨

床所見、臨床検査データの読み方、薬物治療への展開を

考え、議論する。

第7回　呼吸器・循環器の薬物治療

呼吸器疾患・循環器疾患の病理病態を学び、最新の診療
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ガイドラインから、最適な薬物治療の方策を考腎し、臨

床所見、臨床検査データの読み方、薬物治療への展開を

考え、議論する。

第8回　腎・泌尿器疾患の薬物治療

腎疾患・泌尿器疾患の病理病態を学び、最新の診療ガイ

ドラインから、最適な薬物治療の方策を考腎し、臨床所

見、臨床検査データの読み方、薬物治療への展開を考え、

議論する。

第9回　感染症の薬物治療（１）

諸感染症の原因微生物、臨床症状、薬物治療について、

これまでの知識をまとめる。

第10回　感染症の薬物治療（２）

諸感染症の病理・病態を学び、薬物治療の方策を検討し、

まとめる。

第11回　悪性腫瘍の薬物治療（１）

各種悪性腫瘍の病理・病態を学び、薬物治療の方策を検

討し、まとめる。

第12回　悪性腫瘍の薬物治療（２）

各種悪性腫瘍の病理・病態を学び、薬物治療の方策を検

討し、まとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

医療薬学複合科目Ⅲ [15～18]

久米　典昭、岸本　修一、白川　晶一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（もしオンライン授業となった場合はドットキ

ャンパスでお知らせします）

第1-4回（白川）

第5-8回（久米）

第9-12回（岸本）

ドットキャンパスで詳細をお知らせします。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、薬

学複合科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、１、４を目

指す。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

薬学複合科目は、「薬学教育モデル･コアカリキュラム

」に沿って4年次までの講義で習得した薬学的な基礎お

よび専門知識と、5年次の病院・薬局実習を通じて身に

付けた実務経験を統合し、卒業時までに実際に臨床現場

で発生する課題を解決できる能力を身につけるための科

目です。

＜到達目標＞

実践的な薬物治療法を習得することが目標です。

以下のSBOsを到達目標とします。E1-(2)-①②、E2-(2)-

①②③、E2-(3)-①③、E2-(4)-①、E2-(6)-①②③、E2-

(7)-①②③④⑤⑥⑦⑧

＜授業のキーワード＞

症候、臨床検査、薬物治療、診療ガイドライン、副作用、

薬物相互作用

＜授業の進め方＞

授業計画に沿って講義を行います。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、予習しておくこと（目安として0.5時

間）。事後学習として、復習すること（目安として1時

間）。

＜成績評価方法・基準＞

授業の中で行う小テストを１００％として評価します。

＜テキスト＞

授業の中で指示します。

＜授業計画＞

第1回　症候、臨床検査（１）

バイタルサイン、血液像を中心に症候論を概説し、臨床

所見、臨床検査データの読み方、薬物治療への展開を考

え、議論する。

第2回　症候、臨床検査（２）

消化器疾患を中心に症候論を概説し、臨床所見、臨床検

査データの読み方、薬物治療への展開を考え、議論する。

第3回　症候、臨床検査（３）

神経、感覚器疾患を中心に症候論を概説し、臨床所見、

臨床検査データの読み方、薬物治療への展開を考え、議

論する

第4回　アレルギー・自己免疫・感覚器疾患の薬物治療

諸アレルギー疾患・自己免疫疾患・感覚器疾患の特徴、

病態や臨床症状、薬物治療の方策を学ぶ。

第5回　症候、臨床検査（４）

循環器および呼吸器疾患を中心に症候論を概説し、臨床

所見、臨床検査データの読み方、薬物治療への展開を考

え、議論する。

第6回　症候、臨床検査（５）

腎泌尿器、内分泌代謝疾患を中心に症候論を概説し、臨

床所見、臨床検査データの読み方、薬物治療への展開を

考え、議論する。

第7回　呼吸器・循環器の薬物治療

呼吸器疾患・循環器疾患の病理病態を学び、最新の診療

ガイドラインから、最適な薬物治療の方策を考腎し、臨

床所見、臨床検査データの読み方、薬物治療への展開を

考え、議論する。

第8回　腎・泌尿器疾患の薬物治療

腎疾患・泌尿器疾患の病理病態を学び、最新の診療ガイ

ドラインから、最適な薬物治療の方策を考腎し、臨床所

見、臨床検査データの読み方、薬物治療への展開を考え、

議論する。
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第9回　感染症の薬物治療（１）

諸感染症の原因微生物、臨床症状、薬物治療について、

これまでの知識をまとめる。

第10回　感染症の薬物治療（２）

諸感染症の病理・病態を学び、薬物治療の方策を検討し、

まとめる。

第11回　悪性腫瘍の薬物治療（１）

各種悪性腫瘍の病理・病態を学び、薬物治療の方策を検

討し、まとめる。

第12回　悪性腫瘍の薬物治療（２）

各種悪性腫瘍の病理・病態を学び、薬物治療の方策を検

討し、まとめる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

医療薬学複合科目Ⅳ

杉岡　信幸、岸本　修一、武田　真莉子、福島　昭二

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、薬

学複合科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2,3,4を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬学複合科目群は、「薬学教育モデルコアカリキュラム

」に沿って4年次までの講義で習得した薬学的な基礎お

よび専門知識と、5年次の病院・薬局実習を通じて身に

付けた実務経験を統合し、卒業時までに実際に臨床現場

で発生する課題を解決できる能力を身につけるため科目

である。

＜到達目標＞

薬学複合科目群は、「薬学教育モデルコアカリキュラム

」に沿って4年次までの講義で習得した薬学的な基礎お

よび専門知識と、5年次の病院・薬局実習を通じて身に

付けた実務経験を統合し、卒業時までに実際に臨床現場

で発生する課題を解決できる能力を身につけるため科目

である。医療薬学複合科目Ⅳでは、臨床の場での課題を

解決するために必要な薬物動態学領域の知識の再整理を

行うことを目標とする。

以下の各SBOsを到達目標とする。

[薬と疾病]

C13 薬の効くプロセス（１）薬の作用と生体内運命②【

薬の運命】

　１）薬物の体内動態（吸収、分布、代謝、排泄）と薬

効発現の関わりについて説明できる。

　２）薬物の代表的な投与方法（剤形、投与経路）を列

挙し、その意義を説明できる。

　３）経口投与された製剤が吸収されるまでに受ける変

化（崩壊、分散、溶解など）を説明できる。

　４）薬物の生体内分布における循環系の重要性を説明

できる。

　５）生体内の薬物の主要な排泄経路を、例を挙げて説

明できる。

C13 薬の効くプロセス（４）薬物の臓器への到達と消失

①【吸収】

　１）薬物の主な吸収部位を列挙できる。

　２）消化管の構造、機能と薬物吸収の関係を説明でき

る。

　３）受動拡散（単純拡散）、促進拡散の特徴を説明で

きる。

　４）能動輸送の特徴を説明できる。

　５）非経口投与後の薬物吸収について部位別に説明で

きる。

　６）薬物の吸収に影響する因子を列挙し説明できる。

C13 薬の効くプロセス（４）薬物の臓器への到達と消失

②【分布 】

　１）薬物が生体内に取り込まれた後、組織間で濃度差

が生じる要因を説明できる。

　２）薬物の脳への移行について、その機構と血液-脳

関門の意義を説明できる。

　３）薬物の胎児への移行について、その機構と血液‐

胎盤関門の意義を説明できる。

　４）薬物の体液中での存在状態（血漿タンパク結合な

ど）を組織への移行と関連づけて説明できる。

　５）薬物分布の変動要因（血流量、タンパク結合性、

分布容積など）について説明できる。

　６）分布容積が著しく大きい代表的な薬物を列挙でき

る。

△７）代表的な薬物のタンパク結合能を測定できる。（

技能）

C13 薬の効くプロセス（４）薬物の臓器への到達と消失

③【代謝】

　１）薬物分子の体内での化学的変化とそれが起こる部

位を列挙して説明できる。

　２）薬物代謝が薬効に及ぼす影響について説明できる。

　３）薬物代謝様式とそれに関わる代表的な酵素を列挙

できる。

　４）シトクロムP-450の構造、性質、反応様式につい

て説明できる。

　５）薬物の酸化反応について具体的な例を挙げて説明

できる。

　６）薬物の還元・加水分解、抱合について具体的な例

を挙げて説明できる。

　７）薬物代謝酵素の変動要因（誘導、阻害、加齢、SN
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Psなど）について説明できる。

　８）初回通過効果について説明できる。

　９）肝および固有クリアランスについて説明できる。

C13 薬の効くプロセス（４）薬物の臓器への到達と消失

④【排泄】

　１）腎における排泄機構について説明できる。

　２）腎クリアランスについて説明できる。

　３）糸球体ろ過速度について説明できる。

　４）胆汁中排泄について説明できる。

　５）腸肝循環を説明し、代表的な腸肝循環の薬物を列

挙できる。

　６）唾液・乳汁中への排泄について説明できる。

　７）尿中排泄率の高い代表的な薬物を列挙できる。

C13 薬の効くプロセス（４）薬物の臓器への到達と消失

⑤【相互作用】

　１）薬物動態に起因する相互作用の代表的な例を挙げ、

回避のための方法を説明できる。

　２）薬効に起因する相互作用の代表的な例を挙げ、回

避のための方法を説明できる。

C13 薬の効くプロセス（５）薬物動態の解析②【TDM (T

herapeutic Drug Monitoring)】

　１）治療的薬物モニタリング（TDM）の意義を説明で

きる。

　２）TDMが必要とされる代表的な薬物を列挙できる。

△３）薬物血中濃度の代表的な測定法を実施できる。（

技能）

△４）至適血中濃度を維持するための投与計画について、

薬動学的パラメーターを用いて説明できる。

△５）代表的な薬物についてモデルデータから投与計画

をシミュレートできる。（技能）

＜授業のキーワード＞

生物薬剤学、薬物動態学

＜授業の進め方＞

授業計画に従って、15回の講義を行ないます。

＜履修するにあたって＞

全ての講義に出席すること。

オフィスアワー：適宜、メールで連絡下さい。

＜授業時間外に必要な学修＞

問題演習、予習・復習の励行（目安として1時間）

＜提出課題など＞

授業後に連絡

＜成績評価方法・基準＞

評価は定期試験の成績を100％とする。

＜テキスト＞

授業開始日までに掲示などで知らせる。

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回

（岸本）　薬の作用と生体内運命

薬物の吸収過程についての理解を深める

C13 薬の効くプロセス（４）薬物の臓器への到達と消失

①【吸収】 1)-6)

第2回

（岸本）　薬の作用と生体内運命

薬物の分布過程についての理解を深める

C13 薬の効くプロセス（４）薬物の臓器への到達と消失

②【分布 】 1)-7)

第3回

（岸本）　薬の作用と生体内運命

薬物の代謝過程についての理解を深める

C13 薬の効くプロセス（４）薬物の臓器への到達と消失

③【代謝】 1)-9)

第4回

（岸本）　薬の作用と生体内運命

薬物の排泄過程の理解についての理解を深める

C13 薬の効くプロセス（４）薬物の臓器への到達と消失

④【排泄】 1)-7)

第5回

（杉岡）　薬の作用と生体内運命

薬物動態・薬効に起因する相互作用についての理解を深

める

C13 薬の効くプロセス（４）薬物の臓器への到達と消失

⑤【相互作用】 1)-2)

第6回

（杉岡）　薬の作用と生体内運命

薬物動態・薬効に起因する相互作用についての理解を深

める

C13 薬の効くプロセス（４）薬物の臓器への到達と消失

⑤【相互作用】 1)-2)

第7回

（杉岡）　薬の作用と生体内運命

薬物動態・薬効に起因する相互作用についての理解を深

める

C13 薬の効くプロセス（４）薬物の臓器への到達と消失

⑤【相互作用】 1)-2)

第8回

（杉岡）　薬物動態の解析

TDM（Therapeutic Drug Monitoring）の基礎・意義

C13 薬の効くプロセス（５）薬物動態の解析

②【TDM (Therapeutic Drug Monitoring)】 1)-2)

第9回

（杉岡）　薬物動態の解析

TDM（Therapeutic Drug Monitoring）の基礎・意義

C13 薬の効くプロセス（５）薬物動態の解析

②【TDM (Therapeutic Drug Monitoring)】 1)-2)

第10回

（杉岡）　薬物動態の解析

TDM（Therapeutic Drug Monitoring）の基礎・意義
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C13 薬の効くプロセス（５）薬物動態の解析

②【TDM (Therapeutic Drug Monitoring)】 1)-2)

第11回

（杉岡）　薬物動態の解析

TDM（Therapeutic Drug Monitoring）対照薬物の理解、

投与設計

C13 薬の効くプロセス（５）薬物動態の解析

②【TDM (Therapeutic Drug Monitoring) 】3)-5)

第12回

（杉岡）　総合演習

生物薬剤学、薬物動態学の臨床応用に向けて、習得した

知識の応用力を養う。

C13 薬の効くプロセス（４）薬物の臓器への到達と消失、

（５）薬物動態の解析まとめ

第13回

（岸本）　総合演習

生物薬剤学、薬物動態学の臨床応用に向けて、習得した

知識の応用力を養う。

C13 薬の効くプロセス（４）薬物の臓器への到達と消失、

（５）薬物動態の解析まとめ

第14回

（杉岡）　総合演習

生物薬剤学、薬物動態学の臨床応用に向けて、習得した

知識の応用力を養う。

C13 薬の効くプロセス（４）薬物の臓器への到達と消失、

（５）薬物動態の解析まとめ

第15回

（杉岡）　総合演習

生物薬剤学、薬物動態学の臨床応用に向けて、習得した

知識の応用力を養う。

C13 薬の効くプロセス（４）薬物の臓器への到達と消失、

（５）薬物動態の解析まとめ

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

医療薬学複合科目Ⅳ [13～14]

杉岡　信幸、岸本　修一、武田　真莉子、福島　昭二

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、薬

学複合科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2,3,4を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬学複合科目群は、「薬学教育モデルコアカリキュラム

」に沿って4年次までの講義で習得した薬学的な基礎お

よび専門知識と、5年次の病院・薬局実習を通じて身に

付けた実務経験を統合し、卒業時までに実際に臨床現場

で発生する課題を解決できる能力を身につけるため科目

である。

＜到達目標＞

医療薬学複合科目Ⅳでは、臨床の場での課題を解決する

ために必要な薬物動態学領域の知識の再整理を行うこと

を目標とする。以下の各SBOsを到達目標とする。

[薬と疾病]

C13 薬の効くプロセス（１）薬の作用と生体内運命②【

薬の運命】

　１）薬物の体内動態（吸収、分布、代謝、排泄）と薬

効発現の関わりについて説明できる。

　２）薬物の代表的な投与方法（剤形、投与経路）を列

挙し、その意義を説明できる。

　３）経口投与された製剤が吸収されるまでに受ける変

化（崩壊、分散、溶解など）を説明できる。

　４）薬物の生体内分布における循環系の重要性を説明

できる。

　５）生体内の薬物の主要な排泄経路を、例を挙げて説

明できる。

C13 薬の効くプロセス（４）薬物の臓器への到達と消失

①【吸収】

　１）薬物の主な吸収部位を列挙できる。

　２）消化管の構造、機能と薬物吸収の関係を説明でき

る。

　３）受動拡散（単純拡散）、促進拡散の特徴を説明で

きる。

　４）能動輸送の特徴を説明できる。

　５）非経口投与後の薬物吸収について部位別に説明で

きる。

　６）薬物の吸収に影響する因子を列挙し説明できる。

C13 薬の効くプロセス（４）薬物の臓器への到達と消失

②【分布 】

　１）薬物が生体内に取り込まれた後、組織間で濃度差

が生じる要因を説明できる。

　２）薬物の脳への移行について、その機構と血液-脳

関門の意義を説明できる。

　３）薬物の胎児への移行について、その機構と血液‐

胎盤関門の意義を説明できる。

　４）薬物の体液中での存在状態（血漿タンパク結合な

ど）を組織への移行と関連づけて説明できる。

　５）薬物分布の変動要因（血流量、タンパク結合性、

分布容積など）について説明できる。

　６）分布容積が著しく大きい代表的な薬物を列挙でき

る。

△７）代表的な薬物のタンパク結合能を測定できる。（

技能）



- 59 -

C13 薬の効くプロセス（４）薬物の臓器への到達と消失

③【代謝】

　１）薬物分子の体内での化学的変化とそれが起こる部

位を列挙して説明できる。

　２）薬物代謝が薬効に及ぼす影響について説明できる。

　３）薬物代謝様式とそれに関わる代表的な酵素を列挙

できる。

　４）シトクロムP-450の構造、性質、反応様式につい

て説明できる。

　５）薬物の酸化反応について具体的な例を挙げて説明

できる。

　６）薬物の還元・加水分解、抱合について具体的な例

を挙げて説明できる。

　７）薬物代謝酵素の変動要因（誘導、阻害、加齢、SN

Psなど）について説明できる。

　８）初回通過効果について説明できる。

　９）肝および固有クリアランスについて説明できる。

C13 薬の効くプロセス（４）薬物の臓器への到達と消失

④【排泄】

　１）腎における排泄機構について説明できる。

　２）腎クリアランスについて説明できる。

　３）糸球体ろ過速度について説明できる。

　４）胆汁中排泄について説明できる。

　５）腸肝循環を説明し、代表的な腸肝循環の薬物を列

挙できる。

　６）唾液・乳汁中への排泄について説明できる。

　７）尿中排泄率の高い代表的な薬物を列挙できる。

C13 薬の効くプロセス（４）薬物の臓器への到達と消失

⑤【相互作用】

　１）薬物動態に起因する相互作用の代表的な例を挙げ、

回避のための方法を説明できる。

　２）薬効に起因する相互作用の代表的な例を挙げ、回

避のための方法を説明できる。

C13 薬の効くプロセス（５）薬物動態の解析②【TDM (T

herapeutic Drug Monitoring)】

　１）治療的薬物モニタリング（TDM）の意義を説明で

きる。

　２）TDMが必要とされる代表的な薬物を列挙できる。

△３）薬物血中濃度の代表的な測定法を実施できる。（

技能）

△４）至適血中濃度を維持するための投与計画について、

薬動学的パラメーターを用いて説明できる。

△５）代表的な薬物についてモデルデータから投与計画

をシミュレートできる。（技能）

＜授業のキーワード＞

生物薬剤学、薬物動態学

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。

＜履修するにあたって＞

全ての講義に出席すること。

オフィスアワー：適宜、メールで連絡下さい。

＜授業時間外に必要な学修＞

問題演習、予習・復習の励行（目安として1時間）

＜提出課題など＞

授業後に連絡

＜成績評価方法・基準＞

評価は定期試験の成績を100％とする。

＜テキスト＞

授業開始日までに掲示などで知らせる。

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回

（岸本）　薬の作用と生体内運命

薬物の吸収過程についての理解を深める

C13 薬の効くプロセス（４）薬物の臓器への到達と消失

①【吸収】 1)-6)

第2回

（岸本）　薬の作用と生体内運命

薬物の分布過程についての理解を深める

C13 薬の効くプロセス（４）薬物の臓器への到達と消失

②【分布 】 1)-7)

第3回

（岸本）　薬の作用と生体内運命

薬物の代謝過程についての理解を深める

C13 薬の効くプロセス（４）薬物の臓器への到達と消失

③【代謝】 1)-9)

第4回

（岸本）　薬の作用と生体内運命

薬物の排泄過程の理解についての理解を深める

C13 薬の効くプロセス（４）薬物の臓器への到達と消失

④【排泄】 1)-7)

第5回

（杉岡）　薬の作用と生体内運命

薬物動態・薬効に起因する相互作用についての理解を深

める

C13 薬の効くプロセス（４）薬物の臓器への到達と消失

⑤【相互作用】 1)-2)

第6回

（杉岡）　薬の作用と生体内運命

薬物動態・薬効に起因する相互作用についての理解を深

める

C13 薬の効くプロセス（４）薬物の臓器への到達と消失

⑤【相互作用】 1)-2)

第7回

（杉岡）　薬の作用と生体内運命

薬物動態・薬効に起因する相互作用についての理解を深

める

C13 薬の効くプロセス（４）薬物の臓器への到達と消失

⑤【相互作用】  1)-2)
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第8回

（杉岡）　薬物動態の解析

TDM（Therapeutic Drug Monitoring）の基礎・意義

C13 薬の効くプロセス（５）薬物動態の解析

②【TDM (Therapeutic Drug Monitoring)】 1)-2)

第9回

（杉岡）　薬物動態の解析

TDM（Therapeutic Drug Monitoring）の基礎・意義

C13 薬の効くプロセス（５）薬物動態の解析

②【TDM (Therapeutic Drug Monitoring)】 1)-2)

第10回

（杉岡）　薬物動態の解析

TDM（Therapeutic Drug Monitoring）の基礎・意義

C13 薬の効くプロセス（５）薬物動態の解析

②【TDM (Therapeutic Drug Monitoring)】 1)-2)

第11回

（杉岡）　薬物動態の解析

TDM（Therapeutic Drug Monitoring）対照薬物の理解、

投与設計

C13 薬の効くプロセス（５）薬物動態の解析

②【TDM (Therapeutic Drug Monitoring) 】3)-5)

第12回

（杉岡）　総合演習

生物薬剤学、薬物動態学の臨床応用に向けて、習得した

知識の応用力を養う。

C13 薬の効くプロセス（４）薬物の臓器への到達と消失、

（５）薬物動態の解析まとめ

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

医療薬学複合科目Ⅳ [15～18]

杉岡　信幸、岸本　修一、武田　真莉子、福島　昭二

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、薬

学複合科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2,3,4を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬学複合科目群は、「薬学教育モデルコアカリキュラム

」に沿って4年次までの講義で習得した薬学的な基礎お

よび専門知識と、5年次の病院・薬局実習を通じて身に

付けた実務経験を統合し、卒業時までに実際に臨床現場

で発生する課題を解決できる能力を身につけるため科目

である。

＜到達目標＞

医療薬学複合科目Ⅳでは、臨床の場での課題を解決する

ために必要な薬物動態学領域の知識の再整理を行うこと

を目標とする。以下の各SBOsを到達目標とする。

E4 薬の生体内運命

（１）薬物の体内動態

【①生体膜透過】

　１）薬物の生体膜透過における単純拡散、促進拡散お

よび能動輸送の特徴を説明できる。

　２）薬物の生体膜透過に関わるトランスポーターの例

を挙げ、その特徴と薬物動態における役割を説明できる。

【②吸収】

　１）経口投与された薬物の吸収について説明できる。

　２）非経口的に投与される薬物の吸収について説明で

きる。

　３）薬物の吸収に影響する因子（薬物の物性、生理学

的要因など）を列挙し、説明できる。

　４）薬物の吸収過程における相互作用について例を挙

げ、説明できる。

　５）初回通過効果について説明できる。

【③分布】

　１）薬物が結合する代表的な血漿タンパク質を挙げ、

タンパク結合の強い薬物を列挙できる。

　２）薬物の組織移行性（分布容積）と血漿タンパク結

合ならびに組織結合との関係を、定量的に説明できる。

　３）薬物のタンパク結合および結合阻害の測定・解析

方法を説明できる。

　４）血液－組織関門の構造・機能と、薬物の脳や胎児

等への移行について説明できる。

　５）薬物のリンパおよび乳汁中への移行について説明

できる。

　６）薬物の分布過程における相互作用について例を挙

げ、説明できる。

【④代謝】

　１）代表的な薬物代謝酵素を列挙し、その代謝反応が

起こる組織ならびに細胞内小器官、反応様式について説

明できる。

　２）薬物代謝の第Ⅰ相反応（酸化・還元・加水分解）、

第Ⅱ相反応（抱合）について、例を挙げて説明できる。

　３）代表的な薬物代謝酵素（分子種）により代謝され

る薬物を列挙できる。

　４）プロドラッグと活性代謝物について、例を挙げて

説明できる。

　５）薬物代謝酵素の阻害および誘導のメカニズムと、

それらに関連して起こる相互作用について、例を挙げ、

説明できる。

【⑤排泄】

　１）薬物の尿中排泄機構について説明できる。
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　２）腎クリアランスと、糸球体ろ過、分泌、再吸収の

関係を定量的に説明できる。

　３）代表的な腎排泄型薬物を列挙できる。

　４）薬物の胆汁中排泄と腸肝循環について説明できる。

　５）薬物の排泄過程における相互作用について例を挙

げ、説明できる。

（２）薬物動態の解析

【②TDM (Therapeutic Drug Monitoring)と投与設計】

　１）治療薬物モニタリング（TDM）の意義を説明し、T

DMが有効な薬物を列挙できる。

　２）TDMを行う際の採血ポイント、試料の取り扱い、

測定法について説明できる。

　３）薬物動態パラメータを用いて患者ごとの薬物投与

設計ができる。（知識、技能）

　４）ポピュレーションファーマコキネティクスの概念

と応用について概説できる。

＜授業のキーワード＞

生物薬剤学、薬物動態学

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。

＜履修するにあたって＞

全ての講義に出席すること。

オフィスアワー：適宜、メールで連絡下さい。

＜授業時間外に必要な学修＞

問題演習、予習・復習の励行（目安として1時間）

＜提出課題など＞

授業後に連絡

＜成績評価方法・基準＞

評価は定期試験の成績を100％とする。

＜テキスト＞

授業開始日までに掲示などで知らせる。

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回　薬の作用と生体内運命

薬物の吸収過程についての理解を深める

第2回　薬の作用と生体内運命

薬物の分布過程についての理解を深める

第3回　薬の作用と生体内運命

薬物の代謝過程についての理解を深める

第4回　薬の作用と生体内運命

薬物の排泄過程の理解についての理解を深める

第5回　薬の作用と生体内運命

薬物動態・薬効に起因する相互作用についての理解を深

める

第6回　薬の作用と生体内運命

薬物動態・薬効に起因する相互作用についての理解を深

める

第7回　薬の作用と生体内運命

薬物動態・薬効に起因する相互作用についての理解を深

める

第8回　薬物動態の解析

TDM（Therapeutic Drug Monitoring）の基礎・意義

第9回　薬物動態の解析

TDM（Therapeutic Drug Monitoring）の基礎・意義

第10回　薬物動態の解析

TDM（Therapeutic Drug Monitoring）の基礎・意義

第11回　薬物動態の解析

TDM（Therapeutic Drug Monitoring）対照薬物の理解、

投与設計

第12回　総合演習

生物薬剤学、薬物動態学の臨床応用に向けて、習得した

知識の応用力を養う。

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

0.5単位

WinNonlinによるPKモデリングの実践 [13～14]

杉岡　信幸、橋田　亨

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

神戸医療センター中央市民病院における具体的な薬剤師

の臨床活動について、診療科医師とその担当薬剤師およ

び本学教員を一組とし、それぞれの立場から薬物療法適

正化に対する取り組みを、チーム医療の観点も含んだ講

義を行う。

＜授業の目的＞

実際の臨床薬剤師としての実践を、臨床現場の医師・薬

剤師より学ぶ。

＜到達目標＞

神戸医療センター中央市民病院診療科医師と薬剤師の連

携による、がん、感染症、生活習慣病、救急医療等の実

践例より、以下のSBOｓを到達目標とする。

F-(4)-①-1　チーム医療における薬剤師の役割と重要性

について説明できる。

F-(4)-①-2　多様な医療チームの目的と構成、構成員の

役割を説明できる。

F-(4)-①-3　病院と地域の医療連携の意義と具体的な方

法（連携クリニカルパス、退院時共同指導、病院・薬局

連携、関連施設との連携等）を説明できる。

F-(4)-①-4　薬物療法上の問題点を解決するために、他

の薬剤師および医師・看護師等の医療スタッフと連携で

きる。（態度）
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F-(4)-①-5　医師・看護師等の他職種と患者の状態（病

状、検査値、アレルギー歴、心理、生活環境等）、治療

 開始後の変化（治療効果、副作用、心理状態、QOL等）

の情報を共有する。（知識・態度）

F-(4)-①-6　医療チームの一員として、医師・看護師等

の医療スタッフと患者の治療目標と治療方針について討

議（カンファレンスや患者回診への参加等）する。（知

識・態度）

F-(4)-①-7　医師・看護師等の医療スタッフと連携・協

力して、患者の最善の治療・ケア提案を体験する。（知

識・態度）

F-(4)-①-8　医師・看護師等の医療スタッフと連携して

退院後の治療・ケアの計画を検討できる。（知識・態度

）

F-(4)-①-9　病院内の多様な医療チーム（ICT、NST、緩

和ケアチーム、褥瘡チーム等）の活動に薬剤師の立場で

参加できる。（知識・態度）

＜授業のキーワード＞

チーム医療、薬物療法適正化

＜授業の進め方＞

神戸医療センター中央市民病院の診療科医師、薬剤師そ

れぞれの講義とその後の本学教員を含めた対談・討論に

参加する。

原則として、実務実習の1-2、2-3，3-4期のそれぞれ間

の期間および4期終了後の4回（各1回90分）開講する。

＜履修するにあたって＞

開講日時については、その都度指示する。

薬剤師として、卒業後の指針にもなるため、全員履修す

ることが望ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前実習や実務実習時に学んだことの復習

＜成績評価方法・基準＞

レポート、出席状況・態度より総合的に評価する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

0.5単位

WinNonlinによるPKモデリングの実践 [15～18]

杉岡　信幸、橋田　亨

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

神戸医療センター中央市民病院における具体的な薬剤師

の臨床活動について、診療科医師とその担当薬剤師およ

び本学教員を一組とし、それぞれの立場から薬物療法適

正化に対する取り組みを、チーム医療の観点も含んだ講

義を行う。

＜授業の目的＞

実際の臨床薬剤師としての実践を、臨床現場の医師・薬

剤師より学ぶ。

＜到達目標＞

神戸医療センター中央市民病院診療科医師と薬剤師の連

携による、がん、感染症、生活習慣病、救急医療等の実

践例より、以下のSBOｓを到達目標とする。

F-(4)-①-1　チーム医療における薬剤師の役割と重要性

について説明できる。

F-(4)-①-2　多様な医療チームの目的と構成、構成員の

役割を説明できる。

F-(4)-①-3　病院と地域の医療連携の意義と具体的な方

法（連携クリニカルパス、退院時共同指導、病院・薬局

連携、関連施設との連携等）を説明できる。

F-(4)-①-4　薬物療法上の問題点を解決するために、他

の薬剤師および医師・看護師等の医療スタッフと連携で

きる。（態度）

F-(4)-①-5　医師・看護師等の他職種と患者の状態（病

状、検査値、アレルギー歴、心理、生活環境等）、治療

 開始後の変化（治療効果、副作用、心理状態、QOL等）

の情報を共有する。（知識・態度）

F-(4)-①-6　医療チームの一員として、医師・看護師等

の医療スタッフと患者の治療目標と治療方針について討

議（カンファレンスや患者回診への参加等）する。（知

識・態度）

F-(4)-①-7　医師・看護師等の医療スタッフと連携・協

力して、患者の最善の治療・ケア提案を体験する。（知

識・態度）

F-(4)-①-8　医師・看護師等の医療スタッフと連携して

退院後の治療・ケアの計画を検討できる。（知識・態度

）

F-(4)-①-9　病院内の多様な医療チーム（ICT、NST、緩

和ケアチーム、褥瘡チーム等）の活動に薬剤師の立場で

参加できる。（知識・態度）

＜授業のキーワード＞

チーム医療、薬物療法適正化

＜授業の進め方＞

神戸医療センター中央市民病院の診療科医師、薬剤師そ

れぞれの講義とその後の本学教員を含めた対談・討論に

参加する。

原則として、実務実習の1-2、2-3，3-4期のそれぞれ間

の期間および4期終了後の4回（各1回90分）開講する。

＜履修するにあたって＞

開講日時については、その都度指示する。

薬剤師として、卒業後の指針にもなるため、全員履修す

ることが望ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞
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事前実習や実務実習時に学んだことの復習

＜成績評価方法・基準＞

レポート、出席状況・態度より総合的に評価する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

衛生薬学Ⅲ [15～18]

中川　公恵

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義（対面授業）。ただし、緊急事態宣言や休講措置な

どにより対面授業が実施できない場合は遠隔授業（オン

デマンド授業）に切り替えます。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1,2,6を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本科目では、地球環境の成り立ちをはじめとして、大気、

水環境と日常生活のかかわりについて概説するとともに、

それぞれの現状と問題点、汚染防止策などについて講述

します。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

D2-(2)-①-1, 2, 3, 4, 5地球環境の構成要因と、地球

環境問題の成因について説明できる。

D2-(2)-②-1, 2, 3 四大公害を挙げその原因と健康被害

について説明できる。

D2-(2)-②-1, 2, 3 公害の定義と典型七公害について説

明できる。

D2-(2)-③-1, 2, 3 浄水法(消毒を含む)および水道水の

安全確保について概説できる。

D2-(2)-③-4, 5, 6 下水処理法について簡潔に説明でき

るとともに、産業排水や実験排水の適切な処理法を提案

できる。

D2-(2)-④-1, 2, 3 大気の主要成分と大気汚染について

説明できる。

D2-(2)-⑤-1 室内環境を評価するための指標とその測定

器具について説明できる。

D2-(2)-⑤-2 室内空気環境にかかわる健康影響とその対

策について説明できる。

D2-(2)-⑥-1, 2, 3 廃棄物の種類とわが国の現状を説明

するとともに不法投棄防止対策を含めた適正処理方法を

説明できる。PRTR制度について説明できる。環境関連法

規を列挙し、その概要を説明できる。

＜授業のキーワード＞

地球環境の構成要素、地球環境問題、公害、水環境と浄

水法、下水処理法、大気成分と大気汚染の現状。室内空

気環境の評価法とシックハウス原因物質。

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行います。

＜履修するにあたって＞

講義中に理解度を知るための到達度確認(問題演習)を適

宜実施します。オフィスアワー：月曜日? 金曜日の16:0

0?18:00、それ以外の時間でも在室の場合は随時対応し

ます。

＜授業時間外に必要な学修＞

教科書にあらかじめ目を通して予習しておき、講義資料

を元に講義内容を復習する（目安として0.5ｰ1時間程度

）

＜提出課題など＞

授業後に連絡

＜成績評価方法・基準＞

定期試験及び講義内での小テストにて100%として評価す

る。初回講義時に詳細について説明します。

地球規模の環境問題とその対策、大気、水、室内空気の

現状とそれぞれの汚染防止対策、廃棄物の種類とその処

理法について的確な説明ができるか否かを判定します。

＜テキスト＞

MY衛生薬学（テコム）。但し、すでにNEW衛生薬学（廣

川書店）を持っている場合は、NEW衛生薬学でも可。

＜参考図書＞

必携・衛生試験法（日本薬学会）、国民衛生の動向(最

新版)

＜授業計画＞

第1回　地球環境と生態系(1)

地球環境が、きわめて特殊な条件下で成立していること

を概説し、その構成要素の密接な関係について説明。D2

-(2)-①-５

第2回　地球環境と生態系(2)

地球環境が人をはじめとする生物の生存に及ぼす影響に

ついて、現状把握を含めて解説。また、環境問題の背景

としての人の活動をともに考える。D2-(2)-①-４、５

第3回　地球環境と生態系(3)

重金属をはじめとして代表的な化学物質の環境中での動

態と、食物連鎖や生物濃縮を含めて生物圏における挙動

を解説。D2-(2)-①-1，２，３、４、５

第4回　環境保全

環境汚染による健康被害の重大性を説明し、環境保全の

重要性と、その対策としての法的規制について解説。D2

-(2)-②-３

第5回　水環境(1)

水道水の製法について説明するとともに、我が国の水道

水の安全確保対策を世界各国のそれらと比較検証する。

D2-(2)-③-1，２

第6回　水環境(2)

水道水の安全確保のための基準について、その設定意義



- 64 -

を解説。また、基本的な項目についてはその測定法を紹

介し実習で実施できるようにする。D2-(2)-③-２，３

第7回　水環境(3)

下水・排水処理の基本工程について、各工程の要点を解

説。また、水質汚濁の問題として富栄養化を取り上げそ

の要因と下水処理の果たす役割について解説。D2-(2)-

③-４，５，６

第8回　大気環境(1)

大気環境の構成ならびに大気循環を概説した上で、大気

汚染のメカニズムを解説。D2-(2)-④-３

第9回　大気環境(2)

大気汚染の原因とされる主な汚染物質について、健康影

響並びに発生源とその対策、現状について解説。D2-(2)

-④-1，２，３

第10回　室内環境(1)

気温、気湿、気動、感覚温度について説明するとともに

それぞれの測定に必要な器具を列挙する。D2-(2)-⑤-1，

２

第11回　室内環境(2)

室内空気汚染物質とシックハウス症候群について解説。

D2-(2)-⑤-２

第12回　廃棄物

廃棄物の効率的な処理方法とリサイクルについて解説す

るとともに廃棄物処理の現状を紹介し、法的規制を概説

する。D2-(2)-⑥-1，２，３

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

衛生薬学Ⅲ [19～]

中川　公恵

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義（対面授業）。ただし、緊急事態宣言や休講措置な

どにより対面授業が実施できない場合は遠隔授業（オン

デマンド授業）に切り替えます。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1,2,6を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本科目では、地球環境の成り立ちをはじめとして、大気、

水環境と日常生活のかかわりについて概説するとともに、

それぞれの現状と問題点、汚染防止策などについて講述

します。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

D2-(2)-①-1, 2, 3, 4, 5地球環境の構成要因と、地球

環境問題の成因について説明できる。

D2-(2)-②-1, 2, 3 四大公害を挙げその原因と健康被害

について説明できる。

D2-(2)-②-1, 2, 3 公害の定義と典型七公害について説

明できる。

D2-(2)-③-1, 2, 3 浄水法(消毒を含む)および水道水の

安全確保について概説できる。

D2-(2)-③-4, 5, 6 下水処理法について簡潔に説明でき

るとともに、産業排水や実験排水の適切な処理法を提案

できる。

D2-(2)-④-1, 2, 3 大気の主要成分と大気汚染について

説明できる。

D2-(2)-⑤-1 室内環境を評価するための指標とその測定

器具について説明できる。

D2-(2)-⑤-2 室内空気環境にかかわる健康影響とその対

策について説明できる。

D2-(2)-⑥-1, 2, 3 廃棄物の種類とわが国の現状を説明

するとともに不法投棄防止対策を含めた適正処理方法を

説明できる。PRTR制度について説明できる。環境関連法

規を列挙し、その概要を説明できる。

＜授業のキーワード＞

地球環境の構成要素、地球環境問題、公害、水環境と浄

水法、下水処理法、大気成分と大気汚染の現状。室内空

気環境の評価法とシックハウス原因物質。

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行います。

＜履修するにあたって＞

講義中に理解度を知るための到達度確認(問題演習)を適

宜実施します。オフィスアワー：月曜日~金曜日の16:00

~18:00、それ以外の時間でも在室の場合は随時対応しま

す。

＜授業時間外に必要な学修＞

教科書にあらかじめ目を通して予習しておき、講義資料

を元に講義内容を復習する（目安として0.5ｰ1時間程度

）

＜提出課題など＞

授業後に連絡

＜成績評価方法・基準＞

定期試験及び講義内での小テストにて100%として評価す

る。初回講義時に詳細について説明します。

地球規模の環境問題とその対策、大気、水、室内空気の

現状とそれぞれの汚染防止対策、廃棄物の種類とその処

理法について的確な説明ができるか否かを判定します。

＜テキスト＞

MY衛生薬学（テコム）

＜参考図書＞

必携・衛生試験法（日本薬学会）、国民衛生の動向(最

新版)

＜授業計画＞

第1回　地球環境と生態系(1)
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地球環境が、きわめて特殊な条件下で成立していること

を概説し、その構成要素の密接な関係について説明。D2

-(2)-①-５

第2回　地球環境と生態系(2)

地球環境が人をはじめとする生物の生存に及ぼす影響に

ついて、現状把握を含めて解説。また、環境問題の背景

としての人の活動をともに考える。D2-(2)-①-４、５

第3回　地球環境と生態系(3)

重金属をはじめとして代表的な化学物質の環境中での動

態と、食物連鎖や生物濃縮を含めて生物圏における挙動

を解説。D2-(2)-①-1，２，３、４、５

第4回　環境保全

環境汚染による健康被害の重大性を説明し、環境保全の

重要性と、その対策としての法的規制について解説。D2

-(2)-②-３

第5回　水環境(1)

水道水の製法について説明するとともに、我が国の水道

水の安全確保対策を世界各国のそれらと比較検証する。

D2-(2)-③-1，２

第6回　水環境(2)

水道水の安全確保のための基準について、その設定意義

を解説。また、基本的な項目についてはその測定法を紹

介し実習で実施できるようにする。D2-(2)-③-２，３

第7回　水環境(3)

下水・排水処理の基本工程について、各工程の要点を解

説。また、水質汚濁の問題として富栄養化を取り上げそ

の要因と下水処理の果たす役割について解説。D2-(2)-

③-４，５，６

第8回　大気環境(1)

大気環境の構成ならびに大気循環を概説した上で、大気

汚染のメカニズムを解説。D2-(2)-④-３

第9回　大気環境(2)

大気汚染の原因とされる主な汚染物質について、健康影

響並びに発生源とその対策、現状について解説。D2-(2)

-④-1，２，３

第10回　室内環境(1)

気温、気湿、気動、感覚温度について説明するとともに

それぞれの測定に必要な器具を列挙する。D2-(2)-⑤-1，

２

第11回　室内環境(2)

室内空気汚染物質とシックハウス症候群について解説。

D2-(2)-⑤-２

第12回　廃棄物

廃棄物の効率的な処理方法とリサイクルについて解説す

るとともに廃棄物処理の現状を紹介し、法的規制を概説

する。D2-(2)-⑥-1，２，３

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

衛生薬学Ⅳ [15～18]

糟谷　史代

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業は対面講義とする。（ただし、状況によりオンデマ

ンド講義とする場合がある。）

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す 8 項目のうち、2 と　6

を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

有害な化学物質から生体への影響を回避できるようにな

るために､ヒトに対する化学物質の毒性に関する基礎的

知識を身につけることを目的とする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

(1) 化学物質・放射線の生体への影響

D2-(1)-①-1 代表的な有害化学物質の吸収、分布、代謝、

排泄の基本的なプロセスについて説明できる。

D2-(1)-①-2 肝臓、腎臓、神経などに特異的に毒性を示

す代表的な化学物質を列挙できる。

D2-(1)-①-3 重金属、PCB、ダイオキシンなどの代表的

な有害化学物質や農薬の急性毒性、慢性毒性の特徴につ

いて説明できる。

D2-(1)-①-4 重金属や活性酸素による障害を防ぐための

生体防御因子について具体例を挙げて説明できる。

D2-(1)-①-5 薬物の乱用による健康への影響について説

明し、討議する。（知識・態度）

D2-(1)-①-6 代表的な中毒原因物質の解毒処置法を説明

できる。

D2-(1)-①-7 代表的な中毒原因物質（乱用薬物を含む）

の試験法を列挙し、概説できる。

D2-(1)-②-1 個々の化学物質の使用目的に鑑み、適正使

用とリスクコミュニケーションについて討議する。

D2-(1)-②-2 化学物質の毒性を評価するための主な試験

法を列挙し、概説できる。

D2-(1)-②-3 毒性試験の結果を評価するのに必要な量-

反応関係、閾値、無毒性量（NOAEL）などについて概説

できる。

D2-(1)-②-4 化学物質の安全摂取量（1日許容摂取量な

ど）について説明できる。

D2-(1)-②-5 有害化学物質による人体影響を防ぐための
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法的規制（化審法、化管法など）を説明できる。

D2-(1)-③-1 発がん性物質などの代謝的活性化の機構を

列挙し、その反応機構を説明できる。

D2-(1)-③-2 遺伝毒性試験（Ames試験など）の原理を説

明できる。

D2-(1)-③-3 発がんに至る過程（イニシエーション、プ

ロモーションなど）について概説できる。

D2-(1)-④-1 電離放射線を列挙し、生体への影響を説明

できる。

D2-(1)-④-2 代表的な放射性核種（天然、人工）と生体

との相互作用を説明できる。

D2-(1)-④-3 電離放射線を防御する方法について概説で

きる。

D2-(1)-④-4 非電離放射線（紫外線、赤外線など）を列

挙し、生体への影響を説明できる。

（１）薬物の体内動態

E4-(1)-④-1 代表的な薬物代謝酵素を列挙し、その代謝

反応が起こる組織ならびに細胞内小器官、反応様式につ

いて説明できる。

E4-(1)-④-2�薬物代謝の第Ⅰ相反応（酸化・還元・加水

分解）、第Ⅱ相反応（抱合）について、例を挙げて説明

できる。

E4-(1)-⑤-4�薬物の胆汁中排泄と腸肝循環について説明

できる。

化学物質の毒性発現機序を理解すること、生体に重大な

障害を及ぼす化学物質に対する対処の方法を身につける

ことを目指す。

＜授業のキーワード＞

化学物質、代謝、第一相反応、第二相反応、代謝活性化、

解毒、毒性発現機序、中毒、放射線

＜授業の進め方＞

授業計画に従って行う。適宜プリントを配布し、講義を

進める。

＜履修するにあたって＞

授業計画に従って12回の講義を行う。

オフィスアワー：水曜日（15:00?18:00）

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、予習しておくこと（目安として0.5時

間）。

事後学習として、講義の理解を確認するため、配布した

まとめ問題（記述式）を解いて復習する。（目安として

1時間）。

＜提出課題など＞

授業の際に連絡する。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験（100%)の成績に基づいて評価する。

＜テキスト＞

1)　武田健・太田茂編「環境」化学同人

2） プリント

＜参考図書＞

1) 日本薬学会編「衛生薬学　健康と環境」東京化学同

人

2）　日本薬学会編「薬毒物試験法と注解2017」東京化

学同人

＜授業計画＞

第1回

化学物質の体内動態

1) 毒性発現の規定因子である吸収､分布､代謝､排泄につ

いて説明できる。

2) 化学物質の毒性発現に、体内動態がどのようにかか

わっているか説明できる。

D2-(1)-①-1

E4-(1)-④-1

第2回　　　化学物質の代謝・代謝的活性化(1)

1) 第 I 相反応による代謝として、シトクロムP450及び

その他酵素による酸化、還元反応、エステラーゼ等によ

る加水分解反応について説明できる。

2) 酸化還元反応による代謝的活性化について説明でき

る。

D2-(1)-①-1

D2-(1)-③-1

E4-(1)-④-2�

第3回　化学物質の代謝・代謝的活性化(2)

１）薬物代謝の第Ⅱ相反応（抱合）について説明できる。

２）薬物の胆汁中排泄と腸肝循環について説明できる。

３) 第 II 相反応によって形成される抱合体を活性本体

とする代謝的活性化について説明できる。

D2-(1)-①-1

D2-(1)-③-1

E4-(1)-④-2�

E4-(1)-⑤-4�

第4回　化学物質による発がん(1)

1) 一次発がん物質による発がん機構及び二次発がん物

質による代謝的活性化を介した発がん機構を説明できる。

D2-(1)-①-1

D2-(1)-③-1

E4-(1)-④-2

E4-(1)-⑤-4�

第5回　化学物質による発がん(2)

1) 発がん発生の過程、イニシエーションとプロモーシ

ョンなどについて説明できる。

2) 遺伝毒性試験（Ames試験など）の原理を説明できる。

D2-(1)-③-2

D2-(1)-③-3

第6回　化学物質の毒性(1)

1）肝臓、腎臓、神経などに特異的に毒性を示す代表的

な化学物質を列挙できる。
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2） ヒトの健康に関わる有害な化学物質である一酸化炭

素、青酸、硫化水素、農薬（有機リン系、有機塩素系）

等の急性毒性、慢性毒性の特徴を説明できる。

3) それぞれの毒性発現機序を説明できる。

D2-(1)-①-2

D2-(1)-①-3

第７ 回　化学物質の毒性(2)

1) ヒトの健康に関わる有害な化学物質である重金属(水

銀、ヒ素、クロム、カドミウム、鉛など）、PCB、ダイ

オキシン等の急性毒性、慢性毒性の特徴について説明で

きる。

2) それぞれの毒性発現機序を説明できる。

D2-(1)-①-3

第8 回　化学物質の毒性(３)

1）重金属や活性酸素による障害を防ぐための生体防御

因子について具体例を挙げて説明できる。

2）代表的な乱用薬物を挙げ、依存性、耐性等の乱用に

よる健康への影響について説明できる。

D2-(1)-①-4

D2-(1)-①-5

第9回　　化学物質の毒性(4)

1）代表的な中毒原因物質の解毒処置法を説明できる。

2）代表的な中毒原因物質（乱用薬物を含む）の試験法

を列挙し、概説できる。

D2-(1)-①-6

D2-(1)-①-7

第10回　化学物質の安全性評価と適正使用 (1)

1) 個々の化学物質の使用目的に鑑み、適正使用とリス

クコミュニケーションについて説明できる。

2) 化学物質の毒性評価法として、一般毒性試験、特殊

毒性試験、遺伝毒性試験、変異原性試験（Ames 試験）

等を挙げて、それらの主な試験法を説明できる。

D2-(1)-②-1

D2-(1)-②-2

第11回　化学物質の安全性評価と適正使用 (2)

1) 毒性試験の結果を評価するのに必要な量-反応関係、

閾値、無毒性量（NOAEL）などについて説明できる。

2) 化学物質の安全摂取量（ADI、VSDなど）について説

明できる。

3) 化学物質の規制に関する法律（化審法、化管法）を

説明できる。

D2-(1)-②-3

D2-(1)-②-4

D2-(1)-②-5

第12回　放射線の生体への影響

1) 電離放射線（α線、β線、γ線、エックス線、中性

子線）のそれぞれの特徴と、それらの生体に及ぼす影響

について説明できる。

2) 代表的な放射性核種と生体との相互作用及び組織・

臓器の感受性を説明できる。

3) 電離放射線の被爆評価法と防御する方法について説

明できる。

4) 非電離放射線（電波、可視光線、赤外線、紫外線）

のそれぞれの特徴と、　それらの生体に及ぼす影響につ

いて説明できる。

D2-(1)-④-1

D2-(1)-④-2

D2-(1)-④-3

D2-(1)-④-4

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

衛生薬学Ⅳ [19～]

糟谷　史代

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業はオンデマンド講義とする。（ただし、状況により

オンデマンド講義になる場合もある。）

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す ８ 項目のうち、2 と 6

を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

有害な化学物質から生体への影響を回避できるようにな

るために､ヒトに対する化学物質の毒性に関する基礎的

知識を身につけることを目的とする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

(1) 化学物質・放射線の生体への影響

D2-(1)-①-1 代表的な有害化学物質の吸収、分布、代謝、

排泄の基本的なプロセスについて説明できる。

D2-(1)-①-2 肝臓、腎臓、神経などに特異的に毒性を示

す代表的な化学物質を列挙できる。

D2-(1)-①-3 重金属、PCB、ダイオキシンなどの代表的

な有害化学物質や農薬の急性毒性、慢性毒性の特徴につ

いて説明できる。

D2-(1)-①-4 重金属や活性酸素による障害を防ぐための

生体防御因子について具体例を挙げて説明できる。
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D2-(1)-①-5 薬物の乱用による健康への影響について説

明し、討議する。（知識・態度）

D2-(1)-①-6 代表的な中毒原因物質の解毒処置法を説明

できる。

D2-(1)-①-7 代表的な中毒原因物質（乱用薬物を含む）

の試験法を列挙し、概説できる。

D2-(1)-②-1 個々の化学物質の使用目的に鑑み、適正使

用とリスクコミュニケーションについて討議する。

D2-(1)-②-2 化学物質の毒性を評価するための主な試験

法を列挙し、概説できる。

D2-(1)-②-3 毒性試験の結果を評価するのに必要な量-

反応関係、閾値、無毒性量（NOAEL）などについて概説

できる。

D2-(1)-②-4 化学物質の安全摂取量（1日許容摂取量な

ど）について説明できる。

D2-(1)-②-5 有害化学物質による人体影響を防ぐための

法的規制（化審法、化管法など）を説明できる。

D2-(1)-③-1 発がん性物質などの代謝的活性化の機構を

列挙し、その反応機構を説明できる。

D2-(1)-③-2 遺伝毒性試験（Ames試験など）の原理を説

明できる。

D2-(1)-③-3 発がんに至る過程（イニシエーション、プ

ロモーションなど）について概説できる。

D2-(1)-④-1 電離放射線を列挙し、生体への影響を説明

できる。

D2-(1)-④-2 代表的な放射性核種（天然、人工）と生体

との相互作用を説明できる。

D2-(1)-④-3 電離放射線を防御する方法について概説で

きる。

D2-(1)-④-4 非電離放射線（紫外線、赤外線など）を列

挙し、生体への影響を説明できる。

（１）薬物の体内動態

E4-(1)-④-1 代表的な薬物代謝酵素を列挙し、その代謝

反応が起こる組織ならびに細胞内小器官、反応様式につ

いて説明できる。

E4-(1)-④-2�薬物代謝の第Ⅰ相反応（酸化・還元・加水

分解）、第Ⅱ相反応（抱合）について、例を挙げて説明

できる。

E4-(1)-⑤-4�薬物の胆汁中排泄と腸肝循環について説明

できる。

化学物質の毒性発現機序を理解すること、生体に重大な

障害を及ぼす化学物質に対する対処の方法を身につける

ことを目指す。

＜授業のキーワード＞

化学物質、代謝、第一相反応、第二相反応、代謝活性化、

解毒、毒性発現機序、中毒、放射線

＜授業の進め方＞

授業計画に従って行う。適宜、プリントを配布し、講義

を進める。

＜履修するにあたって＞

授業計画に従って12回の講義を行う。

オフィスアワー：水曜日（15:00?18:00）

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、予習しておくこと（目安として0.5時

間）。

事後学習として、講義の理解を確認するため、配布した

まとめ問題（記述式）を解いて復習する。（目安として

1時間）。

＜提出課題など＞

授業の際に連絡する。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験（100%)の成績に基づいて評価する。

＜テキスト＞

1)　武田健・太田茂編「環境」化学同人

2） プリント

＜参考図書＞

1) 日本薬学会編「衛生薬学　健康と環境」東京化学同

人

2）　日本薬学会編「薬毒物試験法と注解2017」東京化

学同人

＜授業計画＞

第1回

化学物質の体内動態

1) 毒性発現の規定因子である吸収､分布､代謝､排泄につ

いて説明できる。

2) 化学物質の毒性発現に、体内動態がどのようにかか

わっているか説明できる。

D2-(1)-①-1

E4-(1)-④-1

第2回　　　化学物質の代謝・代謝的活性化(1)

1) 第 I 相反応による代謝として、シトクロムP450及び

その他酵素による酸化、還元反応、エステラーゼ等によ

る加水分解反応について説明できる。

2) 酸化還元反応による代謝的活性化について説明でき

る。

D2-(1)-①-1

D2-(1)-③-1

E4-(1)-④-2�

第3回　化学物質の代謝・代謝的活性化(2)

１）薬物代謝の第Ⅱ相反応（抱合）について説明できる。

２）薬物の胆汁中排泄と腸肝循環について説明できる。

３) 第 II 相反応によって形成される抱合体を活性本体

とする代謝的活性化について説明できる。

D2-(1)-①-1

D2-(1)-③-1

E4-(1)-④-2�

E4-(1)-⑤-4�
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第4回　化学物質による発がん(1)

1) 一次発がん物質による発がん機構及び二次発がん物

質による代謝的活性化を介した発がん機構を説明できる。

D2-(1)-①-1

D2-(1)-③-1

E4-(1)-④-2

E4-(1)-⑤-4�

第5回　化学物質による発がん(2)

1) 発がん発生の過程、イニシエーションとプロモーシ

ョンなどについて説明できる。

2) 遺伝毒性試験（Ames試験など）の原理を説明できる。

D2-(1)-③-2

D2-(1)-③-3

第6回　化学物質の毒性(1)

1）肝臓、腎臓、神経などに特異的に毒性を示す代表的

な化学物質を列挙できる。

2） ヒトの健康に関わる有害な化学物質である一酸化炭

素、青酸、硫化水素、農薬（有機リン系、有機塩素系）

等の急性毒性、慢性毒性の特徴を説明できる。

3) それぞれの毒性発現機序を説明できる。

D2-(1)-①-2

D2-(1)-①-3

第７ 回　化学物質の毒性(2)

1) ヒトの健康に関わる有害な化学物質である重金属(水

銀、ヒ素、クロム、カドミウム、鉛など）、PCB、ダイ

オキシン等の急性毒性、慢性毒性の特徴について説明で

きる。

2) それぞれの毒性発現機序を説明できる。

D2-(1)-①-3

第8 回　化学物質の毒性(３)

1）重金属や活性酸素による障害を防ぐための生体防御

因子について具体例を挙げて説明できる。

2）代表的な乱用薬物を挙げ、依存性、耐性等の乱用に

よる健康への影響について説明できる。

D2-(1)-①-4

D2-(1)-①-5

第9回　　化学物質の毒性(4)

1）代表的な中毒原因物質の解毒処置法を説明できる。

2）代表的な中毒原因物質（乱用薬物を含む）の試験法

を列挙し、概説できる。

D2-(1)-①-6

D2-(1)-①-7

第10回　化学物質の安全性評価と適正使用 (1)

1) 個々の化学物質の使用目的に鑑み、適正使用とリス

クコミュニケーションについて説明できる。

2) 化学物質の毒性評価法として、一般毒性試験、特殊

毒性試験、遺伝毒性試験、変異原性試験（Ames 試験）

等を挙げて、それらの主な試験法を説明できる。

D2-(1)-②-1

D2-(1)-②-2

第11回　化学物質の安全性評価と適正使用 (2)

1) 毒性試験の結果を評価するのに必要な量-反応関係、

閾値、無毒性量（NOAEL）などについて説明できる。

2) 化学物質の安全摂取量（ADI、VSDなど）について説

明できる。

3) 化学物質の規制に関する法律（化審法、化管法）を

説明できる。

D2-(1)-②-3

D2-(1)-②-4

D2-(1)-②-5

第12回　放射線の生体への影響

1) 電離放射線（α線、β線、γ線、エックス線、中性

子線）のそれぞれの特徴と、それらの生体に及ぼす影響

について説明できる。

2) 代表的な放射性核種と生体との相互作用及び組織・

臓器の感受性を説明できる。

3) 電離放射線の被爆評価法と防御する方法について説

明できる。

4) 非電離放射線（電波、可視光線、赤外線、紫外線）

のそれぞれの特徴と、　それらの生体に及ぼす影響につ

いて説明できる。

D2-(1)-④-1

D2-(1)-④-2

D2-(1)-④-3

D2-(1)-④-4

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

衛生薬学Ⅴ [15～18]

岡本　正志

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、１を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

人とその集団の健康の維持、向上に貢献できるようにな

るために、栄養と健康、現代社会における疾病とその予

防に関する基本的知識を修得する。

＜到達目標＞
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公衆衛生の向上に貢献するために、感染症、生活習慣病、

職業病についての現状とその予防に関する基本的知識を

修得する。社会における集団の健康と疾病の現状および

その影響要因を把握するために、保健統計と疫学に関す

る基本的知識を修得する。

以下の各SBOsを到達目標とする。

D1-(1)-①-1　健康と疾病の概念の変遷と、その理由を

説明できる。

D1-(1)-②-1　集団の健康と疾病の現状およびその影響

要因を把握する上での人口統計の意義を概説できる。

D1-(1)-②-2　人口統計および疾傷統計に関する指標に

ついて説明できる。

D1-(1)-②-3　人口動態（死因別死亡率など）の変遷び

ついて説明できる。

D1-(1)-③-1　疾病の予防における疫学の役割を説明で

きる。

D1-(1)-③-2　疫学の三要因（病因、環境要因、宿主要

因）について説明できる。

D1-(1)-③-3　疫学の種類（記述疫学、分析疫学など）

とその方法について説明できる。

D1-(1)-③-4　リスク要因の評価として、オッズ比、相

対危険度、寄与危険度および信頼区間について説明し、

計算できる。

D1-(2)-①-1　疾病の予防について、一次、二次、三次

予防という言葉を用いて説明できる。D1-(2)-①-2　健

康増進政策（健康日本21など）について概説できる。

D1-(2)-②-1　現代における感染症（日和見感染症、院

内感染、新興感染症、再興感染症など）の特徴について

説明できる。

D1-(2)-②-2　感染症法における、感染症とその分類に

ついて説明できる。

D1-(2)-②-3　代表的な性感染症を列挙し、その予防対

策について説明できる。

D1-(2)-②-4　予防接種の意義と方法について説明でき

る。

D1-(2)-③-1　生活習慣病の種類とその動向について説

明できる。

D1-(2)-③-2　生活習慣病の代表的なリスク要因を列挙

し、その予防法について説明できる。D1-(2)-③-3　食

生活や喫煙などの生活習慣と疾病の関わりについて討議

する。

D1-(2)-④-1　新生児マススクリーニングの意義につい

て説明し、代表的な検査項目を列挙できる。

D1-(2)-④-2　母子感染する代表的な疾患を列挙し、そ

の予防対策について説明できる。

D1-(2)-⑤-1　代表的な労働災害、職業性疾病について

説明できる。

D1-(2)-⑤-2　労働衛生管理について説明できる。.

＜授業のキーワード＞

健康と疾病、保健統計、疫学、生活習慣病、感染症、労

働衛生

＜授業の進め方＞

授業計画にしたがって、12回の講義を行います。第1回

目～第12回目の授業内容の順番が入れかわる場合があり

ます。

＜履修するにあたって＞

関連科目：「衛生薬学Ⅰ」、「衛生薬学Ⅱ」、「衛生薬

学Ⅲ」、「衛生薬学Ⅳ」。講義後は必ず復習をし、理解

を深めるようにしてください。

オフィスアワー：火曜日の12:45～13:30

＜授業時間外に必要な学修＞

演習問題配布時には、それに答えて復習してください。

必ず事後学習（復習1時間）すること。

＜提出課題など＞

提出課題については、講義時に連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

前期試験と提出課題の成績に基づいて評価します。定期

試験を90点、提出課題を10点、合計100点で評価します。

＜テキスト＞

1)My衛生薬学、高橋典子、山﨑正博編、（株）テコム、

2)プリント

＜参考図書＞

1)「New衛生薬学」、岡野登志夫、山﨑裕康編、（株）

廣川書店、2)「衛生薬学サブノート」、岡野登志夫、山

﨑裕康、佐藤雅彦、鍛冶利幸編、（株）廣川書店、3)「

厚生の指標・増刊　国民衛生の動向」、一般財団法人

厚生労働統計協会

＜授業計画＞

第１回　社会・集団と健康（1）

1. WHOの健康の定義と変遷を説明することができる。

2. WHOの役割と活動を概説することができる。

D1-(1)-①-1

第２回　社会・集団と健康（2）

1. 人口動態と人口静態について説明することができる。

2. 国勢調査の目的と意義を説明することができる。

3. 人口の将来予測に必要な指標を列挙し、その意義に

ついて説明することができる。

4. 人口ピラミッドについて説明することができる。

D1-(1)-②-1. -2.

第３回　社会・集団と健康（3）

1. 死亡に関する様々な指標の定義と意義について説明

することができる。

2. 死因別死亡率の変遷について説明することができる。

3. 平均寿命と健康寿命について説明することができる。

D1-(1)-②-3.

第４回　社会・集団と健康（4）

1. 社会・集団疾病予防における役割を説明することが

できる。

2. 疫学の三要因（病因、環境要因、宿主要因）につい
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て説明することができる

3. 観察学的疫学と介入研究の特徴を説明し、それぞれ

の長所と短所を説明することができる。

D1-(1)-③-1. -2. -3.

第５回　社会・集団と健康（5）

1. コホート研究のうち、相対危険度、寄与危険度の算

出法を説明し、計算することができる。

2. 症例・対照研究のうち、オッズ比について説明し、

計算することができる。

3. 信頼区間について説明することができる。

4. 根拠に基づいた医療、二重盲検法、乱数表を用いた

無作為化.などの疫学データの解析法を説明することが

できる

D1-(1)-③-4.

第６回　疾病予防（1）

1. 疾病の予防について、 一次予防、二次予防、三次予

防の違いと具体例を説明することことができる。

2. 学校薬剤師の必要性と役割について概説することが

できる。

3. 健康日本２１（第一次、第二次）の目的と主な目標

値について概説することができる。

D1-(2)-①-1. 2.

第７回　疾病予防（2）

1. 感染症（日和見感染症、院内感染症、新興感染症、

再興感染症、検疫感染症）の特徴と主な感染症名を列挙

できる。

2. 感染症の特徴とその予防対策を説明することができ

る。

3. 感染症を一類?五類に分類することができる。

D1-(2)-②-1. -2.

第８回　疾病予防（3）

1. わが国の性感染症の変遷、特徴、予防対策を説明す

ることができる。

2. 予防接種の意義と方法について説明できる。

3. ワクチンを分類し、その接種時期などを説明するこ

とができる。

D1-(2)-②-3. -4.

第９回　疾病予防（4）

1. 代表的な生活習慣病を列挙し、その動向を説明する

ことができる。

2. 代表的な生活習慣病のリスク要因を列挙することが

できる。

3. 生活習慣病の成因を概説し、その予防対策を説明す

ることができる。

3. 喫煙、肥満、運動不足などの生活習慣と疾病の関わ

りを説明することができる。

4. 特定健康診査の目的と検査項目について概説するこ

とができる。

D1-(2)-③-1. -2. -3.

第10回　疾病予防（5）

1. 新生児マススクリーニング対象疾患を列挙し、その

成因を説明することができる。

2. 新生児マススクリーニングの検査方法におけるタン

デム・マス法の有用性を説明することができる。

3. 垂直感染（経胎盤感染、産道感染）する感染症を列

挙し、その予防対策を説明することができる。

D1-(2)-④-1. -2.

第１１回　疾病予防（6）

1. 主な職業癌や職業病とその要因を列挙することがで

きる。

2. 代表的な労働災害の要因とその予防対策について概

説することができる。

D1-(2)-⑤-1.

第１２回　疾病予防（7）

1. 労働衛生管理における健康管理、作業環境管理、作

業管理の必要性と意義について説明することができる。

2. 作業環境の基準（許容濃度など）の必要性と意義に

ついて概説することが できる。

D1-(2)-⑤-2.

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

衛生薬学Ⅴ [19～]

岡本　正志

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、１を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

人とその集団の健康の維持、向上に貢献できるようにな

るために、栄養と健康、現代社会における疾病とその予

防に関する基本的知識を修得する。

＜到達目標＞

公衆衛生の向上に貢献するために、感染症、生活習慣病、

職業病についての現状とその予防に関する基本的知識を

修得する。社会における集団の健康と疾病の現状および

その影響要因を把握するために、保健統計と疫学に関す

る基本的知識を修得する。

以下の各SBOsを到達目標とする。

D1-(1)-①-1　健康と疾病の概念の変遷と、その理由を

説明できる。

D1-(1)-②-1　集団の健康と疾病の現状およびその影響

要因を把握する上での人口統計の意義を概説できる。

D1-(1)-②-2　人口統計および疾傷統計に関する指標に

ついて説明できる。

D1-(1)-②-3　人口動態（死因別死亡率など）の変遷び
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ついて説明できる。

D1-(1)-③-1　疾病の予防における疫学の役割を説明で

きる。

D1-(1)-③-2　疫学の三要因（病因、環境要因、宿主要

因）について説明できる。

D1-(1)-③-3　疫学の種類（記述疫学、分析疫学など）

とその方法について説明できる。

D1-(1)-③-4　リスク要因の評価として、オッズ比、相

対危険度、寄与危険度および信頼区間について説明し、

計算できる。

D1-(2)-①-1　疾病の予防について、一次、二次、三次

予防という言葉を用いて説明できる。D1-(2)-①-2　健

康増進政策（健康日本21など）について概説できる。

D1-(2)-②-1　現代における感染症（日和見感染症、院

内感染、新興感染症、再興感染症など）の特徴について

説明できる。

D1-(2)-②-2　感染症法における、感染症とその分類に

ついて説明できる。

D1-(2)-②-3　代表的な性感染症を列挙し、その予防対

策について説明できる。

D1-(2)-②-4　予防接種の意義と方法について説明でき

る。

D1-(2)-③-1　生活習慣病の種類とその動向について説

明できる。

D1-(2)-③-2　生活習慣病の代表的なリスク要因を列挙

し、その予防法について説明できる。D1-(2)-③-3　食

生活や喫煙などの生活習慣と疾病の関わりについて討議

する。

D1-(2)-④-1　新生児マススクリーニングの意義につい

て説明し、代表的な検査項目を列挙できる。

D1-(2)-④-2　母子感染する代表的な疾患を列挙し、そ

の予防対策について説明できる。

D1-(2)-⑤-1　代表的な労働災害、職業性疾病について

説明できる。

D1-(2)-⑤-2　労働衛生管理について説明できる。.

＜授業のキーワード＞

健康と疾病、保健統計、疫学、生活習慣病、感染症、労

働衛生

＜授業の進め方＞

授業計画にしたがって、12回の講義を行います。第1回

目～第12回目の授業内容の順番が入れかわる場合があり

ます。

＜履修するにあたって＞

関連科目：「衛生薬学Ⅰ」、「衛生薬学Ⅱ」、「衛生薬

学Ⅲ」、「衛生薬学Ⅳ」。講義後は必ず復習をし、理解

を深めるようにしてください。

オフィスアワー：火曜日の12:45～13:30

＜授業時間外に必要な学修＞

演習問題配布時には、それに答えて復習してください。

必ず事後学習（復習1時間）すること。

＜提出課題など＞

提出課題については、講義時に連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

前期試験と提出課題の成績に基づいて評価します。定期

試験を90点、提出課題を10点、合計100点で評価します。

＜テキスト＞

1)My衛生薬学、高橋典子、山﨑正博編、（株）テコム、

2)プリント

＜参考図書＞

1)「New衛生薬学」、岡野登志夫、山﨑裕康編、（株）

廣川書店、2)「衛生薬学サブノート」、岡野登志夫、山

﨑裕康、佐藤雅彦、鍛冶利幸編、（株）廣川書店、3)「

厚生の指標・増刊　国民衛生の動向」、一般財団法人

厚生労働統計協会

＜授業計画＞

第１回　社会・集団と健康（1）

1. WHOの健康の定義と変遷を説明することができる。

2. WHOの役割と活動を概説することができる。

D1-(1)-①-1

第２回　社会・集団と健康（2）

1. 人口動態と人口静態について説明することができる。

2. 国勢調査の目的と意義を説明することができる。

3. 人口の将来予測に必要な指標を列挙し、その意義に

ついて説明することができる。

4. 人口ピラミッドについて説明することができる。

D1-(1)-②-1. -2.

第３回　社会・集団と健康（3）

1. 死亡に関する様々な指標の定義と意義について説明

することができる。

2. 死因別死亡率の変遷について説明することができる。

3. 平均寿命と健康寿命について説明することができる。

D1-(1)-②-3.

第４回　社会・集団と健康（4）

1. 社会・集団疾病予防における役割を説明することが

できる。

2. 疫学の三要因（病因、環境要因、宿主要因）につい

て説明することができる

3. 観察学的疫学と介入研究の特徴を説明し、それぞれ

の長所と短所を説明することができる。

D1-(1)-③-1. -2. -3.

第５回　社会・集団と健康（5）

1. コホート研究のうち、相対危険度、寄与危険度の算

出法を説明し、計算することができる。

2. 症例・対照研究のうち、オッズ比について説明し、

計算することができる。

3. 信頼区間について説明することができる。

4. 根拠に基づいた医療、二重盲検法、乱数表を用いた

無作為化.などの疫学データの解析法を説明することが

できる
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D1-(1)-③-4.

第６回　疾病予防（1）

1. 疾病の予防について、 一次予防、二次予防、三次予

防の違いと具体例を説明することことができる。

2. 学校薬剤師の必要性と役割について概説することが

できる。

3. 健康日本２１（第一次、第二次）の目的と主な目標

値について概説することができる。

D1-(2)-①-1. 2.

第７回　疾病予防（2）

1. 感染症（日和見感染症、院内感染症、新興感染症、

再興感染症、検疫感染症）の特徴と主な感染症名を列挙

できる。

2. 感染症の特徴とその予防対策を説明することができ

る。

3. 感染症を一類?五類に分類することができる。

D1-(2)-②-1. -2.

第８回　疾病予防（3）

1. わが国の性感染症の変遷、特徴、予防対策を説明す

ることができる。

2. 予防接種の意義と方法について説明できる。

3. ワクチンを分類し、その接種時期などを説明するこ

とができる。

D1-(2)-②-3. -4.

第９回　疾病予防（4）

1. 代表的な生活習慣病を列挙し、その動向を説明する

ことができる。

2. 代表的な生活習慣病のリスク要因を列挙することが

できる。

3. 生活習慣病の成因を概説し、その予防対策を説明す

ることができる。

3. 喫煙、肥満、運動不足などの生活習慣と疾病の関わ

りを説明することができる。

4. 特定健康診査の目的と検査項目について概説するこ

とができる。

D1-(2)-③-1. -2. -3.

第10回　疾病予防（5）

1. 新生児マススクリーニング対象疾患を列挙し、その

成因を説明することができる。

2. 新生児マススクリーニングの検査方法におけるタン

デム・マス法の有用性を説明することができる。

3. 垂直感染（経胎盤感染、産道感染）する感染症を列

挙し、その予防対策を説明することができる。

D1-(2)-④-1. -2.

第１１回　疾病予防（6）

1. 主な職業癌や職業病とその要因を列挙することがで

きる。

2. 代表的な労働災害の要因とその予防対策について概

説することができる。

D1-(2)-⑤-1.

第１２回　疾病予防（7）

1. 労働衛生管理における健康管理、作業環境管理、作

業管理の必要性と意義について説明することができる。

2. 作業環境の基準（許容濃度など）の必要性と意義に

ついて概説することが できる。

D1-(2)-⑤-2.

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

衛生薬学Ⅱ [19～]

中川　公恵

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義（対面授業）。ただし、緊急事態宣言や休講措置な

どにより対面授業が実施できない場合は遠隔授業（オン

デマンド授業）に切り替えます。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1,2,6を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本科目では、食品衛生に関する法的規制について、概説

するととともに、食品成分の有害化や、食中毒の原因と

なる微生物、自然毒、カビ毒ならびに化学物質について

講述します。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

D1-(3)-②-4　食品成分由来の発がん物質を列挙し、そ

の生成機構を説明できる。

D1-(3)-②-7　食品衛生における法的規制について説明

できる。

D1-(3)-③-1　代表的な細菌性・ウイルス性食中毒を列

挙し、それらの原因となる微生物の性質、症状、原因食

品および予防方法について説明できる。

D1-(3)-③-2　食中毒の原因となる代表的な自然毒を列

挙し、その原因物質、作用機構、症状の特徴を説明でき

る。

D1-(3)-③-3　化学物質(重金属、残留塩素など)やカビ

による食品汚染の具体例を挙げ、ヒトの健康に及ぼす影

響を説明できる。

＜授業のキーワード＞

栄養素とその役割、食事摂取基準、機能性食品、腐敗・

変敗とその防止、食品添加物

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行う。トピックスについ

ては講義計画にとらわれず適宜取り上げる。

＜履修するにあたって＞
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講義中に理解度を知るための到達度確認問題演習（小テ

スト）を適宜実施します。

オフィスアワー：月曜日? 金曜日の16:00?18:00、それ

以外の時間でも在室の場合は随時対応します。

＜授業時間外に必要な学修＞

教科書にあらかじめ目を通して予習しておき、講義資料

を元に講義内容を復習する（目安として0.5ｰ1時間程度

）

＜提出課題など＞

授業後に連絡

＜成績評価方法・基準＞

定期試験及び講義内で小テストまたはオンラインテスト

を実施した場合はその結果も含めて評価します。初回講

義時に詳細について説明します。

食品衛生に関する法的規制、食品成分の有害化、食中毒

の原因となる微生物・自然毒・カビ毒・化学物質などに

ついて、分かりやすく説明できるか否かを判定します。

＜テキスト＞

Ｍｙ衛生薬学(テコム)

＜授業計画＞

第１回　食品機能と食品衛生

食品安全基本法、食品衛生法を中心に、我が国における

食品の安全確保策を概説。また、諸外国における食品衛

生の現状を紹介。D1-(3)-②-７

第２回　食品機能と食品衛生

食品表示法について解説　D1-(3)-②-７

第３回　食品機能と食品衛生

食品成分の有害化について具体例を挙げ、解説する。D1

-(3)-②-４

第４回　食中毒と食品汚染

我が国の食中毒について、食中毒統計を参考にその現状

を把握する。D1-(3)-③-１、D1-(3)-③-２

第５回　食中毒と食品汚染

細菌による食中毒を、その発症機構別に分類し、務それ

ぞれの代表例を挙げ、解説する。D1-(3)-③-１

第６回　食中毒と食品汚染

第５回に引き続き細菌による食中毒の続きとウイルス性

食中毒についてその発症機構と代表的なウイルスを挙げ

開設する。D1-(3)-③-１

第７回　食中毒と食品汚染

動物性自然毒による食中毒について代表例を挙げ、解説

する。D1-(3)-③-２

第８回　食中毒と食品汚染

植物性自然毒による食中毒について代表例を挙げ開設す

る。D1-(3)-③-２

第９回　食中毒と食品汚染

カビ毒について、概説するとともに、代表的なカビ毒を

揚げ、その有害作用について解説する。また、カビ毒に

よる食品汚染の現状を紹介する。D1-(3)-③-３

第１０回　食中毒と食品汚染

地球環境中におけるの重金属の存在形態と生体影響につ

いて解説し、バックグラウンド値についての知識を養う。

D1-(3)-③-3

第１１回　食中毒と食品汚染

重金属による生体影響について解説し、食品汚染による

健康障害事例の紹介とともに、被害防止策について考え

る。D1-(3)-③-３

第１２回　食中毒と食品汚染

農薬の種類と生体影響について概説し、農薬による中毒

事例の紹介と、法的規制について解説する。D1-(3)-③-

３

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

衛生薬学Ⅱ [再]

中川　公恵

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義（対面授業）。ただし、緊急事態宣言や休講措置な

どにより対面授業が実施できない場合は遠隔授業（オン

デマンド授業）に切り替えます。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1,2,6を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本科目では、食品衛生に関する法的規制について、概説

するととともに、食品成分の有害化や、食中毒の原因と

なる微生物、自然毒、カビ毒ならびに化学物質について

講述します。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

D1-(3)-②-4　食品成分由来の発がん物質を列挙し、そ

の生成機構を説明できる。

D1-(3)-②-7　食品衛生における法的規制について説明

できる。

D1-(3)-③-1　代表的な細菌性・ウイルス性食中毒を列

挙し、それらの原因となる微生物の性質、症状、原因食

品および予防方法について説明できる。

D1-(3)-③-2　食中毒の原因となる代表的な自然毒を列

挙し、その原因物質、作用機構、症状の特徴を説明でき

る。

D1-(3)-③-3　化学物質(重金属、残留塩素など)やカビ

による食品汚染の具体例を挙げ、ヒトの健康に及ぼす影

響を説明できる。

＜授業のキーワード＞

栄養素とその役割、食事摂取基準、機能性食品、腐敗・
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変敗とその防止、食品添加物

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行う。トピックスについ

ては講義計画にとらわれず適宜取り上げる。

＜履修するにあたって＞

講義中に理解度を知るための到達度確認問題演習（小テ

スト）を適宜実施します。

オフィスアワー：月曜日? 金曜日の16:00?18:00、それ

以外の時間でも在室の場合は随時対応します。

＜授業時間外に必要な学修＞

教科書にあらかじめ目を通して予習しておき、講義資料

を元に講義内容を復習する（目安として0.5ｰ1時間程度

）

＜提出課題など＞

授業後に連絡

＜成績評価方法・基準＞

定期試験及び講義内で小テストまたはオンラインテスト

を実施した場合はその結果も含めて評価します。初回講

義時に詳細について説明します。

食品衛生に関する法的規制、食品成分の有害化、食中毒

の原因となる微生物・自然毒・カビ毒・化学物質などに

ついて、分かりやすく説明できるか否かを判定します。

＜テキスト＞

Ｍｙ衛生薬学(テコム)

＜授業計画＞

第１回　食品機能と食品衛生

食品安全基本法、食品衛生法を中心に、我が国における

食品の安全確保策を概説。また、諸外国における食品衛

生の現状を紹介。D1-(3)-②-７

第２回　食品機能と食品衛生

食品表示法について解説　D1-(3)-②-７

第３回　食品機能と食品衛生

食品成分の有害化について具体例を挙げ、解説する。D1

-(3)-②-４

第４回　食中毒と食品汚染

我が国の食中毒について、食中毒統計を参考にその現状

を把握する。D1-(3)-③-１、D1-(3)-③-２

第５回　食中毒と食品汚染

細菌による食中毒を、その発症機構別に分類し、務それ

ぞれの代表例を挙げ、解説する。D1-(3)-③-１

第６回　食中毒と食品汚染

第５回に引き続き細菌による食中毒の続きとウイルス性

食中毒についてその発症機構と代表的なウイルスを挙げ

開設する。D1-(3)-③-１

第７回　食中毒と食品汚染

動物性自然毒による食中毒について代表例を挙げ、解説

する。D1-(3)-③-２

第８回　食中毒と食品汚染

植物性自然毒による食中毒について代表例を挙げ開設す

る。D1-(3)-③-２

第９回　食中毒と食品汚染

カビ毒について、概説するとともに、代表的なカビ毒を

揚げ、その有害作用について解説する。また、カビ毒に

よる食品汚染の現状を紹介する。D1-(3)-③-３

第１０回　食中毒と食品汚染

地球環境中におけるの重金属の存在形態と生体影響につ

いて解説し、バックグラウンド値についての知識を養う。

D1-(3)-③-3

第１１回　食中毒と食品汚染

重金属による生体影響について解説し、食品汚染による

健康障害事例の紹介とともに、被害防止策について考え

る。D1-(3)-③-３

第１２回　食中毒と食品汚染

農薬の種類と生体影響について概説し、農薬による中毒

事例の紹介と、法的規制について解説する。D1-(3)-③-

３

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

衛生薬学Ⅰ [15～18]

中川　公恵

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面講義です。（ただし、状況によりオンライン講義に

なる場合があります。）

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1,2を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本科目では、栄養素の役割や機能性食品、食品の衛生管

理について講述します。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

D1-(3)-①-1、２，３，４五大栄養素とそれぞれの役割

について消化吸収プロセスを含めて説明できる。Ｄ1-(3

)-①-５，６日本人の食事摂取基準ならびに栄養摂取状

況について説明できる。Ｄ1-(3)-①-７栄養の過不足に

よる疾病および疾病治療における栄養の重要性について

説明できる。D1-(3)-②-1､２，３食品の品質管理につい

て、腐敗、変敗のメカニズムを踏まえて説明できる。D1

-(3)-②-5食品添加物とその主な用途について説明でき

る。D1-(3)-②-６ 食品衛生における法的規制について

説明できる。

＜授業のキーワード＞

栄養素とその役割、食事摂取基準、機能性食品、腐敗・

変敗とその防止、食品添加物

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行う。トピックスについ

ては講義計画にとらわれず適宜取り上げる。



- 76 -

＜履修するにあたって＞

講義中に理解度を知るための到達度確認問題演習（小テ

スト）を適宜実施します。

オフィスアワー：月曜日?金曜日の夕方５時?６時、それ

以外の時間でも在室の場合は随時対応します。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習、復習（目安として0.5ｰ1時間程度）

＜提出課題など＞

授業後に連絡

＜成績評価方法・基準＞

定期試験及び講義内での小テストにて100%として評価す

る。初回講義時に説明します。

五大栄養素の役割と過不足による健康被害、食事摂取基

準や機能性食品、食品の変質とその防止法、食品添加物

の役割などについて、分かりやすく説明できるか否かを

判定します。

＜テキスト＞

My衛生薬学(テコム)

＜授業計画＞

第１回　栄養その1

五大栄養素を挙げ、それぞれの機能について解説。また、

三大栄養素の消化、吸収、代謝についてまとめる。D1-(

3)-①-１，２

第２回　栄養その2

ビタミンの種類と構造、生体における機能を解説。また、

各ビタミン含む食品を列挙する。D1-(3)-①-１，２

第３回　栄養その3

ミネラルの種類を挙げ、それぞれの生体中での分布と機

能を解説。また、ミネラルを含む食品を列挙する。D1-(

3)-①-１，２

第４回　栄養その4

三大栄養素の栄養評価について解説する。食品に含まれ

る食物繊維や主な抗酸化成分を取り上げ、その機能につ

いて概説。D1-(3)-①-３，４

第５回　栄養その5

生命維持に必要なエネルギーについて解説。また、日本

人の食事摂取基準について、それぞれの設定項目の意義

を含めて概説。D1-(3)-①-５，６

第６回　栄養その6

栄養素の過不足による主な疾病について解説するととも

に、最近の栄養摂取状況について、食事摂取基準と比較

する。また、疾病治療と栄養素の関わりについても概説。

補給についても概説。D1-(3)-①-７，８

第７回　食品機能と食品衛生(1)

糖質やタンパク質が変質する機構について解説し、変質

の指標を列挙する。D1-(3)-①-１，２

第８回　食品機能と食品衛生(2)

油脂の変敗機構について解説するとともに、変敗の指標

との関係についても触れる。また、代表的な変質試験法

についても紹介する。最後に食品の変質を防止する方法

について概説するD1-(3)-②-１，２、３。

第９回　食品機能と食品衛生(3)

食品の三次機能を表示する、特別用途食品と保健機能食

品について、現状と問題点を解説する。D1-(3)-①-６

第１０回　食品機能と食品衛生(4)

食品添加物使用の歴史、規制の変遷と、法的規制につい

て解説。同時に諸外国の添加物事情についても紹介。D1

-(3)-①-７

第１１回　食品機能と食品衛生(5)

食品添加物として有用な、保存料、酸化防止剤などにつ

いて、代表例を挙げて解説。D1-(3)-①-５

第１２回　食品機能と食品衛生(6)

食品添加物として有用な甘味料その他について、代表例

を挙げて解説。D1-(3)-①-５

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

衛生薬学Ⅰ [19～]

中川　公恵

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面講義です。（ただし、状況によりオンライン講義に

なる場合があります。）

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1,2を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本科目では、栄養素の役割や機能性食品、食品の衛生管

理について講述します。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

D1-(3)-①-1, 2, 3, 4 五大栄養素とそれぞれの役割に

ついて消化吸収プロセスを含めて説明できる。

Ｄ1-(3)-①-5, 6 日本人の食事摂取基準ならびに栄養摂

取状況について説明できる。

Ｄ1-(3)-①-7 栄養の過不足による疾病および疾病治療

における栄養の重要性について説明できる。

D1-(3)-②-1, 2, 3 食品の品質管理について、腐敗、変

敗のメカニズムを踏まえて説明できる。

D1-(3)-②-5 食品添加物とその主な用途について説明で

きる。

D1-(3)-②-6 特別用途食品と保健機能食品について説明

できる。

＜授業のキーワード＞

栄養素とその役割、食事摂取基準、機能性食品、腐敗・

変敗とその防止、食品添加物

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行う。トピックスについ

ては講義計画にとらわれず適宜取り上げる。
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＜履修するにあたって＞

講義中に理解度を知るための到達度確認問題演習を適宜

実施します。

オフィスアワー：月曜日-金曜日の16:00-18:00、それ以

外の時間でも在室の場合は随時対応します。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習、復習（目安として0.5ｰ1時間程度）

＜提出課題など＞

授業後に連絡

＜成績評価方法・基準＞

定期試験及び講義内での小テストにて100%として評価す

る。初回講義時に詳細について説明します。五大栄養素

の役割と過不足による健康被害、食事摂取基準や機能性

食品、食品の変質とその防止法、食品添加物の役割など

について、分かりやすく説明できるか否かを判定します。

＜テキスト＞

My衛生薬学(テコム)

＜授業計画＞

第1回　栄養その１

五大栄養素を挙げ、それぞれの機能について解説。また、

三大栄養素の消化、吸収、代謝についてまとめる。D1-(

3)-①-１，２

第2回　栄養その２

ビタミンの種類と構造、生体における機能を解説。また、

各ビタミン含む食品を列挙する。D1-(3)-①-１，２

第3回　栄養その３

ミネラルの種類を挙げ、それぞれの生体中での分布と機

能を解説。また、ミネラルを含む食品を列挙する。D1-(

3)-①-１，２

第4回　栄養その４

三大栄養素の栄養評価について解説する。食品に含まれ

る食物繊維や主な抗酸化成分を取り上げ、その機能につ

いて概説。D1-(3)-①-３，４

第5回　栄養その５

生命維持に必要なエネルギーについて解説。また、日本

人の食事摂取基準について、それぞれの設定項目の意義

を含めて概説。D1-(3)-①-５，６

第6回　栄養その６

栄養素の過不足による主な疾病について解説するととも

に、最近の栄養摂取状況について、食事摂取基準と比較

する。また、疾病治療と栄養素の関わりについても概説。

補給についても概説。D1-(3)-①-７，８

第7回　食品機能と食品衛生

食品の変質のうち、腐敗について解説。

第8回　食品機能と食品衛生

食品の変質のうち、変敗について説明するとともに、食

品の変質防止法を解説。

第9回　食品機能と食品衛生

食品の三次機能を表示する、特別用途食品と保健機能食

品について、現状と問題点を解説する。D1-(3)-①-６

第10回　食品機能と食品衛生

食品添加物使用の歴史、規制の変遷と、法的規制につい

て解説。同時に諸外国の添加物事情についても紹介。D1

-(3)-①-７

第11回　食品機能と食品衛生

食品添加物として有用な、保存料、酸化防止剤などにつ

いて、代表例を挙げて解説。D1-(3)-①-５

第12回　食品機能と食品衛生

食品添加物として有用な、甘味料その他について、代表

例を挙げて解説。D1-(3)-①-５

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

衛生薬学Ⅰ [再]

中川　公恵

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義（対面授業）。ただし、緊急事態宣言や休講措置な

どにより対面授業が実施できない場合は遠隔授業（オン

デマンド授業）に切り替えます。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1,2,6を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本科目では、栄養素の役割や機能性食品、食品の衛生管

理について講述します。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

D1-(3)-①-1, 2, 3, 4 五大栄養素とそれぞれの役割に

ついて消化吸収プロセスを含めて説明できる。

Ｄ1-(3)-①-5, 6 日本人の食事摂取基準ならびに栄養摂

取状況について説明できる。

Ｄ1-(3)-①-7 栄養の過不足による疾病および疾病治療

における栄養の重要性について説明できる。

D1-(3)-②-1, 2, 3 食品の品質管理について、腐敗、変

敗のメカニズムを踏まえて説明できる。

D1-(3)-②-5 食品添加物とその主な用途について説明で

きる。

D1-(3)-②-6 特別用途食品と保健機能食品について説明

できる。

＜授業のキーワード＞

栄養素とその役割、食事摂取基準、機能性食品、腐敗・

変敗とその防止、食品添加物

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行う。トピックスについ

ては講義計画にとらわれず適宜取り上げる。
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＜履修するにあたって＞

講義中に理解度を知るための到達度確認問題演習を適宜

実施します。

オフィスアワー：月曜日-金曜日の16:00-18:00、それ以

外の時間でも在室の場合は随時対応します。

＜授業時間外に必要な学修＞

教科書にあらかじめ目を通して予習しておき、講義資料

を元に講義内容を復習する（目安として0.5ｰ1時間程度

）

＜提出課題など＞

授業後に連絡

＜成績評価方法・基準＞

定期試験及び講義内での小テストにて100%として評価す

る。初回講義時に詳細について説明します。五大栄養素

の役割と過不足による健康被害、食事摂取基準や機能性

食品、食品の変質とその防止法、食品添加物の役割など

について、分かりやすく説明できるか否かを判定します。

＜テキスト＞

My衛生薬学(テコム)

＜授業計画＞

第1回　栄養その１

五大栄養素を挙げ、それぞれの機能について解説。また、

三大栄養素の消化、吸収、代謝についてまとめる。D1-(

3)-①-１，２

第2回　栄養その２

ビタミンの種類と構造、生体における機能を解説。また、

各ビタミン含む食品を列挙する。D1-(3)-①-１，２

第3回　栄養その３

ミネラルの種類を挙げ、それぞれの生体中での分布と機

能を解説。また、ミネラルを含む食品を列挙する。D1-(

3)-①-１，２

第4回　栄養その４

三大栄養素の栄養評価について解説する。食品に含まれ

る食物繊維や主な抗酸化成分を取り上げ、その機能につ

いて概説する。D1-(3)-①-３，４

第5回　栄養その５

生命維持に必要なエネルギーについて解説。また、日本

人の食事摂取基準について、それぞれの設定項目の意義

を含めて概説する。D1-(3)-①-５，６

第6回　栄養その６

栄養素の過不足による主な疾病について解説するととも

に、最近の栄養摂取状況について、食事摂取基準と比較

する。また、疾病治療と栄養素の関わりについても概説

する。補給についても概説する。D1-(3)-①-７，８

第7回　食品機能と食品衛生

食品の変質のうち、腐敗について解説する。D1-(3)-②-

1,2,3

第8回　食品機能と食品衛生

食品の変質のうち、変敗について説明するとともに、食

品の変質防止法を解説する。D1-(3)-②-1,2,3

第9回　食品機能と食品衛生

食品の三次機能を表示する、特別用途食品と保健機能食

品について、現状と問題点を解説する。D1-(3)-②-６

第10回　食品機能と食品衛生

食品添加物使用の歴史、規制の変遷と、法的規制につい

て解説。同時に諸外国の添加物事情についても紹介。D1

-(3)-②-７

第11回　食品機能と食品衛生

食品添加物として有用な、保存料、酸化防止剤などにつ

いて、代表例を挙げて解説。D1-(3)-②-５

第12回　食品機能と食品衛生

食品添加物として有用な、甘味料その他について、代表

例を挙げて解説。D1-(3)-②-５

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

0.5単位

LC-MS/MSを用いた薬物血中濃度解析 [13～14]

福島　昭二

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり５年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2・3を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

E4　薬の生体内運命　(2)薬物動態の解析

【②TDM (Therapeutic Drug Monitoring)】

E4-(2)-②-2 TDMを行う歳の採血ポイント、資料の取扱、

測定法について説明できる。

＜授業のキーワード＞

薬物血中濃度、液体クロマトグラフィー、HPLC、質量分

析、LCMS

＜授業の進め方＞

授業計画に従って4回の講義・実習を行ないます。

＜履修するにあたって＞

あらかじめ液体クロマトグラフィー、質量分析について

復習してください。

オフィスアワー：金曜３限

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、液体クロマトグラフィー、質量分析に

ついて復習しておくこと（１時間）。

＜提出課題など＞
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講義・実習内で指示します。

＜成績評価方法・基準＞

レポートで評価します。

＜テキスト＞

福島編プリント

＜参考図書＞

講義・実習内で紹介します。

＜授業計画＞

第1回　薬物濃度測定のための血液前処理法

薬物血中濃度測定のための前処理法を理解する。

E4-(2)-②-2

第2回　LC-MS/MSの原理と実例

LC-MS/MSの原理を理解し、実例を説明する。

E4-(2)-②-2

第3回　LC-MS/MSの操作：血液処理と分析

実際のサンプルを測定する。

E4-(2)-②-2

第4回　LC-MS/MSのデータの解析

測定結果を解析する。

E4-(2)-②-2

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

0.5単位

LC-MS/MSを用いた薬物血中濃度解析 [15～18]

福島　昭二

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり５年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2・3を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

E4　薬の生体内運命　(2)薬物動態の解析

【②TDM (Therapeutic Drug Monitoring)】

E4-(2)-②-2 TDMを行う歳の採血ポイント、資料の取扱、

測定法について説明できる。

＜授業のキーワード＞

薬物血中濃度、液体クロマトグラフィー、HPLC、質量分

析、LCMS

＜授業の進め方＞

授業計画に従って4回の講義・実習を行ないます。

＜履修するにあたって＞

あらかじめ液体クロマトグラフィー、質量分析について

復習してください。

オフィスアワー：金曜３限

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、液体クロマトグラフィー、質量分析に

ついて復習しておくこと（１時間）。

＜提出課題など＞

講義・実習内で指示します。

＜成績評価方法・基準＞

レポートで評価します。

＜テキスト＞

福島編プリント

＜参考図書＞

講義・実習内で紹介します。

＜授業計画＞

第1回　薬物濃度測定のための血液前処理法

薬物血中濃度測定のための前処理法を理解する。

E4-(2)-②-2

第2回　LC-MS/MSの原理と実例

LC-MS/MSの原理を理解し、実例を説明する。

E4-(2)-②-2

第3回　LC-MS/MSの操作：血液処理と分析

実際のサンプルを測定する。

E4-(2)-②-2

第4回　LC-MS/MSのデータの解析

測定結果を解析する。

E4-(2)-②-2

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

エコロジーを考える

岡本　正志

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり6年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、6と7を目指

す。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

本学は、建学の精神「真理愛好・個性尊重」すなわち「

学びと知の探究を通じて、普遍的な学問体系の英知に触

れる喜びを実感し、その過程で自己と他者の個性に気づ

き、互いの存在をこよなく尊重すること」を実践する。

教育目標として「自主的で個性豊かな良識ある社会人」

の育成を目指している。加えて、薬学部は、医療人とし

ての薬剤師に必要な知識及び技能を修得させ、社会の求

める医療のニーズに応えうる問題解決能力を持った学士

（薬学）の育成を行うとともに、高度の専門知識・技能
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を持った薬剤師の養成を目的としている。この目的を達

成するためのカリキュラムを通して、以下の基本的資質、

態度、能力を身につけた学生に学位を授与する。

1.医療人として、豊かな人間性と高い倫理観、広い教養

をもち、人の命と健康的な生活を守る使命感、責任感を

有している。

2.科学者として、医薬品を含む化学物質等の特性や生体

・環境への作用と影響、及び人体の構造と機能、疾病の

成り立ちを理解するのに必要な科学に関する基本的な知

識を有している。

3.薬の専門家として、医薬品及び薬物治療についての専

門的な知識を有している。

4.医療人として、患者の背景を理解し、多職種との相互

理解を深め、積極的に連携・協力し、薬剤師に求められ

る行動を実践する能力を有している。

5.薬剤師として、患者状態の把握、必要な情報収集と活

用、安全で有効な薬物療法の実施と評価等の薬学的管理

を実践する能力を有している。

6.医療の担い手として、人々の健康増進、公衆衛生の向

上に貢献する能力を有している。

7.医療人として、医療を取り巻く課題に気づき、それら

を考察し、課題解決に貢献できる能力を有している。

8.薬剤師として、進歩する医療に対して常に関心や学習

意欲をもち、生涯にわたり自己研鑚に励む態度を有して

いる。

＜到達目標＞

公衆衛生の向上に貢献するために、感染症、生活習慣病、

職業病についての現状とその予防に関する基本的知識を

修得する。社会における集団の健康と疾病の現状および

その影響要因を把握するために、保健統計と疫学に関す

る基本的知識を修得する。

以下の各SBOsを到達目標とする。

D1-(1)-①-1　健康と疾病の概念の変遷と、その理由を

説明できる。

D1-(1)-②-1　集団の健康と疾病の現状およびその影響

要因を把握する上での人口統計の意義を概説できる。

D1-(1)-②-2　人口統計および疾傷統計に関する指標に

ついて説明できる。

D1-(1)-②-3　人口動態（死因別死亡率など）の変遷び

ついて説明できる。

D1-(1)-③-1　疾病の予防における疫学の役割を説明で

きる。

D1-(1)-③-2　疫学の三要因（病因、環境要因、宿主要

因）について説明できる。

D1-(1)-③-3　疫学の種類（記述疫学、分析疫学など）

とその方法について説明できる。

D1-(1)-③-4　リスク要因の評価として、オッズ比、相

対危険度、寄与危険度および信頼区間について説明し、

計算できる。

D1-(2)-①-1　疾病の予防について、一次、二次、三次

予防という言葉を用いて説明できる。D1-(2)-①-2　健

康増進政策（健康日本21など）について概説できる。

D1-(2)-②-1　現代における感染症（日和見感染症、院

内感染、新興感染症、再興感染症など）の特徴について

説明できる。

D1-(2)-②-2　感染症法における、感染症とその分類に

ついて説明できる。

D1-(2)-②-3　代表的な性感染症を列挙し、その予防対

策について説明できる。

D1-(2)-②-4　予防接種の意義と方法について説明でき

る。

D1-(2)-③-1　生活習慣病の種類とその動向について説

明できる。

D1-(2)-③-2　生活習慣病の代表的なリスク要因を列挙

し、その予防法について説明できる。D1-(2)-③-3　食

生活や喫煙などの生活習慣と疾病の関わりについて討議

する。

D1-(2)-④-1　新生児マススクリーニングの意義につい

て説明し、代表的な検査項目を列挙できる。

D1-(2)-④-2　母子感染する代表的な疾患を列挙し、そ

の予防対策について説明できる。

D1-(2)-⑤-1　代表的な労働災害、職業性疾病について

説明できる。

D1-(2)-⑤-2　労働衛生管理について説明できる。.

＜授業のキーワード＞

健康と疾病、保健統計、疫学、生活習慣病、感染症、労

働衛生

＜授業の進め方＞

授業計画にしたがって、12回の講義を行います。第1回

目～第12回目の授業内容の順番が入れかわる場合があり

ます。

＜履修するにあたって＞

関連科目：「応用衛生薬学Ⅰ」。講義後は必ず復習をし、

理解を深めるようにしてください。

オフィスアワー：火曜日の12:45～13:30

＜授業時間外に必要な学修＞

演習問題配布時には、それに答えてください。事前学習

として15分しておくこと、事後学習として45分すること。

＜提出課題など＞

提出課題については、講義時に連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

評価の詳細については、授業中に説明します。

＜テキスト＞

プリント。

＜参考図書＞

「厚生の指標・増刊　国民衛生の動向」、一般財団法人

　厚生労働統計協会

＜授業計画＞

第1回　社会・集団と健康（1）

1. WHOの健康の定義と変遷を説明することができる。
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2. WHOの役割と活動を概説することができる。

第2回　社会・集団と健康（2）

1. 人口動態と人口静態について説明することができる。

2. 国勢調査の目的と意義を説明することができる。

3. 人口の将来予測に必要な指標を列挙し、その意義に

ついて説明することができる。

4. 人口ピラミッドについて説明することができる。

第3回　社会・集団と健康（3）

1. 死亡に関する様々な指標の定義と意義について説明

することができる。

2. 死因別死亡率の変遷について説明することができる。

3. 平均寿命と健康寿命について説明することができる。

第4回　社会・集団と健康（4）

1. 社会・集団疾病予防における役割を説明することが

できる。

2. 疫学の三要因（病因、環境要因、宿主要因）につい

て説明することができる。3. 観察学的疫学と介入研究

の特徴を説明し、それぞれの長所と短所を説明すること

ができる。

第5回　社会・集団と健康（5）

1. コホート研究のうち、相対危険度、寄与危険度の算

出法を説明し、計算することができる。

2. 症例・対照研究のうち、オッズ比について説明し、

計算することができる。

3. 信頼区間について説明することができる。

4. 根拠に基づいた医療、二重盲検法、乱数表を用いた

無作為化.などの疫学データの解析法を説明することが

できる。

第6回　疾病予防（1）

1. 疾病の予防について、 一次予防、二次予防、三次予

防の違いと具体例を説明することことができる。

2. 学校薬剤師の必要性と役割について概説することが

できる。

3. 健康日本２１（第一次、第二次）の目的と主な目標

値について概説することができる。

第7回　疾病予防（2）

1. 感染症（日和見感染症、院内感染症、新興感染症、

再興感染症、検疫感染症）の特徴と主な感染症名を列挙

できる。

2. 感染症の特徴とその予防対策を説明することができ

る。

3. 感染症を一類?五類に分類することができる。

4. 垂直感染（経胎盤感染、産道感染）する感染症を列

挙し、その予防対策を説明することができる。

第8回　疾病予防（3）

1. わが国の性感染症の変遷、特徴、予防対策を説明す

ることができる。

2. 予防接種法の変遷とその意義を説明することができ

る。

3. ワクチンを分類し、その接種時期などを説明するこ

とができる。

第9回　疾病予防（4）

1. 代表的な生活習慣病を列挙し、その動向を説明する

ことができる。

2. 代表的な生活習慣病のリスク要因を列挙することが

できる。

3. 生活習慣病の成因を概説し、その予防対策を説明す

ることができる。

4. 喫煙、肥満、運動不足などの生活習慣と疾病の関わ

りを説明することができる。

5. 特定健康診査の目的と検査項目について概説するこ

とができる。

第10回　疾病予防（5）

1. 新生児マススクリーニング対象疾患を列挙し、その

成因を説明することができる。

2. 新生児マススクリーニングの検査方法におけるタン

デム・マス法の有用性を説明することができる。

第11回　疾病予防（6）

1. 主な職業癌や職業病とその要因を列挙することがで

きる。

2. 代表的な労働災害の要因とその予防対策について概

説することができる。

第12回　疾病予防（7）

1. 労働衛生管理における健康管理、作業環境管理、作

業管理の必要性と意義について説明することができる。

2. 業環境の基準（許容濃度など）の必要性と意義につ

いて概説することが できる。

第13回　社会・集団と健康（まとめ）

第1回～第5回のまとめ

第14回　疾病予防（まとめ）

第6回～第9回のまとめ

第15回　疾病予防（まとめ）

第10回～第12回のまとめ
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--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

1.0単位

エビデンスに基づいた薬物治療を考える [13～14]

橋本　保彦

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義、演習、実技

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり５年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、4，5を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬学の専門知識を基礎として身につけ、常に患者や社会

が求めるニーズに目を向けることを学習します。また日

進月歩する医療を生涯にわたって学び、最適な医療を提

供することによって社会に貢献できるようになるために、

必要なこころ構えを身につけます。

なお、この授業の担当者は病院での薬剤師経験を５年間

経験している実務家教員であり、より実践的な観点から

臨床薬学について解説する。

＜到達目標＞

到達目標として、以下の各SBOsを挙げる。学生がこれら

を学び使えるように講義を進めていく。

C15-(1)-⑤-1EBMの基本概念と有用性について説明でき

る。

C15-(1)-⑤-2EBM実践プロセスを概説できる。

C15-(1)-⑤-3臨床研究法の長所と短所を概説できる。

C15-(1)-⑤-5真のエンドポイントと代用エンドポイント

の違いを説明できる。

H0001症例シナリオより、患者の問題点に気づき、解決

する方法を考える。

EBMのSTEP1で立てたPICOのキーワードを用いて文献検索

を行う。

C15-(1)-③-1目的に合った適切な情報源を選択し、必要

な情報を検索、収集できる。

C15-(1)-④-3インターネットなどを利用して代表的な医

薬品情報を収集できる。

C15-(1)-③-2医薬品情報を質的に評価する際に必要な基

本的項目を列挙できる。

C15-(1)-⑥-2医薬品に関する論文を評価、要約し、臨床

上の問題を解決するために必要な情報を提示できる。

C15-(1)-⑤-5真のエンドポイントと代用のエンドポイン

トの違いを説明できる。

C15-(1)-⑤-6臨床適用上の効果指標（オッズ比、必要治

療数、相対危険度など）について説明できる。

C15-(1)-⑤-4メタアナリシスの概念を理解し、結果を評

価できる。（知識・技能）

＜授業のキーワード＞

エビデンス、薬物治療、文献検索、批判的吟味、論文の

質の評価

＜授業の進め方＞

授業計画に従って8回の講義を行ないます。

＜履修するにあたって＞

これまでに習った医薬品情報学の復習が必要です。

オフィスアワー：随時。事前にメールをしてください。

 メールをする時は，タイトル欄に学籍番号と名前を入

力すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習としてこれまで学んだ医薬品情報の復習をして

おいてください(1.5時間）。事後学習として新しく学ん

だ部分は自分で批判的吟味ができるようにしてください

(2時間)。

＜提出課題など＞

講義の中で指示する。課題提出時にフィードバックを行

う。

＜成績評価方法・基準＞

講義中の課題やレポートに基づいて評価する。

また講義中の態度、演習や実技を積極的にできているか

を評価の対象とする。

評価は態度50%、課題、50%ととする。

＜テキスト＞

なし。必要な資料を作成し、配布する。

＜授業計画＞

第1回　EBMの概論

EBMの概念と必要せを学ぶ。なぜ必要であるのかを考え

る。

C15ー(1)ー⑤ー1EBMの基本概念と有用性について説明で

きる。

C15ー(1)ー⑤ー2EBM実践プロセスを概説できる。

C15ー(1)ー⑤ー3臨床研究法の長所と短所を概説できる。

C15ー(1)ー⑤ー5真のエンドポイントと代用エンドポイ

ントの違いを説明できる。

第2回　EBMのSTEP1 臨床疑問の定式化

H0001

症例シナリオより、患者の問題点に気づき、解決する方

法を考える。

症例シナリオから

P(patients)：どのような患者に

I/E(intervention/exposure)：介入（暴露）した場合：

そうでない場合を比較して

O(outcome)：結果はどうなるのか

を読み取り、定式化する。

第3回　文献検索
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EBMのSTEP1で立てたPICOのキーワードを用いて文献検索

を行う。

PubMedを利用して文献検索ができる。

Single Citation Matcherを利用して文献検索ができる。

Clinical Query を利用して文献検索ができる。

C15-(1)-③-1目的に合った適切な情報源を選択し、必要

な情報を検索、収集できる。

C15-(1)-④-3インターネットなどを利用して代表的な医

薬品情報を収集できる。

第4回　ランダム化比較試験の批判的吟味①

臨床疑問に相応しい研究デザインであるのかを確認する。

ランダム化の仕方について確認する。

盲検化の方法について確認する。

症例数の根拠について確認する。

プライマリーアウトカムは真のエンドポイントであるこ

とを確認する。

C15-(1)-③-2医薬品情報を質的に評価する際に必要な基

本的項目を列挙できる。

C15-(1)-⑤-5真のエンドポイントと代用のエンドポイン

トの違いを説明できる。

C15-(1)-⑥-2医薬品に関する論文を評価、要約し、臨床

上の問題を解決するために必要な情報を提示できる。

第5回　ランダム化比較試験の批判的吟味②

非劣性試験、優劣生試験、同等性試験の結果を説明でき

る。

交絡因子、バイアスを確認し、適切な処置がとられてい

るかを確認する。

適切な統計手法が行われているかを確認する。

臨床評価指標を計算し、その意味を理解できる。

治療継続割合、脱落割合について確認する。

利益相反について記載があるかを確認する。

C15-(1)-③-2医薬品情報を質的に評価する際に必要な基

本的項目を列挙できる。

C15-(1)-⑥-2医薬品に関する論文を評価、要約し、臨床

上の問題を解決するために必要な情報を提示できる。

C15-(1)-⑤-6臨床適用上の効果指標（オッズ比、必要治

療数、相対危険度など）について説明できる。

第6回　系統的レビューの批判的吟味①

系統的レビューは、疾患の治療効果に関するエビデンス

の最高峰である。

系的レビューの作成法を学び、系統的レビューの質を評

価する。評価項目は以下の通りである。

PICOは設定されているか。

コクランレビューか。

GRADE approachか。

全ての研究を網羅的に収集しているか。

・検索に用いたデータベースは何か。

・どのような検索キーワードを用いたか。

・どの期間の研究を調べたか。

・個々の論文の参考文献まで調べたか。

C15-(1)-③-2

C15-(1)-⑥-2

第7回　系統的レビューの批判的吟味②

系統的レビューは、疾患の治療効果に関するエビデンス

の最高峰である。

系的レビューの作成法を学び、系統的レビューの質を評

価する。評価項目は以下の通りである。

全ての研究を網羅的に収集しているか。

・個々の研究者に連絡をとったか。

・未出版研究については追跡したか。

・英語以外の研究も集めたか。

・研究の評価は独立して行われているか。

収集した文献のrisk of biasは評価されているか（7項

目）。

アウトカム毎にメタ解析されているか。

・異質性は示されているか。

・出版バイアスは検討しているか。

結果はどのような指標で示されているか。

ばらつきはどうか。

C15-(1)-③-2

C15-(1)-⑥-2

第8回　総まとめ

学生自身が実務実習で経験した臨床疑問について、文献

検索を行い、批判的吟味を行う。

C15-(1)-⑥-2

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

1.0単位

エビデンスに基づいた薬物治療を考える [15～18]

橋本　保彦

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり５年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、4，5を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬学の専門知識を基礎として身につけ、常に患者や社会

が求めるニーズに目を向けることを学習します。また日

進月歩する医療を生涯にわたって学び、最適な医療を提

供することによって社会に貢献できるようになるために、

必要なこころ構えを身につけます。

なお、この授業の担当者は病院での薬剤師経験を５年間
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経験している実務家教員であり、より実践的な観点から

臨床薬学について解説する。

＜到達目標＞

到達目標として、以下の各SBOsを挙げる。学生がこれら

を学び使えるように講義を進めていく。

E3-(1)-③-1　目的（効能効果、副作用、相互作用、薬

剤鑑別、妊婦への投与、中毒など）に合った適切な情報

源を選択し、必要な情報を検索、収集できる。

E3-(1)-③-2　MEDLINEなどの医学・薬学文献データベー

ス検索におけるキーワード、シソーラスの重要性を理解

し、検索できる。

E3-(1)-③-3　医薬品情報の信頼性、科学的妥当性など

を評価する際に必要な基本的項目を列挙できる。

E3-(1)-③-4　臨床試験などの原著論文および三次資料

について医薬品情報の質を評価できる。

E3-(1)-④-1 EBMの基本概念と実践のプロセスについて

説明できる。

E3-(1)-④-2 代表的な臨床研究法（ランダム化比較試験、

コホート研究、ケースコントロール研究など）の長所と

短所を挙げ、それらのエビデンスレベルについて概説で

きる。

E3-(1)-④-3 臨床研究論文の批判的吟味に必要な基本的

項目を列挙し、内的妥当性（研究結果の正確度や再現性

）と外的妥当性（研究結果の一般化の可能性）について

概説できる。

E3-(1)-④-4 メタアナリシスの概念を理解し、結果を説

明できる。

E3-(1)-⑥-2 臨床研究におけるバイアス・交絡について

概説できる。

E3-(1)-⑥-5 優越性試験と非劣性試験の違いについて説

明できる。

E3-(1)-⑥-6 介入研究の計画上の技法（症例数設定、ラ

ンダム化、盲検化など）について概説できる。

E3-(1)-⑥-7 統計解析時の注意点について概説できる。

E3-(1)-⑥-8 介入研究の効果指標（真のエンドポイント

と代用のエンドポイント、主要エンドポイントと副次的

エンドポイント）の違いを、例を挙げて説明できる。

E3-(1)-⑥-9 臨床研究の結果（有効性、安全性）の主な

パラメータ（相対リスク、相対リスク減少、絶対リスク、

絶対リスク減少、治療必要数、オッズ比、発生率、発生

割合）を説明し、計算できる。

AD-E3-②-1臨床上の問題を定式化し、その解決のための

情報を収集・評価し、それに基づいて解決法を提案でき

る。

＜授業のキーワード＞

エビデンス、薬物治療、文献検索、批判的吟味、論文の

質の評価

＜授業の進め方＞

授業計画に従って8回の講義を行ないます。

＜履修するにあたって＞

これまでに習った医薬品情報学の復習が必要です。

オフィスアワー：随時。事前にメールをしてください。

メールをする時は，タイトル欄に学籍番号と名前を入力

すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習としてこれまで学んだ医薬品情報の復習をして

おいてください(1.5時間）。事後学習として新しく学ん

だ部分は自分で批判的吟味ができるようにしてください

(2時間)。

＜提出課題など＞

講義の中で指示する。課題提出時にフィードバックを行

う。

＜成績評価方法・基準＞

講義中の課題やレポートに基づいて評価する。

また講義中の態度、演習や実技を積極的にできているか

を評価の対象とする。

評価は態度50%、課題、50%ととする。

＜テキスト＞

なし。必要な資料は作成し、配布する。

＜授業計画＞

第1回　EBMの概論

EBMの概念と必要せを学ぶ。なぜ必要であるのかを考え

る。

E3-(1)-④-1 EBMの基本概念と実践のプロセスについて

説明できる。

E3-(1)-④-2 代表的な臨床研究法（ランダム化比較試験、

コホート研究、ケースコントロール研究など）の長所と

短所を挙げ、それらのエビデンスレベルについて概説で

きる。

E3-(1)-⑥-8 介入研究の効果指標（真のエンドポイント

と代用のエンドポイント、主要エンドポイントと副次的

エンドポイント）の違いを、例を挙げて説明できる。

第2回　EBMのSTEP1 臨床疑問の定式化(PI/ECO)

症例シナリオより、患者の問題点に気づき、解決する方

法を考える。

症例シナリオから

P(patients)：どのような患者に

I/E(intervention/exposure)：介入（暴露）した場合：

そうでない場合を比較して

O(outcome)：結果はどうなるのか

を読み取り、定式化する。

AD-E3-②-1臨床上の問題を定式化し、その解決のための

情報を収集・評価し、それに基づいて解決法を提案でき

る。

第3回　文献検索

EBMのSTEP1で立てたPICOのキーワードを用いて文献検索

を行う。

PubMedを利用して文献検索ができる。

Single Citation Matcherを利用して文献検索ができる。
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Clinical Query を利用して文献検索ができる。

E3-(1)-③-1　目的（効能効果、副作用、相互作用、薬

剤鑑別、妊婦への投与、中毒など）に合った適切な情報

源を選択し、必要な情報を検索、収集できる。

E3-(1)-③-2　MEDLINEなどの医学・薬学文献データベー

ス検索におけるキーワード、シソーラスの重要性を理解

し、検索できる。

AD-E3-②-1臨床上の問題を定式化し、その解決のための

情報を収集・評価し、それに基づいて解決法を提案でき

る。

第4回　ランダム化比較試験の批判的吟味①

臨床疑問に相応しい研究デザインであるのかを確認する。

ランダム化の仕方について確認する。

盲検化の方法について確認する。

症例数の根拠について確認する。

E3-(1)-③-3　医薬品情報の信頼性、科学的妥当性など

を評価する際に必要な基本的項目を列挙できる。

E3-(1)-③-4　臨床試験などの原著論文および三次資料

について医薬品情報の質を評価できる。

E3-(1)-④-3 臨床研究論文の批判的吟味に必要な基本的

項目を列挙し、内的妥当性（研究結果の正確度や再現性

）と外的妥当性（研究結果の一般化の可能性）について

概説できる。

E3-(1)-⑥-6 介入研究の計画上の技法（症例数設定、ラ

ンダム化、盲検化など）について概説できる。

AD-E3-②-1臨床上の問題を定式化し、その解決のための

情報を収集・評価し、それに基づいて解決法を提案でき

る。

第5回　ランダム化比較試験の批判的吟味②

非劣性試験、優劣生試験、同等性試験の結果を説明でき

る。

交絡因子、バイアスを確認し、適切な処置がとられてい

るかを確認する。

適切な統計手法が行われているかを確認する。

臨床評価指標を計算し、その意味を理解できる。

治療継続割合、脱落割合について確認する。

利益相反について記載があるかを確認する。

E3-(1)-③-3　医薬品情報の信頼性、科学的妥当性など

を評価する際に必要な基本的項目を列挙できる。

E3-(1)-⑥-2 臨床研究におけるバイアス・交絡について

概説できる。

E3-(1)-⑥-5 優越性試験と非劣性試験の違いについて説

明できる。

E3-(1)-⑥-7 統計解析時の注意点について概説できる。

E3-(1)-⑥-9 臨床研究の結果（有効性、安全性）の主な

パラメータ（相対リスク、相対リスク減少、絶対リスク、

絶対リスク減少、治療必要数、オッズ比、発生率、発生

割合）を説明し、計算できる。

第6回　系統的レビューの批判的吟味①

系統的レビューは、疾患の治療効果に関するエビデンス

の最高峰である。

系的レビューの作成法を学び、系統的レビューの質を評

価する。評価項目は以下の通りである。

PICOは設定されているか。

コクランレビューか。

GRADE approachか。

全ての研究を網羅的に収集しているか。

・検索に用いたデータベースは何か。

・どのような検索キーワードを用いたか。

・どの期間の研究を調べたか。

・個々の論文の参考文献まで調べたか。

E3-(1)-③-4　臨床試験などの原著論文および三次資料

について医薬品情報の質を評価できる。

E3-(1)-④-4 メタアナリシスの概念を理解し、結果を説

明できる。

第7回　系統レビューの批判的吟味②

系統的レビューは、疾患の治療効果に関するエビデンス

の最高峰である。

系的レビューの作成法を学び、系統的レビューの質を評

価する。評価項目は以下の通りである。

全ての研究を網羅的に収集しているか。

・個々の研究者に連絡をとったか。

・未出版研究については追跡したか。

・英語以外の研究も集めたか。

・研究の評価は独立して行われているか。

収集した文献のrisk of biasは評価されているか（7項

目）。

アウトカム毎にメタ解析されているか。

・異質性は示されているか。

・出版バイアスは検討しているか。

結果はどのような指標で示されているか。

ばらつきはどうか。

E3-(1)-③-4　臨床試験などの原著論文および三次資料

について医薬品情報の質を評価できる。

E3-(1)-④-4 メタアナリシスの概念を理解し、結果を説

明できる。

E3-(1)-⑥-7 統計解析時の注意点について概説できる。

第8回　総まとめ

学生自身が実務実習で経験した臨床疑問について、文献

検索を行い、批判的吟味を行う。

AD-E3-②-1
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

演習ⅠＡ [19～]

日置　和人、宇髙　慎平、内海　美保、岡本　正志、楢

原　正則、野ヶ峯　亜由美、平岩　英培、福島　恵造、

藤井　文彦、前田　光子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面での演習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、必

修実習・演習科目であり１年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

高校までとは異なる大学での学びを理解し、積極的に学

ぶための基礎学力を確固たるものとする。

基本的な演習や到達度確認試験により、関連科目の理解

を深める。

今後の学びにおいての態度として、個々に目標を立て、

学習計画を立てられるようになる。

＜到達目標＞

以下の各SBO'sを到達目標とする。

薬学部での学習の要点を整理する。

JB-(9)-②-1

JB-(9)-②-2

＜授業のキーワード＞

大学での学び方、学習の習慣づけ、要点ノートの作成

＜授業の進め方＞

授業計画に従って行う。

アクティブラーニングとして、適宜グループワークを行

う。

＜履修するにあたって＞

関連科目は、前期開講の専門教育科目（選択必修科目）

すべてとする。

不得意科目をつくらないように、薬学の基礎学力を確固

たるものとする。

PC操作が苦手な人は、共通教育科目「ICT実習Ⅰ」を活

用して、今後の上級学年での学びに支障をきたさぬよう

準備しておく。

積極的に学び、途中の到達度確認試験や解説講義を、暗

記ではなく内容をしっかり把握するよう、努力すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、予習をする（目安として１時間）。

事後学習として、必ず復習し不明な点は次週までに必ず

解決しておく（目安として２時間）。

＜提出課題など＞

演習毎に課題を提示する。

＜成績評価方法・基準＞

取り組み状況を100%として評価する。

取り組み状況とは、関連抗議の内容をさらに深く理解し

ようとし、疑問点を明らかにし、それらを解決するまで

の態度、とする。

到達度40％、取り組み(提出課題等も含む）40％、注意

事項の遵守(授業参加の際の最低限のモラル）20％

＜授業計画＞

第１回　第１回-1

基礎生物学到達度確認試験

第１回-2

基礎生物学到達度確認試験解説

第１回-1

第１回から第４回までの講義内容を出題範囲とした到達

度確認試験を行います。

第１回-2

到達度確認試験の解説講義を行います。

第２回　第２回-1

基礎物理学到達度確認試験

第２回-2

基礎物理学到達度確認試験解説

第２回-1

第１回から第４回までの講義内容を出題範囲とした到達

度確認試験を行います。

第２回-2

到達度確認試験の解説講義を行います。

第３回　第３回-1

物理化学Ⅰ到達度確認試験

第３回-2

物理化学Ⅰ到達度確認試験解説

第３回-1

第１回から第４回までの講義内容を出題範囲とした到達

度確認試験を行います。

第３回-2

到達度確認試験の解説講義を行います。

第４回　第４回-1

基礎化学到達度確認試験

第４回-2

基礎化学到達度確認試験解説

第４回-1

第１回から第４回までの講義内容を出題範囲とした到達

度確認試験を行います。
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第４回-2

到達度確認試験の解説講義を行います。

第５回　第５回-1

機能形態学到達度確認試験

第５回-2

機能形態学到達度確認試験解説

第５回-1

第１回から第４回までの講義内容を出題範囲とした到達

度確認試験を行います。

第５回-2

到達度確認試験の解説講義を行います。

第６回　専門科目の補習①

基礎生物学の補習

第７回　専門科目の補習②

基礎物理学の補習

第８回　専門科目の補習③

物理化学Ⅰの補習

第９回　専門科目の補習④

基礎化学の補習

第１０回　専門科目の補習⑤

機能形態学の補習

第１１回　エイジミキシング演習①

上級生との交流を通じて、専門教育科目の理解を深めま

す。

第１２回　エイジミキシング演習②

上級生との交流を通じて、専門教育科目の理解を深めま

す。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

演習ⅠＡ [19～]

日置　和人、宇髙　慎平、内海　美保、岡本　正志、楢

原　正則、野ヶ峯　亜由美、平岩　英培、福島　恵造、

藤井　文彦、前田　光子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面での演習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、必

修実習・演習科目であり１年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

高校までとは異なる大学での学びを理解し、積極的に学

ぶための基礎学力を確固たるものとする。

基本的な演習や到達度確認試験により、関連科目の理解

を深める。

今後の学びにおいての態度として、個々に目標を立て、

学習計画を立てられるようになる。

＜到達目標＞

以下の各SBO'sを到達目標とする。

薬学部での学習の要点を整理する。

JB-(9)-②-1

JB-(9)-②-2

＜授業のキーワード＞

大学での学び方、学習の習慣づけ、要点ノートの作成

＜授業の進め方＞

授業計画に従って行う。

アクティブラーニングとして、適宜グループワークを行

う。

＜履修するにあたって＞

関連科目は、前期開講の専門教育科目（選択必修科目）

すべてとする。

不得意科目をつくらないように、薬学の基礎学力を確固

たるものとする。

PC操作が苦手な人は、共通教育科目「ICT実習Ⅰ」を活

用して、今後の上級学年での学びに支障をきたさぬよう

準備しておく。

積極的に学び、途中の到達度確認試験や解説講義を、暗

記ではなく内容をしっかり把握するよう、努力すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、予習をする（目安として１時間）。

事後学習として、必ず復習し不明な点は次週までに必ず

解決しておく（目安として２時間）。

＜提出課題など＞

演習毎に課題を提示する。

＜成績評価方法・基準＞

取り組み状況を100%として評価する。

取り組み状況とは、関連抗議の内容をさらに深く理解し

ようとし、疑問点を明らかにし、それらを解決するまで

の態度、とする。

到達度40％、取り組み(提出課題等も含む）40％、注意

事項の遵守(授業参加の際の最低限のモラル）20％

＜授業計画＞

第１回　第１回-1

基礎生物学到達度確認試験

第１回-2

基礎生物学到達度確認試験解説

第１回-1

第１回から第４回までの講義内容を出題範囲とした到達

度確認試験を行います。

第１回-2

到達度確認試験の解説講義を行います。

第２回　第２回-1

基礎物理学到達度確認試験
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第２回-2

基礎物理学到達度確認試験解説

第２回-1

第１回から第４回までの講義内容を出題範囲とした到達

度確認試験を行います。

第２回-2

到達度確認試験の解説講義を行います。

第３回　第３回-1

物理化学Ⅰ到達度確認試験

第３回-2

物理化学Ⅰ到達度確認試験解説

第３回-1

第１回から第４回までの講義内容を出題範囲とした到達

度確認試験を行います。

第３回-2

到達度確認試験の解説講義を行います。

第４回　第４回-1

基礎化学到達度確認試験

第４回-2

基礎化学到達度確認試験解説

第４回-1

第１回から第４回までの講義内容を出題範囲とした到達

度確認試験を行います。

第４回-2

到達度確認試験の解説講義を行います。

第５回　第５回-1

機能形態学到達度確認試験

第５回-2

機能形態学到達度確認試験解説

第５回-1

第１回から第４回までの講義内容を出題範囲とした到達

度確認試験を行います。

第５回-2

到達度確認試験の解説講義を行います。

第６回　専門科目の補習①

基礎生物学の補習

第７回　専門科目の補習②

基礎物理学の補習

第８回　専門科目の補習③

物理化学Ⅰの補習

第９回　専門科目の補習④

基礎化学の補習

第１０回　専門科目の補習⑤

機能形態学の補習

第１１回　エイジミキシング演習①

上級生との交流を通じて、専門教育科目の理解を深めま

す。

第１２回　エイジミキシング演習②

上級生との交流を通じて、専門教育科目の理解を深めま

す。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

演習ⅠＢ [19～]

日置　和人、宇髙　慎平、鷹野　正興、髙橋　隆幸、角

田　慎一、楢原　正則、野ヶ峯　亜由美、平野　裕之、

前田　光子、山原　弘

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面での演習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、必

修実習・演習科目であり１年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

高校までとは異なる大学での学びを理解し、積極的に学

ぶための基礎学力を確固たるものとする。

基本的な演習や到達度確認試験により、関連科目の理解

を深める。

今後の学びにおいての態度として、個々に目標を立て、

学習計画を立てられるようになる。

＜到達目標＞

以下の各SBO'sを到達目標とする。

薬学部での学習の要点を整理する。

JB-(9)-②-1

JB-(9)-②-2

＜授業のキーワード＞

大学での学び方、学習の習慣づけ、要点ノートの作成

＜授業の進め方＞

授業計画に従って行う。

アクティブラーニングとして、適宜グループワークを行

う。

＜履修するにあたって＞

関連科目は、前期開講の専門教育科目（選択必修科目）

すべてとする。

不得意科目をつくらないように、薬学の基礎学力を確固

たるものとする。

PC操作が苦手な人は、共通教育科目「ICT実習Ⅱ」を活

用して、今後の上級学年での学びに支障をきたさぬよう

準備しておく。

積極的に学び、途中の到達度確認試験や解説講義を、暗
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記ではなく内容をしっかり把握するよう、努力すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、予習をする（目安として１時間）。

事後学習として、必ず復習し不明な点は次週までに必ず

解決しておく（目安として２時間）。

＜提出課題など＞

演習毎に提出課題あり。

＜成績評価方法・基準＞

取り組み状況を100%として評価する。

取り組み状況とは、課題の内容をさらに深く理解しよう

とし、疑問点を明らかにし、それらを解決するまでの態

度、とする。

具体的には、到達度40%、提出課題40%、注意事項の遵守

(授業参加の際の最低限のモラル)20%　とする。

＜授業計画＞

第１回　第１回-1

薬品分析学Ⅰ到達度確認試験

第１回-2

薬品分析学Ⅰ到達度確認試験解説

第１回-1

第１回から第４回までの講義内容を出題範囲とした到達

度確認試験を行います。

第１回-2

到達度確認試験の解説講義を行います。

第２回　第２回-1

物理化学Ⅱ到達度確認試験

第２回-2

物理化学Ⅱ到達度確認試験解説

第２回-1

第１回から第４回までの講義内容を出題範囲とした到達

度確認試験を行います。

第２回-2

到達度確認試験の解説講義を行います。

第３回　第３回-1

有機化学Ⅰ到達度確認試験

第３回-2

有機化学Ⅰ到達度確認試験解説

第３回-1

第１回から第４回までの講義内容を出題範囲とした到達

度確認試験を行います。

第３回-2

到達度確認試験の解説講義を行います。

第４回　第第４回-1

生化学Ⅰ到達度確認試験

第４回-2

生化学Ⅰ到達度確認試験解説

第４回-1

第１回から第４回までの講義内容を出題範囲とした到達

度確認試験を行います。

第４回-2

到達度確認試験の解説講義を行います。

第５回　第５回-1

生理学到達度確認試験

第５回-2

生理学到達度確認試験解説

第５回-1

第１回から第４回までの講義内容を出題範囲とした到達

度確認試験を行います。

第５回-2

到達度確認試験の解説講義を行います。

第６回　第６回-1

細胞の分子生物学Ⅰ到達度確認試験

第６回-2

細胞の分子生物学Ⅰ到達度確認試験解説

第６回-1

第１回から第４回までの講義内容を出題範囲とした到達

度確認試験を行います。

第６回-2

到達度確認試験の解説講義を行います。

第７回　専門科目の補習①

薬品分析学Ⅰの補習

第８回　専門科目の補習②

物理化学Ⅱの補習

第９回　専門科目の補習③

有機化学Ⅰの補習

第１０回　専門科目の補習④

生化学Ⅰの補習

第１１回　専門科目の補習⑤

生理学の補習

第１２回　専門科目の補習⑥

細胞の分子生物学Ⅰの補習
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

演習ⅡA [19～]

日置　和人、市川　秀喜、稲垣　冬彦、宇髙　慎平、榎

本　理世、上町　亜希子、黒井　邦巧、鷹野　正興、髙

橋　隆幸、中川　左理、野ヶ峯　亜由美、濱田　美知子、

平野　裕之、福留　誠、藤井　文彦

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

この演習では、科目の演習を題材に自分で学習する力を

つける。

２年次前期で養うべき基礎科目や同時期に行った実習に

ついて演習でアウトプットを行う。

＜到達目標＞

以下の各SBO'sの習得補完を到達目標とする。

（３）信頼関係の構築

【①コミュニケーション】

A-(3)-①-1�　１）意思、情報の伝達に必要な要素につ

いて説明できる。

A-(3)-①-2�　２）言語的及び非言語的コミュニケーシ

ョンについて説明できる。

A-(3)-①-3�　３）相手の立場、文化、習慣等によって、

コミュニケーションの在り方が異なることを例を挙げて

説明できる。

A-(3)-①-4�　４）対人関係に影響を及ぼす心理的要因

について概説できる。

A-(3)-①-5�　５）相手の心理状態とその変化に配慮し、

対応する。（態度）

A-(3)-①-6�　６）自分の心理状態を意識して、他者と

接することができる。（態度）

A-(3)-①-7�　７）適切な聴き方、質問を通じて相手の

考えや感情を理解するように努める。（技能・態度）

A-(3)-①-8�　８）適切な手段により自分の考えや感情

を相手に伝えることができる。（技能・態度）

A-(3)-①-9�　９）他者の意見を尊重し、協力してより

よい解決法を見出すことができる。（知識・技能・態度

）

�【②患者・生活者と薬剤師】

A-(3)-②-1�　１）患者や家族、周囲の人々の心身に及

ぼす病気やケアの影響について説明できる。

A-(3)-②-2�　２）患者・家族・生活者の心身の状態や

多様な価値観に配慮して行動する。（態度）

�（４）多職種連携協働とチーム医療

A-(4)-1�　１）保健、医療、福祉、介護における多職種

連携協働及びチーム医療の意義について説明できる。

A-(4)-2�　２）多職種連携協働に関わる薬剤師、各職種

及び行政の役割について説明できる。

A-(4)-3�　３）チーム医療に関わる薬剤師、各職種、患

者・家族の役割について説明できる。

A-(4)-4�　４）自己の能力の限界を認識し、状況に応じ

て他者に協力・支援を求める。（態度）

A-(4)-5�　５）チームワークと情報共有の重要性を理解

し、チームの一員としての役割を積極的に果たすように

努める。（知識・態度）���

A-(5)-①-1　１）医療・福祉・医薬品に関わる問題、社

会的動向、科学の進歩に常に目を向け、自ら課題を見出

し、解決に向けて努力する。（態度）

C1物質の物理的性質

(3)物質の変化

【①反応速度】

1　反応次数と速度定数について説明できる。

2　微分型速度式を積分型速度式に変換できる。（知識

・技能）

3　代表的な反応次数の決定法を列挙し、説明できる。

4　代表的な(擬)一次反応の反応速度を測定し、速度定

数を求めることができる。（技能）

6　反応速度と温度との関係を説明できる。

C1-（1）-①-1　化学結合の様式について説明できる。

C1-（1）-①-2　分子軌道の基本概念および軌道の混成

について説明できる。

C1-（1）-①-3　共役や共鳴の概念を説明できる。

【化学平衡の原理】

C1-(2)-④-1 　ギブズエネルギーと化学ポテンシャルの

関係を説明できる.

【相平衡】

C1-(2)-⑤-1 　相変化に伴う熱の移動について説明でき

る.

C1-(2)-⑤-2 　相平衡と相律について説明できる.

C1-(2)-⑤-3 　状態図について説明できる.

【溶液の性質】

C1-(2)-⑥-1　希薄溶液の束一的性質について説明でき

る.

C1-(2)-⑥-2　活量と活量係数について説明できる.

C1-(2)-⑥-3　電解質溶液の電気伝導率およびモル伝導

率の濃度による変化を説明できる.

C1-(2)-⑥-4　イオン強度について説明できる.

【物理平衡】

AD-C1-②-1　物質の溶解平衡について説明できる.

AD-C1-②-2　界面における平衡について説明できる.

AD-C1-②-3　吸着平衡について説明できる.
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AD-C1-②-4　代表的な物理平衡の観測結果から平衡定数

を求めることができる.（技能）

【溶液の化学】

AD-C1-③-1　イオンの輸率と移動度について説明できる

.

AD-C1-③-2　電解質の活量係数の濃度依存性（Debye-Hu

ckel の式）について説明できる.

【電気化学】

C1-(2)-⑦-1　起電力とギブズエネルギーの関係につい

て説明できる.

AD-C1-④-1　Nernst の式が誘導できる.

AD-C1-④-2　膜電位と能動輸送について説明できる.

【各種の化学平衡】

C2-(2)-②-4　分配平衡について説明できる.

【③化学反応を定量的に捉える】

1　溶液の濃度計算と調製ができる。（技能）

(7)薬学の基礎としての数学・統計学

【①数値の扱い】

1大きな数や小さな数をSI 接頭語、べき、および対数を

使い、的確に表すことができる。（知識・技能）

2有効数字の概念を説明し、有効数字を含む値の計算が

できる。（知識・技能）

【⑤統計の基礎】

1　測定尺度（間隔、比率尺度、順序尺度、名義尺度）

について説明できる。

2　大量のデータに対して、適切な尺度を選び、表やグ

ラフを用いて的確に表すことができる。（技能）

3　平均値、分散、標準誤差、標準偏差などの基本的な

統計量について説明し、求めることができる。（知識・

技能）

5　母集団と標本の関係について説明できる。

6  検定の意義について説明できる。

C3-（1）-①-1  代表的な化合物をIUPAC 規則に基づい

て命名することができる。

C3-（1）-①-2  薬学領域で用いられる代表的な化合物

を慣用名で記述できる。

C3-（1）-①-3  基本的な化合物を、ルイス構造式で書

くことができる。

C3-（1）-①-4  有機化合物の性質と共鳴の関係につい

て説明できる。

C3-（1）-①-5  ルイス酸・塩基、ブレンステッド酸・

塩基を定義することができる。

C3-（1）-①-6  基本的な有機反応（置換、付加、脱離

）の特徴を理解し、分類できる。

C3-（1）-①-7  炭素原子を含む反応中間体（カルボカ

チオン、カルボアニオン、ラジカル）の構造と性質を説

明できる。

C3-（1）-①-8  反応の過程を、エネルギー図を用いて

説明できる。

C3-（1）-①-9  基本的な有機反応機構を、電子の動き

を示す矢印を用いて表すことができる。(技能)

C3-（1）-②-1  構造異性体と立体異性体の違いについ

て説明できる。

C3-（1）-②-2  キラリティーと光学活性の関係を概説

できる。

C3-（1）-②-3  エナンチオマーとジアステレオマーに

ついて説明できる。

C3-（1）-②-4  ラセミ体とメソ体について説明できる。

C3-（1）-②-5  絶対配置の表示法を説明し、キラル化

合物の構造を書くことができる。(知識、技能)

C3-（1）-②-6  炭素　炭素二重結合の立体異性（cis,

trans ならびにE, Z 異性）について説明できる。

C3-（1）-②-7  フィッシャー投影式とニューマン投影

式を用いて有機化合物の構造を書くことができる。(技

能)

C3-（1）-②-8  エタン、ブタンの立体配座とその安定

性について説明できる。

C3-（2）-②-1  アルケンへの代表的な付加反応を列挙

し、その特徴を説明できる。

C3-（2）-②-2  アルケンの代表的な酸化、還元反応を

列挙し、その特徴を説明できる。

C3-（2）-②-3  アルキンの代表的な反応を列挙し、そ

の特徴を説明できる。

C3-（3）-①-1  代表的な官能基を列挙し、性質を説明

できる。

C3-（3）-①-2  官能基の性質を利用した分離精製を実

施できる。（技能）

C3-（3）-②-2  求核置換反応の特徴について説明でき

る。

C3-（3）-③-1  アルコール、フェノール類の基本的な

性質と反応を列挙し、説明できる。

C3-（3）-⑤-1  アミン類の基本的性質と反応を列挙し、

説明できる。

C3-（3）-⑦-1  アルコール、フェノール、カルボン酸、

炭素酸などの酸性度を比較して説明できる。

C3-（3）-⑦-2  含窒素化合物の塩基性度を比較して説

明できる。

C6 生命現象の基礎　　（4）生命情報を担う遺伝子【①

概論】　　　　　　　　　　1. 遺伝情報の保存と発現

の流れを説明できる。2. DNA、遺伝子、染色体、ゲノム

とは何かを説明できる。

C6 生命現象の基礎　　（3）生命活動を担うタンパク質

　【① タンパク質の構造と機能】

1. 多彩な機能をもつタンパク質（酵素、受容体、シグ

ナル分子、膜輸送体、運搬・輸送タンパク質、

貯蔵タンパク質、構造タンパク質、接着タンパク質、防

御タンパク質、調節タンパク質）を列挙し

概説できる。
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C6 生命現象の基礎　　（2）生命現象を担う分子【①

脂質】

1. 代表的な脂質の種類、構造、性質、役割を説明でき

る。

【②糖質】

1. 代表的な単糖、二糖の種類、構造、性質、役割を説

明できる。

2. 代表的な多糖の種類、構造、性質、役割を説明でき

る。

【③アミノ酸】

1. アミノ酸を列挙し、その構造に基づいて性質を説明

できる。

C6 生命現象の基礎　　（2）生命現象を担う分子【④タ

ンパク質】

1. タンパク質の構造（一次、二次、三次、四次構造）

と性質を説明できる。

C6 生命現象の基礎　（3）生命活動を担うタンパク質【

③酵素】

1. 酵素反応の特性と反応速度論を説明できる。

2. 酵素反応における補酵素、微量金属の役割を説明で

きる。

3. 代表的な酵素活性調節機構を説明できる。　　　C8

生体防御と微生物（1）身体をまもる　【③分子レベル

で見た免疫のしくみ】　4. 抗体分子の基本構造、種類、

役割を説明できる。

C9-(4)-②-1�　１）ATPが高エネルギー化合物であるこ

とを、化学構造をもとに説明できる。

C9-(4)-②-2�　２）解糖系について説明できる。

C9-(4)-②-3�　３）クエン酸回路について説明できる。

C9-(4)-②-4�　４）電子伝達系（酸化的リン酸化）につ

いて説明できる。

C9-(4)-②-5�　５）脂肪酸のβ酸化反応について説明で

きる。

C9-(4)-②-6�　６）アセチルCoAのエネルギー代謝にお

ける役割を説明できる。

C9-(4)-②-7�　７）エネルギー産生におけるミトコンド

リアの役割を説明できる。

C9-(4)-②-8�　８）ATP産生阻害物質を列挙し、その阻

害機構を説明できる。

E2　薬理・病態・薬物治療

(1)神経系の疾患と薬

①【自律神経系に作用する薬】

E2-(1)-①-1 交感神経系に作用し、その支配器官の機能

を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な

副作用を説明できる。

E2-(2)-①-2 副交感神経系に作用し、その支配器官の機

能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主

な副作用を説明できる。

E2-(2)-①-3 神経節に作用する代表的な薬物を挙げ、薬

理作用、機序、主な副作用を説明できる。

②【体性神経系に作用する薬・筋の疾患の薬、病態、治

療】

E2-(1)-②-2 運動神経系に作用する代表的な薬物を挙げ、

薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

JB-(9)-②-1,2

JB-（5）-③-1  溶液の濃度計算と調製ができる。（技

能）

JB-（5）-③-3  代表的な化学変化を化学量論的に捉え、

その量的関係を計算できる。（技能）

JB-（5）-③-4  酸と塩基の基本的な性質および強弱の

指標を説明できる。

JB-（5）-④-1  化合物の秤量、溶解、抽出、乾燥、ろ

過、濃縮を実施できる｡（技能）

【分散系材料】

E5-(1)-③-1 　界面の性質（界面張力, 分配平衡, 吸着

など）や代表的な界面活性剤の種類と性質について説明

できる.

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション、物理化学III、薬品分析学II、日

本薬局方I、有機化学II、細胞の分子生物学II、生化学I

I、薬理学I、実習IIA

＜授業の進め方＞

授業の順番は、この順番通りには行われないことがあり

ます。

時間割は後程配布します。

授業の進め方は、事前に開示します。

担当者によって異なりますが、WEB講義と課題や小テス

トが行われます。

事前学習が課されることもあります。

演習受講状況、課題や小テストの成績によっては、一部

の学生に追加の演習が課されることがあります。

適宜ドットキャンパスを通じて連絡されますので、見落

としがないようにしてください。

＜履修するにあたって＞

関連科目は２年前期のコミュニケーション、物理化学II

I、薬品分析学II、日本薬局方I、有機化学II、細胞の分

子生物学II、生化学II、薬理学I、実習IIAであるが、１

年次の科目とのつながりも意識するので、復習を含む。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、予習しておくこと（目安として0.5時

間）。事後学習として、必ず復習し不明な点は次週まで

に解決しておくこと（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

演習前、演習中、演習後に出された課題

＜成績評価方法・基準＞

事前学習、演習時間中の取り組み、小テストや課題につ

いて、各回100点満点で採点し、回数で平均したものを

評価とする。演習は授業に出席してその場で演習課題等
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を実践することが必須なので、未受講で課題や小テスト

のみ提出は、評価に反映しない。また演習中の課題や小

テストで不合格となった場合の補講も同様の方法で評価

する。

＜テキスト＞

コミュニケーション、物理化学III、薬品分析学II、日

本薬局方I、有機化学II、細胞の分子生物学II、生化学I

I、、薬理学I、実習IIのテキストおよび講義で配布され

たプリント

＜授業計画＞

第1回　演習講義

当該演習で何を学ぶべきか、学習態度や知識のアウトプ

ットの方法について学ぶ

A-(3)-①-8

A-(3)-①-9�

A-(5)-①-1

A-(5)-①-2

A-(5)-①-3

A-(5)-①-4

A-(5)-①-5

JB-(9)-①-1

JB-(9)-①-2

JB-(9)-①-3

JB-(9)-②-1

JB-(9)-②-2

JB-(9)-③-1

JB-(9)-③-2

JB-(9)-③-3

JB-(9)-③-4

第2回　物性薬学部門演習

演習を通して、基本的な部分の確認とアウトプットを行

う。

【③化学反応を定量的に捉える】

(7)薬学の基礎としての数学・統計学

【①数値の扱い】

【⑤統計の基礎】

C1物質の物理的性質

(3)物質の変化

【①反応速度】

第3回　分子薬学部門演習

有機化学の基礎的な内容について，演習を行う。

C3-(1)-①- 1 ? 9

C3-(1)-②- 1 ? 8

C3-(2)-②- 1 ? 3

C3-(3)-①-1，2

C3-(3)-⑦-1，2

第4回　物理化学III

演習を通して、当該科目の重要な部分の確認とアウトプ

ットを行う。

第5回　コミュニケーション

演習を通して、当該科目の重要な部分の確認とアウトプ

ットを行う。

第6回　コミュニケーション

演習を通して、当該科目の重要な部分の確認とアウトプ

ットを行う。

第7回　薬品分析学II演習

演習を通して、当該科目の重要な部分の確認とアウトプ

ットを行う。

第8回　日本薬局方I演習

演習を通して、当該科目の重要な部分の確認とアウトプ

ットを行う。

第9回　日本薬局方I演習

演習を通して、当該科目の重要な部分の確認とアウトプ

ットを行う。

第10回　有機化学II演習

演習を通して、当該科目の重要な部分の確認とアウトプ

ットを行う。

第11回　細胞の分子生物学II演習

演習を通して、当該科目の重要な部分の確認とアウトプ

ットを行う。

第12回　生化学II演習

演習を通して、当該科目の重要な部分の確認とアウトプ

ットを行う。

第13回　薬理学I演習

演習を通して、当該科目の重要な部分の確認とアウトプ

ットを行う。

第14回　担任懇談会

ポートフォリオを用いて、薬学部での学習の要点を整理

する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

演習ⅡA [19～]

日置　和人、市川　秀喜、稲垣　冬彦、宇髙　慎平、榎

本　理世、上町　亜希子、黒井　邦巧、鷹野　正興、髙

橋　隆幸、中川　左理、野ヶ峯　亜由美、濱田　美知子、

平野　裕之、福留　誠、藤井　文彦

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

この演習では、科目の演習を題材に自分で学習する力を



- 94 -

つける。

２年次前期で養うべき基礎科目や同時期に行った実習に

ついて演習でアウトプットを行う。

＜到達目標＞

以下の各SBO'sの習得補完を到達目標とする。

（３）信頼関係の構築

【①コミュニケーション】

A-(3)-①-1�　１）意思、情報の伝達に必要な要素につ

いて説明できる。

A-(3)-①-2�　２）言語的及び非言語的コミュニケーシ

ョンについて説明できる。

A-(3)-①-3�　３）相手の立場、文化、習慣等によって、

コミュニケーションの在り方が異なることを例を挙げて

説明できる。

A-(3)-①-4�　４）対人関係に影響を及ぼす心理的要因

について概説できる。

A-(3)-①-5�　５）相手の心理状態とその変化に配慮し、

対応する。（態度）

A-(3)-①-6�　６）自分の心理状態を意識して、他者と

接することができる。（態度）

A-(3)-①-7�　７）適切な聴き方、質問を通じて相手の

考えや感情を理解するように努める。（技能・態度）

A-(3)-①-8�　８）適切な手段により自分の考えや感情

を相手に伝えることができる。（技能・態度）

A-(3)-①-9�　９）他者の意見を尊重し、協力してより

よい解決法を見出すことができる。（知識・技能・態度

）

�【②患者・生活者と薬剤師】

A-(3)-②-1�　１）患者や家族、周囲の人々の心身に及

ぼす病気やケアの影響について説明できる。

A-(3)-②-2�　２）患者・家族・生活者の心身の状態や

多様な価値観に配慮して行動する。（態度）

�（４）多職種連携協働とチーム医療

A-(4)-1�　１）保健、医療、福祉、介護における多職種

連携協働及びチーム医療の意義について説明できる。

A-(4)-2�　２）多職種連携協働に関わる薬剤師、各職種

及び行政の役割について説明できる。

A-(4)-3�　３）チーム医療に関わる薬剤師、各職種、患

者・家族の役割について説明できる。

A-(4)-4�　４）自己の能力の限界を認識し、状況に応じ

て他者に協力・支援を求める。（態度）

A-(4)-5�　５）チームワークと情報共有の重要性を理解

し、チームの一員としての役割を積極的に果たすように

努める。（知識・態度）���

A-(5)-①-1　１）医療・福祉・医薬品に関わる問題、社

会的動向、科学の進歩に常に目を向け、自ら課題を見出

し、解決に向けて努力する。（態度）

C1物質の物理的性質

(3)物質の変化

【①反応速度】

1　反応次数と速度定数について説明できる。

2　微分型速度式を積分型速度式に変換できる。（知識

・技能）

3　代表的な反応次数の決定法を列挙し、説明できる。

4　代表的な(擬)一次反応の反応速度を測定し、速度定

数を求めることができる。（技能）

6　反応速度と温度との関係を説明できる。

C1-（1）-①-1　化学結合の様式について説明できる。

C1-（1）-①-2　分子軌道の基本概念および軌道の混成

について説明できる。

C1-（1）-①-3　共役や共鳴の概念を説明できる。

【化学平衡の原理】

C1-(2)-④-1 　ギブズエネルギーと化学ポテンシャルの

関係を説明できる.

【相平衡】

C1-(2)-⑤-1 　相変化に伴う熱の移動について説明でき

る.

C1-(2)-⑤-2 　相平衡と相律について説明できる.

C1-(2)-⑤-3 　状態図について説明できる.

【溶液の性質】

C1-(2)-⑥-1　希薄溶液の束一的性質について説明でき

る.

C1-(2)-⑥-2　活量と活量係数について説明できる.

C1-(2)-⑥-3　電解質溶液の電気伝導率およびモル伝導

率の濃度による変化を説明できる.

C1-(2)-⑥-4　イオン強度について説明できる.

【物理平衡】

AD-C1-②-1　物質の溶解平衡について説明できる.

AD-C1-②-2　界面における平衡について説明できる.

AD-C1-②-3　吸着平衡について説明できる.

AD-C1-②-4　代表的な物理平衡の観測結果から平衡定数

を求めることができる.（技能）

【溶液の化学】

AD-C1-③-1　イオンの輸率と移動度について説明できる

.

AD-C1-③-2　電解質の活量係数の濃度依存性（Debye-Hu

ckel の式）について説明できる.

【電気化学】

C1-(2)-⑦-1　起電力とギブズエネルギーの関係につい

て説明できる.

AD-C1-④-1　Nernst の式が誘導できる.

AD-C1-④-2　膜電位と能動輸送について説明できる.

【各種の化学平衡】

C2-(2)-②-4　分配平衡について説明できる.

【③化学反応を定量的に捉える】

1　溶液の濃度計算と調製ができる。（技能）

(7)薬学の基礎としての数学・統計学
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【①数値の扱い】

1大きな数や小さな数をSI 接頭語、べき、および対数を

使い、的確に表すことができる。（知識・技能）

2有効数字の概念を説明し、有効数字を含む値の計算が

できる。（知識・技能）

【⑤統計の基礎】

1　測定尺度（間隔、比率尺度、順序尺度、名義尺度）

について説明できる。

2　大量のデータに対して、適切な尺度を選び、表やグ

ラフを用いて的確に表すことができる。（技能）

3　平均値、分散、標準誤差、標準偏差などの基本的な

統計量について説明し、求めることができる。（知識・

技能）

5　母集団と標本の関係について説明できる。

6  検定の意義について説明できる。

C3-（1）-①-1  代表的な化合物をIUPAC 規則に基づい

て命名することができる。

C3-（1）-①-2  薬学領域で用いられる代表的な化合物

を慣用名で記述できる。

C3-（1）-①-3  基本的な化合物を、ルイス構造式で書

くことができる。

C3-（1）-①-4  有機化合物の性質と共鳴の関係につい

て説明できる。

C3-（1）-①-5  ルイス酸・塩基、ブレンステッド酸・

塩基を定義することができる。

C3-（1）-①-6  基本的な有機反応（置換、付加、脱離

）の特徴を理解し、分類できる。

C3-（1）-①-7  炭素原子を含む反応中間体（カルボカ

チオン、カルボアニオン、ラジカル）の構造と性質を説

明できる。

C3-（1）-①-8  反応の過程を、エネルギー図を用いて

説明できる。

C3-（1）-①-9  基本的な有機反応機構を、電子の動き

を示す矢印を用いて表すことができる。(技能)

C3-（1）-②-1  構造異性体と立体異性体の違いについ

て説明できる。

C3-（1）-②-2  キラリティーと光学活性の関係を概説

できる。

C3-（1）-②-3  エナンチオマーとジアステレオマーに

ついて説明できる。

C3-（1）-②-4  ラセミ体とメソ体について説明できる。

C3-（1）-②-5  絶対配置の表示法を説明し、キラル化

合物の構造を書くことができる。(知識、技能)

C3-（1）-②-6  炭素　炭素二重結合の立体異性（cis,

trans ならびにE, Z 異性）について説明できる。

C3-（1）-②-7  フィッシャー投影式とニューマン投影

式を用いて有機化合物の構造を書くことができる。(技

能)

C3-（1）-②-8  エタン、ブタンの立体配座とその安定

性について説明できる。

C3-（2）-②-1  アルケンへの代表的な付加反応を列挙

し、その特徴を説明できる。

C3-（2）-②-2  アルケンの代表的な酸化、還元反応を

列挙し、その特徴を説明できる。

C3-（2）-②-3  アルキンの代表的な反応を列挙し、そ

の特徴を説明できる。

C3-（3）-①-1  代表的な官能基を列挙し、性質を説明

できる。

C3-（3）-①-2  官能基の性質を利用した分離精製を実

施できる。（技能）

C3-（3）-②-2  求核置換反応の特徴について説明でき

る。

C3-（3）-③-1  アルコール、フェノール類の基本的な

性質と反応を列挙し、説明できる。

C3-（3）-⑤-1  アミン類の基本的性質と反応を列挙し、

説明できる。

C3-（3）-⑦-1  アルコール、フェノール、カルボン酸、

炭素酸などの酸性度を比較して説明できる。

C3-（3）-⑦-2  含窒素化合物の塩基性度を比較して説

明できる。

C6 生命現象の基礎　　（4）生命情報を担う遺伝子【①

概論】　　　　　　　　　　1. 遺伝情報の保存と発現

の流れを説明できる。2. DNA、遺伝子、染色体、ゲノム

とは何かを説明できる。

C6 生命現象の基礎　　（3）生命活動を担うタンパク質

　【① タンパク質の構造と機能】

1. 多彩な機能をもつタンパク質（酵素、受容体、シグ

ナル分子、膜輸送体、運搬・輸送タンパク質、

貯蔵タンパク質、構造タンパク質、接着タンパク質、防

御タンパク質、調節タンパク質）を列挙し

概説できる。

C6 生命現象の基礎　　（2）生命現象を担う分子【①

脂質】

1. 代表的な脂質の種類、構造、性質、役割を説明でき

る。

【②糖質】

1. 代表的な単糖、二糖の種類、構造、性質、役割を説

明できる。

2. 代表的な多糖の種類、構造、性質、役割を説明でき

る。

【③アミノ酸】

1. アミノ酸を列挙し、その構造に基づいて性質を説明

できる。

C6 生命現象の基礎　　（2）生命現象を担う分子【④タ

ンパク質】

1. タンパク質の構造（一次、二次、三次、四次構造）

と性質を説明できる。

C6 生命現象の基礎　（3）生命活動を担うタンパク質【
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③酵素】

1. 酵素反応の特性と反応速度論を説明できる。

2. 酵素反応における補酵素、微量金属の役割を説明で

きる。

3. 代表的な酵素活性調節機構を説明できる。　　　C8

生体防御と微生物（1）身体をまもる　【③分子レベル

で見た免疫のしくみ】　4. 抗体分子の基本構造、種類、

役割を説明できる。

C9-(4)-②-1�　１）ATPが高エネルギー化合物であるこ

とを、化学構造をもとに説明できる。

C9-(4)-②-2�　２）解糖系について説明できる。

C9-(4)-②-3�　３）クエン酸回路について説明できる。

C9-(4)-②-4�　４）電子伝達系（酸化的リン酸化）につ

いて説明できる。

C9-(4)-②-5�　５）脂肪酸のβ酸化反応について説明で

きる。

C9-(4)-②-6�　６）アセチルCoAのエネルギー代謝にお

ける役割を説明できる。

C9-(4)-②-7�　７）エネルギー産生におけるミトコンド

リアの役割を説明できる。

C9-(4)-②-8�　８）ATP産生阻害物質を列挙し、その阻

害機構を説明できる。

E2　薬理・病態・薬物治療

(1)神経系の疾患と薬

①【自律神経系に作用する薬】

E2-(1)-①-1 交感神経系に作用し、その支配器官の機能

を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な

副作用を説明できる。

E2-(2)-①-2 副交感神経系に作用し、その支配器官の機

能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主

な副作用を説明できる。

E2-(2)-①-3 神経節に作用する代表的な薬物を挙げ、薬

理作用、機序、主な副作用を説明できる。

②【体性神経系に作用する薬・筋の疾患の薬、病態、治

療】

E2-(1)-②-2 運動神経系に作用する代表的な薬物を挙げ、

薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

JB-(9)-②-1,2

JB-（5）-③-1  溶液の濃度計算と調製ができる。（技

能）

JB-（5）-③-3  代表的な化学変化を化学量論的に捉え、

その量的関係を計算できる。（技能）

JB-（5）-③-4  酸と塩基の基本的な性質および強弱の

指標を説明できる。

JB-（5）-④-1  化合物の秤量、溶解、抽出、乾燥、ろ

過、濃縮を実施できる｡（技能）

【分散系材料】

E5-(1)-③-1 　界面の性質（界面張力, 分配平衡, 吸着

など）や代表的な界面活性剤の種類と性質について説明

できる.

＜授業のキーワード＞

コミュニケーション、物理化学III、薬品分析学II、日

本薬局方I、有機化学II、細胞の分子生物学II、生化学I

I、薬理学I、実習IIA

＜授業の進め方＞

授業の順番は、この順番通りには行われないことがあり

ます。

時間割は後程配布します。

授業の進め方は、事前に開示します。

担当者によって異なりますが、WEB講義と課題や小テス

トが行われます。

事前学習が課されることもあります。

演習受講状況、課題や小テストの成績によっては、一部

の学生に追加の演習が課されることがあります。

適宜ドットキャンパスを通じて連絡されますので、見落

としがないようにしてください。

＜履修するにあたって＞

関連科目は２年前期のコミュニケーション、物理化学II

I、薬品分析学II、日本薬局方I、有機化学II、細胞の分

子生物学II、生化学II、薬理学I、実習IIAであるが、１

年次の科目とのつながりも意識するので、復習を含む。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、予習しておくこと（目安として0.5時

間）。事後学習として、必ず復習し不明な点は次週まで

に解決しておくこと（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

演習前、演習中、演習後に出された課題

＜成績評価方法・基準＞

事前学習、演習時間中の取り組み、小テストや課題につ

いて、各回100点満点で採点し、回数で平均したものを

評価とする。演習は授業に出席してその場で演習課題等

を実践することが必須なので、未受講で課題や小テスト

のみ提出は、評価に反映しない。また演習中の課題や小

テストで不合格となった場合の補講も同様の方法で評価

する。

＜テキスト＞

コミュニケーション、物理化学III、薬品分析学II、日

本薬局方I、有機化学II、細胞の分子生物学II、生化学I

I、、薬理学I、実習IIのテキストおよび講義で配布され

たプリント

＜授業計画＞

第1回　演習講義

当該演習で何を学ぶべきか、学習態度や知識のアウトプ

ットの方法について学ぶ

A-(3)-①-8

A-(3)-①-9�

A-(5)-①-1
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A-(5)-①-2

A-(5)-①-3

A-(5)-①-4

A-(5)-①-5

JB-(9)-①-1

JB-(9)-①-2

JB-(9)-①-3

JB-(9)-②-1

JB-(9)-②-2

JB-(9)-③-1

JB-(9)-③-2

JB-(9)-③-3

JB-(9)-③-4

第2回　物性薬学部門演習

演習を通して、基本的な部分の確認とアウトプットを行

う。

【③化学反応を定量的に捉える】

(7)薬学の基礎としての数学・統計学

【①数値の扱い】

【⑤統計の基礎】

C1物質の物理的性質

(3)物質の変化

【①反応速度】

第3回　分子薬学部門演習

有機化学の基礎的な内容について，演習を行う。

C3-(1)-①- 1 ? 9

C3-(1)-②- 1 ? 8

C3-(2)-②- 1 ? 3

C3-(3)-①-1，2

C3-(3)-⑦-1，2

第4回　物理化学III

演習を通して、当該科目の重要な部分の確認とアウトプ

ットを行う。

第5回　コミュニケーション

演習を通して、当該科目の重要な部分の確認とアウトプ

ットを行う。

第6回　コミュニケーション

演習を通して、当該科目の重要な部分の確認とアウトプ

ットを行う。

第7回　薬品分析学II演習

演習を通して、当該科目の重要な部分の確認とアウトプ

ットを行う。

第8回　日本薬局方I演習

演習を通して、当該科目の重要な部分の確認とアウトプ

ットを行う。

第9回　日本薬局方I演習

演習を通して、当該科目の重要な部分の確認とアウトプ

ットを行う。

第10回　有機化学II演習

演習を通して、当該科目の重要な部分の確認とアウトプ

ットを行う。

第11回　細胞の分子生物学II演習

演習を通して、当該科目の重要な部分の確認とアウトプ

ットを行う。

第12回　生化学II演習

演習を通して、当該科目の重要な部分の確認とアウトプ

ットを行う。

第13回　薬理学I演習

演習を通して、当該科目の重要な部分の確認とアウトプ

ットを行う。

第14回　担任懇談会

ポートフォリオを用いて、薬学部での学習の要点を整理

する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

演習ⅡB [19～]

日置　和人、榎本　理世、袁　德其、白川　晶一、津田

　裕子、角田　慎一、中川　公恵、野ヶ峯　亜由美、濱

田　美知子、福留　誠、道田　隆、山原　弘

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

この演習では、科目の演習を題材に自分で学習する力を

つける。

２年次前期で養うべき基礎科目や同時期に行った実習に

ついて演習でアウトプットを行う。

＜到達目標＞

以下の各SBO'sの習得補完を到達目標とする。

Ａ　基本事項�

（３）信頼関係の構築���

A-(3)-①-8�　８）適切な手段により自分の考えや感情

を相手に伝えることができる。（技能・態度）

A-(3)-①-9�　９）他者の意見を尊重し、協力してより

よい解決法を見出すことができる。（知識・技能・態度

）

��（５）自己研鑽と次世代を担う人材の育成

�【①学習の在り方】

A-(5)-①-1�　１）医療・福祉・医薬品に関わる問題、

社会的動向、科学の進歩に常に目を向け、自ら課題を見

出し、解決に向けて努力する。（態度）
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A-(5)-①-2�　２）講義、国内外の教科書・論文、検索

情報等の内容について、重要事項や問題点を抽出できる。

（技能）

A-(5)-①-3�　３）必要な情報を的確に収集し、信憑性

について判断できる。（知識・技能）

A-(5)-①-4�　４）得られた情報を論理的に統合・整理

し、自らの考えとともに分かりやすく表現できる。（技

能）

【①プレゼンテーションの基本】�

JB-(9)-①-1�1� プレゼンテーションを行うために必要

な要素を列挙できる。

JB-(9)-①-2�2� 目的に応じて適切なプレゼンテーショ

ンを構成できる。（技能）

JB-(9)-①-3�3� 目的、場所、相手に応じた、わかりや

すい資料を作成できる。（技能）

�【②文書によるプレゼンテーション】�

JB-(9)-②-1�1� 定められた書式、正しい文法に則って

文書を作成できる。（知識・技能）

JB-(9)-②-2�2� 目的（レポート、論文、説明文書など

）に応じて適切な文書を作成できる。（知識・技能）

�【③口頭・ポスターによるプレゼンテーション】�

JB-(9)-③-1�1� 口頭発表とポスター発表の違いと特徴

について説明できる。

JB-(9)-③-2�2� 課題に関して意見をまとめ、決められ

た時間内で発表できる。（技能）

JB-(9)-③-3�3� 効果的なプレゼンテーションを行う工

夫をする。（技能・態度）

JB-(9)-③-4�4� 質問に対して的確な応答ができる。（

技能）

JB-(9)-③-5�5� 他者のプレゼンテーションに対して、

優れた点および改良点を指摘できる。（知識・態度）

＜授業のキーワード＞

物理化学IV、薬品分析学III、有機化学III、細胞の分子

生物学III、衛生薬学I、II、薬理学II、病態学I

＜授業の進め方＞

授業の順番は、この順番通りには行われないことがあり

ます。

時間割は後程配布します。

授業の進め方は、事前に開示します。

担当者によって異なりますが、WEB講義と課題や小テス

トが行われます。

事前学習が課されることもあります。

演習受講状況、課題や小テストの成績によっては、一部

の学生に追加の演習が課されることがあります。

適宜ドットキャンパスを通じて連絡されますので、見落

としがないようにしてください。

＜履修するにあたって＞

関連科目は物理化学IV、薬品分析学III、有機化学III、

細胞の分子生物学III、衛生薬学I、II、薬理学II、病態

学Iであるが、2年次前期の科目とのつながりも意識する

ので、復習を含む。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、予習しておくこと（目安として0.5時

間）。事後学習として、必ず復習し不明な点は次週まで

に解決しておくこと（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

演習前、演習中、演習後に出された課題

＜成績評価方法・基準＞

事前学習、演習時間中の取り組み、小テストや課題につ

いて、各回100点満点で採点し、回数で平均したものを

評価とする。演習は授業に出席してその場で演習課題等

を実践することが必須なので、未受講で課題や小テスト

のみ提出は、評価に反映しない。また演習中の課題や小

テストで不合格となった場合の補講も同様の方法で評価

する。

＜テキスト＞

物理化学IV、薬品分析学III、有機化学III、細胞の分子

生物学III、衛生薬学I、II、薬理学II、病態学I、演習I

IBのテキストおよび講義で配布されたプリント

＜授業計画＞

第1回　演習講義

当該演習で何を学ぶべきか、学習態度や知識のアウトプ

ットの方法について学ぶ

A-(3)-①-8

A-(3)-①-9�

A-(5)-①-1

A-(5)-①-2

A-(5)-①-3

A-(5)-①-4

A-(5)-①-5

JB-(9)-①-1

JB-(9)-①-2

JB-(9)-①-3

JB-(9)-②-1

JB-(9)-②-2

JB-(9)-③-1

JB-(9)-③-2

JB-(9)-③-3

JB-(9)-③-4

第2回　物性薬学部門演習

演習を通して、基本的な部分の確認とアウトプットを行

う。

【③化学反応を定量的に捉える】

(7)薬学の基礎としての数学・統計学

【①数値の扱い】

【⑤統計の基礎】

C1物質の物理的性質

(3)物質の変化
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【①反応速度】

第3回　分子薬学部門演習

有機化学の基礎的な内容について，演習を行う。

C3-(1)-①- 1 ? 9

C3-(1)-②- 1 ? 8

C3-(2)-②- 1 ? 3

C3-(3)-①-1，2

C3-(3)-⑦-1，2

第4回　生物薬学部門演習

実験データの解析や考察を行い、プレゼンテーションを

作成する。作成したものを発表して討論し、理解を深め

る。

A-(3)-①-8

A-(3)-①-9�

A-(5)-①-1

A-(5)-①-2

A-(5)-①-3

A-(5)-①-4

A-(5)-①-5

JB-(9)-①-1

JB-(9)-①-2

JB-(9)-①-3

JB-(9)-②-1

JB-(9)-②-2

JB-(9)-③-1

JB-(9)-③-2

JB-(9)-③-3

JB-(9)-③-4

第5回　薬品分析学III演習

演習を通して、当該科目の重要な部分の確認とアウトプ

ットを行う。

第6回　物理化学IV

演習を通して、当該科目の重要な部分の確認とアウトプ

ットを行う。

第7回　有機化学III

演習を通して、当該科目の重要な部分の確認とアウトプ

ットを行う。

第8回　医薬品化学I

演習を通して、当該科目の重要な部分の確認とアウトプ

ットを行う。

第9回　細胞の分子生物学III

演習を通して、当該科目の重要な部分の確認とアウトプ

ットを行う。

第10回　衛生薬学I

演習を通して、当該科目の重要な部分の確認とアウトプ

ットを行う。

第11回　衛生薬学II

演習を通して、当該科目の重要な部分の確認とアウトプ

ットを行う。

第12回　薬理学II

演習を通して、当該科目の重要な部分の確認とアウトプ

ットを行う。

第13回　病態学I

演習を通して、当該科目の重要な部分の確認とアウトプ

ットを行う。

第14回　担任懇談会

ポートフォリオを用いて、薬学部での学習の要点を整理

する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

演習ⅢＡ [19～]

日置　和人、袁　德其、糟谷　史代、鷹野　正興、武田

　真莉子、津田　裕子、中川　公恵、野ヶ峯　亜由美、

濱田　美知子、福留　誠、屋山　勝俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

この演習では、学習の在り方、理解の道筋、プレゼンテ

ーションの方法を学び、技能を身に着けることを目標と

する。

科目の演習を題材に自分で学習する力をつける。

3年次前期で養うべき基礎科目について演習でアウトプ

ットを行う。

学力向上を目指して、個々の問題、集団としての問題を

抽出し、解決策を討論する。

＜到達目標＞

以下の各SBO'sの習得補完を到達目標とする。

＜化学系＞

（到達目標）

① アミン類の代表的な性質と反応を列挙し、説明でき

る。② 芳香族化合物の求電子置換反応の反応性および

配向性に及ぼす置換基の効果を説明できる。③ ルイス

酸・塩基を定義することができる。④ アルコール、チ

オール、フェノール、カルボン酸などの酸性度を比較し

て説明できる。⑤ 含窒素化合物の塩基性度を説明でき

る。

以下の各SBOsを到達目標とする。

（コアカリキュラム）

C1-(1)-①-3　共役や共鳴の概念を説明できる。

C3-(1)-①-3  基本的な化合物を、ルイス構造式で書く

ことができる。

C3-(1)-①-4  有機化合物の性質と共鳴の関係について
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説明できる。

C3-(1)-①-5  ルイス酸・塩基、ブレンステッド酸・塩

基を定義することができる。

C3-(2)-③-3  芳香族炭化水素化合物の求電子置換反応

の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。

C3-(3)-①-2  官能基の性質を利用した分離精製を実施

できる。(技能)

C3-(3)-③-1  アルコール、フェノール類の基本的な性

質と反応を列挙し、説明できる。

C3-(3)-④-2  カルボン酸の基本的性質と反応を列挙し、

説明できる。

C3-(3)-⑤-1  アミン類の基本的性質と反応を列挙し、

説明できる。

C3-(3)-⑥-1  官能基が及ぼす電子効果について概説で

きる。

C3-(3)-⑦-1  アルコール、フェノール、カルボン酸、

炭素酸などの酸性度を比較して説明できる。

C3-(3)-⑦-2  含窒素化合物の塩基性度を比較して説明

できる。

＜分子生物＞

以下の各SBO'sを到達目標とする

C6-(4)-①-1　遺伝情報の保存と発現の流れを説明でき

る。

C6-(4)-①-2　DNA、遺伝子、染色体、ゲノムとは何かを

説明できる。

C8-(3)-①-1　原核生物、真核生物およびウイルスの特

徴を説明できる。

C8-(3)-②-1　細菌の分類や性質（系統学的分類、グラ

ム陽性菌と陰性菌、好気性菌と嫌気性菌など）を説明で

きる。

C8-(3)-②-5　薬剤耐性菌および薬剤耐性化機構につい

て概説できる。

C8-(3)-⑤-1　滅菌、消毒および殺菌、静菌の概念を説

明できる。

C8-(3)-⑤-2　主な滅菌法および消毒法について説明で

きる。

C8-(3)-⑥-2　無菌操作を実施できる。（技能）

C8-(3)-⑥-3　代表的な細菌または真菌の分離培養、純

培養を実施できる。（技能）

AD-C6-⑧-2 2  PCR 法による遺伝子増幅の原理を説明し、

実施できる。（知識・技能）

AD-C6-⑧-3 3  PCR を実施できる。（技能）

1. 微生物の扱い方を説明できる。（知識；ヒューマニ

ズム）

2. 適正な試料の処理を実施し、環境へ配慮できる。（

態度；ヒューマニズム）

3. 実験実施の倫理について配慮できる。（態度；ヒュ

ーマニズム）

4. μlレベルの　微量サンプルを確実に混合できる。（

技能；アドバンスト）

5. 培地を調製し、微生物を培養できる。（技能；C8(3)

【⑥ 検出方法】3）

6. 無菌操作の重要性を説明し、実施できる。（知識、

技能；C8(3)【⑥ 検出方法】2, C8(3)【⑤ 消毒と滅菌

】1, 2）

7. 各種滅菌法について説明し、実施できる。（知識、

技能；C8(3)【⑤ 消毒と滅菌】1, 2, アドバンスト）

8. 滅菌と消毒の違いについて説明できる。（知識；C8(

3)【⑤ 消毒と滅菌】1）

9. 消毒薬について説明できる。（知識；C8(3)【⑤ 消

毒と滅菌】2）

10. 微生物に関する各種検査の基礎的な技術を習得し、

実施できる。（知識、技能；アドバンスト）

11. 大腸菌群と汚染について説明できる。（知識；アド

バンスト）

12. 抗菌剤の抗菌スペクトルと、各々の作用点について

説明できる。（知識；C8(3)【② 細菌】5）

13. グラム陽性菌とグラム陰性菌の違いについて説明で

きる。（知識；C8(3)【② 細菌】1）

14. 互いのデータを共有し、全体をまとめ、結果・考察

を発表できる。（態度；PBL）

主題２．分子生物学実習

1. 微生物の扱い方を説明できる。（知識；ヒューマニ

ズム）

2. 適正な試料の処理を実施し、環境へ配慮できる。（

態度； ヒューマニズム）

3. 実験実施の倫理について配慮できる。（態度；ヒュ

ーマニズム）

4. 遺伝子操作に必要な基本的技術を習得し、実施でき

る。（知識、技能；C6(4)【⑥組換えDNA】1, 2）

5. μlレベルの　微量サンプルを確実に混合できる。（

技能；アドバンスト）

6. プラスミドについて説明できる。（知識；アドバン

スト）

7. DNAリガーゼを用い、組換え体の作製できる。（技能

；C6(4)【⑥組換えDNA】2, アドバンスト）

8. コンピテントセルを調製し、形質転換を行える。（

技能；アドバンスト）

9. 組換え体を選別し、目的のクローンを単離できる。

（技能；アドバンスト）

10. PCRを理解し、実施できる。（知識、技能；C6(4)【

⑥組換えDNA】1, アドバンスト）

11. 制限酵素について説明できる。（知識；アドバンス

ト）

12. DNAを制限酵素で消化し、電気泳動により分離し結

果を解析できる。（技能；アドバンスト）

13. アルカリSDS法によりプラスミド調製できる。（技

能；アドバンスト）

14. 制限酵素地図を作成できる。（技能；アドバンスト
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）

15. 互いのデータを共有し、全体をまとめ、結果・考察

を発表できる。（態度；PBL）

＜生命薬学＞

〈実習目標〉

以下の各SBOsを到達目標とする。

C6　生命現象の基礎

（6）細胞間コミュニケーションと細胞内情報伝達

②【細胞内情報伝達】

C6-(6)-②-1 細胞膜チャネル内蔵型受容体を介する細胞

内情報伝達について説明できる。

C6-(6)-②-2 細胞膜受容体からGタンパク質系を介する

細胞内情報伝達について説明できる。

C6-(6)-②-3 細胞膜受容体タンパク質などのリン酸化を

介する細胞内情報伝達について説明できる。

C6-(6)-②-4 細胞内情報伝達におけるセカンドメッセン

ジャーについて説明できる。

C7  人体の成り立ちと生体機能の調節

（1）人体の成り立ち

④【神経系】

C7-(1)-④-1中枢神経系について概説できる。

C7-(1)-④-2末梢（体性・自律）神経系について概説で

きる。

（2）生体機能の調節

①【神経による調節機構】

C7-(2)-①-1神経細胞の興奮と伝導、シナプス伝達につ

いて説明できる。

C7-(2)-①-2 代表的な神経伝達物質を挙げ、生理活性お

よび作用機構について概説明できる。

C7-(2)-①-4 神経による筋収縮の調節機構について説明

できる。

E1 薬の作用と体の変化

（1）薬の作用

①【薬の作用】

E1-(1)-①-1薬物の用量と作用の関係を説明できる。

E1-(1)-①-2 アゴニスト（作用薬、作動薬、刺激薬）と

アンタゴニスト（拮抗薬、遮断薬）について説明できる。

E1-(1)-①-3 薬物の作用するしくみについて、受容体、

酵素、イオンチャネルおよびトランスポーターを例に挙

げて説明できる。

E1-(1)-①-4 代表的な薬物受容体を列挙し、刺激あるい

は遮断された場合の生理反応を説明できる。

E1-(1)-①-5 薬物の作用発現に関連する代表的な細胞内

情報伝達系を列挙し、活性化されたあるいは抑制された

場合の生理反応を説明できる。

E2　薬理・病態・薬物治療

(1)神経系の疾患と薬

①【自律神経系に作用する薬】

E2-(1)-①-1 交感神経系に作用し、その支配器官の機能

を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な

副作用を説明できる。

E2-(2)-①-2 副交感神経系に作用し、その支配器官の機

能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主

な副作用を説明できる。

E2-(2)-①-3 神経節に作用する代表的な薬物を挙げ、薬

理作用、機序、主な副作用を説明できる。

E2-(2)-①-4 自律神経系に作用する代表的な薬物の効果

を動物実験で測定できる。（技能）

②【体性神経系に作用する薬・筋の疾患の薬、病態、治

療】

E2-(1)-②-2 運動神経系に作用する代表的な薬物を挙げ、

薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

E2-(1)-②-3 知覚神経、運動神経に作用する代表的な薬

物の効果を動物実験で測定できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

製剤学I、衛生薬学III、衛生薬学IV、有機構造解析学、

有機化学IV,免疫学、医薬品化学II,微生物学、有機反応

論I,薬理学III

＜授業の進め方＞

授業の順番は、この順番通りには行われないことがあり

ます。

時間割は後程配布します。

授業の進め方は、事前に開示します。

担当者によって異なりますが、講義と課題や小テストが

行われます。

事前学習が課されることもあります。

演習受講状況、課題や小テストの成績によっては、一部

の学生に追加の演習が課されることがあります。

適宜ドットキャンパスを通じて連絡されますので、見落

としがないようにしてください。

＜履修するにあたって＞

関連科目は3年前期開講の専門科目のすべてであるが、2

年次の科目とのつながりも意識するので、復習を含む。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、予習しておくこと（目安として0.5時

間）。事後学習として、必ず復習し不明な点は次週まで

に解決しておくこと（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

演習中に出された課題

＜成績評価方法・基準＞

事前学習、演習時間中の取り組み、小テストや課題につ

いて、毎回の成績を100点満点で採点し、演習回数で案

分する。演習は授業に出席してその場で演習課題等を実

践することが必須なので、未受講で課題や小テストのみ
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提出は、評価に反映しない。また演習中の課題や小テス

トで不合格となった場合の補講も同様の方法で評価する。

未受講で課題や小テストのみ提出は、評価に反映しない。

＜授業計画＞

第1回　生物薬学部門演習1

実験データの解析や考察を行い、プレゼンテーションを

作成する。作成したものを発表して討論し、理解を深め

る。

A-(3)-①-8

A-(3)-①-9�

A-(5)-①-1

A-(5)-①-2

A-(5)-①-3

A-(5)-①-4

A-(5)-①-5

JB-(9)-①-1

JB-(9)-①-2

JB-(9)-①-3

JB-(9)-②-1

JB-(9)-②-2

JB-(9)-③-1

JB-(9)-③-2

JB-(9)-③-3

JB-(9)-③-4

第2回　生物薬学部門演習2

実験データの解析や考察を行い、プレゼンテーションを

作成する。作成したものを発表して討論し、理解を深め

る。

A-(3)-①-8

A-(3)-①-9�

A-(5)-①-1

A-(5)-①-2

A-(5)-①-3

A-(5)-①-4

A-(5)-①-5

JB-(9)-①-1

JB-(9)-①-2

JB-(9)-①-3

JB-(9)-②-1

JB-(9)-②-2

JB-(9)-③-1

JB-(9)-③-2

JB-(9)-③-3

JB-(9)-③-4

第3回　有機化学基礎問題演習(1）

置換基効果と共役酸・共役塩基についての演習を行う。

第4回　有機化学基礎問題演習(2）

酸・塩基、酸性度・塩基性度に関する演習を行う。

第5回　製剤学I

演習を通して、基本的な部分の確認とアウトプットを行

う。

第6回　衛生薬学III

演習を通して、基本的な部分の確認とアウトプットを行

う。

第7回　衛生薬学IV

演習を通して、基本的な部分の確認とアウトプットを行

う。

第8回　有機構造解析学

演習を通して、基本的な部分の確認とアウトプットを行

う。

第9回　有機化学IV

演習を通して、基本的な部分の確認とアウトプットを行

う。

第10回　免疫学

演習を通して、基本的な部分の確認とアウトプットを行

う。

第11回　医薬品化学II

演習を通して、基本的な部分の確認とアウトプットを行

う。

第12回　微生物学

演習を通して、基本的な部分の確認とアウトプットを行

う。

第13回　薬理学III

演習を通して、基本的な部分の確認とアウトプットを行

う。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

演習ⅢＢ [19～]

日置　和人、市川　秀喜、稲垣　冬彦、岡本　正志、神

谷　浩平、岸本　修一、久米　典昭、辰見　明俊、徳山

　尚吾、橋本　保彦、濱田　美知子、平岩　英培、福島

　恵造、福留　誠、屋山　勝俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

この演習では、学習の在り方、理解の道筋、プレゼンテ

ーションの方法を学び、技能を身に着けることを目標と

する。

科目の演習を題材に自分で学習する力をつける。

3年次前期で養うべき基礎科目について演習でアウトプ

ットを行う。

学力向上を目指して、個々の問題、集団としての問題を

抽出し、解決策を討論する。
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＜到達目標＞

以下の各SBOsの習得補完を到達目標とする。

＜化学系＞

C1-(1)-①-3　共役や共鳴の概念を説明できる。

C3-(1)-①-3  基本的な化合物を、ルイス構造式で書く

ことができる。

C3-(1)-①-4  有機化合物の性質と共鳴の関係について

説明できる。

C3-(1)-①-5  ルイス酸・塩基、ブレンステッド酸・塩

基を定義することができる。

C3-(2)-③-3  芳香族炭化水素化合物の求電子置換反応

の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。

C3-(3)-①-2  官能基の性質を利用した分離精製を実施

できる。(技能)

C3-(3)-③-1  アルコール、フェノール類の基本的な性

質と反応を列挙し、説明できる。

C3-(3)-④-2  カルボン酸の基本的性質と反応を列挙し、

説明できる。

C3-(3)-⑤-1  アミン類の基本的性質と反応を列挙し、

説明できる。

C3-(3)-⑥-1  官能基が及ぼす電子効果について概説で

きる。

C3-(3)-⑦-1  アルコール、フェノール、カルボン酸、

炭素酸などの酸性度を比較して説明できる。

C3-(3)-⑦-2  含窒素化合物の塩基性度を比較して説明

できる。

＜分子生物＞

C6-(4)-①-1　遺伝情報の保存と発現の流れを説明でき

る。

C6-(4)-①-2　DNA、遺伝子、染色体、ゲノムとは何かを

説明できる。

C8-(3)-①-1　原核生物、真核生物およびウイルスの特

徴を説明できる。

C8-(3)-②-1　細菌の分類や性質（系統学的分類、グラ

ム陽性菌と陰性菌、好気性菌と嫌気性菌など）を説明で

きる。

C8-(3)-②-5　薬剤耐性菌および薬剤耐性化機構につい

て概説できる。

C8-(3)-⑤-1　滅菌、消毒および殺菌、静菌の概念を説

明できる。

C8-(3)-⑤-2　主な滅菌法および消毒法について説明で

きる。

主題２．分子生物学

1. 微生物の扱い方を説明できる。（知識；ヒューマニ

ズム）

2. 適正な試料の処理を実施し、環境へ配慮できる。（

態度； ヒューマニズム）

3. 実験実施の倫理について配慮できる。（態度；ヒュ

ーマニズム）

4. プラスミドについて説明できる。（知識；アドバン

スト）

5. 制限酵素について説明できる。（知識；アドバンス

ト）

6. 互いのデータを共有し、全体をまとめ、結果・考察

を発表できる。（態度；PBL）

＜生命薬学＞

C6　生命現象の基礎

（6）細胞間コミュニケーションと細胞内情報伝達

②【細胞内情報伝達】

C6-(6)-②-1 細胞膜チャネル内蔵型受容体を介する細胞

内情報伝達について説明できる。

C6-(6)-②-2 細胞膜受容体からGタンパク質系を介する

細胞内情報伝達について説明できる。

C6-(6)-②-3 細胞膜受容体タンパク質などのリン酸化を

介する細胞内情報伝達について説明できる。

C6-(6)-②-4 細胞内情報伝達におけるセカンドメッセン

ジャーについて説明できる。

C7  人体の成り立ちと生体機能の調節

（1）人体の成り立ち

④【神経系】

C7-(1)-④-1中枢神経系について概説できる。

C7-(1)-④-2末梢（体性・自律）神経系について概説で

きる。

（2）生体機能の調節

①【神経による調節機構】

C7-(2)-①-1神経細胞の興奮と伝導、シナプス伝達につ

いて説明できる。

C7-(2)-①-2 代表的な神経伝達物質を挙げ、生理活性お

よび作用機構について概説明できる。

C7-(2)-①-4 神経による筋収縮の調節機構について説明

できる。

E1 薬の作用と体の変化

（1）薬の作用

①【薬の作用】

E1-(1)-①-1薬物の用量と作用の関係を説明できる。

E1-(1)-①-2 アゴニスト（作用薬、作動薬、刺激薬）と

アンタゴニスト（拮抗薬、遮断薬）について説明できる。

E1-(1)-①-3 薬物の作用するしくみについて、受容体、

酵素、イオンチャネルおよびトランスポーターを例に挙

げて説明できる。

E1-(1)-①-4 代表的な薬物受容体を列挙し、刺激あるい

は遮断された場合の生理反応を説明できる。

E1-(1)-①-5 薬物の作用発現に関連する代表的な細胞内

情報伝達系を列挙し、活性化されたあるいは抑制された

場合の生理反応を説明できる。

E2　薬理・病態・薬物治療

(1)神経系の疾患と薬

①【自律神経系に作用する薬】

E2-(1)-①-1 交感神経系に作用し、その支配器官の機能
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を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な

副作用を説明できる。

E2-(2)-①-2 副交感神経系に作用し、その支配器官の機

能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主

な副作用を説明できる。

E2-(2)-①-3 神経節に作用する代表的な薬物を挙げ、薬

理作用、機序、主な副作用を説明できる。

②【体性神経系に作用する薬・筋の疾患の薬、病態、治

療】

E2-(1)-②-2 運動神経系に作用する代表的な薬物を挙げ、

薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

＜分子薬学部門＞

C4-(4)-①-1.化学物質の構造決定に用いられる機器分析

法の特徴を説明できる。

C4-(4)-②-1.ＮＭＲスペクトルの概要と測定法を説明で

きる2.化学シフトに及ぼす構造的要因を説明できる。

C4-(4)-②-3.有機化合物中の代表的水素原子についてお

およその化学シフト値を示すことができる。

C4-(4)-②-4.重水添加による重水素置換の方法と原理を

説明できる。

C4-(4)-②-5.１ＨＮＭＲの積分値の意味を説明できる。

C4-(4)-②-6.１ＨＮＭＲシグナルが近接プロトンにより

分裂する理由と分裂様式を説明できる。

C4-(4)-②-7.１ＨＮＭＲのスピン結合定数から得られる

情報を列挙しその内容を説明できる。

C4-(4)-②-8.代表的化合物の部分構造を１ＨＮＭＲから

決定できる（技能）。

C4-(4)-③-1.１３ＣＮＭＲの測定により得られる情報の

概略を説明できる。

C4-(4)-③-2.代表的な構造中の炭素についておおよその

化学シフト値を示すことができる。

C4-(4)-④-1.ＩＲスペクトルの概要と測定法を説明でき

る。

C4-(4)-④-2.ＩＲスペクトル上の基本的な官能基の特性

吸収を列挙し帰属することができる（知識・技能）。

C4-(4)-⑥-1.マススペクトルの概要と測定法を説明でき

る。

C4-(4)-⑥-2.イオン化の方法を列挙しそれらの特徴を説

明できる。

C4-(4)-⑥-3..ピークの種類（基準ピーク、分子イオン

ピーク、同位体ピーク、フラグメントピーク）を説明で

きる。

C4-(4)-⑥-4.塩素原子や臭素原子を含む化合物のマスス

ペクトルの特徴を説明できる。

C4-(4)-⑥-5.代表的なフラグメンテーションについて概

説できる。

C4-(4)-⑥-6.高分解能マススペクトルにおける分子式の

決定法を説明できる。

C4-(4)-⑥-7.基本的な化合物のマススペクトルを解析で

きる（技能）。

AD-C3-⑪-11. 代表的な官能基選択的反応を列挙しその

機構と応用例について説明できる。

＜物性薬学部門＞

1.製剤化の意義を説明できる．(知識)

2.代表的な錠剤処方を説明できる．(知識)

3.散剤，顆粒剤，錠剤の製法およびその特徴を説明でき

る．(知識)

4.散剤，顆粒剤，錠剤の試験法について説明できる．(

知識)

5.固形製剤に用いられる添加物の種類とその働きを説明

できる．(知識)

6.取扱説明書を読んで各種機器装置を自分で操作できる．

(技能)

7.錠剤の服用に必要な情報を記載したラベルを作成でき

る．(技能)

8.調製操作と製品の出来具合いの関係を考察できる．(

知識・技能・態度)

9.製剤に関わる諸課題について適切に回答できる．(知

識・技能)

10.臨床現場で汎用される簡易検査キットの測定原理や

使用上の注意について説明できる．(知識)

11.「個人情報の保護に関する法律」を遵守し，生体試

料を適正に取り扱う（採取，管理，廃棄）ことができる．

(知識・技能・態度)

C16 製剤化のサイエンス

C16-(1)-①-1. 溶液の濃度と性質について説明できる。

C16-(1)-②-1. 界面の性質について説明できる。

C16-(1)-②-5. 分散粒子の沈降現象について説明できる。

C16-(1)-③-2. 高分子の構造と高分子溶液の性質につい

て説明できる。

C16-(1)-③-3. 製剤分野で汎用される高分子の物性につ

いて説明できる。

C16-(1)-③-4. 粉体の性質について説明できる。

C16-(1)-③-6. 薬物と製剤材料の安定性に影響する要因、

安定化方法を列挙し、説明できる。

C16-(2)-①-1. 代表的な剤形の種類と特徴を説明できる。

C16-(2)-①-2. 代表的な固形製剤の種類と性質について

説明できる。

C16-(2)-①-7. 代表的な製剤添加物の種類と性質につい

て説明できる。

C16-(2)-②-1. 製剤化の単位操作および汎用される製剤

機械について説明できる。

C16-(2)-②-3. 汎用される容器、包装の種類や特徴につ

いて説明できる。※

C16-(2)-③-1. 日本薬局方の製剤に関連する試験法を列

挙できる。

C2 化学物質の分析

C2-（3）-②-1. 臨床分析の分野で用いられる代表的な
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分析法を列挙できる。

C15 薬物治療に役立つ情報

C15-(2)-②-7. 患者情報の取扱いにおいて守秘義務を遵

守し、管理の重要性を説明できる。（知識・態度）

＜社会薬学部門＞

〈環境衛生学〉人々の健康に多大な影響を及ぼす環境因

子の中の、水、空気について、それぞれの標準的試験法

や各種規制値に照らした環境評価法を体験することによ

り、薬剤師として身につけておく必要のある公衆衛生上

の知識と技能の理解を深めることを目標とする。

〈薬毒物中毒分析・代謝分析学〉医薬品や生活環境に存

在する中毒原因物質の簡易分析（スクリーニング）及び

代表的な中毒例の１つである有機リン剤中毒と解毒の反

応を通じて、分析の原理と操作を習得すると共に、薬毒

物の代謝活性化と解毒機構に関する理解を深めることを

目標とする。また、中毒原因物質に関する種々の情報の

検索、解析、その情報の提供を実践することにより、臨

床中毒における治療指針の決定に果たす薬剤師の役割の

重要性を認識することを目標とする。

〈栄養生化学〉医薬品中に含まれるビタミンの定量分析

を行なうことで、ビタミンの性質や特徴を理解できるよ

うになることを目標とする。また、食用油の化学的分析

と変質試験を行なうことで、油脂の酸化機構や各種化学

試験法や変質試験法で得られた測定値の意味が理解でき

るようになることを目標とする。

〈ドラッグストアの実態調査〉地域薬局のあり方と業務

を理解するために、薬局の役割や業務内容、医薬分業の

意義、セルフメディケーションなどに関する基本的知識

と、それらを活用するための基本的態度を修得すること

を目標とする。

＜授業のキーワード＞

生薬学、製剤学II,衛生薬学V,病態学II,生物薬剤学II,

薬理学IV、薬理学V,病態治療学I,医薬品情報、調剤学

＜授業の進め方＞

授業の順番は、この順番通りには行われないことがあり

ます。

時間割は後程配布します。

授業の進め方は、事前に開示します。

担当者によって異なりますが、講義と課題や小テストが

行われます。

事前学習が課されることもあります。

演習受講状況、課題や小テストの成績によっては、一部

の学生に追加の演習が課されることがあります。

適宜ドットキャンパスを通じて連絡されますので、見落

としがないようにしてください。

＜履修するにあたって＞

関連科目は3年後期開講の専門科目のすべてであるが、3

年前期の科目とのつながりも意識するので、復習を含む。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、予習しておくこと（目安として0.5時

間）。事後学習として、必ず復習し不明な点は次週まで

に解決しておくこと（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

演習中に出された課題

＜成績評価方法・基準＞

事前学習、演習時間中の取り組み、小テストや課題につ

いて、毎回の成績を100点満点で採点し、演習回数で案

分する。演習は授業に出席してその場で演習課題等を実

践することが必須なので、未受講で課題や小テストのみ

提出は、評価に反映しない。また演習中の課題や小テス

トで不合格となった場合の補講も同様の方法で評価する。

未受講で課題や小テストのみ提出は、評価に反映しない。

＜授業計画＞

第1回　分子薬学部門演習

①装置概要と測定方法（実技を含む）の学習：NMR, IR

②簡単な化合物の構造解析演習（スペクトルデータの総

合解析）

C4-(4)-①-1

C4-(4)-②- 1 ? 8

C4-(4)-③-1，2

C4-(4)-④-1，2

②簡単な化合物の構造解析演習（スペクトルデータの総

合解析）

C4-(4)-①-1

C4-(4)-②- 1 ? 8

C4-(4)-③-1，2

C4-(4)-④-1，2

C4-(4)-⑥- 1 ? 7

第2回　物性薬学部門演習

製剤設計に関係する課題についての演習

到達目標9

C16-(1)-①-1

C16-(1)-②-1,5

C16-(1)-③-6

第3回　物性薬学部門演習

製剤設計に関係する課題についての演習

到達目標9

C16-(1)-①-1

C16-(1)-②-1,5

C16-(1)-③-6

第4回　社会薬学部門演習

〈環境衛生学実習〉人々の健康に多大な影響を及ぼす環

境因子の中の、水、空気について、それぞれの標準的試

験法や各種規制値に照らした環境評価法を体験すること

により、薬剤師として身につけておく必要のある公衆衛

生上の知識と技能の理解を深めることを目標とする。
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〈薬毒物中毒分析・代謝分析学実習〉医薬品や生活環境

に存在する中毒原因物質の簡易分析（スクリーニング）

及び代表的な中毒例の１つである有機リン剤中毒と解毒

の反応を通じて、分析の原理と操作を習得すると共に、

薬毒物の代謝活性化と解毒機構に関する理解を深めるこ

とを目標とする。また、中毒原因物質に関する種々の情

報の検索、解析、その情報の提供を実践することにより、

臨床中毒における治療指針の決定に果たす薬剤師の役割

の重要性を認識することを目標とする。

〈栄養生化学実習〉医薬品中に含まれるビタミンの定量

分析を行なうことで、ビタミンの性質や特徴を理解でき

るようになることを目標とする。また、食用油の化学的

分析と変質試験を行なうことで、油脂の酸化機構や各種

化学試験法や変質試験法で得られた測定値の意味が理解

できるようになることを目標とする。

〈ドラッグストアの実態調査実習〉地域薬局のあり方と

業務を理解するために、薬局の役割や業務内容、医薬分

業の意義、セルフメディケーションなどに関する基本的

知識と、それらを活用するための基本的態度を修得する

ことを目標とする。

第5回　生薬学演習

演習を通して、基本的な部分の確認とアウトプットを行

う。

第6回　製剤学II演習

演習を通して、基本的な部分の確認とアウトプットを行

う。

第7回　衛生薬学V演習

演習を通して、基本的な部分の確認とアウトプットを行

う。

第8回　病態学II演習

演習を通して、基本的な部分の確認とアウトプットを行

う。

第9回　生物薬剤学I演習

演習を通して、基本的な部分の確認とアウトプットを行

う。

第10回　薬理学IV演習

演習を通して、基本的な部分の確認とアウトプットを行

う。

第11回　薬理学V演習

演習を通して、基本的な部分の確認とアウトプットを行

う。

第12回　病態治療学I演習

演習を通して、基本的な部分の確認とアウトプットを行

う。

第13回　医薬品情報演習

演習を通して、基本的な部分の確認とアウトプットを行

う。

第14回　調剤学演習

演習を通して、基本的な部分の確認とアウトプットを行

う。

第15回　有機反応論Ⅰ演習

演習を通して、基本的な部分の確認とアウトプットを行

う。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

6.0単位

演習実習ⅢＡ [15～18]

榎本　理世、浅田　麻琴、浅野　祥子、磯部　楓、稲垣

　冬彦、井上　雅己、袁　德其、神谷　浩平、岸本　修

一、新　真理子、杉岡　信幸、鷹野　正興、瀧本　竜哉、

津田　裕子、楢原　正則、橋田　亨、日置　和人、平岩

　英培、福島　恵造、福留　誠、藤岡　志緒、藤瀬　優

理、二木　梓、北條　恵子、屋山　勝俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習、実習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、必

修実習・演習科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、＊＊を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

＜化学系＞

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1-4を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

演習を通じてこれまでに学んだ化合物の構造と性質に関

する断片的な知識を体系化し、応用力を高める。

＜分子生物＞

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、２を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

2年生までの分子薬学科目群ならびに生命薬学科目群の

授業で学んだ知識と、演習実習Ⅱで修得した技能を基礎

として、微生物の取り扱いと遺伝子操作について、より

高度な手法を用いた実施と解析とを行い、３年生で学ぶ

分子薬学科目群ならびに生命薬学科目群の知識を実際の
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手技に基づいて理解する。

＜生命薬学＞

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2,3,7を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

モルモット摘出回腸を用い、自律神経系や平滑筋に作用

する薬物の腸管平滑筋に対する作用を調べる。

＜到達目標＞

＜化学系＞

（到達目標）

① アミン類の代表的な性質と反応を列挙し、説明でき

る。② 芳香族化合物の求電子置換反応の反応性および

配向性に及ぼす置換基の効果を説明できる。③ ルイス

酸・塩基を定義することができる。④ アルコール、チ

オール、フェノール、カルボン酸などの酸性度を比較し

て説明できる。⑤ 含窒素化合物の塩基性度を説明でき

る。

以下の各SBOsを到達目標とする。

（コアカリキュラム）

C1-(1)-①-3　共役や共鳴の概念を説明できる。

C3-(1)-①-3  基本的な化合物を、ルイス構造式で書く

ことができる。

C3-(1)-①-4  有機化合物の性質と共鳴の関係について

説明できる。

C3-(1)-①-5  ルイス酸・塩基、ブレンステッド酸・塩

基を定義することができる。

C3-(2)-③-3  芳香族炭化水素化合物の求電子置換反応

の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。

C3-(3)-①-2  官能基の性質を利用した分離精製を実施

できる。(技能)

C3-(3)-③-1  アルコール、フェノール類の基本的な性

質と反応を列挙し、説明できる。

C3-(3)-④-2  カルボン酸の基本的性質と反応を列挙し、

説明できる。

C3-(3)-⑤-1  アミン類の基本的性質と反応を列挙し、

説明できる。

C3-(3)-⑥-1  官能基が及ぼす電子効果について概説で

きる。

C3-(3)-⑦-1  アルコール、フェノール、カルボン酸、

炭素酸などの酸性度を比較して説明できる。

C3-(3)-⑦-2  含窒素化合物の塩基性度を比較して説明

できる。

＜分子生物＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C8-(4)-②-1　細菌の構造と増殖機構を説明できる。

C8-(4)-②-3　グラム陽性菌と陰性菌、好気性菌と嫌気

性菌の違いを説明できる。

C8-(4)-②-6　細菌の遺伝子伝達（接合、形質導入、形

質転換）について説明できる。

C8-(4)-⑥-1　滅菌、消毒、防腐および殺菌、静菌の概

念を説明できる。

C8-(4)-⑥-2　主な消毒薬を適切に使用する。（技能・

態度）

C8-(4)-⑥-3　主な滅菌法を実施できる。（技能）

C8-(4)-⑦-2　無菌操作を実施できる。（技能）

C8-(4)-⑦-3　代表的な細菌または真菌の分離培養、純

培養を実施できる。（技能）

C9-(2)-①-2　DNAの構造について説明できる。

C9-(2)-②-1　遺伝子発現に関するセントラルドグマに

ついて概説できる。

C9-(2)-②-3　ゲノムと遺伝子の関係を説明できる。

C9-(2)-②-5　遺伝子の構造に関する基本的用語（プロ

モーター、エンハンサー、エキソン、イントロンなど）

を説明できる。

C9-(2)-③-1　DNAからRNAへの転写について説明できる。

C9-(2)-③-2　転写の調節について、例を挙げて説明で

きる。

C9-(2)-③-4　RNAからタンパク質への翻訳の過程につい

て説明できる。

C9-(6)-①-1 組換えDNA技術の概要を説明できる。

C9-(6)-①-2 細胞からDNAを抽出できる。（技能）

C9-(6)-①-3 DNAを制限酵素により切断し、電気泳動法

により分離できる。（技能）

C9-(6)-①-5 遺伝子取扱いに関する安全性と倫理につい

て配慮する。（態度）

C9-(6)-②-1 遺伝子クローニング法の概要を説明できる。

C9-(6)-②-2 cDNAとゲノミックDNAの違いについて説明

できる。

C9-(6)-②-3 遺伝子ライブラリーについて説明できる。

C9-(6)-②-4 PCR法による遺伝子増幅の原理を説明し、

実施できる。（知識・技能）

C9-(6)-③-2 外来遺伝子を細胞中で発現させる方法を概

説できる。

C9-(6)-③-4 遺伝子工学の医療分野での応用について例

を挙げて説明できる。

C14-(5)-②-1 抗菌薬を作用点に基づいて分類できる。

C14-(5)-②-3 代表的なβ-ラクタム系抗菌薬を抗菌スペ

クトルに基づいて分類し、有効な感染症を列挙できる。

C14-(5)-②-5 マクロライド系抗菌薬の抗菌スペクトル

と、有効な感染症を列挙できる。

以下の各SBOsを到達目標とする。

主題１．微生物学実習

 1. 微生物の扱い方を説明できる。（知識；ヒューマニ

ズム）

 2. 適正な試料の処理を実施し、環境へ配慮できる。（
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態度；ヒューマニズム）

 3. 実験実施の倫理について配慮できる。（態度；ヒュ

ーマニズム）

 4. μlレベルの　微量サンプルを確実に混合できる。

（技能；アドバンスト）

 5. 培地を調製し、微生物を培養できる。（C８（４）-

②１）、技能；C８（４）-⑦３））

 6. 無菌操作の重要性を説明し、実施できる。（技能；

C８（４）-⑦２））

 7. 各種滅菌法について説明し、実施できる。（知識、

技能、態度；C８（４）-⑥１）２）３））

 8. 滅菌と消毒の違いについて説明できる。（知識；C

８（４）-⑥１））

 9. 消毒薬について説明できる。（知識；C８（４）-⑥

１））

10. 微生物に関する各種検査の基礎的な技術を習得し、

実施できる。（知識、技能；アドバンスト）

11. 大腸菌群と汚染について説明できる。（知識；アド

バンスト）

12. 抗菌剤の抗菌スペクトルと、各々の作用点について

説明できる。（知識；C14 （５）-②１）３）５）７）

）

13. グラム陽性菌とグラム陰性菌の違いについて説明で

きる。（C８（４）-②３）、技能；C８（４）-⑦３））

14. 互いのデータを共有し、全体をまとめ、結果・考察

を発表できる。（態度；PBL）

主題２．分子生物学実習

 1. 微生物の扱い方を説明できる。（知識；ヒューマニ

ズム）

 2. 適正な試料の処理を実施し、環境へ配慮できる。（

態度； ヒューマニズム）

 3. 実験実施の倫理について配慮できる。（態度；C９

（６）-①５））

 4. 遺伝子操作に必要な基本的技術を習得し、実施でき

る。（知識、技能；C９ （６）-①４））

 5. μlレベルの　微量サンプルを確実に混合できる。

（技能；アドバンスト）

 6. プラスミドについて説明できる。（知識；C９ （２

）-①２））

 7. DNAリガーゼを用い、組換え体の作製できる。（技

能；C９ （６）-①１）、C９ （６）-②３））

 8. コンピテントセルを調製し、形質転換を行える。（

技能；アドバンスト）

 9. 組換え体を選別し、目的のクローンを単離できる。

（技能；C８（４）-②６）、C８（４）-⑥２）３）、C

８（４）-⑦２）３）、C９ （２）-②１）３）５）、C

９ （２）-③１）２）４）、C９ （６）-②１）、C９

（６）-③２））

10. PCRを理解し、実施できる。（知識、技能；C９ （

６）-②４））

11. 制限酵素について説明できる。（知識；アドバンス

ト）

12. DNAを制限酵素で消化し、電気泳動により分離し結

果を解析できる。（技能；C９ （６）-①３））

13. アルカリSDS法によりプラスミド調製できる。（技

能；C９ （６）-①２））

14. 制限酵素地図を作成できる。（技能；アドバンスト

）

15. cDNA とゲノミックDNA の違いについて説明できる。

(知識；C９ （６）-②２）)

16.遺伝子工学の医療分野での応用について例を挙げて

説明できる。（知識；C９ （６）-③４））

17. 互いのデータを共有し、全体をまとめ、結果・考察

を発表できる。（態度；PBL）

＜生命薬学＞

〈実習目標〉

1. 動物実験における倫理について配慮できる。(態度）

2. 薬物の用量と作用の関係を説明できる。

3. アゴニストとアンタゴニストについて説明できる。

4. 薬物の作用するしくみについて、受容体、酵素およ

びチャネルを例に挙げて説明できる。

5. 代表的な薬物受容体を列挙し、刺激あるいは阻害さ

れた場合の生理反応を説明できる。

6. 薬物の作用発現に関連する代表的な細胞内情報伝達

系を列挙し、活性化された場合の生理反応を説明できる。

7. 交感神経系に作用する代表的な薬物の薬理作用、機

序、主な副作用について説明できる。

8. 副交感神経系に作用する代表的な薬物の薬理作用、

機序、主な副作用について説明できる。

9. 神経節に作用する代表的な薬物の薬理作用、機序、

主な副作用について説明できる。

10. 自律神経系に作用する代表的な薬物の効果を測定で

きる。（技能）

以下の各SBOsを到達目標とする。

〈コアカリキュラム〉

C8-(1)-②-3．自律神経系の構成と機能の概要を説明で

きる。

C9-(5)-⑤-1．細胞内情報伝達に関与するセカンドメッ

センジャーおよびカルシウムイオンなど、具体例を挙げ

て説明できる。

C9-(5)-⑤-2．細胞膜受容体からGタンパク系を介して細

胞内へ情報を伝達する主な経路について概説できる。

C13-(1)-①-1．薬の用量と作用の関係を説明できる。

C13-(2)-①-2．アゴニストとアンタゴニストについて説

明できる。

C13-(1)-①-3．薬物の作用するしくみについて、受容体、

酵素およびチャネルを例に挙げて説明できる。

C13-(1)-①-4．代表的な薬物受容体を列挙し、刺激ある
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いは阻害された場合の生理反応を説明できる。

C13-(1)-①-5．薬物の作用発現に関連する代表的な細胞

内情報伝達系を列挙し、活性化された場合の生理反応を

説明できる。

C13-(1)-④-1．動物実験における倫理について配慮する。

（態度）

C13-(2)-②-1．交感神経系に作用し、その支配器官の機

能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主

な副作用について説明できる。

C13-(2)-②-2．副交感神経系に作用し、その支配器官の

機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、

主な副作用について説明できる。

C13-(2)-②-3．神経節に作用する代表的な薬物を挙げ、

薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。

C13-(2)-②-4．自律神経系に作用する代表的な薬物の効

果を測定できる。（技能）

A-(3)-②-3．対立意見を尊重し、協力してより良い解決

法を見出すことができる。（技能）

A-(3)-④-2．チームに参加し、協調的態度で役割を果た

す。（態度）

A-(3)-④-3．自己の能力の限界を認識し、必要に応じて

他者に援助を求める。（態度）

＜授業のキーワード＞

＜化学系＞

アミン類の性質と反応、芳香族化合物の求電子置換反応、

酸・塩基の概念、置換基の電子効果

＜分子生物＞

微生物、無菌操作、遺伝子組換え、クローニング、プラ

スミド精製、DNA電気泳動、PCR

＜生命薬学＞

アミン類の性質と反応、芳香族化合物の求電子置換反応、

還元反応、アルドール反応、酸・塩基の概念、微生物、

無菌操作、遺伝子組換え、クローニング、プラスミド精

製、DNA電気泳動、PCR、自律神経系、平滑筋

＜授業の進め方＞

＜化学系＞

演習

＜分子生物＞

授業計画に従っておこないます。

＜生命薬学＞

授業計画に従っておこないます。

＜履修するにあたって＞

＜化学系＞

演習と関連づけて予習すること。特に関連のある科目は、

「有機化合物の性質と反応Ⅰ? Ⅳ」「有機合成の手法」

「有機反応論Ⅰ」等である。

＜分子生物＞

関連科目は、｢微生物と感染症」「細胞の分子生物学Ⅰ

・Ⅱ」です。講義と関連づけて、実習をより深く理解す

るように学習しましょう。授業計画に従って7回の演習

・実習を行います。実習終了後に演習で課題を与えるの

で、レポートを提出してください。

＜生命薬学＞

関連科目は「生体の機能調節Ⅰ」「生体の機能調節Ⅱ」

「薬理学Ⅰ」 [薬理学Ⅱ]です。講義と関連づけて、実

習をより深く理解するように学習しましょう。授業計画

に従って7回の実習（内1回は導入講義）と演習枠を使っ

た実習討論を行います。2回生で習った自律神経系の構

成、機能、細胞内情報伝達系、自律神経系に作用する薬

について復習しておきましょう。

＜授業時間外に必要な学修＞

＜化学系＞

予習（目安として1時間）

＜分子生物＞

事前学習として、あらかじめ実習書を熟読しておいて下

さい。（目安として１時間／日）事後学習として、指定

された項目を調べ、

レポートを作成して下さい。また、総合討論のため与え

られた課題について話し合い、発表の準備、発表資料の

作成を行って下さい。（目安として１時間／日）

＜生命薬学＞

予習用ビデオの閲覧、予習プリントの記述。

事前学習として、薬理学Ⅰの復習しておくこと。事後学

習として、実習内容をふまえて薬理学Ⅰに関する知識の

整理すること。

＜提出課題など＞

＜化学系＞

課題を完成すること。レポートの提出を求められれば必

ず提出する。

＜分子生物＞

期間中に配布されたプリントを完成させて提出して下さ

い。実習終了後、与えられた課題について調べ発表を行

い、レポートを提出して下さい。

＜生命薬学＞

予習プリントの解答、プレゼンテーション資料作成およ

びそのための調査、レポート作成

＜成績評価方法・基準＞

実習講義時に説明する基準に従いおこなう。下記評価項

目と配点割合に従って評点を算出し、最終評価とする。

無断欠席、無断遅刻。無断早退および無断でレポートの

提出期限に遅れた場合は、演習実習IIIAの成績は「D」
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判定となる。

評価項目と配点割合

＜化学系＞

演習開始時に説明する基準に従いおこなう。

＜分子生物＞

演習実習への取り組み（40％）、注意事項の遵守（20％

）および演習実習の参加状況（40％）　各項目の詳細は

当該年度の演習実習書に記載する。

＜生命薬学＞

実習の取り組み(実習実施、レポート、発表など）80％、

注意事項の遵守20％で評価します。取り組みは、他者に

説明できるレベルでの内容の理解、実施状況で評価しま

す。　無断欠席、無断遅刻、レポート期限を守らないな

ど実習科目にふさわしくない取り組み状況は厳しく評価

する。演習枠を使った実習討論については実習成績に含

める。

＜テキスト＞

＜化学系＞

「有機化合物の性質と反応Ⅰ? Ⅳ」の講義で指定されて

いる教科書

オリジナル プリント

＜分子生物、生命薬学＞

実習書を配布する。

＜参考図書＞

＜化学系＞

ウォーレン・有機化学：野依良治ら監訳、東京化学同人

＜分子生物＞

エッセンシャル細胞の分子生物学、シンプル微生物学、

分子生物学キーノート

＜生命薬学＞

NEW薬理学（南江堂）、薬理学Ⅰ・薬理学Ⅱ講義プリン

ト（榎本作成）

＜授業計画＞

化学系第１回　有機化学基礎問題演習(1）

置換基効果と共役酸・共役塩基についての演習を行う。

C1-(1)-①-3

C3-(1)-①-3，4

C3-(2)-③-3

C3-(3)-⑥-1

化学系第２回　有機化学基礎問題演習(2）

酸・塩基、酸性度・塩基性度に関する演習を行う。

C3-(1)-①-5

C3-(3)-①-2

C3-(3)-⑦-1，2

C3-(3)-③-1

C3-(3)-④-2

C3-(3)-⑤-1

生命薬学

第１回　実習に入る前の準備

実習に入る前の導入講義と注意事項の伝達

講義内容：動物実験における倫理、回腸における自律神

経支配

C8-(1)-②-3

C9-(5)-⑤-1

C9-(5)-⑤-2

C13-(1)-①-1

C13-(2)-①-2

C13-(1)-①-3

C13-(1)-①-4

C13-(1)-①-5

C13-(2)-②-1

C13-(2)-②-2

C13-(2)-②-3

生命薬学

第２回　回腸平滑筋に対する種々の薬物の効果（１）-1

自律神経系に作用する薬物や平滑筋に作用する薬物を用

いて、モルモット回腸平滑筋の反応を調べる。

使用する薬物：アセチルコリン、アトロピン、アドレナ

リン、ヘキサメトニウム、ニコチン、ヒスタミン、ジフ

ェンヒドラミン、塩化カリウム

C8-(1)-②-3

C9-(5)-⑤-1

C9-(5)-⑤-2

C13-(1)-①-1

C13-(2)-①-2

C13-(1)-①-3

C13-(1)-①-4

C13-(1)-①-5

C13-(1)-④-1

C13-(2)-②-1

C13-(2)-②-2

C13-(2)-②-3

C13-(2)-②-4

A-(3)-②-3

A-(3)-④-2

A-(3)-④-3

生命薬学

第３回　回腸平滑筋に対する種々の薬物の効果（１）-2

実験結果を整理し、結果と照らし合わせながら、自律神

経系に作用する薬物や平滑筋に作用する薬物の薬理作用

機構を復習し、知識を整理する。
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C8-(1)-②-3

C9-(5)-⑤-1

C9-(5)-⑤-2

C13-(1)-①-1

C13-(2)-①-2

C13-(1)-①-3

C13-(1)-①-4

C13-(1)-①-5

C13-(2)-②-1

C13-(2)-②-2

C13-(2)-②-3

A-(3)-②-3

A-(3)-④-2

A-(3)-④-3

生命薬学

第４回　回腸平滑筋に対する種々の薬物の効果（２）-1

各班に与えられた課題を証明するための実験計画を立案

する。

C8-(1)-②-3

C9-(5)-⑤-1

C9-(5)-⑤-2

C13-(1)-①-1

C13-(2)-①-2

C13-(1)-①-3

C13-(1)-①-4

C13-(1)-①-5

C13-(2)-②-1

C13-(2)-②-2

C13-(2)-②-3

A-(3)-②-3

A-(3)-④-2

A-(3)-④-3

生命薬学

第５回　回腸平滑筋に対する種々の薬物の効果（２）-2

立案した実験計画に従って、実験を行う。さらに、必要

に応じて追加の実験計画についても立案し、実施する。

使用する薬物：アセチルコリン、アトロピン、ブチルス

コポラミン、アドレナリン、ヘキサメトニウム、ニコチ

ン、ヒスタミン、ジフェンヒドラミン、フェキソフェナ

ジン、塩化カリウム、パパベリン、ネオスチグミン、デ

カメトニウム、EDTA、キニジン、プロカイン、プロカイ

ンアミド、クロルプロマジン、クロミプラミン他

C8-(1)-②-3

C9-(5)-⑤-1

C9-(5)-⑤-2

C13-(1)-①-1

C13-(2)-①-2

C13-(1)-①-3

C13-(1)-①-4

C13-(1)-①-5

C13-(1)-④-1

C13-(2)-②-1

C13-(2)-②-2

C13-(2)-②-3

C13-(2)-②-4

A-(3)-②-3

A-(3)-④-2

A-(3)-④-3

生命薬学

第６回　回腸平滑筋に対する種々の薬物の効果（２）-3

課題実験の結果を整理しいて考察し、発表資料の構想を

練る。構想ができたらプレゼンテーション資料の作成に

着手する。

C8-(1)-②-3

C9-(5)-⑤-1

C9-(5)-⑤-2

C13-(1)-①-1

C13-(2)-①-2

C13-(1)-①-3

C13-(1)-①-4

C13-(1)-①-5

C13-(2)-②-1

C13-(2)-②-2

C13-(2)-②-3

A-(3)-②-3

A-(3)-④-2

A-(3)-④-3

生命薬学

第７回　回腸平滑筋に対する種々の薬物の効果（２）-4

総合討論会のために課題に関する調査を行い、模式図や

グラフなどの実験結果を盛り込んだプレゼンテーション

資料を作成する。演習枠で実習討論会を行う。

C8-(1)-②-3

C9-(5)-⑤-1

C9-(5)-⑤-2

C13-(1)-①-1

C13-(2)-①-2

C13-(1)-①-3

C13-(1)-①-4

C13-(1)-①-5

C13-(1)-④-1

C13-(2)-②-1

C13-(2)-②-2

C13-(2)-②-3

C13-(2)-②-4

A-(3)-②-3

A-(3)-④-2

A-(3)-④-3

分子生物

第１回　　実習に入る前の準備と注意事項
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実習に入る前の準備と注意事項

分子生物

第２回　　消毒薬の効果

普通寒天平板培地を用い、消毒薬の効果を判定する。

C８（４）-②１）

C８（４）-⑥１）２）３）

C８（４）-⑦２）

到達目標

主題1-1, 2, 3, 5, 6, 7, 8, 9, 10, 11

分子生物

第３回　　抗菌力試験

代表的なグラム陽性菌とグラム陰性菌で抗菌薬の検査を

実施し、効力を比較、判定する。

C８（４）-②１）３）

C８（４）-⑦２）３）

C14 （５）-②１）３）５）

到達目標

主題1-1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 9, 12, 13

分子生物

第４回　　結果判定

各種微生物検査の結果をまとめ、発表する。各種の滅菌

法、抗菌薬の作用機序を調査し、特長をまとめ報告する。

C８（４）-②１）３）

C８（４）-⑥１）２）３）

C14 （５）-②１）３）５）

到達目標

主題1-3, 6, 7, 8, 9, 11, 12, 13, 14

分子生物

第５回　　遺伝子組換え体の作製

DNAリガーゼでモデル遺伝子（Eｍ耐性遺伝子）とｐUC19

を連結した組換えプラスミドをコンピテント化した大腸

菌に形質転換し、選択用培地に植えてコロニーを形成さ

せる。

C８（４）-②６）

C８（４）-⑥２）３）

C８（４）-⑦２）

C９ （２）-①２）

C９ （６）-①１）４）５）

C９ （６）-②１）

到達目標

主題2-1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9

分子生物

第６回　制限酵素消化とDNAの電気泳動

ラムダHindIII DNAマーカーをアガロースゲル電気泳動

で確認する。同時に未知試料を与え、制限部位の位置情

報から消化酵素を推定する。

前日の形質転換試料から効率を計算する。

各自でコロニーをピックアップし、純培養、Em耐性の確

認を行う。

C８（４）-②６）

C８（４）-⑥２）３）

C８（４）-⑦２）３）

C９ （２）-①２）

C９ （６）-①１）３）４）

C９ （６）-②１）

到達目標

主題2-1, 2, 3, 4, 5, 9, 11, 12

分子生物

第７回　　プラスミド調製

各自で指定されたコロニーから組換え大腸菌を純培養し、

プラスミドを調製する。

C８（４）-②６）

C８（４）-⑥２）３）

C８（４）-⑦２）３）

C９ （２）-①２）

C９ （６）-①１）２）４）５）

C９ （６）-②１）

到達目標

主題2-1, 2, 3, 4, 5, 6, 9, 13

分子生物

第８回　PCR

各自クローンから得たプラスミドDNAを鋳型としてPCR反

応を行い、電気泳動で、組換え体断片を確認する。

C８（４）-②６）

C８（４）-⑥２）３）

C８（４）-⑦２）３）

C９ （２）-①２）

C９ （６）-①１）４）５）

C９ （６）-②１）４）

到達目標

主題2-1, 2, 3, 4, 5, 10

分子生物

第９回　　制限酵素地図の作成

各自が調製したpUC19プラスミドや組換え体プラスミド

を複数の制限酵素で消化し、電気泳動のパターンから制

限酵素地図を推定する。

C８（４）-②６）

C８（４）-⑥２）３）

C８（４）-⑦２）３）

C９ （２）-①２）

C９ （６）-①１）３）４）５）

C９ （６）-②１）

到達目標

主題2-2, 3, 4, 5, 6, 11. 12, 14

分子生物

第１０回　総合討論

各班ごとに課題を与え、実験操作の意味、原理、結果な

どを報告させる。



- 113 -

C８（４）-②６）

C８（４）-⑥２）３）

C９ （２）-①２）

C９ （２）-②１）３）５）

C９ （２）-③１）２）４）

C９ （６）-①１）

C９ （６）-②１）２）３）４）

C９ （６）-③２）４）

到達目標

主題2-4, 6, 10, 11, 15, 16, 17

--------------------------------------------------

2022年度 後期

6.0単位

演習実習ⅢＢ [15～18]

中川　公恵、浅田　麻琴、浅野　祥子、安藤　徹、市川

　秀喜、稲垣　冬彦、内海　美保、袁　德其、岡本　正

志、糟谷　史代、亀井　敬泰、岸本　修一、倉西　歩、

杉岡　信幸、髙橋　隆幸、瀧本　竜哉、津田　裕子、日

置　和人、福島　恵造、福島　昭二、福留　誠、藤岡

志緒、二木　梓、北條　恵子、道田　隆、村上　遼、山

口　孝子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、必

修実習・演習科目であり３年次に配当している。

＜分子薬学部門＞

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、２，３を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

有機化学合成反応を行い、さらに、機器解析データから

化合物の構造を推測したりすることを通じて、授業で学

んだ知識を確認しながら高度な技能を身につける。

＜物性薬学部門＞

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、２，３，５

を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

医薬品の本体は生理活性を持った化合物であるが，治療

を目的として医療の現場で患者に投与する際には，最適

の剤形に加工された製剤が使用される．医薬品製剤の剤

形は日本薬局方製剤総則に収載されている75種が基本で

あるが，本実習では，代表的な固形製剤（散剤，顆粒剤，

錠剤）の製造と品質測定実習を行う．これらを通じて，

汎用される製剤機械と単位操作を組み合わせて製剤を調

製してその品質を日本薬局方製剤試験法等を用いて評価

するとともに，製剤化において遭遇する諸問題に対応す

るための基礎となる基本的知識と技能の修得を目標とす

る．さらに，病院や薬局で，血糖値測定や尿検査等に用

いられる簡易検査キットの測定原理に関する調査（PBL

：Problem Based Learning）を行い，薬剤師として簡易

検査キットの適正使用を支援するための測定原理に関す

る基本的知識の理解を深める．

＜社会薬学部門＞

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、２，３，５，

６を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

実習ⅢB(社会薬学部門担当分）では、実習ⅡA、ⅡBで習

得した知識・技術を踏まえ、医薬品の中毒・代謝分析（

薬毒物中毒分析・代謝分析学実習）、ビタミン・脂質類

の定量分析（栄養生化学実習）、環境衛生と健康の各項

目に関連した実習（環境衛生学実習）を通して専門知識

と技術を取得することを目的とする。

＜臨床薬学部門：薬剤系＞

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、2, 3, 5を

目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

＜到達目標＞

＜分子薬学部門＞

（到達目標）

①ヒドリド還元の反応機構を理解できる。

②機器分析データ(MS, IR, NMR)を基に複雑な化合物の

構造を決定できる。

以下の各SBOsを到達目標とする。

（コアカリキュラム）

C3-(4)-①-5. 代表的な化合物の部分構造を 1H NMR か

ら決定できる。(技能)

C3-(4)-②-2. IR スペクトル上の基本的な官能基の特性

吸収を列挙し、帰属することができる。（知識・技能）

C3-(4)-③-2. 測定化合物に適したイオン化法を選択で

きる。（技能）

C3-(4)-③-4. 代表的な化合物のマススペクトルを解析

できる。（技能）

C3-(4)-④-1. 代表的な機器分析法を用いて、代表的な

化合物の構造決定ができる。（技能）

AD-C3-⑦-3.代表的な化合物の部分構造を1H NMR と併せ
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て13C NMR から決定できる。（技能）

AD-C3-⑧-1.代表的なフラグメンテーションを説明でき

る。

AD-C3-⑪-11. 代表的な官能基選択的反応を列挙し、そ

の機構と応用例について説明できる。

AD-C3-⑪-12. 化学反応によって官能基変換を実施でき

る。（技能）

AD-C3-⑭-3. 反応廃液を適切に処理する。（技能・態度

）

＜物性薬学部門＞

（到達目標）

1.製剤化の意義を説明できる．(知識)

2.代表的な錠剤処方を説明できる．(知識)

3.散剤，顆粒剤，錠剤の製法およびその特徴を説明でき

る．(知識)

4.散剤，顆粒剤，錠剤の試験法について説明できる．(

知識)

5.固形製剤に用いられる添加物の種類とその働きを説明

できる．(知識)

6.放出制御の意義とコーティング剤の特性を説明できる．

（知識）

7.日本薬局方溶出試験法によって放出制御コーティング

錠の薬物放出特性を評価できる．（技能）

8.取扱説明書を読んで各種機器装置を自分で操作できる．

(技能)

9.調製操作と製品の出来具合いの関係を考察できる．(

知識・技能・態度)

10.製剤に関わる諸課題について適切に回答できる．(知

識・技能)

11.臨床現場で汎用される簡易検査キットの測定原理や

使用上の注意について説明できる．(知識)

12.「個人情報の保護に関する法律」を遵守し，生体試

料を適正に取り扱う（採取，管理，廃棄）ことができる．

(知識・技能・態度)

以下の各SBOsを到達目標とする。

（コアカリキュラム）

E5 製剤化のサイエンス

E5-(1)-①-1. 粉体の性質について説明できる。

E5-(1)-①-3　固形材料の溶解現象（溶解度，溶解平衡

など）や溶解した物質の拡散と溶解速度について説明で

きる。

E5-(1)-①-5　固形材料の溶解度や溶解速度を高める代

表的な製剤的手法を列挙し、説明できる。

E5-(1)-②-2. 高分子の構造と高分子溶液の性質（粘度

など）について説明できる。

E5-(1)-③-1. 界面の性質（界面張力，分配平衡，吸着

など）や代表的な界面活性剤の種類と性質について説明

できる。

E5-(1)-③-3.  分散した粒子の安定性と分離現象（沈降

など）について説明できる。

E5-(1)-④-1. 製剤分野で汎用される高分子の構造を理

解し，その物性について説明できる。

E5-(1)-④-2. 薬物の安定性（反応速度，複合反応など

）や安定性に影響を及ぼす因子（pH，温度など）につい

て説明できる。

E5-(2)-①-1. 製剤化の概要と意義について説明できる。

E5-(2)-①-2. 経口投与する製剤の種類とその特性につ

いて説明できる。

E5-(2)-②-1. 代表的な医薬品添加物の種類・用途・性

質について説明できる。

E5-(2)-②-2. 製剤化の単位操作，汎用される製剤機械

および代表的な製剤の具体的な製造工程について説明で

きる。

E5-(2)-②-3. 汎用される容器，包装の種類や特徴につ

いて説明できる。

E5-(2)-②-4. 製剤に関連する試験法を列挙し，説明で

きる。

E5-(3)-②-1　コントロールドリリースの概要と意義に

ついて説明できる。

E5-(3)-②-2　投与部位ごとに、代表的なコントロール

ドリリース技術を列挙し、その特性について説明できる。

E5-(3)-②-3　コントロールドリリース技術を適用した

代表的な医薬品を列挙できる。

C2 化学物質の分析

C2-(6)-①-1. 分析目的に即した試料の前処理法を説明

できる。

C2-(6)-②-1. 臨床分析で用いられる代表的な分析法を

列挙できる。

E3 薬物治療に役立つ情報

E3-(2)-②-4. 患者情報の取扱いにおける守秘義務と管

理の重要性を説明できる。

＜社会薬学部門＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

〈環境衛生学実習〉人々の健康に多大な影響を及ぼす環

境因子の中の、水、空気について、それぞれの標準的試

験法や各種規制値に照らした環境評価法を体験すること

により、薬剤師として身につけておく必要のある公衆衛

生上の知識と技能の理解を深めることを目標とする。

〈薬毒物中毒分析・代謝分析学実習〉医薬品や生活環境

に存在する中毒原因物質の簡易分析（スクリーニング）

及び代表的な中毒例の１つである有機リン剤中毒と解毒

の反応を通じて、分析の原理と操作を習得すると共に、

薬毒物の代謝活性化と解毒機構に関する理解を深めるこ

とを目標とする。また、中毒原因物質に関する種々の情
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報の検索、解析、その情報の提供を実践することにより、

臨床中毒における治療指針の決定に果たす薬剤師の役割

の重要性を認識することを目標とする。

〈栄養生化学実習〉医薬品中に含まれるビタミンの定量

分析を行なうことで、ビタミンの性質や特徴を理解でき

るようになることを目標とする。また、食用油の化学的

分析と変質試験を行なうことで、油脂の酸化機構や各種

化学試験法や変質試験法で得られた測定値の意味が理解

できるようになることを目標とする。

＜臨床薬学部門：薬剤系＞

以下のSBOsを到達目標とする。

E4-(2)-①-1　線形コンパートメントモデルと、関連す

る薬物動態パラメータ（全身クリアランス、分布容積、

消失半減期、生物学的利用能など）の概念を説明できる。

E4-(2)-①-2　線形１－コンパートメントモデルに基づ

いた解析ができる（急速静注・経口投与［単回および反

復 投与］、定速静注）。

E4-(2)-②-1　治療薬物モニタリング（TDM）の意義を説

明し、TDMが有効な薬物を列挙できる。

E4-(2)-②-3　薬物動態パラメータを用いて患者ごとの

薬物投与設計ができる。

E4-(2)-②-4　ポピュレーションファーマコキネティク

スの概念と応用について概説できる。

＜授業のキーワード＞

＜分子薬学部門＞

NMR、IR、MS、構造解析、ヒドリド還元

＜物性薬学部門＞

散剤・顆粒剤・錠剤の製造、固形製剤の品質測定、製剤

試験法、簡易検査キットの測定原理

＜社会薬学部門＞

薬毒物中毒、代謝分析、環境衛生、ビタミン

＜臨床薬学部門：薬剤系＞

線形1-コンパートメントモデル、経口投与モデル、吸収

速度定数、消失速度定数、半減期、全身クリアランス、

TDM、抗てんかん薬、抗ぜんそく薬、強心配糖体、有効

血中濃度、ベイズ推定、母集団解析、一点採血、PEDA、

MULTI、非線形最小自乗法、処方設計、投与計画

＜授業の進め方＞

＜分子薬学部門＞

１週目は、構造解析の方法や機器の取り扱いについて学

ぶ。２週目は、還元反応および１週目の解析したデータ

について、各グループでSGD、プレゼンテーションを行

う。

＜物性薬学部門＞

本実習項目では，学生は3つの小クラスに分かれ，授業

計画の欄に示した項目をクラス毎にローテーションして

行う．

＜社会薬学部門＞

本科目では、各分野(環境衛生学実習、薬毒物中毒分析

・代謝分析学実習、栄養生化学実習)に分かれて参加型

の実習を行う。

＜臨床薬学部門：薬剤系＞

3日間で行います。1日目は1-コンパートメント経口投与

の実験装置を組み立て、薬物投与後、経時的に血中濃度

を測定し、その解析を行います。2日目はTDMソフトPEDA

を用い、一点採血での血中動態パラメーターの推定と、

それに基づいた処方設計を3種の薬物について行います。

3日目は、総合的な演習を行います。

＜履修するにあたって＞

＜分子薬学部門＞

第一に安全な実習を心掛ける。そのためには、十分に予

習し、反応と使用する試薬や溶媒の化学的性質を理解し

ておくことが肝要である。関連科目は「有機構造解析」

「有機化学Ⅱ」であり、講義と関連づけて予習すること。

＜物性薬学部門＞

関連科目は，「日本薬局方Ⅰ」｢製剤学Ⅰ・Ⅱ」｢薬品分

析学Ⅰ・Ⅲ」「物理化学Ⅱ・Ⅲ」であり，これらの講義

と関連づけて，実習をより深く理解するように学修する

こと．授業計画に従って9回の実習とPBLを行う．

オフィスアワー：随時（質問などは，PP331物性薬学部

門助教助手室で受付ける）

＜社会薬学部門＞

授業は、第１クール(環境衛生学実習；第１回? ２回）、

第２クール(薬毒物中毒分析・代謝分析学実習；第３回

? 第４回）、第３クール（栄養生化学実習；第５回? 第

６回）に分けて行ないます。第１クールから第３クール

の受講の順番は実習講義時に指示しますが、必ず全ての

クールを連続して（３週間）受講することになります。

＜臨床薬学部門：薬剤系＞

対数計算、指数計算、片対数グラフの書き方を復習し、

薬物動態、TDMの講義を復習してください。

＜授業時間外に必要な学修＞

＜分子薬学部門＞

予習および実験ノートの整理とレポートの作成（目安と

して1時間）

＜物性薬学部門＞

・製剤実習のレポート作成（目安として5時間）
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・実習作業を円滑に行うための予備知識に関する事前学

修（実習１回につき目安として1時間）

＜社会薬学部門＞

レポート作成（目安として1時間）

＜臨床薬学部門：薬剤系＞

講義の復習とレポート作成

＜提出課題など＞

＜分子薬学部門＞

プレゼンテーションの準備及び発表に参加するのは勿論、

プレゼンテーションに際して１回以上の質問をすること。

レポートの提出を求められれば必ず提出する。場合によ

っては実験ノートの提出を求めることがある。

＜物性薬学部門＞

実習終了後に，レポートを提出する．実験結果に対する

考察の妥当性と論理性を重視する．不明瞭な論述が見受

けられる場合は，コメントを付して返却し，再提出を求

めることがある．

＜社会薬学部門＞

実習終了後に、レポートを提出する。実験結果に対する

考察の妥当性と論理性を重視する。不明瞭な論述が見受

けられる場合は、コメントを付して返却し、再提出を求

めることがある。

＜臨床薬学部門：薬剤系＞

実習終了後にレポートを提出する。

＜成績評価方法・基準＞

＜分子薬学部門＞

実習への取り組み（SGD、レポート、その他提出物など

）80%、注意事項の遵守（態度、身だしなみ）20%、合計

100%として評価する。ただし、構造解析のプレゼンテー

ションに関する評価は、演習ⅢBにて行う。無断欠席、

無断遅刻、無断早退および無断でレポートの提出期限に

遅れた場合は、実習IIIBの成績は「D」判定となる。

＜物性薬学部門＞

実習への取り組み(レポート，発表など）80％，注意事

項の遵守(態度など）20％，合計100％として評価する．

＜社会薬学部門＞

実習への取り組み（SGD、レポート、小テスト、ルーブ

リックなど）80%、注意事項の遵守（態度、身だしなみ

など）20%、合計100%として評価する。無断欠席、無断

遅刻、無断早退および無断でレポートの提出期限に遅れ

た場合は、実習IIIBの成績は「D」判定となる。

＜臨床薬学部門：薬剤系＞

実習の到達度40％、取り組み(レポート、発表、小テス

ト成績など）40％、注意事項の遵守(態度など）20％で

評価します。

＜テキスト＞

＜分子薬学部門、物性薬学部門、社会薬学部門、臨床薬

学部門：薬剤系＞

実習書を配布する。

＜参考図書＞

＜分子薬学部門＞

ソロモンの有機化学：池田正澄ら監訳、廣川書店

ウォーレン・有機化学：野依良治ら監訳、東京化学同人

有機化合物のスペクトルによる同定法：Rovert M. Silv

ersteinら著、荒木峻ら訳、東京化学同人

＜物性薬学部門＞

尾関哲也・井上勝央編『最新薬剤学・第11版』廣川書店

平野裕之・市川秀喜著『HANDY INTELIGENCE 日本薬局方

17局準拠』京都廣川書店

＜社会薬学部門＞

高橋典子・山﨑正博編集『My衛生薬学』TECOM

岡野登志夫・山﨑裕康編集『New衛生薬学』廣川書店

日本ビタミン学会編集『ビタミン総合辞典』朝倉書店

日本薬学会編集『必携・衛生試験法 第3版』金原出版

＜臨床薬学部門：薬剤系＞

エンタイア生物薬剤学

臨床薬物動態学　実解

＜授業計画＞

第1回　導入講義

実習に入る前の準備と注意事項についての説明を傾聴す

る．

分子第1回　機器分析による有機化合物の構造決定①

①装置概要と測定方法（実技を含む）の学習：NMR, IR

②簡単な化合物の構造解析（スペクトルデータの総合解

析）

C3-(4)-①-5

C3-(4)-②-2

C3-(4)-③-4

C3-(4)-④-1

AD-C3-⑦-3

AD-C3-⑧-1

分子第2回　機器分析による有機化合物の構造決定②

①装置概要と測定方法（実技を含む）の学習：MS

②簡単な化合物の構造解析（スペクトルデータの総合解

析）

③複雑な化合物の構造解析（総合解析の結果および手順

についてのプレゼンテーション準備）

C3-(4)-①-5
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C3-(4)-②-2

C3-(4)-③-2

C3-(4)-③-4

C3-(4)-④-1

AD-C3-⑦-3

AD-C3-⑧-1

分子第3回　機器分析による有機化合物の構造決定③

複雑な化合物のスペクトルデータについて調査を行う。

C3-(4)-①-5

C3-(4)-②-2

C3-(4)-③-2

C3-(4)-③-4

C3-(4)-④-1

AD-C3-⑦-3

AD-C3-⑧-1

分子第4回　機器分析による有機化合物の構造決定④

複雑な化合物の構造解析（パワーポイントによるプレゼ

ンテーション資料作成）

C3-(4)-①-5

C3-(4)-②-2

C3-(4)-③-2

C3-(4)-③-4

C3-(4)-④-1

AD-C3-⑦-3

AD-C3-⑧-1

分子第5回　還元反応

水素化ホウ素ナトリウムによりベンゾインを還元する。

薄層クロマトグラフィー（TLC）を用いて代表的な化学

物質を分離分析できる。

AD-C3-⑪-11, 12

AD-C3-⑭-3

分子第6回　機器分析による有機化合物の構造決定⑤

複雑な化合物の構造解析（プレゼンテーション：2班4名

ずつ）

C3-(4)-①-5

C3-(4)-②-2

C3-(4)-③-2

C3-(4)-③-4

C3-(4)-④-1

AD-C3-⑦-3

AD-C3-⑧-1

物性第1回　導入講義

実習に入る前の準備と注意事項の説明

E5-(1)-①-1, 3, 5

E5-(1)-②-2

E5-(1)-④-1

E5-(2)-①-1, 2

E5-(2)-②-1, 2, 3, 4

E5-(3)-②-1, 2, 3

C2-(6)-①-1

C2-(6)-②-1

E3-(2)-②-4

物性第2回　散剤・顆粒剤の製造と品質測定

1.微量主薬を含み，班ごとに異なる結合剤ならびに崩壊

剤／賦形剤比をもつ処方の粉末を正確に秤量する．

2.粉末の篩過・混合操作を行うことにより散剤を調製す

る．

3.散剤の流動性を安息角測定によって評価する．

4.湿式押し出し造粒法により湿潤顆粒を製造する．

5.流動層乾燥を行い，得られた顆粒剤の水分を加熱乾燥

式水分計で測定する．

6.顆粒剤の流動性を安息角測定，充てん性をかさ密度測

定によって評価する．

7.顆粒剤の粒子径分布を測定し，平均粒子径および顆粒

収率を求める．

到達目標1-5, 8

E5-(1)-①-1

E5-(1)-④-1

E5-(2)-①-1,2

E5-(2)-②-1, 2, 3, 4

物性第3回　錠剤の製造と品質測定

1.ロータリー打錠機の重量設定，圧力設定を自分で行い，

調製した顆粒剤を原料として錠剤を製造する．

2.錠剤の硬度試験，摩損度試験，日本薬局方崩壊試験を

行う．

到達目標1-5, 8, 9

E5-(1)-①-1

E5-(2)-②-1, 2, 3, 4

物性第4回　総合討論会

1.処方や操作法と錠剤の試験結果の関係を考察・討論す

る．

2.調製した錠剤と市販の錠剤の崩壊性の違いを観察し，

目的に応じた処方設計の意義を学ぶ．

到達目標10, 11

E5-(1)-①-1

E5-(1)-②-2

E5-(1)-③-1

E5-(1)-④-1

E5-(2)-①-1, 2

E5-(2)-②-1, 2, 3, 4

物性第5回　錠剤のコーティング操作

1.放出制御用高分子を含むコーティング用液を調製する．

2.通気ドラム式コーティング装置を用いて，放出制御コ

ーティングを施した錠剤を製造する．

3.得られたコーティング錠の質量測定によってコーティ

ング率を算出する．

到達目標1, 2, 5-8

E5-(1)-②-2

E5-(1)-④-1

E5-(2)-①-1,2
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E5-(2)-②-1, 2, 3, 4

E5-(3)-②-1, 2, 3

物性第6回　コーティング錠の薬物溶出試験

1.吸光光度法による定量操作に基づき，得られたコーテ

ィング錠の主薬含量を評価する．

2.コーティング錠の日本薬局方溶出試験を行い，主薬の

溶出特性を評価する．

到達目標1, 2, 5-8

E5-(1)-①-1

E5-(2)-②-1, 2, 3, 4

E5-(3)-②-1, 2, 3

物性第7回　総合討論会

1.処方や操作法と放出制御コーティング錠の試験結果の

関係を考察・討論する．

2.調製した放出制御コーティング錠と市販の放出制御製

剤の特性や機能の違いを比較し，目的に応じた処方設計

の意義を学ぶ．

到達目標10, 11

E5-(1)-①-1

E5-(1)-②-2

E5-(1)-③-1

E5-(1)-④-1

E5-(2)-①-1, 2

E5-(2)-②-1, 2, 3, 4

E5-(3)-②-1, 2, 3

物性第8回　PBL調査

1.血糖値測定，尿検査等に用いられる簡易検査キットを

班ごとに分担し，体験的に使用する．

2.「個人情報の保護に関する法律」を遵守し，生体試料

を適正に取り扱う（採取，管理，廃棄）．

3.測定結果に基づき，当該の簡易検査キットにより測定

できる項目，測定原理，測定結果に悪影響を与える因子

等を各班で討議・調査する．

到達目標10,11

C2-(6)-①-1

C2-(6)-②-1

E3-(2)-②-4

物性第9回　PBL調査・発表準備

1.個人情報の保護に関する法律」を遵守し，生体試料を

適正に取り扱う（採取，管理，廃棄）．

2.測定結果に基づき，当該の簡易検査キットにより測定

できる項目，測定原理，測定結果に悪影響を与える因子

等を各班で討議・調査する．

3.班で討議・調査した結果をまとめ，発表資料を作成す

る．

到達目標10,11

C2-(6)-①-1

C2-(6)-②-1

E3-(2)-②-4

物性第10回　PBL発表会

1.当該の簡易検査キットについて，調査結果をプレゼン

テーションにて発表する．

2.薬剤師として簡易検査キットの適正使用を支援するた

めに，臨床現場で汎用される簡易検査キットの測定原理

や使用上の注意について相互討論する．

到達目標10,11

C2-(6)-①-1

C2-(6)-②-1

E3-(2)-②-4

社会第1回　水質試験

①DO測定

②COD測定

③残留塩素測定

社会第2回　空気試験

室内環境評価

①室内環境評価（CO2，気温，気湿，カタ冷却力，気動，

感覚温度，必要換気量）

社会第3回　①薬毒物予試験

②化学物質による中毒の理解

①薬毒物確認のための予試験

②化学物質の中毒と処置に関する情報収集

社会第4回　①有機リン剤中毒試験

②アルコールパッチテスト

①有機リン剤中毒試験

②アルコールパッチテスト

社会第5回　①ビタミンの定量

②脂質試験

①ビタミンＣの定量

②油脂の変質試験（酸価）

③油脂の変質試験（チオバルビツール酸価）

社会第6回　①ビタミンの定量

②脂質試験

①ビタミンB1の定量

②油脂の変質試験（ヨウ素価）

第24回臨床薬学部門：薬剤系　1－コンパートメント経

口投与モデル実験と血中濃度解析

1－コンパートメント経口投与モデルを組み立て、経時

的な血中濃度を測定し、片対数グラフおよび非線形最小

自乗法で解析する。

E4-(2)-①-1

E4-(2)-①-2

第25回臨床薬学部門：薬剤系　1点採血でのベイジアン

法によりパラメーター推定をPEDEによる個別処方設計

処方設計ソフトPEDEを用い、一点採血での動態パラメー

ターをベイジアン法で求める。さらにそのパラメーター

を利用して、繰り返し投与での最適処方を考案する。

E4-(2)-②-1

E4-(2)-②-2

E4-(2)-②-3

E4-(2)-②-4
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第26回臨床薬学部門：薬剤系　総合的な演習

1･2日間の実習で得た知識・技能および生物薬剤学の講

義内容を踏まえた演習問題を、SGDを行いながら解決し

ていく。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

応用衛生薬学Ⅰ [13～14]

髙橋　隆幸、中川　公恵

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業です。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1,2,3,6,7,8

を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

　健康志向の上昇に伴い生産量、消費量が増大している

健康食品やサプリメントに関する正しい知識を習得し、

日常生活における栄養摂取に対するこれらの食品の役割

について考えるとともに、これらの食品による健康障害

の可能性についても考え対処できる知識と意識を育てる。

また、この目標を達成するため「栄養と健康」に関する

基本的な知識の再確認も併せて行う。

　第１回から５回は高橋が担当し、第６回から12回は中

川が担当する。

　授業計画の主語は「学生諸君」である。

＜到達目標＞

「栄養と健康」に関する基本的な知識の再確認を行なう

ことで、健康食品やサプリメントが抱える問題点を認識

し、これらのことに対処できる知識と意識を育てること

を目標とする。

C9-(1)-④-1,2,3【ビタミン】

1.水溶性ビタミンを列挙し、各々の構造、基本的性質、

補酵素や補欠分子として関与する生体内反応について説

明できる。

2.脂溶性ビタミンを列挙し、各々の構造、基本的性質と

生理機能を説明できる。

3.ビタミンの欠乏と過剰による症状を説明できる。

C9-(4)-①-1【栄養素の利用】

1.食物中の栄養成分の消化・吸収、体内運搬について概

説できる。

C11-(1)-①-1,2,3,4,5,6,7,8 【栄養素】

1.栄養素（三大栄養素、ビタミン、ミネラル）を列挙し、

それぞれの役割について説明できる。

2.各栄養素の消化、吸収、代謝のプロセスを概説できる。

3.脂質の体内運搬における血漿リポタンパク質の栄養的

意義を説明できる。

4.食品中のタンパク質の栄養的な価値(栄養価)を説明で

きる。

5.エネルギー代謝に関わる基礎代謝量、呼吸商、エネル

ギー所要量の意味を説明できる。

6.栄養素の栄養所要量の意義について説明できる。

7.日本における栄養摂取の現状と問題点について説明で

きる。

8.栄養素の過不足によるおもな疾病を列挙し、説明でき

る。

C11-(1)-②-1,2,3,4,5,6,7,9,10【食品の品質と管理】

1.食品が腐敗する機構について説明できる。

2.油脂が変敗する機構を説明し，油脂の変質試験を実施

できる。(知識・技能)

3.食品の褐変を引き起こす主な反応とその機構を説明で

きる。

4.食品の変質を防ぐ方法(保存法)を説明できる。

5.食品成分由来の発がん物質を列挙し、その生成機構を

説明できる。

6.代表的な食品添加物を用途別に列挙し、それらの働き

を説明できる。

7.食品添加物の法的規制と問題点について説明できる。

9.代表的な保健機能食品を列挙し、その特徴を説明でき

る。

10.遺伝子組換え食品の現状を説明し、その問題点につ

いて討議する。（知識・態度）

C11-(1)-③-1,2,3,4,5【食中毒】

1.食中毒の種類を列挙し、発生状況を説明できる。

2.代表的な細菌性・ウィルス性食中毒を列挙し、それら

の原因となる微生物の性質、症状、原因食品および予防

方法について説明できる。

3.食中毒の原因となる自然毒を列挙し、その原因物質、

作用機構、症状の特徴を説明できる。

4.代表的なマイコトキシンを列挙し、それによる健康障

害について概説できる。

5.化学物質(重金属、残留農薬など）による食品汚染の

具体例を挙げ、ヒトの健康に及ぼす影響を説明できる。

＜授業のキーワード＞

栄養素、炭水化物、糖質、脂質、タンパク質、ビタミン、

ミネラル(無機質）、エネルギー代謝、食品衛生、変質、

変敗、食中毒、食品添加物、発がん物質

＜授業の進め方＞

授業計画に従っておこないます。

＜履修するにあたって＞

中川のオフィスアワーは月曜日～金曜日16:00～18:00で

す。高橋のオフィスアワーは、月曜日～金曜日は２限と

３限の間の昼休みと夕方５時以降、土曜日は午前９時か

ら午後３時の間にいたしますが、それ以外の時間でも在

室の場合は随時対応いたします。
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＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、当日の講義範囲を確認ておくこと（目

安として0.5時間）。事後学習として、教科書、参考書

などで復習しておくこと（目安として1時間）。

＜成績評価方法・基準＞

高橋40%、中川60%の計100%（100点）で評価します。

高橋：

dotCampus, Microsoft Formsなどを利用した小試験で評

価する予定です。（100%）

今後の状況により変更も考えられますので、変更が生じ

た場合は授業内で連絡します。

中川：

受講状況（毎回の受講後の課題対応）（50%）と配信課

題問題への解答（50%）で評価します。

＜テキスト＞

配布プリント

＜参考図書＞

高橋典子、山﨑正博編集、「My衛生薬学」（テコム）

＜授業計画＞

第1回（髙橋）　三大栄養素

①三大栄養素の働きや栄養評価について復習する。

②サプリメントや健康食品として市販されている、三大

栄養素に関係した製品の作用について考える。C9-(4)-

①-1

C11-(1)-①-1,2,3,4

第2回（髙橋）　ビタミン

①ビタミンの生体内での働きについて復習する。

②サプリメントや健康食品として市販されている、ビタ

ミンに関係した製品の効果について考える。

C9-(1)-④-1,2,3

C11-(1)-①-1

第3回（髙橋）　ミネラル・その他栄養素

①ミネラル、水、食物繊維の生体内での働きについて復

習する。

②サプリメントや健康食品として市販されている、ミネ

ラルや食物繊維の効能を考える。

C11-(1)-①-1

第4回（髙橋）　エネルギー代謝

①エネルギー代謝について復習する。

②サプリメントや健康食品のエネルギー代謝に対する影

響を理解する。C11-(1)-①-5

第5回（髙橋）　1) 食事摂取基準

2) 栄養摂取の現状と問題点

①食事摂取基準について復習する。

②サプリメントや健康食品の過剰摂取による人体への影

響を考える。

①栄養素等の摂取量の年次推移から、日本人の食生活の

変化を理解する。

②栄養素の摂取と疾病との関係を理解する。

C11-(1)-①-5,6,7,8①食事摂取基準について復習する。

②サプリメントや健康食品の過剰摂取による人体への影

響を考える。

C11-(1)-①-6,7,8

第6回(中川)　食品の変質とその防止

食品の腐敗と変敗についてそれぞれの機構ならびに指標

が説明できる。また、食品の変質防止方法を列挙できる。

　C11-(1)-②-1,2,3,4,5

第7回(中川)　食中毒

食中毒をその原因別に分類し、それぞれの具体例を挙げ

て説明できる。次回次々回と３回に渡って実施する。1.

食中毒の種類を列挙し、発生状況を説明できる。

2.代表的な細菌性・ウィルス性食中毒を列挙し、それら

の原因となる微生物の性質、症状、原因食品および予防

方法について説明できる。

3.食中毒の原因となる自然毒を列挙し、その原因物質、

作用機構、症状の特徴を説明できる。

4.代表的なマイコトキシンを列挙し、それによる健康障

害について概説できる。

7.化学物質(重金属、残留農薬など）による食品汚染の

具体例を挙げ、ヒトの健康に及ぼす影響を説明できる。

C11-(1)-③-1,2,3,4,5

第8回(中川)　食中毒

前回に引き続き食中毒原因の具体例を挙げて説明できる。

1.食中毒の種類を列挙し、発生状況を説明できる。

2.代表的な細菌性・ウィルス性食中毒を列挙し、それら

の原因となる微生物の性質、症状、原因食品および予防

方法について説明できる。

3.食中毒の原因となる自然毒を列挙し、その原因物質、

作用機構、症状の特徴を説明できる。

4.代表的なマイコトキシンを列挙し、それによる健康障

害について概説できる。

7.化学物質(重金属、残留農薬など）による食品汚染の

具体例を挙げ、ヒトの健康に及ぼす影響を説明できる。

C11-(1)-③-1,2,3,4,5

第9回(中川)　食中毒統計を読み解く

我が国の食中毒の現状について、食中毒統計より把握し、

具体的な防止策を提案する。C11-(1)-③-1

第10回(中川)　食品添加物

食品添加物に関する法的規制、食品添加物公定書、各種

基準について理解する。C11-(1)-②-7

第11回(中川)　食品添加物

食品添加物の種類、用途、確認試験を具体例を挙げ説明

できる。C11-(1)-②-6

第12回(中川)　最近の食糧事情と我が国の政策

我が国の食糧自給率の推移、遺伝子組み換え食品、食品

の安全確保体制、保健機能食品、食品の表示などについ

て説明できる。C11-(1)-②-9,10
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

応用衛生薬学Ⅰ [15～18]

髙橋　隆幸、中川　公恵

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業です。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1,2,3,6,7,8

を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

　健康志向の上昇に伴い生産量、消費量が増大している

健康食品やサプリメントに関する正しい知識を習得し、

日常生活における栄養摂取に対するこれらの食品の役割

について考えるとともに、これらの食品による健康障害

の可能性についても考え対処できる知識と意識を育てる。

また、この目標を達成するため「栄養と健康」に関する

基本的な知識の再確認も併せて行う。

　第１回から５回は高橋が担当し、第６回から12回は中

川が担当する。

　授業計画の主語は「学生諸君」である。

＜到達目標＞

「栄養と健康」に関する基本的な知識の再確認を行なう

ことで、健康食品やサプリメントが抱える問題点を認識

し、これらのことに対処できる知識と意識を育てること

を目標とする。

C6-(2)-⑥-1【ビタミン】

1.代表的なビタミンの種類、構造、性質、役割を説明で

きる。

C6-(2)-⑦-1【微量元素】

1.代表的な必須微量元素の種類、役割を説明できる。

D1-(3)-①-1,2,3,4,5,6,7,8 【栄養素】

1五大.栄養素を列挙し、それぞれの役割について説明で

きる。

2.各栄養素の消化、吸収、代謝のプロセスを概説できる。

3食品中の三大栄養素の栄養的な価値を説明できる。

4.五大栄養素以外の食品成分(食物繊維、抗酸化物質な

ど)の機能について説明できる。

5.エネルギー代謝に関わる基礎代謝量、呼吸商、推定エ

ネルギー必要量の意味を説明できる。

6.日本人の食事摂取基準について説明できる。

7.栄養素の過不足によるおもな疾病を列挙し、説明でき

る。

8.疾病治療における栄養の重要性を説明できる。

D1-(3)-②-1,2,3,4,5,6,7【食品機能と食品衛生】

1.炭水化物・タンパク質が変質する機構について説明で

きる。

2.油脂が変敗する機構を説明し，油脂の変質試験を実施

できる。(知識・技能)

3.食品の変質を防ぐ方法(保存法)を説明できる。

4.食品成分由来の発がん物質を列挙し、その生成機構を

説明できる。

5.代表的な食品添加物を用途別に列挙し、それらの働き

を説明できる。

6.特別用途食品と保健機能食品について説明できる。

7.食品衛生に関する法的規制について説明できる。

D1-(3)-③-1,2,3【食中毒と食品汚染】

1.代表的な細菌性・ウィルス性食中毒を列挙し、それら

の原因となる微生物の性質、症状、原因食品および予防

方法について説明できる。

2.食中毒の原因となる代表的な自然毒を列挙し、その原

因物質、作用機構、症状の特徴を説明できる。

3.化学物質(重金属、残留農薬など）やカビによる食品

汚染の具体例を挙げ、ヒトの健康に及ぼす影響を説明で

きる。

＜授業のキーワード＞

栄養素、炭水化物、糖質、脂質、タンパク質、ビタミン、

ミネラル(無機質）、エネルギー代謝、食品衛生、変質、

変敗、食中毒、食品添加物、発がん物質

＜授業の進め方＞

授業計画に従っておこないます。

＜履修するにあたって＞

中川のオフィスアワーは月曜日～金曜日16:00～18:00で

す。高橋のオフィスアワーは、月曜日～金曜日は２限と

３限の間の昼休みと夕方５時以降、土曜日は午前９時か

ら午後３時の間にいたしますが、それ以外の時間でも在

室の場合は随時対応いたします。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、当日の講義範囲を確認ておくこと（目

安として0.5時間）。事後学習として、教科書、参考書

などで復習しておくこと（目安として1時間）。

＜成績評価方法・基準＞

高橋40%、中川60%の計100%（100点）で評価します。

高橋：

dotCampus, Microsoft Formsなどを利用した小試験で評

価する予定です。（100%）

今後の状況により変更も考えられますので、変更が生じ

た場合は授業内で連絡します。

中川：

講義受講状況および講義中またはオンデマンド配信によ

る小テストにより評価します。（100%）

＜テキスト＞
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配布プリント

＜参考図書＞

高橋典子、山﨑正博編集、「My衛生薬学」（テコム）

＜授業計画＞

第１回(高橋)　三大栄養素

①五大栄養素の働きや栄養評価について復習する。

②サプリメントや健康食品として市販されている、栄養

素に関係した製品の作用について考える。D1-(3)-①-1,

2,3

第２回(高橋)　ビタミン

①ビタミンの生体内での働きについて復習する。

②サプリメントや健康食品として市販されている、ビタ

ミンに関係した製品の効果について考える。

C6-(2)-⑥-1

第３回(高橋)　ミネラル・その他栄養素

①ミネラル、水、食物繊維の生体内での働きについて復

習する。

②サプリメントや健康食品の効能を考える。

C6-(2)-⑦-1

第４回(高橋)　エネルギー代謝

①エネルギー代謝について復習する。

②サプリメントや健康食品のエネルギー代謝に対する影

響を理解する。

D1-(3)-①-5

第５回(高橋)　1) 食事摂取基準

2) 栄養摂取の現状と問題点

①食事摂取基準について復習する。

②サプリメントや健康食品の過剰摂取による人体への影

響を考える。

①栄養素等の摂取量の年次推移から、日本人の食生活の

変化を理解する。

②栄養素の摂取と疾病との関係を理解する。

D1-(3)-①-6,7,8

第６回(中川)　食品の変質とその防止

食品の腐敗と変敗についてそれぞれの機構ならびに指標

が説明できる。また、食品の変質防止方法を列挙できる。

　D1-(3)-②-1,2,3,4

第７回(中川)　食中毒

食中毒をその原因別に分類し、それぞれの具体例を挙げ

て説明できる。次回次々回と３回に渡って実施する。1.

食中毒の種類を列挙し、発生状況を説明できる。

2.代表的な細菌性・ウィルス性食中毒を列挙し、それら

の原因となる微生物の性質、症状、原因食品および予防

方法について説明できる。

3.食中毒の原因となる自然毒を列挙し、その原因物質、

作用機構、症状の特徴を説明できる。

4.代表的なマイコトキシンを列挙し、それによる健康障

害について概説できる。

7.化学物質(重金属、残留農薬など）による食品汚染の

具体例を挙げ、ヒトの健康に及ぼす影響を説明できる。

D1-(3)-③-1,2,3

第８回(中川)　食中毒

前回に引き続き食中毒原因の具体例を挙げて説明できる。

1.食中毒の種類を列挙し、発生状況を説明できる。

2.代表的な細菌性・ウィルス性食中毒を列挙し、それら

の原因となる微生物の性質、症状、原因食品および予防

方法について説明できる。

3.食中毒の原因となる自然毒を列挙し、その原因物質、

作用機構、症状の特徴を説明できる。

4.代表的なマイコトキシンを列挙し、それによる健康障

害について概説できる。

7.化学物質(重金属、残留農薬など）による食品汚染の

具体例を挙げ、ヒトの健康に及ぼす影響を説明できる。

D1-(3)-③-1,2,3

第９回(中川)　食中毒統計を読み解く

我が国の食中毒の現状について、食中毒統計より把握し、

具体的な防止策を提案する。D1-(3)-③-1,2,3

第１０回(中川)　食品添加物

食品添加物に関する法的規制、食品添加物公定書、各種

基準について理解する。D1-(3)-②-7

第１１回(中川)　食品添加物

食品添加物の種類、用途、確認試験を具体例を挙げ説明

できる。D1-(3)-②-5

第１２回(中川)　最近の食糧事情と我が国の政策

我が国の食糧自給率の推移、食品の安全確保体制、保健

機能食品、食品の表示などについて説明できる。D1-(3)

-②-6

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

応用衛生薬学Ⅱ [13～14]

岡本　正志

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり6年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、6と7を目指

す。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

本学は、建学の精神「真理愛好・個性尊重」すなわち「

学びと知の探究を通じて、普遍的な学問体系の英知に触

れる喜びを実感し、その過程で自己と他者の個性に気づ

き、互いの存在をこよなく尊重すること」を実践する。

教育目標として「自主的で個性豊かな良識ある社会人」

の育成を目指している。加えて、薬学部は、医療人とし

ての薬剤師に必要な知識及び技能を修得させ、社会の求

める医療のニーズに応えうる問題解決能力を持った学士

（薬学）の育成を行うとともに、高度の専門知識・技能
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を持った薬剤師の養成を目的としている。この目的を達

成するためのカリキュラムを通して、以下の基本的資質、

態度、能力を身につけた学生に学位を授与する。

1.医療人として、豊かな人間性と高い倫理観、広い教養

をもち、人の命と健康的な生活を守る使命感、責任感を

有している。

2.科学者として、医薬品を含む化学物質等の特性や生体

・環境への作用と影響、及び人体の構造と機能、疾病の

成り立ちを理解するのに必要な科学に関する基本的な知

識を有している。

3.薬の専門家として、医薬品及び薬物治療についての専

門的な知識を有している。

4.医療人として、患者の背景を理解し、多職種との相互

理解を深め、積極的に連携・協力し、薬剤師に求められ

る行動を実践する能力を有している。

5.薬剤師として、患者状態の把握、必要な情報収集と活

用、安全で有効な薬物療法の実施と評価等の薬学的管理

を実践する能力を有している。

6.医療の担い手として、人々の健康増進、公衆衛生の向

上に貢献する能力を有している。

7.医療人として、医療を取り巻く課題に気づき、それら

を考察し、課題解決に貢献できる能力を有している。

8.薬剤師として、進歩する医療に対して常に関心や学習

意欲をもち、生涯にわたり自己研鑚に励む態度を有して

いる。

＜到達目標＞

公衆衛生の向上に貢献するために、感染症、生活習慣病、

職業病についての現状とその予防に関する基本的知識を

修得する。社会における集団の健康と疾病の現状および

その影響要因を把握するために、保健統計と疫学に関す

る基本的知識を修得する。

以下の各SBOsを到達目標とする。

D1-(1)-①-1　健康と疾病の概念の変遷と、その理由を

説明できる。

D1-(1)-②-1　集団の健康と疾病の現状およびその影響

要因を把握する上での人口統計の意義を概説できる。

D1-(1)-②-2　人口統計および疾傷統計に関する指標に

ついて説明できる。

D1-(1)-②-3　人口動態（死因別死亡率など）の変遷び

ついて説明できる。

D1-(1)-③-1　疾病の予防における疫学の役割を説明で

きる。

D1-(1)-③-2　疫学の三要因（病因、環境要因、宿主要

因）について説明できる。

D1-(1)-③-3　疫学の種類（記述疫学、分析疫学など）

とその方法について説明できる。

D1-(1)-③-4　リスク要因の評価として、オッズ比、相

対危険度、寄与危険度および信頼区間について説明し、

計算できる。

D1-(2)-①-1　疾病の予防について、一次、二次、三次

予防という言葉を用いて説明できる。D1-(2)-①-2　健

康増進政策（健康日本21など）について概説できる。

D1-(2)-②-1　現代における感染症（日和見感染症、院

内感染、新興感染症、再興感染症など）の特徴について

説明できる。

D1-(2)-②-2　感染症法における、感染症とその分類に

ついて説明できる。

D1-(2)-②-3　代表的な性感染症を列挙し、その予防対

策について説明できる。

D1-(2)-②-4　予防接種の意義と方法について説明でき

る。

D1-(2)-③-1　生活習慣病の種類とその動向について説

明できる。

D1-(2)-③-2　生活習慣病の代表的なリスク要因を列挙

し、その予防法について説明できる。D1-(2)-③-3　食

生活や喫煙などの生活習慣と疾病の関わりについて討議

する。

D1-(2)-④-1　新生児マススクリーニングの意義につい

て説明し、代表的な検査項目を列挙できる。

D1-(2)-④-2　母子感染する代表的な疾患を列挙し、そ

の予防対策について説明できる。

D1-(2)-⑤-1　代表的な労働災害、職業性疾病について

説明できる。

D1-(2)-⑤-2　労働衛生管理について説明できる。.

＜授業のキーワード＞

健康と疾病、保健統計、疫学、生活習慣病、感染症、労

働衛生

＜授業の進め方＞

授業計画にしたがって、12回の講義を行います。第1回

目～第12回目の授業内容の順番が入れかわる場合があり

ます。

＜履修するにあたって＞

関連科目：「応用衛生薬学Ⅰ」。講義後は必ず復習をし、

理解を深めるようにしてください。

オフィスアワー：火曜日の12:45～13:30

＜授業時間外に必要な学修＞

演習問題配布時には、それに答えてください。事前学習

として15分しておくこと、事後学習として45分すること。

＜提出課題など＞

提出課題については、講義時に連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

評価の詳細については、授業中に説明します。

＜テキスト＞

プリント。

＜参考図書＞

「厚生の指標・増刊　国民衛生の動向」、一般財団法人

　厚生労働統計協会

＜授業計画＞

第1回　社会・集団と健康（1）

1. WHOの健康の定義と変遷を説明することができる。
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2. WHOの役割と活動を概説することができる。

第2回　社会・集団と健康（2）

1. 人口動態と人口静態について説明することができる。

2. 国勢調査の目的と意義を説明することができる。

3. 人口の将来予測に必要な指標を列挙し、その意義に

ついて説明することができる。

4. 人口ピラミッドについて説明することができる。

第3回　社会・集団と健康（3）

1. 死亡に関する様々な指標の定義と意義について説明

することができる。

2. 死因別死亡率の変遷について説明することができる。

3. 平均寿命と健康寿命について説明することができる。

第4回　社会・集団と健康（4）

1. 社会・集団疾病予防における役割を説明することが

できる。

2. 疫学の三要因（病因、環境要因、宿主要因）につい

て説明することができる。3. 観察学的疫学と介入研究

の特徴を説明し、それぞれの長所と短所を説明すること

ができる。

第5回　社会・集団と健康（5）

1. コホート研究のうち、相対危険度、寄与危険度の算

出法を説明し、計算することができる。

2. 症例・対照研究のうち、オッズ比について説明し、

計算することができる。

3. 信頼区間について説明することができる。

4. 根拠に基づいた医療、二重盲検法、乱数表を用いた

無作為化.などの疫学データの解析法を説明することが

できる。

第6回　疾病予防（1）

1. 疾病の予防について、 一次予防、二次予防、三次予

防の違いと具体例を説明することことができる。

2. 学校薬剤師の必要性と役割について概説することが

できる。

3. 健康日本２１（第一次、第二次）の目的と主な目標

値について概説することができる。

第7回　疾病予防（2）

1. 感染症（日和見感染症、院内感染症、新興感染症、

再興感染症、検疫感染症）の特徴と主な感染症名を列挙

できる。

2. 感染症の特徴とその予防対策を説明することができ

る。

3. 感染症を一類?五類に分類することができる。

4. 垂直感染（経胎盤感染、産道感染）する感染症を列

挙し、その予防対策を説明することができる。

第8回　疾病予防（3）

1. わが国の性感染症の変遷、特徴、予防対策を説明す

ることができる。

2. 予防接種法の変遷とその意義を説明することができ

る。

3. ワクチンを分類し、その接種時期などを説明するこ

とができる。

第9回　疾病予防（4）

1. 代表的な生活習慣病を列挙し、その動向を説明する

ことができる。

2. 代表的な生活習慣病のリスク要因を列挙することが

できる。

3. 生活習慣病の成因を概説し、その予防対策を説明す

ることができる。

4. 喫煙、肥満、運動不足などの生活習慣と疾病の関わ

りを説明することができる。

5. 特定健康診査の目的と検査項目について概説するこ

とができる。

第10回　疾病予防（5）

1. 新生児マススクリーニング対象疾患を列挙し、その

成因を説明することができる。

2. 新生児マススクリーニングの検査方法におけるタン

デム・マス法の有用性を説明することができる。

第11回　疾病予防（6）

1. 主な職業癌や職業病とその要因を列挙することがで

きる。

2. 代表的な労働災害の要因とその予防対策について概

説することができる。

第12回　疾病予防（7）

1. 労働衛生管理における健康管理、作業環境管理、作

業管理の必要性と意義について説明することができる。

2. 業環境の基準（許容濃度など）の必要性と意義につ

いて概説することが できる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

応用衛生薬学Ⅱ [15～18]

岡本　正志

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり6年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、6と7を目指
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す。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

本学は、建学の精神「真理愛好・個性尊重」すなわち「

学びと知の探究を通じて、普遍的な学問体系の英知に触

れる喜びを実感し、その過程で自己と他者の個性に気づ

き、互いの存在をこよなく尊重すること」を実践する。

教育目標として「自主的で個性豊かな良識ある社会人」

の育成を目指している。加えて、薬学部は、医療人とし

ての薬剤師に必要な知識及び技能を修得させ、社会の求

める医療のニーズに応えうる問題解決能力を持った学士

（薬学）の育成を行うとともに、高度の専門知識・技能

を持った薬剤師の養成を目的としている。この目的を達

成するためのカリキュラムを通して、以下の基本的資質、

態度、能力を身につけた学生に学位を授与する。

1.医療人として、豊かな人間性と高い倫理観、広い教養

をもち、人の命と健康的な生活を守る使命感、責任感を

有している。

2.科学者として、医薬品を含む化学物質等の特性や生体

・環境への作用と影響、及び人体の構造と機能、疾病の

成り立ちを理解するのに必要な科学に関する基本的な知

識を有している。

3.薬の専門家として、医薬品及び薬物治療についての専

門的な知識を有している。

4.医療人として、患者の背景を理解し、多職種との相互

理解を深め、積極的に連携・協力し、薬剤師に求められ

る行動を実践する能力を有している。

5.薬剤師として、患者状態の把握、必要な情報収集と活

用、安全で有効な薬物療法の実施と評価等の薬学的管理

を実践する能力を有している。

6.医療の担い手として、人々の健康増進、公衆衛生の向

上に貢献する能力を有している。

7.医療人として、医療を取り巻く課題に気づき、それら

を考察し、課題解決に貢献できる能力を有している。

8.薬剤師として、進歩する医療に対して常に関心や学習

意欲をもち、生涯にわたり自己研鑚に励む態度を有して

いる。

＜到達目標＞

公衆衛生の向上に貢献するために、感染症、生活習慣病、

職業病についての現状とその予防に関する基本的知識を

修得する。社会における集団の健康と疾病の現状および

その影響要因を把握するために、保健統計と疫学に関す

る基本的知識を修得する。

以下の各SBOsを到達目標とする。

D1-(1)-①-1　健康と疾病の概念の変遷と、その理由を

説明できる。

D1-(1)-②-1　集団の健康と疾病の現状およびその影響

要因を把握する上での人口統計の意義を概説できる。

D1-(1)-②-2　人口統計および疾傷統計に関する指標に

ついて説明できる。

D1-(1)-②-3　人口動態（死因別死亡率など）の変遷び

ついて説明できる。

D1-(1)-③-1　疾病の予防における疫学の役割を説明で

きる。

D1-(1)-③-2　疫学の三要因（病因、環境要因、宿主要

因）について説明できる。

D1-(1)-③-3　疫学の種類（記述疫学、分析疫学など）

とその方法について説明できる。

D1-(1)-③-4　リスク要因の評価として、オッズ比、相

対危険度、寄与危険度および信頼区間について説明し、

計算できる。

D1-(2)-①-1　疾病の予防について、一次、二次、三次

予防という言葉を用いて説明できる。D1-(2)-①-2　健

康増進政策（健康日本21など）について概説できる。

D1-(2)-②-1　現代における感染症（日和見感染症、院

内感染、新興感染症、再興感染症など）の特徴について

説明できる。

D1-(2)-②-2　感染症法における、感染症とその分類に

ついて説明できる。

D1-(2)-②-3　代表的な性感染症を列挙し、その予防対

策について説明できる。

D1-(2)-②-4　予防接種の意義と方法について説明でき

る。

D1-(2)-③-1　生活習慣病の種類とその動向について説

明できる。

D1-(2)-③-2　生活習慣病の代表的なリスク要因を列挙

し、その予防法について説明できる。D1-(2)-③-3　食

生活や喫煙などの生活習慣と疾病の関わりについて討議

する。

D1-(2)-④-1　新生児マススクリーニングの意義につい

て説明し、代表的な検査項目を列挙できる。

D1-(2)-④-2　母子感染する代表的な疾患を列挙し、そ

の予防対策について説明できる。

D1-(2)-⑤-1　代表的な労働災害、職業性疾病について

説明できる。

D1-(2)-⑤-2　労働衛生管理について説明できる。.

＜授業のキーワード＞

健康と疾病、保健統計、疫学、生活習慣病、感染症、労

働衛生

＜授業の進め方＞

授業計画にしたがって、12回の講義を行います。第1回

目～第12回目の授業内容の順番が入れかわる場合があり

ます。

＜履修するにあたって＞

関連科目：「応用衛生薬学Ⅰ」。講義後は必ず復習をし、

理解を深めるようにしてください。

オフィスアワー：火曜日の12:45～13:30

＜授業時間外に必要な学修＞

演習問題配布時には、それに答えてください。事前学習

として15分しておくこと、事後学習として45分すること。

＜提出課題など＞
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提出課題については、講義時に連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

評価の詳細については、授業中に説明します。

＜テキスト＞

プリント。

＜参考図書＞

「厚生の指標・増刊　国民衛生の動向」、一般財団法人

　厚生労働統計協会

＜授業計画＞

第1回　社会・集団と健康（1）

1. WHOの健康の定義と変遷を説明することができる。

2. WHOの役割と活動を概説することができる。

第2回　社会・集団と健康（2）

1. 人口動態と人口静態について説明することができる。

2. 国勢調査の目的と意義を説明することができる。

3. 人口の将来予測に必要な指標を列挙し、その意義に

ついて説明することができる。

4. 人口ピラミッドについて説明することができる。

第3回　社会・集団と健康（3）

1. 死亡に関する様々な指標の定義と意義について説明

することができる。

2. 死因別死亡率の変遷について説明することができる。

3. 平均寿命と健康寿命について説明することができる。

第4回　社会・集団と健康（4）

1. 社会・集団疾病予防における役割を説明することが

できる。

2. 疫学の三要因（病因、環境要因、宿主要因）につい

て説明することができる。3. 観察学的疫学と介入研究

の特徴を説明し、それぞれの長所と短所を説明すること

ができる。

第5回　社会・集団と健康（5）

1. コホート研究のうち、相対危険度、寄与危険度の算

出法を説明し、計算することができる。

2. 症例・対照研究のうち、オッズ比について説明し、

計算することができる。

3. 信頼区間について説明することができる。

4. 根拠に基づいた医療、二重盲検法、乱数表を用いた

無作為化.などの疫学データの解析法を説明することが

できる。

第6回　疾病予防（1）

1. 疾病の予防について、 一次予防、二次予防、三次予

防の違いと具体例を説明することことができる。

2. 学校薬剤師の必要性と役割について概説することが

できる。

3. 健康日本２１（第一次、第二次）の目的と主な目標

値について概説することができる。

第7回　疾病予防（2）

1. 感染症（日和見感染症、院内感染症、新興感染症、

再興感染症、検疫感染症）の特徴と主な感染症名を列挙

できる。

2. 感染症の特徴とその予防対策を説明することができ

る。

3. 感染症を一類?五類に分類することができる。

4. 垂直感染（経胎盤感染、産道感染）する感染症を列

挙し、その予防対策を説明することができる。

第8回　疾病予防（3）

1. わが国の性感染症の変遷、特徴、予防対策を説明す

ることができる。

2. 予防接種法の変遷とその意義を説明することができ

る。

3. ワクチンを分類し、その接種時期などを説明するこ

とができる。

第9回　疾病予防（4）

1. 代表的な生活習慣病を列挙し、その動向を説明する

ことができる。

2. 代表的な生活習慣病のリスク要因を列挙することが

できる。

3. 生活習慣病の成因を概説し、その予防対策を説明す

ることができる。

4. 喫煙、肥満、運動不足などの生活習慣と疾病の関わ

りを説明することができる。

5. 特定健康診査の目的と検査項目について概説するこ

とができる。

第10回　疾病予防（5）

1. 新生児マススクリーニング対象疾患を列挙し、その

成因を説明することができる。

2. 新生児マススクリーニングの検査方法におけるタン

デム・マス法の有用性を説明することができる。

第11回　疾病予防（6）

1. 主な職業癌や職業病とその要因を列挙することがで

きる。

2. 代表的な労働災害の要因とその予防対策について概

説することができる。

第12回　疾病予防（7）

1. 労働衛生管理における健康管理、作業環境管理、作

業管理の必要性と意義について説明することができる。

2. 業環境の基準（許容濃度など）の必要性と意義につ

いて概説することが できる。
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--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

応用薬理Ⅰ [13～14]

平岩　英培

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり６年次に配当してい。

本授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専門

教育科目であり４年次に配当しています。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、「2．科学

者として、医薬品を含む化学物質等の特性や生体・環境

への作用と影響、及び人体の構造と機能、疾病の成り立

ちを理解するのに必要な科学に関する基本的な知識を有

している」および「3.薬の専門家として、医薬品及び薬

物治療についての専門的な知識を有している」を目指し

ます。

薬学部のディプロマポリシー

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/p

olicy/diploma.html#PHA

私たち薬剤師は、がんの治療にあたって、がんに対する

理解はもちろんのこと、特に薬物療法に精通していなけ

ればなりません。「がんとの闘い」では、がんの診断、

各種がんの概略を理解した後に、薬物療法に用いる抗が

ん薬の作用機構、有害反応などの抗がん薬の特徴を学び

ます。また、がんの治療においては、がん性疼痛のコン

トロールや抗がん薬による免疫力低下とそれに伴う感染

症対策についても理解しておく必要があります。そのた

めに、NSAIDsなどの抗炎症薬、抗菌薬、抗アレルギー薬

についても作用機構を中心に学びます。

＜到達目標＞

【⑦悪性腫瘍】

E2-(7)-⑦-1　１）腫瘍の定義（良性腫瘍と悪性腫瘍の

違い）を説明できる。

E2-(7)-⑦-2　２）悪性腫瘍について、以下の項目を概

説できる。組織型分類および病期分類、悪性腫瘍の検査

（細胞診、組織診、画像診断、腫瘍マーカー（腫瘍関連

の変異遺伝子、遺伝子産物を含む））、悪性腫瘍の疫学

（がん罹患の現状およびがん死亡の現状）、悪性腫瘍の

リスクおよび予防要因

E2-(7)-⑦-3　３）悪性腫瘍の治療における薬物治療の

位置づけを概説できる。

【⑧悪性腫瘍の薬、病態、治療】

E2-(7)-⑧-1　１）以下の抗悪性腫瘍薬の薬理（薬理作

用、機序、主な副作用、相互作用、組織移行性）および

臨床適用を説明できる。アルキル化薬、代謝拮抗薬、抗

腫瘍抗生物質、微小管阻害薬、トポイソメラーゼ阻害薬、

抗腫瘍ホルモン関連薬、白金製剤、分子標的治療薬、そ

の他の抗悪性腫瘍薬

E2-(7)-⑧-2　２）抗悪性腫瘍薬に対する耐性獲得機構

を説明できる。

E2-(7)-⑧-3　３）抗悪性腫瘍薬の主な副作用（下痢、

悪心・嘔吐、白血球減少、皮膚障害（手足症候群を含む

）、血小板減少等）の軽減のための対処法を説明できる。

E2-(7)-⑧-4　４）代表的ながん化学療法のレジメン（F

OLFOX等）について、構成薬物およびその役割、副作用、

対象疾患を概説できる。

【⑨がん終末期医療と緩和ケア】

E2-(7)-⑨-2　２）がん性疼痛の病態（病態生理、症状

等）と薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

【⑩化学構造と薬効】

E2-(7)-⑩-1　１）病原微生物・悪性新生物が関わる疾

患に用いられる代表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・

薬物動態）の関連を概説できる。

【①抗菌薬】

E2-(7)-①-1　１）以下の抗菌薬の薬理（薬理作用、機

序、抗菌スペクトル、主な副作用、相互作用、組織移行

性）および臨床適用を説明できる。β-ラクタム系、テ

トラサイクリン系、マクロライド系、アミノ配糖体（ア

ミノグリコシド）系、キノロン系、グリコペプチド系、

抗結核薬、サルファ剤（ST合剤を含む）、その他の抗菌

薬

【②抗菌薬の耐性】

E2-(7)-②-1　１）主要な抗菌薬の耐性獲得機構および

耐性菌出現への対応を説明できる。

E2-(7)-③-9　９）以下の薬剤耐性菌による院内感染に

ついて、感染経路と予防方法、病態（病態生理、症状等

）および薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。MR

SA、VRE、セラチア、緑膿菌等

【⑤真菌感染症の薬、病態、治療】

E2-(7)-⑤-1　１）抗真菌薬の薬理（薬理作用、機序、

主な副作用）および臨床適用を説明できる。

E2-(7)-⑤-2　２）以下の真菌感染症について、病態（

病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説

明できる。 皮膚真菌症、カンジダ症、ニューモシスチ

ス肺炎、肺アスペルギルス症、クリプトコックス症

【⑥原虫・寄生虫感染症の薬、病態、治療】

E2-(7)-⑥-1　１）以下の原虫感染症について、治療薬

の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（

病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説

明できる。 マラリア、トキソプラズマ症、トリコモナ

ス症、アメーバ赤痢

E2-(7)-⑥-2　２）以下の寄生虫感染症について、治療

薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態
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（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を

説明できる。回虫症、蟯虫症、アニサキス症

【④ウイルス感染症およびプリオン病の薬、病態、治療

】

E2-(7)-④-1　１）ヘルペスウイルス感染症（単純ヘル

ペス、水痘・帯状疱疹）について、治療薬の薬理（薬理

作用、機序、主な副作用）、予防方法および病態（病態

生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明で

きる。

E2-(7)-④-2　２）サイトメガロウイルス感染症につい

て、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、お

よび病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選

択等）を説明できる。

E2-(7)-④-3　３）インフルエンザについて、治療薬の

薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、感染経路と予防

方法および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬

品の選択等）を説明できる。

E2-(7)-④-4　４）ウイルス性肝炎（HAV、HBV、HCV）に

ついて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、

感染経路と予防方法および病態（病態生理（急性肝炎、

慢性肝炎、肝硬変、肝細胞がん）、症状等）・薬物治療

（医薬品の選択等）を説明できる。（重複）

E2-(7)-④-5　５）後天性免疫不全症候群（AIDS）につ

いて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、

感染経路と予防方法および病態（病態生理、症状等）・

薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

【②免疫・炎症・アレルギー疾患の薬、病態、治療】

E2-(2)-②-1 　１）アレルギー治療薬（抗ヒスタミン薬、

抗アレルギー薬等）の薬理（薬理作用、機序、主な副作

用）および臨床適用を説明できる

＜授業のキーワード＞

化学療法薬、抗悪性腫瘍薬、分子標的治療薬、癌性疼痛、

支持療法、非ステロイド性鎮痛薬、抗アレルギー薬

＜授業の進め方＞

テキストおよび配布したプリントを使用して講義を進め

ます。

＜履修するにあたって＞

授業内容に関する質問などは、dotCampusを活用します。

オフィスアワー：金曜日 15：00-18：00としますが、在

室中であれば対応します。質問などあれば、遠慮なく教

員室（C号館2階、C/LP215）に訪ねてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として復習すること（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

授業後に連絡

＜成績評価方法・基準＞

課題の提出およびオンラインテストの成績から評価しま

す。

＜テキスト＞

コンパス薬理学および自作プリント

＜参考図書＞

NEW 薬理学、今日の治療薬

＜授業計画＞

第1回　がんの病態生理

1．がんの病態生理、症状、治療法

2．がん化学療法における薬物治療の位置づけ

3．各種腫瘍の腫瘍マーカー※

第2回　抗悪性腫瘍薬

　1．アルキル化薬

1．アルキル化薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① マスタード類

　② ニトロソウレア誘導体

　③ その他

第3回　抗悪性腫瘍薬

　2．代謝拮抗薬

2．代謝拮抗薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① プリン代謝拮抗薬

　② ピリミジン代謝拮抗薬

　③ 葉酸代謝拮抗薬

　④ その他

C14-(5)-⑧-3

第4回　抗悪性腫瘍薬

　3．抗腫瘍性抗生物質

3．抗腫瘍性抗生物質

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① アントラサイクリン系

　② ブレオマイシン

　③ マイトマイシンC

　④ アクチノマイシンD

　⑤ ジノスタチンスチマラマー

第5回　抗悪性腫瘍薬

　4．微小管阻害薬

　5．白金製剤

　6．ホルモン類似薬

　7．DNAトポイソメラーゼ阻害薬

　8．サイトカイン

4．微小管阻害薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① ビンカアルカロイド

　② タキサン

　③ エリブリン

5．白金製剤

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① シスプラチン

　② その他6．ホルモン類似薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応
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　① プレドニゾロン

　② 抗エストロゲン薬

　③ 抗アンドロゲン薬

　④ アロマターゼ阻害薬

　⑤ LH-RH誘導体

　⑥ GnRH受容体アンタゴニスト

　⑦ その他

7．DNAトポイソメラーゼ阻害薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① DNAトポイソメラーゼⅠ阻害薬

　② DNAトポイソメラーゼⅡ阻害薬

8．サイトカイン※

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① インターフェロン

　② インターロイキン2

第6回　抗悪性腫瘍薬

　9．分子標的治療薬①

10．分子標的治療薬①※

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① 抗体

第7回　抗悪性腫瘍薬

　10．分子標的治療薬②

10．分子標的治療薬②※

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　② 小分子

　③ レチノイン

　④ その他

第8回　12．がん性疼痛治療薬

　①非ステロイド性抗炎症薬

　②麻薬性鎮痛薬

12．がん性疼痛の治療

　① がん性疼痛の治療薬、その作用機構、特徴および

有害反応

　② がん性疼痛治療の三段階ラダー

C14-(4)-⑧-1

第9回　13．感染症治療薬

　①抗菌薬

13．感染症治療薬

　① 抗菌薬

　作用機構ごとの抗菌薬の分類、特徴および有害反応

C14-(5)-②-1

第10回　13．感染症治療薬

　②抗真菌薬、抗原虫・寄生虫薬

13．感染症治療薬

　① 抗真菌薬

　作用機構ごとの抗真菌薬の分類、特徴および有害反応

第11回　13．感染症治療薬

　③抗ウィルス薬

13．感染症治療薬

　① 抗ウィルス薬

　代表的な抗ウィルス薬、特徴および有害反応

第12回　14．抗アレルギー薬

14．アレルギー疾患の治療薬

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

応用薬理Ⅰ [15～18]

平岩　英培

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり６年次に配当してい。

本授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専門

教育科目であり４年次に配当しています。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、「2．科学

者として、医薬品を含む化学物質等の特性や生体・環境

への作用と影響、及び人体の構造と機能、疾病の成り立

ちを理解するのに必要な科学に関する基本的な知識を有

している」および「3.薬の専門家として、医薬品及び薬

物治療についての専門的な知識を有している」を目指し

ます。

薬学部のディプロマポリシー

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/p

olicy/diploma.html#PHA

私たち薬剤師は、がんの治療にあたって、がんに対する

理解はもちろんのこと、特に薬物療法に精通していなけ

ればなりません。「がんとの闘い」では、がんの診断、

各種がんの概略を理解した後に、薬物療法に用いる抗が

ん薬の作用機構、有害反応などの抗がん薬の特徴を学び

ます。また、がんの治療においては、がん性疼痛のコン

トロールや抗がん薬による免疫力低下とそれに伴う感染

症対策についても理解しておく必要があります。そのた

めに、NSAIDsなどの抗炎症薬、抗菌薬、抗アレルギー薬

についても作用機構を中心に学びます。

＜到達目標＞

【⑦悪性腫瘍】

E2-(7)-⑦-1　１）腫瘍の定義（良性腫瘍と悪性腫瘍の

違い）を説明できる。
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E2-(7)-⑦-2　２）悪性腫瘍について、以下の項目を概

説できる。組織型分類および病期分類、悪性腫瘍の検査

（細胞診、組織診、画像診断、腫瘍マーカー（腫瘍関連

の変異遺伝子、遺伝子産物を含む））、悪性腫瘍の疫学

（がん罹患の現状およびがん死亡の現状）、悪性腫瘍の

リスクおよび予防要因

E2-(7)-⑦-3　３）悪性腫瘍の治療における薬物治療の

位置づけを概説できる。

【⑧悪性腫瘍の薬、病態、治療】

E2-(7)-⑧-1　１）以下の抗悪性腫瘍薬の薬理（薬理作

用、機序、主な副作用、相互作用、組織移行性）および

臨床適用を説明できる。アルキル化薬、代謝拮抗薬、抗

腫瘍抗生物質、微小管阻害薬、トポイソメラーゼ阻害薬、

抗腫瘍ホルモン関連薬、白金製剤、分子標的治療薬、そ

の他の抗悪性腫瘍薬

E2-(7)-⑧-2　２）抗悪性腫瘍薬に対する耐性獲得機構

を説明できる。

E2-(7)-⑧-3　３）抗悪性腫瘍薬の主な副作用（下痢、

悪心・嘔吐、白血球減少、皮膚障害（手足症候群を含む

）、血小板減少等）の軽減のための対処法を説明できる。

E2-(7)-⑧-4　４）代表的ながん化学療法のレジメン（F

OLFOX等）について、構成薬物およびその役割、副作用、

対象疾患を概説できる。

【⑨がん終末期医療と緩和ケア】

E2-(7)-⑨-2　２）がん性疼痛の病態（病態生理、症状

等）と薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

【⑩化学構造と薬効】

E2-(7)-⑩-1　１）病原微生物・悪性新生物が関わる疾

患に用いられる代表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・

薬物動態）の関連を概説できる。

【①抗菌薬】

E2-(7)-①-1　１）以下の抗菌薬の薬理（薬理作用、機

序、抗菌スペクトル、主な副作用、相互作用、組織移行

性）および臨床適用を説明できる。β-ラクタム系、テ

トラサイクリン系、マクロライド系、アミノ配糖体（ア

ミノグリコシド）系、キノロン系、グリコペプチド系、

抗結核薬、サルファ剤（ST合剤を含む）、その他の抗菌

薬

【②抗菌薬の耐性】

E2-(7)-②-1　１）主要な抗菌薬の耐性獲得機構および

耐性菌出現への対応を説明できる。

E2-(7)-③-9　９）以下の薬剤耐性菌による院内感染に

ついて、感染経路と予防方法、病態（病態生理、症状等

）および薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。MR

SA、VRE、セラチア、緑膿菌等

【⑤真菌感染症の薬、病態、治療】

E2-(7)-⑤-1　１）抗真菌薬の薬理（薬理作用、機序、

主な副作用）および臨床適用を説明できる。

E2-(7)-⑤-2　２）以下の真菌感染症について、病態（

病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説

明できる。 皮膚真菌症、カンジダ症、ニューモシスチ

ス肺炎、肺アスペルギルス症、クリプトコックス症

【⑥原虫・寄生虫感染症の薬、病態、治療】

E2-(7)-⑥-1　１）以下の原虫感染症について、治療薬

の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（

病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説

明できる。 マラリア、トキソプラズマ症、トリコモナ

ス症、アメーバ赤痢

E2-(7)-⑥-2　２）以下の寄生虫感染症について、治療

薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態

（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を

説明できる。回虫症、蟯虫症、アニサキス症

【④ウイルス感染症およびプリオン病の薬、病態、治療

】

E2-(7)-④-1　１）ヘルペスウイルス感染症（単純ヘル

ペス、水痘・帯状疱疹）について、治療薬の薬理（薬理

作用、機序、主な副作用）、予防方法および病態（病態

生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明で

きる。

E2-(7)-④-2　２）サイトメガロウイルス感染症につい

て、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、お

よび病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選

択等）を説明できる。

E2-(7)-④-3　３）インフルエンザについて、治療薬の

薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、感染経路と予防

方法および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬

品の選択等）を説明できる。

E2-(7)-④-4　４）ウイルス性肝炎（HAV、HBV、HCV）に

ついて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、

感染経路と予防方法および病態（病態生理（急性肝炎、

慢性肝炎、肝硬変、肝細胞がん）、症状等）・薬物治療

（医薬品の選択等）を説明できる。（重複）

E2-(7)-④-5　５）後天性免疫不全症候群（AIDS）につ

いて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、

感染経路と予防方法および病態（病態生理、症状等）・

薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

【②免疫・炎症・アレルギー疾患の薬、病態、治療】

E2-(2)-②-1 　１）アレルギー治療薬（抗ヒスタミン薬、

抗アレルギー薬等）の薬理（薬理作用、機序、主な副作

用）および臨床適用を説明できる

＜授業のキーワード＞

化学療法薬、抗悪性腫瘍薬、分子標的治療薬、癌性疼痛、

支持療法、非ステロイド性鎮痛薬、抗アレルギー薬

＜授業の進め方＞

テキストおよび配布したプリントを使用して講義を進め

ます。

＜履修するにあたって＞

授業内容に関する質問などは、dotCampusを活用します。

オフィスアワー：金曜日 15：00-18：00としますが、在

室中であれば対応します。質問などあれば、遠慮なく教
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員室（C号館2階、C/LP215）に訪ねてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として復習すること（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

授業後に連絡

＜成績評価方法・基準＞

課題の提出およびオンラインテストの成績から評価しま

す。

＜テキスト＞

コンパス薬理学および自作プリント

＜参考図書＞

NEW 薬理学、今日の治療薬

＜授業計画＞

第1回　がんの病態生理

1．がんの病態生理、症状、治療法

2．がん化学療法における薬物治療の位置づけ

3．各種腫瘍の腫瘍マーカー※

第2回　抗悪性腫瘍薬

　1．アルキル化薬

1．アルキル化薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① マスタード類

　② ニトロソウレア誘導体

　③ その他

第3回　抗悪性腫瘍薬

　2．代謝拮抗薬

2．代謝拮抗薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① プリン代謝拮抗薬

　② ピリミジン代謝拮抗薬

　③ 葉酸代謝拮抗薬

　④ その他

C14-(5)-⑧-3

第4回　抗悪性腫瘍薬

　3．抗腫瘍性抗生物質

3．抗腫瘍性抗生物質

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① アントラサイクリン系

　② ブレオマイシン

　③ マイトマイシンC

　④ アクチノマイシンD

　⑤ ジノスタチンスチマラマー

第5回　抗悪性腫瘍薬

　4．微小管阻害薬

　5．白金製剤

　6．ホルモン類似薬

　7．DNAトポイソメラーゼ阻害薬

　8．サイトカイン

4．微小管阻害薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① ビンカアルカロイド

　② タキサン

　③ エリブリン

5．白金製剤

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① シスプラチン

　② その他6．ホルモン類似薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① プレドニゾロン

　② 抗エストロゲン薬

　③ 抗アンドロゲン薬

　④ アロマターゼ阻害薬

　⑤ LH-RH誘導体

　⑥ GnRH受容体アンタゴニスト

　⑦ その他

7．DNAトポイソメラーゼ阻害薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① DNAトポイソメラーゼⅠ阻害薬

　② DNAトポイソメラーゼⅡ阻害薬

8．サイトカイン※

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① インターフェロン

　② インターロイキン2

第6回　抗悪性腫瘍薬

　9．分子標的治療薬①

10．分子標的治療薬①※

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① 抗体

第7回　抗悪性腫瘍薬

　10．分子標的治療薬②

10．分子標的治療薬②※

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　② 小分子

　③ レチノイン

　④ その他

第8回　12．がん性疼痛治療薬

　①非ステロイド性抗炎症薬

　②麻薬性鎮痛薬

12．がん性疼痛の治療

　① がん性疼痛の治療薬、その作用機構、特徴および

有害反応

　② がん性疼痛治療の三段階ラダー

C14-(4)-⑧-1

第9回　13．感染症治療薬

　①抗菌薬
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13．感染症治療薬

　① 抗菌薬

　作用機構ごとの抗菌薬の分類、特徴および有害反応

C14-(5)-②-1

第10回　13．感染症治療薬

　②抗真菌薬、抗原虫・寄生虫薬

13．感染症治療薬

　① 抗真菌薬

　作用機構ごとの抗真菌薬の分類、特徴および有害反応

第11回　13．感染症治療薬

　③抗ウィルス薬

13．感染症治療薬

　① 抗ウィルス薬

　代表的な抗ウィルス薬、特徴および有害反応

第12回　14．抗アレルギー薬

14．アレルギー疾患の治療薬

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

応用薬理Ⅱ [13～14]

屋山　勝俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、②、③を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

この科目では様々な薬物の作用機構と特徴に関する理解

を更に高めることを目標とする。特にメタボリックシン

ドロームのような生活習慣を背景とした慢性疾患に対し

て近年多くの多彩な薬物が登場してきており、それらの

代表的な薬物を取り上げ、作用機序・作用点の理解と、

それらが臨床応用にどのように関わるかを学ぶ。取り上

げる分野は、循環器系作用薬、腎臓作用薬、泌尿器系作

用薬、呼吸器系作用薬、消化器系作用薬、抗凝血薬と止

血薬、高脂血症治療薬、糖尿病治療薬、骨粗しょう症治

療薬、である。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C13ー(2)ー④ー1　代表的な抗不整脈薬を挙げ、薬理作

用、機序、主な副作用について説明できる。

C13ー(2)ー④ー2　代表的な心不全治療薬を挙げ、薬理

作用、機序、主な副作用について説明できる。

C13ー(2)ー④ー3　代表的な虚血性心疾患治療薬を挙げ、

薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。

C13ー(2)ー④ー4　代表的な高血圧治療薬を挙げ、薬理

作用、機序、主な副作用について説明できる。

C13ー(2)ー⑤ー1　代表的な呼吸興奮薬を挙げ、薬理作

用、機序、主な副作用について説明できる。

C13ー(2)ー⑤ー2　代表的な鎮咳・去痰薬を挙げ、薬理

作用、機序、主な副作用について説明できる。

C13ー(2)ー⑤ー3　代表的な気管支喘息治療薬を挙げ、

薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。

C13ー(3)ー②ー1　代表的な胃・十二指腸潰瘍治療薬を

挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。

C13ー(3)ー②ー2　その他の消化性疾患に対する代表的

治療薬を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について説

明できる。

C13ー(3)ー②ー3　代表的な催吐薬と制吐薬を挙げ、作

用機序および主な副作用について説明できる。

C13ー(3)ー②ー4　代表的な肝臓疾患治療薬を挙げ、薬

理作用、機序、主な副作用について説明できる。

C13ー(3)ー②ー5　代表的な膵臓疾患治療薬を挙げ、薬

理作用、機序、主な副作用について説明できる。

C13ー(3)ー③ー1　利尿薬を作用機序別に分類し、臨床

応用および主な副作用について説明できる。

C13ー(3)ー④ー1　代表的な止血薬を挙げ、作用機序と

主な副作用について説明できる。

C13ー(3)ー④ー2　代表的な抗血栓薬を挙げ、作用機序

と主な副作用について説明できる。

C13ー(3)ー④ー3　代表的な造血薬を挙げ、作用機序と

主な副作用について説明できる。

C13ー(3)ー⑤ー1　代表的な糖尿病治療薬を挙げ、作用

機序と主な副作用について説明できる。

C13ー(3)ー⑤ー2　代表的な高脂血症治療薬を挙げ、作

用機序と主な副作用について説明できる。

C13ー(3)ー⑤ー3　代表的な高尿酸血症・痛風治療薬を

挙げ、作用機序と主な副作用について説明できる。

C13ー(3)ー⑤ー4　カルシウム代謝調節・骨代謝に関連

する代表的な治療薬をあげ、薬理作用、機序、主な副作

用について説明できる。

これら分野の代表的薬物ならびに最近の新薬について、

薬理作用の機構、特徴、副作用、禁忌について、科学的

理解から説明できることが到達目標である。

＜授業のキーワード＞

薬理、循環器薬理、代謝性疾患の薬理、呼吸器の薬理、

消化器の薬理

＜授業の進め方＞

授業計画に従って行ないます。

＜履修するにあたって＞

授業計画に従って15回の講義を行ないます。

オフィスアワー：金曜日 17：00?19：00　　質問があ

れば、遠慮なくこの時間に教員室（C号館2階、C/LP218
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）を訪ねてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

理解を深めるために予習（0.5時間）、復習（1時間）を

して下さい。理解できなかった部分は、オフィスアワー

等を積極的に利用し理解に務めて下さい。

＜提出課題など＞

授業後に連絡

＜成績評価方法・基準＞

授業中に課す課題で評価する（100％）。

＜テキスト＞

自作のプリントで行います。

＜参考図書＞

田中・加藤編　「NEW薬理学　改訂第6版」　南江堂　￥

8,800+税

浦部、島田、川合編　今日の治療薬2020　　南江堂　未

定

＜授業計画＞

第1回　高血圧治療薬

血圧の調節機構について、学習を深めた後、

①レニンーアンジオテンシンーアルドステロン系につい

て説明できる（アドバンス）。

②作用点別に、高血圧治療薬を分類し、それぞれの作用

機序、特徴、副作用について説明できる。

③病態生理を説明できる。このことを目標とします。

C13ー(2)ー④ー4

第2回　利尿薬

利尿薬の作用機序を整理した上、

①利尿薬について、作用点、作用機序、副作用を説明で

きることを目標とします。

②循環器疾患における利尿薬の位置づけを説明できる（

アドバンス）。

③病態に応じた適切な治療薬を選ぶことができる（アド

バンス）。

このことを目標とします。

C13ー(3)ー③ー1

第3回　止血薬、造血薬

抗血栓薬

①血液凝固系を抑制する抗凝固薬の作用機序、そして副

作用を説明できる。

②血栓形成を抑制する抗血栓薬、血液凝固塊を溶解して

血流を回復させる血栓溶解剤の作用機序、そして副作用

を説明できる。

③適切な治療薬を選ぶことができる（アドバンス）。

ことを目標とします。

血小板凝集抑制薬ついて学び、

①血小板凝集抑制薬の作用機序、そして副作用を説明で

きる（アドバンス）。

②適切な治療薬を選ぶことができることを目標とします

（アドバンス）。

このことを目標とします。

C13ー(3)ー④ー1

C13ー(3)ー④ー2

C13ー(3)ー④ー3

第4回　虚血性心疾患治療薬

不整脈治療薬

虚血性心疾患と有効な薬物の分類、作用機序、副作用に

ついて整理した後、

①虚血性心疾患に用いる薬物について作用機序、副作用

について説明できる。

病態におい自他適切な治療薬を選ぶことができる（アド

バンス）。

ことを目標とします。

C13ー(2)ー④ー3

不整脈について、その治療薬を整理した後、

①抗不整脈薬の分類、作用機序、そして副作用を説明で

きる。

②病態（病態生理）を説明できる。

③病態に応じた適切な治療薬を選ぶことができる（アド

バンス）。

④合併症について、その治療薬を選ぶことができる（ア

ドバンス）。

このことを目標とします。

C13ー(2)ー④ー1

第5回　心不全治療薬

循環器疾患における心不全の位置づけ及びその治療薬に

ついて整理した後、

①心不全に用いる治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な

副作用）を説明できる。

②病態に応じた適切な治療薬を選ぶことができる（アド

バンス）。

このことを目標とします。

C13ー(2)ー④ー2

第6回　糖尿病治療薬

糖尿病及びその治療薬について整理した後、

①糖尿病に用いる治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な

副作用）を説明できる。

②病態に応じた適切な治療薬を選ぶことができる（アド

バンス）。

このことを目標とします。

C13ー(3)ー⑤ー1

第7回　脂質異常症治療薬

高脂血症、その治療薬について整理した後、

①脂質異常症治療薬の薬理作用、副作用を説明できる。

②病態に応じて適切な治療薬を選択することができる（

アドバンス）。

このことを目標とします。

C13ー(3)ー⑤ー2

第8回　痛風治療薬、

骨粗しょう症治療薬

痛風、骨粗しょう症は患者数の多い病気です。ここでは、
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その治療薬について整理した後、

①痛風治療薬の薬理作用、副作用を説明できる。

②骨粗しょう症治療薬の薬理作用、副作用を説明できる。

③病態に応じて適切な治療薬を選択することができる（

アドバンス）。

このことを目標とします。

C13ー(3)ー⑤ー3

C13ー(3)ー⑤ー4

第9回　呼吸興奮薬・鎮咳去痰薬

現在、呼吸興奮薬が用いられる頻度は減少していますが、

その基本を理解しておくことは必要です。一方、鎮咳。

去痰薬は風邪症候群の対処療法薬としてよく用いられて

います。ここでは、その治療薬について整理した後、

①呼吸興奮薬の薬理作用、副作用を説明できる。

②鎮咳。去痰薬の薬理作用、副作用を説明できる。

③鎮咳。去痰薬の特徴を説明できる。

④病態に応じて適切な治療薬を選択することができる。

このことを目標とします。

C13ー(2)ー⑤ー1

C13ー(2)ー⑤ー2

第10回　気管支喘息治療薬

気管支喘息はその患者数も多く、発作時、予防時で薬の

使い方も変わってきます。ここでは、その治療薬につい

て整理した後、

①気管支喘息治療薬の薬理作用、副作用を説明できる。

②気管支喘息発作予防に用いられる薬物の薬理作用、副

作用を説明できる。

③新薬（抗体医薬）について、薬理作用、副作用を説明

できる。

③病態に応じて適切な治療薬を選択することができる。

このことを目標とします。

C13ー(2)ー⑤ー3

第11回　消化性潰瘍治療薬

消化性潰瘍は、ストレス社会においてその患者数も増加

しています。胃潰瘍の主たる原因が、ヘリコバクターピ

ロリと判明して以来、その治療薬も大きく変わりました。

ここでは、その治療薬について整理した後、

①消化性潰瘍治療薬の薬理作用、副作用を説明できる。

②病態に応じて適切な治療薬を選択することができる。

このことを目標とします。

C13ー(3)ー②ー1

第12回　止瀉・瀉下薬

制吐薬、肝機能調整薬

消化性潰瘍は、ストレス社会においてその患者数も増加

しています。胃潰瘍の主たる原因が、ヘリコバクターピ

ロリと判下痢は私たちがよく遭遇する疾患ではあります

が、その治療薬の選択が難しいことも知られています。

また、便秘は、女性に多く、患者さんにあった薬を選ぶ

のは難しいと言われています。ここでは、その治療薬に

ついて整理した後、

①止瀉・瀉下薬の薬理作用、副作用を説明できる。

②病態に応じて適切な治療薬を選択することができる（

アドバンス）。

ことを目標とします。

C13ー(3)ー②ー2

本邦ではがんによる死亡率が1位であり、その治療に、

放射線療法、化学療法が用いられています。しかし、こ

れら治療において、嘔吐のため治療が続行できない症例

もあります。さらに、肝疾患における治療薬について、

その治療薬について整理した後、

①制吐の薬理作用、副作用を説明できる。

②肝機能調整薬の薬理作用、副作用を説明できる。

③アプレピタント等新薬について説明できる（アドバン

ス）。

④病態に応じて適切な治療薬を選択することができる（

アドバンス）。

このことを目標とします。

C13ー(3)ー②ー3

C13ー(3)ー②ー4

C13ー(3)ー②ー5

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

応用薬理Ⅱ [15～18]

屋山　勝俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、②、③を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

この科目では様々な薬物の作用機構と特徴に関する理解

を更に高めることを目標とする。特にメタボリックシン

ドロームのような生活習慣を背景とした慢性疾患に対し

て近年多くの多彩な薬物が登場してきており、それらの

代表的な薬物を取り上げ、作用機序・作用点の理解と、

それらが臨床応用にどのように関わるかを学ぶ。取り上

げる分野は、循環器系作用薬、腎臓作用薬、泌尿器系作

用薬、呼吸器系作用薬、消化器系作用薬、抗凝血薬と止

血薬、高脂血症治療薬、糖尿病治療薬、骨粗しょう症治

療薬、である。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

E2ー(3)ー①ー1　以下の不整脈および関連疾患について、



- 135 -

治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および

病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等

）を説明できる。不整脈の例示：上室性期外収縮（PAC

）、心室性期外収縮（PVC）、心房細動（Af）、発作性

上室頻拍（PSVT)、WPW症候群、心室頻拍（VT）、心室細

動（Vf）、房室ブロック、QT延長症候群

E2ー(3)ー①ー2　急性および慢性心不全について、治療

薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態

（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を

説明できる。

E2ー(3)ー①ー3　虚血性心疾患（狭心症、心筋梗塞）に

ついて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、

および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の

選択等）を説明できる。

E2ー(3)ー①ー4　以下の高血圧症について、治療薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態

生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明で

きる。 本態性高血圧症、二次性高血圧症（腎性高血圧

症、腎血管性高血圧症を含む）

E2ー(3)ー②ー1　止血薬の薬理（薬理作用、機序、主な

副作用）および臨床適用を説明できる。

E2ー(3)ー②ー2　抗血栓薬、抗凝固薬および血栓溶解薬

の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用

を説明できる。

E2ー(3)ー③ー1　利尿薬の薬理（薬理作用、機序、主な

副作用）および臨床適用を説明できる。

E2ー(4)ー②ー1.以下の上部消化器疾患について、治療

薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態

（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を

説明できる。 胃食道逆流症（逆流性食道炎を含む）、

消化性潰瘍、胃炎

E2ー(4)ー②ー2.炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎、クロー

ン病等）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主

な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治

療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2ー(4)ー②ー3.肝疾患（肝炎、肝硬変（ウイルス性を

含む）、薬剤性肝障害）について、治療薬の薬理（薬理

作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症

状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2ー(4)ー②ー4.膵炎について、治療薬の薬理（薬理作

用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状

等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2ー(4)ー②ー5.胆道疾患（胆石症、胆道炎）について、

治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および

病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等

）を説明できる。

E2ー(4)ー②ー6.機能性消化管障害（過敏性腸症候群を

含む）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な

副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療

（医薬品の選択等）を説明できる。

E2ー(4)ー②ー7.便秘・下痢について、治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2ー(4)ー②ー8.悪心・嘔吐について、治療薬および関

連薬物（催吐薬）の薬理（薬理作用、機序、主な副作用

）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬

品の選択等）を説明できる。

E2ー(5)ー①ー1.糖尿病とその合併症について、治療薬

の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（

病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説

明できる。

E2ー(5)ー①ー2.脂質異常症について、治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2ー(5)ー①ー3.高尿酸血症・痛風について、治療薬の

薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病

態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明

できる。

＜授業のキーワード＞

薬理、循環器薬理、代謝性疾患の薬理、呼吸器の薬理、

消化器の薬理

＜授業の進め方＞

授業計画に従って行ないます。

＜履修するにあたって＞

授業計画に従って15回の講義を行ないます。

オフィスアワー：金曜日 17：00?19：00　　質問があ

れば、遠慮なくこの時間に教員室（C号館2階、C/LP218

）を訪ねてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

理解を深めるために予習（0.5時間）、復習（1時間）を

して下さい。理解できなかった部分は、オフィスアワー

等を積極的に利用し理解に務めて下さい。

＜提出課題など＞

授業後に連絡

＜成績評価方法・基準＞

授業中に課す課題で評価する（100％）。

＜テキスト＞

自作のプリントで行います。

＜参考図書＞

田中・加藤編　「NEW薬理学　改訂第6版」　南江堂　￥

8,800+税

浦部、島田、川合編　今日の治療薬2020　　南江堂　未

定

＜授業計画＞

第1回　高血圧治療薬

血圧の調節機構について、学習を深めた後、

①レニンーアンジオテンシンーアルドステロン系につい

て説明できる（アドバンス）。

②作用点別に、高血圧治療薬を分類し、それぞれの作用

機序、特徴、副作用について説明できる。
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③病態生理を説明できる。このことを目標とします。

E2ー(3)ー①ー4

第2回　利尿薬

利尿薬の作用機序を整理した上、

①利尿薬について、作用点、作用機序、副作用を説明で

きることを目標とします。

②循環器疾患における利尿薬の位置づけを説明できる（

アドバンス）。

③病態に応じた適切な治療薬を選ぶことができる（アド

バンス）。

このことを目標とします。

E2ー(3)ー③ー1

第3回　止血薬、造血薬

抗血栓薬

①血液凝固系を抑制する抗凝固薬の作用機序、そして副

作用を説明できる。

②血栓形成を抑制する抗血栓薬、血液凝固塊を溶解して

血流を回復させる血栓溶解剤の作用機序、そして副作用

を説明できる。

③適切な治療薬を選ぶことができる（アドバンス）。

ことを目標とします。

血小板凝集抑制薬ついて学び、

①血小板凝集抑制薬の作用機序、そして副作用を説明で

きる（アドバンス）。

②適切な治療薬を選ぶことができることを目標とします

（アドバンス）。

このことを目標とします。

E2ー(3)ー②ー1

E2ー(3)ー②ー2

第4回　虚血性心疾患治療薬

不整脈治療薬

虚血性心疾患と有効な薬物の分類、作用機序、副作用に

ついて整理した後、

①虚血性心疾患に用いる薬物について作用機序、副作用

について説明できる。

②抗不整脈薬の分類、作用機序、そして副作用を説明で

きる。

ことを目標とします。

E2ー(3)ー①ー1

E2ー(3)ー①ー3

第5回　心不全治療薬

循環器疾患における心不全の位置づけ及びその治療薬に

ついて整理した後、

①心不全に用いる治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な

副作用）を説明できる。

①心不全に用いる治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な

副作用）、作用を説明できる。

このことを目標とします。

E2ー(3)ー①ー2

第6回　糖尿病治療薬

糖尿病及びその治療薬について整理した後、

①糖尿病に用いる治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な

副作用）を説明できる。

②病態に応じた適切な治療薬を選ぶことができる。

このことを目標とします。

E2ー(5)ー①ー1

第7回　脂質異常症治療薬

高脂血症、その治療薬について整理した後、

①脂質異常症治療薬の薬理作用、副作用を説明できる。

②病態に応じて適切な治療薬を選択することができる（

アドバンス）。

このことを目標とします。

E2ー(5)ー①ー2

第8回　痛風治療薬、

骨粗しょう症治療薬

痛風、骨粗しょう症は患者数の多い病気です。ここでは、

その治療薬について整理した後、

①痛風治療薬の薬理作用、副作用を説明できる。

②骨粗しょう症治療薬の薬理作用、副作用を説明できる。

③病態に応じて適切な治療薬を選択することができる（

アドバンス）。

このことを目標とします。

E2ー(5)ー①ー3

E2ー(2)ー③ー2

第9回　呼吸興奮薬・鎮咳去痰薬

現在、呼吸興奮薬が用いられる頻度は減少していますが、

その基本を理解しておくことは必要です。一方、鎮咳。

去痰薬は風邪症候群の対処療法薬としてよく用いられて

います。ここでは、その治療薬について整理した後、

①呼吸興奮薬の薬理作用、副作用を説明できる。

②鎮咳。去痰薬の薬理作用、副作用を説明できる。

③鎮咳。去痰薬の特徴を説明できる。

④病態に応じて適切な治療薬を選択することができる。

このことを目標とします。

E2ー(2)ー②ー1

E2ー(4)ー①ー4

第10回　気管支喘息治療薬

気管支喘息はその患者数も多く、発作時、予防時で薬の

使い方も変わってきます。ここでは、その治療薬につい

て整理した後、

①気管支喘息治療薬の薬理作用、副作用を説明できる。

②気管支喘息発作予防に用いられる薬物の薬理作用、副

作用を説明できる。

③新薬（抗体医薬）について、薬理作用、副作用を説明

できる。
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③病態に応じて適切な治療薬を選択することができる。

このことを目標とします。

E2ー(2)ー②ー1

E2ー(4)ー①ー4

第11回　消化性潰瘍治療薬

消化性潰瘍は、ストレス社会においてその患者数も増加

しています。胃潰瘍の主たる原因が、ヘリコバクターピ

ロリと判明して以来、その治療薬も大きく変わりました。

ここでは、その治療薬について整理した後、

①消化性潰瘍治療薬の薬理作用、副作用を説明できる。

②病態に応じて適切な治療薬を選択することができる。

このことを目標とします。

E2ー(4)ー②ー3

E2ー(4)ー②ー4

E2ー(4)ー②ー5

E2ー(4)ー②ー6

E2ー(4)ー②ー7

E2ー(4)ー②ー8

第12回　止瀉・瀉下薬

制吐薬、肝機能調整薬

①止瀉・瀉下薬の薬理作用、副作用を説明できる。

②病態に応じて適切な治療薬を選択することができる（

アドバンス）。

ことを目標とします。

③制吐の薬理作用、副作用を説明できる。

④肝機能調整薬の薬理作用、副作用を説明できる。

このことを目標とします。

E2ー(4)ー②ー3

E2ー(4)ー②ー4

E2ー(4)ー②ー5

E2ー(4)ー②ー6

E2ー(4)ー②ー7

E2ー(4)ー②ー8

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

海外の薬剤師に学ぶⅡ [13～14]

中本　賀寿夫、池村　舞、ジャッケヴィシアス，シンシ

ア

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義,演習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり１年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1,3,4を目指

す。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

The aim of this course is to provide students with

 knowledge about the practice of evidence-based me

dicine (EBM).

This includes the 5 steps of the EBM process: 1) a

sking clinical questions, 2) searching for evidenc

e, 3) critically appraising the evidence, 4) apply

ing the evidence to the patient, including shared

decision-making; and 5) taking action based on ste

p 1 thourgh 4.

＜到達目標＞

各回を通じて，以下の8項目を到達目標とする。

JB-(3)-①-1　科学、医療に関連する英語の代表的な用

語を列挙し、その内容を説明できる。

JB-(3)-①-2　科学、医療に関して英語で書かれた文章

を読んで、内容を説明できる。

JB-(3)-②-3　科学、医療に関連する英語の代表的な用

語、英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-4　科学、医療に関連する簡単な文章を英語

で書くことができる。（知識・技能）

JB-(3)-③-1　英語の基礎的音声を聞き分けることがで

きる。（技能）

JB-(3)-③-2　英語の会話を聞いて内容を理解して要約

できる。（技能）

JB-(3)-③-3　英語による簡単なコミュニケーションが

できる。（技能・態度）

JB-(3)-③-4　科学、医療に関連する代表的な用語を英

語で発音できる。（技能）

AD-B-⑤-2　諸外国における薬剤師の活動分野について、

日本と比較しながら説明できる。

E3-(1)-④-1　EBMの基本概念と実践のプロセスについて

説明できる。

E3-(1)-④-2　代表的な臨床研究法（ランダム化比較試

験、コホート研究、ケースコントロール研究など）の長

所と短所を挙げ、それらのエビデンスレベルについて概

説できる。

E3-(1)-④-3　臨床研究論文の批判的吟味に必要な基本

的項目を列挙し、内的妥当性（研究結果の正確度や再現

性）と外的妥当性（研究結果の一般化の可能性）につい

て概説できる。

＜授業のキーワード＞

evidence based medicine

＜授業の進め方＞

授業計画に従って行う。

＜履修するにあたって＞

事前に配布する講義資料を読んでおくこと。オフィスア

ワーは、講義開講日の12:45?13:45。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、事前に配布する講義資料を読んでおく
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こと（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

授業中に連絡する。

＜成績評価方法・基準＞

Attend lectures, and participate in classroom acti

vities, case-based group discussions, and role-pla

ying activities, Quizzes

＜テキスト＞

Articles, Slides, and chapters will be provided to

 students

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回　Introduction to EBM

An overview of the history of EBM, why it was deve

loped, and the MacMaster Univerity 5-step model (a

sk, acquire, appraise, apply, act)

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

JB-(3)-③-1

JB-(3)-③-2

JB-(3)-③-3

JB-(3)-③-4

AD-B-⑤-2

E3-(1)-④-1

E3-(1)-④-2

E3-(1)-④-3

第2回　Asking clinical questions

How to create and identify background questions an

d foreground clinical (PICO) questions

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

JB-(3)-③-1

JB-(3)-③-2

JB-(3)-③-3

JB-(3)-③-4

AD-B-⑤-2

E3-(1)-④-1

E3-(1)-④-2

E3-(1)-④-3

第3回　Introduction to searching for evidence

Some practice time using computer or iPads if avai

lable

AD-B-②-1

AD-B-⑤-2

C7-(1)-①-1

C7-(1)-①-2

C7-(1)-①-3

E3-(3)-①-1

E3-(3)-①-2

E3-(3)-①-3

第4回　Bias, chance and confounding topics

Bias(systematic error), chance (random error) and

confounding topics as related to designing studies,

 focused primarily on application to randomized co

ntrolled trials, but also noting the hierarchy of

study designs

AD-B-②-1

AD-B-⑤-2

C7-(1)-①-1

C7-(1)-①-2

C7-(1)-①-3

E3-(3)-①-1

E3-(3)-①-2

E3-(3)-①-3

第5回　Critical appraisal of therapy studies(rando

mized controlled trials)

Critical appraisal of therapy studies(randomized c

ontrolled trials), focused on identifying bias/pro

blems with validity of study design

AD-B-②-1

AD-B-⑤-2

C7-(1)-①-1

C7-(1)-①-2

C7-(1)-①-3

E3-(3)-①-1

E3-(3)-①-2

E3-(3)-①-3

第6回　How to interpret the results of randomized

controlled trials

How to read a results table, basic calculations re

garding magnitude of effect, number needed to trea

t(NNT), and brief introduction to confidence inter

vals.

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

JB-(3)-③-1

JB-(3)-③-2

JB-(3)-③-3
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JB-(3)-③-4

AD-B-⑤-2

E3-(1)-④-1

E3-(1)-④-2

E3-(1)-④-3

第7回　How to apply results from a randomized cont

rolled trial to a patient care

How to compare the patient characteristics of a gi

ven case scenario to the inclusion/exclusion crite

ria and baseline characteristics of the enrolled p

atients for a given study.

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

JB-(3)-③-1

JB-(3)-③-2

JB-(3)-③-3

JB-(3)-③-4

AD-B-⑤-2

E3-(1)-④-1

E3-(1)-④-2

E3-(1)-④-3

第8回　Introduction to shared decision-making and

how pharmacists can communicate evidence from stud

ies to patients.

Introduction to shared decision-making and how pha

rmacists can communicate evidence from studies to

patients.

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

JB-(3)-③-1

JB-(3)-③-2

JB-(3)-③-3

JB-(3)-③-4

AD-B-⑤-2

E3-(1)-④-1

E3-(1)-④-2

E3-(1)-④-3

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

海外の薬剤師に学ぶⅡ [15～18]

中本　賀寿夫、池村　舞、ジャッケヴィシアス，シンシ

ア

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義,演習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり１年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1,3,4を目指

す。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

The aim of this course is to provide students with

 knowledge about the practice of evidence-based me

dicine (EBM).

This includes the 5 steps of the EBM process: 1) a

sking clinical questions, 2) searching for evidenc

e, 3) critically appraising the evidence, 4) apply

ing the evidence to the patient, including shared

decision-making; and 5) taking action based on ste

p 1 thourgh 4.

＜到達目標＞

各回を通じて，以下の8項目を到達目標とする。

JB-(3)-①-1　科学、医療に関連する英語の代表的な用

語を列挙し、その内容を説明できる。

JB-(3)-①-2　科学、医療に関して英語で書かれた文章

を読んで、内容を説明できる。

JB-(3)-②-3　科学、医療に関連する英語の代表的な用

語、英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-4　科学、医療に関連する簡単な文章を英語

で書くことができる。（知識・技能）

JB-(3)-③-1　英語の基礎的音声を聞き分けることがで

きる。（技能）

JB-(3)-③-2　英語の会話を聞いて内容を理解して要約

できる。（技能）

JB-(3)-③-3　英語による簡単なコミュニケーションが

できる。（技能・態度）

JB-(3)-③-4　科学、医療に関連する代表的な用語を英

語で発音できる。（技能）

AD-B-⑤-2　諸外国における薬剤師の活動分野について、

日本と比較しながら説明できる。

E3-(1)-④-1　EBMの基本概念と実践のプロセスについて

説明できる。

E3-(1)-④-2　代表的な臨床研究法（ランダム化比較試
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験、コホート研究、ケースコントロール研究など）の長

所と短所を挙げ、それらのエビデンスレベルについて概

説できる。

E3-(1)-④-3　臨床研究論文の批判的吟味に必要な基本

的項目を列挙し、内的妥当性（研究結果の正確度や再現

性）と外的妥当性（研究結果の一般化の可能性）につい

て概説できる。

＜授業のキーワード＞

evidence based medicine

＜授業の進め方＞

授業計画に従って行う。

＜履修するにあたって＞

事前に配布する講義資料を読んでおくこと。オフィスア

ワーは、講義開講日の12:45?13:45。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、事前に配布する講義資料を読んでおく

こと（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

授業中に連絡する。

＜成績評価方法・基準＞

Attend lectures, and participate in classroom acti

vities, case-based group discussions, and role-pla

ying activities, Quizzes

＜テキスト＞

Articles, Slides, and chapters will be provided to

 students

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回　Introduction to EBM

An overview of the history of EBM, why it was deve

loped, and the MacMaster Univerity 5-step model (a

sk, acquire, appraise, apply, act)

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

JB-(3)-③-1

JB-(3)-③-2

JB-(3)-③-3

JB-(3)-③-4

AD-B-⑤-2

E3-(1)-④-1

E3-(1)-④-2

E3-(1)-④-3

第2回　Asking clinical questions

How to create and identify background questions an

d foreground clinical (PICO) questions

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

JB-(3)-③-1

JB-(3)-③-2

JB-(3)-③-3

JB-(3)-③-4

AD-B-⑤-2

E3-(1)-④-1

E3-(1)-④-2

E3-(1)-④-3

第3回　Introduction to searching for evidence

Some practice time using computer or iPads if avai

lable

AD-B-②-1

AD-B-⑤-2

C7-(1)-①-1

C7-(1)-①-2

C7-(1)-①-3

E3-(3)-①-1

E3-(3)-①-2

E3-(3)-①-3

第4回　Bias, chance and confounding topics

Bias(systematic error), chance (random error) and

confounding topics as related to designing studies,

 focused primarily on application to randomized co

ntrolled trials, but also noting the hierarchy of

study designs

AD-B-②-1

AD-B-⑤-2

C7-(1)-①-1

C7-(1)-①-2

C7-(1)-①-3

E3-(3)-①-1

E3-(3)-①-2

E3-(3)-①-3

第5回　Critical appraisal of therapy studies(rando

mized controlled trials)

Critical appraisal of therapy studies(randomized c

ontrolled trials), focused on identifying bias/pro

blems with validity of study design

AD-B-②-1

AD-B-⑤-2

C7-(1)-①-1

C7-(1)-①-2

C7-(1)-①-3
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E3-(3)-①-1

E3-(3)-①-2

E3-(3)-①-3

第6回　How to interpret the results of randomized

controlled trials

How to read a results table, basic calculations re

garding magnitude of effect, number needed to trea

t(NNT), and brief introduction to confidence inter

vals.

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

JB-(3)-③-1

JB-(3)-③-2

JB-(3)-③-3

JB-(3)-③-4

AD-B-⑤-2

E3-(1)-④-1

E3-(1)-④-2

E3-(1)-④-3

第7回　How to apply results from a randomized cont

rolled trial to a patient care

How to compare the patient characteristics of a gi

ven case scenario to the inclusion/exclusion crite

ria and baseline characteristics of the enrolled p

atients for a given study.

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

JB-(3)-③-1

JB-(3)-③-2

JB-(3)-③-3

JB-(3)-③-4

AD-B-⑤-2

E3-(1)-④-1

E3-(1)-④-2

E3-(1)-④-3

第8回　Introduction to shared decision-making and

how pharmacists can communicate evidence from stud

ies to patients.

Introduction to shared decision-making and how pha

rmacists can communicate evidence from studies to

patients.

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

JB-(3)-③-1

JB-(3)-③-2

JB-(3)-③-3

JB-(3)-③-4

AD-B-⑤-2

E3-(1)-④-1

E3-(1)-④-2

E3-(1)-④-3

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

海外の薬剤師に学ぶⅡ [19～]

中本　賀寿夫、池村　舞、ジャッケヴィシアス，シンシ

ア

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義,演習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり１年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1,3,4を目指

す。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

The aim of this course is to provide students with

 knowledge about the practice of evidence-based me

dicine (EBM).

This includes the 5 steps of the EBM process: 1) a

sking clinical questions, 2) searching for evidenc

e, 3) critically appraising the evidence, 4) apply

ing the evidence to the patient, including shared

decision-making; and 5) taking action based on ste

p 1 thourgh 4.

＜到達目標＞

各回を通じて，以下の8項目を到達目標とする。

JB-(3)-①-1　科学、医療に関連する英語の代表的な用

語を列挙し、その内容を説明できる。

JB-(3)-①-2　科学、医療に関して英語で書かれた文章

を読んで、内容を説明できる。

JB-(3)-②-3　科学、医療に関連する英語の代表的な用

語、英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-4　科学、医療に関連する簡単な文章を英語

で書くことができる。（知識・技能）

JB-(3)-③-1　英語の基礎的音声を聞き分けることがで

きる。（技能）
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JB-(3)-③-2　英語の会話を聞いて内容を理解して要約

できる。（技能）

JB-(3)-③-3　英語による簡単なコミュニケーションが

できる。（技能・態度）

JB-(3)-③-4　科学、医療に関連する代表的な用語を英

語で発音できる。（技能）

AD-B-⑤-2　諸外国における薬剤師の活動分野について、

日本と比較しながら説明できる。

E3-(1)-④-1　EBMの基本概念と実践のプロセスについて

説明できる。

E3-(1)-④-2　代表的な臨床研究法（ランダム化比較試

験、コホート研究、ケースコントロール研究など）の長

所と短所を挙げ、それらのエビデンスレベルについて概

説できる。

E3-(1)-④-3　臨床研究論文の批判的吟味に必要な基本

的項目を列挙し、内的妥当性（研究結果の正確度や再現

性）と外的妥当性（研究結果の一般化の可能性）につい

て概説できる。

＜授業のキーワード＞

evidence based medicine

＜授業の進め方＞

授業計画に従って行う。

＜履修するにあたって＞

事前に配布する講義資料を読んでおくこと。オフィスア

ワーは、講義開講日の12:45?13:45。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、事前に配布する講義資料を読んでおく

こと（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

授業中に連絡する。

＜成績評価方法・基準＞

Attend lectures, and participate in classroom acti

vities, case-based group discussions, and role-pla

ying activities, Quizzes

＜テキスト＞

Articles, Slides, and chapters will be provided to

 students

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回　Introduction to EBM

An overview of the history of EBM, why it was deve

loped, and the MacMaster Univerity 5-step model (a

sk, acquire, appraise, apply, act)

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

JB-(3)-③-1

JB-(3)-③-2

JB-(3)-③-3

JB-(3)-③-4

AD-B-⑤-2

E3-(1)-④-1

E3-(1)-④-2

E3-(1)-④-3

第2回　Asking clinical questions

How to create and identify background questions an

d foreground clinical (PICO) questions

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

JB-(3)-③-1

JB-(3)-③-2

JB-(3)-③-3

JB-(3)-③-4

AD-B-⑤-2

E3-(1)-④-1

E3-(1)-④-2

E3-(1)-④-3

第3回　Introduction to searching for evidence

Some practice time using computer or iPads if avai

lable

AD-B-②-1

AD-B-⑤-2

C7-(1)-①-1

C7-(1)-①-2

C7-(1)-①-3

E3-(3)-①-1

E3-(3)-①-2

E3-(3)-①-3

第4回　Bias, chance and confounding topics

Bias(systematic error), chance (random error) and

confounding topics as related to designing studies,

 focused primarily on application to randomized co

ntrolled trials, but also noting the hierarchy of

study designs

AD-B-②-1

AD-B-⑤-2

C7-(1)-①-1

C7-(1)-①-2

C7-(1)-①-3

E3-(3)-①-1

E3-(3)-①-2

E3-(3)-①-3
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第5回　Critical appraisal of therapy studies(rando

mized controlled trials)

Critical appraisal of therapy studies(randomized c

ontrolled trials), focused on identifying bias/pro

blems with validity of study design

AD-B-②-1

AD-B-⑤-2

C7-(1)-①-1

C7-(1)-①-2

C7-(1)-①-3

E3-(3)-①-1

E3-(3)-①-2

E3-(3)-①-3

第6回　How to interpret the results of randomized

controlled trials

How to read a results table, basic calculations re

garding magnitude of effect, number needed to trea

t(NNT), and brief introduction to confidence inter

vals.

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

JB-(3)-③-1

JB-(3)-③-2

JB-(3)-③-3

JB-(3)-③-4

AD-B-⑤-2

E3-(1)-④-1

E3-(1)-④-2

E3-(1)-④-3

第7回　How to apply results from a randomized cont

rolled trial to a patient care

How to compare the patient characteristics of a gi

ven case scenario to the inclusion/exclusion crite

ria and baseline characteristics of the enrolled p

atients for a given study.

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

JB-(3)-③-1

JB-(3)-③-2

JB-(3)-③-3

JB-(3)-③-4

AD-B-⑤-2

E3-(1)-④-1

E3-(1)-④-2

E3-(1)-④-3

第8回　Introduction to shared decision-making and

how pharmacists can communicate evidence from stud

ies to patients.

Introduction to shared decision-making and how pha

rmacists can communicate evidence from studies to

patients.

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

JB-(3)-③-1

JB-(3)-③-2

JB-(3)-③-3

JB-(3)-③-4

AD-B-⑤-2

E3-(1)-④-1

E3-(1)-④-2

E3-(1)-④-3

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

海外の薬剤師に学ぶⅢ

辻本　貴江、久米　典昭、ケイツ，マイケル　Ｄ．

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義,演習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり１年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、１、6を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

なお、この授業の担当者は薬局・病院での薬剤師経験を

5年以上経験している実務家教員であり、より実践的な

観点からGlobal Pharmacy Practiceについて解説するも

のとする。

After attending the class sessions and completing

the assignments, the student pharmacist will be ab

le to:

1. List at least 3 difference between the health-c

are systems of Japan and the U.S.

2. Discuss the differences between active and pass

ive learning

3. List at least 3 new roles for pharmacists that
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are not common yet in Japan

4. List the signs of burnout and at least 3 ways t

o reduce stress and minimize burnout

5. List at least 5 types of drug therapy problems

6. Given a patient case, identify drug therapy pro

blems and recommend possible solutions

＜到達目標＞

At the completion of this course, the student shou

ld be proficient in pharmacｙ practice.

AD-B-④-1　諸外国における薬局の機能と業務について、

日本と比較しながら説明できる。

AD-B-⑤-1  地域社会における保健、医療、福祉の現状

と問題点を調査し、地域による違いについて討議する。

AD-B-⑤-2　諸外国における薬剤師の活動分野について、

日本と比較しながら説明できる。

JB-(3)-①-1  科学、医療に関連する英語の代表的な用

語を列挙し、その内容を説明できる。

JB-(3)-①-2  科学、医療に関して英語で書かれた文章

を読んで、内容を説明できる。

JB-(3)-②-1  自己紹介文、手紙文などを英語で書くこ

とができる。

JB-(3)-②-2  自然科学各分野における基本的単位、数

値、現象の英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-3  科学、医療に関連する英語の代表的な用

語、英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-4  科学、医療に関連する簡単な文章を英語

で書くことができる。

JB-(3)-③-1  英語の基礎的音声を聞き分けることがで

きる。

JB-(3)-③-2  英語の会話を聞いて内容を理解して要約

できる。

JB-(3)-③-3  英語による簡単なコミュニケーションが

できる。

JB-(3)-③-4  科学、医療に関連する代表的な用語を英

語で発音できる。

＜授業のキーワード＞

helth care system, pharmacy education、professiona

l roles and resposibillities、patient assessment s

kills、patient care

＜授業の進め方＞

group discussion and problem solving

＜履修するにあたって＞

米国アリゾナ大学客員教授の英語による講義。辻本、久

米が通訳をします。事前に講義で使用するスライド集を

配布します。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、配布資料に目を通しておくこと（目安

として１時間）。

＜提出課題など＞

Attend lectures and in-class and case-based discus

sions

Complete assignments:

a) Stress and burnout survey (may be provided in a

dvance)

b) Art project

c) Patient case assessment

＜成績評価方法・基準＞

Test; oral and written reports

＜テキスト＞

No book, possibly posted readongs

＜参考図書＞

Reading material will be provided as needed

＜授業計画＞

第1回　Training the pharmacist of today and the fu

tureⅠ

Training the pharmacist of today and the futureⅠ

a) Health-care system issues

b) Pharmacy education

c) Professional roles and responsibilities※AD-B-

④-1、AD-B-⑤-1、AD-B-⑤-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-①

-2、JB-(3)-②-1、JB-(3)-②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3)-

②-4、JB-(3)-③-1、JB-(3)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-(3

)-③-4

第2回　Training the pharmacist of today and the fu

ture Ⅱ

Training the pharmacist of today and the future Ⅱ

a) Health-care system issues

b) Pharmacy education

c) Professional roles and responsibilities　※AD-B

-④-1、AD-B-⑤-1、AD-B-⑤-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-

①-2、JB-(3)-②-1、JB-(3)-②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3

)-②-4、JB-(3)-③-1、JB-(3)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-

(3)-③-4

第3回　Keeping yourself healthy: How to minimize s

tress and avoid burnout Ⅰ

Keeping yourself healthy: How to minimize stress a

nd avoid burnout Ⅰ※AD-B-④-1、AD-B-⑤-1、AD-B-⑤

-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-①-2、JB-(3)-②-1、JB-(3)-

②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3)-②-4、JB-(3)-③-1、JB-(3

)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-(3)-③-4

第4回　Keeping yourself healthy: How to minimize s

tress and avoid burnout　Ⅱ

Keeping yourself healthy: How to minimize stress a

nd avoid burnout　Ⅱ※AD-B-④-1、AD-B-⑤-1、AD-B-

⑤-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-①-2、JB-(3)-②-1、JB-(3
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)-②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3)-②-4、JB-(3)-③-1、JB-

(3)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-(3)-③-4

第5回　Patient assessment skills Ⅰ

Patient assessment skills Ⅰ※AD-B-④-1、AD-B-⑤-1、

AD-B-⑤-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-①-2、JB-(3)-②-1、

JB-(3)-②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3)-②-4、JB-(3)-③-1、

JB-(3)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-(3)-③-4

第6回　Patient assessment skills Ⅱ

Patient assessment skills Ⅱ※AD-B-④-1、AD-B-⑤-1、

AD-B-⑤-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-①-2、JB-(3)-②-1、

JB-(3)-②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3)-②-4、JB-(3)-③-1、

JB-(3)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-(3)-③-4

第7回　Applying your skills to patient care Ⅰ

Applying your skills to patient care Ⅰ※AD-B-④-1、

AD-B-⑤-1、AD-B-⑤-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-①-2、JB

-(3)-②-1、JB-(3)-②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3)-②-4、

JB-(3)-③-1、JB-(3)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-(3)-③-4

第8回　Applying your skills to patient care Ⅱ

Applying your skills to patient care Ⅱ※AD-B-④-1、

AD-B-⑤-1、AD-B-⑤-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-①-2、JB

-(3)-②-1、JB-(3)-②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3)-②-4、

JB-(3)-③-1、JB-(3)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-(3)-③-4

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

海外の薬剤師に学ぶⅢ [13～14]

辻本　貴江、久米　典昭、ケイツ，マイケル　Ｄ．

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義,演習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり１年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、１、6を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

なお、この授業の担当者は薬局・病院での薬剤師経験を

5年以上経験している実務家教員であり、より実践的な

観点からGlobal Pharmacy Practiceについて解説するも

のとする。

After attending the class sessions and completing

the assignments, the student pharmacist will be ab

le to:

1. List at least 3 difference between the health-c

are systems of Japan and the U.S.

2. Discuss the differences between active and pass

ive learning

3. List at least 3 new roles for pharmacists that

are not common yet in Japan

4. List the signs of burnout and at least 3 ways t

o reduce stress and minimize burnout

5. List at least 5 types of drug therapy problems

6. Given a patient case, identify drug therapy pro

blems and recommend possible solutions

＜到達目標＞

At the completion of this course, the student shou

ld be proficient in pharmacｙ practice.

AD-B-④-1　諸外国における薬局の機能と業務について、

日本と比較しながら説明できる。

AD-B-⑤-1  地域社会における保健、医療、福祉の現状

と問題点を調査し、地域による違いについて討議する。

AD-B-⑤-2　諸外国における薬剤師の活動分野について、

日本と比較しながら説明できる。

JB-(3)-①-1  科学、医療に関連する英語の代表的な用

語を列挙し、その内容を説明できる。

JB-(3)-①-2  科学、医療に関して英語で書かれた文章

を読んで、内容を説明できる。

JB-(3)-②-1  自己紹介文、手紙文などを英語で書くこ

とができる。

JB-(3)-②-2  自然科学各分野における基本的単位、数

値、現象の英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-3  科学、医療に関連する英語の代表的な用

語、英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-4  科学、医療に関連する簡単な文章を英語

で書くことができる。

JB-(3)-③-1  英語の基礎的音声を聞き分けることがで

きる。

JB-(3)-③-2  英語の会話を聞いて内容を理解して要約

できる。

JB-(3)-③-3  英語による簡単なコミュニケーションが

できる。

JB-(3)-③-4  科学、医療に関連する代表的な用語を英

語で発音できる。

＜授業のキーワード＞

helth care system, pharmacy education、professiona

l roles and resposibillities、patient assessment s

kills、patient care

＜授業の進め方＞

group discussion and problem solving

＜履修するにあたって＞

米国アリゾナ大学客員教授の英語による講義。辻本、久

米が通訳をします。事前に講義で使用するスライド集を

配布します。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、配布資料に目を通しておくこと（目安



- 146 -

として１時間）。

＜提出課題など＞

Attend lectures and in-class and case-based discus

sions

Complete assignments:

a) Stress and burnout survey (may be provided in a

dvance)

b) Art project

c) Patient case assessment

＜成績評価方法・基準＞

Test; oral and written reports

＜テキスト＞

No book, possibly posted readongs

＜参考図書＞

Reading material will be provided as needed

＜授業計画＞

第1回　Training the pharmacist of today and the fu

tureⅠ

Training the pharmacist of today and the futureⅠ

a) Health-care system issues

b) Pharmacy education

c) Professional roles and responsibilities※AD-B-

④-1、AD-B-⑤-1、AD-B-⑤-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-①

-2、JB-(3)-②-1、JB-(3)-②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3)-

②-4、JB-(3)-③-1、JB-(3)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-(3

)-③-4

第2回　Training the pharmacist of today and the fu

ture Ⅱ

Training the pharmacist of today and the future Ⅱ

a) Health-care system issues

b) Pharmacy education

c) Professional roles and responsibilities　※AD-B

-④-1、AD-B-⑤-1、AD-B-⑤-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-

①-2、JB-(3)-②-1、JB-(3)-②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3

)-②-4、JB-(3)-③-1、JB-(3)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-

(3)-③-4

第3回　Keeping yourself healthy: How to minimize s

tress and avoid burnout Ⅰ

Keeping yourself healthy: How to minimize stress a

nd avoid burnout Ⅰ※AD-B-④-1、AD-B-⑤-1、AD-B-⑤

-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-①-2、JB-(3)-②-1、JB-(3)-

②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3)-②-4、JB-(3)-③-1、JB-(3

)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-(3)-③-4

第4回　Keeping yourself healthy: How to minimize s

tress and avoid burnout　Ⅱ

Keeping yourself healthy: How to minimize stress a

nd avoid burnout　Ⅱ※AD-B-④-1、AD-B-⑤-1、AD-B-

⑤-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-①-2、JB-(3)-②-1、JB-(3

)-②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3)-②-4、JB-(3)-③-1、JB-

(3)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-(3)-③-4

第5回　Patient assessment skills Ⅰ

Patient assessment skills Ⅰ※AD-B-④-1、AD-B-⑤-1、

AD-B-⑤-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-①-2、JB-(3)-②-1、

JB-(3)-②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3)-②-4、JB-(3)-③-1、

JB-(3)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-(3)-③-4

第6回　Patient assessment skills Ⅱ

Patient assessment skills Ⅱ※AD-B-④-1、AD-B-⑤-1、

AD-B-⑤-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-①-2、JB-(3)-②-1、

JB-(3)-②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3)-②-4、JB-(3)-③-1、

JB-(3)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-(3)-③-4

第7回　Applying your skills to patient care Ⅰ

Applying your skills to patient care Ⅰ※AD-B-④-1、

AD-B-⑤-1、AD-B-⑤-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-①-2、JB

-(3)-②-1、JB-(3)-②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3)-②-4、

JB-(3)-③-1、JB-(3)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-(3)-③-4

第8回　Applying your skills to patient care Ⅱ

Applying your skills to patient care Ⅱ※AD-B-④-1、

AD-B-⑤-1、AD-B-⑤-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-①-2、JB

-(3)-②-1、JB-(3)-②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3)-②-4、

JB-(3)-③-1、JB-(3)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-(3)-③-4

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

海外の薬剤師に学ぶⅢ [15～18]

辻本　貴江、久米　典昭、ケイツ，マイケル　Ｄ．

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義,演習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり１年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、１、6を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

なお、この授業の担当者は薬局・病院での薬剤師経験を

5年以上経験している実務家教員であり、より実践的な

観点からGlobal Pharmacy Practiceについて解説するも

のとする。

After attending the class sessions and completing

the assignments, the student pharmacist will be ab
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le to:

1. List at least 3 difference between the health-c

are systems of Japan and the U.S.

2. Discuss the differences between active and pass

ive learning

3. List at least 3 new roles for pharmacists that

are not common yet in Japan

4. List the signs of burnout and at least 3 ways t

o reduce stress and minimize burnout

5. List at least 5 types of drug therapy problems

6. Given a patient case, identify drug therapy pro

blems and recommend possible solutions

＜到達目標＞

At the completion of this course, the student shou

ld be proficient in pharmacｙ practice.

AD-B-④-1　諸外国における薬局の機能と業務について、

日本と比較しながら説明できる。

AD-B-⑤-1  地域社会における保健、医療、福祉の現状

と問題点を調査し、地域による違いについて討議する。

AD-B-⑤-2　諸外国における薬剤師の活動分野について、

日本と比較しながら説明できる。

JB-(3)-①-1  科学、医療に関連する英語の代表的な用

語を列挙し、その内容を説明できる。

JB-(3)-①-2  科学、医療に関して英語で書かれた文章

を読んで、内容を説明できる。

JB-(3)-②-1  自己紹介文、手紙文などを英語で書くこ

とができる。

JB-(3)-②-2  自然科学各分野における基本的単位、数

値、現象の英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-3  科学、医療に関連する英語の代表的な用

語、英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-4  科学、医療に関連する簡単な文章を英語

で書くことができる。

JB-(3)-③-1  英語の基礎的音声を聞き分けることがで

きる。

JB-(3)-③-2  英語の会話を聞いて内容を理解して要約

できる。

JB-(3)-③-3  英語による簡単なコミュニケーションが

できる。

JB-(3)-③-4  科学、医療に関連する代表的な用語を英

語で発音できる。

＜授業のキーワード＞

helth care system, pharmacy education、professiona

l roles and resposibillities、patient assessment s

kills、patient care

＜授業の進め方＞

group discussion and problem solving

＜履修するにあたって＞

米国アリゾナ大学客員教授の英語による講義。辻本、久

米が通訳をします。事前に講義で使用するスライド集を

配布します。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、配布資料に目を通しておくこと（目安

として１時間）。

＜提出課題など＞

Attend lectures and in-class and case-based discus

sions

Complete assignments:

a) Stress and burnout survey (may be provided in a

dvance)

b) Art project

c) Patient case assessment

＜成績評価方法・基準＞

Test; oral and written reports

＜テキスト＞

No book, possibly posted readongs

＜参考図書＞

Reading material will be provided as needed

＜授業計画＞

第1回　Training the pharmacist of today and the fu

tureⅠ

Training the pharmacist of today and the futureⅠ

a) Health-care system issues

b) Pharmacy education

c) Professional roles and responsibilities※AD-B-

④-1、AD-B-⑤-1、AD-B-⑤-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-①

-2、JB-(3)-②-1、JB-(3)-②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3)-

②-4、JB-(3)-③-1、JB-(3)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-(3

)-③-4

第2回　Training the pharmacist of today and the fu

ture Ⅱ

Training the pharmacist of today and the future Ⅱ

a) Health-care system issues

b) Pharmacy education

c) Professional roles and responsibilities　※AD-B

-④-1、AD-B-⑤-1、AD-B-⑤-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-

①-2、JB-(3)-②-1、JB-(3)-②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3

)-②-4、JB-(3)-③-1、JB-(3)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-

(3)-③-4

第3回　Keeping yourself healthy: How to minimize s

tress and avoid burnout Ⅰ

Keeping yourself healthy: How to minimize stress a

nd avoid burnout Ⅰ※AD-B-④-1、AD-B-⑤-1、AD-B-⑤

-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-①-2、JB-(3)-②-1、JB-(3)-

②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3)-②-4、JB-(3)-③-1、JB-(3

)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-(3)-③-4
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第4回　Keeping yourself healthy: How to minimize s

tress and avoid burnout　Ⅱ

Keeping yourself healthy: How to minimize stress a

nd avoid burnout　Ⅱ※AD-B-④-1、AD-B-⑤-1、AD-B-

⑤-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-①-2、JB-(3)-②-1、JB-(3

)-②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3)-②-4、JB-(3)-③-1、JB-

(3)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-(3)-③-4

第5回　Patient assessment skills Ⅰ

Patient assessment skills Ⅰ※AD-B-④-1、AD-B-⑤-1、

AD-B-⑤-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-①-2、JB-(3)-②-1、

JB-(3)-②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3)-②-4、JB-(3)-③-1、

JB-(3)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-(3)-③-4

第6回　Patient assessment skills Ⅱ

Patient assessment skills Ⅱ※AD-B-④-1、AD-B-⑤-1、

AD-B-⑤-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-①-2、JB-(3)-②-1、

JB-(3)-②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3)-②-4、JB-(3)-③-1、

JB-(3)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-(3)-③-4

第7回　Applying your skills to patient care Ⅰ

Applying your skills to patient care Ⅰ※AD-B-④-1、

AD-B-⑤-1、AD-B-⑤-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-①-2、JB

-(3)-②-1、JB-(3)-②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3)-②-4、

JB-(3)-③-1、JB-(3)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-(3)-③-4

第8回　Applying your skills to patient care Ⅱ

Applying your skills to patient care Ⅱ※AD-B-④-1、

AD-B-⑤-1、AD-B-⑤-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-①-2、JB

-(3)-②-1、JB-(3)-②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3)-②-4、

JB-(3)-③-1、JB-(3)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-(3)-③-4

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

海外の薬剤師に学ぶⅢ [19～]

辻本　貴江、久米　典昭、ケイツ，マイケル　Ｄ．

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義,演習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり１年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、１、6を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

なお、この授業の担当者は薬局・病院での薬剤師経験を

5年以上経験している実務家教員であり、より実践的な

観点からGlobal Pharmacy Practiceについて解説するも

のとする。

After attending the class sessions and completing

the assignments, the student pharmacist will be ab

le to:

1. List at least 3 difference between the health-c

are systems of Japan and the U.S.

2. Discuss the differences between active and pass

ive learning

3. List at least 3 new roles for pharmacists that

are not common yet in Japan

4. List the signs of burnout and at least 3 ways t

o reduce stress and minimize burnout

5. List at least 5 types of drug therapy problems

6. Given a patient case, identify drug therapy pro

blems and recommend possible solutions

＜到達目標＞

At the completion of this course, the student shou

ld be proficient in pharmacｙ practice.

AD-B-④-1　諸外国における薬局の機能と業務について、

日本と比較しながら説明できる。

AD-B-⑤-1  地域社会における保健、医療、福祉の現状

と問題点を調査し、地域による違いについて討議する。

AD-B-⑤-2　諸外国における薬剤師の活動分野について、

日本と比較しながら説明できる。

JB-(3)-①-1  科学、医療に関連する英語の代表的な用

語を列挙し、その内容を説明できる。

JB-(3)-①-2  科学、医療に関して英語で書かれた文章

を読んで、内容を説明できる。

JB-(3)-②-1  自己紹介文、手紙文などを英語で書くこ

とができる。

JB-(3)-②-2  自然科学各分野における基本的単位、数

値、現象の英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-3  科学、医療に関連する英語の代表的な用

語、英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-4  科学、医療に関連する簡単な文章を英語

で書くことができる。

JB-(3)-③-1  英語の基礎的音声を聞き分けることがで

きる。

JB-(3)-③-2  英語の会話を聞いて内容を理解して要約

できる。

JB-(3)-③-3  英語による簡単なコミュニケーションが

できる。

JB-(3)-③-4  科学、医療に関連する代表的な用語を英

語で発音できる。

＜授業のキーワード＞

helth care system, pharmacy education、professiona

l roles and resposibillities、patient assessment s

kills、patient care

＜授業の進め方＞

group discussion and problem solving

＜履修するにあたって＞
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米国アリゾナ大学客員教授の英語による講義。辻本、久

米が通訳をします。事前に講義で使用するスライド集を

配布します。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、配布資料に目を通しておくこと（目安

として１時間）。

＜提出課題など＞

Attend lectures and in-class and case-based discus

sions

Complete assignments:

a) Stress and burnout survey (may be provided in a

dvance)

b) Art project

c) Patient case assessment

＜成績評価方法・基準＞

Test; oral and written reports

＜テキスト＞

No book, possibly posted readongs

＜参考図書＞

Reading material will be provided as needed

＜授業計画＞

第1回　Training the pharmacist of today and the fu

tureⅠ

Training the pharmacist of today and the futureⅠ

a) Health-care system issues

b) Pharmacy education

c) Professional roles and responsibilities※AD-B-

④-1、AD-B-⑤-1、AD-B-⑤-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-①

-2、JB-(3)-②-1、JB-(3)-②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3)-

②-4、JB-(3)-③-1、JB-(3)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-(3

)-③-4

第2回　Training the pharmacist of today and the fu

ture Ⅱ

Training the pharmacist of today and the future Ⅱ

a) Health-care system issues

b) Pharmacy education

c) Professional roles and responsibilities　※AD-B

-④-1、AD-B-⑤-1、AD-B-⑤-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-

①-2、JB-(3)-②-1、JB-(3)-②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3

)-②-4、JB-(3)-③-1、JB-(3)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-

(3)-③-4

第3回　Keeping yourself healthy: How to minimize s

tress and avoid burnout Ⅰ

Keeping yourself healthy: How to minimize stress a

nd avoid burnout Ⅰ※AD-B-④-1、AD-B-⑤-1、AD-B-⑤

-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-①-2、JB-(3)-②-1、JB-(3)-

②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3)-②-4、JB-(3)-③-1、JB-(3

)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-(3)-③-4

第4回　Keeping yourself healthy: How to minimize s

tress and avoid burnout　Ⅱ

Keeping yourself healthy: How to minimize stress a

nd avoid burnout　Ⅱ※AD-B-④-1、AD-B-⑤-1、AD-B-

⑤-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-①-2、JB-(3)-②-1、JB-(3

)-②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3)-②-4、JB-(3)-③-1、JB-

(3)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-(3)-③-4

第5回　Patient assessment skills Ⅰ

Patient assessment skills Ⅰ※AD-B-④-1、AD-B-⑤-1、

AD-B-⑤-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-①-2、JB-(3)-②-1、

JB-(3)-②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3)-②-4、JB-(3)-③-1、

JB-(3)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-(3)-③-4

第6回　Patient assessment skills Ⅱ

Patient assessment skills Ⅱ※AD-B-④-1、AD-B-⑤-1、

AD-B-⑤-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-①-2、JB-(3)-②-1、

JB-(3)-②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3)-②-4、JB-(3)-③-1、

JB-(3)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-(3)-③-4

第7回　Applying your skills to patient care Ⅰ

Applying your skills to patient care Ⅰ※AD-B-④-1、

AD-B-⑤-1、AD-B-⑤-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-①-2、JB

-(3)-②-1、JB-(3)-②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3)-②-4、

JB-(3)-③-1、JB-(3)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-(3)-③-4

第8回　Applying your skills to patient care Ⅱ

Applying your skills to patient care Ⅱ※AD-B-④-1、

AD-B-⑤-1、AD-B-⑤-2、JB-(3)-①-1、JB-(3)-①-2、JB

-(3)-②-1、JB-(3)-②-2、JB-(3)-②-3、JB-(3)-②-4、

JB-(3)-③-1、JB-(3)-③-2、JB-(3)-③-3、JB-(3)-③-4

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

機能形態学 [19～]

岡本　正志

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり１年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2を目指す。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

本学は、建学の精神「真理愛好・個性尊重」すなわち「

学びと知の探究を通じて、普遍的な学問体系の英知に触

れる喜びを実感し、その過程で自己と他者の個性に気づ

き、互いの存在をこよなく尊重すること」を実践する。

教育目標として「自主的で個性豊かな良識ある社会人」
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の育成を目指している。加えて、薬学部は、医療人とし

ての薬剤師に必要な知識及び技能を修得させ、社会の求

める医療のニーズに応えうる問題解決能力を持った学士

（薬学）の育成を行うとともに、高度の専門知識・技能

を持った薬剤師の養成を目的としている。この目的を達

成するためのカリキュラムを通して、以下の基本的資質、

態度、能力を身につけた学生に学位を授与する。

1.医療人として、豊かな人間性と高い倫理観、広い教養

をもち、人の命と健康的な生活を守る使命感、責任感を

有している。

2.科学者として、医薬品を含む化学物質等の特性や生体

・環境への作用と影響、及び人体の構造と機能、疾病の

成り立ちを理解するのに必要な科学に関する基本的な知

識を有している。

3.薬の専門家として、医薬品及び薬物治療についての専

門的な知識を有している。

4.医療人として、患者の背景を理解し、多職種との相互

理解を深め、積極的に連携・協力し、薬剤師に求められ

る行動を実践する能力を有している。

5.薬剤師として、患者状態の把握、必要な情報収集と活

用、安全で有効な薬物療法の実施と評価等の薬学的管理

を実践する能力を有している。

6.医療の担い手として、人々の健康増進、公衆衛生の向

上に貢献する能力を有している。

7.医療人として、医療を取り巻く課題に気づき、それら

を考察し、課題解決に貢献できる能力を有している。

8.薬剤師として、進歩する医療に対して常に関心や学習

意欲をもち、生涯にわたり自己研鑚に励む態度を有して

いる。

ヒトの健康の維持や疾病の予防・治療にたずさわる薬剤

師に必要とされるからだの構造と機能の基礎を講述する。

　ヒトの健康の維持や疾病の予防・治療にたずさわる薬

剤師に必要とされるからだの構造と機能の基礎を講述し

ます。

＜到達目標＞

ヒトのからだの成り立ちを個体、器官、細胞の各レベル

で理解できるようになるために、人体の構造、機能、調

節に関する基礎を修得する。

以下の各SBOsを到達目標とする。

C7-(1)-③-1　人体を構成する器官、器官系の名称、形

態、体内での位置および機能を説明できる。

C7-(1)-③-2　組織、器官を構成する代表的な細胞の種

類（上皮、内皮、間葉系など）を列挙し、形態的および

機能的特徴を説明できる。

C7-(1)-④-1　中枢神経系について概説できる。

C7-(1)-④-2　末梢（体性・自律）神経系について概要

できる。

C7-(1)-⑤-1　骨、筋肉について概説できる。

C7-(1)-⑤-2　代表的な骨格筋および関節の名称を挙げ、

位置を示すことができる。

C7-(1)-⑥-1　皮膚について概説できる。

C7-(1)-⑦-1　心臓について概説できる。

C7-(1)-⑦-2　血管系について概説できる。

C7-(1)-⑦-3　リンパ管系について概説できる

C7-(1)-⑧-1　肺、気管支について概説できる。

C7-(1)-⑨-1　胃、小腸、大腸などの消化管について概

説できる。

C7-(1)-⑨-2　肝臓、膵臓、胆嚢について概説できる。

C7-(1)-⑩-1　泌尿器系について概説できる。

C7-(1)-⑪-1　生殖器系について概説できる。

C7-(1)-⑫-1　内分泌系について概説できる。

C7-(1)-⑬-1　感覚器系について概説できる。

C7-(1)-⑭-1　血液・造血器系について概説できる。

＜授業のキーワード＞

細胞、器官、組織、解剖

＜授業の進め方＞

授業計画にしたがって、12回の講義を行います。第1回

目～第12回目の授業内容の順番が入れかわる場合があり

ます。

＜履修するにあたって＞

関連科目：「基礎生物学」、「生化学Ⅰ」、「生理学」。

講義後は必ず復習をし、理解を深めるようにしてくださ

い。講義内容を十分に理解できていない学生に対しては、

補習を予定しています。

オフィスアワー：火曜日の12:45～13:30

＜授業時間外に必要な学修＞

演習問題配布時には、それに答えて復習してください。

必ず事後学習（復習1時間）すること。

＜提出課題など＞

提出課題については、講義時に連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

到達度（習熟度）確認試験と定期試験の成績結果に基づ

いて評価します。

＜テキスト＞

新訂版人体解剖ビジュアル、からだの仕組みと病気、松

村譲兒著、株式会社サイオ出版ならびにプリント

＜参考図書＞

とくにありません。

＜授業計画＞

第１回　概論

1. 人体を構成する代表的な器官名を挙げ、からだの位

置とともに主な機能を説明することができる。

2 器官を構成する組織、細胞の特徴と形態を説明するこ

とができる。

C7-(1)-③-1

C7-(1)-③-2

第２回　各論：皮膚と感覚器

1. 皮膚の構造と機能を説明することができる。

2. 、耳、鼻の構造と機能を説明することができる。

C7-(1)-⑥-1
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C7-(1)-⑬-1

第３回　各論：骨格系・筋肉系

1. 骨の構造と機能を説明することができる。

2. 筋肉をその形態から分類できる。

3. 骨格筋と平滑筋の構造と機能の違いを説明すること

ができる。

4. 代表的な骨格筋の名前とからだの位置を説明するこ

とができる。

5. 代表的な関節の名前を挙げ、その形態を説明するこ

とができる。

C7-(1)-⑤-1

C7-(1)-⑤-2

第４回　各論：循環器系

1. 心臓の構造と機能を説明することができる。

2. 心臓の刺激伝導系（特殊心筋）を説明することがで

きる。

3. 動脈、静脈、毛細血管の構造と機能を説明すること

ができる。

4. リンパ管系の構造と機能を説明することができる。

C7-(1)-⑦-1

C7-(1)-⑦-2

C7-(1)-⑦-3

第５回　各論：呼吸器系

1. 肺と気管支の構造と機能を説明することができる。

2 肺胞を構成する細胞と機能を説明することができる。

C7-(1)-⑧-1

第６回　各論：消化器系

1. 胃、小腸、大腸の構造と機能を説明することができ

る。

2. 肝臓、膵臓、胆嚢の構造と機能を説明することがで

きる。

C7-(1)-⑨-1

C7-(1)-⑨-2

C7-(1)-⑨-3

第７回　各論：泌尿器系

1. 腎臓の構造と機能を説明することができる。

2. 傍糸球体細胞の構成と機能を説明することができる。

C7-(1)-⑩-1

第８回　各論：生殖器系

1. 男性器の構造と機能を説明することができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2. 女性器の

構造と機能を説明することができる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C7-(1)-⑪-1

第９回　各論：内分泌系

1. 代表的なホルモンの作用と分泌部位を説明すること

ができる。

C7-(1)-⑫-1

第10回　各論：血液・造血器系

1. 血液の構成と機能を説明することができる。

2. 脾臓と胸腺の構造と機能を説明することができる。

3. 血液幹細胞の分化を説明することができる。

C7-(1)-⑭-1

第１１回　各論：神経系（１）

1. 神経細胞の構成と機能を説明することができる。

2. 中枢神経系の構成と機能を説明することができる。

C7-(1)-④-1

第１２回　各論：神経系（２）

1. 末梢神経（体性神経・自律神経）系の構成と機能を

説明することができる。 2. シナプスの構造と機能を説

明することができる。

C7-(1)-④-2

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

機能形態学 [再]

岡本　正志

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり１年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2を目指す。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

本学は、建学の精神「真理愛好・個性尊重」すなわち「

学びと知の探究を通じて、普遍的な学問体系の英知に触

れる喜びを実感し、その過程で自己と他者の個性に気づ

き、互いの存在をこよなく尊重すること」を実践する。

教育目標として「自主的で個性豊かな良識ある社会人」

の育成を目指している。加えて、薬学部は、医療人とし

ての薬剤師に必要な知識及び技能を修得させ、社会の求

める医療のニーズに応えうる問題解決能力を持った学士

（薬学）の育成を行うとともに、高度の専門知識・技能

を持った薬剤師の養成を目的としている。この目的を達

成するためのカリキュラムを通して、以下の基本的資質、

態度、能力を身につけた学生に学位を授与する。

1.医療人として、豊かな人間性と高い倫理観、広い教養

をもち、人の命と健康的な生活を守る使命感、責任感を

有している。

2.科学者として、医薬品を含む化学物質等の特性や生体

・環境への作用と影響、及び人体の構造と機能、疾病の

成り立ちを理解するのに必要な科学に関する基本的な知

識を有している。

3.薬の専門家として、医薬品及び薬物治療についての専

門的な知識を有している。

4.医療人として、患者の背景を理解し、多職種との相互

理解を深め、積極的に連携・協力し、薬剤師に求められ

る行動を実践する能力を有している。

5.薬剤師として、患者状態の把握、必要な情報収集と活

用、安全で有効な薬物療法の実施と評価等の薬学的管理
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を実践する能力を有している。

6.医療の担い手として、人々の健康増進、公衆衛生の向

上に貢献する能力を有している。

7.医療人として、医療を取り巻く課題に気づき、それら

を考察し、課題解決に貢献できる能力を有している。

8.薬剤師として、進歩する医療に対して常に関心や学習

意欲をもち、生涯にわたり自己研鑚に励む態度を有して

いる。

ヒトの健康の維持や疾病の予防・治療にたずさわる薬剤

師に必要とされるからだの構造と機能の基礎を講述する。

＜到達目標＞

ヒトのからだの成り立ちを個体、器官、細胞の各レベル

で理解できるようになるために、人体の構造、機能、調

節に関する基礎を修得する。

以下の各SBOsを到達目標とする。

C7-(1)-③-1　人体を構成する器官、器官系の名称、形

態、体内での位置および機能を説明できる。

C7-(1)-③-2　組織、器官を構成する代表的な細胞の種

類（上皮、内皮、間葉系など）を列挙し、形態的および

機能的特徴を説明できる。

C7-(1)-④-1　中枢神経系について概説できる。

C7-(1)-④-2　末梢（体性・自律）神経系について概要

できる。

C7-(1)-⑤-1　骨、筋肉について概説できる。

C7-(1)-⑤-2　代表的な骨格筋および関節の名称を挙げ、

位置を示すことができる。

C7-(1)-⑥-1　皮膚について概説できる。

C7-(1)-⑦-1　心臓について概説できる。

C7-(1)-⑦-2　血管系について概説できる。

C7-(1)-⑦-3　リンパ管系について概説できる

C7-(1)-⑧-1　肺、気管支について概説できる。

C7-(1)-⑨-1　胃、小腸、大腸などの消化管について概

説できる。

C7-(1)-⑨-2　肝臓、膵臓、胆嚢について概説できる。

C7-(1)-⑩-1　泌尿器系について概説できる。

C7-(1)-⑪-1　生殖器系について概説できる。

C7-(1)-⑫-1　内分泌系について概説できる。

C7-(1)-⑬-1　感覚器系について概説できる。

C7-(1)-⑭-1　血液・造血器系について概説できる。

＜授業のキーワード＞

細胞、器官、組織、解剖

＜授業の進め方＞

授業計画にしたがって、12回の講義を行います。第1回

目～第12回目の授業内容の順番が入れかわる場合があり

ます。

＜履修するにあたって＞

関連科目：「基礎生物学」、「生化学Ⅰ」、「生理学」。

講義後は必ず復習をし、理解を深めるようにしてくださ

い。講義内容を十分に理解できていない学生に対しては、

補習を予定しています。

オフィスアワー：火曜日の12:45～13:30

＜授業時間外に必要な学修＞

演習問題配布時には、それに答えて復習してください。

必ず事後学習（復習1時間）すること。

＜提出課題など＞

提出課題については、講義時に連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

到達度（習熟度）確認試験と定期試験の成績結果に基づ

いて評価します。

＜テキスト＞

新訂版人体解剖ビジュアル、からだの仕組みと病気、松

村譲兒著、株式会社サイオ出版ならびにプリント

＜参考図書＞

とくにありません。

＜授業計画＞

第１回　概論

1. 人体を構成する代表的な器官名を挙げ、からだの位

置とともに主な機能を説明することができる。

2 器官を構成する組織、細胞の特徴と形態を説明するこ

とができる。

C7-(1)-③-1

C7-(1)-③-2

第２回　各論：皮膚と感覚器

1. 皮膚の構造と機能を説明することができる。

2. 、耳、鼻の構造と機能を説明することができる。

C7-(1)-⑥-1

C7-(1)-⑬-1

第３回　各論：骨格系・筋肉系

1. 骨の構造と機能を説明することができる。

2. 筋肉をその形態から分類できる。

3. 骨格筋と平滑筋の構造と機能の違いを説明すること

ができる。

4. 代表的な骨格筋の名前とからだの位置を説明するこ

とができる。

5. 代表的な関節の名前を挙げ、その形態を説明するこ

とができる。

C7-(1)-⑤-1

C7-(1)-⑤-2

第４回　各論：循環器系

1. 心臓の構造と機能を説明することができる。

2. 心臓の刺激伝導系（特殊心筋）を説明することがで

きる。

3. 動脈、静脈、毛細血管の構造と機能を説明すること

ができる。

4. リンパ管系の構造と機能を説明することができる。

C7-(1)-⑦-1

C7-(1)-⑦-2

C7-(1)-⑦-3

第５回　各論：呼吸器系

1. 肺と気管支の構造と機能を説明することができる。
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2 肺胞を構成する細胞と機能を説明することができる。

C7-(1)-⑧-1

第６回　各論：消化器系

1. 胃、小腸、大腸の構造と機能を説明することができ

る。

2. 肝臓、膵臓、胆嚢の構造と機能を説明することがで

きる。

C7-(1)-⑨-1

C7-(1)-⑨-2

C7-(1)-⑨-3

第７回　各論：泌尿器系

1. 腎臓の構造と機能を説明することができる。

2. 傍糸球体細胞の構成と機能を説明することができる。

C7-(1)-⑩-1

第８回　各論：生殖器系

1. 男性器の構造と機能を説明することができる。

2. 女性器の構造と機能を説明することができる。

C7-(1)-⑪-1

第９回　各論：内分泌系

1. 代表的なホルモンの作用と分泌部位を説明すること

ができる。

C7-(1)-⑫-1

第10回　各論：血液・造血器系

1. 血液の構成と機能を説明することができる。

2. 脾臓と胸腺の構造と機能を説明することができる。

3. 血液幹細胞の分化を説明することができる。

C7-(1)-⑭-1

第１１回　各論：神経系（１）

1. 神経細胞の構成と機能を説明することができる。

2. 中枢神経系の構成と機能を説明することができる。

C7-(1)-④-1

第１２回　各論：神経系（２）

1. 末梢神経（体性神経・自律神経）系の構成と機能を

説明することができる。 2. シナプスの構造と機能を説

明することができる。

C7-(1)-④-2

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

患者情報の収集とコミュニケーション [15～18]

辻本　貴江、上町　亜希子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり４年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、1、４、５、

６、７を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

なお、この授業の担当者は薬局・病院での薬剤師経験を

5年以上経験している実務家教員であり、より実践的な

観点から患者情報の収集とコミュニケーションを解説す

るものとする。

【主題①】患者の医療情報については2005年4月に個人

情報保護法が施行され、これまでの刑法第134条に第１

項による医療スタッフの守秘義務が具体的に示された。

それに先立ち2003年に医療従事者および医療機関の管理

者らと医療従事者等と患者等とのより良い信頼関係を構

築することを目的に厚生労働省は「診療情報の提供等に

関する指針」を策定した。カルテや薬歴は、他の医療従

事者（場合によっては患者）との情報共有ツールであり、

そこから得られる患者情報は薬の適正使用には不可欠で

あり、チーム医療を行う上で、薬剤師から他の医療従事

者への情報発信ツールでもある。この講義では、カルテ

や薬歴を正確に読み取り、情報を収集し記録できるため

の基本的な知識、技能を理解する。

【主題②】薬剤師の患者への服薬指導、すなわち患者と

薬剤師のコミュニケーションは、患者の気持ちを汲み取

ったうえでの情報提供が求められる。実際には薬剤師に

患者への思いがあっても患者にはうまく届かないことが

多く、これがクレームとなることが少なくない。この講

義では、患者の気持ちに寄り添うコミュニケーションを

実現するために必要な基本的な知識・技能を理解する。

すべての講義においてグループワークを行う。遅刻する

とグループに入れないので、必ず開始時間に着席するこ

と。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

＜患者情報の収集と管理＞

E3-(2)-①-1　薬物治療に必要な患者基本情報を列挙で

きる。

E3-(2)-①-2　患者情報源の種類を列挙し、それぞれの

違いを説明できる。

E3-(2)-②-1　問題志向型システム（POS）を説明できる。

E3-(2)-②-3　医薬品の効果や副作用を評価するために

必要な患者情報について概説できる。

E3-(2)-②-2　SOAP形式などの患者情報の記録方法につ

いて説明できる。

E3-(2)-②-4　患者情報の取扱いにおける守秘義務と管

理の重要性を説明できる。

A-(1)-②-3　医薬品の適正使用における薬剤師の役割と

ファーマシューティカルケアについて説明できる。

A-(1)-③-1　医薬品のリスクを認識し、患者を守る責任

と義務を自覚する。

A-(1)-③-2　ＷＨＯによる患者安全の考え方について概

説できる。
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A-(1)-③-3　医療に関するリスクマネジメントにおける

薬剤師の責任と義務を説明できる。

A-(1)-③-4　医薬品が関わる代表的な医療過誤やインシ

デントの事例を列挙し、その原因と防止策を説明できる。

A-(1)-③-6　代表的な薬害の例（サリドマイド、スモン、

非加熱血液製剤、ソリブジン等）について、その原因と

社会的背景及びその後の対応を説明できる。

A-(2)-③-3　患者の自己決定権とインフォームドコンセ

ントの意義について説明できる。

A-(2)-③-4　知り得た情報の守秘義務と患者等への情報

提供の重要性を理解し、適切な取扱いができる。

A-(4)-5　チームワークと情報共有の重要性を理解し、

チームの一員としての役割を積極的に果たすように努め

る。

B-(2)-①-7　個人情報の取扱いについて概説できる。

＜コミュニケーション＞

A-(3)-①-1  言語的および非言語的コミュニケーション

の方法を概説できる。

A-(3)-①-2  意思、情報の伝達に必要いな要素を列挙で

きる

A-(3)-①-3  相手の文化 相手の立場、文化、習慣など

によって、コミュニケーションのあり方が異なることを

例示できる。

＜相手の気持ちに配慮する＞

A-(3)-②-1 対人関係に影響を及ぼす心理的要因を概説

できる。

A-(3)-②-2 相手の心理状態とその変化に配慮し、適切

に対応する。

A-(3)-②-3 対立意見を尊重し、協力してよりよい解決

法を見出すことができる。

＜患者の気持ちに配慮する＞

A-(3)-③-1 病気が患者に及ぼす心理的影響について説

明できる。

A-(3)-③-2　患者の家族の心理状態を把握し、配慮する。

A-(3)-③-3　患者やその家族の持つ価値観が多様である

ことを認識し、柔軟に対応できるよう努力する。

＜チームワーク＞

A-(3)-④-1 チームワークの重要性を例示して説明でき

る。

A-(3)-④-2　チームに参加し、協調的態度で役割を果た

す。

A-(3)-④-3　自己の能力の限界を認識し、必要に応じて

他者に援助を求める。

＜授業のキーワード＞

患者情報、POS、SOAP、薬歴、診療録、チーム医療、ク

リニカルパス、電子カルテ、コミュニケーション、チー

ムワーク

＜授業の進め方＞

合計12回の講義を行います。（辻本 6回、上町6回）

＜履修するにあたって＞

オフィスアワー　上町：月曜日12：45?13：45（C号館2

階、C/CP272）　辻本：金曜日 12：45?13：45（C号館2

階、C/CP269）

質問があれば、遠慮なく教員室を訪ねてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

課題演習（目安として事後学習に1時間）

＜提出課題など＞

レポート：授業中に提示します。（授業中に参加してな

いと提出できない内容です）

＜成績評価方法・基準＞

定期試験70点、レポート10点、授業中の発言や積極性を

20点の合計100点満点の成績に基づいて評価する。

＜テキスト＞

プリント配布

＜参考図書＞

本当に患者の利益になるPOSと薬歴の活用；上町亜希子

著（薬事日報社）　2400円+税 治療薬マニュアル、今日

の治療薬などの処方薬ガイド

＜授業計画＞

第1回（辻本）　薬剤師が活用する医療情報（診療録・

薬歴）・チーム医療・クリニカルパス

医療の中で薬剤師が活用する情報資源；診療録、薬歴な

どについて理解する。多（他）職種とのかかわりの中で

チーム医療やクリニカルパスについて理解する。E3-(2)

-①-1、E3-(2)-①-2、E3-(2)-②-1、A-(1)-②-3、A-(4)

-5

第2回（辻本）　服薬指導に必要な情報収集と管理、医

療用語

カルテの読み方と基礎知識、医療用語の解説をする。カ

ルテや薬歴の記録方法（SOAP記載）を解説する。E3-(2)

-①-1、E3-(2)-①-2、E3-(2)-②-3、E3-(2)-②-2

第3回（辻本）　患者情報の取り扱いに関する倫理

医療従事者、薬剤師が行う患者へのインフォームドコン

セントや医療情報管理に重要な事項を法律を含めて理解

する。E3-(2)-②-4、A-(1)-③-1、A-(1)-③-2、A-(1)-

③-3、A-(1)-③-4、A-(1)-③-6、A-(2)-③-3、A-(2)-③

-4、B-(2)-①-7

第4回（辻本）　SOAP記載の演習と患者がわかりにくい

医療用語

SOAPにてカルテや薬歴を実際に記載する練習を行なう。

また、患者が理解しにくい医療用語について理解する。

E3-(2)-①-1、E3-(2)-①-2、E3-(2)-②-1、E3-(2)-②-3、

E3-(2)-②-2

第5回（辻本）　SOAP記載の演習と服薬指導

SOAPにてカルテや薬歴を実際に記載する練習を行なう。

また、患者に対する服薬指導について理解する。E3-(2)

-①-1、E3-(2)-①-2、E3-(2)-②-1、E3-(2)-②-3、E3-(
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2)-②-2

第6回（辻本）　問題志向型システム（POS）の理論と実

践

POSの理論を学んだ上で、症例を通して患者ケアの初期

計画の作成方法を理解する。後期実習「病院・薬局に行

く前に」の症例検討を行うための基礎知識となる。E3-(

2)-①-1、E3-(2)-①-2、E3-(2)-②-1、E3-(2)-②-3、E3

-(2)-②-2、E3-(2)-②-4）

第7回（上町）　患者と薬剤師のまなざしのずれ、立場

のちがい

解釈モデル(1)

医療におけるコミュニケーションは日常会話と全く異質

のものです。なぜ学ばなければならないのか考えるとと

もに患者と薬剤師のコミュニケーションギャップは何に

起因するものか考えてみます。A-(3)-①-1、

A-(3)-①-2、A-(3)-①-3 、A-(3)-①-1、A-(3)-①-2、A

-(3)-①-3、

、A-(3)-②-1

A-(3)-②-2

第8回（上町）　患者と薬剤師のまなざしのずれ、立場

のちがい

解釈モデル(2)

患者になるということはそもそもどういうことでしょう

か。想像演習を行って体験してみましょう。そして実際

の患者さんの声をきいてみましょう。A-(3)-①-1、

A-(3)-①-2、A-(3)-①-3 、A-(3)-①-1、A-(3)-①-2、A

-(3)-①-3、、A-(3)-②-1 、A-(3)-②-2

第9回（上町）　伝える要素、阻む要素

自分が思っていることをきちんと相手に伝えるための要

素とそれを阻む事項についてコミュニケーションゲーム

をグループワークでやって考えてみましょう。A-(3)-③

-1、A-(3)-③-2　、A-(3)-③-3、A-(3)-④-1、A-(3)-④

-2、A-(3)-④-3

第10回（上町）　患者の話を聴くということ

もっとも基礎的なコミュニケーションスキルである傾聴

と共感について、動画をみながら学びましょう（担当：

上町）

第11回（上町）　なぜこの薬剤師は患者とのコミュニケ

ーションはうまくいっていないのか？（その１）

薬剤師と患者のコミュニケーションから、ポイントとな

る部分を考えてみましょう。A-(3)-①-1、A-(3)-①-2、

A-(3)-①-3、A-(3)-②-1、A-(3)-②-2、A-(3)-②-3、 A

-(3)-③-1、

A-(3)-③-2、A-(3)-③-3

第12回（上町）　なぜこの薬剤師は患者とのコミュニケ

ーションはうまくいっていないのか？（その２）

薬剤師と患者のコミュニケーションから、ポイントとな

る部分を考えてみましょう。A-(3)-①-1、A-(3)-①-2、

A-(3)-①-3、A-(3)-②-1、A-(3)-②-2、 A-(3)-②-3、A

-(3)-③-1、A-(3)-③-2、A-(3)-③-3

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

1.0単位

患者の訴えから考える薬物治療 [13～14]

白川　晶一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業は、「Zoom」を用いて行います。

その場合の、ミーティングIDやパスコードは、ドット・

キャンパスからお知らせします。

なお、遠隔授業ですので、特別警報や暴風警報発令の場

合も授業を実施します。ただし、避難指示や避難勧告が

発令されている場合には、ご自身の安全を最優先にし、

自治体の指示に従って下さい

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり５年次に配当している。

患者の訴えから、問題点を評価（アセスメント）し、最

適な薬物治療を選び、適切な薬学管理を行う学習を行い

ます。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、１～３、５、

7～８を目指します。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

なお、この授業の担当者は、内科医として30年の臨床経

験があり、現在も医療現場で働いている医師である。

＜到達目標＞

次の旧モデルコアカリキュラムを到達目標とします。C

薬学専門教育　C14 薬物治療 (1)体の変化を知る 【症

候】 1) しびれ、頭痛、意識障害　【症候と臨床検査値

】1)代表的な肝機能障害を列挙し、その検査値の異常か

ら推測される主な疾病を挙げることができる。6）代表

的な内分泌・代謝疾患に関する検査を列挙し、その検査

値の異常から推測される主な疾病を挙げることができる。

本科目を学ぶことで、病院でのチーム医療における薬剤

師の患者への関わり方や、地域医療におけるかかりつけ

薬剤師の患者への関わり方を学び、薬学管理に活かすこ

とができます。

＜授業のキーワード＞

患者の主訴、フィジカルアセスメント、薬物治療、薬学

管理

＜授業の進め方＞

授業計画に従って講義を行ないます。
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＜履修するにあたって＞

オフィスアワー：月曜日? 金曜日のお昼休みとします。

＜授業時間外に必要な学修＞

その日に学んだことは、自宅へもどりその日のうちに覚

えるようにしてください。目安として1時間ほどかけま

しょう。また、次の授業の前日には、前回学んだ復習を

30分程度行い知識を定着させましょう。

＜提出課題など＞

こちらから指示することがあります。

＜成績評価方法・基準＞

１００％レポート課題による。

＜テキスト＞

本講義内容を理解するために、自作のプリントを配布し

ます。

＜授業計画＞

第1回　舌の変化から考える

漢方でも舌診があります。舌の腫れや痛み、味覚障害な

どから、フィジカルアセスメントを実施し、薬学的判断

に活かすことができる。C14?（1）-①-１ 浮腫、痛み、

知覚障害　Ｃ14-(1)-②-5 代表的な血液および血液凝固

検査を列挙し、その検査値の異常から推測される主な疾

病を挙げることができる。Ｃ14-(1)-②-6 代表的な内分

泌・代謝疾患に関する検査を列挙し、その検査値の異常

から推測される主な疾病を挙げることができる。

第2回　腹痛・下痢・便秘などから考える

腹痛・下痢・便秘などから、フィジカルアセスメントを

実施し、薬学的判断に活かすことができる。C14?（1）-

①-１ 腹痛、下痢、便秘、Ｃ14-(1)-②-8 悪性腫瘍に関

する代表的な臨床検査を列挙し、推測される腫瘍部位を

挙げることができる。Ｃ14-(1)-②-9尿および糞便を用

いた代表的な臨床検査を列挙し、その検査値の異常から

推測される主な疾病を挙げることができる。

第3回　めまい・動悸や胸痛などから考える

めまい・動悸や胸痛などから、フィジカルアセスメント

を実施し、薬学的判断に活かすことができる。C14?（1

）-①-１ 胸痛、動悸、高血圧、低血圧、ショックＣ14-

(1)-②-4 代表的な心臓機能検査を列挙し、その検査値

の異常から推測される主な疾病を挙げることができる。

Ｃ14-(1)-②-11代表的なバイタルサインを列挙できる。

第4回　息苦しさや咳・痰などから考える

息苦しさや咳・痰などから、フィジカルアセスメントを

実施し、薬学的判断に活かすことができる。C14?（1）-

①-１ 呼吸困難、咳、ショック　Ｃ14-(1)-②-3 代表的

な呼吸機能検査を列挙し、その検査値の異常から推測さ

れる主な疾病を挙げることができる。Ｃ14-(1)-②-8 悪

性腫瘍に関する代表的な臨床検査を列挙し、推測される

腫瘍部位を挙げることができる。Ｃ14-(1)-②-10 動脈

血ガス分析の検査項目を列挙し、その検査値の臨床的意

義を説明できる。Ｃ14-(1)-②-11代表的なバイタルサイ

ンを列挙できる。

第5回　けいれん・頭重感・倦怠感などから考える

けいれん・頭重感・倦怠感などから、フィジカルアセス

メントを実施し、薬学的判断に活かすことができる。C1

4?（1）-①-１ 頭痛、意識障害、運動障害、けいれんＣ

14-(1)-②-2 代表的な腎機能検査を列挙し、その検査値

の異常から推測される主な疾患を挙げることができる。

Ｃ14-(1)-②-6　代表的な内分泌・代謝疾患に関する検

査を列挙し、その検査値の異常から推測される主な疾病

を挙げることができる。

第6回　チアノーゼ・脱水・浮腫などから考える

チアノーゼ・脱水・浮腫などから、フィジカルアセスメ

ントを実施し、薬学的判断に活かすことができる。C14?

（1）-①-１チアノーゼ、脱水、浮腫　Ｃ14-(1)-②-3

代表的な呼吸機能検査を列挙し、その検査値の異常から

推測される主な疾病を挙げることができる。Ｃ14-(1)-

②-9 尿および糞便を用いた代表的な臨床検査を列挙し、

その検査値の異常から推測される主な疾病を挙げること

ができる。Ｃ14-(1)-②-11代表的なバイタルサインを列

挙できる。

第7回　黄疸・腹部膨満などから考える

黄疸・腹部膨満などから、フィジカルアセスメントを実

施し、薬学的判断に活かすことができる。C14?（1）-①

-１ 黄疸、腹部膨満、Ｃ14-(1)-②-1 代表的な肝機能障

害を列挙し、その検査値の異常から推測される主な疾病

を挙げることができる。Ｃ14-(1)-②-6代表的な内分泌

・代謝疾患に関する検査を列挙し、その検査値の異常か

ら推測される主な疾病を挙げることができる。

第8回　腰痛についてとこれまでのまとめ

腰痛とこれまでのまとめについてC14?（1）-①-１痛み、

発熱、貧血、出血傾向、呼吸困難、しびれ、Ｃ14-(1)-

②-5 代表的な血液および血液凝固検査を列挙し、その

検査値の異常から推測される主な疾病を挙げることがで

きる。Ｃ14-(1)-②-8 悪性腫瘍に関する代表的な臨床検

査を列挙し、推測される腫瘍部位を挙げることができる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

1.0単位

患者の訴えから考える薬物治療 [15～18]

白川　晶一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業は、Zoomを用いて行います。

その場合の、ミーティングIDやパスコードは、ドット・

キャンパスからお知らせします。

なお、遠隔授業ですので、特別警報や暴風警報発令の場

合も授業を実施します。ただし、避難指示や避難勧告が

発令されている場合には、ご自身の安全を最優先にし、

自治体の指示に従って下さい
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＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり５年次に配当している。

患者の訴えから、患者の状態を評価（アセスメント）し、

適切な薬学管理に活かす学習を行います。この科目は、

学部のDPに示す８項目のうち、１～３、５、７～８を目

指します。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

なお、この授業の担当者は、内科医として30年の臨床経

験があり、現在も医療現場で働いている医師である。

＜到達目標＞

次の各SBOsを到達目標とします。AD-F-③-1，E1-（2）-

①-1

　　　　　　　　　　　　　　　　　本科目を学ぶこと

で、病院でのチーム医療における薬剤師の患者への関わ

り方や、地域医療におけるかかりつけ薬剤師の患者への

関わり方を学び、薬学管理に活かすことができます。

＜授業のキーワード＞

患者の主訴、フィジカルアセスメント、薬物治療、薬学

管理

＜授業の進め方＞

授業計画に従って講義を行ないます。

＜履修するにあたって＞

オフィスアワー：月曜日? 金曜日のお昼休みとします。

＜授業時間外に必要な学修＞

その日に学んだことは、自宅へもどりその日のうちに覚

えるようにしてください。目安として1時間ほどかけま

しょう。また、次の授業の前日には、前回学んだ復習を

30分程度行い知識を定着させましょう。

＜提出課題など＞

こちらから指示することがあります。

＜成績評価方法・基準＞

１００％レポート課題による。

＜テキスト＞

本講義内容を理解するために、自作のプリントを配布し

ます。

＜授業計画＞

第1回　舌の変化から考える

漢方でも舌診があります。舌の腫れや痛み、味覚障害な

どから、フィジカルアセスメントを実施し、薬学的判断

に活かすことができる。E1-（2）-①-１ 浮腫、痛み、

知覚障害、E1-（2）-②-２?４・８

第2回　腹痛・下痢・便秘などから考える

腹痛・下痢・便秘などから、フィジカルアセスメントを

実施し、薬学的判断に活かすことができる。E1-（2）-

①-１ 腹痛、下痢、便秘、E1-（2）-②-１?４・７・８

第3回　めまい・動悸や胸痛などから考える

めまい・動悸や息切れ・胸痛などから、フィジカルアセ

スメントを実施し、薬学的判断に活かすことができる。

E1-（2）-①-１ めまい。動悸、胸痛、E1-（2）-②-２?

６・８

第4回　息苦しさや咳・痰などから考える

息苦しさや咳・痰などから、フィジカルアセスメントを

実施し、薬学的判断に活かすことができる。E1-（2）-

①-１ 咳・痰、呼吸困難、E-（2）-②-2?6・８

第5回　けいれん・頭痛感・倦怠感などから考える

けいれん・頭重感・倦怠感などから、フィジカルアセス

メントを実施し、薬学的判断に活かすことができる。E1

-（2）-①-１頭痛、意識障害、運動障害、けいれん、 E

1-（2）-②-２・６・８

第6回　チアノーゼ・脱水・浮腫などから考える

チアノーゼ・脱水・浮腫などから、フィジカルアセスメ

ントを実施し、薬学的判断に活かすことができる。E1-

（2）-①-１チアノーゼ・脱水・浮腫、 E1-（2）-②-１

?６・８

第7回　黄疸・腹部膨満などから考える

黄疸・腹部膨満などから、フィジカルアセスメントを実

施し、薬学的判断に活かすことができる。E1-（2）-①-

１黄疸、腹部膨満、 E1-（2）-②-１?６・８

第8回　腰痛についてとこれまでのまとめ

腰痛とこれまでのまとめについて E1-（2）-①-１、痛

み、発熱、貧血、出血傾向、呼吸困難、しびれ E1-（2

）-②-１?８

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

0.5単位

がんと緩和医療薬学 [13～14]

中川　左理

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり５年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1,3,4を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）,https://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html#PHA}

近年、医学の進歩はがん患者さんの治療成績を向上させ、

多大な貢献をもたらした。その一方で、過去には、疾患

を治癒することだけに注意が向けられており、治療中や

治療後の患者さんのQOL (Quality of Life)の重要性に

注意が払われることはなかった。その後、状況は変わり

つつある。2002年、WHOは緩和ケアについて「緩和ケア



- 158 -

とは生命を脅かす疾患による問題に直面する患者とその

家族に対して、疾患の早期より、痛みやその他の身体的、

心理社会的な問題、さらにスピリチュアルな問題に関し

て、的確な評価を行い、それが障害とならないよう予防

したり対処することでQOLを改善するためのアプローチ

である。」と定義した。日本でも、2007年に策定された

「がん対策推進基本計画」では、「治療の初期段階から

の緩和ケアの実施」が推進され、この患者さん中心の考

え方は、がん医療に大きな変化をもたらしている。緩和

医療への理解が広まりつつある今こそ、この分野につい

て学び、将来に役立つ知識を身に着けることを目的とす

る。なお、国家試験で出題されている緩和医療の問題に

ついての解説も行う。

なお、この授業の担当者(中川）は病院での薬剤師経験

を5年間以上経験している実務家教員であり、がん・緩

和医療を専門として実務・研究に従事しており、より実

践的な観点から、緩和医療薬学について、具体的に解説

するものとする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C14-(4)-⑧-1 癌性疼痛に対して使用される薬物を列挙

し、使用上の注意について説明できる。

C14-(4)-⑧-3※ 緩和ケア・緩和医療のコンセプトにつ

いて説明できる。

C14-(4)-⑧-4※ 身体的苦痛の具体例を列挙し、対処法

を説明できる。

C14-(4)-⑧-5※ 精神的苦痛、社会的苦痛、スピリチュ

アルペインについて、具体例を挙げ、対処法を説明でき

る。

C14-(4)-⑧-6※ 緩和医療に関するガイドラインの内容

を概説できる。

※ モデルコアカリキュラムにはないオリジナルの到達

目標。

A-(1)-①-3　医療に関わる倫理的問題を列挙し、その概

略と問題点を説明できる。

A-(1)-②-1　予防、治療、延命、QOLについて説明でき

る。

A-(3)-③-1　病気が患者に及ぼす心理的影響について説

明できる。

A-(3)-③-2　患者の心理状態を把握し、配慮する。

A-(3)-③-3　患者の家族の心理状態を把握し、配慮する。

A-(3)-③-4　患者やその家族の持つ価値観が多様である

ことを認識し、柔軟に対応できるよう努力する。

＜授業のキーワード＞

緩和医療、疼痛管理、オピオイド、身体的苦痛、精神的

苦痛、社会的苦痛、スピリチュアルペイン

＜授業の進め方＞

授業計画に従って4回の講義を行ないます。

＜履修するにあたって＞

オフィスアワー：授業日の12:45?13:30。メールでも質

問に回答します。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として、講義で学んだ内容を復習すること（目

安として1時間）。

＜提出課題など＞

授業中に課題を行い提出する。

＜成績評価方法・基準＞

小テストや提出課題を100%として評価する。

＜テキスト＞

毎回オリジナルのテキストを配布する。

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回　身体的苦痛の緩和Ⅰ

1. 緩和ケア・緩和医療のコンセプトについて学ぶ。

2. 痛みの病態を理解した上で、痛みのアセスメントを

実施する。

3. 症例を下に、身体的苦痛（がん性疼痛）への対処法

を学ぶ。

4. ガイドラインの内容を学ぶ。

C14-(4)-⑧-1

C14-(4)-⑧-3※

C14-(4)-⑧-4※

C14-(4)-⑧-6※

第2回　身体的苦痛の緩和Ⅱ

1. 緩和ケア・緩和医療のコンセプトについて学ぶ。

2. 痛みの病態を理解した上で、痛みのアセスメントを

実施する。

3. 症例を下に、身体的苦痛（がん性疼痛）への対処法

を学ぶ。

4. ガイドラインの内容を学ぶ。

C14-(4)-⑧-1

C14-(4)-⑧-3※

C14-(4)-⑧-4※

C14-(4)-⑧-6※

第3回　精神的苦痛・社会的苦痛・スピリチュアルペイ

ンの緩和

症例を下に、精神的苦痛・社会的苦痛・スピリチュアル

ペインへの対処法を学ぶ。

C14-(4)-⑧-5※

第4回　がん患者さんとの関わりを通じて：人が死と向

き合うとき

がん患者さんとの関わりにおいて、薬剤師として、どう

対応すればよいのか、悩む状況が多々ある。そこで、実

際の事例を下に、薬剤師として、医療者として、さらに

は人として、どう対応していくのか、具体的に考える。

A-(1)-①-3

A-(1)-②-1

A-(3)-③-1
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A-(3)-③-2

A-(3)-③-3

A-(3)-③-4

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

0.5単位

がんと緩和医療薬学 [15～18]

中川　左理

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり５年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1,3,4を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）,https://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html#PHA}

近年、医学の進歩はがん患者さんの治療成績を向上させ、

多大な貢献をもたらした。その一方で、過去には、疾患

を治癒することだけに注意が向けられており、治療中や

治療後の患者さんのQOL (Quality of Life)の重要性に

注意が払われることはなかった。その後、状況は変わり

つつある。2002年、WHOは緩和ケアについて「緩和ケア

とは生命を脅かす疾患による問題に直面する患者とその

家族に対して、疾患の早期より、痛みやその他の身体的、

心理社会的な問題、さらにスピリチュアルな問題に関し

て、的確な評価を行い、それが障害とならないよう予防

したり対処することでQOLを改善するためのアプローチ

である。」と定義した。日本でも、2007年に策定された

「がん対策推進基本計画」では、「治療の初期段階から

の緩和ケアの実施」が推進され、この患者さん中心の考

え方は、がん医療に大きな変化をもたらしている。緩和

医療への理解が広まりつつある今こそ、この分野につい

て学び、将来に役立つ知識を身に着けることを目的とす

る。なお、国家試験で出題されている緩和医療の問題に

ついての解説も行う。

なお、この授業の担当者(中川）は病院での薬剤師経験

を5年間以上経験している実務家教員であり、がん・緩

和医療を専門として実務・研究に従事しており、より実

践的な観点から、緩和医療薬学について、具体的に解説

するものとする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

E2-(7)-⑨-1　がん終末期の病態（病態生理、症状等）

と治療を説明できる。

E2-(7)-⑨-2　がん性疼痛の病態（病態生理、症状等）

と薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

A-(1)-①-4　患者・患者家族・生活者が求める医療人に

ついて、自らの考えを述べる。

A-(1)-①-5　生と死を通して、生きる意味や役割につい

て、自らの考えを述べる

A-(1)-①-6　一人の人間として、自分が生きている意味

や役割を問い直し、自らの考えを述べる。

A-(1)-①-7　様々な死生観・価値観・信条等を受容する

ことの重要性について、自らの言葉で説明する。

A-(2)-①-1　生命の尊厳について、自らの言葉で説明で

きる。

A-(2)-①-3　生と死に関わる倫理的問題について討議し、

自らの考えを述べる。

A-(3)-②-1　患者や家族、周囲の人々の心身に及ぼす病

気やケアの影響について説明できる。

＜授業のキーワード＞

緩和医療、疼痛管理、オピオイド、身体的苦痛、精神的

苦痛、社会的苦痛、スピリチュアルペイン

＜授業の進め方＞

授業計画に従って4回の講義を行ないます。

＜履修するにあたって＞

オフィスアワー：授業日の12:45?13:30　。メールでも

質問に回答します。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として、講義で学んだ内容を復習すること（目

安として1時間）。

＜提出課題など＞

授業中に課題を行い提出する。

＜成績評価方法・基準＞

小テストや提出課題を100%として評価する。

＜テキスト＞

毎回オリジナルのテキストを配布する。

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回　身体的苦痛の緩和Ⅰ

1. 緩和ケア・緩和医療のコンセプトについて学ぶ。

2. 痛みの病態を理解した上で、痛みのアセスメントを

実施する。

3. 症例を下に、身体的苦痛（がん性疼痛）への対処法

を学ぶ。

4. ガイドラインの内容を学ぶ。

E2-(7)-⑨-1

E2-(7)-⑨-2

第2回　身体的苦痛の緩和Ⅱ

1. 緩和ケア・緩和医療のコンセプトについて学ぶ。

2. 痛みの病態を理解した上で、痛みのアセスメントを

実施する。

3. 症例を下に、身体的苦痛（がん性疼痛）への対処法

を学ぶ。

4. ガイドラインの内容を学ぶ。
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E2-(7)-⑨-1

E2-(7)-⑨-2

第3回　精神的苦痛・社会的苦痛・スピリチュアルペイ

ンの緩和

症例を下に、精神的苦痛・社会的苦痛・スピリチュアル

ペインへの対処法を学ぶ。

A-(1)-①-4

A-(1)-①-5

A-(1)-①-6

A-(1)-①-7

A-(2)-①-1

A-(2)-①-3

A-(3)-②-1

第4回　がん患者さんとの関わりを通じて：人が死と向

き合うとき

がん患者さんとの関わりにおいて、薬剤師として、どう

対応すればよいのか、悩む状況が多々ある。そこで、実

際の事例を下に、薬剤師として、医療者として、さらに

は人として、どう対応していくのか、具体的に考える。

A-(1)-①-4

A-(1)-①-5

A-(1)-①-6

A-(1)-①-7

A-(2)-①-1

A-(2)-①-3

A-(3)-②-1

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

がんとの闘い

平岩　英培

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

オンデマンド授業

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり６年次に配当しています。

本授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専門

教育科目であり４年次に配当しています。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、「2．科学

者として、医薬品を含む化学物質等の特性や生体・環境

への作用と影響、及び人体の構造と機能、疾病の成り立

ちを理解するのに必要な科学に関する基本的な知識を有

している」および「3.薬の専門家として、医薬品及び薬

物治療についての専門的な知識を有している」を目指し

ます。

薬学部のディプロマポリシー

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/p

olicy/diploma.html#PHA

私たち薬剤師は、がんの治療にあたって、がんに対する

理解はもちろんのこと、特に薬物療法に精通していなけ

ればなりません。「がんとの闘い」では、がんの診断、

各種がんの概略を理解した後に、薬物療法に用いる抗が

ん薬の作用機構、有害反応などの抗がん薬の特徴を学び

ます。また、がんの治療においては、がん性疼痛のコン

トロールや抗がん薬による免疫力低下とそれに伴う感染

症対策についても理解しておく必要があります。そのた

めに、NSAIDsなどの抗炎症薬、抗菌薬、抗アレルギー薬

についても作用機構を中心に学びます。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C14　薬物治療

（５）病原微生物・悪性新生物と戦う

①【感染症】

C14ー(5)ー①ー1 １）主な感染症を列挙し、その病態と

原因を説明できる。

②【抗菌薬】

C14ー(5)ー②ー1 １）抗菌薬を作用点に基づいて分類で

きる。

C14ー(5)ー②ー2 ２）代表的な抗菌薬の基本構造を示す

ことができる。

C14ー(5)ー②ー3 ３）代表的なβーラクタム系抗菌薬を

抗菌スペクトルに基づいて分類し、有効な感染症を列挙

できる。

C14ー(5)ー②ー4 ４）テトラサイクリン系抗菌薬の抗菌

スペクトルと、有効な感染症を列挙できる。

C14ー(5)ー②ー5 ５）マクロライド系抗菌薬の抗菌スペ

クトルと、有効な感染症を列挙できる。

C14ー(5)ー②ー6 ６）アミノ配糖体系抗菌薬を抗菌スペ

クトルに基づいて分類し、有効な感染症を列挙できる。

C14ー(5)ー②ー7 ７）ピリドンカルボン酸系抗菌薬の抗

菌スペクトルと、有効な感染症を列挙できる。

C14ー(5)ー②ー8 ８）サルファ薬（ST合剤を含む）の有

効な感染症を列挙できる。

C14ー(5)ー②ー9 ９）代表的な抗結核薬を列挙し、作用

機序を説明できる。

④【抗真菌薬】

C14ー(5)ー④ー1 １）代表的な抗真菌薬を列挙し、作用

機序および臨床応用を説明できる。

⑤【抗ウイルス薬】

C14ー(5)ー⑤ー1 １）代表的な抗ウイルス薬を列挙し、

作用機序および臨床応用を説明できる。

⑥【抗菌薬の耐性と副作用】

C14ー(5)ー⑥ー1 １）主要な化学療法薬の耐性獲得機構

を説明できる。

C14ー(5)ー⑥ー2 ２）主要な化学療法薬の主な副作用を

列挙し、その症状を説明できる。

⑦【悪性腫瘍の病態と治療】
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C14ー(5)ー⑦ー1 １）悪性腫瘍の病態生理、症状、治療

について概説できる。

C14ー(5)ー⑦ー2 ２）悪性腫瘍の治療における薬物治療

の位置づけについて概説できる。

⑧【抗悪性腫瘍薬】

C14ー(5)ー⑧ー1 １）代表的な抗悪性腫瘍薬を列挙でき

る。

C14ー(5)ー⑧ー2２）代表的なアルキル化薬を列挙し、

作用機序を説明できる。

C14ー(5)ー⑧ー3 ３）代表的な代謝拮抗薬を列挙し、作

用機序を説明できる。

C14ー(5)ー⑧ー4 ４）代表的な抗腫瘍抗生物質を列挙し、

作用機序を説明できる。

C14ー(5)ー⑧ー5 ５）抗腫瘍薬として用いられる代表的

な植物アルカロイドを列挙し、作用機序を説明できる。

C14ー(5)ー⑧ー6 ６）抗腫瘍薬として用いられる代表的

なホルモン関連薬を列挙し、作用機序を説明できる。

C14ー(5)ー⑧ー7 ７）代表的な白金錯体を挙げ、作用機

序を説明できる。

C14ー(5)ー⑧ー8  ８）代表的な抗悪性腫瘍薬の基本構

造を示すことができる。

⑨【抗悪性腫瘍薬の耐性と副作用】

C14ー(5)ー⑨ー1 １）主要な抗悪性腫瘍薬に対する耐性

獲得機構を説明できる。

C14ー(5)ー⑨ー2 ２）主要な抗悪性腫瘍薬の主な副作用

を列挙し、その症状を説明できる。

C14ー(5)ー⑨ー3 ３）副作用軽減のための対処法を説明

できる。

（３）薬の効き方II

⑥【炎症・アレルギーと薬】

C13ー(3)ー⑥ー1 １）代表的な炎症治療薬を挙げ、作用

機序および主な副作用について説明できる。

C13ー(3)ー⑥ー2 ２）慢性関節リウマチの代表的な治療

薬を挙げ、作用機序および主な副作用について説明でき

る。

C13ー(3)ー⑥ー3 ３）アレルギーの代表的な治療薬を挙

げ、作用機序、臨床応用、および主な副作用について説

明できる。

＜授業のキーワード＞

化学療法薬、抗悪性腫瘍薬、分子標的治療薬、癌性疼痛、

支持療法、非ステロイド性鎮痛薬、抗アレルギー薬

＜授業の進め方＞

テキストおよび配布したプリントを使用して講義を進め

ます。

＜履修するにあたって＞

授業内容に関する質問などは、dotCampusを活用します。

オフィスアワー：金曜日 15：00-18：00としますが、在

室中であれば対応します。質問などあれば、遠慮なく教

員室（C号館2階、C/LP215）に訪ねてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として復習すること（目安として1時間）

＜提出課題など＞

授業後に連絡

＜成績評価方法・基準＞

課題の提出およびオンラインテストの成績から評価しま

す。

＜テキスト＞

コンパス薬理学、自作プリント

＜参考図書＞

NEW 薬理学、今日の治療薬

＜授業計画＞

第1回　がんの病態生理

1．がんの病態生理、症状、治療法

2．がん化学療法における薬物治療の位置づけ

3．各種腫瘍の腫瘍マーカー※

第2回　抗悪性腫瘍薬

　1．アルキル化薬

1．アルキル化薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① マスタード類

　② ニトロソウレア誘導体

　③ その他

第3回　抗悪性腫瘍薬

　2．代謝拮抗薬

2．代謝拮抗薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① プリン代謝拮抗薬

　② ピリミジン代謝拮抗薬

　③ 葉酸代謝拮抗薬

　④ その他

第4回　抗悪性腫瘍薬

　3．抗腫瘍性抗生物質

3．抗腫瘍性抗生物質

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① アントラサイクリン系

　② ブレオマイシン

　③ マイトマイシンC

　④ アクチノマイシンD

第5回　抗悪性腫瘍薬

　4．微小管阻害薬

　5．白金製剤

4．微小管阻害薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① ビンカアルカロイド

　② タキサン

　③ エリブリン
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5．白金製剤

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① シスプラチン

　② その他

第6回　抗悪性腫瘍薬

　6．ホルモン類似薬

　7．DNAトポイソメラーゼ阻害薬

　8．サイトカイン

6．ホルモン類似薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① プレドニゾロン

　② 抗エストロゲン薬

　③ 抗アンドロゲン薬

　④ アロマターゼ阻害薬

　⑤ LHーRH誘導体

　⑥ GnRH受容体アンタゴニスト

　⑦ その他

7．DNAトポイソメラーゼ阻害薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① DNAトポイソメラーゼⅠ阻害薬

　② DNAトポイソメラーゼⅡ阻害薬

8．サイトカイン※

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① インターフェロン

　② インターロイキン2

第7回　抗悪性腫瘍薬

　9．分子標的治療薬①

10．分子標的治療薬①※

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① 抗体

C14ー(5)ー⑧ー1

第8回　抗悪性腫瘍薬

　10．分子標的治療薬②

10．分子標的治療薬②※

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　② 小分子

第9回　抗悪性腫瘍薬

　10．分子標的治療薬③

10．分子標的治療薬③※

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　③ レチノイン

　④ その他

第10回　11．支持療法

11．支持療法

　がん治療時の有害反応を回避する支持療法薬、作用機

構および特徴

　① 顆粒球減少症

　② 悪心・嘔吐

第11回　12．がん性疼痛治療薬

　①非ステロイド性抗炎症薬

　②麻薬性鎮痛薬

12．がん性疼痛の治療

　① がん性疼痛の治療薬、その作用機構、特徴および

有害反応

　② がん性疼痛治療の三段階ラダー

第12回　13．感染症治療薬

　①抗菌薬

13．感染症治療薬

　① 抗菌薬

　作用機構ごとの抗菌薬の分類、特徴および有害反応

C14ー(5)ー②ー1

第13回　13．感染症治療薬

　②抗真菌薬

13．感染症治療薬

　① 抗菌薬

　作用機構ごとの抗菌薬の分類、特徴および有害反応

第14回　13．感染症治療薬

　③抗ウィルス薬

13．感染症治療薬

　① 抗ウィルス薬

　代表的な抗ウィルス薬、特徴および有害反応

第15回　14．抗アレルギー薬

「がんとの闘い」総括

14．アレルギー疾患の治療薬

15．最新のがん薬物治療

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

0.5単位

癌薬物治療最前線 [13～14]

岸本　修一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義（対面）

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり５年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、１，３，５

を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, https://w

ww.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dip

loma.html#PHA}

4年次に学習した「薬物治療学Ｖ（化学療法）」を基礎

として、最新のがん薬物療法（当該年度の米国臨床腫瘍

学会ASCOでの報告データに基づく）についての知識を修

得する。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

・C14ー(5)ー⑦ー1　悪性腫瘍の病態生理、症状、治療
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について概説できる

・C14ー(5)ー⑦ー2　悪性腫瘍の治療における薬物治療

の位置づけについて概説できる

・C14ー(5)ー⑦ー3　化学療法薬が有効な悪性腫瘍を、

治療例を挙げて説明できる　　以下の各SBOsを到達目標

とする。

・C14ー(5)ー⑦ー1　悪性腫瘍の病態生理、症状、治療

について概説できる

・C14ー(5)ー⑦ー2　悪性腫瘍の治療における薬物治療

の位置づけについて概説できる

・C14ー(5)ー⑦ー3　化学療法薬が有効な悪性腫瘍を、

治療例を挙げて説明できる

＜授業のキーワード＞

がん、抗がん薬、分子標的薬

＜授業の進め方＞

授業計画に従って４回の講義を行ないます。

＜履修するにあたって＞

最先端のがん薬物療法を詳解する。具体的な報告データ

（臨床成績）をもとに解説を進めていく。また、既存の

薬物療法との対比により臨床上の問題点についても小グ

ループで議論して意見交換を行う。したがって、４年次

の薬物治療学Ｖ（化学療法）のテキストの内容は事前に

見直しが必要である。

各回の講義の主題は、血液がん、肺がん、乳がんおよび

消化器がんを予定しているが、当該年度の米国臨床腫瘍

学会ASCOでの報告データにより変更する場合がある。

オフィスアワーは随時とするが、事前に連絡をすること

が望ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、該当領域の治療法の見直しをしておく

こと（目安として0.5時間）。事後学習として、提出課

題の作成を行うこと（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

各回の講義時に、資料プリントを渡すので、指示された

内容をまとめ、レポートとして提出すること。

提出されたレポートは3段階の評価を行ったのち返却す

る。

＜成績評価方法・基準＞

提出された４回の提出課題を100%として成績評価する。

＜テキスト＞

講義の際にプリントを配布する。

＜授業計画＞

第1回　血液がんの最新薬物療法

新薬および新規併用療法の効果を学び、その有用性を考

える。

C14ー(5)ー⑦ー1, 2, 3

第2回　肺がんの最新薬物療法

新薬および新規併用療法の効果を学び、その有用性を考

える。

C14ー(5)ー⑦ー1, 2, 3

第3回　乳がんの最新薬物療法

新薬および新規併用療法の効果を学び、その有用性を考

える。

C14ー(5)ー⑦ー1, 2, 3

第4回　消化器がんの最新薬物療法

新薬および新規併用療法の効果を学び、その有用性を考

える。

C14ー(5)ー⑦ー1, 2, 3

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

0.5単位

癌薬物治療最前線 [15～18]

岸本　修一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義（対面）

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり５年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、１，３，５

を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, https://w

ww.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dip

loma.html#PHA}

４年次に学習した「薬物治療学Ｖ（化学療法）」を基礎

として、最新のがん薬物療法（当該年度の米国臨床腫瘍

学会ASCOでの報告データに基づく）についての知識を修

得する。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

・E2ー(7)ー⑦ー3　悪性腫瘍の治療における薬物治療の

位置づけを概説できる。

・E2ー(7)ー⑧ー4　代表的ながん化学療法のレジメン（

FOLFOX等）について、構成薬物およびその役割、副作用、

対象疾患を概説できる。

・E2ー(7)ー⑧ー5　以下の白血病について、病態（病態

生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明で

きる。急性（慢性）骨髄性白血病、急性（慢性）リンパ

性白血病、成人T細胞白血病

・E2ー(7)ー⑧ー8　以下の消化器系の悪性腫瘍について、

病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等

）を説明できる。胃癌、食道癌、肝癌、大腸癌、胆?・

胆管癌、膵癌

・E2ー(7)ー⑧ー9　肺癌について、病態（病態生理、症

状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

・E2ー(7)ー⑧ー13　乳癌について、病態（病態生理、
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症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

＜授業のキーワード＞

がん、抗がん薬、分子標的薬

＜授業の進め方＞

授業計画に従って４回の講義を行ないます。

＜履修するにあたって＞

最先端のがん薬物療法を詳解する。具体的な報告データ

（臨床成績）をもとに解説を進めていく。また、既存の

薬物療法との対比により臨床上の問題点についても小グ

ループで議論して意見交換を行う。したがって、４年次

の薬物治療学Ｖ（化学療法）のテキストの内容は事前に

見直しが必要である。

各回の講義の主題は、血液がん、肺がん、乳がんおよび

消化器がんを予定しているが、当該年度の米国臨床腫瘍

学会ASCOでの報告データにより変更する場合がある。

オフィスアワーは随時とするが、事前に連絡をすること

が望ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、該当領域の治療法の見直しをしておく

こと（目安として0.5時間）。事後学習として、提出課

題の作成を行うこと（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

各回の講義時に、資料プリントを渡すので、指示された

内容をまとめ、レポートとして提出すること。

提出されたレポートは3段階の評価を行ったのち返却す

る。

＜成績評価方法・基準＞

提出された４回の提出課題を100%として成績評価する。

＜テキスト＞

講義の際にプリントを配布する。

＜授業計画＞

第1回　血液がんの最新薬物療法

新薬および新規併用療法の効果を学び、その有用性を考

える。

E2ー(7)ー⑦ー3

E2ー(7)ー⑧ー4

E2ー(7)ー⑧ー5

第2回　肺がんの最新薬物療法

新薬および新規併用療法の効果を学び、その有用性を考

える。

E2ー(7)ー⑦ー3

E2ー(7)ー⑧ー4

E2ー(7)ー⑧ー9

第3回　乳がんの最新薬物療法

新薬および新規併用療法の効果を学び、その有用性を考

える。

E2ー(7)ー⑦ー3

E2ー(7)ー⑧ー4

E2ー(7)ー⑧ー13

第4回　消化器がんの最新薬物療法

新薬および新規併用療法の効果を学び、その有用性を考

える。

E2ー(7)ー⑦ー3

E2ー(7)ー⑧ー4

E2ー(7)ー⑧ー8

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

薬品分析学Ⅲ [15～18]

道田　隆

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1.4.5を目指

す。

生体の機能や医薬品の働きが三次元的な相互作用によっ

て支配されていることを理解するために、生体分子の立

体構造、生体分子が関与する相互作用、及びそれらを解

析する手法に関する基本的知識を習得する。　生体分子、

化学物質の姿、形を捉えるために、それらの解析に必要

な方法に関する基本知識を習得する。

＜到達目標＞

C2-(4)-①-2蛍光光度法の原理および応用例を説明でき

る。

C2-(4)-①-3赤外･ラマン分光スペクトルの原理および応

用例を説明できる。

C2-(4)-①-5旋光度測定法（旋光分散）原理および応用

例を説明できる。

C2-(4)-②-1核磁気共鳴スペクトル測定法の原理および

応用例を説明できる。

C2-(4)-③-1質量分析法の原理および応用例を説明でき

る。

C2-(4)-④-1X線結晶解析の原理および応用例を概説でき

る。

C2-(4)-④-2粉末X線回折測定法の原理と利用例を概説で

きる。

＜授業のキーワード＞

蛍光光度法、赤外･ラマン分光スペクトル、旋光度測定

法（旋光分散）、円偏光二色性測定法、核磁気共鳴スペ

クトル、質量分析、X線結晶解析

＜授業の進め方＞

授業計画に従って講義する
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＜履修するにあたって＞

物理化学Ⅰの項目を基礎知識としている項目が多いので、

物理化学Ⅰを復習してから授業に臨んでほしい。また教

科書をよく読み、疑問点は他の教科書や文献を調べたり、

先生方に質問するなりして、そのままに放置しないこと

が大事です。オフィスアワー：火曜日　16：00?17：00

＜授業時間外に必要な学修＞

週末や休日を利用して何度も復習すること（目安として

1時間）

＜成績評価方法・基準＞

定期試験の成績に基づいて評価する。

＜テキスト＞

轟木賢一郎他著「アップデート薬学機器分析学」廣川書

店

＜参考図書＞

日本薬学会編「物理系薬学Ⅲ 生体分子･化学物質の構造

決定」東京化学同人

＜授業計画＞

第1回　蛍光光度法

テキスト第1章ｐ26-39

①蛍光現象を説明できる。②蛍光分光光度計を説明でき

る。③蛍光光度法の応用について説明できる。C2-(4)-

①-2

第2回　化学発光法

テキスト第1章ｐ40-48

①化学発光現象を説明できる。②代表的な化学発光反応

を列挙できる。③化学発光の分析応用例について説明で

きる。C2-(4)-①-2

第3回　赤外・ラマンスペクトル法

テキスト第2章ｐ76-97

①赤外線・ラマン線について説明できる②分子の赤外吸

収について説明できる③赤外分光光度計の構造を説明で

きる。④赤外吸収スペクトル測定用の試料調製を説明で

きる。 ⑤赤外吸収スペクトルの簡単な解析ができる。C

2-(4)-①-3

第4回　核磁気共鳴法Ⅰ

テキスト第2章ｐ98-118

①NMRの原理を簡単に説明出来る②NMR装置を説明出来る

③T1緩和とT2緩和を概説できる。C2-(4)-②-1

第5回　核磁気共鳴法Ⅱ

テキスト第2章ｐ98-118

①化学シフトを説明できる②スピンースピン結合につい

て説明できる

③スピン?スピン結合の実際

④フェナセチンのNMRスペクトルC2-(4)-②-1

第6回　質量分析法Ⅰ

テキスト第2章ｐ119-146

①単収束磁場型質量分析計を説明できる②各種のイオン

化法と質量分離法を説明できる③質量分離部の説明がで

きる②マススペクトルにおけるピークの種類を説明でき

る④親イオンの開裂の様式を説明できる⑤マススペクト

ルの生体分子解析への応用を説明できる。C2-(4)-③-1

第7回　屈折率・旋光度測定法

テキスト第2章ｐ147-151

①光の屈折を説明できる②旋光度について説明できる。

C2-(4)-①-5

第8回　ORD・CD

テキスト第2章ｐ152-170

①円二色性を説明できる②楕円偏光を説明できる③CD曲

線を説明できる④コットン効果を説明できる。C2-(4)-

①-5

第9回　X線結晶解析Ⅰ

①X線の性質について説明できる②単結晶X線解析の一連

の流れを説明できるC2-(4)-④-1　C2-(4)-④-2

第10回　X線結晶解析Ⅱ

①抗ウイルス薬の開発について概説できる②カリウムチ

ャンネルの構造と機能について説明できる。C2-(4)-④-

1

第11回　電子スピン共鳴法

テキスト第5章232-243

①電子スピン共鳴法（ESR)スペクトル測定法の原理を説

明できる②生体内における活性酸素の分析ついて説明で

きる③ESRイメージングを説明できる

第12回　相互作用の解析法

テキスト第5章ｐ257-266①生体分子間相互作用を説明で

きる ②相互作用の分析法を列挙できる ③表面プラズモ

ン共鳴（SPR）法を簡単に説明できる ④蛍光相関分光（

FCS）法を簡単に説明できる ⑤蛍光共鳴エネルギー移動

（FRET）法を簡単に説明できるC2-(4)-①-2　C2-(4)-①

-5

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

薬品分析学Ⅲ [19～]

道田　隆

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1.4.5を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

生体の機能や医薬品の働きが三次元的な相互作用によっ

て支配されていることを理解するために、生体分子の立

体構造、生体分子が関与する相互作用、及びそれらを解
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析する手法に関する基本的知識を習得する。　生体分子、

化学物質の姿、形を捉えるために、それらの解析に必要

な方法に関する基本知識を習得する。

＜到達目標＞

C2ー(4)ー①ー2蛍光光度法の原理および応用例を説明で

きる。

C2ー(4)ー①ー3赤外・ラマン分光スペクトルの原理およ

び応用例を説明できる。

C2ー(4)ー①ー5旋光度測定法（旋光分散）原理および応

用例を説明できる。

C2ー(4)ー②ー1核磁気共鳴スペクトル測定法の原理およ

び応用例を説明できる。

C2ー(4)ー③ー1質量分析法の原理および応用例を説明で

きる。

C2ー(4)ー④ー1X線結晶解析の原理および応用例を概説

できる。

C2ー(4)ー④ー2粉末X線回折測定法の原理と利用例を概

説できる。

＜授業のキーワード＞

蛍光光度法、赤外・ラマン分光スペクトル、旋光度測定

法（旋光分散）、円偏光二色性測定法、核磁気共鳴スペ

クトル、質量分析、X線結晶解析

＜授業の進め方＞

授業計画に従って講義する

＜履修するにあたって＞

物理化学Ⅰの項目を基礎知識としている項目が多いので、

物理化学Ⅰを復習してから授業に臨んでほしい。また教

科書をよく読み、疑問点は他の教科書や文献を調べたり、

先生方に質問するなりして、そのままに放置しないこと

が大事です。オフィスアワー：火曜日　16：00?17：00

＜授業時間外に必要な学修＞

週末や休日を利用して何度も復習すること（目安として

1時間）

＜成績評価方法・基準＞

定期試験の成績に基づいて評価する。

＜テキスト＞

轟木賢一郎他著「アップデート薬学機器分析学」廣川書

店

＜授業計画＞

第1回　蛍光光度法

テキスト第1章ｐ26ー39

①蛍光現象を説明できる。②蛍光分光光度計を説明でき

る。③蛍光光度法の応用について説明できる。C2ー(4)

ー①ー2

第2回　化学発光法

テキスト第1章ｐ40ー48

①化学発光現象を説明できる。②代表的な化学発光反応

を列挙できる。③化学発光の分析応用例について説明で

きる。C2ー(4)ー①ー2

第3回　赤外・ラマンスペクトル法

テキスト第2章ｐ76ー97

①赤外線・ラマン線について説明できる②分子の赤外吸

収について説明できる③赤外分光光度計の構造を説明で

きる。④赤外吸収スペクトル測定用の試料調製を説明で

きる。 ⑤赤外吸収スペクトルの簡単な解析ができる。C

2ー(4)ー①ー3

第4回　核磁気共鳴法Ⅰ

テキスト第2章ｐ98ー118

①NMRの原理を簡単に説明出来る②NMR装置を説明出来る

③T1緩和とT2緩和を概説できる。C2ー(4)ー②ー1

第5回　核磁気共鳴法Ⅱ

テキスト第2章ｐ98ー118

①化学シフトを説明できる②スピンースピン結合につい

て説明できる

③スピン?スピン結合の実際

④フェナセチンのNMRスペクトルC2ー(4)ー②ー1

第6回　質量分析法Ⅰ

テキスト第2章ｐ119ー146

①単収束磁場型質量分析計を説明できる②各種のイオン

化法と質量分離法を説明できる③質量分離部の説明がで

きる②マススペクトルにおけるピークの種類を説明でき

る④親イオンの開裂の様式を説明できる⑤マススペクト

ルの生体分子解析への応用を説明できる。C2ー(4)ー③

ー1

第7回　屈折率・旋光度測定法

テキスト第2章ｐ147ー151

①光の屈折を説明できる②旋光度について説明できる。

C2ー(4)ー①ー5

第8回　ORD・CD

テキスト第2章ｐ152ー170

①円二色性を説明できる②楕円偏光を説明できる③CD曲

線を説明できる④コットン効果を説明できる。C2ー(4)

ー①ー5

第9回　X線結晶解析Ⅰ

①X線の性質について説明できる②単結晶X線解析の一連

の流れを説明できるC2ー(4)ー④ー1　C2ー(4)ー④ー2

第10回　X線結晶解析Ⅱ

①抗ウイルス薬の開発について概説できる②カリウムチ

ャンネルの構造と機能について説明できる。C2ー(4)ー

④ー1

第11回　電子スピン共鳴法

テキスト第5章232ー243

①電子スピン共鳴法（ESR)スペクトル測定法の原理を説

明できる②生体内における活性酸素の分析ついて説明で

きる③ESRイメージングを説明できる

第12回　相互作用の解析法

テキスト第5章ｐ257ー266①生体分子間相互作用を説明

できる ②相互作用の分析法を列挙できる ③表面プラズ
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モン共鳴（SPR）法を簡単に説明できる ④蛍光相関分光

（FCS）法を簡単に説明できる ⑤蛍光共鳴エネルギー移

動（FRET）法を簡単に説明できるC2ー(4)ー①ー2　C2ー

(4)ー①ー5

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

薬品分析学Ⅲ [再]

道田　隆

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1.4.5を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

生体の機能や医薬品の働きが三次元的な相互作用によっ

て支配されていることを理解するために、生体分子の立

体構造、生体分子が関与する相互作用、及びそれらを解

析する手法に関する基本的知識を習得する。　生体分子、

化学物質の姿、形を捉えるために、それらの解析に必要

な方法に関する基本知識を習得する。

＜到達目標＞

C2ー(4)ー①ー2蛍光光度法の原理および応用例を説明で

きる。

C2ー(4)ー①ー3赤外・ラマン分光スペクトルの原理およ

び応用例を説明できる。

C2ー(4)ー①ー5旋光度測定法（旋光分散）原理および応

用例を説明できる。

C2ー(4)ー②ー1核磁気共鳴スペクトル測定法の原理およ

び応用例を説明できる。

C2ー(4)ー③ー1質量分析法の原理および応用例を説明で

きる。

C2ー(4)ー④ー1X線結晶解析の原理および応用例を概説

できる。

C2ー(4)ー④ー2粉末X線回折測定法の原理と利用例を概

説できる。

＜授業のキーワード＞

蛍光光度法、赤外・ラマン分光スペクトル、旋光度測定

法（旋光分散）、円偏光二色性測定法、核磁気共鳴スペ

クトル、質量分析、X線結晶解析

＜授業の進め方＞

授業計画に従って講義する

＜履修するにあたって＞

物理化学Ⅰの項目を基礎知識としている項目が多いので、

物理化学Ⅰを復習してから授業に臨んでほしい。また教

科書をよく読み、疑問点は他の教科書や文献を調べたり、

先生方に質問するなりして、そのままに放置しないこと

が大事です。オフィスアワー：火曜日　16：00?17：00

＜授業時間外に必要な学修＞

週末や休日を利用して何度も復習すること（目安として

1時間）

＜成績評価方法・基準＞

定期試験の成績に基づいて評価する。

＜テキスト＞

轟木賢一郎他著「アップデート薬学機器分析学」廣川書

店

＜授業計画＞

第1回　蛍光光度法

テキスト第1章ｐ26ー39

①蛍光現象を説明できる。②蛍光分光光度計を説明でき

る。③蛍光光度法の応用について説明できる。C2ー(4)

ー①ー2

第2回　化学発光法

テキスト第1章ｐ40ー48

①化学発光現象を説明できる。②代表的な化学発光反応

を列挙できる。③化学発光の分析応用例について説明で

きる。C2ー(4)ー①ー2

第3回　赤外・ラマンスペクトル法

テキスト第2章ｐ76ー97

①赤外線・ラマン線について説明できる②分子の赤外吸

収について説明できる③赤外分光光度計の構造を説明で

きる。④赤外吸収スペクトル測定用の試料調製を説明で

きる。 ⑤赤外吸収スペクトルの簡単な解析ができる。C

2ー(4)ー①ー3

第4回　核磁気共鳴法Ⅰ

テキスト第2章ｐ98ー118

①NMRの原理を簡単に説明出来る②NMR装置を説明出来る

③T1緩和とT2緩和を概説できる。C2ー(4)ー②ー1

第5回　核磁気共鳴法Ⅱ

テキスト第2章ｐ98ー118

①化学シフトを説明できる②スピンースピン結合につい

て説明できる

③スピン?スピン結合の実際

④フェナセチンのNMRスペクトルC2ー(4)ー②ー1

第6回　質量分析法Ⅰ

テキスト第2章ｐ119ー146

①単収束磁場型質量分析計を説明できる②各種のイオン

化法と質量分離法を説明できる③質量分離部の説明がで

きる②マススペクトルにおけるピークの種類を説明でき

る④親イオンの開裂の様式を説明できる⑤マススペクト

ルの生体分子解析への応用を説明できる。C2ー(4)ー③

ー1

第7回　屈折率・旋光度測定法
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テキスト第2章ｐ147ー151

①光の屈折を説明できる②旋光度について説明できる。

C2ー(4)ー①ー5

第8回　ORD・CD

テキスト第2章ｐ152ー170

①円二色性を説明できる②楕円偏光を説明できる③CD曲

線を説明できる④コットン効果を説明できる。C2ー(4)

ー①ー5

第9回　X線結晶解析Ⅰ

①X線の性質について説明できる②単結晶X線解析の一連

の流れを説明できるC2ー(4)ー④ー1　C2ー(4)ー④ー2

第10回　X線結晶解析Ⅱ

①抗ウイルス薬の開発について概説できる②カリウムチ

ャンネルの構造と機能について説明できる。C2ー(4)ー

④ー1

第11回　電子スピン共鳴法

テキスト第5章232ー243

①電子スピン共鳴法（ESR)スペクトル測定法の原理を説

明できる②生体内における活性酸素の分析ついて説明で

きる③ESRイメージングを説明できる

第12回　相互作用の解析法

テキスト第5章ｐ257ー266①生体分子間相互作用を説明

できる ②相互作用の分析法を列挙できる ③表面プラズ

モン共鳴（SPR）法を簡単に説明できる ④蛍光相関分光

（FCS）法を簡単に説明できる ⑤蛍光共鳴エネルギー移

動（FRET）法を簡単に説明できるC2ー(4)ー①ー2　C2ー

(4)ー①ー5

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

基礎薬学複合科目Ⅰ

津田　裕子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「演習」を取り入れた「講義」形式で行います。

主として対面授業で行います。オンデマンド教材を使用

した遠隔授業に切り替わるときは、教材の取得方法につ

いてdot.Campusを通じてメールで連絡いたします。

*遠隔授業においては、特別警報または暴風警報が発令

されている場合も本授業は実施します。ただし、避難指

示、避難勧告が発令されている場合はご自身の安全を最

優先にし、自治体の指示に従って行動してください。

**本授業に対する問い合わせ先は遠隔授業情報を参照し

てください。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、薬

学複合科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

臨床の場での課題を解決するために必要な化学系薬学領

域の知識の整理と確認を行う。

＜到達目標＞

医薬品のコア構造の化学的構造や性質に関する基本的知

識を応用して、医薬品の作用を化学構造と関連づけて理

解できるようになる。以下の各SBOsを到達目標とする。

C6-（1）-①-1)タンパク質の高次構造を規定する結合お

よび相互作用について説明できる。

C6-（1）-①-2)糖類および多糖類の基本構造を概説でき

る。

C6-（1）-①-3)糖とタンパク質の代表的な結合様式を示

すことができる。4)核酸の立体構造を規定する化学結合、

相互作用について説明できる。

C6-（1）-①-5)生体膜を構成する脂質の化学構造の特徴

を説明できる。

C6-（1）-②-1)生体内に存在する代表的な複素環化合物

を列挙し、構造式を書くことができる。

C6-（1）-②-2)核酸塩基の構造を書き、水素結合を形成

する位置を示すことができる。

C6-（1）-②-3)複素環を含む代表的な補酵素（フラビン、

ＮＡＤ，チアミンなど）の機能を化学反応性と関連させ

て説明できる。C6-（1）-④-1)代表的な酵素の基質結合

部位が有する構造上の特徴を具体例を挙げて説明できる。

C6-（1）-④-2)代表的な酵素（キモトリプシンなど）の

作用機構を分子レベルで説明できる。

C6-（1）-④-3)タンパク質リン酸化におけるＡＴＰの役

割を化学的に説明できる。

C6-(2)-①-1)代表的な医薬品のコア構造（ファーマコフ

ォア）を指摘し分類できる。

C6-(2)-①-2) 医薬品に含まれる代表的な官能基をその

性質によって分類し医薬品の効果と結びつけて説明でき

る。

C6-(2)-②-1)医薬品として複素環化合物が繁用される根

拠を説明できる。

C6-(2)-②-2)医薬品に含まれる代表的な複素環化合物を

指摘し分類することができる。

C6-(2)-②-3)代表的な芳香族複素環化合物の性質を芳香

族性と関連づけて説明できる。

C6-(2)-②-4)代表的芳香族複素環の求電子試薬に対する

反応性および配向性について説明できる。

C6-(2)-②-5)代表的芳香族複素環の求核試薬に対する反

応性および配向性について説明できる。

C6-(2)-③-1)生体高分子と非共有結合的に相互作用しう

る官能基を列挙できる。

C6-(2)-④-1)カテコールアミンアナログの医薬品を列挙

しそれらの化学構造を比較できる。

C6-(2)-④-2)アセチルコリンアナログの医薬品を列挙し
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それらの化学構造を比較できる。

C6-(2)-④-3)ステロイドアナログの医薬品を列挙しそれ

らの化学構造を比較できる。

C6-(2)-④-4)核酸アナログの医薬品を列挙しそれらの化

学構造を比較できる。

C6-(2)-④-5)ペプチドアナログの医薬品を列挙しそれら

の化学構造を比較できる。

C6-(2)-⑤-1)アルキル化剤とＤＮＡ塩基の反応を説明で

きる。

C6-(2)-⑤-2)インターカレーターの作用機序を図示し説

明できる。

C6-(2)-⑤-3)β-ラクタムを持つ医薬品の作用機序を化

学的に説明できる。

＜授業のキーワード＞

生体分子（タンパク質、核酸、糖、脂質）の基本構造、

医薬品のコア構造、生体分子と医薬品の相互作用

＜授業の進め方＞

授業計画に従って対面授業を中心にして講義形式で行い

（12回）、理解度を確認するために授業中に適時演習を

行う。それに加えて3回の演習を行う。即ち15回の講義

を開講する。予め講義資料を配信するので、目を通して

おくこと。

＜履修するにあたって＞

化学、生物、物理の基本的知識が必要である。オフィス

アワー：月曜日9:00-10：00

＜授業時間外に必要な学修＞

次講義の表題を告知するので、配布する講義資料や指定

教科書の該当ページを予習しておくことが望ましい。（

目安として0.5時間）

＜提出課題など＞

各回ごとに課題問題提出を求め、終了後には課題レポー

トの提出を求めることもある。

＜成績評価方法・基準＞

授業終了ごとに課題問題への回答を提出することを求め、

その提出状況と成績により最終成績を評価する。

＜テキスト＞

日本薬学会編　　スタンダード薬学シリーズⅡ　3「化

学系薬学Ⅱ．生体分子・医薬品の化学による理解」東京

化学同人

＜参考図書＞

後に指定する

＜授業計画＞

第1回　生体分子の化学構造

生体分子（タンパク質、糖、核酸、脂質）について、そ

れらの化学構造、結合様式、立体構造、相互作用などを

説明できる。

C6-(1)-①-1

C6-(1)-①-2

C6-(1)-①-3

C6-(1)-①-4

C6-(1)-①-5

第2回　生体内で機能する複素環

生命活動に必須である核酸塩基、補酵素の構造のなかに

含まれている複素環を指摘し、その名称を述べることが

できる。

C6-(1)-②-1

C6-(1)-②-2

C6-(1)-②-3

第3回　生体内で起こる有機反応

代表的な生体成分（脂肪酸、コレステロール）の代謝反

応を有機化学の観点から説明できる。また、異物代謝の

反応を有機化学の観点から理解できる。

C6-(1)-②-3

第4回　生体内で機能する錯体・無機化合物

生体内の代表的な金属イオンと金属錯体の役割、活性酸

素、一酸化窒素の構造、電子配置について説明できる。

C6-(1)-③-1

C6-(1)-③-2

C6-(1)-③-3

第5回　化学から観る酵素の働き

1. 酵素阻害を作用機序とする医薬品を分類できる。

2．さらに可逆的阻害薬、不可逆的阻害薬を分類できる。

3. 遷移状態アナログの作用機序説明できる。その例を

示すことができる。

C6-(1)-④-1

C6-(1)-④-2

C6-(1)-④-3

第6回　医薬品のコンポーネント

医薬品のコア構造や、医薬品にふくまれる代表的な官能

基と医薬品の効果との関係について学ぶ。

C6-(2)-①-1

C6-(2)-①-2

第7回　複素環の化学的性質と反応性

医薬品のコンポーネント（構成成分）として重要な複素

環の化学的性質（芳香族性、塩基性など）を説明できる。

さらに求電子試薬に対する反応性、配向性などについて

説明できる。

C6-(2)-②-1

C6-(2)-②-2

C6-(2)-②-3

C6-(2)-②-4

第8回　医薬品と生体高分子の相互作用

1．生体高分子と相互作用しうる官能基を指摘できる。

2. 等価体の例を挙げることができる。

3. プロドラッグの親化合物の化学構造を示すことがで

きる。

C6-(2)-③-1

第9回　生体分子を模倣した医薬品（１）
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受容体を標的とした医薬品を列挙できる。

1.受容体リガンドを模倣した医薬品を列記できる：カテ

コールアミンアナログ、アセチルコリンアナログ

2. その他受容体に作用する医薬品を列記できる（ベン

ゾゾジアゼピン、バルビタール系睡眠薬、オピオイド）。

C6-(2)-④-1

C6-(2)-④-2

第10回　生体分子を模倣した医薬品（2）

受容体や酵素を標的とした医薬品を取り上げ、それらを

分類できる：ステロイドアナログ（標的：受容体）とNS

ADs（標的：酵素）、核酸アナログ（標的：核酸）、ペ

プチドアナログ（標的：受容体）。

C6-(2)-④-3

第11回　生体分子と反応する医薬品（１）

核酸と反応する医薬品を列記できる。抗ガン剤を核酸と

の相互作用の観点から分類できる。

C6-(2)-⑤-1

C6-(2)-⑤-2

第12回　生体分子と反応する医薬品（２）

生体内分子と反応する医薬品のうち, β‐ラクタム系抗

生物質、サルファ剤及びキノロン系抗菌薬の作用発現機

構を比較して分類できる。

C6-(2)-⑤-3

第13回　生体関連物質の分子化学（まとめ）

演習問題

C6-(1)

第14回　医薬品の分子化学（まとめ）

演習問題

C6-(2)

第15回　生体分子・医薬品のコアとパーツ（総まとめ）

演習問題

C6-(1)

C6-(2)

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

基礎薬学複合科目Ⅰ [13～14]

津田　裕子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「演習」を取り入れた「講義」形式で行います。

主として対面授業で行います。オンデマンド教材を使用

した遠隔授業に切り替わるときは、教材の取得方法につ

いてdot.Campusを通じてメールで連絡いたします。

*遠隔授業においては、特別警報または暴風警報が発令

されている場合も本授業は実施します。ただし、避難指

示、避難勧告が発令されている場合はご自身の安全を最

優先にし、自治体の指示に従って行動してください。

**本授業に対する問い合わせ先は遠隔授業情報を参照し

てください。

***4月23日（金）から5月29日（土）の間、授業形態を

オンデマンド授業に変更します。受講方法についてはdo

t.Campusを通じてメールで連絡いたします。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、薬

学複合科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2 を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

臨床の場での課題を解決するために必要な化学系薬学領

域の知識の整理と確認を行う。

＜到達目標＞

医薬品のコア構造の化学的構造や性質に関する基本的知

識を応用して、医薬品の作用を化学構造と関連づけて理

解できるようになる。以下の各SBOsを到達目標とする。

C6-（1）-①-1)タンパク質の高次構造を規定する結合お

よび相互作用について説明できる。

C6-（1）-①-2)糖類および多糖類の基本構造を概説でき

る。

C6-（1）-①-3)糖とタンパク質の代表的な結合様式を示

すことができる。4)核酸の立体構造を規定する化学結合、

相互作用について説明できる。

C6-（1）-①-5)生体膜を構成する脂質の化学構造の特徴

を説明できる。

C6-（1）-②-1)生体内に存在する代表的な複素環化合物

を列挙し、構造式を書くことができる。

C6-（1）-②-2)核酸塩基の構造を書き、水素結合を形成

する位置を示すことができる。

C6-（1）-②-3)複素環を含む代表的な補酵素（フラビン、

ＮＡＤ，チアミンなど）の機能を化学反応性と関連させ

て説明できる。C6-（1）-④-1)代表的な酵素の基質結合

部位が有する構造上の特徴を具体例を挙げて説明できる。

C6-（1）-④-2)代表的な酵素（キモトリプシンなど）の

作用機構を分子レベルで説明できる。

C6-（1）-④-3)タンパク質リン酸化におけるＡＴＰの役

割を化学的に説明できる。

C6-(2)-①-1)代表的な医薬品のコア構造（ファーマコフ

ォア）を指摘し分類できる。

C6-(2)-①-2) 医薬品に含まれる代表的な官能基をその

性質によって分類し医薬品の効果と結びつけて説明でき

る。

C6-(2)-②-1)医薬品として複素環化合物が繁用される根

拠を説明できる。

C6-(2)-②-2)医薬品に含まれる代表的な複素環化合物を

指摘し分類することができる。

C6-(2)-②-3)代表的な芳香族複素環化合物の性質を芳香

族性と関連づけて説明できる。
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C6-(2)-②-4)代表的芳香族複素環の求電子試薬に対する

反応性および配向性について説明できる。

C6-(2)-②-5)代表的芳香族複素環の求核試薬に対する反

応性および配向性について説明できる。

C6-(2)-③-1)生体高分子と非共有結合的に相互作用しう

る官能基を列挙できる。

C6-(2)-④-1)カテコールアミンアナログの医薬品を列挙

しそれらの化学構造を比較できる。

C6-(2)-④-2)アセチルコリンアナログの医薬品を列挙し

それらの化学構造を比較できる。

C6-(2)-④-3)ステロイドアナログの医薬品を列挙しそれ

らの化学構造を比較できる。

C6-(2)-④-4)核酸アナログの医薬品を列挙しそれらの化

学構造を比較できる。

C6-(2)-④-5)ペプチドアナログの医薬品を列挙しそれら

の化学構造を比較できる。

C6-(2)-⑤-1)アルキル化剤とＤＮＡ塩基の反応を説明で

きる。

C6-(2)-⑤-2)インターカレーターの作用機序を図示し説

明できる。

C6-(2)-⑤-3)β-ラクタムを持つ医薬品の作用機序を化

学的に説明できる。

＜授業のキーワード＞

生体分子（タンパク質、核酸、糖、脂質）の基本構造、

医薬品のコア構造、生体分子と医薬品の相互作用

＜授業の進め方＞

授業計画に従って対面授業を中心にして講義形式で行い

（12回）、理解度を確認するために授業中に適時演習を

行う。予め講義資料を配信するので、目を通しておくこ

と。

＜履修するにあたって＞

基本的な化学、生物、物理の知識が必要である。オフィ

スアワー：月曜日9:00-10：00

＜授業時間外に必要な学修＞

次講義の表題を告知するので、配布する講義資料や指定

教科書の該当ページを予習しておくことが望ましい。（

目安として0.5時間）

＜提出課題など＞

各回ごとに課題問題の提出を求め、12回終了後に課題レ

ポートの提出を求めることがある。

＜成績評価方法・基準＞

授業終了ごとに課題問題の回答を提出することを求め、

その提出状況と成績により評価する。

＜テキスト＞

日本薬学会編　　スタンダード薬学シリーズⅡ　3「化

学系薬学Ⅱ．生体分子・医薬品の化学による理解」東京

化学同人

＜参考図書＞

後に指定する

＜授業計画＞

第1回　生体分子の化学構造

生体分子（タンパク質、糖、核酸、脂質）について、そ

れらの化学構造、結合様式、立体構造、相互作用などに

ついて説明できる。

C6-(1)-①-2

C6-(1)-①-3

C6-(1)-①-4

C6-(1)-①-5

第2回　生体内で機能する複素環

生命活動に必須である核酸塩基、補酵素の構造のなかに

含まれている複素環を指摘し、その名称を述べることが

できる。

C6-(1)-②-1

C6-(1)-②-2

C6-(1)-②-3

第3回　生体内で起こる有機反応

代表的な生体成分（脂肪酸、コレステロール）の代謝反

応を有機化学の観点から説明できる。また、異物代謝の

反応を有機化学の観点から理解できる。

C6-(1)-②-3

第4回　生体内で機能する錯体・無機化合物

生体内の代表的な金属イオンと金属錯体の役割、活性酸

素、一酸化窒素の構造、電子配置について説明できる。

C6-(1)-③-1

C6-(1)-③-2

C6-(1)-③-3

第5回　化学から観る酵素の働き

1. 酵素阻害を作用機序とする医薬品を分類できる。

2．さらに可逆的阻害薬、不可逆的阻害薬を分類できる。

3. 遷移状態アナログの作用機序説明できる。その例を

示すことができる。

C6-(1)-④-1

C6-(1)-④-2

C6-(1)-④-3

第6回　医薬品のコンポーネント

医薬品のコア構造を指摘したり、医薬品に含まれる代表

的な官能基と医薬品の効果の関係について説明できる。

C6-(2)-①-1

C6-(2)-①-2

第7回　複素環の化学的性質と反応性

医薬品のコンポーネント（構成成分）として重要な複素

環の化学的性質（芳香族性、塩基性など）を説明できる。

さらに求電子試薬に対する反応性、配向性などについて

説明できる。

C6-(2)-②-1

C6-(2)-②-2

C6-(2)-②-3

C6-(2)-②-4
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第8回　医薬品と生体高分子の相互作用

1．生体高分子と相互作用しうる官能基を指摘できる。

2. 等価体の例を挙げることができる。

3. プロドラッグの親化合物の化学構造を示すことがで

きる。

C6-(2)-③-1

第9回　生体分子を模倣した医薬品（１）

受容体を標的とした医薬品を列挙できる。

1.受容体リガンドを模倣した医薬品を列記できる：カテ

コールアミンアナログ、アセチルコリンアナログ

2. その他受容体に作用する医薬品を列記できる（ベン

ゾゾジアゼピン、バルビタール系睡眠薬、オピオイド）。

C6-(2)-④-1

C6-(2)-④-2

第10回　生体分子を模倣した医薬品（２）

受容体や酵素を標的とした医薬品を取り上げ、それらを

分類できる：ステロイドアナログ（標的：受容体）とNS

ADs（標的：酵素）、核酸アナログ（標的：核酸）、ペ

プチドアナログ（標的：受容体）。

C6-(2)-④-3

C6-(2)-④-4

C6-(2)-④-5

第11回　生体分子と反応する医薬品（１）

核酸と反応する医薬品を列記できる。抗ガン剤を核酸と

の相互作用の観点から分類できる。

C6-(2)-⑤-1

C6-(2)-⑤-2

第12回　生体分子と反応する医薬品（２）

生体内分子と反応する医薬品のうち, β‐ラクタム系抗

生物質、サルファ剤及びキノロン系抗菌薬の作用発現機

構を比較して分類できる。

C6-(2)-⑤-3

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

基礎薬学複合科目Ⅰ [15～18]

津田　裕子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「演習」を取り入れた「講義」形式で行います。

主として対面授業で行います。オンデマンド教材を使用

した遠隔授業に切り替わるときは、教材の取得方法につ

いてdot.Campusを通じてメールで連絡いたします。

*遠隔授業においては、特別警報または暴風警報が発令

されている場合も本授業は実施します。ただし、避難指

示、避難勧告が発令されている場合はご自身の安全を最

優先にし、自治体の指示に従って行動してください。

**本授業に対する問い合わせ先は遠隔授業情報を参照し

てください。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、薬

学複合科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2 を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

臨床の場での課題を解決するために必要な化学系薬学領

域の知識の整理と確認を行う。

＜到達目標＞

医薬品のコア構造の化学的構造や性質に関する基本的知

識を応用して、医薬品の作用を化学構造と関連づけて理

解できるようになる。以下の各SBOsを到達目標とする。

C3-(5)-①-1)代表的な典型元素と遷移元素を列挙できる。

C3-(5)-①-3)活性酸素と窒素酸化物の名称、構造、性質

を列挙できる。

C3-(5)-①-4)代表的な錯体の名称、構造、基本的な性質

を説明できる。

C3-(5)-①-5)医薬品として用いられる代表的な無機化合

物、および錯体を列挙できる。

C4-(1)-①-1)代表的な生体高分子を構成する小分子（ア

ミノ酸、糖、脂質、ヌクレオチドなど）の構造に基づく

化学的性質を説明できる。

C4-(1)-①-2)医薬品の標的となる生体高分子（タンパク

質、核酸など）の立体構造とそれを規定する化学結合、

相互作用について説明できる。

C4-(1)-②-１）細胞膜受容体および細胞内（核内）受容

体の代表的な内因性リガンドの構造と性質について概説

できる。

C4-(1)-②-2)代表的な補酵素が酵素反応で果たす役割に

ついて、有機反応機構の観点から説明できる。

C4-(1)-②-3)活性酸素、一酸化窒素の構造に基づく生体

内反応を化学的に説明できる。

C4-(1)-②-4)生体内に存在する代表的な金属イオンおよ

び錯体の機能を化学的に説明できる。

C4-(2)-①-1)リン化合物（リン酸誘導体など）および硫

黄化合物（チオール、ジスルフィド、チオエステルなど

）の構造と化学的性質を説明できる。

C4-(2)-①-2)リン化合物（リン酸誘導体など）および硫

黄化合物（チオール、ジスルフィド、チオエステルなど

）の生体内での機能を化学的性質に基づき説明できる。

C4-(2)-②-1)不可逆的酵素阻害薬の作用を酵素の反応機

構に基づいて説明できる。

C4-(2)-②-2)基質アナログが競合阻害薬となることを酵

素の反応機構に基づいて説明できる。

C4-(2)-②-3)遷移状態アナログが競合阻害薬となること

を酵素の反応機構に基づいて説明できる。

C4-(2)-③-1)代表的な受容体のアゴニスト（作用薬、作

動薬、刺激薬）とアンタゴニスト（拮抗薬、遮断薬）と

の相違点について、内因性リガンドの構造と比較して説
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明できる。

C4-(2)-③-2)低分子内因性リガンド誘導体が医薬品とし

て用いられている理由を説明できる。

C4-(2)-④-1)代表的な生体分子（脂肪酸、コレステロー

ルなど）の代謝反応を有機化学の観点から説明できる。

C4-(2)-④-2)異物代謝の反応（発がん性物質の代謝的活

性化など）を有機化学の観点から説明できる。

C4-(3)-②-1)医薬品の構造からその物理化学的性質（酸

性、塩基性、疎水性、親水性など）を説明できる。

C4-(3)-②-2)プロドラッグなどの薬物動態を考慮した医

薬品の化学構造について説明できる。

C4-(3)-③-1)代表的な医薬品のファーマコフォアについ

て概説できる。

C4-(3)-③-2)バイオアイソスター（生物学的等価体）に

ついて、代表的な例を挙げて概説できる。

C4-(3)-③-3)医薬品に含まれる代表的な複素環を構造に

基づいて分類し、医薬品コンポーネントとしての性質を

説明できる。

C4-(3)-④-1）ヌクレオシドおよび核酸塩基アナログを

有する代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質に

ついて説明できる。（知識）

C4-(3)-④-3）スルホンアミド構造をもつ代表的医薬品

を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。

（知識）

C4-(3)-④-2)フェニル酢酸、フェニルプロピオン酸構造

などをもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性

質について説明できる。

C4-(3)-④-4）キノロン骨格をもつ代表的医薬品を列挙

し、化学構造に基づく性質について説明できる。（知識

）

C4-(3)-④-5）β-ラクタム構造をもつ代表的医薬品を列

挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。（知

識）

C4-(3)-④-6）ペプチドアナログの代表的医薬品を列挙

し、化学構造に基づく性質について説明できる。（知識

）

C4-(3)-⑤-1)カテコールアミン骨格を有する代表的医薬

品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。

C4-(3)-⑤-2)アセチルコリンアナログの代表的医薬品を

列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。

C4-(3)-⑤-3)ステロイドアナログの代表的医薬品を列挙

し、化学構造に基づく性質について説明できる。

C4-(3)-⑤-4)ベンゾジアゼピン骨格およびバルビタール

骨格を有する代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく

性質について説明できる。

C4-(3)-⑤-5)オピオイドアナログの代表的医薬品を列挙

し、化学構造に基づく性質について説明できる。

C4-(3)-⑥-1）DNAと結合する医薬品（アルキル化剤、シ

スプラチン類）を列挙し、それらの化学構造と反応機構

を説明できる。（知識）

C4-(3)-⑥-2）DNAにインターカレートする医薬品を列挙

し、それらの構造上の特徴を説明できる。（知識）

C4-(3)-⑥-3）DNA鎖を切断する医薬品を列挙し、それら

の構造上の特徴を説明できる。（知識）

C4-(3)-⑦-1)イオンチャネルに作用する医薬品の代表的

な基本構造（ジヒドロピリジンなど）の特徴を説明でき

る。

＜授業のキーワード＞

生体分子（タンパク質、核酸、糖、脂質）の基本構造、

医薬品のコア構造、生体分子と医薬品の相互作用

＜授業の進め方＞

授業計画に従って対面授業を中心にして講義形式で行い

（12回）、理解度を確認するために授業中に適時演習を

行う。予め講義資料を配信するので、目を通しておくこ

と。

＜履修するにあたって＞

基本的な化学、生物、物理の知識が必要である。オフィ

スアワー：月曜日9:00-10：00

＜授業時間外に必要な学修＞

次講義の表題を告知するので、配布する講義資料や指定

教科書の該当ページを予習しておくことが望ましい。（

目安として0.5時間）

＜提出課題など＞

授業ごとに課題問題を提出、12回終了後に課題レポート

を提出することを求められることがあります。

＜成績評価方法・基準＞

授業終了ごとに課題問題の回答を提出することを求め、

その提出状況と成績により評価する。

＜テキスト＞

日本薬学会編　　スタンダード薬学シリーズⅡ　3「化

学系薬学Ⅱ．生体分子・医薬品の化学による理解」東京

化学同人

＜参考図書＞

後に指定する

＜授業計画＞

第1回　生体分子の化学構造

C4-(1)-①-1

C4-(1)-①-2

C4-(1)-②-1

C4-(2)-①-1

C4(-2)-①-2

第2回　生体内で機能する複素環

C4-(1)-②-2

第3回　生体内で起こる有機反応

C4-(2)-④-1

C4-(2)-④-2

第4回　生体内で機能する錯体・無機化合物

C3-(5)-①-1

C3-(5)-①-1
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C3-(5)-①-2

C3-(5)-①-3

C3-(5)-①-4

C3-(5)-①-5

第5回　化学から観る酵素の働き

C4-(2)-③-1

C4-(2)-③-2

C4-(2)-③-3

第6回　医薬品のコンポーネント

C3-(3)-③-1

C3-(3)-③-2

C3-(3)-③-3

第7回　複素環の化学的性質と反応性

C3-(2)-③-4

C3-(2)-③-5

C4-(3)-③-3

第8回　医薬品と生体高分子の相互作用

C4-(3)-①-1

C4-(3)-②-1

C4-(3)-②-2

第9回　生体分子を模倣した医薬品（１）

C4-(3)-⑤-1

C4-(3)-⑤-2

C4-(3)-⑤-4

C4-(3)-⑤-5

C4-(3)-⑦-1

第10回　生体分子を模倣した医薬品（２）

C4-(3)-④-2

C4-(3)-④-6

C4-(3)-⑤-3

第11回　生体分子と反応する医薬品（１）

C4-(3)-④-1

C4-(3)-⑥-1

C4-(3)-⑥-2

C4-(3)-⑥-3

第12回　生体分子と反応する医薬品（２）

C4-(3)-④-3

C4-(3)-④-4

C4-(3)-④-5

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

基礎薬学複合科目Ⅱ

山原　弘、平野　裕之、藤井　文彦、道田　隆

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

オンライン授業

受講に必要なURL等は、各回ごとにドットキャンパスも

しくはMicrosoft Teamsにて伝達する。

特別警報（すべての特別警報）または暴風警報発令の場

合（大雨、洪水警報等は対象外）の本科目の取扱いにつ

いて

⇒授業を実施します。

ただし、避難指示、避難勧告が発令されている場合はご

自身の安全を最優先にし、自治体の指示に従って行動し

てください。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、薬

学複合科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2,3を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬学複合科目群は、「薬学教育モデルコアカリキュラム

」に沿って4年次までの講義で習得した化学物質(医薬品

）の原子及び分子の構造・平衡論・速度論・定性・定量

に関する基礎の再整理を行い、5年次の病院・薬局実習

を通じて身に付けた実務経験を統合し、薬学研究の場や

臨床現場で用いられている医薬品品質に関する事項や、

分析法やそれに関連し臨床現場で発生する課題を解決で

きる能力を身につけるために必要な知識を学ぶ。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

【化学結合】C1ー(1)ー①ー1 ?C1ー(1)ー①ー4

【分子間相互作用】C1ー(1)ー②ー1 ?C1ー(1)ー②ー7

【原子・分子】C1ー(1)ー③ー1 ?C1ー(1)ー③ー8

【放射線と放射能】C1ー(1)ー④ー1 ?C1ー(1)ー④ー5

【総論】C1ー(2)ー①ー1 ?C1ー(2)ー①ー3

【エネルギー】C1ー(2)ー②ー1 ?C1ー(2)ー②ー9

【自発的な変化】C1ー(2)ー③ー1 ?C1ー(2)ー③ー9

【物理平衡】C1ー(3)ー①ー1 ?C1ー(3)ー①ー8

【溶液の化学】C1ー(3)ー②ー1 ?C1ー(3)ー②ー7

【電気化学】C1ー(3)ー③ー1 ?C1ー(3)ー③ー6

【反応速度】C1ー(4)ー①ー1 ?C1ー(4)ー①ー10

【物質の移動】C1ー(4)ー②ー1 ?C1ー(4)ー②ー3

以下の各SBOsを到達目標とする。

①【酸と塩基】C2ー(1)ー①ー1 ? 6

②【各種の化学平衡】C2ー(1)ー②ー1 ? 6

③【容量分析】C2ー(2)ー③ー1 ? 7

④【金属元素の分析】C2ー(2)ー④ー1 ? 2

⑤【クロマトグラフィー】C2ー(2)ー⑤ー1 ? 3

①【分析の準備】C2ー(3)ー①ー1 ? 2

②【分析技術】C2ー(3)ー②ー1 ? 6

①【分光分析法】C3ー(1)ー①ー1 ? 5

②【核磁気共鳴スペクトル】C3ー(1)ー①ー6、C3ー(1)
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ー②ー1 ? 2

③【質量分析】C3ー(1)ー③ー1 ? 2

④【Ｘ線結晶解析】C3ー(1)ー④ー1 ? 2、C3ー(1)ー⑤ー

1

⑤【相互作用の解析法】C3ー(1)ー⑤ー1

＜授業のキーワード＞

物質の構造、物質の状態、反応速度

化学平衡、定性試験、容量分析、金属元素の分析、クロ

マトグラフィー、分析の準備、生体分子の解析、分光分

析法、核磁気共鳴スペクトル、質量分析、相互作用の分

析法

＜授業の進め方＞

1~2年生で学んだ物性薬学科目（物質の構造、物質の状

態、反応速度、物質の移動）、1~4年生で学んだ物性薬

学科目（物質の定量、機器分析の原理と応用、分析技術

の臨床応用）の内容を復習しながら、それと関連する製

剤、調剤や投与計画など実際の薬剤師業務と密接な事項

を実践的な視点を交えて講義する。また時間的な制約で

これまでに十分な説明ができなかった項目の捕捉も兼ね

る。

＜履修するにあたって＞

1~2年生で学んだ物質の構造、物質の状態I、IIおよび反

応速度と物質の移動の内容を復習しておくこと。

1~4年生で学んだ物質の定量I、II、機器分析の原理と応

用および分析技術の臨床応用の内容を復習しておくこと。

オフィスアワー

山原：随時（不在にすることもあるので，訪問前に電子

メールでアポイントを取ることを勧めます）

藤井：質問があれば教員の居室(CPP335)まで来てくださ

い。質問できる時間（オフィスアワー）は、月曜日の13

:00ー15:30です。不在の時もありますので，事前に電子

メールでアポイントメントを取ることを勧めます。

平野：金曜日　15：30ー17：00　必ず事前に電子メール

でアポイントを取ること。

道田：水曜日　15：00ー17：00　必ず事前に電子メール

でアポイントをとること。

＜授業時間外に必要な学修＞

必ず予習、復習を行い、別途指示する練習問題を解答で

きるようにしておくこと。（目安として1時間）

＜提出課題など＞

なし

＜成績評価方法・基準＞

全授業終了後の一斉実施型オンライン考査（100点満点

）の成績に基づき評価する．

出題範囲：15回の講義で行った内容

出題形式：用語，事項に関する５者選択式正誤問題（マ

ーク式解答，30~40問）

＜テキスト＞

日本薬学会編　スタンダード薬学シリーズ２「物理系薬

学Ⅰ　物質の物理的性質」　東京化学同人

「薬学領域の分析化学」　　財津潔、鶴田泰人編集　廣

川書店

「薬学領域の機器分析学」財津潔、鶴田泰人編集　廣川

書店

「HANDY INTELLIGENCE　日本薬局方」　平野裕之、市川

秀喜著　京都廣川書店

「“パザパ”薬学演習シリーズ①　分析化学演習」京都

廣川書店

「“パザパ”薬学演習シリーズ②　物理化学演習」京都

廣川書店

＜授業計画＞

第１回（藤井）　　くすりの構造（１）

「くすり」という物質を構成する原子および分子の性質

について化学結合を中心に理解を深める．

C1ー(1)ー①ー1?4

C1ー(1)ー②ー1?7

C1ー(1)ー③ー1?8

放射性医薬品の物理化学的性質について理解を深める．

C1ー(1)ー④ー1?5

第２回（藤井）　　熱力学からみたくすり（1）

くすりの物理平衡や束一性的性質について理解を深める．

C1ー(3)ー①ー4?8

第３回（藤井）　　熱力学からみたくすり（2）

くすりの溶液での性質と化学ポテンシャルについて理解

を深める．

C1ー(3)ー②ー1?7

C1ー(3)ー③ー1?6

第４回（山原）　　熱力学からみたくすり(3)

くすりの分子集合体としての性質について理解を深める．

熱や仕事によるエネルギーの相互変換について理解を深

める．

C1ー(2)ー①ー1?3

C1ー(2)ー②ー1?9

自然におこる物質の変化とその方向を決定するエントロ

ピーについて理解を深める．

C1ー(2)ー③ー1?4

自然におこる物質の変化とその方向を決定する自由エネ

ルギーについて理解を深める．

C1ー(2)ー③ー5?9

第５回（山原）　　経時によるくすりの変化（1）

くすりの安定性に影響を与える諸因子について理解を深

める．

C1ー(4)ー①ー1?4

第６回（山原）　　経時によるくすりの変化（2）

拡散、溶解速度、沈降現象、流動現象および粘度につい

て理解を深める。

C1ー(4)ー②ー1?3
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第７回（平野）　　化学平衡

酸と塩基について学ぶ。

（医薬品への応用を中心に）

C2ー(1)ー①ー1 ? 6

各種の化学平衡について学ぶ。

（医薬品への応用を中心に）

C2ー(1)ー②ー1 ? 6

第８回（平野）　　化学物質の検出と定量

医薬品の容量分析法について学ぶ。

（医薬品への応用を中心に）

C2ー(2)ー②ー1 ? 7

C2ー(2)ー③ー1 ? 7

クロマトグラフィー法について学ぶ。

（医薬品への応用を中心に）

C2ー(2)ー⑤ー1 ? 3

第９回（平野）　　化学物質の検出と定量(続）

医薬品分析の準備、分析技術法について学ぶ。

（医薬品への応用を中心に）

C2ー(3)ー①ー1 ? 2

医薬品中の金属元素の分析法について学ぶ。

（医薬品への応用を中心に）

C2ー(2)ー④ー1 ? 2

第１０回（道田）　　分析技術の臨床応用(続)

医薬品分析の準備ならびに分析技術法について学ぶ。

（医薬品への応用を中心に）　(続)

C2ー(3)ー②ー1 ? 6

第１１回（道田）　　生体分子の解析法(続)

医薬品への分光分析法の応用について学ぶ。(続）

C3ー(1)ー①ー1 ? 5

第１２回（道田）　　生体分子の解析法(続)

医薬品ならびに臨床への核磁気共鳴スペクトル法の応用

にてついて学ぶ。

C3ー(1)ー①ー6

C3ー(1)ー②ー1 ? 2

医薬品ならびに臨床への質量分析法の応用にてついて学

ぶ。

C3ー(1)ー③ー1 ? 2

医薬品ならびに臨床へのX線結晶解析法の応用にてつい

て学ぶ。

C3ー(1)ー④ー1 ? 2

C3ー(1)ー⑤ー1

第１３回（藤井）　　くすりの構造と熱力学からみたく

すりの演習

C1ー(1)ー①?④

C1ー(3)ー①ー4?8

C1ー(3)ー②ー1?7

C1ー(3)ー③ー1?6

の範囲の演習

第１４回（山原）　　熱力学からみたくすりと経時によ

るくすりの変化の演習

C1ー(2)ー①ー1?3

C1ー(2)ー②ー1?9

C1ー(2)ー③ー1?9

C1ー(3)ー①ー1?3

C1ー(4)ー①ー1?10

C1ー(4)ー②ー1?3

の範囲の演習

第１５回（道田・平野）　　化学物質の分析、 生体分

子の姿・かたちをとらえるの分析

C2ー(1)ー①ー1 ? 6

C2ー(1)ー②ー1 ? 6

C2ー(2)ー③ー1 ? 7

C2ー(2)ー④ー1 ? 2

C2ー(2)ー⑤ー1 ? 3

C2ー(3)ー①ー1 ? 2

C2ー(3)ー②ー1 ? 6

C3ー(1)ー①ー1 ? 6

C3ー(1)ー②ー1 ? 2

C3ー(1)ー③ー1 ? 2

C3ー(1)ー④ー1 ? 2

C3ー(1)ー⑤ー1

の範囲の演習

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

基礎薬学複合科目Ⅱ [13～14]

山原　弘、平野　裕之、藤井　文彦、道田　隆

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

オンライン授業

受講に必要なURL等は、各回ごとにドットキャンパスも

しくはMicrosoft Teamsにて伝達する。

特別警報（すべての特別警報）または暴風警報発令の場

合（大雨、洪水警報等は対象外）の本科目の取扱いにつ

いて

⇒授業を実施します。

ただし、避難指示、避難勧告が発令されている場合はご

自身の安全を最優先にし、自治体の指示に従って行動し

てください。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、薬

学複合科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2,3を目指す。
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{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬学複合科目群は、「薬学教育モデルコアカリキュラム

」に沿って4年次までの講義で習得した化学物質(医薬品

）の原子及び分子の構造・平衡論・速度論・定性・定量

に関する基礎の再整理を行い、5年次の病院・薬局実習

を通じて身に付けた実務経験を統合し、薬学研究の場や

臨床現場で用いられている医薬品品質に関する事項や、

分析法やそれに関連し臨床現場で発生する課題を解決で

きる能力を身につけるために必要な知識を学ぶ。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

【化学結合】C1ー(1)ー①ー1 ?C1ー(1)ー①ー4

【分子間相互作用】C1ー(1)ー②ー1 ?C1ー(1)ー②ー7

【原子・分子】C1ー(1)ー③ー1 ?C1ー(1)ー③ー8

【放射線と放射能】C1ー(1)ー④ー1 ?C1ー(1)ー④ー5

【総論】C1ー(2)ー①ー1 ?C1ー(2)ー①ー3

【エネルギー】C1ー(2)ー②ー1 ?C1ー(2)ー②ー9

【自発的な変化】C1ー(2)ー③ー1 ?C1ー(2)ー③ー9

【物理平衡】C1ー(3)ー①ー1 ?C1ー(3)ー①ー8

【溶液の化学】C1ー(3)ー②ー1 ?C1ー(3)ー②ー7

【電気化学】C1ー(3)ー③ー1 ?C1ー(3)ー③ー6

【反応速度】C1ー(4)ー①ー1 ?C1ー(4)ー①ー10

【物質の移動】C1ー(4)ー②ー1 ?C1ー(4)ー②ー3

以下の各SBOsを到達目標とする。

①【酸と塩基】C2ー(1)ー①ー1 ? 6

②【各種の化学平衡】C2ー(1)ー②ー1 ? 6

③【容量分析】C2ー(2)ー③ー1 ? 7

④【金属元素の分析】C2ー(2)ー④ー1 ? 2

⑤【クロマトグラフィー】C2ー(2)ー⑤ー1 ? 3

①【分析の準備】C2ー(3)ー①ー1 ? 2

②【分析技術】C2ー(3)ー②ー1 ? 6

①【分光分析法】C3ー(1)ー①ー1 ? 5

②【核磁気共鳴スペクトル】C3ー(1)ー①ー6、C3ー(1)

ー②ー1 ? 2

③【質量分析】C3ー(1)ー③ー1 ? 2

④【Ｘ線結晶解析】C3ー(1)ー④ー1 ? 2、C3ー(1)ー⑤ー

1

⑤【相互作用の解析法】C3ー(1)ー⑤ー1

＜授業のキーワード＞

物質の構造、物質の状態、反応速度

化学平衡、定性試験、容量分析、金属元素の分析、クロ

マトグラフィー、分析の準備、生体分子の解析、分光分

析法、核磁気共鳴スペクトル、質量分析、相互作用の分

析法

＜授業の進め方＞

1~2年生で学んだ物性薬学科目（物質の構造、物質の状

態、反応速度、物質の移動）、1~4年生で学んだ物性薬

学科目（物質の定量、機器分析の原理と応用、分析技術

の臨床応用）の内容を復習しながら、それと関連する製

剤、調剤や投与計画など実際の薬剤師業務と密接な事項

を実践的な視点を交えて講義する。また時間的な制約で

これまでに十分な説明ができなかった項目の捕捉も兼ね

る。

＜履修するにあたって＞

1~2年生で学んだ物質の構造、物質の状態I、IIおよび反

応速度と物質の移動の内容を復習しておくこと。

1~4年生で学んだ物質の定量I、II、機器分析の原理と応

用および分析技術の臨床応用の内容を復習しておくこと。

オフィスアワー

山原：随時（不在にすることもあるので，訪問前に電子

メールでアポイントを取ることを勧めます）

藤井：質問があれば教員の居室(CPP335)まで来てくださ

い。質問できる時間（オフィスアワー）は、月曜日の13

:00ー15:30です。不在の時もありますので，事前に電子

メールでアポイントメントを取ることを勧めます。

平野：金曜日　15：30ー17：00　必ず事前に電子メール

でアポイントを取ること。

道田：水曜日　15：00ー17：00　必ず事前に電子メール

でアポイントをとること。

＜授業時間外に必要な学修＞

必ず予習、復習を行い、別途指示する練習問題を解答で

きるようにしておくこと。（目安として1時間）

＜提出課題など＞

なし

＜成績評価方法・基準＞

全授業終了後の一斉実施型オンライン考査（100点満点

）の成績に基づき評価する．

出題範囲：12回の講義で行った内容

出題形式：用語，事項に関する５者選択式正誤問題（マ

ーク式解答，30~40問）

＜テキスト＞

日本薬学会編　スタンダード薬学シリーズ２「物理系薬

学Ⅰ　物質の物理的性質」　東京化学同人

「薬学領域の分析化学」　　財津潔、鶴田泰人編集　廣

川書店

「薬学領域の機器分析学」財津潔、鶴田泰人編集　廣川

書店

「HANDY INTELLIGENCE　日本薬局方」　平野裕之、市川

秀喜著　京都廣川書店

「“パザパ”薬学演習シリーズ①　分析化学演習」京都

廣川書店

「“パザパ”薬学演習シリーズ②　物理化学演習」京都

廣川書店

＜授業計画＞

第１回（藤井）　　くすりの構造（１）

「くすり」という物質を構成する原子および分子の性質
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について化学結合を中心に理解を深める．

C1ー(1)ー①ー1?4

C1ー(1)ー②ー1?7

C1ー(1)ー③ー1?8

放射性医薬品の物理化学的性質について理解を深める．

C1ー(1)ー④ー1?5

第２回（藤井）　　熱力学からみたくすり（1）

くすりの物理平衡や束一性的性質について理解を深める．

C1ー(3)ー①ー4?8

第３回（藤井）　　熱力学からみたくすり（2）

くすりの溶液での性質と化学ポテンシャルについて理解

を深める．

C1ー(3)ー②ー1?7

C1ー(3)ー③ー1?6

第４回（山原）　　熱力学からみたくすり(3)

くすりの分子集合体としての性質について理解を深める．

熱や仕事によるエネルギーの相互変換について理解を深

める．

C1ー(2)ー①ー1?3

C1ー(2)ー②ー1?9

自然におこる物質の変化とその方向を決定するエントロ

ピーについて理解を深める．

C1ー(2)ー③ー1?4

自然におこる物質の変化とその方向を決定する自由エネ

ルギーについて理解を深める．

C1ー(2)ー③ー5?9

第５回（山原）　　経時によるくすりの変化（1）

くすりの安定性に影響を与える諸因子について理解を深

める．

C1ー(4)ー①ー1?4

第６回（山原）　　経時によるくすりの変化（2）

拡散、溶解速度、沈降現象、流動現象および粘度につい

て理解を深める。

C1ー(4)ー②ー1?3

第７回（平野）　　化学平衡

酸と塩基について学ぶ。

（医薬品への応用を中心に）

C2ー(1)ー①ー1 ? 6

各種の化学平衡について学ぶ。

（医薬品への応用を中心に）

C2ー(1)ー②ー1 ? 6

第８回（平野）　　化学物質の検出と定量

医薬品の容量分析法について学ぶ。

（医薬品への応用を中心に）

C2ー(2)ー②ー1 ? 7

C2ー(2)ー③ー1 ? 7

クロマトグラフィー法について学ぶ。

（医薬品への応用を中心に）

C2ー(2)ー⑤ー1 ? 3

第９回（平野）　　化学物質の検出と定量(続）

医薬品分析の準備、分析技術法について学ぶ。

（医薬品への応用を中心に）

C2ー(3)ー①ー1 ? 2

医薬品中の金属元素の分析法について学ぶ。

（医薬品への応用を中心に）

C2ー(2)ー④ー1 ? 2

第１０回（道田）　　分析技術の臨床応用(続)

医薬品分析の準備ならびに分析技術法について学ぶ。

（医薬品への応用を中心に）　(続)

C2ー(3)ー②ー1 ? 6

第１１回（道田）　　生体分子の解析法(続)

医薬品への分光分析法の応用について学ぶ。(続）

C3ー(1)ー①ー1 ? 5

第１２回（道田）　　生体分子の解析法(続)

医薬品ならびに臨床への核磁気共鳴スペクトル法の応用

にてついて学ぶ。

C3ー(1)ー①ー6

C3ー(1)ー②ー1 ? 2

医薬品ならびに臨床への質量分析法の応用にてついて学

ぶ。

C3ー(1)ー③ー1 ? 2

医薬品ならびに臨床へのX線結晶解析法の応用にてつい

て学ぶ。

C3ー(1)ー④ー1 ? 2

C3ー(1)ー⑤ー1

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

基礎薬学複合科目Ⅱ [15～18]

山原　弘、平野　裕之、藤井　文彦、道田　隆

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

オンライン授業

受講に必要なURL等は、各回ごとにドットキャンパスも

しくはMicrosoft Teamsにて伝達する。

特別警報（すべての特別警報）または暴風警報発令の場

合（大雨、洪水警報等は対象外）の本科目の取扱いにつ

いて

⇒授業を実施します。

ただし、避難指示、避難勧告が発令されている場合はご

自身の安全を最優先にし、自治体の指示に従って行動し

てください。

＜授業の目的＞
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この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、薬

学複合科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2,3を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬学複合科目群は、「薬学教育モデルコアカリキュラム

」に沿って4年次までの講義で習得した化学物質(医薬品

）の原子及び分子の構造・平衡論・速度論・定性・定量

に関する基礎の再整理を行い、5年次の病院・薬局実習

を通じて身に付けた実務経験を統合し、薬学研究の場や

臨床現場で用いられている医薬品品質に関する事項や、

分析法やそれに関連し臨床現場で発生する課題を解決で

きる能力を身につけるために必要な知識を学ぶ。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

【①化学結合】C1ー(1)ー①ー1 ? 3

【②分子間相互作用】C1ー(1)ー②ー1 ? 7

【③原子・分子の挙動】C1ー(1)ー③ー1 ? 6

【④放射線と放射能】C1ー(1)ー④ー1 ? 5

【①気体の微視的状態と巨視的状態】C1ー(2)ー①ー1?

3

【②エネルギー】C1ー(2)ー②ー1 ? 7

【③自発的な変化】C1ー(2)ー③ー1 ? 5

【④化学平衡の原理】C1ー(2)ー④ー1 ? 4

【⑤相平衡】C1ー(2)ー⑤ー1 ? 3

【⑥溶液の性質】C1ー(2)ー⑥ー1 ? 4

【⑦電気化学】C1ー(2)ー⑦ー1 ? 2

【①反応速度】C1ー(3)ー①ー1 ? 7

【①固形材料】E5ー(1)ー①ー3 ? 4

【①分析の基本】C2ー(1)ー①ー1 ? 3

【①酸・塩基平衡】C2ー(2)ー①ー1 ? 4

【②各種の化学平衡】C2ー(2)ー②ー1 ? 4

【①定性分析】C2ー(3)ー①ー1 ? 2

【②定量分析（容量分析・重量分析）】C2ー(3)ー②ー1

? 7

【①分光分析法】C2ー(4)ー①ー1 ? 6

【②核磁気共鳴（NMR）スペクトル測定法】C2ー(4)ー②

ー1

【③質量分析法】C2ー(4)ー③ー1

【④Ｘ線分析法】C2ー(4)ー④ー1 ? 2

【⑤熱分析】C2ー(4)ー⑤ー1 ? 2

【①クロマトグラフィー】C2ー(5)ー①ー1 ? 5

【②電気泳動法】C2ー(5)ー②ー1

【①分析の準備】C2ー(6)ー①ー1 ? 2

【②分析技術】C2ー(6)ー②ー1 ? 5

＜授業のキーワード＞

物質の構造、物質の状態、反応速度

化学平衡、定性試験、容量分析、金属元素の分析、クロ

マトグラフィー、分析の準備、生体分子の解析、分光分

析法、核磁気共鳴スペクトル、質量分析、相互作用の分

析法

＜授業の進め方＞

1~2年生で学んだ物性薬学科目（物質の構造、物質の状

態、反応速度、物質の移動）、1~4年生で学んだ物性薬

学科目（物質の定量、機器分析の原理と応用、分析技術

の臨床応用）の内容を復習しながら、それと関連する製

剤、調剤や投与計画など実際の薬剤師業務と密接な事項

を実践的な視点を交えて講義する。また時間的な制約で

これまでに十分な説明ができなかった項目の捕捉も兼ね

る。

＜履修するにあたって＞

1~2年生で学んだ物質の構造、物質の状態I、IIおよび反

応速度と物質の移動の内容を復習しておくこと。

1~4年生で学んだ物質の定量I、II、機器分析の原理と応

用および分析技術の臨床応用の内容を復習しておくこと。

オフィスアワー

山原：随時（不在にすることもあるので，訪問前に電子

メールでアポイントを取ることを勧めます）

藤井：質問があれば教員の居室(CPP335)まで来てくださ

い。質問できる時間（オフィスアワー）は、月曜日の13

:00ー15:30です。不在の時もありますので，事前に電子

メールでアポイントメントを取ることを勧めます。

平野：金曜日　15：30ー17：00　必ず事前に電子メール

でアポイントを取ること。

道田：水曜日　15：00ー17：00　必ず事前に電子メール

でアポイントを取ること。

＜授業時間外に必要な学修＞

必ず予習、復習を行い、別途指示する練習問題を解答で

きるようにしておくこと。（目安として1時間）

＜提出課題など＞

なし

＜成績評価方法・基準＞

全授業終了後の一斉実施型オンライン考査（100点満点

）の成績に基づき評価する．

出題範囲：12回の講義で行った内容

出題形式：用語，事項に関する５者選択式正誤問題（マ

ーク式解答，30~40問）

＜テキスト＞

日本薬学会編　スタンダード薬学シリーズ２「物理系薬

学Ⅰ　物質の物理的性質」　東京化学同人

「薬学領域の分析化学」　　財津潔、鶴田泰人編集　廣

川書店

「薬学領域の機器分析学」財津潔、鶴田泰人編集　廣川

書店

「HANDY INTELLIGENCE　日本薬局方」　平野裕之、市川

秀喜著　京都廣川書店

「“パザパ”薬学演習シリーズ①　分析化学演習」京都
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廣川書店

「“パザパ”薬学演習シリーズ②　物理化学演習」京都

廣川書店

＜授業計画＞

第１回（藤井）　　くすりの構造（１）

「くすり」という物質を構成する原子および分子の性質

について化学結合を中心に理解を深める．

C1ー(1)ー①ー1 ? 3

C1ー(1)ー②ー1 ? 7

C1ー(1)ー③ー1 ? 6

C1ー(1)ー④ー1 ? 5

第２回（藤井）　　熱力学からみたくすり（1）

くすりの物理平衡や束一性的性質について理解を深める．

C1ー(2)ー④ー1 ? 4

C1ー(2)ー⑤ー1 ? 3

第３回（藤井）　　熱力学からみたくすり（2）

くすりの溶液での性質と化学ポテンシャルについて理解

を深める．

C1ー(2)ー⑥ー1 ? 4

C1ー(2)ー⑦ー1 ? 2

第４回（山原）　　熱力学からみたくすり(3)

くすりの分子集合体としての性質について理解を深める．

熱や仕事によるエネルギーの相互変換について理解を深

める．

C1ー(2)ー①ー1 ? 3

C1ー(2)ー②ー1 ? 7

C1ー(2)ー③ー1 ? 5

第５回（山原）　　経時によるくすりの変化（1）

くすりの安定性に影響を与える諸因子について理解を深

める．

C1ー(4)ー①ー1?4

第６回（山原）　　経時によるくすりの変化（2）

くすりの拡散・溶解・流動・沈降に影響を与える諸因子

について理解を深める．

E5ー(1)ー①ー3 ? 4

第７回（平野）　　化学平衡

分析の基礎について学ぶ。

（分析のバリデーションを中心に)

C2ー(1)ー①ー1 ? 3

酸と塩基について学ぶ。（医薬品への応用を中心に）

C2ー(2)ー①ー1 ? 2

各種の化学平衡について学ぶ。（医薬品への応用を中心

に）

C2ー(2)ー②ー1 ? 6

第８回（平野）　　化学物質の検出と定量

医薬品の容量分析法について学ぶ。（医薬品への応用を

中心に）

C2ー(3)ー②ー1 ? 5、7

クロマトグラフィー法について学ぶ。（医薬品への応用

を中心に）

C2ー(5)ー①ー1 ? 5

第９回（平野）　　化学物質の検出と定量(続)

医薬品中の定性分析について学ぶ。（医薬品への応用を

中心に）

C2ー(3)ー①ー1 ? 2

医薬品の容量分析法について学ぶ。（医薬品への応用を

中心に、純度試験）

C2ー(3)ー②ー6

第１０回（道田）　　分析技術の臨床応用(続)

医薬品分析の準備ならびに分析技術法について学ぶ。

（医薬品への応用を中心に）　(続)

C2ー(6)ー②ー1 ? 5

第１１回（道田）　　生体分子の解析法(続)

医薬品への分光分析法の応用について学ぶ。(続）

C2ー(4)ー①ー1 ? 6

第１２回（道田）　　生体分子の解析法(続)

医薬品ならびに臨床への核磁気共鳴スペクトル法、質量

分析法、X線結晶解析法、熱分析の応用について学ぶ。

C2ー(4)ー②ー1

C2ー(4)ー③ー1

C2ー(4)ー④ー1 ? 2

C2ー(4)ー⑤ー1 ? 2

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

1.0単位

機能性分子化学 [13～14]

袁　德其、瀧本　竜哉、福留　誠、北條　恵子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

集中講義

遠隔授業が必要な場合、URLをドットキャンバス経由で

通知する。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり５年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す５項目のうち、１と５を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

分子間相互作用、分子認識および分子設計の原理につい
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て解説した後、具体例を挙げて薬物の分子設計と分子認

識、構造と機能の関係について解説し、機能分子の設計、

合成および構造解析の最前線に触れる機会を提供する。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

A-(5)-①-2 講義、国内外の教科書・論文、検索情報等

の内容について、重要事項や問題点を抽出できる。

A-(5)-①-5 インターネット上の情報が持つ意味・特徴

を知り、情報倫理、情報セキュリティに配慮して活用で

きる。

C1-(1)-②-1 ファンデルワールス力について説明できる。

C1-(1)-②-2 静電相互作用について例を挙げて説明でき

る。

C1-(1)-②-3 双極子間相互作用について例を挙げて説明

できる。

C1-(1)-②-4 分散力について例を挙げて説明できる。

C1-(1)-②-5 水素結合について例を挙げて説明できる。

C1-(1)-②-6 電荷移動相互作用について例を挙げて説明

できる。

C1-(1)-②-7 疎水性相互作用について例を挙げて説明で

きる。

C4-(1)-①-1　代表的な生体高分子を構成する小分子（

アミノ酸、糖、脂質、ヌクレオチドなど）の構造に基づ

く化学的性質を説明できる。

C4-(1)-①-2医薬品と生体分子との相互作用を化学的な

観点（結合親和性と自由エネルギー変化、電子効果、立

体効果など）から説明できる。

C4-(3)-①-1医薬品と生体分子との相互作用を化学的な

観点（結合親和性と自由エネルギー変化、電子効果、立

体効果など）から説明できる。

C4-(3)-③-1代表的な医薬品のファーマコフォアについ

て概説できる。きる。

C4-(3)-③-2バイオアイソスター（生物学的等価体）に

ついて、代表的な例を挙げて概説できる。

C4-(3)-③-3医薬品に含まれる代表的な複素環を構造に

基づいて分類し、医薬品コンポーネントとしての性質を

説明できる。

C4-(3)-④-6ペプチドアナログの代表的医薬品を列挙し、

化学構造に基づく性質について説明できる。

AD-C1-⑤-1, 生体分子間相互作用の解析法を概説できる。

AD-C2-④-2, 化学発光・生物発光の原理およびそれを利

用する測定法を説明できる。

AD-C2-⑤-1, 核磁気共鳴（NMR）スペクトル測定法の生

体分子解析への応用例について説明できる。

AD-C2-⑥-1, 質量分析法の生体分子解析への応用例につ

いて説明できる。

AD-C3-⑭-1　課題として与えられた化合物の合成法を立

案できる。（知識・技能）

AD-C3-⑭-2　基本的な医薬品を合成できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

複素環化合物、ペプチド、ドラッグデザイン、分子認識、

分子イメージング

＜授業の進め方＞

授業計画に従って8回の講義を行なう。袁は第1回と第２

回を、瀧本は第3回と第4回を、北條は第5回と第６回を、

福留は第7回と第8回を分担する。

＜履修するにあたって＞

オフィスアワー：月曜日9:00 - 11:30

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として、参考書や文献を調査すること（目安と

して2時間）。

＜成績評価方法・基準＞

レポートの提出。100点満点の成績に基づいて評価する。

＜テキスト＞

オリジナルプリント

＜授業計画＞

第1回　複素環の性質と反応

ピリジン、ピロール、インドールおよびアゾール類芳香

族複素環の典型的性質と反応を解説する。

AD-C3-⑭-1、AD-C3-⑭-2

第2回　複素環の合成法

ピリジン、ピロール、インドールなどの代表的合成法に

ついて演習方式で学習する。

AD-C3-⑭-1、AD-C3-⑭-2

第3回　分子イメージング技術に対する有機化学からの

アプローチ（１）

１）分子イメージングおよびその主要技術について概説

できる。

２）分子イメージングプローブを用いた診断法の特徴を

概説できる。

３）各分子プローブの種類・特徴を理解できる。

４）各分子プローブの構造解析の手法について理解でき

る。

AD-C1-⑤-1、AD-C2-④-2、AD-C2-⑤-1、AD-C2-⑥-1

第4回　分子イメージング技術に対する有機化学からの

アプローチ（２）

１）代表的な分子プローブを取り上げ、その設計、合成

および解析方法を解説できる。

２）ユニークな物性を有する炭素化合物（フラーレン、

カーボンナノチューブ、

ダイヤモンド）の性質、およびその表面修飾法、解析法

について概説できる。

３）ユニークな物性を有する炭素化合物（フラーレン、

カーボンナノチューブ、ダイヤモンド）の医療応用につ

いて概説できる。

４）標的組織を高感度検出するための、分子プローブの

設計法について概説できる。

AD-C1-⑤-1、AD-C2-④-2、AD-C2-⑤-1、AD-C2-⑥-1

第5回　最新ペプチド合成技術とその創薬研究への応用
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（１）

ペプチド合成の新技術とライゲーション法によるペプチ

ド・糖タンパクの合成と創薬応用について解説する。

C4-(1)-①-1、C4-(1)-①-2、C4-(3)-①-1、C4-(3)-④-6、

C4-(3)-③-1～C4-(3)-③-3

第6回　最新ペプチド合成技術とその創薬研究への応用

（２）

ペプチドの立体構造と機能解析と機能性ペプチドの設計

合成とその創薬応用について解説する。

C4-(1)-①-1、C4-(1)-①-2、C4-(3)-①-1、C4-(3)-④-6、

C4-(3)-③-１～C4-(3)-③-3

第7回　分子認識化学

SGD形式で分子間の非共有結合相互作用を学ぶ。

C1-(1)-②-1～C1-(1)-②-7

第8回　バイオミメティクス

天然分子機能を人工分子により模倣する化学を題材とし

て、最新論文をインターネットから獲得し、当該論文の

内容をSGDを通して理解する。

A-(5)-①-2、A-(5)-①-5

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

1.0単位

機能性分子化学 [15～18]

袁　德其、瀧本　竜哉、福留　誠、北條　恵子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1と５を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

分子間相互作用、分子認識および分子設計の原理につい

て解説した後、具体例を挙げて薬物の分子設計と分子認

識、構造と機能の関係について解説し、機能分子の設計、

合成および構造解析の最前線に触れる機会を提供する。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

A-(5)-①-2 講義、国内外の教科書・論文、検索情報等

の内容について、重要事項や問題点を抽出できる。

A-(5)-①-5 インターネット上の情報が持つ意味・特徴

を知り、情報倫理、情報セキュリティに配慮して活用で

きる。

C1-(1)-②-1 ファンデルワールス力について説明できる。

C1-(1)-②-2 静電相互作用について例を挙げて説明でき

る。

C1-(1)-②-3 双極子間相互作用について例を挙げて説明

できる。

C1-(1)-②-4 分散力について例を挙げて説明できる。

C1-(1)-②-5 水素結合について例を挙げて説明できる。

C1-(1)-②-6 電荷移動相互作用について例を挙げて説明

できる。

C1-(1)-②-7 疎水性相互作用について例を挙げて説明で

きる。

C4-(1)-①-1　代表的な生体高分子を構成する小分子（

アミノ酸、糖、脂質、ヌクレオチドなど）の構造に基づ

く化学的性質を説明できる。

C4-(1)-①-2医薬品と生体分子との相互作用を化学的な

観点（結合親和性と自由エネルギー変化、電子効果、立

体効果など）から説明できる。

C4-(3)-①-1医薬品と生体分子との相互作用を化学的な

観点（結合親和性と自由エネルギー変化、電子効果、立

体効果など）から説明できる。

C4-(3)-③-1代表的な医薬品のファーマコフォアについ

て概説できる。きる。

C4-(3)-③-2バイオアイソスター（生物学的等価体）に

ついて、代表的な例を挙げて概説できる。

C4-(3)-③-3医薬品に含まれる代表的な複素環を構造に

基づいて分類し、医薬品コンポーネントとしての性質を

説明できる。

C4-(3)-④-6ペプチドアナログの代表的医薬品を列挙し、

化学構造に基づく性質について説明できる。

AD-C1-⑤-1, 生体分子間相互作用の解析法を概説できる。

AD-C2-④-2, 化学発光・生物発光の原理およびそれを利

用する測定法を説明できる。

AD-C2-⑤-1, 核磁気共鳴（NMR）スペクトル測定法の生

体分子解析への応用例について説明できる。

AD-C2-⑥-1, 質量分析法の生体分子解析への応用例につ

いて説明できる。

AD-C3-⑭-1　課題として与えられた化合物の合成法を立

案できる。（知識・技能）

AD-C3-⑭-2　基本的な医薬品を合成できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

複素環化合物、ペプチド、ドラッグデザイン、分子認識、

分子イメージング

＜授業の進め方＞

授業計画に従って8回の講義を行なう。袁は第1回と第２

回を、瀧本は第3回と第4回を、北條は第5回と第６回を、

福留は第7回と第8回を分担する。

＜履修するにあたって＞

オフィスアワー：月曜日9:00-11:30

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として、参考書や文献を調査すること（目安と

して2時間）。

＜成績評価方法・基準＞

レポートの提出。100点満点の成績に基づいて評価する。
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＜テキスト＞

オリジナルプリント

＜授業計画＞

第1回　複素環の性質と反応

ピリジン、ピロール、インドールおよびアゾール類芳香

族複素環の典型的性質と反応を解説する。

AD-C3-⑭-1、AD-C3-⑭-2

第2回　複素環の合成

ピリジン、ピロール、インドールなどの代表的合成法に

ついて演習方式で学習する。

AD-C3-⑭-1、AD-C3-⑭-2

第3回　分子イメージング技術に対する有機化学からの

アプローチ（１）

１）分子イメージングおよびその主要技術について概説

できる。

２）分子イメージングプローブを用いた診断法の特徴を

概説できる。

３）各分子プローブの種類・特徴を理解できる。

４）各分子プローブの構造解析の手法について理解でき

る。

AD-C1-⑤-1、AD-C2-④-2、AD-C2-⑤-1、AD-C2-⑥-1

第4回　分子イメージング技術に対する有機化学からの

アプローチ（２）

１）代表的な分子プローブを取り上げ、その設計、合成

および解析方法を解説できる。

２）ユニークな物性を有する炭素化合物（フラーレン、

カーボンナノチューブ、

ダイヤモンド）の性質、およびその表面修飾法、解析法

について概説できる。

３）ユニークな物性を有する炭素化合物（フラーレン、

カーボンナノチューブ、ダイヤモンド）の医療応用につ

いて概説できる。

４）標的組織を高感度検出するための、分子プローブの

設計法について概説できる。

AD-C1-⑤-1、AD-C2-④-2、AD-C2-⑤-1、AD-C2-⑥-1

第5回　最新ペプチド合成技術とその創薬研究への応用

（１）

ペプチド合成の新技術とライゲーション法によるペプチ

ド・糖タンパクの合成と創薬応用について解説する。

C4-(1)-①-1、C4-(1)-①-2、C4-(3)-①-1、C4-(3)-④-6、

C4-(3)-③-1～C4-(3)-③-3

第6回　最新ペプチド合成技術とその創薬研究への応用

（２）

ペプチドの立体構造と機能解析と機能性ペプチドの設計

合成とその創薬応用について解説する。

C4-(1)-①-1、C4-(1)-①-2、C4-(3)-①-1、C4-(3)-④-6、

C4-(3)-③-１～C4-(3)-③-3

第7回　分子認識化学

SGD形式で分子間の非共有結合相互作用を学ぶ。

C1-(1)-②-1～C1-(1)-②-7

第8回　バイオミメティクス

天然分子機能を人工分子により模倣する化学を題材とし

て、最新論文をインターネットから獲得し、当該論文の

内容をSGDを通して理解する。

A-(5)-①-2、A-(5)-①-5

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

健康食品・サプリメントを知る

髙橋　隆幸、中川　公恵

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業です。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1,2,3,6,7,8

を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

　健康志向の上昇に伴い生産量、消費量が増大している

健康食品やサプリメントに関する正しい知識を習得し、

日常生活における栄養摂取に対するこれらの食品の役割

について考えるとともに、これらの食品による健康障害

の可能性についても考え対処できる知識と意識を育てる。

また、この目標を達成するため「栄養と健康」に関する

基本的な知識の再確認も併せて行う。

　第１回から5回は高橋が担当し、第6回から12回は中川

が担当する。13回から15回は、話題の内容により中川ま

たは高橋が担当する。

　授業計画の主語は「学生諸君」である。

＜到達目標＞

「栄養と健康」に関する基本的な知識の再確認を行なう

ことで、健康食品やサプリメントが抱える問題点を認識

し、これらのことに対処できる知識と意識を育てること

を目標とする。

C9-(1)-④-1,2,3【ビタミン】

1.水溶性ビタミンを列挙し、各々の構造、基本的性質、

補酵素や補欠分子として関与する生体内反応について説

明できる。

2.脂溶性ビタミンを列挙し、各々の構造、基本的性質と

生理機能を説明できる。

3.ビタミンの欠乏と過剰による症状を説明できる。

C9-(4)-①-1【栄養素の利用】

1.食物中の栄養成分の消化・吸収、体内運搬について概

説できる。

C11-(1)-①-1,2,3,4,5,6,7,8 【栄養素】

1.栄養素（三大栄養素、ビタミン、ミネラル）を列挙し、
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それぞれの役割について説明できる。

2.各栄養素の消化、吸収、代謝のプロセスを概説できる。

3.脂質の体内運搬における血漿リポタンパク質の栄養的

意義を説明できる。

4.食品中のタンパク質の栄養的な価値(栄養価)を説明で

きる。

5.エネルギー代謝に関わる基礎代謝量、呼吸商、エネル

ギー所要量の意味を説明できる。

6.栄養素の栄養所要量の意義について説明できる。

7.日本における栄養摂取の現状と問題点について説明で

きる。

8.栄養素の過不足によるおもな疾病を列挙し、説明でき

る。

C11-(1)-②-1,2,3,4,5,6,7,9,10【食品の品質と管理】

1.食品が腐敗する機構について説明できる。

2.油脂が変敗する機構を説明し，油脂の変質試験を実施

できる。(知識・技能)

3.食品の褐変を引き起こす主な反応とその機構を説明で

きる。

4.食品の変質を防ぐ方法(保存法)を説明できる。

5.食品成分由来の発がん物質を列挙し、その生成機構を

説明できる。

6.代表的な食品添加物を用途別に列挙し、それらの働き

を説明できる。

7.食品添加物の法的規制と問題点について説明できる。

9.代表的な保健機能食品を列挙し、その特徴を説明でき

る。

10.遺伝子組換え食品の現状を説明し、その問題点につ

いて討議する。（知識・態度）

C11-(1)-③-1,2,3,4,5【食中毒】

1.食中毒の種類を列挙し、発生状況を説明できる。

2.代表的な細菌性・ウィルス性食中毒を列挙し、それら

の原因となる微生物の性質、症状、原因食品および予防

方法について説明できる。

3.食中毒の原因となる自然毒を列挙し、その原因物質、

作用機構、症状の特徴を説明できる。

4.代表的なマイコトキシンを列挙し、それによる健康障

害について概説できる。

5.化学物質(重金属、残留農薬など）による食品汚染の

具体例を挙げ、ヒトの健康に及ぼす影響を説明できる。

＜授業のキーワード＞

栄養素、炭水化物、糖質、脂質、タンパク質、ビタミン、

ミネラル(無機質）、エネルギー代謝、食品衛生、変質、

変敗、食中毒、食品添加物、発がん物質

＜授業の進め方＞

授業計画に従っておこないます。

＜履修するにあたって＞

中川のオフィスアワーは月曜日～金曜日16:00～18:00で

す。高橋のオフィスアワーは、月曜日～金曜日は２限と

３限の間の昼休みと夕方５時以降、土曜日は午前９時か

ら午後３時の間にいたしますが、それ以外の時間でも在

室の場合は随時対応いたします。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、当日の講義範囲を確認ておくこと（目

安として0.5時間）。事後学習として、教科書、参考書

などで復習しておくこと（目安として1時間）。

＜成績評価方法・基準＞

高橋40%、中川60%の計100%（100点）で評価します。

高橋：

dotCampus, Microsoft Formsなどを利用した小試験で評

価する予定です。（100%）

今後の状況により変更も考えられますので、変更が生じ

た場合は授業内で連絡します。

中川：

講義受講状況および講義中またはオンデマンド配信によ

る小テストにより評価します。（100%）

＜テキスト＞

配布プリント

＜参考図書＞

高橋典子、山﨑正博編集、「My衛生薬学」（テコム）

＜授業計画＞

第１回(高橋)　三大栄養素

①三大栄養素の働きや栄養評価について復習する。

②サプリメントや健康食品として市販されている、三大

栄養素に関係した製品の作用について考える。C9-(4)-

①-1

C11-(1)-①-1,2,3,4

第２回(高橋)　ビタミン

①ビタミンの生体内での働きについて復習する。

②サプリメントや健康食品として市販されている、ビタ

ミンに関係した製品の効果について考える。

C9-(1)-④-1,2,3

C11-(1)-①-1

第３回(高橋)　ミネラル・その他栄養素

①ミネラル、水、食物繊維の生体内での働きについて復

習する。

②サプリメントや健康食品として市販されている、ミネ

ラルや食物繊維の効能を考える。

C11-(1)-①-1

第４回(高橋)　エネルギー代謝

①エネルギー代謝について復習する。

②サプリメントや健康食品のエネルギー代謝に対する影

響を理解する。C11-(1)-①-5

第５回(高橋)　1) 食事摂取基準

2) 栄養摂取の現状と問題点

①食事摂取基準について復習する。

②サプリメントや健康食品の過剰摂取による人体への影

響を考える。
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①栄養素等の摂取量の年次推移から、日本人の食生活の

変化を理解する。

②栄養素の摂取と疾病との関係を理解する。

C11-(1)-①-5,6,7,8①食事摂取基準について復習する。

②サプリメントや健康食品の過剰摂取による人体への影

響を考える。

C11-(1)-①-6,7,8

第６回(中川)　食品の変質とその防止

食品の腐敗と変敗についてそれぞれの機構ならびに指標

が説明できる。また、食品の変質防止方法を列挙できる。

　C11-(1)-②-1,2,3,4,5

第７回(中川)　食中毒

食中毒をその原因別に分類し、それぞれの具体例を挙げ

て説明できる。次回次々回と３回に渡って実施する。1.

食中毒の種類を列挙し、発生状況を説明できる。

2.代表的な細菌性・ウィルス性食中毒を列挙し、それら

の原因となる微生物の性質、症状、原因食品および予防

方法について説明できる。

3.食中毒の原因となる自然毒を列挙し、その原因物質、

作用機構、症状の特徴を説明できる。

4.代表的なマイコトキシンを列挙し、それによる健康障

害について概説できる。

7.化学物質(重金属、残留農薬など）による食品汚染の

具体例を挙げ、ヒトの健康に及ぼす影響を説明できる。

C11-(1)-③-1,2,3,4,5

第８回(中川)　食中毒

前回に引き続き食中毒原因の具体例を挙げて説明できる。

1.食中毒の種類を列挙し、発生状況を説明できる。

2.代表的な細菌性・ウィルス性食中毒を列挙し、それら

の原因となる微生物の性質、症状、原因食品および予防

方法について説明できる。

3.食中毒の原因となる自然毒を列挙し、その原因物質、

作用機構、症状の特徴を説明できる。

第９回(中川)　食中毒統計を読み解く

我が国の食中毒の現状について、食中毒統計より把握し、

具体的な防止策を提案する。C11-(1)-③-1

第１０回(中川)　食品添加物

食品添加物に関する法的規制、食品添加物公定書、各種

基準について理解する。C11-(1)-②-7

第１１回(中川)　食品添加物

食品添加物の種類、用途、確認試験を具体例を挙げ説明

できる。C11-(1)-②-6

第１２回(中川)　最近の食糧事情と我が国の政策

我が国の食糧自給率の推移、遺伝子組み換え食品、食品

の安全確保体制、保健機能食品、食品の表示などについ

て説明できる。C11-(1)-②-9,10

第１３回　栄養・食品衛生に関する話題(1)

最新情報について紹介し開設できる。

第１４回　栄養・食品衛生に関する話題(2)

最新情報について紹介し開設できる。

第１５回　食品衛生のまとめと将来へ向けての課題

我が国における食品の安全確保の現状を的確に説明し、

将来にむけての対策を提案する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1 単位

原著論文 [15～18]

角田　慎一、安藤　徹、池村　舞、市川　秀喜、稲垣

冬彦、井上　雅己、入江　慶、内海　美保、榎本　理世、

袁　德其、岡本　正志、小野寺　章、糟谷　史代、神谷

　浩平、亀井　敬泰、上町　亜希子、岸本　修一、久米

　典昭、黒井　邦巧、白川　晶一、新　真理子、杉岡

信幸、鷹野　正興、髙橋　隆幸、瀧本　竜哉、武田　真

莉子、辰見　明俊、辻本　貴江、津田　裕子、寺田　侑

加、徳山　尚吾、中川　公恵、中川　左理、中本　賀寿

夫、楢原　正則、橋本　保彦、濱田　美知子、日置　和

人、平岩　英培、平岡　義範、平野　裕之、福島　昭二、

福留　誠、藤井　文彦、二木　梓、北條　恵子、前田

光子、道田　隆、村上　遼、山口　孝子、屋山　勝俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり４年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、１を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

指導教員が指定した、または自ら選定した英語原著論文

を熟読し、その内容を的確にプレゼンテーションするこ

とをとおして、薬学を中心とした自然科学の分野で必要

とされる英語の基礎力を身につける。また、論文の核心

である“三論”（論点、論拠、論証）を正確にキャッチ

し、その論文の新規性や問題点などを読み取り、議論で

きる能力を養うことを目的とする。

＜到達目標＞

以下のSBOsを到達目標とする。

JBー(3)ー①ー1　 科学、医療に関連する英語の代表的

な用語を列挙し、その内容を説明できる。

JBー(3)ー①ー2　 科学、医療に関して英語で書かれた

文章を読んで、内容を説明できる。

JBー(3)ー②ー1　 自己紹介文、手紙文などを英語で書

くことができる。（知識・技能）

JBー(3)ー②ー2　 自然科学各分野における基本的単位、

数値、現象の英語表現を列記できる。

JBー(3)ー②ー3　 科学、医療に関連する英語の代表的

な用語、英語表現を列記できる。

JBー(3)ー②ー4　 科学、医療に関連する簡単な文章を
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英語で書くことができる。（知識・技能）

JBー(3)ー③ー1　 英語の基礎的音声を聞き分けること

ができる。（技能）

JBー(3)ー③ー2　 英語の会話を聞いて内容を理解して

要約できる。（技能）

JBー(3)ー③ー3　 英語による簡単なコミュニケーショ

ンができる。（技能・態度）

JBー(3)ー③ー4　 科学、医療に関連する代表的な用語

を英語で発音できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

薬学英語、原著論文

＜授業の進め方＞

配属研究室で担当教員による指導が行われる。原著論文

の選定や輪読会のスケジュールなど授業全般の進め方に

ついては配属研究室で指示される。

＜履修するにあたって＞

配属研究室で指示される。

＜授業時間外に必要な学修＞

配属研究室で指示される。

＜提出課題など＞

配属研究室で指示される。

＜成績評価方法・基準＞

評価は、英語原著論文の読解への取り組み状況、輪読会

での発表状況（内容、態度、質疑応答など）をもとに行

う。

＜テキスト＞

配属研究室で指示される。

＜参考図書＞

配属研究室で指示される。

＜授業計画＞

英語学術論文の選定と読解

輪読会におけるプレゼンテーション

自らの研究テーマに沿って選定した英語原著論文を熟読

し、学術論文の構成や専門語句などについての知識を習

得するとともに、読解する。その著述内容を適切にまと

め、配属研究室の輪読会などで解説・プレゼンテーショ

ンするとともに、議論する。

JBー(3)ー①ー1 ? 2、JBー(3)ー②ー1 ? 4、JBー(3)ー③

ー1 ? 4

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

原著論文 [19～]

角田　慎一、安藤　徹、池村　舞、市川　秀喜、稲垣

冬彦、井上　雅己、入江　慶、内海　美保、榎本　理世、

袁　德其、岡本　正志、小野寺　章、糟谷　史代、神谷

　浩平、亀井　敬泰、上町　亜希子、岸本　修一、久米

　典昭、黒井　邦巧、白川　晶一、新　真理子、杉岡

信幸、鷹野　正興、髙橋　隆幸、瀧本　竜哉、武田　真

莉子、辰見　明俊、辻本　貴江、津田　裕子、寺田　侑

加、徳山　尚吾、中川　公恵、中川　左理、中本　賀寿

夫、楢原　正則、橋本　保彦、濱田　美知子、日置　和

人、平岩　英培、平岡　義範、平野　裕之、福島　昭二、

福留　誠、藤井　文彦、二木　梓、北條　恵子、前田

光子、道田　隆、村上　遼、山口　孝子、屋山　勝俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、必

須語学群であり４年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、１を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

指導教員が指定した、または自ら選定した英語原著論文

を熟読し、その内容を的確にプレゼンテーションするこ

とをとおして、薬学を中心とした自然科学の分野で必要

とされる英語の基礎力を身につける。また、論文の核心

である“三論”（論点、論拠、論証）を正確にキャッチ

し、その論文の新規性や問題点などを読み取り、議論で

きる能力を養うことを目的とする。

＜到達目標＞

以下のSBOsを到達目標とする。

JBー(3)ー①ー1　 科学、医療に関連する英語の代表的

な用語を列挙し、その内容を説明できる。

JBー(3)ー①ー2　 科学、医療に関して英語で書かれた

文章を読んで、内容を説明できる。

JBー(3)ー②ー1　 自己紹介文、手紙文などを英語で書

くことができる。（知識・技能）

JBー(3)ー②ー2　 自然科学各分野における基本的単位、

数値、現象の英語表現を列記できる。

JBー(3)ー②ー3　 科学、医療に関連する英語の代表的

な用語、英語表現を列記できる。

JBー(3)ー②ー4　 科学、医療に関連する簡単な文章を

英語で書くことができる。（知識・技能）

JBー(3)ー③ー1　 英語の基礎的音声を聞き分けること
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ができる。（技能）

JBー(3)ー③ー2　 英語の会話を聞いて内容を理解して

要約できる。（技能）

JBー(3)ー③ー3　 英語による簡単なコミュニケーショ

ンができる。（技能・態度）

JBー(3)ー③ー4　 科学、医療に関連する代表的な用語

を英語で発音できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

薬学英語、原著論文

＜授業の進め方＞

配属研究室で担当教員による指導が行われる。原著論文

の選定や輪読会のスケジュールなど授業全般の進め方に

ついては配属研究室で指示される。

＜履修するにあたって＞

配属研究室で指示される。

＜授業時間外に必要な学修＞

配属研究室で指示される。

＜提出課題など＞

配属研究室で指示される。

＜成績評価方法・基準＞

評価は、英語原著論文の読解への取り組み状況、輪読会

での発表状況（内容、態度、質疑応答など）をもとに行

う。

＜テキスト＞

配属研究室で指示される。

＜参考図書＞

配属研究室で指示される。

＜授業計画＞

英語学術論文の選定と読解

輪読会におけるプレゼンテーション

自らの研究テーマに沿って選定した英語原著論文を熟読

し、学術論文の構成や専門語句などについての知識を習

得するとともに、読解する。その著述内容を適切にまと

め、配属研究室の輪読会などでプレゼンテーション及び

討論を行う。

JBー(3)ー①ー1 ? 2、JBー(3)ー②ー1 ? 4、JBー(3)ー③

ー1 ? 4

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

1.0単位

抗加齢薬学 [13～14]

岡本　正志

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義と演習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり5年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、6と7を目指

す。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

本学は、建学の精神「真理愛好・個性尊重」すなわち「

学びと知の探究を通じて、普遍的な学問体系の英知に触

れる喜びを実感し、その過程で自己と他者の個性に気づ

き、互いの存在をこよなく尊重すること」を実践する。

教育目標として「自主的で個性豊かな良識ある社会人」

の育成を目指している。加えて、薬学部は、医療人とし

ての薬剤師に必要な知識及び技能を修得させ、社会の求

める医療のニーズに応えうる問題解決能力を持った学士

（薬学）の育成を行うとともに、高度の専門知識・技能

を持った薬剤師の養成を目的としている。この目的を達

成するためのカリキュラムを通して、以下の基本的資質、

態度、能力を身につけた学生に学位を授与する。

1.医療人として、豊かな人間性と高い倫理観、広い教養

をもち、人の命と健康的な生活を守る使命感、責任感を

有している。

2.科学者として、医薬品を含む化学物質等の特性や生体

・環境への作用と影響、及び人体の構造と機能、疾病の

成り立ちを理解するのに必要な科学に関する基本的な知

識を有している。

3.薬の専門家として、医薬品及び薬物治療についての専

門的な知識を有している。

4.医療人として、患者の背景を理解し、多職種との相互

理解を深め、積極的に連携・協力し、薬剤師に求められ

る行動を実践する能力を有している。

5.薬剤師として、患者状態の把握、必要な情報収集と活

用、安全で有効な薬物療法の実施と評価等の薬学的管理

を実践する能力を有している。

6.医療の担い手として、人々の健康増進、公衆衛生の向

上に貢献する能力を有している。

7.医療人として、医療を取り巻く課題に気づき、それら

を考察し、課題解決に貢献できる能力を有している。

8.薬剤師として、進歩する医療に対して常に関心や学習

意欲をもち、生涯にわたり自己研鑚に励む態度を有して

いる。

ヒトの健康の維持や疾病の予防・治療にたずさわる薬剤

師に必要とされるからだの構造と機能の基礎を講述する。

　ヒトの健康の維持や疾病の予防・治療にたずさわる薬

剤師に必要とされるからだの構造と機能の基礎を講述し

ます。

＜到達目標＞

生涯にわたって自ら学ぶことの必要性・重要性を理解し、

修得した知識・技能・態度を確実に次世代へ継承する意

欲と行動力を身につける。以下の各SBOsを到達目標とす

る。A-(5)-①-1　医療・福祉・医薬品に関わる問題、社

会的動向、科学の進歩に常に目を向け、自ら課題を見出

し、解決に向けて努力する。　A-(5)-①-2　講義、国内

外の教科書・論文、検索情報等の内容について、重要事

項や問題点を抽出できる。



- 188 -

＜授業のキーワード＞

加齢性疾患、代替医療、老化遺伝子、再生医療、ＩＰＳ

細胞

＜授業の進め方＞

授業計画に従って講義と演習を行ないます。

＜履修するにあたって＞

オフィスアワー：火曜日の12:45～13:30

＜授業時間外に必要な学修＞

必ず事後学習（復習1時間）すること。

＜提出課題など＞

提出課題については、講義時に連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験は実施しない。提出課題（50点）、演習時のプ

レゼンテーション・内容・質疑応答・態度（50点）で総

合的に評価する。

＜テキスト＞

適宜指示する。

＜参考図書＞

適宜指示する。

＜授業計画＞

第1回　加齢とは

1. 加齢の定義を説明できる。

2. 加齢にともなう身体変化について説明できる。

A-(5)-①-1. -2.

第2回　演習(1)

1. 加齢性疾患を治療・予防するための薬剤師の役割を

議論することできる。

A-(5)-①-1. -2.

第3回　老化遺伝子

1. 老化遺伝子の概説できる。

A-(5)-①-1. -2.

第4回　演習(2)

1. 老化遺伝子についての最近の情報を提供できる。

A-(5)-①-1. -2.

第5回　代替医療

1. 加齢性疾患に対する代替医療を列挙できる。

A-(5)-①-1. -2.

第6回　演習(3)

1. 加齢性疾患に対する代替医療について、薬剤師の役

割を議論することができる。A-(5)-①-1. -2.

第7回　再生医療

1. 再生医療の現状を概説できる。

A-(5)-①-1. -2.

第8回　演習(4)

1. 再生医療の現状についての最近の情報を提供できる。

A-(5)-①-1. -2.

第9回

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

1.0単位

抗加齢薬学 [15～18]

岡本　正志

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義と演習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり5年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、6と7を目指

す。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

本学は、建学の精神「真理愛好・個性尊重」すなわち「

学びと知の探究を通じて、普遍的な学問体系の英知に触

れる喜びを実感し、その過程で自己と他者の個性に気づ

き、互いの存在をこよなく尊重すること」を実践する。

教育目標として「自主的で個性豊かな良識ある社会人」

の育成を目指している。加えて、薬学部は、医療人とし

ての薬剤師に必要な知識及び技能を修得させ、社会の求

める医療のニーズに応えうる問題解決能力を持った学士

（薬学）の育成を行うとともに、高度の専門知識・技能

を持った薬剤師の養成を目的としている。この目的を達

成するためのカリキュラムを通して、以下の基本的資質、

態度、能力を身につけた学生に学位を授与する。

1.医療人として、豊かな人間性と高い倫理観、広い教養

をもち、人の命と健康的な生活を守る使命感、責任感を

有している。

2.科学者として、医薬品を含む化学物質等の特性や生体

・環境への作用と影響、及び人体の構造と機能、疾病の

成り立ちを理解するのに必要な科学に関する基本的な知

識を有している。

3.薬の専門家として、医薬品及び薬物治療についての専

門的な知識を有している。

4.医療人として、患者の背景を理解し、多職種との相互

理解を深め、積極的に連携・協力し、薬剤師に求められ

る行動を実践する能力を有している。

5.薬剤師として、患者状態の把握、必要な情報収集と活

用、安全で有効な薬物療法の実施と評価等の薬学的管理

を実践する能力を有している。

6.医療の担い手として、人々の健康増進、公衆衛生の向

上に貢献する能力を有している。

7.医療人として、医療を取り巻く課題に気づき、それら

を考察し、課題解決に貢献できる能力を有している。

8.薬剤師として、進歩する医療に対して常に関心や学習

意欲をもち、生涯にわたり自己研鑚に励む態度を有して

いる。

ヒトの健康の維持や疾病の予防・治療にたずさわる薬剤
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師に必要とされるからだの構造と機能の基礎を講述する。

　ヒトの健康の維持や疾病の予防・治療にたずさわる薬

剤師に必要とされるからだの構造と機能の基礎を講述し

ます。

＜到達目標＞

生涯にわたって自ら学ぶことの必要性・重要性を理解し、

修得した知識・技能・態度を確実に次世代へ継承する意

欲と行動力を身につける。以下の各SBOsを到達目標とす

る。A-(5)-①-1　医療・福祉・医薬品に関わる問題、社

会的動向、科学の進歩に常に目を向け、自ら課題を見出

し、解決に向けて努力する。　A-(5)-①-2　講義、国内

外の教科書・論文、検索情報等の内容について、重要事

項や問題点を抽出できる。

＜授業のキーワード＞

加齢性疾患、代替医療、老化遺伝子、再生医療、ＩＰＳ

細胞

＜授業の進め方＞

授業計画に従って講義と演習を行ないます。

＜履修するにあたって＞

オフィスアワー：火曜日の12:45～13:30

＜授業時間外に必要な学修＞

必ず事後学習（復習1時間）すること。

＜提出課題など＞

提出課題については、講義時に連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験は実施しない。提出課題（50点）、演習時のプ

レゼンテーション・内容・質疑応答・態度（50点）で総

合的に評価する。

＜テキスト＞

適宜指示する。

＜参考図書＞

適宜指示する。

＜授業計画＞

第1回　加齢とは

1. 加齢の定義を説明できる。

2. 加齢にともなう身体変化について説明できる。

A-(5)-①-1. -2.

第2回　演習(1)

1. 加齢性疾患を治療・予防するための薬剤師の役割を

議論することできる。

A-(5)-①-1. -2.

第3回　老化遺伝子

1. 老化遺伝子の概説できる。

A-(5)-①-1. -2.

第4回　演習(2)

1. 老化遺伝子についての最近の情報を提供できる。

A-(5)-①-1. -2.

第5回　代替医療

1. 加齢性疾患に対する代替医療を列挙できる。

A-(5)-①-1. -2.

第6回　演習(3)

1. 加齢性疾患に対する代替医療について、薬剤師の役

割を議論することができる。A-(5)-①-1. -2.

第7回　再生医療

1. 再生医療の現状を概説できる。

A-(5)-①-1. -2.

第8回　演習(4)

1. 再生医療の現状についての最近の情報を提供できる。

A-(5)-①-1. -2.

第9回

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

高齢者介護にかかわる

上町　亜希子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1、5、6を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, https://w

ww.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dip

loma.html#PHA}

薬局における業務を中心として、社会から求められてい

る薬剤師業務を実践するために必要な知識を修得する。

なお、この授業の担当者は薬局での薬剤師経験を5年間

以上経験している実務家教員であり、より実践的な観点

から

健康サポート、在宅医療などの薬剤師実務を解説するも

のとする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

Aー(2)ー②ー2　医療の担い手が守るべき倫理規範を説

明できる。

Aー(3)ー③ー1　病気が患者に及ぼす心理的影響につい

て説明できる。

Aー(3)ー③ー2　患者の心理状態を把握し、配慮する。

Aー(3)ー③ー3　患者の家族の心理状態を把握し、配慮

する。

Aー(3)ー④ー1　チームワークの重要性を例示して説明

できる。

Bー(1)ー②ー1　薬剤師の活動分野（医療機関、製薬企

業、衛生行政など）について概説できる。
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Bー(1)ー②ー2　薬剤師と共に働く医療チームの職種を

挙げ、その仕事を概説できる。

Bー(1)ー②ー3　医薬品の適正使用における薬剤師の役

割について概説できる。

Bー(1)ー④ー3　薬害について具体例を挙げ、その背景

を概説できる。

C11ー(3)ー②ー1 疾病の予防について、一次、二次、三

次予防という言葉を用いて説明できる。

C11ー(3)ー②ー2 疾病の予防における予防接種の意義に

ついて説明できる。

C11ー(3)ー④ー3 食生活と喫煙などの生活習慣と疾病の

関わりについて説明できる。

C15ー(3)ー②ー1　新生児、乳児に対する薬物治療で注

意すべき点を説明できる。

C15ー(3)ー②ー2　幼児、小児に対する薬物治療で注意

すべき点を説明できる。

C15ー(3)ー③ー1　生殖、妊娠時における薬物治療で注

意すべき点を説明できる。

C15ー(3)ー③ー2　授乳婦に対する薬物治療で注意すべ

き点を説明できる。

C18ー(1)ー①ー1　薬剤師の医療の担い手としての倫理

的責任を自覚する。

C18ー(1)ー①ー2　医療過誤、リスクマネージメントに

おける薬剤師の責任と義務を果たす。

C18ー(1)ー②ー3　薬剤師法の重要な項目を列挙し、そ

の内容を説明できる。

C18ー(1)ー②ー5　医師法、歯科医師法、保健師助産師

看護師法などの関連法規と薬剤師の関わりを説明できる。

C18ー(1)ー③ー1　麻薬及び向精神薬取締法を概説し、

規制される代表的な医薬品を列挙できる。

C18ー(1)ー③ー2　覚せい剤取締法を概説し、規制され

る代表的な医薬品を列挙できる。

C18ー(1)ー③ー3　大麻取締法およびあへん法を概説で

きる。

C18ー(1)ー③ー4　毒物及び劇物取締法を概説できる。

C18ー(3)ー①ー1　地域薬局の役割を列挙できる。

C18ー(3)ー①ー2　在宅医療および居宅介護における薬

局と薬剤師の役割を説明できる。

C18ー(3)ー①ー3　学校薬剤師の役割を説明できる。

C18ー(3)ー②ー3　かかりつけ薬局の意義を説明できる。

C18ー(3)ー③ー4　調剤報酬および調剤報酬明細書（レ

セプト）について説明できる。

C18ー(3)ー④ー2　主な一般用医薬品（OTC薬）を列挙し、

使用目的を説明できる。

C18ー(3)ー④ー3　漢方薬、生活改善薬、サプリメント、

保健機能食品について概説できる。

Dー(1)ー①ー1　医療における薬剤師の使命や倫理など

について概説できる。

Dー(1)ー②ー4　医療チームの構成や各構成員の役割、

連携と責任体制を説明できる。

Dー(1)ー②ー5　チーム医療における薬剤師の役割を説

明できる。

Dー(2)ー①ー4　調剤を法的根拠に基づいて説明できる。

Dー(2)ー②ー7　代表的な医薬品の用法・用量および投

与計画について説明できる。

Dー(2)ー②ー10　患者の特性に適した用量を計算できる。

Dー(2)ー②ー11　病態（腎、肝疾患など）に適した用量

設定について説明できる。

Dー(2)ー③ー12　服薬指導の意義を法的、倫理的、科学

的根拠に基づいて説明できる。

Dー(3)ー①ー2　代表的な配合変化の組み合わせとその

理由を説明できる。

Dー(3)ー②ー6　代表的な医薬品について効能・効果、

用法・用量を列挙できる。

Dー(3)ー②ー7　代表的な医薬品について警告、禁忌、

副作用を列挙できる。

Dー(3)ー②ー8　代表的な医薬品について相互作用を列

挙できる。

Dー(3)ー①ー1　疑義照会の意義について、法的根拠を

含めて説明できる。

Dー(3)ー①ー4　不適切な処方せん例について、その理

由を説明できる。

Dー(3)ー②ー9　疑義照会の流れを説明できる。

Dー(4)ー①ー1　医薬品管理の意義と必要性について説

明できる。

Dー(4)ー①ー2　代表的な剤形の安定性、保存性につい

て説明できる。

Dー(4)ー③ー13　薬局製剤の意義、調製上の手続き、品

質管理などについて説明できる。

Dー(5)ー②ー4　代表的な医薬品の副作用の初期症状と

検査所見を具体的に説明できる。

Dー(6)ー①ー2　代表的な医薬品の服薬指導上の注意点

を列挙できる。

Dー(6)ー①ー3　代表的な疾患において注意すべき生活

指導項目を列挙できる。

Dー(6)ー①ー7　患者接遇に際し、配慮しなければなら

ない注意点を列挙できる。

Dー(6)ー②ー8　服薬指導に必要な患者情報を列挙でき

る。

Dー(6)ー②ー9　患者背景、情報（コンプライアンス、

経過、診療録、薬歴など）を把握できる。

Dー(6)ー②ー10　医師、看護師などとの情報の共有化の

重要性を説明できる。

Dー(6)ー③ー11　代表的な医薬品について、適切な服薬

指導ができる。

Dー(6)ー③ー13　 患者背景に配慮した服薬指導ができ

る。

P501ー1　訪問薬剤管理指導業務について説明できる。

P501ー2　在宅医療における医療廃棄物の取り扱いにつ

いて説明できる。
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P506ー1　緊急災害時における、当該薬局および薬剤師

の役割について説明できる。

H001　代表的な疾患に対して、疾患の重症度等に応じて、

科学的根拠に基づいた処方設計ができる。

H002　代表的な疾患における薬物療法の評価に必要な患

者情報の収集ができる。

H003　代表的な疾患の入院治療における適切な薬学的管

理について説明できる。

＜授業のキーワード＞

薬剤師倫理、チーム医療、リスクマネージメント、調剤、

服薬指導、薬品管理、薬学的管理、在宅、一般用医薬品、

要指導医薬品、高血圧、糖尿病

＜授業の進め方＞

授業計画に従って15回の講義を行う。

＜履修するにあたって＞

総合的な理解のためには、全ての講義に出席することに

加え、適宜、該当範囲の予習および復習を行うことが望

ましい。

オフィスアワー：

＜授業時間外に必要な学修＞

自主的な予習・復習の励行（目安として1時間）

＜提出課題など＞

授業の際に連絡する。

＜成績評価方法・基準＞

提出課題、小テストの結果を総合して評価する。

＜テキスト＞

必要に応じ資料を配布する。

＜参考図書＞

必要があれば担当者から指示する。

＜授業計画＞

第  1 回

（森本）　地域における薬剤師・セルフメディケーショ

ン

地域における薬剤師の役割について理解する。

要指導医薬品、一般用医薬品、保健機能食品、医療機器

等の取扱について理解する。

C18ー(3)ー①ー1

C18ー(3)ー①ー3

C18ー(3)ー②ー3

C18ー(3)ー④ー2

Dー(4)ー③ー13

第  2 回

（森本）　健康サポート・薬局製剤

健康サポート機能、薬局製剤の取り扱いについて理解す

る。

C11ー(3)ー②ー1

C11ー(3)ー②ー2

C11ー(3)ー④ー3

C18ー(3)ー④ー3

第  3 回

（森本）　配慮を要する医薬品の管理

麻薬、覚せい剤原料、向精神薬、毒薬など、特別な配慮

を要する医薬品の概要及びそれらの管理等について概説

できる。

C18ー(1)ー③ー1

C18ー(1)ー③ー2

C18ー(1)ー③ー3

C18ー(1)ー③ー4

Dー(4)ー①ー1

第  4 回

（森本）　疑義照会

疑義照会の意義と根拠、疑義照会の方法について理解す

る。

Dー(2)ー①ー4

Dー(2)ー②ー7

Dー(3)ー①ー1

Dー(3)ー①ー2

Dー(3)ー①ー4

Dー(3)ー②ー6

Dー(3)ー②ー7

Dー(3)ー②ー8

Dー(3)ー②ー9

Dー(5)ー②ー4

第  5 回

（森本）　調剤技術評価

計数・計量調剤における注意点および調剤技術への評価

（調剤報酬）について理解する。

Dー(2)ー②ー10

Dー(2)ー②ー11

C18ー(3)ー③ー4

第  6 回

（森本）　糖尿病の薬学的管理

糖尿病における適切な薬学的管理について説明できる。

Dー(6)ー①ー2

Dー(6)ー①ー3

H001

H002

H003

第  7 回

（上町）　薬剤師業務の基礎・チーム医療・リスクマネ

ージメント

薬剤師の医療人としての心構え、倫理的責任を自覚し概

説できる。チーム医療に関して、関わる他職種の業務に

ついて概説できる。各チームの業務内容について概説で

きる 。
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Aー(2)ー②ー2

Bー(1)ー②ー1

Bー(1)ー②ー2

Bー(1)ー②ー3

Bー(1)ー④ー3

C18ー(1)ー①ー1

C18ー(1)ー①ー2

C18ー(1)ー②ー3

C18ー(1)ー②ー5

Dー(1)ー①ー1

Dー(1)ー②ー4

Dー(1)ー②ー5

第  8 回

（上町）　高血圧の薬学的管理

高血圧における適切な薬学的管理について説明できる。

Dー(5)ー②ー4

Dー(6)ー②ー8

H001

H002

H003

第  9 回

（上町）　患者情報の適切な管理

お薬手帳・薬剤服用歴等の活用方法について理解する。

Dー(6)ー②ー8

Dー(6)ー②ー9

Dー(6)ー②ー10

第  10 回

（上町）　服薬指導の意義

服薬指導の意義、重要性、接遇における注意点について

理解する。

Dー(2)ー③ー12

Aー(3)ー③ー1

Aー(3)ー③ー2

Aー(3)ー③ー3

Dー(6)ー①ー7

Dー(6)ー②ー8

第  11 回

（上町）　服薬指導上の注意点/

小児医療、周産期医療における薬学管理

患者に注意事項を伝えるべき薬剤、患者の特性によって

注意すべき薬剤を理解する。

C15ー(3)ー②ー1

C15ー(3)ー②ー2

C15ー(3)ー③ー1

C15ー(3)ー③ー2

Dー(5)ー②ー4

Dー(6)ー①ー2

Dー(6)ー①ー3

Dー(6)ー③ー11

Dー(6)ー③ー13

第  12 回

（上町）　在宅医療/

災害時医療

在宅医療・介護の目的、システム、支援を理解する。災

害時の医療、医薬品供給・医療救護体制について理解す

る。

Aー(3)ー④ー1

C18ー(3)ー①ー2

Dー(4)ー①ー2

P501ー1

P501ー2

P506ー1

第  13 回

（上町）　問題演習1）

薬剤師業務の基礎、リスクマネージメント

第  14 回

（上町）　問題演習2）

高血圧、糖尿病に於ける適切な薬学的管理

第 15 回

（森本）　問題演習3）

要指導医薬品、一般用医薬品、薬局製剤

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

高齢者介護にかかわる [13～14]

上町　亜希子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1、5、6を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, https://w

ww.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dip

loma.html#PHA}

薬局における業務を中心として、社会から求められてい

る薬剤師業務を実践するために必要な知識を修得する。

なお、この授業の担当者は薬局での薬剤師経験を5年間

以上経験している実務家教員であり、より実践的な観点

から

健康サポート、在宅医療などの薬剤師実務を解説するも

のとする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

Aー(2)ー②ー2　医療の担い手が守るべき倫理規範を説

明できる。
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Aー(3)ー③ー1　病気が患者に及ぼす心理的影響につい

て説明できる。

Aー(3)ー③ー2　患者の心理状態を把握し、配慮する。

Aー(3)ー③ー3　患者の家族の心理状態を把握し、配慮

する。

Aー(3)ー④ー1　チームワークの重要性を例示して説明

できる。

Bー(1)ー②ー1　薬剤師の活動分野（医療機関、製薬企

業、衛生行政など）について概説できる。

Bー(1)ー②ー2　薬剤師と共に働く医療チームの職種を

挙げ、その仕事を概説できる。

Bー(1)ー②ー3　医薬品の適正使用における薬剤師の役

割について概説できる。

Bー(1)ー④ー3　薬害について具体例を挙げ、その背景

を概説できる。

C11ー(3)ー②ー1 疾病の予防について、一次、二次、三

次予防という言葉を用いて説明できる。

C11ー(3)ー②ー2 疾病の予防における予防接種の意義に

ついて説明できる。

C11ー(3)ー④ー3 食生活と喫煙などの生活習慣と疾病の

関わりについて説明できる。

C15ー(3)ー②ー1　新生児、乳児に対する薬物治療で注

意すべき点を説明できる。

C15ー(3)ー②ー2　幼児、小児に対する薬物治療で注意

すべき点を説明できる。

C15ー(3)ー③ー1　生殖、妊娠時における薬物治療で注

意すべき点を説明できる。

C15ー(3)ー③ー2　授乳婦に対する薬物治療で注意すべ

き点を説明できる。

C18ー(1)ー①ー1　薬剤師の医療の担い手としての倫理

的責任を自覚する。

C18ー(1)ー①ー2　医療過誤、リスクマネージメントに

おける薬剤師の責任と義務を果たす。

C18ー(1)ー②ー3　薬剤師法の重要な項目を列挙し、そ

の内容を説明できる。

C18ー(1)ー②ー5　医師法、歯科医師法、保健師助産師

看護師法などの関連法規と薬剤師の関わりを説明できる。

C18ー(1)ー③ー1　麻薬及び向精神薬取締法を概説し、

規制される代表的な医薬品を列挙できる。

C18ー(1)ー③ー2　覚せい剤取締法を概説し、規制され

る代表的な医薬品を列挙できる。

C18ー(1)ー③ー3　大麻取締法およびあへん法を概説で

きる。

C18ー(1)ー③ー4　毒物及び劇物取締法を概説できる。

C18ー(3)ー①ー1　地域薬局の役割を列挙できる。

C18ー(3)ー①ー2　在宅医療および居宅介護における薬

局と薬剤師の役割を説明できる。

C18ー(3)ー①ー3　学校薬剤師の役割を説明できる。

C18ー(3)ー②ー3　かかりつけ薬局の意義を説明できる。

C18ー(3)ー③ー4　調剤報酬および調剤報酬明細書（レ

セプト）について説明できる。

C18ー(3)ー④ー2　主な一般用医薬品（OTC薬）を列挙し、

使用目的を説明できる。

C18ー(3)ー④ー3　漢方薬、生活改善薬、サプリメント、

保健機能食品について概説できる。

Dー(1)ー①ー1　医療における薬剤師の使命や倫理など

について概説できる。

Dー(1)ー②ー4　医療チームの構成や各構成員の役割、

連携と責任体制を説明できる。

Dー(1)ー②ー5　チーム医療における薬剤師の役割を説

明できる。

Dー(2)ー①ー4　調剤を法的根拠に基づいて説明できる。

Dー(2)ー②ー7　代表的な医薬品の用法・用量および投

与計画について説明できる。

Dー(2)ー②ー10　患者の特性に適した用量を計算できる。

Dー(2)ー②ー11　病態（腎、肝疾患など）に適した用量

設定について説明できる。

Dー(2)ー③ー12　服薬指導の意義を法的、倫理的、科学

的根拠に基づいて説明できる。

Dー(3)ー①ー2　代表的な配合変化の組み合わせとその

理由を説明できる。

Dー(3)ー②ー6　代表的な医薬品について効能・効果、

用法・用量を列挙できる。

Dー(3)ー②ー7　代表的な医薬品について警告、禁忌、

副作用を列挙できる。

Dー(3)ー②ー8　代表的な医薬品について相互作用を列

挙できる。

Dー(3)ー①ー1　疑義照会の意義について、法的根拠を

含めて説明できる。

Dー(3)ー①ー4　不適切な処方せん例について、その理

由を説明できる。

Dー(3)ー②ー9　疑義照会の流れを説明できる。

Dー(4)ー①ー1　医薬品管理の意義と必要性について説

明できる。

Dー(4)ー①ー2　代表的な剤形の安定性、保存性につい

て説明できる。

Dー(4)ー③ー13　薬局製剤の意義、調製上の手続き、品

質管理などについて説明できる。

Dー(5)ー②ー4　代表的な医薬品の副作用の初期症状と

検査所見を具体的に説明できる。

Dー(6)ー①ー2　代表的な医薬品の服薬指導上の注意点

を列挙できる。

Dー(6)ー①ー3　代表的な疾患において注意すべき生活

指導項目を列挙できる。

Dー(6)ー①ー7　患者接遇に際し、配慮しなければなら

ない注意点を列挙できる。

Dー(6)ー②ー8　服薬指導に必要な患者情報を列挙でき

る。

Dー(6)ー②ー9　患者背景、情報（コンプライアンス、

経過、診療録、薬歴など）を把握できる。
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Dー(6)ー②ー10　医師、看護師などとの情報の共有化の

重要性を説明できる。

Dー(6)ー③ー11　代表的な医薬品について、適切な服薬

指導ができる。

Dー(6)ー③ー13　 患者背景に配慮した服薬指導ができ

る。

P501ー1　訪問薬剤管理指導業務について説明できる。

P501ー2　在宅医療における医療廃棄物の取り扱いにつ

いて説明できる。

P506ー1　緊急災害時における、当該薬局および薬剤師

の役割について説明できる。

H001　代表的な疾患に対して、疾患の重症度等に応じて、

科学的根拠に基づいた処方設計ができる。

H002　代表的な疾患における薬物療法の評価に必要な患

者情報の収集ができる。

H003　代表的な疾患の入院治療における適切な薬学的管

理について説明できる。

＜授業のキーワード＞

薬剤師倫理、チーム医療、リスクマネージメント、調剤、

服薬指導、薬品管理、薬学的管理、在宅、一般用医薬品、

要指導医薬品、高血圧、糖尿病

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行う。

＜履修するにあたって＞

総合的な理解のためには、全ての講義に出席することに

加え、適宜、該当範囲の予習および復習を行うことが望

ましい。

オフィスアワー：

＜授業時間外に必要な学修＞

自主的な予習・復習の励行（目安として1時間）

＜提出課題など＞

授業の際に連絡する。

＜成績評価方法・基準＞

提出課題、小テストの結果を総合して評価する。

＜テキスト＞

必要に応じ資料を配布する。

＜参考図書＞

必要があれば担当者から指示する。

＜授業計画＞

第1回（森本）　地域における薬剤師・セルフメディケ

ーション

地域における薬剤師の役割について理解する。

要指導医薬品、一般用医薬品、保健機能食品、医療機器

等の取扱について理解する。C18ー(3)ー①ー1

C18ー(3)ー①ー3

C18ー(3)ー②ー3

C18ー(3)ー④ー2

Dー(4)ー③ー13

第2回（森本）　健康サポート・薬局製剤

健康サポート機能、薬局製剤の取り扱いについて理解す

る。

C11ー(3)ー②ー1

C11ー(3)ー②ー2

C11ー(3)ー④ー3

C18ー(3)ー④ー3

第3回（森本）　配慮を要する医薬品の管理

麻薬、覚せい剤原料、向精神薬、毒薬など、特別な配慮

を要する医薬品の概要及びそれらの管理等について概説

できる。

C18ー(1)ー③ー1

C18ー(1)ー③ー2

C18ー(1)ー③ー3

C18ー(1)ー③ー4

Dー(4)ー①ー1

第4回（森本）　疑義照会

疑義照会の意義と根拠、疑義照会の方法について理解す

る。

Dー(2)ー①ー4

Dー(2)ー②ー7

Dー(3)ー①ー1

Dー(3)ー①ー2

Dー(3)ー①ー4

Dー(3)ー②ー6

Dー(3)ー②ー7

Dー(3)ー②ー8

Dー(3)ー②ー9

Dー(5)ー②ー4

第5回（森本）　調剤技術評価

計数・計量調剤における注意点および調剤技術への評価

（調剤報酬）について理解する。

Dー(2)ー②ー10

Dー(2)ー②ー11

C18ー(3)ー③ー4

第6回（森本）　糖尿病の薬学的管理

糖尿病における適切な薬学的管理について説明できる。

Dー(6)ー①ー2

Dー(6)ー①ー3

H001

H002

H003

第7回（上町）　薬剤師業務の基礎・チーム医療・リス

クマネージメント

薬剤師の医療人としての心構え、倫理的責任を自覚し概

説できる。チーム医療に関して、関わる他職種の業務に

ついて概説できる。各チームの業務内容について概説で

きる 。

Aー(2)ー②ー2

Bー(1)ー②ー1

Bー(1)ー②ー2
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Bー(1)ー②ー3

Bー(1)ー④ー3

C18ー(1)ー①ー1

C18ー(1)ー①ー2

C18ー(1)ー②ー3

C18ー(1)ー②ー5

Dー(1)ー①ー1

Dー(1)ー②ー4

Dー(1)ー②ー5

第8回（上町）　癌の薬学的管理

高血圧における適切な薬学的管理について説明できる。

Dー(5)ー②ー4

Dー(6)ー②ー8

H001

H002

H003

第9回（上町）　患者情報の適切な管理

お薬手帳・薬剤服用歴等の活用方法について理解する。

Dー(6)ー②ー8

Dー(6)ー②ー9

Dー(6)ー②ー10

第10回（上町）　服薬指導の意義

服薬指導の意義、重要性、接遇における注意点について

理解する。

Dー(2)ー③ー12

Aー(3)ー③ー1

Aー(3)ー③ー2

Aー(3)ー③ー3

Dー(6)ー①ー7

Dー(6)ー②ー8

第11回（上町）　服薬指導上の注意点/

小児医療、周産期医療における薬学管理

患者に注意事項を伝えるべき薬剤、患者の特性によって

注意すべき薬剤を理解する。

C15ー(3)ー②ー1

C15ー(3)ー②ー2

C15ー(3)ー③ー1

C15ー(3)ー③ー2

Dー(5)ー②ー4

Dー(6)ー①ー2

Dー(6)ー①ー3

Dー(6)ー③ー11

Dー(6)ー③ー13

第12回（上町）　在宅医療/

災害時医療

在宅医療・介護の目的、システム、支援を理解する。災

害時の医療、医薬品供給・医療救護体制について理解す

る。

Aー(3)ー④ー1

C18ー(3)ー①ー2

Dー(4)ー①ー2

P501ー1

P501ー2

P506ー1

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

高齢者介護にかかわる [15～18]

上町　亜希子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1、5、6を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, https://w

ww.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dip

loma.html#PHA}

薬局における業務を中心として、社会から求められてい

る薬剤師業務を実践するために必要な知識を修得する。

なお、この授業の担当者は薬局での薬剤師経験を5年間

以上経験している実務家教員であり、より実践的な観点

から

健康サポート、在宅医療などの薬剤師実務を解説するも

のとする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

A-(1)-②-2 薬剤師の活動分野（医療機関、薬局、製薬

企業、衛生行政等）と社会における役割について説明で

きる。

A-(1)-②-3 医薬品の適正使用における薬剤師の役割と

ファーマシューティカルケアについて説明できる。

A-(1)-②-6健康管理、疾病予防、セルフメディケーショ

ン及び公衆衛生における薬剤師の役割について説明でき

る。

A-(1)-②-7 薬物乱用防止、自殺防止における薬剤師の

役割について説明できる。

A-(1)-②-8 現代社会が抱える課題（少子・超高齢社会

等）に対して、薬剤師が果たすべき役割を提案する。

A-(1)-③-6 代表的な薬害の例（サリドマイド、スモン、

非加熱血液製剤、ソリブジン等）について、その原因と

社会的背景及びその後の対応を説明できる。

A-(2)-②-2 薬剤師が遵守すべき倫理規範（薬剤師綱領、

薬剤師倫理規定等）について説明できる。

A-(3)-②-1 患者や家族、周囲の人々の心身に及ぼす病

気やケアの影響について説明できる。

A-(3)-①-5 相手の心理状態とその変化に配慮し、対応
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する。

A-(4)-2 多職種連携協働に関わる薬剤師、各職種及び行

政の役割について説明できる。

A-(4)-5 チームワークと情報共有の重要性を理解し、チ

ームの一員としての役割を積極的に果たすように努める。

A-(5)-②-1 「薬剤師として求められる基本的な資質」

について、具体例を挙げて説明できる。

A-(5)-②-2 薬学が総合科学であることを認識し、薬剤

師の役割と学習内容を関連づける。

A-(5)-③-1 生涯にわたって自ら学習する重要性を認識

し、その意義について説明できる。

B-(2)-①-3 薬剤師の任務や業務に関する薬剤師法の規

定とその意義について説明できる。

B-(2)-②-1 「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び

安全性の確保等に関する法律」の目的及び医薬品等（医

薬品（薬局医薬品、要指導医薬品、一般用医薬品）、医

薬部外品、化粧品、医療機器、再生医療等 製品）の定

義について説明できる。

B-(2)-②-9 生物由来製品の取扱いと血液供給体制に係

る法規範について説明できる。

B-(2)-③-1 麻薬、向精神薬、覚醒剤原料等の取扱いに

係る規定について説明できる。

B-(2)-③-2 覚醒剤、大麻、あへん、指定薬物等の乱用

防止規制について概説できる。

B-(2)-③-3 毒物劇物の取扱いに係る規定について概説

できる。

B-(3)-①-7 調剤報酬、診療報酬及び介護報酬の仕組み

について概説できる。

B-(3)-②-3 後発医薬品とその役割について説明できる。

B-(4)-①-1 地域における薬局の機能と業務について説

明できる。

B-(4)-①-3 かかりつけ薬局・薬剤師による薬学的管理

の意義について説明できる。

B-(4)-①-4 セルフメディケーションにおける薬局の役

割について説明できる。

B-(4)-①-5 災害時の薬局の役割について説明できる。

B-(4)-②-1 地域包括ケアの理念について説明できる。

B-(4)-②-2 在宅医療及び居宅介護における薬局と薬剤

師の役割について説明できる。

B-(4)-②-3 学校薬剤師の役割について説明できる。

B-(4)-②-4 地域の保健、医療、福祉において利用可能

な社会資源について概説できる。

D1-(2)-①-1 疾病の予防について、一次、二次、三次予

防という言葉を用いて説明できる。

D1-(2)-①-2 健康増進政策（健康日本２１など）につい

て概説できる。

D1-(2)-②-4 予防接種の意義と方法について説明できる

D1-(2)-③-1 生活習慣病の種類とその動向について説明

できる。

D1-(2)-③-2 生活習慣病の代表的なリスク要因を列挙し、

その予防法について説明できる。

E2-(9)-1 地域における疾病予防、健康維持増進、セル

フメディケーションのために薬剤師が果たす役割を概説

できる。

E2-(9)-2 要指導医薬品および一般用医薬品（リスクの

程度に応じた区分（第一類、第二類、第三類）も含む）

について説明し、各分類に含まれる代表的な製剤を列挙

できる。

E2-(9)-3 代表的な症候について、関連する頻度の高い

疾患、見逃してはいけない疾患を列挙できる。

E2-(9)-4 要指導医薬品・一般用医薬品の選択、受診勧

奨の要否を判断するために必要な患者情報を収集できる。

E2-(9)-5 以下の疾患・症候に対するセルフメディケー

ションに用いる要指導医薬品・一般用医薬品等に含まれ

る成分・作用・副作用を列挙できる。発熱、痛み、かゆ

み、消化器症状、呼吸器症状、アレルギー、細菌・真菌

感染症、生活習慣病　等

E2-(9)-6 主な養生法（運動・食事療法、サプリメント、

保健機能食品を含む）とその健康の保持・促進における

意義を説明できる。

E2-(9)-7 要指導医薬品・一般用医薬品と医療用医薬品、

サプリメント、保健機能食品等との代表的な相互作用を

説明できる。

E2-(9)-8 要指導医薬品・一般用医薬品等による治療効

果と副作用を判定するための情報を収集し評価できる。

E2-(10)-①-1 漢方の特徴について概説できる。

E2-(10)-③-1 漢方薬の副作用と使用上の注意点を例示

して説明できる。

E2-(11)-①-1 代表的な疾患の症例について、患者情報

および医薬品情報などの情報に基づいて薬物治療の最適

化を討議する。

E3-(1)-⑦-2 医薬品情報にもとづいて、代表的な同種同

効薬の有効性や安全性について比較・評価できる。

E3-(1)-⑦-3 医薬品情報にもとづいて、先発医薬品と後

発医薬品の品質、安全性、経済性などについて、比較・

評価できる。

E3-(3)-②-1 低出生体重児、新生児、乳児、幼児、小児

における薬物動態と、薬物治療で注意すべき点を説明で

きる。

E3-(3)-②-2 高齢者における薬物動態と、薬物治療で注

意すべき点を説明できる。

E3-(3)-③-1 腎疾患・腎機能低下時における薬物動態と、

薬物治療・投与設計において注意すべき点を説明できる。

E3-(3)-③-2 肝疾患・肝機能低下時における薬物動態と、

薬物治療・投与設計において注意すべき点を説明できる。

E3-(3)-③-3 心臓疾患を伴った患者における薬物動態と、

薬物治療・投与設計において注意すべき点を説明できる。

E3-(3)-④-1 薬物の効果に影響する生理的要因（性差、

閉経、日内変動など）を列挙できる。

E3-(3)-④-2 妊娠・授乳期における薬物動態と、生殖・
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妊娠・授乳期の薬物治療で注意すべき点を説明できる。

F-(1)-③-9 急性期医療（救急医療・集中治療・外傷治

療等）や周術期医療における適切な薬学的管理について

説明できる。

F-(1)-③-10 周産期医療や小児医療における適切な薬学

的管理について説明できる。

F-(1)-③-13 保険評価要件を薬剤師業務と関連付けて概

説することができる。

F-(1)-③-14 薬局における薬剤師業務の流れを相互に関

連付けて説明できる。

F-(1)-③-15 来局者の調剤に対して、処方せんの受付か

ら薬剤の交付に至るまで継続して関わることができる。

F-(2)-①-2 調剤業務に関わる法的文書（処方せん、調

剤録等）の適切な記載と保存・管理ができる。

F-(2)-①-4 保険薬局として必要な条件や設備等を具体

的に関連付けて説明できる。

F-(2)-④-10 患者・来局者から、必要な情報（症状、心

理状態、既往歴、生活習慣、アレルギー歴、薬歴、副作

用歴等）を適切な手順で聞き取ることができる。

F-(2)-④-11 医師の治療方針を理解した上で、患者への

適切な服薬指導を実施する。

F-(2)-④-12 患者・来局者の病状や背景に配慮し、医薬

品を安全かつ有効に使用するための服薬指導や患者教育

ができる。

F-(3)-①-6 患者・来局者および種々の情報源（診療録、

薬歴・指導記録、看護記録、お薬手帳、持参薬等）から、

薬物療法に必要な情報を収集できる。

F-(3)-③-7 代表的な疾患の患者について、診断名、病

態、科学的根拠等から薬物治療方針を確認できる。

F-(3)-③-8 治療ガイドライン等を確認し、科学的根拠

に基づいた処方を立案できる。

F-(3)-③-9 患者の状態（疾患、重症度、合併症、肝・

腎機能や全身状態、遺伝子の特性、心理・希望等）や薬

剤の特徴（作用機序や製剤的性質等）に基づき、適切な

処方を提案できる。

F-(3)-③-10 処方設計の提案に際し、薬物投与プロトコ

ールやクリニカルパスを活用できる。

F-(3)-③-11 入院患者の持参薬について、継続・変更・

中止の提案ができる。

F-(3)-③-12 アドヒアランス向上のために、処方変更、

調剤や用法の工夫が提案できる。

F-(3)-③-13処方提案に際して、医薬品の経済性等を考

慮して、適切な後発医薬品を選択できる。

F-(3)-③-14 処方提案に際し、薬剤の選択理由、投与量、

投与方法、投与期間等について、医師や看護師等に判り

やすく説明できる。

F-(3)-④-7 臨床検査値の変化と使用医薬品の関連性を

説明できる。

F-(3)-④-8 薬物治療の効果について、患者の症状や検

査所見などから評価できる。

F-(3)-④-9 副作用の発現について、患者の症状や検査

所見などから評価できる。

F-(3)-④-10 薬物治療の効果、副作用の発現、薬物血中

濃度等に基づき、医師に対し、薬剤の種類、投与量、投

与方法、投与期間等の変更を提案できる。

F-(3)-④-12 患者の薬物治療上の問題点を列挙し、適切

な評価と薬学的管理の立案を行い、SOAP形式等で適切に

記録する。

F-(4)-①-5 医師・看護師等の他職種と患者の状態（病

状、検査値、アレルギー歴、心理、生活環境等）、治療

 開始後の変化（治療効果、副作用、心理状態、QOL等）

の情報を共有する。

F-(4)-①-8 医師・看護師等の医療スタッフと連携して

退院後の治療・ケアの計画を検討できる。

F-(5)-③-6 来局者から収集した情報や身体所見などに

基づき、来局者の病状（疾患、重症度等）や体調を推測

できる。

F-(5)-③-7 来局者に対して、病状に合わせた適切な対

応（医師への受診勧奨、救急対応、要指導医薬品・一般

用医薬品および検査薬などの推奨、生活指導等）を選択

できる。

F-(5)-③-8 選択した薬局製剤（漢方製剤含む）、要指

導医薬品・一般用医薬品、健康食品、サプリメント、医

療機器等の使用方法や注意点などを来局者に適切に判り

やすく説明できる。

F-(5)-④-2 災害時における地域の医薬品供給体制・医

療救護体制について説明できる。

＜授業のキーワード＞

薬剤師倫理、チーム医療、リスクマネージメント、調剤、

服薬指導、薬品管理、薬学的管理、在宅、一般用医薬品、

要指導医薬品、高血圧、糖尿病

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行う。

＜履修するにあたって＞

総合的な理解のためには、全ての講義に出席することに

加え、適宜、該当範囲の予習および復習を行うことが望

ましい。

オフィスアワー：

＜授業時間外に必要な学修＞

自主的な予習・復習の励行（目安として1時間）

＜提出課題など＞

授業の際に連絡する。

＜成績評価方法・基準＞

提出課題、小テストの結果を総合して評価する。

＜テキスト＞

必要に応じ資料を配布する。

＜参考図書＞

必要があれば担当者から指示する。

＜授業計画＞
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第1回　地域における薬剤師・セルフメディケーション

地域における薬剤師の役割について理解する。

要指導医薬品、一般用医薬品、保健機能食品、医療機器

等の適切な取扱について理解する。

A-(1)-②-2

A-(1)-②-3

A-(1)-②-6

A-(1)-②-8

B-(2)-②-1

B-(4)-①-4

B-(4)-②-3

E2-(9)-3

E2-(9)-4

E2-(9)-5

E2-(9)-6

E2-(9)-7

E2-(9)-8

第2回　健康サポート・薬局製剤

健康サポート機能について理解する

薬局製剤について理解する

D1-(2)-①-1

D1-(2)-①-2

D1-(2)-②-4

E2-(9)-1

E2-(9)-2

E2-(10)-①-1

E2-(10)-③-1

E3-(1)-⑦-2

E3-(1)-⑦-3

F-(5)-③-7

F-(5)-③-8

第3回　配慮を要する医薬品の管理

麻薬、覚せい剤原料、向精神薬、毒薬など、特別な配慮

を要する医薬品の概要及びそれらの管理等について概説

できる。

B-(2)-②-9

B-(2)-③-1

B-(2)-③-2

B-(2)-③-3

A-(1)-②-7

A-(1)-③-6

第4回　疑義照会

疑義照会の意義と根拠、疑義照会の方法について理解す

る。

E3-(3)-②-2

E3-(3)-③-1

E3-(3)-③-2

E3-(3)-③-3

F-(1)-③-9

F-(3)-③-11

F-(3)-③-12

F-(3)-③-13

F-(3)-③-14

F-(4)-①-5

第5回　調剤技術評価

計数・計量調剤における注意点および調剤技術への評価

（調剤報酬）について理解する。

B-(2)-①-3

B-(3)-①-7

B-(3)-②-3

B-(4)-①-1

B-(4)-①-3

F-(1)-③-13

F-(1)-③-14

F-(1)-③-15

F-(2)-①-2

F-(2)-①-4

第6回　糖尿病の薬学的管理

糖尿病における適切な薬学的管理について説明できる。

A-(3)-②-1

A-(5)-②-2

D1-(2)-③-1

D1-(2)-③-2

E2-(11)-①-1

F-(3)-③-7

F-(3)-③-8

F-(3)-③-9

F-(3)-③-10

F-(3)-④-7

F-(3)-④-8

F-(3)-④-9

第7回　薬剤師業務の基礎・チーム医療・リスクマネー

ジメント

薬剤師の医療人としての心構え、倫理的責任を自覚し概

説できる。チーム医療に関して、関わる他職種の業務に

ついて概説できる。各チームの業務内容について概説で

きる 。

A-(2)-②-2

A-(4)-2

A-(4)-5

A-(5)-②-1

A-(5)-③-1

第8回　高血圧の薬学的管理

高血圧における適切な薬学的管理について説明できる。

A-(3)-②-1

A-(5)-②-2

D1-(2)-③-1

D1-(2)-③-2

E2-(11)-①-1

F-(3)-③-7
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F-(3)-③-8

F-(3)-③-9

F-(3)-③-10

F-(3)-④-7

F-(3)-④-8

F-(3)-④-9

第9回　患者情報の適切な管理

お薬手帳・薬剤服用歴等の活用方法について理解する。

F-(2)-④-10

F-(3)-①-6

F-(3)-④-12

第10回　服薬指導の意義

服薬指導の意義、重要性、接遇における注意点について

理解する。

A-(3)-①-5

F-(2)-④-11

F-(2)-④-12

F-(5)-③-6

第11回　服薬指導上の注意点/

小児医療、周産期医療における薬学管理

患者に注意事項を伝えるべき薬剤、患者の特性によって

注意すべき薬剤を理解する。

E3-(3)-②-1

E3-(3)-④-1

E3-(3)-④-2

F-(1)-③-10

第12回　在宅医療/

災害時医療

在宅医療・介護の目的、システム、支援を理解する。災

害時の医療、医薬品供給・医療救護体制について理解す

る。

B-(4)-①-5

B-(4)-②-1

B-(4)-②-2

B-(4)-②-4

F-(4)-①-8

F-(5)-④-2

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

コミュニケーション [19～]

中川　左理、上町　亜希子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1、3を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

医療の場では、医療を提供する医療者と医療を受ける患

者という人間関係があり、その関係のあり方そのものが、

治療の効果を左右することがあります。患者の本当の気

持ちや要求を知り、対応していくために、安心で安全な

信頼関係を築くことが、医療者に求められています。自

分と相手との互いの気持ちを上手に伝え合い、共有し合

うことで、良好な関係を構築していく、その方法につい

て学びます。(中川）

薬剤師の患者への服薬指導、すなわち患者と薬剤師のコ

ミュニケーションは、患者の気持ちを汲み取ったうえで

の情報提供が求められます。実際には薬剤師に患者への

思いがあっても患者にはうまく届かないことが多く、こ

れがクレームとなることが少なくありません。この講義

では、患者の気持ちに寄り添うコミュニケーションを実

現するために必要な基本的な知識・技能について学びま

す。(上町）

なお、この授業の担当者(中川）は病院での薬剤師経験

を5年間以上経験している実務家教員であり、医療現場

における患者・他の医療者とのコミュニケーションの経

験を下に、より実践的な観点から、信頼関係の構築に重

要な要素について、具体的に解説するものとする。また、

この授業の担当者(上町）は薬局での薬剤師経験を5年間

以上経験している実務家教員であり、より実践的な観点

から、臨床で薬剤師に求められるコミュニケーションに

ついて、具体的に概説するものとする。

＜到達目標＞

各回を通じて、以下の6項目を到達目標とする。(中川）

A-(3)-①-1　意思、情報の伝達に必要な要素について説

明できる。

A-(3)-①-2　言語的及び非言語的コミュニケーションに

ついて説明できる。

A-(3)-①-3　相手の立場、文化、習慣等によって、コミ

ュニケーションの在り方が異なることを例を挙げて説明

できる。

A-(3)-①-4　対人関係に影響を及ぼす心理的要因につい

て概説できる。

A-(3)-①-9　他者の意見を尊重し、協力してよりよい解

決法を見出すことができる。

A-(3)-②-1　患者や家族、周囲の人々の心身に及ぼす病

気やケアの影響について説明できる。

各回を通じて、以下の11項目を到達目標とする。(上町

）

＜コミュニケーション＞

A-(3)-①-1  言語的および非言語的コミュニケーション

の方法を概説できる。

A-(3)-①-2  意思、情報の伝達に必要な要素を列挙でき

る
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A-(3)-①-3  相手の文化 相手の立場、文化、習慣など

によって、コミュニケーションのあり方が異なることを

例示できる。

＜相手の気持ちに配慮する＞

A-(3)-②-1 対人関係に影響を及ぼす心理的要因を概説

できる。

A-(3)-②-2 相手の心理状態とその変化に配慮し、適切

に対応する。

＜患者の気持ちに配慮する＞

A-(3)-③-1 病気が患者に及ぼす心理的影響について説

明できる。

A-(3)-③-2　患者の家族の心理状態を把握し、配慮する。

A-(3)-③-3　患者やその家族の持つ価値観が多様である

ことを認識し、柔軟に対応できるよう努力する。

＜チームワーク＞

A-(3)-④-1 チームワークの重要性を例示して説明でき

る。

A-(3)-④-2　チームに参加し、協調的態度で役割を果た

す。

A-(3)-④-3　自己の能力の限界を認識し、必要に応じて

他者に援助を求める。

＜授業のキーワード＞

言語的コミュニケーション、非言語的コミュニケーショ

ン、異文化、信頼関係、コンフリクト・マネジメント、

傾聴、共感的対応、わかりやすい説明、コミュニケーシ

ョンスキル

＜授業の進め方＞

授業計画に従って行う。

＜履修するにあたって＞

授業計画に従って12回の講義を行う。

オフィスアワーは、木曜日12時45分から13時35分

オフィスアワーは、木曜日12時45分から13時35分

事前に連絡がある場合は、この限りではありません。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として、参考書籍や配布資料をよく読み、内容

の理解に努めること（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

授業に関連する課題・レポート・問題演習を随時提示す

る。

＜成績評価方法・基準＞

授業内容に関連して出される課題・レポート・問題演習

を100%として評価する。

＜テキスト＞

本講義内容を学ぶための適切な教科書がないため、自作

のプリントを事前に配布する。

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回

（中川）　信頼関係の確立とは

意思，情報の伝達に必要な要素について理解する。

A-(3)-①-1

第2回

（中川）　こころのケア

人のこころが変わる状況について，事例と共に学び考え

る。

A-(3)-①-4

A-(3)-②-1

第3回

（中川）　未知なるものとの対話

相手の立場，文化，習慣等によって，コミュニケーショ

ンの在り方が異なることを事例と共に理解する。

A-(3)-①-3

第4回

（中川）　ノンバーバルコミュニケーション

非言語的コミュニケーションとは何か，事例と共に学び

理解する。

A-(3)-①-2

第5回

（中川）　コンフリクト・マネジメント

紛争円満解決法について理解する。

A-(3)-①-4

A-(3)-①-9

A-(3)-②-1

第6回

（中川）　病むことの意味

病気が患者に及ぼす影響について考える。

A-(3)-②-1

第7回

（上町）　患者と薬剤師のまなざしのずれ、立場のちが

い

解釈モデル(1)

医療におけるコミュニケーションは日常会話と全く異質

のものであること、なぜ学ばなければならないのか考え

るとともに患者と薬剤師のコミュニケーションギャップ

は何に起因するものか概説する。A-(3)-①-1、

A-(3)-①-2、A-(3)-①-3 、A-(3)-①-1、A-(3)-①-2、A

-(3)-①-3、

、A-(3)-②-1

A-(3)-②-2

第8回

（上町）　患者と薬剤師のまなざしのずれ、立場のちが

い

解釈モデル(2)

患者に気持ちを想像演習を行って体験してみる。そして

実際の患者さんの声を聴いて感じるところをディスカッ

ションする。A-(3)-①-1、
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A-(3)-①-2、A-(3)-①-3 、A-(3)-①-1、A-(3)-①-2、A

-(3)-①-3、、A-(3)-②-1 、A-(3)-②-2

第9回

（上町）　伝える要素、阻む要素

自分が思っていることをきちんと相手に伝えるための要

素とそれを阻む事項についてコミュニケーションゲーム

通して考える。A-(3)-③-1、A-(3)-③-2　、A-(3)-③-3、

A-(3)-④-1、A-(3)-④-2、A-(3)-④-3

第10回

（上町）　患者の話を聴くということ

もっとも基礎的なコミュニケーションスキルである傾聴

と共感について、動画をみながら学ぶ。A-(3)-①-1 、A

-(3)-①-2

第11回

（上町）　患者の行動変容の援助のコミュニケーション

薬剤師は患者に情報提供するだけでは患者の保健医療行

動は変わらない。変容のためのコミュニケーションを考

える。A-(3)-③-1、A-(3)-③-2、A-(3)-③-3

第12回

（上町）　なぜこの薬剤師は患者とのコミュニケーショ

ンはうまくいっていないのか？

薬剤師と患者のコミュニケーションから、ポイントとな

る部分を考える。A-(3)-①-1、A-(3)-①-2、A-(3)-①-3、

A-(3)-②-1、A-(3)-②-2、 A-(3)-②-3、A-(3)-③-1、A

-(3)-③-2、A-(3)-③-3

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

コミュニケーション [再]

中川　左理、上町　亜希子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

オンデマンド講義（対面講義は実施しない）

以下で対応する。

動画配信場所：　Teams　「コミュニケーション」　→

　動画教材

動画配信日時：　講義日である毎週木曜日　講義開始時

刻まで

視聴可能期間：　講義日の開始時刻から次の講義の開始

時刻まで

注意点：

毎回ではありませんが、講義内容に関する課題をドット

キャンパスより

講義日に配信します。　視聴可能期間に、必ず閲覧し、

期日に遅れずに

課題を提出ください。

メールの件名と本文に「学年（科目名）　学籍番号　名

前」　を記入ください。

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）,https://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html#PHA}

医療の場では、医療を提供する医療者と医療を受ける患

者という人間関係があり、その関係のあり方そのものが、

治療の効果を左右することがあります。患者の本当の気

持ちや要求を知り、対応していくために、安心で安全な

信頼関係を築くことが、医療者に求められています。自

分と相手との互いの気持ちを上手に伝え合い、共有し合

うことで、良好な関係を構築していく、その方法につい

て学びます。(中川）

薬剤師の患者への服薬指導、すなわち患者と薬剤師のコ

ミュニケーションは、患者の気持ちを汲み取ったうえで

の情報提供が求められます。実際には薬剤師に患者への

思いがあっても患者にはうまく届かないことが多く、こ

れがクレームとなることが少なくありません。この講義

では、患者の気持ちに寄り添うコミュニケーションを実

現するために必要な基本的な知識・技能について学びま

す。(上町）

なお、この授業の担当者(中川）は病院での薬剤師経験

を5年間以上経験している実務家教員であり、医療現場

における患者・他の医療者とのコミュニケーションの経

験を下に、より実践的な観点から、信頼関係の構築に重

要な要素について、具体的に解説するものとする。また、

この授業の担当者(上町）は薬局での薬剤師経験を5年間

以上経験している実務家教員であり、より実践的な観点

から、臨床で薬剤師に求められるコミュニケーションに

ついて、具体的に概説するものとする。

＜到達目標＞

各回を通じて、以下の6項目を到達目標とする。(中川）

A-(3)-①-1　意思、情報の伝達に必要な要素について説

明できる。

A-(3)-①-2　言語的及び非言語的コミュニケーションに

ついて説明できる。

A-(3)-①-3　相手の立場、文化、習慣等によって、コミ

ュニケーションの在り方が異なることを例を挙げて説明

できる。

A-(3)-①-4　対人関係に影響を及ぼす心理的要因につい

て概説できる。

A-(3)-①-9　他者の意見を尊重し、協力してよりよい解

決法を見出すことができる。

A-(3)-②-1　患者や家族、周囲の人々の心身に及ぼす病

気やケアの影響について説明できる。
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各回を通じて、以下の11項目を到達目標とする。(上町

）

＜コミュニケーション＞

A-(3)-①-1  言語的および非言語的コミュニケーション

の方法を概説できる。

A-(3)-①-2  意思、情報の伝達に必要な要素を列挙でき

る

A-(3)-①-3  相手の文化 相手の立場、文化、習慣など

によって、コミュニケーションのあり方が異なることを

例示できる。

＜相手の気持ちに配慮する＞

A-(3)-②-1 対人関係に影響を及ぼす心理的要因を概説

できる。

A-(3)-②-2 相手の心理状態とその変化に配慮し、適切

に対応する。

＜患者の気持ちに配慮する＞

A-(3)-③-1 病気が患者に及ぼす心理的影響について説

明できる。

A-(3)-③-2　患者の家族の心理状態を把握し、配慮する。

A-(3)-③-3　患者やその家族の持つ価値観が多様である

ことを認識し、柔軟に対応できるよう努力する。

＜チームワーク＞

A-(3)-④-1 チームワークの重要性を例示して説明でき

る。

A-(3)-④-2　チームに参加し、協調的態度で役割を果た

す。

A-(3)-④-3　自己の能力の限界を認識し、必要に応じて

他者に援助を求める。

＜授業のキーワード＞

言語的コミュニケーション、非言語的コミュニケーショ

ン、異文化、信頼関係、コンフリクト・マネジメント、

傾聴、共感的対応、わかりやすい説明、コミュニケーシ

ョンスキル

＜授業の進め方＞

授業計画に従って行う。

＜履修するにあたって＞

授業計画に従って12回の講義を行う。

オフィスアワーは、木曜日12時45分から13時35分

オフィスアワーは、木曜日12時45分から13時35分

事前に連絡がある場合は、この限りではありません。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として、参考書籍や配布資料をよく読み、内容

の理解に努めること（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

授業に関連する課題・レポート・問題演習を随時提示す

る。

＜成績評価方法・基準＞

授業内容に関連して出される課題・レポート・定期試験

を100%として評価する。

＜テキスト＞

本講義内容を学ぶための適切な教科書がないため、自作

のプリントを事前に配布する。

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回

（中川）　信頼関係の確立とは

意思，情報の伝達に必要な要素について理解する。

A-(3)-①-1

第2回

（中川）　こころのケア

人のこころが変わる状況について，事例と共に学び考え

る。

A-(3)-①-4

A-(3)-②-1

第3回

（中川）　未知なるものとの対話

相手の立場，文化，習慣等によって，コミュニケーショ

ンの在り方が異なることを事例と共に理解する。

A-(3)-①-3

第4回

（中川）　ノンバーバルコミュニケーション

非言語的コミュニケーションとは何か，事例と共に学び

理解する。

A-(3)-①-2

第5回

（中川）　コンフリクト・マネジメント

紛争円満解決法について理解する。

A-(3)-①-4

A-(3)-①-9

A-(3)-②-1

第6回

（中川）　病むことの意味

病気が患者に及ぼす影響について考える。

A-(3)-②-1

第7回

（上町）　患者と薬剤師のまなざしのずれ、立場のちが

い

解釈モデル(1)

医療におけるコミュニケーションは日常会話と全く異質

のものであること、なぜ学ばなければならないのか考え

るとともに患者と薬剤師のコミュニケーションギャップ

は何に起因するものか概説する。A-(3)-①-1、

A-(3)-①-2、A-(3)-①-3 、A-(3)-①-1、A-(3)-①-2、A

-(3)-①-3、

、A-(3)-②-1

A-(3)-②-2

第8回
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（上町）　患者と薬剤師のまなざしのずれ、立場のちが

い

解釈モデル(2)

患者に気持ちを想像演習を行って体験してみる。そして

実際の患者さんの声を聴いて感じるところをディスカッ

ションする。A-(3)-①-1、

A-(3)-①-2、A-(3)-①-3 、A-(3)-①-1、A-(3)-①-2、A

-(3)-①-3、、A-(3)-②-1 、A-(3)-②-2

第9回

（上町）　伝える要素、阻む要素

自分が思っていることをきちんと相手に伝えるための要

素とそれを阻む事項についてコミュニケーションゲーム

通して考える。A-(3)-③-1、A-(3)-③-2　、A-(3)-③-3、

A-(3)-④-1、A-(3)-④-2、A-(3)-④-3

第10回

（上町）　患者の話を聴くということ

もっとも基礎的なコミュニケーションスキルである傾聴

と共感について、動画をみながら学ぶ。A-(3)-①-1 、A

-(3)-①-2

第11回

（上町）　患者の行動変容の援助のコミュニケーション

薬剤師は患者に情報提供するだけでは患者の保健医療行

動は変わらない。変容のためのコミュニケーションを考

える。A-(3)-③-1、A-(3)-③-2、A-(3)-③-3

第12回

（上町）　なぜこの薬剤師は患者とのコミュニケーショ

ンはうまくいっていないのか？

薬剤師と患者のコミュニケーションから、ポイントとな

る部分を考える。A-(3)-①-1、A-(3)-①-2、A-(3)-①-3、

A-(3)-②-1、A-(3)-②-2、 A-(3)-②-3、A-(3)-③-1、A

-(3)-③-2、A-(3)-③-3

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

コミュニティーファーマシー・薬剤師の心構え [15～18

]

橋本　保彦、福島　昭二

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1並びに5を

目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬学の専門知識を基礎として身につけ，常に患者や社会

が求めるニーズに目を向けることを学習する。また日進

月歩する医療を生涯にわたって学び，最適な医療を提供

することによって社会に貢献できるようになるために，

必要なこころ構えを身につける（橋本担当分）。   コ

ミュニティファーマシーのあり方と薬局業務を理解する

ために、薬局の役割や、医薬分業の意義、セルフメディ

ケーションなどに関する基本的知識を学ぶ。薬剤師数が

30万人（H28）を超えたこと、薬局数もほぼ６万軒と言

われ、薬局ビジネスあるいは薬剤師バブルと揶揄される

今日の調剤薬局の増長も、そろそろ終焉かともいわれ始

めている。昨今、薬機法改正の審議（H30）の中で医薬

分業見直し論なども議論されるようになり、高騰を続け

る医療費削減を求め、調剤報酬への風当たりも強くなっ

て来ている。そのような状況下、厚生労働省、経済産業

省共に少子高齢化に備えた地域包括ケアへの取り組みを

調剤薬局並びにドラッグストアに対して強く働きかけて

いる。従前の薬局では立ち行かなくなり、点分業から面

分業へ、モノから人への業務内容の刷新、セルフメディ

ケーションの推進など種々の転換を余儀なくされる。従

って本講義では、今後の医療行政に注視し薬剤師と薬局

の方向性を見失うことの無いように講義したい（橋本・

福島担当分）

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

第1回

Aー(1)ー①ー1　常に患者・生活者の視点に立ち、医療

の担い手としてふさわしい態度で行動する。（態度）

Aー(1)ー①ー2　患者・生活者の健康の回復と維持に積

極的に貢献することへの責任感を持つ。（態度）

Aー(1)ー①ー3　チーム医療や地域保健・医療・福祉を

担う一員としての責任を自覚し行動する。（態度）

Aー(1)ー①ー4　患者・患者家族・生活者が求める医療

人について、自らの考えを述べる。（知識・態度）

Aー(1)ー①ー6　一人の人間として、自分が生きている

意味や役割を問い直し、自らの考えを述べる。（知識・

態度）

Aー(1)ー②ー6　健康管理、疾病予防、セルフメディケ

ーション及び公衆衛生における薬剤師の役割について説

明できる。

Aー(2)ー②ー1　医療倫理に関する規範（ジュネーブ宣

言等）について概説できる。

Aー(2)ー②ー3　医療倫理に関する規範（ジュネーブ宣

言等）について概説できる。

Aー(2)ー③ー1　患者の価値観、人間性に配慮すること

の重要性を認識する。（態度）

Aー(2)ー③ー2　患者の基本的権利の内容（リスボン宣

言等）について説明できる。

Aー(3)ー①ー3　相手の立場、文化、習慣等によって、

コミュニケーションの在り方が異なることを例を挙げて
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説明できる。

Aー(4)ー1　保健、医療、福祉、介護における多職種連

携協働及びチーム医療の意義について説明できる。

Aー(4)ー2　多職種連携協働に関わる薬剤師、各職種及

び行政の役割について説明できる。

Aー(4)ー3　チーム医療に関わる薬剤師、各職種、患者

・家族の役割について説明できる。

Aー(4)ー5　チームワークと情報共有の重要性を理解し、

チームの一員としての役割を積極的に果たすように努め

る。（知識・態度）

第2回

Aー(1)ー②ー1　患者・生活者のために薬剤師が果たす

べき役割を自覚する。（態度）

Aー(1)ー②ー2　薬剤師の活動分野（医療機関、薬局、

製薬企業、衛生行政等）と社会における役割について説

明できる。

Aー(1)ー②ー3　医薬品の適正使用における薬剤師の役

割とファーマシューティカルケアについて説明できる。

Aー(1)ー②ー4　医薬品の効果が確率論的であることを

説明できる。

Aー(1)ー②ー7　薬物乱用防止、自殺防止における薬剤

師の役割について説明できる。

Aー(1)ー②ー8　現代社会が抱える課題（少子・超高齢

社会等）に対して、薬剤師が果たすべき役割を提案する。

（知識・態度）

Aー(1)ー③ー1　医薬品のリスクを認識し、患者を守る

責任と義務を自覚する。（態度）

Aー(1)ー③ー3　医療に関するリスクマネジメントにお

ける薬剤師の責任と義務を説明できる。

Aー(1)ー③ー4　医薬品が関わる代表的な医療過誤やイ

ンシデントの事例を列挙し、その原因と防止策を説明で

きる。

Aー(1)ー③ー6　代表的な薬害の例（サリドマイド、ス

モン、非加熱血液製剤、ソリブジン等）について、その

原因と社会的背景及びその後の対応を説明できる。

Aー(1)ー③ー7　代表的な薬害について、患者や家族の

苦痛を理解し、これらを回避するための手段を討議する。

（知識・態度）

Aー(3)ー①ー5　相手の心理状態とその変化に配慮し、

対応する。（態度）

Aー(3)ー①ー6　自分の心理状態を意識して、他者と接

することができる。（態度）

Aー(3)ー①ー9　他者の意見を尊重し、協力してよりよ

い解決法を見出すことができる。（知識・技能・態度）

Aー(3)ー②ー1　患者や家族、周囲の人々の心身に及ぼ

す病気やケアの影響について説明できる。

Aー(3)ー②ー2　患者・家族・生活者の心身の状態や多

様な価値観に配慮して行動する。（態度）

Bー(1)ー1　人の行動がどのような要因によって決定さ

れるのかについて説明できる。

Bー(3)ー②ー2　国民医療費の動向について概説できる。

Bー(3)ー②ー4　薬物療法の経済評価手法について概説

できる。

第3回

Aー(1)ー④ー4　将来の薬剤師と薬学が果たす役割につ

いて討議する。（知識・態度）

Aー(5)ー①ー1　医療・福祉・医薬品に関わる問題、社

会的動向、科学の進歩に常に目を向け、自ら課題を見出

し、解決に向けて努力する。（態度）

Aー(5)ー③ー1　生涯にわたって自ら学習する重要性を

認識し、その意義について説明できる。

Aー(5)ー③ー2　生涯にわたって継続的に学習するため

に必要な情報を収集できる。（技能）

Bー(4)ー①ー3　かかりつけ薬局・薬剤師による薬学的

管理の意義について説明できる。

①②③④

第4回

Aー(1)ー②ー5　医薬品の創製（研究開発、生産等）に

おける薬剤師の役割について説明できる。

Aー(2)ー④ー1　臨床研究における倫理規範（ヘルシン

キ宣言等）について説明できる。

第5回

Aー(1)ー②ー4　医薬品の効果が確率論的であることを

説明できる。

Aー(2)ー④ー3　正義性、社会性、誠実性に配慮し、法

規範を遵守して研究に取り組む。（態度）

常に社会のニーズに目を向け，医療者「薬剤師」として，

社会から求められていることに気づき，対処法を考えて

いく。これを達成するには，人としてどのようなこころ

構えをもたなければならないのかを考えていく。また，

自分が気付いた問題点や社会ニーズについて，自分の言

葉で論理的に説明できる，他の人と討論できる能力を醸

成することを目標とする（橋本担当分）。

＜授業のキーワード＞

ヒューマニズム，社会貢献，こころ構え、地域薬局の役

割、健康被害救済制度、医薬品安全性情報報告制度、薬

局業務規範、学校薬剤師、医薬分業、セルフメディケー

ションなど。

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。第１回から

第５回を橋本が、第６回から第１１回を橋本・福島、最

後の第１２回は福島が担当する。

＜履修するにあたって＞

社会にニーズを知るためには，社会の動きを知る必要が

ある。そのため新聞等の情報に常に目を向けることは必

須である（橋本担当分）。将来、諸君は薬剤師としての

社会貢献が求められる。薬剤師として生きるためには、

日頃から医療分野の特に薬剤師に関係する報道等にはよ

り大きな関心を持ち、多くの知識を得て、将来に役立て

てください。（橋本・福島）　オフィースアワーは随時
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ただし午後に可能です。

＜授業時間外に必要な学修＞

新聞を読むこと。調剤薬局・ドラッグストアなどに関心

を持つこと。事前学習として一般新聞の医療社会面に毎

日目を通すこと（目安として0.5時間）。事後学習とし

て、わからないことがあれば教員に尋ねる、あるいはネ

ット等を用いて検索する（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

講義中に連絡（橋本担当分）、課題の提出を必要と判断

した際には、求めることがある。

＜成績評価方法・基準＞

必要に応じて，課題を出すことや小テストを行うことが

ある。その時は，それらを評価に入れる（橋本担当分）。

定期試験はマークシートと、記述問題を併用します（橋

本・福島）。ただし評価は橋本、福島の成績を合算した

評価となります。

＜テキスト＞

自作のプリントを配布します。

＜授業計画＞

第1回

(橋本）　医療人としてヒューマニズムについて考える

医療人である前に人（社会の最小構成単位）として，ま

た医療人として「疾患」，「薬」，「医療」の役割や捉

え方を考える。

Aー(1)ー①ー1,ー2,ー3,ー4,ー6

Aー(1)ー②ー6

Aー(2)ー②ー1,ー3

Aー(3)ー①ー3

Aー(4)ー1,ー2,ー3,ー5

第2回

(橋本）　社会のニーズに目を向ける

薬に関する社会の問題を見つけ出す。その問題について，

医療人薬剤師としてどのような解決方法を提案すれば社

会に貢献できるかを考える。

Aー(1)ー②ー1,ー2,ー3,ー4

Aー(1)ー②ー7,ー8

Aー(1)ー③ー1,ー3,ー4,ー6,ー7

Aー(3)ー①ー5,ー6,ー9

Aー(3)ー②ー1,ー2

Bー(1)ー1

Bー(3)ー②ー2,ー4

第3回

(橋本）　自己学習・生涯学習の大切さを知る

医療が日進月歩していることは周知の事実である。薬剤

師の免許を取得したことが医療人”薬剤師”としてのス

タートである。研究者も含め薬剤師として、患者や社会

に最良の医療を提供できるよう，自己学習，生涯学習の

方法を身につける。

Aー(2)ー⑤ー1

Aー(2)ー⑤ー2ｃ

第4回

(橋本）　研究活動に求められる心構え

研究活動に求められるこころ構え，独創的な考え方，自

立した態度，他の意見を受け入れ，討論する能力を醸成

する。研究の必要性，過去に生じた研究に関する不正に

つてい説明し，その対策を提案する。

Aー(1)ー②ー5

Aー(2)ー④ー1

第5回

(橋本）　創薬・育薬に関わる薬剤師としてのこころ構

え

創薬するものの心構えについて，過去に生じた製薬会社

の不正，その原因と対応策を考える。また今後製薬会社

はどうなっていくことが社会に貢献できるものであるの

かを考える。

Aー(1)ー②ー4

Aー(2)ー④ー3

第６回　　　　　　(橋本・福島）　地域薬局並びに薬

剤師の置かれている状況について説明できる。

地域における薬局の機能と業務について説明できる。B

ー(4)ー①ー1　　　　　　Bー(4)ー①ー6

　Bー(4)ー②ー5

第７回　　　　　　　　　　　(橋本・福島)　点分業と

面分業。門前薬局、医療モール、マンツーマン、調剤薬

局、店舗販売業、ドラッグストアなどの業態について説

明できる。

Bー(4)ー①ー1　　　　　　　 Bー(4)ー①ー2

　　　　Bー(4)ー②ー5　　　　　　　　Bー(4)ー②ー1

第８回           (橋本・福島)　地域包括ケア。厚生

労働省の地域包括ケア、経済産業省の地域包括ケア、健

康サポート薬局、

かかりつけ薬剤師とかかりつけ薬局について説明できる。

Bー(4)ー①ー1  　　　　　　　Bー(4)ー①ー3

　　　　Bー(4)ー①ー4

第９回　　　　　　(橋本・福島)　地域包括ケアの理念

について説明できる。

Bー(4)ー①ー1 　　　　　　　Bー(4)ー②ー2

　　　　　Bー(4)ー②ー1

第１０回　　　　　(橋本・福島)　学校薬剤師、災害時

の薬局の役割について説明できる。

学校薬剤師の役割について説明できる。災害時の薬局の

役割について説明できる。　　　　　　　　　　Bー(4)

ー②ー3　　　　　　　　Bー(4)ー①ー5

第１１回　　　　　(橋本・福島)　OTC医薬品販売業の

変遷、一般用医薬品(第１類、第２類、第３類)、要指導

医薬品等の取り扱いについて。薬剤師と登録販売者、一

般用医薬品の定義について説明できる。

地域の保健、医療、福祉において利用可能な社会資源に

ついて概説できる。地域から求められる医療提供施設、
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福祉施設及び行政との連携について。　　　　　Bー(4)

ー②ー4　　　　　　　　Bー(4)ー②ー5

第１２回　　　　　(福島）　調剤報酬・調剤報酬明細

書(レセプト)について並びに総括

調剤報酬、診療報酬及び介護報酬の仕組みについて概説

できる。　　　　　　　Bー(3)ー①ー7

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

剤形・局方・薬物動態を知る [15～18]

市川　秀喜、岸本　修一、平野　裕之

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

遠隔授業（オンデマンド授業）

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、２および３

を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html#PHA}

医薬品を安定的に製造供給し、適切に品質管理を行い、

適正使用を確実に実施することは、薬剤師に課せられた

重要な職務である。「剤形」、「日本薬局方（日局）」

および「薬物動態」はその最も基本となるものであり、

とりわけ医薬品の適正使用を実践するためには当然なが

らその知識の修得と正確な理解が必須になる。本科目で

は、「医薬品の剤形とは何か、またどのようなものがあ

るのか」「日本薬局方にはどのようなことが記載されて

いるのか」「薬物が効果を発揮するにはそれがどのよう

に適用され、体内でどのような動態を示す必要があるの

か」を主題として、その概要を学ぶ。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

「剤形」

・E5ー(2)ー①ー1　製剤化の概要と意義について説明で

きる。

・E5ー(2)ー①ー2　経口投与する製剤の種類とその特性

について説明できる。

・E5ー(2)ー①ー3　粘膜に適用する製剤（点眼剤、吸入

剤など）の種類とその特性について説明できる。

・E5ー(2)ー①ー4　注射により投与する製剤の種類とそ

の特性について説明できる。

・E5ー(2)ー①ー5　皮膚に適用する製剤の種類とその特

性について説明できる。

・E5ー(2)ー①ー6　その他の製剤（生薬関連製剤、透析

に用いる製剤など）の種類と特性について説明できる。

・E5ー(2)ー②ー3　汎用される容器、包装の種類や特徴

について説明できる。

・E5ー(2)ー②ー4　製剤に関連する試験法を列挙し、説

明できる。

「局方」

・C2ー(3)ー①ー1　代表的な無機イオンの定性反応を説

明できる。

・C2ー(3)ー①ー2　日本薬局方収載の代表的な医薬品の

確認試験を列挙し、その内容を説明できる。

・C2ー(3)ー②ー6　日本薬局方収載の代表的な純度試験

を列挙し、その内容を説明できる。

・C5ー(1)ー④ー2　日本薬局方の生薬総則および生薬試

験法について説明できる。

・E1ー(1)ー③ー1　日本薬局方収載の生物学的定量法の

特徴を説明できる。

「薬物動態」

・E4ー(1)ー①ー1　薬物の生体膜透過における単純拡散、

促進拡散および能動輸送の特徴を説明できる。

・E4ー(1)ー②ー1　経口投与された薬物の吸収について

説明できる。

・E4ー(1)ー②ー2　非経口的に投与される薬物の吸収に

ついて説明できる。

・E4ー(1)ー②ー5　初回通過効果について説明できる。

・E4ー(1)ー③ー1　薬物が結合する代表的な血漿タンパ

ク質を挙げ、タンパク結合の強い薬物を列挙できる。

・E4ー(1)ー③ー2　 薬物の組織移行性（分布容積）と

血漿タンパク結合ならびに組織結合との関係を、定量的

に説明で

きる。

・E4ー(1)ー③ー4　血液ー組織関門の構造・機能と、薬

物の脳や胎児等への移行について説明できる。

・E4ー(1)ー③ー5　薬物のリンパおよび乳汁中への移行

について説明できる。

・E4ー(1)ー④ー1　代表的な薬物代謝酵素を列挙し、そ

の代謝反応が起こる組織ならびに細胞内小器官、反応様

式について説明できる。

・E4ー(1)ー④ー4　プロドラッグと活性代謝物について、

例を挙げて説明できる。

・E4ー(1)ー⑤ー1　薬物の尿中排泄機構について説明で

きる。

・E4ー(1)ー⑤ー2　腎クリアランスと、糸球体ろ過、分

泌、再吸収の関係を定量的に説明できる。

・E4ー(1)ー⑤ー3　代表的な腎排泄型薬物を列挙できる。

・E4ー(1)ー⑤ー4　薬物の胆汁中排泄と腸肝循環につい

て説明できる。

・E4ー(1)ー②ー3　薬物の吸収に影響する因子（薬物の

物性、生理学的要因など）を列挙し、説明できる。

・E4ー(1)ー②ー4　薬物の吸収過程における相互作用に

ついて例を挙げ、説明できる。

・E4ー(1)ー③ー6　薬物の分布過程における相互作用に

ついて例を挙げ、説明できる。
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・E4ー(1)ー④ー5　薬物代謝酵素の阻害および誘導のメ

カニズムと、それらに関連して起こる相互作用について、

例を挙げ、説明できる。

・E4ー(1)ー⑤ー5　薬物の排泄過程における相互作用に

ついて例を挙げ、説明できる。

・E3ー(3)ー②ー1　低出生体重児、新生児、乳児、幼児、

小児における薬物動態と、薬物治療で注意すべき点を説

明できる。

・E3ー(3)ー②ー2　高齢者における薬物動態と、薬物治

療で注意すべき点を説明できる。

・E3ー(3)ー③ー1　腎疾患・腎機能低下時における薬物

動態と、薬物治療・投与設計において注意すべき点を説

明できる。

・E3ー(3)ー③ー2　肝疾患・肝機能低下時における薬物

動態と、薬物治療・投与設計において注意すべき点を説

明できる。

＜授業のキーワード＞

「剤形」

製剤総則、製剤通則、製剤包装通則、製剤各条、剤形、

包装容器、製剤試験法

「局方」

日本薬局方、通則、一般試験法、医薬品条項、純度試験，

確認試験，定量法，製剤に関する試験法および生物学的

試験法

「薬物動態」

薬物動態、吸収、分布、代謝、排泄、相互作用、血中濃

度、副作用

＜授業の進め方＞

授業はオムニバス形式の講義とし、「剤形（第１ー３回

）」は市川、「局方（第４ー６回）」は平野、「薬物動

態（第７ー１２回）」は岸本が担当する。

＜履修するにあたって＞

「剤形」

本講は、３年次・４年次開講の「製剤設計Ⅰ」「製剤設

計Ⅱ」「製剤設計Ⅲ」の基本となる内容であり、製剤総

則や製剤各条の規定は必ずおさえておくこと。

「局方」

条文の規定については必要に応じて覚える必要があるが、

試験法等については原理をしっかりと理解すること。

「薬物動態」

本講義により薬物動態の基礎をしっかり身につけ、３年

次・４年次の薬剤学分野の講義にのぞむ必要がある。

オフィスアワー

市川：　随時（不在にすることもあるので，訪問前に電

子メールでアポイントを取ることを勧めます）

平野：　金曜日　15：30ー17：00　必ず事前に電子メー

ルでアポイントを取ること

岸本：　随時（不在の場合、電子メールに連絡してくだ

さい）

＜授業時間外に必要な学修＞

「剤形」・「局方」

必ずテキストで予習すること（目安として0.5時間）。

受講後は必ず復習すること（目安として1時間）。

「薬物動態」

各講義ごとにドットキャンパスにおいて確認問題を必ず

解き、復習すること（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

なし

＜成績評価方法・基準＞

＜成績評価方法＞

以下の課題の成績を100%として評価する．

＜課題＞

平野・市川担当箇所（配分50％）

各授業毎に実施するポストテスト（30％）および全授業

終了後のオンライン考査（70％）

岸本担当箇所（配分50%）

ドットキャンパスでの確認問題（50％）およびレポート

提出（50％）

＜テキスト＞

市川・平野担当：１年次で使用した『HANDY INTELLIGEN

CE　日本薬局方17局準拠』平野裕之，市川秀喜・著，京

都廣川書店

岸本担当：岩城正宏・伊藤智夫『コンパス生物薬剤学』

南江堂

＜参考図書＞

『第十八改正　日本薬局方解説書』廣川書店

＜授業計画＞

第1回（市川）　製剤化の意義と製剤総則

有効成分を製剤化することの意義および日局の製剤総則

に記載されている基本的事項の概要を学ぶ。

E5ー(2)ー①ー1

第2回（市川）　製剤通則、製剤包装通則、代表的な製

剤試験法

日局の製剤通則（製剤全般に共通する事項を記載したも

の）および製剤包装通則の意義と内容、さらに、日局の

一般試験法のうち、主な製剤試験法の概要を学ぶ。

E5ー(2)ー②ー3

E5ー(2)ー②ー4

第3回（市川）　製剤各条

製剤各条（剤形の定義、製法、試験法および貯法を示す

もの）に記載の代表的な製剤の概要を学ぶ。

E5ー(2)ー①ー1

E5ー(2)ー①ー2

E5ー(2)ー①ー3

E5ー(2)ー①ー4

E5ー(2)ー①ー5

E5ー(2)ー①ー6

第4回（平野）　日本薬局方の概略と通則
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日本薬局方の意義と内容を理解する。通則の意義と内容

を理解する。

C2ー(3)ー①ー2

C2ー(3)ー②ー6

第5回（平野）　代表的な物理的試験法

一般試験法の物理的試験法について学ぶ。

C2ー(3)ー①ー1

C2ー(3)ー①ー2

C2ー(3)ー②ー6

第6回（平野）　代表的な化学的および生物学的試験法

化学的および生物学的試験法を学ぶ。

C2ー(3)ー①ー1

C2ー(3)ー①ー2

C2ー(3)ー②ー6

E1ー(1)ー③ー1

第7回（岸本）　薬の生体膜透過

・生体膜透過機構を理解する。

E4ー(1)ー①ー1

E4ー(1)ー①ー2

第8回（岸本）　薬の吸収

・消化管吸収を理解する。

・消化管以外からの吸収を理解する。

E4ー(1)ー②ー1

E4ー(1)ー②ー2

E4ー(1)ー②ー3

E4ー(1)ー②ー4

E4ー(1)ー②ー5

第9回（岸本）　薬の分布

・薬物の分布に影響を及ぼす要因を理解する。

・分布容積を理解する。

・脳への分布を理解する。

・胎児への分布を理解する。

E4ー(1)ー③ー1

E4ー(1)ー③ー2

E4ー(1)ー③ー4

E4ー(1)ー③ー5

第10回（岸本）　薬の代謝（１）

・薬物代謝酵素が薬効に及ぼす影響を理解する。

・薬物代謝の様式を理解する。

E4ー(1)ー④ー1

E4ー(1)ー④ー2

E4ー(1)ー④ー3

E4ー(1)ー④ー4

第11回（岸本）　薬の代謝（２）

・薬物代謝に影響を及ぼす因子を理解する。

・薬物代謝酵素の誘導と阻害を理解する。

E4ー(1)ー④ー5

第12回（岸本）　 薬の排泄

・腎排泄を理解する。

・胆汁中排泄を理解する。

・尿、胆汁以外からの排泄を理解する。

E4ー(1)ー⑤ー1

E4ー(1)ー⑤ー2

E4ー(1)ー⑤ー3

E4ー(1)ー⑤ー4

E4ー(1)ー⑤ー5

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

細胞の分子生物学Ⅰ [19～]

鷹野　正興

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり１年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

【第1回ー第12回】

この講義では、生命とは何かを考え、生命体を構成して

いる最小単位、細胞について理解する事が目的です。皆

さんは薬剤師を目指していますが、クスリは体の中に入

って、初めて作用を発揮します。これは、化学物質であ

るクスリが体の中で働くことを指し示しています。つま

りクスリの働きを理解するには、細胞がどのような活動

をしているかを理解することが重要になります。

分子生物学、生化学、細胞生物学について、広く、基本

的な事項を関連づけて理解していきましょう。生命体の

基本単位である細胞は分子、タンパク質、DNA、脂質、

糖などがどのように結びつき合っていきながら、「生き

ている」のか理解して行きましょう。

＜到達目標＞

この授業終了時には、セントラルドグマについて、生命

体にとっての意義、また仕組みについて概説出来ること

を目標とします。またコアカリのSBOsを下記に列挙しま

す。下記のSBOｓについては、概説出来るレベルを到達

目標とします。

【第1回ー第12回】

C6-(1)-①ｰ1　 細胞膜を構成する代表的な生体成分を列

挙し、その機能を分子レベルで説明できる。

C6-(1)-②ｰ1　 細胞小器官（核、ミトコンドリア、小胞

体、リソソーム、ゴルジ体、ペルオキシソームなど）や

リボソームの構造と機能を説明できる。

C6-(2)-③ｰ1　アミノ酸を列挙し、その構造に基づいて
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性質を説明できる。

C6-(2)-④ｰ1　タンパク質の構造（一次、二次、三次、

四次構造）と性質を説明できる。

C6-(2)-⑤ｰ1　ヌクレオチドと核酸（DNA、RNA）の種類、

構造、性質を説明できる。

C6-（3）-③ｰ1 酵素反応の特性と反応速度論を説明でき

る。

C6-（3）-③ｰ3. 代表的な酵素活性調節機構を説明でき

る。

C6-（4）-①-1　遺伝情報の保存と発現の流れを説明で

きる。

C6-（4）-①-2　DNA、遺伝子、染色体、ゲノムとは何か

を説明できる。

C6-（5）-①-1　エネルギー代謝の概要を説明できる。

C6-（5）-②-1　解糖系及び乳酸の生成について説明で

きる。

C6-（5）-②-2　クエン酸回路(TCA  サイクル)について

説明できる。

C6-（5）-②-3　電子伝達系（酸化的リン酸化）と  ATP

  合成酵素について説明できる。

＜授業のキーワード＞

分子生物学、DNA、RNA、タンパク質

＜授業の進め方＞

本授業は対面授業で行います。自分たちでプレゼン資料

を作成し、授業中に互いにプレゼンテーションを行いま

す。資料作製のため、サインペン（出来れば黒、赤、青、

その他）を持ってきてください。

＜履修するにあたって＞

この科目の一番重要な目標は、遺伝子とタンパク質が生

命体の中でどれだけの役割を果たしているのかを「概念

」として理解することです。したがって、まず授業でテ

キストを説明出来るようにまとめること。そして、それ

に基づいて説明出来るようにしてください。オフィスア

ワーは随時、講義はベルが鳴ると開始し、遅刻は認めま

せん。私語厳禁、退室して頂きます。

＜授業時間外に必要な学修＞

講義前にMoodleにあげたプレテスト、そして授業後にポ

ストテストを行ってください。課題点として１点加点す

る予定です。また、その日学習したことを必ず復習する

こと、　おおよそ、1時間程度。

＜提出課題など＞

講義前にMoodleにあげたプレテスト、そして授業後にポ

ストテストを行ってください。課題点として１点ずつ加

点する予定です。

＜成績評価方法・基準＞

到達度確認試験30点、定期試験70点、合計100点満点の

成績に基づいて評価する。また、プレテスト、ポストテ

スト、両方回答することで1回について１点加点する予

定です。

＜テキスト＞

好きになる分子生物学　荻原清文　著　講談社

＜参考図書＞

エッセンシャル細胞生物学　南江堂

＜授業計画＞

第１回　オリエンテーション・細胞とは何か

細胞の構造について学ぶ。細胞を構成している分子、細

胞が集まって組織を構成、組織が器官を構成し、個体を

構成する。

第２回　タンパク質の姿

アミノ酸がタンパク質を構成し、どのようにして立体構

造を形成するかについて学ぶ。

第３回　タンパク質の働きぶり

酵素タンパクの働きとその調節がどのように為されてい

るかについて学ぶ。

第４回　細胞の呼吸

細胞呼吸、解糖系、クエン酸回路、そして電子伝達系の

生体内における意味について学ぶ。

第５回　細胞の情報伝達

細胞間、細胞内の情報伝達がどのような仕組みによって

行われているかについて学ぶ。

第６回　DNAの姿

DNAはどのような構造で、そのような役割を担っている

かについて学ぶ。

第７回　DNAを複製する

DNAはどのように複製されるかについて学ぶ。

第８回　遺伝子からタンパク質へ

DNAからタンパク質へ翻訳されるのは何のために行われ、

どのような仕組みなのかについて学ぶ。

第９回　遺伝子を編集する1

DNAからRNAへどのような仕組みで転写されるかについて

学ぶ。

第１０回　遺伝子を編集する2

遺伝子の編集、真核生物におけるスプライシングとゲノ

ムDNAの再編成について、理解する。

第１１回　遺伝子の読み取り

遺伝子の転写調節について、その意味、仕組みについて

理解する。

第１２回　まとめ

第1回から第11回までのまとめ

C6-（4）-①-1

C6-（4）-①-2

C6-（4）-④-1

C6-（4）-④-2

C6-（4）-④-3

C6-（4）-④-4

C6-（4）-⑥-1

C6-（4）-⑥-2
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--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

細胞の分子生物学Ⅰ [再]

鷹野　正興

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり１年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

【第1回ー第12回】

この講義では、生命とは何かを考え、生命体を構成して

いる最小単位、細胞について理解する事が目的です。皆

さんは薬剤師を目指していますが、クスリは体の中に入

って、初めて作用を発揮します。これは、化学物質であ

るクスリが体の中で働くことを指し示しています。つま

りクスリの働きを理解するには、細胞がどのような活動

をしているかを理解することが重要になります。

分子生物学、生化学、細胞生物学について、広く、基本

的な事項を関連づけて理解していきましょう。生命体の

基本単位である細胞は分子、タンパク質、DNA、脂質、

糖などがどのように結びつき合っていきながら、「生き

ている」のか理解して行きましょう。

＜到達目標＞

この授業終了時には、セントラルドグマについて、生命

体にとっての意義、また仕組みについて概説出来ること

を目標とします。またコアカリのSBOsを下記に列挙しま

す。下記のSBOｓについては、概説出来るレベルを到達

目標とします。

【第1回?第12回】

C6-(1)-①ｰ1　 細胞膜を構成する代表的な生体成分を列

挙し、その機能を分子レベルで説明できる。

C6-(1)-②ｰ1　 細胞小器官（核、ミトコンドリア、小胞

体、リソソーム、ゴルジ体、ペルオキシソームなど）や

リボソームの構造と機能を説明できる。

C6-(2)-③ｰ1　アミノ酸を列挙し、その構造に基づいて

性質を説明できる。

C6-(2)-④ｰ1　タンパク質の構造（一次、二次、三次、

四次構造）と性質を説明できる。

C6-(2)-⑤ｰ1　ヌクレオチドと核酸（DNA、RNA）の種類、

構造、性質を説明できる。

C6-（3）-③ｰ1 酵素反応の特性と反応速度論を説明でき

る。

C6-（3）-③ｰ3. 代表的な酵素活性調節機構を説明でき

る。

C6-（4）-①-1　遺伝情報の保存と発現の流れを説明で

きる。

C6-（4）-①-2　DNA、遺伝子、染色体、ゲノムとは何か

を説明できる。

C6-（5）-①-1　エネルギー代謝の概要を説明できる。

C6-（5）-②-1　解糖系及び乳酸の生成について説明で

きる。

C6-（5）-②-2　クエン酸回路(TCA  サイクル)について

説明できる。

C6-（5）-②-3　電子伝達系（酸化的リン酸化）と  ATP

  合成酵素について説明できる。

＜授業のキーワード＞

分子生物学、DNA、RNA、タンパク質

＜授業の進め方＞

本授業はテキスト、好きになる分子生物学を読んで、ま

とめを提出して頂きます。質問等はメールにて受け付け

ます。

＜履修するにあたって＞

この科目の一番重要な目標は、遺伝子とタンパク質が生

命体の中でどれだけの役割を果たしているのかを「概念

」として理解することです。したがって、まず授業でテ

キストを説明出来るようにまとめること。そして、それ

に基づいて説明出来るようにしてください。オフィスア

ワーは随時、講義はベルが鳴ると開始し、遅刻は認めま

せん。私語厳禁、退室して頂きます。

＜授業時間外に必要な学修＞

好きになる分子生物学を読んで、まとめる。

＜提出課題など＞

レポートを提出してください。

＜成績評価方法・基準＞

レポートと定期試験によって評価します。

＜テキスト＞

好きになる分子生物学

＜参考図書＞

好きになる分子生物学　荻原清文　著　講談社

＜授業計画＞

第１回　オリエンテーション・細胞とは何か

細胞の構造について学ぶ。細胞を構成している分子、細

胞が集まって組織を構成、組織が器官を構成し、個体を

構成する。

第２回　タンパク質の姿

アミノ酸がタンパク質を構成し、どのようにして立体構

造を形成するかについて学ぶ。

第３回　タンパク質の働きぶり

酵素タンパクの働きとその調節がどのように為されてい

るかについて学ぶ。

第４回　細胞の呼吸

細胞呼吸、解糖系、クエン酸回路、そして電子伝達系の

生体内における意味について学ぶ。
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第５回　細胞の情報伝達

細胞間、細胞内の情報伝達がどのような仕組みによって

行われているかについて学ぶ。

第６回　DNAの姿

DNAはどのような構造で、そのような役割を担っている

かについて学ぶ。

第７回　DNAを複製する

DNAはどのように複製されるかについて学ぶ。

第８回　遺伝子からタンパク質へ

DNAからタンパク質へ翻訳されるのは何のために行われ、

どのような仕組みなのかについて学ぶ。

第９回　遺伝子を編集する1

DNAからRNAへどのような仕組みで転写されるかについて

学ぶ。

第１０回　遺伝子を編集する2

遺伝子の編集、真核生物におけるスプライシングとゲノ

ムDNAの再編成について、理解する。

第１１回　遺伝子の読み取り

遺伝子の転写調節について、その意味、仕組みについて

理解する。

第１２回　まとめ

第1回から第11回までのまとめ

C6-（4）-①-1

C6-（4）-①-2

C6-（4）-④-1

C6-（4）-④-2

C6-（4）-④-3

C6-（4）-④-4

C6-（4）-⑥-1

C6-（4）-⑥-2

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

細胞の分子生物学Ⅰ（生体成分と細胞） [15～18]

鷹野　正興

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

【第1回ー第12回】

この講義では、生命とは何かを考え、生命体を構成して

いる最小単位、細胞について理解する事が目的です。皆

さんは薬剤師を目指していますが、クスリは体の中に入

って、初めて作用を発揮します。これは、化学物質であ

るクスリが体の中で働くことを指し示しています。つま

りクスリの働きを理解するには、細胞がどのような活動

をしているかを理解することが重要になります。

分子生物学、生化学、細胞生物学について、広く、基本

的な事項を関連づけて理解していきましょう。生命体の

基本単位である細胞は分子、タンパク質、DNA、脂質、

糖などがどのように結びつき合っていきながら、「生き

ている」のか理解して行きましょう。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

【第1回?第12回】

C6-(1)-①ｰ1　 細胞膜を構成する代表的な生体成分を列

挙し、その機能を分子レベルで説明できる。

C6-(1)-①ｰ2　 エンドサイトーシスとエキソサイトーシ

スについて説明できる。

C6-(1)-②ｰ1　 細胞小器官（核、ミトコンドリア、小胞

体、リソソーム、ゴルジ体、ペルオキシソームなど）や

リボソームの構造と機能を説明できる。

C6-(1)-③ｰ1　 細胞骨格の構造と機能を説明できる。

C6-(2)-①ｰ1　代表的な脂質の種類、構造、性質、役割

を説明できる。

C6-(2)-②ｰ1　代表的な単糖、二糖の種類、構造、性質、

役割を説明できる。

C6-(2)-③ｰ1　アミノ酸を列挙し、その構造に基づいて

性質を説明できる。

C6-(2)-④ｰ1　タンパク質の構造（一次、二次、三次、

四次構造）と性質を説明できる。

C6-(2)-⑤ｰ1　ヌクレオチドと核酸（DNA、RNA）の種類、

構造、性質を説明できる。

C6-（3）-①ｰ1　多彩な機能をもつタンパク質（酵素、

受容体、シグナル分子、膜輸送体、運搬・輸送タンパク

質、貯蔵タンパク質、構造タンパク質、接着タンパク質、

防御タンパク質、調節タンパク質）を列挙し概説できる。

C6-（3）-③ｰ1 酵素反応の特性と反応速度論を説明でき

る。

C6-（3）-③ｰ2. 酵素反応における補酵素、微量金属の

役割を説明できる。

C6-（3）-③ｰ3. 代表的な酵素活性調節機構を説明でき

る。

C6-（4）-①-1　遺伝情報の保存と発現の流れを説明で

きる。

C6-（4）-①-2　DNA、遺伝子、染色体、ゲノムとは何か

を説明できる。

C6-（4）-④-1　DNA からRNA への転写の過程について

説明できる。

C6-（5）-①-1　エネルギー代謝の概要を説明できる。

C6-（5）-②-1　解糖系及び乳酸の生成について説明で

きる。

C6-（5）-②-2　クエン酸回路(TCA  サイクル)について

説明できる。
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C6-（5）-②-3　電子伝達系（酸化的リン酸化）と  ATP

  合成酵素について説明できる。

＜授業のキーワード＞

分子生物学、DNA、タンパク質

＜授業の進め方＞

本授業は対面授業で行います。プレゼン資料を作成し、

プレゼンテーションを行います。

＜履修するにあたって＞

丸暗記はダメというのも、この科目の一番重要な目標は、

遺伝子とタンパク質が生命体の中でどれだけの役割を果

たしているのかを「概念」として理解することです。し

たがって、憶えるだけではこの目標はクリアできません。

特に、講義で聴いたことを教科書を読みながら、頭の中

でイメージできるまで復習してください。オフィスアワ

ーは随時、講義はベルが鳴ると開始し、遅刻は認めませ

ん。私語厳禁、見つけ次第退室して頂きます。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、テキスト「好きになる分子生物学」に

目を通しておくこと（目安として0.5時間）。事後学習

として、講義内容を復習し、得られた知識をその日のう

ちに確認すること（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

授業前にMoodleにあげたプレテスト、講義終了後にポス

トテストを解いてください。両方で1点加点する予定で

す。

＜成績評価方法・基準＞

到達度確認試験30点、定期試験70点、合計100点満点の

成績に基づいて評価する。プレテスト、ポストテスト、

両方で1点加点する予定です。

＜テキスト＞

好きになる分子生物学　荻原清文　著　講談社

＜参考図書＞

エッセンシャル細胞生物学　南江堂

＜授業計画＞

第１回　細胞とは何か

細胞の構造について学ぶ。細胞を構成している分子、細

胞が集まって組織を構成、組織が器官を構成し、個体を

構成する。

第２回　タンパク質の姿

アミノ酸がタンパク質を構成し、どのようにして立体構

造を形成するかについて学ぶ。

第３回　タンパク質の働きぶり

酵素タンパクの働きとその調節がどのように為されてい

るかについて学ぶ。

第４回　細胞の呼吸

細胞呼吸、解糖系、クエン酸回路、そして電子伝達系の

生体内における意味について学ぶ。

第５回　細胞の情報伝達

細胞間、細胞内の情報伝達がどのような仕組みによって

行われているかについて学ぶ。

第６回　情報伝達の異常としての病気

情報伝達系の異常が様々な病気にどのように関わってい

るかについて学ぶ。

第７回　DNAって何だ

DNAはどのような構造で、そのような役割を担っている

かについて学ぶ。

第８回　DNAを複製する

DNA複製は何のために行われ、どのような仕組みで複製

されるかについて学ぶ。

第９回　遺伝子からタンパク質へ

遺伝子からタンパク質へどのような仕組みで転写・翻訳

されるかについて学ぶ。

第１０回　遺伝子の編集

遺伝子の編集、真核生物におけるスプライシングとゲノ

ムDNAの再編成について、理解する。

第１１回　遺伝子の読み取り

遺伝子の転写調節について、その意味、仕組みについて

理解する。

第１２回　まとめ

第1回から第11回までのまとめ

C6-（4）-①-1

C6-（4）-①-2

C6-（4）-④-1

C6-（4）-④-2

C6-（4）-④-3

C6-（4）-④-4

C6-（4）-⑥-1

C6-（4）-⑥-2

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

細胞の分子生物学Ⅱ [15～18]

鷹野　正興

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業を行う予定です。

Zoom授業

正興 鷹野さんがあなたを予約されたZoomミーティング

に招待しています。

トピック: 細胞の分子生物学２

時間: こちらは定期的ミーティングです いつでも

Zoomミーティングに参加する

https://zoom.us/j/94867603242?pwd=bGVXOHZUSDZiMjFu

S0FaM3huOXg1QT09

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専
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門教育科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

二年生の皆さんにはもうなじみがあるでしょう。生命科

学を理解しようとする際、タンパク質と遺伝子を理解す

ることは、もっとも重要なステップの一つです。私たち

も含めて、動物・植物、生きているものはすべて、細胞

から成り立っており、その細胞は、遺伝子とタンパク質

から成り立っています。言い換えれば、生命を理解しよ

うとするには、細胞を理解しなくてはならず、細胞を理

解するには、タンパク質と遺伝子を理解しなくてはなり

ません。皆さんは細胞の分子生物学Ⅰでセントラルドグ

マの概要を学びましたが、細胞の分子生物学Ⅱでは、よ

り体系的に、システムの意味を理解しながら、より深く、

最終的には遺伝子工学まで理解して、説明出来ることを

目指しましょう。

＜到達目標＞

この授業終了時には、セントラルドグマについて、その

仕組みと意味を的確に理解し説明出来ることを目標とし

ます。またコアカリのSBOsを下記に列挙します。

C6-(1)-②-1 　１）細胞小器官（核、ミトコンドリア、

小胞体、リソソーム、ゴルジ体、ペルオキシソームなど

）やリボソームの構造と機能を説明できる。

　　　　　　　　　　　　C6-(2)-③-1 　１）アミノ酸

を列挙し、その構造に基づいて性質を説明できる。

　　　　C6-(2)-④-1 　１）タンパク質の構造（一次、

二次、三次、四次構造）と性質を説明できる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C6-(2)-

⑤-1 　１）ヌクレオチドと核酸（DNA、RNA）の種類、

構造、性質を説明できる。

　　　　　　　　　　　　　　C6-(3)-①-1 　１）多彩

な機能をもつタンパク質（酵素、受容体、シグナル分子、

膜輸送体、運搬・輸送タンパク質、貯蔵タンパク質、構

造タンパク質、接着タンパク質、防御タンパク質、調節

タンパク質）を列挙し概説できる。

　　　　　　　　　　　　　　　　C8-（1）-③-4 　４

） 抗体分子の基本構造、種類、役割を説明できる。

　　　　　　　　　　　　C6-(3)-③-1   １）酵素反応

の特性と反応速度論を説明できる。

C6-(3)-③-2 　２）酵素反応における補酵素、微量金属

の役割を説明できる。

C6-(3)-③-3 　３）代表的な酵素活性調節機構を説明で

きる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　C6-(4)-①-1

１）遺伝情報の保存と発現の流れを説明できる。

C6-(4)-①-2 　２）DNA、遺伝子、染色体、ゲノムとは

何かを説明できる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　C6-(4)-②-1

１）染色体の構造（ヌクレオソーム、クロマチン、セン

トロメア、テロメアなど）を説明できる。

C6-(4)-②-2 　２）遺伝子の構造（プロモーター、エン

ハンサー、エキソン、イントロンなど）を説明できる。

C6-(4)-②-3 　３）RNA の種類(hnRNA、mRNA、rRNA、tR

NA など)と機能について説明できる。

C6-(4)-③-1 　１）DNA の複製の過程について説明でき

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　C6-(4)-④-1

１）DNA から RNA への転写の過程について説明できる。

＜授業のキーワード＞

分子生物学、細胞、タンパク質、遺伝子

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。60分　講義

したあとに、学生同士で資料作製し、プレゼンして貰い

ます。

＜履修するにあたって＞

丸暗記はダメというのも、この科目の一番重要な目標は、

遺伝子とタンパク質が生命体の中でどれだけの役割を果

たしているのかを「概念」として理解することです。し

たがって、憶えるだけではこの目標はクリアできません。

また、講義の際に適宜プリントを配布しますので、教科

書の補完として使って下さい。特に、講義で聴いたこと

を教科書を読みながら、頭の中でイメージできるまで復

習してください。オフィスアワーは随時、研究室に来て

いただいたら時間のある限り対応します。講義はベルが

鳴ると開始し、遅刻は認めません。私語厳禁、見つけ次

第退室して頂きます。他者に迷惑がかかる行為は困るか

らです。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業前にプレテスト、授業後にポストテストを必ず受け

ること。また、授業前にプリント、教科書の範囲を読む

こと。授業後、その日の復習を必ず行ってください。

＜提出課題など＞

授業後に連絡

＜成績評価方法・基準＞

定期試験を実施します。プレテスト、ポストテスト提出

で１２点加点します。

＜テキスト＞

「エッセンシャル細胞生物学」南江堂　８０００円（細

胞生物学と共通の教科書）この教科書は、生命科学の中

で最高の教科書の一つです。安くはないですが、興味の

あるところだけでも、ぜひ一読してみてください。版の

古いものでも構わないので必ず手に入れてください、試
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験の際持ち込みで使うことがあります。

＜参考図書＞

「好きになる分子生物学」萩原清文（講談社）生物と無

生物のあいだ』福岡伸一（講談社現代新書、2007年）

＜授業計画＞

第1回　生命科学におけるセントラルドグマ

セントラルドグマについて、その概要、意義を説明出来

る。

第2回　タンパク質の構造と機能

様々なタンパク質についてその機能と役割を説明出来る。

また、タンパク質の構造（一次、二次、三次、四次構造

）と性質を説明できる。

第3回　タンパク質はどのように働くか

タンパク質の働きは結合に基づくことを理解し、酵素、

抗体などがどのように結合するかについて説明出来る。

第4回　酵素とは？その調節

酵素の調節機構、反応速度論について、その概要を説明

出来る。

第5回　　D N A とは

セントラルドグマについて説明出来る。とくに遺伝子の

概念について説明出来る。

第6回　DNAの複製

DNAの複製は何のためにあり、どのような仕組み花につ

いて説明出来る。

第7回　DNAのミスは、修復される！

DNAの変異はどのように、起こり、その修復はどのよう

に行われるかについて説明出来る。

第8回　転写ーDNAからRNAへータンパク質をつくるには

鋳型が必要！

DNAからRNAの転写はなぜ必要で、どのような仕組みで行

われるか説明出来る。

第9回　翻訳ーRNAからタンパク質へー

RNAからタンパク質はどのような仕組みで翻訳され、そ

して、ｍRNA,ｔRNA,ｒRNAの役割についてそれぞれ説明

出来る。

第10回　遺伝子発現の調節

転写の調節がなぜ必要で、そのことが生命体にとってど

のように重要なのか説明出来る。

第11回　細胞の分化と遺伝子発現調節

細胞の分化にとって遺伝子発現調節がどのような役割を

果たすか説明出来る。

第12回　遺伝子工学の基礎

遺伝子工学の発達によって何が行えるようになったか、

説明出来る。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

細胞の分子生物学Ⅱ [19～]

鷹野　正興

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業を実施する予定です。

正興 鷹野さんがあなたを予約されたZoomミーティング

に招待しています。

トピック: 細胞の分子生物学Ⅱ

時間: 2020年5月13日 11:00 AM 大阪、札幌、東京

        毎週水曜

Zoomミーティングに参加する

https://zoom.us/j/91923387360?pwd=TjRMV0UwWlhVRjdj

SnJyb21uMlAyUT09

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

二年生の皆さんにはもうなじみがあるでしょう。生命科

学を理解しようとする際、タンパク質と遺伝子を理解す

ることは、もっとも重要なステップの一つです。私たち

も含めて、動物・植物、生きているものはすべて、細胞

から成り立っており、その細胞は、遺伝子とタンパク質

から成り立っています。言い換えれば、生命を理解しよ

うとするには、細胞を理解しなくてはならず、細胞を理

解するには、タンパク質と遺伝子を理解しなくてはなり

ません。皆さんは細胞の分子生物学Ⅰでセントラルドグ

マの概要を学びましたが、細胞の分子生物学Ⅱでは、よ

り体系的に、システムの意味を理解しながら、より深く、

最終的には遺伝子工学まで理解して、説明出来ることを

目指しましょう。

＜到達目標＞

この授業終了時には、セントラルドグマについて、その

仕組みと意味を的確に理解し説明出来ることを目標とし

ます。またコアカリのSBOsを下記に列挙します。

C6-(1)-②-1 　１）細胞小器官（核、ミトコンドリア、

小胞体、リソソーム、ゴルジ体、ペルオキシソームなど

）やリボソームの構造と機能を説明できる。

　　　　　　　　　　　　C6-(2)-③-1 　１）アミノ酸

を列挙し、その構造に基づいて性質を説明できる。
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　　　　C6-(2)-④-1 　１）タンパク質の構造（一次、

二次、三次、四次構造）と性質を説明できる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C6-(2)-

⑤-1 　１）ヌクレオチドと核酸（DNA、RNA）の種類、

構造、性質を説明できる。

　　　　　　　　　　　　　　C6-(3)-①-1 　１）多彩

な機能をもつタンパク質（酵素、受容体、シグナル分子、

膜輸送体、運搬・輸送タンパク質、貯蔵タンパク質、構

造タンパク質、接着タンパク質、防御タンパク質、調節

タンパク質）を列挙し概説できる。

　　　　　　　　　　　　　　　　C8-（1）-③-4 　４

） 抗体分子の基本構造、種類、役割を説明できる。

　　　　　　　　　　　　C6-(3)-③-1   １）酵素反応

の特性と反応速度論を説明できる。

C6-(3)-③-2 　２）酵素反応における補酵素、微量金属

の役割を説明できる。

C6-(3)-③-3 　３）代表的な酵素活性調節機構を説明で

きる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　C6-(4)-①-1

１）遺伝情報の保存と発現の流れを説明できる。

C6-(4)-①-2 　２）DNA、遺伝子、染色体、ゲノムとは

何かを説明できる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　C6-(4)-②-1

１）染色体の構造（ヌクレオソーム、クロマチン、セン

トロメア、テロメアなど）を説明できる。

C6-(4)-②-2 　２）遺伝子の構造（プロモーター、エン

ハンサー、エキソン、イントロンなど）を説明できる。

C6-(4)-②-3 　３）RNA の種類(hnRNA、mRNA、rRNA、tR

NA など)と機能について説明できる。

C6-(4)-③-1 　１）DNA の複製の過程について説明でき

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　C6-(4)-④-1

１）DNA から RNA への転写の過程について説明できる。

＜授業のキーワード＞

分子生物学、細胞、タンパク質、遺伝子

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。　講義60分

のあとに、学生同士で資料作製し、プレゼンして貰いま

す。サインペンを持ってきてください。

＜履修するにあたって＞

丸暗記はダメというのも、この科目の一番重要な目標は、

遺伝子とタンパク質が生命体の中でどれだけの役割を果

たしているのかを「概念」として理解することです。し

たがって、憶えるだけではこの目標はクリアできません。

また、講義の際に適宜プリントを配布しますので、教科

書の補完として使って下さい。特に、講義で聴いたこと

を教科書を読みながら、頭の中でイメージできるまで復

習してください。オフィスアワーは随時、研究室に来て

いただいたら時間のある限り対応します。講義はベルが

鳴ると開始し、遅刻は認めません。私語厳禁、見つけ次

第退室して頂きます。他者に迷惑がかかる行為は困るか

らです。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業前にプレテスト、授業後にポストテストを必ず受け

ること。また、授業前にプリント、教科書の範囲を読む

こと。また授業後に復習してください。

＜提出課題など＞

授業後に連絡

＜成績評価方法・基準＞

定期試験の成績によって評価します。プレテスト、ポス

トテストを受験したら、１点加点します。

＜テキスト＞

「エッセンシャル細胞生物学」南江堂　８０００円（細

胞生物学と共通の教科書）この教科書は、生命科学の中

で最高の教科書の一つです。安くはないですが、興味の

あるところだけでも、ぜひ一読してみてください。版の

古いものでも構わないので必ず手に入れてください、試

験の際持ち込みで使うことがあります。

＜参考図書＞

「好きになる分子生物学」萩原清文（講談社）生物と無

生物のあいだ』福岡伸一（講談社現代新書、2007年）

＜授業計画＞

第1回　生命科学におけるセントラルドグマ

セントラルドグマについて、その概要、意義を説明出来

る。

第2回　タンパク質の構造と機能

様々なタンパク質についてその機能と役割を説明出来る。

また、タンパク質の構造（一次、二次、三次、四次構造

）と性質を説明できる。

第3回　タンパク質はどのように働くか

タンパク質の働きは結合に基づくことを理解し、酵素、

抗体などがどのように結合するかについて説明出来る。

第4回　酵素とは？その調節

酵素の調節機構、反応速度論について、その概要を説明

出来る。

第5回　　D N A とは

セントラルドグマについて説明出来る。とくに遺伝子の

概念について説明出来る。

第6回　DNAの複製

DNAの複製は何のためにあり、どのような仕組み花につ

いて説明出来る。

第7回　DNAのミスは、修復される！

DNAの変異はどのように、起こり、その修復はどのよう

に行われるかについて説明出来る。

第8回　転写ーDNAからRNAへータンパク質をつくるには

鋳型が必要！

DNAからRNAの転写はなぜ必要で、どのような仕組みで行
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われるか説明出来る。

第9回　翻訳ーRNAからタンパク質へー

RNAからタンパク質はどのような仕組みで翻訳され、そ

して、ｍRNA,ｔRNA,ｒRNAの役割についてそれぞれ説明

出来る。

第10回　遺伝子発現の調節

転写の調節がなぜ必要で、そのことが生命体にとってど

のように重要なのか説明出来る。

第11回　細胞の分化と遺伝子発現調節

細胞の分化にとって遺伝子発現調節がどのような役割を

果たすか説明出来る。

第12回　遺伝子工学の基礎

遺伝子工学の発達によって何が行えるようになったか、

説明出来る。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

細胞の分子生物学Ⅱ [再]

鷹野　正興

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

オンデマンド授業

Teamsにあげたビデオを視聴してください。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

二年生の皆さんにはもうなじみがあるでしょう。生命科

学を理解しようとする際、タンパク質と遺伝子を理解す

ることは、もっとも重要なステップの一つです。私たち

も含めて、動物・植物、生きているものはすべて、細胞

から成り立っており、その細胞は、遺伝子とタンパク質

から成り立っています。言い換えれば、生命を理解しよ

うとするには、細胞を理解しなくてはならず、細胞を理

解するには、タンパク質と遺伝子を理解しなくてはなり

ません。皆さんは細胞の分子生物学Ⅰでセントラルドグ

マの概要を学びましたが、細胞の分子生物学Ⅱでは、よ

り体系的に、システムの意味を理解しながら、より深く、

最終的には遺伝子工学まで理解して、説明出来ることを

目指しましょう。

＜到達目標＞

この授業終了時には、セントラルドグマについて、その

仕組みと意味を的確に理解し説明出来ることを目標とし

ます。またコアカリのSBOsを下記に列挙します。

C6-(1)-②-1 　１）細胞小器官（核、ミトコンドリア、

小胞体、リソソーム、ゴルジ体、ペルオキシソームなど

）やリボソームの構造と機能を説明できる。

　　　　　　　　　　　　C6-(2)-③-1 　１）アミノ酸

を列挙し、その構造に基づいて性質を説明できる。

　　　　C6-(2)-④-1 　１）タンパク質の構造（一次、

二次、三次、四次構造）と性質を説明できる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C6-(2)-

⑤-1 　１）ヌクレオチドと核酸（DNA、RNA）の種類、

構造、性質を説明できる。

　　　　　　　　　　　　　　C6-(3)-①-1 　１）多彩

な機能をもつタンパク質（酵素、受容体、シグナル分子、

膜輸送体、運搬・輸送タンパク質、貯蔵タンパク質、構

造タンパク質、接着タンパク質、防御タンパク質、調節

タンパク質）を列挙し概説できる。

　　　　　　　　　　　　　　　　C8-（1）-③-4 　４

） 抗体分子の基本構造、種類、役割を説明できる。

　　　　　　　　　　　　C6-(3)-③-1   １）酵素反応

の特性と反応速度論を説明できる。

C6-(3)-③-2 　２）酵素反応における補酵素、微量金属

の役割を説明できる。

C6-(3)-③-3 　３）代表的な酵素活性調節機構を説明で

きる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　C6-(4)-①-1

１）遺伝情報の保存と発現の流れを説明できる。

C6-(4)-①-2 　２）DNA、遺伝子、染色体、ゲノムとは

何かを説明できる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　C6-(4)-②-1

１）染色体の構造（ヌクレオソーム、クロマチン、セン

トロメア、テロメアなど）を説明できる。

C6-(4)-②-2 　２）遺伝子の構造（プロモーター、エン

ハンサー、エキソン、イントロンなど）を説明できる。

C6-(4)-②-3 　３）RNA の種類(hnRNA、mRNA、rRNA、tR

NA など)と機能について説明できる。

C6-(4)-③-1 　１）DNA の複製の過程について説明でき

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　C6-(4)-④-1

１）DNA から RNA への転写の過程について説明できる。

＜授業のキーワード＞

分子生物学、細胞、タンパク質、遺伝子

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。　講義の終

わりにサマリー（まとめ）を書いて、隣の席の人に説明

して貰うことを行います。

＜履修するにあたって＞

丸暗記はダメというのも、この科目の一番重要な目標は、

遺伝子とタンパク質が生命体の中でどれだけの役割を果

たしているのかを「概念」として理解することです。し
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たがって、憶えるだけではこの目標はクリアできません。

また、講義の際に適宜プリントを配布しますので、教科

書の補完として使って下さい。特に、講義で聴いたこと

を教科書を読みながら、頭の中でイメージできるまで復

習してください。オフィスアワーは随時、研究室に来て

いただいたら時間のある限り対応します。講義はベルが

鳴ると開始し、遅刻は認めません。私語厳禁、見つけ次

第退室して頂きます。他者に迷惑がかかる行為は困るか

らです。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業後にポストテストとして、オンライン試験、もしく

はレポート提出を行ってください。また、プリント、教

科書の範囲を読むこと。

＜提出課題など＞

授業後に連絡

＜成績評価方法・基準＞

毎回、授業後のレポート、定期試験のその成績と合わせ

て評価します。3/2以上のレポートの提出ないものに関

しては、D評価とします。

＜テキスト＞

「エッセンシャル細胞生物学」南江堂　８０００円（細

胞生物学と共通の教科書）この教科書は、生命科学の中

で最高の教科書の一つです。安くはないですが、興味の

あるところだけでも、ぜひ一読してみてください。版の

古いものでも構わないので必ず手に入れてください、試

験の際持ち込みで使うことがあります。

＜参考図書＞

「好きになる分子生物学」萩原清文（講談社）生物と無

生物のあいだ』福岡伸一（講談社現代新書、2007年）

＜授業計画＞

第1回　生命科学におけるセントラルドグマ

セントラルドグマについて、その概要、意義を説明出来

る。

第2回　タンパク質の構造と機能

様々なタンパク質についてその機能と役割を説明出来る。

また、タンパク質の構造（一次、二次、三次、四次構造

）と性質を説明できる。

第3回　タンパク質はどのように働くか

タンパク質の働きは結合に基づくことを理解し、酵素、

抗体などがどのように結合するかについて説明出来る。

第4回　酵素とは？その調節

酵素の調節機構、反応速度論について、その概要を説明

出来る。

第5回　　D N A とは

セントラルドグマについて説明出来る。とくに遺伝子の

概念について説明出来る。

第6回　DNAの複製

DNAの複製は何のためにあり、どのような仕組み花につ

いて説明出来る。

第7回　DNAのミスは、修復される！

DNAの変異はどのように、起こり、その修復はどのよう

に行われるかについて説明出来る。

第8回　転写ーDNAからRNAへータンパク質をつくるには

鋳型が必要！

DNAからRNAの転写はなぜ必要で、どのような仕組みで行

われるか説明出来る。

第9回　翻訳ーRNAからタンパク質へー

RNAからタンパク質はどのような仕組みで翻訳され、そ

して、ｍRNA,ｔRNA,ｒRNAの役割についてそれぞれ説明

出来る。

第10回　遺伝子発現の調節

転写の調節がなぜ必要で、そのことが生命体にとってど

のように重要なのか説明出来る。

第11回　細胞の分化と遺伝子発現調節

細胞の分化にとって遺伝子発現調節がどのような役割を

果たすか説明出来る。

第12回　遺伝子工学の基礎

遺伝子工学の発達によって何が行えるようになったか、

説明出来る。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

細胞の分子生物学Ⅲ [15～18]

角田　慎一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2, 4を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

この講義では、細胞レベルでの生命活動の理解を目的と

し、細胞の構造と機能、細胞分裂と細胞死、細胞間コミ

ュニケーションと細胞内情報伝達について、また、がん

細胞や発生と分化についても学習する。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C6ー(1)ー①ー1　細胞膜を構成する代表的な生体成分を

列挙し、その機能を分子レベルで説明できる。

C6ー(1)ー①ー1　エンドサイトーシスとエキソサイトー

シスについて説明できる。

C6ー(1)ー②ー1　細胞小器官やリボソームの構造と機能

を説明できる。

C6ー(1)ー③ー1　細胞骨格の構造と機能を説明できる。

C6ー(6)ー①ー1　細胞間コミュニケーションにおける情

報伝達様式を説明できる。



- 218 -

C6ー(6)ー②ー1　細胞膜チャネル内蔵型受容体を介する

細胞内情報伝達について説明できる。

C6ー(6)ー②ー2　細胞膜受容体から G タンパク系を介

する細胞内情報伝達について説明できる。

C6ー(6)ー②ー3　細胞膜受容体タンパク質などのリン酸

化を介する細胞内情報伝達について説明できる。

C6ー(6)ー②ー4　細胞内情報伝達におけるセカンドメッ

センジャーについて説明できる。

C6ー(6)ー②ー5　細胞内（核内）受容体を介する細胞内

情報伝達について説明できる。

C6ー(6)ー③ー1　細胞間の接着構造、主な細胞接着分子

の種類と特徴を説明できる。

C6ー(6)ー③ー2　主な細胞外マトリックス分子の種類と

特徴を説明できる。

C6ー(7)ー①ー1　細胞周期とその制御機構について説明

できる。

C6ー(7)ー①ー2　体細胞と生殖細胞の細胞分裂について

説明できる。

C6ー(7)ー②ー1　細胞死（アポトーシスとネクローシス

）について説明できる。

C6ー(7)ー③ー1　正常細胞とがん細胞の違いについて説

明できる。

C6ー(7)ー③ー2　がん遺伝子とがん抑制遺伝子について

概説できる。

C7ー(1)ー②ー1　個体発生について概説できる。

C7ー(1)ー②ー2　細胞の分化における幹細胞、前駆細胞

の役割について概説できる。

＜授業のキーワード＞

細胞、シグナル伝達、細胞周期、細胞分裂、細胞死、が

ん細胞、がん遺伝子、幹細胞

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。テキスト及

び補足資料を使用して講義を行います。必要に応じて補

充授業を行います。

＜履修するにあたって＞

オフィスアワーは随時（LP-238室）。

質問等は教員室に来ていただいても構いませんし、随時

メールで質問していただいて結構です。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習0.5時間、復習1時間を目安とする。

しっかりと理解して知識を習得するためには、講義を聴

き流すだけでなく、テキストを読んで自ら学習すること

が重要です。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験の成績を100%として評価する。

＜テキスト＞

Essential 細胞生物学　原書第5版（南江堂）

＜参考図書＞

人体の細胞生物学（日本医事新報社）

細胞の分子生物学第6版　ニュートンプレス

＜授業計画＞

第1回　細胞膜の構造と機能

脂質二重膜と各種膜タンパク質んどからなる細胞膜の構

造と機能について学ぶ。

C6ー(1)ー①ー1

第2回　細胞小器官

核、ミトコンドリア、小胞体、ゴルジ体、ペルオキシソ

ームなどの細胞小器官の構造と機能について学ぶ。

C6ー(1)ー②ー1

第3回　細胞内の膜輸送

エンドサイトーシス、エクソサイトーシスなど細胞内の

膜を介した物質の輸送について学ぶ。

C6ー(1)ー①ー1

C6ー(1)ー②ー1

第4回　細胞内シグナル伝達（1）

各種受容体（イオンチャネル内蔵型受容体、GPCRなど）

を介した細胞の外からの情報を細胞内に伝達するしくみ

について学ぶ。

C6ー(6)ー①ー1

C6ー(6)ー①ー2

C6ー(6)ー①ー3

C6ー(6)ー①ー4

C6ー(6)ー①ー5

第5回　細胞内シグナル伝達（2）

各種受容体（RTK、核内受容体など） を介した細胞の外

からの情報を細胞内に伝達するしくみについて学ぶ。

C6ー(6)ー①ー2

C6ー(6)ー①ー3

C6ー(6)ー①ー4

C6ー(6)ー①ー5

第6回　細胞周期

細胞周期とその制御、体細胞分裂のしくみについて学ぶ。

　また、細胞死のしくみについても学ぶ。

C6ー(7)ー①ー1

C6ー(7)ー①ー2

C6ー(7)ー②ー1

第7回　生殖と発生・遺伝

生殖細胞の分裂（減数分裂）と発生について学ぶ。また、

遺伝のしくみについても学ぶ。

C6ー(7)ー①ー2

C7ー(1)ー②ー1

第8回　細胞骨格

細胞骨格の構造と機能について学ぶ。

C6ー(1)ー③ー1

第9回　細胞接着と細胞外マトリックス

主な細胞外マトリックス分子の種類と特徴を学ぶ。

C6ー(6)ー③ー1

C6ー(6)ー③ー2

第10回　がん細胞（1）

正常細胞とがん細胞の違いについて学ぶ。
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C6ー(7)ー③ー1

第11回　がん細胞（2）

がん遺伝子、がん抑制遺伝子の機能、がん治療薬の標的

について学ぶ。

C6ー(7)ー③ー2

第12回　幹細胞

各種幹細胞の性質や細胞の分化、組織再生について学ぶ。

C7ー(1)ー②ー2

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

細胞の分子生物学Ⅲ [19～]

角田　慎一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

遠隔授業

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2, 4を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

この講義では、細胞レベルでの生命活動の理解を目的と

し、細胞の構造と機能、細胞分裂と細胞死、細胞間コミ

ュニケーションと細胞内情報伝達について、また、がん

細胞や発生と分化についても学習する。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C6-(1)-①-1　細胞膜を構成する代表的な生体成分を列

挙し、その機能を分子レベルで説明できる。

C6-(1)-①-1　エンドサイトーシスとエキソサイトーシ

スについて説明できる。

C6-(1)-②-1　細胞小器官やリボソームの構造と機能を

説明できる。

C6-(1)-③-1　細胞骨格の構造と機能を説明できる。

C6-(6)-①-1　細胞間コミュニケーションにおける情報

伝達様式を説明できる。

C6-(6)-②-1　細胞膜チャネル内蔵型受容体を介する細

胞内情報伝達について説明できる。

C6-(6)-②-2　細胞膜受容体から G タンパク系を介する

細胞内情報伝達について説明できる。

C6-(6)-②-3　細胞膜受容体タンパク質などのリン酸化

を介する細胞内情報伝達について説明できる。

C6-(6)-②-4　細胞内情報伝達におけるセカンドメッセ

ンジャーについて説明できる。

C6-(6)-②-5　細胞内（核内）受容体を介する細胞内情

報伝達について説明できる。

C6-(6)-③-1　細胞間の接着構造、主な細胞接着分子の

種類と特徴を説明できる。

C6-(6)-③-2　主な細胞外マトリックス分子の種類と特

徴を説明できる。

C6-(7)-①-1　細胞周期とその制御機構について説明で

きる。

C6-(7)-①-2　体細胞と生殖細胞の細胞分裂について説

明できる。

C6-(7)-②-1　細胞死（アポトーシスとネクローシス）

について説明できる。

C6-(7)-③-1　正常細胞とがん細胞の違いについて説明

できる。

C6-(7)-③-2　がん遺伝子とがん抑制遺伝子について概

説できる。

C7-(1)-②-1　個体発生について概説できる。

C7-(1)-②-2　細胞の分化における幹細胞、前駆細胞の

役割について概説できる。

＜授業のキーワード＞

細胞、シグナル伝達、細胞周期、細胞分裂、細胞死、が

ん細胞、がん遺伝子、幹細胞

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。テキスト及

び補足資料を使用して講義を行います。必要に応じて補

充授業を行います。

＜履修するにあたって＞

オフィスアワーは随時（LP-238室）。

質問等は教員室に来ていただいても構いませんし、随時

メールで質問していただいて結構です。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習0.5時間、復習1時間を目安とする。

しっかりと理解して知識を習得するためには、講義を聴

き流すだけでなく、テキストを読んで自ら学習すること

が重要です。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験の成績を100%として評価する。

＜テキスト＞

Essential 細胞生物学　原書第5版（南江堂）

＜参考図書＞

人体の細胞生物学（日本医事新報社）

細胞の分子生物学第6版　ニュートンプレス

＜授業計画＞

第1回　細胞膜の構造と機能

脂質二重膜と各種膜タンパク質んどからなる細胞膜の構

造と機能について学ぶ。

C6-(1)-①-1

第2回　細胞小器官

核、ミトコンドリア、小胞体、ゴルジ体、ペルオキシソ

ームなどの細胞小器官の構造と機能について学ぶ。

C6-(1)-②-1

第3回　細胞内の膜輸送

エンドサイトーシス、エクソサイトーシスなど細胞内の

膜を介した物質の輸送について学ぶ。
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C6-(1)-①-1

C6-(1)-②-1

第4回　細胞内シグナル伝達（1）

各種受容体（イオンチャネル内蔵型受容体、GPCRなど）

を介した細胞の外からの情報を細胞内に伝達するしくみ

について学ぶ。

C6-(6)-①-1

C6-(6)-①-2

C6-(6)-①-3

C6-(6)-①-4

C6-(6)-①-5

第5回　細胞内シグナル伝達（2）

各種受容体（RTK、核内受容体など） を介した細胞の外

からの情報を細胞内に伝達するしくみについて学ぶ。

C6-(6)-①-2

C6-(6)-①-3

C6-(6)-①-4

C6-(6)-①-5

第6回　細胞周期

細胞周期とその制御、体細胞分裂のしくみについて学ぶ。

　また、細胞死のしくみについても学ぶ。

C6-(7)-①-1

C6-(7)-①-2

C6-(7)-②-1

第7回　生殖と発生・遺伝

生殖細胞の分裂（減数分裂）と発生について学ぶ。また、

遺伝のしくみについても学ぶ。

C6-(7)-①-2

C7-(1)-②-1

第8回　細胞骨格

細胞骨格の構造と機能について学ぶ。

C6-(1)-③-1

第9回　細胞接着と細胞外マトリックス

主な細胞外マトリックス分子の種類と特徴を学ぶ。

C6-(6)-③-1

C6-(6)-③-2

第10回　がん細胞（1）

正常細胞とがん細胞の違いについて学ぶ。

C6-(7)-③-1

第11回　がん細胞（2）

がん遺伝子、がん抑制遺伝子の機能、がん治療薬の標的

について学ぶ。

C6-(7)-③-2

第12回　幹細胞

各種幹細胞の性質や細胞の分化、組織再生について学ぶ。

C7-(1)-②-2

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

細胞の分子生物学Ⅲ [再]

角田　慎一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2, 3を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

この講義では、細胞レベルでの生命活動の理解を目的と

し、細胞の構造と機能、細胞分裂と細胞死、細胞間コミ

ュニケーションと細胞内情報伝達について、また、がん

細胞や発生と分化についても学習する。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C6-(1)-①-1　細胞膜を構成する代表的な生体成分を列

挙し、その機能を分子レベルで説明できる。

C6-(1)-①-1　エンドサイトーシスとエキソサイトーシ

スについて説明できる。

C6-(1)-②-1　細胞小器官やリボソームの構造と機能を

説明できる。

C6-(1)-③-1　細胞骨格の構造と機能を説明できる。

C6-(6)-①-1　細胞間コミュニケーションにおける情報

伝達様式を説明できる。

C6-(6)-②-1　細胞膜チャネル内蔵型受容体を介する細

胞内情報伝達について説明できる。

C6-(6)-②-2　細胞膜受容体から G タンパク系を介する

細胞内情報伝達について説明できる。

C6-(6)-②-3　細胞膜受容体タンパク質などのリン酸化

を介する細胞内情報伝達について説明できる。

C6-(6)-②-4　細胞内情報伝達におけるセカンドメッセ

ンジャーについて説明できる。

C6-(6)-②-5　細胞内（核内）受容体を介する細胞内情

報伝達について説明できる。

C6-(6)-③-1　細胞間の接着構造、主な細胞接着分子の

種類と特徴を説明できる。

C6-(6)-③-2　主な細胞外マトリックス分子の種類と特

徴を説明できる。

C6-(7)-①-1　細胞周期とその制御機構について説明で

きる。

C6-(7)-①-2　体細胞と生殖細胞の細胞分裂について説

明できる。

C6-(7)-②-1　細胞死（アポトーシスとネクローシス）
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について説明できる。

C6-(7)-③-1　正常細胞とがん細胞の違いについて説明

できる。

C6-(7)-③-2　がん遺伝子とがん抑制遺伝子について概

説できる。

C7-(1)-②-1　個体発生について概説できる。

C7-(1)-②-2　細胞の分化における幹細胞、前駆細胞の

役割について概説できる。

＜授業のキーワード＞

細胞、シグナル伝達、細胞周期、細胞分裂、細胞死、が

ん細胞、がん遺伝子、幹細胞

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。テキスト及

び補足資料を使用して講義を行います。必要に応じて補

充講義を行います。

＜履修するにあたって＞

オフィスアワーは随時（LP-238室）。

質問等は教員室に来ていただいても構いませんし、随時

メールで質問していただいて結構です。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習0.5時間、復習1時間を目安とする。

しっかりと理解して知識を習得するためには、講義を聴

き流すだけでなく、テキストを読んで自ら学習すること

が重要です。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験の成績を100%として評価する。

＜テキスト＞

Essential 細胞生物学　原書第5版（南江堂）

＜参考図書＞

人体の細胞生物学（日本医事新報社）

細胞の分子生物学　第6版　ニュートンプレス

＜授業計画＞

第1回　細胞膜の構造と機能

脂質二重膜と各種膜タンパク質んどからなる細胞膜の構

造と機能について学ぶ。

C6-(1)-①-1

第2回　細胞小器官

核、ミトコンドリア、小胞体、ゴルジ体、ペルオキシソ

ームなどの細胞小器官の構造と機能について学ぶ。

C6-(1)-②-1

第3回　細胞内の膜輸送

エンドサイトーシス、エクソサイトーシスなど細胞内の

膜を介した物質の輸送について学ぶ。

C6-(1)-①-1

C6-(1)-②-1

第4回　細胞内シグナル伝達（1）

各種受容体（イオンチャネル内蔵型受容体、GPCRなど）

を介した細胞の外からの情報を細胞内に伝達するしくみ

について学ぶ。

C6-(6)-①-1

C6-(6)-①-2

C6-(6)-①-3

C6-(6)-①-4

C6-(6)-①-5

第5回　細胞内シグナル伝達（2）

各種受容体（RTK、核内受容体など） を介した細胞の外

からの情報を細胞内に伝達するしくみについて学ぶ。

C6-(6)-①-2

C6-(6)-①-3

C6-(6)-①-4

C6-(6)-①-5

第6回　細胞周期

細胞周期とその制御、体細胞分裂のしくみについて学ぶ。

　また、細胞死のしくみについても学ぶ。

C6-(7)-①-1

C6-(7)-①-2

C6-(7)-②-1

第7回　生殖と発生・遺伝

生殖細胞の分裂（減数分裂）と発生について学ぶ。また、

遺伝のしくみについても学ぶ。

C6-(7)-①-2

C7-(1)-②-1

第8回　細胞骨格

細胞骨格の構造と機能について学ぶ。

C6-(1)-③-1

第9回　細胞接着と細胞外マトリックス

主な細胞外マトリックス分子の種類と特徴を学ぶ。

C6-(6)-③-1

C6-(6)-③-2

第10回　がん細胞（1）

正常細胞とがん細胞の違いについて学ぶ。

C6-(7)-③-1

第11回　がん細胞（2）

がん遺伝子、がん抑制遺伝子の機能、がん治療薬の標的

について学ぶ。

C6-(7)-③-2

第12回　幹細胞

各種幹細胞の性質や細胞の分化、組織再生について学ぶ。

C7-(1)-②-2

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

生薬学 [15～18]

神谷　浩平

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選
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択必修科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、２及び３を

目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

自然界に存在する動物、植物および鉱物などを由来とす

る医薬品（生薬）を理解するために、代表的な生薬の基

原、性状、含有成分、薬効、生合成、歴史的背景などに

ついての基礎的知識を修得することを目的とする。

＜到達目標＞

生薬には多種多様な化学成分（二次代謝物質）が含まれ

るが、それらはある規則性（生合成）に基づいて分類さ

れる。また薬効についてもその分類と密接な関係がある。

成分分類に基づき各生薬の性質を学んでいくことを目標

とする。

以下の各SBOsを到達目標とする。

C5ー(1)ー①ー1　代表的な薬用植物の学名、薬用部位、

薬効などを挙げることができる。

C5ー(1)ー①ー4　法律によって取り扱いが規制されてい

る植物（ケシ、アサ）の特徴を説明できる。

C5ー(1)ー②ー1　日本薬局方収載の代表的な生薬（植物、

動物、藻類、菌類由来）を列挙し、その基原、薬用部位

を説明できる。

C5ー(1)ー③ー1　日本薬局方収載の代表的な生薬（植物、

動物、藻類、菌類、鉱物由来）の薬効、成分、用途など

を説明できる。

C5ー(1)ー③ー2　副作用や使用上の注意が必要な代表的

な生薬を列挙し、説明できる。

C5ー(1)ー④ー1　生薬の同定と品質評価法について概説

できる。

C5ー(1)ー④ー2　日本薬局方の生薬総則および生薬試験

法について説明できる。

C5ー(1)ー④ー3　代表的な生薬を鑑別できる。（技能）

C5ー(1)ー④ー4　代表的な生薬の確認試験を説明できる。

C5ー(1)ー④ー5　代表的な生薬の純度試験を説明できる。

C5ー(2)ー①ー1　生薬由来の代表的な生物活性物質を化

学構造に基づいて分類し、それらの生合成経路を概説で

きる。

C5ー(2)ー①ー2　脂質や糖質に分類される生薬由来の代

表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

C5ー(2)ー①ー3　芳香族化合物に分類される生薬由来の

代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

C5ー(2)ー①ー4　テルペノイド、ステロイドに分類され

る生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用

を説明できる。

C5ー(2)ー①ー5　アルカロイドに分類される生薬由来の

代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

ADーC5ー①ー1　薬用植物の歴史について概説できる。

ADーC5ー①ー2　代表的な有毒植物について説明できる。

ADーC5ー②ー1　生薬の歴史について説明できる。

ADーC5ー②ー2　生薬の生産と流通について説明できる。

ADーC5ー④ー1　脂質や糖質に分類される生薬由来の代

表的な生物活性物質の構造を生合成経路に基づいて説明

できる。

ADーC5ー④ー2　芳香族化合物に分類される生薬由来の

代表的な生物活性物質の構造を生合成経路に基づいて説

明できる。

ADーC5ー④ー3　テルペノイド、ステロイドに分類され

る生薬由来の代表的な生物活性物質の構造を生合成経路

に基づいて説明できる。

ADーC5ー④ー4　アルカロイドに分類される生薬由来の

代表的な生物活性物質の構造を生合成経路に基づいて説

明できる。

＜授業のキーワード＞

薬用植物、生薬、生合成、二次代謝物質

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行う。

＜履修するにあたって＞

生薬の基原となる植物を本学附属薬用植物園で見学する

ことで、本講義の理解が深まる。オフィスアワーは、毎

週金曜日17:00ー19:00

＜授業時間外に必要な学修＞

本講義で学ぶ植物成分の生合成機構は有機化学反応に関

連するため、基本的な有機化学反応機構を復習しておく

こと。事前学習として0.5時間、事後学習として1時間を

費やすのが望ましい。

＜提出課題など＞

講義期間内の提出課題として、生薬一覧表を提出しても

らう。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験の成績及び課題の提出に基づいて評価する。

＜テキスト＞

『実践漢方生薬学』（京都廣川書店）　定価（本体5,80

0円＋税）

＜参考図書＞

『カラーグラフィック　薬用植物』　第4版　（廣川書

店）　定価（本体4,200円＋税）

＜授業計画＞

第1回　生薬学総論（1）

生薬概説（生薬総則および生薬の歴史）、ならびに薬用

植物の学名、薬用部位について解説する。

C5ー(1)ー①ー1

C5ー(1)ー①ー4

C5ー(1)ー④ー1

C5ー(1)ー④ー2

ADーC5ー①ー1

ADーC5ー①ー2

ADーC5ー②ー1
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ADーC5ー②ー2

第2回　生薬学総論（2）

代表的な生薬成分の化学構造による分類、およびそれら

の生合成経路について解説する。

C5ー(2)ー①ー1

第3回　テルペノイド含有生薬（1）

代表的なテルペノイドの構造を生合成経路に基づいて解

説する。代表的なモノテルペンを主要成分として含有す

る生薬の基原、薬効について解説する。

C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(1)ー④ー5

C5ー(2)ー①ー4

ADーC5ー④ー3

第4回　テルペノイド含有生薬（2）

代表的なセスキモノテルペン、ジテルペンを主要成分と

して含有する生薬の基原、薬効について解説する。

C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(1)ー④ー5

C5ー(2)ー①ー4

ADーC5ー④ー3

第5回　テルペノイド含有生薬（3）

代表的なトリテルペン、ステロイドおよびサポニンを主

要成分として含有する生薬の基原、薬効について解説す

る。

C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー③ー2

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(1)ー④ー5

C5ー(2)ー①ー4

ADーC5ー④ー3

第6回　ポリケチド含有生薬

代表的なポリケチドの構造を生合成経路に基づいて解説

する。代表的なポリケチドを主要成分として含有する生

薬の基原、薬効について解説する。

C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(1)ー④ー5

C5ー(2)ー①ー3

ADーC5ー④ー2

第7回　フェニルプロパノイド含有生薬

代表的なフェニルプロパノイドの構造を生合成経路に基

づいて解説する。代表的なフェニルプロパノイドを主要

成分として含有する生薬の基原、薬効について解説する。

C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(1)ー④ー5

C5ー(2)ー①ー3

ADーC5ー④ー2

第8回　フラボノイド含有生薬

代表的なフラボノイドの構造を生合成経路に基づいて解

説する。代表的なフラボノイドを主要成分として含有す

る生薬の基原、薬効について解説する。

C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(1)ー④ー5

C5ー(2)ー①ー3

ADーC5ー④ー2

第9回　アルカロイド含有生薬（1）

代表的なイソキノリンアルカロイド、インドールアルカ

ロイドの構造を生合成経路に基づいて解説する。代表的

なイソキノリンアルカロイド、インドールアルカロイド

を主要成分として含有する生薬の基原、薬効について解

説する。

C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(1)ー④ー5

C5ー(2)ー①ー5

ADーC5ー④ー4

第10回　アルカロイド含有生薬（2）

代表的なキノリンアルカロイド、トロパンアルカロイド

の構造を生合成経路に基づいて解説する。代表的なキノ

リンアルカロイド、トロパンアルカロイドを主要成分と

して含有する生薬の基原、薬効について解説する。

C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(1)ー④ー5

C5ー(2)ー①ー5

ADーC5ー④ー4

第11回　アルカロイド含有生薬（3）

代表的なその他アルカロイドの構造を生合成経路に基づ

いて解説する。代表的なその他アルカロイドを主要成分

として含有する生薬の基原、薬効について解説する。
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C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー③ー2

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(1)ー④ー5

C5ー(2)ー①ー5

ADーC5ー④ー4

第12回　脂質、糖質、その他の成分含有生薬

代表的な脂質、糖質やその他の成分を主要成分として含

有する生薬の基原、薬効について解説する。

C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(1)ー④ー5

C5ー(2)ー①ー2

ADーC5ー④ー1

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

生薬学 [19～]

神谷　浩平

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、２及び３を

目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

自然界に存在する動物、植物および鉱物などを由来とす

る医薬品（生薬）を理解するために、代表的な生薬の基

原、性状、含有成分、薬効、生合成、歴史的背景などに

ついての基礎的知識を修得することを目的とする。

＜到達目標＞

生薬には多種多様な化学成分（二次代謝物質）が含まれ

るが、それらはある規則性（生合成）に基づいて分類さ

れる。また薬効についてもその分類と密接な関係がある。

成分分類に基づき各生薬の性質を学んでいくことを目標

とする。

以下の各SBOsを到達目標とする。

C5ー(1)ー①ー1　代表的な薬用植物の学名、薬用部位、

薬効などを挙げることができる。

C5ー(1)ー①ー4　法律によって取り扱いが規制されてい

る植物（ケシ、アサ）の特徴を説明できる。

C5ー(1)ー②ー1　日本薬局方収載の代表的な生薬（植物、

動物、藻類、菌類由来）を列挙し、その基原、薬用部位

を説明できる。

C5ー(1)ー③ー1　日本薬局方収載の代表的な生薬（植物、

動物、藻類、菌類、鉱物由来）の薬効、成分、用途など

を説明できる。

C5ー(1)ー③ー2　副作用や使用上の注意が必要な代表的

な生薬を列挙し、説明できる。

C5ー(1)ー④ー1　生薬の同定と品質評価法について概説

できる。

C5ー(1)ー④ー2　日本薬局方の生薬総則および生薬試験

法について説明できる。

C5ー(1)ー④ー3　代表的な生薬を鑑別できる。（技能）

C5ー(1)ー④ー4　代表的な生薬の確認試験を説明できる。

C5ー(1)ー④ー5　代表的な生薬の純度試験を説明できる。

C5ー(2)ー①ー1　生薬由来の代表的な生物活性物質を化

学構造に基づいて分類し、それらの生合成経路を概説で

きる。

C5ー(2)ー①ー2　脂質や糖質に分類される生薬由来の代

表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

C5ー(2)ー①ー3　芳香族化合物に分類される生薬由来の

代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

C5ー(2)ー①ー4　テルペノイド、ステロイドに分類され

る生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用

を説明できる。

C5ー(2)ー①ー5　アルカロイドに分類される生薬由来の

代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

ADーC5ー①ー1　薬用植物の歴史について概説できる。

ADーC5ー①ー2　代表的な有毒植物について説明できる。

ADーC5ー②ー1　生薬の歴史について説明できる。

ADーC5ー②ー2　生薬の生産と流通について説明できる。

ADーC5ー④ー1　脂質や糖質に分類される生薬由来の代

表的な生物活性物質の構造を生合成経路に基づいて説明

できる。

ADーC5ー④ー2　芳香族化合物に分類される生薬由来の

代表的な生物活性物質の構造を生合成経路に基づいて説

明できる。

ADーC5ー④ー3　テルペノイド、ステロイドに分類され

る生薬由来の代表的な生物活性物質の構造を生合成経路

に基づいて説明できる。

ADーC5ー④ー4　アルカロイドに分類される生薬由来の

代表的な生物活性物質の構造を生合成経路に基づいて説

明できる。

＜授業のキーワード＞

薬用植物、生薬、生合成、二次代謝物質

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行う。

＜履修するにあたって＞

生薬の基原となる植物を本学附属薬用植物園で見学する

ことで、本講義の理解が深まる。オフィスアワーは、毎
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週金曜日17:00ー19:00

＜授業時間外に必要な学修＞

本講義で学ぶ植物成分の生合成機構は有機化学反応に関

連するため、基本的な有機化学反応機構を復習しておく

こと。事前学習として0.5時間、事後学習として1時間を

費やすのが望ましい。

＜提出課題など＞

講義期間内の提出課題として、生薬一覧表を提出しても

らう。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験の成績及び課題の提出に基づいて評価する。

＜テキスト＞

『実践漢方生薬学』（京都廣川書店）　定価（本体5,80

0円＋税）

＜参考図書＞

『カラーグラフィック　薬用植物』　第4版　（廣川書

店）　定価（本体4,200円＋税）

＜授業計画＞

第1回　生薬学総論（1）

生薬概説（生薬総則および生薬の歴史）、ならびに薬用

植物の学名、薬用部位について解説する。

C5ー(1)ー①ー1

C5ー(1)ー①ー4

C5ー(1)ー④ー1

C5ー(1)ー④ー2

ADーC5ー①ー1

ADーC5ー①ー2

ADーC5ー②ー1

ADーC5ー②ー2

第2回　生薬学総論（2）

代表的な生薬成分の化学構造による分類、およびそれら

の生合成経路について解説する。

C5ー(2)ー①ー1

第3回　テルペノイド含有生薬（1）

代表的なテルペノイドの構造を生合成経路に基づいて解

説する。代表的なモノテルペンを主要成分として含有す

る生薬の基原、薬効について解説する。

C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(1)ー④ー5

C5ー(2)ー①ー4

ADーC5ー④ー3

第4回　テルペノイド含有生薬（2）

代表的なセスキモノテルペン、ジテルペンを主要成分と

して含有する生薬の基原、薬効について解説する。

C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(1)ー④ー5

C5ー(2)ー①ー4

ADーC5ー④ー3

第5回　テルペノイド含有生薬（3）

代表的なトリテルペン、ステロイドおよびサポニンを主

要成分として含有する生薬の基原、薬効について解説す

る。

C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー③ー2

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(1)ー④ー5

C5ー(2)ー①ー4

ADーC5ー④ー3

第6回　ポリケチド含有生薬

代表的なポリケチドの構造を生合成経路に基づいて解説

する。代表的なポリケチドを主要成分として含有する生

薬の基原、薬効について解説する。

C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(1)ー④ー5

C5ー(2)ー①ー3

ADーC5ー④ー2

第7回　フェニルプロパノイド含有生薬

代表的なフェニルプロパノイドの構造を生合成経路に基

づいて解説する。代表的なフェニルプロパノイドを主要

成分として含有する生薬の基原、薬効について解説する。

C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(1)ー④ー5

C5ー(2)ー①ー3

ADーC5ー④ー2

第8回　フラボノイド含有生薬

代表的なフラボノイドの構造を生合成経路に基づいて解

説する。代表的なフラボノイドを主要成分として含有す

る生薬の基原、薬効について解説する。

C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(1)ー④ー5

C5ー(2)ー①ー3

ADーC5ー④ー2

第9回　アルカロイド含有生薬（1）
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代表的なイソキノリンアルカロイド、インドールアルカ

ロイドの構造を生合成経路に基づいて解説する。代表的

なイソキノリンアルカロイド、インドールアルカロイド

を主要成分として含有する生薬の基原、薬効について解

説する。

C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(1)ー④ー5

C5ー(2)ー①ー5

ADーC5ー④ー4

第10回　アルカロイド含有生薬（2）

代表的なキノリンアルカロイド、トロパンアルカロイド

の構造を生合成経路に基づいて解説する。代表的なキノ

リンアルカロイド、トロパンアルカロイドを主要成分と

して含有する生薬の基原、薬効について解説する。

C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(1)ー④ー5

C5ー(2)ー①ー5

ADーC5ー④ー4

第11回　アルカロイド含有生薬（3）

代表的なその他アルカロイドの構造を生合成経路に基づ

いて解説する。代表的なその他アルカロイドを主要成分

として含有する生薬の基原、薬効について解説する。

C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー③ー2

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(1)ー④ー5

C5ー(2)ー①ー5

ADーC5ー④ー4

第12回　脂質、糖質、その他の成分含有生薬

代表的な脂質、糖質やその他の成分を主要成分として含

有する生薬の基原、薬効について解説する。

C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(1)ー④ー5

C5ー(2)ー①ー2

ADーC5ー④ー1

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

漢方医薬学 [13～14]

神谷　浩平

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり４年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、２及び３を

目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

生薬の臨床応用の一つである漢方薬は、現代医療におい

て重要な位置づけである。医療現場でよく用いられる漢

方処方を理解するために、漢方医学の基礎概念からはじ

まり、代表的な漢方処方とその臨床応用、漢方薬の使用

上の注意等の基本的知識を修得することを目的とする。

＜到達目標＞

医師が漢方薬を処方した際に、処方目的を理解し、患者

に適切な服薬指導ができること、ならびに、患者がドラ

ッグストアで漢方薬を希望した際に、適切な漢方薬を提

供できることを目標とする。

以下の各SBOsを到達目標とする。

C7ー(3)ー①ー1　漢方医学の特徴について概説できる。

C7ー(3)ー①ー2　漢方薬と民間薬、代替医療との相違に

ついて説明できる。

C7ー(3)ー①ー3　漢方薬と西洋薬の基本的な利用法の違

いを概説できる。

C7ー(3)ー①ー4　漢方処方と「証」との関係について概

説できる。

C7ー(3)ー①ー5　代表的な漢方処方の適応症と配合生薬

を説明できる。

C7ー(3)ー①ー6　漢方処方に配合されている代表的な生

薬を例示し、その有効成分を説明できる。

C7ー(3)ー①ー7　漢方エキス製剤の特徴を煎液と比較し

て列挙できる。

C7ー(3)ー②ー1　代表的な疾患に用いられる生薬及び漢

方処方の応用、使用上の注意について概説できる。

C7ー(3)ー②ー2　漢方薬の代表的な副作用や注意事項を

説明できる。

＜授業のキーワード＞

東洋医学、漢方医学、漢方処方、弁証、処方解析

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行う。

＜履修するにあたって＞

漢方処方は生薬の臨床的な応用の一つであるため、『生
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薬学』で学んだことをもう一度復習しておくこと。オフ

ィスアワーは、毎週金曜日17:00～19:00

＜授業時間外に必要な学修＞

講義後の復習（0.5時間）

＜提出課題など＞

なし

＜成績評価方法・基準＞

定期試験の成績に基づいて評価する。

＜テキスト＞

本講義内容を学ぶための適切な教科書がないため、自作

ファイルを利用する。また、３年次に『生薬学』の講義

で用いた教科書も併せて利用する。

＜参考図書＞

『ミニマムファクター漢方生薬学』（京都廣川書店）

7,500円

＜授業計画＞

第1回　漢方医学総論

漢方医学の歴史、特徴について解説する。

C7ー(3)ー①ー1

C7ー(3)ー①ー2

C7ー(3)ー①ー3

C7ー(3)ー①ー7

第2回　漢方医学の基礎概念（1）

弁証法（八綱弁証、五臓弁証）について解説する。

C7ー(3)ー①ー4

第3回　漢方医学の基礎概念（2）

弁証法（六病位弁証、気血水弁証）について解説する。

C7ー(3)ー①ー4

第4回　構成生薬による処方分類（1）

桂枝湯類、麻黄剤について解説する。

C7ー(3)ー①ー4

C7ー(3)ー①ー5

C7ー(3)ー①ー6

第5回　構成生薬による処方分類（2）

柴胡剤、瀉心湯類について解説する。

C7ー(3)ー①ー4

C7ー(3)ー①ー5

C7ー(3)ー①ー6

第6回　構成生薬による処方分類（3）

人参湯類、参耆剤について解説する。

C7ー(3)ー①ー4

C7ー(3)ー①ー5

C7ー(3)ー①ー6

第7回　気血水の概念に基づく漢方処方（1）

気の異常に対する漢方処方について解説する。

C7ー(3)ー①ー4

C7ー(3)ー①ー5

C7ー(3)ー①ー6

第8回　気血水の概念に基づく漢方処方（2）

血の異常に対する漢方処方について解説する。

C7ー(3)ー①ー4

C7ー(3)ー①ー5

C7ー(3)ー①ー6

第9回　気血水の概念に基づく漢方処方（3）

水の異常に対する漢方処方について解説する。

C7ー(3)ー①ー4

C7ー(3)ー①ー5

C7ー(3)ー①ー6

第10回　構成生薬による処方分類（4）

地黄剤、附子剤などについて解説する。

C7ー(3)ー①ー4

C7ー(3)ー①ー5

C7ー(3)ー①ー6

第11回　漢方処方の副作用

漢方処方および生薬の副作用について解説する。

C7ー(3)ー②ー1

C7ー(3)ー②ー2

第12回　症例解説

様々な症例に対する処方決定プロセスを解説する。

C7ー(3)ー①ー4

C7ー(3)ー①ー5

C7ー(3)ー①ー6

C7ー(3)ー②ー1

C7ー(3)ー②ー2

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

漢方医薬学 [15～18]

神谷　浩平

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり４年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、２及び３を

目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

生薬の臨床応用の一つである漢方薬は、現代医療におい

て重要な位置づけである。医療現場でよく用いられる漢

方処方を理解するために、漢方医学の基礎概念からはじ

まり、代表的な漢方処方とその臨床応用、漢方薬の使用

上の注意等の基本的知識を修得することを目的とする。

＜到達目標＞

医師が漢方薬を処方した際に、処方目的を理解し、患者

に適切な服薬指導ができること、ならびに、患者がドラ

ッグストアで漢方薬を希望した際に、適切な漢方薬を提
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供できることを目標とする。

以下の各SBOsを到達目標とする。

E2ー(10)ー①ー1　漢方の特徴について概説できる。

E2ー(10)ー①ー2　以下の漢方の基本用語を説明できる。

 陰陽、虚実、寒熱、表裏、気血水、証

E2ー(10)ー①ー3　配合生薬の組み合わせによる漢方薬

の系統的な分類が説明できる。

E2ー(10)ー①ー4　漢方薬と西洋薬、民間薬、サプリメ

ント、保健機能食品などとの相違について説明できる。

E2ー(10)ー②ー1　漢方医学における診断法、体質や病

態の捉え方、治療法について概説できる。

E2ー(10)ー②ー2　日本薬局方に収載される漢方薬の適

応となる証、症状や疾患について例示して説明できる。

E2ー(10)ー②ー3　現代医療における漢方薬の役割につ

いて説明できる。

E2ー(10)ー③ー1　漢方薬の副作用と使用上の注意点を

例示して説明できる。

＜授業のキーワード＞

東洋医学、漢方医学、漢方処方、弁証、処方解析

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行う。

＜履修するにあたって＞

漢方処方は生薬の臨床的な応用の一つであるため、『生

薬学』で学んだことをもう一度復習しておくこと。オフ

ィスアワーは、毎週金曜日17:00～19:00

＜授業時間外に必要な学修＞

講義後の復習（0.5時間）

＜提出課題など＞

なし

＜成績評価方法・基準＞

定期試験の成績に基づいて評価する。

＜テキスト＞

本講義内容を学ぶための適切な教科書がないため、自作

ファイルを利用する。また、３年次に『生薬学』の講義

で用いた教科書も併せて利用する。

＜参考図書＞

『ミニマムファクター漢方生薬学』（京都廣川書店）

7,500円

＜授業計画＞

第1回　漢方医学総論

漢方医学の歴史、特徴について解説する。

E2ー(10)ー①ー1

E2ー(10)ー①ー4

E2ー(10)ー②ー3

第2回　漢方医学の基礎概念（1）

弁証法（八綱弁証、五臓弁証）について解説する。

E2ー(10)ー①ー2

E2ー(10)ー②ー1

第3回　漢方医学の基礎概念（2）

弁証法（六病位弁証、気血水弁証）について解説する。

E2ー(10)ー①ー2

E2ー(10)ー②ー1

第4回　構成生薬による処方分類（1）

桂枝湯類、麻黄剤について解説する。

E2ー(10)ー①ー3

E2ー(10)ー②ー1

E2ー(10)ー②ー2

第5回　構成生薬による処方分類（2）

柴胡剤、瀉心湯類について解説する。

E2ー(10)ー①ー3

E2ー(10)ー②ー1

E2ー(10)ー②ー2

第6回　構成生薬による処方分類（3）

人参湯類、参耆剤について解説する。

E2ー(10)ー①ー3

E2ー(10)ー②ー1

E2ー(10)ー②ー2

第7回　気血水の概念に基づく漢方処方（1）

気の異常に対する漢方処方について解説する。

E2ー(10)ー①ー3

E2ー(10)ー②ー1

E2ー(10)ー②ー2

第8回　気血水の概念に基づく漢方処方（2）

血の異常に対する漢方処方について解説する。

E2ー(10)ー①ー3

E2ー(10)ー②ー1

E2ー(10)ー②ー2

第9回　気血水の概念に基づく漢方処方（3）

水の異常に対する漢方処方について解説する。

E2ー(10)ー①ー3

E2ー(10)ー②ー1

E2ー(10)ー②ー2

第10回　構成生薬による処方分類（4）

地黄剤、附子剤などについて解説する。

E2ー(10)ー①ー3

E2ー(10)ー②ー1

E2ー(10)ー②ー2

第11回　漢方処方の副作用

漢方処方および生薬の副作用について解説する。

E2ー(10)ー③ー1

第12回　症例解説

様々な症例に対する処方決定プロセスを解説する。

E2ー(10)ー①ー3

E2ー(10)ー②ー2

E2ー(10)ー③ー1
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

漢方医薬学 [19～]

神谷　浩平

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり４年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、２及び３を

目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

生薬の臨床応用の一つである漢方薬は、現代医療におい

て重要な位置づけである。医療現場でよく用いられる漢

方処方を理解するために、漢方医学の基礎概念からはじ

まり、代表的な漢方処方とその臨床応用、漢方薬の使用

上の注意等の基本的知識を修得することを目的とする。

＜到達目標＞

医師が漢方薬を処方した際に、処方目的を理解し、患者

に適切な服薬指導ができること、ならびに、患者がドラ

ッグストアで漢方薬を希望した際に、適切な漢方薬を提

供できることを目標とする。

以下の各SBOsを到達目標とする。

E2ー(10)ー①ー1　漢方の特徴について概説できる。

E2ー(10)ー①ー2　以下の漢方の基本用語を説明できる。

 陰陽、虚実、寒熱、表裏、気血水、証

E2ー(10)ー①ー3　配合生薬の組み合わせによる漢方薬

の系統的な分類が説明できる。

E2ー(10)ー①ー4　漢方薬と西洋薬、民間薬、サプリメ

ント、保健機能食品などとの相違について説明できる。

E2ー(10)ー②ー1　漢方医学における診断法、体質や病

態の捉え方、治療法について概説できる。

E2ー(10)ー②ー2　日本薬局方に収載される漢方薬の適

応となる証、症状や疾患について例示して説明できる。

E2ー(10)ー②ー3　現代医療における漢方薬の役割につ

いて説明できる。

E2ー(10)ー③ー1　漢方薬の副作用と使用上の注意点を

例示して説明できる。

＜授業のキーワード＞

東洋医学、漢方医学、漢方処方、弁証、処方解析

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行う。

＜履修するにあたって＞

漢方処方は生薬の臨床的な応用の一つであるため、『生

薬学』で学んだことをもう一度復習しておくこと。オフ

ィスアワーは、毎週金曜日17:00～19:00

＜授業時間外に必要な学修＞

講義後の復習（0.5時間）

＜提出課題など＞

なし

＜成績評価方法・基準＞

定期試験の成績に基づいて評価する。

＜テキスト＞

本講義内容を学ぶための適切な教科書がないため、自作

ファイルを利用する。また、３年次に『生薬学』の講義

で用いた教科書も併せて利用する。

＜参考図書＞

『ミニマムファクター漢方生薬学』（京都廣川書店）

7,500円

＜授業計画＞

第1回　漢方医学総論

漢方医学の歴史、特徴について解説する。

E2ー(10)ー①ー1

E2ー(10)ー①ー4

E2ー(10)ー②ー3

第2回　漢方医学の基礎概念（1）

弁証法（八綱弁証、五臓弁証）について解説する。

E2ー(10)ー①ー2

E2ー(10)ー②ー1

第3回　漢方医学の基礎概念（2）

弁証法（六病位弁証、気血水弁証）について解説する。

E2ー(10)ー①ー2

E2ー(10)ー②ー1

第4回　構成生薬による処方分類（1）

桂枝湯類、麻黄剤について解説する。

E2ー(10)ー①ー3

E2ー(10)ー②ー1

E2ー(10)ー②ー2

第5回　構成生薬による処方分類（2）

柴胡剤、瀉心湯類について解説する。

E2ー(10)ー①ー3

E2ー(10)ー②ー1

E2ー(10)ー②ー2

第6回　構成生薬による処方分類（3）

人参湯類、参耆剤について解説する。

E2ー(10)ー①ー3

E2ー(10)ー②ー1

E2ー(10)ー②ー2

第7回　気血水の概念に基づく漢方処方（1）

気の異常に対する漢方処方について解説する。

E2ー(10)ー①ー3

E2ー(10)ー②ー1

E2ー(10)ー②ー2

第8回　気血水の概念に基づく漢方処方（2）

血の異常に対する漢方処方について解説する。

E2ー(10)ー①ー3
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E2ー(10)ー②ー1

E2ー(10)ー②ー2

第9回　気血水の概念に基づく漢方処方（3）

水の異常に対する漢方処方について解説する。

E2ー(10)ー①ー3

E2ー(10)ー②ー1

E2ー(10)ー②ー2

第10回　構成生薬による処方分類（4）

地黄剤、附子剤などについて解説する。

E2ー(10)ー①ー3

E2ー(10)ー②ー1

E2ー(10)ー②ー2

第11回　漢方処方の副作用

漢方処方および生薬の副作用について解説する。

E2ー(10)ー③ー1

第12回　症例解説

様々な症例に対する処方決定プロセスを解説する。

E2ー(10)ー①ー3

E2ー(10)ー②ー2

E2ー(10)ー③ー1

--------------------------------------------------

2022年度 後期

7.0単位

事前実習 [19～]

中川　左理、池村　舞、入江　慶、江原　里佳、笠見

裕美、上町　亜希子、岸本　修一、久米　典昭、清水

るみ子、白川　晶一、杉岡　信幸、武田　真莉子、辰見

　明俊、辻本　貴江、徳山　尚吾、中本　賀寿夫、橋田

　亨、橋本　保彦、平岡　義範、福島　恵造、福島　昭

二

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義・演習・実習

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1、2、3、4、

5を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

卒業後，医療，健康保険事業に参画できるようになるた

めに，病院実務実習・薬局実務実習に先立って，大学内

で調剤および製剤，服薬指導などの薬剤師職務に必要な

基本的知識，技能，態度を修得する。

なお、この授業の担当者は薬局・病院での薬剤師経験を

5年間以上経験している実務家教員であり、より実践的

な観点から薬物療法を解説するものとする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

A-(1)-①-1　常に患者・生活者の視点に立ち、医療の担

い手としてふさわしい態度で行動する。

A-(1)-①-2　患者・生活者の健康の回復と維持に積極的

に貢献することへの責任感を持つ。

A-(1)-①-3　チーム医療や地域保健・医療・福祉を担う

一員としての責任を自覚し行動する。

A-(1)-①-4　患者・患者家族・生活者が求める医療人に

ついて、自らの考えを述べる。（知識・態度）

A-(3)-①-5　相手の心理状態とその変化に配慮し、対応

する。（態度）

A-(3)-①-9　他者の意見を尊重し、協力してよりよい解

決法を見出すことができる。（知識・技能・態度）

A-(3)-②-2　患者・家族・生活者の心身の状態や多様な

価値観に配慮して行動する。（態度）

A-(4)-5　チームワークと情報共有の重要性を理解し、

チームの一員としての役割を積極的に果たすように努め

る。

A-(5)-②-1　「薬剤師として求められる基本的な資質」

について、具体例を挙げて説明できる。

B-(2)-②-3　治験の意義と仕組みについて概説できる。

B-(2)-②-10　健康被害救済制度について説明できる。

B-(2)-②-11　レギュラトリーサイエンスの必要性と意

義について説明できる。

B-(4)-①-2　医薬分業の意義と動向を説明できる。

B-(4)-①-3　かかりつけ薬局・薬剤師による薬学的管理

の意義について説明できる。

B-(4)-①-6　医療費の適正化に薬局が果たす役割につい

て説明できる。

B-(4)-②-3　学校薬剤師の役割について説明できる。

E-(1)-⑥-1　臨床研究（治験を含む）の代表的な手法（

介入研究、観察研究）を列挙し、それらの特徴を概説で

きる。

F-(1)-②-1　医療の担い手が守るべき倫理規範や法令に

ついて討議する。

F-(1)-②-2　患者・生活者中心の医療の視点から患者・

生活者の個人情報や自己決定権に配慮すべき個々の対応

ができる。（態度）

F-(1)-②-3　患者・生活者の健康の回復と維持、生活の

質の向上に薬剤師が積極的に貢献することの重要性を討

議する。（態度）

F-(1)-③-1　病院・薬局における薬剤師業務全体の流れ

を概説できる。

F-(1)-③-2　病院・薬局で薬剤師が実践する薬学的管理

の重要性について説明できる。

F-(1)-③-3　病院薬剤部門を構成する各セクションの業

務を列挙し、その内容と関連を概説できる。

F-(1)-③-4　病院に所属する医療スタッフの職種名を列

挙し、その業務内容を相互に関連づけて説明できる。

F-(1)-③-5　薬剤師の関わる社会保障制度（医療、福祉、
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介護）の概略を説明できる。

F-(2)-②-4　処方せんの監査の意義、その必要性と注意

点について説明できる。

F-(2)-②-5　処方せんを監査し、不適切な処方せんにつ

いて、その理由が説明できる。

F-(2)-②-6　処方せん等に基づき疑義照会ができる。（

技能・態度）

F-(2)-③-1　薬袋、薬札（ラベル）に記載すべき事項を

適切に記入できる。（技能）

F-(2)-③-2　主な医薬品の成分（一般名）、商標名、剤

形、規格等を列挙できる。

F-(2)-③-3　処方せんに従って、計数・計量調剤ができ

る。（技能）

F-(2)-③-5　代表的な注射剤・散剤・水剤等の配合変化

のある組合せとその理由を説明できる。

F-(2)-③-6　無菌操作の原理を説明し、基本的な無菌操

作を実施できる。（知識・技能）

F-(2)-③-7　抗悪性腫瘍薬などの取扱いにおけるケミカ

ルハザード回避の基本的手技を実施できる。（技能）

F-(2)-③-8　処方せんに基づき調剤された薬剤の監査が

できる。（知識・技能）

F-(2)-④-1　適切な態度で、患者・来局者と応対できる。

（態度）

F-(2)-④-2　妊婦・授乳婦、小児、高齢者などへの応対

や服薬指導において、配慮すべき事項を具体的に列挙で

きる。

F-(2)-④-3　患者・来局者から、必要な情報（症状、心

理状態、既往歴、生活習慣、アレルギー歴、薬歴、副作

用歴等）を適切な手順で聞き取ることができる。（知識

・態度）

F-(2)-④-4　患者・来局者に、主な医薬品の効能・効果、

用法・用量、警告・禁忌、副作用、相互作用、保管方法

等について適切に説明できる。（技能・態度）

F-(2)-④-5　代表的な疾患において注意すべき生活指導

項目を列挙できる。

F-(2)-④-6　患者・来局者に使用上の説明が必要な製剤

（眼軟膏、坐剤、吸入剤、自己注射剤等）の取扱い方法

を説明できる。（技能・態度）

F-(2)-④-7　薬歴・診療録の基本的な記載事項とその意

義・重要性について説明できる。

F-(2)-④-8　代表的な疾患の症例についての患者応対の

内容を適切に記録できる。（技能）

F-(2)-⑤-1　医薬品管理の意義と必要性について説明で

きる。

F-(2)-⑤-2　医薬品管理の流れを概説できる。

F-(2)-⑤-3　劇薬、毒薬、麻薬、向精神薬および覚醒剤

原料等の管理と取り扱いについて説明できる。

F-(2)-⑤-4　特定生物由来製品の管理と取り扱いについ

て説明できる。

F-(2)-⑤-5　代表的な放射性医薬品の種類と用途、保管

管理方法を説明できる。

F-(2)-⑤-6　院内製剤の意義、調製上の手続き、品質管

理などについて説明できる。

F-(2)-⑤-7　薬局製剤・漢方製剤について概説できる。

F-(2)-⑤-8　医薬品の品質に影響を与える因子と保存条

件を説明できる。

F-(2)-⑥-1　処方から服薬（投薬）までの過程で誤りを

生じやすい事例を列挙できる。

F-(2)-⑥-2　特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性

腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）の特徴と

注意点を列挙できる。

F-(2)-⑥-3　代表的なインシデント（ヒヤリハット）、

アクシデント事例を解析し、その原因、リスクを回避す

るための具体策と発生後の適切な対処法を討議する。（

知識・態度）

F-(2)-⑥-4　感染予防の基本的考え方とその方法が説明

できる。

F-(2)-⑥-5　衛生的な手洗い、スタンダードプリコーシ

ョンを実施できる。（技能）

F-(2)-⑥-6　代表的な消毒薬の用途、使用濃度および調

製時の注意点を説明できる。

F-(2)-⑥-7　医薬品のリスクマネジメントプランを概説

できる。

F-(3)-①-2　患者および種々の情報源（診療録、薬歴・

指導記録、看護記録、お薬手帳、持参薬等）から、薬物

療法に必要な情報を収集できる。（技能・態度）

F-(3)-①-3　身体所見の観察・測定（フィジカルアセス

メント）の目的と得られた所見の薬学的管理への活用に

ついて説明できる。

F-(3)-①-4　基本的な身体所見を観察・測定し、評価で

きる。（知識・技能）

F-(3)-③-1　代表的な疾患に対して、疾患の重症度等に

応じて科学的根拠に基づいた処方設計ができる。

F-(3)-③-2　病態（肝・腎障害など）や生理的特性（妊

婦・授乳婦、小児、高齢者など）等を考慮し、薬剤の選

択や用法・用量設定を立案できる。

F-(3)-③-3　患者のアドヒアランスの評価方法、アドヒ

アランスが良くない原因とその対処法を説明できる。

F-(3)-③-5　代表的な輸液の種類と適応を説明できる。

F-(3)-③-6　患者の栄養状態や体液量、電解質の過不足

などが評価できる。

F-(3)-③-7　代表的な疾患の患者について、診断名、病

態、科学的根拠等から薬物治療方針を確認できる。

F-(3)-③-12　アドヒアランス向上のために、処方変更、

調剤や用法の工夫が提案できる。（知識・態度）

F-(3)-③-13　処方提案に際して、医薬品の経済性等を

考慮して、適切な後発医薬品を選択できる。

F-(3)-④-1　代表的な疾患に用いられる医薬品の効果、

副作用に関してモニタリングすべき症状と検査所見等を

具体的に説明できる。
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F-(3)-④-2　代表的な疾患における薬物療法の評価に必

要な患者情報収集ができる。（知識・技能）

F-(3)-④-3　代表的な疾患の症例における薬物治療上の

問題点を列挙し、適切な評価と薬学的管理の立案を行い、

SOAP形式等で記録できる。（知識・技能）

F-(4)-①-1　チーム医療における薬剤師の役割と重要性

について説明できる。

F-(4)-①-2　多様な医療チームの目的と構成、構成員の

役割を説明できる。

F-(4)-①-3　病院と地域の医療連携の意義と具体的な方

法（連携クリニカルパス、退院時共同指導、病院・薬局

連携、関連施設との連携等）を説明できる。

F-(4)-②-1　地域の保健、医療、福祉に関わる職種とそ

の連携体制（地域包括ケア）およびその意義について説

明できる。

F-(4)-②-2　地域における医療機関と薬局薬剤師の連携

の重要性を討議する。（知識・態度）

F-(5)-①-1　在宅医療・介護の目的、仕組み、支援の内

容を具体的に説明できる。

F-(5)-①-2　在宅医療・介護を受ける患者の特色と背景

を説明できる。

F-(5)-①-3　在宅医療・介護に関わる薬剤師の役割とそ

の重要性について説明できる。

F-(5)-②-1　地域保健における薬剤師の役割と代表的な

活動（薬物乱用防止、自殺防止、感染予防、アンチドー

ピング活動等）について説明できる。

F-(5)-②-2　公衆衛生に求められる具体的な感染防止対

策を説明できる。

F-(5)-③-1　現在の医療システムの中でのプライマリケ

ア、セルフメディケーションの重要性を討議する。（態

度）

F-(5)-③-2　代表的な症候（頭痛・腹痛・発熱等）を示

す来局者について、適切な情報収集と疾患の推測、適切

な対応の選択ができる。（知識・態度）

F-(5)-③-3　代表的な症候に対する薬局製剤（漢方製剤

含む）、要指導医薬品・一般用医薬品の適切な取り扱い

と説明ができる。（技能・態度）

F-(5)-③-4　代表的な生活習慣の改善に対するアドバイ

スができる。（知識・態度）

F-(5)-④-1　災害時医療について概説できる。

AD-F-③-1　フィジカルアセスメントを実施し、薬学的

判断に活かすことができる。（技能・態度）

F-※(3)-⑤-1　患者本位のファーマシューティカルケア

の概念にそって問題点を抽出し解決策を討議する。

＜授業のキーワード＞

薬剤師業務、チーム医療、処方箋、用法・用量、効能・

効果、剤形、計数調剤、計量調剤、鑑査、疑義照会、配

合変化、院内製剤、薬局製剤、輸液、経管栄養剤、リス

クマネージメント、患者情報、服薬指導、セルフメディ

ケーション、プライマリケア

＜授業の進め方＞

3～10グループに分け，授業計画に従ってローテーショ

ンして行います。

第3-19回の中での実習順序はグループにより異なる。（

スケジュール参照）

＜履修するにあたって＞

関連科目は，「医療の中の薬学」「コミュニケーション

」「調剤学」「医薬品情報学」「臨床薬学Ⅰ」「臨床薬

学Ⅱ」です。講義と関連づけて，実習をより深く理解す

るように学習しましょう。本科目では授業計画に従って

49コマの講義・演習および48コマの実習を行います。実

習終了後に行われる共用試験（OSCE）への合格は，病院

・薬局実務実習を履修するための必須条件です。

オフィスアワー：随時（不在の場合、電子メール に連

絡すること。）

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、出される課題を実施し、動画教材（ホ

ームページ：神戸学院大学　dotCampus　https://www.k

obegakuin.ac.jp/support/learning　に提示。）を閲覧

しておくこと（目安として1時間）。事後学習として、

レポート作成や復習を行うこと（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

終了後に，レポートを提出する。

＜成績評価方法・基準＞

技能の習得度(40％)，演習実習への取り組み(40％)，注

意事項の遵守(20％)により，総合的に評価する。

ルーブリックにおけるすべての観点での教員並びに自己

評価が１段階以上であることを合格基準とする。

＜テキスト＞

オリジナルテキストを使用する。

今日の治療薬を演習実習に使用する。

＜授業計画＞

第1回

[4コマ]　導入講義

実習を行うにあたって、基本となる知識（以下8項目）

を習得する。

①無菌操作、②コミュニケーション、③調剤、④調剤薬

監査、⑤疑義照会・処方提案、⑥院内製剤、⑦セルフメ

ディケーション･薬局製剤、⑧POS

F-(2)-③-6

F-(2)-④-4

F-(2)-④-5

F-(2)-④-7

F-(2)-④-8

F-(2)-⑥-4

F-(2)-⑥-5

第2回

[10コマ・3.5コマ]

　実務講義・特別講義
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1．社会人・医療人として必要なマナーを習得する。

2．病院・薬局での実務実習において、必要な知識（以

下10項目）を習得する。

①個人情報の取り扱い、②薬剤師の臨床現場、③薬剤師

としてのスキルアップ、④地域・在宅医療、⑤薬剤師と

しての倫理観（患者の立場から）、⑥地域連携、⑦がん

薬物療法とチーム医療、⑧災害医療、⑨感染症治療、⑩

臨床現場のレギュラトリーサイエンス

A-(1)-①-1

A-(1)-①-2

A-(1)-①-3

A-(1)-①-4

A-(4)-5

A-(5)-②-1

B-(2)-②-3

B-(2)-②-10

B-(2)-②-11

B-(4)-①-2

B-(4)-②-3

E-(1)-⑥-1

F-(1)-②-1

F-(1)-②-2

F-(1)-②-3

F-(1)-③-1

F-(1)-③-2

F-(1)-③-3

F-(1)-③-4

F-(1)-③-5

F-(4)-②-1

F-(2)-④-2

F-(2)-④-3

F-(2)-⑤-1

F-(2)-⑤-2

F-(2)-⑤-8

F-(2)-⑤-3

F-(2)-⑤-4

F-(2)-⑤-5

F-(2)-⑥-1

F-(2)-⑥-2

F-(2)-⑥-3

F-(2)-⑥-4

F-(2)-⑥-6

F-(3)-③-5

F-(3)-③-6

F-(3)-④-1

F-(3)-④-2

F-(4)-①-1

F-(4)-①-2

F-(4)-①-3

F-(4)-②-2

F-(5)-①-1

F-(5)-①-2

F-(5)-①-3

F-(5)-②-1

F-(5)-②-2

F-(5)-③-1

F-(5)-③-2

F-(5)-③-3

F-(5)-③-4

F-(5)-④-1

F-※(3)-⑤-1

第3回

[2コマ]　処方箋と調剤

病態（肝・腎障害など）や生理的特性（小児、高齢者な

ど）等を考慮して用量設定を行い、製剤量へ換算する

F-(2)-③-3

F-(3)-③-2

第4回

[2コマ]　注射剤調製

演習　注射（計算）

患者の体液量、電解質の過不足などが評価できる。

F-(3)-③-6

第5回

[2コマ・1コマ]　薬物治療の実践（感染症）

公衆衛生に求められる具体的な感染防止対策を説明でき

る。

患者および種々の情報源から、代表的な感染症の薬物療

法に必要な情報を収集し、効果や副作用のモニタリング

に利用できる。

F-(2)-⑥-4

F-(3)-①-2

F-(3)-④-1

F-(3)-④-2

F-(5)-②-2

第6回

[2コマ・1コマ]　薬物治療の実践（がん）

1．がんの模擬症例について、疾患の重症度等に応じて、

科学的根拠に基づいた処方設計ができる。

2．抗悪性腫瘍剤の取扱いについて理解する。

3．ケミカルハザード回避の基本的手技を実施できる。

F-(2)-③-6

F-(2)-③-7

F-(2)-⑥-2

F-(3)-③-1

F-(3)-③-7

第7回

[2コマ・1コマ]　薬物治療の実践（精神神経疾患）

代表的な精神神経疾患に対して、疾患の病態、特性、基

本的な薬物治療等を知り、科学的根拠に基づいた処方を

設計する。
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F-(3)-③-1

F-(3)-③-3

F-(3)-③-7

F-(3)-③-12

F-(3)-③-13

第8回

[2コマ・1コマ]　処方箋と調剤（処方監査）

処方箋の内容について解析する。

F-(2)-②-4

第9回

[2コマ・1コマ]

　医療安全

1．薬剤師業務における事故事例を列挙し原因を説明で

きる。

2．事故が起こった時の対処法について提案する。

3．リスク回避のための具体策を提案する。

F-(2)-⑥-1

F-(2)-⑥-2

F-(2)-⑥-3

F-(2)-⑥-4

F-(2)-⑥-5

F-(2)-⑥-6

F-(2)-⑥-7

第10回

［0.5コマ・0.5コマ］　薬学的管理の実践・薬剤鑑別

お薬手帳や持参薬から必要な情報を収集し、薬学的管理

に利用する。

B-(4)-①-3

B-(4)-①-6

F-(3)-①-2

第11回

［1コマ］　院内製剤

院内製剤について意義，調製上の手続き，品質管理など

について説明できる。

F-(2)-⑤-6

第12回

［0.5コマ・0.5コマ］　セルフメディケーション・薬局

製剤

1．薬局製剤について意義、調製上の手続き、品質管理

などについて説明できる。

2．模擬症例に対して，適切な薬局製剤・一般用医薬品

等を選択し，推奨する。

F-(2)-⑤-7

F-(5)-③-2

F-(5)-③-3

第13回

［7.5コマ］　無菌操作実習

手洗いを正しく行い，注射剤の混合調製を適切に実施す

る。

F-(2)-③-5

F-(2)-③-6

F-(2)-⑥-5

第14回

［11.5コマ］　コミュニケーション実習

初回インタビュー，薬剤交付等の場面設定で，SPとセッ

ションを行い，見学した学生の意見，セッションを持っ

たSPの感想を得て，スキルを高める。

A-(3)-①-5

A-(3)-①-9

A-(3)-②-2

F-(2)-④-1

F-(2)-④-2

F-(2)-④-3

F-(2)-④-4

F-(2)-④-5

F-(2)-④-6

F-(2)-④-7

F-(2)-④-8

第15回

［4.5コマ］　疑義照会・処方提案実習

1．代表的な疑義を含む処方せんについて，疑義照会の

ロールプレイを実施する。

2．処方鑑査の留意点である小児薬用量，配合変化等に

ついて確認する。

3．SGDにより症例検討を行い，模擬的な環境で処方提案

を実施する。

F-(2)-②-4

F-(2)-②-5

F-(2)-②-6

F-(3)-③-2

第16回

［7.5コマ］　調剤監査実習（調剤薬監査・持参薬の確

認）

調剤された医薬品（調剤薬・持参薬）の監査を適切に行

う。

F-(2)-③-8

F-(3)-①-2

第17回

［7.5コマ］　調剤実習

計数調剤，散剤，水剤の計量調剤，軟膏剤の計量混合調

剤を確実に実施する。

F-(2)-③-1

F-(2)-③-2

F-(2)-③-3

第18回

［3コマ］　薬剤師の職能　POS

薬剤師が関わる薬物療法について，症例ごとに問題点と

対策についてグループ討論を行う。

F-(2)-④-8

F-(3)-④-3
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F-(5)-①-3

第19回

［15コマ］　演習（症例検討・処方解析・フィジカルア

セスメント）

基本８疾患の具体例を用いて、病態、病歴および臨床検

査値の内容から治療薬を選択し、その副作用、併用禁忌、

併用注意例などを考察する。（症例検討）

F-(2)-②-5

F-(3)-①-3

F-(3)-①-4

F-(3)-③-2

F-(3)-④-1

F-(3)-④-2

AD-F-③-1

第20回

［1コマ］　総合学習

実習のまとめ

F-(2)-③-1

F-(2)-③-3

F-(2)-③-8

F-(2)-②-6

F-(2)-③-6

F-(2)-④-1

F-(2)-④-3

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

実習ⅠＡ [19～]

日置　和人、浅田　麻琴、浅野　祥子、安藤　徹、池村

　舞、磯部　楓、宇髙　慎平、江原　里佳、袁　德其、

岡本　正志、小野寺　章、笠見　裕美、糟谷　史代、神

谷　浩平、上町　亜希子、木村　風月、澤野　実香子、

下村　由希、髙橋　隆幸、瀧本　竜哉、辰見　明俊、辻

本　貴江、津田　裕子、中川　左理、楢原　正則、野ヶ

峯　亜由美、橋本　保彦、平野　裕之、福留　誠、藤岡

　志緒、藤瀬　優理、北條　恵子、前田　光子、松川

美佐子、山口　孝子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面による実習

＜授業の目的＞

＜分子薬学＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、２、３を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

有機化学系実習を行うにあたっての心構えを身につける

こと、及び、分子模型を用いて有機化合物の立体構造と

表記法について理解を深めるとともに立体化学に関する

用語を習得することを目的とする。

＜生命薬学＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、主に２を充

足し、１，３，４の礎を作ることを目指す。

遺伝とDNAについて概説できる

＜臨床薬学＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1、4、5、6、

7、8（臨床薬学）を目指す。

薬剤師という生命に関わる医療の担い手となることを自

覚し、患者・生活者本位の視点に立ち、薬剤師にふさわ

しい行動・態度をとることができるようになるために、

医療現場や地域における医療従事者の存在意義や責任、

多職種の存在の重要性を自覚すること。また、一次救命

処置を学ぶことで、心肺停止者の命を救うためには、そ

の場に居る人による対応が重要であり、それができるよ

うになること。

なお、この授業（臨床薬学）の担当者は薬局・病院での

薬剤師経験を5年間以上経験している実務家教員であり、

より実践的な観点から、多職種連携や一次救命処置を解

説するものとする。

＜社会薬学＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1,2,3,4を目

指す。

これから６年間、薬学を学んでいくにあたり、医薬品だ

けではなく、私たちの身の回りにある化学物質について

も興味を持っていくことが大切です。この実習では、食

品中や医薬品中に含まれるビタミンＣの定量分析を行う

ことで、定量器具の基本的な取扱い方と定量操作（滴定

）法を身に付けると同時に、ビタミンＣの性質と役割を

理解することを目的とする。

＜到達目標＞

＜分子薬学＞

一般目標

1. 実習に対する基本的な心構えをもつことができる。

2. 有機化学で用いる分子模型を適切に使用できる。

3. 共有結合における軌道の混成と分子の形について説

明できる。

以下の各SBOsを到達目標とする。

C1-（1）-①-1  化学結合の様式について説明できる。

C1-（1）-①-2  分子軌道の基本概念および軌道の混成

について説明できる。
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C1-（1）-①-3  共役や共鳴の概念を説明できる。

C3-（1）-①-4  有機化合物の性質と共鳴の関係につい

て説明できる。

C3-（1）-②-1  構造異性体と立体異性体の違いについ

て説明できる。

C3-（1）-②-2  キラリティーと光学活性の関係を概説

できる。

C3-（1）-②-3  エナンチオマーとジアステレオマーに

ついて説明できる。

C3-（1）-②-4  ラセミ体とメソ体について説明できる。

C3-（1）-②-5  絶対配置の表示法を説明し、キラル化

合物の構造を書くことができる。(知識、技能)

C3-（1）-②-6  炭素　炭素二重結合の立体異性（cis,

trans ならびにE, Z 異性）について説明できる。

C3-（1）-②-7  フィッシャー投影式とニューマン投影

式を用いて有機化合物の構造を書くことができる。(技

能)

C3-（1）-②-8  エタン、ブタンの立体配座とその安定

性について説明できる。

C3-（2）-①-4  シクロヘキサンのいす形配座における

水素の結合方向（アキシアル、エクアトリアル）を図示

できる。（技能）

C3-（2）-①-5  置換シクロヘキサンの安定な立体配座

を決定する要因について説明できる。

＜生命薬学＞

以下の各SBO'sを到達目標とする

C4-(1)-①-1　１）代表的な生体高分子を構成する小分

子（アミノ酸、糖、脂質、ヌクレオチドなど）の構造に

基づく化学的性質を説明できる。

C6-(1)-②-1　１）細胞小器官（核、ミトコンドリア、

小胞体、リソソーム、ゴルジ体、ペルオキシソームなど

）やリボソームの構造と機能を説明できる。

C6-(2)-⑤-1　１）ヌクレオチドと核酸（DNA、RNA）の

種類、構造、性質を説明できる。

C6-(4)-①-1　１）遺伝情報の保存と発現の流れを説明

できる。

C6-(4)-①-2　２）DNA、遺伝子、染色体、ゲノムとは何

かを説明できる。

C6-(4)-②-1　１）染色体の構造（ヌクレオソーム、ク

ロマチン、セントロメア、テロメアなど）を説明できる。

AD-C6-①-2 細胞核を構成する核膜、核小体の構造と機

能を分子レベルで説明できる。

AD-C6-②-1  DNA を抽出できる。(技能)

AD-C6-③-5  核酸の定性および定量試験を実施できる。

（技能）

JB-(9)-③-2　課題に関して意見をまとめ、決められた

時間内で発表できる。（技能）

JB-(9)-③-4　質問に対して的確な応答ができる。（技

能）

＜臨床薬学＞

A-(4)-1　保健、医療、福祉、介護における多職種連携

協働及びチーム医療の意義について説明できる。

A-(4)-2　多職種連携協働に関わる薬剤師、各職種及び

行政の役割について説明できる。

A-(4)-3　チーム医療に関わる薬剤師、各職種、患者・

家族の役割について説明できる。

A-(4)-4　自己の能力の限界を認識し、状況に応じて他

者に協力・支援を求める。（態度）

A-(4)-5　チームワークと情報共有の重要性を理解し、

チームの一員としての役割を積極的に果たすように努め

る。（知識・態度）

F-(1)-①-1　患者・生活者の視点に立って、様々な薬剤

師の業務を見聞し、その体験から薬剤師業務の重要性に

ついて討議する。（知識・態度）

F-(1)-①-2　地域の保健・福祉を見聞した具体的体験に

基づきその重要性や課題を討議する。（知識・態度）

F-(1)-①-3　一次救命処置（心肺蘇生、外傷対応など）

を説明し、シミュレータを用いて実施できる。（知識・

技能）

＜社会薬学＞

以下のSBOsを到達目標とします。

C6-(2)-⑥-1. 代表的なビタミンの種類、構造、性質、

役割を説明できる。

食品中や医薬品中に含まれるビタミンＣの定量分析を通

して、定量器具の基本的な取扱い方と定量操作（滴定）

法を身に付けてもらいます。

＜授業のキーワード＞

＜分子薬学＞

実習、有機化学、分子模型、混成軌道、投影式、立体配

座、立体異性体、立体配置

＜生命薬学＞

染色体、DNA、遺伝子

＜臨床薬学＞

薬剤師、薬剤師業務、多職種連携、チーム医療、在宅医

療、一次救命処置、AED、BLS、PCR、心肺蘇生

＜社会薬学＞

ビタミン、水溶性ビタミン、ビタミンＣ、アスコルビン

酸、酸化・還元、抗酸化、定量操作、ビュレット、メス

ピペット、ホールピペット、メスシリンダー

＜授業の進め方＞

＜分子薬学、生命薬学、臨床薬学＞

授業計画に従っておこないます。

＜社会薬学＞

約１時間の導入講義後、各自持ち寄った試料（医薬品・
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食品など）中のビタミンＣ含量を測定してもらいます（

定量操作）。実験（定量）操作終了後、測定値から試料

中のビタミンＣ含量を計算してもらい、結果の考察とま

とめ授業を行います。

＜履修するにあたって＞

＜分子薬学＞

関連科目は、基礎化学（1年前期）、有機化学I（1年後

期）等です。講義内容を考えながら、実習をより深く理

解するように学習しましょう。授業計画に従って実習及

び演習を行います。

オフィスアワー：月曜：13:00-17:00，火曜～金曜11:00

-12:00 (分子部門・助教助手室にて対応)

＜生命薬学＞

実習書をあらかじめ熟読し、予習準備して下さい。

オフィスアワー：随時対応します。

＜臨床薬学＞

オフィスアワー：

辻本（金曜日；12時45分から13時45分）、

池村（月曜日；12時30分から13時30分）、

上町（金曜日；12時45分から13時30分）、

中川（随時；事前にメールにて連絡すること）、

橋本（随時；事前にメールにて連絡すること）、

辰見（随時；事前にメールにて連絡すること）　。

＜社会薬学＞

ビタミンＣの化学構造や性質については、あらかじめ調

べておいてください。

オフィスアワー：月曜日から金曜日は12:45～13:45と17

:00以降、土曜日は10:00～15:00ですが、担当教員の手

が空いている場合は基本終日受け付けます。

＜授業時間外に必要な学修＞

＜分子薬学＞

事前学習として実習書を熟読しておくこと（目安として

0.5時間）。事後学習としてレポートを作成すること（

目安として0.5時間）。

＜生命薬学＞

事前の予習時間として30分、復習と課題作成のために30

分

＜臨床薬学＞

事前学習として、薬剤師を含め、様々な医療にかかわる

職業について、その名称と仕事の内容について、調べて

おくこと（目安として0.5時間）。

＜社会薬学＞

事前学習として、ビタミンＣについて調べておくこと（

目安として0.5時間）。

事後学習として、レポートを作成し提出すること（目安

として1時間）

＜提出課題など＞

＜分子薬学＞

実験に関するレポートの提出を必須とする。

＜生命薬学＞

終了後に、レポートを提出する。

＜臨床薬学＞

実習終了後にレポートを作成し提出。

＜社会薬学＞

終了後にレポートを提出しもらいます。

＜成績評価方法・基準＞

実習の到達度40％、取り組み(レポート、発表、試験成

績など）40％、注意事項の遵守(態度など）20％で評価

します。

また、実習確認試験として、上記6項目すべての範囲か

ら問題を作成し、試験を行います。

＜テキスト＞

実習書を配布し、必要に応じて資料・プリントを配布し

ます。

＜参考図書＞

＜分子薬学＞

困ったときの有機化学（D,R,クライン著、化学同人）、

ウォーレン有機化学第2版・上下巻（野依良治ほか監訳、

東京化学同人）、実験を安全に行うために、続　実験を

安全に行うために（化学同人）、実験化学講座Ⅰ　基本

操作Ⅰ・Ⅱ（日本化学会編、丸善）、有機化学実験の手

引き１―４（後藤俊夫ほか監修、化学同人）、有機合成

実験法ハンドブック第2版（有機合成化学協会編、丸善

）

＜生命薬学＞

エッセンシャル細胞の分子生物学

日本薬学会編　生物系薬学 I.生命体の成り立ち

＜臨床薬学＞

薬剤師・薬学生のためのフィジカルアセスメントハンド

ブック（南江堂）

＜社会薬学＞

日本ビタミン学会編集『ビタミン総合辞典』朝倉書店

岡野登志夫・山﨑裕康編集『New衛生薬学』廣川書店

＜授業計画＞

分子第1回　分子模型1

エタン、エチレン、アセチレン等について、分子模型を

用いて立体構造の特徴を考える。

C1-（1）-①-1～3
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C3-（1）-①-4

C3-（1）-②-1,6,7,8

分子第2回　分子模型2

シクロヘキサン、ベンゼン等について、分子模型を用い

て立体構造の特徴を考える。

C1-（1）-①-1～4

C3-（1）-②-1～5, 7

C3-（2）-①-4～5

生命第１回　染色体DNAを目で見てみよう

1.ヒト口腔内皮細胞からDNAの抽出

2.植物細胞からDNA抽出、可視化し、どの様な植物に多

くの染色体DNAが含まれるのか理解する。

C4-(1)-①-1

C6-(1)-②-1

C6-(2)-⑤-1

C6-(4)-①-1

C6-(4)-①-2

C6-(4)-②-1

AD-C6-①-2

AD-C6-②-1

AD-C6-③-5

JB-(9)-③-2

JB-(9)-③-4

臨床第1回

(辰見）　一次救命処置

1) 一次救命処置が必要な状態を把握し、簡易型心肺蘇

生トレーニングツール（あっぱくん?）を一人1台使用し、

正しい胸骨圧迫を行う。

2) AEDを正しく使用する。

F-(1)-①-3

臨床第２回

(辻本、池村、上町、中川、橋本、森本）　多職種連携

と社会貢献

1) チーム医療に関わる薬剤師、各職種、患者・家族の

役割について説明できる。患者・生活者の視点に立って、

チーム医療の中における薬剤師の業務について討議する。

2) 在宅医療における多職種連携がどのように社会貢献

するかを討議する。

A-(4)-1

A-(4)-2

A-(4)-3

A-(4)-4

A-(4)-5

F-(1)-①-1

F-(1)-①-2

社会第１回　食品中のビタミンCの定量

食品中や医薬品中に含まれるビタミンＣの定量分析を行

う。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

実習ⅠＢ [19～]

日置　和人、浅田　麻琴、浅野　祥子、安藤　徹、磯部

　楓、市川　秀喜、井上　雅己、宇髙　慎平、内海　美

保、袁　德其、岡本　正志、糟谷　史代、神谷　浩平、

木村　風月、澤野　実香子、下村　由希、鷹野　正興、

髙橋　隆幸、瀧本　竜哉、津田　裕子、角田　慎一、寺

田　侑加、楢原　正則、野ヶ峯　亜由美、濱田　美知子、

平野　裕之、福留　誠、藤井　文彦、藤岡　志緒、藤瀬

　優理、北條　恵子、前田　光子、松川　美佐子、道田

　隆、山口　孝子、山原　弘

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面での実習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、必

修実習・演習群科目であり１年次に配当している。

＜分子薬学＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、２、３を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

有機化学系実習を行うにあたっての心構えを身につける

こと、及び、物質の確認または純度試験などに用いる薄

層クロマトグラフィー（TLC）について理解する。さら

に、生薬の特徴的成分のTLCによる確認方法を修得する。

＜生命薬学＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、主に２を充

足し、１，３，４の礎を作ることを目指す。

（微生物）

身の回りに存在する微生物可視化し、微生物の取り扱い

について学ぶ。

（尿検査）

からだの仕組みと疾患について、身近な尿検査を題材に

調べ、考え、実験して理解することを目指す。

＜物性薬学＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、１，２，３，

７を目指す。

物理系薬学（物理化学、分析化学および製剤学）の基本

的技術を修得するとともに関連科目の理解を深めること

を目的とする。
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＜社会薬学＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1,2,3,6を目

指す。

学校環境衛生管理項目である二酸化炭素濃度測定や飲料

水の水質検査などを通して、多様な薬剤師業務を知ると

ともに、学校環境を衛生的に管理することの重要性や環

境と健康に関する基本的な事項の理解を深めることを目

標とします。

＜到達目標＞

＜分子薬学＞

一般目標

1. 実習に対する基本的な心構えをもつことができる。

2. 分子、固定相及び移動相の各々の極性とRf値の関係

を概説できる。

3. TLCにおける試料の検出方法を説明できる。

以下の各SBOsを到達目標とする。

C2-（5）-①-2  薄層クロマトグラフィーの特徴と代表

的な検出法を説明できる。

C2-（4）-①-1  紫外可視吸光度測定法の原理および応

用例を説明できる。

C4-（3）-②-1  医薬品の構造からその物理化学的性質

（酸性、塩基性、疎水性、親水性など）を説明できる。

C5-（1）-④-1  生薬の同定と品質評価法について概説

できる。

C5-（1）-④-3  代表的な生薬を鑑別できる。（技能）

C5-（1）-④-4  代表的な生薬の確認試験を説明できる。

C5-（1）-④-5  代表的な生薬の純度試験を説明できる。

C5-（2）-③-1  天然生物活性物質の代表的な抽出法、

分離精製法を概説し、実施できる。（知識、技能）

＜生命薬学＞

以下の各SBO'sを到達目標とする

（微生物）

C8-(3)-⑤-1　１）滅菌、消毒および殺菌、静菌の概念

を説明できる。

C8-(3)-⑥-2  ２）無菌操作を実施できる。（技能）

AD-C8-⑤-2　代表的な細菌を同定できる。（技能）

JB-(9)-③-2　課題に関して意見をまとめ、決められた

時間内で発表できる。（技能）

JB-(9)-③-4　質問に対して的確な応答ができる。（技

能）

（尿検査）

1. タンパク質の定性および定量試験法を実施できる(技

能）

2. 代表的な尿検査の項目について説明出来る。（知識

）

3. 代表的な尿検査を実施出来る。（技能）

4. ヒトの生体試料について適正な取り扱いが出来る。(

態度）

5. 課題について、明快な発表が行える。(態度）

以下の各SBOsを到達目標とする。

C6-(3)-⑧-1　脂質、糖質、アミノ酸、タンパク質、も

しくは核酸の定性または定量試験を実施できる。（技能

）

C7-(1)-⑩-1　泌尿器系について概説できる。　(知識）

E1-(2)-②-1　尿検査および糞便検査の検査項目を列挙

し、目的と異常所見を説明できる。 (知識）

＜物性薬学＞

一般目標

① 分析化学、製剤に関する基本的知識と測定の基本的

技能を修得する。

②　質量計測用器具の使用法を習得する。

③　粒子の大きさとカプセルへの充填量の関係を理解す

る。

④　日本薬局方　製剤均一性試験法で必要な基礎的な知

識を習得する。

本演習実習に関連する「薬学教育モデル・コアカリキュ

ラム平成25年度改訂版」のSBO'ｓを以下に示す。

薬学準備教育ガイドライン

(7)薬学の基礎としての数学・統計学

【①数値の扱い】

1大きな数や小さな数をSI 接頭語、べき、および対数を

使い、的確に表すことができる。（知識・技能）

2有効数字の概念を説明し、有効数字を含む値の計算が

できる。（知識・技能）

【⑤統計の基礎】3.　平均値、分散、標準誤差標準偏差

などの基本的な統計量について説明し、求めることがで

きる。(知識・技能)

5.　母集団と標本の関係について説明できる。

6.　検定の意義について説明できる。

＜社会薬学＞

B-(4)-②-3　学校薬剤師の役割について説明できる。

D2-(2)-⑤-1　室内環境を評価するための代表的な指標

を列挙し、測定できる。（知識・技能）

D2-(2)-③-3　水道水の水質基準の主な項目を列挙し、

測定できる。（知識・技能）

＜授業のキーワード＞

＜分子薬学＞

実習、有機化学、生薬、漢方、鑑別、確認試験、純度試

験、薄層クロマトグラフィー、TLC、検出法、親水性、

疎水性
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＜生命薬学＞

（微生物）

微生物、無菌操作

（尿検査）

尿検査、臨床化学、泌尿器、糖尿病、ネフローゼ症候群、

腎疾患、グルコースの検査、タンパク質の検査、ケトン

体の検査、クレアチニンの検査

＜物性薬学＞

実験器具，カプセル剤、質量偏差、かさ密度、粒子径、

充填率

＜社会薬学＞

学校薬剤師、環境衛生、二酸化炭素、残留塩素

＜授業の進め方＞

＜分子薬学＞

授業計画に従っておこないます。

＜生命薬学＞

アクティブラーニングを用いて、自宅で事前学習し、実

習の最初に学生同士のグループ学習によって、実習意義

を考え、実験手順を相互に確認することから始める。実

験結果を共有し、そこから考えられる疾患について、グ

ループ学習を行う。また演習課題について調べて発表す

る。

＜物性薬学＞

事前に実習書、参考資料を熟読し、実習ノートに実験の

操作手順をまとめておく。必要ならば、器具や操作の注

意点や使用する試薬の性質なども調べておく。実習中は、

実習書ではなく予習した内容を記した実習ノートを確認

しながら操作を進め、必要に応じて秤量値などの測定値

や観察結果などを追記する。実習後は、実習ノートで操

作を振り返りながら、レポートを作成する。

＜社会薬学＞

実習内容についての導入講義後に、室内空気汚染の指標

となる二酸化炭素濃度と水道水の水質基準項目である残

留塩素濃度を測定し、結果について考察する。まとめ授

業による振返り行う。

＜履修するにあたって＞

＜分子薬学＞

関連科目は、自然が生み出す薬物I（3年後期）、物質の

分析II（2年前期）等です。講義内容を考えながら、実

習をより深く理解するように学習しましょう。授業計画

に従って実習を行います。

オフィスアワー：月曜：13:00-17:00，火曜～金曜11:00

-12:00 (分子部門・助教助手室にて対応)

＜生命薬学＞

（微生物）

授業計画に従って実習と演習をそれぞれ１回行います。

実習講義をよく聞いて準備して下さい。

（尿検査）

尿検査、自分の尿を使って実験を行います。関連科目は、

｢からだの仕組み」｢生体の機能調節1」です。講義と関

連づけて、実習をより深く理解するように学習しましょ

う。実習は授業計画に従って1回の実習を行います。

オフィスアワー：随時対応します。

＜物性薬学＞

実習ノート(市販の大学ノートでよい）を用意すること。

実習には興味を持って取り組み、必ず予習と実習の振り

返り作業を行うこと。

オフィスアワー：金曜日　15：30-17：00

＜社会薬学＞

オフィスアワー：月曜～金曜12：45～13：45

＜授業時間外に必要な学修＞

＜分子薬学＞

事前学習として実習書を熟読しておくこと（目安として

0.5時間）。事後学習としてレポートを作成すること（

目安として0.5時間）。

＜生命薬学＞

（微生物）

事前学習として、あらかじめ実習書を熟読しておいて下

さい。（目安として１時間／日）

討論会のため与えられた課題について話し合い、発表の

準備、発表資料の作成を行って下さい。

（尿検査）

尿検査に関する事前学習資料がドットキャンパスに開示

されるので、必ず事前に閲覧してその資料を理解してお

くこと（1時間）、実習書を事前に読んで、検査方法に

ついて調べておくこと（1時間）、実習後、実験結果か

らわかることと、尿検査の臨床的意義について考えるこ

と（1時間）

＜物性薬学＞

事前に実習書、参考資料を熟読し、実験ノートに実験の

操作手順をまとめておく。必要ならば、器具や操作の注

意点や使用する試薬の性質なども調べておく。（目安と

して1時間）

実習後は、実験ノートで操作を振り返りながら、レポー

トを作成する。必要であれば関連する講義のテキストや

資料も参考にすること。（目安として1時間）

＜社会薬学＞

事前学習として、実習書を予習しておくこと（目安とし

て0.5時間）、一般大気中の二酸化炭素濃度について調
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べておくこと。

事後学習として、レポートを作成する（目安として1時

間）。

＜提出課題など＞

＜分子薬学＞

実験に関するレポートの提出を必須とする。

＜生命薬学＞

（微生物）

期間中に配布されたプリントを完成させてレポートを提

出して下さい。

（尿検査）

事前学習についてグループ学習したものを提出する。終

了後に、レポートを提出する。また、実習終了後に課題

についてポスターを作成し、発表会を行う。

＜物性薬学＞

レポート

＜社会薬学＞

終了後に、レポートを提出する。

＜成績評価方法・基準＞

実習の到達度40％、取り組み(レポート、発表、試験成

績など）40％、注意事項の遵守(態度など）20％で評価

します。

また、実習確認試験として、上記6項目すべての範囲か

ら問題を作成し、試験を行います。

＜テキスト＞

実習書を配布し、必要に応じて資料・プリントを配布し

ます。

＜参考図書＞

＜分子薬学＞

生薬学（西岡五夫　他、廣川書店）、困ったときの有機

化学（D,R,クライン著、化学同人）、実験を安全に行う

ために、続　実験を安全に行うために（化学同人）、実

験化学講座Ⅰ　基本操作Ⅰ・Ⅱ（日本化学会編、丸善）

＜生命薬学＞

（微生物）

シンプル微生物学

（尿検査）

エッセンシャル細胞の分子生物学

日本薬学会編　生物系薬学 II.生命体の成り立ち

＜物性薬学＞

『第１７改正日本薬局方解説書』廣川書店

上釜兼人・川島嘉明・竹内洋文・松田芳久編『最新製剤

学・第3版』廣川書店

宮嶋孝一郎編『医薬品の開発・第15巻・製剤の物理化学

的性質』廣川書店

日本薬学会編『スタンダード薬学シリーズ7・製剤化の

サイエンス』東京化学同人

＜社会薬学＞

必携・衛生試験法　第2版

＜授業計画＞

分子第1回　生薬のTLC

生薬中に含まれる分子の構造的特徴とTLCについて考え

る。

C2-（4）-①-1

C2-（5）-①-2

C4-（3）-②-1

C5-（1）-④-1,3,4,5

C5-（2）-③-1

生命第１回

　身の回りの微生物を調べてみよう

環境、食品、体などのふき取り検査を行い、大腸菌群や

一般細菌の存在を理解する。

C8-(3)-⑤-1

C8-(3)-⑥-2

AD-C8-⑤-2

JB-(9)-③-2

JB-(9)-③-4

生命第２回

　①尿の定性検査

②演習（SGDと課題作成)

1.　尿のタンパク質・糖試験

2.　尿のケトン体試験

3.　尿のクレアチニンの試験

4.　模擬患者尿の定性試験と病名判定

演習　臨床化学に関する課題

E1-(2)-②-１

C6-(5)-③-1

C7-(1)-⑩-1

物性第１回

　カプセル剤の製造とその質量偏差を考える（その１）

1.粒子径の異なる物質をカプセルに充填し、その質量を

測定する。

2.かさ密度を求め、粒子径とカプセル充填量の関係を考

える。

物性第２回　カプセル剤の製造とその質量偏差を考える

（その２）

1.カプセル内容物の質量より質量偏差を求める。

(7)-【①】-1,2

(7)-【⑤】-5,6

社会第１回　学校薬剤師の仕事－学校環境衛生管理項目

の測定

1）学校薬剤師の役割　　2）二酸化炭素濃度測定　　3

）残留塩素濃度測定

B-(4)-②-3　　　　　　　　　　　D2-(2)-⑤-1
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　　　　D2-(2)-③-3

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

実習ⅡA [19～]

稲垣　冬彦、浅田　麻琴、安藤　徹、袁　德其、神谷

浩平、倉西　歩、黒井　邦巧、下村　由希、瀧本　竜哉、

津田　裕子、日置　和人、平野　裕之、福留　誠、藤井

　文彦、藤岡　志緒、北條　恵子、村上　遼、山原　弘

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習,実習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、必

修科目であり２年次に配当している。

＜分子薬学＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、２を目指す。

＜物性薬学＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、２を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

＜分子薬学＞

有機化学系演習実習を行なうに当たっての心構え、基本

的な実験器具、実験機器の名称と取り扱い方、よく使用

される試薬の性質、廃棄物の処理法などを習得すること

を第一の目的とする。また、今後の実習に必要な技術と

して、有機化学分野の基本的な単位操作を習得すること

を第二の目標とする。

＜物性薬学＞

演習実習を行なうに当たっての心構え、基本的な実験器

具、実験機器の名称と取り扱い方、よく使用される試薬

の性質、廃棄物の処理法などを習得することを第一の目

的とする。また、今後の実習に必要な技術として、有機

化学、分析化学、薬剤学及び医療薬学分野の基本的な単

位操作を習得することを第二の目標とする。全ての実習

項目にはそれぞれ関連する講義課目があり、その授業内

容と共に理解することが必要である。

＜到達目標＞

＜分子薬学＞一般目標

１ 実習に対する基本的な心構えをもつことができる。

２ 有機化学実験に用いる基本的な実験器具、実験機器

の名称が列挙でき、正しく使用することができる。

３ 有機化合物の官能基の性質を利用した分離精製が実

施できる。

４ 有機化合物の代表的な官能基を他の官能基に変換で

きる。

５ 有機化合物の代表的な同定法を実施できる。

６ 廃液を適切に処理することができる。

７ 共有結合における軌道の混成と分子の形について説

明できる。

以下の各SBOsを到達目標とする。

JB-（5）-③-1  溶液の濃度計算と調製ができる。（技

能）

JB-（5）-③-3  代表的な化学変化を化学量論的に捉え、

その量的関係を計算できる。（技能）

JB-（5）-③-4  酸と塩基の基本的な性質および強弱の

指標を説明できる。

JB-（5）-④-1  化合物の秤量、溶解、抽出、乾燥、ろ

過、濃縮を実施できる｡（技能）

C1-（1）-①-1　化学結合の様式について説明できる。

C1-（1）-①-2　分子軌道の基本概念および軌道の混成

について説明できる。

C1-（1）-①-3　共役や共鳴の概念を説明できる。

C3-（1）-①-1  代表的な化合物をIUPAC 規則に基づい

て命名することができる。

C3-（1）-①-2  薬学領域で用いられる代表的な化合物

を慣用名で記述できる。

C3-（1）-①-3  基本的な化合物を、ルイス構造式で書

くことができる。

C3-（1）-①-4  有機化合物の性質と共鳴の関係につい

て説明できる。

C3-（1）-①-5  ルイス酸・塩基、ブレンステッド酸・

塩基を定義することができる。

C3-（1）-①-6  基本的な有機反応（置換、付加、脱離

）の特徴を理解し、分類できる。

C3-（1）-①-7  炭素原子を含む反応中間体（カルボカ

チオン、カルボアニオン、ラジカル）の構造と性質を説

明できる。

C3-（1）-①-8  反応の過程を、エネルギー図を用いて

説明できる。

C3-（1）-①-9  基本的な有機反応機構を、電子の動き

を示す矢印を用いて表すことができる。(技能)

C3-（3）-①-1  代表的な官能基を列挙し、性質を説明

できる。

C3-（3）-①-2  官能基の性質を利用した分離精製を実

施できる。（技能）

C3-（3）-②-2  求核置換反応の特徴について説明でき

る。

C3-（3）-③-1  アルコール、フェノール類の基本的な

性質と反応を列挙し、説明できる。

C3-（3）-⑤-1  アミン類の基本的性質と反応を列挙し、

説明できる。

C3-（3）-⑦-1  アルコール、フェノール、カルボン酸、

炭素酸などの酸性度を比較して説明できる。

C3-（3）-⑦-2  含窒素化合物の塩基性度を比較して説
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明できる。

AD-C3-⑪-12  化学反応によって官能基変換を実施でき

る。（技能）

＜物性薬学＞

一般目標① 化学物質(医薬品を含む)をその性質に基づ

いて分析できるようになるために、物質の定性、定量な

どに必要な基本的知識と技能を修得する。② 水溶液中

での物質の性質を理解するために、各種の化学平衡に関

する基本的知識と測定の基本的技能を修得する。

本演習実習に関連する「薬学教育モデル・コアカリキュ

ラム」のSBO'ｓを以下に示す。

(4)薬学の基礎としての物理

【①基本概念】

1　物理量の基本単位の定義を説明できる。

2　SI 単位系について説明できる。

(4)薬学の基礎としての化学

【③化学反応を定量的に捉える】

1　溶液の濃度計算と調製ができる。（技能）

(7)薬学の基礎としての数学・統計学

【①数値の扱い】

1大きな数や小さな数をSI 接頭語、べき、および対数を

使い、的確に表すことができる。（知識・技能）

2有効数字の概念を説明し、有効数字を含む値の計算が

できる。（知識・技能）

【⑤統計の基礎】

1　測定尺度（間隔、比率尺度、順序尺度、名義尺度）

について説明できる。

2　大量のデータに対して、適切な尺度を選び、表やグ

ラフを用いて的確に表すことができる。（技能）

3　平均値、分散、標準誤差、標準偏差などの基本的な

統計量について説明し、求めることができる。（知識・

技能）

5　母集団と標本の関係について説明できる。

6  検定の意義について説明できる。

C1物質の物理的性質

(3)物質の変化

【①反応速度】

1　反応次数と速度定数について説明できる。

2　微分型速度式を積分型速度式に変換できる。（知識

・技能）

3　代表的な反応次数の決定法を列挙し、説明できる。

4　代表的な(擬)一次反応の反応速度を測定し、速度定

数を求めることができる。（技能）

6　反応速度と温度との関係を説明できる。

C2化学物質の分析

(1)分析の基礎

【①分析の基本】

1　分析に用いる器具を正しく使用できる。（知識・技

能）

2　測定値を適切に取り扱うことができる。（知識・技

能）

(2)溶液中の化学平衡

【①酸・塩基平衡】

1　酸・塩基平衡の概念について説明できる。

2　pH および解離定数について説明できる。（知識・技

能）

3　溶液のpH を測定できる。（技能）

4　緩衝作用や緩衝液について説明できる。

(4)機器を用いる分析法

【① 分光分析法】

1　紫外可視吸光度測定法の原理および応用例を説明で

きる。

6　分光分析法を用いて、日本薬局方収載の代表的な医

薬品の分析を実施できる。（技能）

薬学アドバンスト教育ガイドライン

C2化学物質の分析

【⑩分析の準備】 〔関連コアカリ：（6）①〕

１分析目的に即した試料の前処理法を実践できる。（技

能）

＜授業のキーワード＞

＜分子薬学＞

演習、実習、有機化学、実験器具、合成反応、有機溶媒、

定量用器具(質量および容量測定)、油水分配係数、有効

数字、溶液濃度

＜物性薬学＞

演習，実習，実験器具，有機溶媒，定量用器具(質量お

よび容量測定)，擬一次反応、反応速度定数、半減期、

アレニウスプロット、活性化エネルギー、有効期限、定

量分析、中和滴定、緩衝液

＜授業の進め方＞

＜分子薬学＞

授業計画に従っておこないます。

＜物性薬学＞

事前に実習書、参考資料を熟読し、自己点検ノートに実

験の操作手順をまとめておく。必要ならば、器具や操作

の注意点や使用する試薬の性質なども調べておく。実習

中は、実習書ではなく予習した内容を記した自己点検ノ

ートを確認しながら操作を進め、必要に応じて秤量値な

どの測定値や観察結果などを追記する。実習テキストを

熟読したうえで事前に公開された学習ビデオを閲覧する。

実習後は、自己点検ノートで操作を振り返りながら、レ

ポートを作成する。必要であれば関連する講義のテキス

トや資料も参考にすること。

コロナ感染拡大等で緊急事態宣言が出され、登校が自粛

された場合、授業の進み方を以下のように変更する可能
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性がある。

１．　教員は計画通り実験を実施し、録画する。

２．　録画したビデオを履修者全員に配信する。

３．　履修者は実習テキストを熟読したうえでビデオを

閲覧する。

４．　オンラインで双方向授業を行う。

５．　提示された課題を完成し期限内に提出する。

６．　実習内容に関する演習を行う。

＜履修するにあたって＞

＜分子薬学＞

関連科目は、基礎としての化学（1年前期）、有機化学

Ⅰ（1年後期）、有機化学Ⅱ（2年前期）です。講義内容

を考えながら、実習により深く理解するように学習しま

しょう。授業計画に従って演習・実習を行います。

オフィスアワー：月曜：13:00-17:00，火曜-金曜11:00-

12:00 (分子部門・助教助手室にて対応)

＜物性薬学＞

興味を持って取り組むこと。必ず予習と実習の振り返り

作業を行うこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

＜分子薬学＞

レポート作成（目安として1時間）

＜物性薬学＞

事前に実習書、参考資料を熟読し、自己点検ノートに実

験の操作手順をまとめておく。必要ならば、器具や操作

の注意点や使用する試薬の性質なども調べておく。（目

安として1時間）

実習後は、自己点検ノートで操作を振り返りながら、レ

ポートを作成する。必要であれば関連する講義のテキス

トや資料も参考にすること。（目安として1時間）

＜提出課題など＞

＜分子薬学＞

実験に関するレポート等の提出を必須とする。

＜物性薬学＞

レポート、自己点検ノート、ルーブリック

＜成績評価方法・基準＞

＜分子薬学＞

取り組み(レポート、発表など）80％、注意事項の遵守(

態度など）20％。

＜物性薬学＞

実習への取り組み(レポート、発表など）80％、注意事

項の厳守（20%）に従って評点を算出し、最終評価とす

る。

実習項目の全てが到達レベルに達することが前提である。

また、全ての提出物も期限内に提出することを原則とし

た上で、実習への取り組み態度・意欲・発表内容、適切

な身なり（白衣、メガネ、靴、頭髪）、レポートならび

に実習試験によって総合的に評価する。具体的には、到

達目標に示された各項目の達成度を自己点検ノート、レ

ポート、実習試験およびルーブリックにより判断する。

特に技能に関する項目については、レポートに記載され

た予測値、測定値、計算式、これらに付随する有効数字、

作図（グラフ、装置図など）や実習試験や実習中での適

切な器具類の選択や操作法、秤量値の読み取り、目的と

する結果の算出法やその値などで評価する。また、総合

的な知識並びに技能の活用能力についてはルーブリック

で評価する。

また、注意事項の厳守は、実習で守るべき事項が指示さ

れており、これらが遵守できているかを評価する。

＜テキスト＞

＜分子薬学＞

実習IIＡ　実習書　(事前配布)

＜物性薬学＞

演習実習IIＡ　実習書　(配布)

物性薬学部門演習：パザパ薬学演習シリーズ１　薬学分

析化学演習　京都広川書店

物性薬学部門演習：パザパ薬学演習シリーズ２　物理化

学演習　京都広川書店

＜参考図書＞

＜分子薬学＞

困ったときの有機化学，D,R,クライン著，化学同人

ウォーレン有機化学第2版・上下巻，野依良治ほか監訳，

東京化学同人

実験を安全に行うために，続　実験を安全に行うために，

化学同人

実験化学講座Ⅰ　基本操作Ⅰ・Ⅱ，日本化学会編．丸善

有機化学実験の手引き１ー４，後藤俊夫ほか監修，化学

同人

有機合成実験法ハンドブック第2版，有機合成化学協会

編，丸善

＜授業計画＞

分子第１回　単位操作の習得１

実験器具の名称，特徴，取り扱い方について説明する。

C1-(1)-①- 1 ? 3

C3-(1)-①- 1 ? 6

分子第２回　単位操作の習得２

「混合物の分離１、2」に必要な器具、原理について学

ぶ。

C1-(1)-①- 1 ? 3

C3-(1)-①- 1 ? 6

分子第３回　混合物の分離１

未知試料の分離；サリチル酸および中性の化合物計２種

を含む混合溶液から，それぞれを抽出操作により分離精
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製する。

C1-(1)-①- 1 ? 3

C3-(1)-①- 1 ? 9

C3-(3)-①-1，2

C3-(3)-⑦-1，2

分子第４回　混合物の分離２

混合物の分離１で分離したそれぞれの化合物の同定(融

点測定)　を行う。

C1-(1)-①- 1 ? 3

C3-(3)-①-1，2

C3-(3)-⑦-1，2

分子第５回　アセチルコリンの合成1

アミノ基のメチル化およびアルコールのアセチル化反応

を実践する．

JB-(5)-③-1

JB-(5)-③-3

JB-(5)-③-4

JB-(5)-④-1

C3-(1)-①-6，9

C3-(3)-①-2

C3-(3)-②-2

C3-(3)-③-1

C3-(3)-⑤-1

AD-C3-⑪-12

分子第６回　アセチルコリンの合成2

合成したアセチルコリンの同定(融点測定)を行う．

JB-(5)-③-1

JB-(5)-③-3

JB-(5)-③-4

JB-(5)-④-1

C3-(1)-①-6，9

C3-(3)-①-2

C3-(3)-②-2

C3-(3)-③-1

C3-(3)-⑤-1

AD-C3-⑪-12

分子第７回　基礎強化演習１

有機化学の基礎的な内容について，演習を行う。

C1-(1)-①-1-2

C3-(1)-①- 1 ? 9

C3-(3)-①-1，2

C3-(3)-⑦-1，2

物性第１回　実習に入る前の準備と注意事項

実習に入る前の準備と注意事項

物性第２回　物質をはかる（器具の取り扱い）

容量測定用器具の使用法の修得

器具の精度を学ぶ

JB-(7)-①-1,2

C2-(1)-①-1,2

C2-(3)-②-5

物性第３回　物質をはかる（器具の取り扱い）

測定値の有効数字ならびに測定誤差を学ぶ

JB-(7)-①-1,2

C2-(1)-①-1,2

C2-(3)-②-5

物性第４回　医薬品の安定性を知る（アスピリンの加水

分解反応における反応速度）

・試薬の準備

・検量線の作成

C2-(1)-①-１,２

C2-(3)-①-１～４,６

C2-(4)-①-１,６

物性第５回　医薬品の安定性を知る（アスピリンの加水

分解反応における反応速度）

・アスピリンの安定性に関する苛酷試験の実施

・アスピリンの加水分解反応における反応速度定数なら

びに半減期の算出

・アスピリンの苛酷試験より、アレニウスプロットの作

成ならびにアレニウスの式を算出

・アスピリンの有効期限設定

C2-(1)-①-１,２

C2-(3)-①-１～４,６

C2-(4)-①-１,６

物性第６回　化学平衡を考える（中和滴定法による医薬

品の定量）

器具、試薬の準備

標準溶液の標定

C2-(1)-①-１,２

C2-(2)-①-１～４

物性第７回　化学平衡を考える（中和滴定法による医薬

品の定量）

中和滴定法による医薬品の定量

CC2-(1)-①-１,２

C2-(2)-①-１～４

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

実習ⅡB [19～]

津田　裕子、浅田　麻琴、磯部　楓、稲垣　冬彦、内海

　美保、袁　德其、小野寺　章、神谷　浩平、黒井　邦

巧、下村　由希、瀧本　竜哉、角田　慎一、寺田　侑加、

濱田　美知子、日置　和人、平野　裕之、福留　誠、藤

井　文彦、藤岡　志緒、藤瀬　優理、北條　恵子、村上

　遼、山原　弘

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、必

修実習・演習科目であり２年次に配当している。
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＜分子薬学＞

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、２を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）,https://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html?id=PHA}

有機化合物の合成を実際に行うことにより、授業で学ん

だ知識を確認し、更に高度な技能を身につける。

・ 官能基を変換するための基本的な知識と技能を習得

する。

・ 有機化合物の性質の違いを利用した分離精製を実施

することができる。

・ 目的の化合物の合成を立案し実施することができる。

＜生命薬学＞

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1,２を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）,https://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html?id=PHA}

動物実験を行うことで、医療倫理観、動物愛護精神を育

てる。

主に生物分野の生理、生化学、解剖学の分野の知識と技

能を磨く。

実習を通して自ら問題を発見し、解決する能力を養う。

実習や演習中にグループワークを通して、協調性を養う。

＜物性薬学＞

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、２を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）,https://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html?id=PHA}

物理系薬学（物理化学、分析化学および製剤学）の基本

的技術を修得するとともに関連科目の理解を深めること

を目的とする。

＜到達目標＞

＜分子薬学＞

（到達目標）

1. 実習に対する基本的な心構えをもつことができる。

2. 有機化学実験に用いる基本的な実験器具、実験機器

の名称が列挙でき、正しく使用することができる。

3. 有機化合物の代表的な官能基を他の官能基に変換で

きる。

4. 代表的な炭素-炭素結合生成反応について概説できる

5. 茶葉もしくはコーヒーからカフェインを単離し、同

定することができる。

6. 薄層クロマトグラフィーを用いて代表的な化学物質

を分離分析できる。(知識・技能)

7. 有機化合物の官能基の性質を利用した分離精製が実

施できる。

8. 課題として与えられた化合物(医薬品を含む)を合成

できる。(技能)

9. 反応廃液を適切に処理できる。(技能・態度)

以下の各SBOsを到達目標とする。

C3-(3)-①-2  官能基の性質を利用した分離精製を実施

できる。(技能)

C3-(3)-④-1  アルデヒド類およびケトン類の基本的な

性質と反応を列挙し、説明できる。

C3-(3)-⑤-1  アミン類の基本的性質と反応を列挙し、

説明できる。

C4-(1)-①-9. 有機反応を、電子の動きを示す矢印を用

いて説明できる。

C4-(2)-③-4. 芳香族化合物の求電子置換反応の反応性

および配向性に及ぼす置換基の効果を説明できる。

C5-(2)-①-4.  代表的な炭素ー炭素結合生成反応につい

て概説できる。

C5-(2)-⑤-1.  課題として与えられた医薬品を合成でき

る(技能)。

C5-(2)-⑤-3.  反応廃液を適切に処理する(態度・技能)。

C7-(2)-②-5.代表的な薬用植物に含有される薬効成分を

説明できる。

C7-(2)-④-4.代表的なアルカロイドの構造を生合成経路

に基づいて説明しその基原植物を挙げることができる。

＜生命薬学＞

〈実習目標〉

1. 動物実験における倫理について配慮できる。(態度）

2. 実験動物の基本的な取り扱いと手術ができる。(技能

）

3. 実験動物での代表的な薬物投与方法を実施できる。(

技能）

4. 代表的な臓器の形態と役割を説明できる。（知識）

5. ホルモンの働きを説明できる。(知識）

6. 酵素反応について説明できる。（知識）

7. 代表的な酵素活性を測定できる(技能）

8.　タンパク質の定量試験法を実施できる。（技能）

9.　酵素試料の適正な取り扱いができる。（技能）

10.　アミノ酸の基本的性質を説明できる（知識）

11.　酵素（タンパク質）の基本的性質を説明できる。

（知識）

12.　酵素反応について説明できる。（知識）

13.　ポリアクリルアミド電気泳動の原理を説明できる。

（知識）

14. 顕微鏡を用いて細胞を観察することができる。（技

能）

15. ヒトの生体試料について適正な取り扱いができる。
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(態度）

16.　課題について理論的に説明できる。（態度）

以下の各SBOsを到達目標とする。

〈コアカリキュラム〉

A(5)-①-2. 講義、国内外の教科書・論文、検索情報等

の内容について、重要事項や問題点を抽出できる。（技

能）

A(5)-①-3. 必要な情報を的確に収集し、信憑性につい

て判断できる。（知識・技能）

A(5)-①-4. 得られた情報を論理的に統合・整理し、自

らの考えとともに分かりやすく表現できる。（技能）

A(5)-①-5. インターネット上の情報が持つ意味・特徴

を知り、情報倫理、情報セキュリティに配慮して活用で

きる。（知識・態度）

C1(3)-①-6. 反応速度と温度との関係を説明できる。

C2(1)-①-1. 分析に用いる器具を正しく使用できる。（

知識・技能）

C2(1)-①-2. 測定値を適切に取り扱うことができる。（

知識・技能）

C2(2)-①-4. 緩衝作用や緩衝液について説明できる。

C2(5)-②-1. 電気泳動法の原理および応用例を説明でき

る。

C2(6)-②-3. 酵素を用いた代表的な分析法の原理を説明

できる。

C3(3)-①-1. 代表的な官能基を列挙し、性質を説明でき

る。

C3(3)-①-2. 官能基の性質を利用した分離精製を実施で

きる。（技能）

C4(1)-①-1. 代表的な生体高分子を構成する小分子（ア

ミノ酸、糖、脂質、ヌクレオチドなど）の構造に基づく

化学的性質を説明できる。

C4(1)-①-2. 医薬品の標的となる生体高分子（タンパク

質、核酸など）の立体構造とそれを規定する化学結合、

相互作用について説明できる。

C4(2)-②-1. 不可逆的酵素阻害薬の作用を酵素の反応機

構に基づいて説明できる。

C4(2)-②-2. 基質アナログが競合阻害薬となることを酵

素の反応機構に基づいて説明できる。

C4(2)-②-3. 遷移状態アナログが競合阻害薬となること

を酵素の反応機構に基づいて説明できる。

C5-(6)-①-1　分析目的に即した試料の前処理法を説明

できる。

C6-(2)-①-1　代表的な脂質の種類、構造、性質、役割

を説明できる。

C6(2)-③-1. アミノ酸を列挙し、その構造に基づいて性

質を説明できる。

C6(2)-④-1. タンパク質の構造（一次、二次、三次、四

次構造）と性質を説明できる。

C6(2)-⑧-1. 脂質、糖質、アミノ酸、タンパク質、もし

くは核酸の定性または定量試験を実施できる。（技能）

C6-(3)-①-1　多彩な機能をもつタンパク質（酵素、受

容体、シグナル分子、膜輸送体、運搬・輸送タンパク質、

貯蔵タンパク質、構造タンパク質、接着タンパク質、防

御タンパク質、調節タンパク質）を列挙し概説できる。

C6(3)-③-1. 酵素反応の特性と反応速度論を説明できる。

C6(3)-③-2. 酵素反応における補酵素、微量金属の役割

を説明できる。

C6(3)-③-3. 代表的な酵素活性調節機構を説明できる。

C6(3)-③-4. 酵素反応速度を測定し、解析できる。(技

能)

C6-(3)-⑧-1　脂質、糖質、アミノ酸、タンパク質、も

しくは核酸の定性または定量試験を実施できる。（技能

）

C7-(1)-③-3　実験動物・人体模型・シミュレーターな

どを用いて各種臓器の名称と位置を確認できる。（技能

）

C7-(1)-③-4　代表的な器官の組織や細胞を顕微鏡で観

察できる。（技能）

C7-(1)-⑫-1　生殖器系について概説できる。

C7-(2)-②-1　代表的なホルモンを挙げ、その産生器官、

生理活性および作用機構について概説できる。

E1-(1)-②-1　動物実験における倫理について配慮でき

る。（態度）

E1-(1)-②-2　実験動物を適正に取り扱うことができる。

（技能）

E1-(1)-②-3　実験動物での代表的な投与方法が実施で

きる。（技能）

＜物性薬学＞

一般目標① 化学物質(医薬品を含む)をその性質に基づ

いて分析できるようになるために、物質の定性、定量な

どに必要な基本的知識と技能を修得する。② 水溶液中

での物質の性質を理解するために、各種の化学平衡に関

する基本的知識と測定の基本的技能を修得する。

本演習実習に関連する「薬学教育モデル・コアカリキュ

ラム」のSBO'ｓを以下に示す。

(4)薬学の基礎としての物理

【①基本概念】

1　物理量の基本単位の定義を説明できる。

2　SI 単位系について説明できる。

(4)薬学の基礎としての化学

【③化学反応を定量的に捉える】

1　溶液の濃度計算と調製ができる。（技能）

(7)薬学の基礎としての数学・統計学

【①数値の扱い】

1大きな数や小さな数をSI 接頭語、べき、および対数を

使い、的確に表すことができる。（知識・技能）

2有効数字の概念を説明し、有効数字を含む値の計算が

できる。（知識・技能）
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C2化学物質の分析

（1)分析の基礎

【①分析の基本】

1　分析に用いる器具を正しく使用できる。（知識・技

能）

2　測定値を適切に取り扱うことができる。（知識・技

能）

【②各種の化学平衡】

4 　分配平衡について説明できる。

(3)化学物質の定性分析・定量分析

【②定量分析（容量分析・重量分析）】

5　日本薬局方収載の代表的な医薬品の容量分析を実施

できる。（知識・技能）

(4)機器を用いる分析法

【① 分光分析法】

1　紫外可視吸光度測定法の原理および応用例を説明で

きる。

6　分光分析法を用いて、日本薬局方収載の代表的な医

薬品の分析を実施できる。（技能）

(5)分離分析法

【① クロマトグラフィー】

1　クロマトグラフィーの分離機構を説明できる。

2　薄層クロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を

説明できる。

3　液体クロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を

説明できる。

5　クロマトグラフィーを用いて試料を定性・定量でき

る。（知識・技能）

薬学アドバンスト教育ガイドライン

C2化学物質の分析

【⑩分析の準備】 〔関連コアカリ：（6）①〕

１　分析目的に即した試料の前処理法を実践できる。（

技能）

E医療薬学

【①製剤化】 〔関連コアカリ：（2）②〕

2　単位操作を組み合わせて代表的な製剤を調製できる。

（技能）

3　製剤に関連する代表的な試験法を実施し、製剤の物

性を測定できる。（技能）

薬学アドバンスト

本学オリジナル

①医薬品製造ならびに調剤におけるトラブル事例に対し

て原因追究ができる。

②医薬品製造ならびに調剤におけるトラブル事例に対し

て適切な解決方法を示すことができる。

③医薬品製造ならびに調剤におけるトラブル事例に対す

る解決法と物性薬学関連科目との関係を理解する。

④チームでの議論において、他の者の意見を聞きそれを

理解したうえで、自らの意見を述べることができる。

⑤チームでの作業において、他の者と協調してスムーズ

に作業を進めることができる。

⑥議論した内容を的確にかつわかり易く他の者に説明す

ることができる。

＜授業のキーワード＞

＜分子薬学＞

なし

＜生命薬学＞

演習、実習、動物実験、モデル動物、生命倫理、酵素反

応、病態生理、検量線法、顕微鏡、酵素、タンパク質、

アミノ酸、定量分析、定性分析

＜物性薬学＞

演習，実習，有機化学，実験器具，定量分析、定性分析、

クロマトグラフィー、内標法、カプセル剤、表示量、油

水分配係数，有効数字，測定誤差，群間比較，溶液濃度、

医薬品製造ならびに調剤におけるトラブル事例に対する

解決法と物性薬学関連科目との関係

＜授業の進め方＞

＜分子薬学＞

授業計画に従っておこないます。

＜生命薬学＞

授業計画に従っておこないます。実習はアクティブラー

ニングの手法を用いて、事前学習、グループワーク、実

習、事後学習と進みます。自ら進んで学習する姿勢が重

要です。

＜物性薬学＞

事前に実習書、参考資料を熟読し、自己点検ノートに実

験の操作手順をまとめておく。必要ならば、器具や操作

の注意点や使用する試薬の性質なども調べておく。実習

中は、実習書ではなく予習した内容を記した自己点検ノ

ートを確認しながら操作を進め、必要に応じて秤量値な

どの測定値や観察結果などを追記する。実習後は、自己

点検ノートで操作を振り返りながら、レポートを作成す

る。必要であれば関連する講義のテキストや資料も参考

にすること。

＜履修するにあたって＞

＜分子薬学＞

関連科目は、講義内容を考えながら、実習をより深く理

解するように学習しましょう。授業計画に従って実習を

行います。

オフィスアワー：月曜：13:00-17:00，火曜? 金曜11:00

-12:00 (分子部門・助教助手室にて対応)

＜生命薬学＞

実習ⅡBと関連する講義は、｢からだの仕組み」｢生体の

機能調節1」｢細胞の分子生物学Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ」「物質の分
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析Ⅰ、Ⅱ」です。実習と講義を関連づけて学習し、理解

を深めて下さい。授業計画に従って8回の実習を行いま

す。

＜物性薬学＞

興味を持って取り組むこと。必ず予習と実習の振り返り

作業を行うこと。

＜授業時間外に必要な学修＞

＜分子薬学＞

事前学習として実習書を熟読しておくこと。事後学習と

してレポートを作成すること。

＜生命薬学＞

事前の予習時間として30分、復習と課題作成のために1

時間。

＜物性薬学＞

事前に実習書、参考資料を熟読し、自己点検ノートに実

験の操作手順をまとめておく。必要ならば、器具や操作

の注意点や使用する試薬の性質なども調べておく。（目

安として1時間）

実習後は、自己点検ノートで操作を振り返りながら、レ

ポートを作成する。必要であれば関連する講義のテキス

トや資料も参考にすること。（目安として1時間）

＜提出課題など＞

＜分子薬学＞

実験に関するレポートの提出を必須とする。

＜生命薬学＞

実習中の演習課題や終了後のレポートを提出してもらい

ます。また、実習終了後に課題について、発表会で口頭

発表をしてもらいます。

＜物性薬学＞

レポート、自己点検ノート、ルーブリック

＜成績評価方法・基準＞

＜分子薬学＞

取り組み(レポート、発表など）80％、注意事項の遵守(

態度など）20％。

＜生命薬学＞

実習の到達度と取り組み(レポート、発表など）を80％、

注意事項の遵守(態度など）を20％として評価します。

実習の到達度や取り組みについては、ルーブリック評価

を行います。レポートについては結果を開示します。

＜物性薬学＞

全ての実習への出席が前提であり、全ての実習項目につ

いて遅刻することなく出席すること、及び全ての提出物

を期限内に提出することを原則とした上で、実習への取

り組み態度・意欲・発表内容、適切な身なり（白衣、メ

ガネ、靴、頭髪）、レポートならびに実習試験によって

総合的に評価する。実習への取り組み（80%）、注意事

項の厳守（20%）に従って評点を算出し、最終評価とす

る。

実習への取り組み（80%）は、到達目標に示された各項

目の達成度を自己点検ノート、レポート、実習試験およ

びルーブリックにより判断する。特に技能に関する項目

については、レポートに記載された予測値、測定値、計

算式、これらに付随する有効数字、作図（グラフ、装置

図など）や実習試験や実習中での適切な器具類の選択や

操作法、秤量値の読み取り、目的とする結果の算出法や

その値などで評価する。また、総合的な知識並びに技能

の活用能力についてはルーブリックで評価する。注意事

項の厳守（20%）は、実習で守るべき事項が指示されて

おり、これらが遵守できているかを評価する。

＜テキスト＞

＜分子薬学＞

実習書を配布する。

＜生命薬学＞

演習実習IIB　実習書　(事前配布)

＜物性薬学＞

演習実習IIB　実習書　(配布)

パザパ薬学演習シリーズ１　薬学分析化学演習　京都広

川書店

パザパ薬学演習シリーズ２　物理化学演習　京都広川書

店

＜参考図書＞

＜分子薬学＞

困ったときの有機化学，D,R,クライン著，化学同人

ウォーレン有機化学第2版 ・上下巻，野依良治ほか監訳，

東京化学同人

実験を安全に行うために，続　実験を安全に行うために，

化学同人

実験化学講座Ⅰ　基本操作Ⅰ・Ⅱ，日本化学会編．丸善

有機化学実験の手引き１ー４，後藤俊夫ほか監修，化学

同人

有機合成実験法ハンドブック第2版，有機合成化学協会

編，丸善

＜生命薬学＞

1. レーニンジャー生化学（中尾真監訳）共立出版

2. 分子細胞生物学（上）（野田春彦訳）東京化学同人

3. 実験で学ぶ生化学（廣海啓太郎訳）東京化学同人

4. 酵素ハンドブック（丸尾文治，田宮信雄監修）朝倉

書店
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5. タンパク質精製法（塚田欣司監訳）シュプリンガー

・フェアラーク東京

6. 生物化学実験のてびき2タンパク質の分離・分析法（

泉美治，中川八郎，三輪谷俊夫共編）東京化学同人

7. 生化学実験講座１ タンパク質の化学I (日本生化学

会編) 東京化学同人

8. 生化学実験講座5　酵素研究法上 (日本生化学会編)

東京化学同人

9. 新生化学実験講座１　タンパク質I (日本生化学会編

) 東京化学同人

10. 蛋白質・酵素の基礎実験法（堀尾武一，山下仁平編

集）南江堂

11. タンパク質実験ノート下（岡田雅人，宮崎香編集）

羊土社

12.エッセンシャル細胞の分子生物学中村 桂子 (翻訳),

 松原 謙一 (翻訳)　南江堂

13. 生物系薬学 Ⅱ（スタンダード薬学シリーズⅡ-4）

人体の成り立ちと生体機能の調節（日本薬学会 編）東

京化学同人

＜物性薬学＞

なし

＜授業計画＞

第1回

（分子薬学）　アルドール縮合

アルドール縮合によりジベンザルアセトンを合成する。

C3-(3)-④-1

C4-(1)-①-9

C5-(2)-①-4

C5-(2)-⑤-1，3

第2回

（分子薬学）　アルドール縮合

アルドール縮合によりジベンザルアセトンを合成する。

C3-(3)-④-1

C4-(1)-①-9

C5-(2)-①-4

C5-(2)-⑤-1，3

第3回

（分子薬学）　茶葉からのカフェインの抽出分離と確認

試験

カフェインの抽出操作および分離操作

C3-(3)-①-2

C7-(2)-②-5

C7-(2)-④-4

第4回

（分子薬学）　茶葉からのカフェインの抽出分離と確認

試験

カフェインの単離と確認試験

C3-(3)-①-2

C7-(2)-②-5

C7-(2)-④-4

第5回

（分子薬学）　メチルオレンジの合成

ジアゾカップリング反応によりアゾ色素メチルオレンジ

を合成する。

C3-(3)-⑤-1

C4-(1)-①-9

C4-(2)-③-4

C5-(2)-⑤-1，3

第6回

（分子薬学）　メチルオレンジの合成

ジアゾカップリング反応によりアゾ色素メチルオレンジ

を合成する。

C3-(3)-⑤-1

C4-(1)-①-9

C4-(2)-③-4

C5-(2)-⑤-1，3

生命第１回　実習に入る前の準備と注意事項

実習に入る前の準備と注意事項

A(5)-①-2

生命第２回　①疾患モデル動物の作成

②演習（SGDと課題作成）

１．マウスの保定と体重測定（生命倫理）

2.　マウスへの麻酔薬腹腔内投与

演習：生命倫理、体の仕組みに関する課題

E1-(1)-②-1,2,3

生命第３回　①卵胞ホルモンの作用1

②演習（SGDと課題作成）

1.　マウスの保定と体重測定（生命倫理）

2.　マウスの卵巣摘出手術

3.　マウスへのエストラジオール皮下投与　　　　　演

習　ホルモンに関する課題

E1-(1)-②-1,2,3

C7-(2)-②-1

生命第４回　①酵素の基本的性質-1

②演習（課題レポート）

１．反応時間、反応温度、至適pHと酵素反応との関連を

測定。

２．阻害剤を用い臓器特異的な酵素を測定（アイソザイ

ムについて）。

○酵素の基本的性質に関する課題

C1(3)-①-6              C2(1)-①-1

C2(1)-①-2             C2(2)-①-4               C2

(6)-②-3                      C4(2)-②-1

C4(2)-②-2

C4(2)-②-3               C6(3)-③-1

C6(3)-③-2

C6(3)-③-3

C6(3)-③-4
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生命第５回　①酵素の基本的性質-2

②演習（課題レポート）

１．基質濃度と酵素活性との関連を測定し、Lineweaver

 Burk Plotを作成。

２．Vmax及びKm値の算出。

○酵素活性測定の原理に関する課題

C2(1)-①-1

C2(1)-①-2             C2(2)-①-4                C

2(6)-②-3                 C4(2)-②-1

C4(2)-②-2

C4(2)-②-3                    C6(3)-③-1

C6(3)-③-2

C6(3)-③-3

C6(3)-③-4

生命第６回　①卵胞ホルモンの作用2

②演習（SGDと課題作成）

1.　マウスの解剖

2.　マウスの組織重量の測定

演習　ホルモンによる調節と神経による調節

C7-(1)-③-3

C7-(1)-⑫-1

C7-(2)-②-１

E1-(1)-②-1,2,3

生命第７回　①動物細胞の観察　　　　　　　　②演習

（SGDと課題作成)

1.　試料の採取と染色

2.　顕微鏡観察

演習　データ解析

C6-②-1

C2-(5)-①-2

生命第８回　総合討論会

実習関連テーマに関する発表討論会

二人グループで、テーマに関してまとめ発表

C2-(5)-①-2

C5-(6)-①-1

C6-(2)-①-1

C6-(3)-①-1

C6-(3)-③-1,3,4

C6-(3)-⑧-1

C7-(1)-③-3

C7-(1)-⑩-1

C7-(1)-⑫-1

C7-(2)-②-1

E1-(1)-②-1,2,3

E1-(2)-②-1,3

E2-(4)-②-3

物性第１回　実習講義

実習に入る前の準備と注意事項

物性第２回　製剤中の主薬を定量する。（クロマトグラ

フィーによる医薬品の確認および定量）

・アスピリン製剤の製造工程を理解する

・器具・試薬の準備

・検量線の作成

薬学準備教育ガイドライン

（7）-①-1,2

C2-(1)-①-1,2

C2-(3)-②-5

C2-(5)-①-1,2,3,5

薬学アドバンスト教育ガイドライン

C2-⑩-１

E5-①-2,3

物性第３回　製剤中の主薬を定量する。（クロマトグラ

フィーによる医薬品の確認および定量）

・カプセル中の主薬含量をHPLCにより定量

薬学準備教育ガイドライン

（7）-①-1,2

C2-(1)-①-1,2

C2-(3)-②-5

C2-(5)-①-1,2,3,5

薬学アドバンスト教育ガイドライン

C2-⑩-１

E5-①-2,3

物性第４回　平衡を考える（医薬品の分配係数の測定）

器具、試薬の準備

検量線の作成

薬学準備教育ガイドライン

（7）-①-1,2

C2-(1)-①-1,2

C2-(2)-②-1,2,4

C2-(4)-①-1

物性第５回　平衡を考える（医薬品の分配係数の測定）

分配操作

油水分配係数の算出

酸性医薬品の分配係数とpHの関係をグラフ化する。

薬学準備教育ガイドライン

（7）-①-1,2

C2-(1)-①-1,2

C2-(2)-①-1,2,3,4

C2-(2)-②-4

C2-(4)-①-1

薬学アドバンスト教育ガイドライン

C2-⑩-1
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物性第６回　PBL

医薬品製造ならびに調剤におけるトラブル事例に対する

問題解決（SGD)

薬学アドバンスト

本学オリジナル

①,②,③,④,⑤,⑥

物性第７回　PBL

医薬品製造ならびに調剤におけるトラブル事例に対する

問題解決（SGD)

薬学アドバンスト

本学オリジナル

①,②,③,④,⑤,⑥

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

実習ⅢＡ [19～]

榎本　理世、浅田　麻琴、浅野　祥子、磯部　楓、稲垣

　冬彦、井上　雅己、袁　德其、神谷　浩平、岸本　修

一、新　真理子、杉岡　信幸、鷹野　正興、瀧本　竜哉、

津田　裕子、楢原　正則、橋田　亨、日置　和人、平岩

　英培、福島　恵造、福留　誠、藤岡　志緒、藤瀬　優

理、二木　梓、北條　恵子、屋山　勝俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習、実習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、必

修実習・演習科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、＊＊を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

＜化学系＞

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1-4を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

演習を通じてこれまでに学んだ化合物の構造と性質に関

する断片的な知識を体系化し、応用力を高める。

＜分子生物＞

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、２を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

2年生までの分子薬学科目群ならびに生命薬学科目群の

授業で学んだ知識と、演習実習Ⅱで修得した技能を基礎

として、微生物の取り扱いと遺伝子操作について、より

高度な手法を用いた実施と解析とを行い、３年生で学ぶ

分子薬学科目群ならびに生命薬学科目群の知識を実際の

手技に基づいて理解する。

＜生命薬学＞

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2,3,7を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

モルモット摘出回腸を用い、自律神経系や平滑筋に作用

する薬物の腸管平滑筋に対する作用を調べる。

＜到達目標＞

＜化学系＞

（到達目標）

① アミン類の代表的な性質と反応を列挙し、説明でき

る。② 芳香族化合物の求電子置換反応の反応性および

配向性に及ぼす置換基の効果を説明できる。③ ルイス

酸・塩基を定義することができる。④ アルコール、チ

オール、フェノール、カルボン酸などの酸性度を比較し

て説明できる。⑤ 含窒素化合物の塩基性度を説明でき

る。

以下の各SBOsを到達目標とする。

（コアカリキュラム）

C1-(1)-①-3　共役や共鳴の概念を説明できる。

C3-(1)-①-3  基本的な化合物を、ルイス構造式で書く

ことができる。

C3-(1)-①-4  有機化合物の性質と共鳴の関係について

説明できる。

C3-(1)-①-5  ルイス酸・塩基、ブレンステッド酸・塩

基を定義することができる。

C3-(2)-③-3  芳香族炭化水素化合物の求電子置換反応

の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。

C3-(3)-①-2  官能基の性質を利用した分離精製を実施

できる。(技能)

C3-(3)-③-1  アルコール、フェノール類の基本的な性

質と反応を列挙し、説明できる。

C3-(3)-④-2  カルボン酸の基本的性質と反応を列挙し、

説明できる。

C3-(3)-⑤-1  アミン類の基本的性質と反応を列挙し、

説明できる。

C3-(3)-⑥-1  官能基が及ぼす電子効果について概説で
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きる。

C3-(3)-⑦-1  アルコール、フェノール、カルボン酸、

炭素酸などの酸性度を比較して説明できる。

C3-(3)-⑦-2  含窒素化合物の塩基性度を比較して説明

できる。

＜分子生物＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C8-(4)-②-1　細菌の構造と増殖機構を説明できる。

C8-(4)-②-3　グラム陽性菌と陰性菌、好気性菌と嫌気

性菌の違いを説明できる。

C8-(4)-②-6　細菌の遺伝子伝達（接合、形質導入、形

質転換）について説明できる。

C8-(4)-⑥-1　滅菌、消毒、防腐および殺菌、静菌の概

念を説明できる。

C8-(4)-⑥-2　主な消毒薬を適切に使用する。（技能・

態度）

C8-(4)-⑥-3　主な滅菌法を実施できる。（技能）

C8-(4)-⑦-2　無菌操作を実施できる。（技能）

C8-(4)-⑦-3　代表的な細菌または真菌の分離培養、純

培養を実施できる。（技能）

C9-(2)-①-2　DNAの構造について説明できる。

C9-(2)-②-1　遺伝子発現に関するセントラルドグマに

ついて概説できる。

C9-(2)-②-3　ゲノムと遺伝子の関係を説明できる。

C9-(2)-②-5　遺伝子の構造に関する基本的用語（プロ

モーター、エンハンサー、エキソン、イントロンなど）

を説明できる。

C9-(2)-③-1　DNAからRNAへの転写について説明できる。

C9-(2)-③-2　転写の調節について、例を挙げて説明で

きる。

C9-(2)-③-4　RNAからタンパク質への翻訳の過程につい

て説明できる。

C9-(6)-①-1 組換えDNA技術の概要を説明できる。

C9-(6)-①-2 細胞からDNAを抽出できる。（技能）

C9-(6)-①-3 DNAを制限酵素により切断し、電気泳動法

により分離できる。（技能）

C9-(6)-①-5 遺伝子取扱いに関する安全性と倫理につい

て配慮する。（態度）

C9-(6)-②-1 遺伝子クローニング法の概要を説明できる。

C9-(6)-②-2 cDNAとゲノミックDNAの違いについて説明

できる。

C9-(6)-②-3 遺伝子ライブラリーについて説明できる。

C9-(6)-②-4 PCR法による遺伝子増幅の原理を説明し、

実施できる。（知識・技能）

C9-(6)-③-2 外来遺伝子を細胞中で発現させる方法を概

説できる。

C9-(6)-③-4 遺伝子工学の医療分野での応用について例

を挙げて説明できる。

C14-(5)-②-1 抗菌薬を作用点に基づいて分類できる。

C14-(5)-②-3 代表的なβ-ラクタム系抗菌薬を抗菌スペ

クトルに基づいて分類し、有効な感染症を列挙できる。

C14-(5)-②-5 マクロライド系抗菌薬の抗菌スペクトル

と、有効な感染症を列挙できる。

以下の各SBOsを到達目標とする。

主題１．微生物学実習

 1. 微生物の扱い方を説明できる。（知識；ヒューマニ

ズム）

 2. 適正な試料の処理を実施し、環境へ配慮できる。（

態度；ヒューマニズム）

 3. 実験実施の倫理について配慮できる。（態度；ヒュ

ーマニズム）

 4. μlレベルの　微量サンプルを確実に混合できる。

（技能；アドバンスト）

 5. 培地を調製し、微生物を培養できる。（C８（４）-

②１）、技能；C８（４）-⑦３））

 6. 無菌操作の重要性を説明し、実施できる。（技能；

C８（４）-⑦２））

 7. 各種滅菌法について説明し、実施できる。（知識、

技能、態度；C８（４）-⑥１）２）３））

 8. 滅菌と消毒の違いについて説明できる。（知識；C

８（４）-⑥１））

 9. 消毒薬について説明できる。（知識；C８（４）-⑥

１））

10. 微生物に関する各種検査の基礎的な技術を習得し、

実施できる。（知識、技能；アドバンスト）

11. 大腸菌群と汚染について説明できる。（知識；アド

バンスト）

12. 抗菌剤の抗菌スペクトルと、各々の作用点について

説明できる。（知識；C14 （５）-②１）３）５）７）

）

13. グラム陽性菌とグラム陰性菌の違いについて説明で

きる。（C８（４）-②３）、技能；C８（４）-⑦３））

14. 互いのデータを共有し、全体をまとめ、結果・考察

を発表できる。（態度；PBL）

主題２．分子生物学実習

 1. 微生物の扱い方を説明できる。（知識；ヒューマニ

ズム）

 2. 適正な試料の処理を実施し、環境へ配慮できる。（

態度； ヒューマニズム）

 3. 実験実施の倫理について配慮できる。（態度；C９

（６）-①５））

 4. 遺伝子操作に必要な基本的技術を習得し、実施でき

る。（知識、技能；C９ （６）-①４））

 5. μlレベルの　微量サンプルを確実に混合できる。

（技能；アドバンスト）

 6. プラスミドについて説明できる。（知識；C９ （２

）-①２））

 7. DNAリガーゼを用い、組換え体の作製できる。（技

能；C９ （６）-①１）、C９ （６）-②３））
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 8. コンピテントセルを調製し、形質転換を行える。（

技能；アドバンスト）

 9. 組換え体を選別し、目的のクローンを単離できる。

（技能；C８（４）-②６）、C８（４）-⑥２）３）、C

８（４）-⑦２）３）、C９ （２）-②１）３）５）、C

９ （２）-③１）２）４）、C９ （６）-②１）、C９

（６）-③２））

10. PCRを理解し、実施できる。（知識、技能；C９ （

６）-②４））

11. 制限酵素について説明できる。（知識；アドバンス

ト）

12. DNAを制限酵素で消化し、電気泳動により分離し結

果を解析できる。（技能；C９ （６）-①３））

13. アルカリSDS法によりプラスミド調製できる。（技

能；C９ （６）-①２））

14. 制限酵素地図を作成できる。（技能；アドバンスト

）

15. cDNA とゲノミックDNA の違いについて説明できる。

(知識；C９ （６）-②２）)

16.遺伝子工学の医療分野での応用について例を挙げて

説明できる。（知識；C９ （６）-③４））

17. 互いのデータを共有し、全体をまとめ、結果・考察

を発表できる。（態度；PBL）

＜生命薬学＞

〈実習目標〉

1. 動物実験における倫理について配慮できる。(態度）

2. 薬物の用量と作用の関係を説明できる。

3. アゴニストとアンタゴニストについて説明できる。

4. 薬物の作用するしくみについて、受容体、酵素およ

びチャネルを例に挙げて説明できる。

5. 代表的な薬物受容体を列挙し、刺激あるいは阻害さ

れた場合の生理反応を説明できる。

6. 薬物の作用発現に関連する代表的な細胞内情報伝達

系を列挙し、活性化された場合の生理反応を説明できる。

7. 交感神経系に作用する代表的な薬物の薬理作用、機

序、主な副作用について説明できる。

8. 副交感神経系に作用する代表的な薬物の薬理作用、

機序、主な副作用について説明できる。

9. 神経節に作用する代表的な薬物の薬理作用、機序、

主な副作用について説明できる。

10. 自律神経系に作用する代表的な薬物の効果を測定で

きる。（技能）

以下の各SBOsを到達目標とする。

〈コアカリキュラム〉

C8-(1)-②-3．自律神経系の構成と機能の概要を説明で

きる。

C9-(5)-⑤-1．細胞内情報伝達に関与するセカンドメッ

センジャーおよびカルシウムイオンなど、具体例を挙げ

て説明できる。

C9-(5)-⑤-2．細胞膜受容体からGタンパク系を介して細

胞内へ情報を伝達する主な経路について概説できる。

C13-(1)-①-1．薬の用量と作用の関係を説明できる。

C13-(2)-①-2．アゴニストとアンタゴニストについて説

明できる。

C13-(1)-①-3．薬物の作用するしくみについて、受容体、

酵素およびチャネルを例に挙げて説明できる。

C13-(1)-①-4．代表的な薬物受容体を列挙し、刺激ある

いは阻害された場合の生理反応を説明できる。

C13-(1)-①-5．薬物の作用発現に関連する代表的な細胞

内情報伝達系を列挙し、活性化された場合の生理反応を

説明できる。

C13-(1)-④-1．動物実験における倫理について配慮する。

（態度）

C13-(2)-②-1．交感神経系に作用し、その支配器官の機

能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主

な副作用について説明できる。

C13-(2)-②-2．副交感神経系に作用し、その支配器官の

機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、

主な副作用について説明できる。

C13-(2)-②-3．神経節に作用する代表的な薬物を挙げ、

薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。

C13-(2)-②-4．自律神経系に作用する代表的な薬物の効

果を測定できる。（技能）

A-(3)-②-3．対立意見を尊重し、協力してより良い解決

法を見出すことができる。（技能）

A-(3)-④-2．チームに参加し、協調的態度で役割を果た

す。（態度）

A-(3)-④-3．自己の能力の限界を認識し、必要に応じて

他者に援助を求める。（態度）

＜授業のキーワード＞

＜化学系＞

アミン類の性質と反応、芳香族化合物の求電子置換反応、

酸・塩基の概念、置換基の電子効果

＜分子生物＞

微生物、無菌操作、遺伝子組換え、クローニング、プラ

スミド精製、DNA電気泳動、PCR

＜生命薬学＞

アミン類の性質と反応、芳香族化合物の求電子置換反応、

還元反応、アルドール反応、酸・塩基の概念、微生物、

無菌操作、遺伝子組換え、クローニング、プラスミド精

製、DNA電気泳動、PCR、自律神経系、平滑筋

＜授業の進め方＞

＜化学系＞

演習

＜分子生物＞
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授業計画に従っておこないます。

＜生命薬学＞

授業計画に従っておこないます。

＜履修するにあたって＞

＜化学系＞

演習と関連づけて予習すること。特に関連のある科目は、

「有機化合物の性質と反応Ⅰ? Ⅳ」「有機合成の手法」

「有機反応論Ⅰ」等である。

＜分子生物＞

関連科目は、｢微生物と感染症」「細胞の分子生物学Ⅰ

・Ⅱ」です。講義と関連づけて、実習をより深く理解す

るように学習しましょう。授業計画に従って7回の演習

・実習を行います。実習終了後に演習で課題を与えるの

で、レポートを提出してください。

＜生命薬学＞

関連科目は「生体の機能調節Ⅰ」「生体の機能調節Ⅱ」

「薬理学Ⅰ」 [薬理学Ⅱ]です。講義と関連づけて、実

習をより深く理解するように学習しましょう。授業計画

に従って7回の実習（内1回は導入講義）と演習枠を使っ

た実習討論を行います。2回生で習った自律神経系の構

成、機能、細胞内情報伝達系、自律神経系に作用する薬

について復習しておきましょう。

＜授業時間外に必要な学修＞

＜化学系＞

予習（目安として1時間）

＜分子生物＞

事前学習として、あらかじめ実習書を熟読しておいて下

さい。（目安として１時間／日）事後学習として、指定

された項目を調べ、

レポートを作成して下さい。また、総合討論のため与え

られた課題について話し合い、発表の準備、発表資料の

作成を行って下さい。（目安として１時間／日）

＜生命薬学＞

予習用ビデオの閲覧、予習プリントの記述。

事前学習として、薬理学Ⅰの復習しておくこと。事後学

習として、実習内容をふまえて薬理学Ⅰに関する知識の

整理すること。

＜提出課題など＞

＜化学系＞

課題を完成すること。レポートの提出を求められれば必

ず提出する。

＜分子生物＞

期間中に配布されたプリントを完成させて提出して下さ

い。実習終了後、与えられた課題について調べ発表を行

い、レポートを提出して下さい。

＜生命薬学＞

予習プリントの解答、プレゼンテーション資料作成およ

びそのための調査、レポート作成

＜成績評価方法・基準＞

実習講義時に説明する基準に従いおこなう。下記評価項

目と配点割合に従って評点を算出し、最終評価とする。

無断欠席、無断遅刻。無断早退および無断でレポートの

提出期限に遅れた場合は、演習実習IIIAの成績は「D」

判定となる。

評価項目と配点割合

＜化学系＞

演習開始時に説明する基準に従いおこなう。

＜分子生物＞

演習実習への取り組み（40％）、注意事項の遵守（20％

）および演習実習の参加状況（40％）　各項目の詳細は

当該年度の演習実習書に記載する。

＜生命薬学＞

実習の取り組み(実習実施、レポート、発表など）80％、

注意事項の遵守20％で評価します。取り組みは、他者に

説明できるレベルでの内容の理解、実施状況で評価しま

す。　無断欠席、無断遅刻、レポート期限を守らないな

ど実習科目にふさわしくない取り組み状況は厳しく評価

する。演習枠を使った実習討論については実習成績に含

める。

＜テキスト＞

＜化学系＞

「有機化合物の性質と反応Ⅰ? Ⅳ」の講義で指定されて

いる教科書

オリジナル プリント

＜分子生物、生命薬学＞

実習書を配布する。

＜参考図書＞

＜化学系＞

ウォーレン・有機化学：野依良治ら監訳、東京化学同人

＜分子生物＞

エッセンシャル細胞の分子生物学、シンプル微生物学、

分子生物学キーノート

＜生命薬学＞

NEW薬理学（南江堂）、薬理学Ⅰ・薬理学Ⅱ講義プリン

ト（榎本作成）

＜授業計画＞
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化学系第１回　有機化学基礎問題演習(1）

置換基効果と共役酸・共役塩基についての演習を行う。

C1-(1)-①-3

C3-(1)-①-3，4

C3-(2)-③-3

C3-(3)-⑥-1

化学系第２回　有機化学基礎問題演習(2）

酸・塩基、酸性度・塩基性度に関する演習を行う。

C3-(1)-①-5

C3-(3)-①-2

C3-(3)-⑦-1，2

C3-(3)-③-1

C3-(3)-④-2

C3-(3)-⑤-1

生命薬学

第１回　実習に入る前の準備

実習に入る前の導入講義と注意事項の伝達

講義内容：動物実験における倫理、回腸における自律神

経支配

C8-(1)-②-3

C9-(5)-⑤-1

C9-(5)-⑤-2

C13-(1)-①-1

C13-(2)-①-2

C13-(1)-①-3

C13-(1)-①-4

C13-(1)-①-5

C13-(2)-②-1

C13-(2)-②-2

C13-(2)-②-3

生命薬学

第２回　回腸平滑筋に対する種々の薬物の効果（１）-1

自律神経系に作用する薬物や平滑筋に作用する薬物を用

いて、モルモット回腸平滑筋の反応を調べる。

使用する薬物：アセチルコリン、アトロピン、アドレナ

リン、ヘキサメトニウム、ニコチン、ヒスタミン、ジフ

ェンヒドラミン、塩化カリウム

C8-(1)-②-3

C9-(5)-⑤-1

C9-(5)-⑤-2

C13-(1)-①-1

C13-(2)-①-2

C13-(1)-①-3

C13-(1)-①-4

C13-(1)-①-5

C13-(1)-④-1

C13-(2)-②-1

C13-(2)-②-2

C13-(2)-②-3

C13-(2)-②-4

A-(3)-②-3

A-(3)-④-2

A-(3)-④-3

生命薬学

第３回　回腸平滑筋に対する種々の薬物の効果（１）-2

実験結果を整理し、結果と照らし合わせながら、自律神

経系に作用する薬物や平滑筋に作用する薬物の薬理作用

機構を復習し、知識を整理する。

C8-(1)-②-3

C9-(5)-⑤-1

C9-(5)-⑤-2

C13-(1)-①-1

C13-(2)-①-2

C13-(1)-①-3

C13-(1)-①-4

C13-(1)-①-5

C13-(2)-②-1

C13-(2)-②-2

C13-(2)-②-3

A-(3)-②-3

A-(3)-④-2

A-(3)-④-3

生命薬学

第４回　回腸平滑筋に対する種々の薬物の効果（２）-1

各班に与えられた課題を証明するための実験計画を立案

する。

C8-(1)-②-3

C9-(5)-⑤-1

C9-(5)-⑤-2

C13-(1)-①-1

C13-(2)-①-2

C13-(1)-①-3

C13-(1)-①-4

C13-(1)-①-5

C13-(2)-②-1

C13-(2)-②-2

C13-(2)-②-3

A-(3)-②-3

A-(3)-④-2

A-(3)-④-3

生命薬学

第５回　回腸平滑筋に対する種々の薬物の効果（２）-2

立案した実験計画に従って、実験を行う。さらに、必要

に応じて追加の実験計画についても立案し、実施する。

使用する薬物：アセチルコリン、アトロピン、ブチルス

コポラミン、アドレナリン、ヘキサメトニウム、ニコチ

ン、ヒスタミン、ジフェンヒドラミン、フェキソフェナ

ジン、塩化カリウム、パパベリン、ネオスチグミン、デ
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カメトニウム、EDTA、キニジン、プロカイン、プロカイ

ンアミド、クロルプロマジン、クロミプラミン他

C8-(1)-②-3

C9-(5)-⑤-1

C9-(5)-⑤-2

C13-(1)-①-1

C13-(2)-①-2

C13-(1)-①-3

C13-(1)-①-4

C13-(1)-①-5

C13-(1)-④-1

C13-(2)-②-1

C13-(2)-②-2

C13-(2)-②-3

C13-(2)-②-4

A-(3)-②-3

A-(3)-④-2

A-(3)-④-3

生命薬学

第６回　回腸平滑筋に対する種々の薬物の効果（２）-3

課題実験の結果を整理しいて考察し、発表資料の構想を

練る。構想ができたらプレゼンテーション資料の作成に

着手する。

C8-(1)-②-3

C9-(5)-⑤-1

C9-(5)-⑤-2

C13-(1)-①-1

C13-(2)-①-2

C13-(1)-①-3

C13-(1)-①-4

C13-(1)-①-5

C13-(2)-②-1

C13-(2)-②-2

C13-(2)-②-3

A-(3)-②-3

A-(3)-④-2

A-(3)-④-3

生命薬学

第７回　回腸平滑筋に対する種々の薬物の効果（２）-4

総合討論会のために課題に関する調査を行い、模式図や

グラフなどの実験結果を盛り込んだプレゼンテーション

資料を作成する。演習枠で実習討論会を行う。

C8-(1)-②-3

C9-(5)-⑤-1

C9-(5)-⑤-2

C13-(1)-①-1

C13-(2)-①-2

C13-(1)-①-3

C13-(1)-①-4

C13-(1)-①-5

C13-(1)-④-1

C13-(2)-②-1

C13-(2)-②-2

C13-(2)-②-3

C13-(2)-②-4

A-(3)-②-3

A-(3)-④-2

A-(3)-④-3

分子生物

第１回　　実習に入る前の準備と注意事項

実習に入る前の準備と注意事項

分子生物

第２回　　消毒薬の効果

普通寒天平板培地を用い、消毒薬の効果を判定する。

C８（４）-②１）

C８（４）-⑥１）２）３）

C８（４）-⑦２）

到達目標

主題1-1, 2, 3, 5, 6, 7, 8, 9, 10, 11

分子生物

第３回　　抗菌力試験

代表的なグラム陽性菌とグラム陰性菌で抗菌薬の検査を

実施し、効力を比較、判定する。

C８（４）-②１）３）

C８（４）-⑦２）３）

C14 （５）-②１）３）５）

到達目標

主題1-1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 9, 12, 13

分子生物

第４回　　結果判定

各種微生物検査の結果をまとめ、発表する。各種の滅菌

法、抗菌薬の作用機序を調査し、特長をまとめ報告する。

C８（４）-②１）３）

C８（４）-⑥１）２）３）

C14 （５）-②１）３）５）

到達目標

主題1-3, 6, 7, 8, 9, 11, 12, 13, 14

分子生物

第５回　　遺伝子組換え体の作製

DNAリガーゼでモデル遺伝子（Eｍ耐性遺伝子）とｐUC19

を連結した組換えプラスミドをコンピテント化した大腸

菌に形質転換し、選択用培地に植えてコロニーを形成さ

せる。

C８（４）-②６）

C８（４）-⑥２）３）

C８（４）-⑦２）

C９ （２）-①２）

C９ （６）-①１）４）５）

C９ （６）-②１）
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到達目標

主題2-1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9

分子生物

第６回　制限酵素消化とDNAの電気泳動

ラムダHindIII DNAマーカーをアガロースゲル電気泳動

で確認する。同時に未知試料を与え、制限部位の位置情

報から消化酵素を推定する。

前日の形質転換試料から効率を計算する。

各自でコロニーをピックアップし、純培養、Em耐性の確

認を行う。

C８（４）-②６）

C８（４）-⑥２）３）

C８（４）-⑦２）３）

C９ （２）-①２）

C９ （６）-①１）３）４）

C９ （６）-②１）

到達目標

主題2-1, 2, 3, 4, 5, 9, 11, 12

分子生物

第７回　　プラスミド調製

各自で指定されたコロニーから組換え大腸菌を純培養し、

プラスミドを調製する。

C８（４）-②６）

C８（４）-⑥２）３）

C８（４）-⑦２）３）

C９ （２）-①２）

C９ （６）-①１）２）４）５）

C９ （６）-②１）

到達目標

主題2-1, 2, 3, 4, 5, 6, 9, 13

分子生物

第８回　PCR

各自クローンから得たプラスミドDNAを鋳型としてPCR反

応を行い、電気泳動で、組換え体断片を確認する。

C８（４）-②６）

C８（４）-⑥２）３）

C８（４）-⑦２）３）

C９ （２）-①２）

C９ （６）-①１）４）５）

C９ （６）-②１）４）

到達目標

主題2-1, 2, 3, 4, 5, 10

分子生物

第９回　　制限酵素地図の作成

各自が調製したpUC19プラスミドや組換え体プラスミド

を複数の制限酵素で消化し、電気泳動のパターンから制

限酵素地図を推定する。

C８（４）-②６）

C８（４）-⑥２）３）

C８（４）-⑦２）３）

C９ （２）-①２）

C９ （６）-①１）３）４）５）

C９ （６）-②１）

到達目標

主題2-2, 3, 4, 5, 6, 11. 12, 14

分子生物

第１０回　総合討論

各班ごとに課題を与え、実験操作の意味、原理、結果な

どを報告させる。

C８（４）-②６）

C８（４）-⑥２）３）

C９ （２）-①２）

C９ （２）-②１）３）５）

C９ （２）-③１）２）４）

C９ （６）-①１）

C９ （６）-②１）２）３）４）

C９ （６）-③２）４）

到達目標

主題2-4, 6, 10, 11, 15, 16, 17

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

実習ⅢＢ [19～]

中川　公恵、浅田　麻琴、浅野　祥子、安藤　徹、市川

　秀喜、稲垣　冬彦、内海　美保、袁　德其、岡本　正

志、糟谷　史代、亀井　敬泰、岸本　修一、倉西　歩、

杉岡　信幸、髙橋　隆幸、瀧本　竜哉、津田　裕子、日

置　和人、福島　恵造、福島　昭二、福留　誠、藤岡

志緒、二木　梓、北條　恵子、道田　隆、村上　遼、山

口　孝子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、必

修実習・演習科目であり３年次に配当している。

＜分子薬学部門＞

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、２，３を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

有機化学合成反応を行い、さらに、機器解析データから

化合物の構造を推測したりすることを通じて、授業で学

んだ知識を確認しながら高度な技能を身につける。

＜物性薬学部門＞

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、２，３，５
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を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

医薬品の本体は生理活性を持った化合物であるが，治療

を目的として医療の現場で患者に投与する際には，最適

の剤形に加工された製剤が使用される．医薬品製剤の剤

形は日本薬局方製剤総則に収載されている75種が基本で

あるが，本実習では，代表的な固形製剤（散剤，顆粒剤，

錠剤）の製造と品質測定実習を行う．これらを通じて，

汎用される製剤機械と単位操作を組み合わせて製剤を調

製してその品質を日本薬局方製剤試験法等を用いて評価

するとともに，製剤化において遭遇する諸問題に対応す

るための基礎となる基本的知識と技能の修得を目標とす

る．さらに，病院や薬局で，血糖値測定や尿検査等に用

いられる簡易検査キットの測定原理に関する調査（PBL

：Problem Based Learning）を行い，薬剤師として簡易

検査キットの適正使用を支援するための測定原理に関す

る基本的知識の理解を深める．

＜社会薬学部門＞

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、２，３，５，

６を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

実習ⅢB(社会薬学部門担当分）では、実習ⅡA、ⅡBで習

得した知識・技術を踏まえ、医薬品の中毒・代謝分析（

薬毒物中毒分析・代謝分析学実習）、ビタミン・脂質類

の定量分析（栄養生化学実習）、環境衛生と健康の各項

目に関連した実習（環境衛生学実習）を通して専門知識

と技術を取得することを目的とする。

＜臨床薬学部門：薬剤系＞

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、2, 3, 5を

目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

＜到達目標＞

＜分子薬学部門＞

（到達目標）

①ヒドリド還元の反応機構を理解できる。

②機器分析データ(MS, IR, NMR)を基に複雑な化合物の

構造を決定できる。

以下の各SBOsを到達目標とする。

（コアカリキュラム）

C3-(4)-①-5. 代表的な化合物の部分構造を 1H NMR か

ら決定できる。(技能)

C3-(4)-②-2. IR スペクトル上の基本的な官能基の特性

吸収を列挙し、帰属することができる。（知識・技能）

C3-(4)-③-2. 測定化合物に適したイオン化法を選択で

きる。（技能）

C3-(4)-③-4. 代表的な化合物のマススペクトルを解析

できる。（技能）

C3-(4)-④-1. 代表的な機器分析法を用いて、代表的な

化合物の構造決定ができる。（技能）

AD-C3-⑦-3.代表的な化合物の部分構造を1H NMR と併せ

て13C NMR から決定できる。（技能）

AD-C3-⑧-1.代表的なフラグメンテーションを説明でき

る。

AD-C3-⑪-11. 代表的な官能基選択的反応を列挙し、そ

の機構と応用例について説明できる。

AD-C3-⑪-12. 化学反応によって官能基変換を実施でき

る。（技能）

AD-C3-⑭-3. 反応廃液を適切に処理する。（技能・態度

）

＜物性薬学部門＞

（到達目標）

1.製剤化の意義を説明できる．(知識)

2.代表的な錠剤処方を説明できる．(知識)

3.散剤，顆粒剤，錠剤の製法およびその特徴を説明でき

る．(知識)

4.散剤，顆粒剤，錠剤の試験法について説明できる．(

知識)

5.固形製剤に用いられる添加物の種類とその働きを説明

できる．(知識)

6.放出制御の意義とコーティング剤の特性を説明できる．

（知識）

7.日本薬局方溶出試験法によって放出制御コーティング

錠の薬物放出特性を評価できる．（技能）

8.取扱説明書を読んで各種機器装置を自分で操作できる．

(技能)

9.調製操作と製品の出来具合いの関係を考察できる．(

知識・技能・態度)

10.製剤に関わる諸課題について適切に回答できる．(知

識・技能)

11.臨床現場で汎用される簡易検査キットの測定原理や

使用上の注意について説明できる．(知識)

12.「個人情報の保護に関する法律」を遵守し，生体試

料を適正に取り扱う（採取，管理，廃棄）ことができる．

(知識・技能・態度)

以下の各SBOsを到達目標とする。

（コアカリキュラム）

E5 製剤化のサイエンス

E5-(1)-①-1. 粉体の性質について説明できる。
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E5-(1)-①-3　固形材料の溶解現象（溶解度，溶解平衡

など）や溶解した物質の拡散と溶解速度について説明で

きる。

E5-(1)-①-5　固形材料の溶解度や溶解速度を高める代

表的な製剤的手法を列挙し、説明できる。

E5-(1)-②-2. 高分子の構造と高分子溶液の性質（粘度

など）について説明できる。

E5-(1)-③-1. 界面の性質（界面張力，分配平衡，吸着

など）や代表的な界面活性剤の種類と性質について説明

できる。

E5-(1)-③-3.  分散した粒子の安定性と分離現象（沈降

など）について説明できる。

E5-(1)-④-1. 製剤分野で汎用される高分子の構造を理

解し，その物性について説明できる。

E5-(1)-④-2. 薬物の安定性（反応速度，複合反応など

）や安定性に影響を及ぼす因子（pH，温度など）につい

て説明できる。

E5-(2)-①-1. 製剤化の概要と意義について説明できる。

E5-(2)-①-2. 経口投与する製剤の種類とその特性につ

いて説明できる。

E5-(2)-②-1. 代表的な医薬品添加物の種類・用途・性

質について説明できる。

E5-(2)-②-2. 製剤化の単位操作，汎用される製剤機械

および代表的な製剤の具体的な製造工程について説明で

きる。

E5-(2)-②-3. 汎用される容器，包装の種類や特徴につ

いて説明できる。

E5-(2)-②-4. 製剤に関連する試験法を列挙し，説明で

きる。

E5-(3)-②-1　コントロールドリリースの概要と意義に

ついて説明できる。

E5-(3)-②-2　投与部位ごとに、代表的なコントロール

ドリリース技術を列挙し、その特性について説明できる。

E5-(3)-②-3　コントロールドリリース技術を適用した

代表的な医薬品を列挙できる。

C2 化学物質の分析

C2-(6)-①-1. 分析目的に即した試料の前処理法を説明

できる。

C2-(6)-②-1. 臨床分析で用いられる代表的な分析法を

列挙できる。

E3 薬物治療に役立つ情報

E3-(2)-②-4. 患者情報の取扱いにおける守秘義務と管

理の重要性を説明できる。

＜社会薬学部門＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

〈環境衛生学実習〉人々の健康に多大な影響を及ぼす環

境因子の中の、水、空気について、それぞれの標準的試

験法や各種規制値に照らした環境評価法を体験すること

により、薬剤師として身につけておく必要のある公衆衛

生上の知識と技能の理解を深めることを目標とする。

〈薬毒物中毒分析・代謝分析学実習〉医薬品や生活環境

に存在する中毒原因物質の簡易分析（スクリーニング）

及び代表的な中毒例の１つである有機リン剤中毒と解毒

の反応を通じて、分析の原理と操作を習得すると共に、

薬毒物の代謝活性化と解毒機構に関する理解を深めるこ

とを目標とする。また、中毒原因物質に関する種々の情

報の検索、解析、その情報の提供を実践することにより、

臨床中毒における治療指針の決定に果たす薬剤師の役割

の重要性を認識することを目標とする。

〈栄養生化学実習〉医薬品中に含まれるビタミンの定量

分析を行なうことで、ビタミンの性質や特徴を理解でき

るようになることを目標とする。また、食用油の化学的

分析と変質試験を行なうことで、油脂の酸化機構や各種

化学試験法や変質試験法で得られた測定値の意味が理解

できるようになることを目標とする。

＜臨床薬学部門：薬剤系＞

以下のSBOsを到達目標とする。

E4-(2)-①-1　線形コンパートメントモデルと、関連す

る薬物動態パラメータ（全身クリアランス、分布容積、

消失半減期、生物学的利用能など）の概念を説明できる。

E4-(2)-①-2　線形１－コンパートメントモデルに基づ

いた解析ができる（急速静注・経口投与［単回および反

復 投与］、定速静注）。

E4-(2)-②-1　治療薬物モニタリング（TDM）の意義を説

明し、TDMが有効な薬物を列挙できる。

E4-(2)-②-3　薬物動態パラメータを用いて患者ごとの

薬物投与設計ができる。

E4-(2)-②-4　ポピュレーションファーマコキネティク

スの概念と応用について概説できる。

＜授業のキーワード＞

＜分子薬学部門＞

NMR、IR、MS、構造解析、ヒドリド還元

＜物性薬学部門＞

散剤・顆粒剤・錠剤の製造、固形製剤の品質測定、製剤

試験法、簡易検査キットの測定原理

＜社会薬学部門＞

薬毒物中毒、代謝分析、環境衛生、ビタミン

＜臨床薬学部門：薬剤系＞

線形1-コンパートメントモデル、経口投与モデル、吸収
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速度定数、消失速度定数、半減期、全身クリアランス、

TDM、抗てんかん薬、抗ぜんそく薬、強心配糖体、有効

血中濃度、ベイズ推定、母集団解析、一点採血、PEDA、

MULTI、非線形最小自乗法、処方設計、投与計画

＜授業の進め方＞

＜分子薬学部門＞

１週目は、構造解析の方法や機器の取り扱いについて学

ぶ。２週目は、還元反応および１週目の解析したデータ

について、各グループでSGD、プレゼンテーションを行

う。

＜物性薬学部門＞

本実習項目では，学生は3つの小クラスに分かれ，授業

計画の欄に示した項目をクラス毎にローテーションして

行う．

＜社会薬学部門＞

本科目では、各分野(環境衛生学実習、薬毒物中毒分析

・代謝分析学実習、栄養生化学実習)に分かれて参加型

の実習を行う。

＜臨床薬学部門：薬剤系＞

3日間で行います。1日目は1-コンパートメント経口投与

の実験装置を組み立て、薬物投与後、経時的に血中濃度

を測定し、その解析を行います。2日目はTDMソフトPEDA

を用い、一点採血での血中動態パラメーターの推定と、

それに基づいた処方設計を3種の薬物について行います。

3日目は、総合的な演習を行います。

＜履修するにあたって＞

＜分子薬学部門＞

第一に安全な実習を心掛ける。そのためには、十分に予

習し、反応と使用する試薬や溶媒の化学的性質を理解し

ておくことが肝要である。関連科目は「有機構造解析」

「有機化学Ⅱ」であり、講義と関連づけて予習すること。

＜物性薬学部門＞

関連科目は，「日本薬局方Ⅰ」｢製剤学Ⅰ・Ⅱ」｢薬品分

析学Ⅰ・Ⅲ」「物理化学Ⅱ・Ⅲ」であり，これらの講義

と関連づけて，実習をより深く理解するように学修する

こと．授業計画に従って9回の実習とPBLを行う．

オフィスアワー：随時（質問などは，PP331物性薬学部

門助教助手室で受付ける）

＜社会薬学部門＞

授業は、第１クール(環境衛生学実習；第１回? ２回）、

第２クール(薬毒物中毒分析・代謝分析学実習；第３回

? 第４回）、第３クール（栄養生化学実習；第５回? 第

６回）に分けて行ないます。第１クールから第３クール

の受講の順番は実習講義時に指示しますが、必ず全ての

クールを連続して（３週間）受講することになります。

＜臨床薬学部門：薬剤系＞

対数計算、指数計算、片対数グラフの書き方を復習し、

薬物動態、TDMの講義を復習してください。

＜授業時間外に必要な学修＞

＜分子薬学部門＞

予習および実験ノートの整理とレポートの作成（目安と

して1時間）

＜物性薬学部門＞

・製剤実習のレポート作成（目安として5時間）

・実習作業を円滑に行うための予備知識に関する事前学

修（実習１回につき目安として1時間）

＜社会薬学部門＞

レポート作成（目安として1時間）

＜臨床薬学部門：薬剤系＞

講義の復習とレポート作成

＜提出課題など＞

＜分子薬学部門＞

プレゼンテーションの準備及び発表に参加するのは勿論、

プレゼンテーションに際して１回以上の質問をすること。

レポートの提出を求められれば必ず提出する。場合によ

っては実験ノートの提出を求めることがある。

＜物性薬学部門＞

実習終了後に，レポートを提出する．実験結果に対する

考察の妥当性と論理性を重視する．不明瞭な論述が見受

けられる場合は，コメントを付して返却し，再提出を求

めることがある．

＜社会薬学部門＞

実習終了後に、レポートを提出する。実験結果に対する

考察の妥当性と論理性を重視する。不明瞭な論述が見受

けられる場合は、コメントを付して返却し、再提出を求

めることがある。

＜臨床薬学部門：薬剤系＞

実習終了後にレポートを提出する。

＜成績評価方法・基準＞

＜分子薬学部門＞

実習への取り組み（SGD、レポート、その他提出物など

）80%、注意事項の遵守（態度、身だしなみ）20%、合計

100%として評価する。ただし、構造解析のプレゼンテー

ションに関する評価は、演習ⅢBにて行う。無断欠席、

無断遅刻、無断早退および無断でレポートの提出期限に

遅れた場合は、実習IIIBの成績は「D」判定となる。

＜物性薬学部門＞

実習への取り組み(レポート，発表など）80％，注意事
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項の遵守(態度など）20％，合計100％として評価する．

＜社会薬学部門＞

実習への取り組み（SGD、レポート、小テスト、ルーブ

リックなど）80%、注意事項の遵守（態度、身だしなみ

など）20%、合計100%として評価する。無断欠席、無断

遅刻、無断早退および無断でレポートの提出期限に遅れ

た場合は、実習IIIBの成績は「D」判定となる。

＜臨床薬学部門：薬剤系＞

実習の到達度40％、取り組み(レポート、発表、小テス

ト成績など）40％、注意事項の遵守(態度など）20％で

評価します。

＜テキスト＞

＜分子薬学部門、物性薬学部門、社会薬学部門、臨床薬

学部門：薬剤系＞

実習書を配布する。

＜参考図書＞

＜分子薬学部門＞

ソロモンの有機化学：池田正澄ら監訳、廣川書店

ウォーレン・有機化学：野依良治ら監訳、東京化学同人

有機化合物のスペクトルによる同定法：Rovert M. Silv

ersteinら著、荒木峻ら訳、東京化学同人

＜物性薬学部門＞

尾関哲也・井上勝央編『最新薬剤学・第11版』廣川書店

平野裕之・市川秀喜著『HANDY INTELIGENCE 日本薬局方

17局準拠』京都廣川書店

＜社会薬学部門＞

高橋典子・山﨑正博編集『My衛生薬学』TECOM

岡野登志夫・山﨑裕康編集『New衛生薬学』廣川書店

日本ビタミン学会編集『ビタミン総合辞典』朝倉書店

日本薬学会編集『必携・衛生試験法 第3版』金原出版

＜臨床薬学部門：薬剤系＞

エンタイア生物薬剤学

臨床薬物動態学　実解

＜授業計画＞

第1回　導入講義

実習に入る前の準備と注意事項についての説明を傾聴す

る．

分子第1回　機器分析による有機化合物の構造決定①

①装置概要と測定方法（実技を含む）の学習：NMR, IR

②簡単な化合物の構造解析（スペクトルデータの総合解

析）

C3-(4)-①-5

C3-(4)-②-2

C3-(4)-③-4

C3-(4)-④-1

AD-C3-⑦-3

AD-C3-⑧-1

分子第2回　機器分析による有機化合物の構造決定②

①装置概要と測定方法（実技を含む）の学習：MS

②簡単な化合物の構造解析（スペクトルデータの総合解

析）

③複雑な化合物の構造解析（総合解析の結果および手順

についてのプレゼンテーション準備）

C3-(4)-①-5

C3-(4)-②-2

C3-(4)-③-2

C3-(4)-③-4

C3-(4)-④-1

AD-C3-⑦-3

AD-C3-⑧-1

分子第3回　機器分析による有機化合物の構造決定③

複雑な化合物のスペクトルデータについて調査を行う。

C3-(4)-①-5

C3-(4)-②-2

C3-(4)-③-2

C3-(4)-③-4

C3-(4)-④-1

AD-C3-⑦-3

AD-C3-⑧-1

分子第4回　機器分析による有機化合物の構造決定④

複雑な化合物の構造解析（パワーポイントによるプレゼ

ンテーション資料作成）

C3-(4)-①-5

C3-(4)-②-2

C3-(4)-③-2

C3-(4)-③-4

C3-(4)-④-1

AD-C3-⑦-3

AD-C3-⑧-1

分子第5回　還元反応

水素化ホウ素ナトリウムによりベンゾインを還元する。

薄層クロマトグラフィー（TLC）を用いて代表的な化学

物質を分離分析できる。

AD-C3-⑪-11, 12

AD-C3-⑭-3

分子第6回　機器分析による有機化合物の構造決定⑤

複雑な化合物の構造解析（プレゼンテーション：2班4名

ずつ）

C3-(4)-①-5

C3-(4)-②-2

C3-(4)-③-2

C3-(4)-③-4

C3-(4)-④-1

AD-C3-⑦-3
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AD-C3-⑧-1

物性第1回　導入講義

実習に入る前の準備と注意事項の説明

E5-(1)-①-1, 3, 5

E5-(1)-②-2

E5-(1)-④-1

E5-(2)-①-1, 2

E5-(2)-②-1, 2, 3, 4

E5-(3)-②-1, 2, 3

C2-(6)-①-1

C2-(6)-②-1

E3-(2)-②-4

物性第2回　散剤・顆粒剤の製造と品質測定

1.微量主薬を含み，班ごとに異なる結合剤ならびに崩壊

剤／賦形剤比をもつ処方の粉末を正確に秤量する．

2.粉末の篩過・混合操作を行うことにより散剤を調製す

る．

3.散剤の流動性を安息角測定によって評価する．

4.湿式押し出し造粒法により湿潤顆粒を製造する．

5.流動層乾燥を行い，得られた顆粒剤の水分を加熱乾燥

式水分計で測定する．

6.顆粒剤の流動性を安息角測定，充てん性をかさ密度測

定によって評価する．

7.顆粒剤の粒子径分布を測定し，平均粒子径および顆粒

収率を求める．

到達目標1-5, 8

E5-(1)-①-1

E5-(1)-④-1

E5-(2)-①-1,2

E5-(2)-②-1, 2, 3, 4

物性第3回　錠剤の製造と品質測定

1.ロータリー打錠機の重量設定，圧力設定を自分で行い，

調製した顆粒剤を原料として錠剤を製造する．

2.錠剤の硬度試験，摩損度試験，日本薬局方崩壊試験を

行う．

到達目標1-5, 8, 9

E5-(1)-①-1

E5-(2)-②-1, 2, 3, 4

物性第4回　総合討論会

1.処方や操作法と錠剤の試験結果の関係を考察・討論す

る．

2.調製した錠剤と市販の錠剤の崩壊性の違いを観察し，

目的に応じた処方設計の意義を学ぶ．

到達目標10, 11

E5-(1)-①-1

E5-(1)-②-2

E5-(1)-③-1

E5-(1)-④-1

E5-(2)-①-1, 2

E5-(2)-②-1, 2, 3, 4

物性第5回　錠剤のコーティング操作

1.放出制御用高分子を含むコーティング用液を調製する．

2.通気ドラム式コーティング装置を用いて，放出制御コ

ーティングを施した錠剤を製造する．

3.得られたコーティング錠の質量測定によってコーティ

ング率を算出する．

到達目標1, 2, 5-8

E5-(1)-②-2

E5-(1)-④-1

E5-(2)-①-1,2

E5-(2)-②-1, 2, 3, 4

E5-(3)-②-1, 2, 3

物性第6回　コーティング錠の薬物溶出試験

1.吸光光度法による定量操作に基づき，得られたコーテ

ィング錠の主薬含量を評価する．

2.コーティング錠の日本薬局方溶出試験を行い，主薬の

溶出特性を評価する．

到達目標1, 2, 5-8

E5-(1)-①-1

E5-(2)-②-1, 2, 3, 4

E5-(3)-②-1, 2, 3

物性第7回　総合討論会

1.処方や操作法と放出制御コーティング錠の試験結果の

関係を考察・討論する．

2.調製した放出制御コーティング錠と市販の放出制御製

剤の特性や機能の違いを比較し，目的に応じた処方設計

の意義を学ぶ．

到達目標10, 11

E5-(1)-①-1

E5-(1)-②-2

E5-(1)-③-1

E5-(1)-④-1

E5-(2)-①-1, 2

E5-(2)-②-1, 2, 3, 4

E5-(3)-②-1, 2, 3

物性第8回　PBL調査

1.血糖値測定，尿検査等に用いられる簡易検査キットを

班ごとに分担し，体験的に使用する．

2.「個人情報の保護に関する法律」を遵守し，生体試料

を適正に取り扱う（採取，管理，廃棄）．

3.測定結果に基づき，当該の簡易検査キットにより測定

できる項目，測定原理，測定結果に悪影響を与える因子

等を各班で討議・調査する．

到達目標10,11

C2-(6)-①-1

C2-(6)-②-1

E3-(2)-②-4

物性第9回　PBL調査・発表準備

1.個人情報の保護に関する法律」を遵守し，生体試料を

適正に取り扱う（採取，管理，廃棄）．
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2.測定結果に基づき，当該の簡易検査キットにより測定

できる項目，測定原理，測定結果に悪影響を与える因子

等を各班で討議・調査する．

3.班で討議・調査した結果をまとめ，発表資料を作成す

る．

到達目標10,11

C2-(6)-①-1

C2-(6)-②-1

E3-(2)-②-4

物性第10回　PBL発表会

1.当該の簡易検査キットについて，調査結果をプレゼン

テーションにて発表する．

2.薬剤師として簡易検査キットの適正使用を支援するた

めに，臨床現場で汎用される簡易検査キットの測定原理

や使用上の注意について相互討論する．

到達目標10,11

C2-(6)-①-1

C2-(6)-②-1

E3-(2)-②-4

社会第1回　水質試験

①DO測定

②COD測定

③残留塩素測定

社会第2回　空気試験

室内環境評価

①室内環境評価（CO2，気温，気湿，カタ冷却力，気動，

感覚温度，必要換気量）

社会第3回　①薬毒物予試験

②化学物質による中毒の理解

①薬毒物確認のための予試験

②化学物質の中毒と処置に関する情報収集

社会第4回　①有機リン剤中毒試験

②アルコールパッチテスト

①有機リン剤中毒試験

②アルコールパッチテスト

社会第5回　①ビタミンの定量

②脂質試験

①ビタミンＣの定量

②油脂の変質試験（酸価）

③油脂の変質試験（チオバルビツール酸価）

社会第6回　①ビタミンの定量

②脂質試験

①ビタミンB1の定量

②油脂の変質試験（ヨウ素価）

第24回臨床薬学部門：薬剤系　1－コンパートメント経

口投与モデル実験と血中濃度解析

1－コンパートメント経口投与モデルを組み立て、経時

的な血中濃度を測定し、片対数グラフおよび非線形最小

自乗法で解析する。

E4-(2)-①-1

E4-(2)-①-2

第25回臨床薬学部門：薬剤系　1点採血でのベイジアン

法によりパラメーター推定をPEDEによる個別処方設計

処方設計ソフトPEDEを用い、一点採血での動態パラメー

ターをベイジアン法で求める。さらにそのパラメーター

を利用して、繰り返し投与での最適処方を考案する。

E4-(2)-②-1

E4-(2)-②-2

E4-(2)-②-3

E4-(2)-②-4

第26回臨床薬学部門：薬剤系　総合的な演習

1･2日間の実習で得た知識・技能および生物薬剤学の講

義内容を踏まえた演習問題を、SGDを行いながら解決し

ていく。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

実習Ⅳ [19～]

中川　左理、池村　舞、入江　慶、江原　里佳、笠見

裕美、上町　亜希子、岸本　修一、久米　典昭、清水

るみ子、白川　晶一、杉岡　信幸、武田　真莉子、辰見

　明俊、辻本　貴江、徳山　尚吾、中本　賀寿夫、橋田

　亨、橋本　保彦、平岡　義範、福島　恵造、福島　昭

二

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習・実習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、必

修科目であり４年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1、2、3、4、

5、6、7、8を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, https://w

ww.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dip

loma.html#PHA}

卒業後，医療，健康保険事業に参画できるようになるた

めに，病院実務実習・薬局実務実習に先立って，大学内

で調剤および製剤，服薬指導などの薬剤師職務に必要な

基本的知識，技能，態度を修得する。

なお、この授業の担当者は薬局・病院での薬剤師経験を

5年間以上経験している実務家教員であり、より実践的

な観点から薬物療法を解説するものとする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

A-(1)-①-3　チーム医療や地域保健・医療・福祉を担う

一員としての責任を自覚し行動する。

A-(1)-①-4　患者・患者家族・生活者が求める医療人に
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ついて、自らの考えを述べる。（知識・態度）

A-(3)-①-5　相手の心理状態とその変化に配慮し、対応

する。（態度）

A-(3)-①-9　他者の意見を尊重し、協力してよりよい解

決法を見出すことができる。（知識・技能・態度）

A-(4)-5　チームワークと情報共有の重要性を理解し、

チームの一員としての役割を積極的に果たすように努め

る。

A-(5)-②-1　「薬剤師として求められる基本的な資質」

について、具体例を挙げて説明できる。

B-(4)-①-2　医薬分業の意義と動向を説明できる。

E3-(1)-⑤-1　臨床研究における基本的な統計量（平均

値、中央値、標準偏差、標準誤差、信頼区間など）の意

味と違いを説明できる。

E3-(1)-⑤-2　帰無仮説の概念および検定と推定の違い

を説明できる。

E3-(1)-⑤-4　主なパラメトリック検定とノンパラメト

リック検定を列挙し、それらの使い分けを説明できる。

E3-(1)-⑤-5　二群間の差の検定（ｔ検定、χ2検定など

）を実施できる。（技能）

E3-(1)-⑤-6　主な回帰分析（直線回帰、ロジスティッ

ク回帰など）と相関係数の検定について概説できる。

E3-(1)-⑤-7　基本的な生存時間解析法（カプラン・マ

イヤー曲線など）について概説できる。

F-(1)-②-1　医療の担い手が守るべき倫理規範や法令に

ついて討議する。

F-(1)-②-2　患者・生活者中心の医療の視点から患者・

生活者の個人情報や自己決定権に配慮すべき個々の対応

ができる。（態度）

F-(1)-②-3　患者・生活者の健康の回復と維持、生活の

質の向上に薬剤師が積極的に貢献することの重要性を討

議する。（態度）

F-(2)-②-3　処方せんの様式と必要記載事項、記載方法

について説明できる。

F-(2)-②-4　処方せんの監査の意義、その必要性と注意

点について説明できる。

F-(2)-③-1　薬袋、薬札（ラベル）に記載すべき事項を

適切に記入できる。（技能）

F-(2)-③-2　主な医薬品の成分（一般名）、商標名、剤

形、規格等を列挙できる。

F-(2)-③-3　処方せんに従って、計数・計量調剤ができ

る。（技能）

F-(2)-③-4　後発医薬品選択の手順を説明できる。

F-(2)-③-6　無菌操作の原理を説明し、基本的な無菌操

作を実施できる。（知識・技能）

F-(2)-④-1　適切な態度で、患者・来局者と応対できる。

（態度）

F-(2)-④-2　妊婦・授乳婦、小児、高齢者などへの応対

や服薬指導において、配慮すべき事項を具体的に列挙で

きる。

F-(2)-④-3　患者・来局者から、必要な情報（症状、心

理状態、既往歴、生活習慣、アレルギー歴、薬歴、副作

用歴等）を適切な手順で聞き取ることができる。（知識

・態度）

F-(2)-④-6　患者・来局者に使用上の説明が必要な製剤

（眼軟膏、坐剤、吸入剤、自己注射剤等）の取扱い方法

を説明できる。（技能・態度）

F-(2)-⑥-4　感染予防の基本的考え方とその方法が説明

できる。

F-(2)-⑥-5　衛生的な手洗い、スタンダードプリコーシ

ョンを実施できる。（技能）

F-(3)-①-1　基本的な医療用語、略語の意味を説明でき

る。

F-(3)-①-3　身体所見の観察・測定（フィジカルアセス

メント）の目的と得られた所見の薬学的管理への活用に

ついて説明できる。

F-(3)-①-4　基本的な身体所見を観察・測定し、評価で

きる。（知識・技能）

F-(3)-②-1　薬物療法に必要な医薬品情報を収集・整理

・加工できる。（知識・技能）

F-(3)-③-1　代表的な疾患に対して、疾患の重症度等に

応じて科学的根拠に基づいた処方設計ができる。

F-(3)-③-4　皮下注射、筋肉内注射、静脈内注射・点滴

等の基本的な手技を説明できる。

F-(3)-③-5　代表的な輸液の種類と適応を説明できる。

F-(3)-③-6　患者の栄養状態や体液量、電解質の過不足

などが評価できる。

F-(3)-④-1　代表的な疾患に用いられる医薬品の効果、

副作用に関してモニタリングすべき症状と検査所見等を

具体的に説明できる。

F-(3)-④-2　代表的な疾患における薬物療法の評価に必

要な患者情報収集ができる。（知識・技能）

F-(4)-①-1　チーム医療における薬剤師の役割と重要性

について説明できる。

F-(4)-①-2　多様な医療チームの目的と構成、構成員の

役割を説明できる。

F-(4)-①-3　病院と地域の医療連携の意義と具体的な方

法（連携クリニカルパス、退院時共同指導、病院・薬局

連携、関連施設との連携等）を説明できる。

AD-F-③-1　フィジカルアセスメントを実施し、薬学的

判断に活かすことができる。（技能・態度）

AD-F-④-1　患者の栄養状態や体液量、電解質などの評

価を基に適切な栄養療法や輸液療法を提案できる。（知

識・態度）

F-※(3)-⑤-1　患者本位のファーマシューティカルケア

の概念にそって問題点を抽出し解決策を討議する。

＜授業のキーワード＞

薬剤師業務、チーム医療、処方箋、用法・用量、効能・

効果、剤形、計数調剤、計量調剤、鑑査、疑義照会、輸
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液、患者情報、服薬指導

＜授業の進め方＞

5～10グループに分け，授業計画に従ってローテーショ

ンして行います。

第2-10回の中での実習順序はグループにより異なる。（

スケジュール参照）

＜履修するにあたって＞

関連科目は，「医療の中の薬学」「コミュニケーション

」「調剤学」「医薬品情報学」「臨床薬学Ⅰ」「臨床薬

学Ⅱ」です。講義と関連づけて，実習をより深く理解す

るように学習しましょう。本科目では授業計画に従って

11コマの講義・演習および24コマの実習を行います。実

習終了後に行われる共用試験（OSCE）への合格は，病院

・薬局実務実習を履修するための必須条件です。

オフィスアワー：随時（不在の場合、電子メール に連

絡すること。）

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、出される課題を実施し、動画教材（ホ

ームページ：神戸学院大学　dotCampus　https://www.k

obegakuin.ac.jp/support/learning　に提示。）を閲覧

しておくこと（目安として1時間）。事後学習として、

レポート作成や復習を行うこと（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

終了後に，レポートを提出する。

＜成績評価方法・基準＞

技能の習得度(40％)，演習実習への取り組み(40％)，注

意事項の遵守(20％)により，総合的に評価する。

ルーブリックにおけるすべての観点での教員並びに自己

評価が１段階以上であることを合格基準とする。

＜テキスト＞

オリジナルテキストを使用する。

今日の治療薬を演習実習にて使用する。

＜授業計画＞

第1回

[7コマ]　導入講義

1．社会人・医療人として必要なマナーを習得する。

2．実習を行うにあたって、基本となる知識（以下7項目

）を習得する。

①調剤、②コミュニケーション、③注射剤・無菌操作、

④輸液・栄養療法、⑤フィジカルアセスメント、⑥医薬

品情報処理、⑦チーム医療

A-(1)-①-3

A-(1)-①-4

A-(4)-5

A-(5)-②-1

B-(4)-①-2

F-(1)-②-1

F-(1)-②-2

F-(1)-②-3

F-(2)-③-6

F-(2)-④-2

F-(2)-④-3

F-(2)-⑥-4

F-(2)-⑥-5

F-(3)-③-5

F-(3)-③-6

F-(3)-④-1

F-(3)-④-2

F-(4)-①-1

F-(4)-①-2

F-(4)-①-3

F-(5)-③-4

F-※(3)-⑤-1

第2回

[3コマ]　処方せんと調剤

1．処方箋の内容について解析する。

2．代表的な処方せん例にしたがい，処方せん鑑査，散

剤，水剤，軟膏剤の計量調剤，錠剤・カプセル剤等の計

数調剤を実施する。

F-(2)-②-3

F-(2)-②-4

F-(2)-③-1

F-(2)-③-2

F-(2)-③-3

F-(2)-③-4

第3回

[3コマ]　服薬指導と患者情報

1．病院・薬局での症例を想定し，ロールプレイを行う。

2．患者役と薬剤師役を体験し，患者主体のコミュニケ

ーションを展開するためのスキルを学ぶ。

3．一般市民のボランティアで協力して下さる模擬患者

（Simulated Patient；SP＝エスピー）とセッションを

行う。

あらかじめ提示される場面設定に関し予習を必須とする。

A-(3)-①-5

A-(3)-①-9

F-(2)-④-1

F-(2)-④-2

第4回

［3コマ］　無菌調製

1．基本的な手洗いの方法を実践する。

2．注射剤の無菌調製を実施できる。

F-(2)-③-6

第5回

　［1コマ･2

コマ］　フィジカルアセスメントⅠ

救急

1．心臓死及び脳死の意味を理解する。
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2．瞳孔散大に関して，対光反射を2人1組となって体験

する。

3．薬物中毒等における救急医療の一翼をも担うため，B

LS (basic life support)を学ぶ。

F-(3)-①-1

F-(3)-①-3

F-(3)-①-4

AD-F-③-1

第6回

［1コマ･2

コマ］　フィジカルアセスメントⅡ

呼吸器疾患・糖尿病

1．代表的な非侵襲的医療機器の正しい使用法，その検

査値の意味を理解する。

2．呼吸器疾患および糖尿病の病態について学び，吸入

薬，インスリン自己注射などについて，実際の製剤を用

いて学ぶ。（スパイロメーター，パルスオキシメーター，

ピークフローメーター等使用）

F-(2)-④-6

第7回

［1コマ・3コマ］　フィジカルアセスメントⅢ

循環器

1．医療専門用語に慣れるために，病棟の場面を設定し

たロールプレイを行う。

2．バイタルサイン確認のための医療器具の正しい使用

法を理解する。

3．心電図，聴覚・振動覚や腱反射の検査を体験する。

（聴診器，血圧計，心電計，音叉，打腱器等使用）

F-(3)-①-1

F-(3)-①-3

F-(3)-①-4

AD-F-③-1

第8回

［1コマ・1コマ］　栄養アセスメント

病気と栄養は密接に関わっていることから，個々の患者

に応じた適切な栄養補給や栄養剤の選択について学ぶ。

F-(3)-③-1

F-(3)-③-4

F-(3)-③-6

AD-F-④-1

第9回

［3コマ］　医薬品情報処理

医薬品情報を正確に発信をするために，エビデンスをき

ちんと読み取り、理解・解釈するる必要がある。また自

分が研究して得られた結果を正確に発信するために、適

切なデータの扱いが必要となる。本実習ではこれらにつ

いて学ぶ。

F-(3)-②-1

E3-(1)-⑤-1

E3-(1)-⑤-2

E3-(1)-⑤-4

E3-(1)-⑤-5

E3-(1)-⑤-6

E3-(1)-⑤-7

第10回

［3コマ］　チーム医療　/

薬物治療の実践

1．医療チームの構成や各構成員の役割、連携と責任体

制を説明できる。

2．チーム医療における薬剤師の役割を説明できる。

3．自分の能力や責任範囲の限界と他の医療従事者との

連携について討議する。

A-(4)-5

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

社会の中の薬学 [19～]

角田　慎一、中本　賀寿夫

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義,演習

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、１を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

 患者・生活者の視点に立って、病気、薬の副作用、健

康被害について理解する。

薬の開発、起業について学ぶ。

「薬の専門家」として、薬剤師はどのような職業に就く

ことができるのか。種々の業務に就いた本学薬学部出身

者を主とする社会人講師が主に企業，薬事・衛生行政等

における取り組みや薬剤師・薬学出身者の役割等を紹介

し、将来の職種の基礎を学ぶ。自らの可能性を狭めるこ

となく、視野を広げて、薬剤師に与えられた大きな可能

性や社会の期待を知った上で、 自分に相応しい働き方

を考える。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

Aー(1)ー②ー1　患者・生活者のために薬剤師が果たす

べき役割を自覚する。（態度）

Aー(1)ー②ー2　薬剤師の活動分野（医療機関、薬局、

製薬企業、衛生行政等）と社会における役割について説

明できる。

Aー(1)ー②ー3　医薬品の適正使用における薬剤師の役

割とファーマシューティカルケアについて説明できる。

Aー(1)ー②ー4　医薬品の効果が確率論的であることを

説明できる。
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Aー(1)ー②ー5　医薬品の創製（研究開発、生産等）に

おける薬剤師の役割について説明できる。

Aー(1)ー②ー6　健康管理、疾病予防、セルフメディケ

ーション及び公衆衛生における薬剤師の役割について説

明できる。

Aー(1)ー②ー7　薬物乱用防止、自殺防止における薬剤

師の役割について説明できる。

Aー(1)ー②ー8　現代社会が抱える課題（少子・超高齢

社会等）に対して、薬剤師が果たすべき役割を提案する。

（知識・態度）

A-(1)-③-3　医療に関するリスクマネジメント におけ

る薬剤師の責任と義務を説明できる。

A-(1)-③-4　医薬品が関わる代表的な医療過誤やインシ

デントの事例を列挙し、その原因と防止策を説明できる。

A-(1)-③-5 　重篤な副作用の例について、患者や家族

の苦痛を理解し、これらを回避するための手段を討議す

る。

Aー(4)ー3 チーム医療に関わる薬剤師、各職種、患者・

家族の役割について説明できる。

Bー(2)ー②ー1　「医薬品、医療機器等の品質、有効性

及び安全性の確保等に関する法律」の目的及び医薬品等

（医薬品（薬局医薬品、要指導医薬品、一般用医薬品）、

医薬部外品、化粧品、医療機器、再生医療等 製品）の

定義について説明できる。

Bー(2)ー②ー2　医薬品の開発から承認までのプロセス

と法規範について概説できる。

Bー(2)ー②ー3　治験の意義と仕組みについて概説でき

る。

Bー(4)ー①ー1　地域における薬局の機能と業務につい

て説明できる。

Bー(4)ー②ー2　在宅医療及び居宅介護における薬局と

薬剤師の役割について説明できる。

Bー(4)ー②ー3　学校薬剤師の役割について説明できる。

患者・生活者の視点に立って、病気、薬の副作用、健康

被害について理解すること、また「薬の専門家」として

様々な職種の役割・業務を学び知り、自らの可能性を狭

めることなく、視野を広げて、薬剤師に与えられた大き

な可能性や社会の期待を知った上で、 自分に相応しい

働き方を考えることを目的とする。

＜授業のキーワード＞

薬害、開発、薬剤師の活動分野、製薬企業、ＣＲＯ（医

薬品開発業務受託機関）、ＳＭＯ（治験施設支援機関）、

受託企業、公務員、品質管理、キャリア形成、認定薬剤

師、専門薬剤師

＜授業の進め方＞

薬害被害団体、弁護士、開発および各職種で活動する業

務担当者が講師となり，オムニバス形式で講義を行う。

第1～4回は対面、第5～8回は遠隔講義（Zoom）にて行う。

＜授業時間外に必要な学修＞

レポート作成など（目安として1時間）

＜提出課題など＞

毎回の授業に提出課題を指示する。

欠席の場合、後日、提出課題について指示をします。

＜成績評価方法・基準＞

全ての講義への出席を原則とし、授業態度、レポートや

小テストを総合的に判断して評価する。

＜テキスト＞

必要に応じてプリント等を配布する。

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回　研究と"薬剤師"にとらわれない進路について

起業について

Aー(1)ー②ー2

第2回　B型肝炎患者さんの声に耳を傾ける

重篤な副作用の例について、患者や 家族の苦痛を理解

し、これらを回避するための手段を討議する。

A-(1)③-5

第3回　香粧品学が取り組む研究開発イノベーション

化粧品開発についての講演

Aー(1)ー②ー5

Bー(2)ー②ー1

Bー(2)ー②ー2

第4回　薬剤師資格を持つ弁護士のココだけの話

薬剤師資格をもつ弁護士の講演

Aー(1)ー②ー1

Aー(1)ー②ー8

A-(1)-③-3

A-(1)-③-4

第5回　製薬企業および医薬品卸業での薬剤師業務

製薬企業および医薬品卸業での薬剤師業務の実際と役割

を学ぶ．

Aー(1)ー②ー2

第6回　医薬品卸売業における薬剤師業務、県薬務課に

おける業務

医薬品卸売業での薬剤師業務および公務員の薬学出身者

の業務と役割を学ぶ．

Aー(1)ー②ー2

第7回　医薬品開発業務受託機関（CRO）および治験施設

支援機関（SMO）での薬剤師業務

医薬品開発業務受託機関（CRO）および治験施設支援機

関（SMO）での薬剤師業務の実際と役割を学ぶ．

Bー(2)ー②ー2 ? 3

第8回　開発企業および受託企業での薬剤師業務

開発企業および受託企業での薬学出身者の業務と役割を

学ぶ．

Aー(1)ー②ー2、5
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--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

医療システム学 [13～14]

辰見　明俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

遠隔授業（オンデマンド授業）

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり４年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2並びに6を

目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

社会保障制度のもとで提供される医療と福祉について、

現状と課題を認識するとともに、薬剤師が担う役割とそ

の意義を理解できるようになることを目的とする。

なお、この科目の担当者は、病院での薬剤師業務を5年

間以上経験している実務家教員であり、より実践的な観

点から薬剤師の役割などを具体的に解説するものとする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C18ー(2)ー①ー1　日本における社会保障制度の仕組み

を説明できる。

C18ー(2)ー①ー2　社会保障制度の中での医療保険制度

の役割を概説できる。

C18ー(2)ー①ー3　介護保険制度の仕組みを概説できる。

C18ー(2)ー①ー4　高齢者医療保険制度の仕組みを説明

できる。

C18ー(2)ー②ー1　医療保険の成り立ちと現状を説明で

きる。

C18ー(2)ー②ー2　医療保険の仕組みを説明できる。

C18ー(2)ー②ー3　医療保険の種類を列挙できる。

C18ー(2)ー②ー4　国民の福祉健康に置ける医療保険の

貢献と問題点について概説できる。

C18ー(2)ー③ー1　国民医療費の動向を説明できる。

C18ー(2)ー③ー2　保健医療と薬価制度の関係を概説で

きる。

C18ー(2)ー③ー3　診療報酬（調剤報酬）と薬価基準に

ついて説明できる。

C18ー(2)ー③ー4　医療費の内訳を概説できる。

C18ー(2)ー③ー5　薬物治療の経済評価手法を概説でき

る。

＜授業のキーワード＞

社会保障制度、医療保険制度、公費負担医療制度、介護

保険制度、国民医療費、後発医薬品、薬剤経済

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行う。

＜履修するにあたって＞

現在、日本の社会保障は変革期にあるため、日ごろから

新聞、テレビやインターネットなどでの関連情報にも目

を向けて受講してください。将来薬剤師として働く際に

非常に役立つ科目です。社会保障や薬剤経済など耳慣れ

ない難しい言葉はありますが、ぜひ興味を持って取り組

んで下さい。

オフィースアワーは随時とするが、事前に連絡をするこ

とが望ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞

知識を定着させるため、事後学習として講義内容の再確

認をすること。（目安として1時間）

＜提出課題など＞

必要な際には、適時指示をします。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験80％、小テスト20％の割合で総合的に評価する。

＜テキスト＞

日本薬学会編『薬学総論Ⅱ　薬学と社会（第2版）』（

東京化学同人）、および教科書の補足説明となるプリン

トを配布します。

＜参考図書＞

薬学と社会（評言社）、厚生労働白書（厚生労働省）、

国民衛生の動向（厚生統計協会）、医薬品産業の過去・

現在・未来（医学評論社）、薬剤経済わかりません（東

京図書）、医療を経済する（医学書院）

＜授業計画＞

第1回　日本の社会保障制度の枠組みと特徴

社会保障の基本的な考え方を理解する。

日本の社会保障制度の特徴を理解する。

現在の社会保障制度が抱えている問題と今後の展望につ

いて理解する。

C18－(2)－①－1

第2回　医療保険制度（１）

社会保障における医療保険制度の位置づけを理解する。

国民皆保険制度を理解する。

医療保険制度の成り立ちを理解する。

C18－(2)－①－2

C18ー(2)ー②ー1

C18ー(2)ー②ー4

第3回　　医療保険制度（２）

医療保険の仕組みを理解する。

高額療養費制度、保険外併用療養費制度を理解する。

C18ー(2)ー①ー4

C18ー(2)ー②ー2

C18ー(2)ー②ー3

C18ー(2)ー③ー4

第4回　療養担当規則

公費負担医療制度

保険薬局および保険薬剤師療養担当規則を理解する。

保険医療機関および保険医療養担当規則を理解する。
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公費負担医療制度の適用と運営を理解する。

C18－(2)－①－2

C18－(2)－③－2

第5回　介護保険制度（１）

介護保険制度の仕組みを理解する。

C18ー(2)ー①ー3

第6回　介護保険制度（２）

介護保険制度の仕組みを理解する。

介護支援専門員について理解する。

C18ー(2)ー①ー3

第7回　薬価基準制度

薬価基準制度の仕組みを理解する。

C18ー(2)ー③ー2

第8回　調剤報酬、診療報酬及び介護報酬

調剤報酬、診療報酬および介護報酬の仕組みを理解する。

診療報酬・調剤報酬を決定するプロセスを理解する。

C18ー(2)ー③ー3

第9回　医薬品の市場の特徴と流通の仕組み

医薬品の市場の特徴を理解する。

医薬品の流通の仕組みを理解する。

後発医薬品の現状と役割を理解する。

C18ー(2)ー③ー1

C18ー(2)ー③ー2

第10回　国民医療費

国民医療費の内容および動向を理解する。

C18ー(2)ー③ー1

第11回　　薬物療法の経済評価（１）

薬物療法の経済評価の意義と考え方を理解する。

C18ー(2)ー③ー5

第12回　薬物療法の経済評価（２）

薬物療法の経済評価手法を理解する。

C18ー(2)ー③ー6

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

医療システム学 [15～18]

辰見　明俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり４年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2並びに6を

目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

社会保障制度のもとで提供される医療と福祉について、

現状と課題を認識するとともに、薬剤師が担う役割とそ

の意義を理解できるようになることを目的とする。

なお、この科目の担当者は、病院での薬剤師業務を5年

間以上経験している実務家教員であり、より実践的な観

点から薬剤師の役割などを具体的に解説するものとする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

【①医療、福祉、介護の制度】

Bー(3)ー①ー1　日本の社会保障制度の枠組みと特徴に

ついて説明できる。

Bー(3)ー①ー2　医療保険制度について説明できる。

Bー(3)ー①ー3　療養担当規則について説明できる。

Bー(3)ー①ー4　公費負担医療制度について概説できる。

Bー(3)ー①ー5　介護保険制度について概説できる。

Bー(3)ー①ー6　薬価基準制度について概説できる。

Bー(3)ー①ー7　調剤報酬、診療報酬及び介護報酬の仕

組みについて概説できる。

【②医薬品と医療の経済性】

Bー(3)ー②ー1　医薬品の市場の特徴と流通の仕組みに

ついて概説できる。

Bー(3)ー②ー2　国民医療費の動向について概説できる。

Bー(3)ー②ー3　後発医薬品とその役割について説明で

きる。

Bー(3)ー②ー4　薬物療法の経済評価手法について概説

できる。

＜授業のキーワード＞

社会保障制度、医療保険制度、公費負担医療制度、介護

保険制度、国民医療費、後発医薬品、薬剤経済

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行う。

＜履修するにあたって＞

現在、日本の社会保障は変革期にあるため、日ごろから

新聞、テレビやインターネットなどでの関連情報にも目

を向けて受講してください。将来薬剤師として働く際に

非常に役立つ科目です。社会保障や薬剤経済など耳慣れ

ない難しい言葉はありますが、ぜひ興味を持って取り組

んで下さい。

オフィースアワーは随時とするが、事前に連絡をするこ

とが望ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞

知識を定着させるため、事後学習として講義内容の再確

認をすること。（目安として1時間）

＜提出課題など＞

必要な際には、適時指示をします。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験80％、小テスト20％の割合で総合的に評価する。

＜テキスト＞

日本薬学会編『薬学総論Ⅱ　薬学と社会（第2版）』（

東京化学同人）、および教科書の補足説明となるプリン

トを配布します。

＜参考図書＞
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薬学と社会（評言社）、厚生労働白書（厚生労働省）、

国民衛生の動向（厚生統計協会）、医薬品産業の過去・

現在・未来（医学評論社）、薬剤経済わかりません（東

京図書）、医療を経済する（医学書院）

＜授業計画＞

第1回　日本の社会保障制度の枠組みと特徴

社会保障の基本的な考え方を理解する。

日本の社会保障制度の特徴を理解する。

現在の社会保障制度が抱えている問題と今後の展望につ

いて理解する。

Bー(3)ー①ー１

第2回　医療保険制度（１）

社会保障における医療保険制度の位置づけを理解する。

国民皆保険制度を理解する。

医療保険制度の成り立ちを理解する。

Bー(3)ー①ー2

第3回　　医療保険制度（２）

医療保険の仕組みを理解する。

高額療養費制度、保険外併用療養費制度を理解する。

Bー(3)ー①ー2

第4回　療養担当規則

公費負担医療制度

保険薬局および保険薬剤師療養担当規則を理解する。

保険医療機関および保険医療養担当規則を理解する。

公費負担医療制度の適用と運営を理解する。

Bー(3)ー①ー3

Bー(3)ー①ー4

第5回　介護保険制度（１）

介護保険制度の仕組みを理解する。

Bー(3)ー①ー5

第6回　介護保険制度（２）

介護保険制度の仕組みを理解する。

介護支援専門員について理解する。

Bー(3)ー①ー5

第7回　薬価基準制度

薬価基準制度の仕組みを理解する。

Bー(3)ー②ー6

第8回　調剤報酬、診療報酬及び介護報酬

調剤報酬、診療報酬および介護報酬の仕組みを理解する。

診療報酬・調剤報酬を決定するプロセスを理解する。

Bー(3)ー①ー7

第9回　医薬品の市場の特徴と流通の仕組み

医薬品の市場の特徴を理解する。

医薬品の流通の仕組みを理解する。

後発医薬品の現状と役割を理解する。

Bー(3)ー②ー1

Bー(3)ー②ー3

第10回　国民医療費

国民医療費の内容および動向を理解する。

Bー(3)ー②ー2

第11回　薬物療法の経済評価（１）

薬物療法の経済評価の意義と考え方を理解する。

Bー(3)ー②ー4

第12回　薬物療法の経済評価（２）

薬物療法の経済評価手法を理解する。

B－(3)ー②ー4

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

医療システム学 [19～]

辰見　明俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり４年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2並びに6を

目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

社会保障制度のもとで提供される医療と福祉について、

現状と課題を認識するとともに、薬剤師が担う役割とそ

の意義を理解できるようになることを目的とする。

なお、この科目の担当者は、病院での薬剤師業務を5年

間以上経験している実務家教員であり、より実践的な観

点から薬剤師の役割などを具体的に解説するものとする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

【①医療、福祉、介護の制度】

Bー(3)ー①ー1　日本の社会保障制度の枠組みと特徴に

ついて説明できる。

Bー(3)ー①ー2　医療保険制度について説明できる。

Bー(3)ー①ー3　療養担当規則について説明できる。

Bー(3)ー①ー4　公費負担医療制度について概説できる。

Bー(3)ー①ー5　介護保険制度について概説できる。

Bー(3)ー①ー6　薬価基準制度について概説できる。

Bー(3)ー①ー7　調剤報酬、診療報酬及び介護報酬の仕

組みについて概説できる。

【②医薬品と医療の経済性】

Bー(3)ー②ー1　医薬品の市場の特徴と流通の仕組みに

ついて概説できる。

Bー(3)ー②ー2　国民医療費の動向について概説できる。

Bー(3)ー②ー3　後発医薬品とその役割について説明で

きる。

Bー(3)ー②ー4　薬物療法の経済評価手法について概説

できる。

＜授業のキーワード＞
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社会保障制度、医療保険制度、公費負担医療制度、介護

保険制度、国民医療費、後発医薬品、薬剤経済

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行う。

＜履修するにあたって＞

現在、日本の社会保障は変革期にあるため、日ごろから

新聞、テレビやインターネットなどでの関連情報にも目

を向けて受講してください。将来薬剤師として働く際に

非常に役立つ科目です。社会保障や薬剤経済など耳慣れ

ない難しい言葉はありますが、ぜひ興味を持って取り組

んで下さい。

オフィースアワーは随時とするが、事前に連絡をするこ

とが望ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞

知識を定着させるため、事後学習として講義内容の再確

認をすること。（目安として1時間）

＜提出課題など＞

必要な際には、適時指示をします。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験80％、小テスト20％の割合で総合的に評価する。

＜テキスト＞

日本薬学会編『薬学総論Ⅱ　薬学と社会（第2版）』（

東京化学同人）、および教科書の補足説明となるプリン

トを配布します。

＜参考図書＞

薬学と社会（評言社）、厚生労働白書（厚生労働省）、

国民衛生の動向（厚生統計協会）、医薬品産業の過去・

現在・未来（医学評論社）、薬剤経済わかりません（東

京図書）、医療を経済する（医学書院）

＜授業計画＞

第1回　日本の社会保障制度の枠組みと特徴

社会保障の基本的な考え方を理解する。

日本の社会保障制度の特徴を理解する。

現在の社会保障制度が抱えている問題と今後の展望につ

いて理解する。

Bー(3)ー①ー１

第2回　医療保険制度（１）

社会保障における医療保険制度の位置づけを理解する。

国民皆保険制度を理解する。

医療保険制度の成り立ちを理解する。

Bー(3)ー①ー2

第3回　　医療保険制度（２）

医療保険の仕組みを理解する。

高額療養費制度、保険外併用療養費制度を理解する。

Bー(3)ー①ー2

第4回　療養担当規則

公費負担医療制度

保険薬局および保険薬剤師療養担当規則を理解する。

保険医療機関および保険医療養担当規則を理解する。

公費負担医療制度の適用と運営を理解する。

Bー(3)ー①ー3

Bー(3)ー①ー4

第5回　介護保険制度（１）

介護保険制度の仕組みを理解する。

Bー(3)ー①ー5

第6回　介護保険制度（２）

介護保険制度の仕組みを理解する。

介護支援専門員について理解する。

Bー(3)ー①ー5

第7回　薬価基準制度

薬価基準制度の仕組みを理解する。

Bー(3)ー②ー6

第8回　調剤報酬、診療報酬及び介護報酬

調剤報酬、診療報酬および介護報酬の仕組みを理解する。

診療報酬・調剤報酬を決定するプロセスを理解する。

Bー(3)ー①ー7

第9回　医薬品の市場の特徴と流通の仕組み

医薬品の市場の特徴を理解する。

医薬品の流通の仕組みを理解する。

後発医薬品の現状と役割を理解する。

Bー(3)ー②ー1

Bー(3)ー②ー3

第10回　国民医療費

国民医療費の内容および動向を理解する。

Bー(3)ー②ー2

第11回　薬物療法の経済評価（１）

薬物療法の経済評価の意義と考え方を理解する。

Bー(3)ー②ー4

第12回　薬物療法の経済評価（２）

薬物療法の経済評価手法を理解する。

B－(3)ー②ー4

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

社会薬学複合科目Ⅰ

糟谷　史代、中川　公恵

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業は対面講義とする。（ただし、状況によりオンデマ

ンド講義となる場合もある。）

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、薬

学複合科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す　８　項目のうち、2　と

　6 を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}
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薬学複合科目群は、「薬学教育モデルコアカリキュラム

」に沿って４年次までの講義で習得した薬学的な基礎お

よび専門知識と、５年次の病院・薬局実習を通じて身に

付けた実務経験を統合し、卒業時までに実際に臨床現場

で発生する課題を解決できる能力を身につけるための科

目である。本科目では、臨床の場での環境と安全に関連

する課題を解決するために必要な知識の再整理を行う。

第１回から6回は中川、第7回から１2回は糟谷が担当す

る。第13回から15回は話題の内容により中川または糟谷

が担当する。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C12-(1)-①-1,2,3【化学物質の代謝・代謝的活性化】

(1) 代表的な有害化学物質の吸収、分布、代謝、排泄の

基本的なプロセスについて説明できる

(2) 第一相反応が関わる代謝、代謝活性化について概説

できる。

(3)  第二相反応が関わる代謝、代謝的活性化について

概説できる。

 C12-(1)-②-1,2,3,4【化学物質による発がん】

(1）発がん性物質などの代謝的活性化の機構を列挙し、

その反応機構を説明できる。

(2） 変異原性試験（Ames 試験など）の原理を説明でき

る。

(３）発がんのイニシエーションとプロモーションにつ

いて概説できる。

(４）代表的ながん遺伝子とがん抑制遺伝子を挙げ、そ

れらの異常とがん化との関連を説明できる。

 C12-(1)-③-1,2,3,4,5,6,7,8【化学物質の毒性】

(1)  化学物質の毒性を評価するための主な試験法を列

挙し、概説できる。

(2) 肝臓、腎臓、神経などの特異的に毒性を示す化学物

質を列挙できる。

 (3) 重金属、農薬、PCB、ダイオキシンなどの代表的な

有害化学物質の急性毒性、慢性毒性の特徴について説明

できる。

(4) 重金属や活性酸素による障害を防ぐための生体防御

因子について具体例を挙げて説明できる

(５）毒性試験の結果を評価するのに必要な量-反応関係、

閾値、無毒性量（NOAEL）などについて概説できる。

(６）化学物質の安全摂取量（1 日許容摂取量など）に

ついて説明できる。(７）有害化学物質による人体影響

を防ぐための法的規制（化審法など）を説明できる。

(８）環境ホルモン（内分泌かく乱化学物質）が人の健

康に及ぼす影響を説明し、その予防策を提案する。

C12-(1)-④-1,2 【化学物質による中毒と処置】

(1) 代表的な中毒原因物質の解毒処置法を説明できる。

(２）化学物質の中毒量、作用器官、中毒症状、救急処

置法、解毒法を検索することができる。（技能）

C12-(1)-⑤-1,2,3,4,5,6【電離放射線の生体への影響】

(１） 人に影響を与える電離放射線の種類を列挙できる。

(２） 電離放射線被曝における線量と生体損傷の関係を

体外被曝と体内被曝に分けて説明できる。

(３） 電離放射線および放射性核種の標的臓器・組織を

挙げ、その感受性の差異を説明できる。

(4） 電離放射線の生体影響に変化を及ぼす因子（酸素

効果など）について説明できる。

(5）電離放射線を防御する方法について概説できる。

(6） 電離放射線の医療への応用について概説できる。

 C12-(1)-⑥-1,2,3【非電離放射線の生体への影響】

(1) 非電離放射線の種類を列挙できる。

(2) 紫外線の種類を挙げ、その特徴と生体に及ぼす影響

について説明できる。

(3） 赤外線の種類を挙げ、その特徴と生体に及ぼす影

響について説明できる。

 C12-(2)-①-1,2,3,4,5,6,7【地球環境と生態系】

①地球環境の成り立ちについて概説できる。

②生態系の構成員を列挙し、その特徴と相互関係を説明

できる。

③ヒトの健康と環境の関係を、ヒトが生態系の一員であ

ることを踏まえて討議する。

④地球規模の環境問題の成因、ヒトに与える影響につい

て説明できる。

⑤食物連鎖を介した化学物質の生物濃縮について、具体

例をあげて説明できる。

⑥化学物質の環境内動態と人の健康への影響について、

例をあげて説明できる。

 C12-(2)-②-1,2,3,4,5,6,7,8【水環境】①原水の種類

をあげ、特徴を説明できる。

②水の浄化法について説明できる。

③水の塩素処理の原理と問題点について説明できる。

④水道水の水質基準のおもな項目を列挙し、測定できる。

⑤下水処理および排水処理のおもな方法について説明で

きる。

⑥水質汚濁のおもな指標を水域ごとに列挙し、その意味

を説明できる。

⑦DO、BOD、CODを測定できる。

⑧富栄養化の原因とそれによってもたらされる問題点を

あげ、対策を説明できる。

C12-(2)-③-1,2,3,4 【大気環境】1)空気の成分を説明

できる。

2)おもな大気汚染物質を列挙し、その推移と発生源につ

いて説明できる。

3)おもな大気汚染物質の濃度を測定し、健康影響につい

て説明できる。

4)大気汚染に影響する気象要因（逆転層など）を概説で

きる。C12-(2)-④-1,2,3,4【室内環境】①室内環境を評

価するための代表的な指標を列挙し、測定できる。

②室内環境と健康との関係について説明できる。
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③室内環境の保全のために配慮すべき事項について説明

できる。

④シックハウス症候群について概説できる。 C12-(2)-

⑤-1,2,3,4,5【廃棄物①廃棄物の種類を列挙できる。

②廃棄物処理の問題点を列挙し、その対策を説明できる。

③医療廃棄物を安全に廃棄、処理する。

④マニフェスト制度について説明できる。

⑤PRTR法について概説できる。 C12-(2)-⑥-1,2,3,4 1)

典型七公害とその現状、および四大公害について説明で

きる。2)環境基本法の理念を説明できる。3)大気汚染を

防止するための法規制について説明できる。4)水質汚濁

を防止するための法規制を説明できる。

＜授業のキーワード＞

地球環境、生態系、浄水法、水質汚濁、大気汚染、室内

環境、廃棄物、化学物質、代謝、第一相反応、第二相反

応、代謝活性化、解毒、毒性発現機序、中毒、放射線

＜授業の進め方＞

授業計画に従って行う。

第１回～第６回担当 中川

適宜、講義資料を配布する。

 第７回? 第１２回担当 糟谷

適宜、プリントを配布する。

＜履修するにあたって＞

オフィスアワー；

糟谷は水曜日（16:00?18:00）、中川（月曜日? 金曜日

16:00?18:00）

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、当日の講義範囲を確認しておくこと（

目安として0.5時間）。

事後学習として、教科書、参考書などで復習しておくこ

と（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

適宜指示する

＜成績評価方法・基準＞

中川：講義中またはオンデマンド配信による小テストに

より評価する。

糟谷：オンデマンド配信による小テストにより評価する。

評価の割合は、糟谷（５０％）と中川（５０％）で、総

合的に評価する。

＜授業計画＞

第1回(中川)　地球環境

C12環境(2)生活環境と健康【地球環境と生態系】①地球

環境の成り立ちについて概説できる。

②生態系の構成員を列挙し、その特徴と相互関係を説明

できる。

③ヒトの健康と環境の関係を、ヒトが生態系の一員であ

ることを踏まえて討議する。

④地球規模の環境問題の成因、ヒトに与える影響につい

て説明できる。

⑤食物連鎖を介した化学物質の生物濃縮について、具体

例をあげて説明できる。

⑥化学物質の環境内動態と人の健康への影響について、

例をあげて説明できる。 C12-(2)-①-1,2,3,4,5,6

第2回(中川)　水の衛生（上水）

C12環境(2)生活環境と健康【水環境】①原水の種類をあ

げ、特徴を説明できる。

②水の浄化法について説明できる。

③水の塩素処理の原理と問題点について説明できる。

④水道水の水質基準のおもな項目を列挙し、測定できる。

C12-(2)-②-1,2,3,4

第3回(中川)　水の衛生(環境水、下水）

C12環境(2)生活環境と健康【水環境】⑤下水処理および

排水処理のおもな方法について説明できる。

⑥水質汚濁のおもな指標を水域ごとに列挙し、その意味

を説明できる。

⑦DO、BOD、CODを測定できる。

⑧富栄養化の原因とそれによってもたらされる問題点を

あげ、対策を説明できる。C12-(2)-②-5,6,7,8　C12-(2

)-⑥-1,2,4

第4回(中川)　室内空気

室内空気の衛生確保および環境指標についてSBOsに基づ

き説明できる。C12環境(2)生活環境と健康【室内環境】

①室内環境を評価するための代表的な指標を列挙し、測

定できる。

②室内環境と健康との関係について説明できる。

③室内環境の保全のために配慮すべき事項について説明

できる。

④シックハウス症候群について概説できる。C12-(2)-④

-1,2,3,4

第5回(中川)　大気環境

大気の成分を列挙し、各成分の生体影響について説明で

きる。C12環境(2)生活環境と健康【大気環境】⑯空気の

成分を説明できる。

⑰おもな大気汚染物質を列挙し、その推移と発生源につ

いて説明できる。

⑱おもな大気汚染物質の濃度を測定し、健康影響につい

て説明できる。

⑲大気汚染に影響する気象要因（逆転層など）を概説で

きる。C12-(2)-③-1,2,3,4

第6回(中川)　廃棄物処理とその課題

廃棄物の種類とその適正処理法を説明できる。我が国の

廃棄物の現状とその課題について説明できる。C12環境(

2)生活環境と健康【廃棄物①廃棄物の種類を列挙できる。

②廃棄物処理の問題点を列挙し、その対策を説明できる。

③医療廃棄物を安全に廃棄、処理する。

④マニフェスト制度について説明できる。

⑤PRTR法について概説できる。C12-(2)-⑤-1,2,3,4,5 C
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12-(2)-⑥-1,2

第7回（糟谷）　化学物質の体内動態

化学物質の代謝・代謝的活性化(1)

C12 環境

1 【化学物質の代謝・代謝的活性化】

(1) 代表的な有害化学物質の吸収、分布、代謝、排泄の

基本的なプロセスについて説明できる。

（2） 第一相反応が関わる代謝、代謝活性化について概

説できる。

① 第一相反応による代謝として、シトクロムP450及び

その他酵素による酸化還元反応、エステラーゼ等による

加水分解反応について説明できる。

② 酸化還元反応による代謝的活性化について説明でき

る。

C12-(1)-①-1,2

第8回（糟谷）　化学物質の代謝・代謝的活性化(2)

1 【化学物質の代謝・代謝的活性化】

(3)  第二相反応が関わる代謝、代謝的活性化について

概説できる。

① 第二相反応による代謝として、抱合反応について説

明できる。

② 第二相反応によって形成される抱合体を活性本体と

する代謝的活性化について説明できる。

C12-(1)-①-3

C12-(1)-②-1,3,4

第9回（糟谷）　化学物質による発癌

2  【化学物質による発がん】

(1）発がん性物質などの代謝的活性化の機構を列挙し、

その反応機構を説明できる。

①一次発がん物質による発がん機構及び二次発がん物質

による代謝的活性化を介した発がん機構を説明できる。

(２）発がんのイニシエーションとプロモーションにつ

いて概説できる。

(３）代表的ながん遺伝子とがん抑制遺伝子を挙げ、そ

れらの異常とがん化との関連を説明できる。1

(4) 発がん物質の臓器特異性について説明できる。

 C12-(1)-②-1,3,4

第10回（糟谷）　化学物質の毒性

3  【化学物質の毒性】

(1) 化学物質の毒性評価法として、一般毒性試験、特殊

毒性試験、遺伝毒性試験、変異原性試験（Ames 試験）

等を挙げて、それらの主な試験法を説明できる。

(2) 化学物質の毒性と臓器特異性について、代表的な化

学物質を列挙できる。 (3) 重金属、農薬、PCB、ダイオ

キシンなどの代表的な有害化学物質の急性毒性、慢性毒

性の特徴について説明できる。

(4) 重金属や活性酸素による障害を防ぐための生体防御

因子について具体例を挙げて説明できる

(５）毒性試験の結果を評価するのに必要な量-反応関係、

閾値、無毒性量（NOAEL）などについて概説できる。

(６）化学物質の安全摂取量（1 日許容摂取量など）に

ついて説明できる。 C12-(1)-②-2

C12-(1)-③-1

C12-(1)-③-1,2,3,4,5,6

第11回（糟谷）　化学物質の安全性評価と規制

化学物質による中毒と処置

3  【化学物質の毒性】

(７）有害化学物質による人体影響を防ぐための法的規

制（化審法など）を説明できる。

(８）環境ホルモン（内分泌かく乱化学物質）が人の健

康に及ぼす影響を説明し、その予防策を提案する。

4  【化学物質による中毒と処置】

(１) 代表的な中毒原因物質の解毒処置法を説明できる。

(２) 代表的な乱用薬物を挙げ、依存性、耐性等につい

て説明できる。

(３) 薬毒物（乱用薬物を含む）の分析法について説明

できる。

C12-(1)-③-7,8

C12-(1)-④-1,2

第12回（糟谷）　放射線の生体への影響

5  【電離放射線の生体への影響】

(１） 人に影響を与える電離放射線の種類を列挙できる。

(２） 電離放射線被曝における線量と生体損傷の関係を

体外被曝と体内被曝に分けて説明できる。

(３） 電離放射線および放射性核種の標的臓器・組織を

挙げ、その感受性の差異を説明できる。

(4） 電離放射線の生体影響に変化を及ぼす因子（酸素

効果など）について説明できる。

(5）電離放射線を防御する方法について概説できる。

(6） 電離放射線の医療への応用について概説できる。

6  【非電離放射線の生体への影響】

(1) 非電離放射線の種類を列挙できる。

(2) 紫外線の種類を挙げ、その特徴と生体に及ぼす影響

について説明できる。

(3） 赤外線の種類を挙げ、その特徴と生体に及ぼす影

響について説明できる。

C12-(1)-⑤-1,2,3,4,5,6  C12-(1)-⑥-1,2,3

第13回（糟谷）　環境衛生・毒性学に関する話題(1)

環境や毒性に関する最近の話題について紹介、解説でき

る

第14回（糟谷）　環境衛生・毒性学に関する話題(2)

環境や毒性に関する最近の話題について紹介、解説でき

る

第15回（糟谷）　環境衛生・毒性学に関する話題3)

環境や毒性に関する最近の話題について紹介、解説でき
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る

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

社会薬学複合科目Ⅰ [13～14]

糟谷　史代、中川　公恵

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業は対面講義とする。（ただし、状況によりオンデマ

ンド講義とする場合がある。）

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、薬

学複合科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す　８　項目のうち、2　と

　6 を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬学複合科目群は、「薬学教育モデルコアカリキュラム

」に沿って４年次までの講義で習得した薬学的な基礎お

よび専門知識と、５年次の病院・薬局実習を通じて身に

付けた実務経験を統合し、卒業時までに実際に臨床現場

で発生する課題を解決できる能力を身につけるための科

目である。本科目では、臨床の場での環境と安全に関連

する課題を解決するために必要な知識の再整理を行う。

第１回から6回は中川、第7回から１2回は糟谷が担当す

る。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C12-(1)-①-1,2,3【化学物質の代謝・代謝的活性化】

(1) 代表的な有害化学物質の吸収、分布、代謝、排泄の

基本的なプロセスについて説明できる

（2） 第一相反応が関わる代謝、代謝活性化について概

説できる。

(3)  第二相反応が関わる代謝、代謝的活性化について

概説できる。

C12-(1)-②-1,2,3,4【化学物質による発がん】

(1）発がん性物質などの代謝的活性化の機構を列挙し、

その反応機構を説明できる。

(2） 変異原性試験（Ames 試験など）の原理を説明でき

る。

(３）発がんのイニシエーションとプロモーションにつ

いて概説できる。

(４）代表的ながん遺伝子とがん抑制遺伝子を挙げ、そ

れらの異常とがん化との関連を説明できる。

 C12-(1)-③-1,2,3,4,5,6,7,8【化学物質の毒性】

(1)  化学物質の毒性を評価するための主な試験法を列

挙し、概説できる。

(2) 肝臓、腎臓、神経などの特異的に毒性を示す化学物

質を列挙できる。

 (3) 重金属、農薬、PCB、ダイオキシンなどの代表的な

有害化学物質の急性毒性、慢性毒性の特徴について説明

できる。

(4) 重金属や活性酸素による障害を防ぐための生体防御

因子について具体例を挙げて説明できる

(５）毒性試験の結果を評価するのに必要な量-反応関係、

閾値、無毒性量（NOAEL）などについて概説できる。

(６）化学物質の安全摂取量（1 日許容摂取量など）に

ついて説明できる。

(７）有害化学物質による人体影響を防ぐための法的規

制（化審法など）を説明できる。

(８）環境ホルモン（内分泌かく乱化学物質）が人の健

康に及ぼす影響を説明し、その予防策を提案する。

C12-(1)-④-1,2 【化学物質による中毒と処置】

(1) 代表的な中毒原因物質の解毒処置法を説明できる。

(２）化学物質の中毒量、作用器官、中毒症状、救急処

置法、解毒法を検索することができる。（技能）

C12-(1)-⑤-1,2,3,4,5,6【電離放射線の生体への影響】

(１） 人に影響を与える電離放射線の種類を列挙できる。

(２） 電離放射線被曝における線量と生体損傷の関係を

体外被曝と体内被曝に分けて説明できる。

(３） 電離放射線および放射性核種の標的臓器・組織を

挙げ、その感受性の差異を説明できる。

(4） 電離放射線の生体影響に変化を及ぼす因子（酸素

効果など）について説明できる。

(5）電離放射線を防御する方法について概説できる。

(6） 電離放射線の医療への応用について概説できる。

C12-(1)-⑥-1,2,3【非電離放射線の生体への影響】

(1) 非電離放射線の種類を列挙できる。

(2) 紫外線の種類を挙げ、その特徴と生体に及ぼす影響

について説明できる。

(3） 赤外線の種類を挙げ、その特徴と生体に及ぼす影

響について説明できる。

C12-(2)-①-1,2,3,4,5,6,7【地球環境と生態系】

①地球環境の成り立ちについて概説できる。

②生態系の構成員を列挙し、その特徴と相互関係を説明

できる。

③ヒトの健康と環境の関係を、ヒトが生態系の一員であ

ることを踏まえて討議する。

④地球規模の環境問題の成因、ヒトに与える影響につい

て説明できる。

⑤食物連鎖を介した化学物質の生物濃縮について、具体

例をあげて説明できる。

⑥化学物質の環境内動態と人の健康への影響について、

例をあげて説明できる。

C12-(2)-②-1,2,3,4,5,6,7,8【水環境】

①原水の種類をあげ、特徴を説明できる。
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②水の浄化法について説明できる。

③水の塩素処理の原理と問題点について説明できる。

④水道水の水質基準のおもな項目を列挙し、測定できる。

⑤下水処理および排水処理のおもな方法について説明で

きる。

⑥水質汚濁のおもな指標を水域ごとに列挙し、その意味

を説明できる。

⑦DO、BOD、CODを測定できる。

⑧富栄養化の原因とそれによってもたらされる問題点を

あげ、対策を説明できる。

C12-(2)-③-1,2,3,4 【大気環境】

1)空気の成分を説明できる。

2)おもな大気汚染物質を列挙し、その推移と発生源につ

いて説明できる。

3)おもな大気汚染物質の濃度を測定し、健康影響につい

て説明できる。

4)大気汚染に影響する気象要因（逆転層など）を概説で

きる。

C12-(2)-④-1,2,3,4【室内環境】

①室内環境を評価するための代表的な指標を列挙し、測

定できる。

②室内環境と健康との関係について説明できる。

③室内環境の保全のために配慮すべき事項について説明

できる。

④シックハウス症候群について概説できる。

C12-(2)-⑤-1,2,3,4,5【廃棄物】

①廃棄物の種類を列挙できる。

②廃棄物処理の問題点を列挙し、その対策を説明できる。

③医療廃棄物を安全に廃棄、処理する。

④マニフェスト制度について説明できる。

⑤PRTR法について概説できる。

C12-(2)-⑥-1,2,3,4

1)典型七公害とその現状、および四大公害について説明

できる。

2)環境基本法の理念を説明できる。

3)大気汚染を防止するための法規制について説明できる。

4)水質汚濁を防止するための法規制を説明できる。

＜授業のキーワード＞

地球環境、生態系、浄水法、水質汚濁、大気汚染、室内

環境、廃棄物、化学物質、代謝、第一相反応、第二相反

応、代謝活性化、解毒、毒性発現機序、中毒、放射線

＜授業の進め方＞

授業計画に従って行う。

第１回～第６回担当 中川

適宜、講義資料を配布する。

 第７回? 第１２回担当 糟谷

適宜、プリントを配布する。

＜履修するにあたって＞

オフィスアワー：糟谷は水曜日（16:00?18:00）、中川

（月曜日? 金曜日16:00?18:00）

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、当日の講義範囲を確認しておくこと（

目安として0.5時間）。

事後学習として、教科書、参考書などで復習しておくこ

と（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

適宜指示する

＜成績評価方法・基準＞

中川：　講義中またはオンデマンド配信による小テスト

により評価する。

糟谷：オンデマンド配信による小テストにより評価する。

評価の割合は、糟谷（５０％）と中川（５０％）で、総

合的に評価する。

＜授業計画＞

第1回(中川)　地球環境

C12環境(2)生活環境と健康【地球環境と生態系】①地球

環境の成り立ちについて概説できる。

②生態系の構成員を列挙し、その特徴と相互関係を説明

できる。

③ヒトの健康と環境の関係を、ヒトが生態系の一員であ

ることを踏まえて討議する。

④地球規模の環境問題の成因、ヒトに与える影響につい

て説明できる。

⑤食物連鎖を介した化学物質の生物濃縮について、具体

例をあげて説明できる。

⑥化学物質の環境内動態と人の健康への影響について、

例をあげて説明できる。 C12-(2)-①-1,2,3,4,5,6

第2回(中川)　水の衛生(上水)

C12環境(2)生活環境と健康【水環境】①原水の種類をあ

げ、特徴を説明できる。

②水の浄化法について説明できる。

③水の塩素処理の原理と問題点について説明できる。

④水道水の水質基準のおもな項目を列挙し、測定できる。

C12-(2)-②-1,2,3,4

第3回(中川)　水の衛生(環境水・下水上水)

C12環境(2)生活環境と健康【水環境】⑤下水処理および

排水処理のおもな方法について説明できる。

⑥水質汚濁のおもな指標を水域ごとに列挙し、その意味

を説明できる。

⑦DO、BOD、CODを測定できる。

⑧富栄養化の原因とそれによってもたらされる問題点を

あげ、対策を説明できる。C12-(2)-②-5,6,7,8　C12-(2

)-⑥-1,2,4

第4回(中川)　室内空気

室内空気の衛生確保および環境指標についてSBOsに基づ

き説明できる。C12環境(2)生活環境と健康【室内環境】

①室内環境を評価するための代表的な指標を列挙し、測

定できる。
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②室内環境と健康との関係について説明できる。

③室内環境の保全のために配慮すべき事項について説明

できる。

④シックハウス症候群について概説できる。C12-(2)-④

-1,2,3,4

第5回(中川)　大気環境

大気の成分を列挙し、各成分の生体影響について説明で

きる。C12環境(2)生活環境と健康【大気環境】⑯空気の

成分を説明できる。

⑰おもな大気汚染物質を列挙し、その推移と発生源につ

いて説明できる。

⑱おもな大気汚染物質の濃度を測定し、健康影響につい

て説明できる。

⑲大気汚染に影響する気象要因（逆転層など）を概説で

きる。C12-(2)-③-1,2,3,4

第6回(中川)　廃棄物処理とその課題

廃棄物の種類とその適正処理法を説明できる。我が国の

廃棄物の現状とその課題について説明できる。C12環境(

2)生活環境と健康【廃棄物①廃棄物の種類を列挙できる。

②廃棄物処理の問題点を列挙し、その対策を説明できる。

③医療廃棄物を安全に廃棄、処理する。

④マニフェスト制度について説明できる。

⑤PRTR法について概説できる。C12-(2)-⑤-1,2,3,4,5 C

12-(2)-⑥-1,2

第7回（糟谷）　化学物質の体内動態

化学物質の代謝・代謝的活性化(1)

C12 環境

1 【化学物質の代謝・代謝的活性化】

(1) 代表的な有害化学物質の吸収、分布、代謝、排泄の

基本的なプロセスについて説明できる

（2） 第一相反応が関わる代謝、代謝活性化について概

説できる。

C12-(1)-①-1,2

第8回（糟谷）　化学物質の代謝・代謝的活性化(2)

1 【化学物質の代謝・代謝的活性化】

(3)  第二相反応が関わる代謝、代謝的活性化について

概説できる。

2  【化学物質による発がん】

(1）発がん性物質などの代謝的活性化の機構を列挙し、

その反応機構を説明できる。

C12-(1)-①-3

C12-(1)-②-1,3,4

第9回（糟谷）　化学物質による発がん

化学物質による毒性(1)

2  【化学物質による発がん】

(３）発がんのイニシエーションとプロモーションにつ

いて概説できる。

(４）代表的ながん遺伝子とがん抑制遺伝子を挙げ、そ

れらの異常とがん化との関連を説明できる。

3  【化学物質の毒性】

(1) 化学物質の毒性評価法として、一般毒性試験、特殊

毒性試験、遺伝毒性試験、変異原性試験（Ames 試験）

等を挙げて、それらの主な試験法を説明できる。

(2) 化学物質の毒性と臓器特異性について、代表的な化

学物質を列挙できる。

C12-(1)-②-1,2,3,4

C12-(1)-③-1

第10回（糟谷）　化学物質の毒性(2)

3  【化学物質の毒性】

 (3) 重金属、農薬、PCB、ダイオキシンなどの代表的な

有害化学物質の急性毒性、慢性毒性の特徴について説明

できる。

(4) 重金属や活性酸素による障害を防ぐための生体防御

因子について具体例を挙げて説明できる

(５）毒性試験の結果を評価するのに必要な量-反応関係、

閾値、無毒性量（NOAEL）などについて概説できる。

(６）化学物質の安全摂取量（1 日許容摂取量など）に

ついて説明できる。

C12-(1)-③-1,2,3,4,5,6

第11回（糟谷）　化学物質の安全性評価と規制

化学物質による中毒と処置

3  【化学物質の毒性】

(７）有害化学物質による人体影響を防ぐための法的規

制（化審法など）を説明できる。

(８）環境ホルモン（内分泌かく乱化学物質）が人の健

康に及ぼす影響を説明し、その予防策を提案する。

4  【化学物質による中毒と処置】

(1) 代表的な中毒原因物質の解毒処置法を説明できる。

(２）化学物質の中毒量、作用器官、中毒症状、救急処

置法、解毒法を検索することができる。（技能）

C12-(1)-③-7,8

C12-(1)-④-1,2

第12回（糟谷）　放射線の生体への影響

5  【電離放射線の生体への影響】

(１） 人に影響を与える電離放射線の種類を列挙できる。

(２） 電離放射線被曝における線量と生体損傷の関係を

体外被曝と体内被曝に分けて説明できる。

(３） 電離放射線および放射性核種の標的臓器・組織を

挙げ、その感受性の差異を説明できる。

(4） 電離放射線の生体影響に変化を及ぼす因子（酸素

効果など）について説明できる。

(5）電離放射線を防御する方法について概説できる。

(6） 電離放射線の医療への応用について概説できる。

6  【非電離放射線の生体への影響】

(1) 非電離放射線の種類を列挙できる。

(2) 紫外線の種類を挙げ、その特徴と生体に及ぼす影響
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について説明できる。

(3） 赤外線の種類を挙げ、その特徴と生体に及ぼす影

響について説明できる。

C12-(1)-⑤-1,2,3,4,5,6  C12-(1)-⑥-1,2,3

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

社会薬学複合科目Ⅰ [15～18]

糟谷　史代、中川　公恵

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業は対面講義とする。（ただし、状況によりオンデマ

ンド講義とする場合がある。）

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、薬

学複合科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す　８　項目のうち、2　と

　6 を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬学複合科目群は、「薬学教育モデルコアカリキュラム

」に沿って４年次までの講義で習得した薬学的な基礎お

よび専門知識と、５年次の病院・薬局実習を通じて身に

付けた実務経験を統合し、卒業時までに実際に臨床現場

で発生する課題を解決できる能力を身につけるための科

目である。本科目では、臨床の場での環境と安全に関連

する課題を解決するために必要な知識の再整理を行う。

第１回から6回は中川、第7回から１2回は糟谷が担当す

る。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

(1) 化学物質・放射線の生体への影響

【化学物質の毒性】

D2-(1)-①-1 代表的な有害化学物質の吸収、分布、代謝、

排泄の基本的なプロセスについて説明できる。

D2-(1)-①-2 肝臓、腎臓、神経などに特異的に毒性を示

す代表的な化学物質を列挙できる。

D2-(1)-①-3 重金属、PCB、ダイオキシンなどの代表的

な有害化学物質や農薬の急性毒性、慢性毒性の特徴につ

いて説明できる。

D2-(1)-①-4 重金属や活性酸素による障害を防ぐための

生体防御因子について具体例を挙げて説明できる。

D2-(1)-①-5 薬物の乱用による健康への影響について説

明し、討議する。（知識・態度）

D2-(1)-①-6 代表的な中毒原因物質の解毒処置法を説明

できる。

D2-(1)-①-7 代表的な中毒原因物質（乱用薬物を含む）

の試験法を列挙し、概説できる。

【化学物質の安全性評価と適正使用】

D2-(1)-②-1 個々の化学物質の使用目的に鑑み、適正使

用とリスクコミュニケーションについて討議する。

D2-(1)-②-2 化学物質の毒性を評価するための主な試験

法を列挙し、概説できる。

D2-(1)-②-3 毒性試験の結果を評価するのに必要な量-

反応関係、閾値、無毒性量（NOAEL）などについて概説

できる。

D2-(1)-②-4 化学物質の安全摂取量（1日許容摂取量な

ど）について説明できる。

D2-(1)-②-5 有害化学物質による人体影響を防ぐための

法的規制（化審法、化管法など）を説明できる。

【化学物質による発がん】

D2-(1)-③-1 発がん性物質などの代謝的活性化の機構を

列挙し、その反応機構を説明できる。

D2-(1)-③-2 遺伝毒性試験（Ames試験など）の原理を説

明できる。

D2-(1)-③-3 発がんに至る過程（イニシエーション、プ

ロモーションなど）について概説できる。

【放射線の生体への影響】

D2-(1)-④-1 電離放射線を列挙し、生体への影響を説明

できる。

D2-(1)-④-2 代表的な放射性核種（天然、人工）と生体

との相互作用を説明できる。

D2-(1)-④-3 電離放射線を防御する方法について概説で

きる。

D2-(1)-④-4 非電離放射線（紫外線、赤外線など）を列

挙し、生体への影響を説明できる。

D2-(2)-①-1,2,3,4,5【地球環境と生態系】

①地球規模の環境問題の成因、ヒトに与える影響につい

て説明できる。

②生態系の構成員を列挙し、その特徴と相互関係を説明

できる。

③化学物質の環境内動態(生物濃縮など)について、例を

あげて説明できる。

④地球環境の保全に関する国際的な取り組みについて説

明できる。

⑤人が生態系の一員であることを踏まえて環境問題を討

議する。(態度)

D2-(2)-②-1,2,3【環境保全と法的規制】

1)典型七公害とその現状、および四大公害について説明

できる。

2)環境基本法の理念を説明できる。3)環境汚染(大気汚

染、水質汚濁、土壌汚染など)を防止するための法規制

について説明できる。

D2-(2)-③-1,2,3,4,5,6【水環境】
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①原水の種類をあげ、特徴を説明できる。

②水の浄化法、塩素処理について説明できる。

③水道水の水質基準のおもな項目を列挙し、測定できる。

④下水処理および排水処理のおもな方法について説明で

きる。

⑤水質汚濁のおもな指標を列挙し、測定できる。

⑥富栄養化の原因とそれによってもたらされる問題点を

あげ、対策を説明できる。

 D2-(2)-④-1,2,3 【大気環境】

1)おもな大気汚染物質を列挙し、その推移と発生源、健

康影響について説明できる。

2)おもな大気汚染物質を測定できる。

3)大気汚染に影響する気象要因（逆転層など）を概説で

きる。

D2-(2)-⑤-1,2【室内環境】

①室内環境を評価するための代表的な指標を列挙し、測

定できる。

②室内環境と健康との関係について説明できる。

D2-(2)-⑥-1,2,3【廃棄物】

①廃棄物の種類と処理方法を列挙できる。

②廃棄物処理の問題点を列挙し、その対策を説明できる。

③マニフェスト制度について説明できる。

＜授業のキーワード＞

地球環境、生態系、浄水法、水質汚濁、大気汚染、室内

環境、廃棄物、化学物質、代謝、第一相反応、第二相反

応、代謝活性化、解毒、毒性発現機序、中毒、放射線

＜授業の進め方＞

授業計画に従って行う。

第１回～第６回担当 中川

適宜、講義資料を配布する。

 第７回? 第１２回担当 糟谷

適宜、プリントを配布する。

＜履修するにあたって＞

オフィスアワー：糟谷は水曜日（16:00?18:00）、中川

（月曜日? 金曜日16:00?18:00）

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、当日の講義範囲を確認しておくこと（

目安として0.5時間）。

事後学習として、教科書、参考書などで復習しておくこ

と（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

適宜指示する

＜成績評価方法・基準＞

中川：講義中またはオンデマンド配信による小テストに

より評価する。

糟谷：オンデマンド配信による小テストにより評価する。

評価の割合は、糟谷（５０％）と中川（５０％）で、総

合的に評価する。

＜授業計画＞

第1回(中川)　地球環境

①地球規模の環境問題の成因、ヒトに与える影響につい

て説明できる。

                                     ②生態系の構

成員を列挙し、その特徴と相互関係を説明できる。

③化学物質の環境内動態(生物濃縮など)について、例を

あげて説明できる。

④地球環境の保全に関する国際的な取り組みについて説

明できる。

⑤人が生態系の一員であることを踏まえて環境問題を討

議する。(態度)

D2-(2)-②-1,2,3【環境保全と法的規制】　1)典型七公

害とその現状、および四大公害について説明できる。2)

環境基本法の理念を説明できる。3)環境汚染(大気汚染、

水質汚濁、土壌汚染など)を防止するための法規制につ

いて説明できる。

D2-(2)-①-1,2,3,4,5

第2回(中川)　水の衛生(上水)

①原水の種類をあげ、特徴を説明できる。

②水の浄化法、塩素処理について説明できる。

③水道水の水質基準のおもな項目を列挙し、測定できる。

D2-(2)-③-1,2,3

第3回(中川)　水の衛生(環境水・下水上水)

④下水処理および排水処理のおもな方法について説明で

きる。

⑤水質汚濁のおもな指標を列挙し、測定できる。

⑥富栄養化の原因とそれによってもたらされる問題点を

あげ、対策を説明できる。

D2-(2)-③-,4,5,6

第4回(中川)　室内空気

①室内環境を評価するための代表的な指標を列挙し、測

定できる。

②室内環境と健康との関係について説明できる。

D2-(2)-⑤-1,2

第5回(中川)　大気環境

1)おもな大気汚染物質を列挙し、その推移と発生源、健

康影響について説明できる。

2)おもな大気汚染物質を測定できる。

3)大気汚染に影響する気象要因（逆転層など）を概説で

きる。

 D2-(2)-④-1,2,3

第6回(中川)　廃棄物処理とその課題

①廃棄物の種類と処理方法を列挙できる。

②廃棄物処理の問題点を列挙し、その対策を説明できる。

③マニフェスト制度について説明できる。

D2-(2)-⑥-1,2,3

第7回(糟谷）　化学物質の体内動態
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化学物質の代謝・代謝的活性化(1)

【①化学物質の毒性】

１) 代表的な有害化学物質の吸収、分布、代謝、排泄の

基本的なプロセスについて説明できる。

【④代謝】

１）代表的な薬物代謝酵素を列挙し、その代謝反応が起

こる組織ならびに細胞内小器官、反応様式について説明

できる。

2) 第一相反応による代謝として、シトクロムP450及び

その他酵素による酸化、還元反応、エステラーゼ等によ

る加水分解反応について説明できる。

3) 酸化還元反応による代謝的活性化について説明でき

る。

D2-(1)-①-1

D2-(1)-③-1

E4-(1)-④-2�

第8回（糟谷）　化学物質の代謝・代謝的活性化(2)

【①化学物質の毒性】

１）薬物代謝の第二相反応（抱合）について説明できる。

２）薬物の胆汁中排泄と腸肝循環について説明できる。

３) 第二相反応によって形成される抱合体を活性本体と

する代謝的活性化について説明できる。

D2-(1)-①-1

D2-(1)-③-1

E4-(1)-④-2�

E4-(1)-⑤-4�

第9回（糟谷）　化学物質による発がん

【③化学物質による発がん】

１）発がん性物質などの代謝的活性化の機構を列挙し、

その反応機構を説明できる。

２）遺伝毒性試験（Ames試験など）の原理を説明できる。

３）発がんに至る過程（イニシエーション、プロモーシ

ョンなど）について概説できる。

D2-(1)-③-1

D2-(1)-③-2

D2-(1)-③-3

第10回（糟谷）　化学物質の毒性

【①化学物質の毒性】

1）肝臓、腎臓、神経などに特異的に毒性を示す代表的

な化学物質を列挙できる。

2） ヒトの健康に関わる有害な化学物質である一酸化炭

素、青酸、硫化水素、農薬（有機リン系、有機塩素系）

等の急性毒性、慢性毒性の特徴を説明できる。

3) それぞれの毒性発現機序を説明できる。

D2-(1)-①-2

D2-(1)-①-3

第11回（糟谷）　化学物質の安全性評価と規制

化学物質による中毒と処置

【②化学物質の安全性評価と適正使用】

1) 個々の化学物質の使用目的に鑑み、適正使用とリス

クコミュニケーションについて説明できる。

2) 化学物質の毒性評価法として、一般毒性試験、特殊

毒性試験、遺伝毒性試験）等を挙げて、それらの主な試

験法を説明できる。

3) 毒性試験の結果を評価するのに必要な量-反応関係、

閾値、無毒性量（NOAEL）などについて説明できる。

4) 化学物質の安全摂取量（ADI、VSDなど）について説

明できる。

5) 化学物質の規制に関する法律（化審法、化管法）を

説明できる。

D2-(1)-②-1

D2-(1)-②-2

D2-(1)-②-3

D2-(1)-②-4

D2-(1)-②-5

第12回（糟谷）　放射線の生体への影響

【④放射線の生体への影響】

1) 電離放射線（α線、β線、γ線、エックス線、中性

子線）のそれぞれの特徴と、それらの生体に及ぼす影響

について説明できる。

2) 代表的な放射性核種と生体との相互作用及び組織・

臓器の感受性を説明できる。

3) 電離放射線の被爆評価法と防御する方法について説

明できる。

4) 非電離放射線（電波、可視光線、赤外線、紫外線）

のそれぞれの特徴と、　それらの生体に及ぼす影響につ

いて説明できる。

D2-(1)-④-1

D2-(1)-④-2

D2-(1)-④-3

D2-(1)-④-4

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

社会薬学複合科目Ⅱ

糟谷　史代、辰見　明俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業は対面講義とする。（ただし、状況によりオンデマ

ンド講義の場合もある。）

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、薬

学複合科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、1及び７を

目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}
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薬剤師は医療、創薬、医薬品供給等に携わる職業で、医

療人としての使命感を持ち、責任を持って医療に参画す

るとともに、患者の権利、立場も考慮することが不可欠

である。人々の命を預かる薬剤師として、薬剤師法、医

薬品医療機器等法などの薬事関係法規、並びに社会保障、

医療保険などの制度に関する基本的知識を学び、それら

を遵守する態度を身につけることを目的とする。

＜到達目標＞

薬剤師と医薬品等に係る法規範や医薬品等の品質、有効

性及び安全性の確保に係る法規範と、社会保障制度と医

療経済などについての知識を深め、医療社会で活用でき

ることを目指す。

以下の各SBOsを到達目標とする。

C18-(2)-①-1　日本における社会保障制度の仕組みを説

明できる。

C18-(2)-②-2　医療保険の仕組みを説明できる。

C18-(2)-②-3　医療保険の種類を列挙できる。

C18-(2)-①-3　介護保険制度の仕組みを概説できる。

C18-(2)-①-4　高齢者医療保険制度の仕組みを説明でき

る。

C18-(2)-③-１　国民医療費の動向を説明できる。

C18-(2)-③-4　医療費の内訳を概説できる。

C18-(2)-③-5　薬物治療の経済評価手法を概説できる。

C18-(3)-①-1　地域薬局の役割を列挙できる。

C18-(3)-①-2　在宅医療および居宅介護における薬局と

薬剤師の役割を説明できる。

C18-(3)-①-3　学校薬剤師の役割を説明できる。

C18-(3)-②-1　医薬分業の仕組みと意義を説明できる。

C18-(3)-②-2　医薬分業の現状を概説し、将来像を展望

する。

C18-(3)-②-3　かかりつけ薬局の意義を説明できる。

C18-(3)-③-1　保険薬剤師療養担当規則および保険医療

療養担当規則を概説できる。

C18-(3)-③-2　薬局の形態および業務運営ガイドライン

を概説できる。

C18-(3)-③-3　医薬品の流通の仕組みを概説できる。

C17-(1)-⑤-2　医薬品の品質管理の意義と、薬剤師の役

割に潰え説明できる。

C17-(4)-⑥-1　GLP、GMP、GCP、GPMSPの概略と意義につ

いて説明できる。

C17-(1)-④-1　臨床試験の目的と実施概要を説明できる。

C17-(1)-④-2　医薬品の販売承認申請から、承認までの

プロセスを説明できる。

C17-(1)-④-3　市販後調査の制度とその意義について説

明できる。

C17-(4)-①-1　治験に関してヘルシンキ宣言が意図する

ところを説明できる。

C17-(4)-①-2　医薬品創製における治験の役割を説明で

きる。

C17-(4)-①-3　治験（第Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ相）の内容を説明で

きる。

C17-(4)-①-4　公正な治験の推進を確保するための制度

を説明できる。

C17-(4)-①-5　治験における被験者の人格の保護と安全

性の確保、および福祉の重要性について

C17-(4)-①-6　治験業務に携わる各組織の役割と責任を

概説できる。

C17-(4)-②-1　治験における薬剤師の役割を説明できる。

C17-(4)-②-2　治験コーディネーターの業務と責任を説

明できる。

C17-(4)-②-3　治験に際し、被験者に説明すべき項目を

列挙できる。

C17-(4)-②-4　インフォームドコンセントと治験情報に

関する守秘義務の重要性について

上記のSBOｓに関する知識を実践応用ができるまで完璧

に習得する。

以下の各SBOsを到達目標とする。（糟谷担当分）

C18-(1)-①-1  薬剤師の医療の担い手としての倫理的責

任を自覚する。

C18-(1)-①-2  医療過誤、リスクマネージメントにおけ

る薬剤師の責任と義務を果たす。

C18-(1)-②-1  薬剤師に関連する法令の構成を説明でき

る。

C18-(1)-②-2  薬事法の重要な項目を列挙し、その内容

を説明できる。

C18-(1)-②-3  薬剤師法の重要な項目を列挙し、その内

容を説明できる。

C18-(1)-②-4  薬剤師に関わる医療法の内容を説明でき

る。

C18-(1)-②-5  医師法、歯科医師法、保健師助産師看護

師法などの関連法規と薬剤師の関

                  わりを説明できる。

C18-(1)-②-6  医薬品による副作用が生じた場合の被害

救済について、その制度と内容を概説できる。

C18-(1)-②-7  製造物責任法を概説できる。

C18-(1)-③-1  麻薬及び向精神薬取締法を概説し、規制

される代表的な医薬品を列挙できる。

C18-(1)-③-2  覚せい剤取締法を概説し、規制される代

表的な医薬品を列挙できる。

C18-(1)-③-3  大麻取締法およびあへん法を概説できる。

C18-(1)-③-4  毒物及び劇物取締法を概説できる。

C18-(1)-④-1  放射性医薬品の管理、取扱いに関する基

準（放射性医薬品基準など）および制度について概説で

きる。

C18-(1)-④-2  代表的な放射性医薬品を列挙し、その品

質管理に関する試験法を概説できる。

B-(1)-②-4 　　医薬品の創製における薬剤師の役割に

ついて概説できる。
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B-(1)-③-5 　　一般用医薬品と医療用医薬品の違いを

概説できる。

B-(1)-④-2 　  麻薬、大麻、覚せい剤などを乱用する

ことによる健康への影響を概説できる。

B-(1)-④-3 　　薬害について具体例を挙げ、その背景

を概説できる。

D-(4)-②-3     毒薬・劇薬の管理および取扱いについ

て説明できる。

D-(4)-②-4　    麻薬、向精神薬などの管理と取扱い（

投薬、廃棄など）について説明できる。

D-(4)-②-7      代表的な生物製剤の種類と適応を説明

できる。

D-(4)-②-8      生物製剤の管理と取扱い（投薬、廃棄

など）について説明できる。

薬剤師として資格を持つ以上、薬剤師にかかわる多くの

法律を遵守するために、法律の基礎的知識を身につける

ことを目標とする。（糟谷）

＜授業のキーワード＞

薬剤師に関わる法令、医薬品の開発までのプロセス、社

会保障制度、国民医療費の動向、医薬品開発規範、治験

＜授業の進め方＞

第1回? 第8回は　辰見が担当する。

第9回? 第15回は糟谷が担当する。適宜プリントを配布

し、講義を進める。

＜履修するにあたって＞

授業計画に従って15回の講義を行う。

1)　オフィスアワー：糟谷、水曜日（15:00-18:00）

＜授業時間外に必要な学修＞

講義前の学習は、当日講義する内容について心構えをし

てください。講義後の学習については、理解できないこ

と、納得できないことは、まず参考書等で調べてみるこ

とが必要です。それでも無理なら担当者に尋ねて下さい。

（約1時間程度）

＜提出課題など＞

講義中に適宣指示する場合もある。

＜成績評価方法・基準＞

オンデマンド配信による小テストにより評価する。

評価の割合は、糟谷（50%)と 辰見（50%)とする。

＜テキスト＞

自作プリント(糟谷）

＜参考図書＞

薬事法規・制度マニュアル(南山堂)、薬学と社会(評言

社）、薬学と社会(東京化学同人)、薬事衛生六法(薬事

日報社)、厚生労働白書(厚労省編）、大久保一徳著「薬

と社会と法」、法規・制度・倫理(薬学ゼミナール編）、

など

＜授業計画＞

第1回　社会保障制度

日本における社会保障制度の仕組み、社会保障制度の中

での医療保障制度の役割、介護保険制度の仕組み、高齢

者医療制度の仕組みについて説明できる。

C18-(2)-①-1

C18-(2)-①-2

C18-(2)-②-1

C18-(2)-②-2

C18-(2)-②-3

第2回　医療保険制度

医療保険の成り立ちと現状、医療保険の仕組み、医療保

険の種類を列挙、国民の福祉健康における医療保険の貢

献と問題点について、保険薬剤師療養担当規則及び保険

医療療養担当規則、調剤報酬および調剤報酬明細書(レ

セプト)、保険医療と薬価制度、診療報酬と薬価基準に

ついて、新規医薬品の価格を決定する要因について説明

できる。

C18-(2)-②-1

C18-(2)-②-2

C18-(2)-②-3

C18-(2)-③-2

C18-(2)-③-3

第3回　薬剤経済・医療統計

国民医療費の動向、医療費の内訳、ジェネリック医薬品

の役割について、薬物治療の経済評価手法について説明

できる。

C18-(2)-③-１

C18-(2)-③-2

C18-(2)-③-3

C18-(2)-③-4

C18-(2)-③-5

第4回　地域薬局

地域薬局・薬剤師、地域薬局の役割、在宅医療及び居宅

介護における薬局と薬剤師の役割、学校薬剤師の役割、

地域住民のセルフメディケーションのために薬剤師が果

たす役割、薬局の形態および業務運営ガイドラインにつ

いて説明できる。

C18-(3)-③-2

C18-(3)-④-1

C18-(3)-②-3

C18-(3)-①-1

C18-(3)-③-2

第5回　医薬分業

地域における薬局と薬剤師　１.地域における薬局の機

能と業務について説明できる。かかりつけ薬局・薬剤師

による薬学的管理の意義について。

C18-(3)-②-1

C18-(3)-①-1

C18-(3)-②-2

C18-(3)-②-3

第6回　医薬品の流通

医薬品と医療の経済性ならびに医薬品の市場の特殊性、

特徴と流通の仕組みについて説明できる。
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C18-(3)-③-3

C18-(2)-③-5

第7回　医薬品開発

医薬品開発のコンセプト、医薬品開発を計画する際に考

慮すべき因子、希少疾病に対する医薬品開発の重要性に

ついて、非臨床試験の目的と実施概要、臨床試験の目的

と実施概要、治験に関してヘルシンキ宣言が意図すると

ころ治験(Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ相試験)の内容を説明できる。

C17-(1)-①-1

C17-(1)-①-2

C17-(1)-②-4

C17-(1)-⑤-2

C17-(4)-⑥-1

C17-(1)-④-1

C17-(1)-④-2

C17-(1)-④-3

C17-(1)-④-4

C17-(4)-①-1

第8回　医薬品開発

承認後の制度、製造販売後の調査(市販後調査)とその意

義について、特許、医薬品の創製における知的財産権に

ついて、規範(GLP, GMP, GCP, GPSP）の概略と意義につ

いて説明できる。

C17-(1)-⑤-2

C17-(4)-⑥-1

C17-(1)-②-3

第9回　薬剤師の医療の担い手としての倫理的責任

医療法

医師法、歯科医師法、保健師助産師看護師法

1) 医療過誤、リスクマネジメントにおける薬剤師の責

任と義務、.薬剤師に関連する倫理規範について説明で

きる。

2) 個人情報保護法等について説明できる。

3) 医療の理念と医療の担い手の責務に関する医療法の

規定について説明できる。

4) 薬剤師にかかわる医療法及び医師法、歯科医師法、

保健師助産師看護師等について説明できる。

C18-(1)-②-1

C18-(1)-②-2

C18-(1)-②-3

C18-(1)-②-4

C18-(1)-②-5

第10回　医薬品医療機器等法

1) 法令の構成、憲法と薬事関連法規との関連について

説明できる。

2) 医薬品（薬局医薬品、要指導医薬品、一般用医薬品

）、医薬部外品、化粧品、医療機器、再生医療等製品等

の定義について説明できる。

3) 薬局開設の許可等について説明できる。

4) 医薬品の開発から承認までのプロセスと法規範につ

いて説明できる。

5) 医薬品等の製造販売業及び製造業の許可、製造販売

の承認や認証、GCP、GMP、GVP、GQPについて説明できる。

C18-(1)-②-2

C18-(1)-②-7

B-(1)-②-4

B-(1)-③-5

第11回　医薬品医療機器等法

1) 医薬品、再生医療等製品などの再審査、再評価、使

用成績評価等を説明できる。

2) 薬局、 医薬品等の販売業、医薬品等の取扱い、容器

への表示、広告規制等について説明できる。

3) 医薬品等の副作用・感染症についての報告、副作用

等の情報の提供と収集協力等について説明できる。

4) 監督権（立入検査、廃棄回収等の命令、検査命令、

改善命令、承認の取り消し等）の主な事項について説明

できる。

C18-(1)-②-7

D-(4)-②-3

第12回　独立行政法人医薬品医療機器総合機構法

製造物責任法

1) 副作用及び感染症救済制度について、その内容を説

明できる。

2) 代表的な薬害について説明できる。

3) 生物由来製品の取扱いと血液供給体制にかかる法規

範を説明できる。

4) 製造物に該当するものをあげて、製造物責任法を説

明できる。

C18-(1)-②-6

C18-(1)-②-7

D-(4)-②-7

D-(4)-②-8

第13回　薬剤師法

1) 薬剤師免許に関する事項、薬剤師の届出事項につい

て説明できる。

2) 薬剤師の任務と責任、業務について説明できる。

C18-(1)-②-1

C18-(1)-②-3

C18-(1)-②-4

B-(1)-②-4

第14回　麻薬及び向精神薬取締法

覚醒剤取締法

大麻取締法及びあへん法

1)  麻薬、向精神薬、覚醒剤、覚醒剤原料等の禁止・制
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限、取扱い、業務の届出等について説明できる。規制さ

れる代表的な医薬品を列挙できる。

2)  覚醒剤取締法について説明できる。規制される代表

的な医薬品を列挙できる。

3) 大麻、あへん、指定薬物等の乱用防止規制について

説明できる。

C18-(1)-③-1

C18-(1)-③-2

C18-(1)-③-3

第15回　毒物及び劇物取締法

1) 毒物・劇物の禁止規定、登録、取扱い、届出事項等

を説明できる。

C18-(1)-③-4

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

社会薬学複合科目Ⅱ [13～14]

糟谷　史代、辰見　明俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業はオンライン講義とする。（ただし、状況によりオ

ンデマンド講義の場合もある。）

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、薬

学複合科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、1及び７を

目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬剤師は医療、創薬、医薬品供給等に携わる職業で、医

療人としての使命感を持ち、責任を持って医療に参画す

るとともに、患者の権利、立場も考慮することが不可欠

である。人々の命を預かる薬剤師として、薬剤師法、医

薬品医療機器等法などの薬事関係法規、並びに社会保障、

医療保険などの制度に関する基本的知識を学び、それら

を遵守する態度を身につけることを目的とする。

＜到達目標＞

薬剤師と医薬品等に係る法規範や医薬品等の品質、有効

性及び安全性の確保に係る法規範と、社会保障制度と医

療経済などについての知識を深め、医療社会で活用でき

ることを目指す。

以下の各SBOsを到達目標とする。

C18-(2)-①-1　日本における社会保障制度の仕組みを説

明できる。

C18-(2)-②-2　医療保険の仕組みを説明できる。

C18-(2)-②-3　医療保険の種類を列挙できる。

C18-(2)-①-3　介護保険制度の仕組みを概説できる。

C18-(2)-①-4　高齢者医療保険制度の仕組みを説明でき

る。

C18-(2)-③-１　国民医療費の動向を説明できる。

C18-(2)-③-4　医療費の内訳を概説できる。

C18-(2)-③-5　薬物治療の経済評価手法を概説できる。

C18-(3)-①-1　地域薬局の役割を列挙できる。

C18-(3)-①-2　在宅医療および居宅介護における薬局と

薬剤師の役割を説明できる。

C18-(3)-①-3　学校薬剤師の役割を説明できる。

C18-(3)-②-1　医薬分業の仕組みと意義を説明できる。

C18-(3)-②-2　医薬分業の現状を概説し、将来像を展望

する。

C18-(3)-②-3　かかりつけ薬局の意義を説明できる。

C18-(3)-③-1　保険薬剤師療養担当規則および保険医療

療養担当規則を概説できる。

C18-(3)-③-2　薬局の形態および業務運営ガイドライン

を概説できる。

C18-(3)-③-3　医薬品の流通の仕組みを概説できる。

C17-(1)-⑤-2　医薬品の品質管理の意義と、薬剤師の役

割に潰え説明できる。

C17-(4)-⑥-1　GLP、GMP、GCP、GPMSPの概略と意義につ

いて説明できる。

C17-(1)-④-1　臨床試験の目的と実施概要を説明できる。

C17-(1)-④-2　医薬品の販売承認申請から、承認までの

プロセスを説明できる。

C17-(1)-④-3　市販後調査の制度とその意義について説

明できる。

C17-(4)-①-1　治験に関してヘルシンキ宣言が意図する

ところを説明できる。

C17-(4)-①-2　医薬品創製における治験の役割を説明で

きる。

C17-(4)-①-3　治験（第Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ相）の内容を説明で

きる。

C17-(4)-①-4　公正な治験の推進を確保するための制度

を説明できる。

C17-(4)-①-5　治験における被験者の人格の保護と安全

性の確保、および福祉の重要性について

C17-(4)-①-6　治験業務に携わる各組織の役割と責任を

概説できる。

C17-(4)-②-1　治験における薬剤師の役割を説明できる。

C17-(4)-②-2　治験コーディネーターの業務と責任を説

明できる。

C17-(4)-②-3　治験に際し、被験者に説明すべき項目を

列挙できる。

C17-(4)-②-4　インフォームドコンセントと治験情報に

関する守秘義務の重要性について

上記のSBOｓに関する知識を実践応用ができるまで完璧

に習得する。

以下の各SBOsを到達目標とする。（糟谷担当分）
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C18-(1)-①-1  薬剤師の医療の担い手としての倫理的責

任を自覚する。

C18-(1)-①-2  医療過誤、リスクマネージメントにおけ

る薬剤師の責任と義務を果たす。

C18-(1)-②-1  薬剤師に関連する法令の構成を説明でき

る。

C18-(1)-②-2  薬事法の重要な項目を列挙し、その内容

を説明できる。

C18-(1)-②-3  薬剤師法の重要な項目を列挙し、その内

容を説明できる。

C18-(1)-②-4  薬剤師に関わる医療法の内容を説明でき

る。

C18-(1)-②-5  医師法、歯科医師法、保健師助産師看護

師法などの関連法規と薬剤師の関

                  わりを説明できる。

C18-(1)-②-6  医薬品による副作用が生じた場合の被害

救済について、その制度と内容を概説できる。

C18-(1)-②-7  製造物責任法を概説できる。

C18-(1)-③-1  麻薬及び向精神薬取締法を概説し、規制

される代表的な医薬品を列挙できる。

C18-(1)-③-2  覚せい剤取締法を概説し、規制される代

表的な医薬品を列挙できる。

C18-(1)-③-3  大麻取締法およびあへん法を概説できる。

C18-(1)-③-4  毒物及び劇物取締法を概説できる。

C18-(1)-④-1  放射性医薬品の管理、取扱いに関する基

準（放射性医薬品基準など）および制度について概説で

きる。

C18-(1)-④-2  代表的な放射性医薬品を列挙し、その品

質管理に関する試験法を概説できる。

B-(1)-②-4 　　医薬品の創製における薬剤師の役割に

ついて概説できる。

B-(1)-③-5 　　一般用医薬品と医療用医薬品の違いを

概説できる。

B-(1)-④-2 　  麻薬、大麻、覚せい剤などを乱用する

ことによる健康への影響を概説できる。

B-(1)-④-3 　　薬害について具体例を挙げ、その背景

を概説できる。

D-(4)-②-3     毒薬・劇薬の管理および取扱いについ

て説明できる。

D-(4)-②-4　    麻薬、向精神薬などの管理と取扱い（

投薬、廃棄など）について説明できる。

D-(4)-②-7      代表的な生物製剤の種類と適応を説明

できる。

D-(4)-②-8      生物製剤の管理と取扱い（投薬、廃棄

など）について説明できる。

薬剤師として資格を持つ以上、薬剤師にかかわる多くの

法律を遵守するために、法律の基礎的知識を身につける

ことを目標とする。（糟谷）

＜授業のキーワード＞

薬剤師に関わる法令、医薬品の開発までのプロセス、社

会保障制度、国民医療費の動向、医薬品開発規範、治験

＜授業の進め方＞

第1回? 第６回は辰見が担当する。

第７回? 第1２回は糟谷が担当する。適宜プリントを配

布し、講義を進める。

＜履修するにあたって＞

授業計画に従って1２　回の講義を行う。

1)　オフィスアワー：糟谷、水曜日（15:00-18:00）、

　辰見、金曜日（15:00?18:00）

＜授業時間外に必要な学修＞

講義前の学習は、当日講義する内容について心構えをし

てください。講義後の学習については、理解できないこ

と、納得できないことは、まず参考書等で調べてみるこ

とが必要です。それでも無理なら担当者に尋ねて下さい。

（約1時間程度）

＜提出課題など＞

講義中に適宣指示する場合もある。

＜成績評価方法・基準＞

オンデマンド配信による小テストにより評価する。

評価の割合は、糟谷（50%)と 辰見（50%)とする。

＜テキスト＞

自作プリント(糟谷）、自作プリント(辰見)

＜参考図書＞

薬事法規・制度マニュアル(南山堂)、薬学と社会(評言

社）、薬学と社会(東京化学同人)、薬事衛生六法(薬事

日報社)、厚生労働白書(厚労省編）、大久保一徳著「薬

と社会と法」、法規・制度・倫理(薬学ゼミナール編）、

な

＜授業計画＞

第1回　社会保障制度

日本における社会保障制度の仕組み、社会保障制度の中

での医療保障制度の役割、介護保険制度の仕組み、高齢

者医療制度の仕組みについて説明できる。

C18-(2)-①-1

C18-(2)-①-2

C18-(2)-②-1

C18-(2)-②-2

C18-(2)-②-3

第2回　医療保険制度

医療保険の成り立ちと現状、医療保険の仕組み、医療保

険の種類を列挙、国民の福祉健康における医療保険の貢

献と問題点について、保険薬剤師療養担当規則及び保険

医療療養担当規則、調剤報酬および調剤報酬明細書(レ

セプト)、保険医療と薬価制度、診療報酬と薬価基準に

ついて、新規医薬品の価格を決定する要因について説明

できる。

C18-(2)-②-1

C18-(2)-②-2

C18-(2)-②-3

C18-(2)-③-2
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C18-(2)-③-3

第3回　地域薬局・医薬分業

地域薬局・薬剤師、地域薬局の役割、在宅医療及び居宅

介護における薬局と薬剤師の役割、学校薬剤師の役割、

地域住民のセルフメディケーションのために薬剤師が果

たす役割、薬局の形態および業務運営ガイドラインにつ

いて説明できる。

C18-(3)-③-2

C18-(3)-④-1

C18-(3)-②-3

C18-(3)-②-2

C18-(3)-②-1

第4回　薬剤経済・医療統計、医薬品の流通

国民医療費の動向、医療費の内訳、ジェネリック医薬品

の役割について、薬物治療の経済評価手法について説明

できる。医薬品と医療の経済性ならびに医薬品の市場の

特殊性、特徴と流通の仕組みについて説明できる。

C18-(3)-③-3

C18-(2)-③-１

C18-(2)-③-2

C18-(2)-③-3

C18-(2)-③-4

C18-(2)-③-5

第5回　医薬品開発（1）

医薬品開発のコンセプト、医薬品開発を計画する際に考

慮すべき因子、希少疾病に対する医薬品開発の重要性に

ついて、非臨床試験の目的と実施概要、臨床試験の目的

と実施概要、治験に関してヘルシンキ宣言が意図すると

ころ治験(Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ相試験)の内容を説明できる。

C17?(1)?①?1

C17?(1)?①?2

C17?(1)?②?4

C17?(1)?⑤?2

C17?(4)?⑥?1

C17?(1)?④?1

C17?(1)?④?2

C17?(1)?④?3

C17?(1)?④?4

C17?(4)?①?1

第6回　医薬品開発（2）

承認後の制度、製造販売後の調査(市販後調査)とその意

義について、特許、医薬品の創製における知的財産権に

ついて、規範(GLP, GMP, GCP, GPSP）の概略と意義につ

いて説明できる。

C17-(1)-⑤-2

C17-(4)-⑥-1

C17-(1)-②-3

第7回　薬剤師の医療の担い手としての倫理的責任

薬剤師法

医療法

医師法

歯科医師法

保健師助産師看護師法

1) 医療過誤、リスクマネジメントにおける薬剤師の責

任と義務、.薬剤師に関連する倫理規範について説明で

きる。

2) 個人情報保護法等について説明できる。

3) 薬剤師免許に関する事項、薬剤師の届出事項につい

て説明できる。

4) 薬剤師の任務と責任、業務について説明できる。

5) 医療の理念と医療の担い手の責務に関する医療法の

規定について説明できる。

6) 薬剤師にかかわる医療法及び医師法、歯科医師法、

保健師助産師看護師等について説明できる。

C18-(1)-②-1

C18-(1)-②-2

C18-(1)-②-3

C18-(1)-②-4

C18-(1)-②-5

B-(1)-②-4

第8回　医薬品医療機器等法(1)

1) 法令の構成、憲法と薬事関連法規との関連について

説明できる。

2) 医薬品（薬局医薬品、要指導医薬品、一般用医薬品

）、医薬部外品、化粧品、医療機器、再生医療等製品等

の定義について説明できる。

3) 薬局開設の許可等について説明できる。

4) 医薬品の開発から承認までのプロセスと法規範につ

いて説明できる。

5) 医薬品等の製造販売業及び製造業の許可、製造販売

の承認や認証、GCP、GMP、GVP、GQPについて説明できる。

C18-(1)-②-1

C18-(1)-②-2

C18-(1)-②-7

B-(1)-②-4

B-(1)-③-5

B-(1)-③-5

第9回　医薬品医療機器等法(2)

1) 医薬品、再生医療等製品などの再審査、再評価、使

用成績評価等を説明できる。

2) 薬局、 医薬品等の販売業、医薬品等の取扱い、容器

への表示、広告規制等について説明できる。

3) 医薬品等の副作用・感染症についての報告、副作用

等の情報の提供と収集協力等について説明できる。

4) 監督権（立入検査、廃棄回収等の命令、検査命令、

改善命令、承認の取り消し等）の主な事項について説明

できる。

C18-(1)-②-2
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D-(4)-②-3

D-(4)-②-7

D-(4)-②-8

第10回　独立行政法人医薬品医療機器総合機構法

製造物責任法

1) 副作用及び感染症救済制度について、その内容を説

明できる。

2) 代表的な薬害について説明できる。

3) 生物由来製品の取扱いと血液供給体制にかかる法規

範を説明できる。

4) 製造物に該当するものをあげて、製造物責任法を説

明できる。

C18-(1)-②-2

C18-(1)-②-6

C18-(1)-②-7

B-(1)-④-3

第11回　麻薬及び向精神薬取締法

覚醒剤取締法

大麻取締法及びあへん法

1)  麻薬、向精神薬、覚醒剤、覚醒剤原料等の禁止・制

限、取扱い、業務の届出等について説明できる。規制さ

れる代表的な医薬品を列挙できる。

2)  覚醒剤取締法について説明できる。規制される代表

的な医薬品を列挙できる。

3) 大麻、あへん、指定薬物等の乱用防止規制について

説明できる。

C18-(1)-③-1

C18-(1)-③-2

C18-(1)-③-3

D-(4)-②-4

第12回　毒物及び劇物取締法

1) 毒物・劇物の禁止規定、登録、取扱い、届出事項等

を説明できる。

C18-(1)-③-4

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

社会薬学複合科目Ⅱ [15～18]

糟谷　史代、辰見　明俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業はオンライン講義とする。（ただし、状況によりオ

ンデマンド講義になる場合もある。）

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、薬

学複合科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す　８　項目のうち、1及び

７を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬剤師は医療、創薬、医薬品供給等に携わる職業で、医

療人としての使命感を持ち、責任を持って医療に参画す

るとともに、患者の権利、立場も考慮することが不可欠

である。人々の命を預かる薬剤師として、薬剤師法、医

薬品医療機器等法などの薬事関係法規、並びに社会保障、

医療保険などの制度に関する基本的知識を学び、それら

を遵守する態度を身につけることを目的とする。

＜到達目標＞

薬剤師として資格を持つ以上、薬剤師にかかわる多くの

法律を遵守するために、法律の基礎的知識を身につける

ことを目標とする。以下の各SBOsを到達目標とする。

（２）薬剤師と医薬品等に係る法規範　（糟谷担当）

【①薬剤師の社会的位置づけと責任に係る法規範】

Bー(2)ー①ー1  薬剤師に関わる法令とその構成につい

て説明できる。

Bー(2)ー①ー2  薬剤師免許に関する薬剤師法の規定に

ついて説明できる。

Bー(2)ー①ー3 　薬剤師の任務や業務に関する薬剤師法

の規定とその意義について説明できる。

Bー(2)ー①ー4 　薬剤師以外の医療職種の任務に関する

法令の規定について概説できる。

Bー(2)ー①ー5 　医療の理念と医療の担い手の責務に関

する医療法の規定とその意義について説明できる。

Bー(2)ー①ー6 　医療提供体制に関する医療法の規定と

その意義について説明できる。

Bー(2)ー①ー7   個人情報の取扱いについて概説できる。

Bー(2)ー①ー8 　薬剤師の刑事責任、民事責任（製造物

責任を含む）について概説できる。

【②医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に係る法

規範】

Bー(2)ー②ー1  「医薬品、医療機器等の品質、有効性

及び安全性の確保等に関する法律」の目的及び医薬 品

等（医薬品（薬局医薬品、要指導医薬品、一般用医薬品

）、医薬部外品、化粧品、医療機器、再生医療等 製品

）の定義について説明できる。

Bー(2)ー②ー2   医薬品の開発から承認までのプロセス

と法規範について概説できる。

Bー(2)ー②ー3   治験の意義と仕組みについて概説でき

る。

Bー(2)ー②ー4   医薬品等の製造販売及び製造に係る法

規範について説明できる。

Bー(2)ー②ー5   製造販売後調査制度及び製造販売後安
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全対策について説明できる。

Bー(2)ー②ー6   薬局、医薬品販売業及び医療機器販売

業に係る法規範について説明できる。

Bー(2)ー②ー7   医薬品等の取扱いに関する「医薬品、

医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する

法律」の規定について説明できる。

Bー(2)ー②ー8   日本薬局方の意義と構成について説明

できる。

Bー(2)ー②ー9    生物由来製品の取扱いと血液供給体

制に係る法規範について説明できる。

Bー(2)ー②ー10  健康被害救済制度について説明できる。

Bー(2)ー②ー11  レギュラトリーサイエンスの必要性と

意義について説明できる。

【③特別な管理を要する薬物等に係る法規範】

Bー(2)ー③ー1  麻薬、向精神薬、覚醒剤原料等の取扱

いに係る規定について説明できる。

Bー(2)ー③ー2  覚醒剤、大麻、あへん、指定薬物等の

乱用防止規制について概説できる。

Bー(2)ー③ー3　 毒物劇物の取扱いに係る規定について

概説できる。

（３）社会保障制度と医療経済

【①医療、福祉、介護の制度】

Bー(3)ー①ー1　 日本の社会保障制度の枠組みと特徴に

ついて説明できる。

Bー(3)ー①ー2  医療保険制度について説明できる。

Bー(3)ー①ー3　 療養担当規則について説明できる。

Bー(3)ー①ー4  公費負担医療制度について概説できる。

Bー(3)ー①ー5　 介護保険制度について概説できる。

Bー(3)ー①ー6  薬価基準制度について概説できる。

Bー(3)ー①ー7  調剤報酬、診療報酬及び介護報酬の仕

組みについて概説できる。

【②医薬品と医療の経済性】

Bー(3)ー②ー1　 医薬品の市場の特徴と流通の仕組みに

ついて概説できる。

Bー(3)ー②ー2  国民医療費の動向について概説できる。

Bー(3)ー②ー3　 後発医薬品とその役割について説明で

きる。

Bー(3)ー②ー4　 薬物療法の経済評価手法について概説

できる。

（４）地域における薬局と薬剤師

【①地域における薬局の役割】

Bー(4)ー①ー1　 地域における薬局の機能と業務につい

て説明できる。

Bー(4)ー①ー2　 医薬分業の意義と動向を説明できる。

Bー(4)ー①ー3　 かかりつけ薬局・薬剤師による薬学的

管理の意義について説明できる。

Bー(4)ー①ー4  セルフメディケーションにおける薬局

の役割について説明できる。

＜授業のキーワード＞

薬剤師に関わる法令、医薬品の開発までのプロセス、社

会保障制度、国民医療費の動向、医薬品開発規範、治験

＜授業の進め方＞

第1回? 第6回は辰見が担当する。

第7回? 第12回は糟谷が担当する。適宜プリントを配布

し、講義を進める。

＜履修するにあたって＞

授業計画に従って12回の講義を行う。

1)　オフィスアワー：糟谷、水曜日（15:00?18:00）、

　辰見、金曜日（15:00?18:00）

＜授業時間外に必要な学修＞

講義前の学習は、当日講義する内容について心構えをし

てください。講義後の学習については、理解できないこ

と、納得できないことは、まず参考書等で調べてみるこ

とが必要です。それでも無理なら担当者に尋ねて下さい。

（約1時間程度）

＜提出課題など＞

講義中に適宣指示する場合もある。

＜成績評価方法・基準＞

オンデマンド配信による小テストにより評価する。

評価の割合は、糟谷（50%)と 辰見 （50%)とする。

＜テキスト＞

自作プリント(糟谷）、自作プリント(辰見)

＜参考図書＞

薬事法規・制度マニュアル(南山堂)、薬学と社会(評言

社）、薬学と社会(東京化学同人)、薬事衛生六法(薬事

日報社)、厚生労働白書(厚労省編）、大久保一徳著「薬

と社会と法」、法規・制度・倫理(薬学ゼミナール編）、

など

＜授業計画＞

第1回　社会保障制度

日本における社会保障制度の仕組み、社会保障制度の中

での医療保障制度の役割、介護保険制度の仕組み、高齢

者医療制度の仕組みについて説明できる。

Bー(3)ー①ー1

Bー(3)ー①ー2

Bー(3)ー①ー5

第2回　医療保険制度

医療保険の成り立ちと現状、医療保険の仕組み、医療保

険の種類を列挙、国民の福祉健康における医療保険の貢

献と問題点について、保険薬剤師療養担当規則及び保険

医療療養担当規則、調剤報酬および調剤報酬明細書(レ



- 290 -

セプト)、保険医療と薬価制度、診療報酬と薬価基準に

ついて、新規医薬品の価格を決定する要因について説明

できる。

Bー(3)ー①ー2

Bー(3)ー①ー3

Bー(3)ー①ー4

Bー(3)ー①ー5

Bー(3)ー①ー6

Bー(3)ー①ー7

第3回　地域薬局・医薬分業

地域薬局・薬剤師、地域薬局の役割、在宅医療及び居宅

介護における薬局と薬剤師の役割、学校薬剤師の役割、

地域住民のセルフメディケーションのために薬剤師が果

たす役割、薬局の形態および業務運営ガイドラインにつ

いて説明できる。

Bー(4)ー①ー1

Bー(4)ー①ー2

Bー(4)ー①ー3

Bー(4)ー①ー4

第4回　薬剤経済・医療統計、医薬品の流通

国民医療費の動向、医療費の内訳、ジェネリック医薬品

の役割について、薬物治療の経済評価手法について説明

できる。医薬品と医療の経済性ならびに医薬品の市場の

特殊性、特徴と流通の仕組みについて説明できる。

C18ー(3)ー③ー3

C18ー(2)ー③ー１

C18ー(2)ー③ー2

C18ー(2)ー③ー3

C18ー(2)ー③ー4

C18ー(2)ー③ー5

第5回　国民医療費の動向、内訳、後発医薬品の役割、

薬物治療の経済評価手法について説明できる。

医薬品の市場の特徴と流通の仕組みについて、国民医療

費の動向について、後発医薬品とその役割について、薬

物療法の経済評価手法について概説する。

Bー(3)ー②ー1

Bー(3)ー②ー2

Bー(3)ー②ー3

Bー(3)ー②ー4

第6回　医薬品開発(臨床試験の目的と実施概要を説明で

きる。

医薬品の承認に関し、特に臨床試験の目的と、治験の内

容、GCPの規制内容、治験における薬剤師の役割等が説

明できる。　　　Bー(2)ー②ー3

第7回

（糟谷）　法令の構成

薬剤師法

医療法

医師法

歯科医師法

保健師助産師看護師法

1　薬剤師と医薬品等に係る法規範

【①薬剤師の社会的位置づけと責任に係る法規範】

1)  法令の構成（憲法、法律、施行令、施行規則、条例、

条約など）を説明できる。

2)  薬剤師免許に関する薬剤師法の規定について説明で

きる。

3)  薬剤師の任務や業務に関する薬剤師法の規定とその

意義について説明できる。

4） 医師、歯科医師、保健師助産師看護師の任務に関す

る法令の規定と意義について説明できる。

5） 医療の理念と医療の担い手の責務に関する医療法の

規定とその意義について説明できる。

6)　医療提供体制に関する医療法の規定とその意義につ

いて説明できる。

Bー(2)ー①ー1

Bー(2)ー①ー2

Bー(2)ー①ー3

Bー(2)ー①ー4

Bー(2)ー①ー5

Bー(2)ー①ー6

第8回

（糟谷）　個人情報保護法

薬剤師の倫理規範

製造物責任法

医薬品医療機器等法(1)

1　薬剤師と医薬品等に係る法規範

【①薬剤師の社会的位置づけと責任に係る法規範】

1)  薬剤師にかかわる個人情報保護法等について説明で

きる。

2)  薬剤師の刑事責任、民事責任、行政責任（製造物責

任を含む）について説明できる。

【②医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に係る法

規範】

3) 医薬品（薬局医薬品、要指導医薬品、一般用医薬品

）、医薬部外品、化粧品、医療機器、再生医療等製品等

の定義について説明できる。

4）　薬局、医薬品販売業及び医療機器販売業に係る法

規範について説明できる。

Bー(2)ー①ー7

Bー(2)ー①ー8

Bー(2)ー②ー1

Bー(2)ー②ー6

第9回

（糟谷）　医薬品医療機器等法(2)

【②医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に係る法

規範】
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1) 医薬品の開発から承認までのプロセスと法規範につ

いて説明できる。

2）治験の意義と仕組みについて概説できる。

3) 医薬品等の製造販売業及び製造業の許可、製造販売

の承認や認証、GCP、GMP、GVP、GQPについて説明できる。

4) 製造販売後調査制度及び製造販売後安全対策につい

て説明できる。

5) 薬局、 医薬品等の販売業、医薬品等の取扱い、容器

への表示、広告規制等について説明できる。

6) 監督権（立入検査、廃棄回収等の命令、検査命令、

改善命令、承認の取り消し等）の主な事項について説明

できる。

Bー(2)ー②ー2

Bー(2)ー②ー3

Bー(2)ー②ー4

Bー(2)ー②ー5

Bー(2)ー②ー7

第10回

（糟谷）　医薬品医療機器等法(3)

独立行政法人医薬品医療機器総合機構法

【②医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に係る法

規範】

1） 日本薬局方の意義と構成について説明できる。

2) 生物由来製品の取扱いと血液供給体制にかかる法規

範を説明できる。

3) 代表的な薬害について説明できる。

4 副作用及び感染症救済制度について、その内容を説明

できる。

Bー(2)ー②ー8

Bー(2)ー②ー9

Bー(2)ー②ー10

第11回

（糟谷）　麻薬及び向精神薬取締法

覚醒剤取締法

【③特別な管理を要する薬物等に係る法規範】

１） 麻薬、向精神薬、覚醒剤原料等の取扱いに係る規

定について説明できる。

２）覚醒剤、指定薬物等の乱用防止規制について概説で

きる。

Bー(2)ー③ー1

Bー(2)ー③ー2

第12回

（糟谷）　大麻取締法及びあへん法

毒物及び劇物取締法

【③特別な管理を要する薬物等に係る法規範】

1) 大麻、あへんの乱用防止規制について説明できる。

2) 毒物・劇物の禁止規定、登録、取扱い、届出事項等

を説明できる。

Bー(2)ー③ー2

Bー(2)ー③ー3

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

症例で考える

福島　昭二、岸本　修一、杉岡　信幸、武田　真莉子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、3・5を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本講義では薬物治療に役立つ情報として、医薬品情報、

患者情報、生物統計、テーラーメイド薬物治療について

講義します。さらに、症例を題材として、これらの知識

を統合した薬物治療について講義します。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

１　薬物動態に基づいた薬物治療を症例ごとに提案でき

る。

２　遺伝子変異に基づいた薬物治療を症例ごとに提案で

きる。

３　病態に基づいた薬物治療を症例ごとに提案できる。

C13-(5)-①-1～12

1)薬物動態に関わる代表的なパラメーターを列挙し、概

説できる。

2)薬物の生物学的利用能の意味とその計算法を説明でき

る。

3)線形1-コンパートメントモデルを説明し、これに基づ

いた計算ができる。（知識・技能）

4)線形2-コンパートメントモデルを説明し、これに基づ

いた計算ができる。（知識・技能）

５）線形コンパートメントモデルと非線形コンパートメ

ントモデルの違いを説明できる。

6)生物学的半減期を説明し、計算できる。（知識・技能

）

7)全身クリアランスについて説明し、計算できる。（知

識・技能）

8)非線形性の薬物動態について具体例を挙げて説明でき

る。

9)モデルによらない薬物動態の解析法を列挙し説明でき
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る。

10)薬物の肝および腎クリアランスの計算ができる。（

技能）

11)点滴静注の血中濃度計算ができる。（技能）

12)連続投与における血中濃度計算ができる。（技能）

C15-(3)-①-1～3

1)薬物の作用発現に影響を及ぼす代表的な遺伝的素因に

ついて、例を挙げて説明できる。

2)薬物動態に影響する代表的な遺伝的素因（薬物代謝酵

素・トランスポーターの遺伝子変異など）について、例

を挙げて説明できる。

3)遺伝的素因を考慮した薬物治療について、例を挙げて

説明できる。

C15-(3)-②-1～3

1)新生児、乳児に対する薬物治療で注意すべき点を説明

できる。

2)幼児、小児に対する薬物治療で注意すべき点を説明で

きる。

3)高齢者における薬物動態と、薬物治療で注意すべき点

を説明できる。

C15-(3)-③-1～3

1)生殖、妊娠時における薬物治療で注意すべき点を説明

できる。

2)授乳婦に対する薬物治療で注意すべき点を説明できる。

3)栄養状態の異なる患者（肥満など）に対する薬物治療

で注意すべき点を説明できる。

C15-(3)-④-1～3

1)腎疾患・腎機能低下時における薬物動態と、薬物治療

・投与設計において注意すべき点を説明できる。

2)肝疾患・肝機能低下時における薬物動態と、薬物治療

・投与設計において注意すべき点を説明できる。

3)心疾患・心機能低下時における薬物動態と、薬物治療

・投与設計において注意すべき点を説明できる。

＜授業のキーワード＞

薬物動態、遺伝子多型、病態

＜授業の進め方＞

授業計画に従って15回の講義を行います。講義はテキス

ト、スライドおよび配布プリントを用いて進めます。

＜履修するにあたって＞

授業計画に従って１５回、講義を行います。福島が薬物

動態、武田がテーラーメード薬物治療を担当します。配

布プリントに、授業で使うスライド、教科書の捕捉説明

ならびに理解を深めるための各種問題を掲載しています

ので、活用しながら受講して下さい。

オフィスアワー：福島（金曜３限）、武田（金曜３限）

＜授業時間外に必要な学修＞

理解を深め、知識を確実に身につけるために、配布プリ

ントを充分に復習して下さい（0.5時間）。

＜提出課題など＞

講義内で連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験を100％として評価します。定期試験において

は、薬剤師国家試験に準じた選択問題で、薬物動態の理

解について50%、テーラーメード薬物治療の理解につい

て50%で評価します。

＜テキスト＞

理解を深めるためのプリントを配布します。

＜参考図書＞

講義内で紹介します。

＜授業計画＞

第１回（福島）　薬物動態の解析

薬物速度論(速度論の基礎、モデル解析）

C13-(5)-①-1

C13-(5)-①-2

C13-(5)-①-3

C13-(5)-①-4

第２回（福島）　薬物動態の解析

薬物速度論(速度論の基礎、モデル解析）

C13-(5)-①-1

C13-(5)-①-2

C13-(5)-①-3

C13-(5)-①-4

第３回（福島）　薬物動態の解析

薬物速度論（生理学的速度論、モーメント解析）

C13-(5)-①-5

C13-(5)-①-6

C13-(5)-①-7

C13-(5)-①-8

第４回（福島）　薬物動態の解析

薬物速度論（生理学的速度論、モーメント解析）

C13-(5)-①-5

C13-(5)-①-6

C13-(5)-①-7

C13-(5)-①-8

第５回（福島）　薬物動態の解析

薬物速度論（非線形動態、体内動態予測）

C13-(5)-①-9

C13-(5)-①-10

C13-(5)-①-11

C13-(5)-①-12

第６回（福島）　薬物動態の解析

薬物速度論（非線形動態、体内動態予測）

C13-(5)-①-9

C13-(5)-①-10

C13-(5)-①-11

C13-(5)-①-12

第７回（福島）　薬物動態の解析

演習問題

C13-(5)-①-1-12

第８回（福島）　薬物動態の解析
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演習問題

C13-(5)-①-1-12

第９回（武田）　個別化医療

【遺伝的素因】

薬物の主作用および副作用、ならびに薬物動態に影響す

る代表的な遺伝的素因について理解する。また、このよ

うな遺伝的素因を考慮に入れた薬物治療について考察す

る。

C15-(3)-①-1

C15-(3)-①-2

C15-(3)-①-3

第１０回（武田）　個別化医療

【年齢的要因】

 （１）

低出生体重児、新生児、乳児、幼児、小児の身体的・生

理学的特徴を理解し、薬物動態との関連および薬物治療

における注意点を考察する。

C15-(3)-②-1

C15-(3)-②-2

第１１回（武田）　個別化医療

【年齢的要因】

 （２）

高齢者の身体的・生理学的特徴を理解し、薬物動態との

関連および薬物治療における注意点を考察する。

C15-(3)-②-3

第１２回（武田）　個別化医療

【生理的要因】

薬物の効果に影響する生理的要因を理解し、薬物動態と

の関連を考察する。さらに、妊娠・授乳期における身体

の変化と薬物動態との関連および薬物治療における注意

点を考察する。また、栄養状態の異なる患者の身体の状

況と薬物動態との関連および薬物治療における注意点を

考察する。

C15-(3)-③-1

C15-(3)-③-2

C15-(3)-③-3

第１３回（武田）　個別化医療

【合併症】 （１）

腎疾患・腎機能低下時における病態生理を理解し、薬物

動態との関連および薬物治療における注意点を考察する。

C15-(3)-④-1

第１４回（武田）　個別化医療

【合併症】 （２）

肝疾患・肝機能低下時における病態生理を理解し、薬物

動態との関連および薬物治療における注意点を考察する。

C15-(3)-④-2

第１５回（武田）　個別化医療

【合併症】 （３）

心疾患・心機能低下時における病態生理を理解し、薬物

動態との関連および薬物治療における注意点を考察する。

C15-(3)-④-3

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

症例で考える [13～14]

福島　昭二、岸本　修一、杉岡　信幸、武田　真莉子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、3・5を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本講義では薬物治療に役立つ情報として、医薬品情報、

患者情報、生物統計、テーラーメイド薬物治療について

講義します。さらに、症例を題材として、これらの知識

を統合した薬物治療について講義します。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

１　薬物動態に基づいた薬物治療を症例ごとに提案でき

る。

２　遺伝子変異に基づいた薬物治療を症例ごとに提案で

きる。

３　病態に基づいた薬物治療を症例ごとに提案できる。

C13-(5)-①-1～12

1)薬物動態に関わる代表的なパラメーターを列挙し、概

説できる。

2)薬物の生物学的利用能の意味とその計算法を説明でき

る。

3)線形1-コンパートメントモデルを説明し、これに基づ

いた計算ができる。（知識・技能）

4)線形2-コンパートメントモデルを説明し、これに基づ

いた計算ができる。（知識・技能）

５）線形コンパートメントモデルと非線形コンパートメ

ントモデルの違いを説明できる。

6)生物学的半減期を説明し、計算できる。（知識・技能

）

7)全身クリアランスについて説明し、計算できる。（知
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識・技能）

8)非線形性の薬物動態について具体例を挙げて説明でき

る。

9)モデルによらない薬物動態の解析法を列挙し説明でき

る。

10)薬物の肝および腎クリアランスの計算ができる。（

技能）

11)点滴静注の血中濃度計算ができる。（技能）

12)連続投与における血中濃度計算ができる。（技能）

C15-(3)-①-1～3

1)薬物の作用発現に影響を及ぼす代表的な遺伝的素因に

ついて、例を挙げて説明できる。

2)薬物動態に影響する代表的な遺伝的素因（薬物代謝酵

素・トランスポーターの遺伝子変異など）について、例

を挙げて説明できる。

3)遺伝的素因を考慮した薬物治療について、例を挙げて

説明できる。

C15-(3)-②-1～3

1)新生児、乳児に対する薬物治療で注意すべき点を説明

できる。

2)幼児、小児に対する薬物治療で注意すべき点を説明で

きる。

3)高齢者における薬物動態と、薬物治療で注意すべき点

を説明できる。

C15-(3)-③-1～3

1)生殖、妊娠時における薬物治療で注意すべき点を説明

できる。

2)授乳婦に対する薬物治療で注意すべき点を説明できる。

3)栄養状態の異なる患者（肥満など）に対する薬物治療

で注意すべき点を説明できる。

C15-(3)-④-1～3

1)腎疾患・腎機能低下時における薬物動態と、薬物治療

・投与設計において注意すべき点を説明できる。

2)肝疾患・肝機能低下時における薬物動態と、薬物治療

・投与設計において注意すべき点を説明できる。

3)心疾患・心機能低下時における薬物動態と、薬物治療

・投与設計において注意すべき点を説明できる。

＜授業のキーワード＞

薬物動態、遺伝子多型、病態

＜授業の進め方＞

授業計画に従って15回の講義を行います。講義はテキス

ト、スライドおよび配布プリントを用いて進めます。

＜履修するにあたって＞

授業計画に従って１５回、講義を行います。福島が薬物

動態、武田がテーラーメード薬物治療を担当します。配

布プリントに、授業で使うスライド、教科書の捕捉説明

ならびに理解を深めるための各種問題を掲載しています

ので、活用しながら受講して下さい。

オフィスアワー：福島（金曜３限）、武田（金曜３限）

＜授業時間外に必要な学修＞

理解を深め、知識を確実に身につけるために、配布プリ

ントを充分に復習して下さい（0.5時間）。

＜提出課題など＞

講義内で連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験を100％として評価します。定期試験において

は、薬剤師国家試験に準じた選択問題で、薬物動態の理

解について50%、テーラーメード薬物治療の理解につい

て50%で評価します。

＜テキスト＞

理解を深めるためのプリントを配布します。

＜参考図書＞

講義内で紹介します。

＜授業計画＞

第１回（福島）　薬物動態の解析

薬物速度論(速度論の基礎、モデル解析）

C13-(5)-①-1

C13-(5)-①-2

C13-(5)-①-3

C13-(5)-①-4

第２回（福島）　薬物動態の解析

薬物速度論(速度論の基礎、モデル解析）

C13-(5)-①-1

C13-(5)-①-2

C13-(5)-①-3

C13-(5)-①-4

第３回（福島）　薬物動態の解析

薬物速度論（生理学的速度論、モーメント解析）

C13-(5)-①-5

C13-(5)-①-6

C13-(5)-①-7

C13-(5)-①-8

第４回（福島）　薬物動態の解析

薬物速度論（生理学的速度論、モーメント解析）

C13-(5)-①-5

C13-(5)-①-6

C13-(5)-①-7

C13-(5)-①-8

第５回（福島）　薬物動態の解析

薬物速度論（非線形動態、体内動態予測）

C13-(5)-①-9

C13-(5)-①-10

C13-(5)-①-11

C13-(5)-①-12

第６回（福島）　薬物動態の解析

薬物速度論（非線形動態、体内動態予測）

C13-(5)-①-9

C13-(5)-①-10

C13-(5)-①-11

C13-(5)-①-12
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第７回（福島）　薬物動態の解析

演習問題

C13-(5)-①-1-12

第８回（福島）　薬物動態の解析

演習問題

C13-(5)-①-1-12

第９回（武田）　個別化医療

【遺伝的素因】

薬物の主作用および副作用、ならびに薬物動態に影響す

る代表的な遺伝的素因について理解する。また、このよ

うな遺伝的素因を考慮に入れた薬物治療について考察す

る。

C15-(3)-①-1

C15-(3)-①-2

C15-(3)-①-3

第１０回（武田）　個別化医療

【年齢的要因】

 （１）

低出生体重児、新生児、乳児、幼児、小児の身体的・生

理学的特徴を理解し、薬物動態との関連および薬物治療

における注意点を考察する。

C15-(3)-②-1

C15-(3)-②-2

第１１回（武田）　個別化医療

【年齢的要因】

 （２）

高齢者の身体的・生理学的特徴を理解し、薬物動態との

関連および薬物治療における注意点を考察する。

C15-(3)-②-3

第１２回（武田）　個別化医療

【生理的要因】

薬物の効果に影響する生理的要因を理解し、薬物動態と

の関連を考察する。さらに、妊娠・授乳期における身体

の変化と薬物動態との関連および薬物治療における注意

点を考察する。また、栄養状態の異なる患者の身体の状

況と薬物動態との関連および薬物治療における注意点を

考察する。

C15-(3)-③-1

C15-(3)-③-2

C15-(3)-③-3

第１３回（武田）　個別化医療

【合併症】 （１）

腎疾患・腎機能低下時における病態生理を理解し、薬物

動態との関連および薬物治療における注意点を考察する。

C15-(3)-④-1

第１４回（武田）　個別化医療

【合併症】 （２）

肝疾患・肝機能低下時における病態生理を理解し、薬物

動態との関連および薬物治療における注意点を考察する。

C15-(3)-④-2

第１５回（武田）　個別化医療

【合併症】 （３）

心疾患・心機能低下時における病態生理を理解し、薬物

動態との関連および薬物治療における注意点を考察する。

C15-(3)-④-3

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

症例で考える [15～18]

福島　昭二、岸本　修一、杉岡　信幸、武田　真莉子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、3・5を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本講義では薬物治療に役立つ情報として、医薬品情報、

患者情報、生物統計、テーラーメイド薬物治療について

講義します。さらに、症例を題材として、これらの知識

を統合した薬物治療について講義します。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

１　薬物動態に基づいた薬物治療を症例ごとに提案でき

る。

２　遺伝子変異に基づいた薬物治療を症例ごとに提案で

きる。

３　病態に基づいた薬物治療を症例ごとに提案できる。

C13-(5)-①-1～12

1)薬物動態に関わる代表的なパラメーターを列挙し、概

説できる。

2)薬物の生物学的利用能の意味とその計算法を説明でき

る。

3)線形1-コンパートメントモデルを説明し、これに基づ

いた計算ができる。（知識・技能）

4)線形2-コンパートメントモデルを説明し、これに基づ

いた計算ができる。（知識・技能）

５）線形コンパートメントモデルと非線形コンパートメ
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ントモデルの違いを説明できる。

6)生物学的半減期を説明し、計算できる。（知識・技能

）

7)全身クリアランスについて説明し、計算できる。（知

識・技能）

8)非線形性の薬物動態について具体例を挙げて説明でき

る。

9)モデルによらない薬物動態の解析法を列挙し説明でき

る。

10)薬物の肝および腎クリアランスの計算ができる。（

技能）

11)点滴静注の血中濃度計算ができる。（技能）

12)連続投与における血中濃度計算ができる。（技能）

C15-(3)-①-1～3

1)薬物の作用発現に影響を及ぼす代表的な遺伝的素因に

ついて、例を挙げて説明できる。

2)薬物動態に影響する代表的な遺伝的素因（薬物代謝酵

素・トランスポーターの遺伝子変異など）について、例

を挙げて説明できる。

3)遺伝的素因を考慮した薬物治療について、例を挙げて

説明できる。

C15-(3)-②-1～3

1)新生児、乳児に対する薬物治療で注意すべき点を説明

できる。

2)幼児、小児に対する薬物治療で注意すべき点を説明で

きる。

3)高齢者における薬物動態と、薬物治療で注意すべき点

を説明できる。

C15-(3)-③-1～3

1)生殖、妊娠時における薬物治療で注意すべき点を説明

できる。

2)授乳婦に対する薬物治療で注意すべき点を説明できる。

3)栄養状態の異なる患者（肥満など）に対する薬物治療

で注意すべき点を説明できる。

C15-(3)-④-1～3

1)腎疾患・腎機能低下時における薬物動態と、薬物治療

・投与設計において注意すべき点を説明できる。

2)肝疾患・肝機能低下時における薬物動態と、薬物治療

・投与設計において注意すべき点を説明できる。

3)心疾患・心機能低下時における薬物動態と、薬物治療

・投与設計において注意すべき点を説明できる。

＜授業のキーワード＞

薬物動態、遺伝子多型、病態

＜授業の進め方＞

授業計画に従って15回の講義を行います。講義はテキス

ト、スライドおよび配布プリントを用いて進めます。

＜履修するにあたって＞

授業計画に従って１５回、講義を行います。福島が薬物

動態、武田がテーラーメード薬物治療を担当します。配

布プリントに、授業で使うスライド、教科書の捕捉説明

ならびに理解を深めるための各種問題を掲載しています

ので、活用しながら受講して下さい。

オフィスアワー：福島（金曜３限）、武田（金曜３限）

＜授業時間外に必要な学修＞

理解を深め、知識を確実に身につけるために、配布プリ

ントを充分に復習して下さい（0.5時間）。

＜提出課題など＞

講義内で連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験を100％として評価します。定期試験において

は、薬剤師国家試験に準じた選択問題で、薬物動態の理

解について50%、テーラーメード薬物治療の理解につい

て50%で評価します。

＜テキスト＞

理解を深めるためのプリントを配布します。

＜参考図書＞

講義内で紹介します。

＜授業計画＞

第１回（福島）　薬物動態の解析

薬物速度論(速度論の基礎、モデル解析）

C13-(5)-①-1

C13-(5)-①-2

C13-(5)-①-3

C13-(5)-①-4

第２回（福島）　薬物動態の解析

薬物速度論(速度論の基礎、モデル解析）

C13-(5)-①-1

C13-(5)-①-2

C13-(5)-①-3

C13-(5)-①-4

第３回（福島）　薬物動態の解析

薬物速度論（生理学的速度論、モーメント解析）

C13-(5)-①-5

C13-(5)-①-6

C13-(5)-①-7

C13-(5)-①-8

第４回（福島）　薬物動態の解析

薬物速度論（生理学的速度論、モーメント解析）

C13-(5)-①-5

C13-(5)-①-6

C13-(5)-①-7

C13-(5)-①-8

第５回（福島）　薬物動態の解析

薬物速度論（非線形動態、体内動態予測）

C13-(5)-①-9

C13-(5)-①-10

C13-(5)-①-11

C13-(5)-①-12

第６回（福島）　薬物動態の解析

薬物速度論（非線形動態、体内動態予測）
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C13-(5)-①-9

C13-(5)-①-10

C13-(5)-①-11

C13-(5)-①-12

第７回（福島）　薬物動態の解析

演習問題

C13-(5)-①-1-12

第８回（福島）　薬物動態の解析

演習問題

C13-(5)-①-1-12

第９回（武田）　個別化医療

【遺伝的素因】

薬物の主作用および副作用、ならびに薬物動態に影響す

る代表的な遺伝的素因について理解する。また、このよ

うな遺伝的素因を考慮に入れた薬物治療について考察す

る。

C15-(3)-①-1

C15-(3)-①-2

C15-(3)-①-3

第１０回（武田）　個別化医療

【年齢的要因】

 （１）

低出生体重児、新生児、乳児、幼児、小児の身体的・生

理学的特徴を理解し、薬物動態との関連および薬物治療

における注意点を考察する。

C15-(3)-②-1

C15-(3)-②-2

第１１回（武田）　個別化医療

【年齢的要因】

 （２）

高齢者の身体的・生理学的特徴を理解し、薬物動態との

関連および薬物治療における注意点を考察する。

C15-(3)-②-3

第１２回（武田）　個別化医療

【生理的要因】

薬物の効果に影響する生理的要因を理解し、薬物動態と

の関連を考察する。さらに、妊娠・授乳期における身体

の変化と薬物動態との関連および薬物治療における注意

点を考察する。また、栄養状態の異なる患者の身体の状

況と薬物動態との関連および薬物治療における注意点を

考察する。

C15-(3)-③-1

C15-(3)-③-2

C15-(3)-③-3

第１３回（武田）　個別化医療

【合併症】 （１）

腎疾患・腎機能低下時における病態生理を理解し、薬物

動態との関連および薬物治療における注意点を考察する。

C15-(3)-④-1

第１４回（武田）　個別化医療

【合併症】 （２）

肝疾患・肝機能低下時における病態生理を理解し、薬物

動態との関連および薬物治療における注意点を考察する。

C15-(3)-④-2

第１５回（武田）　個別化医療

【合併症】 （３）

心疾患・心機能低下時における病態生理を理解し、薬物

動態との関連および薬物治療における注意点を考察する。

C15-(3)-④-3

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

信頼関係の構築・調剤の基礎 [15～18]

中川　左理

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

オンデマンド講義

動画配信場所：　Teams　「信頼関係の構築・調剤の基

礎」　→　動画教材

動画配信日時：　講義日である毎週月曜日　講義開始時

刻まで

視聴可能期間：　講義日の開始時刻から次の講義の開始

時刻まで

メールの件名と本文に「学年　学籍番号　名前」　を記

入ください。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1、3、5を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）,https://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html#PHA}

医療の場では、医療を提供する医療者と医療を受ける患

者という人間関係があり、その関係のあり方そのものが、

治療の効果を左右することがあります。患者の本当の気

持ちや要求を知り、対応していくために、安心で安全な

信頼関係を築くことが、医療者に求められています。自

分と相手との互いの気持ちを上手に伝え合い、共有し合
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うことで、良好な関係を構築していく、その方法につい

て学びます。（前半）

薬剤師の任務の一つである調剤について学びます。(後

半）

なお、この授業の担当者は病院での薬剤師経験を5年間

以上経験している実務家教員であり、医療現場における

患者・他の医療者とのコミュニケーションの経験を下に、

より実践的な観点から、信頼関係の構築に重要な要素に

ついて、具体的に解説するものとする。

＜到達目標＞

各回を通じて、以下の6項目を到達目標とする。（前半

）

A-(3)-①-1　意思、情報の伝達に必要な要素について説

明できる。

A-(3)-①-2　言語的及び非言語的コミュニケーションに

ついて説明できる。

A-(3)-①-3　相手の立場、文化、習慣等によって、コミ

ュニケーションの在り方が異なることを例を挙げて説明

できる。

A-(3)-①-4　対人関係に影響を及ぼす心理的要因につい

て概説できる。

A-(3)-①-9　他者の意見を尊重し、協力してよりよい解

決法を見出すことができる。

A-(3)-②-1　患者や家族、周囲の人々の心身に及ぼす病

気やケアの影響について説明できる。

各回を通じて、以下の19項目を到達目標とする。（後半

）

A-(2)-②‐2　薬剤師が遵守すべき倫理規範（薬剤師綱

領、薬剤師倫理規定等）について説明できる。

F-(1)-③-2　病院・薬局で薬剤師が実践する薬学的管理

の重要性について説明できる。

F-(2)-①-1　調剤業務に関わる事項（処方せん、調剤録、

疑義照会等）の意義や取り扱いを法的根拠に基づいて説

明できる。

F-(2)-②-1　代表的な疾患に使用される医薬品について

効能・効果、用法・用量、警告・禁忌、副作用、相互作

用を列挙できる。

F-(2)-②-2　処方オーダリングシステムおよび電子カル

テについて概説できる。

F-(2)-②-3　処方せんの様式と必要記載事項、記載方法

について説明できる。

F-(2)-②-4　処方せんの監査の意義、その必要性と注意

点について説明できる。

F-(2)-②-6　処方せん等に基づき疑義照会ができる。（

技能・態度）

F-(2)-③-1　薬袋、薬札（ラベル）に記載すべき事項を

適切に記入できる。（技能）

F-(2)-③-2　主な医薬品の成分（一般名）、商標名、剤

形、規格等を列挙できる。

F-(2)-③-4　後発医薬品選択の手順を説明できる。

F-(2)-③-5　代表的な注射剤・散剤・水剤等の配合変化

のある組合せとその理由を説明できる。

F-(2)-③-8　処方せんに基づき調剤された薬剤の監査が

できる。（知識・技能）

F-(2)-⑤‐1　医薬品管理の意義と必要性について説明

できる。

F-(2)-⑤‐2　医薬品管理の流れを概説できる。

F-(2)-⑤-3　劇薬、毒薬、麻薬、向精神薬および覚醒剤

原料等の管理と取り扱いについて説明できる。

F-(2)-⑤-4　特定生物由来製品の管理と取り扱いについ

て説明できる。

F-(2)-⑤-6　院内製剤の意義、調製上の手続き、品質管

理などについて説明できる。

F-(2)-⑤-7　薬局製剤・漢方製剤について概説できる。

F-(2)-⑤-8　医薬品の品質に影響を与える因子と保存条

件を説明できる。

F-(2)-⑥-1　処方から服薬（投薬）までの過程で誤りを

生じやすい事例を列挙できる。

F-(2)-⑥-2　特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性

腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）の特徴と

注意点を列挙できる。

＜授業のキーワード＞

信頼関係、異文化、言語的コミュニケーション、非言語

的コミュニケーション、コンフリクト・マネジメント、

調剤

＜授業の進め方＞

授業計画に従って行う。

＜履修するにあたって＞

授業計画に従って12回の講義を行う。

オフィスアワーは、随時。質問がある場合は、メールで

いつでも受け付けます。

件名と本文に、学年、学生番号、氏名を記載してくださ

い。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として、参考書籍や配布資料をよく読み、内容

の理解に努めること（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

必要に応じて随時、ドットキャンパスより提示する。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験を100%として評価する。

＜テキスト＞

本講義内容を学ぶための適切な教科書がないため、自作

のプリントを事前に配布する。

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回　信頼関係の確立とは

意思，情報の伝達に必要な要素について理解する。
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A-(3)-①-1

第2回　こころのケア

人のこころが変わる状況について，事例と共に学び考え

る。

A-(3)-①-4

A-(3)-②-1

第3回　未知なるものとの対話

相手の立場，文化，習慣等によって，コミュニケーショ

ンの在り方が異なることを事例と共に理解する。

A-(3)-①-3

第4回　ノンバーバルコミュニケーション

非言語的コミュニケーションとは何か，事例と共に学び

理解する。

A-(3)-①-2

第5回　コンフリクト・マネジメント

紛争円満解決法について理解する。

A-(3)-①-4

A-(3)-①-9

A-(3)-②-1

第6回　病むことの意味

病気が患者に及ぼす影響について考える。

A-(3)-②-1

第7回　薬剤師の任務

処方せんと調剤の法的根拠を理解し、薬剤師が果たすべ

き役割を自覚する。

A-(2)-②‐2

F-(1)-③-2

F-(2)-①-1

F-(2)-②-2

F-(2)-②-3

第8回　調剤の実践

医薬品の適正使用、ファーマシューティカルケアにつな

げるために、調剤において留意すべき点を理解する。

F-(2)-②-4

F-(2)-②-6

F-(2)-③-5

F-(2)-⑤-8

第9回　調剤と製剤

調剤方法が生かされた院内製剤および薬局製剤について、

それらの意義を理解する。医薬品の管理について理解す

る。

F-(2)-⑤‐1

F-(2)-⑤‐2

F-(2)-⑤-6

F-(2)-⑤-7

第10回　調剤過誤の防止

調剤過誤の事例について学び，防止策を考える。

F-(2)-③-1

F-(2)-③-2

F-(2)-③-8

F-(2)-⑥-1

第11回　ハイリスク薬の調剤

用法・用量に特に注意すべき医薬品の調剤について学ぶ。

F-(2)-⑤-3

F-(2)-⑤-4

F-(2)-⑥-2

第12回　患者情報と調剤

調剤の概念には，副作用の防止と有効性の確保が含まれ

ていることを理解し，患者情報の重要性および育薬に果

たす薬剤師の役割を認識する。

F-(1)-③-2

F-(2)-②-1

F-(2)-③-4

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

生化学Ⅱ [19～]

髙橋　隆幸

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業を基本としますが、状況に応じてZoomを用いた

オンライン授業（ライブ配信）を行います。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1,2,7,8を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

生命現象を理解するためには、私たちが生命活動を営む

（生きていく）ための仕組みを知る必要があります。私

たちヒトを初めとするすべての生物は、外界から取り込

んだ（摂取した）無機質、無機化合物、有機化合物をそ

のまま利用したり、それらを生体内で必要な物質（糖質、

脂質、タンパク質や、生命活動に不可欠なエネルギーな

ど）に作り変えて利用したりして生きています。また、

それと同時に、生物は、代謝過程や生命活動で不要にな

った物質を、老廃物として体外に排泄します。『生化学

』は、これらの生命現象を、化学的な視点を交えて解き

明かす学問です。ところで、第１学年後期の「生化学Ⅰ

」では、私達の身体を構成する様々な生体分子（糖質・

脂質、アミノ酸・タンパク質、ヌクレオチド）の化学構

造と体内での働き（機能）について学びました。この講

義では、まず初めに生命活動に不可欠なエネルギー（AT

P）産生の仕組みを、エネルギー代謝の基礎となる糖質

代謝を中心に学んでいきます。さらに、糖質以外の生体

分子（脂質、アミノ酸・タンパク質、ヌクレオチド）の

代謝を学び、それら相互の関係を理解することで、私た
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ち生命が維持されている仕組みを理解していきます。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C6-（3）-④-2　血漿リポタンパク質の種類、構造、機

能を説明できる。

C6-（5）-①-1　エネルギー代謝の概要を説明できる。

C6-（5）-②-1　解糖系及び乳酸の生成について説明で

きる。

C6-（5）-②-2　クエン酸回路(TCA サイクル)について

説明できる。

C6-（5）-②-3　電子伝達系（酸化的リン酸化）とATP

合成酵素について説明できる。

C6-（5）-②-4　グリコーゲンの代謝について説明でき

る。

C6-（5）-②-5　糖新生について説明できる。

C6-（5）-⑤-3　ペントースリン酸回路について説明で

きる。

C6-（5）-③-1　脂肪酸の生合成とβ酸化について説明

できる。

C6-（5）-③-2　コレステロールの生合成と代謝につい

て説明できる。

C6-（5）-④-1　飢餓状態のエネルギー代謝（ケトン体

の利用など）について説明できる。

C6-（5）-④-2　余剰のエネルギーを蓄えるしくみを説

明できる。

C6-（5）-⑤-1　アミノ酸分子中の炭素および窒素の代

謝（尿素回路など）について説明できる。

C6-（5）-⑤-2　ヌクレオチドの生合成と分解について

説明できる。

D1-（3）-①-2　各栄養素の消化、吸収、代謝のプロセ

スを概説できる。

諸君らが、①｢生体を構成する分子の構造と性質を理解

し、その働きを説明できるようになる｣、②｢私たち生物

の生命活動に不可欠なエネルギー（ATP）を、糖質（グ

ルコース）からどのようにして作り出しているのかを説

明できる｣、③｢糖質以外の生体分子（脂質、アミノ酸・

タンパク質、核酸）がどのようにして代謝されていくの

かを説明できる｣、④｢すべての生体分子の代謝系の相互

の関係を理解できる｣ことを最終目標にいたします。

＜授業のキーワード＞

生化学、生体分子、糖質、脂質、アミノ酸、ペプチド、

タンパク質、核酸、ヌクレオチド、代謝、解糖系、クエ

ン酸回路、TCA回路、乳酸発酵、アルコール発酵、電子

伝達系、リンゴ酸-アスパラギン酸シャトル、グリセロ

ールリン酸シャトル、ペントースリン酸経路、糖新生、

グルコース、グリコーゲン、ATP、脂質代謝、アミノ酸

代謝、タンパク質代謝、ヌクレオチド代謝

＜授業の進め方＞

授業計画に従っておこないます。

＜履修するにあたって＞

①授業前に以下の「授業計画」を参照し、テキスト(教

科書)中の該当する部分を予習しておくことで、授業の

理解度が上がると思われます。積極的に学習するように

してください。

②教科書の補足と講義の理解度を高めるために、参考資

料としてプリントを毎回配布します。プリントには確認

問題（練習問題）も載せてありますので、各自、講義内

容が理解できているかどうかの確認に利用してください

（あえて正解は示しません。わからないところは各自調

べて解答するようにしてください）。

③常日頃の予習・復習が大切であることを理解しておい

てください。定期試験前の一時的な勉強では決して合格

できませんよ！

④まずは｢覚えていく｣こと。次に、それを｢理解｣するこ

と。何よりも最後には｢理解｣することが大切です。そう

すれば必然的に｢応用｣が利くようになります。

⑤解らないことがあったら、なるべく早く質問に来てく

ださい（質問大歓迎）。解らないところをそのまま放置

しておきますと、その後の講義内容が理解できなくなる

ことも多々あります。

⑥毎回毎回の授業内容を独立したものと捉えずに、常に

関連させて理解していくようにしてください。覚えてい

くことは多いですが、関連させて理解していくことによ

り、最小限の努力で理解できるようになるはずです。

⑦オフィスアワーは、月曜日? 金曜日は２限と３限の間

の昼休みと土曜日は午前９時から午後３時の間にいたし

ますが、それ以外の時間でも在室の場合は随時対応いた

します。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、教科書に目を通しておくこと（目安と

して0.5時間）。事後学習として、講義内容を復習し、

忘れないうちにプリントの確認問題を解いて、得られた

知識をその日のうちに確認すること（目安として1時間

）。

＜提出課題など＞

特にありません。

＜成績評価方法・基準＞

①この科目の成績は、定期試験の成績（100点満点）あ

るいは最大4回の確認試験と定期試験の合計の成績（100

点満点）で評価します。確認試験は全評価の10～20%、

残りを定期試験の合計点（計100%）で評価します。詳細

は12回目の講義時にお伝えいたします。成績は学則に明

記された基準に基づきます（合計が60%以上で合格）。

②各試験は、マーク式問題と記述問題からなります。各

問題の配点割合は、問題用紙に明記いたします。すべて

のSBOsから万遍なく出題いたします。

＜テキスト＞

前田正知、浅野真司編集 『コンパス 生化学・改訂第２
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版』南江堂（5,000円＋税）

＜参考図書＞

・堅田利明、菅原一幸、富田基郎編集 『NEW 生化学・

第２版』廣川書店（8,500円＋税）

・石橋泰樹・丸山敬監訳 『イラストレイテッド生化学

原書3版』丸善（8,000円＋税）

・上代淑人監訳 『イラストレイテッド ハーパー・生化

学』丸善（6,800円＋税）

・竹島浩編集『医歯薬系学生のための基礎生命科学』京

都廣川書店（2,800円＋税）

・前野正夫・磯川桂太郎著『はじめの一歩のイラスト生

化学・分子生物学』羊土社（3,800円＋税）

・野尻久雄編著『パザパ 生化学演習』京都廣川書店（3,

800円＋税）

など、生化学に関係した書籍。自分の能力に合わせて選

んでください。

＜授業計画＞

第1回　糖質の消化・吸収と糖質の代謝①：解糖系と嫌

気的代謝

①デンプンの消化とグルコースの吸収機構を理解する。

②解糖系を理解する。

③乳酸発酵とアルコール発酵を理解する。

SBOs：

C6-（5）-②-1

D1-（3）-①-2

第2回　糖質の代謝②：嫌気的代謝と好気的代謝と電子

伝達系

①乳酸発酵とアルコール発酵を理解する。

②クエン酸回路を理解する。

SBOs：

C6-（5）-②-1

C6-（5）-②-2

第3回　糖質の代謝③：電子伝達系

①電子伝達系を理解する。

②基質レベルのリン酸化と酸化的リン酸化によるATP産

生の違いを理解する。

③リンゴ酸-アスパラギン酸シャトルとグリセロリン酸

シャトルと、その違いを理解する。

SBOs：

C6-（5）-②-3

第4回　糖質の代謝④：ペントースリン酸経路、グリコ

ーゲンの合成と分解、糖新生

①ペントースリン酸経路と、その存在意義を理解する。

②グリコーゲンの合成と分解を理解する。

③糖新生の経路と、その重要性を理解する。

SBOs：

C6-（5）-②-4

C6-（5）-②-5

C6-（5）-⑤-3

第5回　脂質の代謝①：β酸化とケトン体生成

①脂質の消化と吸収を理解する。

②脂肪酸からエネルギーを得る仕組み(β酸化）を理解

する。

③アセチルCoAのエネルギー代謝における役割を理解す

る。

④ケトン体の生成と利用について理解する。

SBOs：

C6-（5）-③-1

C6-（5）-④-1

D1-（3）-①-2

第6回　脂質の代謝②：脂肪酸の生合成とコレステロー

ルの代謝

①脂肪酸の生合成と、余剰エネルギーの蓄積機構を理解

する。

②コレステロールの分解と生合成経路を理解する。

③食餌由来の脂質や肝臓で生合成された脂質の体内運搬

(リポタンパク質の代謝)を理解する。

SBOs：

C6-（3）-④-2

C6-（5）-③-1

C6-（5）-③-2

C6-（5）-④-2

第7回　脂質の代謝③：リポタンパク質の働き

①食餌由来の脂質や肝臓で生合成された脂質の体内運搬

(リポタンパク質の代謝)を理解する。

②中性脂肪とリン脂質の生合成経路を理解する。

SBOs：

C6-（3）-④-2

C6-（5）-④-2

第8回　アミノ酸・タンパク質の代謝①：アミノ基部分

の代謝

①タンパク質の消化とアミノ酸の吸収機構を理解する。

②一般的なアミノ酸の代謝機構（おもに、アミノ基部分

の代謝）を理解する。

SBOs：

C6-（5）-⑤-1

D1-（3）-①-2

第9回　アミノ酸・タンパク質の代謝②：炭素骨格部分

の代謝と先天性アミノ酸代謝異常症

①一般的なアミノ酸の代謝機構（おもに、炭素骨格部分

の代謝）を理解する。

②糖原性アミノ酸とケト原性アミノ酸を理解する。
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③代表的な先天性のアミノ酸代謝異常症の成因を理解す

る。

SBOs：

C6-（5）-⑤-1

第10回　ヌクレオチドの代謝①：ヌクレオチドの生合成

①ヌクレオチドの生合成経路を理解する。

SBOs：

C6-（5）-⑤-2

第11回　ヌクレオチドの代謝②：ヌクレオチドの代謝

①ヌクレオチドの分解経路を理解する。

SBOs：

C6-（5）-⑤-2

第12回　生体分子の代謝(まとめ)

①糖質代謝、脂質代謝、アミノ酸・タンパク質代謝、ヌ

クレオチド代謝の相互の係りを理解する。

②生体内でのエネルギー利用と余剰エネルギーの蓄積を

理解する。

③飢餓時や糖尿病時の代謝変化を理解する。

SBOs：

C6-（5）-④-1

C6-（5）-④-2

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

生化学Ⅱ [再]

髙橋　隆幸

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業を基本としますが、状況に応じてオンデマンド

授業を行います。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1,2,7,8を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

生命現象を理解するためには、私たちが生命活動を営む

（生きていく）ための仕組みを知る必要があります。私

たちヒトを初めとするすべての生物は、外界から取り込

んだ（摂取した）無機質、無機化合物、有機化合物をそ

のまま利用したり、それらを生体内で必要な物質（糖質、

脂質、タンパク質や、生命活動に不可欠なエネルギーな

ど）に作り変えて利用したりして生きています。また、

それと同時に、生物は、代謝過程や生命活動で不要にな

った物質を、老廃物として体外に排泄します。『生化学

』は、これらの生命現象を、化学的な視点を交えて解き

明かす学問です。ところで、第１学年後期の「生化学Ⅰ

」では、私達の身体を構成する様々な生体分子（糖質・

脂質、アミノ酸・タンパク質、ヌクレオチド）の化学構

造と体内での働き（機能）について学びました。この講

義では、まず初めに生命活動に不可欠なエネルギー（AT

P）産生の仕組みを、エネルギー代謝の基礎となる糖質

代謝を中心に学んでいきます。さらに、糖質以外の生体

分子（脂質、アミノ酸・タンパク質、ヌクレオチド）の

代謝を学び、それら相互の関係を理解することで、私た

ち生命が維持されている仕組みを理解していきます。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C6-（3）-④-2　血漿リポタンパク質の種類、構造、機

能を説明できる。

C6-（5）-①-1　エネルギー代謝の概要を説明できる。

C6-（5）-②-1　解糖系及び乳酸の生成について説明で

きる。

C6-（5）-②-2　クエン酸回路(TCA サイクル)について

説明できる。

C6-（5）-②-3　電子伝達系（酸化的リン酸化）とATP

合成酵素について説明できる。

C6-（5）-②-4　グリコーゲンの代謝について説明でき

る。

C6-（5）-②-5　糖新生について説明できる。

C6-（5）-⑤-3　ペントースリン酸回路について説明で

きる。

C6-（5）-③-1　脂肪酸の生合成とβ酸化について説明

できる。

C6-（5）-③-2　コレステロールの生合成と代謝につい

て説明できる。

C6-（5）-④-1　飢餓状態のエネルギー代謝（ケトン体

の利用など）について説明できる。

C6-（5）-④-2　余剰のエネルギーを蓄えるしくみを説

明できる。

C6-（5）-⑤-1　アミノ酸分子中の炭素および窒素の代

謝（尿素回路など）について説明できる。

C6-（5）-⑤-2　ヌクレオチドの生合成と分解について

説明できる。

D1-（3）-①-2　各栄養素の消化、吸収、代謝のプロセ

スを概説できる。

諸君らが、①｢生体を構成する分子の構造と性質を理解

し、その働きを説明できるようになる｣、②｢私たち生物

の生命活動に不可欠なエネルギー（ATP）を、糖質（グ

ルコース）からどのようにして作り出しているのかを説

明できる｣、③｢糖質以外の生体分子（脂質、アミノ酸・
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タンパク質、核酸）がどのようにして代謝されていくの

かを説明できる｣、④｢すべての生体分子の代謝系の相互

の関係を理解できる｣ことを最終目標にいたします。

＜授業のキーワード＞

生化学、生体分子、糖質、脂質、アミノ酸、ペプチド、

タンパク質、核酸、ヌクレオチド、代謝、解糖系、クエ

ン酸回路、TCA回路、乳酸発酵、アルコール発酵、電子

伝達系、リンゴ酸-アスパラギン酸シャトル、グリセロ

ールリン酸シャトル、ペントースリン酸経路、糖新生、

グルコース、グリコーゲン、ATP、脂質代謝、アミノ酸

代謝、タンパク質代謝、ヌクレオチド代謝

＜授業の進め方＞

授業計画に従っておこないます。

＜履修するにあたって＞

①授業前に以下の「授業計画」を参照し、テキスト(教

科書)中の該当する部分を予習しておくことで、授業の

理解度が上がると思われます。積極的に学習するように

してください。

②教科書の補足と講義の理解度を高めるために、参考資

料としてプリントを毎回配布します。プリントには確認

問題（練習問題）も載せてありますので、各自、講義内

容が理解できているかどうかの確認に利用してください

（あえて正解は示しません。わからないところは各自調

べて解答するようにしてください）。

③常日頃の予習・復習が大切であることを理解しておい

てください。定期試験前の一時的な勉強では決して合格

できませんよ！

④まずは｢覚えていく｣こと。次に、それを｢理解｣するこ

と。何よりも最後には｢理解｣することが大切です。そう

すれば必然的に｢応用｣が利くようになります。

⑤解らないことがあったら、なるべく早く質問に来てく

ださい（質問大歓迎）。解らないところをそのまま放置

しておきますと、その後の講義内容が理解できなくなる

ことも多々あります。

⑥毎回毎回の授業内容を独立したものと捉えずに、常に

関連させて理解していくようにしてください。覚えてい

くことは多いですが、関連させて理解していくことによ

り、最小限の努力で理解できるようになるはずです。

⑦オフィスアワーは、月曜日? 金曜日は２限と３限の間

の昼休みと土曜日は午前９時から午後３時の間にいたし

ますが、それ以外の時間でも在室の場合は随時対応いた

します。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、教科書に目を通しておくこと（目安と

して0.5時間）。事後学習として、講義内容を復習し、

忘れないうちにプリントの確認問題を解いて、得られた

知識をその日のうちに確認すること（目安として1時間

）。

＜提出課題など＞

特にありません。

＜成績評価方法・基準＞

①この科目の成績は、定期試験の成績（100点満点）あ

るいは最大4回の確認試験と定期試験の合計の成績（100

点満点）で評価します。確認試験は全評価の10～20%、

残りを定期試験の合計点（計100%）で評価します。詳細

は12回目の講義時にお伝えいたします。成績は学則に明

記された基準に基づきます（合計が60%以上で合格）。

②各試験は、マーク式問題と記述問題からなります。各

問題の配点割合は、問題用紙に明記いたします。すべて

のSBOsから万遍なく出題いたします。

＜テキスト＞

前田正知、浅野真司編集 『コンパス 生化学・改訂第２

版』南江堂（5,000円＋税）

＜参考図書＞

・堅田利明、菅原一幸、富田基郎編集 『NEW 生化学・

第２版』廣川書店（8,500円＋税）

・石橋泰樹・丸山敬監訳 『イラストレイテッド生化学

原書3版』丸善（8,000円＋税）

・上代淑人監訳 『イラストレイテッド ハーパー・生化

学』丸善（6,800円＋税）

・竹島浩編集『医歯薬系学生のための基礎生命科学』京

都廣川書店（2,800円＋税）

・前野正夫・磯川桂太郎著『はじめの一歩のイラスト生

化学・分子生物学』羊土社（3,800円＋税）

・野尻久雄編著『パザパ 生化学演習』京都廣川書店（3,

800円＋税）

など、生化学に関係した書籍。自分の能力に合わせて選

んでください。

＜授業計画＞

第1回　糖質の消化・吸収と糖質の代謝①：解糖系と嫌

気的代謝

①デンプンの消化とグルコースの吸収機構を理解する。

②解糖系を理解する。

③乳酸発酵とアルコール発酵を理解する。

SBOs：

C6-（5）-②-1

D1-（3）-①-2

第2回　糖質の代謝②：嫌気的代謝と好気的代謝と電子

伝達系

①乳酸発酵とアルコール発酵を理解する。

②クエン酸回路を理解する。

SBOs：

C6-（5）-②-1

C6-（5）-②-2

第3回　糖質の代謝③：電子伝達系

①電子伝達系を理解する。

②基質レベルのリン酸化と酸化的リン酸化によるATP産

生の違いを理解する。
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③リンゴ酸-アスパラギン酸シャトルとグリセロリン酸

シャトルと、その違いを理解する。

SBOs：

C6-（5）-②-3

第4回　糖質の代謝④：ペントースリン酸経路、グリコ

ーゲンの合成と分解、糖新生

①ペントースリン酸経路と、その存在意義を理解する。

②グリコーゲンの合成と分解を理解する。

③糖新生の経路と、その重要性を理解する。

SBOs：

C6-（5）-②-4

C6-（5）-②-5

C6-（5）-⑤-3

第5回　脂質の代謝①：β酸化とケトン体生成

①脂質の消化と吸収を理解する。

②脂肪酸からエネルギーを得る仕組み(β酸化）を理解

する。

③アセチルCoAのエネルギー代謝における役割を理解す

る。

④ケトン体の生成と利用について理解する。

SBOs：

C6-（5）-③-1

C6-（5）-④-1

D1-（3）-①-2

第6回　脂質の代謝②：脂肪酸の生合成とコレステロー

ルの代謝

①脂肪酸の生合成と、余剰エネルギーの蓄積機構を理解

する。

②コレステロールの分解と生合成経路を理解する。

③食餌由来の脂質や肝臓で生合成された脂質の体内運搬

(リポタンパク質の代謝)を理解する。

SBOs：

C6-（3）-④-2

C6-（5）-③-1

C6-（5）-③-2

C6-（5）-④-2

第7回　脂質の代謝③：リポタンパク質の働き

①食餌由来の脂質や肝臓で生合成された脂質の体内運搬

(リポタンパク質の代謝)を理解する。

②中性脂肪とリン脂質の生合成経路を理解する。

SBOs：

C6-（3）-④-2

C6-（5）-④-2

第8回　アミノ酸・タンパク質の代謝①：アミノ基部分

の代謝

①タンパク質の消化とアミノ酸の吸収機構を理解する。

②一般的なアミノ酸の代謝機構（おもに、アミノ基部分

の代謝）を理解する。

SBOs：

C6-（5）-⑤-1

D1-（3）-①-2

第9回　アミノ酸・タンパク質の代謝②：炭素骨格部分

の代謝と先天性アミノ酸代謝異常症

①一般的なアミノ酸の代謝機構（おもに、炭素骨格部分

の代謝）を理解する。

②糖原性アミノ酸とケト原性アミノ酸を理解する。

③代表的な先天性のアミノ酸代謝異常症の成因を理解す

る。

SBOs：

C6-（5）-⑤-1

第10回　ヌクレオチドの代謝①：ヌクレオチドの生合成

①ヌクレオチドの生合成経路を理解する。

SBOs：

C6-（5）-⑤-2

第11回　ヌクレオチドの代謝②：ヌクレオチドの代謝

①ヌクレオチドの分解経路を理解する。

SBOs：

C6-（5）-⑤-2

第12回　生体分子の代謝(まとめ)

①糖質代謝、脂質代謝、アミノ酸・タンパク質代謝、ヌ

クレオチド代謝の相互の係りを理解する。

②生体内でのエネルギー利用と余剰エネルギーの蓄積を

理解する。

③飢餓時や糖尿病時の代謝変化を理解する。

SBOs：

C6-（5）-④-1

C6-（5）-④-2

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

生化学Ⅰ [19～]

髙橋　隆幸

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業を基本としますが、状況に応じてZoomを用いた

オンライン授業（ライブ配信）を行います。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり１年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1,2,7,8を目
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指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

生命現象を理解するためには、私たちが生命活動を営む

（生きていく）ための仕組みを知る必要があります。私

たちヒトを初めとするすべての生物は、外界から取り込

んだ（摂取した）無機質、無機化合物、有機化合物をそ

のまま利用したり、それらを生体内で必要な物質（糖質、

脂質、タンパク質や、生命活動に不可欠なエネルギーな

ど）に作り変えて利用したりして生きています。また、

それと同時に、生物は、代謝過程や生命活動で不要にな

った物質を、老廃物として体外に排泄します。『生化学

』は、これらの生命現象を、化学的な視点を交えて解き

明かす学問です。この講義では、次年次で生化学Ⅱを学

ぶ上で基礎となる、私達の身体を構成する様々な分子（

生体分子）の構造や機能についての基礎を学びます。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C6-（2）-②-1　代表的な単糖、二糖の種類、構造、性

質、役割を説明できる。

C6-（2）-②-2　代表的な多糖の種類、構造、性質、役

割を説明できる。

C6-（2）-①-1　代表的な脂質の種類、構造、性質、役

割を説明できる。

C6-（2）-⑤-1　ヌクレオチドと核酸（DNA、RNA）の種

類、構造、性質を説明できる。

C6-（2）-③-1　アミノ酸を列挙し、その構造に基づい

て性質を説明できる。

C6-（2）-④-1　タンパク質の構造（一次、二次、三次、

四次構造）と性質を説明できる。

C6-（2）-⑥-1　代表的なビタミンの種類、構造、性質、

役割を説明できる。

C6-（2）-⑦-1　代表的な必須微量元素の種類、役割を

説明できる。

C6-（3）-①-1　多彩な機能をもつタンパク質（酵素、

受容体、シグナル分子、膜輸送体、運搬・輸送タンパク

質、貯蔵タンパク質、構造タンパク質、接着タンパク質、

防御タンパク質、調節タンパク質）を列挙し概説できる。

C6-（3）-②-1　タンパク質の翻訳後の成熟過程（細胞

小器官間の輸送や翻訳後修飾）について説明できる。

C6-（3）-③-1　酵素反応の特性と反応速度論を説明で

きる。

C6-（3）-③-2　酵素反応における補酵素、微量金属の

役割を説明できる。

C6-（3）-③-3　代表的な酵素活性調節機構を説明でき

る。

C6-（4）-②-3　RNA の種類(hnRNA、mRNA、rRNA、tRNA

など)と機能について説明できる。

諸君らが、｢生体を構成する分子の構造と性質を理解し、

その働きを説明できるようになる｣ことを最終目標にい

たします。

＜授業のキーワード＞

生化学、生体分子、糖質、脂質、アミノ酸、ペプチド、

タンパク質、核酸、ヌクレオチド、酵素、代謝

＜授業の進め方＞

授業計画に従っておこないます。

＜履修するにあたって＞

①授業前に以下の「授業計画」を参照し、テキスト(教

科書)中の該当する部分を予習しておくことで、授業の

理解度が上がると思われます。積極的に学習するように

してください。

②教科書の補足と講義の理解度を高めるために、参考資

料としてプリントを毎回配布します。プリントには確認

問題（練習問題）も載せてありますので、各自、講義内

容が理解できているかどうかの確認に利用してください

（あえて正解は示しません。わからないところは各自調

べて解答するようにしてください）。

③この講義の内容は、後々の生物系科目の基礎になりま

す。学習内容は膨大な量になりますので、常日頃の予習

・復習が大切であることを理解しておいてください。定

期試験前の一時的な勉強では決して合格できませんよ！

④まずは｢覚えていく｣こと。次に、それを｢理解｣するこ

と。何よりも最後には｢理解｣することが大切です。そう

すれば必然的に｢応用｣が利くようになります。

⑤解らないことがあったら、なるべく早く質問に来てく

ださい（質問大歓迎）。解らないところをそのまま放置

しておきますと、その後の講義内容が理解できなくなる

ことも多々あります。

⑥毎回毎回の授業内容を独立したものと捉えずに、常に

関連させて理解していくようにしてください。覚えてい

くことは多いですが、関連させて理解していくことによ

り、最小限の努力で理解できるようになるはずです。

⑦オフィスアワーは、月曜日?金曜日は２限と３限の間

の昼休み、土曜日は午前９時から午後３時の間にいたし

ますが、それ以外の時間でも在室の場合は随時対応いた

します。場所はＣ号館１階SP123です。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、教科書に目を通しておくこと（目安と

して0.5時間）。事後学習として、講義内容を復習し、

忘れないうちにプリントの確認問題を解いて、得られた

知識をその日のうちに確認すること（目安として1時間

）。

＜提出課題など＞

特にありません。

＜成績評価方法・基準＞

①この科目の成績は、定期試験の成績（100点満点）あ

るいは到達度確認試験を含む最大4回の確認試験と定期

試験の合計点（100点満点）で評価します。確認試験は
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全評価の10～20%、残りを定期試験の合計点（計100%）

で評価します。詳細は12回目の講義時にお伝えいたしま

す。成績の評価は学則に明記された基準に基づきます（

合計が60%以上で合格）。

②各試験は、マーク式問題と記述問題からなります。各

問題の配点割合は、問題用紙に明記いたします。すべて

のSBOsから万遍なく出題いたします。

＜テキスト＞

前田正知、浅野真司編集 『コンパス 生化学・改訂第２

版』南江堂（5,000円＋税）

＜参考図書＞

・堅田利明、菅原一幸、富田基郎編集 『NEW 生化学・

第２版』廣川書店（8,500円＋税）

・石橋泰樹・丸山敬監訳 『イラストレイテッド生化学

原書3版』丸善（8,000円＋税）

・上代淑人監訳 『イラストレイテッド ハーパー・生化

学』丸善（6,800円＋税）

・竹島浩編集『医歯薬系学生のための基礎生命科学』京

都廣川書店（2,800円＋税）

・前野正夫・磯川桂太郎著『はじめの一歩のイラスト生

化学・分子生物学』羊土社（3,800円＋税）

・野尻久雄編著『パザパ 生化学演習』京都廣川書店（3,

800円＋税）

・中山亨編著、山下哲、野池基義共著『これから学ぶ酵

素科学』三共出版（3,300円＋税）

など、生化学に関係した書籍。自分の能力に合わせて選

んでください。

＜授業計画＞

第1回　糖質の構造①：単糖とその誘導体

①糖質の定義を理解する。

②代表的な単糖の化学構造と性質を理解する。

③単糖誘導体の化学構造と性質を理解する。

SBOs：

C6-(2)-②-1

第2回　糖質の構造②：二糖類と多糖類（ホモ多糖類）

①二糖類の化学構造と性質を理解する。

②代表的なホモ多糖の化学構造と性質を理解する。

③糖の還元性を理解する。

SBOs：

C6-(2)-②-1

C6-(2)-②-2

第3回　糖質の構造③：多糖類（ヘテロ多糖類）

①代表的なヘテロ多糖の化学構造と性質を理解する。

SBOs：

C6-(2)-②-2

第4回　アミノ酸の構造と働き

①アミノ酸の化学構造を理解し分類できる。

②個々のアミノ酸の性質を理解し、生体内での働きを説

明できる。

SBOs：

C6-(2)-③-1

第5回　ペプチド・タンパク質の構造と働き

①アミノ酸とペプチド・タンパク質との関係を理解し説

明できる。

②ペプチドやタンパク質の高次構造とそれを構築する力

（相互作用）を理解する。

③タンパク質の高次構造の重要性を理解する（変性と再

生）。

SBOs：

C6-(2)-④-1

第6回　タンパク質の機能

①生体内の主要なタンパク質について、その働きを理解

する。

②主要なタンパク質を、その性質や特徴に従い分類でき

る。

③タンパク質の変性と再生を理解する。

SBOs：

C6-(3)-①-1

C6-(3)-②-1

第7回　酵素の性質と機能①

①生体内触媒としての酵素の基本的な性質を理解する。

②酵素を、触媒する反応に従って分類できる。

SBOs：

C6-(3)-③-1

C6-(3)-③-2

第8回　酵素の性質と機能②：反応速度論と酵素活性の

調節

①酵素の反応速度論を理解する。

②酵素活性阻害剤の働き(作用)を理解する。

③酵素活性の調節を理解する。

SBOs：

C6-(3)-③-1

C6-(3)-③-3

第9回　核酸やヌクレオチド関連化合物①

①アミノ酸とペプチド・タンパク質との関係を理解し説

明できる。

②ペプチドやタンパク質の高次構造とそれを構築する力

（相互作用）を理解する。

③タンパク質の高次構造の重要性を理解する（変性と再

生）。

SBOs：
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C6-(2)-④-1

第10回　核酸やヌクレオチド関連化合物②

①DNAとRNAの化学構造と、互いの違いを理解する。

②代表的なRNAを列挙し、その働きの違いを説明する。

SBOs：

C6-(2)-⑤-1

C6-(4)-②-3

C6-(4)-⑤-1

第11回　脂質の構造①：誘導脂質と単純脂質

①脂質の定義を理解する。

②代表的な単純脂質の化学構造と性質を理解する。

SBOs：

C6-(2)-①-1

第12回　脂質の構造②：複合脂質

①代表的な複合脂質の化学構造と性質を理解する。

SBOs：

C6-(2)-①-1

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

生化学Ⅰ [再]

髙橋　隆幸

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業を基本としますが、状況に応じてオンデマンド

授業を行います。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり１年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1,2,7,8を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

生命現象を理解するためには、私たちが生命活動を営む

（生きていく）ための仕組みを知る必要があります。私

たちヒトを初めとするすべての生物は、外界から取り込

んだ（摂取した）無機質、無機化合物、有機化合物をそ

のまま利用したり、それらを生体内で必要な物質（糖質、

脂質、タンパク質や、生命活動に不可欠なエネルギーな

ど）に作り変えて利用したりして生きています。また、

それと同時に、生物は、代謝過程や生命活動で不要にな

った物質を、老廃物として体外に排泄します。『生化学

』は、これらの生命現象を、化学的な視点を交えて解き

明かす学問です。この講義では、次年次で生化学Ⅱを学

ぶ上で基礎となる、私達の身体を構成する様々な分子（

生体分子）の構造や機能についての基礎を学びます。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C6-（2）-②-1　代表的な単糖、二糖の種類、構造、性

質、役割を説明できる。

C6-（2）-②-2　代表的な多糖の種類、構造、性質、役

割を説明できる。

C6-（2）-①-1　代表的な脂質の種類、構造、性質、役

割を説明できる。

C6-（2）-⑤-1　ヌクレオチドと核酸（DNA、RNA）の種

類、構造、性質を説明できる。

C6-（2）-③-1　アミノ酸を列挙し、その構造に基づい

て性質を説明できる。

C6-（2）-④-1　タンパク質の構造（一次、二次、三次、

四次構造）と性質を説明できる。

C6-（2）-⑥-1　代表的なビタミンの種類、構造、性質、

役割を説明できる。

C6-（2）-⑦-1　代表的な必須微量元素の種類、役割を

説明できる。

C6-（3）-①-1　多彩な機能をもつタンパク質（酵素、

受容体、シグナル分子、膜輸送体、運搬・輸送タンパク

質、貯蔵タンパク質、構造タンパク質、接着タンパク質、

防御タンパク質、調節タンパク質）を列挙し概説できる。

C6-（3）-②-1　タンパク質の翻訳後の成熟過程（細胞

小器官間の輸送や翻訳後修飾）について説明できる。

C6-（3）-③-1　酵素反応の特性と反応速度論を説明で

きる。

C6-（3）-③-2　酵素反応における補酵素、微量金属の

役割を説明できる。

C6-（3）-③-3　代表的な酵素活性調節機構を説明でき

る。

C6-（4）-②-3　RNA の種類(hnRNA、mRNA、rRNA、tRNA

など)と機能について説明できる。

諸君らが、｢生体を構成する分子の構造と性質を理解し、

その働きを説明できるようになる｣ことを最終目標にい

たします。

＜授業のキーワード＞

生化学、生体分子、糖質、脂質、アミノ酸、ペプチド、

タンパク質、核酸、ヌクレオチド、酵素、代謝

＜授業の進め方＞

授業計画に従っておこないます。

＜履修するにあたって＞

①授業前に以下の「授業計画」を参照し、テキスト(教

科書)中の該当する部分を予習しておくことで、授業の

理解度が上がると思われます。積極的に学習するように

してください。

②教科書の補足と講義の理解度を高めるために、参考資

料としてプリントを毎回配布します。プリントには確認
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問題（練習問題）も載せてありますので、各自、講義内

容が理解できているかどうかの確認に利用してください

（あえて正解は示しません。わからないところは各自調

べて解答するようにしてください）。

③この講義の内容は、後々の生物系科目の基礎になりま

す。学習内容は膨大な量になりますので、常日頃の予習

・復習が大切であることを理解しておいてください。定

期試験前の一時的な勉強では決して合格できませんよ！

④まずは｢覚えていく｣こと。次に、それを｢理解｣するこ

と。何よりも最後には｢理解｣することが大切です。そう

すれば必然的に｢応用｣が利くようになります。

⑤解らないことがあったら、なるべく早く質問に来てく

ださい（質問大歓迎）。解らないところをそのまま放置

しておきますと、その後の講義内容が理解できなくなる

ことも多々あります。

⑥毎回毎回の授業内容を独立したものと捉えずに、常に

関連させて理解していくようにしてください。覚えてい

くことは多いですが、関連させて理解していくことによ

り、最小限の努力で理解できるようになるはずです。

⑦オフィスアワーは、月曜日?金曜日は２限と３限の間

の昼休み、土曜日は午前９時から午後３時の間にいたし

ますが、それ以外の時間でも在室の場合は随時対応いた

します。場所はＣ号館１階SP123です。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、教科書に目を通しておくこと（目安と

して0.5時間）。事後学習として、講義内容を復習し、

忘れないうちにプリントの確認問題を解いて、得られた

知識をその日のうちに確認すること（目安として1時間

）。

＜提出課題など＞

特にありません。

＜成績評価方法・基準＞

①この科目の成績は、定期試験の成績（100点満点）あ

るいは到達度確認試験を含む最大4回の確認試験と定期

試験の合計点（100点満点）で評価します。確認試験は

全評価の10～20%、残りを定期試験の合計点（計100%）

で評価します。成績の評価は学則に明記された基準に基

づきます（合計が60%以上で合格）。

②各試験は、マーク式問題と記述問題からなります。各

問題の配点割合は、問題用紙に明記いたします。すべて

のSBOsから万遍なく出題いたします。

＜テキスト＞

前田正知、浅野真司編集 『コンパス 生化学・改訂第２

版』南江堂（5,000円＋税）

＜参考図書＞

・堅田利明、菅原一幸、富田基郎編集 『NEW 生化学・

第２版』廣川書店（8,500円＋税）

・石橋泰樹・丸山敬監訳 『イラストレイテッド生化学

原書3版』丸善（8,000円＋税）

・上代淑人監訳 『イラストレイテッド ハーパー・生化

学』丸善（6,800円＋税）

・竹島浩編集『医歯薬系学生のための基礎生命科学』京

都廣川書店（2,800円＋税）

・前野正夫・磯川桂太郎著『はじめの一歩のイラスト生

化学・分子生物学』羊土社（3,800円＋税）

・野尻久雄編著『パザパ 生化学演習』京都廣川書店（3,

800円＋税）

・中山亨編著、山下哲、野池基義共著『これから学ぶ酵

素科学』三共出版（3,300円＋税）

など、生化学に関係した書籍。自分の能力に合わせて選

んでください。

＜授業計画＞

第1回　糖質の構造①：単糖とその誘導体

①糖質の定義を理解する。

②代表的な単糖の化学構造と性質を理解する。

③単糖誘導体の化学構造と性質を理解する。

SBOs：

C6-(2)-②-1

第2回　糖質の構造②：二糖類と多糖類（ホモ多糖類）

①二糖類の化学構造と性質を理解する。

②代表的なホモ多糖の化学構造と性質を理解する。

③糖の還元性を理解する。

SBOs：

C6-(2)-②-1

C6-(2)-②-2

第3回　糖質の構造③：多糖類（ヘテロ多糖類）

①代表的なヘテロ多糖の化学構造と性質を理解する。

SBOs：

C6-(2)-②-2

第4回　アミノ酸の構造と働き

①アミノ酸の化学構造を理解し分類できる。

②個々のアミノ酸の性質を理解し、生体内での働きを説

明できる。

SBOs：

C6-(2)-③-1

第5回　ペプチド・タンパク質の構造と働き

①アミノ酸とペプチド・タンパク質との関係を理解し説

明できる。

②ペプチドやタンパク質の高次構造とそれを構築する力

（相互作用）を理解する。

③タンパク質の高次構造の重要性を理解する（変性と再

生）。

SBOs：

C6-(2)-④-1

第6回　タンパク質の機能
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①生体内の主要なタンパク質について、その働きを理解

する。

②主要なタンパク質を、その性質や特徴に従い分類でき

る。

③タンパク質の変性と再生を理解する。

SBOs：

C6-(3)-①-1

C6-(3)-②-1

第7回　酵素の性質と機能①

①生体内触媒としての酵素の基本的な性質を理解する。

②酵素を、触媒する反応に従って分類できる。

SBOs：

C6-(3)-③-1

C6-(3)-③-2

第8回　酵素の性質と機能②：反応速度論と酵素活性の

調節

①酵素の反応速度論を理解する。

②酵素活性阻害剤の働き(作用)を理解する。

③酵素活性の調節を理解する。

SBOs：

C6-(3)-③-1

C6-(3)-③-3

第9回　核酸やヌクレオチド関連化合物①

①アミノ酸とペプチド・タンパク質との関係を理解し説

明できる。

②ペプチドやタンパク質の高次構造とそれを構築する力

（相互作用）を理解する。

③タンパク質の高次構造の重要性を理解する（変性と再

生）。

SBOs：

C6-(2)-④-1

第10回　核酸やヌクレオチド関連化合物②

①DNAとRNAの化学構造と、互いの違いを理解する。

②代表的なRNAを列挙し、その働きの違いを説明する。

SBOs：

C6-(2)-⑤-1

C6-(4)-②-3

C6-(4)-⑤-1

第11回　脂質の構造①：誘導脂質と単純脂質

①脂質の定義を理解する。

②代表的な単純脂質の化学構造と性質を理解する。

SBOs：

C6-(2)-①-1

第12回　脂質の構造②：複合脂質

①代表的な複合脂質の化学構造と性質を理解する。

SBOs：

C6-(2)-①-1

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

製剤学Ⅰ [15～18]

武田　真莉子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面による講義

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2、3を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）,https://ww

w.kobegakuin.ac.jp/faculty/pharmacy/policy.html?id

=dp}

医薬品は原薬（有効成分の本体、主薬とも称する）その

ままで用いられることは稀であり、通常、その作用を最

も効果的に発揮させ、投与が確実になされる形態とする

ために顆粒剤　錠剤あるいは注射剤などの剤形に仕立て

る目的で製剤化が施される。本科目では、こうした製剤

の設計、製剤化過程において遭遇する諸問題、製剤の物

性の解析に必要な知識と技術を各種剤形と関連付けて学

ぶ。医薬品の剤形は、日本薬局方製剤総則に記載されて

いる75種が基本である。これらのうち、製剤学Ⅰでは主

に液状製剤および分散系製剤について、製剤設計に必要

な基本的知識、各剤形の定義、特徴、材料、製法、製造

工程、包装容器、貯法、関連する局方規定の製剤試験法

を総合的に学ぶ。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

E5-(1)-①-2  結晶（安定形および準安定形）や非晶質、

無水物や水和物の性質について説明できる。

E5-(1)-①-3 固形材料の溶解現象（溶解度、溶解平衡な

ど）や溶解した物質の拡散と溶解速度について説明でき

る。

E5-(1)-①-4 固形材料の溶解に影響を及ぼす因子（pH

や温度など）について説明できる。

E5-(1)-①-5 固形材料の溶解度や溶解速度を高める代表

的な製剤的手法を列挙し、説明できる。

E5-(1)-②-2高分子の構造と高分子溶液の性質（粘度な

ど）について説明できる。

E5-(1)-③-1界面の性質（界面張力、分配平衡、吸着な

ど）や代表的な界面活性剤の種類と性質について説明で

きる。

E5-(1)-③-2代表的な分散系（分子集合体、コロイド、
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乳剤、懸濁剤など）を列挙し、その性質について説明で

きる。

E5-(1)-③-3分散した粒子の安定性と分離現象（沈降な

ど）について説明できる。

E5-(1)-③-4分散安定性を高める代表的な製剤的手法を

列挙し、説明できる。

E5-(1)-④-1 製剤分野で汎用される高分子の構造を理解

し、その物性について説明できる。

E5-(1)-④-3 薬物の安定性を高める代表的な製剤的手法

を列挙し、説明できる。

E5-(2)-①-1 製剤化の概要と意義について説明できる。

E5-(2)-①-2 経口投与する製剤の種類とその特性につい

て説明できる。

E5-(2)-①-3 粘膜に適用する製剤（点眼剤、吸入剤など

）の種類とその特性について説明できる。

E5-(2)-①-4 注射により投与する製剤の種類とその特性

について説明できる。

E5-(2)-①-5 皮膚に適用する製剤の種類とその特性につ

いて説明できる。

E5-(2)-①-6 その他の製剤（生薬関連製剤、透析に用い

る製剤など）の種類と特性について説明できる。

E5-(2)-②-1 代表的な医薬品添加物の種類・用途・性質

について説明できる。

E5-(2)-②-2 製剤化の単位操作、汎用される製剤機械お

よび代表的な製剤の具体的な製造工程について説明でき

る。

E5-(2)-②-3 汎用される容器、包装の種類や特徴につい

て説明できる。

E5-(2)-②-4 製剤に関連する試験法を列挙し、説明でき

る。

E5-(2)-③-1 製剤の特性（適用部位、製剤からの薬物の

放出性など）を理解した上で、生物学的同等性について

説明できる。

＜授業のキーワード＞

（製剤を作る意義）

剤形、製剤、プレフォーミュレーション研究、製剤化研

究、工業化研究、原薬、薬物速度論、バイオアベイラビ

リティ

（液状製剤に必要な知識）

濃度表記、非晶質、結晶多形、粒子径、水和物・無水物、

極性・半極性・無極性、コソルベンシー、pH、分子量、

会合体、共通イオン効果、塩析・塩溶、界面活性剤、金

属錯体、有機分子複合体、包接化合物、溶解速度、Noye

s-Whitney-Nernst式、シンク条件、Hixson-Crowell式、

みかけの溶解速度定数、等張化法、電解質溶液の束一性、

ミリ当量、オスモル濃度、注射剤の配合

（液状製剤を作る）

製薬用水、経口液剤、シロップ剤、生薬関連製剤、小容

量注射剤、輸液剤、注射剤の形態、溶剤、補助剤・添加

剤、製造工程、注射剤用容器、最終滅菌法、無菌操作法、

超ろ過法、パイロジェン、不溶性異物、注射剤用ガラス

容器試験法、プラスチック製医薬品容器試験法、輸液用

ゴム栓試験法、鉱油試験法、エンドトキシン試験法、発

熱性物質試験法、無菌試験法、注射剤の不溶性異物検査

法、注射剤の不溶性微粒子試験法、注射剤の採取容量試

験法、点眼剤、点眼剤の不溶性異物検査法、点眼剤の不

溶性微粒子試験法、点眼剤の吸収性・使用性

（分散系製剤に必要な知識）

懸濁液、自由沈降、凝集沈降、乳濁液、乳濁液の型、乳

化剤、バンクロフトの経験則、Ostwaldの相容積理論、

転相、クリーミング、多相エマルション、界面活性剤、

高分子、微粉体、分子・会合・分散コロイド、保護コロ

イド、ブラウン運動、チンダル現象、ゼータ電位、DLVO

理論、ホフマイスター順列

（分散系製剤を作る）

ホモジナイザー、コロイドミル、エアゾール、ネブライ

ザー、ポンプ、液化ガス　圧縮ガス

＜授業の進め方＞

授業計画に従って講義を中心に進めます。講義はテキス

ト、スライドおよび配布プリントを用いて進めます。

＜履修するにあたって＞

本科目は薬物理化学Ⅱ　同Ⅲ　同Ⅳで修得した知識の実

際的な応用に関わる内容です。

また「日本薬局方Ⅰ」の内容からより深く踏み込んだ知

識の修得を目的としています。したがって、受講前にこ

れらの科目で学んだ内容を習熟しておくことが必須です。

配布プリントに、授業で使うスライド、教科書の捕捉説

明ならびに理解を深めるための各種問題を掲載していま

すので、活用しながら受講して下さい。尚、オフィスア

ワーは随時ですが、事前に電子メールでアポイントメン

トを取ってください。

＜授業時間外に必要な学修＞

毎授業終了後に、ポストテストを実施します。実施方法

は、授業中およびドットキャンパスで説明をしますので

見落としのないようにして下さい。また、理解を深め、

知識を確実に身につけるために、テキストおよび配布プ

リントを充分に復習して下さい（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

必要な場合は、授業の際に連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

＜成績評価方法＞

毎授業で実施するポストテスト（20％）および全講義終

了後に実施する定期試験（80％）の成績に基づいて評価

します。

＜定期試験について＞

範囲：第1回? 1 2回までの講義内容全て
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形式：選択式問題、記述問題、計算問題

記述問題の採点基準は、重要なキーワードを用いて的確

に説明できる場合を100％、キーワードが漏れていたり、

誤った表現がある場合を50％、キーワードが正しく列挙

できておらず、明らかに説明が出来ていない場合を0％

とします。

＜テキスト＞

基基礎から学ぶ製剤化のサイエンス　第4版　山本恵司、

森部久仁一監修（エルゼビア・ジャパン株式会社）を使

用します。また、適宜、教科書の捕捉説明となるプリン

トを配布します。

遠隔授業となった際には、以下のフォルダに順次アップ

ロードしますので、ダウンロードして参考にして下さい。

{製剤学I（武田）,https://kobegakuin-my.sharepoint.

com/:f:/g/personal/pm165088_pharm_kobegakuin_ac_jp

/EsmSyiW1vh5Fj8BbfQxgk5wBcIewIAxsjH8ZuN5Je5DIMA?e=

sagY61}

＜授業計画＞

第1回　製剤を作る意義

投与から作用発現までの薬物と製剤の生体内運命とそれ

を支配する物理化学的要因をふまえ、医薬品に応じた製

剤設計や投与経路と剤形の選択の考え方、製剤開発の流

れについて、その概要を学ぶ。

E5-(2)-①-1

E5-(2)-②-2

E5-(2)-③-1

第2回　液状製剤に必要な知識（1）

液状製剤は一般に薬物・製剤添加物・溶剤から構成され

る溶液であり、その性質の理解が製剤設計の基本となる。

ここでは溶液組成を表す濃度の表記法、実際の溶液製剤

を作る上で重要となる溶剤としての溶媒の一般的性質、

薬物の化学構造や溶質の一般的性質、共存物質が薬物の

溶解性に及ぼす影響について学ぶ。

E5-(1)-①-2

E5-(1)-①-3

E5-(1)-①-4

E5-(1)-①-5

E5-(2)-②-1

第3回　液状製剤に必要な知識（2）

（1）に引き続き実際の溶液製剤を作る上で重要となる

溶剤としての溶媒の一般的性質、薬物の化学構造や溶質

の一般的性質、共存物質が薬物の溶解性に及ぼす影響に

ついて学ぶ。　さらに注射剤の配合変化を例にして溶解

度が関係する薬剤学的問題事例とその解決法についても

学ぶ。

E5-(1)-①-2

E5-(1)-①-3

E5-(1)-①-4

E5-(1)-①-5

E5-(1)-④-3

E5-(2)-①-4

E5-(2)-②-1

第4回　液状製剤に必要な知識（3）

薬物や製剤添加物の溶剤への溶解性は、溶液系製剤の設

計・調製の可否を決める非常に重要な性質である。溶解

性には、物質の溶解性を量的に表現する溶解度と物質が

溶媒へ溶け込んでいく速さを表す溶解速度の2つの意味

合いが含まれている。ここでは、代表的な物質の溶解速

度モデルと溶解速度式、溶解速度に影響を与える因子に

ついて学ぶ。また、注射剤や点眼剤の調製に際して重要

となる溶液の束一的性質に基づく等張化の方法を学ぶ。

E5-(1)-①-3

E5-(1)-①-4

E5-(1)-①-5

E5-(2)-①-3

E5-(2)-①-4

E5-(2)-②-1

第5回　液状製剤を作る（1）

代表的な液状製剤に用いられる製剤添加物、および製剤

の製法、製造工程、容器、貯法、関連する日本薬局方一

般試験法について学ぶ。

E5-(1)-④-1

E5-(1)-④-3

E5-(2)-①-2

E5-(2)-①-3

E5-(2)-①-4

E5-(2)-①-5

E5-(2)-①-6

E5-(2)-②-1

E5-(2)-②-2

E5-(2)-②-3

E5-(2)-②-4

第6回　液状製剤を作る（2）

液状の主な無菌製剤として注射剤を取り上げ、その一般

的特徴、種類、適用部位（投与法と投与経路）、注射用

製剤の形態と成分（主薬、溶剤、添加物）について学ぶ。

E5-(2)-①-4

E5-(2)-②-1

E5-(2)-②-2

E5-(2)-②-3

E5-(2)-②-4

第7回　液状製剤を作る（3）

（2）に引き続き、注射剤の製法、製造工程、容器・包

装、貯法、関連する日本薬局方一般試験法について学ぶ。
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さらに注射剤の品質確保における主な留意点（無菌化、

パイロジェン排除、不溶性異物管理）についても学ぶ※。

（※はアドバンスト科目）

E5-(1)-④-3

E5-(2)-①-4

E5-(2)-②-1

E5-(2)-②-2

E5-(2)-②-3

E5-(2)-②-4

第8回　液状製剤を作る（4）

液状の主な無菌製剤として点眼剤を取り上げ、その一般

的特徴、製剤の形態、成分（主薬、溶剤、添加物）、製

法、製造工程、容器・包装、貯法、関連する日本薬局方

一般試験法について学ぶ。さらに点眼剤の適用上の留意

点（吸収性、使用性など）についても学ぶ※。（※はア

ドバンスト科目）

E5-(1)-④-3

E5-(2)-①-3

E5-(2)-②-1

E5-(2)-②-2

E5-(2)-②-3

E5-(2)-②-4

第9回　分散系製剤に必要な知識（1）

分散系は、連続相（分散媒）の中に微粒子（分散相）が

散在する系のことであり、乳剤、懸濁剤、エアゾール剤

など医薬品の剤形にも多くみられる。こうした分散系の

うち、ここでは分散相の粒子の大きさが1μm以上の分散

系である粗大分散系として乳濁液および懸濁液を取り上

げ、その基本的性質について学ぶ。

E5-(1)-③-1

E5-(1)-③-2

E5-(1)-③-3

E5-(1)-③-4

E5-(1)-④-1

第10回　分散系製剤に必要な知識（2）

分散系製剤の物性に大きな影響を与える界面の基本的性

質（界面張力、ぬれ、付着、吸着）および、分散系製剤

の製造に欠かせない重要な製剤添加物である界面活性剤

の基本的性質について学ぶ。さらに、分散系の安定化に

用いられる添加物（高分子、微粉体など）の性質につい

ても学ぶ※。（※はアドバンスト科目）

E5-(1)-②-2

E5-(1)-③-1

E5-(1)-③-2

E5-(1)-③-3

E5-(1)-③-4

E5-(1)-④-1

E5-(2)-②-1

第11回　分散系製剤に必要な知識（3）

分散相の粒子の大きさが数nm ?1μm 程度の分散系であ

るコロイド分散系について、その光学的性質、熱的性質、

電気的性質、分散安定性に影響する因子を学ぶ。

E5-(1)-②-2

E5-(1)-③-1

E5-(1)-③-2

E5-(1)-③-3

E5-(1)-③-4

E5-(1)-④-1

第12回　分散系製剤を作る

代表的な分散系製剤（乳剤、懸濁剤、外用剤、エアゾー

ル剤やスプレー剤などの気中分散式の剤形）に用いられ

る製剤添加物、および製剤の製法、製造工程、容器、貯

法について学ぶ。

E5-(1)-③-2

E5-(1)-③-3

E5-(1)-③-4

E5-(1)-④-1

E5-(2)-①-2

E5-(2)-①-3

E5-(2)-①-4

E5-(2)-①-5

E5-(2)-①-6

E5-(2)-②-1

E5-(2)-②-2

E5-(2)-②-3

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

製剤学Ⅰ [19～]

武田　真莉子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面による講義

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2、3を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）,https://ww

w.kobegakuin.ac.jp/faculty/pharmacy/policy.html?id

=dp}

医薬品は原薬（有効成分の本体、主薬とも称する）その

ままで用いられることは稀であり、通常、その作用を最

も効果的に発揮させ、投与が確実になされる形態とする

ために顆粒剤　錠剤あるいは注射剤などの剤形に仕立て

る目的で製剤化が施される。本科目では、こうした製剤

の設計、製剤化過程において遭遇する諸問題、製剤の物

性の解析に必要な知識と技術を各種剤形と関連付けて学

ぶ。医薬品の剤形は、日本薬局方製剤総則に記載されて

いる75種が基本である。これらのうち、製剤学Ⅰでは主

に液状製剤および分散系製剤について、製剤設計に必要
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な基本的知識、各剤形の定義、特徴、材料、製法、製造

工程、包装容器、貯法、関連する局方規定の製剤試験法

を総合的に学ぶ。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

E5-(1)-①-2  結晶（安定形および準安定形）や非晶質、

無水物や水和物の性質について説明できる。

E5-(1)-①-3 固形材料の溶解現象（溶解度、溶解平衡な

ど）や溶解した物質の拡散と溶解速度について説明でき

る。

E5-(1)-①-4 固形材料の溶解に影響を及ぼす因子（pH

や温度など）について説明できる。

E5-(1)-①-5 固形材料の溶解度や溶解速度を高める代表

的な製剤的手法を列挙し、説明できる。

E5-(1)-②-2高分子の構造と高分子溶液の性質（粘度な

ど）について説明できる。

E5-(1)-③-1界面の性質（界面張力、分配平衡、吸着な

ど）や代表的な界面活性剤の種類と性質について説明で

きる。

E5-(1)-③-2代表的な分散系（分子集合体、コロイド、

乳剤、懸濁剤など）を列挙し、その性質について説明で

きる。

E5-(1)-③-3分散した粒子の安定性と分離現象（沈降な

ど）について説明できる。

E5-(1)-③-4分散安定性を高める代表的な製剤的手法を

列挙し、説明できる。

E5-(1)-④-1 製剤分野で汎用される高分子の構造を理解

し、その物性について説明できる。

E5-(1)-④-3 薬物の安定性を高める代表的な製剤的手法

を列挙し、説明できる。

E5-(2)-①-1 製剤化の概要と意義について説明できる。

E5-(2)-①-2 経口投与する製剤の種類とその特性につい

て説明できる。

E5-(2)-①-3 粘膜に適用する製剤（点眼剤、吸入剤など

）の種類とその特性について説明できる。

E5-(2)-①-4 注射により投与する製剤の種類とその特性

について説明できる。

E5-(2)-①-5 皮膚に適用する製剤の種類とその特性につ

いて説明できる。

E5-(2)-①-6 その他の製剤（生薬関連製剤、透析に用い

る製剤など）の種類と特性について説明できる。

E5-(2)-②-1 代表的な医薬品添加物の種類・用途・性質

について説明できる。

E5-(2)-②-2 製剤化の単位操作、汎用される製剤機械お

よび代表的な製剤の具体的な製造工程について説明でき

る。

E5-(2)-②-3 汎用される容器、包装の種類や特徴につい

て説明できる。

E5-(2)-②-4 製剤に関連する試験法を列挙し、説明でき

る。

E5-(2)-③-1 製剤の特性（適用部位、製剤からの薬物の

放出性など）を理解した上で、生物学的同等性について

説明できる。

＜授業のキーワード＞

（製剤を作る意義）

剤形、製剤、プレフォーミュレーション研究、製剤化研

究、工業化研究、原薬、薬物速度論、バイオアベイラビ

リティ

（液状製剤に必要な知識）

濃度表記、非晶質、結晶多形、粒子径、水和物・無水物、

極性・半極性・無極性、コソルベンシー、pH、分子量、

会合体、共通イオン効果、塩析・塩溶、界面活性剤、金

属錯体、有機分子複合体、包接化合物、溶解速度、Noye

s-Whitney-Nernst式、シンク条件、Hixson-Crowell式、

みかけの溶解速度定数、等張化法、電解質溶液の束一性、

ミリ当量、オスモル濃度、注射剤の配合

（液状製剤を作る）

製薬用水、経口液剤、シロップ剤、生薬関連製剤、小容

量注射剤、輸液剤、注射剤の形態、溶剤、補助剤・添加

剤、製造工程、注射剤用容器、最終滅菌法、無菌操作法、

超ろ過法、パイロジェン、不溶性異物、注射剤用ガラス

容器試験法、プラスチック製医薬品容器試験法、輸液用

ゴム栓試験法、鉱油試験法、エンドトキシン試験法、発

熱性物質試験法、無菌試験法、注射剤の不溶性異物検査

法、注射剤の不溶性微粒子試験法、注射剤の採取容量試

験法、点眼剤、点眼剤の不溶性異物検査法、点眼剤の不

溶性微粒子試験法、点眼剤の吸収性・使用性

（分散系製剤に必要な知識）

懸濁液、自由沈降、凝集沈降、乳濁液、乳濁液の型、乳

化剤、バンクロフトの経験則、Ostwaldの相容積理論、

転相、クリーミング、多相エマルション、界面活性剤、

高分子、微粉体、分子・会合・分散コロイド、保護コロ

イド、ブラウン運動、チンダル現象、ゼータ電位、DLVO

理論、ホフマイスター順列

（分散系製剤を作る）

ホモジナイザー、コロイドミル、エアゾール、ネブライ

ザー、ポンプ、液化ガス　圧縮ガス

＜授業の進め方＞

授業計画に従って講義を中心に進めます。講義はテキス

ト、スライドおよび配布プリントを用いて進めます。

＜履修するにあたって＞

本科目は薬物理化学Ⅱ　同Ⅲ　同Ⅳで修得した知識の実

際的な応用に関わる内容です。

また「日本薬局方Ⅰ」の内容からより深く踏み込んだ知

識の修得を目的としています。したがって、受講前にこ

れらの科目で学んだ内容を習熟しておくことが必須です。
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配布プリントに、授業で使うスライド、教科書の捕捉説

明ならびに理解を深めるための各種問題を掲載していま

すので、活用しながら受講して下さい。尚、オフィスア

ワーは随時ですが、事前に電子メールでアポイントメン

トを取ってください。

＜授業時間外に必要な学修＞

毎授業終了後に、ポストテストを実施します。実施方法

は、授業中およびドットキャンパスで説明をしますので

見落としのないようにして下さい。また、理解を深め、

知識を確実に身につけるために、テキストおよび配布プ

リントを充分に復習して下さい（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

必要な場合は、授業の際に連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

＜成績評価方法＞

毎授業で実施するポストテスト（20％）および全講義終

了後に実施する定期試験（80％）の成績に基づいて評価

します。

＜定期試験について＞

範囲：第1回? 1 2回までの講義内容全て

形式：選択式問題、記述問題、計算問題

記述問題の採点基準は、重要なキーワードを用いて的確

に説明できる場合を100％、キーワードが漏れていたり、

誤った表現がある場合を50％、キーワードが正しく列挙

できておらず、明らかに説明が出来ていない場合を0％

とします。

＜テキスト＞

基礎から学ぶ製剤化のサイエンス　第4版　山本恵司、

森部久仁一監修（エルゼビア・ジャパン株式会社）を使

用します。

また、適宜、教科書の捕捉説明となるプリントを配布し

ます。

遠隔授業となった際には、以下のフォルダに順次アップ

ロードしますので、ダウンロードして参考にして下さい。

{製剤学I（武田）,https://kobegakuin-my.sharepoint.

com/:f:/g/personal/pm165088_pharm_kobegakuin_ac_jp

/EsmSyiW1vh5Fj8BbfQxgk5wBcIewIAxsjH8ZuN5Je5DIMA?e=

sagY61}

＜授業計画＞

第1回　製剤を作る意義

投与から作用発現までの薬物と製剤の生体内運命とそれ

を支配する物理化学的要因をふまえ、医薬品に応じた製

剤設計や投与経路と剤形の選択の考え方、製剤開発の流

れについて、その概要を学ぶ。

E5-(2)-①-1

E5-(2)-②-2

E5-(2)-③-1

第2回　液状製剤に必要な知識（1）

液状製剤は一般に薬物・製剤添加物・溶剤から構成され

る溶液であり、その性質の理解が製剤設計の基本となる。

ここでは溶液組成を表す濃度の表記法、実際の溶液製剤

を作る上で重要となる溶剤としての溶媒の一般的性質、

薬物の化学構造や溶質の一般的性質、共存物質が薬物の

溶解性に及ぼす影響について学ぶ。

E5-(1)-①-2

E5-(1)-①-3

E5-(1)-①-4

E5-(1)-①-5

E5-(2)-②-1

第3回　液状製剤に必要な知識（2）

（1）に引き続き実際の溶液製剤を作る上で重要となる

溶剤としての溶媒の一般的性質、薬物の化学構造や溶質

の一般的性質、共存物質が薬物の溶解性に及ぼす影響に

ついて学ぶ。　さらに注射剤の配合変化を例にして溶解

度が関係する薬剤学的問題事例とその解決法についても

学ぶ。

E5-(1)-①-2

E5-(1)-①-3

E5-(1)-①-4

E5-(1)-①-5

E5-(1)-④-3

E5-(2)-①-4

E5-(2)-②-1

第4回　液状製剤に必要な知識（3）

薬物や製剤添加物の溶剤への溶解性は、溶液系製剤の設

計・調製の可否を決める非常に重要な性質である。溶解

性には、物質の溶解性を量的に表現する溶解度と物質が

溶媒へ溶け込んでいく速さを表す溶解速度の2つの意味

合いが含まれている。ここでは、代表的な物質の溶解速

度モデルと溶解速度式、溶解速度に影響を与える因子に

ついて学ぶ。また、注射剤や点眼剤の調製に際して重要

となる溶液の束一的性質に基づく等張化の方法を学ぶ。

E5-(1)-①-3

E5-(1)-①-4

E5-(1)-①-5

E5-(2)-①-3

E5-(2)-①-4

E5-(2)-②-1
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第5回　液状製剤を作る（1）

代表的な液状製剤に用いられる製剤添加物、および製剤

の製法、製造工程、容器、貯法、関連する日本薬局方一

般試験法について学ぶ。

E5-(1)-④-1

E5-(1)-④-3

E5-(2)-①-2

E5-(2)-①-3

E5-(2)-①-4

E5-(2)-①-5

E5-(2)-①-6

E5-(2)-②-1

E5-(2)-②-2

E5-(2)-②-3

E5-(2)-②-4

第6回　液状製剤を作る（2）

液状の主な無菌製剤として注射剤を取り上げ、その一般

的特徴、種類、適用部位（投与法と投与経路）、注射用

製剤の形態と成分（主薬、溶剤、添加物）について学ぶ。

E5-(2)-①-4

E5-(2)-②-1

E5-(2)-②-2

E5-(2)-②-3

E5-(2)-②-4

第7回　液状製剤を作る（3）

（2）に引き続き、注射剤の製法、製造工程、容器・包

装、貯法、関連する日本薬局方一般試験法について学ぶ。

さらに注射剤の品質確保における主な留意点（無菌化、

パイロジェン排除、不溶性異物管理）についても学ぶ※。

（※はアドバンスト科目）

E5-(1)-④-3

E5-(2)-①-4

E5-(2)-②-1

E5-(2)-②-2

E5-(2)-②-3

E5-(2)-②-4

第8回　液状製剤を作る（4）

液状の主な無菌製剤として点眼剤を取り上げ、その一般

的特徴、製剤の形態、成分（主薬、溶剤、添加物）、製

法、製造工程、容器・包装、貯法、関連する日本薬局方

一般試験法について学ぶ。さらに点眼剤の適用上の留意

点（吸収性、使用性など）についても学ぶ※。（※はア

ドバンスト科目）

E5-(1)-④-3

E5-(2)-①-3

E5-(2)-②-1

E5-(2)-②-2

E5-(2)-②-3

E5-(2)-②-4

第9回　分散系製剤に必要な知識（1）

分散系は、連続相（分散媒）の中に微粒子（分散相）が

散在する系のことであり、乳剤、懸濁剤、エアゾール剤

など医薬品の剤形にも多くみられる。こうした分散系の

うち、ここでは分散相の粒子の大きさが1μm以上の分散

系である粗大分散系として乳濁液および懸濁液を取り上

げ、その基本的性質について学ぶ。

E5-(1)-③-1

E5-(1)-③-2

E5-(1)-③-3

E5-(1)-③-4

E5-(1)-④-1

第10回　分散系製剤に必要な知識（2）

分散系製剤の物性に大きな影響を与える界面の基本的性

質（界面張力、ぬれ、付着、吸着）および、分散系製剤

の製造に欠かせない重要な製剤添加物である界面活性剤

の基本的性質について学ぶ。さらに、分散系の安定化に

用いられる添加物（高分子、微粉体など）の性質につい

ても学ぶ※。（※はアドバンスト科目）

E5-(1)-②-2

E5-(1)-③-1

E5-(1)-③-2

E5-(1)-③-3

E5-(1)-③-4

E5-(1)-④-1

E5-(2)-②-1

第11回　分散系製剤に必要な知識（3）

分散相の粒子の大きさが数nm ?1μm 程度の分散系であ

るコロイド分散系について、その光学的性質、熱的性質、

電気的性質、分散安定性に影響する因子を学ぶ。

E5-(1)-②-2

E5-(1)-③-1

E5-(1)-③-2

E5-(1)-③-3

E5-(1)-③-4

E5-(1)-④-1

第12回　分散系製剤を作る

代表的な分散系製剤（乳剤、懸濁剤、外用剤、エアゾー

ル剤やスプレー剤などの気中分散式の剤形）に用いられ

る製剤添加物、および製剤の製法、製造工程、容器、貯

法について学ぶ。

E5-(1)-③-2

E5-(1)-③-3
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E5-(1)-③-4

E5-(1)-④-1

E5-(2)-①-2

E5-(2)-①-3

E5-(2)-①-4

E5-(2)-①-5

E5-(2)-①-6

E5-(2)-②-1

E5-(2)-②-2

E5-(2)-②-3

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

製剤学Ⅱ [15～18]

市川　秀喜

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

遠隔授業（オンデマンド授業）

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2、3を目指

す．

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

医薬品は原薬（有効成分の本体，主薬とも称する）その

ままで? いられることは稀であり，通常，その作? を最

も効果的に発揮させ，投与が確実になされる形態とする

ために顆粒剤，錠剤あるいは注射剤などの剤形に仕? て

る? 的で製剤化が施される．本科? では，こうした製剤

の設計，製剤化過程において遭遇する諸問題，製剤の物

性の解析に必要な知識と技術を各種剤形と関連付けて学

ぶ．医薬品の剤形は，? 本薬局? 製剤総則に記載されて

いる75種が基本である．これらのうち，「製剤学Ⅱ」で

は主に散剤，顆粒剤，錠剤などの固形製剤および坐剤や

軟膏剤などに代表される半固形製剤について，それらの

基礎となる粉体やレオロジーの基本的知識のほか，各剤

形の定義と特徴，用いられる添加剤，製造法・製造工程

や製剤機械，包装・容器，関連する日局規定の製剤試験

法を総合的に学ぶ．

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする．

C2-(4)-④-2　粉末Ｘ線回折測定法の原理と利用法につ

いて概説できる．

C2-(4)-⑤-1　熱重量測定法の原理を説明できる．

C2-(4)-⑤-2　示差熱分析法および示差走査熱量測定法

について説明できる．

E5-(1)-①-1　粉体の性質について説明できる．

E5-(1)-①-2　結晶（安定形や準安定形）や非晶質，無

水物や水和物の性質について説明できる．

E5-(1)-①-3　固形材料の溶解現象（溶解度，溶解平衡

など）や溶解した物質の拡散と溶解速度について説明で

きる．

E5-(1)-①-5　固形材料の溶解度や溶解速度を高める代

表的な製剤的手法を列挙し，説明できる．

E5-(1)-②-1　流動と変形（レオロジー）について説明

できる．

E5-(1)-④-1　製剤分野で汎用される高分子の構造を理

解し，その物性について説明できる．

E5-(1)-④-3　薬物の安定性を高める代表的な製剤的手

法を列挙し，説明できる．

E5-(2)-①-1　製剤化の概要と意義について説明できる．

E5-(2)-①-2　経口投与する製剤の種類とその特性につ

いて説明できる．

E5-(2)-①-3　粘膜に適用する製剤（点眼剤，吸入剤な

ど）の種類とその特性について説明できる．

E5-(2)-①-5　皮膚に適用する製剤の種類とその特性に

ついて説明できる．

E5-(2)-②-1　代表的な医薬品添加物の種類・用途・性

質について説明できる．

E5-(2)-②-2　製剤化の単位操作，汎用される製剤機械

および代表的な製剤の具体的な製造工程について説明で

きる．

E5-(2)-②-3　汎用される容器，包装の種類や特徴につ

いて説明できる．

E5-(2)-②-4　製剤に関連する試験法を列挙し，説明で

きる．

＜授業のキーワード＞

固形製剤，半固形製剤，粉体，レオロジー，製剤添加物，

製剤工程，製剤機械，製剤試験法

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます．

学習支援（講義内容の補足，資料の配布，ポストテスト

など）のため，本学の学習支援システム（LMS; Microso

ft Teams，dot Campus，Moodleなど）を利用します．

＜履修するにあたって＞

本科目は，「物質の状態Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」で修得した知識の

実際的な応用に関わる内容です．また，「剤形・局方・

薬物動態を知る」の内容からより深く踏み込んだ知識の

修得を目的としています．したがって，受講前にこれら

の科目で学んだ内容を習熟しておくことが必須です．

オフィスアワー：随時（不在の時もありますので，事前

に電子メールでアポイントメントを取ることを勧めます

）

＜授業時間外に必要な学修＞

毎授業終了後に本学のMicrosoft Formsなどを利用して

ポストテストを実施します．実施方法はLMSで説明しま
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すので，見落としの無いようにしてください．

毎回の授業のノートと参照した資料を整理して，内容を

復習するとともに，ポストテストを活用して身につける

べき知識の確認をしてください（目安として1時間）．

はっきりしないところは，まず自分でよく考え，その上

で分からないところはメールで質問してください．

＜提出課題など＞

授業時に指示します．

＜成績評価方法・基準＞

＜成績評価方法＞

毎授業で実施するポストテスト〔20%〕および全講義終

了後に実施する定期試験〔80％〕の成績に基づいて評価

します．

＜定期試験＞

範囲：第1回? 第12回の講義内容全て

形式：①語群選択式問題（10問，マーク式解答），②正

誤選択式問題（15ー20問，マーク式解答），③計算問題

（2ー3問，記述またはマーク式解答），④論述問題（1

ー2問，記述式解答）

採点基準（記述式）：

論述問題は，用語，事項について重要なキーワードを用

いて説明を求める．

・重要なキーワードを用いて、的確に説明できている（

100%）

・重要なキーワードを記述しているが、説明に誤った記

述や不十分な説明がある（50%）

・的確な説明はされているが、キーワードに漏れや軽微

な誤記・脱字が含まれる（50%）

・キーワードが正しく列挙できていない，説明ができて

いない（0%）

＜テキスト＞

講義はパワーポイントスライドを用いたオンデマンド形

式にて行います．スライド画面のpdfファイルをテキス

トとして配布します．

副テキストとして，２年次で使用した平野裕之・市川秀

喜・著『HANDY INTELLIGENCE 日本薬局方17局準拠』京

都廣川書店を使用します．

＜参考図書＞

①尾関哲也・井上勝央・著『最新薬剤学第11版』廣川書

店，②竹内洋文・有馬英俊・平山文俊・山本浩充・編『

最新製剤学　第4版』廣川書店

＜授業計画＞

第1回　固形製剤の基礎　?　粉体（その１）

固体粒子の集合体である粉体は，多くの製剤に関わって

おり，中でも固形製剤には最も深いかかわりを持ち，そ

の性質の正確な理解が固形製剤の製造の基本となる．こ

こでは，粉体を構成する個々の粒子の物理化学的な性質

（結晶，非晶質，ガラスなど）とその測定法（粉末Ｘ線

回折，熱分析など），さらに固体粒子の分子集合状態と

溶解性や安定性の関係について学ぶ．

E5-(1)-①-2

E5-(1)-①-3

E5-(1)-①-5

E5-(1)-④-3

C2-(4)-④-2

C2-(4)-⑤-1

C2-(4)-⑤-2

第2回　固形製剤の基礎　　　粉体（その２）

粉体を構成する個々の粒子の重要な性質である粒子径お

よびその測定法について学ぶ．

E5-(1)-①-1

第3回　固形製剤の基礎　　　粉体（その３）

粉体の集合体としての性質（粒子径分布，粒子密度，粒

子形状，表面積，流動性，充填性，混合性，ぬれ，吸湿

性，圧縮性）について学ぶ．

E5-(1)-①-1

第4回　固形製剤とは　　　代表的な剤形

代表的な固形製剤（経口投与する散剤，顆粒剤，錠剤，

カプセル剤など，口腔内に適用するトローチ剤など）の

特徴について学ぶ．

E5-(2)-①-1

E5-(2)-①-2

E5-(2)-①-3

第5回　固形製剤をつくる　　　製剤工程と製剤機械（

その１）

散剤，顆粒剤の製法（製造工程，単位操作，製剤機械）

について学ぶ．

E5-(2)-②-2

第6回　固形製剤をつくる　　　製剤工程と製剤機械（

その２）

錠剤，カプセル剤の製法（製造工程，単位操作，製剤機

械）について学ぶ．

E5-(2)-②-2

第7回　固形製剤をつくる　　　製剤添加物

固形製剤に用いられる製剤添加物について学ぶ．

E5-(1)-④-1

E5-(2)-②-1

第8回　固形製剤をつくる　　　品質の保証

固形製剤に関連する日本薬局方一般試験法および容器・

包装について学ぶ．

E5-(2)-②-3

E5-(2)-②-4

第9回　半固形製剤の基礎　?　レオロジー

レオロジーは，物質の変形と流動を取り扱う学問であり，

坐剤や軟膏剤などの半固形製剤の性質を理解するうえで

重要になる．ここでは，その基本的な概念とそれに関わ

る弾性，粘性，粘弾性の代表的な力学モデルについて学

ぶ．また，粘弾性は，高分子にみられる特有の力学的性
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質であり，製剤の目的に応じて広く利用されることから，

高分子の構造とその物性についても学ぶ．

E5-(1)-②-1

E5-(1)-④-1

第10回　半固形製剤とは　　　代表的な剤形

代表的な半固形製剤（軟膏剤，クリーム剤，ゲル剤，貼

付剤，坐剤，眼軟膏剤(無菌製剤)など）の特徴について

学ぶ．

E5-(1)-②-1

E5-(2)-①-2

E5-(2)-①-3

E5-(2)-①-5

第11回　半固形製剤をつくる　　　製法と製剤添加物

代表的な半固形製剤に用いられる製剤添加物，および製

剤の製法，製造工程について学ぶ．

E5-(1)-④-1

E5-(2)-②-1

E5-(2)-②-2

第12回　半固形製剤をつくる　　　品質の保証

代表的な半固形製剤の試験法および容器・包装について

学ぶ．

E5-(2)-②-3

E5-(2)-②-4

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

製剤学Ⅱ [19～]

市川　秀喜

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2、3を目指

す．

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

医薬品は原薬（有効成分の本体，主薬とも称する）その

ままで? いられることは稀であり，通常，その作? を最

も効果的に発揮させ，投与が確実になされる形態とする

ために顆粒剤，錠剤あるいは注射剤などの剤形に仕? て

る? 的で製剤化が施される．本科? では，こうした製剤

の設計，製剤化過程において遭遇する諸問題，製剤の物

性の解析に必要な知識と技術を各種剤形と関連付けて学

ぶ．医薬品の剤形は，? 本薬局? 製剤総則に記載されて

いる75種が基本である．これらのうち，「製剤学Ⅱ」で

は主に散剤，顆粒剤，錠剤などの固形製剤および坐剤や

軟膏剤などに代表される半固形製剤について，それらの

基礎となる粉体やレオロジーの基本的知識のほか，各剤

形の定義と特徴，用いられる添加剤，製造法・製造工程

や製剤機械，包装・容器，関連する日局規定の製剤試験

法を総合的に学ぶ．

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする．

C2-(4)-④-2　粉末Ｘ線回折測定法の原理と利用法につ

いて概説できる．

C2-(4)-⑤-1　熱重量測定法の原理を説明できる．

C2-(4)-⑤-2　示差熱分析法および示差走査熱量測定法

について説明できる．

E5-(1)-①-1　粉体の性質について説明できる．

E5-(1)-①-2　結晶（安定形や準安定形）や非晶質，無

水物や水和物の性質について説明できる．

E5-(1)-①-3　固形材料の溶解現象（溶解度，溶解平衡

など）や溶解した物質の拡散と溶解速度について説明で

きる．

E5-(1)-①-5　固形材料の溶解度や溶解速度を高める代

表的な製剤的手法を列挙し，説明できる．

E5-(1)-②-1　流動と変形（レオロジー）について説明

できる．

E5-(1)-④-1　製剤分野で汎用される高分子の構造を理

解し，その物性について説明できる．

E5-(1)-④-3　薬物の安定性を高める代表的な製剤的手

法を列挙し，説明できる．

E5-(2)-①-1　製剤化の概要と意義について説明できる．

E5-(2)-①-2　経口投与する製剤の種類とその特性につ

いて説明できる．

E5-(2)-①-3　粘膜に適用する製剤（点眼剤，吸入剤な

ど）の種類とその特性について説明できる．

E5-(2)-①-5　皮膚に適用する製剤の種類とその特性に

ついて説明できる．

E5-(2)-②-1　代表的な医薬品添加物の種類・用途・性

質について説明できる．

E5-(2)-②-2　製剤化の単位操作，汎用される製剤機械

および代表的な製剤の具体的な製造工程について説明で

きる．

E5-(2)-②-3　汎用される容器，包装の種類や特徴につ

いて説明できる．

E5-(2)-②-4　製剤に関連する試験法を列挙し，説明で

きる．

＜授業のキーワード＞

固形製剤，半固形製剤，粉体，レオロジー，製剤添加物，

製剤工程，製剤機械，製剤試験法

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます．

学習支援（講義内容の補足，資料の配布，ポストテスト

など）のため，本学の学習支援システム（LMS; Microso

ft Teams，dot Campus，Moodleなど）を利用します．

＜履修するにあたって＞
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本科目は，「物理化学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」で修得した知識の実

際的な応用に関わる内容です．また，「日本薬局方Ⅰ」

の内容からより深く踏み込んだ知識の修得を目的として

います．したがって，受講前にこれらの科目で学んだ内

容を習熟しておくことが必須です．

オフィスアワー：随時（不在の時もありますので，事前

に電子メールでアポイントメントを取ることを勧めます

）

＜授業時間外に必要な学修＞

毎授業終了後に本学のLMSを利用してポストテストを実

施します．実施方法はLMSで説明しますので，見落とし

の無いようにしてください．

毎回の授業のノートと参照した資料を整理して，内容を

復習するとともに，ポストテストを活用して身につける

べき知識の確認をしてください（目安として1時間）．

はっきりしないところは，まず自分でよく考え，その上

で分からないところはメールで質問してください．

＜提出課題など＞

授業時に指示します．

＜成績評価方法・基準＞

＜成績評価方法＞

毎授業で実施するポストテスト〔20%〕および全講義終

了後に実施する定期試験〔80％〕の成績に基づいて評価

します．

＜定期試験＞

範囲：第1回? 第12回の講義内容全て

形式：①語群選択式問題（10問，マーク式解答），②正

誤選択式問題（15ー20問，マーク式解答），③計算問題

（2ー3問，記述またはマーク式解答），④論述問題（1

ー2問，記述式解答）

採点基準（記述式）：

論述問題は，用語，事項について重要なキーワードを用

いて説明を求める．

・重要なキーワードを用いて、的確に説明できている（

100%）

・重要なキーワードを記述しているが、説明に誤った記

述や不十分な説明がある（50%）

・的確な説明はされているが、キーワードに漏れや軽微

な誤記・脱字が含まれる（50%）

・キーワードが正しく列挙できていない，説明ができて

いない（0%）

＜テキスト＞

講義はパワーポイントスライドを用いたオンデマンド形

式にて行います．スライド画面のpdfファイルをテキス

トとして配布します．

副テキストとして，２年次で使用した平野裕之・市川秀

喜・著『HANDY INTELLIGENCE 日本薬局方17局準拠』京

都廣川書店を使用します．

＜参考図書＞

①尾関哲也・井上勝央・著『最新薬剤学第11版』廣川書

店，②竹内洋文・有馬英俊・平山文俊・山本浩充・編『

最新製剤学　第4版』廣川書店

＜授業計画＞

第1回　固形製剤の基礎　?　粉体（その１）

固体粒子の集合体である粉体は，多くの製剤に関わって

おり，中でも固形製剤には最も深いかかわりを持ち，そ

の性質の正確な理解が固形製剤の製造の基本となる．こ

こでは，粉体を構成する個々の粒子の物理化学的な性質

（結晶，非晶質，ガラスなど）とその測定法（粉末Ｘ線

回折，熱分析など），さらに固体粒子の分子集合状態と

溶解性や安定性の関係について学ぶ．

E5-(1)-①-2

E5-(1)-①-3

E5-(1)-①-5

E5-(1)-④-3

C2-(4)-④-2

C2-(4)-⑤-1

C2-(4)-⑤-2

第2回　固形製剤の基礎　　　粉体（その２）

粉体を構成する個々の粒子の重要な性質である粒子径お

よびその測定法について学ぶ．

E5-(1)-①-1

第3回　固形製剤の基礎　　　粉体（その３）

粉体の集合体としての性質（粒子径分布，粒子密度，粒

子形状，表面積，流動性，充填性，混合性，ぬれ，吸湿

性，圧縮性）について学ぶ．

E5-(1)-①-1

第4回　固形製剤とは　　　代表的な剤形

代表的な固形製剤（経口投与する散剤，顆粒剤，錠剤，

カプセル剤など，口腔内に適用するトローチ剤など）の

特徴について学ぶ．

E5-(2)-①-1

E5-(2)-①-2

E5-(2)-①-3

第5回　固形製剤をつくる　　　製剤工程と製剤機械（

その１）

散剤，顆粒剤の製法（製造工程，単位操作，製剤機械）

について学ぶ．

E5-(2)-②-2

第6回　固形製剤をつくる　　　製剤工程と製剤機械（

その２）

錠剤，カプセル剤の製法（製造工程，単位操作，製剤機

械）について学ぶ．

E5-(2)-②-2

第7回　固形製剤をつくる　　　製剤添加物

固形製剤に用いられる製剤添加物について学ぶ．

E5-(1)-④-1
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E5-(2)-②-1

第8回　固形製剤をつくる　　　品質の保証

固形製剤に関連する日本薬局方一般試験法および容器・

包装について学ぶ．

E5-(2)-②-3

E5-(2)-②-4

第9回　半固形製剤の基礎　?　レオロジー

レオロジーは，物質の変形と流動を取り扱う学問であり，

坐剤や軟膏剤などの半固形製剤の性質を理解するうえで

重要になる．ここでは，その基本的な概念とそれに関わ

る弾性，粘性，粘弾性の代表的な力学モデルについて学

ぶ．また，粘弾性は，高分子にみられる特有の力学的性

質であり，製剤の目的に応じて広く利用されることから，

高分子の構造とその物性についても学ぶ．

E5-(1)-②-1

E5-(1)-④-1

第10回　半固形製剤とは　　　代表的な剤形

代表的な半固形製剤（軟膏剤，クリーム剤，ゲル剤，貼

付剤，坐剤，眼軟膏剤(無菌製剤)など）の特徴について

学ぶ．

E5-(1)-②-1

E5-(2)-①-2

E5-(2)-①-3

E5-(2)-①-5

第11回　半固形製剤をつくる　　　製法と製剤添加物

代表的な半固形製剤に用いられる製剤添加物，および製

剤の製法，製造工程について学ぶ．

E5-(1)-④-1

E5-(2)-②-1

E5-(2)-②-2

第12回　半固形製剤をつくる　　　品質の保証

代表的な半固形製剤の試験法および容器・包装について

学ぶ．

E5-(2)-②-3

E5-(2)-②-4

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

製剤学Ⅲ [13～14]

亀井　敬泰

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属である。

この科目は、4年次に配当している専門教育科目であり、

学部のディプロマ・ポリシー（DP：学位授与の方針）に

示す8項目のうち、2、3を目指す。

医薬品の利便性（投与方法や副作用等）を考慮するため

には、薬物の体内動態を適切に制御するための製剤設計

が必要である。これを可能にするために、薬物送達シス

テム（DDS）という概念が提唱されている。本講では、

その概念の理解を深め、基本技術である薬物放出制御法、

標的指向化法、吸収促進法とそれらの実際について学ぶ。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

薬物送達システムを駆使して薬物体内動態を制御する概

念と、それを設計するために用いられる技術や材料につ

いて、実例に基づいて理解する。

C16-(1)-①-3　溶解した物質の膜透過速度について説明

できる

C16-(3)-①-1　従来の医薬品製剤の有効性、安全性、信

頼性における主な問題点を列挙できる

C16-(3)-①-2　DDSの概念と有用性について説明できる

C16-(3)-②-1　放出制御型製剤（徐放性製剤を含む）の

利点について説明できる

C16-(3)-②-2　代表的な放出制御型製剤を列挙できる

C16-(3)-②-3　代表的な徐放性製剤における徐放化の手

段について説明できる

C16-(3)-②-4　徐放性製剤に用いられる製剤材料の種類

と性質について説明できる

C16-(3)-②-5　経皮投与製剤の特徴と利点について説明

できる

C16-(3)-②-6　腸溶製剤の特徴と利点について説明でき

る

C16-(3)-③-1　ターゲティングの概要と意義について説

明できる

C16-(3)-③-2　代表的なドラッグキャリアーを列挙し、

そのメカニズムを説明できる

C16-(3)-④-1　代表的なプロドラッグを列挙し、そのメ

カニズムと有用性について説明できる

C16-(3)-⑤-1　代表的な生体膜透過促進法について説明

できる

＜授業のキーワード＞

薬物送達システム、放出制御（コントロールドリリース

）、標的指向化（ターゲティング）、吸収改善、プロド

ラッグ

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。

＜履修するにあたって＞

本科目は、これまでの関連科目（「剤形・局方・薬物体

内動態を知る」「製剤設計Ⅰ（液状・分散系）」「製剤

設計Ⅱ（固形・半固形）」）の知識が土台となりますの

で、受講前にこれらの科目で学んだ内容を復習してくだ

さい。講義では、主に講義資料プリント（冊子）を使い

ます。ノートをしっかりとってください。

オフィスアワー：随時

不在の場合がありますので、訪問前にメールで問い合わ



- 321 -

せてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業後は、ノートと参照した資料を整理して，内容を復

習してください（目安として1.5時間程度）。自分で考

えても理解できない部分がある場合には、メール等で質

問し解決して下さい。

＜提出課題など＞

授業時に指示します。

＜成績評価方法・基準＞

全授業終了後に実施する定期試験（100%)の成績に基づ

いて評価します。

＜テキスト＞

講義用パワーポイントスライドをテキストとして使用し

ます（冊子体として配布予定）。

＜参考図書＞

日本薬学会編スタンダード薬学シリーズII6『医療薬学

　VII製剤化のサイエンス』東京化学同人

『最新製剤学　第4版』竹内洋文・有馬英俊・平山文俊

・山本浩充・編　廣川書店

＜授業計画＞

第1回　薬物送達システムの概念

従来の医薬品製剤の有効性、安全性、信頼性における主

な問題点を克服すべく提案されたDDSの概念と有用性に

ついて学ぶ。

C16-(3)-①-1

C16-(3)-①-2

第2回　薬物放出制御の原理と意義

放出制御製剤の必要性について学ぶ。また、拡散制御の

原理、リザーバー型、マトリックス型、侵食・溶解型、

イオン交換、浸透圧ポンプにおける薬物放出機構につい

て学ぶ。

C16-(1)-①-3

C16-(3)-②-1

C16-(3)-②-3

C16-(3)-②-4

第3回　経口投与型放出制御製剤（その１）

経口投与型放出制御製剤（特に徐放性製剤を中心に）の

構造、材料と特性について、実例に基づいて学ぶ。

C16-(3)-②-1

C16-(3)-②-2

C16-(3)-②-3

C16-(3)-②-4

第4回　経口投与型放出制御製剤（その２）

経口投与型放出制御製剤（徐放性製剤、放出遅延製剤お

よび放出部位制御型製剤）の構造、材料と特性、薬物動

態との関係について、その実例に基づいて学ぶ。

C16-(3)-②-1

C16-(3)-②-2

C16-(3)-②-3

C16-(3)-②-4

C16-(3)-②-6

第5回　非経口放出制御製剤（その１)

非経口投与型（経皮型，注入型）放出制御製剤の構造と

特性について、実例に基づいて学ぶ。さらに、作用様式

の異なるインスリン製剤についても、実例とともに学ぶ。

C16-(3)-②-1

C16-(3)-②-2

C16-(3)-②-3

C16-(3)-②-4

C16-(3)-②-5

第6回　非経口放出制御製剤（その２)

経口以外の経粘膜投与型放出制御製剤の構造と特性につ

いて、実例に基づいて学ぶ。放出制御製剤を製造するた

めの材料について学ぶ。さらに、吸入粉末剤の設計や吸

入器についても、実例とともに学ぶ。

C16-(3)-②-1

C16-(3)-②-2

C16-(3)-②-3

C16-(3)-②-4

第7回　吸収改善の概要とプロドラッグ

薬物の吸収改善の意義や、それを可能にするための手法

を学ぶ。また、吸収改善の中心となるプロドラッグにつ

いても、その実例に基づいて学ぶ。

C16-(3)-④-1

C16-(3)-⑤-1

第8回　種々の吸収改善法

ペプチド・タンパク質性医薬品の吸収を改善するための

開発例を学ぶ。製剤添加剤を利用した手法に加えて、投

与経路の選択による吸収改善手法についても、実例に基

づいて学ぶ。

C16-(3)-④-1

C16-(3)-⑤-1

第9回　標的指向化の原理と意義

薬物を標的部位に選択的に送り込み、目的以外の部位へ

の移行を抑制する標的指向化（ターゲティング）の概念

について学ぶ。

C16-(3)-③-1

C16-(3)-④-1

第10回　標的指向型製剤1

標的指向型製剤の例として、高分子化医薬を取り上げ、

その種類とメカニズムについて、実例に基づいて学ぶ。

C16-(3)-③-2

第11回　標的指向型製剤2

標的指向型製剤の例として、微粒子性キャリアを取り上

げ、その種類とメカニズムについて、実例に基づいて学

ぶ。

C16-(3)-③-2

第12回　標的指向型製剤3

最新技術を利用したターゲティングの実例について、そ

の概要と治療原理を学ぶ。
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C16-(3)-③-1

C16-(3)-③-2

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

製剤学Ⅲ [15～18]

亀井　敬泰

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属である。

この科目は、4年次に配当している専門教育科目であり、

学部のディプロマ・ポリシー（DP：学位授与の方針）に

示す8項目のうち、2、3を目指す。

医薬品の利便性（投与方法や副作用等）を考慮するため

には、薬物の体内動態を適切に制御するための製剤設計

が必要である。これを可能にするために、薬物送達シス

テム（DDS）という概念が提唱されている。本講では、

その概念の理解を深め、基本技術である薬物放出制御法、

標的指向化法、吸収促進法とそれらの実際について学ぶ。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

薬物送達システムを駆使して薬物体内動態を制御する概

念と、それを設計するために用いられる技術や材料につ

いて、実例に基づいて理解する。

E5-(3)-①-1　DDSの概念と有用性について説明できる

E5-(3)-①-2　代表的なDDS技術を列挙し、説明できる

E5-(3)-②-1　コントロールドリリースの概要と意義に

ついて説明できる

E5-(3)-②-2　投与部位ごとに、代表的なコントロール

ドリリース技術を列挙し、その特性について説明できる

E5-(3)-②-3　コントロールドリリース技術を適用した

代表的な医薬品を列挙できる

E5-(3)-③-1　ターゲティングの概要と意義について説

明できる

E5-(3)-③-2　投与部位ごとに、代表的なターゲティン

グ技術を列挙し、その特性について説明できる

E5-(3)-③-3　ターゲティング技術を適用した代表的な

医薬品を列挙できる

E5-(3)-④-1　吸収改善の概要と意義について説明でき

る

E5-(3)-④-2　投与部位ごとに、代表的な吸収改善技術

を列挙し、その特性について説明できる

E5-(3)-④-3　吸収改善技術を適用した代表的な医薬品

を列挙できる

E4-(1)-④-4　プロドラッグと活性代謝物について、例

を挙げて説明できる

E5-(2)-③-1　製剤の特性（適用部位，製剤からの薬物

の放出性など）を理解した上で、生物学的同等性につい

て説明できる

＜授業のキーワード＞

薬物送達システム、放出制御（コントロールドリリース

）、標的指向化（ターゲティング）、吸収改善、プロド

ラッグ

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。

＜履修するにあたって＞

本科目は、これまでの関連科目（「剤形・局方・薬物体

内動態を知る」「製剤設計Ⅰ（液状・分散系）」「製剤

設計Ⅱ（固形・半固形）」）の知識が土台となりますの

で、受講前にこれらの科目で学んだ内容を復習してくだ

さい。講義では、主に講義資料プリント（冊子）を使い

ます。ノートをしっかりとってください。

オフィスアワー：随時

不在の場合がありますので、訪問前にメールで問い合わ

せてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業後は、ノートと参照した資料を整理して，内容を復

習してください（目安として1.5時間程度）。自分で考

えても理解できない部分がある場合には、メール等で質

問し解決して下さい。

＜提出課題など＞

授業時に指示します。

＜成績評価方法・基準＞

全授業終了後に実施する定期試験（100%)の成績に基づ

いて評価します。

＜テキスト＞

講義用パワーポイントスライドをテキストとして使用し

ます（冊子体として配布予定）。

＜参考図書＞

日本薬学会編スタンダード薬学シリーズII6『医療薬学

　VII製剤化のサイエンス』東京化学同人

『最新製剤学　第4版』竹内洋文・有馬英俊・平山文俊

・山本浩充・編　廣川書店

＜授業計画＞

第1回　薬物送達システムの概念

従来の医薬品製剤の有効性、安全性、信頼性における主

な問題点を克服すべく提案されたDDSの概念と有用性に

ついて学ぶ。

E5-(3)-①-1

E5-(3)-①-2

第2回　薬物放出制御の原理と意義

放出制御製剤の必要性について学ぶ。また、拡散制御の

原理、リザーバー型、マトリックス型、侵食・溶解型、

イオン交換、浸透圧ポンプにおける薬物放出機構につい

て学ぶ。

E5-(3)-②-1
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E5-(3)-②-2

第3回　経口投与型放出制御製剤（その１）

経口投与型放出制御製剤（特に徐放性製剤を中心に）の

構造、材料と特性について、実例に基づいて学ぶ。

E5-(3)-②-1

E5-(3)-②-2

E5-(3)-②-3

E5-(2)-③-1

第4回　経口投与型放出制御製剤（その２）

経口投与型放出制御製剤（徐放性製剤、放出遅延製剤お

よび放出部位制御型製剤）の構造、材料と特性、薬物動

態との関係について、その実例に基づいて学ぶ。

E5-(3)-②-1

E5-(3)-②-2

E5-(3)-②-3

E5-(2)-③-1

第5回　非経口放出制御製剤（その１)

非経口投与型（経皮型，注入型）放出制御製剤の構造と

特性について、実例に基づいて学ぶ。さらに、作用様式

の異なるインスリン製剤についても、実例とともに学ぶ。

E5-(3)-②-1

E5-(3)-②-2

E5-(3)-②-3

E5-(2)-③-1

第6回　非経口放出制御製剤（その２)

経口以外の経粘膜投与型放出制御製剤の構造と特性につ

いて、実例に基づいて学ぶ。放出制御製剤を製造するた

めの材料について学ぶ。さらに、吸入粉末剤の設計や吸

入器についても、実例とともに学ぶ。

E5-(3)-②-1

E5-(3)-②-2

E5-(3)-②-3

E5-(2)-③-1

第7回　吸収改善の概要とプロドラッグ

薬物の吸収改善の意義や、それを可能にするための手法

を学ぶ。また、吸収改善の中心となるプロドラッグにつ

いても、その実例に基づいて学ぶ。

E5-(3)-①-2

E5-(3)-④-1

E5-(3)-④-2

E5-(3)-④-3

E4-(1)-④-4

第8回　種々の吸収改善法

ペプチド・タンパク質性医薬品の吸収を改善するための

開発例を学ぶ。製剤添加剤を利用した手法に加えて、投

与経路の選択による吸収改善手法についても、実例に基

づいて学ぶ。

E5-(3)-①-2

E5-(3)-④-1

E5-(3)-④-2

E5-(3)-④-3

E4-(1)-④-4

第9回　標的指向化の原理と意義

薬物を標的部位に選択的に送り込み、目的以外の部位へ

の移行を抑制する標的指向化（ターゲティング）の概念

について学ぶ。

E5-(3)-③-1

第10回　標的指向型製剤1

標的指向型製剤の例として、高分子化医薬を取り上げ、

その種類とメカニズムについて、実例に基づいて学ぶ。

E5-(3)-③-2

E5-(3)-③-3

第11回　標的指向型製剤2

標的指向型製剤の例として、微粒子性キャリアを取り上

げ、その種類とメカニズムについて、実例に基づいて学

ぶ。

E5-(3)-③-2

E5-(3)-③-3

第12回　標的指向型製剤3

最新技術を利用したターゲティングの実例について、そ

の概要と治療原理を学ぶ。

E5-(3)-③-2

E5-(3)-③-3

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

製剤学Ⅲ [19～]

亀井　敬泰

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属である。

この科目は、4年次に配当している専門教育科目であり、

学部のディプロマ・ポリシー（DP：学位授与の方針）に

示す8項目のうち、2、3を目指す。

医薬品の利便性（投与方法や副作用等）を考慮するため

には、薬物の体内動態を適切に制御するための製剤設計

が必要である。これを可能にするために、薬物送達シス

テム（DDS）という概念が提唱されている。本講では、

その概念の理解を深め、基本技術である薬物放出制御法、

標的指向化法、吸収促進法とそれらの実際について学ぶ。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

薬物送達システムを駆使して薬物体内動態を制御する概

念と、それを設計するために用いられる技術や材料につ

いて、実例に基づいて理解する。

E5-(3)-①-1　DDSの概念と有用性について説明できる

E5-(3)-①-2　代表的なDDS技術を列挙し、説明できる
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E5-(3)-②-1　コントロールドリリースの概要と意義に

ついて説明できる

E5-(3)-②-2　投与部位ごとに、代表的なコントロール

ドリリース技術を列挙し、その特性について説明できる

E5-(3)-②-3　コントロールドリリース技術を適用した

代表的な医薬品を列挙できる

E5-(3)-③-1　ターゲティングの概要と意義について説

明できる

E5-(3)-③-2　投与部位ごとに、代表的なターゲティン

グ技術を列挙し、その特性について説明できる

E5-(3)-③-3　ターゲティング技術を適用した代表的な

医薬品を列挙できる

E5-(3)-④-1　吸収改善の概要と意義について説明でき

る

E5-(3)-④-2　投与部位ごとに、代表的な吸収改善技術

を列挙し、その特性について説明できる

E5-(3)-④-3　吸収改善技術を適用した代表的な医薬品

を列挙できる

E4-(1)-④-4　プロドラッグと活性代謝物について、例

を挙げて説明できる

E5-(2)-③-1　製剤の特性（適用部位，製剤からの薬物

の放出性など）を理解した上で、生物学的同等性につい

て説明できる

＜授業のキーワード＞

薬物送達システム、放出制御（コントロールドリリース

）、標的指向化（ターゲティング）、吸収改善、プロド

ラッグ

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。

＜履修するにあたって＞

本科目は、これまでの関連科目（「剤形・局方・薬物体

内動態を知る」「製剤設計Ⅰ（液状・分散系）」「製剤

設計Ⅱ（固形・半固形）」）の知識が土台となりますの

で、受講前にこれらの科目で学んだ内容を復習してくだ

さい。講義では、主に講義資料プリント（冊子）を使い

ます。ノートをしっかりとってください。

オフィスアワー：随時

不在の場合がありますので、訪問前にメールで問い合わ

せてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業後は、ノートと参照した資料を整理して，内容を復

習してください（目安として1.5時間程度）。自分で考

えても理解できない部分がある場合には、メール等で質

問し解決して下さい。

＜提出課題など＞

授業時に指示します。

＜成績評価方法・基準＞

全授業終了後に実施する定期試験（100%)の成績に基づ

いて評価します。

＜テキスト＞

講義用パワーポイントスライドをテキストとして使用し

ます（冊子体として配布予定）。

＜参考図書＞

日本薬学会編スタンダード薬学シリーズII6『医療薬学

　VII製剤化のサイエンス』東京化学同人

『最新製剤学　第4版』竹内洋文・有馬英俊・平山文俊

・山本浩充・編　廣川書店

＜授業計画＞

第1回　薬物送達システムの概念

従来の医薬品製剤の有効性、安全性、信頼性における主

な問題点を克服すべく提案されたDDSの概念と有用性に

ついて学ぶ。

E5-(3)-①-1

E5-(3)-①-2

第2回　薬物放出制御の原理と意義

放出制御製剤の必要性について学ぶ。また、拡散制御の

原理、リザーバー型、マトリックス型、侵食・溶解型、

イオン交換、浸透圧ポンプにおける薬物放出機構につい

て学ぶ。

E5-(3)-②-1

E5-(3)-②-2

第3回　経口投与型放出制御製剤（その１）

経口投与型放出制御製剤（特に徐放性製剤を中心に）の

構造、材料と特性について、実例に基づいて学ぶ。

E5-(3)-②-1

E5-(3)-②-2

E5-(3)-②-3

E5-(2)-③-1

第4回　経口投与型放出制御製剤（その２）

経口投与型放出制御製剤（徐放性製剤、放出遅延製剤お

よび放出部位制御型製剤）の構造、材料と特性、薬物動

態との関係について、その実例に基づいて学ぶ。

E5-(3)-②-1

E5-(3)-②-2

E5-(3)-②-3

E5-(2)-③-1

第5回　非経口放出制御製剤（その１)

非経口投与型（経皮型，注入型）放出制御製剤の構造と

特性について、実例に基づいて学ぶ。さらに、作用様式

の異なるインスリン製剤についても、実例とともに学ぶ。

E5-(3)-②-1

E5-(3)-②-2

E5-(3)-②-3

E5-(2)-③-1

第6回　非経口放出制御製剤（その２)

経口以外の経粘膜投与型放出制御製剤の構造と特性につ

いて、実例に基づいて学ぶ。放出制御製剤を製造するた

めの材料について学ぶ。さらに、吸入粉末剤の設計や吸

入器についても、実例とともに学ぶ。
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E5-(3)-②-1

E5-(3)-②-2

E5-(3)-②-3

E5-(2)-③-1

第7回　吸収改善の概要とプロドラッグ

薬物の吸収改善の意義や、それを可能にするための手法

を学ぶ。また、吸収改善の中心となるプロドラッグにつ

いても、その実例に基づいて学ぶ。

E5-(3)-①-2

E5-(3)-④-1

E5-(3)-④-2

E5-(3)-④-3

E4-(1)-④-4

第8回　種々の吸収改善法

ペプチド・タンパク質性医薬品の吸収を改善するための

開発例を学ぶ。製剤添加剤を利用した手法に加えて、投

与経路の選択による吸収改善手法についても、実例に基

づいて学ぶ。

E5-(3)-①-2

E5-(3)-④-1

E5-(3)-④-2

E5-(3)-④-3

E4-(1)-④-4

第9回　標的指向化の原理と意義

薬物を標的部位に選択的に送り込み、目的以外の部位へ

の移行を抑制する標的指向化（ターゲティング）の概念

について学ぶ。

E5-(3)-③-1

第10回　標的指向型製剤1

標的指向型製剤の例として、高分子化医薬を取り上げ、

その種類とメカニズムについて、実例に基づいて学ぶ。

E5-(3)-③-2

E5-(3)-③-3

第11回　標的指向型製剤2

標的指向型製剤の例として、微粒子性キャリアを取り上

げ、その種類とメカニズムについて、実例に基づいて学

ぶ。

E5-(3)-③-2

E5-(3)-③-3

第12回　標的指向型製剤3

最新技術を利用したターゲティングの実例について、そ

の概要と治療原理を学ぶ。

E5-(3)-③-2

E5-(3)-③-3

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

製剤設計Ⅳ（開発と生産） [13～14]

市川　秀喜

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり６年次に配当している。

この科目は，学部のDPに示す8項目のうち，3を目指す．

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

近年，医薬品製剤の開発と生産に深く関わりを持ちつつ

あるナノテクノロジーについて理解し，その医薬品製剤

への応用技術の詳細について学ぶ．

主題は次の５つ．

1. 物質の大きさとそれらの一般的性質の大きさ依存性

について

2. ナノDDSの概念と有用性について

3. 代表的な放出制御型製剤の材料特性、構造と機能の

関係について

4. 代表的な放出制御型製剤の特性と製法の原理につい

て

5. 代表的な標的指向型製剤の特性と製法の原理につい

て

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする．

C16-(1)-①-1　溶液の濃度と性質について説明できる．

C16-(1)-①-2　物質の溶解とその速度について説明でき

る．

C16-(1)-①-3　溶解した物質の膜透過速度について説明

できる．

C16-(1)-①-4　物質の溶解に対して酸・塩基反応が果た

す役割を説明できる．

C16-(1)-②-1　界面の性質について説明できる．

C16-(1)-②-2　代表的な界面活性剤の種類と性質につい

て説明できる．

C16-(1)-②-3　乳剤の型と性質について説明できる．

C16-(1)-②-4　代表的な分散系を列挙し，その性質につ

いて説明できる．

C16-(1)-②-5　分散粒子の沈降現象について説明できる．

C16-(1)-③-1　流動と変形（レオロジー）の概念を理解

し，代表的なモデルについて説明できる．

C16-(1)-③-2　高分子の構造と高分子溶液の性質につい

て説明できる．

C16-(1)-③-3　製剤分野で汎用される高分子の物性につ

いて説明できる．
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C16-(1)-③-4　粉体の性質について説明できる．

C16-(1)-③-5　製剤材料としての分子集合体について説

明できる．

C16-(1)-③-6　薬物と製剤材料の安定性に影響する要因，

安定化方法を列挙し，説明できる．

C16-(1)-③-7　粉末Ｘ線回折測定法の原理と利用法につ

いて概略を説明できる．

C16-(2)-①-1　代表的な剤形の種類と特徴を説明できる．

C16-(2)-①-2　代表的な固形製剤の種類と性質について

説明できる．

C16-(2)-①-3　代表的な半固形製剤の種類と性質につい

て説明できる．

C16-(2)-①-4　代表的な液状製剤の種類と性質について

説明できる．

C16-(2)-①-5　代表的な無菌製剤の種類と性質について

説明できる．

C16-(2)-①-6　エアゾール剤とその類似製剤について説

明できる．

C16-(2)-①-7　代表的な製剤添加物の種類と性質につい

て説明できる．

C16-(2)-①-8　代表的な製剤の有効性と安全性評価法に

ついて説明できる．

C16-(2)-②-1　製剤化の単位操作および汎用される製剤

機械について説明できる．

C16-(2)-②-3　汎用される容器，包装の種類や特徴につ

いて説明できる．

C16-(2)-③-1　日本薬局方の製剤に関連する試験法を列

挙できる．

C16-(3)-①-1　従来の医薬品製剤の有効性，安全性，信

頼性における主な問題点を列挙できる．

C16-(3)-①-2　DDSの概念と有用性について説明できる．

C16-(3)-②-1　放出制御型製剤（徐放性製剤を含む）の

利点について説明できる．

C16-(3)-②-2　代表的な放出制御型製剤を列挙できる．

C16-(3)-②-3　代表的な徐放性製剤における徐放化の手

段について説明できる．

C16-(3)-②-4　徐放性製剤に用いられる製剤材料の種類

と性質について説明できる．

C16-(3)-②-5　経皮投与製剤の特徴と利点について説明

できる．

C16-(3)-②-6　腸溶製剤の特徴と利点について説明でき

る．

C16-(3)-③-1　ターゲティングの概要と意義について説

明できる．

C16-(3)-③-2　代表的なドラッグキャリアーを列挙し，

そのメカニズムを説明できる．

C16-(3)-④-1　代表的なプロドラッグを列挙し，そのメ

カニズムと有用性について説明できる．

C16-(3)-⑤-1　代表的な生体膜透過促進法について説明

できる．

＜授業のキーワード＞

ナノテクノロジー，薬物送達システム，がん治療，コー

ティング剤，放出制御，薬物の溶解性／吸収性改善

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます．質問の受付

・回答はメールを利用してください（随時対応します）．

また，学修支援のため本学のLearning Management Syst

em（LMS；dot Campus，Microsoft Teamsなど）を利用し

ます．講義内容の補足や資料の配布などは原則としてす

べてLMS上で行います．

＜履修するにあたって＞

本科目は，その大部分が「剤形・局方・薬物動態を知る

」「物質の状態Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ」「機器分析の原理と応用」

「製剤設計Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ」に続くものです．今までに修得

した知識の実際的な応用力が広範に求められます．した

がって，受講前にこれらの科目で学んだ内容を習熟して

おくことが必須です．講義では，教科書，追加資料プリ

ントを使います．ノートをしっかりとってください．各

主題に関係する基礎事項を適宜，参照または振り返りな

がら講義を進めます．

オフィスアワー：随時．ただし，予めメールで問い合わ

せてください

＜授業時間外に必要な学修＞

毎授業終了後にLMSを利用してポストテストを実施しま

す．実施方法はLMSで説明しますので，見落としの無い

ようにしてください．

毎回の授業のノートと参照した資料を整理して，内容を

復習するとともに，ポストテストを活用して身につける

べき知識の確認をしてください（目安として1.5時間）．

はっきりしないところは，まず自分でよく考え，その上

で分からないところはメールで質問してください．

＜提出課題など＞

授業時に指示します．

＜成績評価方法・基準＞

＜成績評価方法＞

・毎授業で実施するポストテストの取り組み状況と成績

〔80％〕

・全授業終了後に課する小レポート〔20％〕

に基づいて評価します．

＜ポストテストの概要＞

出題範囲：第1回～第12回の授業内容

形式：正誤選択問題（各回10問程度）

設問形式の例：

問　「＊＊＊」に関する記述のうち，正しいのはどれか．

１．〇〇〇〇〇〇〇〇

２．△△△△△△△△

・・・・・・・・・・

５．◇◇◇◇◇◇◇◇

＜テキスト＞
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講義はパワーポイントスライドを用いて行います．スラ

イド画面の印刷物をテキストとして配布します．

副テキストとして，２年次で使用した平野裕之・市川秀

喜・著『HANDY INTELLIGENCE 日本薬局方17局準拠』京

都廣川書店を適宜，使用します．

＜参考図書＞

竹内洋文・有馬英俊・平山文俊・山本浩充・編『最新製

剤学』廣川書店

日本薬学会編スタンダード薬学シリーズ７　『製剤化の

サイエンス』東京化学同人

橋田 充・監，高倉義信・編『図解で学ぶＤＤＳ 第2版

』じほう

片岡一則・監『医療ナノテクノロジー』杏林図書

田端泰彦・編『絵で見てわかるナノＤＤＳ』メディカル

ドゥ

＜授業計画＞

第1回　製剤とナノテクノロジー　ナノテクノロジーっ

て何なの？

ナノテクノロジーは製剤に深く関わる技術である．ナノ

サイズとはどのような大きさか，ナノ分散系の世界では

どのようなことが起こるのか，それらが製剤とどのよう

にかかわっているのかについて学ぶ．

C16-(1)-③-5

C16-(2)-①-1

C16-(3)-①-1

C16-(3)-①-2

C16-(3)-②-1

C16-(3)-③-1

C16-(3)-③-2

C16-(3)-⑤-1

第2回　薬物の溶解性改善とナノテクノロジー（その１

）

化合物の薬理学的有効性を追求することにより，薬物は

難溶性を示すことが近年多くなってきている．ここでは，

溶解性向上の対策としてのナノ粒子化を取り上げ，薬物

の溶解現象に関わる事項について学ぶ．

C16-(1)-①-1

C16-(1)-①-2

C16-(1)-①-3

C16-(1)-①-4

第3回　薬物の溶解性改善とナノテクノロジー（その２

）

その１に引き続き，難溶性薬物の溶解性向上の対策とし

てのナノ粒子化を取り上げ，分散系の取り扱いに関わる

事項について学ぶ．さらに，分散系に用いる製剤材料の

物性に関わる事項について学ぶ．

C16-(1)-③-1

C16-(1)-③-2

C16-(1)-③-3

C16-(1)-③-4

C16-(1)-③-5

C16-(1)-③-6

C16-(1)-③-7

第4回　製剤設計とナノテクノロジー（その１）

製剤技術でのナノテクノロジーの新しい展開は製剤に大

きな可能性を生み出した．ここでは，代表的な製剤の特

徴を参照しながら，製剤設計とナノテクノロジーの関係

について学ぶ．

C16-(2)-①-1

C16-(2)-①-2

C16-(2)-①-3

C16-(2)-①-4

C16-(2)-①-5

C16-(2)-①-6

第5回　製剤設計とナノテクノロジー（その２）

その１に引き続き，ここでは製剤添加物の種類と性質を

参照しながら，製剤設計とナノテクノロジーの関係につ

いて学ぶ．

C16-(1)-②-2

C16-(1)-③-3

C16-(1)-③-5

C16-(2)-①-7

第6回　製剤設計とナノテクノロジー（その３）

その２に引き続き，ここでは製剤化の方法（製剤機械，

単位操作，製剤工程）を参照しながら，製剤設計とナノ

テクノロジーの関係について学ぶ．さらに，製剤の機能

化法としてコーティング技術を取り上げ，その製剤設計

への利用や材料設計におけるナノテクノロジーの役割に

ついて学ぶ．

C16-(1)-①-3

C16-(1)-②-2

C16-(1)-③-3

C16-(1)-③-4

C16-(2)-①-2

C16-(2)-①-7

C16-(2)-②-1

C16-(2)-③-1

第7回　放出制御製剤とナノテクノロジー

ナノテクノロジーはＤＤＳ開発に大きなインパクトを与

えている．ここではＤＤＳの基本柱のひとつである放出

制御（Controlled Release）の意義と特徴を参照しなが

ら，放出制御製剤とナノテクノロジーとの関係について

学ぶ．さらに，ナノテクノロジーの応用事例として，こ

こでは経口投与型の放出制御製剤を取り上げ，その材料，

粒子設計の実際，製法について学ぶ．

C16-(1)-①-3

C16-(1)-①-4

C16-(1)-③-3

C16-(1)-③-4

C16-(1)-③-6
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C16-(2)-②-1

C16-(2)-③-1

C16-(3)-①-1

C16-(3)-①-2

C16-(3)-②-1

C16-(3)-②-2

C16-(3)-②-3

C16-(3)-②-4

C16-(3)-②-5

C16-(3)-②-6

第8回　経口薬物送達用ナノＤＤＳ

薬物の経粘膜吸収性改善の例として，ここでは既存の代

表的な製剤的手法を参照しながら，ペプチド性医薬品の

経口投与のためのナノDDSの設計概念について学ぶ．

C16-(3)-③-2

C16-(3)-④-1

C16-(3)-⑤-1

第9回　標的指向化とナノテクノロジー（その１）

がんの化学塞栓療法を例にとり，受動的・能動的ターゲ

ティングの概要と意義を参照しながら，局所投与用標的

指向型製剤の開発例について学ぶ．

C16-(3)-①-1

C16-(3)-①-2

C16-(3)-②-1

C16-(3)-②-2

C16-(3)-②-4

C16-(3)-③-1

C16-(3)-③-2

第10回　標的指向化とナノテクノロジー（その２）

既存の代表的な高分子・微粒子（ナノ）キャリアーの特

徴を参照しながら，標的指向型ナノＤＤＳ製剤の研究開

発例について学ぶ．

C16-(3)-③-2

第11回　標的指向化とナノテクノロジー（その３）

がん治療におけるナノテクノロジーの例として中性子捕

捉療法について学ぶ．

C16-(3)-①-1

C16-(3)-①-2

C16-(3)-③-1

C16-(3)-③-2

第12回　ナノ粒子の安全性評価

ナノ粒子の利用はDDS開発に有用とされる一方で，その

生体への影響は未明なところが多く，リスクの懸念も指

摘されている．ここでは一例として，注射剤の不溶性微

粒子に関する事象を取り上げ，製剤の安全性や試験法を

参照しながら，その管理と取り扱いに対する考え方につ

いて学ぶ．

C16-(2)-①-5

C16-(2)-①-8

C16-(2)-②-3

C16-(2)-③-1

C16-(3)-①-1

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

製剤設計Ⅳ（開発と生産） [15～18]

市川　秀喜

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり６年次に配当している。

この科目は，学部のDPに示す8項目のうち，3を目指す．

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

近年，医薬品製剤の開発と生産に深く関わりを持ちつつ

あるナノテクノロジーについて理解し，その医薬品製剤

への応用技術の詳細について学ぶ．

主題は次の5つ．

1. 物質の大きさとそれらの一般的性質の大きさ依存性

について

2. ナノDDSの概念と有用性について

3. 代表的な放出制御型製剤の材料特性、構造と機能の

関係について

4. 代表的な放出制御型製剤の特性と製法の原理につい

て

5. 代表的な標的指向型製剤の特性と製法の原理につい

て

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする．

E5-(1)-①-1　粉体の性質について説明できる．

E5-(1)-①-2　結晶（安定形および準安定形）や非晶質，

無水物や水和物の性質について説明できる．

E5-(1)-①-3　固形材料の溶解現象（溶解度，溶解平衡

など）や溶解した物質の拡散と溶解速度について説明で

きる．

E5-(1)-①-4　固形材料の溶解に影響を及ぼす因子（pH

や温度など）について説明できる．

E5-(1)-①-5　固形材料の溶解度や溶解速度を高める代

表的な製剤的手法を列挙し，説明できる．

E5-(1)-②-1　流動と変形（レオロジー）について説明

できる．

E5-(1)-②-2　高分子の構造と高分子溶液の性質（粘度

など）について説明できる．

E5-(1)-③-1　界面の性質（界面張力，分配平衡，吸着

など）や代表的な界面活性剤の種類と性質について説明

できる．
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E5-(1)-③-2　代表的な分散系（分子集合体，コロイド，

乳剤，懸濁剤など）を列挙し，その性質について説明で

きる．

E5-(1)-③-3　分散した粒子の安定性と分離現象（沈降

など）について説明できる．

E5-(1)-③-4　分散安定性を高める代表的な製剤的手法

を列挙し，説明できる．

E5-(1)-④-1　製剤分野で汎用される高分子の構造を理

解し，その物性について説明できる．

E5-(1)-④-3　薬物の安定性を高める代表的な製剤的手

法を列挙し，説明できる．

E5-(2)-①-1　製剤化の概要と意義について説明できる．

E5-(2)-①-2　経口投与する製剤の種類とその特性につ

いて説明できる．

E5-(2)-①-3　粘膜に適用する製剤（点眼剤，吸入剤な

ど）の種類とその特性について説明できる．

E5-(2)-①-4　注射により投与する製剤の種類とその特

性について説明できる．

E5-(2)-①-5　皮膚に適用する製剤の種類とその特性に

ついて説明できる．

E5-(2)-①-6　その他の製剤（生薬関連製剤，透析に用

いる製剤など）の種類と特性について説明できる．

E5-(2)-②-1　代表的な医薬品添加物の種類・用途・性

質について説明できる．

E5-(2)-②-2　製剤化の単位操作，汎用される製剤機械

および代表的な製剤の具体的な製造工程について説明で

きる．

E5-(2)-②-3　汎用される容器，包装の種類や特徴につ

いて説明できる．

E5-(2)-②-4　製剤に関連する試験法を列挙し，説明で

きる．

E5-(2)-③-1　製剤の特性（適用部位，製剤からの薬物

の放出性など）を理解した上で，生物学的同等性につい

て説明できる．

E5-(3)-①-1　DDSの概念と有用性について説明できる．

E5-(3)-①-2　代表的なDDS技術を列挙し、説明できる．

E5-(3)-②-1　コントロールドリリースの概要と意義に

ついて説明できる．

E5-(3)-②-2　投与部位ごとに，代表的なコントロール

ドリリース技術を列挙し，その特性について説明できる．

E5-(3)-②-3　コントロールドリリース技術を適用した

代表的な医薬品を列挙できる．

E5-(3)-③-1　ターゲティングの概要と意義について説

明できる．

E5-(3)-③-2　投与部位ごとに，代表的なターゲティン

グ技術を列挙し，その特性について説明できる．

E5-(3)-③-3　ターゲティング技術を適用した代表的な

医薬品を列挙できる．

E5-(3)-④-1　吸収改善の概要と意義について説明でき

る．

E5-(3)-④-2　投与部位ごとに，代表的な吸収改善技術

を列挙し，その特性について説明できる．

E5-(3)-④-3　吸収改善技術を適用した代表的な医薬品

を列挙できる．

＜授業のキーワード＞

ナノテクノロジー，薬物送達システム，がん治療，コー

ティング剤，放出制御，薬物の溶解性／吸収性改善

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます．質問の受付

・回答はメールを利用してください（随時対応します）．

また，学修支援のため本学のLearning Management Syst

em（LMS；dot Campus，Microsoft Teams，Moodleなど）

を利用します．講義内容の補足や資料の配布などは原則

としてすべてLMS上で行います．

＜履修するにあたって＞

本科目は，その大部分が「剤形・局方・薬物動態を知る

」「物質の状態Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ」「物質の分析Ⅲ」「製剤設

計Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ」に続くものです．今までに修得した知識

の実際的な応用力が広範に求められます．したがって，

受講前にこれらの科目で学んだ内容を習熟しておくこと

が必須です．講義では，講義用パワーポイントスライド

（冊子体を配布します）を使います．ノートをしっかり

とってください．各主題に関係する基礎事項を適宜，参

照または振り返りながら講義を進めます．

オフィスアワー：随時．ただし，予めメールで問い合わ

せてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

毎授業終了後にLMSを利用してポストテストを実施しま

す．実施方法はLMSで説明しますので，見落としの無い

ようにしてください．

毎回の授業のノートと参照した資料を整理して，内容を

復習するとともに，ポストテストを活用して身につける

べき知識の確認をしてください（目安として1.5時間）．

はっきりしないところは，まず自分でよく考え，その上

で分からないところはメールで質問してください．

＜提出課題など＞

授業時に指示します．

＜成績評価方法・基準＞

＜成績評価方法＞

・毎授業で実施するポストテストの取り組み状況と成績

〔80％〕

・全授業終了後に課する小レポート〔20％〕

に基づいて評価します．

＜ポストテストの概要＞

出題範囲：第1回～第12回の授業内容

形式：正誤選択問題（各回5~10問程度）

設問形式の例：

問　「＊＊＊」に関する記述のうち，正しいのはどれか．

１．〇〇〇〇〇〇〇〇



- 330 -

２．△△△△△△△△

・・・・・・・・・・

５．◇◇◇◇◇◇◇◇

＜テキスト＞

講義はパワーポイントスライドを用いて行います．スラ

イド画面の印刷物をテキストとして配布します．

副テキストとして，２年次で使用した平野裕之・市川秀

喜・著『HANDY INTELLIGENCE 日本薬局方17局準拠』京

都廣川書店を適宜，使用します．

＜参考図書＞

竹内洋文・有馬英俊・平山文俊・山本浩充・編『最新製

剤学』廣川書店

日本薬学会編スタンダード薬学シリーズ７　『製剤化の

サイエンス』東京化学同人

橋田 充・監，高倉義信・編『図解で学ぶＤＤＳ 第2版

』じほう

片岡一則・監『医療ナノテクノロジー』杏林図書

田端泰彦・編『絵で見てわかるナノＤＤＳ』メディカル

ドゥ

＜授業計画＞

第1回　製剤とナノテクノロジー　ナノテクノロジーっ

て何なの？

ナノテクノロジーは製剤に深く関わる技術である．ナノ

サイズとはどのような大きさか，ナノ分散系の世界では

どのようなことが起こるのか，それらが製剤とどのよう

にかかわっているのかについて学ぶ．

E5-(1)-①-1

E5-(1)-①-2

E5-(1)-②-2

E5-(1)-③-1

E5-(1)-③-2

E5-(1)-③-4

E5-(1)-④-1

E5-(2)-①-1

E5-(3)-①-1

E5-(3)-①-2

第2回　薬物の溶解性改善とナノテクノロジー（その１

）

化合物の薬理学的有効性を追求することにより，薬物は

難溶性を示すことが近年多くなってきている．ここでは，

溶解性向上の対策としてのナノ粒子化を取り上げ，薬物

の溶解現象に関わる事項について学ぶ．

E5-(1)-①-2

E5-(1)-①-3

E5-(1)-①-4

E5-(1)-①-5

第3回　薬物の溶解性改善とナノテクノロジー（その２

）

その１に引き続き，難溶性薬物の溶解性向上の対策とし

てのナノ粒子化を取り上げ，分散系の取り扱いに関わる

事項について学ぶ．さらに，分散系に用いる製剤材料の

物性に関わる事項について学ぶ．

E5-(1)-③-1

E5-(1)-③-2

E5-(1)-③-3

E5-(1)-③-4

E5-(2)-②-1

第4回　製剤設計とナノテクノロジー（その１）

製剤技術でのナノテクノロジーの新しい展開は製剤に大

きな可能性を生み出した．ここでは，代表的な製剤の特

徴を参照しながら，製剤設計とナノテクノロジーの関係

について学ぶ．

E5-(2)-①-1

E5-(2)-①-2

E5-(2)-①-3

E5-(2)-①-4

E5-(2)-①-5

E5-(2)-①-6

E5-(2)-②-3

E5-(2)-②-4

E5-(2)-③-1

第5回　製剤設計とナノテクノロジー（その２）

その１に引き続き，ここでは製剤添加物の種類と性質を

参照しながら，製剤設計とナノテクノロジーの関係につ

いて学ぶ．

E5-(1)-②-1

E5-(1)-②-2

E5-(1)-④-1

E5-(2)-②-1

第6回　製剤設計とナノテクノロジー（その３）

その２に引き続き，ここでは製剤化の方法（製剤機械，

単位操作，製剤工程）を参照しながら，製剤設計とナノ

テクノロジーの関係について学ぶ．さらに，製剤の機能

化法としてコーティング技術を取り上げ，その製剤設計

への利用や材料設計におけるナノテクノロジーの役割に

ついて学ぶ．

E5-(1)-④-1

E5-(2)-②-1

E5-(2)-②-2

第7回　放出制御製剤とナノテクノロジー

ナノテクノロジーはＤＤＳ開発に大きなインパクトを与

えている．ここではＤＤＳの基本柱のひとつである放出

制御（Controlled Release）の意義と特徴を参照しなが

ら，放出制御製剤とナノテクノロジーとの関係について

学ぶ．さらに，ナノテクノロジーの応用事例として，こ

こでは経口投与型の放出制御製剤を取り上げ，その材料，

粒子設計の実際，製法について学ぶ．

E5-(1)-①-3

E5-(3)-①-1
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E5-(3)-①-2

E5-(3)-②-1

E5-(3)-②-2

E5-(3)-②-3

第8回　経口薬物送達用ナノＤＤＳ

薬物の経粘膜吸収性改善の例として，ここでは既存の代

表的な製剤的手法を参照しながら，ペプチド性医薬品の

経口投与のためのナノDDSの設計概念について学ぶ．

E5-(1)-④-3

E5-(3)-④-1

E5-(3)-④-2

E5-(3)-④-3

第9回　標的指向化とナノテクノロジー（その１）

がんの化学塞栓療法を例にとり，受動的・能動的ターゲ

ティングの概要と意義を参照しながら，局所投与用標的

指向型製剤の開発例について学ぶ．

E5-(3)-①-1

E5-(3)-①-2

E5-(3)-③-1

E5-(3)-③-2

E5-(3)-③-3

第10回　標的指向化とナノテクノロジー（その２）

既存の代表的な高分子・微粒子（ナノ）キャリアーの特

徴を参照しながら，標的指向型ナノＤＤＳ製剤の研究開

発例について学ぶ．

E5-(3)-①-1

E5-(3)-①-2

E5-(3)-③-1

E5-(3)-③-2

E5-(3)-③-3

第11回　標的指向化とナノテクノロジー（その３）

がん治療におけるナノテクノロジーの例として中性子捕

捉療法について学ぶ．

E5-(3)-①-1

E5-(3)-②-1

E5-(3)-③-1

E5-(3)-④-1

第12回　ナノ粒子の安全性評価

ナノ粒子の利用はDDS開発に有用とされる一方で，その

生体への影響は未明なところが多く，リスクの懸念も指

摘されている．ここでは一例として，注射剤の不溶性微

粒子に関する事象を取り上げ，製剤の安全性や試験法を

参照しながら，その管理と取り扱いに対する考え方につ

いて学ぶ．

E5-(2)-①-4

E5-(2)-②-3

E5-(2)-②-4

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

生体関連化合物の分子化学 [15～18]

袁　德其

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本科目ではアミン類、ニトリル、ニトロ化合物、オキシ

ラン、有機硫黄化合物、生体物質の構成要素である糖類

とアミノ酸類、生体分子や薬物中に多数含まれる芳香族

複素環化合物などの化学構造、物性及び化学的性質につ

いて講述します。代表的な含窒素化合物、含硫黄化合物

および糖類の構造特徴および典型的性質を理解し、論理

的思考力を身につけるとことを目指します。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C3-(1)-①-1 代表的な化合物をIUPAC 規則に基づいて命

名することができる。

C3-(2)-③-4 代表的な芳香族複素環化合物の性質を芳香

族性と関連づけて説明できる。

C3-(2)-③-5 代表的な芳香族複素環の求電子置換反応の

反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。

C3-(3)-①-1 代表的な官能基を列挙し、性質を説明でき

る。

C3-(3)-⑤-1 アミン類の基本的性質と反応を列挙し、説

明できる。

C3-(3)-⑦-2 複素環化合物の塩基性度を比較して説明で

きる。

C4-(1)-①-1 代表的な生体高分子を構成する小分子（ア

ミノ酸、糖、脂質、ヌクレオチドなど）の構造に基づく

 化学的性質を説明できる。

C4-(2)-①-1 リン化合物（リン酸誘導体など）および硫

黄化合物（チオール、ジスルフィド、チオエステルなど

） の構造と化学的性質を説明できる。

C6-(2)-②-1 代表的な単糖、二糖の種類、構造、性質、

役割を説明できる。

C6-(2)-②-2　代表的な多糖の種類、構造、性質、役割

を説明できる。

C6-(2)-③-1　アミノ酸を列挙し、その構造に基づいて

性質を説明できる。

AD-C3-④-2　代表的な芳香族複素環の求核置換反応の反
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応性、配向性、置換基の効果について説明できる。

AD-C3-⑥-1　ニトリル類の基本的な性質と反応を列挙し、

説明できる。

AD-C3-⑪-9　カルボン酸誘導体（エステル、アミド、ニ

トリル、酸ハロゲン化物、酸無水物）の代表的な合成法

について 説明できる。

AD-C3-⑪-10　アミンの代表的な合成法について説明で

きる。

＜授業のキーワード＞

アミン、アミノ酸、ニトロ化合物、ニトリル、オキシラ

ン、芳香族複素環、糖類、有機硫黄化合物、ペプチド、

核酸

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。

＜履修するにあたって＞

本講義では、既習した有機化学の内容が基礎知識として

必要となります。既習した基礎知識については、簡単な

繰り返しをせずそのまま応用しますので、理解不十分ま

たは忘れた場合は、必ず復習してください。

演習や課題解説などをドットキャンパスの機能を利用し

て実施します。

オフィスアワー（質問受付時間）：金曜日、13:30-17:0

0

＜授業時間外に必要な学修＞

予習と予習レポートの提出：　必ず指定範囲の内容を予

習し、予習問題を完成してレポートとして講義が始まる

前に提出して下さい（講義開始後の提出は認めません）。

（予習の目安として1時間）

復習：　勉強した内容を必ず復習して下さい（目安とし

て1時間）。講義中に復習の状況をチェックするため、

小テストを実施することがあります。

＜提出課題など＞

計１０回分の課題を完成し、指定期限までにレポートを

提出して下さい。

＜成績評価方法・基準＞

2/3以上の出席率が必須です。講義への出席率が2/3に達

した者に対して、平常点30点、試験70点合計100点満点

をもって、「履修の手引き」に記述されている通りＳ，

Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの5段階で成績評価を行いします。出席

率不十分の者には成績評価を行いません。

平常点は、課題（10回）の提出状況および完成度、講義

中の小テスト（12回）の得点、予習・復習状況などに基

づき算出します。

試験は持ち込み不可で実施します。問題の形式について

は過去問を参照して下さい。但し、過去問からの出題は

ほとんどしません。過去問やプリントを丸暗記するだけ

では合格点まで取るのは難しいです。基礎知識を理解し

て論理的思考力を身につけましょう。

＜テキスト＞

1) 「ソロモンの新有機化学Ⅱ」第11版　、廣川書店。

2） 池田正澄ほか『ソロモン新有機化学スタディガイド

』第11版、廣川書店。

3) オリジナル　プリント（冊子配布）

＜授業計画＞

第1回　アミンの構造と性質

１．含窒素化合物の分類、アミンの分類と命名法

２．代表的なアミンの構造と物理的性質、アミンの塩基

性

C3-(1)-①-1

C3-(3)-⑤-1

C3-(3)-⑦-2

第2回　塩基、求核剤としてのアミンの化学反応

１．塩基性度を支配する因子

２．アミンによる求核的置換反応および各種縮合反応

C3-(3)-⑤-1

C3-(3)-⑦-2

第3回　アミンの反応と合成

１．アミンと亜硝酸との反応、ジアゾ化およびジアゾリ

ウム塩の反応

２．アミンの酸化

３．ホフマン脱離反応とコープ脱離

４．アミンの合成

C3-(3)-⑤-1

AD-C3-⑪-10

第4回　芳香族複素環化合物 の構造、名称と物理的性質

重要な芳香族複素環の構造、分類および名称、代表的複

素環の電子構造、芳香族性、極性および溶解性

C3-(2)-③-4

第5回　π電子過剰系芳香族複素環化合物

ピロール、アゾ-ル類およびインドールの化学構造、酸

・塩基性および典型的な化学反応

C3-(2)-③-5

C3-(3)-⑦-2

第6回　π電子不足系芳香族複素環化合物の典型的な化

学反応

ピリジン、ピリミジンおよび代表的な縮合芳香族複素環

の化学構造、酸・塩基性および典型的な化学反応（芳香

族複素環化合物の求核置換反応を含む）

AD-C3-④-2

C4-(1)-①-1

C6-(2)-③-1

第7回　アミノ酸の構造と物理的性質

１．アミノ酸の名称と構造

２．蛋白構成アミノ酸の分類、構造特徴および典型的な
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物理的性質

C4-(1)-①-1

C6-(2)-②-1

第8回　アミノ酸の化学的性質、ペプチド

１．アミノ酸の典型的な化学的性質

２．ペプチドの構造および代表的合成法

C4-(1)-①-1

C6-(2)-②-1

第9回　単糖

糖の分類、代表的単糖の種類、立体構造の書き方および

D/L表記法、各種互変異性化

C4-(1)-①-1

C6-(2)-②-1

第10回　二糖、多糖類

１．単糖の典型的な化学反応と配糖体の生成

２．代表的な二糖類の構造、性質および立体化学

３．代表的なオリゴ糖および多糖類の構造と性質

４．核酸の構造；細胞表面の糖鎖

５．甘味料と糖

C4-(1)-①-1

C6-(2)-②-1

C6-(2)-②-2

第11回　ニトリル、ニトロ化合物

ニトリル、ニトロ化合物の構造、反応性および代表的な

合成法

C3-(3)-①-1

AD-C3-⑥-１

AD-C3-⑪-9

第12回　オキシラン、有機硫黄化合物

オキシラン、チオールの構造、反応性および代表的な合

成法

C4-(2)-①-1

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

生理学 [19～]

角田　慎一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

遠隔授業

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2, 4を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

疾患の病態や薬物治療を学び、実践するうえで、まずは

正常な生体の構造と機能、調節・制御のしくみを理解す

ることが不可欠である。本科目では、おもに神経系と内

分泌系によって、人体の器官、器官系をどのように統御

され、ホメオスタシス（恒常性）を維持しているかを理

解する。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C7ー(1)ー④ー1　中枢神経系について概説できる。

C7ー(1)ー④ー2　末梢（体性・自律）神経系について概

説できる。

C7ー(1)ー⑩ー1　泌尿器系について概説できる。

C7ー(1)ー⑪ー1　生殖器系について概説できる。

C7ー(1)ー⑫ー1　内分泌系について概説できる。

C7ー(1)ー⑭ー1　血液・造血器系について概説できる。

C7ー(2)ー①ー1　神経細胞の興奮と伝導、シナプス伝達

の調節機構について説明できる。

C7ー(2)ー①ー2　代表的な神経伝達物質を挙げ、生理活

性および作用機構について概説できる。

C7ー(2)ー①ー3　神経系、感覚器を介するホメオスタシ

スの調節機構の代表例を列挙し、概説できる。

C7ー(2)ー①ー4　神経による筋収縮の調節機構について

説明できる。

C7ー(2)ー②ー1　代表的なホルモンを挙げ、その産生器

官、生理活性および作用機構について概説できる。

C7ー(2)ー③ー1　代表的なオータコイドを挙げ、生理活

性および作用機構について概説できる。

C7ー(2)ー⑤ー1　血圧の調節機構について概説できる。

C7ー(2)ー⑥ー1　血糖の調節機構について概説できる。

C7ー(2)ー⑦ー1　体液の調節機構について概説できる。

C7ー(2)ー⑦ー2　尿の生成機構、尿量の調節機構につい

て概説できる。

C7ー(2)ー⑧ー1　体温の調節機構について概説できる。

C7ー(2)ー⑨ー1　血液凝固・線溶系の機構について概説

できる。

C7ー(2)ー⑩ー1　性周期の調節機構について概説できる。

＜授業のキーワード＞

ホメオスタシス、生体機能の調節、神経系、内分泌系

＜授業の進め方＞

授業計画に従って、12回の講義を行います。必要に応じ

て補充授業を行います。テキスト及び補足資料を用いて

講義します。

＜履修するにあたって＞

本科目は、薬理学や病態・薬物治療学を学ぶうえで基礎

となる生体の構造や機能制御のしくみを学びます。わか

らないことは放置せず、遠慮無く質問に来てください。

オフィスアワー：LP238室　（月）13:00-14:00とします

が、それ以外でも随時対応します。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習（目安30分）、復習（目安30分）。単語だけを覚え
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ればよいのではなく、一連の事項をひとに説明できる、

文章で記述できるようになることが期待されます。その

ためには、講義を聴くだけでなく、テキストの該当箇所

を読んで理解を深めるとともに、専門用語を用いた説明

や記述のしかたを修得すること。

＜成績評価方法・基準＞

到達度確認試験（中間試験）の成績を30%、定期試験の

成績を70%として評価します。

＜テキスト＞

日本薬学会編　スタンダード薬学シリーズII　生物系薬

学II　人体の成り立ちと生体機能の調節　東京化学同人

　4000円

＜参考図書＞

・人体の正常構造と機能（全10巻縮刷版）　改訂第4版

　　日本医事新報社

・トートラ　人体の構造と機能　第5版　原書15版　丸

善出版

・トートラ　人体解剖生理学　原書11版　　丸善出版

・標準生理学　第9版　医学書院

・ガイトン生理学　原著第13版　ELSEVIER

＜授業計画＞

第１回　総論・ホメオスタシス・体温調節のしくみ

からだを構成する細胞や器官が、内部環境の恒常性維持

という一つの目的に向かって機能するためには、個々の

細胞や器官の働きを協調させ、統御する機構が必要であ

る。この統御が主に神経系と内分泌系によって行われて

いることを体温調節のしくみなどを例として学ぶ。

C7ー(2)ー①ー3

C7ー(2)ー⑧ー1

第２回　ニューロンの興奮と伝導

神経細胞の電気的な刺激伝導の仕組み、シナプス伝達の

仕組みを学ぶ。

C7ー(2)ー①ー1

第３回　シナプス伝達　　神経伝達物質と作用機構

各種神経伝達物質の生合成、代謝、生理活性等について

学ぶ。

C7ー(2)ー①ー2

第４回　体性神経系と自律神経系、筋収縮の調節機構

末梢神経には自分の意志で働き、主として骨格筋や感覚

器に分布する体性神経系と自分の意志にかかわりなく働

く自律神経系とがある。それらの構造と機能について学

ぶ。また、神経による筋収縮の調節機構や、骨格筋、心

筋、平滑筋の収縮機構の特徴・差異について学ぶ。

C7ー(1)ー④ー1

C7ー(1)ー④ー2

C7ー(2)ー①ー4

第５回　内分泌系の構造と機能（１）

視床下部は、神経系と内分泌系を機能的に結びつけてい

る。視床下部で産生されるホルモンの種類とその構造、

特徴および分泌の調節機構を学ぶ。下垂体は、内分泌の

中枢であり、下垂体で産生されるホルモンの種類、構造

および分泌の調節を学ぶ。

C7ー(1)ー⑫ー1

C7ー(2)ー②ー1

第６回　内分泌系の構造と機能（２）

視床下部は、神経系と内分泌系を機能的に結びつけてい

る。視床下部で産生されるホルモンの種類とその構造、

特徴および分泌の調節機構を学ぶ。下垂体は、内分泌の

中枢であり、下垂体で産生されるホルモンの種類、構造

および分泌の調節を学ぶ。

C7ー(1)ー⑫ー1

C7ー(2)ー②ー1

第７回　内分泌系の構造と機能（３）

膵臓ホルモンと血糖調節機構について学ぶ。膵臓は、血

糖値を調節するインスリンとグルカゴンを分泌している。

この血糖調節が破綻すると糖尿病を発症する。

C7ー(1)ー⑫ー1

C7ー(2)ー②ー1

C7ー(2)ー⑥ー1

第８回　内分泌系の構造と機能（４）

性ホルモンは、男女の生殖機能を調節している。これら

のホルモンの分泌調節機構とその作用を学ぶ。

C7ー(1)ー⑪ー1

C7ー(2)ー②ー1

C7ー(2)ー⑩ー1

第９回　オータコイドによる調節機構

オータコイドの生理活性や作機構について学ぶ。オータ

コイドは分泌した細胞自身あるいは近傍に作用する生理

活性物質であり、多様な生理機能の調節に関わる。

C7ー(2)ー③ー1

第１０回　体液の調節機構・尿の生成調節機構

腎臓を中心とした体液の調節機構、尿の生成、尿量の調

節機構について学ぶ。

C7ー(1)ー⑩ー1

C7ー(2)ー⑦ー1

C7ー(2)ー⑦ー2

第１１回　血圧の調節機構

生体は、血圧を適正に調節することで組織への血流を維

持し、正常の機能を保っている。血圧が神経性、液性因

子により、及び体液量により調節される機構を学ぶ。

C7ー(2)ー⑤ー1

第１２回　血液凝固・線溶系の機構

止血の仕組みである血小板血栓の形成、血液凝固・線溶

の調節機構について学ぶ。

C7ー(1)ー⑭ー1

C7ー(2)ー⑨ー1
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--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

生理学 [再]

角田　慎一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

遠隔授業（オンデマンド授業）

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり１年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2, 3を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

疾患の病態や薬物治療を学び、実践するうえで、まずは

正常な生体の構造と機能、調節・制御のしくみを理解す

ることが不可欠である。本科目では、おもに神経系と内

分泌系によって、人体の器官、器官系がどのように統御

され、ホメオスタシス（恒常性）を維持しているかを理

解する。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C7ー(1)ー④ー1　中枢神経系について概説できる。

C7ー(1)ー④ー2　末梢（体性・自律）神経系について概

説できる。

C7ー(1)ー⑩ー1　泌尿器系について概説できる。

C7ー(1)ー⑪ー1　生殖器系について概説できる。

C7ー(1)ー⑫ー1　内分泌系について概説できる。

C7ー(1)ー⑭ー1　血液・造血器系について概説できる。

C7ー(2)ー①ー1　神経細胞の興奮と伝導、シナプス伝達

の調節機構について説明できる。

C7ー(2)ー①ー2　代表的な神経伝達物質を挙げ、生理活

性および作用機構について概説できる。

C7ー(2)ー①ー3　神経系、感覚器を介するホメオスタシ

スの調節機構の代表例を列挙し、概説できる。

C7ー(2)ー①ー4　神経による筋収縮の調節機構について

説明できる。

C7ー(2)ー②ー1　代表的なホルモンを挙げ、その産生器

官、生理活性および作用機構について概説できる。

C7ー(2)ー③ー1　代表的なオータコイドを挙げ、生理活

性および作用機構について概説できる。

C7ー(2)ー⑤ー1　血圧の調節機構について概説できる。

C7ー(2)ー⑥ー1　血糖の調節機構について概説できる。

C7ー(2)ー⑦ー1　体液の調節機構について概説できる。

C7ー(2)ー⑦ー2　尿の生成機構、尿量の調節機構につい

て概説できる。

C7ー(2)ー⑧ー1　体温の調節機構について概説できる。

C7ー(2)ー⑨ー1　血液凝固・線溶系の機構について概説

できる。

C7ー(2)ー⑩ー1　性周期の調節機構について概説できる。

＜授業のキーワード＞

ホメオスタシス、生体機能の調節、神経系、内分泌系

＜授業の進め方＞

授業計画に従って、12回の講義を行います。テキスト及

び補足資料を用いて講義します。

補充授業としてのオンデマンドの授業動画配信を行う場

合があります。

＜履修するにあたって＞

本科目は、薬理学や病態・薬物治療学を学ぶうえで基礎

となる生体の構造や機能制御のしくみを学びます。わか

らないことは放置せず、遠慮無く質問に来てください。

オフィスアワー：LP238室　（月）13:00-14:00とします

が、それ以外でも随時対応します。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習（目安30分）、復習（目安30分）。単語だけを覚え

ればよいのではなく、一連の事項をひとに説明できる、

文章で記述できるようになることが期待されます。その

ためには、講義を聴くだけでなく、テキストの該当箇所

を読んで理解を深めるとともに、専門用語を用いた説明

や記述のしかたを修得すること。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験に加え、4回目の講義以降に中間試験（小テス

ト）を行う予定です。

中間試験（小テスト）の成績を30%、定期試験の成績を7

0%として評価します。

中間試験（小テスト）が実施できなかった場合は、定期

試験の成績を100%として評価します。

＜テキスト＞

日本薬学会編　スタンダード薬学シリーズII　生物系薬

学II　人体の成り立ちと生体機能の調節　東京化学同人

　4000円

＜参考図書＞

・人体の正常構造と機能（全10巻縮刷版）　改訂第4版

　　日本医事新報社

・トートラ　人体の構造と機能　第5版　原書15版　丸

善出版

・トートラ　人体解剖生理学　原書11版　　丸善出版

・標準生理学　第9版　医学書院

・ガイトン生理学　原著第13版　ELSEVIER

＜授業計画＞

第１回　総論・ホメオスタシス・体温調節のしくみ

からだを構成する細胞や器官が、内部環境の恒常性維持

という一つの目的に向かって機能するためには、個々の

細胞や器官の働きを協調させ、統御する機構が必要であ

る。この統御が主に神経系と内分泌系によって行われて

いることを体温調節のしくみなどを例として学ぶ。

C7ー(2)ー①ー3
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C7ー(2)ー⑧ー1

第２回　ニューロンの興奮と伝導

神経細胞の電気的な刺激伝導の仕組み、シナプス伝達の

仕組みを学ぶ。

C7ー(2)ー①ー1

第３回　シナプス伝達　　神経伝達物質と作用機構

各種神経伝達物質の生合成、代謝、生理活性等について

学ぶ。

C7ー(2)ー①ー2

第４回　体性神経系と自律神経系

末梢神経には自分の意志で働き、主として骨格筋や感覚

器に分布する体性神経系と自分の意志にかかわりなく働

く自律神経系とがある。それらの構造と機能について学

ぶ。

C7ー(1)ー④ー1

C7ー(1)ー④ー2

第５回　筋収縮の調節機構

神経による筋収縮の調節機構や、骨格筋、心筋、平滑筋

の収縮機構の特徴・差異について学ぶ。

C7ー(2)ー①ー（4）

第６回　内分泌系の構造と機能（１）

視床下部は、神経系と内分泌系を機能的に結びつけてい

る。視床下部で産生されるホルモンの種類とその構造、

特徴および分泌の調節機構を学ぶ。下垂体は、内分泌の

中枢であり、下垂体で産生されるホルモンの種類、構造

および分泌の調節を学ぶ。

C7ー(1)ー⑫ー1

C7ー(2)ー②ー1

第７回　内分泌系の構造と機能（２）

甲状腺ホルモン、副甲状腺ホルモン、カルシトニンにつ

いて学ぶ。甲状腺ホルモンは、生体の発育を促し代謝の

調節に関わる。副甲状腺ホルモンやカルシトニンは、血

中Ca濃度を調節している。

C7ー(1)ー⑫ー1

C7ー(2)ー②ー1

第８回　内分泌系の構造と機能（３）

副腎皮質ホルモンについて学ぶ。副腎皮質は、Na、K の

排泄調節によって尿量を調節するミネラルコルチコルコ

イドとグルコースや蛋白質の代謝を調節するグルココル

チコイドを分泌している。

また、膵臓ホルモンと血糖調節機構について学ぶ。膵臓

は、血糖値を調節するインスリンとグルカゴンを分泌し

ている。この血糖調節が破綻すると糖尿病を発症する。

C7ー(1)ー⑫ー1

C7ー(2)ー②ー1

C7ー(2)ー⑥ー1

第９回　内分泌系の構造と機能（４）

性ホルモンは、男女の生殖機能を調節している。これら

のホルモンの分泌調節機構とその作用を学ぶ。

C7ー(1)ー⑪ー1

C7ー(2)ー②ー1

C7ー(2)ー⑩ー1

第１０回　オータコイドによる調節機構

オータコイドの生理活性や作機構について学ぶ。オータ

コイドは分泌した細胞自身あるいは近傍に作用する生理

活性物質であり、多様な生理機能の調節に関わる。

C7ー(2)ー③ー1

第１１回　体液の調節機構・尿の生成調節機構

腎臓を中心とした体液の調節機構、尿の生成、尿量の調

節機構について学ぶ。

C7ー(1)ー⑩ー1

C7ー(2)ー⑦ー1

C7ー(2)ー⑦ー2

第１２回　血液凝固・線溶系の機構・血圧の調節機構

止血の仕組みである血小板血栓の形成、血液凝固・線溶

の調節機構について学ぶ。また、生体は、血圧を適正に

調節することで組織への血流を維持し、正常の機能を保

っている。血圧が神経性、液性因子により、及び体液量

により調節される機構を学ぶ。

C7ー(1)ー⑭ー1

C7ー(2)ー⑤ー1

C7ー(2)ー⑨ー1

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

生体の機能調節Ⅱ [15～18]

岡本　正志

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2を目指す。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

本学は、建学の精神「真理愛好・個性尊重」すなわち「

学びと知の探究を通じて、普遍的な学問体系の英知に触

れる喜びを実感し、その過程で自己と他者の個性に気づ

き、互いの存在をこよなく尊重すること」を実践する。

教育目標として「自主的で個性豊かな良識ある社会人」

の育成を目指している。加えて、薬学部は、医療人とし

ての薬剤師に必要な知識及び技能を修得させ、社会の求

める医療のニーズに応えうる問題解決能力を持った学士

（薬学）の育成を行うとともに、高度の専門知識・技能

を持った薬剤師の養成を目的としている。この目的を達

成するためのカリキュラムを通して、以下の基本的資質、

態度、能力を身につけた学生に学位を授与する。

1.医療人として、豊かな人間性と高い倫理観、広い教養

をもち、人の命と健康的な生活を守る使命感、責任感を
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有している。

2.科学者として、医薬品を含む化学物質等の特性や生体

・環境への作用と影響、及び人体の構造と機能、疾病の

成り立ちを理解するのに必要な科学に関する基本的な知

識を有している。

3.薬の専門家として、医薬品及び薬物治療についての専

門的な知識を有している。

4.医療人として、患者の背景を理解し、多職種との相互

理解を深め、積極的に連携・協力し、薬剤師に求められ

る行動を実践する能力を有している。

5.薬剤師として、患者状態の把握、必要な情報収集と活

用、安全で有効な薬物療法の実施と評価等の薬学的管理

を実践する能力を有している。

6.医療の担い手として、人々の健康増進、公衆衛生の向

上に貢献する能力を有している。

7.医療人として、医療を取り巻く課題に気づき、それら

を考察し、課題解決に貢献できる能力を有している。

8.薬剤師として、進歩する医療に対して常に関心や学習

意欲をもち、生涯にわたり自己研鑚に励む態度を有して

いる。

ヒトの健康の維持や疾病の予防・治療にたずさわる薬剤

師に必要とされるからだの構造と機能の基礎を講述する。

　科目では、生体の維持、ホメオスタシスに関わる機能

調節の機構を理解することです。

＜到達目標＞

ホメオスタシス（恒常性）の維持機構を個体レベルで理

解するために、生体のダイナミックな調節機構に関する

基本的知識を修得する。

以下の各SBOsを到達目標とする。

C7-(2)-①-4　神経による筋収縮の調節機構について説

明できる。

C7-(2)-②-1　代表的なホルモンを挙げ、その産生器官、

生理活性および作用機構について概説できる。

C7-(2)-⑤-1　血圧の調節機構について概説できる。

C7-(2)-⑥-1　血糖の調節機構について概説できる。

C7-(2)-⑦-1　体液の調節機構を概説できる。

C7-(2)-⑦-2　尿の生成機構、尿量の調節機構について

概説できる。

C7-(2)-⑧-1　体温の調節機構について概説できる。

C7-(2)-⑨-1　血液凝固・線溶系の機構について概説で

きる。

C7-(2)-⑩-1 性周期の調節機構について概説できる。

＜授業のキーワード＞

生体機能調節、ホメオスタシス、作用発現

＜授業の進め方＞

授業計画にしたがって、12回の講義を行います。第1回

目～第12回目の授業内容の順番が入れかわる場合があり

ます。

＜履修するにあたって＞

関連科目：「基礎生物学」、「機能形態学」、「生体の

機能調節Ⅰ」。講義後は必ず復習をし、理解を深めるよ

うにしてください。

オフィスアワー：火曜日の12:45～13:30

＜授業時間外に必要な学修＞

演習問題配布時には、それに答えて復習してください。

必ず事後学習（1時間復習）すること。

＜提出課題など＞

提出課題については、講義時に連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

前期試験と提出課題の成績に基づいて評価します。定期

試験を80点、提出課題を20点、合計100点で評価します。

＜テキスト＞

プリントで行います。

＜参考図書＞

「生物系薬学Ⅰ.生命体の成り立ち」日本薬学会編、東

京化学同人、「シンプル生理学」貴邑富久子、根来英雄

共著、南江堂

＜授業計画＞

第１回　筋収縮の調節機構

1. 骨格筋の筋収縮の調節機構を説明することができる。

2. 平滑筋の筋収縮の調節機構を説明することができる。

3. 筋ジストロフィーの病態を概説できる。

C7-(2)-①-4

第２回　血圧の調節機構

1. 血圧の成因と調節機構を説明することができる。

　　　　　　　　　　　　2. 血圧の測定法を概説する

ことができる。　　　　　　　　　　　　　　　C7-(2)

-⑤-1

第３回　心臓の刺激伝導系と心電図

1. 心臓の刺激伝導系と心電図の棘波との関係を説明す

ることができる。

2. 代表的な心電図異常を概説することができる。

第４回　血糖の調節機構

1. ホルモンによる血糖の調節機構を説明することがで

きる。

2. 糖尿病の病態と検査値について概説することができ

る。

C7-(2)-⑥-1

第５回　ガス交換の調節機構

1. 肺機能とガス交換の調節機構を説明することができ

る。

2. 肺活量などの肺機能と代表的な呼吸異常を説明する

ことができる。

第６回　体液の調節機構

1. 体液の特徴を説明することができる。

2. ホルモンによる体液の調節機構を説明することがで

きる。

3. 尿細管での物質の再吸収機構と尿量の調節機構を説
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明することができる。

C7-(2)-⑦-1

C7-(2)-⑦-2

第７回　体温の調節機構

1. 体温中枢について概説することができる。

2. 体温の調節機構を説明することができる。

C7-(2)-⑧-1

第８回　血液凝固・線溶系の調節機構

1. 一次凝固、二次凝固の機構を概説することができる。

2. 線溶系の機構を概説することができる。

3. 血栓の病態を概説することができる。

C7-(2)-⑨-1

第９回　性周期の調節機構

1. 性周期に及ぼすホルモンの調節機構を概説すること

ができる。

C7-(2)-⑩-1

第10回　眼の遠近調節機構

1. 明暗と色の受容機構を概説することができる。

2. 遠視、近視、老視を概説することができる。

第１１回　聴覚の受容機構

1. 聴覚受容器を概説することができる。

2. 聴覚と平衡感覚の調節機構を説明することができる。

第１２回　消化器の機能調節機構

1. 化学的消化と機械的消化の関連性を説明することが

できる。

2. 神経系による消化管運動の調節機構を概説すること

ができる。

3. 下痢と便秘の機能調節異常を説明することができる。

C7-(2)-②-1

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

ヒューマニズム [19～]

白川　晶一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業は、「講義」形式での対面授業を行う予定です。

しかしながら、新型コロナ感染症がまん延していれば、

オンライン（Zoom）で行います。

ミーティングIDやパスコードは、Zoomでの授業が決定し

た際にお知らせします。尚、Zoomで授業を行う場合には

遠隔授業となりますので、台風等で暴風雨警報が発令さ

れていても授業は行います。ただし、避難指示や避難勧

告が発令されている場合には、ご自身の安全を最優先に

し、自治体の避難指示に従って下さい。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、必

修実習・演習科目であり１年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、1、８を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

この授業科目は、臨床薬学科目群に属している。学生は、

人の誕生から死までの間に起こりうる様々な生命医療倫

理の問題に対して医療の担い手としてふさわしい感性を

養うことができる。つまり、この科目からディプロマポ

リシーの１．「医療人として、豊かな人間性と高い倫理

観、広い教養をもち、人の命と健康的な生活を守る使命

感、責任感」が理解できる。また、ディプロマポリシー

の８，「進歩する医療に対して常に関心や学習意欲をも

ち、生涯にわたり自己研鑽に励む態度」を理解すること

ができる。なお、この授業の担当者は、医師として30年

の臨床経験があり現在も医療現場で働いている内科医の

臨床教員である。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。Aー(1)ー①ー2,5,7〔2

；患者・生活者の健康の回復と維持に積極的に貢献する

ことへの責任感を持つ。5；生と死を通して、生きる意

味や役割について、自らの考えを述べる。7；様々な死

生観・価値観・信条等を受容することの重要性について、

自らの言葉で説明する。〕，Aー（1）ー②ー6,7,8〔6；

健康管理,疾病予防,セルフメディケーション及び公衆衛

生における薬剤師の役割について説明できる。7；薬物

乱用防止,自殺防止における薬剤師の役割について説明

できる。8；現代社会が抱える課題（少子・超高齢社会

等）に対して、薬剤師が果たすべき役割を提案する。〕，

Aー（1）ー③ー1,3,4,6,7〔１；医薬品のリスクを認識

し、患者を守る責任と義務を自覚する。3；医療に関す

るリスクマネジメントにおける薬剤師の責任と義務を説

明できる。4；医薬品が関わる代表的な医療過誤やイン

シデントの事例を列挙し、その原因と防止策を説明でき

る。6；代表的な薬害の例（サリドマイド,スモン,非加

熱血液製剤,ソリブジン等）について、その原因と社会

的背景及びその後の対応を説明できる。7；代表的な薬

害について、患者や家族の苦痛を理解し、これから回避

するための手段を討議する。〕，Aー（2）ー①ー1 ? 4〔

1；生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。2；

生命倫理の諸原則（自律尊重,無危害,善行,正義等）に

ついて説明できる。3；生と死に関わる倫理的問題につ

いて討議し、自らの考えを述べる。4；科学技術の進歩,

社会情勢の変化に伴う生命観の変遷について概説できる。

〕，Aー（2）ー②ー1,3〔1；医療倫理に関する規範（ジ

ュネーブ宣言等）について概説できる。3；医療の進歩

に伴う倫理的問題について説明できる。〕，Aー（2）ー

③ー1 ? 4〔1；患者の価値観,人間性に配慮することの重

要性を認識する。2；患者の基本的権利の内容（リスボ

ン宣言等）について説明できる。3；患者の自己決定権

とインフォームドコンセントの意義について説明できる。

4；知り得た情報の守秘義務と患者等への情報提供の重
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要性を理解し、適切な取扱いができる。〕，Aー（2）ー

④ー1 ? 3〔1；臨床研究における倫理規範（ヘルシンキ

宣言等）について説明できる。2；「ヒトを対象とする

研究において遵守すべき倫理指針」について概説できる。

3；正義感,社会性,誠実性に配慮し、法規制を遵守して

研究に取り組む〕

学生は、生命の尊さを認識し、人の誕生から死までの間

に起こりうる様々な生命医療倫理の問題を歴史的に説明

できる。

＜授業のキーワード＞

出生前診断、高度生殖医療技術、クローン技術、安楽死、

尊厳死、脳死、予防、治療、延命、臓器移植、遺伝子診

断、遺伝子治療、再生医療、利益相反、薬害、過労死、

ハンセン病、優生思想、バイタルサイン、生活習慣、ヘ

ルシンキ宣言、リスボン宣言等

＜授業の進め方＞

毎回プリントテキストを配布後、パワーポイントで授業

をおこないます。ビデオ鑑賞も組み入れます。授業の最

後に小テストを行います。

＜履修するにあたって＞

授業の後で、復習をしっかり行ってください。オフィス

アワーは、月・火・木の昼休みとします。

＜授業時間外に必要な学修＞

新聞やニュースなどで、生命医療倫理の問題をチェック

しておいてください。その日に学んだことは、自宅へも

どりその日のうちに覚えるようにしてください。目安と

して1時間ほどかけましょう。また、次の授業前日には

前回復習を30分程度行い、知識を定着させましょう。

＜提出課題など＞

別途指示します。

＜成績評価方法・基準＞

ヒューマニズムに関する理解ができているかどうかの試

験を行います。

評価は、到達度試験30％、定期試験70％の総合評価方式

で、

合計100％として行います。

＜テキスト＞

なし

＜参考図書＞

日本薬学会編「ヒューマニズム薬学入門」東京化学同人

＜授業計画＞

第1回目　総論および人の誕生における倫理問題を学ぶ

着床前診断と出生前診断の長所と短所、さらには倫理的

な問題を、医療における専門用語を用いて説明できる。

Aー（1）ー①ー5，Aー（1）ー②ー8，Aー(2)ー①ー1 ? 4，

Aー（2）ー②ー3

第2回目　高度生殖医療技術について学ぶ

不妊治療における高度生殖医療について外国の事例をビ

デオで学び、日本との違いを医療における専門用語を用

いて説明できる。Aー（1）ー①ー5，Aー（1）ー②ー8，

Aー(2)ー①ー1 ? 4，Aー（2）ー②ー3

第3回目　優生学を理解する

特効薬が登場したにもかかわらず、ハンセン病患者の人

権を無視した隔離政策がどれほど長く続いたか、法律の

推移にもとづき、日本政府の行ってきたことを説明でき

る。Aー（1）ー①ー7，Aー（2）ー①ー1 ? 4，Aー（2）

ー③ー1

第4回目　安楽死と尊厳死を理解する

カレン事件を契機としたリビングウイルや自然死法、遷

延性意識障害と安楽死や尊厳死の違いを医療で用いられ

ている専門用語を用いて説明できる。Aー（1）ー①ー5,

7，Aー（2）ー①ー1 ? 4，Aー（2）ー②ー3，Aー（2）ー

③ー1 ? 4

第5回目　「死」について、日本の文学作品から学ぶ

森?外の「高瀬舟」という作品を通して、江戸時代の「

安楽死」を検証する。A-（2）-①- 1 ? 3

第6回目　歴史を通して臨床研究の概要を学ぶ

過去に起こった一般外来診療における合併症の事例から

インフォームドコンセントを、さらに第二次世界大戦の

捕虜に対する人体実験から、臨床研究における倫理規範

（ヘルシンキ宣言等）の意義を、医療で用いられている

専門用語を用いて説明できる。Aー（1）ー①ー5,7，Aー

（2）ー①ー1 ? 4，Aー（2）ー②ー1,3，Aー（2）ー④ー

1 ? 3

第7回目　免疫抑制薬と臓器移植の倫理について学ぶ

医療が進歩し、免疫抑制薬の登場により臓器移植の拒絶

反応は少なくなったが、ドナー不足に伴う倫理的問題な

どを医療で用いられている専門用語を用いて説明できる。

Aー（1）ー①ー2,5，Aー（2）ー①ー3,4，Aー（2）ー②

ー3

第8回目　医療におけるリスクマネジメントを学ぶ

実際にあったいくつかの調剤過誤の事例をもとに、その

原因と防止策について順序だてて、医療で用いられてい

る専門用語を用いて説明できる。Aー(1)ー③ー1,3,4,

第9回目　再生医療を学ぶ

ES細胞・クローンES細胞・iPS細胞などの相違や、再生

医療の現状を専門用語を用いて説明できる。Aー(2)ー①

ー3,4，Aー（2）ー②ー3

第10回目　薬害について学ぶ

サリドマイド・スモン・非加熱製剤・ソリブジン・イレ

ッサなどに加え、タミフル・ヒトパピローマウイルスワ

クチンなどの問題を、医療で使われている専門用語を用

いて説明できる。Aー(1)ー③ー1,6,7，

第11回目　産業の発展と生活習慣の問題点について学ぶ

生活習慣と過労死の問題や薬物乱用防止・自殺防止、健

康管理や疾病予防について医療で用いられている専門用

語を用いて説明できる。Aー（1）ー①ー5，Aー（1）ー

②ー6,7,8

第12回目　利益相反について学ぶ
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および総まとめ

米国のゲルシンガー事件や本邦のバルサルタンの問題を

中心、利益相反のもたらす影響を学び、倫理観を身につ

け、これらの事項を医療で用いられている専門用語を用

いて説明できる。Aー（2）ー②ー3，Aー（2）ー④ー1?

3

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

生物薬学複合科目Ⅰ

角田　慎一、髙橋　隆幸

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、薬

学複合科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2，3を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

生物系基礎科目の内容を総復習することを通じて、生物

や生命のしくみを分子レベル、細胞レベル、生体レベル

で理解し、基本的知識を習得することを目的とする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

（髙橋）

C9ー(1)ー①ー1　脂質を分類し、構造の特徴と役割を説

明できる。

C9ー(1)ー①ー2　脂肪酸の種類と役割を説明できる。

C9ー(1)ー①ー3　脂肪酸の生合成経路を説明できる。

C9ー(1)ー①ー4　コレステロールの生合成経路と代謝を

説明できる。

C9ー(1)ー②ー1　グルコースの構造、性質、役割を理解

できる。

C9ー(1)ー②ー2　グルコース以外の代表的な単糖、およ

び二糖の種類、構造、性質、役割を説明できる。

C9ー(1)ー②ー3　代表的な多糖の構造と役割を説明でき

る。

C9ー(1)ー③ー1　アミノ酸を列挙し、その構造に基づい

て性質を説明できる。

C9ー(1)ー③ー2　アミノ酸分子中の炭素および窒素の代

謝について説明できる。

C9ー(2)ー①ー1　核酸塩基の代謝（生合成と分解）を説

明できる。

C9ー(2)ー①ー2　DNAの構造について説明できる。

C9ー(2)ー①ー3　RNAの構造について説明できる。

C9ー(2)ー②ー2　DNA鎖とRNA鎖の類似点と相違点を説明

できる。

C9ー(2)ー②ー6　RNAの種類と働きについて説明できる。

C9ー(2)ー③ー5　リボソームの構造と機能について説明

できる。

C9ー(3)ー①ー1　タンパク質の主要な機能を列挙できる。

C9ー(3)ー①ー2　タンパク質の一次、二次、三次、四次

構造を説明できる。

C9ー(3)ー①ー3　タンパク質の機能発現に必要な翻訳後

修飾について説明できる。

C9ー(3)ー②ー1　酵素反応の特性を一般的な化学反応と

対比させて説明できる。

C9ー(3)ー②ー2　酵素を反応様式により分類し、代表的

なものについて性質と役割を説明できる。

C9ー(3)ー②ー3　酵素反応における補酵素、微量金属の

役割を説明できる。

C9ー(3)ー②ー4　酵素反応速度論について説明できる。

C9ー(3)ー②ー5　代表的な酵素活性調節機構を説明でき

る。

C9ー(4)ー①ー1　食物中の栄養成分の消化・吸収、体内

運搬について概説できる。

C9ー(4)ー②ー1　ATPが高エネルギー化合物であること

を、化学構造をもとに説明できる。

C9ー(4)ー②ー2　解糖系について説明できる。

C9ー(4)ー②ー3　クエン酸回路について説明できる。

C9ー(4)ー②ー4　電子伝達系（酸化的リン酸化）につい

て説明できる。

C9ー(4)ー②ー5　脂肪酸のβ酸化反応について説明でき

る。

C9ー(4)ー②ー6　アセチルCoAのエネルギー代謝におけ

る役割を説明できる。

C9ー(4)ー②ー7　エネルギー産生におけるミトコンドリ

アの役割を説明できる。

C9ー(4)ー②ー8　ATP産生阻害物質を列挙し、その阻害

機構を説明できる。

C9ー(4)ー②ー9　ペントースリン酸回路の生理的役割を

説明できる。

C9ー(4)ー②ー10　アルコール発酵、乳酸発酵の生理的

役割を説明できる。

C9ー(4)ー③ー1　グリコーゲンの役割について説明でき

る。

C9ー(4)ー③ー2　糖新生について説明できる。

C9ー(4)ー③ー3　飢餓状態のエネルギー代謝（ケトン体

の利用など）について説明できる。

C9ー(4)ー③ー4　余剰のエネルギーを蓄えるしくみを説

明できる。

（角田）

C8ー(1)ー②ー1　中枢神経系の構成と機能の概要を説明

できる。

C8ー(1)ー②ー2　体性神経系の構成と機能の概要を説明

できる。
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C8ー(1)ー②ー3　自律神経系の構成と機能の概要を説明

できる。

C8ー(3)ー①ー1　神経系の興奮と伝導の調節機構を説明

できる。

C8ー(3)ー①ー2　シナプス伝達の調節機構を説明できる。

C8ー(3)ー①ー3　神経系、感覚器を介するホメオスタシ

スの調節機構の代表例を列挙し、概説できる。

C8ー(3)ー①ー4　筋収縮の調節機構を説明できる。

C8ー(1)ー⑤ー1　心臓について機能と構造を関連づけて

説明できる。

C8ー(1)ー⑤ー2　血管系について機能と構造を関連づけ

て説明できる。

C8ー(1)ー⑤ー3　リンパ系について機能と構造を関連づ

けて説明できる。

C8ー(3)ー③ー1　血圧の調節機構を説明できる。

C8ー(1)ー⑥ー1　肺、気管支について機能と構造を関連

づけて説明できる。

C8ー(1)ー⑦ー1　胃、小腸、大腸などの消化管について

機能と構造を関連づけて説明できる。

C8ー(1)ー⑦ー2　肝臓、膵臓、胆嚢について機能と構造

を関連づけて説明できる。

C8ー(3)ー③ー2　肺および組織におけるガス交換を説明

できる。

C8ー(3)ー⑤ー1　消化、吸収における神経の役割につい

て説明できる。

C8ー(3)ー⑤ー2　消化、吸収におけるホルモンの役割に

ついて説明できる。

C8ー(1)ー⑧ー1　腎臓、膀胱などの泌尿器系臓器につい

て機能と構造を関連づけて説明できる。

C8ー(1)ー⑫ー1　骨髄、脾臓、胸腺などの血液・造血器

系臓器について機能と構造を関連づけて説明できる。

C8ー(3)ー④ー1　体液の調節機構を説明できる。

C8ー(3)ー④ー2　尿の生成機構、尿量の調節機構を説明

できる。

C8ー(3)ー③ー3　血液凝固・線溶系の機構を説明できる。

C8ー(1)ー⑨ー1　精巣、卵巣、子宮などの生殖器系臓器

について機能と構造を関連づけて説明できる。

C8ー(1)ー⑩ー1　脳下垂体、甲状腺、副腎などの内分泌

系臓器について機能と構造を関連づけて説明できる。

C8ー(3)ー②ー1　主要なホルモンの分泌機構および作用

機構を説明できる。

C8ー(3)ー②ー2　血糖の調節機構を説明できる。

C9ー(5)ー①ー1　代表的なペプチド性ホルモンを挙げ、

その産生臓器、生理作用および分泌調節機構を説明でき

る。

C9ー(5)ー①ー2　代表的なアミノ酸誘導体ホルモンを挙

げ、その構造、産生臓器、生理作用および分泌調節機構

を説明できる。

C9ー(5)ー①ー3　代表的なステロイドホルモンを挙げ、

その構造、産生臓器、生理作用および分泌調節機構を説

明できる。

C9ー(5)ー①ー4　代表的なホルモン異常による疾患を挙

げ、その病態を説明できる。

C9ー(5)ー②ー1　エイコサノイドとはどのようなものか

説明できる。

C9ー(5)ー②ー2　代表的なエイコサノイドを挙げ、その

生合成経路を説明できる。

C9ー(5)ー②ー3　代表的なエイコサノイドを挙げ、その

生理的意義（生理活性）を説明できる。

C9ー(5)ー②ー4　主な生理活性アミン（セロトニン、ヒ

スタミンなど）の生合成と役割について説明できる。

C9ー(5)ー②ー5　主な生理活性ペプチド（アンギオテン

シン、ブラジキニンなど）の役割について説明できる。

C9ー(5)ー②ー6　一酸化窒素の生合成経路と生体内での

役割を説明できる。

C9ー(5)ー③ー1　モノアミン系神経伝達物質を列挙し、

その生合成経路、分解経路、生理活性を説明できる。

C9ー(5)ー③ー2　アミノ酸系神経伝達物質を列挙し、そ

の生合成経路、分解経路、生理活性を説明できる。

C9ー(5)ー③ー3　ペプチド系神経伝達物質を列挙し、そ

の生合成経路、分解経路、生理活性を説明できる。

C9ー(5)ー③ー4　アセチルコリンの生合成経路、分解経

路、生理活性を説明できる。

C8ー(4)ー①ー1　生態系の中での微生物の役割について

説明できる。

C8ー(4)ー①ー2　原核生物と真核生物の違いを説明でき

る。

C8ー(4)ー②ー1　細菌の構造と増殖機構を説明できる。

C8ー(4)ー②ー2　細菌の系統的分類について説明でき、

主な細菌を列挙できる。

C8ー(4)ー②ー3　グラム陽性菌と陰性菌、好気性菌と嫌

気性菌の違いを説明できる。

C8ー(4)ー②ー4　マイコプラズマ、リケッチア、クラミ

ジア、スピロヘータ、放線菌についてその特性を説明で

きる。

C8ー(4)ー②ー5　腸内細菌の役割について説明できる。

C8ー(4)ー②ー6　細菌の遺伝子伝達（接合、形質導入、

形質転換）について説明できる。

C8ー(4)ー③ー1　代表的な細菌毒素の作用を説明できる。

C8ー(4)ー⑤ー1　主な真菌の性状について説明できる。

C8ー(4)ー⑤ー2　主な原虫、寄生虫の生活史について説

明できる。

C10ー(3)ー①ー4　グラム陽性球菌（ブドウ球菌、レン

サ球菌）の細菌学的特徴とそれが引き起こす代表的な疾

患について概説できる。

C10ー(3)ー①ー5　グラム陰性球菌（淋菌、△髄膜炎菌

）の細菌学的特徴とそれが引き起こす代表的な疾患につ

いて概説できる。

C10ー(3)ー①ー6　グラム陽性桿菌（破傷風菌、△ガス

壊疽菌、ボツリヌス菌、△ジフテリア菌、△炭疽菌）の
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細菌学的特徴とそれが引き起こす代表的な疾患について

概説できる。

C10ー(3)ー①ー7　グラム陰性桿菌（大腸菌、赤痢菌、

サルモネラ菌、△チフス菌、△ペスト菌、コレラ菌、△

百日咳菌、腸炎ビブリオ菌、緑膿菌、△ブルセラ菌、レ

ジオネラ菌、△インフルエンザ菌）の細菌学的特徴とそ

れが引き起こす代表的な疾患について概説できる。

C10ー(3)ー①ー8　グラム陰性スピリルム属病原菌（ヘ

リコバクター・ピロリ菌）の細菌学的特徴とそれが引き

起こす代表的な疾患について概説できる。

C10ー(3)ー①ー9　抗酸菌（結核菌、非定型抗酸菌）の

細菌学的特徴とそれが引き起こす代表的な疾患について

概説できる。

C10ー(3)ー①ー10　スピロヘータ、マイコプラズマ、リ

ケッチア、クラミジアの微生物学的特徴とそれが引き起

こす代表的な疾患について概説できる。

C10ー(3)ー①ー11　真菌（アスペルギルス、クリプトコ

ックス、カンジダ、△ムーコル）の微生物学的特徴とそ

れが引き起こす代表的な疾患について概説できる。

C10ー(3)ー①ー12　代表的な原虫、寄生虫の代表的な疾

患について概説できる。

C10ー(3)ー①ー13　プリオン感染症の病原体の特徴と発

症機序について概説できる。

C8ー(4)ー④ー1　代表的なウイルスの構造と増殖過程を

説明できる。

C8ー(4)ー④ー2　ウイルスの分類法について概説できる。

C8ー(4)ー④ー3　代表的な動物ウイルスの培養法、定量

法について説明できる。

C10ー(3)ー①ー1　主なDNAウイルス（△サイトメガロウ

イルス、△EBウイルス、ヒトヘルペスウイルス、△アデ

ノウイルス、△パルボウイルスB19、B型肝炎ウイルス）

が引き起こす代表的な疾患について概説できる。

C10ー(3)ー①ー2　主なRNAウイルス（△ポリオウイルス、

△コクサッキーウイルス、△エコーウイルス、△ライノ

ウイルス、Ａ型肝炎ウイルス、C型肝炎ウイルス、イン

フルエンザウイルス、△麻疹ウイルス、△ムンプスウイ

ルス）が引き起こす代表的な疾患について概説できる。

C10ー(3)ー①ー3 レトロウイルス（HIV、HTLV）が引き

起こす疾患について概説できる。

＜授業のキーワード＞

生体成分、代謝、遺伝子発現、器官の構造と機能、生体

機能の調節、生理活性分子、病原体、感染症

＜授業の進め方＞

講義形式

＜履修するにあたって＞

生命系基礎科目の総復習です。この科目で学習・復習す

べき範囲を授業時間内で網羅することはできませんので、

自習が不可欠です。疑問点があれば、遠慮せずに質問に

来てください。

前半6回は髙橋、後半9回は角田が担当します。

オフィスアワー：

（髙橋）月曜日－金曜日は２限と３限の間の昼休み、土

曜日は午前９時から午後３時の間にいたしますが、それ

以外の時間でも在室の場合は随時対応いたします。場所

はＣ号館１階SP123です。

（角田）LP238室　（月）（金）14:00－18:00とします

が、それ以外でも随時対応します。

なおオンライン授業の期間中は、dotCampusやE-mailに

より随時、あるいはZoom授業の中で質問してください。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習30分、復習1時間を目安とする。

＜提出課題など＞

講義の中で指示する。

＜成績評価方法・基準＞

レポート課題、小テスト、オンラインテスト等を課し、

高橋担当分50%、角田担当分50%として加算した合計点で

評価する。方法の詳細は高橋及び角田担当の授業の中で

説明する。

＜テキスト＞

必要に応じて補助資料を配布する。

＜参考図書＞

指定図書

薬学ゼミナール編集　＜生物＞　2023年版

参考図書

（髙橋）

コンパス 生化学・改訂第２版（南江堂）

NEW 生化学・第２版（廣川書店）

医歯薬系学生のための基礎生命科学（京都廣川書店）

...など、生化学に関係した書籍。自分の能力に合わせ

て選んでください。

（角田）

人体の正常構造と機能　改訂第4版　全10巻縮刷版　（

日本医事新報社）

薬がみえるvol.1?3　（メディックメディア）

病気がみえるvol.1?8,11　（メディックメディア）

シンプル微生物学　改訂第6版　（南江堂）

＜授業計画＞

第1回

（高橋）　脂質を知る

脂質を分類し、その構造と働き・生合成経路を理解する。

C9ー(1)ー①ー1

C9ー(1)ー①ー2

C9ー(1)ー①ー3

C9ー(1)ー①ー4

C9ー(4)ー①ー1

C9ー(4)ー②ー5

C9ー(4)ー②ー6

第2回
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（高橋）　糖質を知る

糖質を分類し、その構造と働きを理解する。

C9ー(1)ー②ー1

C9ー(1)ー②ー2

C9ー(1)ー②ー3

第3回

（高橋）　アミノ酸を知る

アミノ酸を分類し、その構造と働き・代謝を理解する。

C9ー(1)ー③ー1

C9ー(1)ー③ー2

第4回

（高橋）　1)タンパク質を知る

2)酵素を知る１（基本性質）

1)タンパク質と、その高次構造を理解する。

2)生体内の主なタンパク質の特徴と働きを理解する。

3)酵素の基本的な性質と働きを理解する。

C9ー(3)ー①ー1

C9ー(3)ー①ー2

C9ー(3)ー①ー3

C9ー(3)ー②ー1

C9ー(3)ー②ー2

C9ー(3)ー②ー3

第5回

（高橋）　核酸を知る

核酸の構造と働き・代謝を理解する。

C9ー(2)ー①ー1　核酸塩基の代謝（生合成と分解）を説

明できる。

C9ー(2)ー①ー2

C9ー(2)ー①ー3

C9ー(2)ー②ー2

C9ー(2)ー②ー6

C9ー(2)ー③ー5

第6回

（高橋）　1)酵素を知る２（反応速度論）

2)エネルギー代謝を知る

1)酵素の反応速度論を理解する。

2)生体がエネルギーを獲得する過程を理解する。

3)余剰エネルギーの蓄積と利用について理解する。

C9ー(3)ー②ー4

C9ー(3)ー②ー5

C9ー(4)ー①ー1

C9ー(4)ー②ー1

C9ー(4)ー②ー2

C9ー(4)ー②ー3

C9ー(4)ー②ー4

C9ー(4)ー②ー6

C9ー(4)ー②ー7

C9ー(4)ー②ー8

C9ー(4)ー②ー9

C9ー(4)ー②ー10

C9ー(4)ー③ー1

C9ー(4)ー③ー2

C9ー(4)ー③ー3

C9ー(4)ー③ー4

第7回

（角田）　器官の構造と機能（１）神経系

中枢及び末梢神経系について概説する。神経系による調

節機構について概説する。

C8ー(1)ー②ー1?3

C8ー(3)ー①ー1?4

第8回

（角田）　器官の構造と機能（2）循環器系

循環器系とその調節機構について概説する。

C8ー(1)ー⑤ー1?3

C8ー(3)ー③ー1

第９回

（角田）　器官の構造と機能（3）呼吸器系・消化器系

呼吸器系・消化器系とその調節機構について概説する。

C8ー(1)ー⑥ー1

C8ー(1)ー⑦ー1,2

C8ー(3)ー③ー2

C8ー(3)ー⑤ー1,2

第１０回

（角田）　器官の構造と機能（4）泌尿器系、血液造血

系

泌尿器系、血液造血系について概説する。

C8ー(1)ー⑧ー1

C8ー(1)ー⑫ー1

C8ー(3)ー④ー1,2

C8ー(3)ー③ー3

第１１回

（角田）　器官の構造と機能（5）内分泌系

内分泌系、生殖器系について概説する。ホルモンによる

調節機構について概説する。

C8ー(1)ー⑨ー1

C8ー(1)ー⑩ー1

C8ー(3)ー②ー1,2

C9ー(5)ー①ー1?4

第1２回

（角田）　生理活性分子とシグナル分子

エイコサノイドや生理活性アミン、生理活性ペプチドな

どについて概説する。

C9ー(5)ー②ー1?6

C9ー(5)ー③ー1?4

第1３回

（角田）　微生物と感染症（1）

細菌の構造と特徴について概説する。

C8ー(4)ー①ー1,2

C8ー(4)ー②ー1?6
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C8ー(4)ー③ー1

C8ー(4)ー⑤ー1,2

第１４回

（角田）　微生物と感染症（2）

細菌感染症について概説する。

C10ー(3)ー①ー4?9

第１５回

（角田）　微生物と感染症（3）

ウイルスの構造と特徴、ウイルス感染症について概説す

る。

C8ー(4)ー④ー1?3

C10ー(3)ー①ー1?3

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

生物薬学複合科目Ⅰ [13～14]

角田　慎一、髙橋　隆幸

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、薬

学複合科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2,3を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

生物系基礎科目の内容を総復習することを通じて、生物

や生命のしくみを分子レベル、細胞レベル、生体レベル

で理解し、基本的知識を習得することを目的とする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

（高橋）

C6ー(2)ー①ー1　代表的な脂質の種類、構造、性質、役

割を説明できる。

C6ー(2)ー②ー1　代表的な単糖、二糖の種類、構造、性

質、役割を説明できる。

C6ー(2)ー②ー2　代表的な多糖の種類、構造、性質、役

割を説明できる。

C6ー(2)ー③ー1　アミノ酸を列挙し、その構造に基づい

て性質を説明できる。

C6ー(2)ー④ー1　タンパク質の構造（一次、二次、三次、

四次構造）と性質を説明できる。

C6ー(2)ー⑤ー1　ヌクレオチドと核酸（DNA、RNA）の種

類、構造、性質を説明できる。

C6ー(3)ー①ー1　多彩な機能をもつタンパク質（酵素、

受容体、シグナル分子、膜輸送体、運搬・輸送タンパク

質、貯蔵タンパク質、構造タンパク質、接着タンパク質、

防御タンパク質、調節タンパク質）を列挙し概説できる。

C6ー(3)ー②ー1　タンパク質の翻訳後の成熟過程（細胞

小器官間の輸送や翻訳後修飾）について説明できる。

C6ー(3)ー②ー2　タンパク質の細胞内での分解について

説明できる。

C6ー(3)ー③ー1　酵素反応の特性と反応速度論を説明で

きる。

C6ー(3)ー③ー2　酵素反応における補酵素、微量金属の

役割を説明できる。

C6ー(3)ー③ー3　代表的な酵素活性調節機構を説明でき

る。

C6ー(3)ー④ー2　血漿リポタンパク質の種類、構造、機

能を説明できる。

C6ー(4)ー②ー3　RNA の種類(hnRNA、mRNA、rRNA、tRNA

 など)と機能について説明できる。

C6ー(5)ー①ー1　エネルギー代謝の概要を説明できる。

C6ー(5)ー②ー1　解糖系及び乳酸の生成について説明で

きる。

C6ー(5)ー②ー2　クエン酸回路(TCA サイクル)について

説明できる。

C6ー(5)ー②ー3　電子伝達系（酸化的リン酸化）と ATP

 合成酵素について説明できる。

C6ー(5)ー②ー4　グリコーゲンの代謝について説明でき

る。

C6ー(5)ー②ー5　糖新生について説明できる。

C6ー(5)ー③ー1　脂肪酸の生合成とβ酸化について説明

できる。

C6ー(5)ー③ー2　コレステロールの生合成と代謝につい

て説明できる。

C6ー(5)ー④ー1　飢餓状態のエネルギー代謝（ケトン体

の利用など）について説明できる。

C6ー(5)ー④ー2　余剰のエネルギーを蓄えるしくみを説

明できる。

C6ー(5)ー⑤ー1　アミノ酸分子中の炭素および窒素の代

謝（尿素回路など）について説明できる。

C6ー(5)ー⑤ー2　ヌクレオチドの生合成と分解について

説明できる。

C6ー(5)ー⑤ー3　ペントースリン酸回路について説明で

きる。

（角田）

C7ー(1)ー④ー1　中枢神経系について概説できる。

C7ー(1)ー④ー2　末梢（体性・自律）神経系について概

説できる。

C7ー(1)ー⑦ー1　心臓について概説できる。

C7ー(1)ー⑦ー2　血管系について概説できる。

C7ー(1)ー⑦ー3　リンパ管系について概説できる。

C7ー(1)ー⑧ー1　肺、気管支について概説できる。

C7ー(1)ー⑨ー1　胃、小腸、大腸などの消化管について

概説できる。
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C7ー(1)ー⑨ー2　肝臓、膵臓、胆?について概説できる。

C7ー(1)ー⑩ー1　泌尿器系について概説できる。

C7ー(1)ー⑪ー1　生殖器系について概説できる。

C7ー(1)ー⑫ー1　内分泌系について概説できる。

C7ー(1)ー⑭ー1　血液・造血器系について概説できる。

C7ー(2)ー①ー1　神経細胞の興奮と伝導、シナプス伝達

の調節機構について説明できる。

C7ー(2)ー①ー2　代表的な神経伝達物質を挙げ、生理活

性および作用機構について概説できる。

C7ー(2)ー①ー3　神経系、感覚器を介するホメオスタシ

スの調節機構の代表例を列挙し、概説できる。

C7ー(2)ー①ー4　神経による筋収縮の調節機構について

説明できる。

C7ー(2)ー②ー1　代表的なホルモンを挙げ、その産生器

官、生理活性および作用機構について概説できる。

C7ー(2)ー③ー1　代表的なオータコイドを挙げ、生理活

性および作用機構について概説できる。

C7ー(2)ー⑤ー1　血圧の調節機構について概説できる。

C7ー(2)ー⑥ー1　血糖の調節機構について概説できる。

C7ー(2)ー⑦ー1　体液の調節機構について概説できる。

C7ー(2)ー⑦ー2　尿の生成機構、尿量の調節機構につい

て概説できる。

C7ー(2)ー⑨ー1　血液凝固・線溶系の機構について概説

できる。

C7ー(2)ー⑩ー1　性周期の調節機構について概説できる。

C8ー(3)ー①ー1　原核生物、真核生物およびウイルスの

特徴を説明できる。

C8ー(3)ー②ー1　細菌の分類や性質（系統学的分類、グ

ラム陽性菌と陰性菌、好気性菌と嫌気性菌など）を説明

できる。

C8ー(3)ー②ー2　細菌の構造と増殖機構について説明で

きる。

C8ー(3)ー②ー3　細菌の異化作用（呼吸と発酵）および

同化作用について説明できる。

C8ー(3)ー②ー4　細菌の遺伝子伝達（接合、形質導入、

形質転換）について説明できる。

C8ー(3)ー②ー5　薬剤耐性菌および薬剤耐性化機構につ

いて概説できる。

C8ー(3)ー②ー6　代表的な細菌毒素について説明できる。

C8ー(3)ー③ー1　ウイルスの構造、分類、および増殖機

構について説明できる。

C8ー(4)ー②ー1　DNA ウイルスについて概説できる。

C8ー(4)ー②ー2　RNA ウイルスについて概説できる。

C8ー(4)ー②ー3　グラム陽性球菌について概説できる。

C8ー(4)ー②ー4　グラム陰性球菌について概説できる。

C8ー(4)ー②ー5　グラム陰性らせん菌について概説でき

る。

C8ー(4)ー②ー6　抗酸菌について概説できる。

C8ー(4)ー②ー7　マイコプラズマ、リケッチア、クラミ

ジアについて概説できる。

＜授業のキーワード＞

生体成分、代謝、遺伝子発現、器官の構造と機能、生体

機能の調節、生理活性分子、病原体、感染症

＜授業の進め方＞

講義形式

＜履修するにあたって＞

生命系基礎科目の総復習です。この科目で学習・復習す

べき範囲を授業時間内で網羅することはできませんので、

自習が不可欠です。疑問点があれば、遠慮せずに質問に

来てください。

前半6回は髙橋、後半6回は角田が担当します。3回程度

の補充授業あるいは講義動画のオンデマンド配信を予定

しています。

オフィスアワー：

（髙橋）月曜日－金曜日は２限と３限の間の昼休み、土

曜日は午前９時から午後３時の間にいたしますが、それ

以外の時間でも在室の場合は随時対応いたします。場所

はＣ号館１階SP123です。

（角田）LP238室　（月）（金）14:00－18:00とします

が、それ以外でも随時対応します。

なおオンライン授業の場合は、dotCampusやE-mailによ

り随時、あるいはZoom授業の中で質問してください。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習30分、復習1時間を目安とする。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験の代わりに小テスト（オンラインテストを予定

）を行い、高橋担当分50%、角田担当分50%とした合計点

で評価する。詳細は高橋及び角田担当の最初の授業の中

で説明する。

＜テキスト＞

必要に応じて補助資料を配布する。

＜参考図書＞

指定図書

薬学ゼミナール編集　＜生物＞　2023年版

参考図書

（髙橋）

コンパス 生化学・改訂第２版（南江堂）

NEW 生化学・第２版（廣川書店）

医歯薬系学生のための基礎生命科学（京都廣川書店）

...など、生化学に関係した書籍。自分の能力に合わせ

て選んでください。

（角田）

人体の正常構造と機能　改訂第4版　全10巻縮刷版　（

日本医事新報社）

薬がみえるvol.1?3　（メディックメディア）

病気がみえるvol.1～8, 11（メディックメディア）
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＜授業計画＞

第1回

（髙橋）　脂質を知る

脂質を分類し、その構造と働き・生合成経路を理解する。

C6ー(2)ー①ー1

C6ー(5)ー③ー1

C6ー(5)ー③ー2

C6ー(3)ー④ー2

第2回

（髙橋）　糖質を知る

糖質を分類し、その構造と働きを理解する。

C6ー(2)ー②ー1

C6ー(2)ー②ー2

第3回

（髙橋）　アミノ酸を知る

アミノ酸を分類し、その構造と働き・代謝を理解する。

C6ー(2)ー③ー1

C6ー(5)ー⑤ー1

第4回

（髙橋）　1)タンパク質を知る

2)酵素を知る１（基本性質）

1)タンパク質と、その高次構造を理解する。

2)生体内の主なタンパク質の特徴と働きを理解する。

3)酵素の基本的な性質と働きを理解する。

C6ー(2)ー④ー1

C6ー(3)ー①ー1

C6ー(3)ー②ー1

C6ー(3)ー②ー2

C6ー(3)ー③ー1

C6ー(3)ー③ー2

第5回

（髙橋）　核酸を知る

核酸の構造と働き・代謝を理解する。

C6ー(2)ー⑤ー1

C6ー(4)ー②ー3

C6ー(5)ー⑤ー2

第6回

（髙橋）　1)酵素を知る２（反応速度論）

2)エネルギー代謝を知る

1)酵素の反応速度論を理解する。

2)生体がエネルギーを獲得する過程を理解する。

3)余剰エネルギーの蓄積と利用について理解する。

C6ー(3)ー③ー1

C6ー(3)ー③ー3

C6ー(5)ー①ー1

C6ー(5)ー②ー1

C6ー(5)ー②ー2

C6ー(5)ー②ー3

C6ー(5)ー②ー4

C6ー(5)ー②ー5

C6ー(5)ー④ー1

C6ー(5)ー④ー2

C6ー(5)ー⑤ー3

第7回

（角田）　器官の構造と機能（１）神経系

中枢及び末梢神経系について概説する。神経系による調

節機構について概説する。

C7ー(1)ー④ー1

C7ー(1)ー④ー2

C7ー(2)ー①ー1

C7ー(2)ー①ー3

C7ー(2)ー①ー4

第8回

（角田）　器官の構造と機能（2）循環器系

循環器系とその調節機構について概説する。

C7ー(1)ー⑦ー1

C7ー(1)ー⑦ー2

C7ー(1)ー⑦ー3

C7ー(2)ー⑤ー1

第９回

（角田）　器官の構造と機能（3）呼吸器系・消化器系

呼吸器系・消化器系とその調節機構について概説する。

C7ー(1)ー⑧ー1

C7ー(1)ー⑨ー1

C7ー(1)ー⑨ー2

第１０回

（角田）　器官の構造と機能（4）泌尿器系、血液造血

系

泌尿器系、血液造血系について概説する。

C7ー(1)ー⑩ー1

C7ー(2)ー⑦ー1

C7ー(2)ー⑦ー2

C7ー(1)ー⑭ー1

C7ー(2)ー⑨ー1

第１１回

（角田）　器官の構造と機能（5）内分泌系

内分泌系、生殖器系について概説する。ホルモンによる

調節機構について概説する。

C7ー(1)ー⑪ー1

C7ー(1)ー⑫ー1

C7ー(2)ー②ー1

C7ー(2)ー⑤ー1

C7ー(2)ー⑥ー1

C7ー(2)ー⑩ー1

第1２回

（角田）　生理活性分子とシグナル分子

エイコサノイドや生理活性アミン、生理活性ペプチドな

どについて概説する。

C7ー(2)ー①ー2

C7ー(2)ー③ー1
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

生物薬学複合科目Ⅰ [15～18]

角田　慎一、髙橋　隆幸

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、薬

学複合科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2,3を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

生物系基礎科目の内容を総復習することを通じて、生物

や生命のしくみを分子レベル、細胞レベル、生体レベル

で理解し、基本的知識を習得することを目的とする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

（高橋）

C6ー(2)ー①ー1　代表的な脂質の種類、構造、性質、役

割を説明できる。

C6ー(2)ー②ー1　代表的な単糖、二糖の種類、構造、性

質、役割を説明できる。

C6ー(2)ー②ー2　代表的な多糖の種類、構造、性質、役

割を説明できる。

C6ー(2)ー③ー1　アミノ酸を列挙し、その構造に基づい

て性質を説明できる。

C6ー(2)ー④ー1　タンパク質の構造（一次、二次、三次、

四次構造）と性質を説明できる。

C6ー(2)ー⑤ー1　ヌクレオチドと核酸（DNA、RNA）の種

類、構造、性質を説明できる。

C6ー(3)ー①ー1　多彩な機能をもつタンパク質（酵素、

受容体、シグナル分子、膜輸送体、運搬・輸送タンパク

質、貯蔵タンパク質、構造タンパク質、接着タンパク質、

防御タンパク質、調節タンパク質）を列挙し概説できる。

C6ー(3)ー②ー1　タンパク質の翻訳後の成熟過程（細胞

小器官間の輸送や翻訳後修飾）について説明できる。

C6ー(3)ー②ー2　タンパク質の細胞内での分解について

説明できる。

C6ー(3)ー③ー1　酵素反応の特性と反応速度論を説明で

きる。

C6ー(3)ー③ー2　酵素反応における補酵素、微量金属の

役割を説明できる。

C6ー(3)ー③ー3　代表的な酵素活性調節機構を説明でき

る。

C6ー(3)ー④ー2　血漿リポタンパク質の種類、構造、機

能を説明できる。

C6ー(4)ー②ー3　RNA の種類(hnRNA、mRNA、rRNA、tRNA

 など)と機能について説明できる。

C6ー(5)ー①ー1　エネルギー代謝の概要を説明できる。

C6ー(5)ー②ー1　解糖系及び乳酸の生成について説明で

きる。

C6ー(5)ー②ー2　クエン酸回路(TCA サイクル)について

説明できる。

C6ー(5)ー②ー3　電子伝達系（酸化的リン酸化）と ATP

 合成酵素について説明できる。

C6ー(5)ー②ー4　グリコーゲンの代謝について説明でき

る。

C6ー(5)ー②ー5　糖新生について説明できる。

C6ー(5)ー③ー1　脂肪酸の生合成とβ酸化について説明

できる。

C6ー(5)ー③ー2　コレステロールの生合成と代謝につい

て説明できる。

C6ー(5)ー④ー1　飢餓状態のエネルギー代謝（ケトン体

の利用など）について説明できる。

C6ー(5)ー④ー2　余剰のエネルギーを蓄えるしくみを説

明できる。

C6ー(5)ー⑤ー1　アミノ酸分子中の炭素および窒素の代

謝（尿素回路など）について説明できる。

C6ー(5)ー⑤ー2　ヌクレオチドの生合成と分解について

説明できる。

C6ー(5)ー⑤ー3　ペントースリン酸回路について説明で

きる。

（角田）

C7ー(1)ー④ー1　中枢神経系について概説できる。

C7ー(1)ー④ー2　末梢（体性・自律）神経系について概

説できる。

C7ー(1)ー⑦ー1　心臓について概説できる。

C7ー(1)ー⑦ー2　血管系について概説できる。

C7ー(1)ー⑦ー3　リンパ管系について概説できる。

C7ー(1)ー⑧ー1　肺、気管支について概説できる。

C7ー(1)ー⑨ー1　胃、小腸、大腸などの消化管について

概説できる。

C7ー(1)ー⑨ー2　肝臓、膵臓、胆?について概説できる。

C7ー(1)ー⑩ー1　泌尿器系について概説できる。

C7ー(1)ー⑪ー1　生殖器系について概説できる。

C7ー(1)ー⑫ー1　内分泌系について概説できる。

C7ー(1)ー⑭ー1　血液・造血器系について概説できる。

C7ー(2)ー①ー1　神経細胞の興奮と伝導、シナプス伝達

の調節機構について説明できる。

C7ー(2)ー①ー2　代表的な神経伝達物質を挙げ、生理活

性および作用機構について概説できる。

C7ー(2)ー①ー3　神経系、感覚器を介するホメオスタシ

スの調節機構の代表例を列挙し、概説できる。

C7ー(2)ー①ー4　神経による筋収縮の調節機構について

説明できる。
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C7ー(2)ー②ー1　代表的なホルモンを挙げ、その産生器

官、生理活性および作用機構について概説できる。

C7ー(2)ー③ー1　代表的なオータコイドを挙げ、生理活

性および作用機構について概説できる。

C7ー(2)ー⑤ー1　血圧の調節機構について概説できる。

C7ー(2)ー⑥ー1　血糖の調節機構について概説できる。

C7ー(2)ー⑦ー1　体液の調節機構について概説できる。

C7ー(2)ー⑦ー2　尿の生成機構、尿量の調節機構につい

て概説できる。

C7ー(2)ー⑨ー1　血液凝固・線溶系の機構について概説

できる。

C7ー(2)ー⑩ー1　性周期の調節機構について概説できる。

C8ー(3)ー①ー1　原核生物、真核生物およびウイルスの

特徴を説明できる。

C8ー(3)ー②ー1　細菌の分類や性質（系統学的分類、グ

ラム陽性菌と陰性菌、好気性菌と嫌気性菌など）を説明

できる。

C8ー(3)ー②ー2　細菌の構造と増殖機構について説明で

きる。

C8ー(3)ー②ー3　細菌の異化作用（呼吸と発酵）および

同化作用について説明できる。

C8ー(3)ー②ー4　細菌の遺伝子伝達（接合、形質導入、

形質転換）について説明できる。

C8ー(3)ー②ー5　薬剤耐性菌および薬剤耐性化機構につ

いて概説できる。

C8ー(3)ー②ー6　代表的な細菌毒素について説明できる。

C8ー(3)ー③ー1　ウイルスの構造、分類、および増殖機

構について説明できる。

C8ー(4)ー②ー1　DNA ウイルスについて概説できる。

C8ー(4)ー②ー2　RNA ウイルスについて概説できる。

C8ー(4)ー②ー3　グラム陽性球菌について概説できる。

C8ー(4)ー②ー4　グラム陰性球菌について概説できる。

C8ー(4)ー②ー5　グラム陰性らせん菌について概説でき

る。

C8ー(4)ー②ー6　抗酸菌について概説できる。

C8ー(4)ー②ー7　マイコプラズマ、リケッチア、クラミ

ジアについて概説できる。

＜授業のキーワード＞

生体成分、代謝、遺伝子発現、器官の構造と機能、生体

機能の調節、生理活性分子、病原体、感染症

＜授業の進め方＞

講義形式

＜履修するにあたって＞

生命系基礎科目の総復習です。この科目で学習・復習す

べき範囲を授業時間内で網羅することはできませんので、

自習が不可欠です。疑問点があれば、遠慮せずに質問に

来てください。

前半6回は髙橋、後半6回は角田が担当します。3回程度

の補充授業あるいは講義動画のオンデマンド配信を予定

しています。

オフィスアワー：

（髙橋）月曜日－金曜日は２限と３限の間の昼休み、土

曜日は午前９時から午後３時の間にいたしますが、それ

以外の時間でも在室の場合は随時対応いたします。場所

はＣ号館１階SP123です。

（角田）LP238室　（月）（金）14:00－18:00とします

が、それ以外でも随時対応します。

なおオンライン授業の場合は、dotCampusやE-mailによ

り随時、あるいはZoom授業の中で質問してください。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習30分、復習1時間を目安とする。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験の代わりに小テスト（オンラインテストを予定

）を行い、高橋担当分50%、角田担当分50%とした合計点

で評価する。詳細は高橋及び角田担当の最初の授業の中

で説明する。

＜テキスト＞

必要に応じて補助資料を配布する。

＜参考図書＞

指定図書

薬学ゼミナール編集　＜生物＞　2023年版

参考図書

（髙橋）

コンパス 生化学・改訂第２版（南江堂）

NEW 生化学・第２版（廣川書店）

医歯薬系学生のための基礎生命科学（京都廣川書店）

...など、生化学に関係した書籍。自分の能力に合わせ

て選んでください。

（角田）

人体の正常構造と機能　改訂第3版　全10巻縮刷版　（

日本医事新報社）

薬がみえるvol.1?3　（メディックメディア）

病気がみえるvol.1～8, 11（メディックメディア）

＜授業計画＞

第1回

（髙橋）　脂質を知る

脂質を分類し、その構造と働き・生合成経路を理解する。

C6ー(2)ー①ー1

C6ー(5)ー③ー1

C6ー(5)ー③ー2

C6ー(3)ー④ー2

第2回

（髙橋）　糖質を知る

糖質を分類し、その構造と働きを理解する。

C6ー(2)ー②ー1

C6ー(2)ー②ー2

第3回
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（髙橋）　アミノ酸を知る

アミノ酸を分類し、その構造と働き・代謝を理解する。

C6ー(2)ー③ー1

C6ー(5)ー⑤ー1

第4回

（髙橋）　1)タンパク質を知る

2)酵素を知る１（基本性質）

1)タンパク質と、その高次構造を理解する。

2)生体内の主なタンパク質の特徴と働きを理解する。

3)酵素の基本的な性質と働きを理解する。

C6ー(2)ー④ー1

C6ー(3)ー①ー1

C6ー(3)ー②ー1

C6ー(3)ー②ー2

C6ー(3)ー③ー1

C6ー(3)ー③ー2

第5回

（髙橋）　核酸を知る

核酸の構造と働き・代謝を理解する。

C6ー(2)ー⑤ー1

C6ー(4)ー②ー3

C6ー(5)ー⑤ー2

第6回

（髙橋）　1)酵素を知る２（反応速度論）

2)エネルギー代謝を知る

1)酵素の反応速度論を理解する。

2)生体がエネルギーを獲得する過程を理解する。

3)余剰エネルギーの蓄積と利用について理解する。

C6ー(3)ー③ー1

C6ー(3)ー③ー3

C6ー(5)ー①ー1

C6ー(5)ー②ー1

C6ー(5)ー②ー2

C6ー(5)ー②ー3

C6ー(5)ー②ー4

C6ー(5)ー②ー5

C6ー(5)ー④ー1

C6ー(5)ー④ー2

C6ー(5)ー⑤ー3

第7回

（角田）　器官の構造と機能（１）神経系

中枢及び末梢神経系について概説する。神経系による調

節機構について概説する。

C7ー(1)ー④ー1

C7ー(1)ー④ー2

C7ー(2)ー①ー1

C7ー(2)ー①ー3

C7ー(2)ー①ー4

第8回

（角田）　器官の構造と機能（2）循環器系

循環器系とその調節機構について概説する。

C7ー(1)ー⑦ー1

C7ー(1)ー⑦ー2

C7ー(1)ー⑦ー3

C7ー(2)ー⑤ー1

第９回

（角田）　器官の構造と機能（3）呼吸器系・消化器系

呼吸器系・消化器系とその調節機構について概説する。

C7ー(1)ー⑧ー1

C7ー(1)ー⑨ー1

C7ー(1)ー⑨ー2

第１０回

（角田）　器官の構造と機能（4）泌尿器系、血液造血

系

泌尿器系、血液造血系について概説する。

C7ー(1)ー⑩ー1

C7ー(2)ー⑦ー1

C7ー(2)ー⑦ー2

C7ー(1)ー⑭ー1

C7ー(2)ー⑨ー1

第１１回

（角田）　器官の構造と機能（5）内分泌系

内分泌系、生殖器系について概説する。ホルモンによる

調節機構について概説する。

C7ー(1)ー⑪ー1

C7ー(1)ー⑫ー1

C7ー(2)ー②ー1

C7ー(2)ー⑤ー1

C7ー(2)ー⑥ー1

C7ー(2)ー⑩ー1

第1２回

（角田）　生理活性分子とシグナル分子

エイコサノイドや生理活性アミン、生理活性ペプチドな

どについて概説する。

C7ー(2)ー①ー2

C7ー(2)ー③ー1

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

生物薬学複合科目Ⅱ

鷹野　正興

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業

Zoom授業

正興 鷹野さんがあなたを予約されたZoomミーティング

に招待しています。
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トピック: 生物薬学複合科目２

時間: こちらは定期的ミーティングです いつでも

Zoomミーティングに参加する

https://zoom.us/j/92669794509?pwd=czlpb0RwdjJJdVow

dXdkZGxKeHVmQT09

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、薬

学複合科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

＜到達目標＞

分子生物学、細胞生物学、免疫学について、薬剤師とし

て必要な知識を身につける

＜授業のキーワード＞

細胞生物学、分子生物学、免疫学

＜授業の進め方＞

オムニバス形式で、問題を解きながら、今までの知識を

整理する。

＜履修するにあたって＞

オフィスアワー：随時

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、テキストを読んでおくこと（目安とし

て0.5時間）。事後学習として、問題を解き直す（目安

として1時間）。

＜成績評価方法・基準＞

毎回、授業後の小テストによって、評価を行います。3/

2以上の小テスト提出ないものに関しては、D評価としま

す。

＜テキスト＞

エッセンシャル細胞の分子生物学

＜参考図書＞

青本　生物（薬学ゼミナール）

＜授業計画＞

第1回　細胞の構造と機能

C8-(2)-①-1~3,-②1~3,

第2回　細胞の分裂と死

C8-(2)-③-1, -⑤-1~4

第3回　酵素以外の機能タンパク質

C9-(3)-③-1~５

第4回　細胞内情報伝達

C9-(5)-⑤-１~4

第5回　ヌクレオチドと核酸

C9-(2)-②-1~6

第6回　遺伝情報を担う分子

C9-(2)-③-1~5

第7回　転写と翻訳のメカニズム

C9-(2)-③-1~5

第8回　遺伝子の複製・変異・修復

C9-(6)-①-1、4，5

第9回　生体防御反応

C10-(1)-①-1~6

第10回　免疫を担当する組織・細胞

C10-(1)-②-1~4

第11回　分子レベルで見た免疫のしくみ

C10-(1)-③-1~5

第12回　免疫系が関係する疾患

C10-(2)-①-1~4

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

生物薬学複合科目Ⅱ [13～14]

鷹野　正興

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業

Zoom授業

正興 鷹野さんがあなたを予約されたZoomミーティング

に招待しています。

トピック: 生物薬学複合科目２

時間: こちらは定期的ミーティングです いつでも

Zoomミーティングに参加する

https://zoom.us/j/92669794509?pwd=czlpb0RwdjJJdVow

dXdkZGxKeHVmQT09

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、薬

学複合科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

＜到達目標＞

分子生物学、細胞生物学、免疫学について、薬剤師とし

て必要な知識を身につける

＜授業のキーワード＞

細胞生物学、分子生物学、免疫学

＜授業の進め方＞

オムニバス形式で、問題を解きながら、今までの知識を

整理する。

＜履修するにあたって＞

オフィスアワー：随時

＜授業時間外に必要な学修＞
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事前学習として、テキストを読んでおくこと（目安とし

て0.5時間）。事後学習として、問題を解き直す（目安

として1時間）。

＜成績評価方法・基準＞

毎回、授業後の小テストによって、評価を行います。3/

2以上の小テスト提出ないものに関しては、D評価としま

す。

＜テキスト＞

エッセンシャル細胞の分子生物学

＜参考図書＞

生物　青本３　薬学ゼミナール

＜授業計画＞

第1回　細胞の構造と機能

C8-(2)-①-1~3,-②1~3,

第2回　細胞の分裂と死

C8-(2)-③-1, -⑤-1~4

第3回　酵素以外の機能タンパク質

C9-(3)-③-1~５

第4回　細胞内情報伝達

C9-(5)-⑤-１~4

第5回　ヌクレオチドと核酸

C9-(2)-②-1~6

第6回　遺伝情報を担う分子

C9-(2)-③-1~5

第7回　転写と翻訳のメカニズム

C9-(2)-③-1~5

第8回　遺伝子の複製・変異・修復

C9-(6)-①-1、4，5

第9回　生体防御反応

C10-(1)-①-1~6

第10回　免疫を担当する組織・細胞

C10-(1)-②-1~4

第11回　分子レベルで見た免疫のしくみ

C10-(1)-③-1~5

第12回　免疫系が関係する疾患

C10-(2)-①-1~4

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

生物薬学複合科目Ⅱ [15～18]

鷹野　正興

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業

Zoom授業

正興 鷹野さんがあなたを予約されたZoomミーティング

に招待しています。

トピック: 生物薬学複合科目２

時間: こちらは定期的ミーティングです いつでも

Zoomミーティングに参加する

https://zoom.us/j/92669794509?pwd=czlpb0RwdjJJdVow

dXdkZGxKeHVmQT09

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、薬

学複合科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

＜到達目標＞

分子生物学、細胞生物学、免疫学について、薬剤師とし

て必要な知識を身につける

＜授業のキーワード＞

細胞生物学、分子生物学、免疫学

＜授業の進め方＞

オムニバス形式で、問題を解きながら、今までの知識を

整理する。

＜履修するにあたって＞

オフィスアワー：随時

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、テキストを読んでおくこと（目安とし

て0.5時間）。事後学習として、問題を解き直す（目安

として1時間）。

＜成績評価方法・基準＞

毎回、授業後の小テストによって、評価を行います。3/

2以上の小テスト提出ないものに関しては、D評価としま

す。

＜テキスト＞

エッセンシャル細胞生物学

＜授業計画＞

第1回　細胞の構造と機能

C8-(2)-①-1~3,-②1~3,

第2回　細胞の分裂と死

C8-(2)-③-1, -⑤-1~4

第3回　酵素以外の機能タンパク質

C9-(3)-③-1~５

第4回　細胞内情報伝達

C9-(5)-⑤-１~4

第5回　ヌクレオチドと核酸

C9-(2)-②-1~6

第6回　遺伝情報を担う分子

C9-(2)-③-1~5

第7回　転写と翻訳のメカニズム

C9-(2)-③-1~5

第8回　遺伝子の複製・変異・修復
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C9-(6)-①-1、4，5

第9回　生体防御反応

C10-(1)-①-1~6

第10回　免疫を担当する組織・細胞

C10-(1)-②-1~4

第11回　分子レベルで見た免疫のしくみ

C10-(1)-③-1~5

第12回　免疫系が関係する疾患

C10-(2)-①-1~4

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

生物薬剤学Ⅰ [15～18]

岸本　修一、福島　恵造

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2、3、5、8

を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬物の吸収・分布・代謝・排泄の知識および薬物動態の

解析に向けての基礎知識を修得する。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

E4-(1)-①-1 薬物の生体膜透過における単純拡散、促進

拡散および能動輸送の特徴を説明できる。

E4-(1)-①-2 薬物の生体膜透過に関わるトランスポータ

ーの例を挙げ、その特徴と薬物動態における役割を説明

できる。

E4-(1)-②-1 経口投与された薬物の吸収について説明で

きる。

E4-(1)-②-2 非経口的に投与される薬物の吸収について

説明できる。

E4-(1)-②-3 薬物の吸収に影響する因子（薬物の物性、

生理学的要因など）を列挙し、説明できる。

E4-(1)-②-4 薬物の吸収過程における相互作用について

例を挙げ、説明できる。

E4-(1)-②-5 初回通過効果について説明できる。

E4-(1)-③-1 薬物が結合する代表的な血漿タンパク質を

挙げ、タンパク結合の強い薬物を列挙できる。

E4-(1)-③-2 薬物の組織移行性（分布容積）と血漿タン

パク結合ならびに組織結合との関係を、定量的に説明で

きる。

E4-(1)-③-3 薬物のタンパク結合および結合阻害の測定

・解析方法を説明できる。

E4-(1)-③-4 血液－組織関門の構造・機能と、薬物の脳

や胎児等への移行について説明できる。

E4-(1)-③-5 薬物のリンパおよび乳汁中への移行につい

て説明できる。

E4-(1)-③-6 薬物の分布過程における相互作用について

例を挙げ、説明できる。

E4-(1)-④-1 代表的な薬物代謝酵素を列挙し、その代謝

反応が起こる組織ならびに細胞内小器官、反応様式につ

いて説明できる。

E4-(1)-④-2 薬物代謝の第Ⅰ相反応（酸化・還元・加水

分解）、第Ⅱ相反応（抱合）について、例を挙げて説明

できる。

E4-(1)-④-3 代表的な薬物代謝酵素（分子種）により代

謝される薬物を列挙できる。

E4-(1)-④-4 プロドラッグと活性代謝物について、例を

挙げて説明できる。

E4-(1)-④-5 薬物代謝酵素の阻害および誘導のメカニズ

ムと、それらに関連して起こる相互作用について、例を

挙げ、説明できる。

E4-(1)-⑤-1 薬物の尿中排泄機構について説明できる。

E4-(1)-⑤-2 腎クリアランスと、糸球体ろ過、分泌、再

吸収の関係を定量的に説明できる。

E4-(1)-⑤-3 代表的な腎排泄型薬物を列挙できる。

E4-(1)-⑤-4 薬物の胆汁中排泄と腸肝循環について説明

できる。

E4-(1)-⑤-5 薬物の排泄過程における相互作用について

例を挙げ、説明できる。

E4-(2)-①-1 線形コンパートメントモデルと、関連する

薬物動態パラメータ（全身クリアランス、分布容積、消

失半減期、生物学的利用能など）の概念を説明できる。

E4-(2)-①-2 線形１－コンパートメントモデルに基づい

た解析ができる（急速静注・経口投与［単回および反復

 投与］、定速静注）。

＜授業のキーワード＞

生体膜透過、吸収、分布、代謝、排泄、ADME、薬物動態

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行う。

＜履修するにあたって＞

薬剤師としての重要スキルとなる薬物動態を理解する上

で、すべてが欠かすことのできない内容となる。必ず復

習を行い、知識を積み上げていく学習が必要である。オ

フィスアワーは随時とするが、事前に連絡をすることが

望ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞

各講義終了後に、ドットキャンスにて出題される重要ポ

イントの確認問題を行必ず解き復習すること（目安とし

て1時間）。

＜提出課題など＞
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特になし

＜成績評価方法・基準＞

全ての講義への出席を原則とする。なお、講義回数の3

分の１（４回）以上の無断欠席により、定期試験の受験

資格を失う。

＜定期試験＞

形式：マークシート式と記述式

１　薬物の吸収・分布・代謝・排泄の知識の理解：マー

クシート（80点）

２　薬物動態解析の基礎：記述計算問題（20点）

＜テキスト＞

エンタイア生物薬剤学、武田真莉子編著、京都廣川書店

＜参考図書＞

薬がみえる　Vol.4　医療情報化学研究所

＜授業計画＞

第1回　生体膜透過

１）薬物の生体膜透過における単純拡散、促進拡散およ

び能動輸送の特徴を説明できる。

２）薬物の生体膜透過に関わるトランスポーターの例を

挙げ、その特徴と薬物動態における役割を説明できる。

E4-(1)-①-1

E4-(1)-①-2

第2回　吸収（１）

１）経口投与された薬物の吸収について説明できる。

２）非経口的に投与される薬物の吸収について説明でき

る。

３）薬物の吸収に影響する因子（薬物の物性、生理学的

要因など）を列挙し、説明できる。

４）薬物の吸収過程における相互作用について例を挙げ、

説明できる。

５）初回通過効果について説明できる。

E4-(1)-②-1

E4-(1)-②-2

E4-(1)-②-3

E4-(1)-②-4

E4-(1)-②-5

第3回　吸収（２）

１）経口投与された薬物の吸収について説明できる。

２）非経口的に投与される薬物の吸収について説明でき

る。

３）薬物の吸収に影響する因子（薬物の物性、生理学的

要因など）を列挙し、説明できる。

４）薬物の吸収過程における相互作用について例を挙げ、

説明できる。

５）初回通過効果について説明できる。

E4-(1)-②-1

E4-(1)-②-2

E4-(1)-②-3

E4-(1)-②-4

E4-(1)-②-5

第4回　分布（１）

１）薬物が結合する代表的な血漿タンパク質を挙げ、タ

ンパク結合の強い薬物を列挙できる。

２）薬物の組織移行性（分布容積）と血漿タンパク結合

ならびに組織結合との関係を、定量的に説明できる。

３）薬物のタンパク結合および結合阻害の測定・解析方

法を説明できる。

４）血液－組織関門の構造・機能と、薬物の脳や胎児等

への移行について説明できる。

５）薬物のリンパおよび乳汁中への移行について説明で

きる。

６）薬物の分布過程における相互作用について例を挙げ、

説明できる。

E4-(1)-③-1

E4-(1)-③-2

E4-(1)-③-3

E4-(1)-③-4

E4-(1)-③-5

E4-(1)-③-6

第5回　分布（２）

１）薬物が結合する代表的な血漿タンパク質を挙げ、タ

ンパク結合の強い薬物を列挙できる。

２）薬物の組織移行性（分布容積）と血漿タンパク結合

ならびに組織結合との関係を、定量的に説明できる。

３）薬物のタンパク結合および結合阻害の測定・解析方

法を説明できる。

４）血液－組織関門の構造・機能と、薬物の脳や胎児等

への移行について説明できる。

５）薬物のリンパおよび乳汁中への移行について説明で

きる。

６）薬物の分布過程における相互作用について例を挙げ、

説明できる。

E4-(1)-③-1

E4-(1)-③-2

E4-(1)-③-3

E4-(1)-③-4

E4-(1)-③-5

E4-(1)-③-6

第6回　代謝（１）

１）代表的な薬物代謝酵素を列挙し、その代謝反応が起

こる組織ならびに細胞内小器官、反応様式について説明

できる。

２）薬物代謝の第Ⅰ相反応（酸化・還元・加水分解）、

第Ⅱ相反応（抱合）について、例を挙げて説明できる。
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３）代表的な薬物代謝酵素（分子種）により代謝される

薬物を列挙できる。

４）プロドラッグと活性代謝物について、例を挙げて説

明できる。

５）薬物代謝酵素の阻害および誘導のメカニズムと、そ

れらに関連して起こる相互作用について、例を挙げ、説

明できる。

E4-(1)-④-1

E4-(1)-④-2

E4-(1)-④-3

E4-(1)-④-4

E4-(1)-④-5

第7回　代謝（２）

１）代表的な薬物代謝酵素を列挙し、その代謝反応が起

こる組織ならびに細胞内小器官、反応様式について説明

できる。

２）薬物代謝の第Ⅰ相反応（酸化・還元・加水分解）、

第Ⅱ相反応（抱合）について、例を挙げて説明できる。

３）代表的な薬物代謝酵素（分子種）により代謝される

薬物を列挙できる。

４）プロドラッグと活性代謝物について、例を挙げて説

明できる。

５）薬物代謝酵素の阻害および誘導のメカニズムと、そ

れらに関連して起こる相互作用について、例を挙げ、説

明できる。

E4-(1)-④-1

E4-(1)-④-2

E4-(1)-④-3

E4-(1)-④-4

E4-(1)-④-5

第8回　代謝（３）

１）代表的な薬物代謝酵素を列挙し、その代謝反応が起

こる組織ならびに細胞内小器官、反応様式について説明

できる。

２）薬物代謝の第Ⅰ相反応（酸化・還元・加水分解）、

第Ⅱ相反応（抱合）について、例を挙げて説明できる。

３）代表的な薬物代謝酵素（分子種）により代謝される

薬物を列挙できる。

４）プロドラッグと活性代謝物について、例を挙げて説

明できる。

５）薬物代謝酵素の阻害および誘導のメカニズムと、そ

れらに関連して起こる相互作用について、例を挙げ、説

明できる。

E4-(1)-④-1

E4-(1)-④-2

E4-(1)-④-3

E4-(1)-④-4

E4-(1)-④-5

第9回　排泄（１）

１）薬物の尿中排泄機構について説明できる。

２）腎クリアランスと、糸球体ろ過、分泌、再吸収の関

係を定量的に説明できる。

３）代表的な腎排泄型薬物を列挙できる。

４）薬物の胆汁中排泄と腸肝循環について説明できる。

５）薬物の排泄過程における相互作用について例を挙げ、

説明できる。

E4-(1)-⑤-1

E4-(1)-⑤-2

E4-(1)-⑤-3

E4-(1)-⑤-4

E4-(1)-⑤-5

第10回　排泄（２）

１）薬物の尿中排泄機構について説明できる。

２）腎クリアランスと、糸球体ろ過、分泌、再吸収の関

係を定量的に説明できる。

３）代表的な腎排泄型薬物を列挙できる。

４）薬物の胆汁中排泄と腸肝循環について説明できる。

５）薬物の排泄過程における相互作用について例を挙げ、

説明できる。

E4-(1)-⑤-1

E4-(1)-⑤-2

E4-(1)-⑤-3

E4-(1)-⑤-4

E4-(1)-⑤-5

第11回

（福島）　薬物動態解析の基礎（１）

線形１－コンパートメントモデルに基づいた解析（単回

静注投与）

E4-(2)-①-1

E4-(2)-①-2

第12回

（福島）　薬物動態解析の基礎（２）

線形１－コンパートメントモデルに基づいた解析（単回

経口投与）

E4-(2)-①-1

E4-(2)-①-2

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

生物薬剤学Ⅰ [19～]

岸本　修一、福島　恵造

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義
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＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2、3、5、8

を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬物の吸収・分布・代謝・排泄の知識および薬物動態の

解析に向けての基礎知識を修得する。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

E4-(1)-①-1 薬物の生体膜透過における単純拡散、促進

拡散および能動輸送の特徴を説明できる。

E4-(1)-①-2 薬物の生体膜透過に関わるトランスポータ

ーの例を挙げ、その特徴と薬物動態における役割を説明

できる。

E4-(1)-②-1 経口投与された薬物の吸収について説明で

きる。

E4-(1)-②-2 非経口的に投与される薬物の吸収について

説明できる。

E4-(1)-②-3 薬物の吸収に影響する因子（薬物の物性、

生理学的要因など）を列挙し、説明できる。

E4-(1)-②-4 薬物の吸収過程における相互作用について

例を挙げ、説明できる。

E4-(1)-②-5 初回通過効果について説明できる。

E4-(1)-③-1 薬物が結合する代表的な血漿タンパク質を

挙げ、タンパク結合の強い薬物を列挙できる。

E4-(1)-③-2 薬物の組織移行性（分布容積）と血漿タン

パク結合ならびに組織結合との関係を、定量的に説明で

きる。

E4-(1)-③-3 薬物のタンパク結合および結合阻害の測定

・解析方法を説明できる。

E4-(1)-③-4 血液－組織関門の構造・機能と、薬物の脳

や胎児等への移行について説明できる。

E4-(1)-③-5 薬物のリンパおよび乳汁中への移行につい

て説明できる。

E4-(1)-③-6 薬物の分布過程における相互作用について

例を挙げ、説明できる。

E4-(1)-④-1 代表的な薬物代謝酵素を列挙し、その代謝

反応が起こる組織ならびに細胞内小器官、反応様式につ

いて説明できる。

E4-(1)-④-2 薬物代謝の第Ⅰ相反応（酸化・還元・加水

分解）、第Ⅱ相反応（抱合）について、例を挙げて説明

できる。

E4-(1)-④-3 代表的な薬物代謝酵素（分子種）により代

謝される薬物を列挙できる。

E4-(1)-④-4 プロドラッグと活性代謝物について、例を

挙げて説明できる。

E4-(1)-④-5 薬物代謝酵素の阻害および誘導のメカニズ

ムと、それらに関連して起こる相互作用について、例を

挙げ、説明できる。

E4-(1)-⑤-1 薬物の尿中排泄機構について説明できる。

E4-(1)-⑤-2 腎クリアランスと、糸球体ろ過、分泌、再

吸収の関係を定量的に説明できる。

E4-(1)-⑤-3 代表的な腎排泄型薬物を列挙できる。

E4-(1)-⑤-4 薬物の胆汁中排泄と腸肝循環について説明

できる。

E4-(1)-⑤-5 薬物の排泄過程における相互作用について

例を挙げ、説明できる。

E4-(2)-①-1 線形コンパートメントモデルと、関連する

薬物動態パラメータ（全身クリアランス、分布容積、消

失半減期、生物学的利用能など）の概念を説明できる。

E4-(2)-①-2 線形１－コンパートメントモデルに基づい

た解析ができる（急速静注・経口投与［単回および反復

 投与］、定速静注）。

＜授業のキーワード＞

生体膜透過、吸収、分布、代謝、排泄、ADME、薬物動態

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行う。

＜履修するにあたって＞

薬剤師としての重要スキルとなる薬物動態を理解する上

で、すべてが欠かすことのできない内容となる。必ず復

習を行い、知識を積み上げていく学習が必要である。オ

フィスアワーは随時とするが、事前に連絡をすることが

望ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞

各講義終了後に、ドットキャンスにて出題される重要ポ

イントの確認問題を行必ず解き復習すること（目安とし

て1時間）。

＜提出課題など＞

特になし

＜成績評価方法・基準＞

全ての講義への出席を原則とする。なお、講義回数の3

分の１（４回）以上の無断欠席により、定期試験の受験

資格を失う。

＜定期試験＞

形式：マークシート式と記述式

１　薬物の吸収・分布・代謝・排泄の知識の理解：マー

クシート（80点）

２　薬物動態解析の基礎：記述計算問題（20点）

＜テキスト＞

エンタイア生物薬剤学、武田真莉子編著、京都廣川書店

＜参考図書＞

薬がみえる　Vol.4　医療情報化学研究所

＜授業計画＞

第1回　生体膜透過
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１）薬物の生体膜透過における単純拡散、促進拡散およ

び能動輸送の特徴を説明できる。

２）薬物の生体膜透過に関わるトランスポーターの例を

挙げ、その特徴と薬物動態における役割を説明できる。

E4-(1)-①-1

E4-(1)-①-2

第2回　吸収（１）

１）経口投与された薬物の吸収について説明できる。

２）非経口的に投与される薬物の吸収について説明でき

る。

３）薬物の吸収に影響する因子（薬物の物性、生理学的

要因など）を列挙し、説明できる。

４）薬物の吸収過程における相互作用について例を挙げ、

説明できる。

５）初回通過効果について説明できる。

E4-(1)-②-1

E4-(1)-②-2

E4-(1)-②-3

E4-(1)-②-4

E4-(1)-②-5

第3回　吸収（２）

１）経口投与された薬物の吸収について説明できる。

２）非経口的に投与される薬物の吸収について説明でき

る。

３）薬物の吸収に影響する因子（薬物の物性、生理学的

要因など）を列挙し、説明できる。

４）薬物の吸収過程における相互作用について例を挙げ、

説明できる。

５）初回通過効果について説明できる。

E4-(1)-②-1

E4-(1)-②-2

E4-(1)-②-3

E4-(1)-②-4

E4-(1)-②-5

第4回　分布（１）

１）薬物が結合する代表的な血漿タンパク質を挙げ、タ

ンパク結合の強い薬物を列挙できる。

２）薬物の組織移行性（分布容積）と血漿タンパク結合

ならびに組織結合との関係を、定量的に説明できる。

３）薬物のタンパク結合および結合阻害の測定・解析方

法を説明できる。

４）血液－組織関門の構造・機能と、薬物の脳や胎児等

への移行について説明できる。

５）薬物のリンパおよび乳汁中への移行について説明で

きる。

６）薬物の分布過程における相互作用について例を挙げ、

説明できる。

E4-(1)-③-1

E4-(1)-③-2

E4-(1)-③-3

E4-(1)-③-4

E4-(1)-③-5

E4-(1)-③-6

第5回　分布（２）

１）薬物が結合する代表的な血漿タンパク質を挙げ、タ

ンパク結合の強い薬物を列挙できる。

２）薬物の組織移行性（分布容積）と血漿タンパク結合

ならびに組織結合との関係を、定量的に説明できる。

３）薬物のタンパク結合および結合阻害の測定・解析方

法を説明できる。

４）血液－組織関門の構造・機能と、薬物の脳や胎児等

への移行について説明できる。

５）薬物のリンパおよび乳汁中への移行について説明で

きる。

６）薬物の分布過程における相互作用について例を挙げ、

説明できる。

E4-(1)-③-1

E4-(1)-③-2

E4-(1)-③-3

E4-(1)-③-4

E4-(1)-③-5

E4-(1)-③-6

第6回　代謝（１）

１）代表的な薬物代謝酵素を列挙し、その代謝反応が起

こる組織ならびに細胞内小器官、反応様式について説明

できる。

２）薬物代謝の第Ⅰ相反応（酸化・還元・加水分解）、

第Ⅱ相反応（抱合）について、例を挙げて説明できる。

３）代表的な薬物代謝酵素（分子種）により代謝される

薬物を列挙できる。

４）プロドラッグと活性代謝物について、例を挙げて説

明できる。

５）薬物代謝酵素の阻害および誘導のメカニズムと、そ

れらに関連して起こる相互作用について、例を挙げ、説

明できる。

E4-(1)-④-1

E4-(1)-④-2

E4-(1)-④-3

E4-(1)-④-4

E4-(1)-④-5

第7回　代謝（２）

１）代表的な薬物代謝酵素を列挙し、その代謝反応が起

こる組織ならびに細胞内小器官、反応様式について説明

できる。
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２）薬物代謝の第Ⅰ相反応（酸化・還元・加水分解）、

第Ⅱ相反応（抱合）について、例を挙げて説明できる。

３）代表的な薬物代謝酵素（分子種）により代謝される

薬物を列挙できる。

４）プロドラッグと活性代謝物について、例を挙げて説

明できる。

５）薬物代謝酵素の阻害および誘導のメカニズムと、そ

れらに関連して起こる相互作用について、例を挙げ、説

明できる。

E4-(1)-④-1

E4-(1)-④-2

E4-(1)-④-3

E4-(1)-④-4

E4-(1)-④-5

第8回　代謝（３）

１）代表的な薬物代謝酵素を列挙し、その代謝反応が起

こる組織ならびに細胞内小器官、反応様式について説明

できる。

２）薬物代謝の第Ⅰ相反応（酸化・還元・加水分解）、

第Ⅱ相反応（抱合）について、例を挙げて説明できる。

３）代表的な薬物代謝酵素（分子種）により代謝される

薬物を列挙できる。

４）プロドラッグと活性代謝物について、例を挙げて説

明できる。

５）薬物代謝酵素の阻害および誘導のメカニズムと、そ

れらに関連して起こる相互作用について、例を挙げ、説

明できる。

E4-(1)-④-1

E4-(1)-④-2

E4-(1)-④-3

E4-(1)-④-4

E4-(1)-④-5

第9回　排泄（１）

１）薬物の尿中排泄機構について説明できる。

２）腎クリアランスと、糸球体ろ過、分泌、再吸収の関

係を定量的に説明できる。

３）代表的な腎排泄型薬物を列挙できる。

４）薬物の胆汁中排泄と腸肝循環について説明できる。

５）薬物の排泄過程における相互作用について例を挙げ、

説明できる。

E4-(1)-⑤-1

E4-(1)-⑤-2

E4-(1)-⑤-3

E4-(1)-⑤-4

E4-(1)-⑤-5

第10回　排泄（２）

１）薬物の尿中排泄機構について説明できる。

２）腎クリアランスと、糸球体ろ過、分泌、再吸収の関

係を定量的に説明できる。

３）代表的な腎排泄型薬物を列挙できる。

４）薬物の胆汁中排泄と腸肝循環について説明できる。

５）薬物の排泄過程における相互作用について例を挙げ、

説明できる。

E4-(1)-⑤-1

E4-(1)-⑤-2

E4-(1)-⑤-3

E4-(1)-⑤-4

E4-(1)-⑤-5

第11回

（福島）　薬物動態解析の基礎（１）

線形１－コンパートメントモデルに基づいた解析（単回

静注投与）

E4-(2)-①-1

E4-(2)-①-2

第12回

（福島）　薬物動態解析の基礎（２）

線形１－コンパートメントモデルに基づいた解析（単回

経口投与）

E4-(2)-①-1

E4-(2)-①-2

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

生物薬剤学Ⅱ [19～]

福島　昭二、杉岡　信幸

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2・3・5を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬物動態学の知識は、薬理効果や副作用の経時的な変化

を理解・予測するのに必要な知識であり、また、薬物動

態学の知識に基づいた薬物治療モニタリング（TDM）は、

医療現場における薬剤師の重要な活動の一つである。本

講義では、生体内の薬物動態の理論的解析法に関する基

本的知識と技能を修得し、さらにTDMを実践するための

知識と技能を修得する。

＜到達目標＞
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以下の各SBOsを到達目標とする。

E4　薬の生体内運命　(2)薬物動態の解析

【①薬物速度論】

E4-(2)-①-1　 線形1－コンパートメントモデルと、関

連する薬物動態パラメータ（全身クリアランス、分布容

積、消失半減期、生物学的利用能など）の概念を説明で

きる。

E4-(2)-①-2　線形１－コンパートメントモデルに基づ

いた解析ができる（急速静注・経口投与［単回および反

復投与］、定速静注）。（知識、技能）

E4-(2)-①-3　体内動態が非線形性を示す薬物の例を挙

げ、非線形モデルに基づいた解析ができる。（知識、技

能）

E4-(2)-①-4　モーメント解析の意味と、関連するパラ

メータの計算法について説明できる。

E4-(2)-①-5　組織クリアランス（肝、腎）および固有

クリアランスの意味と、それらの関係について、数式を

使って説明できる。

E4-(2)-①-6　薬物動態学－薬力学解析（PK-PD 解析）

について概説できる。

【②TDM(Therapeutic Drug Monitoring)と投与設計】

E4-(2)-②-1　治療薬物モニタリング（TDM）の意義を説

明し、TDM が有効な薬物を列挙できる。

E4-(2)-②-2　TDM を行う際の採血ポイント、試料の取

り扱い、測定法について説明できる。

E4-(2)-②-3　薬物動態パラメータを用いて患者ごとの

薬物投与設計ができる。（知識、技能）

E4-(2)-②-4　ポピュレーションファーマコキネティク

スの概念と応用について概説できる。

E4　薬の生体内運命　(1)薬物の体内動態

【②吸収】

E4-(1)-②-4　薬物の吸収過程における相互作用につい

て例を挙げ、説明できる。

【③分布】

E4-(1)-③-6　薬物の分布過程における相互作用につい

て例を挙げ、説明できる。

【④代謝】　薬物代謝酵素の阻害および誘導のメカニズ

ムと、それらに関連して起こる相互作用について、例を

挙げ、説明できる。

E4-(1)-④-5

【⑤排泄】

E4-(1)-⑤-5　薬物の排泄過程における相互作用につい

て例を挙げ、説明できる。

＜授業のキーワード＞

薬物動態、薬物速度論、母集団薬物速度論、ＴＤＭ

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行う。

＜履修するにあたって＞

薬学の基礎となる数学を復習してください。講義を理解

を深めるための演習問題を配付します。

オフィスアワー：福島（金曜３限）、杉岡（月曜３限）

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、あらかじめ配布する冊子を予習するこ

と（0.5時間）。事後学習として、講義内容および随時

配布する資料・演習問題を復習すること（0.5時間）

＜提出課題など＞

講義内で指示します。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験を１００％として評価する。

＜テキスト＞

１．エンタイア生物薬剤学　京都廣川（福島）　２．臨

床薬物動態学 実解　京都廣川 （杉岡）

＜参考図書＞

入門薬物動態学　金尾義治　京都廣川 、「新しい図解

薬剤学」　南山堂、「薬物動態学　栄田敏之他編集」

廣川書店、「パザパ　薬学演習シリーズ　薬物速度論演

習　灘井雅之他編集」　京都廣川

＜授業計画＞

第1回（福島）　1-コンパートメントモデル

１－コンパートメントモデルを理解し、モデルを通して

薬物動態パラメーターを理解する。さらに血中動態を解

析できる。

E4-(2)-①-1

E4-(2)-①-2

第2回（福島）　２－コンパートメントモデル

２-コンパートメントモデルを理解し血中動態を解析で

きる。

E4-(2)-①-1

E4-(2)-①-2

第３回（福島）　繰り返し投与と蓄積率

繰り返し投与時の体内動態と蓄積率を理解し、定常状態

での血中濃度を計算できる。

E4-(2)-①-1

E4-(2)-①-2

第４回（福島）　モーメント解析法とバイオアベイラビ

リティー

モーメント解析法理解し、製剤間ののバイオアベイラビ

リティーの違いを評価できる。

E4-(2)-①-4

第５回（福島）　生理学的モデルとクリアランスの概念

クリアランスの概念を理解し、病態が変化に応じたクリ

アランスの変化を計算できる。

E4-(2)-①-5

第６回（福島）　非線形薬物速度論

非線形薬物速度論を理解し、非線形モデルに基づいた解

析ができる。

E4-(2)-①-3

第７回（杉岡）　母集団薬物速度論とベイジアン法

母集団薬物速度論を理解し、TDMの方法論を説明できる。

E4-(2)-②-4
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第８回（杉岡）　ＰＫ・ＰＤ解析：ＷｉｎＮｏｎｌｉｎ

を使用して

PK・PD解析を理解し、WinNonlinを用いた解析を説明で

きる。

E4-(2)-①-6

第９回（杉岡）　薬物治療モニタリング（ＴＤＭ）概説

TDMの意義を理解し、TDMが有効な薬物を説明できる。ま

た、TDMに関連した事項を説明できる。

E4-(2)-②-1

第１０回（杉岡）　ＴＤＭ各論１

代表的な薬物に関し、薬物動態パラメーターを用いて、

患者ごとの薬物投与設計ができる。

E4-(2)-②-2

E4-(2)-②-3

第１１回（杉岡）　ＴＤＭ各論２

代表的な薬物に関し、薬物動態パラメーターを用いて、

患者ごとの薬物投与設計ができる。

E4-(2)-②-2

E4-(2)-②-3

第１２回（杉岡）　薬物相互作用

薬物速度論的相互作用の実例を挙げ、メカニズムを説明

できる。

E4-(1)-②-4

E4-(1)-③-6

E4-(1)-④-5

E4-(1)-⑤-5

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

生物薬剤学Ⅱ（薬物動態の解析） [15～18]

福島　昭二、杉岡　信幸

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2・3・5を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬物動態学の知識は、薬理効果や副作用の経時的な変化

を理解・予測するのに必要な知識であり、また、薬物動

態学の知識に基づいた薬物治療モニタリング（TDM）は、

医療現場における薬剤師の重要な活動の一つである。本

講義では、生体内の薬物動態の理論的解析法に関する基

本的知識と技能を修得し、さらにTDMを実践するための

知識と技能を修得する。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

E4　薬の生体内運命　(2)薬物動態の解析

【①薬物速度論】

E4-(2)-①-1　 線形1－コンパートメントモデルと、関

連する薬物動態パラメータ（全身クリアランス、分布容

積、消失半減期、生物学的利用能など）の概念を説明で

きる。

E4-(2)-①-2　線形１－コンパートメントモデルに基づ

いた解析ができる（急速静注・経口投与［単回および反

復投与］、定速静注）。（知識、技能）

E4-(2)-①-3　体内動態が非線形性を示す薬物の例を挙

げ、非線形モデルに基づいた解析ができる。（知識、技

能）

E4-(2)-①-4　モーメント解析の意味と、関連するパラ

メータの計算法について説明できる。

E4-(2)-①-5　組織クリアランス（肝、腎）および固有

クリアランスの意味と、それらの関係について、数式を

使って説明できる。

E4-(2)-①-6　薬物動態学－薬力学解析（PK-PD 解析）

について概説できる。

【②TDM(Therapeutic Drug Monitoring)と投与設計】

E4-(2)-②-1　治療薬物モニタリング（TDM）の意義を説

明し、TDM が有効な薬物を列挙できる。

E4-(2)-②-2　TDM を行う際の採血ポイント、試料の取

り扱い、測定法について説明できる。

E4-(2)-②-3　薬物動態パラメータを用いて患者ごとの

薬物投与設計ができる。（知識、技能）

E4-(2)-②-4　ポピュレーションファーマコキネティク

スの概念と応用について概説できる。

E4　薬の生体内運命　(1)薬物の体内動態

【②吸収】

E4-(1)-②-4　薬物の吸収過程における相互作用につい

て例を挙げ、説明できる。

【③分布】

E4-(1)-③-6　薬物の分布過程における相互作用につい

て例を挙げ、説明できる。

【④代謝】　薬物代謝酵素の阻害および誘導のメカニズ

ムと、それらに関連して起こる相互作用について、例を

挙げ、説明できる。

E4-(1)-④-5

【⑤排泄】

E4-(1)-⑤-5　薬物の排泄過程における相互作用につい

て例を挙げ、説明できる。

＜授業のキーワード＞

薬物動態、薬物速度論、母集団薬物速度論、ＴＤＭ

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行う。

＜履修するにあたって＞

薬学の基礎となる数学を復習してください。講義を理解

を深めるための演習問題を配付します。
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オフィスアワー：福島（金曜３限）、杉岡（月曜３限）

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、あらかじめ配布する冊子を予習するこ

と（0.5時間）。事後学習として、講義内容および随時

配布する資料・演習問題を復習すること（0.5時間）

＜提出課題など＞

講義内で指示します。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験を１００％として評価する。

＜テキスト＞

１．エンタイア生物薬剤学　京都廣川（福島）　２．臨

床薬物動態学 実解　京都廣川 （杉岡）

＜参考図書＞

入門薬物動態学　金尾義治　京都廣川 、「新しい図解

薬剤学」　南山堂、「薬物動態学　栄田敏之他編集」

廣川書店、「パザパ　薬学演習シリーズ　薬物速度論演

習　灘井雅之他編集」　京都廣川

＜授業計画＞

第1回（福島）　1-コンパートメントモデル

１－コンパートメントモデルを理解し、モデルを通して

薬物動態パラメーターを理解する。さらに血中動態を解

析できる。

E4-(2)-①-1

E4-(2)-①-2

第2回（福島）　２－コンパートメントモデル

２-コンパートメントモデルを理解し血中動態を解析で

きる。

E4-(2)-①-1

E4-(2)-①-2

第３回（福島）　繰り返し投与と蓄積率

繰り返し投与時の体内動態と蓄積率を理解し、定常状態

での血中濃度を計算できる。

E4-(2)-①-1

E4-(2)-①-2

第４回（福島）　モーメント解析法とバイオアベイラビ

リティー

モーメント解析法理解し、製剤間ののバイオアベイラビ

リティーの違いを評価できる。

E4-(2)-①-4

第５回（福島）　生理学的モデルとクリアランスの概念

クリアランスの概念を理解し、病態が変化に応じたクリ

アランスの変化を計算できる。

E4-(2)-①-5

第６回（福島）　非線形薬物速度論

非線形薬物速度論を理解し、非線形モデルに基づいた解

析ができる。

E4-(2)-①-3

第７回（杉岡）　母集団薬物速度論とベイジアン法

母集団薬物速度論を理解し、TDMの方法論を説明できる。

E4-(2)-②-4

第８回（杉岡）　ＰＫ・ＰＤ解析：ＷｉｎＮｏｎｌｉｎ

を使用して

PK・PD解析を理解し、WinNonlinを用いた解析を説明で

きる。

E4-(2)-①-6

第９回（杉岡）　薬物治療モニタリング（ＴＤＭ）概説

TDMの意義を理解し、TDMが有効な薬物を説明できる。ま

た、TDMに関連した事項を説明できる。

E4-(2)-②-1

第１０回（杉岡）　ＴＤＭ各論１

代表的な薬物に関し、薬物動態パラメーターを用いて、

患者ごとの薬物投与設計ができる。

E4-(2)-②-2

E4-(2)-②-3

第１１回（杉岡）　ＴＤＭ各論２

代表的な薬物に関し、薬物動態パラメーターを用いて、

患者ごとの薬物投与設計ができる。

E4-(2)-②-2

E4-(2)-②-3

第１２回（杉岡）　薬物相互作用

薬物速度論的相互作用の実例を挙げ、メカニズムを説明

できる。

E4-(1)-②-4

E4-(1)-③-6

E4-(1)-④-5

E4-(1)-⑤-5

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

生物薬剤学Ⅲ [19～]

福島　昭二、杉岡　信幸

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり４年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2、3、5を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

テーラーメイド薬物治療とは、個々の患者の状態に応じ、

薬物治療を個別化することである。個々の患者は、遺伝

的・年齢的・生理的に異なっており、これらの違いは薬

物治療効果に大きく影響する。また合併症の有無も治療

立案の個別化では重要な因子であり、さらには薬物血中

濃度に影響する因子を各患者毎に考慮しなければならな

い。このような、個々の患者に応じた投与計画を立案で

きるようになるために、薬物治療の個別化にに関する基
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本的知識と技能を習得する。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

E3　薬物治療に役立つ情報

(3)　個別化医療

【①遺伝的素因】

E3-(3)-①-1 薬物の主作用および副作用に影響する代表

的な遺伝的素因について、例を挙げて説明できる。

E3-(3)-①-2 薬物動態に影響する代表的な遺伝的素因（

薬物代謝酵素・トランスポーターの遺伝子変異など）に

ついて、例を挙げて説明できる。

E3-(3)-①-3 遺伝的素因を考慮した薬物治療について、

例を挙げて説明できる。

【②年齢的要因】

E3-(3)-②-1 低出生体重児、新生児、乳児、幼児、小児

における薬物動態と、薬物治療で注意すべき点を説明で

きる。

E3-(3)-②-2 高齢者における薬物動態と、薬物治療で注

意すべき点を説明できる。

【③臓器機能低下】

E3-(3)-③-1 腎疾患・腎機能低下時における薬物動態と、

薬物治療・投与設計において注意すべき点を説明できる。

E3-(3)-③-2 肝疾患・肝機能低下時における薬物動態と、

薬物治療・投与設計において注意すべき点を説明できる。

E3-(3)-③-3 心臓疾患を伴った患者における薬物動態と、

薬物治療・投与設計において注意すべき点を説明できる。

【④その他の要因】

E3-(3)-④-1 薬物の効果に影響する生理的要因（性差、

閉経、日内変動など）を列挙できる。

E3-(3)-④-2 妊娠・授乳期における薬物動態と、生殖・

妊娠・授乳期の薬物治療で注意すべき点を説明できる。

E3-(3)-④-3 栄養状態の異なる患者（肥満、低アルブミ

ン血症、腹水など）における薬物動態と、薬物治療で注

意すべき点を説明できる。

【⑤個別化医療の計画・立案】

E3-(3)-⑤-1 個別の患者情報（遺伝的素因、年齢的要因、

臓器機能など）と医薬品情報をもとに、薬物治療を計画

・立案できる。（技能）

E3-(3)-⑤-2 コンパニオン診断にもとづく薬物治療につ

いて、例を挙げて説明できる。

＜授業のキーワード＞

個別化医療、テーラーメイド医療、最適化医療

＜授業の進め方＞

授業計画に従っておこなう。

＜履修するにあたって＞

授業計画にしたがって１２回講義を行う。

オフィスアワー：福島（金曜３限）、杉岡（月曜３限）

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、あらかじめ配布する冊子を予習するこ

と（0.5時間）。事後学習として、講義内容および随時

配布する資料・演習問題を復習すること（0.5時間）

＜提出課題など＞

講義の中で指示します。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験を１００％として評価する。

＜テキスト＞

1．福島編プリント、２．臨床薬物動態学 実解　京都廣

川　（杉岡）

＜参考図書＞

講義中に紹介します。

＜授業計画＞

第1回(福島)　SNPと遺伝子多型

テーラーメイド治療について概略を説明でき、今後の薬

物治療への応用展開を説明できる。

E3-(3)-①-1

第2回(福島)　P450の遺伝子多型と血中動態への影響

薬物動態に影響する代表的な遺伝的素因（薬物代謝酵素

・トランスポーターの遺伝子変異など）について、例を

挙げて説明できる。

E3-(3)-①-2

第3回(福島)　トランスポーターの遺伝子多型と血中導

体への影響

薬物動態に影響する代表的な遺伝的素因（薬物代謝酵素

・トランスポーターの遺伝子変異など）について、例を

挙げて説明できる。

E3-(3)-①-2

第4回(福島)　薬物レセプターの遺伝子多型と薬理効果

・副作用への影響

薬物の主作用および副作用に影響する代表的な遺伝的素

因について、例を挙げて説明できる。

E3-(3)-①-2

第5回(福島)　・ファーマコゲジェノミクスを考慮した

癌治療

・コンパニオン診断

・遺伝的素因を考慮した薬物治療について、例を挙げて

説明できる。

・コンパニオン診断にもとづく薬物治療について、例を

挙げて説明できる。

E3-(3)-①-3

E3-(3)-⑤-1

E3-(3)-⑤-2

第6回(福島)　・ポプレーションファーマコキネティク

ス

個別の患者情報（遺伝的素因、年齢的要因、臓器機能な

ど）と医薬品情報をもとに、薬物治療を計画・立案でき

る。（技能）

E3-(3)-⑤-1

第7回(杉岡)　・新生児、乳児、幼児、小児の薬物治療

・高齢者での薬物治療
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低出生体重児、新生児、乳児、幼児、小児および高齢者

における薬物動態と、薬物治療で注意すべき点を説明で

きる。

E3-(3)-②-1

E3-(3)-②-2

第8回(杉岡)　薬物の催奇形性と妊婦・授乳婦での薬物

治療

妊娠・授乳期における薬物動態と、生殖・妊娠・授乳期

の薬物治療で注意すべき点を説明できる。

E3-(3)-④-2

第9回(杉岡)　肥満や痩せ、喫煙、サプリメント摂取、

飲酒など、日常生活上で薬物治療に影響を及ぼす因子

栄養状態の異なる患者（肥満、低アルブミン血症、腹水

など）における薬物動態と、薬物治療で注意すべき点を

説明できる。

E3-(3)-④-1

E3-(3)-④-3

第10回(杉岡)　腎疾患と薬物治療

腎疾患・腎機能低下時における薬物動態と、薬物治療・

投与設計において注意すべき点を説明できる。

E3-(3)-③-1

第11回(杉岡)　肝疾患と薬物治療

肝疾患・肝機能低下時における薬物動態と、薬物治療・

投与設計において注意すべき点を説明できる。

E3-(3)-③-2

第12回(杉岡)　循環器疾患と薬物治療

心臓疾患を伴った患者における薬物動態と、薬物治療・

投与設計において注意すべき点を説明できる。

E3-(3)-③-3

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

生物有機化学 [13～14]

神谷　浩平、佐々木　秀明

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、２及び３を

目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

現在用いられている医薬品がどのように生体と相互作用

をして薬効が発現しているかを有機化学的な視点からそ

のメカニズムを理解することは重要である。そのために

は、生体に影響を及ぼす代表的な有機化合物の構造や性

質を理解し、その化学構造から生体に及ぼす影響を推測

できることが第一の目的である。また、現在用いられて

いる医薬品には、自然界に存在する化合物（植物や微生

物由来の二次代謝産物）そのもの、あるいは、それらを

リード化合物として種々の化学修飾を行うことにより開

発された化合物が多く存在する。それら生体に影響を及

ぼす貴重な化合物を植物あるいは微生物がどのようにし

て作り出すかを習得することが第二の目的である。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

有機化学関連

C1ー(1)ー①ー1　化学結合の様式について説明できる。

C1ー(1)ー①ー2　分子軌道の基本概念および軌道の混成

について説明できる。

C1ー(1)ー①ー3　共役や共鳴の概念を説明できる。

C3ー(1)ー①ー1　代表的な化合物を IUPAC 規則に基づ

いて命名することができる。

C3ー(1)ー①ー2　薬学領域で用いられる代表的な化合物

を慣用名で記述できる。

C3ー(1)ー①ー4　有機化合物の性質と共鳴の関係につい

て説明できる。

C3ー(1)ー①ー5　ルイス酸・塩基、ブレンステッド酸・

塩基を定義することができる。

C3ー(1)ー②ー1　構造異性体と立体異性体の違いについ

て説明できる。

C3ー(1)ー②ー3　エナンチオマーとジアステレオマーに

ついて説明できる。

C3ー(1)ー②ー4　ラセミ体とメソ体について説明できる。

C3ー(1)ー②ー5　絶対配置の表示法を説明し、キラル化

合物の構造を書くことができる。(知識、技能)

C3ー(1)ー②ー7　フィッシャー投影式とニューマン投影

式を用いて有機化合物の構造を書くことができる。(技

能)

C3ー(1)ー②ー8　エタン、ブタンの立体配座とその安定

性について説明できる。

C3ー(3)ー⑦ー1　アルコール、フェノール、カルボン酸、

炭素酸などの酸性度を比較して説明できる。

C3ー(3)ー⑦ー2　含窒素化合物の塩基性度を比較して説

明できる。

C3ー(5)ー①ー2　代表的な無機酸化物、オキソ化合物の

名称、構造、性質を列挙できる。

C3ー(5)ー①ー3　活性酸素と窒素酸化物の名称、構造、

性質を列挙できる。

C3ー(5)ー①ー4　代表的な錯体の名称、構造、基本的な

性質を説明できる。

C3ー(5)ー①ー5　医薬品として用いられる代表的な無機

化合物、および錯体を列挙できる。

天然物化学関連

C5ー(1)ー①ー1　代表的な薬用植物の学名、薬用部位、

薬効などを挙げることができる。
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C5ー(1)ー②ー1　日本薬局方収載の代表的な生薬（植物、

動物、藻類、菌類由来）を列挙し、その基原、薬用部位

を説明できる。

C5ー(1)ー③ー1　日本薬局方収載の代表的な生薬（植物、

動物、藻類、菌類、鉱物由来）の薬効、成分、用途など

を説明できる。

C5ー(1)ー③ー2　副作用や使用上の注意が必要な代表的

な生薬を列挙し、説明できる。

C5ー(1)ー④ー3　代表的な生薬を鑑別できる。（技能）

C5ー(1)ー④ー4　代表的な生薬の確認試験を説明できる。

C5ー(1)ー④ー5　代表的な生薬の純度試験を説明できる。

C5ー(2)ー①ー1　生薬由来の代表的な生物活性物質を化

学構造に基づいて分類し、それらの生合成経路を概説で

きる。

C5ー(2)ー①ー3　芳香族化合物に分類される生薬由来の

代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

C5ー(2)ー①ー4　テルペノイド、ステロイドに分類され

る生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用

を説明できる。

C5ー(2)ー①ー5　アルカロイドに分類される生薬由来の

代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

C5ー(2)ー②ー1　微生物由来の生物活性物質を化学構造

に基づいて分類できる。

C5ー(2)ー②ー2　微生物由来の代表的な生物活性物質を

列挙し、その作用を説明できる。

C5ー(2)ー④ー1　医薬品として使われている代表的な天

然生物活性物質を列挙し、その用途を説明できる。

C5ー(2)ー④ー2　天然生物活性物質を基に化学修飾等に

より開発された代表的な医薬品を列挙し、その用途、リ

ード化合物を説明できる。

＜授業のキーワード＞

有機合成化学、官能基、天然物化学、生合成

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行う。

＜授業時間外に必要な学修＞

講義後の復習（目安として1時間）

＜成績評価方法・基準＞

講義内容に関する小テストにより評価する。

＜授業計画＞

第1回　物質の構造

化学結合と混成

復習と発展

C1ー(1)ー①ー1

C1ー(1)ー①ー2

C1ー(1)ー①ー3

第2回　化合物の性質

有機化合物の立体構造

復習と発展

C3ー(1)ー②ー1

C3ー(1)ー②ー3

C3ー(1)ー②ー4

C3ー(1)ー②ー5

C3ー(1)ー②ー7

C3ー(1)ー②ー8

第3回　化合物の性質

無機化合物と錯体

C3ー(5)ー①ー2

C3ー(5)ー①ー3

C3ー(5)ー①ー4

C3ー(5)ー①ー5

第4回　化合物の性質

官能基の酸性度・塩基性度；復習と応用

C1ー(1)ー①ー3

C3ー(1)ー①ー4

C3ー(1)ー①ー5

C3ー(3)ー⑦ー1

C3ー(3)ー⑦ー2

第5回　有機化合物の命名

医薬品の構造とIUPAC名

復習とより複雑な構造への適用

C3ー(1)ー①ー1

C3ー(1)ー①ー2

第6回　総合演習

第１回ー第５回までの演習

第7回　テルペノイドの構造と生合成

植物由来のテルペノイドの化学構造、生合成機構および

薬効について

C5ー(1)ー①ー1

C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー③ー2

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(1)ー④ー5

C5ー(2)ー①ー1

C5ー(2)ー①ー4

C5ー(2)ー④ー1

第8回　ポリケチドの構造と生合成

植物由来のポリケチドの化学構造、生合成機構および薬

効について

C5ー(1)ー①ー1

C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(2)ー①ー1

C5ー(2)ー①ー3

C5ー(2)ー④ー1

C5ー(2)ー④ー2
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第9回　フェニルプロパノイドの構造と生合成

植物由来のポフェニルプロパノイドの化学構造、生合成

機構および薬効について

C5ー(1)ー①ー1

C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(2)ー①ー1

C5ー(2)ー①ー3

第10回　フラボノイドの構造と生合成

植物由来のフラボノイドの化学構造、生合成機構および

薬効について

C5ー(1)ー①ー1

C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(2)ー①ー1

C5ー(2)ー①ー3

第11回　アルカロイドの構造と生合成

植物由来のアルカロイドの化学構造、生合成機構および

薬効について

C5ー(1)ー①ー1

C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー③ー2

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(1)ー④ー5

C5ー(2)ー①ー1

C5ー(2)ー①ー5

C5ー(2)ー④ー1

C5ー(2)ー④ー2

第12回　抗生物質の構造・分類・生合成

微生物が作り出す医薬品の化学構造とその生合成過程に

ついて

C5ー(2)ー①ー1

C5ー(2)ー②ー1

C5ー(2)ー②ー2

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

生物有機化学 [15～18]

神谷　浩平、佐々木　秀明

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、２及び３を

目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

現在用いられている医薬品がどのように生体と相互作用

をして薬効が発現しているかを有機化学的な視点からそ

のメカニズムを理解することは重要である。そのために

は、生体に影響を及ぼす代表的な有機化合物の構造や性

質を理解し、その化学構造から生体に及ぼす影響を推測

できることが第一の目的である。また、現在用いられて

いる医薬品には、自然界に存在する化合物（植物や微生

物由来の二次代謝産物）そのもの、あるいは、それらを

リード化合物として種々の化学修飾を行うことにより開

発された化合物が多く存在する。それら生体に影響を及

ぼす貴重な化合物を植物あるいは微生物がどのようにし

て作り出すかを習得することが第二の目的である。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

有機化学関連

C1ー(1)ー①ー1　化学結合の様式について説明できる。

C1ー(1)ー①ー2　分子軌道の基本概念および軌道の混成

について説明できる。

C1ー(1)ー①ー3　共役や共鳴の概念を説明できる。

C3ー(1)ー①ー1　代表的な化合物を IUPAC 規則に基づ

いて命名することができる。

C3ー(1)ー①ー2　薬学領域で用いられる代表的な化合物

を慣用名で記述できる。

C3ー(1)ー①ー4　有機化合物の性質と共鳴の関係につい

て説明できる。

C3ー(1)ー①ー5　ルイス酸・塩基、ブレンステッド酸・

塩基を定義することができる。

C3ー(1)ー②ー1　構造異性体と立体異性体の違いについ

て説明できる。

C3ー(1)ー②ー3　エナンチオマーとジアステレオマーに

ついて説明できる。

C3ー(1)ー②ー4　ラセミ体とメソ体について説明できる。

C3ー(1)ー②ー5　絶対配置の表示法を説明し、キラル化

合物の構造を書くことができる。(知識、技能)

C3ー(1)ー②ー7　フィッシャー投影式とニューマン投影

式を用いて有機化合物の構造を書くことができる。(技

能)

C3ー(1)ー②ー8　エタン、ブタンの立体配座とその安定

性について説明できる。

C3ー(3)ー⑦ー1　アルコール、フェノール、カルボン酸、

炭素酸などの酸性度を比較して説明できる。

C3ー(3)ー⑦ー2　含窒素化合物の塩基性度を比較して説

明できる。

C3ー(5)ー①ー2　代表的な無機酸化物、オキソ化合物の
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名称、構造、性質を列挙できる。

C3ー(5)ー①ー3　活性酸素と窒素酸化物の名称、構造、

性質を列挙できる。

C3ー(5)ー①ー4　代表的な錯体の名称、構造、基本的な

性質を説明できる。

C3ー(5)ー①ー5　医薬品として用いられる代表的な無機

化合物、および錯体を列挙できる。

天然物化学関連

C5ー(1)ー①ー1　代表的な薬用植物の学名、薬用部位、

薬効などを挙げることができる。

C5ー(1)ー②ー1　日本薬局方収載の代表的な生薬（植物、

動物、藻類、菌類由来）を列挙し、その基原、薬用部位

を説明できる。

C5ー(1)ー③ー1　日本薬局方収載の代表的な生薬（植物、

動物、藻類、菌類、鉱物由来）の薬効、成分、用途など

を説明できる。

C5ー(1)ー③ー2　副作用や使用上の注意が必要な代表的

な生薬を列挙し、説明できる。

C5ー(1)ー④ー3　代表的な生薬を鑑別できる。（技能）

C5ー(1)ー④ー4　代表的な生薬の確認試験を説明できる。

C5ー(1)ー④ー5　代表的な生薬の純度試験を説明できる。

C5ー(2)ー①ー1　生薬由来の代表的な生物活性物質を化

学構造に基づいて分類し、それらの生合成経路を概説で

きる。

C5ー(2)ー①ー3　芳香族化合物に分類される生薬由来の

代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

C5ー(2)ー①ー4　テルペノイド、ステロイドに分類され

る生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用

を説明できる。

C5ー(2)ー①ー5　アルカロイドに分類される生薬由来の

代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

C5ー(2)ー②ー1　微生物由来の生物活性物質を化学構造

に基づいて分類できる。

C5ー(2)ー②ー2　微生物由来の代表的な生物活性物質を

列挙し、その作用を説明できる。

C5ー(2)ー④ー1　医薬品として使われている代表的な天

然生物活性物質を列挙し、その用途を説明できる。

C5ー(2)ー④ー2　天然生物活性物質を基に化学修飾等に

より開発された代表的な医薬品を列挙し、その用途、リ

ード化合物を説明できる。

＜授業のキーワード＞

有機合成化学、官能基、天然物化学、生合成

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行う。

＜授業時間外に必要な学修＞

講義後の復習（目安として1時間）

＜成績評価方法・基準＞

講義内容に関する小テストにより評価する。

＜授業計画＞

第1回　物質の構造

化学結合と混成

復習と発展

C1ー(1)ー①ー1

C1ー(1)ー①ー2

C1ー(1)ー①ー3

第2回　化合物の性質

有機化合物の立体構造

復習と発展

C3ー(1)ー②ー1

C3ー(1)ー②ー3

C3ー(1)ー②ー4

C3ー(1)ー②ー5

C3ー(1)ー②ー7

C3ー(1)ー②ー8

第3回　化合物の性質

無機化合物と錯体

C3ー(5)ー①ー2

C3ー(5)ー①ー3

C3ー(5)ー①ー4

C3ー(5)ー①ー5

第4回　化合物の性質

官能基の酸性度・塩基性度；復習と応用

C1ー(1)ー①ー3

C3ー(1)ー①ー4

C3ー(1)ー①ー5

C3ー(3)ー⑦ー1

C3ー(3)ー⑦ー2

第5回　有機化合物の命名

医薬品の構造とIUPAC名

復習とより複雑な構造への適用

C3ー(1)ー①ー1

C3ー(1)ー①ー2

第6回　総合演習

第１回ー第５回までの演習

第7回　テルペノイドの構造と生合成

植物由来のテルペノイドの化学構造、生合成機構および

薬効について

C5ー(1)ー①ー1

C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー③ー2

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(1)ー④ー5

C5ー(2)ー①ー1

C5ー(2)ー①ー4

C5ー(2)ー④ー1

第8回　ポリケチドの構造と生合成
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植物由来のポリケチドの化学構造、生合成機構および薬

効について

C5ー(1)ー①ー1

C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(2)ー①ー1

C5ー(2)ー①ー3

C5ー(2)ー④ー1

C5ー(2)ー④ー2

第9回　フェニルプロパノイドの構造と生合成

植物由来のポフェニルプロパノイドの化学構造、生合成

機構および薬効について

C5ー(1)ー①ー1

C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(2)ー①ー1

C5ー(2)ー①ー3

第10回　フラボノイドの構造と生合成

植物由来のフラボノイドの化学構造、生合成機構および

薬効について

C5ー(1)ー①ー1

C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(2)ー①ー1

C5ー(2)ー①ー3

第11回　アルカロイドの構造と生合成

植物由来のアルカロイドの化学構造、生合成機構および

薬効について

C5ー(1)ー①ー1

C5ー(1)ー②ー1

C5ー(1)ー③ー1

C5ー(1)ー③ー2

C5ー(1)ー④ー3

C5ー(1)ー④ー4

C5ー(1)ー④ー5

C5ー(2)ー①ー1

C5ー(2)ー①ー5

C5ー(2)ー④ー1

C5ー(2)ー④ー2

第12回　抗生物質の構造・分類・生合成

微生物が作り出す医薬品の化学構造とその生合成過程に

ついて

C5ー(2)ー①ー1

C5ー(2)ー②ー1

C5ー(2)ー②ー2

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

1.0単位

生命薬学最前線 [13～14]

鷹野　正興、井上　雅己、小野寺　章、角田　慎一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり５年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2 ,3 ,8 を

目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本授業では、ライフサイエンス研究や創薬・医療技術な

ど生命薬学に関するトピックスについて、国家試験に役

立つ内容も含めた講義・演習を通じて習得する。

＜小野寺＞

生体の恒常性維持には、構成成分を合成するだけではな

くそれらを適切に分解・再利用することが重要である。

そこで、オートファジーを中心に細胞内分解系の仕組み

と役割について理解を深める。

＜井上＞

生体内のタンパク質の構造や機能、解析手法について理

解を深める。

＜角田＞

がんのバイオロジー、診断・治療法等に関する基礎や最

新の動向について理解を深める。

＜鷹野＞

遺伝子の構造、仕組みについて理解し、遺伝子改変技術

を中心に理解を深める。

＜到達目標＞

＜小野寺＞

1. ヒトの恒常性における細胞内分解系の役割を説明で

きる。

2. オートファジーの原理を説明できる。

3. ユビキチン・プロテアソーム系を説明できる。

＜井上＞

1. 生体内でのタンパク質の構造と機能について説明で

きる。

2. タンパク質の発現プロファイリングや相互作用解析、

プロテオームについて説明できる。

＜角田＞

1. がんのゲノム異常や腫瘍免疫について概略を説明で

きる。
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2. がんの遺伝子診断やがん免疫療法など、最近のがん

医療について概略を説明できる。

＜鷹野＞

1.　遺伝子工学技術（遺伝子クローニング、ｃDNAクロ

ーニング、PCR,組換えタンパク質発現法など）を概説で

きる。

2.　遺伝子改変生物（遺伝子導入・欠損動物、クローン

動物、遺伝子組換え植物）について概説できる。

関連するSBOs

<コアカリ>

C6-(1)-①-1　細胞膜を構成する代表的な生体成分を列

挙し、その機能を分子レベルで説明できる。

C6-(1)-①-2　エンドサイトーシスとエキソサイトーシ

スについて説明できる。

C6-(3)-②-1　タンパク質の翻訳後の成熟過程（細胞小

器官間の輸送や翻訳後修飾）について説明できる。

C6-(3)-②-2　タンパク質の細胞内での分解について説

明できる。

C6-(4)-⑥-1　遺伝子工学技術（遺伝子クローニング、

ｃDNAクローニング、PCR,組換えタンパク質発現法など

）を概説できる。

C6-(4)-⑥-2　伝子改変生物（遺伝子導入・欠損動物、

クローン動物、遺伝子組換え植物）について概説できる。

JB-(9)-①-2　目的に応じて適切なプレゼンテーション

を構成できる。（技能）

JB-(9)-①-3　目的（レポート、論文、説明文書など）

に応じて適切な文書を作成できる。（知識・技能）

<アドバンスト>

AD-C6-①-1　オートファジーについて分子レベルで説明

できる。

AD-C6-④-4　タンパク質発現プロファイルを解析するた

めの技術を説明できる。

AD-C6-④-5　タンパク質間相互作用の解析に用いられる

主な方法について説明できる。

AD-C6-⑤-3　トランスクリプトームについて説明できる。

AD-C6-⑦-3　遺伝子多型（欠損・増幅）の解析に用いら

れる方法について説明できる。

AD-C6-⑧-12　ゲノム情報の創薬への利用について、創

薬ターゲットの探索の代表例を挙げ、ゲノム創薬の流れ

について説明できる。

AD-C6-⑬-1　がん幹細胞について分子レベルで説明でき

る。

AD-C6-⑬-2　がん細胞の浸潤、転移について分子レベル

で概説できる。

＜授業のキーワード＞

＜小野寺＞　ユビキチン・プロテアソーム、オートファ

ジー

＜井上＞　タンパク質の構造、発現プロファイル、プロ

テオーム

＜角田＞　がん、ゲノム医療、腫瘍免疫

＜鷹野＞遺伝子改変技術、CRISPR/CAS9、ノックアウト

マウス、トランスジェニックマウス

＜授業の進め方＞

授業計画に従って8回の授業をオムニバス形式で行ない

ます。担当順は変更になる場合があります。

＜第１回／第２回　小野寺＞講義はアクティブ・ラーニ

ング型で進めます。まず、講義内容のキーワードごとに

分担を決めます。次に配布資料を用い、キーワードを理

解しホワイトボードを用いて説明資料を作成してもらい

ます。全員の準備が終えらた、各キーワードを担当者に

説明してもらいます。必要に応じて教員による補足・質

問をし、最後に演習問題を解いてもらいます。

＜第３回／第４回　井上＞

講義および論文データなどを用いた演習を予定していま

す。

＜第５回／第６回　角田＞

講義および論文データなどを用いた演習を予定していま

す。

＜第７回／第８回　鷹野＞

講義によって概説、背景を理解する。その後、論文を読

み、最新の研究について理解する。

＜履修するにあたって＞

オフィスアワー

＜小野寺＞　月曜日9:00ー11:30

＜井上＞　LP-221研究室にて随時。

＜角田＞　教員室LP-238室まで。随時。

＜鷹野＞

＜授業時間外に必要な学修＞

講義内容で十分理解できなかったことについて自己学習

するこが望ましい（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

＜小野寺＞なし

＜井上＞

＜角田＞

＜鷹野＞

＜成績評価方法・基準＞

担当教員ごとの評価を各25%として最終評価とする。

＜小野寺＞　取組み姿勢と演習問題の理解度から評価す

る。

＜井上＞　取り組み姿勢と理解度に基づいて評価する。

＜角田＞　授業への取り組み姿勢や理解度をもとに評価

する。

＜鷹野＞　授業、SGDへの取り組み姿勢、発表について

評価する。

＜テキスト＞

なし

＜参考図書＞

なし
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＜授業計画＞

第1回　タンパク質分解と細胞内クリアランスー1

ユビキチン・プロテアソーム系による細胞内分解系の分

子機構と生理機能

C6ー(1)ー②ー1

C6ー(3)ー②ー1

C6ー(3)ー②ー2

第2回　タンパク質分解と細胞内クリアランスー2

オートファジーによる細胞内分解系の分子機構と生理機

能

C6ー(1)ー②ー1

C6ー(3)ー②ー1

C6ー(3)ー②ー2

ADーC6ー①ー1

第3回　タンパク質の構造と機能 ①

タンパク質の立体構造に基づく機能について

第4回　タンパク質の構造と機能 ②

タンパク質の構造や機能を調べるための解析手法につい

て

第5回　がんに関するトピックス（1）

がんのゲノム異常と解析技術

第6回　がんに関するトピックス（2）

腫瘍免疫とがん免疫療法に関するトピックス

第7回　遺伝子の基礎、セントラルドグマの理解

Essential細胞生物学のDNA,遺伝子改変技術について概

説

第8回　遺伝子改変技術とその応用

遺伝子改変技術を用いた研究の実例について論文を読み、

SGDで発表し、理解を深める

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

1.0単位

生命薬学最前線 [15～18]

鷹野　正興、井上　雅己、小野寺　章、角田　慎一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり５年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2 ,3 ,8 を

目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本授業では、ライフサイエンス研究や創薬・医療技術な

ど生命薬学に関するトピックスについて、国家試験に役

立つ内容も含めた講義・演習を通じて習得する。

＜小野寺＞

生体の恒常性維持には、構成成分を合成するだけではな

くそれらを適切に分解・再利用することが重要である。

そこで、オートファジーを中心に細胞内分解系の仕組み

と役割について理解を深める。

＜井上＞

生体内のタンパク質の構造や機能、解析手法について理

解を深める。

＜角田＞

がんのバイオロジー、診断・治療法等に関する基礎や最

新の動向について理解を深める。

＜鷹野＞

遺伝子の構造、仕組みについて理解し、遺伝子改変技術

を中心に理解を深める。

＜到達目標＞

＜小野寺＞

1. ヒトの恒常性における細胞内分解系の役割を説明で

きる。

2. オートファジーの原理を説明できる。

3. ユビキチン・プロテアソーム系を説明できる。

＜井上＞

1. 生体内でのタンパク質の構造と機能について説明で

きる。

2. タンパク質の発現プロファイリングや相互作用解析、

プロテオームについて説明できる。

＜角田＞

1. がんのゲノム異常や腫瘍免疫について概略を説明で

きる。

2. がんの遺伝子診断やがん免疫療法など、最近のがん

医療について概略を説明できる。

＜鷹野＞

1.　遺伝子工学技術（遺伝子クローニング、ｃDNAクロ

ーニング、PCR,組換えタンパク質発現法など）を概説で

きる。

2.　遺伝子改変生物（遺伝子導入・欠損動物、クローン

動物、遺伝子組換え植物）について概説できる。

関連するSBOs

<コアカリ>

C6-(1)-①-1　細胞膜を構成する代表的な生体成分を列

挙し、その機能を分子レベルで説明できる。

C6-(1)-①-2　エンドサイトーシスとエキソサイトーシ

スについて説明できる。

C6-(3)-②-1　タンパク質の翻訳後の成熟過程（細胞小

器官間の輸送や翻訳後修飾）について説明できる。

C6-(3)-②-2　タンパク質の細胞内での分解について説

明できる。

C6-(4)-⑥-1　遺伝子工学技術（遺伝子クローニング、

ｃDNAクローニング、PCR,組換えタンパク質発現法など

）を概説できる。

C6-(4)-⑥-2　伝子改変生物（遺伝子導入・欠損動物、
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クローン動物、遺伝子組換え植物）について概説できる。

JB-(9)-①-2　目的に応じて適切なプレゼンテーション

を構成できる。（技能）

JB-(9)-①-3　目的（レポート、論文、説明文書など）

に応じて適切な文書を作成できる。（知識・技能）

<アドバンスト>

AD-C6-①-1　オートファジーについて分子レベルで説明

できる。

AD-C6-④-4　タンパク質発現プロファイルを解析するた

めの技術を説明できる。

AD-C6-④-5　タンパク質間相互作用の解析に用いられる

主な方法について説明できる。

AD-C6-⑤-3　トランスクリプトームについて説明できる。

AD-C6-⑦-3　遺伝子多型（欠損・増幅）の解析に用いら

れる方法について説明できる。

AD-C6-⑧-12　ゲノム情報の創薬への利用について、創

薬ターゲットの探索の代表例を挙げ、ゲノム創薬の流れ

について説明できる。

AD-C6-⑬-1　がん幹細胞について分子レベルで説明でき

る。

AD-C6-⑬-2　がん細胞の浸潤、転移について分子レベル

で概説できる。

＜授業のキーワード＞

＜小野寺＞　ユビキチン・プロテアソーム、オートファ

ジー

＜井上＞　タンパク質の構造、発現プロファイル、プロ

テオーム

＜角田＞　がん、ゲノム医療、腫瘍免疫

＜鷹野＞遺伝子改変技術、CRISPR/CAS9、ノックアウト

マウス、トランスジェニックマウス

＜授業の進め方＞

授業計画に従って8回の授業をオムニバス形式で行ない

ます。担当順は変更になる場合があります。

＜第１回／第２回　小野寺＞講義はアクティブ・ラーニ

ング型で進めます。まず、講義内容のキーワードごとに

分担を決めます。次に配布資料を用い、キーワードを理

解しホワイトボードを用いて説明資料を作成してもらい

ます。全員の準備が終えらた、各キーワードを担当者に

説明してもらいます。必要に応じて教員による補足・質

問をし、最後に演習問題を解いてもらいます。

＜第３回／第４回　井上＞

講義および論文データなどを用いた演習を予定していま

す。

＜第５回／第６回　角田＞

講義および論文データなどを用いた演習を予定していま

す。

＜第７回／第８回　鷹野＞

講義によって概説、背景を理解する。その後、論文を読

み、最新の研究について理解する。

＜履修するにあたって＞

オフィスアワー

＜小野寺＞　月曜日9:00ー11:30

＜井上＞　LP-221研究室にて随時。

＜角田＞　教員室LP-238室まで。随時。

＜鷹野＞

＜授業時間外に必要な学修＞

講義内容で十分理解できなかったことについて自己学習

するこが望ましい（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

＜小野寺＞なし

＜井上＞

＜角田＞

＜鷹野＞

＜成績評価方法・基準＞

担当教員ごとの評価を各25%として最終評価とする。

＜小野寺＞　取組み姿勢と演習問題の理解度から評価す

る。

＜井上＞　取り組み姿勢と理解度に基づいて評価する。

＜角田＞　授業への取り組み姿勢や理解度をもとに評価

する。

＜鷹野＞　授業、SGDへの取り組み姿勢、発表について

評価する。

＜テキスト＞

なし

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回　タンパク質分解と細胞内クリアランスー1

ユビキチン・プロテアソーム系による細胞内分解系の分

子機構と生理機能

C6ー(1)ー②ー1

C6ー(3)ー②ー1

C6ー(3)ー②ー2

第2回　タンパク質分解と細胞内クリアランスー2

オートファジーによる細胞内分解系の分子機構と生理機

能

C6ー(1)ー②ー1

C6ー(3)ー②ー1

C6ー(3)ー②ー2

ADーC6ー①ー1

第3回　タンパク質の構造と機能 ①

タンパク質の立体構造に基づく機能について

第4回　タンパク質の構造と機能 ②

タンパク質の構造や機能を調べるための解析手法につい

て

第5回　がんに関するトピックス（1）

がんのゲノム異常と解析技術

第6回　がんに関するトピックス（2）
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腫瘍免疫とがん免疫療法に関するトピックス

第7回　遺伝子の基礎、セントラルドグマの理解

Essential細胞生物学のDNA,遺伝子改変技術について概

説

第8回　遺伝子改変技術とその応用

遺伝子改変技術を用いた研究の実例について論文を読み、

SGDで発表し、理解を深める

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

早期体験 [19～]

日置　和人、宇髙　慎平、神谷　浩平、楢原　正則、野

ヶ峯　亜由美、前田　光子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義,実習,演習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、必

修実習・演習科目であり１年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）,http://www

.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/diplo

ma.html}

将来、医療チームの一員として活躍できる薬剤師になる

という使命感と自覚を持って、今後６年間の大学生活を

有意義に過ごすために、薬学出身者の活躍する現場を体

験する。事前には、大学での学び方やグループ活動の基

本についても学ぶ。

＜到達目標＞

薬学生として学習に対するモチベーションを高め、同時

に”薬学で学びたい”という気持ちを持ち続けるため、

卒業生の活躍する以下の現場を訪問し、それぞれの業務

の重要性について学ぶ。又、将来の夢を実現するために、

活躍したい職業がどのような環境にあってどのようなこ

とができるのか、あるいはどのような社会貢献ができて、

将来性がどうであるかなどについても学ぶ。

以下の各SBOsを到達目標とする。

A-(1)-②-1. 患者・生活者のために薬剤師が果たすべき

役割を自覚する。（態度）

A-(1)-②-2. 薬剤師の活動分野（医療機関、薬局、製薬

企業、衛生行政等）と社会における役割について説明で

きる。

A-(1)-②-3. 医薬品の適正使用における薬剤師の役割と

ファーマシューティカルケアについて説明できる。

A-(1)-②-5. 医薬品の創製（研究開発、生産等）におけ

る薬剤師の役割について説明できる。

A-(1)-②-6. 健康管理、疾病予防、セルフメディケーシ

ョン及び公衆衛生における薬剤師の役割について説明で

きる。

A-(1)-②-7. 薬物乱用防止、自殺防止における薬剤師の

役割について説明できる。

A-(3)-①-5. 相手の心理状態とその変化に配慮し、対応

する。（態度）

A-(3)-①-6. 自分の心理状態を意識して、他者と接する

ことができる。（態度）

A-(3)-①-7. 適切な聴き方、質問を通じて相手の考えや

感情を理解するように努める。（技能・態度）

A-(3)-①-8. 適切な手段により自分の考えや感情を相手

に伝えることができる。（技能・態度）

A-(3)-①-9. 他者の意見を尊重し、協力してよりよい解

決法を見出すことができる。（知識・技能・態度）

B-(1)-2. 人・社会が医薬品に対して抱く考え方や思い

の多様性について討議する。（態度）

B-(1)-3. 人・社会の視点から薬剤師を取り巻く様々な

仕組みと規制について討議する。（態度）

B-(1)-4. 薬剤師が倫理規範や法令を守ることの重要性

について討議する。（態度）

B-(4)-①-1. 地域における薬局の機能と業務について説

明できる。

C-(5)-(1)-①-2 代表的な薬用植物を外部携帯から説明

し、区別できる。（知識・技能）

F-(1)-①-1. 患者・生活者の視点に立って、様々な薬剤

師の業務を見聞し、その体験から薬剤師業務の重要性に

ついて討議する。（知識・態度）

F-(1)-①-2. 地域の保健・福祉を見聞した具体的体験に

基づきその重要性や課題を討議する。（知識・態度）

＜授業のキーワード＞

薬剤師、薬局、病院、製薬企業、環境行政、検疫

＜授業の進め方＞

対面講義

グループワークを行う。

＜履修するにあたって＞

薬学出身者の活躍する現場を体験するため、訪問時は服

装などの注意事項がある。

オフィスアワーは、随時受け付けるが、事前に担当者へ

のメール連絡が必要である

＜授業時間外に必要な学修＞

事前の調査課題としてレジュメの作成（目安として1時

間）や、薬草園訪問等の事後報告書の作成（目安として

1時間）を必要とする。

＜提出課題など＞

その都度､指示する。

＜成績評価方法・基準＞

すべての授業への出席を原則とし、参加態度、提出物な

どを総合的に評価する。

＜テキスト＞

プリントを配布する。

＜参考図書＞

なし



- 371 -

＜授業計画＞

第1回　チームビルディング①

グループを形成する。お互いを理解するためのスキルを

身につける。他者への配慮を理解する。

A-(3)-①- 5 ? 9

第2回　チームビルディング②

グループを形成する。お互いを理解するためのスキルを

身につける。他者への配慮を理解する。

A-(3)-①- 5 ? 9

第3回　チームビルディング③

グループで課題を解決する。

A-(3)-①- 5 ? 9

第4回　チームビルディング④

薬学を学ぶことの目的について話し合う。

A-(3)-①- 5 ? 9

第5回　アルコール（飲酒）

アルコールの代謝。飲酒と体質について学ぶ。

第6回　薬剤師の社会活動と禁煙支援

喫煙のリスクと禁煙支援活動について学ぶ。

薬剤師の社会活動について学ぶ。

A-(1)-②-1~6

A-(3)-①-7~9

B-(4)-①-1

F-(1)-①-1,2

第7回　社会で活躍する先輩の話を聴く①

薬学担当のキャリアセンター講師のお話を聴き、6年後

の自分像を描く。

A-(1)-②-1?3, 5,6

A-(3)-①- 5 ? 9

B-(1)-2?4

B-(4)-①-1

F-(1)-①-1

F-(1)-①-2

第8回　社会で活躍する先輩の話を聴く②

薬局・病院の業務以外にも、DMATや禁煙支援など、薬剤

師の社会活動について話を聴く。

A-(1)-②-1?3, 5,6

A-(3)-①- 5 ? 9

B-(1)-2?4

B-(4)-①-1

F-(1)-①-1

F-(1)-①-2

第9回　社会で活躍する先輩の話を聴く③

企業、行政から講師を招き、お話を聴く。

A-(1)-②-1?3, 5,6

A-(3)-①- 5 ? 9

B-(1)-2?4

B-(4)-①-1

F-(1)-①-1

F-(1)-①-2

第10回　薬用植物園訪問の事前準備

天然物とくすりの関係を知り、根拠に基づいた薬物療法

への興味を深める。

C-(5)-(1)-①-2

第11回　薬用植物園を訪問

天然物とくすりの関係を知り、漢方薬や生薬学への興味

を深める。

C-(5)-(1)-①-2

第12回　不自由体験（車椅子）

健常時とは異なる自身を体験し、相手に配慮した行動に

ついて考える。

A-(3)-①-5

A-(3)-①-6

A-(3)-①-7

A-(3)-①-8

A-(3)-①-9

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

4.0単位

総合薬学研究Ⅱ

角田　慎一、安藤　徹、池村　舞、市川　秀喜、稲垣

冬彦、井上　雅己、入江　慶、内海　美保、榎本　理世、

袁　德其、岡本　正志、小野寺　章、糟谷　史代、神谷

　浩平、亀井　敬泰、上町　亜希子、岸本　修一、久米

　典昭、黒井　邦巧、白川　晶一、新　真理子、杉岡

信幸、鷹野　正興、髙橋　隆幸、瀧本　竜哉、武田　真

莉子、辻本　貴江、津田　裕子、寺田　侑加、徳山　尚

吾、中川　公恵、中川　左理、中本　賀寿夫、楢原　正

則、橋本　保彦、濱田　美知子、日置　和人、平岩　英

培、平岡　義範、平野　裕之、福島　恵造、福島　昭二、

福留　誠、藤井　文彦、二木　梓、北條　恵子、前田

光子、道田　隆、村上　遼、山口　孝子、山原　弘、屋

山　勝俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習、実習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、必

修科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、4 を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬学の知識を総合的に理解し、医療社会に貢献するため

に、研究課題を通して、新しいことを発見し、科学的根

拠に基づいて問題点を解決する能力を醸成し、それを生

涯にわたって高め続ける態度を養うことを目的とする。

＜到達目標＞

以下の各SBOｓを到達目標とする。

E1-(1)-1. 課題を理解しその達成に向けて積極的に取り
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組む。（態度）

E1-(1)-2. 問題点を自ら進んで解決しようと努力する。

（態度）

E1-(1)-3. 課題の達成を目指して論理的思考を行い、生

涯にわたって醸成する。（態度）

E1-(1)-4. 課題達成のために他者の意見を理解し討論す

る能力を醸成する。（態度）

E1-(1)-5. 研究活動に関わる諸規則を遵守し倫理に配慮

して研究に取り組む。（態度）

E1-(1)-6. 環境に配慮して、研究に取り組む。（態度）

E1-(1)-7. チームの一員としてのルールやマナーを守る。

（態度）

E1-(2)-1. 課題に関連するこれまでの研究成果を調査し

評価できる。（知識・技能）

E1-(2)-2. 課題に関連するこれまでの発表論文を読解で

きる。

E1-(2)-3. 課題達成のために解決すべき問題点を抽出で

きる。（技能）

E1-(2)-4. 実験計画を立案できる。（知識･技能）

E1-(2)-5. 実験系を組み、実験を実施できる。（技能）

E1-(2)-6. 実験に用いる薬品、器具、機器を正しく取扱

い、管理する。（技能・態度）

E1-(2)-7. 研究活動中に生じたトラブルを指導者に報告

する。（態度）

E1-(2)-8. 研究の各プロセスを正確に記録する。（技能

・態度）

E1-(2)-9. 研究の結果をまとめることができる。（技能

）

E1-(2)-10. 研究の結果を考察し評価できる。（技能）

E1-(2)-11. 研究の成果を発表し適切に質疑応答ができ

る。（技能・態度）

E1-(2)-12.研究の成果を報告書や論文としてまとめるこ

とができる。（技能）

E1-(2)-13.自らの研究成果に基づいて、次の研究課題を

提案する。（知識・技能）

E1-(3)-1. 研究課題を通して現象を的確に捉える観察眼

を養う。（知識・技能・態度）

E1-(3)-2. 新規な課題に常にチャレンジする研究者とし

ての創造的精神を醸成する。（態度）

E1-(3)-3. 科学の発展におけるセレンディピティについ

て説明できる。（知識・態度）

E2  新しい医薬品が社会のニーズに応え、医療の発展に

いかに貢献してきたかを理解するために代表的な疾患あ

るいは画期的な現代医薬品を取り上げて調査し考察する。

その過程を通して医薬品を多面的に評価する能力を身に

つける。

＜授業のキーワード＞

演習、研究、プレゼンテーション

＜授業の進め方＞

配属研究室で担当教員による指導が行われる。論文調査、

プレゼンテーション、実験、演習などの研究活動全般の

進め方については配属研究室で指示される。

＜履修するにあたって＞

配属研究室で指定される。

＜授業時間外に必要な学修＞

配属研究室で指定される。

＜提出課題など＞

配属研究室で指定される。

＜成績評価方法・基準＞

成績は、研究に取り組む態度、卒業論文及び卒業論文発

表会の評価などにより総合的に判定する。

＜テキスト＞

配属研究室で指定される。

＜参考図書＞

配属研究室で指定される。

＜授業計画＞

卒業研究

配属研究室で担当教員による指導が行われる。

E1-(1)-1?7

E1-(2)-1?13

E1-(3)-1?3

E2

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

6.0単位

卒業研究Ⅰ [15～18]

角田　慎一、安藤　徹、池村　舞、市川　秀喜、稲垣

冬彦、井上　雅己、入江　慶、内海　美保、榎本　理世、

袁　德其、岡本　正志、小野寺　章、神谷　浩平、亀井

　敬泰、上町　亜希子、岸本　修一、久米　典昭、黒井

　邦巧、白川　晶一、新　真理子、杉岡　信幸、鷹野

正興、髙橋　隆幸、瀧本　竜哉、武田　真莉子、辰見

明俊、辻本　貴江、津田　裕子、寺田　侑加、徳山　尚

吾、中川　公恵、中川　左理、中本　賀寿夫、橋本　保

彦、濱田　美知子、日置　和人、平岩　英培、平岡　義

範、平野　裕之、福島　恵造、福島　昭二、福留　誠、

藤井　文彦、二木　梓、北條　恵子、前田　光子、道田

　隆、村上　遼、山原　弘、屋山　勝俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習,実習

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、4 を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

自ら問題を見つけ、自ら解決できる能力を養う。卒業研

究・卒業演習に必要な知識・技術を学ぶ。研究室活動を
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通じ、コミュニケーション能力を高める。得られた成果

の発表を通じ、プレゼンテーション能力を高める。これ

らについての知識・技能・態度を涵養するため、各研究

室に配属後、卒業研究・卒業演習に取り組む。卒業研究

Ⅰは各研究室での研究・演習活動が主体で、５・６年生

での卒業研究・卒業演習・卒論発表・卒業論文作成へと

続くものである。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

G-(1)-1 　１）基礎から臨床に至る研究の目的と役割に

ついて説明できる。

G-(1)-2   ２）研究には自立性と独創性が求められてい

ることを知る。

G-(1)-3 　３）現象を客観的に捉える観察眼をもち、論

理的に思考できる。（知識・技能・態度）

G-(1)-4 　４）新たな課題にチャレンジする創造的精神

を養う。（態度）

G-(2)-1   １）自らが実施する研究に係る法令、指針に

ついて概説できる。

G-(2)-2 　２）研究の実施、患者情報の取扱い等におい

て配慮すべき事項について説明できる。

G-(2)-3   ３）正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規

範を遵守して研究に取り組む。（態度）A-(2)-④-3再掲

G-(3)-1 　１）研究課題に関する国内外の研究成果を調

査し、読解、評価できる。（知識・技能）

G-(3)-2   ２）課題達成のために解決すべき問題点を抽

出し、研究計画を立案する。（知識・技能）

G-(3)-3   ３）研究計画に沿って、意欲的に研究を実施

できる。（技能・態度）

G-(3)-4 　４）研究の各プロセスを適切に記録し、結果

を考察する。（知識・技能・態度）

G-(3)-5 　５）研究成果の効果的なプレゼンテーション

を行い、適切な質疑応答ができる。（知識・技能・態度

）

G-(3)-6 　６）研究成果を報告書や論文としてまとめる

ことができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

演習、研究、プレゼンテーション

＜授業の進め方＞

配属研究室で担当教員による指導が行われる。論文調査、

プレゼンテーション、実験、演習などの研究活動全般の

進め方については配属研究室で指示される。

＜履修するにあたって＞

各研究室の詳細については、研究室配属前に配布される

「研究室紹介」やオープンラボで知ることができ、また、

各教員を直接訪ねても良い。

＜授業時間外に必要な学修＞

配属研究室で指示される。

＜提出課題など＞

配属研究室で指示される。

＜成績評価方法・基準＞

配属研究室での活動状況を総合して判定する。

＜テキスト＞

配属研究室で指定される。

＜参考図書＞

配属研究室で指定される。

＜授業計画＞

卒業研究

配属研究室で担当教員による指導が行われる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

2.0単位

卒業研究Ⅰ [19～]

角田　慎一、安藤　徹、池村　舞、市川　秀喜、稲垣

冬彦、井上　雅己、入江　慶、内海　美保、榎本　理世、

袁　德其、岡本　正志、小野寺　章、神谷　浩平、亀井

　敬泰、上町　亜希子、岸本　修一、久米　典昭、黒井

　邦巧、白川　晶一、新　真理子、杉岡　信幸、鷹野

正興、髙橋　隆幸、瀧本　竜哉、武田　真莉子、辰見

明俊、辻本　貴江、津田　裕子、寺田　侑加、徳山　尚

吾、中川　公恵、中川　左理、中本　賀寿夫、橋本　保

彦、濱田　美知子、日置　和人、平岩　英培、平岡　義

範、平野　裕之、福島　恵造、福島　昭二、福留　誠、

藤井　文彦、二木　梓、北條　恵子、前田　光子、道田

　隆、村上　遼、山原　弘、屋山　勝俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習,実習

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、4 を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

自ら問題を見つけ、自ら解決できる能力を養う。卒業研

究・卒業演習に必要な知識・技術を学ぶ。研究室活動を

通じ、コミュニケーション能力を高める。得られた成果

の発表を通じ、プレゼンテーション能力を高める。これ

らについての知識・技能・態度を涵養するため、各研究

室に配属後、卒業研究・卒業演習に取り組む。卒業研究

Ⅰは各研究室での研究・演習活動が主体で、５・６年生

での卒業研究・卒業演習・卒論発表・卒業論文作成へと

続くものである。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

G-(1)-1 　１）基礎から臨床に至る研究の目的と役割に

ついて説明できる。

G-(1)-2   ２）研究には自立性と独創性が求められてい
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ることを知る。

G-(1)-3 　３）現象を客観的に捉える観察眼をもち、論

理的に思考できる。（知識・技能・態度）

G-(1)-4 　４）新たな課題にチャレンジする創造的精神

を養う。（態度）

G-(2)-1   １）自らが実施する研究に係る法令、指針に

ついて概説できる。

G-(2)-2 　２）研究の実施、患者情報の取扱い等におい

て配慮すべき事項について説明できる。

G-(2)-3   ３）正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規

範を遵守して研究に取り組む。（態度）A-(2)-④-3再掲

G-(3)-1 　１）研究課題に関する国内外の研究成果を調

査し、読解、評価できる。（知識・技能）

G-(3)-2   ２）課題達成のために解決すべき問題点を抽

出し、研究計画を立案する。（知識・技能）

G-(3)-3   ３）研究計画に沿って、意欲的に研究を実施

できる。（技能・態度）

G-(3)-4 　４）研究の各プロセスを適切に記録し、結果

を考察する。（知識・技能・態度）

G-(3)-5 　５）研究成果の効果的なプレゼンテーション

を行い、適切な質疑応答ができる。（知識・技能・態度

）

G-(3)-6 　６）研究成果を報告書や論文としてまとめる

ことができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

演習、研究、プレゼンテーション

＜授業の進め方＞

配属研究室で担当教員による指導が行われる。論文調査、

プレゼンテーション、実験、演習などの研究活動全般の

進め方については配属研究室で指示される。

＜履修するにあたって＞

各研究室の詳細については、研究室配属前に配布される

「研究室紹介」やオープンラボで知ることができ、また、

各教員を直接訪ねても良い。

＜授業時間外に必要な学修＞

配属研究室で指示される。

＜提出課題など＞

配属研究室で指示される。

＜成績評価方法・基準＞

配属研究室での活動状況を総合して判定する。

＜テキスト＞

配属研究室で指定される。

＜参考図書＞

配属研究室で指定される。

＜授業計画＞

卒業研究

配属研究室で担当教員による指導が行われる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

6.0単位

卒業研究Ⅱ [13～14]

角田　慎一、安藤　徹、池村　舞、市川　秀喜、稲垣

冬彦、井上　雅己、入江　慶、内海　美保、榎本　理世、

袁　德其、岡本　正志、小野寺　章、糟谷　史代、神谷

　浩平、亀井　敬泰、上町　亜希子、岸本　修一、久米

　典昭、黒井　邦巧、白川　晶一、新　真理子、杉岡

信幸、鷹野　正興、髙橋　隆幸、瀧本　竜哉、武田　真

莉子、辻本　貴江、津田　裕子、寺田　侑加、徳山　尚

吾、中川　公恵、中川　左理、中本　賀寿夫、楢原　正

則、橋本　保彦、濱田　美知子、日置　和人、平岩　英

培、平岡　義範、平野　裕之、福島　恵造、福島　昭二、

福留　誠、藤井　文彦、二木　梓、北條　恵子、前田

光子、道田　隆、村上　遼、山口　孝子、山原　弘、屋

山　勝俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習、実習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、必

修科目であり５年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、4 を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬学の知識を総合的に理解し、医療社会に貢献するため

に、研究課題を通して、新しいことを発見し、科学的根

拠に基づいて問題点を解決する能力を醸成し、それを生

涯にわたって高め続ける態度を養うことを目的とする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

E1-(1)-1. 課題を理解しその達成に向けて積極的に取り

組む。（態度）

E1-(1)-2. 問題点を自ら進んで解決しようと努力する。

（態度）

E1-(1)-3. 課題の達成を目指して論理的思考を行い、生

涯にわたって醸成する。（態度）

E1-(1)-4. 課題達成のために他者の意見を理解し討論す

る能力を醸成する。（態度）

E1-(1)-5. 研究活動に関わる諸規則を遵守し倫理に配慮

して研究に取り組む。（態度）

E1-(1)-6. 環境に配慮して、研究に取り組む。（態度）

E1-(1)-7. チームの一員としてのルールやマナーを守る。

（態度）

E1-(2)-1. 課題に関連するこれまでの研究成果を調査し

評価できる。（知識・技能）

E1-(2)-2. 課題に関連するこれまでの発表論文を読解で
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きる。

E1-(2)-3. 課題達成のために解決すべき問題点を抽出で

きる。（技能）

E1-(2)-4. 実験計画を立案できる。（知識･技能）

E1-(2)-5. 実験系を組み、実験を実施できる。（技能）

E1-(2)-6. 実験に用いる薬品、器具、機器を正しく取扱

い、管理する。（技能・態度）

E1-(2)-7. 研究活動中に生じたトラブルを指導者に報告

する。（態度）

E1-(2)-8. 研究の各プロセスを正確に記録する。（技能

・態度）

E1-(2)-9. 研究の結果をまとめることができる。（技能

）

E1-(2)-10. 研究の結果を考察し評価できる。（技能）

E1-(2)-11. 研究の成果を発表し適切に質疑応答ができ

る。（技能・態度）

E1-(3)-1. 研究課題を通して現象を的確に捉える観察眼

を養う。（知識・技能・態度）

E1-(3)-2. 新規な課題に常にチャレンジする研究者とし

ての創造的精神を醸成する。（態度）

E1-(3)-3. 科学の発展におけるセレンディピティについ

て説明できる。（知識・態度）

E2 新しい医薬品が社会のニーズに応え、医療の発展に

いかに貢献してきたかを理解するために代表的な疾患あ

るいは画期的な現代医薬品を取り上げて調査し考察する。

その過程を通して医薬品を多面的に評価する能力を身に

つける。

＜授業のキーワード＞

演習、研究、プレゼンテーション

＜授業の進め方＞

配属研究室で担当教員による指導が行われる。論文調査、

プレゼンテーション、実験、演習などの研究活動全般の

進め方については配属研究室で指示される。

＜履修するにあたって＞

配属研究室で指示される。

＜授業時間外に必要な学修＞

配属研究室で指定される。

＜提出課題など＞

配属研究室で指定される。

＜成績評価方法・基準＞

成績は、研究に取り組む態度、論文調査および実験の進

捗状況などにより総合的に判定する。

＜テキスト＞

配属研究室で指定される。

＜参考図書＞

配属研究室で指定される。

＜授業計画＞

卒業研究

配属研究室で担当教員による指導が行われる。

E1-(1)-1?7

E1-(2)-1?11

E1-(3)-1?3

E2

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

6.0単位

卒業研究Ⅱ [15～18]

角田　慎一、安藤　徹、池村　舞、市川　秀喜、稲垣

冬彦、井上　雅己、入江　慶、内海　美保、榎本　理世、

袁　德其、岡本　正志、小野寺　章、糟谷　史代、神谷

　浩平、亀井　敬泰、上町　亜希子、岸本　修一、久米

　典昭、黒井　邦巧、白川　晶一、新　真理子、杉岡

信幸、鷹野　正興、髙橋　隆幸、瀧本　竜哉、武田　真

莉子、辰見　明俊、辻本　貴江、津田　裕子、寺田　侑

加、徳山　尚吾、中川　公恵、中川　左理、中本　賀寿

夫、楢原　正則、橋本　保彦、濱田　美知子、日置　和

人、平岩　英培、平岡　義範、平野　裕之、福島　恵造、

福島　昭二、福留　誠、藤井　文彦、二木　梓、北條

恵子、前田　光子、道田　隆、村上　遼、山口　孝子、

山原　弘、屋山　勝俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、必

修科目であり５年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、4 を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬学の知識を総合的に理解し、医療社会に貢献するため

に、研究課題を通して、新しいことを発見し、科学的根

拠に基づいて問題点を解決する能力を醸成し、それを生

涯にわたって高め続ける態度を養うことを目的とする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

            G-(1)-1. 基礎から臨床に至る研究の目的

と役割について説明できる。

G-(1)-2. 研究には自立性と独創性が求められているこ

とを知る。

G-(1)-3. 現象を客観的に捉える観察眼をもち、論理的

に思考できる。（知識・技能・態度）

G-(1)-4. 新たな課題にチャレンジする創造的精神を養

う。（態度）

G-(2)-1. 自らが実施する研究に係る法令、指針につい

て概説できる。
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G-(2)-2. 研究の実施、患者情報の取扱い等において配

慮すべき事項について説明できる。

G-(2)-3. 正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を

遵守して研究に取り組む。（態度）A-(2)-④-3再掲

G-(3)-1. 研究課題に関する国内外の研究成果を調査し、

読解、評価できる。（知識・技能）

G-(3)-2. 課題達成のために解決すべき問題点を抽出し、

研究計画を立案する。（知識・技能）

G-(3)-3. 研究計画に沿って、意欲的に研究を実施でき

る。（技能・態度）

G-(3)-4. 研究の各プロセスを適切に記録し、結果を考

察する。（知識・技能・態度）

G-(3)-5. 研究成果の効果的なプレゼンテーションを行

い、適切な質疑応答ができる。（知識・技能・態度）

G-(3)-6. 研究成果を報告書や論文としてまとめること

ができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

演習、研究、プレゼンテーション

＜授業の進め方＞

配属研究室で担当教員による指導が行われる。論文調査、

プレゼンテーション、実験、演習などの研究活動全般の

進め方については配属研究室で指示される。

＜履修するにあたって＞

各研究室の詳細については、研究室配属前に配布される

「研究室紹介」やオープンラボで知ることができ、また、

各教員を直接訪ねても良い。

＜授業時間外に必要な学修＞

配属研究室で指定される。

＜提出課題など＞

配属研究室で指定される。

＜成績評価方法・基準＞

成績は、研究に取り組む態度、論文調査および実験の進

捗状況などにより総合的に判定する。

＜テキスト＞

配属研究室で指定される。

＜参考図書＞

配属研究室で指定される。

＜授業計画＞

卒業研究

配属研究室で担当教員による指導が行われる。

G-(1)-1?4

G-(2)-1?3

G-(3)-1?6

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

6.0単位

卒業研究Ⅲ [13～14]

角田　慎一、安藤　徹、池村　舞、市川　秀喜、稲垣

冬彦、井上　雅己、入江　慶、内海　美保、榎本　理世、

袁　德其、岡本　正志、小野寺　章、糟谷　史代、神谷

　浩平、亀井　敬泰、上町　亜希子、岸本　修一、久米

　典昭、黒井　邦巧、白川　晶一、新　真理子、杉岡

信幸、鷹野　正興、髙橋　隆幸、瀧本　竜哉、武田　真

莉子、辻本　貴江、津田　裕子、寺田　侑加、徳山　尚

吾、中川　公恵、中川　左理、中本　賀寿夫、楢原　正

則、橋本　保彦、濱田　美知子、日置　和人、平岩　英

培、平岡　義範、平野　裕之、福島　恵造、福島　昭二、

福留　誠、藤井　文彦、二木　梓、北條　恵子、前田

光子、道田　隆、村上　遼、山口　孝子、屋山　勝俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習、実習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、必

修科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、4を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬学の知識を総合的に理解し、医療社会に貢献するため

に、研究課題を通して、新しいことを発見し、科学的根

拠に基づいて問題点を解決する能力を醸成し、それを生

涯にわたって高め続ける態度を養うことを目的とする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

E1-(1)-1. 課題を理解しその達成に向けて積極的に取り

組む。（態度）

E1-(1)-2. 問題点を自ら進んで解決しようと努力する。

（態度）

E1-(1)-3. 課題の達成を目指して論理的思考を行い、生

涯にわたって醸成する。（態度）

E1-(1)-4. 課題達成のために他者の意見を理解し討論す

る能力を醸成する。（態度）

E1-(1)-5. 研究活動に関わる諸規則を遵守し倫理に配慮

して研究に取り組む。（態度）

E1-(1)-6. 環境に配慮して、研究に取り組む。（態度）

E1-(1)-7. チームの一員としてのルールやマナーを守る。

（態度）

E1-(2)-1. 課題に関連するこれまでの研究成果を調査し

評価できる。（知識・技能）

E1-(2)-2. 課題に関連するこれまでの発表論文を読解で

きる。

E1-(2)-3. 課題達成のために解決すべき問題点を抽出で
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きる。（技能）

E1-(2)-4. 実験計画を立案できる。（知識･技能）

E1-(2)-5. 実験系を組み、実験を実施できる。（技能）

E1-(2)-6. 実験に用いる薬品、器具、機器を正しく取扱

い、管理する。（技能・態度）

E1-(2)-7. 研究活動中に生じたトラブルを指導者に報告

する。（態度）

E1-(2)-8. 研究の各プロセスを正確に記録する。（技能

・態度）

E1-(2)-9. 研究の結果をまとめることができる。（技能

）

E1-(2)-10. 研究の結果を考察し評価できる。（技能）

E1-(2)-11. 研究の成果を発表し適切に質疑応答ができ

る。（技能・態度）

E1-(2)-12.研究の成果を報告書や論文としてまとめるこ

とができる。（技能）

E1-(2)-13.自らの研究成果に基づいて、次の研究課題を

提案する。（知識・技能）

E1-(3)-1. 研究課題を通して現象を的確に捉える観察眼

を養う。（知識・技能・態度）

E1-(3)-2. 新規な課題に常にチャレンジする研究者とし

ての創造的精神を醸成する。（態度）

E1-(3)-3. 科学の発展におけるセレンディピティについ

て説明できる。（知識・態度）

E2  新しい医薬品が社会のニーズに応え、医療の発展に

いかに貢献してきたかを理解するために代表的な疾患あ

るいは画期的な現代医薬品を取り上げて調査し考察する。

その過程を通して医薬品を多面的に評価する能力を身に

つける。

＜授業のキーワード＞

演習、研究、プレゼンテーション

＜授業の進め方＞

配属研究室で担当教員による指導が行われる。論文調査、

プレゼンテーション、実験、演習などの研究活動全般の

進め方については配属研究室で指示される。

＜履修するにあたって＞

配属研究室で指定される。

＜授業時間外に必要な学修＞

配属研究室で指定される。

＜提出課題など＞

配属研究室で指定される。

＜成績評価方法・基準＞

成績は、研究に取り組む態度、卒業論文及び卒業論文発

表会の評価などにより総合的に判定する。

＜テキスト＞

配属研究室で指定される。

＜参考図書＞

配属研究室で指定される。

＜授業計画＞

卒業研究

配属研究室で担当教員による指導が行われる。

E1-(1)-1?7

E1-(2)-1?13

E1-(3)-1?3

E2

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

6.0単位

卒業研究Ⅲ [15～18]

角田　慎一、安藤　徹、池村　舞、市川　秀喜、稲垣

冬彦、井上　雅己、入江　慶、内海　美保、榎本　理世、

袁　德其、岡本　正志、小野寺　章、糟谷　史代、神谷

　浩平、亀井　敬泰、上町　亜希子、岸本　修一、久米

　典昭、黒井　邦巧、白川　晶一、新　真理子、杉岡

信幸、鷹野　正興、髙橋　隆幸、瀧本　竜哉、武田　真

莉子、辻本　貴江、津田　裕子、寺田　侑加、徳山　尚

吾、中川　公恵、中川　左理、中本　賀寿夫、楢原　正

則、橋本　保彦、濱田　美知子、日置　和人、平岩　英

培、平岡　義範、平野　裕之、福島　恵造、福島　昭二、

福留　誠、藤井　文彦、二木　梓、北條　恵子、前田

光子、道田　隆、村上　遼、山口　孝子、山原　弘、屋

山　勝俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習、実習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、必

修科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、4を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬学の知識を総合的に理解し、医療社会に貢献するため

に、研究課題を通して、新しいことを発見し、科学的根

拠に基づいて問題点を解決する能力を醸成し、それを生

涯にわたって高め続ける態度を養うことを目的とする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

G-(1)-1 　１）基礎から臨床に至る研究の目的と役割に

ついて説明できる。

G-(1)-2   ２）研究には自立性と独創性が求められてい

ることを知る。

G-(1)-3 　３）現象を客観的に捉える観察眼をもち、論

理的に思考できる。（知識・技能・態度）

G-(1)-4 　４）新たな課題にチャレンジする創造的精神

を養う。（態度）

G-(2)-1   １）自らが実施する研究に係る法令、指針に

ついて概説できる。

G-(2)-2 　２）研究の実施、患者情報の取扱い等におい

て配慮すべき事項について説明できる。
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G-(2)-3   ３）正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規

範を遵守して研究に取り組む。（態度）A-(2)-④-3再掲

G-(3)-1 　１）研究課題に関する国内外の研究成果を調

査し、読解、評価できる。（知識・技能）

G-(3)-2   ２）課題達成のために解決すべき問題点を抽

出し、研究計画を立案する。（知識・技能）

G-(3)-3   ３）研究計画に沿って、意欲的に研究を実施

できる。（技能・態度）

G-(3)-4 　４）研究の各プロセスを適切に記録し、結果

を考察する。（知識・技能・態度）

G-(3)-5 　５）研究成果の効果的なプレゼンテーション

を行い、適切な質疑応答ができる。（知識・技能・態度

）

G-(3)-6 　６）研究成果を報告書や論文としてまとめる

ことができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

演習、研究、プレゼンテーション

＜授業の進め方＞

配属研究室で担当教員による指導が行われる。論文調査、

プレゼンテーション、実験、演習などの研究活動全般の

進め方については配属研究室で指示される。

＜履修するにあたって＞

配属研究室で指定される。

＜授業時間外に必要な学修＞

配属研究室で指定される。

＜提出課題など＞

配属研究室で指定される。

＜成績評価方法・基準＞

成績は、研究に取り組む態度、卒業論文及び卒業論文発

表会の評価などにより総合的に判定する。

＜テキスト＞

配属研究室で指定される。

＜参考図書＞

配属研究室で指定される。

＜授業計画＞

卒業研究

配属研究室で担当教員による指導が行われる。

G-(1)-1?4

G-(2)-1?3

G-(3)-1?6

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

0.5単位

代謝疾患治療薬の最前線 [13～14]

久米　典昭

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

ZOOMを用いた遠隔オンラインリアルタイム授業の予定で

ある。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり５年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、１および4を

目指す。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

代表的な代謝疾患である、糖尿病および脂質異常症の、

最新の治療薬、治療ガイドラインおよびクリニカルエビ

デンスを学び、複雑な症例における治療法および副作用

について考察する。なお、この授業の担当者は、病院で

の医師経験を5年間以上経験している実務家教員であり、

より実践的な観点から薬物治療を解説するものとする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。 C14-(3)-⑤-1. 糖尿

病とその合併症の病態生理、適切な治療薬、およびその

使用上の注意について説明できる。C14-(3)-⑤-2. 高脂

血症の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注

意について説明できる。

＜授業の進め方＞

パワーポイントによる講義を聞いた後に、問題点につい

て討議する。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習30分、復習1時間。

＜成績評価方法・基準＞

授業の中で行うオンライン小テストの成績を100％とし

て評価する。

＜授業計画＞

第1回　コレステロール合成阻害と吸収阻害

スタチンとエゼチミブを中心に、それらの特徴と、コレ

ステロール合成と排泄との観点から薬剤の使用法を考察

する。

第2回　PCSK9阻害薬とMTP阻害薬

最も新しい治療薬であるPCSK9阻害薬とMTP阻害薬を理解

する。

第3回　PPAR alpha modulator

フィブラート系薬剤および新規PPAR alpha modulatorを

理解し、mixed dyslipidemia（LDLコレステロールもト

リグリセリドも増加している症例）の場合の至適な治療

法について討議する。

第4回　 SGLT2阻害薬UP-TO-DATE

SGLT2阻害薬の注意すべき副作用、至適な適応症例、最

新のクリニカルエビデンスなどにつき討議する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

0.5単位

代謝疾患治療薬の最前線 [15～18]

久米　典昭

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

ZOOMを用いた遠隔オンラインリアルタイム授業の予定で
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ある

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり５年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、１および4を

目指す。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

代表的な代謝疾患である、糖尿病および脂質異常症の、

最新の治療薬、治療ガイドラインおよびクリニカルエビ

デンスを学び、複雑な症例における治療法および副作用

について考察する。なお、この授業の担当者は、病院で

の医師経験を5年間以上経験している実務家教員であり、

より実践的な観点から薬物治療を解説するものとする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。 C14-(3)-⑤-1. 糖尿

病とその合併症の病態生理、適切な治療薬、およびその

使用上の注意について説明できる。C14-(3)-⑤-2. 高脂

血症の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上の注

意について説明できる。

＜授業の進め方＞

パワーポイントによる講義を聞いた後に、問題点につい

て討議する。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習30分、復習1時間。

＜成績評価方法・基準＞

授業の中で行うオンライン小テストの成績を100％とし

て評価する。

＜授業計画＞

第1回　コレステロール合成阻害と吸収阻害

スタチンとエゼチミブを中心に、それらの特徴と、コレ

ステロール合成と排泄との観点から薬剤の使用法を考察

する。

第2回　PCSK9阻害薬とMTP阻害薬

最も新しい治療薬であるPCSK9阻害薬とMTP阻害薬を理解

する。

第3回　PPAR alpha modulator

フィブラート系薬剤および新規PPAR alpha modulatorを

理解し、mixed dyslipidemia（LDLコレステロールもト

リグリセリドも増加している症例）の場合の至適な治療

法について討議する。

第4回　 SGLT2阻害薬UP-TO-DATE

SGLT2阻害薬の注意すべき副作用、至適な適応症例、最

新のクリニカルエビデンスなどにつき討議する。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

多職種連携実践A

内海　美保、大塚　美和子、梶田　博之、小久保　香江、

阪井　一雄、坂本　年将、田村　行識、西垣　千春、松

田　広一、南　哲、山原　弘

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義、演習

＜授業の目的＞

卒業時に地域の保健医療福祉領域におけるニーズを的確

に把握し、多職種連携協働による対象者・家族・コミュ

ニティ中心のケアに寄与できるように、各職種の業務や

役割、多職種連携の方法について理解し、実践していく

基盤を養うことを目的とする。

関連するディプロマポリシーは、以下の通りである。

(https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/

policy/diploma.html)

薬学部DP：

1. 医療人として、豊かな人間性と高い倫理観、広い教

養をもち、人の命と健康的な生活を守る使命感、責任感

を有している。

2. 医療人として、患者の背景を理解し、多職種との相

互理解を深め、積極的に連携・協力し、薬剤師に求めら

れる行動を実践する能力を有している。

3. 薬剤師として、患者状態の把握、必要な情報収集と

活用、安全で有効な薬物療法の実施と評価等の薬学的管

理を実践する能力を有している。

4. 医療の担い手として、人々の健康増進、公衆衛生の

向上に貢献する能力を有している。

5. 医療人として、医療を取り巻く課題に気づき、それ

らを考察し、課題解決に貢献できる能力を有している。

6. 薬剤師として、進歩する医療に対して常に関心や学

習意欲をもち、生涯にわたり自己研鑚に励む態度を有し

ている。

総合リハビリテーション学部DP：

1. 本学の卒業生は、リハビリテーションに関する広範

な知識を修得するとともに、臨床現場、地域社会、企業

等において、リハビリテーションサービスを必要とする

人・生活上の困難を抱えた人に対応することができる。

2. 本学の卒業生は、リハビリテーションの広範かつ専

門的な知識・技能・態度を修得するとともに、保健・医

療・福祉の現場および地域社会での課題を解決し、チー

ム医療や総合的福祉、地域社会開発の担い手となること

ができる。

栄養学部DP：

1. 予防医学の知識を使って、地域住民の健康増進に意

欲をもって寄与できる。

2. 我が国の超高齢社会に対して関心を持ち、生活習慣
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病の予防に強い意欲を持っている。

3. 自分の考えを的確に表現し、人とのコミュニケーシ

ョンを通じて、適切な栄養の指導、医学検査を実践でき

る。

心理学部DP：

1. 社会の中で身の回りにある事象を観察し、問題の有

無を適切に判断し、それを解決することができる。

2. 心理学の専門知識を第三者に適切に伝えることがで

きる。

3. 社会の一員として、自らの意見や考えを的確に話し

書くことができる。

4. 社会の中で、自らが所属するチームの一員として、

多様なメンバーと良好なコミュニケーションをとり、主

体的な役割を果たすことができる。

なお、この授業の担当者は、病院、企業、老人保健施設

等での専門的な業務を経験している、実務経験のある教

員であるので、より実践的な観点から保健医療福祉分野

の専門職の役割等を解説するものとする。また、現場の

第一線で活躍する専門職を招聘し、現場の多職種連携の

実際を学ぶ、実践的教育から構成される授業科目である。

＜到達目標＞

1. 保健医療福祉分野にかかわる職種（薬剤師、理学療

法士、作業療法士、社会福祉士、管理栄養士、臨床検査

技師、公認心理師、看護職等）の業務を概説できる。

2. 国および地域における保健医療福祉分野のニーズを

概説できる。

3. 多職種連携を行う上で専門職として必要な学びを述

べることができる。

4. 他者と適切にコミュニケートし、より良い人間関係

を築くことができる。

5. グループ活動で自らの考えを積極的に述べることが

できる。

6. 価値観の多様性を理解し、他者の意見を尊重するこ

とができる。

＜授業のキーワード＞

多職種連携、保健医療福祉システム、法制度、患者・家

族・コミュニティ中心のケア、健康寿命延伸

＜授業の進め方＞

この授業は、神戸市看護大学との教育連携協定に基づき、

同大学と合同で実施します。詳細な授業日程は、後日連

絡します。授業では、グループディスカッションを取り

入れます。

＜履修するにあたって＞

他学部の学生と積極的に知り合い、良好な関係が築ける

よう取り組んでください。また、ドットキャンパスを通

して学生同士の情報交換や教員からの情報配信を行う予

定ですので、ドットキャンパスが使えるように準備して

おいてください。

※ドットキャンパスへのアクセス方法：「学内情報サー

ビス」へログイン→（左上）「学内システム」→「dotC

ampus」を選択

※ドットキャンパスから配信されたお知らせは、学生用

メールアドレスに送信されます。普段利用しているメー

ルアドレスに転送設定をしておいてください。

※オフィスアワーは、随時受け付けます。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業終了後に、課題、またはテキストの予習・復習箇所

および目安となる時間を提示します。

＜提出課題など＞

レポート、発表資料

＜成績評価方法・基準＞

すべての授業への出席を原則とし、授業中の取り組み姿

勢や提出物（レポート、発表資料など）を総合的に評価

します。授業への取り組み姿勢（50%）、レポート・発

表資料等（50%）

＜テキスト＞

オリジナルテキストを使用

＜授業計画＞

第1回　チームを作ろう

グループ活動を通じ、多職種連携協働に必要な要素や能

力について話し合います。また、他者と良好な関係を築

くための理論と実践を学びます。

第2回　保健医療福祉分野におけるさまざまな職種を知

ろう／自職種と他職種理解①

自職種について調査、整理し、他学部の学生に説明でき

るように準備します。

第3回　保健医療福祉分野におけるさまざまな職種を知

ろう／自職種と他職種理解②

他学部の学生に対し、自職種の業務や役割について発表

を行います。

第4回　保健医療福祉分野のニーズと専門職の役割／地

域における多職種連携実践のポイント

法律・医療政策の観点から、わが国の社会保障制度や医

療システムの見方・考え方を学びます。また、人の生と

死にかかわる生命倫理や、保健医療福祉分野の専門職が

共通して身につけておくべき医療倫理、さらには多職種

連携協働を行う際の注意点等を学びます。

第5回　病気とつきあいながら生活する人々を知ろう

私たちが暮らす地域（兵庫県・神戸市・明石市）の保健

医療福祉分野における現状と課題、並びに患者・家族・

コミュニティがかかえる問題を知り、私たちにできるこ

とを、グループ活動を通して考えます。

第6回　地域で暮らす人々と専門職の関わり①

提示されたテーマに対して、各専門領域から意見を述べ

合い、互いの専門領域の考え方や役割を知ります。また、

グループ全体の意思決定やグループの成果を出す過程に

おいて、多職種連携協働の実際を学びます。

第7回　地域で暮らす人々と専門職の関わり②

同上

第8回　地域の人々を支える多職種連携の実際（全体討
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論・まとめ）

各グループにおける学習の成果を発表し、全体討論を行

います。また、現場で活躍する専門職から多職種連携協

働の実際とそれらを効果的に機能させるためのポイント

を学びます。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

多職種連携実践B

内海　美保、大平　英夫、阪田　憲二郎、坂本　年将、

難波　愛、橋本　力、兵頭　香苗、藤田　裕一、藤原

瑞穂、南　哲、山下　勉、山原　弘

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義、演習、実習

＜授業の目的＞

卒業時に地域の保健医療福祉領域におけるニーズを的確

に把握し、多職種連携協働による対象者・家族・コミュ

ニティ中心のケアに寄与できるように、各職種の業務や

役割、多職種連携の方法について理解し、実践していく

基盤を養うことを目的とする。

関連するディプロマポリシーは、以下の通りである。

(https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/

policy/diploma.html)

薬学部DP：

1. 医療人として、豊かな人間性と高い倫理観、広い教

養をもち、人の命と健康的な生活を守る使命感、責任感

を有している。

2. 医療人として、患者の背景を理解し、多職種との相

互理解を深め、積極的に連携・協力し、薬剤師に求めら

れる行動を実践する能力を有している。

3. 薬剤師として、患者状態の把握、必要な情報収集と

活用、安全で有効な薬物療法の実施と評価等の薬学的管

理を実践する能力を有している。

4. 医療の担い手として、人々の健康増進、公衆衛生の

向上に貢献する能力を有している。

5. 医療人として、医療を取り巻く課題に気づき、それ

らを考察し、課題解決に貢献できる能力を有している。

6. 薬剤師として、進歩する医療に対して常に関心や学

習意欲をもち、生涯にわたり自己研鑚に励む態度を有し

ている。

総合リハビリテーション学部DP：

1. 本学の卒業生は、リハビリテーションに関する広範

な知識を修得するとともに、臨床現場、地域社会、企業

等において、リハビリテーションサービスを必要とする

人・生活上の困難を抱えた人に対応することができる。

2. 本学の卒業生は、リハビリテーションの広範かつ専

門的な知識・技能・態度を修得するとともに、保健・医

療・福祉の現場および地域社会での課題を解決し、チー

ム医療や総合的福祉、地域社会開発の担い手となること

ができる。

栄養学部DP：

1. 予防医学の知識を使って、地域住民の健康増進に意

欲をもって寄与できる。

2. 我が国の超高齢社会に対して関心を持ち、生活習慣

病の予防に強い意欲を持っている。

3. 自分の考えを的確に表現し、人とのコミュニケーシ

ョンを通じて、適切な栄養の指導、医学検査を実践でき

る。

心理学部DP：

1. 社会の中で身の回りにある事象を観察し、問題の有

無を適切に判断し、それを解決することができる。

2. 心理学の専門知識を第三者に適切に伝えることがで

きる。

3. 社会の一員として、自らの意見や考えを的確に話し

書くことができる。

4. 社会の中で、自らが所属するチームの一員として、

多様なメンバーと良好なコミュニケーションをとり、主

体的な役割を果たすことができる。

なお、この授業の担当者は、病院、企業、老人保健施設

等での専門的な業務を経験している、実務経験のある教

員であるので、より実践的な観点から保健医療福祉分野

の専門職の役割等を解説するものとする。また、現場の

第一線で活躍する専門職を招聘し、現場の多職種連携の

実際を学ぶ、実践的教育から構成される授業科目である。

＜到達目標＞

1. 保健医療福祉分野にかかわる職種（薬剤師、理学療

法士、作業療法士、社会福祉士、管理栄養士、臨床検査

技師、公認心理師、看護職等）の業務を概説できる。

2.　患者・家族・コミュニティ中心の視点を踏まえた専

門職の連携・協働の必要性を概説できる。

3.　自職種の思考、行為、価値観を概説できる。

4.　他職種の思考、行為、価値観を概説できる。

5.　複数の職種における関係性の構築や維持・成長に必

要な要素を列挙できる。

＜授業のキーワード＞

多職種連携、地域包括ケアシステム、患者・家族・コミ

ュニティ中心のケア、他職種理解、相互尊重、チームダ

イナミクス

＜授業の進め方＞

この授業は、神戸市看護大学との教育連携協定に基づき、

同大学と合同で実施します。詳細な授業日程は、後日連

絡します。授業では、グループディスカッションを取り

入れます。

＜履修するにあたって＞

他学部の学生と積極的に知り合い、良好な関係が築ける

よう取り組んでください。また、ドットキャンパスを通

して学生同士の情報交換や教員からの情報配信を行う予

定ですので、ドットキャンパスが使えるように準備して

おいてください。
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※ドットキャンパスへのアクセス方法：「学内情報サー

ビス」へログイン→（左上）「学内システム」→「dotC

ampus」を選択

※ドットキャンパスから配信されたお知らせは、学生用

メールアドレスに送信されます。普段利用しているメー

ルアドレスに転送設定をしておいてください。

※オフィスアワーは、随時受け付けます。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業終了後に、課題、またはテキストの予習・復習箇所

および目安となる時間を提示します。

＜提出課題など＞

レポート、発表資料

＜成績評価方法・基準＞

すべての授業への出席を原則とし、授業中の取り組み姿

勢や提出物（レポート、発表資料など）を総合的に評価

します。授業への取り組み姿勢（50%）、レポート・発

表資料等（50%）

＜テキスト＞

オリジナルテキストを使用

＜授業計画＞

第1回　チームを作ろう

グループ活動を通じ、多職種連携協働に必要な要素や能

力について話し合います。また、他者と良好な関係を築

くための理論と実践を学びます。

第2回　保健医療福祉分野の基本的理解／チームの関係

性への働きかけ

保健医療福祉分野で機能する様々な専門職や専門機関の

役割について学びます。また、個々の専門職種間のつな

がりや、施設内の多職種連携チーム、地域を基盤に活動

する多職種連携チームを知り、それらを効果的に機能さ

せるためのノウハウを身につけます。

第3回　症例について話し合おう①

提示された症例に対して、患者・家族・コミュニティ中

心の視点に立ち、必要なケアやサービスを話し合います。

また、グループ全体の意思決定やグループの成果を出す

過程において、互いの専門領域の考え方や役割を知り、

多職種連携協働の実際を学びます。

第4回　症例について話し合おう②

提示された症例に対して、各専門職としての思考、行為、

価値観を共有し、整理し、他学部の学生に説明できるよ

うに準備します。

第5回　自職種の活動を紹介しよう・体験してもらおう

①

専門職（薬剤師、理学療法士、作業療法士、社会福祉士、

管理栄養士、臨床検査技師、公認心理師、看護職）がど

のような学術的背景のもと、どのような思考や価値観に

基づき業務を推進しているのかを互いに紹介し合い、認

識を深めます。また、各専門職の業務体験を通じて各専

門職の意義や必要性を知り、多職種連携協働の前提とな

る相互尊重や信頼関係の素地を築きます。

第6回　自職種の活動を紹介しよう・体験してもらおう

②

同上

第7回　自職種の活動を紹介しよう・体験してもらおう

③

同上

第8回　自職種の活動を紹介しよう・体験してもらおう

④

同上

第9回　自職種の活動を紹介しよう・体験してもらおう

⑤

同上

第10回　自職種の活動を紹介しよう・体験してもらおう

⑥

同上

第11回　症例について話し合おう③

専門職種間における思考・行為・価値観の類似点・相違

点について話し合います。また、患者・家族・コミュニ

ティ中心の視点に立ち、専門職種間の役割分担や複数の

専門職における関係性の構築や維持、成長に必要な要素

について話し合います。

第12回　効果的な多職種連携の実践（全体討論・まとめ

）

各グループにおける学習の成果を発表し、全体討論を行

います。また、チームにおける自らの役割や専門職とし

て今後必要な学びについて考えます。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

多職種連携実践C

内海　美保、大賀　智史、下　和弘、竹田　剛、竹橋

正則、田丸　淳子、九十九　綾子、中前　智通、坊池

義浩、宮崎　清恵、山原　弘

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義、演習、実習

＜授業の目的＞

卒業時に地域の保健医療福祉領域におけるニーズを的確

に把握し、多職種連携協働による対象者・家族・コミュ

ニティ中心のケアに寄与できるように、各職種の業務や

役割、多職種連携の方法について理解し、実践していく

基盤を養うことを目的とする。

関連するディプロマポリシーは、以下の通りである。

(https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/

policy/diploma.html)

薬学部DP：

1. 医療人として、豊かな人間性と高い倫理観、広い教

養をもち、人の命と健康的な生活を守る使命感、責任感

を有している。

2. 医療人として、患者の背景を理解し、多職種との相
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互理解を深め、積極的に連携・協力し、薬剤師に求めら

れる行動を実践する能力を有している。

3. 薬剤師として、患者状態の把握、必要な情報収集と

活用、安全で有効な薬物療法の実施と評価等の薬学的管

理を実践する能力を有している。

4. 医療の担い手として、人々の健康増進、公衆衛生の

向上に貢献する能力を有している。

5. 医療人として、医療を取り巻く課題に気づき、それ

らを考察し、課題解決に貢献できる能力を有している。

6. 薬剤師として、進歩する医療に対して常に関心や学

習意欲をもち、生涯にわたり自己研鑚に励む態度を有し

ている。

総合リハビリテーション学部DP：

1. 本学の卒業生は、リハビリテーションに関する広範

な知識を修得するとともに、臨床現場、地域社会、企業

等において、リハビリテーションサービスを必要とする

人・生活上の困難を抱えた人に対応することができる。

2. 本学の卒業生は、リハビリテーションの広範かつ専

門的な知識・技能・態度を修得するとともに、保健・医

療・福祉の現場および地域社会での課題を解決し、チー

ム医療や総合的福祉、地域社会開発の担い手となること

ができる。

栄養学部DP：

1. 予防医学の知識を使って、地域住民の健康増進に意

欲をもって寄与できる。

2. 我が国の超高齢社会に対して関心を持ち、生活習慣

病の予防に強い意欲を持っている。

3. 自分の考えを的確に表現し、人とのコミュニケーシ

ョンを通じて、適切な栄養の指導、医学検査を実践でき

る。

心理学部DP：

1. 社会の中で身の回りにある事象を観察し、問題の有

無を適切に判断し、それを解決することができる。

2. 心理学の専門知識を第三者に適切に伝えることがで

きる。

3. 社会の一員として、自らの意見や考えを的確に話し

書くことができる。

4. 社会の中で、自らが所属するチームの一員として、

多様なメンバーと良好なコミュニケーションをとり、主

体的な役割を果たすことができる。

なお、この授業の担当者は、病院、企業、老人保健施設

等での専門的な業務を経験している、実務経験のある教

員であるので、より実践的な観点から保健医療福祉分野

の専門職の役割等を解説するものとする。また、現場の

第一線で活躍する専門職を招聘し、現場の多職種連携の

実際を学ぶ、実践的教育から構成される授業科目である。

＜到達目標＞

1. 保健医療福祉分野にかかわる職種（薬剤師、理学療

法士、作業療法士、社会福祉士、管理栄養士、臨床検査

技師、公認心理師等）の業務を概説できる。

2. 患者・利用者・家族・コミュニティの健康増進及び

暮らしの向上にむけた共通の目標を設定できる。

3. 互いの知識、技能を活かし合うことができる。

4. 自らの果たすべき役割を理解し、実践できる。

5. 時に生じる職種間の対立を認識できる。

6. 多職種連携における自職種及び他職種の課題を抽出

できる。

＜授業のキーワード＞

多職種連携、地域包括ケアシステム、患者・家族・コミ

ュニティ中心のケア、ヘルスプロモーション、生活習慣

病の重症化予防、健康寿命延伸、相互尊重、共同意思決

定

＜授業の進め方＞

詳細な授業日程は、後日連絡します。授業では、グルー

プディスカッションを取り入れます。

＜履修するにあたって＞

他学部の学生と積極的に知り合い、良好な関係が築ける

よう取り組んでください。また、ドットキャンパスを通

して学生同士の情報交換や教員からの情報配信を行う予

定ですので、ドットキャンパスが使えるように準備して

おいてください。

※ドットキャンパスへのアクセス方法：「学内情報サー

ビス」へログイン→（左上）「学内システム」→「dotC

ampus」を選択

※ドットキャンパスから配信されたお知らせは、学生用

メールアドレスに送信されます。普段利用しているメー

ルアドレスに転送設定をしておいてください。

※オフィスアワーは、随時受け付けます。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業終了後に、課題、またはテキストの予習・復習箇所

および目安となる時間を提示します。

＜提出課題など＞

レポート、発表資料

＜成績評価方法・基準＞

すべての授業への出席を原則とし、授業中の取り組み姿

勢や提出物（レポート、発表資料など）を総合的に評価

します。授業への取り組み姿勢（50%）、レポート・発

表資料等（50%）

＜テキスト＞

オリジナルテキストを使用

＜授業計画＞

第1回　チームを作ろう

グループ活動を通じ、多職種連携協働に必要な要素や能

力について話し合います。また、他者と良好な関係を築

くための理論と実践を学びます。

第2回　地域の保健・医療・福祉について学ぼう①

保健・医療・福祉の政策を進めるにあたって、各専門職

が共通認識しておくべき事項や理論について学びます。

また、地域で行われている特定健診や保健指導で重要視

されている生活習慣病の予防、または重症化予防につい
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て学び、それを地域において実践するためには何が重要

かについての共通認識を深めます。

第3回　地域の保健・医療・福祉について学ぼう②

同上

第4回　地域住民に対する健康増進活動の準備をしよう

①

第2回、第3回で学んだ生活習慣病予防のための共通認識

を理解した上で、各専門職（薬剤師、理学療法士、作業

療法士、社会福祉士、管理栄養士、臨床検査技師、公認

心理師）が実際にどのように他職種と連携し、地域住民

に関わっていくかについて考え、学びます。

第5回　地域住民に対する健康増進活動の準備をしよう

②

同上

第6回　地域住民に対する健康増進活動の準備をしよう

③

同上

第7回　地域住民の健康増進に関わろう①

地域で行われている特定健診や保健指導に専門職（薬剤

師、理学療法士、作業療法士、社会福祉士、管理栄養士、

臨床検査技師、公認心理師）のチームで参加し、地域住

民の健康増進にかかわる活動を行います。これらの活動

において、自らの専門職としての役割を果たすとともに、

他職種の知識、技能を引き出し、生かし合う方法を学び

ます。また、時に生じる職種間の対立を認識し、多職種

連携における自職種及び他職種の課題を抽出します。

第8回　地域住民の健康増進に関わろう②

同上

第9回　地域住民の健康増進に関わろう③

同上

第10回　地域住民の健康増進に関わろう④（全体討論・

まとめ）

チームにおける自らの活動を振り返り、自らの課題解決

に向け、今後必要な学びについて考えます。また、地域

住民の健康アウトカムを向上させていくための方策につ

いて討議します。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

多職種連携実践D

内海　美保、大久保　吏司、小嶋　功、川本　健太郎、

田丸　淳子、中前　智通、長谷川　千洋、兵頭　香苗、

水上　然、山原　弘

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義、演習、実習

＜授業の目的＞

卒業時に地域の保健医療福祉領域におけるニーズを的確

に把握し、多職種連携協働による対象者・家族・コミュ

ニティ中心のケアに寄与できるように、各職種の業務や

役割、多職種連携の方法について理解し、実践していく

基盤を養うことを目的とする。

関連するディプロマポリシーは、以下の通りである。

(https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/

policy/diploma.html)

薬学部DP：

1. 医療人として、豊かな人間性と高い倫理観、広い教

養をもち、人の命と健康的な生活を守る使命感、責任感

を有している。

2. 医療人として、患者の背景を理解し、多職種との相

互理解を深め、積極的に連携・協力し、薬剤師に求めら

れる行動を実践する能力を有している。

3. 薬剤師として、患者状態の把握、必要な情報収集と

活用、安全で有効な薬物療法の実施と評価等の薬学的管

理を実践する能力を有している。

4. 医療の担い手として、人々の健康増進、公衆衛生の

向上に貢献する能力を有している。

5. 医療人として、医療を取り巻く課題に気づき、それ

らを考察し、課題解決に貢献できる能力を有している。

6. 薬剤師として、進歩する医療に対して常に関心や学

習意欲をもち、生涯にわたり自己研鑚に励む態度を有し

ている。

総合リハビリテーション学部DP：

1. 本学の卒業生は、リハビリテーションに関する広範

な知識を修得するとともに、臨床現場、地域社会、企業

等において、リハビリテーションサービスを必要とする

人・生活上の困難を抱えた人に対応することができる。

2. 本学の卒業生は、リハビリテーションの広範かつ専

門的な知識・技能・態度を修得するとともに、保健・医

療・福祉の現場および地域社会での課題を解決し、チー

ム医療や総合的福祉、地域社会開発の担い手となること

ができる。

栄養学部DP：

1. 予防医学の知識を使って、地域住民の健康増進に意

欲をもって寄与できる。

2. 我が国の超高齢社会に対して関心を持ち、生活習慣

病の予防に強い意欲を持っている。

3. 自分の考えを的確に表現し、人とのコミュニケーシ

ョンを通じて、適切な栄養の指導、医学検査を実践でき

る。

心理学部DP：

1. 社会の中で身の回りにある事象を観察し、問題の有

無を適切に判断し、それを解決することができる。

2. 心理学の専門知識を第三者に適切に伝えることがで

きる。

3. 社会の一員として、自らの意見や考えを的確に話し

書くことができる。

4. 社会の中で、自らが所属するチームの一員として、

多様なメンバーと良好なコミュニケーションをとり、主

体的な役割を果たすことができる。
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なお、この授業の担当者は、病院、企業、老人保健施設

等での専門的な業務を経験している、実務経験のある教

員であるので、より実践的な観点から保健医療福祉分野

の専門職の役割等を解説するものとする。また、現場の

第一線で活躍する専門職を招聘し、現場の多職種連携の

実際を学ぶ、実践的教育から構成される授業科目である。

＜到達目標＞

1. 保健医療福祉分野にかかわる職種（薬剤師、理学療

法士、作業療法士、社会福祉士、管理栄養士、臨床検査

技師、公認心理師、看護職等）の業務を概説できる。

2. 患者・利用者・家族・コミュニティの健康増進及び

暮らしの向上にむけた共通の目標を設定できる。

3. 互いの知識、技能を活かし合うことができる。

4. 自らの果たすべき役割を理解し、実践できる。

5. 時に生じる職種間の対立を解決できる。

6. 効果的な多職種連携にむけた自職種及び他職種の課

題を解決できる。

＜授業のキーワード＞

多職種連携、地域包括ケアシステム、患者・家族・コミ

ュニティ中心のケア、健康寿命延伸、相互尊重、共同意

思決定、協働型リーダーシップ

＜授業の進め方＞

この授業は、神戸市看護大学との教育連携協定に基づき、

同大学と合同で実施します。詳細な授業日程は、後日連

絡します。授業では、グループディスカッションを取り

入れます。

＜履修するにあたって＞

他学部の学生と積極的に知り合い、良好な関係が築ける

よう取り組んでください。また、ドットキャンパスを通

して学生同士の情報交換や教員からの情報配信を行う予

定ですので、ドットキャンパスが使えるように準備して

おいてください。

※ドットキャンパスへのアクセス方法：「学内情報サー

ビス」へログイン→（左上）「学内システム」→「dotC

ampus」を選択

※ドットキャンパスから配信されたお知らせは、学生用

メールアドレスに送信されます。普段利用しているメー

ルアドレスに転送設定をしておいてください。

※オフィスアワーは、随時受け付けます。

＜授業時間外に必要な学修＞

授業終了後に、課題、またはテキストの予習・復習箇所

および目安となる時間を提示します。

＜提出課題など＞

レポート、発表資料

＜成績評価方法・基準＞

すべての授業への出席を原則とし、授業中の取り組み姿

勢や提出物（レポート、発表資料など）を総合的に評価

します。

授業への取り組み姿勢（50%）、レポート・発表資料等

（50%）

＜テキスト＞

オリジナルテキストを使用

＜授業計画＞

第1回　地域住民に対する健康増進活動の準備をしよう

①

地域包括ケアシステムに関わる専門職がどのような役割

を果たし、どのような多職種連携協働を行っているかを

具体的に知るために、グループで話し合い、地域活動に

向けての準備を行います。

第2回　地域住民に対する健康増進活動の準備をしよう

②

同上

第3回　地域住民に対する健康増進活動の準備をしよう

③

同上

第4回　地域住民の健康増進に関わろう①

在宅医療に関わる診療所などを訪問し、複数の専門職か

ら地域住民に対してどのようなケアやサービスが行われ

ているかを見聞体験します。また、複数の専門職がどの

ように連携し合い、患者・家族・利用者の生活療養課題

を整理し、課題解決に向けて協働しているかを学びます。

これらの活動から、時に生じる職種間の対立を解決し、

多職種連携における自職種及び他職種の課題を解決する

方法について考えます。

第5回　地域住民の健康増進に関わろう②

同上

第6回　地域住民の健康増進に関わろう③

同上

第7回　地域住民の健康増進に関わろう④

同上

第8回　学習の成果を発表しよう①

自らが訪問した施設で行われていた業務、社会的な役割、

多職種連携協働の実際について互いに発表し合うための

準備をします。

第9回　学習の成果を発表しよう②

自らが訪問した施設で行われていた業務、社会的な役割、

多職種連携協働の実際について互いに発表します。

第10回　学習の成果を発表しよう③/チームのリーダー

をめざして

多職種連携協働におけるチームの在り方や協働型リーダ

ーシップ、チームを効果的に機能させる方法について学

びます。また、社会全体からみたチームの役割やチーム

が守るべき行動規範、チームにおける共同意思決定につ

いても考えます。
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

中毒学と放射薬化学 [15～18]

糟谷　史代、岸本　修一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業は対面講義とする。（ただし、状況によりオンデマ

ンド講義の場合もある。）

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり４年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、２と６を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

   人々の健康にとってより良い環境の維持と公衆衛生

の向上に貢献できるようになるために、化学物質などの

ヒトへの影響、適正な使用、および地球生態系や生活環

境と健康との関わりにおける基本的知識を修得すること

を目的とする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

化学物質などの生体への有害作用を回避し、適正に使用

できるようになるために、D2-(1)-①-2,3,6,7化学物質

の毒性、C1-(1)-④-1,2,3,5, D2-(1)-④-1,2,3放射線な

どに関する基本的事項を修得する。農薬，家庭用品，工

業用薬品，自然毒と合わせて，日常の救急臨床で接する

中毒物質は多く、中毒の未然防止と中毒の治療方法など

を学び、臨床現場で役立たせることを目的とする。D1-(

3)-③-2,3あわせて食中毒について講義する。

<中毒学＞

③【食中毒】

D1-(3)-③-2    食中毒の原因となる自然毒を列挙し、

その原因物質、作用機構、症状の特徴を説明できる。

D1-(3)-③-3� 化学物質（重金属、残留農薬など）によ

る食品汚染の具体例を挙げ、ヒトの健康に及ぼす影響を

説明できる。

③【化学物質の毒性】

D2-(1)-①-2� 肝臓、腎臓、神経などに特異的に毒性を

示す主な化学物質を列挙できる。

D2-(1)-①-3    重金属、農薬、PCB、ダイオキシンなど

の代表的な有害化学物質の急性毒性、慢性毒性の特徴に

ついて説明できる

④【化学物質による中毒と処置】

D2-(1)-①-6� 代表的な中毒原因物質の解毒処置法を説

明できる。

D2-(1)-①-7� 化学物質の中毒量、作用器官、中毒症状、

救急処置法、解毒法を検索することができる。（技能）

＜放射薬化学＞

C1 物質の物理的性質  (1)物質の構造

【④放射線と放射能】

C1-(1)-④-1    原子の構造と放射壊変について説明で

きる。

C1-(1)-④-2    電離放射線の種類を列挙し、それらの

性質および物質との相互作用について説明できる。

                         放射線（α､β、γ線）と物

質との相互作用について説明できる。

C1-(1)-④-3    代表的な放射性物質の物理的性質につ

いて説明できる。 それらの物質との相互作用について

説明できる。

C1-(1)-④-5    放射線の測定原理について説明できる

D2 環境  (1)化学物質・放射線の生体への影響

【④放射線の生体への影響】

D2-(1)-④-1    電離放射線を列挙し、生体への影響を

説明できる。

D2-(1)-④-2    代表的な放射性核種と生体との相互作

用を説明できる。

D2-(1)-④-3    電離放射線を防御する方法について概

説できる。

C2 化学物質の分析   (6)臨床現場で用いる分析技術

C2-(6)-②-5  　代表的な画像診断技術について概説で

きる。

＜授業のキーワード＞

食中毒、薬毒物、急性中毒、処置法、解毒・拮抗薬、放

射線

＜授業の進め方＞

授業計画に従っておこないます。

＜履修するにあたって＞

オフィスアワー：授業計画に従って12回の授業を行いま

す。オフィスアワーは先生ごとに掲示の指示に従ってく

ださい。糟谷：水曜日(15:00-18:00)

岸本：オフィスアワーは随時とするが、事前に連絡をす
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ることが望ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習と復習が重要です。事前学習として、予習（前の講

義の復習）しておくこと（目安として0.5時間）。事後

学習として、復習すること（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

随時、授業時に指示します

＜成績評価方法・基準＞

定期試験(100%)の成績に基づいて評価する。

評価の割合は、糟谷（50%)と岸本(50%)とする。

＜テキスト＞

糟谷・岸本：　１） 主としてプリントを使用、　2)

武田健・太田茂編「環境」化学同人　￥4400

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回　臨床薬毒物中毒の総論　　　　　　(糟谷)

1)　薬毒物による急性中毒の現状について説明できる。

2)　中毒の診断法と標準治療について説明できる。

3)　食に起因する健康障害をその原因別に概説すると共

に、食中毒統計からその発生状況を概説できる。

D1-(3)-③-2�

D1-(3)-③-3

D2-(1)-①-2

D2-(1)-①-3

D2-(1)-①-6

D2-(1)-①-7

AD-D2-②-1

AD-D2-②-2

第2回　自然毒及びタバコによる中毒と処置

（糟谷）

1)  中毒件数はそれほど多くないものの、食中毒死者が

多く見られる自然毒食中毒について、動物性、植物性の

代表例を挙げ説明できる。

2)　急性中毒の発生頻度が高い家庭用品による毒性発現

機構、中毒量・致死量、中毒症状、処置法、解毒法につ

いて説明できる。

3)　家庭用品による中毒の臨床症状と検査値から中毒起

因物質を絞り込むことができる。

D1-(3)-③-2

D1-(3)-③-3

D2-(1)-①-2

D2-(1)-①-6

D2-(1)-①-7

AD-D2-②-1

第3回　医薬品による中毒と処置

（糟谷）

1)　急性中毒の発生頻度が高い医薬品（向精神薬、解熱

鎮痛剤）による毒性発現機構、中毒量・致死量、中毒症

状、処置法、解毒法について説明できる。

2)　医薬品による中毒の臨床症状と検査値から中毒起因

物質を絞り込むことができる。

D2-(1)-①-2

D2-(1)-①-6

D2-(1)-①-7

AD-D2-②-1

第4回　工業用品、重金属による中毒と処置

（糟谷）

1)　急性中毒の発生頻度が高い一酸化炭素、工業用品（

メタノール、水銀化合物、鉛化合物、ヒ素化合物、硫化

水素、青酸化合物）による毒性発現機構、中毒量・致死

量、中毒症状、処置法、解毒法について説明できる。

2) 一酸化炭素や工業用品による中毒の臨床症状と検査

値から中毒起因物質を絞り込むことができる。

D2-(1)-①-2

D2-(1)-①-3

D2-(1)-①-6

D2-(1)-①-7

AD-D2-②-1

第5回　農薬による中毒と処置

（糟谷）

1)　急性中毒の発生頻度が高い農薬による毒性発現機構、

中毒量・致死量、中毒症状、処置法、解毒法について説

明できる。

2)　農薬による中毒の臨床症状と検査値から中毒起因物

質を絞り込むことができる。

D2-(1)-①-2

D2-(1)-①-6

D2-(1)-①-7

AD-D2-②-1

第6回　乱用薬物による中毒と処置　　　（糟谷）

1)　急性中毒の発生頻度が高い乱用薬物による毒性発現

機構、中毒量・致死量、中毒症状、処置法、解毒法につ

いて説明できる。

2)　乱用薬物による中毒の臨床症状と検査値から中毒起

因物質を絞り込むことができる。

D2-(1)-①-2

D2-(1)-①-6

D2-(1)-①-7

AD-D2-②-1

第7回　中毒の話題

（糟谷）

1)　近年、生活様式・環境の変化、科学技術の進歩に伴

い発生する新たな急性中毒の話題について紹介、解説で

きる　。

C12-(1)-④-1

C12-(1)-④-2

第8回　中毒起因物質の推定
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（糟谷）

1)　中毒を起こしやすい化学物質による毒性発現機構、

中毒量・致死量、中毒症状、処置法、解毒法について学

んできた知識を臨床現場で役立てるために、臨床症状と

検査値に基づいて多くの化学物質の中から中毒起因物質

を絞り込み、説明できる。

２）練習問題を解いて解説できる。

C12-(1)-④-1

C12-(1)-④-2

第9回　放射線と放射能

（岸本）

C1-(1)-④-1　原子の構造と放射壊変について説明でき

る。

C1-(1)-④-2　電離放射線の種類を列挙し、それらの性

質および物質との相互作用について説明できる。

C1-(1)-④-3　代表的な放射性核種の物理的性質につい

て説明できる。

C1-(1)-④-4　核反応および放射平衡について説明でき

る。

C1-(1)-④-5　放射線測定の原理と利用について概説で

きる。

第10回　放射線の生体への影響（1）

（岸本）

D2-(1)-④-1　電離放射線を列挙し、生体への影響を説

明できる。

D2-(1)-④-2　代表的な放射性核種（天然、人工）と生

体との相互作用を説明できる。

第11回　放射線の生体への影響（2）

（岸本）

D2-(1)-④-1　電離放射線を列挙し、生体への影響を説

明できる。

D2-(1)-④-2　代表的な放射性核種（天然、人工）と生

体との相互作用を説明できる。

第12回　放射線の医療への応用と被爆防御

（岸本）

C2-(6)-②-5　代表的な画像診断技術について概説でき

る。

D2-(1)-④-2　代表的な放射性核種（天然、人工）と生

体との相互作用を説明できる。

D2-(1)-④-2　電離放射線を防御する方法について概説

できる。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

調剤学 [19～]

担当者未定（薬）

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1、3、5を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）,https://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html#PHA}

薬剤師の任務の一つである調剤について学びます。

なお、この授業の担当者は薬局での薬剤師経験を5年間

以上経験している実務家教員であり、より実践的な観点

から、調剤業務について、具体的に解説するものとする。

＜到達目標＞

各回を通じて、以下の項目を到達目標とする。

A-(2)-②‐2　薬剤師が遵守すべき倫理規範（薬剤師綱

領、薬剤師倫理規定等）について説明できる。

A-(5)-②-2 薬学が総合科学であることを認識し、薬剤

師の役割と学習内容を関連づける。

A-(5)-③-1 生涯にわたって自ら学習する重要性を認識

し、その意義について説明できる。

B-(2)-①-3 薬剤師の任務や業務に関する薬剤師法の規

定とその意義について説明できる。

B-(2)-②-1 「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び

安全性の確保等に関する法律」の目的及び医薬品等（医

薬品（薬局医薬品、要指導医薬品、一般用医薬品）、医

薬部外品、化粧品、医療機器、再生医療等 製品）の定

義について説明できる。

B-(2)-②-9 生物由来製品の取扱いと血液供給体制に係

る法規範について説明できる。

B-(2)-③-1 麻薬、向精神薬、覚醒剤原料等の取扱いに

係る規定について説明できる。

B-(3)-①-7 調剤報酬、診療報酬及び介護報酬の仕組み

について概説できる。

B-(3)-②-3 後発医薬品とその役割について説明できる。

B-(4)-①-1 地域における薬局の機能と業務について説

明できる。

B-(4)-①-3 かかりつけ薬局・薬剤師による薬学的管理

の意義について説明できる。

E2-(10)-①-1 漢方の特徴について概説できる。

E2-(10)-③-1 漢方薬の副作用と使用上の注意点を例示

して説明できる。

E2-(11)-①-1 代表的な疾患の症例について、患者情報

および医薬品情報などの情報に基づいて薬物治療の最適

化を討議する。

E3-(1)-⑦-2 医薬品情報にもとづいて、代表的な同種同

効薬の有効性や安全性について比較・評価できる。

E3-(1)-⑦-3 医薬品情報にもとづいて、先発医薬品と後

発医薬品の品質、安全性、経済性などについて、比較・

評価できる。

E3-(3)-②-1 低出生体重児、新生児、乳児、幼児、小児
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における薬物動態と、薬物治療で注意すべき点を説明で

きる。

E3-(3)-②-2 高齢者における薬物動態と、薬物治療で注

意すべき点を説明できる。

E3-(3)-③-1 腎疾患・腎機能低下時における薬物動態と、

薬物治療・投与設計において注意すべき点を説明できる。

E3-(3)-④-1 薬物の効果に影響する生理的要因（性差、

閉経、日内変動など）を列挙できる。

E3-(3)-④-2 妊娠・授乳期における薬物動態と、生殖・

妊娠・授乳期の薬物治療で注意すべき点を説明できる。

F-(1)-③-2　病院・薬局で薬剤師が実践する薬学的管理

の重要性について説明できる。

F-(2)-①-1　調剤業務に関わる事項（処方せん、調剤録、

疑義照会等）の意義や取り扱いを法的根拠に基づいて説

明できる。

F-(2)-②-1　代表的な疾患に使用される医薬品について

効能・効果、用法・用量、警告・禁忌、副作用、相互作

用を列挙できる。

F-(2)-②-2　処方オーダリングシステムおよび電子カル

テについて概説できる。

F-(2)-②-3　処方せんの様式と必要記載事項、記載方法

について説明できる。

F-(2)-②-4　処方せんの監査の意義、その必要性と注意

点について説明できる。

F-(2)-②-6　処方せん等に基づき疑義照会ができる。（

技能・態度）

F-(2)-③-1　薬袋、薬札（ラベル）に記載すべき事項を

適切に記入できる。（技能）

F-(2)-③-2　主な医薬品の成分（一般名）、商標名、剤

形、規格等を列挙できる。

F-(2)-③-4　後発医薬品選択の手順を説明できる。

F-(2)-③-5　代表的な注射剤・散剤・水剤等の配合変化

のある組合せとその理由を説明できる。

F-(2)-③-8　処方せんに基づき調剤された薬剤の監査が

できる。（知識・技能）

F-(2)-⑤‐1　医薬品管理の意義と必要性について説明

できる。

F-(2)-⑤‐2　医薬品管理の流れを概説できる。

F-(2)-⑤-3　劇薬、毒薬、麻薬、向精神薬および覚醒剤

原料等の管理と取り扱いについて説明できる。

F-(2)-⑤-4　特定生物由来製品の管理と取り扱いについ

て説明できる。

F-(2)-⑤-6　院内製剤の意義、調製上の手続き、品質管

理などについて説明できる。

F-(2)-⑤-7　薬局製剤・漢方製剤について概説できる。

F-(2)-⑤-8　医薬品の品質に影響を与える因子と保存条

件を説明できる。

F-(2)-⑥-1　処方から服薬（投薬）までの過程で誤りを

生じやすい事例を列挙できる。

F-(2)-⑥-2　特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性

腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）の特徴と

注意点を列挙できる。

＜授業のキーワード＞

処方箋、調剤、疑義照会、処方提案、後発医薬品

＜授業の進め方＞

授業計画に従って行う。

＜履修するにあたって＞

授業計画に従って12回の講義を行う。

オフィスアワーは、随時。質問がある場合は、メールで

いつでも受け付けます。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として、参考書籍や配布資料をよく読み、内容

の理解に努めること（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

授業に関連する課題・レポート・問題演習を随時提示す

る。

＜成績評価方法・基準＞

講義内容に関連して出される課題・レポート・問題演習

および定期試験を100%として評価する。

＜テキスト＞

自作のプリントを事前に配布する。

＜参考図書＞

調剤指針

＜授業計画＞

第1回

　薬剤師の任務

処方せんと調剤の法的根拠を理解し、薬剤師が果たすべ

き役割を自覚する。

A-(2)-②-2

B-(2)-①-3

F-(1)-③-2

F-(2)-①-1

第2回　処方箋と調剤

医薬品の適正使用、ファーマシューティカルケアにつな

げるために、調剤において留意すべき点を理解する。

A-(5)-②-2

F-(2)-②-1

F-(2)-②-2

F-(2)-②-3

第3回　疑義照会と処方提案

処方監査、疑義照会の重要性を理解し、適切な処方を提

案する。

F-(2)-②-2

F-(2)-②-4

F-(2)-②-6

F-(2)-③-5

第4回　調剤の実践

調剤の流れを理解し、シミュレートする。

F-(2)-③-1

F-(2)-③-2
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F-(2)-③-8

第5回　後発医薬品の選定

調剤報酬について学び、薬剤の経済性に目を向け、適切

な後発医薬品の選定方法を理解する。

B-(3)-①-7

B-(3)-②-3

E3-(1)-⑦-2

E3-(1)-⑦-3

F-(2)-③-4

第6回　調剤と院内製剤

調剤方法が生かされた院内製剤について、意義を理解す

る。医薬品の管理について理解する。

B-(2)-②-1

F-(2)-⑤-1

F-(2)-⑤-2

F-(2)-⑤-6

F-(2)-⑤-8

第7回　調剤と薬局製剤

調剤方法が生かされた薬局製剤について、その意義を理

解する。セルフメディケーションとの関わりについて理

解する。

B-(4)-①-1

E2-(10)-①-1

E2-(10)-③-1

E2-(11)-①-1

F-(2)-⑤-7

第8回　調剤過誤の事例

調剤過誤の事例について学ぶ。

A-(5)-③-1

F-(2)-⑥-1

第9回　調剤過誤の防止

調剤過誤の事例について学び，防止策を考える。

F-(2)-③-1

F-(2)-③-2

F-(2)-③-8

F-(2)-⑥-1

第10回　ハイリスク薬の調剤

用法・用量に特に注意すべき医薬品の調剤について学ぶ。

B-(2)-②-9

F-(2)-⑤-3

F-(2)-⑤-4

F-(2)-⑥-2

第11回　患者情報と調剤

調剤の概念には，副作用の防止と有効性の確保が含まれ

ていることを理解し，患者情報の重要性および育薬に果

たす薬剤師の役割を認識する。

E3-(3)-②-1

E3-(3)-②-2

E3-(3)-③-1

E3-(3)-④-1

E3-(3)-④-2

F-(1)-③-2

F-(2)-②-1

第12回　育薬への関わり

調剤の概念には，副作用の防止と有効性の確保が含まれ

ていることを理解し，患者情報の重要性および育薬に果

たす薬剤師の役割を認識する。

E2-(11)-①-1

F-(1)-③-2

F-(2)-②-1

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

テーラーメイド薬物治療 [15～18]

福島　昭二、杉岡　信幸

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり４年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2、3、5を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

テーラーメイド薬物治療とは、個々の患者の状態に応じ、

薬物治療を個別化することである。個々の患者は、遺伝

的・年齢的・生理的に異なっており、これらの違いは薬

物治療効果に大きく影響する。また合併症の有無も治療

立案の個別化では重要な因子であり、さらには薬物血中

濃度に影響する因子を各患者毎に考慮しなければならな

い。このような、個々の患者に応じた投与計画を立案で

きるようになるために、薬物治療の個別化にに関する基

本的知識と技能を習得する。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

E3　薬物治療に役立つ情報

(3)　個別化医療

【①遺伝的素因】

E3-(3)-①-1 薬物の主作用および副作用に影響する代表

的な遺伝的素因について、例を挙げて説明できる。

E3-(3)-①-2 薬物動態に影響する代表的な遺伝的素因（

薬物代謝酵素・トランスポーターの遺伝子変異など）に

ついて、例を挙げて説明できる。

E3-(3)-①-3 遺伝的素因を考慮した薬物治療について、

例を挙げて説明できる。

【②年齢的要因】

E3-(3)-②-1 低出生体重児、新生児、乳児、幼児、小児

における薬物動態と、薬物治療で注意すべき点を説明で
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きる。

E3-(3)-②-2 高齢者における薬物動態と、薬物治療で注

意すべき点を説明できる。

【③臓器機能低下】

E3-(3)-③-1 腎疾患・腎機能低下時における薬物動態と、

薬物治療・投与設計において注意すべき点を説明できる。

E3-(3)-③-2 肝疾患・肝機能低下時における薬物動態と、

薬物治療・投与設計において注意すべき点を説明できる。

E3-(3)-③-3 心臓疾患を伴った患者における薬物動態と、

薬物治療・投与設計において注意すべき点を説明できる。

【④その他の要因】

E3-(3)-④-1 薬物の効果に影響する生理的要因（性差、

閉経、日内変動など）を列挙できる。

E3-(3)-④-2 妊娠・授乳期における薬物動態と、生殖・

妊娠・授乳期の薬物治療で注意すべき点を説明できる。

E3-(3)-④-3 栄養状態の異なる患者（肥満、低アルブミ

ン血症、腹水など）における薬物動態と、薬物治療で注

意すべき点を説明できる。

【⑤個別化医療の計画・立案】

E3-(3)-⑤-1 個別の患者情報（遺伝的素因、年齢的要因、

臓器機能など）と医薬品情報をもとに、薬物治療を計画

・立案できる。（技能）

E3-(3)-⑤-2 コンパニオン診断にもとづく薬物治療につ

いて、例を挙げて説明できる。

＜授業のキーワード＞

個別化医療、テーラーメイド医療、最適化医療

＜授業の進め方＞

授業計画に従っておこなう。

＜履修するにあたって＞

授業計画にしたがって１２回講義を行う。

オフィスアワー：福島（金曜３限）、杉岡（月曜３限）

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、あらかじめ配布する冊子を予習するこ

と（0.5時間）。事後学習として、講義内容および随時

配布する資料・演習問題を復習すること（0.5時間）

＜提出課題など＞

講義の中で指示します。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験を１００％として評価する。

＜テキスト＞

1．福島編プリント、２．臨床薬物動態学 実解　京都廣

川　（杉岡）

＜参考図書＞

講義中に紹介します。

＜授業計画＞

第1回(福島)　SNPと遺伝子多型

テーラーメイド治療について概略を説明でき、今後の薬

物治療への応用展開を説明できる。

E3-(3)-①-1

第2回(福島)　P450の遺伝子多型と血中動態への影響

薬物動態に影響する代表的な遺伝的素因（薬物代謝酵素

・トランスポーターの遺伝子変異など）について、例を

挙げて説明できる。

E3-(3)-①-2

第3回(福島)　トランスポーターの遺伝子多型と血中導

体への影響

薬物動態に影響する代表的な遺伝的素因（薬物代謝酵素

・トランスポーターの遺伝子変異など）について、例を

挙げて説明できる。

E3-(3)-①-2

第4回(福島)　薬物レセプターの遺伝子多型と薬理効果

・副作用への影響

薬物の主作用および副作用に影響する代表的な遺伝的素

因について、例を挙げて説明できる。

E3-(3)-①-2

第5回(福島)　・ファーマコゲジェノミクスを考慮した

癌治療

・コンパニオン診断

・遺伝的素因を考慮した薬物治療について、例を挙げて

説明できる。

・コンパニオン診断にもとづく薬物治療について、例を

挙げて説明できる。

E3-(3)-①-3

E3-(3)-⑤-1

E3-(3)-⑤-2

第6回(福島)　・ポプレーションファーマコキネティク

ス

個別の患者情報（遺伝的素因、年齢的要因、臓器機能な

ど）と医薬品情報をもとに、薬物治療を計画・立案でき

る。（技能）

E3-(3)-⑤-1

第7回(杉岡)　・新生児、乳児、幼児、小児の薬物治療

・高齢者での薬物治療

低出生体重児、新生児、乳児、幼児、小児および高齢者

における薬物動態と、薬物治療で注意すべき点を説明で

きる。

E3-(3)-②-1

E3-(3)-②-2

第8回(杉岡)　薬物の催奇形性と妊婦・授乳婦での薬物

治療

妊娠・授乳期における薬物動態と、生殖・妊娠・授乳期

の薬物治療で注意すべき点を説明できる。

E3-(3)-④-2

第9回(杉岡)　肥満や痩せ、喫煙、サプリメント摂取、

飲酒など、日常生活上で薬物治療に影響を及ぼす因子

栄養状態の異なる患者（肥満、低アルブミン血症、腹水

など）における薬物動態と、薬物治療で注意すべき点を

説明できる。

E3-(3)-④-1
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E3-(3)-④-3

第10回(杉岡)　腎疾患と薬物治療

腎疾患・腎機能低下時における薬物動態と、薬物治療・

投与設計において注意すべき点を説明できる。

E3-(3)-③-1

第11回(杉岡)　肝疾患と薬物治療

肝疾患・肝機能低下時における薬物動態と、薬物治療・

投与設計において注意すべき点を説明できる。

E3-(3)-③-2

第12回(杉岡)　循環器疾患と薬物治療

心臓疾患を伴った患者における薬物動態と、薬物治療・

投与設計において注意すべき点を説明できる。

E3-(3)-③-3

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

日本薬局方Ⅰ [19～]

市川　秀喜、平野　裕之

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

遠隔授業（オンデマンド授業）

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2、3を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

医薬品を安定的に製造供給し、適切に品質管理を行い、

適正使用を確実に実施することは、薬剤師に課せられた

重要な職務である。これらを適切に実践するためには、

当然ながら医薬品の性状や品質にかかる知識の修得と正

確な理解が必須になる。厚生労働大臣が定めた医薬品の

規格基準書である「日本薬局方（日局）」はその最も基

本となるものであり、医薬品の"バイブル"ともいえる公

定書である。日局は、通則、生薬総則、製剤総則、一般

試験法及び医薬品各条から構成され、収載医薬品につい

ては我が国で繁用されている医薬品が中心となっている。

本科目では、「日局にはどのようなことが記載されてい

るのかを知り、これを通じて医薬品製剤の種類や特徴、

医薬品の品質の試験や分析法の基礎知識を身につける」

ことを主題として、とくに、通則、製剤総則ならびに主

な一般試験法に関する概要を学ぶ。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

「分析関連項目」

・C2-(3)-①-1　代表的な無機イオンの定性反応を説明

できる。

・C2-(3)-①-2　日本薬局方収載の代表的な医薬品の確

認試験を列挙し、その内容を説明できる。

・C2-(3)-②-6　日本薬局方収載の代表的な純度試験を

列挙し、その内容を説明できる。

・C2-(3)-②-7  日本薬局方収載の重量分析法の原理お

よび操作法を説明できる。

・C5-(1)-④-2　日本薬局方の生薬総則および生薬試験

法について説明できる。

・E1-(1)-③-1　日本薬局方収載の生物学的定量法の特

徴を説明できる。

「製剤関連項目」

・E5-(2)-①-1　製剤化の概要と意義について説明でき

る。

・E5-(2)-①-2　経口投与する製剤の種類とその特性に

ついて説明できる。

・E5-(2)-①-3　粘膜に適用する製剤（点眼剤、吸入剤

など）の種類とその特性について説明できる。

・E5-(2)-①-4　注射により投与する製剤の種類とその

特性について説明できる。

・E5-(2)-①-5　皮膚に適用する製剤の種類とその特性

について説明できる。

・E5-(2)-①-6　その他の製剤（生薬関連製剤、透析に

用いる製剤など）の種類と特性について説明できる。

・E5-(2)-②-3　汎用される容器、包装の種類や特徴に

ついて説明できる。

・E5-(2)-②-4　製剤に関連する試験法を列挙し、説明

できる。

＜授業のキーワード＞

「分析関連項目」

日本薬局方、通則、一般試験法、医薬品条項、純度試験，

確認試験，定量法，製剤に関する試験法および生物学的

試験法

「製剤関連項目」

製剤総則、製剤通則、製剤包装通則、製剤各条、剤形、

包装容器、製剤試験法

＜授業の進め方＞

授業はオムニバス形式の講義とし、「分析関連項目（第

１～６回）」は平野、「製剤関連項目（第７～１２回）

」は市川が担当する。

＜履修するにあたって＞

「分析関連項目」

条文の規定については必要に応じて覚える必要があるが、

試験法等については原理をしっかりと理解すること。

「製剤関連項目」

本講は、３年次・４年次開講の「製剤学Ⅰ」「製剤学Ⅱ

」「製剤学Ⅲ」の基本となる内容であり、製剤総則や製

剤各条の規定は必ずおさえておくこと。

オフィスアワー
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市川：　随時（不在にすることもあるので，訪問前に電

子メールでアポイントを取ることを勧めます）

平野：　金曜日　15：30-17：00　必ず事前に電子メー

ルでアポイントを取ること

＜授業時間外に必要な学修＞

必ずテキストで予習すること（目安として0.5時間）。

受講後は必ず復習すること（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

授業時に指示する。

＜成績評価方法・基準＞

＜成績評価方法＞

以下の課題の成績を100％として評価する。

＜課題＞

 各授業毎に実施するポストテスト（30％）および全授

業終了後の定期試験（70％）

＜テキスト＞

（平野担当箇所）

１年次で使用した『薬学領域の分析化学』財津潔，鶴田

泰人・編，廣川書店

（市川担当箇所）

主に講義用パワーポイントスライドを使用します．

（市川・平野共通のサブテキスト）

１年次で使用した『HANDY INTELLIGENCE 日本薬局方 17

』平野裕之/市川秀喜・著，京都廣川書店

＜参考図書＞

『第十八改正　日本薬局方解説書』廣川書店

＜授業計画＞

第1回（平野）　? 本薬局? の概略と通則

? 本薬局? の意義と内容を理解する。通則の意義と内容

を理解する。

C2-(3)-①-2

C2-(3)-②-6

第2回（平野）　代表的な物理的試験法（そ

の１）

? 般試験法の物理的試験法について学ぶ。

C2-(3)-①-1

C2-(3)-①-2

C2-(3)-②-7

C2-(3)-②-6

第3回（平野）　代表的な物理的試験法（そ

の２）

? 般試験法の物理的試験法について学ぶ。

C2-(3)-①-1

C2-(3)-①-2

C2-(3)-②-6

第4回（平野）　代表的な化学的試験法（そ

の１）

化学的試験法を学ぶ。

C2-(3)-①-1

C2-(3)-①-2

C2-(3)-②-6

C5-(1)-④-2

第5回（平野）　代表的な化学的試験法（そ

の２）

化学的試験法を学ぶ。

C2-(3)-①-1

C2-(3)-①-2

C2-(3)-②-6

C5-(1)-④-2

第6回（平野）　代表的な? 物学的試験法

? 物学的試験法を学ぶ。

E1-(1)-③-1

第7回（市川）　製剤化の意義と製剤総則

有効成分を製剤化することの意義および? 局の製剤総則

に記載されている基本

的事項の概要を学ぶ。

E5-(2)-①-1

第8回（市川）　製剤通則、製剤包装通則、

代表的な製剤試験法

? 局の製剤通則（製剤全般に共通する事項を記載したも

の）および製剤包装通

則の意義と内容、さらに、? 局の? 般試験法のうち、主

な製剤試験法の概要を

学ぶ。

E5-(2)-②-3

E5-(2)-②-4

第9回（市川）　製剤各条（その１）

製剤各条（剤形の定義、製法、試験法および貯法を? す

もの）に記載の代表的

な製剤の概要を学ぶ。

E5-(2)-①-1

E5-(2)-①-2

E5-(2)-①-3

E5-(2)-①-4

E5-(2)-①-5

E5-(2)-①-6

第10回（市川）　製剤各条（その２）

その１に引き続き、製剤各条に記載の「経? 投与する製

剤」ならびに「粘膜に

適? する製剤」の種類と主な特徴を学ぶ。

E5-(2)-①-2

E5-(2)-①-3

E5-(2)-②-3

E5-(2)-②-4

第11回（市川）　製剤各条（その３）

その２に引き続き、製剤各条に記載の「注射により投与

する製剤」の種類と主

な特徴を学ぶ。

E5-(2)-①-4

E5-(2)-②-3
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E5-(2)-②-4

第12回（市川）　製剤各条（その４）

その３に引き続き、製剤各条に記載の「? 膚に適? する

製剤」ならびに「その

他の製剤（? 薬関連製剤を含む）」の種類と主な特徴を

学ぶ。

E5-(2)-①-5

E5-(2)-①-6

E5-(2)-②-3

E5-(2)-②-4

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

日本薬局方Ⅰ [再]

市川　秀喜、平野　裕之

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

遠隔授業（オンデマンド授業）

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2、3を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

医薬品を安定的に製造供給し、適切に品質管理を行い、

適正使用を確実に実施することは、薬剤師に課せられた

重要な職務である。これらを適切に実践するためには、

当然ながら医薬品の性状や品質にかかる知識の修得と正

確な理解が必須になる。厚生労働大臣が定めた医薬品の

規格基準書である「日本薬局方（日局）」はその最も基

本となるものであり、医薬品の"バイブル"ともいえる公

定書である。日局は、通則、生薬総則、製剤総則、一般

試験法及び医薬品各条から構成され、収載医薬品につい

ては我が国で繁用されている医薬品が中心となっている。

本科目では、「日局にはどのようなことが記載されてい

るのかを知り、これを通じて医薬品製剤の種類や特徴、

医薬品の品質の試験や分析法の基礎知識を身につける」

ことを主題として、とくに、通則、製剤総則ならびに主

な一般試験法に関する概要を学ぶ。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

「分析関連項目」

・C2-(3)-①-1　代表的な無機イオンの定性反応を説明

できる。

・C2-(3)-①-2　日本薬局方収載の代表的な医薬品の確

認試験を列挙し、その内容を説明できる。

・C2-(3)-②-6　日本薬局方収載の代表的な純度試験を

列挙し、その内容を説明できる。

・C2-(3)-②-7  日本薬局方収載の重量分析法の原理お

よび操作法を説明できる。

・C5-(1)-④-2　日本薬局方の生薬総則および生薬試験

法について説明できる。

・E1-(1)-③-1　日本薬局方収載の生物学的定量法の特

徴を説明できる。

「製剤関連項目」

・E5-(2)-①-1　製剤化の概要と意義について説明でき

る。

・E5-(2)-①-2　経口投与する製剤の種類とその特性に

ついて説明できる。

・E5-(2)-①-3　粘膜に適用する製剤（点眼剤、吸入剤

など）の種類とその特性について説明できる。

・E5-(2)-①-4　注射により投与する製剤の種類とその

特性について説明できる。

・E5-(2)-①-5　皮膚に適用する製剤の種類とその特性

について説明できる。

・E5-(2)-①-6　その他の製剤（生薬関連製剤、透析に

用いる製剤など）の種類と特性について説明できる。

・E5-(2)-②-3　汎用される容器、包装の種類や特徴に

ついて説明できる。

・E5-(2)-②-4　製剤に関連する試験法を列挙し、説明

できる。

＜授業のキーワード＞

「分析関連項目」

日本薬局方、通則、一般試験法、医薬品条項、純度試験，

確認試験，定量法，製剤に関する試験法および生物学的

試験法

「製剤関連項目」

製剤総則、製剤通則、製剤包装通則、製剤各条、剤形、

包装容器、製剤試験法

＜授業の進め方＞

授業はオムニバス形式の講義とし、「分析関連項目（第

１～６回）」は平野、「製剤関連項目（第７～１２回）

」は市川が担当する。

＜履修するにあたって＞

「分析関連項目」

条文の規定については必要に応じて覚える必要があるが、

試験法等については原理をしっかりと理解すること。

「製剤関連項目」

本講は、３年次・４年次開講の「製剤学Ⅰ」「製剤学Ⅱ

」「製剤学Ⅲ」の基本となる内容であり、製剤総則や製

剤各条の規定は必ずおさえておくこと。

オフィスアワー

市川：　随時（不在にすることもあるので，訪問前に電

子メールでアポイントを取ることを勧めます）

平野：　金曜日　15：30-17：00　必ず事前に電子メー
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ルでアポイントを取ること

＜授業時間外に必要な学修＞

必ずテキストで予習すること（目安として0.5時間）。

受講後は必ず復習すること（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

授業時に指示する。

＜成績評価方法・基準＞

＜成績評価方法＞

以下の課題の成績を100％として評価する。

＜課題＞

 各授業毎に実施するポストテスト（30％）および全授

業終了後の定期試験（70％）

＜テキスト＞

（平野担当箇所）

１年次で使用した『薬学領域の分析化学』財津潔，鶴田

泰人・編，廣川書店

（市川担当箇所）

主に講義用パワーポイントスライドを使用します．

（市川・平野共通のサブテキスト）

１年次で使用した『HANDY INTELLIGENCE 日本薬局方 17

』平野裕之/市川秀喜・著，京都廣川書店

＜参考図書＞

『第十八改正　日本薬局方解説書』廣川書店

＜授業計画＞

第1回（平野）　? 本薬局? の概略と通則

? 本薬局? の意義と内容を理解する。通則の意義と内容

を理解する。

C2-(3)-①-2

C2-(3)-②-6

第2回（平野）　代表的な物理的試験法（そ

の１）

? 般試験法の物理的試験法について学ぶ。

C2-(3)-①-1

C2-(3)-①-2

C2-(3)-②-7

C2-(3)-②-6

第3回（平野）　代表的な物理的試験法（そ

の２）

? 般試験法の物理的試験法について学ぶ。

C2-(3)-①-1

C2-(3)-①-2

C2-(3)-②-6

第4回（平野）　代表的な化学的試験法（そ

の１）

化学的試験法を学ぶ。

C2-(3)-①-1

C2-(3)-①-2

C2-(3)-②-6

C5-(1)-④-2

第5回（平野）　代表的な化学的試験法（そ

の２）

化学的試験法を学ぶ。

C2-(3)-①-1

C2-(3)-①-2

C2-(3)-②-6

C5-(1)-④-2

第6回（平野）　代表的な? 物学的試験法

? 物学的試験法を学ぶ。

E1-(1)-③-1

第7回（市川）　製剤化の意義と製剤総則

有効成分を製剤化することの意義および? 局の製剤総則

に記載されている基本

的事項の概要を学ぶ。

E5-(2)-①-1

第8回（市川）　製剤通則、製剤包装通則、

代表的な製剤試験法

? 局の製剤通則（製剤全般に共通する事項を記載したも

の）および製剤包装通

則の意義と内容、さらに、? 局の? 般試験法のうち、主

な製剤試験法の概要を

学ぶ。

E5-(2)-②-3

E5-(2)-②-4

第9回（市川）　製剤各条（その１）

製剤各条（剤形の定義、製法、試験法および貯法を? す

もの）に記載の代表的

な製剤の概要を学ぶ。

E5-(2)-①-1

E5-(2)-①-2

E5-(2)-①-3

E5-(2)-①-4

E5-(2)-①-5

E5-(2)-①-6

第10回（市川）　製剤各条（その２）

その１に引き続き、製剤各条に記載の「経? 投与する製

剤」ならびに「粘膜に

適? する製剤」の種類と主な特徴を学ぶ。

E5-(2)-①-2

E5-(2)-①-3

E5-(2)-②-3

E5-(2)-②-4

第11回（市川）　製剤各条（その３）

その２に引き続き、製剤各条に記載の「注射により投与

する製剤」の種類と主

な特徴を学ぶ。

E5-(2)-①-4

E5-(2)-②-3

E5-(2)-②-4

第12回（市川）　製剤各条（その４）

その３に引き続き、製剤各条に記載の「? 膚に適? する
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製剤」ならびに「その

他の製剤（? 薬関連製剤を含む）」の種類と主な特徴を

学ぶ。

E5-(2)-①-5

E5-(2)-①-6

E5-(2)-②-3

E5-(2)-②-4

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

物質の状態Ⅲ（変化と移動） [15～18]

山原　弘

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「講義」、「演習」

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、３を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本科目では，薬学領域における物質の変換過程を理解す

るために必要な反応速度論と物質移動論の基礎を学ぶ．

「反応速度」は，医薬品原料の合成，長期保存による医

薬品の分解，さらには薬物の体内での代謝などに関わる

重要な事象であり，化学反応の制御，医薬品の有効期限

の設定や薬物の投与計画を行うためには，反応速度なら

びに反応速度に影響を与える因子についての理解が不可

欠である．

なお、この科目の担当者は、製薬会社で30年の医薬品開

発経験がある、実務経験のある教員です。時には、実際

の製剤開発での活用についても言及しながら、深い学び

へと繋げていきます。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

「反応速度」

・C1ー(3)ー①ー1　反応次数と速度定数について説明で

きる．

・C1ー(3)ー①ー2　微分型速度式を積分型速度式に変換

できる。（知識・技能）

・C1ー(3)ー①ー3　代表的な反応次数の決定法を列挙し，

説明できる．

・C1ー(3)ー①ー4　代表的な(擬)一次反応の反応速度を

測定し、速度定数を求めることができる。（技能）

・C1ー(3)ー①ー5　代表的な複合反応（可逆反応、平行

反応、連続反応など）の特徴について説明できる。

・C1ー(3)ー①ー6　反応速度と温度との関係を説明でき

る。

・C1ー(3)ー①ー7　代表的な触媒反応（酸・塩基触媒反

応、酵素反応など）について説明できる。

＜授業のキーワード＞

「反応速度」

反応次数，反応定数，Arrhenius式，微分型速度式，積

分型速度式，（疑）一次反応，複合反応，酵素反応，阻

害

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行う．

＜履修するにあたって＞

「反応速度」

本講は，医薬品の品質にとって重要な化学変化を，どの

ような経路でどのような速さで起こるかを反応速度論と

いう概念を通して学ぶ．本講で取り上げる反応速度の代

表的な理論式，特にアレニウス式はしっかりと理解する

こと．

学習支援のため，dot Campusを利用します．質問の受付

・回答，講義内容の補足や資料の配付などは原則として

dot Campus上で行います．質問のための面会が必要でし

たらオフィスアワー（随時）を利用してください．緊急

の用事などで不在にする可能性もありますので，事前に

電子メールで在室確認をされるとよいでしょう．

＜授業時間外に必要な学修＞

いずれも必ずテキストで予習すること（目安として0.5

時間）．受講後は必ず復習すること（目安として1時間

）．

＜提出課題など＞

授業時に指示する．

＜成績評価方法・基準＞

＜定期試験＞

出題範囲：12回の講義で行った内容

出題形式：

①マーク式：用語および事項に関する正誤問題（選択式，

20?30問）

②記述式：計算問題（4 ? 6問）および説明問題（用語・

事項について重要なキーワードを用いて説明，2 ? 3問）

採点基準：

・重要なキーワードを用いて，的確に説明できている（

100％）

・重要なキーワードを記述しているが，説明に誤った記

述や不十分な説明がある（50％）

・的確な説明はされているが，キーワードに漏れや軽微

な誤記・脱字が含まれる（50％）

・キーワードが正しく列挙できていない（0％）

＜テキスト＞

プリントを配布します。

＜参考図書＞

物理系薬学〈1〉物質の物理的性質 (スタンダード薬学
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シリーズ2) 、日本薬学会 (編集)、東京化学同人

物理化学 (ベーシック薬学教科書シリーズ) 、石田 寿

昌 (編集)、化学同人

＜授業計画＞

第1、２回　反応の速さを決めるには

微分型速度式の積分型速度式への変換について学ぶ．

C3ー(3)ー①ー2

第３回　反応速度と反応次数（その１）

反応次数と速度定数の基本的な概念について学ぶ．

さらに，薬物の分解や体内動態との関連性について学ぶ．

※

C3ー(3)ー①ー1

第４，５回　反応速度と反応次数（その２）

代表的な反応次数の決定法を学ぶ．

零次および二次反応について，これらの反応速度式や反

応物および生成物と時間の関係ならびに半減期について

学ぶ．

C3ー(3)ー①ー3

第６回　反応速度と反応次数（その３）

代表的な反応次数の決定法を学ぶ．

一次及び擬零次反応について，これらの反応速度式や反

応物および生成物と時間の関係ならびに半減期について

学ぶ．

C3ー(3)ー①ー3

第7回　反応速度と反応次数（その４）

擬一次反応における反応物および生成物の経時変化とそ

の関係式（反応速度式）ならびに半減期について学ぶ．

半減期，速度定数を用いた計算について学ぶ．

C3ー(3)ー①ー4

第8回　複合反応における反応速度

代表的な複合反応（可逆反応，平行反応，連続反応）を

学ぶ．

C3ー(3)ー①ー5

第9回　反応速度に影響を与える因子（その１）

反応速度と温度との関係（Arrheniusの式）を説明でき

る。

さらに，医薬品の安定性との関係について学ぶ．※

C3ー(3)ー①ー6

第10回　反応速度に影響を与える因子（その２）

衝突理論について概説できる。※

遷移状態理論について概説できる。※

C3ー(3)ー①ー6

第11回　反応速度に影響を与える因子（その３）

酸・塩基触媒反応でのpHの影響，溶媒の誘電率，イオン

強度が反応速度に与える影響について学ぶ．※

C3ー(3)ー①ー7

第12回　反応速度に影響を与える因子（その４）

酵素反応機構および阻害について学ぶ．

さらに，阻害剤と阻害様式の数式的意味を理解する．※

C3ー(3)ー①ー7

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

微生物学 [15～18]

山﨑　伸二

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1と4を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

細菌、ウイルスなどの微生物の基本的な性質を理解し、

主要な各種感染症の特徴を把握する。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C8-(3)-①から⑤微生物の基本　①総論　②細菌　　③

ウイルス　④真菌・原虫・蠕虫　⑤消毒と滅菌　　C8-(

4)-①から②　（４）病原体としての微生物　①感染の

成立と共生　②代表的な病原体などについて講義する。

＜授業のキーワード＞

プリントにして配布

＜授業の進め方＞

講義形式

＜履修するにあたって＞

office hour 水曜日講義の前、後　事前にメールなどで

連絡をいただければ対応します。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、予習しておくこと（目安として0.5時

間）。事後学習として、復習すること（目安として1時

間）。

＜提出課題など＞

各講義終了時に指定し、出席カードで提出

＜成績評価方法・基準＞

定期試験の結果で評価する

＜テキスト＞

シンプル微生物改訂第６版　南江堂

＜参考図書＞

戸田新細菌学（南山堂）第34版、病原微生物学　基礎と

臨床　東京化学同人　第1版

＜授業計画＞

第1回　微生物序論
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微生物の定義、身の回りの微生物、生態系における微生

物の役割、感染症学の歴史、微生物の分類　C8-(3)-①-

1

第2回　細菌とは？

細菌の分類、形態、細胞構造、ゲノム、増殖機構、遺伝

子の変異と水平伝播について講義する　　C8-(3)-②-1、

C8-(3)-②-2、C8-(3)-②-3、C8-(3)-②-4

第3回　感染と発症 　　　細菌各論１

感染と発症について講義する。感染経路、日和見感染、

病原因子、毒素などの特徴を理解する。　スタフィロコ

ッカス科の細菌について理解する。　C8-(4)-①-1、C8-

(4)-①-2、C8-(4)-②-3, C8-(3)-②-6

第4回　細菌各論２

グラム陰性通性嫌気性桿菌、らせん菌群について講義す

る　　C8-(4)-②-4、C8-(4)-②-5, C8-(3)-②-6

第5回　細菌各論3

グラム陰性好気性桿菌及び球菌、グラム陽性好気性、通

性嫌気性桿菌および偏性嫌気性菌について講義する

　　　　　　　　　C8-(4)-②-3、C8-(4)-②-4, C8-(3)

-②-6

第6回　細菌各論4

マイコバクテリウム属、スピロヘータ、マイコプラズマ、

リケッチア、クラミジアについて講義する　　C8-(4)-

②-5、C8-(4)-②-6、C8-(4)-②-7, C8-(3)-②-6

第7回　ウイルスとは　　ウイルス各論1

ウイルスの構造、分類、増殖機構について理解する。DN

Aウイルスについて講義する。　C8-(3)-③-1、C8-(4)-

②-1, AD-C8-③-1

第8回　ウイルス各論2

RNAウイルス（オルソミクソウイルス、パラミクソウイ

ルス、ラブドウイルス、フィロウイルス、ブニヤウイル

ス、アレナウイルス）について講義する。   C8-(4)-②

-2

第9回　ウイルス各論3

RNAウイルス（レオウイルス、ピコルナウイルス、カリ

シウイルス、アストロウイルス、トガウイルス、フラビ

ウイルス、コロナウイルス）について講義する。 C8-(4

)-②-2

第10回　ウイルス各論4　プリオンとは？

レトロウイルス、肝炎ウイルス、遅発性ウイルス感染症

とプリオン病について講義する。C8-(4)-②-2,AD-C8-⑥

-1

第11回　真菌とは？　　　　原虫・寄生虫とは？

真菌の特徴について理解する。真菌感染症について講義

する、原虫・寄生虫について理解する。原虫、寄生虫感

染症について講義する。 C8-(3)-④-1、 C8-(3)-④-2、

 C8-(4)-②-8、 C8-(4)-②-9

第12回　感染症の予防と対策

ワクチン、消毒と滅菌、化学療法について講義する。C8

-(3)-⑤-1、C8-(3)-⑤-2、C8-(3)-②-5

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

微生物学 [19～]

山﨑　伸二

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1と4を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

細菌、ウイルスなどの微生物の基本的な性質を理解し、

主要な各種感染症の特徴を把握する。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C8-(3)-①から⑤微生物の基本　①総論　②細菌　　③

ウイルス　④真菌・原虫・蠕虫　⑤消毒と滅菌　　C8-(

4)-①から②　（４）病原体としての微生物　①感染の

成立と共生　②代表的な病原体などについて講義する。

＜授業のキーワード＞

プリントにして配布

＜授業の進め方＞

講義形式

＜履修するにあたって＞

office hour 水曜日講義の前、後　事前にメールなどで

連絡をいただければ対応します。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、予習しておくこと（目安として0.5時

間）。事後学習として、復習すること（目安として1時

間）。

＜提出課題など＞

各講義終了時に指定し、出席カードで提出

＜成績評価方法・基準＞

定期試験の結果で評価する

＜テキスト＞

シンプル微生物改訂第６版　南江堂

＜参考図書＞

戸田新細菌学（南山堂）第34版、病原微生物学　基礎と

臨床　東京化学同人　第1版

＜授業計画＞

第1回　微生物序論

微生物の定義、身の回りの微生物、生態系における微生

物の役割、感染症学の歴史、微生物の分類　C8-(3)-①-
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1

第2回　細菌とは？

細菌の分類、形態、細胞構造、ゲノム、増殖機構、遺伝

子の変異と水平伝播について講義する　　C8-(3)-②-1、

C8-(3)-②-2、C8-(3)-②-3、C8-(3)-②-4

第3回　感染と発症 　　　細菌各論１

感染と発症について講義する。感染経路、日和見感染、

病原因子、毒素などの特徴を理解する。　スタフィロコ

ッカス科の細菌について理解する。　C8-(4)-①-1、C8-

(4)-①-2、C8-(4)-②-3, C8-(3)-②-6

第4回　細菌各論２

グラム陰性通性嫌気性桿菌、らせん菌群について講義す

る　　C8-(4)-②-4、C8-(4)-②-5, C8-(3)-②-6

第5回　細菌各論3

グラム陰性好気性桿菌及び球菌、グラム陽性好気性、通

性嫌気性桿菌および偏性嫌気性菌について講義する

　　　　　　　　　C8-(4)-②-3、C8-(4)-②-4, C8-(3)

-②-6

第6回　細菌各論4

マイコバクテリウム属、スピロヘータ、マイコプラズマ、

リケッチア、クラミジアについて講義する　　C8-(4)-

②-5、C8-(4)-②-6、C8-(4)-②-7, C8-(3)-②-6

第7回　ウイルスとは　　ウイルス各論1

ウイルスの構造、分類、増殖機構について理解する。DN

Aウイルスについて講義する。　C8-(3)-③-1、C8-(4)-

②-1, AD-C8-③-1

第8回　ウイルス各論2

RNAウイルス（オルソミクソウイルス、パラミクソウイ

ルス、ラブドウイルス、フィロウイルス、ブニヤウイル

ス、アレナウイルス）について講義する。   C8-(4)-②

-2

第9回　ウイルス各論3

RNAウイルス（レオウイルス、ピコルナウイルス、カリ

シウイルス、アストロウイルス、トガウイルス、フラビ

ウイルス、コロナウイルス）について講義する。 C8-(4

)-②-2

第10回　ウイルス各論4　プリオンとは？

レトロウイルス、肝炎ウイルス、遅発性ウイルス感染症

とプリオン病について講義する。C8-(4)-②-2,AD-C8-⑥

-1

第11回　真菌とは？　　　　原虫・寄生虫とは？

真菌の特徴について理解する。真菌感染症について講義

する、原虫・寄生虫について理解する。原虫、寄生虫感

染症について講義する。 C8-(3)-④-1、 C8-(3)-④-2、

 C8-(4)-②-8、 C8-(4)-②-9

第12回　感染症の予防と対策

ワクチン、消毒と滅菌、化学療法について講義する。C8

-(3)-⑤-1、C8-(3)-⑤-2、C8-(3)-②-5

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

6.0単位

病院・薬局に行く前に [15～18]

中川　左理、池村　舞、入江　慶、江原　里佳、笠見

裕美、上町　亜希子、岸本　修一、久米　典昭、清水

るみ子、白川　晶一、杉岡　信幸、武田　真莉子、辰見

　明俊、辻本　貴江、徳山　尚吾、中本　賀寿夫、橋田

　亨、橋本　保彦、平岡　義範、福島　恵造、福島　昭

二

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習・実習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、必

修科目であり４年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1、2、3、4、

5、6、7、8を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, https://w

ww.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dip

loma.html#PHA}

卒業後，医療，健康保険事業に参画できるようになるた

めに，病院実務実習・薬局実務実習に先立って，大学内

で調剤および製剤，服薬指導などの薬剤師職務に必要な

基本的知識，技能，態度を修得する。

なお、この授業の担当者は薬局・病院での薬剤師経験を

5年間以上経験している実務家教員であり、より実践的

な観点から薬物療法を解説するものとする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

A-(1)-①-1　常に患者・生活者の視点に立ち、医療の担

い手としてふさわしい態度で行動する。

A-(1)-①-2　患者・生活者の健康の回復と維持に積極的

に貢献することへの責任感を持つ。

A-(1)-①-3　チーム医療や地域保健・医療・福祉を担う

一員としての責任を自覚し行動する。

A-(1)-①-4　患者・患者家族・生活者が求める医療人に

ついて、自らの考えを述べる。（知識・態度）

A-(3)-①-5　相手の心理状態とその変化に配慮し、対応

する。（態度）

A-(3)-①-9　他者の意見を尊重し、協力してよりよい解

決法を見出すことができる。（知識・技能・態度）

A-(3)-②-2　患者・家族・生活者の心身の状態や多様な

価値観に配慮して行動する。（態度）

A-(4)-5　チームワークと情報共有の重要性を理解し、

チームの一員としての役割を積極的に果たすように努め

る。

A-(5)-②-1　「薬剤師として求められる基本的な資質」
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について、具体例を挙げて説明できる。

B-(2)-②-3　治験の意義と仕組みについて概説できる。

B-(2)-②-10　健康被害救済制度について説明できる。

B-(2)-②-11　レギュラトリーサイエンスの必要性と意

義について説明できる。

B-(4)-①-2　医薬分業の意義と動向を説明できる。

B-(4)-①-3　かかりつけ薬局・薬剤師による薬学的管理

の意義について説明できる。

B-(4)-①-6　医療費の適正化に薬局が果たす役割につい

て説明できる。

B-(4)-②-3　学校薬剤師の役割について説明できる。

E3-(1)-⑤-1　臨床研究における基本的な統計量（平均

値、中央値、標準偏差、標準誤差、信頼区間など）の意

味と違いを説明できる。

E3-(1)-⑤-2　帰無仮説の概念および検定と推定の違い

を説明できる。

E3-(1)-⑤-4　主なパラメトリック検定とノンパラメト

リック検定を列挙し、それらの使い分けを説明できる。

E3-(1)-⑤-5　二群間の差の検定（ｔ検定、χ2検定など

）を実施できる。（技能）

E3-(1)-⑤-6　主な回帰分析（直線回帰、ロジスティッ

ク回帰など）と相関係数の検定について概説できる。

E3-(1)-⑤-7　基本的な生存時間解析法（カプラン・マ

イヤー曲線など）について概説できる。

E-(1)-⑥-1　臨床研究（治験を含む）の代表的な手法（

介入研究、観察研究）を列挙し、それらの特徴を概説で

きる。

F-(1)-②-1　医療の担い手が守るべき倫理規範や法令に

ついて討議する。

F-(1)-②-2　患者・生活者中心の医療の視点から患者・

生活者の個人情報や自己決定権に配慮すべき個々の対応

ができる。（態度）

F-(1)-②-3　患者・生活者の健康の回復と維持、生活の

質の向上に薬剤師が積極的に貢献することの重要性を討

議する。（態度）

F-(1)-②-1　医療の担い手が守るべき倫理規範や法令に

ついて討議する。

F-(1)-②-2　患者・生活者中心の医療の視点から患者・

生活者の個人情報や自己決定権に配慮すべき個々の対応

ができる。（態度）

F-(1)-③-1　病院・薬局における薬剤師業務全体の流れ

を概説できる。

F-(1)-③-2　病院・薬局で薬剤師が実践する薬学的管理

の重要性について説明できる。

F-(1)-③-3　病院薬剤部門を構成する各セクションの業

務を列挙し、その内容と関連を概説できる。

F-(1)-③-4　病院に所属する医療スタッフの職種名を列

挙し、その業務内容を相互に関連づけて説明できる。

F-(1)-③-5　薬剤師の関わる社会保障制度（医療、福祉、

介護）の概略を説明できる。

F-(2)-②-3　処方せんの様式と必要記載事項、記載方法

について説明できる。

F-(2)-②-4　処方せんの監査の意義、その必要性と注意

点について説明できる。

F-(2)-②-5　処方せんを監査し、不適切な処方せんにつ

いて、その理由が説明できる。

F-(2)-②-6　処方せん等に基づき疑義照会ができる。（

技能・態度）

F-(2)-③-1　薬袋、薬札（ラベル）に記載すべき事項を

適切に記入できる。（技能）

F-(2)-③-2　主な医薬品の成分（一般名）、商標名、剤

形、規格等を列挙できる。

F-(2)-③-3　処方せんに従って、計数・計量調剤ができ

る。（技能）

F-(2)-③-4　後発医薬品選択の手順を説明できる。

F-(2)-③-5　代表的な注射剤・散剤・水剤等の配合変化

のある組合せとその理由を説明できる。

F-(2)-③-6　無菌操作の原理を説明し、基本的な無菌操

作を実施できる。（知識・技能）

F-(2)-③-7　抗悪性腫瘍薬などの取扱いにおけるケミカ

ルハザード回避の基本的手技を実施できる。（技能）

F-(2)-③-8　処方せんに基づき調剤された薬剤の監査が

できる。（知識・技能）

F-(2)-④-1　適切な態度で、患者・来局者と応対できる。

（態度）

F-(2)-④-2　妊婦・授乳婦、小児、高齢者などへの応対

や服薬指導において、配慮すべき事項を具体的に列挙で

きる。

F-(2)-④-3　患者・来局者から、必要な情報（症状、心

理状態、既往歴、生活習慣、アレルギー歴、薬歴、副作

用歴等）を適切な手順で聞き取ることができる。（知識

・態度）

F-(2)-④-4　患者・来局者に、主な医薬品の効能・効果、

用法・用量、警告・禁忌、副作用、相互作用、保管方法

等について適切に説明できる。（技能・態度）

F-(2)-④-5　代表的な疾患において注意すべき生活指導

項目を列挙できる。

F-(2)-④-6　患者・来局者に使用上の説明が必要な製剤

（眼軟膏、坐剤、吸入剤、自己注射剤等）の取扱い方法

を説明できる。（技能・態度）

F-(2)-④-7　薬歴・診療録の基本的な記載事項とその意

義・重要性について説明できる。

F-(2)-④-8　代表的な疾患の症例についての患者応対の

内容を適切に記録できる。（技能）

F-(2)-⑤-1　医薬品管理の意義と必要性について説明で

きる。

F-(2)-⑤-2　医薬品管理の流れを概説できる。

F-(2)-⑤-3　劇薬、毒薬、麻薬、向精神薬および覚醒剤

原料等の管理と取り扱いについて説明できる。

F-(2)-⑤-4　特定生物由来製品の管理と取り扱いについ
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て説明できる。

F-(2)-⑤-5　代表的な放射性医薬品の種類と用途、保管

管理方法を説明できる。

F-(2)-⑤-6　院内製剤の意義、調製上の手続き、品質管

理などについて説明できる。

F-(2)-⑤-7　薬局製剤・漢方製剤について概説できる。

F-(2)-⑤-8　医薬品の品質に影響を与える因子と保存条

件を説明できる。

F-(2)-⑥-1　処方から服薬（投薬）までの過程で誤りを

生じやすい事例を列挙できる。

F-(2)-⑥-2　特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性

腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）の特徴と

注意点を列挙できる。

F-(2)-⑥-3　代表的なインシデント（ヒヤリハット）、

アクシデント事例を解析し、その原因、リスクを回避す

るための具体策と発生後の適切な対処法を討議する。（

知識・態度）

F-(2)-⑥-4　感染予防の基本的考え方とその方法が説明

できる。

F-(2)-⑥-5　衛生的な手洗い、スタンダードプリコーシ

ョンを実施できる。（技能）

F-(2)-⑥-6　代表的な消毒薬の用途、使用濃度および調

製時の注意点を説明できる。

F-(2)-⑥-7　医薬品のリスクマネジメントプランを概説

できる。

F-(3)-①-1　基本的な医療用語、略語の意味を説明でき

る。

F-(3)-①-2　患者および種々の情報源（診療録、薬歴・

指導記録、看護記録、お薬手帳、持参薬等）から、薬物

療法に必要な情報を収集できる。（技能・態度）

F-(3)-①-3　身体所見の観察・測定（フィジカルアセス

メント）の目的と得られた所見の薬学的管理への活用に

ついて説明できる。

F-(3)-①-4　基本的な身体所見を観察・測定し、評価で

きる。（知識・技能）

F-(3)-②-1　薬物療法に必要な医薬品情報を収集・整理

・加工できる。（知識・技能）

F-(3)-③-1　代表的な疾患に対して、疾患の重症度等に

応じて科学的根拠に基づいた処方設計ができる。

F-(3)-③-2　病態（肝・腎障害など）や生理的特性（妊

婦・授乳婦、小児、高齢者など）等を考慮し、薬剤の選

択や用法・用量設定を立案できる。

F-(3)-③-3　患者のアドヒアランスの評価方法、アドヒ

アランスが良くない原因とその対処法を説明できる。

F-(3)-③-4　皮下注射、筋肉内注射、静脈内注射・点滴

等の基本的な手技を説明できる。

F-(3)-③-6　患者の栄養状態や体液量、電解質の過不足

などが評価できる。

F-(3)-③-7　代表的な疾患の患者について、診断名、病

態、科学的根拠等から薬物治療方針を確認できる。

F-(3)-③-12　アドヒアランス向上のために、処方変更、

調剤や用法の工夫が提案できる。（知識・態度）

F-(3)-③-13　処方提案に際して、医薬品の経済性等を

考慮して、適切な後発医薬品を選択できる。

F-(3)-④-1　代表的な疾患に用いられる医薬品の効果、

副作用に関してモニタリングすべき症状と検査所見等を

具体的に説明できる。

F-(3)-④-2　代表的な疾患における薬物療法の評価に必

要な患者情報収集ができる。（知識・技能）

F-(3)-④-3　代表的な疾患の症例における薬物治療上の

問題点を列挙し、適切な評価と薬学的管理の立案を行い、

SOAP形式等で記録できる。（知識・技能）

F-(4)-①-1　チーム医療における薬剤師の役割と重要性

について説明できる。

F-(4)-①-2　多様な医療チームの目的と構成、構成員の

役割を説明できる。

F-(4)-①-3　病院と地域の医療連携の意義と具体的な方

法（連携クリニカルパス、退院時共同指導、病院・薬局

連携、関連施設との連携等）を説明できる。

F-(4)-②-1　地域の保健、医療、福祉に関わる職種とそ

の連携体制（地域包括ケア）およびその意義について説

明できる。

F-(4)-②-2　地域における医療機関と薬局薬剤師の連携

の重要性を討議する。（知識・態度）

F-(5)-①-1　在宅医療・介護の目的、仕組み、支援の内

容を具体的に説明できる。

F-(5)-①-2　在宅医療・介護を受ける患者の特色と背景

を説明できる。

F-(5)-①-3　在宅医療・介護に関わる薬剤師の役割とそ

の重要性について説明できる。

F-(5)-②-1　地域保健における薬剤師の役割と代表的な

活動（薬物乱用防止、自殺防止、感染予防、アンチドー

ピング活動等）について説明できる。

F-(5)-②-2　公衆衛生に求められる具体的な感染防止対

策を説明できる。

F-(5)-③-1　現在の医療システムの中でのプライマリケ

ア、セルフメディケーションの重要性を討議する。（態

度）

F-(5)-③-2　代表的な症候（頭痛・腹痛・発熱等）を示

す来局者について、適切な情報収集と疾患の推測、適切

な対応の選択ができる。（知識・態度）

F-(5)-③-3　代表的な症候に対する薬局製剤（漢方製剤

含む）、要指導医薬品・一般用医薬品の適切な取り扱い

と説明ができる。（技能・態度）

F-(5)-③-4　代表的な生活習慣の改善に対するアドバイ

スができる。（知識・態度）

F-(5)-④-1　災害時医療について概説できる。

AD-F-③-1　フィジカルアセスメントを実施し、薬学的

判断に活かすことができる。（技能・態度）

AD-F-④-1　患者の栄養状態や体液量、電解質などの評
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価を基に適切な栄養療法や輸液療法を提案できる。（知

識・態度）

F-※(3)-⑤-1　患者本位のファーマシューティカルケア

の概念にそって問題点を抽出し解決策を討議する。

＜授業のキーワード＞

薬剤師業務、チーム医療、処方箋、用法・用量、効能・

効果、剤形、計数調剤、計量調剤、鑑査、疑義照会、輸

液、患者情報、服薬指導

＜授業の進め方＞

3～10グループに分け，授業計画に従ってローテーショ

ンして行います。

第2-10回、13-29回の中での実習順序はグループにより

異なる。（スケジュール参照）

＜履修するにあたって＞

関連科目は，「信頼関係の構築･調剤の基礎」「医薬品

情報学」「患者情報の収集とコミュニケーション」です。

講義と関連づけて，実習をより深く理解するように学習

しましょう。本科目では授業計画に従って60コマの講義

・演習および72コマの実習を行います。実習終了後に行

われる共用試験（OSCE）への合格は，病院・薬局実務実

習を履修するための必須条件です。

オフィスアワー：随時（不在の場合、電子メール に連

絡すること。）

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、出される課題を実施し、動画教材（ホ

ームページ：神戸学院大学　dotCampus　https://www.k

obegakuin.ac.jp/support/learning　に提示。）を閲覧

しておくこと（目安として1時間）。事後学習として、

レポート作成や復習を行うこと（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

終了後に，レポートを提出する。

＜成績評価方法・基準＞

技能の習得度(40％)，演習実習への取り組み(40％)，注

意事項の遵守(20％)により，総合的に評価する。

ルーブリックにおけるすべての観点での教員並びに自己

評価が１段階以上であることを合格基準とする。

＜テキスト＞

オリジナルテキストを使用する。

今日の治療薬を演習実習にて使用する。

＜授業計画＞

第Ⅰ回

[7コマ]　前期導入講義

1．社会人・医療人として必要なマナーを習得する。

2．実習を行うにあたって、基本となる知識（以下7項目

）を習得する。

①調剤、②コミュニケーション、③注射剤・無菌操作、

④輸液・栄養療法、⑤フィジカルアセスメント、⑥医薬

品情報処理、⑦チーム医療

A-(1)-①-3

A-(1)-①-4

A-(4)-5

A-(5)-②-1

B-(4)-①-2

F-(1)-②-1

F-(1)-②-2

F-(1)-②-3

F-(2)-③-6

F-(2)-④-2

F-(2)-④-3

F-(2)-⑥-4

F-(2)-⑥-5

F-(3)-③-5

F-(3)-③-6

F-(3)-④-1

F-(3)-④-2

F-(4)-①-1

F-(4)-①-2

F-(4)-①-3

F-(5)-③-4

F-※(3)-⑤-1

第2回

[3コマ]　処方せんと調剤

1．処方箋の内容について解析する。

2．代表的な処方せん例にしたがい，処方せん鑑査，散

剤，水剤，軟膏剤の計量調剤，錠剤・カプセル剤等の計

数調剤を実施する。

F-(2)-②-3

F-(2)-②-4

F-(2)-③-1

F-(2)-③-2

F-(2)-③-3

F-(2)-③-4

第3回

[3コマ]　服薬指導と患者情報

1．病院・薬局での症例を想定し，ロールプレイを行う。

2．患者役と薬剤師役を体験し，患者主体のコミュニケ

ーションを展開するためのスキルを学ぶ。

3．一般市民のボランティアで協力して下さる模擬患者

（Simulated Patient；SP＝エスピー）とセッションを

行う。

あらかじめ提示される場面設定に関し予習を必須とする。

A-(3)-①-5

A-(3)-①-9

F-(2)-④-1

F-(2)-④-2

第4回

［3コマ］　無菌調製

1．基本的な手洗いの方法を実践する。
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2．注射剤の無菌調製を実施できる。

F-(2)-③-6

第5回

　［1コマ･2

コマ］　フィジカルアセスメントⅠ

救急

1．心臓死及び脳死の意味を理解する。

2．瞳孔散大に関して，対光反射を2人1組となって体験

する。

3．薬物中毒等における救急医療の一翼をも担うため，B

LS (basic life support)を学ぶ。

F-(3)-①-1

F-(3)-①-3

F-(3)-①-4

AD-F-③-1

第6回

［1コマ･2

コマ］　フィジカルアセスメントⅡ

呼吸器疾患・糖尿病

1．代表的な非侵襲的医療機器の正しい使用法，その検

査値の意味を理解する。

2．呼吸器疾患および糖尿病の病態について学び，吸入

薬，インスリン自己注射などについて，実際の製剤を用

いて学ぶ。（スパイロメーター，パルスオキシメーター，

ピークフローメーター等使用）

F-(2)-④-6

第7回

［1コマ・3コマ］　フィジカルアセスメントⅢ

循環器

1．医療専門用語に慣れるために，病棟の場面を設定し

たロールプレイを行う。

2．バイタルサイン確認のための医療器具の正しい使用

法を理解する。

3．心電図，聴覚・振動覚や腱反射の検査を体験する。

（聴診器，血圧計，心電計，音叉，打腱器等使用）

F-(3)-①-1

F-(3)-①-3

F-(3)-①-4

AD-F-③-1

第8回

［1コマ・1コマ］　栄養アセスメント

病気と栄養は密接に関わっていることから，個々の患者

に応じた適切な栄養補給や栄養剤の選択について学ぶ。

F-(3)-③-1

F-(3)-③-4

F-(3)-③-6

AD-F-④-1

第9回

［3コマ］　医薬品情報処理

医薬品情報を正確に発信をするために，エビデンスをき

ちんと読み取り、理解・解釈するる必要がある。また自

分が研究して得られた結果を正確に発信するために、適

切なデータの扱いが必要となる。本実習ではこれらにつ

いて学ぶ。

F-(3)-②-1

E3-(1)-⑤-1

E3-(1)-⑤-2

E3-(1)-⑤-4

E3-(1)-⑤-5

E3-(1)-⑤-6

E3-(1)-⑤-7

第10回

［3コマ］　チーム医療　/

薬物治療の実践

1．医療チームの構成や各構成員の役割、連携と責任体

制を説明できる。

2．チーム医療における薬剤師の役割を説明できる。

3．自分の能力や責任範囲の限界と他の医療従事者との

連携について討議する。

A-(4)-5

第11回

[4コマ]　後期導入講義

実習を行うにあたって、基本となる知識（以下8項目）

を習得する。

①無菌操作、②コミュニケーション、③調剤、④調剤薬

監査、⑤疑義照会・処方提案、⑥院内製剤、⑦セルフメ

ディケーション･薬局製剤、⑧POS

F-(2)-③-6

F-(2)-④-4

F-(2)-④-5

F-(2)-④-7

F-(2)-④-8

F-(2)-⑥-4

F-(2)-⑥-5

第12回

[10コマ･3.5コマ]　実務講義･特別講義

1．社会人・医療人として必要なマナーを習得する。

2．病院・薬局での実務実習において、必要な知識（以

下10項目）を習得する。

①個人情報の取り扱い、②薬剤師の臨床現場、③薬剤師

としてのスキルアップ、④地域・在宅医療、⑤薬剤師と

しての倫理観（患者の立場から）、⑥地域連携、⑦がん

薬物療法とチーム医療、⑧災害医療、⑨感染症治療、⑩

臨床現場のレギュラトリーサイエンス

A-(1)-①-1

A-(1)-①-2

A-(1)-①-3

A-(1)-①-4

A-(4)-5

A-(5)-②-1



- 404 -

B-(2)-②-3

B-(2)-②-10

B-(2)-②-11

B-(4)-①-2

B-(4)-②-3

E-(1)-⑥-1

F-(1)-②-1

F-(1)-②-2

F-(1)-②-3

F-(1)-③-1

F-(1)-③-2

F-(1)-③-3

F-(1)-③-4

F-(1)-③-5

F-(4)-②-1

F-(2)-④-2

F-(2)-④-3

F-(2)-⑤-1

F-(2)-⑤-2

F-(2)-⑤-8

F-(2)-⑤-3

F-(2)-⑤-4

F-(2)-⑤-5

F-(2)-⑥-1

F-(2)-⑥-2

F-(2)-⑥-3

F-(2)-⑥-4

F-(2)-⑥-6

F-(3)-③-5

F-(3)-③-6

F-(3)-④-1

F-(3)-④-2

F-(4)-①-1

F-(4)-①-2

F-(4)-①-3

F-(4)-②-2

F-(5)-①-1

F-(5)-①-2

F-(5)-①-3

F-(5)-②-1

F-(5)-②-2

F-(5)-③-1

F-(5)-③-2

F-(5)-③-3

F-(5)-③-4

F-(5)-④-1

F-※(3)-⑤-1

第13回

[2コマ]　処方箋と調剤

病態（肝・腎障害など）や生理的特性（小児、高齢者な

ど）等を考慮して用量設定を行い、製剤量へ換算する

F-(2)-③-3

F-(3)-③-2

第14回

[2コマ]　注射剤調製

演習　注射（計算）

患者の体液量、電解質の過不足などが評価できる。

F-(3)-③-6

第15回

[2コマ･1コマ]　薬物療法の実践（感染症）

公衆衛生に求められる具体的な感染防止対策を説明でき

る。

患者および種々の情報源から、代表的な感染症の薬物療

法に必要な情報を収集し、効果や副作用のモニタリング

に利用できる。

F-(2)-⑥-4

F-(3)-①-2

F-(3)-④-1

F-(3)-④-2

F-(5)-②-2

第16回

[2コマ･1コマ]　薬物療法の実践（がん）

1．がんの模擬症例について、疾患の重症度等に応じて、

科学的根拠に基づいた処方設計ができる。

2．抗悪性腫瘍剤の取扱いについて理解する。

3．ケミカルハザード回避の基本的手技を実施できる。

F-(2)-③-6

F-(2)-③-7

F-(2)-⑥-2

F-(3)-③-1

F-(3)-③-7

第17回

[2コマ･1コマ]　薬物療法の実践（精神神経疾患）

代表的な精神神経疾患に対して、疾患の病態、特性、基

本的な薬物治療等を知り、科学的根拠に基づいた処方を

設計する。

F-(3)-③-1

F-(3)-③-3

F-(3)-③-7

F-(3)-③-12

F-(3)-③-13

第18回

[2コマ･1コマ]　処方箋と調剤（処方監査）

処方箋の内容について解析する。

F-(2)-②-4

第19回

[2コマ･1コマ]　医療安全

1．薬剤師業務における事故事例を列挙し原因を説明で

きる。

2．事故が起こった時の対処法について提案する。
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3．リスク回避のための具体策を提案する。

F-(2)-⑥-1

F-(2)-⑥-2

F-(2)-⑥-3

F-(2)-⑥-4

F-(2)-⑥-5

F-(2)-⑥-6

F-(2)-⑥-7

第20回

[0.5コマ･0.5コマ]　薬学的管理の実践･薬剤鑑別

お薬手帳や持参薬から必要な情報を収集し、薬学的管理

に利用する。

B-(4)-①-3

B-(4)-①-6

F-(3)-①-2

第21回

[1コマ]　院内製剤

院内製剤について意義，調製上の手続き，品質管理など

について説明できる。

F-(2)-⑤-6

第22回

[0.5コマ･0.5コマ]　セルフメディケーション･薬局製剤

1．薬局製剤について意義、調製上の手続き、品質管理

などについて説明できる。

2．模擬症例に対して，適切な薬局製剤・一般用医薬品

等を選択し，推奨する。

F-(2)-⑤-7

F-(5)-③-2

F-(5)-③-3

第23回

[7.5コマ]　無菌操作実習

手洗いを正しく行い，注射剤の混合調製を適切に実施す

る。

F-(2)-③-5

F-(2)-③-6

F-(2)-⑥-5

第24回

[11.5コマ]　コミュニケーション実習

初回インタビュー，薬剤交付等の場面設定で，SPとセッ

ションを行い，見学した学生の意見，セッションを持っ

たSPの感想を得て，スキルを高める。

A-(3)-①-5

A-(3)-①-9

A-(3)-②-2

F-(2)-④-1

F-(2)-④-2

F-(2)-④-3

F-(2)-④-4

F-(2)-④-5

F-(2)-④-6

F-(2)-④-7

F-(2)-④-8

第25回

[4.5コマ]　疑義照会･処方提案実習

1．代表的な疑義を含む処方せんについて，疑義照会の

ロールプレイを実施する。

2．処方鑑査の留意点である小児薬用量，配合変化等に

ついて確認する。

3．SGDにより症例検討を行い，模擬的な環境で処方提案

を実施する。

F-(2)-②-4

F-(2)-②-5

F-(2)-②-6

F-(3)-③-2

第26回

[7.5コマ]　調剤監査実習（調剤薬監査･持参薬の確認）

調剤された医薬品（調剤薬・持参薬）の監査を適切に行

う。

F-(2)-③-8

F-(3)-①-2

第27回

[7.5コマ]　調剤実習

計数調剤，散剤，水剤の計量調剤，軟膏剤の計量混合調

剤を確実に実施する。

F-(2)-③-1

F-(2)-③-2

F-(2)-③-3

第28回

[3コマ]　薬剤師の職能　POS

薬剤師が関わる薬物療法について，症例ごとに問題点と

対策についてグループ討論を行う。

F-(2)-④-8

F-(3)-④-3

F-(5)-①-3

第29回

[15コマ]　演習（症例検討･症例解析･フィジカルアセス

メント）

基本８疾患の具体例を用いて、病態、病歴および臨床検

査値の内容から治療薬を選択し、その副作用、併用禁忌、

併用注意例などを考察する。（症例検討）

F-(2)-②-5

F-(3)-①-3

F-(3)-①-4

F-(3)-③-2

F-(3)-④-1

F-(3)-④-2

AD-F-③-1

第30回

[1コマ]　総合学習

実習のまとめ
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F-(2)-③-1

F-(2)-③-3

F-(2)-③-8

F-(2)-②-6

F-(2)-③-6

F-(2)-④-1

F-(2)-④-3

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

10.0単位

病院で学ぶ [13～14]

徳山　尚吾

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2,3,5 を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

到達目標の達成のために、項目ごとに重要事項を整理・

分類し、学生の自習の助けとすることを目的とする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

　病院における長期実務実習で下記の事を修得します。

　　　　　　　　 ①《薬剤師業務に注目する》

D-(1)-①-1 　1．    医療における薬剤師の使命や倫理

などについて概説できる。

D-(1)-①-2 　2．    医療の現状をふまえて、薬剤師の

位置づけと役割、保険調剤について概説できる。

D-(1)-①-3 　3．    薬剤師が行う業務が患者本位のフ

ァーマシューティカルケアの概念にそったものであるこ

とについて討議する。（態度）

 ②《チーム医療に注目する》

D-(1)-②-4 　4．    医療チームの構成や各構成員の役

割、連携と責任体制を説明できる。

D-(1)-②-5 　5．    チーム医療における薬剤師の役割

を説明できる。

D-(1)-②-6 　6．    自分の能力や責任範囲の限界と他

の医療従事者との連携について討議する。（態度）

 ③《医薬分業に注目する》

D-(1)-③-7 　7．    医薬分業の仕組みと意義を概説で

きる。

 （２）処方せんと調剤

 ①《処方せんの基礎》

D-(2)-①-1 　1．    処方せんの法的位置づけと機能に

ついて説明できる。

D-(2)-①-2 　2．    処方オーダリングシステムを概説

できる。

D-(2)-①-3 　3．    処方せんの種類、特徴、必要記載

事項について説明できる。

D-(2)-①-4 　4．    調剤を法的根拠に基づいて説明で

きる。

D-(2)-①-5 　5．    代表的な処方せん例の鑑査におけ

る注意点を説明できる。（知識・技能）

D-(2)-①-6 　6．    不適切な処方せんの処置について

説明できる。

 ②《医薬品の用法・用量》

D-(2)-②-7 　7．    代表的な医薬品の用法・用量およ

び投与計画について説明できる。

D-(2)-②-8 　8．    患者に適した剤形を選択できる。

（知識・技能）

D-(2)-②-9 　9．    患者の特性（新生児、小児、高齢

者、妊婦など）に適した用法・用量について説明できる。

D-(2)-②-10 　10．   患者の特性に適した用量を計算

できる。（技能）

D-(2)-②-11 　11．   病態（腎、肝疾患など）に適し

た用量設定について説明できる。

 ③《服薬指導の基礎》

D-(2)-③-12 　12．   服薬指導の意義を法的、倫理的、

科学的根拠に基づいて説明できる。

 ④《調剤室業務入門》

D-(2)-④-13 　13．   代表的な処方せん例の鑑査をシ

ミュレートできる。（技能）

D-(2)-④-14 　14．   処方せん例に従って、計数調剤

をシミュレートできる。（技能）

D-(2)-④-15 　15．   処方せん例に従って、計量調剤

をシミュレートできる。（技能）

D-(2)-④-16 　16．   調剤された医薬品の鑑査をシミ

ュレートできる。（技能）

D-(2)-④-17 　17．   処方せんの鑑査の意義とその必

要性について討議する。（態度）

 （３）疑義照会

 ①《疑義照会の意義と根拠》

D-(3)-①-1 　1．    疑義照会の意義について、法的根

拠を含めて説明できる。

D-(3)-①-2 　2．    代表的な配合変化の組み合わせと

その理由を説明できる。

D-(3)-①-3 　3．    特定の配合によって生じる医薬品

の性状、外観の変化を観察する。（技能）

D-(3)-①-4 　4．    不適切な処方せん例について、そ

の理由を説明できる。

 ②《疑義照会入門》

D-(3)-②-5 　5．    処方せんの問題点を解決するため

の薬剤師と医師の連携の重要性を討議する。（態度）
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D-(3)-②-6 　6．    代表的な医薬品について効能・効

果、用法・用量を列挙できる。

D-(3)-②-7 　7．    代表的な医薬品について警告、禁

忌、副作用を列挙できる。

D-(3)-②-8 　8．    代表的な医薬品について相互作用

を列挙できる。

D-(3)-②-9 　9．    疑義照会の流れを説明できる。

D-(3)-②-10 　10．   疑義照会をシミュレートする。

（技能・態度）

 （４）医薬品の管理と供給

 ①《医薬品の安定性に注目する》

D-(4)-①-1 　1．    医薬品管理の意義と必要性につい

て説明できる。

D-(4)-①-2 　2．    代表的な剤形の安定性、保存性に

ついて説明できる。

 ②《特別な配慮を要する医薬品》

D-(4)-②-3 　3．    毒薬・劇薬の管理および取扱いに

ついて説明できる。

D-(4)-②-4 　4．    麻薬、向精神薬などの管理と取扱

い（投薬、廃棄など）について説明できる。

D-(4)-②-5 　5．    血漿分画製剤の管理および取扱い

について説明できる。

D-(4)-②-6 　6．    輸血用血液製剤の管理および取扱

いについて説明できる。

D-(4)-②-7 　7．    代表的な生物製剤の種類と適応を

説明できる。

D-(4)-②-8 　8．    生物製剤の管理と取扱い（投薬、

廃棄など）について説明できる。

D-(4)-②-9 　9．    麻薬の取扱いをシミュレートでき

る。（技能）

D-(4)-②-10 　10．   代表的な放射性医薬品の種類と

用途を説明できる。

D-(4)-②-11 　11．   放射性医薬品の管理と取扱い（

投薬、廃棄など）について説明できる。

 ③《製剤化の基礎》

D-(4)-③-12 　12．   院内製剤の意義、調製上の手続

き、品質管理などについて説明できる。

D-(4)-③-13 　13．   薬局製剤の意義、調製上の手続

き、品質管理などについて説明できる。

D-(4)-③-14 　14．   代表的な院内製剤を調製できる。

（技能）

D-(4)-③-15 　15．   無菌操作の原理を説明し、基本

的な無菌操作を実施できる。（知識・技能）

D-(4)-③-16 　16．   抗悪性腫瘍剤などの取扱いにお

けるケミカルハザード回避の基本的手技を実施できる。

（技能）

 ④《注射剤と輸液》

D-(4)-④-17 　17．   注射剤の代表的な配合変化を列

挙し、その原因を説明できる。

D-(4)-④-18 　18．   代表的な配合変化を検出できる。

（技能）

D-(4)-④-19 　19．   代表的な輸液と経管栄養剤の種

類と適応を

＜授業のキーワード＞

病院薬剤師、病院実務実習など

＜授業の進め方＞

薬局・病院の方針に従って、実習を行う。

＜履修するにあたって＞

総合的な理解のためには、全ての実習に積極的に出席す

ることに加え、適宜、該当範囲の予習および復習を行う

ことが望ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞

自主的な予習・復習の励行（目安として1時間）

＜提出課題など＞

実習に行く前には、実習の目的や意義を理解し実習内容

の十分な理解が必要であるので、事前指導の出席及びレ

ポートは不可欠である。また、実習中の日誌や報告書、

自己評価書などの提出が義務付けられる。

＜成績評価方法・基準＞

実習病院の薬剤部長（薬局長）、調剤薬局の指導薬剤師

の実習評価を参考とし、自己評価や事前指導における評

価などを総合して評価を行う。

＜テキスト＞

『薬学生のための病院・薬局実習テキスト』じほう

＜参考図書＞

なし

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

10.0単位

病院で学ぶ [15～18]

徳山　尚吾

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2,3,5 を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

到達目標の達成のために、項目ごとに重要事項を整理・

分類し、学生の自習の助けとすることを目的とする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

　病院における長期実務実習で下記の事を修得します。
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F　薬学臨床

（１）薬学臨床の基礎

【②臨床における心構え】

F-(1)-②-4        ４）医療の担い手が守るべき倫理規

範を遵守し、ふさわしい態度で行動する。（態度）

F-(1)-②-5        ５）患者・生活者の基本的権利、自

己決定権について配慮する。（態度）

F-(1)-②-6        ６）薬学的管理を実施する際に、イ

ンフォームド・コンセントを得ることができる。（態度

）

F-(1)-②-7�　７）職務上知り得た情報について守秘義

務を遵守する。（態度）

【③臨床実習の基礎】

F-(1)-③-6�　６）病院における薬剤部門の位置づけと

業務の流れについて他部門と関連付けて説明できる。

F-(1)-③-7�　７）代表的な疾患の入院治療における適

切な薬学的管理について説明できる。

F-(1)-③-8�　８）入院から退院に至るまで入院患者の

医療に継続して関わることができる。（態度）

F-(1)-③-9�　９）急性期医療（救急医療・集中治療・

外傷治療等）や周術期医療における適切な薬学的管理に

ついて説明できる。

F-(1)-③-10�　10）周産期医療や小児医療における適切

な薬学的管理について説明できる。

F-(1)-③-11�　11）終末期医療や緩和ケアにおける適切

な薬学的管理について説明できる。

F-(1)-③-12�　12）外来化学療法における適切な薬学的

管理について説明できる。

F-(1)-③-13�　13）保険評価要件を薬剤師業務と関連付

けて概説することができる。

（２）処方せんに基づく調剤

【①法令・規則等の理解と遵守】

F-(2)-①-2�　２）調剤業務に関わる法的文書（処方せ

ん、調剤録等）の適切な記載と保存・管理ができる。（

知識・技能）

F-(2)-①-3�　３）法的根拠に基づき、一連の調剤業務

を適正に実施する。（技能・態度）

【②処方せんと疑義照会】

F-(2)-②-1�　１）前）代表的な疾患に使用される医薬

品について効能・効果、用法・用量、警告・禁忌、副作

用、相互作用を列挙できる。

F-(2)-②-2�　２）前）処方オーダリングシステムおよ

び電子カルテについて概説できる。

F-(2)-②-3�　３）前）処方せんの様式と必要記載事項、

記載方法について説明できる。

F-(2)-②-4�　４）前）処方せんの監査の意義、その必

要性と注意点について説明できる。

F-(2)-②-5�　５）前）処方せんを監査し、不適切な処

方せんについて、その理由が説明できる。

F-(2)-②-6�　６）前）処方せん等に基づき疑義照会が

できる。（技能・態度）

F-(2)-②-7�　７）処方せんの記載事項（医薬品名、分

量、用法・用量等）が適切であるか確認できる。（知識

・技能）

F-(2)-②-8�　８）注射薬処方せんの記載事項（医薬品

名、分量、投与速度、投与ルート等）が適切であるか確

認できる。（知識・技能）

F-(2)-②-9�　９）処方せんの正しい記載方法を例示で

きる。（技能）

F-(2)-②-10�　10）薬歴、診療録、患者の状態から処方

が妥当であるか判断できる。（知識・技能）

F-(2)-②-11�　11）薬歴、診療録、患者の状態から判断

して適切に疑義照会ができる。（技能・態度）

【③処方せんに基づく医薬品の調製】

F-(2)-③-9�　９）主な医薬品の一般名・剤形・規格か

ら該当する製品を選択できる。（技能）

F-(2)-③-10�　10）適切な手順で後発医薬品を選択でき

る。（知識・技能）

F-(2)-③-11�　11）処方せんに従って計数・計量調剤が

できる。（技能）

F-(2)-③-12�　12）錠剤の粉砕、およびカプセル剤の開

封の可否を判断し、実施できる。（知識・技能）

F-(2)-③-13�　13）一回量(一包化）調剤の必要性を判

断し、実施できる。（知識・技能）

F-(2)-③-14�　14）注射処方せんに従って注射薬調剤が

できる。（技能）

F-(2)-③-15�　15）注射剤・散剤・水剤等の配合変化に

関して実施されている回避方法を列挙できる。

F-(2)-③-16�　16）注射剤（高カロリー輸液等）の無菌

的混合操作を実施できる。（技能）

F-(2)-③-17�　17）抗悪性腫瘍薬などの取扱いにおける

ケミカルハザード回避の手技を実施できる。（知識・技

能）

F-(2)-③-18�　18）特別な注意を要する医薬品（劇薬・

毒薬・麻薬・向精神薬・抗悪性腫瘍薬等）の調剤と適切

な取扱いができる。（知識・技能）

F-(2)-③-19�　19）調製された薬剤に対して、監査が実

施できる。（知識・技能）

【④患者・来局者応対、服薬指導、患者教育】

F-(2)-④-9�　９）患者・来局者に合わせて適切な応対

ができる。（態度）

F-(2)-④-10�　10）患者・来局者から、必要な情報（症

状、心理状態、既往歴、生活習慣、アレルギー歴、薬歴、

副作用歴等）を適切な手順で聞き取ることができる。（

知識・態度）

F-(2)-④-11�　11）医師の治療方針を理解した上で、患

者への適切な服薬指導を実施する。（知識・態度）

F-(2)-④-12�　12）患者・来局者の病状や背景に配慮し、

医薬品を安全かつ有効に使用するための服薬指導や患者

教育ができる。（知識・態度）
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F-(2)-④-13�　13）妊婦・授乳婦、小児、高齢者等特別

な配慮が必要な患者への服薬指導において、適切な応対

ができる。（知識・態度）

F-(2)-④-14�　14）お薬手帳、健康手帳、患者向け説明

書等を使用した服薬指導ができる。（態度）

F-(2)-④-15�　15）収集した患者情報を薬歴や診療録に

適切に記録することができる。（知識・技能）

【⑤医薬品の供給と管理】

F-(2)-⑤-9�　９）医薬品の供給・保管・廃棄について

適切に実施できる。（知識・技能）

F-(2)-⑤-10�　10）医薬品の適切な在庫管理を実施する。

（知識・技能）

F-(2)-⑤-11�　11）医薬品の適正な採用と採用中止の流

れについて説明できる。

F-(2)-⑤-12�　12）劇薬・毒薬・麻薬・向精神薬および

覚醒剤原料の適切な管理と取り扱いができる。（知識・

技能）

F-(2)-⑤-13�　13）特定生物由来製品の適切な管理と取

り扱いを体験する。（知識・技能）

【⑥安全管理】

F-(2)-⑥-8�　８）特にリスクの高い代表的な医薬品（

抗悪性腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）の

安全管理を体験する。（知識・技能・態度）

F-(2)-⑥-9�　９）調剤ミスを防止するために工夫され

ている事項を具体的に説明できる。

F-(2)-⑥-10�　10）施設内のインシデント（ヒヤリハッ

ト）、アクシデントの事例をもとに、リスクを回避する

ための具体策と発生後の適切な対処法を提案することが

できる。（知識・態度）

F-(2)-⑥-11�　11）施設内の安全管理指針を遵守する。

（態度）

F-(2)-⑥-12�　12）施設内で衛生的な手洗い、スタンダ

ードプリコーションを実施する。（技能）

F-(2)-⑥-13�　13）臨床検体・感染性廃棄物を適切に取

り扱うことができる。（技能・態度）

F-(2)-⑥-14�　14）院内での感染対策（予防、蔓延防止

など）について具体的な提案ができる。（知識・態度）

（３）薬物療法の実践

【①患者情報の把握】

F-(3)-①-5�　５）基本的な医療用語、略語を適切に使

用できる。（知識・態度）

F-(3)-①-6�　６）患者・来局者および種々の情報源（

診療録、薬歴・指導記録、看護記録、お薬手帳、持参薬

等）から、薬物療法に必要な情報を収集できる。（技能

・態度）

F-(3)-①-7�　７）患者の身体所見を薬学的管理に活か

すことができる。（技能・態度）

【②医薬品情報の収集と活用】

F-(3)-②-2�　２）施設内において使用できる医薬品の

情報源を把握し、利用することができる。（知識・技能

）

F-(3)-②-3�　３）薬物療法に対する問い合わせに対し、

根拠に基づいた報告書を作成できる。（知識・技能）

F-(3)-②-4�　４）医療スタッフおよび患者のニーズに

合った医薬品情報提供を体験する。（知識・態度）

F-(3)-②-5�　５）安全で有効な薬物療法に必要な医薬

品情報の評価、加工を体験する。（知識・技能）

F-(3)-②-6�　６）緊急安全性情報、安全性速報、不良

品回収、製造中止などの緊急情報を施設内で適切に取扱

うことができる。（知識・態度）

【③処方設計と薬物療法の実践（処方設計と提案）】

F-(3)-③-7�　７）代表的な疾患の患者について、診断

名、病態、科学的根拠等から薬物治療方針を確認できる。

F-(3)-③-8�　８）治療ガイドライン等を確認し、科学

的根拠に基づいた処方を立案できる。

F-(3)-③-9�　９）患者の状態（疾患、重症度、合併症、

肝・腎機能や全身状態、遺伝子の特性、心理・希望等）

や薬剤の特徴（作用機序や製剤的性質等）に基づき、適

切な処方を提案できる。（知識・態度）

F-(3)-③-10�　10）処方設計の提案に際し、薬物投与プ

ロトコールやクリニカルパスを活用できる。（知識・態

度）

F-(3)-③-11�　11）入院患者の持参薬について、継続・

変更・中止の提案ができる。（知識・態度）

F-(3)-③-12�　12）アドヒアランス向上のために、処方

変更、調剤や用法の工夫が提案できる。（知識・態度）

F-(3)-③-13�　13）処方提案に際して、医薬品の経済性

等を考慮して、適切な後発医薬品を選択できる。

F-(3)-③-14�　14）処方提案に際し、薬剤の選択理由、

投与量、投与方法、投与期間等について、医師や看護師

等に判りやすく説明できる。（知識・態度）

【④処方設計と薬物療法の実践（薬物療法における効果

と副作用の評価）】

F-(3)-④-4�　４）医薬品の効果と副作用をモニタリン

グするための検査項目とその実施を提案できる。（知識

・態度）

F-(3)-④-5�　５）薬物血中濃度モニタリングが必要な

医薬品が処方されている患者について、血中濃度測定の

提案ができる。（知識・態度）

F-(3)-④-6�　６）薬物血中濃度の推移から薬物療法の

効果および副作用について予測できる。（知識・技能）

F-(3)-④-7�　７）臨床検査値の変化と使用医薬品の関

連性を説明できる。

F-(3)-④-8�　８）薬物治療の効果について、患者の症

状や検査所見などから評価できる。

F-(3)-④-9�　９）副作用の発現について、患者の症状

や検査所見などから評価できる。

F-(3)-④-10�　10）薬物治療の効果、副作用の発現、薬

物血中濃度等に基づき、医師に対し、薬剤の種類、投与

量、投与方法、投与期間等の変更を提案できる。（知識
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・態度）

F-(3)-④-11�　11）報告に必要な要素（5W1H）に留意し

て、収集した患者情報を正確に記載できる。（技能）

F-(3)-④-12�　12）患者の薬物治療上の問題点を列挙し、

適切な評価と薬学的管理の立案を行い、SOAP形式等で適

切に記録する。（知識・技能）

F-(3)-④-13�　13）医薬品・医療機器等安全性情報報告

用紙に、必要事項を記載できる。（知識・技能）

（４）チーム医療への参画

【①医療機関におけるチーム医療】

F-(4)-①-4�　４）薬物療法上の問題点を解決するため

に、他の薬剤師および医師・看護師等の医療スタッフと

連携できる。（態度）

F-(4)-①-5�　５）医師・看護師等の他職種と患者の状

態（病状、検査値、アレルギー歴、心理、生活環境等）、

治療 開始後の変化（治療効果、副作用、心理状態、QOL

等）の情報を共有する。（知識・態度）

F-(4)-①-6�　６）医療チームの一員として、医師・看

護師等の医療スタッフと患者の治療目標と治療方針につ

いて討議（カンファレンスや患者回診への参加等）する。

（知識・態度）

F-(4)-①-7�　７）医師・看護師等の医療スタッフと連

携・協力して、患者の最善の治療・ケア提案を体験する。

（知識・態度）

F-(4)-①-8�　８）医師・看護師等の医療スタッフと連

携して退院後の治療・ケアの計画を検討できる。（知識

・態度）

F-(4)-①-9�　９）病院内の多様な医療チーム（ICT、NS

T、緩和ケアチーム、褥瘡チーム等）の活動に薬剤師の

立場で参加できる。（知識・態度）

【②地域におけるチーム医療】

F-(4)-②-3�  ３）地域における医療機関と薬局薬剤師

の連携を体験する。（知識・態度）

F-(4)-②-4�  ４）地域医療を担う職種間で地域住民に

関する情報共有を体験する。（技能・態度）

【④災害時医療と薬剤師】

F-(5)-④-2�　２）災害時における地域の医薬品供給体

制・医療救護体制について説明できる。

F-(5)-④-3�　３）災害時における病院・薬局と薬剤師

の役割について討議する。（態度）

＜授業のキーワード＞

病院薬剤師、病院実務実習など

＜授業の進め方＞

到達目標を達成すべく病院にて実務実習を行う。

＜履修するにあたって＞

総合的な理解のためには、全ての実習に積極的に出席す

ることに加え、適宜、該当範囲の予習および復習を行う

ことが望ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞

自主的な予習・復習の励行（目安として1時間）

＜提出課題など＞

実習に行く前には、実習の目的や意義を理解し実習内容

の十分な理解が必要であるので、事前指導の出席及びレ

ポートは不可欠である。また、実習中の日誌や報告書、

自己評価書などの提出が義務付けられる。

＜成績評価方法・基準＞

実習病院の薬剤部長（薬局長）、調剤薬局の指導薬剤師

の実習評価を参考とし、自己評価や事前指導における評

価などを総合して評価を行う。

＜テキスト＞

『薬学生のための病院・薬局実習テキスト』じほう

＜参考図書＞

なし

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

病態学Ⅰ [19～]

白川　晶一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業は、「講義」形式での対面授業を行います。

万が一、対面授業が実施できない場合は、オンライン授

業（Zoom）を行います。

その場合の、ミーティングIDやパスコードは、オンライ

ン授業が決まり次第、お知らせします。

なお、オンライン授業の場合は、特別警報や暴風警報発

令の場合も授業を実施します。ただし、居住地域に避難

指示や避難勧告が発令されている場合には、ご自身の安

全を最優先にし、自治体の指示に従って下さい

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、４、５を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

患者の訴えや検査値などから、どのような病気を推測す

るのか、わかりやすく解説する。学生はこの授業を受け

ることで、患者の病態を知る糸口をつかみ、その異常を

示す疾患を挙げることができる。なお、この授業の担当

者は、内科医として30年の臨床経験がある医師である。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

E1-(2)-①-１；以下の症候・病態について、生じる原因

とそれらを伴う代表的疾患を挙げ、患者情報をもとに疾

患を推測できる。ショック，高血圧，低血圧，発熱，け
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いれん，意識障害，失神，チアノーゼ，脱水，全身倦怠

感，肥満，やせ，黄疸，発疹，貧血，出血傾向，リンパ

節腫脹，浮腫，心悸亢進・動悸，胸水，胸痛，呼吸困難，

咳・痰，血痰・喀血，めまい，頭痛，運動麻痺・不随意

運動，筋力低下，腹痛，悪心・嘔吐，嚥下困難・障害，

食欲不振，下痢・便秘，吐血・下血，腹部膨満（腹水含

む），タンパク尿，血尿，尿量・排尿の異常，月経異常，

関節痛・関節腫脹，腰背部痛，記憶障害，知覚異常（し

びれを含む）・神経痛，視力障害，聴力障害，E1-(2)-

②-1；尿検査および糞便検査の検査項目を列挙し、目的

と異常所見を説明できる。E1-(2)-②-2；血液検査、血

液凝固機能検査および脳脊髄液検査の検査項目を列挙し、

目的と異常所見を説明できる。E1-(2)-②-3；血液生化

学検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明でき

る。E1-(2)-②-4；免疫学的検査の検査項目を列挙し、

目的と異常所見を説明できる。E1-(2)-②-5；動脈血ガ

ス分析の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明でき

る。E1-(2)-②-6；代表的な生理機能検査（心機能、腎

機能、肝機能、呼吸機能等）、病理組織検査および画像

検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

E1-(2)-②-7；代表的な微生物検査の検査項目を列挙し、

目的と異常所見を説明できる。E1-(2)-②-8；代表的な

フィジカルアセスメントの検査項目を列挙し、目的と異

常所見を説明できる。つまり、学生は、様々な症状や臨

床検査値、さらには理学的な検査の異常から推定される

疾患を挙げ、説明できる。これらに対応する具体例とし

て、第1回目は発熱、関節痛、リンパ節腫脹をきたす疾

患、第2回目は頭痛、意識障害、不随意運動、記憶障害

をきたす疾患，第3回目は胸痛、動悸、呼吸困難、チア

ノーゼをきたす疾患、第4回目は腹痛、下痢、便秘をき

たす疾患、第5回目は腰背部痛、口渇、体重の増加や減

少をきたす疾患、第6回目は黄疸、浮腫、腹部膨満をき

たす疾患、第7回目は貧血、出血傾向、全身倦怠感をき

たす疾患、第8回目は視力障害、聴力障害、めまい、月

経異常をきたす疾患、第9回目は感染症の基本、第10回

目は感染症の応用、第11回目は悪性腫瘍の基本、 第12

回目は悪性腫瘍の応用を学ぶ。

＜授業のキーワード＞

患者の訴え、症候、臨床検査値、病理組織検査、画像診

断、フィジカルアセスメント、治療

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行います。

＜履修するにあたって＞

授業開始時に配布した資料（プリント）とパワーポイン

トを用いて、授業を進めていきます。帰宅後は、その日

に学んだことを復習し、内容を十分理解してください。

授業後に授業内容に関する質問を受け付けます。 オフ

ィスアワー：月・火・木のお昼休みとします。

＜授業時間外に必要な学修＞

講義が終わったらその日のうちに必ず復習を行い、解ら

ないところが無いようにに務めてください（目安として

0.5時間）。また、次の講義の前日に前回習ったところ

を再度チェックするようにしてください。（目安として

0.5時間）

＜提出課題など＞

必要があれば随時指示します。

＜成績評価方法・基準＞

講義での対面授業の場合には、定期試験100％で評価す

る。

対面授業が出来ない場合、オンラインを利用した確認テ

ストを行う。

確認テストの総計60％以上で合格とする。

基準点より下回った場合は不合格（D）とする。

＜テキスト＞

薬剤師・薬学生のためのフィジカルアセスメント（南江

堂；3,200円+税）

薬がみえる* vol.1，２，３（メディックメディア；各4,

000円＋税）＊病態学Ⅱや病態治療学Ⅱでも使用します。

＜授業計画＞

第1回目　症候、病態・臨床検査から学ぶ１

発熱、痛み、関節痛、リンパ節腫脹などの症候について、

生じる原因とそれらを伴う代表的疾患（熱型から考えら

れる疾患，麻疹・風疹，伝染性単核球症，関節リウマチ，

変形性関節症，全身性エリテマトーデス）を学ぶ。E1-(

2)-①-1，E1-(2)-②-2,3,4,6,8 E2-(7)-④-1,6

第2回目　症候、病態・臨床検査から学ぶ２

頭痛、意識障害、悪心・嘔吐、神経痛、運動麻痺・不随

意運動などの症候について、生じる原因とそれらを伴う

代表的疾患（脳血管障害、てんかん、パーキンソン病、

統合失調症、認知症など）を学ぶ。E1-(2)-①-1，E1-(2

)-②-3,6,8　E2-(1)-③-4,5,6,7,8,9,10,11

第3回目　症候、病態・臨床検査から学ぶ３

胸痛、動悸、呼吸困難、チアノーゼなどの症候について、

生じる原因とそれらを伴う代表的疾患(虚血性心疾患、

帯状疱疹、パニック障害、アナフィラキシーショックな

ど）を学ぶ。E1-(2)-①-1，E1-(2)-②-3,5,8  E2-(3)-

①-2,3   E2-(4)-①-1,2

第4回目　症候、病態・臨床検査から学ぶ４

腹痛、下痢・便秘、吐血・下血などの症候について、生

じる原因とそれらを伴う代表的疾患（異食道逆流症，消

化性潰瘍，炎症性腸疾患）を学ぶ。E1-(2)-①-1，E1-(2

)-②-1,3,7　E2-(4)-②-1,2,6,7　E2-(7)-③-2

第5回目　症候、病態・臨床検査から学ぶ５

腰背部痛、骨折、発汗、肥満・やせ、口渇、尿量・排尿

の異常などの症候について、生じる原因とそれらを伴う

代表的疾患（脊柱管狭窄症,尿路結石,糖尿病，Basedow

病,橋本病,尿崩症,クッシング症候群）を学ぶ。E1-(2)-

①-1，E1-(2)-②-3,6,8　 E2-(2)-③-2　E2-(5)-①-1

E2-(5)-②-2,4
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第6回目　症候、病態・臨床検査から学ぶ６

黄疸、浮腫、腹部膨満（腹水を含む）などの症候につい

て、生じる原因とそれらを伴う代表的疾患（急性肝炎，

慢性肝炎、肝硬変、胆道系疾患、膵炎）を学ぶ。E1-(2)

-①-1，E1-(2)-②-１,2,3,8 E2-(3)-②-3, E2-(4)-②-3,

4,5

第7回目　症候、病態・臨床検査から学ぶ７

貧血、出血傾向、全身倦怠感などの症候について、生じ

る原因とそれらを伴う代表的疾患（再生不良性貧血、巨

赤芽球性貧血、鉄欠乏性貧血、溶血性貧血,

出血や凝固の異常、DIC）を学ぶ。E1-(2)-①-1，E1-(2)

-②-1,2,3,8 ， E2-(3)-②-3,4,5

第8回目　症候、病態・臨床検査から学ぶ８

視力障害、聴力障害、めまい、月経異常などの症候につ

いて、生じる原因とそれらを伴う代表的疾患（白内障,

緑内障,メニエル病,子宮筋腫）を学ぶ。E1-(2)-①-1，E

1-(2)-②-2,6,8 E2-(6)-①-1, E2-(6)-②-1, E2-(3)-③

-6

第9回目　感染症の基本

宿主，微生物と、抗菌薬の種類や働きを学ぶ。

E2-(7)-①-1

第10回目　感染症の応用

上気道/下気道感染症・尿路感染症・副鼻腔炎・中耳炎

などの発生機序を学び、症状や検査値から診断過程を説

明できる。E2-(7)-③-1～10

第11回目　悪性腫瘍の基本

がん患者の全身状態やがんの進行度といった基本的な事

柄から、さらには抗がん薬の種類や働きを学ぶ。E2-(7)

-⑧-1

第12回目　悪性腫瘍の応用

乳癌・肺癌・大腸癌・白血病・悪性リンパ腫などの発生

機序を学び、症状や検査値から診断過程や治療に関する

基本知識を説明できる。E2-(7)-⑧-2～13

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

病態学Ⅰ [再]

白川　晶一

--------------------------------------------------

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

病態学Ⅰ（症候と臨床検査値） [15～18]

白川　晶一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業は、「講義」形式での対面授業を行います。

万が一、対面授業が実施できない場合は、オンライン授

業（Zoom）を行います。

その場合の、ミーティングIDやパスコードは、オンライ

ン授業が決まり次第、お知らせします。

なお、オンライン授業の場合は、特別警報や暴風警報発

令の場合も授業を実施します。ただし、居住地域に避難

指示や避難勧告が発令されている場合には、ご自身の安

全を最優先にし、自治体の指示に従って下さい

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、４，５を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

患者の訴えや検査値などから、どのような病気を推測す

るのか、わかりやすく解説する。学生はこの授業を受け

ることで、患者の病態を知る糸口をつかみ、その異常を

示す疾患を挙げることができる。なお、この授業の担当

者は、内科医として30年の臨床経験がある医師である。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

E1-(2)-①-１；以下の症候・病態について、生じる原因

とそれらを伴う代表的疾患を挙げ、患者情報をもとに疾

患を推測できる。ショック，高血圧，低血圧，発熱，け

いれん，意識障害，失神，チアノーゼ，脱水，全身倦怠

感，肥満，やせ，黄疸，発疹，貧血，出血傾向，リンパ

節腫脹，浮腫，心悸亢進・動悸，胸水，胸痛，呼吸困難，

咳・痰，血痰・喀血，めまい，頭痛，運動麻痺・不随意

運動，筋力低下，腹痛，悪心・嘔吐，嚥下困難・障害，

食欲不振，下痢・便秘，吐血・下血，腹部膨満（腹水含

む），タンパク尿，血尿，尿量・排尿の異常，月経異常，

関節痛・関節腫脹，腰背部痛，記憶障害，知覚異常（し

びれを含む）・神経痛，視力障害，聴力障害，E1-(2)-

②-1；尿検査および糞便検査の検査項目を列挙し、目的

と異常所見を説明できる。E1-(2)-②-2；血液検査、血

液凝固機能検査および脳脊髄液検査の検査項目を列挙し、

目的と異常所見を説明できる。E1-(2)-②-3；血液生化

学検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明でき

る。E1-(2)-②-4；免疫学的検査の検査項目を列挙し、

目的と異常所見を説明できる。E1-(2)-②-5；動脈血ガ

ス分析の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明でき

る。E1-(2)-②-6；代表的な生理機能検査（心機能、腎

機能、肝機能、呼吸機能等）、病理組織検査および画像

検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

E1-(2)-②-7；代表的な微生物検査の検査項目を列挙し、

目的と異常所見を説明できる。E1-(2)-②-8；代表的な

フィジカルアセスメントの検査項目を列挙し、目的と異

常所見を説明できる。つまり、学生は、様々な症状や臨

床検査値、さらには理学的な検査の異常から推定される

疾患を挙げ、説明できる。これらに対応する具体例とし
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て、第1回目は発熱、関節痛、リンパ節腫脹をきたす疾

患、第2回目は頭痛、意識障害、不随意運動、記憶障害

をきたす疾患，第3回目は胸痛、動悸、呼吸困難、チア

ノーゼをきたす疾患、第4回目は腹痛、下痢、便秘をき

たす疾患、第5回目は腰背部痛、口渇、体重の増加や減

少をきたす疾患、第6回目は黄疸、浮腫、腹部膨満をき

たす疾患、第7回目は貧血、出血傾向、全身倦怠感をき

たす疾患、第8回目は視力障害、聴力障害、めまい、月

経異常をきたす疾患、第9回目は感染症の基本、第10回

目は感染症の応用、第11回目は悪性腫瘍の基本、 第12

回目は悪性腫瘍の応用を学ぶ。

＜授業のキーワード＞

患者の訴え、症候、臨床検査値、病理組織検査、画像診

断、フィジカルアセスメント、治療

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行います。

＜履修するにあたって＞

授業開始時に配布した資料（プリント）とパワーポイン

トを用いて、授業を進めていきます。帰宅後は、その日

に学んだことを復習し、内容を十分理解してください。

授業後に授業内容に関する質問を受け付けます。 オフ

ィスアワー：月・火・木のお昼休みとします。

＜授業時間外に必要な学修＞

講義が終わったらその日のうちに必ず復習を行い、解ら

ないところが無いようにに務めてください（目安として

0.5時間）。また、次の講義の前日に前回習ったところ

を再度チェックするようにしてください。（目安として

0.5時間）

＜提出課題など＞

必要があれば随時指示します

＜成績評価方法・基準＞

講義での対面授業の場合には、定期試験100%で評価する。

対面授業が出来ない場合、オンラインを利用した確認テ

ストを行う。

確認テストの総計60％以上で合格とする。

基準点より下回った場合は不合格（D）とする。

＜テキスト＞

薬剤師・薬学生のためのフィジカルアセスメント（南江

堂；3,200円+税）

薬がみえる* vol.1，２，３（メディックメディア；各4,

000円＋税）＊病態学Ⅱや病態治療学Ⅱでも使用します。

＜授業計画＞

第１回（白川）　症候、病態・臨床検査から学ぶ１

発熱、痛み、関節痛、リンパ節腫脹などの症候について、

生じる原因とそれらを伴う代表的疾患（熱型から考えら

れる疾患，麻疹・風疹，伝染性単核球症，関節リウマチ，

変形性関節症，全身性エリテマトーデス）を学ぶ。E1-(

2)-①-1，E1-(2)-②-2,3,4,6,8 E2-(7)-④-1,6

第２回（白川）　症候、病態・臨床検査から学ぶ２

頭痛、意識障害、悪心・嘔吐、神経痛、運動麻痺・不随

意運動などの症候について、生じる原因とそれらを伴う

代表的疾患（脳血管障害、てんかん、パーキンソン病、

統合失調症、認知症など）を学ぶ。E1-(2)-①-1，E1-(2

)-②-3,6,8　E2-(1)-③-4,5,6,7,8,9,10,11

第３回（白川）　症候、病態・臨床検査から学ぶ３

胸痛、動悸、呼吸困難、チアノーゼなどの症候について、

生じる原因とそれらを伴う代表的疾患(虚血性心疾患、

帯状疱疹、パニック障害、アナフィラキシーショックな

ど）を学ぶ。E1-(2)-①-1，E1-(2)-②-3,5,8  E2-(3)-

①-2,3   E2-(4)-①-1,2

第４回（白川）　症候、病態・臨床検査から学ぶ４

腹痛、下痢・便秘、吐血・下血などの症候について、生

じる原因とそれらを伴う代表的疾患（異食道逆流症，消

化性潰瘍，炎症性腸疾患）を学ぶ。E1-(2)-①-1，E1-(2

)-②-1,3,7　E2-(4)-②-1,2,6,7　E2-(7)-③-2

第５回（白川）　症候、病態・臨床検査から学ぶ５

腰背部痛、骨折、発汗、肥満・やせ、口渇、尿量・排尿

の異常などの症候について、生じる原因とそれらを伴う

代表的疾患（脊柱管狭窄症,尿路結石,糖尿病，Basedow

病,橋本病,尿崩症,クッシング症候群）を学ぶ。E1-(2)-

①-1，E1-(2)-②-3,6,8　 E2-(2)-③-2　E2-(5)-①-1

E2-(5)-②-2,4

第６回（白川）　症候、病態・臨床検査から学ぶ６

黄疸、浮腫、腹部膨満（腹水を含む）などの症候につい

て、生じる原因とそれらを伴う代表的疾患（急性肝炎，

慢性肝炎、肝硬変、胆道系疾患、膵炎）を学ぶ。E1-(2)

-①-1，E1-(2)-②-１,2,3,8 E2-(3)-②-3, E2-(4)-②-3,

4,5

第７回（白川）　症候、病態・臨床検査から学ぶ７

貧血、出血傾向、全身倦怠感などの症候について、生じ

る原因とそれらを伴う代表的疾患（再生不良性貧血、巨

赤芽球性貧血、鉄欠乏性貧血、溶血性貧血,

出血や凝固の異常、DIC）を学ぶ。E1-(2)-①-1，E1-(2)

-②-1,2,3,8 ， E2-(3)-②-3,4,5

第８回（白川）　症候、病態・臨床検査から学ぶ８

視力障害、聴力障害、めまい、月経異常などの症候につ

いて、生じる原因とそれらを伴う代表的疾患（白内障,

緑内障,メニエル病,子宮筋腫）を学ぶ。E1-(2)-①-1，E

1-(2)-②-2,6,8 E2-(6)-①-1, E2-(6)-②-1, E2-(3)-③

-6

第９回（白川）　感染症の基本

宿主，微生物と、抗菌薬の種類や働きを学ぶ。

E2-(7)-①-1

第１０回（白川）　感染症の応用

上気道/下気道感染症・尿路感染症・副鼻腔炎・中耳炎

などの発生機序を学び、症状や検査値から診断過程を説

明できる。E2-(7)-③-1～10

第１１回（白川）　悪性腫瘍の基本
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がん患者の全身状態やがんの進行度といった基本的な事

柄から、さらには抗がん薬の種類や働きを学ぶ。E2-(7)

-⑧-1

第１２回（白川）　悪性腫瘍の応用

乳癌・肺癌・大腸癌・白血病・悪性リンパ腫などの発生

機序を学び、症状や検査値から診断過程や治療に関する

基本知識を説明できる。E2-(7)-⑧-2～13

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

病態学Ⅱ [15～18]

久米　典昭

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業は、「講義」形式での対面授業を行います。

万が一、対面授業が実施できない場合は、オンライン授

業（Zoom）を行います。

その場合の、ミーティングIDやパスコードは、オンライ

ン授業が決まり次第、お知らせします。

なお、遠隔オンライン授業の場合は、特別警報や暴風警

報発令の場合も授業を実施します。ただし、居住地域に

避難指示や避難勧告が発令されている場合には、ご自身

の安全を最優先にし、自治体の指示に従って下さい。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり３年次に配当しています。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、４，５を目

指します。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

患者の訴えや検査値などから、どのような病気を推測す

るのか、わかりやすく解説します。学生はこの授業を受

けることで、患者の病態を知る糸口をつかみ、その異常

を示す疾患を挙げることができます。なお、この授業の

担当者は、内科医として30年の臨床経験がある医師です。

＜到達目標＞

循環器、呼吸器、代謝、内分泌、腎臓、泌尿器疾患につ

いて、症候から疾患を推定し、鑑別診断するための臨床

検査とその検査結果を習得します。

以下の各SBOsを到達目標とします。

E1-(2)-①-１；以下の症候・病態について、生じる原因

とそれらを伴う代表的疾患を挙げ、患者情報をもとに疾

患を推測できる。ショック，高血圧，低血圧，発熱，け

いれん，意識障害，失神，チアノーゼ，脱水，全身倦怠

感，肥満，やせ，黄疸，発疹，貧血，出血傾向，リンパ

節腫脹，浮腫，心悸亢進・動悸，胸水，胸痛，呼吸困難，

咳・痰，血痰・喀血，めまい，頭痛，運動麻痺・不随意

運動，筋力低下，腹痛，悪心・嘔吐，嚥下困難・障害，

食欲不振，下痢・便秘，吐血・下血，腹部膨満（腹水含

む），タンパク尿，血尿，尿量・排尿の異常，月経異常，

関節痛・関節腫脹，腰背部痛，記憶障害，知覚異常（し

びれを含む）・神経痛，視力障害，聴力障害，E1-(2)-

②-1；尿検査および糞便検査の検査項目を列挙し、目的

と異常所見を説明できる。E1-(2)-②-2；血液検査、血

液凝固機能検査および脳脊髄液検査の検査項目を列挙し、

目的と異常所見を説明できる。E1-(2)-②-3；血液生化

学検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明でき

る。E1-(2)-②-4；免疫学的検査の検査項目を列挙し、

目的と異常所見を説明できる。E1-(2)-②-5；動脈血ガ

ス分析の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明でき

る。E1-(2)-②-6；代表的な生理機能検査（心機能、腎

機能、肝機能、呼吸機能等）、病理組織検査および画像

検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

E1-(2)-②-7；代表的な微生物検査の検査項目を列挙し、

目的と異常所見を説明できる。E1-(2)-②-8；代表的な

フィジカルアセスメントの検査項目を列挙し、目的と異

常所見を説明できる。

＜授業のキーワード＞

症候、臨床検査、病態、診療ガイドライン、処方提案

＜授業の進め方＞

授業プリントを配布して、対面で講義を行います。

遠隔オンライン授業となった場合は、ドットキャンパス

などでお知らせします。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習３０分、復習３時間。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験（対面）１００％で評価します。

もし、遠隔オンライン授業となり、さらに、対面での定

期試験ができなくなった場合は、遠隔オンラインで行う

小テストで評価します。

＜参考図書＞

薬がみえる Vol. 1, Vol. 2, Vol. 3 メディックメディ

ア社

＜授業計画＞

第1回　病気に関する総論・症候から臨床検査を考える

病気の分類を知り、症候から病気を確定診断するための

必要な臨床検査を学びます。

第2回　循環器疾患の病態と診断①

バイタルサイン、高血圧症、心不全、の病態、臨床検査

値と、その適切な薬物治療（処方提案）について学びま

す。

第3回　循環器疾患の病態と診断②

虚血性心疾患、閉塞性動脈硬化症の、病態と診断、およ

び適切な薬物治療（処方提案）について学びます。

第4回　循環器疾患の病態と診断③

不整脈および血栓塞栓症の病態と診断、および最適な薬

物治療（処方提案）について学びます。

第5回　呼吸器疾患の病態と診断①

気管支喘息、閉塞性肺疾患（COPD）の病態と診断、およ

び最適な薬物治療（処方提案）について学びます、
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第6回　呼吸器疾患の病態と診断②

間質性肺炎、肺線維症と、肺感染症の病態と診断、最適

な薬物治療（処方提案）について学びます。

第7回　代謝疾患の病態と診断

糖尿病、脂質異常症、高尿酸血症、骨粗しょう症、など

の代謝疾患の病態と診断、および適切な薬物治療（処方

提案）について学びます。

第8回　内分泌疾患の病態と診断

代表的な内分泌疾患の病態と診断、および最適な薬物治

療（処方提案）について学びます。

第9回　腎・泌尿器・婦人科疾患の病態と診断

代表的な腎・泌尿器・婦人科疾患の病態と診断、および

最適な薬物治療（処方提案）について学びます。

第10回　症例検討と問題演習①

代表的な疾患について、提示された症候、臨床検査値か

ら病気を診断し、適切な治療法を選択するプロセスを学

びます①。

第11回　症例検討と問題演習②

代表的な疾患について、提示された症候、臨床検査値か

ら病気を診断し、適切な治療法を選択するプロセスを学

びます②。

第12回　症例検討と問題演習③

代表的な疾患について、提示された症候、臨床検査値か

ら病気を診断し、適切な治療法を選択するプロセスを学

びます③。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

病態学Ⅱ [19～]

久米　典昭

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業は、「講義」形式での対面授業を行います。

万が一、対面授業が実施できない場合は、オンライン授

業（Zoom）を行います。

その場合の、ミーティングIDやパスコードは、オンライ

ン授業が決まり次第、お知らせします。

なお、遠隔オンライン授業の場合は、特別警報や暴風警

報発令の場合も授業を実施します。ただし、居住地域に

避難指示や避難勧告が発令されている場合には、ご自身

の安全を最優先にし、自治体の指示に従って下さい。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり３年次に配当しています。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、４，５を目

指します。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

患者の訴えや検査値などから、どのような病気を推測す

るのか、わかりやすく解説します。学生はこの授業を受

けることで、患者の病態を知る糸口をつかみ、その異常

を示す疾患を挙げることができます。なお、この授業の

担当者は、内科医として30年の臨床経験がある医師です。

＜到達目標＞

循環器、呼吸器、代謝、内分泌、腎臓、泌尿器疾患につ

いて、症候から疾患を推定し、鑑別診断するための臨床

検査とその検査結果を習得します。

以下の各SBOsを到達目標とします。

E1-(2)-①-１；以下の症候・病態について、生じる原因

とそれらを伴う代表的疾患を挙げ、患者情報をもとに疾

患を推測できる。ショック，高血圧，低血圧，発熱，け

いれん，意識障害，失神，チアノーゼ，脱水，全身倦怠

感，肥満，やせ，黄疸，発疹，貧血，出血傾向，リンパ

節腫脹，浮腫，心悸亢進・動悸，胸水，胸痛，呼吸困難，

咳・痰，血痰・喀血，めまい，頭痛，運動麻痺・不随意

運動，筋力低下，腹痛，悪心・嘔吐，嚥下困難・障害，

食欲不振，下痢・便秘，吐血・下血，腹部膨満（腹水含

む），タンパク尿，血尿，尿量・排尿の異常，月経異常，

関節痛・関節腫脹，腰背部痛，記憶障害，知覚異常（し

びれを含む）・神経痛，視力障害，聴力障害，E1-(2)-

②-1；尿検査および糞便検査の検査項目を列挙し、目的

と異常所見を説明できる。E1-(2)-②-2；血液検査、血

液凝固機能検査および脳脊髄液検査の検査項目を列挙し、

目的と異常所見を説明できる。E1-(2)-②-3；血液生化

学検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明でき

る。E1-(2)-②-4；免疫学的検査の検査項目を列挙し、

目的と異常所見を説明できる。E1-(2)-②-5；動脈血ガ

ス分析の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明でき

る。E1-(2)-②-6；代表的な生理機能検査（心機能、腎

機能、肝機能、呼吸機能等）、病理組織検査および画像

検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

E1-(2)-②-7；代表的な微生物検査の検査項目を列挙し、

目的と異常所見を説明できる。E1-(2)-②-8；代表的な

フィジカルアセスメントの検査項目を列挙し、目的と異

常所見を説明できる。

＜授業のキーワード＞

症候、臨床検査、病態、診療ガイドライン、処方提案

＜授業の進め方＞

授業プリントを配布して、対面で講義を行います。

遠隔オンライン授業となった場合は、ドットキャンパス

などでお知らせします。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習３０分、復習３時間。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験（対面）１００％で評価します。

もし、遠隔オンライン授業となり、さらに、対面での定

期試験ができなくなった場合は、遠隔オンラインで行う

小テストで評価します。

＜参考図書＞

薬がみえる Vol. 1, Vol. 2, Vol. 3 メディックメディ
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ア社

＜授業計画＞

第1回　病気に関する総論・症候から臨床検査を考える

病気の分類を知り、症候から病気を確定診断するための

必要な臨床検査を学びます。

第2回　循環器疾患の病態と診断①

バイタルサイン、高血圧症、心不全、の病態、臨床検査

値と、その適切な薬物治療（処方提案）について学びま

す。

第3回　循環器疾患の病態と診断②

虚血性心疾患、閉塞性動脈硬化症の、病態と診断、およ

び適切な薬物治療（処方提案）について学びます。

第4回　循環器疾患の病態と診断③

不整脈および血栓塞栓症の病態と診断、および最適な薬

物治療（処方提案）について学びます。

第5回　呼吸器疾患の病態と診断①

気管支喘息、閉塞性肺疾患（COPD）の病態と診断、およ

び最適な薬物治療（処方提案）について学びます、

第6回　呼吸器疾患の病態と診断②

間質性肺炎、肺線維症と、肺感染症の病態と診断、最適

な薬物治療（処方提案）について学びます。

第7回　代謝疾患の病態と診断

糖尿病、脂質異常症、高尿酸血症、骨粗しょう症、など

の代謝疾患の病態と診断、および適切な薬物治療（処方

提案）について学びます。

第8回　内分泌疾患の病態と診断

代表的な内分泌疾患の病態と診断、および最適な薬物治

療（処方提案）について学びます。

第9回　腎・泌尿器・婦人科疾患の病態と診断

代表的な腎・泌尿器・婦人科疾患の病態と診断、および

最適な薬物治療（処方提案）について学びます。

第10回　症例検討と問題演習①

代表的な疾患について、提示された症候、臨床検査値か

ら病気を診断し、適切な治療法を選択するプロセスを学

びます①。

第11回　症例検討と問題演習②

代表的な疾患について、提示された症候、臨床検査値か

ら病気を診断し、適切な治療法を選択するプロセスを学

びます②。

第12回　症例検討と問題演習③

代表的な疾患について、提示された症候、臨床検査値か

ら病気を診断し、適切な治療法を選択するプロセスを学

びます③。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

病態治療学Ⅰ [19～]

徳山　尚吾

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

現段階で対面式講義か zoom かは決定しておりません。

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、3 を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） https://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html#PHA

薬の専門家として、医薬品及び薬物治療についての専門

的な知識を有している。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

　　適正な薬物治療に貢献できるようになるために、脳

・中枢神経系、血液および眼に関連する代表的な疾患と

その治療に用いられる代表的な医薬品に関する基本的知

識を習得します。

　【中枢神経系の疾患の薬、病態、治療】

E2-(1)-③-1�  １）全身麻酔薬、催眠薬の薬理（薬理作

用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。

E2-(1)-③-2�  ２）麻薬性鎮痛薬、非麻薬性鎮痛薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用（WH

O三段階除痛ラダーを含む）を説明できる。

E2-(1)-③-3�  ３）中枢興奮薬の薬理（薬理作用、機序、

主な副作用）および臨床適用を説明できる。

E2-(1)-③-4�  ４）統合失調症について、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生

理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。

E2-(1)-③-5�  ５）うつ病、躁うつ病（双極性障害）に

ついて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、

および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の

選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-6�  ６）不安神経症（パニック障害と全般性

不安障害）、心身症、不眠症について、治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-7�  ７）てんかんについて、治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-8�  ８）脳血管疾患（脳内出血、脳梗塞（脳

血栓、脳塞栓、一過性脳虚血）、くも膜下出血）につい

て、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、お

よび病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の

選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-9�  ９）Parkinson（パーキンソン）病につ

いて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、

および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の

選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-10�  10）認知症（Alzheimer（アルツハイマ

ー）型認知症、脳血管性認知症等）について、治療薬の
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薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病

態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明

できる。

E2-(1)-③-11�  11）片頭痛について、治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）について説明で

きる。

E2-(1)-③-12�  12）中枢神経系に作用する薬物の効果

を動物実験で測定できる。（技能）

E2-(1)-③-13�  13）中枢神経系疾患の社会生活への影

響および薬物治療の重要性について討議する。（態度）

E2-(1)-③-14�  14）以下の疾患について説明できる。

脳炎・髄膜炎（重複）、多発性硬化症（重複）、筋萎縮

性側索硬化   症、Narcolepsy（ナルコレプシー）、薬

物依存症、アルコール依存症

                                              【血

液・造血器系疾患の薬、病態、治療】

E2-(3)-②-1�　１）止血薬の薬理（薬理作用、機序、主

な副作用）および臨床適用を説明できる。

E2-(3)-②-2�　２）抗血栓薬、抗凝固薬および血栓溶解

薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適

用を説明できる。

E2-(3)-②-3�　３）以下の貧血について、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生

理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。鉄欠乏性貧血、巨赤芽球性貧血(悪性貧血等）、再

生不良性貧血、自己免疫性溶血性貧血（AIHA）、腎性貧

血、鉄芽球性貧血

E2-(3)-②-4�　４）播種性血管内凝固症候群（DIC）に

ついて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、

および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の

選択等）を説明できる。

E2-(3)-②-5�　５）以下の疾患について治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

 血友病、血栓性血小板減少性紫斑病（TTP）、白血球減

少症、血栓塞栓症、白血病（重複）、悪性リンパ腫（重

複）（E2（7）【⑧悪性腫瘍の薬、病態、治療】参照）

＜授業のキーワード＞

精神・神経疾患、血液疾患、薬物治療など

＜授業の進め方＞

授業計画に従って実施する。

＜履修するにあたって＞

12 回の講義を行う。総合的な理解のためには、全ての

講義に出席することに加え、適宜、該当範囲の予習およ

び復習を行うことが望ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞

自主的な予習・復習の励行（目安として1時間）    オ

フィスアワー  13:00 - 13:30

＜提出課題など＞

必要であれば、講義の際に伝達する。

＜成績評価方法・基準＞

筆記試験の成績を評価する。必要に応じて、小テストや

レポートを参考にする場合もある。

＜テキスト＞

コンパス薬物治療学　（南江堂 ）

テキストを使用しての講義が中心になりますので、絶対

最新版を準備しておいて下さい。

＜参考図書＞

今日の治療薬 （南江堂）

＜授業計画＞

第1回　神経・筋疾患 (1)

神経・筋疾患とは何かについて知るとともに、本領域に

関係する疾患についてその概要を学ぶ。

脳血管障害の発症要因、症状などについて学ぶ。

E2-(1)-③-8

第2回　神経・筋疾患 (2)

てんかん発作の分類、病態生理、適切な治療薬、治療薬

の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などについ

て学ぶ。

E2-(1)-③-7

第3回　神経・筋疾患 (3)

パーキンソン病およびパーキンソン症候群の症候、病態

生理、適切な治療薬、治療薬の薬効薬理、薬物動態およ

び使用上の注意点などについて学ぶ。

　E2-(1)-③-9

第4回　神経・筋疾患 (4)

アルツハイマー病の症候、病態生理、適切な治療薬、治

療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などに

ついて学ぶ。

E2-(1)-③-10

第5回　神経・筋疾患 (5)

重症筋無力症、片頭痛の症状とその治療薬について学ぶ。

E2-(1)-③-11

第6回　精 神 疾 患  (1)

精神疾患とは何かについて知るとともに、本領域に関係

する疾患についてその概要を学ぶ。

統合失調症の発症要因、症状などについて学ぶ。

E2-(1)-③-4

第7回　精 神 疾 患  (2)

うつ病・躁うつ病の症候、病態生理、適切な治療薬、治

療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などに

ついて学ぶ。

E2-(1)-③-5

第8回　精 神 疾 患  (3)

神経症、心身症の症候、病態生理、適切な治療薬、治療

薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などにつ
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いて学ぶ。  薬物依存症、アルコール依存症に関する病

態、薬物治療法について学ぶ。

　E2-(1)-③-6

 E2-(1)-③-14

第9回　血液・造血疾患 (1)

赤血球系の異常に用いられる代表的治療薬の薬理作用、

機序、主な副作用について学ぶ。

鉄欠乏性貧血、巨赤芽球性貧血(悪性貧血等）、再生不

良性貧血の症候、病態生理、適切な治療薬、治療薬の薬

効薬理、薬物動態および使用上の注意点などについて学

ぶ。

E2-(3)-②-3

第10回　血液・造血疾患 (2)

自己免疫性溶血性貧血（AIHA）、腎性貧血、鉄芽球性貧

血の症候、病態生理、適切な治療薬、治療薬の薬効薬理、

薬物動態および使用上の注意点などについて学ぶ。

E2-(3)-②-3

第11回　血液・造血疾患 (3)

播種性血管内皮凝固症候群（DIC）の症候、病態生理、

適切な治療薬、治療薬の薬効薬理、薬物動態および使用

上の注意点などについて学ぶ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E2-(3)-②-

4

第12回　血液・造血疾患 (4)

血友病、血栓性血小板減少性紫斑病（TTP）、白血球減

少症、血栓塞栓症の症候、病態生理、適切な治療薬、治

療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などに

ついて学ぶ。

E2-(3)-②-5

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

病態治療学Ⅱ [19～]

白川　晶一、池村　舞

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり４年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1,2,3を目指

す。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

本講義では、「患者情報に応じた薬の選択、用法・用量

の設定および医薬品情報・安全性や治療ガイドラインを

考慮した適正な薬物治療に参画できるようになるために、

疾病に伴う症状などの患者情報を解析し、最適な治療を

実施するための薬理、病態・薬物治療に関する基本的事

項などを修得する」ことを目的とする。本講義では、免

疫・炎症・アレルギーおよび骨・関節の疾患と、後天性

免疫不全症候群（AIDS）について、その病因・病態と薬

物治療について学ぶ。なお、この授業の担当者は、医師

として30年の臨床経験があり現在も医療現場で働いてい

る内科医と、病院薬剤師として5年以上の経験を持つ薬

剤師の臨床教員2名である。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C13-（3）-⑥-1；代表的な炎症治療薬を挙げ、作用機序

および主な副作用について説明できる。

C13-（3）-⑥-2；慢性関節リウマチの代表的な治療薬を

挙げ、作用機序および主な副作用について説明できる。

C13-（3）-⑥-3；アレルギーの代表的な治療薬を挙げ、

作用機序、臨床応用および主な副作用について説明でき

る。

C14-（4）-③-2；アトピー性皮膚炎の病態生理、適切な

治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-（4）-③-4；以下の疾患を概説できる。蕁麻疹、薬

疹、水疱症、乾癬、接触性皮膚炎、光線過敏症

C14-（4）-⑤-1；骨、関節に関する代表的な疾患を挙げ

ることができる。

C14-（4）-⑤-2；骨粗鬆症の病態生理、適切な治療薬、

およびその使用上の注意について説明できる。

C14-（4）-⑤-3；慢性関節リウマチの病態生理、適切な

治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-（4）-⑤-4；以下の疾患（変形性関節症、骨軟化症

）を概説できる。

C14-（4）-⑥-1；代表的なアレルギー・免疫に関する疾

患を挙げることができる。

C14-（4）-⑥-2；アナフィラキシーショックの病態生理、

適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明で

きる。

C14-（4）-⑥-3；自己免疫疾患（全身性エリテマトーデ

スなど）の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上

の注意について説明できる。

C14-（4）-⑥-4；後天性免疫不全症の病態生理、適切な

治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-（4）-⑦-1；移植に関連した病態生理、適切な治療

薬、およびその使用上の注意について説明できる。

患者情報に応じた薬の選択、用法・用量の設定および医

薬品情報・安全性や治療ガイドラインを考慮した適正な

薬物治療に参画できるようになるために、疾病に伴う症

状などの患者情報を解析し、最適な治療を実施するため

の薬理、病態・薬物治療に関する基本的事項度を修得す

る。

＜授業のキーワード＞
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免疫応答、アレルギー、自己免疫疾患、炎症反応、移植

医療、骨粗鬆症、後天性免疫不全症候群

＜授業の進め方＞

授業計画に沿って12回の講義を行います。授業の最後に

小テストを行います。

＜履修するにあたって＞

授業開始時に配布した資料（プリント）とパワーポイン

トを用いて、授業を進めていきます。授業後は、その日

に学んだことを復習し、内容を十分理解してください。

授業後に授業内容に関する質問を受け付けます。

オフィスアワー：月・火・木のお昼休み（白川）、月曜

12:30-13:30（池村）

＜授業時間外に必要な学修＞

講義が終わったらその日のうちに必ず復習を行い、解ら

ないところが無いようにに務めてください（目安として

0.5時間）。また、次の講義の前日に前回習ったところ

を再度チェックするようにしてください。（目安として

0.5時間）

＜提出課題など＞

必要があれば随時指示します。

＜成績評価方法・基準＞

免疫に関する臨床的な内容が理解されているかどうか、

マーク問題と記述問題を合わせて１００％として評価し

ます。

＜テキスト＞

薬がみえるvol．2（Medic Media）

＜参考図書＞

薬がみえるvol．3（Medic Media）

＜授業計画＞

第1回

（白川）　総論

免疫・炎症・アレルギーおよび骨・関節に関する疾患と

薬物治療の概略並びにそ創傷治癒の過程について説明で

きる。

C13-（3）-⑥-1-3

C14-（4）-⑤-1-4

C14-（4）-⑥-1-4

C14-（4）-⑦-1

第2回

（白川）　SLE,APS,SSc,PM/DM,シェーグレン症候群

全身性エリテマトーデス、抗リン脂質抗体症候群、強皮

症、多発性筋炎、皮膚筋炎、シェーグレン症候群、ベー

チェット病、変形性関節炎の病態と薬物治療について説

明できる。C14-（4）-⑤-4、C14-（4）-⑥-3

第3回

（白川）　後天性免疫不全症候群

後天性免疫不全症候群の病態と薬物治療について説明で

きる。　C14-（4）-⑥-4

第4回

（白川）　臓器移植と免疫

移植に関連した病態生理、適切な治療薬、およびその使

用上の注意について説明できる。　　　C14-（4）-⑦-1

第5回

（白川）　全身性自己免疫疾患と臓器特異性免疫疾患

全身性自己免疫疾患と臓器特異性免疫疾患について説明

できる。　C14-（4）-⑥-3

第6回

（白川）　がんと免疫療法

がんに対する非特異的免疫療法と特異的免疫療法につい

て説明できる。C14-（4）-⑥-1

第7回

（池村）　炎症

炎症の病態と薬物治療（ステロイド性および非ステロイ

ド性抗炎症薬）について説明できる。

C13-(3)-⑥-1

第8回

（池村）　アナフィラキシーショック、アレルギー性薬

疹

アナフィラキシーショック、食物アレルギー、アレルギ

ー性薬疹の病態と薬物治療について説明できる。

C14-(4)-③-4

C14-(4)-⑥-1

C14-(4)-⑥-2

第9回

（池村）　鼻、眼、呼吸器の免疫・アレルギー疾患

アレルギー性鼻炎、アレルギー性結膜炎、気管支喘息の

病態と薬物治療について説明できる。

C13-(3)-⑥-3

C14-(4)-⑥-1

第10回

（池村）　皮膚のアレルギー疾患

アトピー性皮膚炎、蕁麻疹、接触皮膚炎、尋常性乾癬、

水疱症の病態と薬物治療について説明できる。

C14-(4)-③-2

C14-(4)-③-4

C14-(4)-⑥-1

第11回

（池村）　骨・関節の免疫・アレルギー疾患

関節リウマチの病態と薬物治療について説明できる。

C13-（3）-⑥-1,2,3

C14-（4）-⑤-1,2,3

第12回

（池村）　血液・内分泌の免疫・アレルギー疾患

悪性貧血、自己免疫性溶血性貧血、特発性血小板減少症、

バセドウ病、橋本病、Ⅰ型糖尿病の病態と薬物治療につ

いて説明できる。

C14-(4)-⑥-3
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

病態治療学Ⅱ [19～]

白川　晶一、池村　舞

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり４年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1,2,3を目指

す。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

本講義では、「患者情報に応じた薬の選択、用法・用量

の設定および医薬品情報・安全性や治療ガイドラインを

考慮した適正な薬物治療に参画できるようになるために、

疾病に伴う症状などの患者情報を解析し、最適な治療を

実施するための薬理、病態・薬物治療に関する基本的事

項などを修得する」ことを目的とする。本講義では、免

疫・炎症・アレルギーおよび骨・関節の疾患と、後天性

免疫不全症候群（AIDS）について、その病因・病態と薬

物治療について学ぶ。なお、この授業の担当者は、医師

として30年の臨床経験があり現在も医療現場で働いてい

る内科医と、病院薬剤師として5年以上の経験を持つ薬

剤師の臨床教員2名である。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C13-（3）-⑥-1；代表的な炎症治療薬を挙げ、作用機序

および主な副作用について説明できる。

C13-（3）-⑥-2；慢性関節リウマチの代表的な治療薬を

挙げ、作用機序および主な副作用について説明できる。

C13-（3）-⑥-3；アレルギーの代表的な治療薬を挙げ、

作用機序、臨床応用および主な副作用について説明でき

る。

C14-（4）-③-2；アトピー性皮膚炎の病態生理、適切な

治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-（4）-③-4；以下の疾患を概説できる。蕁麻疹、薬

疹、水疱症、乾癬、接触性皮膚炎、光線過敏症

C14-（4）-⑤-1；骨、関節に関する代表的な疾患を挙げ

ることができる。

C14-（4）-⑤-2；骨粗鬆症の病態生理、適切な治療薬、

およびその使用上の注意について説明できる。

C14-（4）-⑤-3；慢性関節リウマチの病態生理、適切な

治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-（4）-⑤-4；以下の疾患（変形性関節症、骨軟化症

）を概説できる。

C14-（4）-⑥-1；代表的なアレルギー・免疫に関する疾

患を挙げることができる。

C14-（4）-⑥-2；アナフィラキシーショックの病態生理、

適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明で

きる。

C14-（4）-⑥-3；自己免疫疾患（全身性エリテマトーデ

スなど）の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上

の注意について説明できる。

C14-（4）-⑥-4；後天性免疫不全症の病態生理、適切な

治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-（4）-⑦-1；移植に関連した病態生理、適切な治療

薬、およびその使用上の注意について説明できる。

患者情報に応じた薬の選択、用法・用量の設定および医

薬品情報・安全性や治療ガイドラインを考慮した適正な

薬物治療に参画できるようになるために、疾病に伴う症

状などの患者情報を解析し、最適な治療を実施するため

の薬理、病態・薬物治療に関する基本的事項度を修得す

る。

＜授業のキーワード＞

免疫応答、アレルギー、自己免疫疾患、炎症反応、移植

医療、骨粗鬆症、後天性免疫不全症候群

＜授業の進め方＞

授業計画に沿って12回の講義を行います。授業の最後に

小テストを行います。

＜履修するにあたって＞

授業開始時に配布した資料（プリント）とパワーポイン

トを用いて、授業を進めていきます。授業後は、その日

に学んだことを復習し、内容を十分理解してください。

授業後に授業内容に関する質問を受け付けます。

オフィスアワー：月・火・木のお昼休み（白川）、月曜

12:30-13:30（池村）

＜授業時間外に必要な学修＞

講義が終わったらその日のうちに必ず復習を行い、解ら

ないところが無いようにに務めてください（目安として

0.5時間）。また、次の講義の前日に前回習ったところ

を再度チェックするようにしてください。（目安として

0.5時間）

＜提出課題など＞

必要があれば随時指示します。

＜成績評価方法・基準＞

免疫に関する臨床的な内容が理解されているかどうか、

マーク問題と記述問題を合わせて１００％として評価し

ます。

＜テキスト＞

薬がみえるvol．2（Medic Media）

＜参考図書＞

薬がみえるvol．3（Medic Media）

＜授業計画＞

第1回

（白川）　総論

免疫・炎症・アレルギーおよび骨・関節に関する疾患と

薬物治療の概略並びにそ創傷治癒の過程について説明で
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きる。

C13-（3）-⑥-1-3

C14-（4）-⑤-1-4

C14-（4）-⑥-1-4

C14-（4）-⑦-1

第2回

（白川）　SLE,APS,SSc,PM/DM,シェーグレン症候群

全身性エリテマトーデス、抗リン脂質抗体症候群、強皮

症、多発性筋炎、皮膚筋炎、シェーグレン症候群、ベー

チェット病、変形性関節炎の病態と薬物治療について説

明できる。C14-（4）-⑤-4、C14-（4）-⑥-3

第3回

（白川）　後天性免疫不全症候群

後天性免疫不全症候群の病態と薬物治療について説明で

きる。　C14-（4）-⑥-4

第4回

（白川）　臓器移植と免疫

移植に関連した病態生理、適切な治療薬、およびその使

用上の注意について説明できる。　　　C14-（4）-⑦-1

第5回

（白川）　全身性自己免疫疾患と臓器特異性免疫疾患

全身性自己免疫疾患と臓器特異性免疫疾患について説明

できる。　C14-（4）-⑥-3

第6回

（白川）　がんと免疫療法

がんに対する非特異的免疫療法と特異的免疫療法につい

て説明できる。C14-（4）-⑥-1

第7回

（池村）　炎症

炎症の病態と薬物治療（ステロイド性および非ステロイ

ド性抗炎症薬）について説明できる。

C13-(3)-⑥-1

第8回

（池村）　アナフィラキシーショック、アレルギー性薬

疹

アナフィラキシーショック、食物アレルギー、アレルギ

ー性薬疹の病態と薬物治療について説明できる。

C14-(4)-③-4

C14-(4)-⑥-1

C14-(4)-⑥-2

第9回

（池村）　鼻、眼、呼吸器の免疫・アレルギー疾患

アレルギー性鼻炎、アレルギー性結膜炎、気管支喘息の

病態と薬物治療について説明できる。

C13-(3)-⑥-3

C14-(4)-⑥-1

第10回

（池村）　皮膚のアレルギー疾患

アトピー性皮膚炎、蕁麻疹、接触皮膚炎、尋常性乾癬、

水疱症の病態と薬物治療について説明できる。

C14-(4)-③-2

C14-(4)-③-4

C14-(4)-⑥-1

第11回

（池村）　骨・関節の免疫・アレルギー疾患

関節リウマチの病態と薬物治療について説明できる。

C13-（3）-⑥-1,2,3

C14-（4）-⑤-1,2,3

第12回

（池村）　血液・内分泌の免疫・アレルギー疾患

悪性貧血、自己免疫性溶血性貧血、特発性血小板減少症、

バセドウ病、橋本病、Ⅰ型糖尿病の病態と薬物治療につ

いて説明できる。

C14-(4)-⑥-3

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

病態治療学Ⅴ [19～]

杉岡　信幸

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義（対面）

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり４年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1,3を目指す。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

感染症・感覚器・皮膚疾患の病態、症状および薬物治療

に関する基本的知識を修得する。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

感染症および感覚器・皮膚疾患の病態とそれぞれの薬物

療法を分類し説明できる

・E2ー(7)ー③ー1　呼吸器感染症について、病態（病態

生理、症状等）、感染経路と予防方法および薬物治療（

医薬品の選択等）を説明できる。

・E2ー(7)ー③ー2　消化器感染症について、病態（病態

生理、症状等）および薬物治療（医薬品の選択等）を説

明できる。

・E2ー(7)ー③ー3　感覚器感染症について、病態（病態

生理、症状等）および薬物治療（医薬品の選択等）を説

明できる。

・E2ー(7)ー③ー4　尿路感染症について、病態（病態生

理、症状等）および薬物治療（医薬品の選択等）を説明

できる。

・E2ー(7)ー③ー5　性感染症について、病態（病態生理、

症状等）、予防方法および薬物治療（医薬品の選択等）

を説明できる。

・E2ー(7)ー③ー6　脳炎、髄膜炎について、病態（病態
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生理、症状等）および薬物治療（医薬品の選択等）を説

明できる。

・E2ー(7)ー③ー7　皮膚細菌感染症について、病態（病

態生理、症状等）および薬物治療（医薬品の選択等）を

説明できる。

・E2ー(7)ー③ー8　感染性心内膜炎、胸膜炎について、

病態（病態生理、症状等）および薬物治療（医薬品の選

択等） を説明できる。

・E2ー(7)ー③ー9　薬剤耐性菌による院内感染について、

感染経路と予防方法、病態（病態生理、症状等）および

薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

・E2ー(7)ー③ー10　全身性細菌感染症について、病態

（病態生理、症状等）、感染経路と予防方法および薬物

治療（医薬品の選択等）を説明できる。

・E2ー(7)ー④ー1　ヘルペスウイルス感染症（単純ヘル

ペス、水痘・帯状疱疹）について、治療薬の薬理（薬理

作用、機序、主な副作用）、予防方法および病態（病態

生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明で

きる。

・E2ー(7)ー④ー2　サイトメガロウイルス感染症につい

て、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、お

よび病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選

択等）を説明できる。

・E2ー(7)ー④ー3　インフルエンザについて、治療薬の

薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、感染経路と予防

方法および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬

品の選択等）を説明できる。

・E2ー(7)ー④ー4　ウイルス性肝炎（HAV、HBV、HCV）

について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用

）、感染経路と予防方法および病態（病態生理（急性肝

炎、慢性肝炎、肝硬変、肝細胞がん）、症状等）・薬物

治療（医薬品の選択等）を説明できる。

・E2ー(7)ー④ー5　後天性免疫不全症候群（AIDS）につ

いて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、

感染経路と予防方法および病態（病態生理、症状等）・

薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

・E2ー(7)ー④ー6　ウイルス感染症（プリオン病を含む

）について、感染経路と予防方法および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

・E2ー(7)ー⑤ー2　真菌感染症について、病態（病態生

理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。

・E2ー(7)ー⑥ー1　原虫感染症について、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生

理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。

・E2ー(7)ー⑥ー2　寄生虫感染症について、治療薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態

生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明で

きる。

・E2-(6)-①-1　緑内障について、治療薬の薬理（薬理

作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症

状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

・E2-(6)-①-2　白内障について、治療薬の薬理（薬理

作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症

状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

・E2-(6)-①-3　加齢性黄斑変性について、治療薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態

生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明で

きる。

・E2-(6)-①-4　以下の疾患について概説できる。 結膜

炎（重複）、網膜症、ぶどう膜炎、網膜色素変性症

・E2-(6)-②-1　めまい（動揺病、Meniere（メニエール

）病等）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主

な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治

療（医薬品の選択等）を説明できる。

・E2-(6)-②-2　以下の疾患について概説できる。 アレ

ルギー性鼻炎（重複）、花粉症（重複）、副鼻腔炎（重

複）、中耳炎（重複）、口内炎・咽頭炎・扁桃腺炎(重

複)、喉頭蓋炎

・E2-(6)-③-1　アトピー性皮膚炎について、治療薬の

薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病

態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明

できる。（E2（2）【②免疫・炎症・アレルギーの薬、

病態、治療】参照）

・E2-(6)-③-2　皮膚真菌症について、治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

（E2（7）【⑤真菌感染症の薬、病態、治療】 参照）

・E2-(6)-③-3　褥瘡について、治療薬の薬理（薬理作

用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状

等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

＜授業のキーワード＞

感染症、感覚器・皮膚疾患、薬物治療

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行う

＜履修するにあたって＞

薬物側からの知識と病態側からの知識を連携させていく

学習が必要である。オフィスアワーは随時とするが、事

前に連絡をすることが望ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞

各講義ごとに示した重要ポイントを復習すること.

＜提出課題など＞

特になし

＜成績評価方法・基準＞

＜定期試験＞

範囲：12回の講義で行った内容
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＜テキスト＞

医療情報科学研究所　薬がみえる　Vol.3　 メディック

メディア

杉岡信幸・芝田信人　臨床薬物動態学 実解　京都廣川

書店

＜授業計画＞

第1回　感染症治療を学ぶ（１）

呼吸器感染症の病態、症状および薬物治療法を理解する

E2ー(7)ー③ー1

第2回　感染症治療を学ぶ（２）

消化器感染症、感覚器感染症の病態、症状および薬物治

療法を理解する

E2ー(7)ー③ー2

E2ー(7)ー③ー3

第3回　感染症治療を学ぶ（３）

尿路感染症、性感染症の病態、症状および薬物治療法を

理解する

E2ー(7)ー③ー4

E2ー(7)ー③ー5

第4回　感染症治療を学ぶ（４）

中枢神経系感染症、循環器・胸膜感染症の病態、症状お

よび薬物治療法を理解する

E2ー(7)ー③ー6

E2ー(7)ー③ー8

第5回　感染症治療を学ぶ（５）

皮膚細菌感染症、全身感染症の病態・症状および薬物治

療法を理解する

E2ー(7)ー③ー7

E2ー(7)ー③ー10

第6回　感染症治療を学ぶ（6）

ウイルス感染症（ヘルペスウイルス・サイトメガロウイ

ルス）の病態・症状および薬物治療法を理解する

E2ー(7)ー④ー1

E2ー(7)ー④ー2

第7回　感染症治療を学ぶ（7）

ウイルス感染症（インフルエンザウイルス・ウイルス性

肝炎）の病態・症状および薬物治療法を理解する

E2ー(7)ー④ー3

E2ー(7)ー④ー4

第8回　感染症治療を学ぶ（8）

後天性免疫不全症候群（AIDS）、その他ウイルス感染症

の病態・症状および薬物治療法を理解する

E2ー(7)ー④ー5

E2ー(7)ー④ー6

第9回　感染症治療を学ぶ（9）

真菌感染症、原虫・寄生虫感染症の病態・症状および薬

物治療法を理解する

E2ー(7)ー⑤ー2

E2ー(7)ー⑥ー1

E2ー(7)ー⑥ー2

第10回　感覚器・皮膚疾患治療を学ぶ（１）

眼疾患の病態・症状および薬物治療法を理解する

E2-(6)-①-1

E2-(6)-①-2

E2-(6)-①-3

第11回　感覚器・皮膚疾患治療を学ぶ（2）

耳鼻咽喉科疾患の病態・症状および薬物治療法を理解す

る

E2-(6)-②-1

E2-(6)-②-2

第12回　感覚器・皮膚疾患治療を学ぶ（3）

皮膚疾患の病態・症状および薬物治療法を理解する

E2-(6)-③-1

E2-(6)-③-2

E2-(6)-③-3

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

物理化学Ⅰ [19～]

藤井　文彦

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり1年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, https://w

ww.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dip

loma.html#PHA

物質科学概論は、薬学教育モデル・コアカリキュラムの

「物質の物理的性質（物理系薬学）」の最初のユニット

です。物理系薬学では、クスリの性質や体の中のクスリ

の動きなどを理解するための基本となる考え方を学びま

す。「物質科学概論」では科目全体の目標として、「物

質を構成する基本単位である原子および分子の性質を理
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解するために、原子構造、分子構造および化学結合に関

する基本知識と技能を修得する」ことを掲げています。

これは、有機化学を学ぶ基礎となる部分です。また、原

子の構造に関連して放射化学についても学びます。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

【量子化学入門】

JB-(4)-⑧-1 1  原子のボーアモデルと電子雲モデルの

違いについて概説できる。

JB-(4)-⑧-2 2  光の粒子性と波動性について概説でき

る。

JB-(4)-⑧-3 3  電子の粒子性と波動性について概説で

きる。

【物質の基本概念】

JB-(5)-①-1 1  原子、分子、イオンの基本的構造につ

いて説明できる。

JB-(5)-①-2 2  原子量、分子量を説明できる。

JB-(5)-①-3 3  原子の電子配置について説明できる。

JB-(5)-①-4 4  周期表に基づいて原子の諸性質（イオ

ン化エネルギー、電気陰性度など）を説明できる。

【化学結合】

C1-(1)-①-1　化学結合の様式について説明できる。

C1-(1)-①-2　分子軌道の基本概念および軌道の混成に

ついて説明できる。

C1-(1)-①-3　共役や共鳴の概念を説明できる。

【分子間相互作用】

C1-(1)-②-1 　ファンデルワールス力について例を挙げ

て説明できる。

C1-(1)-②-2　静電相互作用について例を挙げて説明で

きる。

C1-(1)-②-3　双極子間相互作用について例を挙げて説

明できる。

C1-(1)-②-4　分散力について例を挙げて説明できる。

C1-(1)-②-5　水素結合について例を挙げて説明できる。

C1-(1)-②-6　電荷移動相互作用について例を挙げて説

明できる。

C1-(1)-②-7 　疎水性相互作用について例を挙げて説明

できる。

【原子・分子の挙動】

C1-(1)-③-1　電磁波の性質および物質との相互作用を

説明できる。

C1-(1)-③-2　分子の振動、回転、電子遷移について説

明できる。

C1-(1)-③-3　電子や核のスピンとその磁気共鳴につい

て説明できる。

C1-(1)-③-4　光の屈折、偏光、および旋光性について

説明できる。

C1-(1)-③-5　光の散乱および干渉について説明できる。

C1-(1)-③-6　結晶構造と回折現象について概説できる。

【④放射線と放射能】

C1-(1)-④-1　原子の構造と放射壊変について説明でき

る。

C1-(1)-④-2　電離放射線の種類を列挙し、それらの性

質および物質との相互作用について説明できる。

C1-(1)-④-3　代表的な放射性核種の物理的性質につい

て説明できる。

C1-(1)-④-4　核反応および放射平衡について説明でき

る。

C1-(1)-④-5　放射線測定の原理と利用について概説で

きる。

以上の過程で、原子と分子の構造と性質、さらに化学結

合と分子間相互作用に関する基礎知識を学ぶと同時に、

放射化学に関する基礎知識も学びます。

＜授業のキーワード＞

原子と分子の構造と性質、化学結合、分子間相互作用、

電磁波、放射化学

＜授業の進め方＞

Powerpointで作成したスライドを使って授業を進めます。

スライドは指定図書　『物理系薬学Ⅰ　物質の物理的性

質』　を中心にまとめたものです。スライドを印刷した

プリントを、主テキストとして配布します。

＜履修するにあたって＞

特に、復習をしっかり行ってください。質問があればい

つでも教員の居室まで来てください。不在の時もありま

すので、事前に電子メールでアポイントメントを取るこ

とを勧めます。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、指定図書などで予習してください（目

安:0.5時間）。事後学習として、授業で配られたプリン

トを中心に、指定図書や参考書も参考にしながら復習し

てください（目安:1時間）。

＜提出課題など＞

授業時に指示します。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験では、定義または用語についての確認、ならび

に計算の技能を求めます。出題形式と採点基準は以下の

通りです。

マーク式については、正誤、正解又は誤りの文章もしく

は語句を選択する問題を、記述式については、指示され

た定義または用語を適切かつ論理的に説明することを求

め、説明に必要な語句または数値がすべて記載されてい

るか、論理性の視点より採点します。計算問題について

は、式の妥当性、物理および化学単位の妥当性、結果の

妥当性の視点より採点します。なお、試験は２回行うこ

ととし、５月実施の到達度確認試験を30点、全講義終了

後の定期試験を70点とし、合計100点の成績に基づいて

評価します。

＜テキスト＞
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主テキストとして、藤井作成のPowerpointスライド画面

のプリント（授業前に配布）を使用する。

＜参考図書＞

指定図書は日本薬学会編　スタンダード薬学シリーズ２

　『物理系薬学Ⅰ　物質の物理的性質』　東京化学同人

　。また、参考書は『物理化学大義』京都廣川書店。『

ボール物理化学（上）（下）』　化学同人。『数学いら

ずの化学結合論』　齋藤勝裕著、化学同人。『数学いら

ずの分子軌道論』　齋藤勝裕著、化学同人。

＜授業計画＞

第1回　波動－粒子の二重性

原子を構成する粒子。

光と粒子の二重性。

不確定性原理。

電子顕微鏡の原理。

JB-(4)-⑧-1

第2回　波動方程式

電子の粒子性と波動性。

波動方程式。

JB-(4)-⑧-2

JB-(4)-⑧-3

第3回　電子配置

水素の原子スペクトル。

原子軌道の概念、量子数。

JB-(5)-①-3

第4回　周期表と元素の諸性質

周期表と元素の諸性質の関わり。

電気陰性度、電子親和力、イオン化エネルギー。

JB-(5)-①-4

第5回　化学結合

イオン結合。

共有結合。

金属結合、配位結合。

C1-(1)-①-1

第6回　混成軌道

軌道の混成。

C1－(1)－①－2

第7回　分子軌道法

分子軌道法。

C1-(1)-①-2

第8回　共役と共鳴

共役や共鳴。

C1-(1)-①-3

第9回　分子間相互作用

静電的相互作用。

ファンデルワールス力。

双極子間相互作用。

分散力。

水素結合。

電荷移動相互作用。

疎水性相互作用。

フロンティア軌道。

C1-(1)-②-1

C1-(1)-②-2

C1-(1)-②-3

C1-(1)-②-4

C1-(1)-②-5

C1-(1)-②-6

C1-(1)-②-7

第10回　電磁波とスペクトル

電磁波と物質の相互作用。

分子の振動、回転、電子遷移。

スピンとその磁気共鳴。

分子の分極と双極子モーメント。

偏光および旋光性。

散乱および干渉。

結晶構造と回折現象。

C1-(1)-③-1

C1-(1)-③-2

C1-(1)-③-3

C1-(1)-③-4

C1-(1)-③-5

C1-(1)-③-6

第11回　放射壊変と放射線

原子の構造と放射壊変。

電離放射線の種類と物質との相互作用。

C1-(1)-④-1

C1-(1)-④-2

第12回　代表的な放射性核種と放射線の測定

放射線の測定原理。

代表的な放射性核種の物理的性質。

核反応および放射平衡。

C1-(1)-④-3

C1-(1)-④-4

C1-(1)-④-5

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

物理化学Ⅰ [再]

藤井　文彦

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

オンライン

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり1年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, https://w

ww.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dip

loma.html#PHA
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物質科学概論は、薬学教育モデル・コアカリキュラムの

「物質の物理的性質（物理系薬学）」の最初のユニット

です。物理系薬学では、クスリの性質や体の中のクスリ

の動きなどを理解するための基本となる考え方を学びま

す。「物質科学概論」では科目全体の目標として、「物

質を構成する基本単位である原子および分子の性質を理

解するために、原子構造、分子構造および化学結合に関

する基本知識と技能を修得する」ことを掲げています。

これは、有機化学を学ぶ基礎となる部分です。また、原

子の構造に関連して放射化学についても学びます。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

【量子化学入門】

JB-(4)-⑧-1 1  原子のボーアモデルと電子雲モデルの

違いについて概説できる。

JB-(4)-⑧-2 2  光の粒子性と波動性について概説でき

る。

JB-(4)-⑧-3 3  電子の粒子性と波動性について概説で

きる。

【物質の基本概念】

JB-(5)-①-1 1  原子、分子、イオンの基本的構造につ

いて説明できる。

JB-(5)-①-2 2  原子量、分子量を説明できる。

JB-(5)-①-3 3  原子の電子配置について説明できる。

JB-(5)-①-4 4  周期表に基づいて原子の諸性質（イオ

ン化エネルギー、電気陰性度など）を説明できる。

【化学結合】

C1-(1)-①-1　化学結合の様式について説明できる。

C1-(1)-①-2　分子軌道の基本概念および軌道の混成に

ついて説明できる。

C1-(1)-①-3　共役や共鳴の概念を説明できる。

【分子間相互作用】

C1-(1)-②-1 　ファンデルワールス力について例を挙げ

て説明できる。

C1-(1)-②-2　静電相互作用について例を挙げて説明で

きる。

C1-(1)-②-3　双極子間相互作用について例を挙げて説

明できる。

C1-(1)-②-4　分散力について例を挙げて説明できる。

C1-(1)-②-5　水素結合について例を挙げて説明できる。

C1-(1)-②-6　電荷移動相互作用について例を挙げて説

明できる。

C1-(1)-②-7 　疎水性相互作用について例を挙げて説明

できる。

【原子・分子の挙動】

C1-(1)-③-1　電磁波の性質および物質との相互作用を

説明できる。

C1-(1)-③-2　分子の振動、回転、電子遷移について説

明できる。

C1-(1)-③-3　電子や核のスピンとその磁気共鳴につい

て説明できる。

C1-(1)-③-4　光の屈折、偏光、および旋光性について

説明できる。

C1-(1)-③-5　光の散乱および干渉について説明できる。

C1-(1)-③-6　結晶構造と回折現象について概説できる。

【④放射線と放射能】

C1-(1)-④-1　原子の構造と放射壊変について説明でき

る。

C1-(1)-④-2　電離放射線の種類を列挙し、それらの性

質および物質との相互作用について説明できる。

C1-(1)-④-3　代表的な放射性核種の物理的性質につい

て説明できる。

C1-(1)-④-4　核反応および放射平衡について説明でき

る。

C1-(1)-④-5　放射線測定の原理と利用について概説で

きる。

以上の過程で、原子と分子の構造と性質、さらに化学結

合と分子間相互作用に関する基礎知識を学ぶと同時に、

放射化学に関する基礎知識も学びます。

＜授業のキーワード＞

原子と分子の構造と性質、化学結合、分子間相互作用、

電磁波、放射化学

＜授業の進め方＞

Powerpointで作成したスライドを使って授業を進めます。

スライドは指定図書　『物理系薬学Ⅰ　物質の物理的性

質』　を中心にまとめたものです。スライドを印刷した

プリントを、主テキストとして配布します。

＜履修するにあたって＞

特に、復習をしっかり行ってください。質問があればい

つでも教員の居室まで来てください。不在の時もありま

すので、事前に電子メールでアポイントメントを取るこ

とを勧めます。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、指定図書などで予習してください（目

安:0.5時間）。事後学習として、授業で配られたプリン

トを中心に、指定図書や参考書も参考にしながら復習し

てください（目安:1時間）。

＜提出課題など＞

授業時に指示します。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験では、定義または用語についての確認、ならび

に計算の技能を求めます。出題形式と採点基準は以下の

通りです。

マーク式については、正誤、正解又は誤りの文章もしく

は語句を選択する問題を、記述式については、指示され

た定義または用語を適切かつ論理的に説明することを求

め、説明に必要な語句または数値がすべて記載されてい

るか、論理性の視点より採点します。計算問題について
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は、式の妥当性、物理および化学単位の妥当性、結果の

妥当性の視点より採点します。なお、試験は２回行うこ

ととし、５月実施の到達度確認試験を30点、全講義終了

後の定期試験を70点とし、合計100点の成績に基づいて

評価します。

＜テキスト＞

主テキストとして、藤井作成のPowerpointスライド画面

のプリント（授業前に配布）を使用する。

＜参考図書＞

指定図書は日本薬学会編　スタンダード薬学シリーズ２

　『物理系薬学Ⅰ　物質の物理的性質』　東京化学同人

　。また、参考書は『物理化学大義』京都廣川書店。『

ボール物理化学（上）（下）』　化学同人。『数学いら

ずの化学結合論』　齋藤勝裕著、化学同人。『数学いら

ずの分子軌道論』　齋藤勝裕著、化学同人。

＜授業計画＞

第1回　波動－粒子の二重性

原子を構成する粒子。

光と粒子の二重性。

不確定性原理。

電子顕微鏡の原理。

JB-(4)-⑧-1

第2回　波動方程式

電子の粒子性と波動性。

波動方程式。

JB-(4)-⑧-2

JB-(4)-⑧-3

第3回　電子配置

水素の原子スペクトル。

原子軌道の概念、量子数。

JB-(5)-①-3

第4回　周期表と元素の諸性質

周期表と元素の諸性質の関わり。

電気陰性度、電子親和力、イオン化エネルギー。

JB-(5)-①-4

第5回　化学結合

イオン結合。

共有結合。

金属結合、配位結合。

C1-(1)-①-1

第6回　混成軌道

軌道の混成。

C1－(1)－①－2

第7回　分子軌道法

分子軌道法。

C1-(1)-①-2

第8回　共役と共鳴

共役や共鳴。

C1-(1)-①-3

第9回　分子間相互作用

静電的相互作用。

ファンデルワールス力。

双極子間相互作用。

分散力。

水素結合。

電荷移動相互作用。

疎水性相互作用。

フロンティア軌道。

C1-(1)-②-1

C1-(1)-②-2

C1-(1)-②-3

C1-(1)-②-4

C1-(1)-②-5

C1-(1)-②-6

C1-(1)-②-7

第10回　電磁波とスペクトル

電磁波と物質の相互作用。

分子の振動、回転、電子遷移。

スピンとその磁気共鳴。

分子の分極と双極子モーメント。

偏光および旋光性。

散乱および干渉。

結晶構造と回折現象。

C1-(1)-③-1

C1-(1)-③-2

C1-(1)-③-3

C1-(1)-③-4

C1-(1)-③-5

C1-(1)-③-6

第11回　放射壊変と放射線

原子の構造と放射壊変。

電離放射線の種類と物質との相互作用。

C1-(1)-④-1

C1-(1)-④-2

第12回　代表的な放射性核種と放射線の測定

放射線の測定原理。

代表的な放射性核種の物理的性質。

核反応および放射平衡。

C1-(1)-④-3

C1-(1)-④-4

C1-(1)-④-5

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

物理化学Ⅲ [15～18]

藤井　文彦

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞
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この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, https://w

ww.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dip

loma.html#PHA

物質は，温度と圧力の条件によって気体，液体，固体，

またはそれらが混在した状態で存在する．こうした物質

の状態のことを「相」といい，これは隣り合う相と明確

な界面により区別でき，化学的にも物理的にも均一な性

質を示す部分をいう．具体的には，固体あるいは結晶は

固相，液体は液相，気体は気相などとよび，この３つを

あわせて物質の三相という．例えば，水の三相は，液相

の水，気相の水蒸気，そして固相の氷である．これらの

相の間には平衡が成立する（相平衡）．相平衡には，溶

解，分配，界面，表面，吸着などの現象にも密接な関わ

りがある．また，氷が溶けて水になるように，温度と圧

力の条件によって，物質はひとつの相から他の相へ変わ

ることがある（相転移）．このような相平衡や相転移は，

原薬の合成・製造はもちろんのこと，それらを医薬品と

するための製剤化技術およびそれに用いる製剤材料の性

質を学ぶうえで基礎になる事項である．また，ヒトの生

命活動では，多数の物質の状態変化のみならず，外界と

の間や体内で物質の移動と相互的な変換が起こっている．

もちろん生物は開いた系であって，熱力学的に厳密な平

衡は成立していない．しかし，生体膜内外での浸透圧や

電位差など，局所的な現象に着目すれば，熱力学的平衡

の原理を適用できることも多い．このように，物質の状

態と平衡現象は，非生物のみならず生物系にもみられる

様々な事象に深く関わっている．本科目では，薬学全般

に広く関わるさまざまな非生物的・生物的事象を「物質

の状態」の視点から捉えて，それを化学や物理の言葉で

理解できるようになることを目標とし，その考え方の基

本となる「物理平衡」を学ぶ．さらに，生物・非生物に

おける物質の化学反応やエネルギー変換過程が溶液内で

多くみられることから，その理解の基本となる「溶液の

性質」についても学ぶ．

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする.

【相平衡】

C1-(2)-⑤-1 　相変化に伴う熱の移動について説明でき

る.

C1-(2)-⑤-2 　相平衡と相律について説明できる.

C1-(2)-⑤-3 　状態図について説明できる.

【物理平衡】

AD-C1-②-1　物質の溶解平衡について説明できる.

AD-C1-②-2　界面における平衡について説明できる.

AD-C1-②-3　吸着平衡について説明できる.

AD-C1-②-4　代表的な物理平衡の観測結果から平衡定数

を求めることができる.（技能）

【化学平衡の原理】

C1-(2)-④-1 　ギブズエネルギーと化学ポテンシャルの

関係を説明できる.

【溶液の性質】

C1-(2)-⑥-1　希薄溶液の束一的性質について説明でき

る.

C1-(2)-⑥-2　活量と活量係数について説明できる.

C1-(2)-⑥-3　電解質溶液の電気伝導率およびモル伝導

率の濃度による変化を説明できる.

C1-(2)-⑥-4　イオン強度について説明できる.

【溶液の化学】

AD-C1-③-1　イオンの輸率と移動度について説明できる

.

AD-C1-③-2　電解質の活量係数の濃度依存性（Debye-Hu

ckel の式）について説明できる.

【電気化学】

C1-(2)-⑦-1　起電力とギブズエネルギーの関係につい

て説明できる.

AD-C1-④-1　Nernst の式が誘導できる.

AD-C1-④-2　膜電位と能動輸送について説明できる.

【各種の化学平衡】

C2-(2)-②-4　分配平衡について説明できる.

【分散系材料】

E5-(1)-③-1 　界面の性質（界面張力, 分配平衡, 吸着

など）や代表的な界面活性剤の種類と性質について説明

できる.

＜授業のキーワード＞

（相，相転移，相平衡）

物質の三相，相律，自由度，液晶，超臨界流体，多形，

相互溶解度曲線，臨界溶解温度，固溶体，共融混合物，

分子化合物，沸点図，分留，共沸混合物，正三角座標，

クラペイロンの式，クラペイロン・クラウジウスの式

（溶解平衡）

化学ポテンシャル，活量，活量係数，理想溶液，正則溶

液，溶解度，結晶多形，非晶質固体，正の水和，負の水

和，無機イオン，極性基，疎水基，静電相互作用，水素

結合，疎水性相互作用

（界面における平衡）

界面張力，毛細管上昇法，滴重法，円環法，吊り板法，

界面張力，付着仕事，凝集仕事，拡張係数，接触角，Yo

ungの式，拡張ぬれ，浸漬ぬれ，付着ぬれ，Gibbsの吸着

等温式，HLB，クラフト点，曇点，ミセル形成，臨界ミ

セル濃度，可溶化，物理吸着，化学吸着，単分子吸着，

Langmuirの吸着等温式，分配係数，解離平衡，会合，抽

出操作

（溶液の性質）

導電率，導電率測定法，コールラウシュの法則，束一的

性質，蒸気圧降下，沸点上昇，凝固点降下，浸透圧，ラ
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ウールの法則，ヘンリーの法則，ファントホッフ係数，

等張化，氷点降下法，食塩価法，容積価法

＜授業の進め方＞

Powerpointで作成したスライドを使って授業を進めます．

スライドは指定図書　『物理系薬学Ⅰ　物質の物理的性

質』　を中心にまとめたものです．スライドを印刷した

プリントを，主テキストとして配布します．

＜履修するにあたって＞

特に、復習をしっかり行ってください．質問があればい

つでも教員の居室まで来てください。不在の時もありま

すので，事前に電子メールでアポイントメントを取るこ

とを勧めます．

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として，配られたプリントで予習してください

（目安:0.5時間）．事後学習として，授業で配られたプ

リントを中心に，指定図書や参考書も参考にしながら復

習してください（目安:1時間）．

＜提出課題など＞

授業時に指示する．

＜成績評価方法・基準＞

＜定期試験＞

範囲：第１回? 第１２回の講義内容全て

形式：①マークシートによる回答方式（正誤問題，選択

式（15問? 2 0問）），②記述またはマーク式（計算問題

：3 ? 4問），③記述式（用語，事項について重要なキー

ワードを用いて説明：1問）

採点基準：

・重要なキーワードを用いて、的確に説明できている（

100%）

・重要なキーワードを記述しているが、説明に誤った記

述や不十分な説明がある（50%）

・的確な説明はされているが、キーワードに漏れや軽微

な誤記・脱字が含まれる（50%）

・キーワードが正しく列挙できていない（0%）

なお，成績は定期試験（100点）のみで評価する.

＜テキスト＞

主テキストとして，藤井作成のPowerpointスライド画面

のプリント（授業前に配布）を使用する．

＜参考図書＞

指定図書は，日本薬学会編　スタンダード薬学シリーズ

２　『物理系薬学Ⅰ　物質の物理的性質』　東京化学同

人.　また，参考書は，『物理化学大義』京都廣川書店，

ベーシック薬学教科書シリーズ『物理化学』化学同人．

＜授業計画＞

第1回　物質の状態Ⅱを学ぶ意義

本科目を学ぶにあたり，その薬学における学習意義，講

義概容と到達目標の関連性，講義の進め方，準備してお

くべきことを理解する．

C1-(2)-⑤-1, C1-(2)-⑤-2, C1-(2)-⑤-3, AD-C1-②-1,

 AD-C1-②-2, AD-C1-②-3, C1-(2)-⑥-1, C1-(2)-④-1,

 C1-(2)-⑥-2, C1-(2)-⑥-3, C1-(2)-⑥-4, AD-C1-③-1,

 AD-C1-③-2,C2-(2)-②-4, E5-(1)-③-1,

第2回　相，相転移，相平衡（その１）

相とそれに関係する基本事項（相転移，相平衡，相律）

について学ぶ．また，相の間の平衡関係を表す状態図（

相図）について，純物質の相図の描き方と読み方を学ぶ．

C1-(2)-⑤-2, C1-(2)-⑤-3,

第3回　相，相転移，相平衡（その２）

２成分系における平衡の特徴，２成分系の相図（液相-

液相平衡，固相-液相平衡）の読み方と描き方を学ぶ．

C1-(2)-④-1,C1-(2)-⑥-2,

第4回　相，相転移，相平衡（その３）

２成分系相図（気相-液相平衡），３成分系相図の描き

方と読み方，相転移に伴う熱の移動（クラペイロン・ク

ラウジウスの式など）を学ぶ．

C1-(2)-⑤-1, C1-(2)-⑤-2, C1-(2)-⑤-3,

第5回　溶解平衡（その１）

相平衡の一例として，物質の溶解過程を取り上げ，溶解

過程は溶質分子と溶媒分子の混合過程に基づくこと，混

合するかどうかは自由エネルギー変化の正負で決まるこ

とを学ぶ．

さらに，物質の溶解によって形成される溶液の状態や性

質を理解するための熱力学関数として化学ポテンシャル

の意味と活量の考え方を学ぶ※．

AD-C1-②-1, C1-(2)-④-1, C1-(2)-⑥-2,

第6回　溶解平衡（その２）

その１に引き続き，溶解度に影響を与える因子として，

固体の状態（結晶・結晶多形・非晶質）と溶解性の関係

を学ぶ．

さらに，分子間相互作用（水の性質，無機イオンの水和，

極性基の水和，疎水性相互作用など）と溶解性の関係を

学ぶ※．

AD-C1-②-1, C1-(2)-④-1, C1-(2)-⑥-2,

第7回　界面における平衡（その１）

物質の界面における平衡過程を取り上げ，その基本とな

る表（界）面張力の導出，測定法，ぬれと接触角につい

て学ぶ．

さらに，気相中あるいは液相中に形成される微小液滴の

安定性と表（界）面張力の関係についても学ぶ※．

AD-C1-②-2, E5-(1)-③-1,

第8回　界面における平衡（その２）

その１に引き続き，代表的な界面活性剤の種類とその基

本的性質について学ぶ．
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さらに，界面における平衡に関係する事象の一例として，

吸着を取り上げ，気相-液相界面および気相（または液

相）-固相界面における吸着現象についても学ぶ※．

AD-C1-②-2, E5-(1)-③-1,

第9回　界面における平衡（その３）

界面における平衡の一例として，分配平衡を取り上げ，

その成立条件，溶質の解離度と分配平衡の関係，溶質が

会合する場合の分配平衡について学ぶ．

さらに，分配の法則の薬学関係事象への応用についても

学ぶ※．

AD-C1-②-2, C2-(2)-②-4,E5-(1)-③-1,

第10回　溶液の性質（その１）

薬学領域において関わりの深い電解質溶液を取り上げ，

その基本的性質（電気伝導率，モル導電率の濃度による

変化，イオン強度など）について学ぶ．

C1-(2)-⑥-2, C1-(2)-⑥-3, C1-(2)-⑥-4, AD-C1-③-1,

E5-(1)-③-1,

第11回　溶液の性質（その２）

溶液が有する束一的性質（蒸気圧降下，沸点上昇，凝固

点降下，浸透圧）について学ぶ．

C1-(2)-⑥-1,

第12回　溶液の性質（その３）

その２に引き続き，溶液が有する束一的性質の薬学にお

ける応用について学ぶ．

C1-(2)-⑥-1,

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

物理化学Ⅲ [19～]

藤井　文彦

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, https://w

ww.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dip

loma.html#PHA

物質は，温度と圧力の条件によって気体，液体，固体，

またはそれらが混在した状態で存在する．こうした物質

の状態のことを「相」といい，これは隣り合う相と明確

な界面により区別でき，化学的にも物理的にも均一な性

質を示す部分をいう．具体的には，固体あるいは結晶は

固相，液体は液相，気体は気相などとよび，この３つを

あわせて物質の三相という．例えば，水の三相は，液相

の水，気相の水蒸気，そして固相の氷である．これらの

相の間には平衡が成立する（相平衡）．相平衡には，溶

解，分配，界面，表面，吸着などの現象にも密接な関わ

りがある．また，氷が溶けて水になるように，温度と圧

力の条件によって，物質はひとつの相から他の相へ変わ

ることがある（相転移）．このような相平衡や相転移は，

原薬の合成・製造はもちろんのこと，それらを医薬品と

するための製剤化技術およびそれに用いる製剤材料の性

質を学ぶうえで基礎になる事項である．また，ヒトの生

命活動では，多数の物質の状態変化のみならず，外界と

の間や体内で物質の移動と相互的な変換が起こっている．

もちろん生物は開いた系であって，熱力学的に厳密な平

衡は成立していない．しかし，生体膜内外での浸透圧や

電位差など，局所的な現象に着目すれば，熱力学的平衡

の原理を適用できることも多い．このように，物質の状

態と平衡現象は，非生物のみならず生物系にもみられる

様々な事象に深く関わっている．本科目では，薬学全般

に広く関わるさまざまな非生物的・生物的事象を「物質

の状態」の視点から捉えて，それを化学や物理の言葉で

理解できるようになることを目標とし，その考え方の基

本となる「物理平衡」を学ぶ．さらに，生物・非生物に

おける物質の化学反応やエネルギー変換過程が溶液内で

多くみられることから，その理解の基本となる「溶液の

性質」についても学ぶ．

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする.

【相平衡】

C1-(2)-⑤-1 　相変化に伴う熱の移動について説明でき

る.

C1-(2)-⑤-2 　相平衡と相律について説明できる.

C1-(2)-⑤-3 　状態図について説明できる.

【物理平衡】

AD-C1-②-1　物質の溶解平衡について説明できる.

AD-C1-②-2　界面における平衡について説明できる.

AD-C1-②-3　吸着平衡について説明できる.

AD-C1-②-4　代表的な物理平衡の観測結果から平衡定数

を求めることができる.（技能）

【化学平衡の原理】

C1-(2)-④-1 　ギブズエネルギーと化学ポテンシャルの

関係を説明できる.

【溶液の性質】

C1-(2)-⑥-1　希薄溶液の束一的性質について説明でき

る.

C1-(2)-⑥-2　活量と活量係数について説明できる.

C1-(2)-⑥-3　電解質溶液の電気伝導率およびモル伝導

率の濃度による変化を説明できる.

C1-(2)-⑥-4　イオン強度について説明できる.
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【溶液の化学】

AD-C1-③-1　イオンの輸率と移動度について説明できる

.

AD-C1-③-2　電解質の活量係数の濃度依存性（Debye-Hu

ckel の式）について説明できる.

【電気化学】

C1-(2)-⑦-1　起電力とギブズエネルギーの関係につい

て説明できる.

AD-C1-④-1　Nernst の式が誘導できる.

AD-C1-④-2　膜電位と能動輸送について説明できる.

【各種の化学平衡】

C2-(2)-②-4　分配平衡について説明できる.

【分散系材料】

E5-(1)-③-1 　界面の性質（界面張力, 分配平衡, 吸着

など）や代表的な界面活性剤の種類と性質について説明

できる.

＜授業のキーワード＞

（相，相転移，相平衡）

物質の三相，相律，自由度，液晶，超臨界流体，多形，

相互溶解度曲線，臨界溶解温度，固溶体，共融混合物，

分子化合物，沸点図，分留，共沸混合物，正三角座標，

クラペイロンの式，クラペイロン・クラウジウスの式

（溶解平衡）

化学ポテンシャル，活量，活量係数，理想溶液，正則溶

液，溶解度，結晶多形，非晶質固体，正の水和，負の水

和，無機イオン，極性基，疎水基，静電相互作用，水素

結合，疎水性相互作用

（界面における平衡）

界面張力，毛細管上昇法，滴重法，円環法，吊り板法，

界面張力，付着仕事，凝集仕事，拡張係数，接触角，Yo

ungの式，拡張ぬれ，浸漬ぬれ，付着ぬれ，Gibbsの吸着

等温式，HLB，クラフト点，曇点，ミセル形成，臨界ミ

セル濃度，可溶化，物理吸着，化学吸着，単分子吸着，

Langmuirの吸着等温式，分配係数，解離平衡，会合，抽

出操作

（溶液の性質）

導電率，導電率測定法，コールラウシュの法則，束一的

性質，蒸気圧降下，沸点上昇，凝固点降下，浸透圧，ラ

ウールの法則，ヘンリーの法則，ファントホッフ係数，

等張化，氷点降下法，食塩価法，容積価法

＜授業の進め方＞

Powerpointで作成したスライドを使って授業を進めます．

スライドは指定図書　『物理系薬学Ⅰ　物質の物理的性

質』　を中心にまとめたものです．スライドを印刷した

プリントを，主テキストとして配布します．

＜履修するにあたって＞

特に、復習をしっかり行ってください．質問があればい

つでも教員の居室まで来てください。不在の時もありま

すので，事前に電子メールでアポイントメントを取るこ

とを勧めます．

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として，配られたプリントで予習してください

（目安:0.5時間）．事後学習として，授業で配られたプ

リントを中心に，指定図書や参考書も参考にしながら復

習してください（目安:1時間）．

＜提出課題など＞

授業時に指示する．

＜成績評価方法・基準＞

＜定期試験＞

範囲：第１回? 第１２回の講義内容全て

形式：①マークシートによる回答方式（正誤問題，選択

式（15問? 2 0問）），②記述またはマーク式（計算問題

：3 ? 4問），③記述式（用語，事項について重要なキー

ワードを用いて説明：1問）

採点基準：

・重要なキーワードを用いて、的確に説明できている（

100%）

・重要なキーワードを記述しているが、説明に誤った記

述や不十分な説明がある（50%）

・的確な説明はされているが、キーワードに漏れや軽微

な誤記・脱字が含まれる（50%）

・キーワードが正しく列挙できていない（0%）

なお，成績は定期試験（100点）のみで評価する.

＜テキスト＞

主テキストとして，藤井作成のPowerpointスライド画面

のプリント（授業前に配布）を使用する．

＜参考図書＞

指定図書は，日本薬学会編　スタンダード薬学シリーズ

２　『物理系薬学Ⅰ　物質の物理的性質』　東京化学同

人.　また，参考書は，『物理化学大義』京都廣川書店，

ベーシック薬学教科書シリーズ『物理化学』化学同人．

＜授業計画＞

第1回　物質の状態Ⅱを学ぶ意義

本科目を学ぶにあたり，その薬学における学習意義，講

義概容と到達目標の関連性，講義の進め方，準備してお

くべきことを理解する．

C1-(2)-⑤-1, C1-(2)-⑤-2, C1-(2)-⑤-3, AD-C1-②-1,

 AD-C1-②-2, AD-C1-②-3, C1-(2)-⑥-1, C1-(2)-④-1,

 C1-(2)-⑥-2, C1-(2)-⑥-3, C1-(2)-⑥-4, AD-C1-③-1,

 AD-C1-③-2,C2-(2)-②-4, E5-(1)-③-1,

第2回　相，相転移，相平衡（その１）

相とそれに関係する基本事項（相転移，相平衡，相律）

について学ぶ．また，相の間の平衡関係を表す状態図（

相図）について，純物質の相図の描き方と読み方を学ぶ．

C1-(2)-⑤-2, C1-(2)-⑤-3,

第3回　相，相転移，相平衡（その２）

２成分系における平衡の特徴，２成分系の相図（液相-

液相平衡，固相-液相平衡）の読み方と描き方を学ぶ．
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C1-(2)-④-1,C1-(2)-⑥-2,

第4回　相，相転移，相平衡（その３）

２成分系相図（気相-液相平衡），３成分系相図の描き

方と読み方，相転移に伴う熱の移動（クラペイロン・ク

ラウジウスの式など）を学ぶ．

C1-(2)-⑤-1, C1-(2)-⑤-2, C1-(2)-⑤-3,

第5回　溶解平衡（その１）

相平衡の一例として，物質の溶解過程を取り上げ，溶解

過程は溶質分子と溶媒分子の混合過程に基づくこと，混

合するかどうかは自由エネルギー変化の正負で決まるこ

とを学ぶ．

さらに，物質の溶解によって形成される溶液の状態や性

質を理解するための熱力学関数として化学ポテンシャル

の意味と活量の考え方を学ぶ※．

AD-C1-②-1, C1-(2)-④-1, C1-(2)-⑥-2,

第6回　溶解平衡（その２）

その１に引き続き，溶解度に影響を与える因子として，

固体の状態（結晶・結晶多形・非晶質）と溶解性の関係

を学ぶ．

さらに，分子間相互作用（水の性質，無機イオンの水和，

極性基の水和，疎水性相互作用など）と溶解性の関係を

学ぶ※．

AD-C1-②-1, C1-(2)-④-1, C1-(2)-⑥-2,

第7回　界面における平衡（その１）

物質の界面における平衡過程を取り上げ，その基本とな

る表（界）面張力の導出，測定法，ぬれと接触角につい

て学ぶ．

さらに，気相中あるいは液相中に形成される微小液滴の

安定性と表（界）面張力の関係についても学ぶ※．

AD-C1-②-2, E5-(1)-③-1,

第8回　界面における平衡（その２）

その１に引き続き，代表的な界面活性剤の種類とその基

本的性質について学ぶ．

さらに，界面における平衡に関係する事象の一例として，

吸着を取り上げ，気相-液相界面および気相（または液

相）-固相界面における吸着現象についても学ぶ※．

AD-C1-②-2, E5-(1)-③-1,

第9回　界面における平衡（その３）

界面における平衡の一例として，分配平衡を取り上げ，

その成立条件，溶質の解離度と分配平衡の関係，溶質が

会合する場合の分配平衡について学ぶ．

さらに，分配の法則の薬学関係事象への応用についても

学ぶ※．

AD-C1-②-2, C2-(2)-②-4,E5-(1)-③-1,

第10回　溶液の性質（その１）

薬学領域において関わりの深い電解質溶液を取り上げ，

その基本的性質（電気伝導率，モル導電率の濃度による

変化，イオン強度など）について学ぶ．

C1-(2)-⑥-2, C1-(2)-⑥-3, C1-(2)-⑥-4, AD-C1-③-1,

E5-(1)-③-1,

第11回　溶液の性質（その２）

溶液が有する束一的性質（蒸気圧降下，沸点上昇，凝固

点降下，浸透圧）について学ぶ．

C1-(2)-⑥-1,

第12回　溶液の性質（その３）

その２に引き続き，溶液が有する束一的性質の薬学にお

ける応用について学ぶ．

C1-(2)-⑥-1,

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

物理化学Ⅲ [再]

藤井　文彦

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

オンライン

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, https://w

ww.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dip

loma.html#PHA

物質は，温度と圧力の条件によって気体，液体，固体，

またはそれらが混在した状態で存在する．こうした物質

の状態のことを「相」といい，これは隣り合う相と明確

な界面により区別でき，化学的にも物理的にも均一な性

質を示す部分をいう．具体的には，固体あるいは結晶は

固相，液体は液相，気体は気相などとよび，この３つを

あわせて物質の三相という．例えば，水の三相は，液相

の水，気相の水蒸気，そして固相の氷である．これらの

相の間には平衡が成立する（相平衡）．相平衡には，溶

解，分配，界面，表面，吸着などの現象にも密接な関わ

りがある．また，氷が溶けて水になるように，温度と圧

力の条件によって，物質はひとつの相から他の相へ変わ

ることがある（相転移）．このような相平衡や相転移は，

原薬の合成・製造はもちろんのこと，それらを医薬品と

するための製剤化技術およびそれに用いる製剤材料の性

質を学ぶうえで基礎になる事項である．また，ヒトの生

命活動では，多数の物質の状態変化のみならず，外界と

の間や体内で物質の移動と相互的な変換が起こっている．
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もちろん生物は開いた系であって，熱力学的に厳密な平

衡は成立していない．しかし，生体膜内外での浸透圧や

電位差など，局所的な現象に着目すれば，熱力学的平衡

の原理を適用できることも多い．このように，物質の状

態と平衡現象は，非生物のみならず生物系にもみられる

様々な事象に深く関わっている．本科目では，薬学全般

に広く関わるさまざまな非生物的・生物的事象を「物質

の状態」の視点から捉えて，それを化学や物理の言葉で

理解できるようになることを目標とし，その考え方の基

本となる「物理平衡」を学ぶ．さらに，生物・非生物に

おける物質の化学反応やエネルギー変換過程が溶液内で

多くみられることから，その理解の基本となる「溶液の

性質」についても学ぶ．

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする.

【相平衡】

C1-(2)-⑤-1 　相変化に伴う熱の移動について説明でき

る.

C1-(2)-⑤-2 　相平衡と相律について説明できる.

C1-(2)-⑤-3 　状態図について説明できる.

【物理平衡】

AD-C1-②-1　物質の溶解平衡について説明できる.

AD-C1-②-2　界面における平衡について説明できる.

AD-C1-②-3　吸着平衡について説明できる.

AD-C1-②-4　代表的な物理平衡の観測結果から平衡定数

を求めることができる.（技能）

【化学平衡の原理】

C1-(2)-④-1 　ギブズエネルギーと化学ポテンシャルの

関係を説明できる.

【溶液の性質】

C1-(2)-⑥-1　希薄溶液の束一的性質について説明でき

る.

C1-(2)-⑥-2　活量と活量係数について説明できる.

C1-(2)-⑥-3　電解質溶液の電気伝導率およびモル伝導

率の濃度による変化を説明できる.

C1-(2)-⑥-4　イオン強度について説明できる.

【溶液の化学】

AD-C1-③-1　イオンの輸率と移動度について説明できる

.

AD-C1-③-2　電解質の活量係数の濃度依存性（Debye-Hu

ckel の式）について説明できる.

【電気化学】

C1-(2)-⑦-1　起電力とギブズエネルギーの関係につい

て説明できる.

AD-C1-④-1　Nernst の式が誘導できる.

AD-C1-④-2　膜電位と能動輸送について説明できる.

【各種の化学平衡】

C2-(2)-②-4　分配平衡について説明できる.

【分散系材料】

E5-(1)-③-1 　界面の性質（界面張力, 分配平衡, 吸着

など）や代表的な界面活性剤の種類と性質について説明

できる.

＜授業のキーワード＞

（相，相転移，相平衡）

物質の三相，相律，自由度，液晶，超臨界流体，多形，

相互溶解度曲線，臨界溶解温度，固溶体，共融混合物，

分子化合物，沸点図，分留，共沸混合物，正三角座標，

クラペイロンの式，クラペイロン・クラウジウスの式

（溶解平衡）

化学ポテンシャル，活量，活量係数，理想溶液，正則溶

液，溶解度，結晶多形，非晶質固体，正の水和，負の水

和，無機イオン，極性基，疎水基，静電相互作用，水素

結合，疎水性相互作用

（界面における平衡）

界面張力，毛細管上昇法，滴重法，円環法，吊り板法，

界面張力，付着仕事，凝集仕事，拡張係数，接触角，Yo

ungの式，拡張ぬれ，浸漬ぬれ，付着ぬれ，Gibbsの吸着

等温式，HLB，クラフト点，曇点，ミセル形成，臨界ミ

セル濃度，可溶化，物理吸着，化学吸着，単分子吸着，

Langmuirの吸着等温式，分配係数，解離平衡，会合，抽

出操作

（溶液の性質）

導電率，導電率測定法，コールラウシュの法則，束一的

性質，蒸気圧降下，沸点上昇，凝固点降下，浸透圧，ラ

ウールの法則，ヘンリーの法則，ファントホッフ係数，

等張化，氷点降下法，食塩価法，容積価法

＜授業の進め方＞

Powerpointで作成したスライドを使って授業を進めます．

スライドは指定図書　『物理系薬学Ⅰ　物質の物理的性

質』　を中心にまとめたものです．スライドを印刷した

プリントを，主テキストとして配布します．

＜履修するにあたって＞

特に、復習をしっかり行ってください．質問があればい

つでも教員の居室まで来てください。不在の時もありま

すので，事前に電子メールでアポイントメントを取るこ

とを勧めます．

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として，配られたプリントで予習してください

（目安:0.5時間）．事後学習として，授業で配られたプ

リントを中心に，指定図書や参考書も参考にしながら復

習してください（目安:1時間）．

＜提出課題など＞

授業時に指示する．

＜成績評価方法・基準＞

＜定期試験＞

範囲：第１回? 第１２回の講義内容全て

形式：①マークシートによる回答方式（正誤問題，選択

式（15問? 2 0問）），②記述またはマーク式（計算問題

：3 ? 4問），③記述式（用語，事項について重要なキー
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ワードを用いて説明：1問）

採点基準：

・重要なキーワードを用いて、的確に説明できている（

100%）

・重要なキーワードを記述しているが、説明に誤った記

述や不十分な説明がある（50%）

・的確な説明はされているが、キーワードに漏れや軽微

な誤記・脱字が含まれる（50%）

・キーワードが正しく列挙できていない（0%）

なお，成績は定期試験（100点）のみで評価する.

＜テキスト＞

主テキストとして，藤井作成のPowerpointスライド画面

のプリント（授業前に配布）を使用する．

＜参考図書＞

指定図書は，日本薬学会編　スタンダード薬学シリーズ

２　『物理系薬学Ⅰ　物質の物理的性質』　東京化学同

人.　また，参考書は，『物理化学大義』京都廣川書店，

ベーシック薬学教科書シリーズ『物理化学』化学同人．

＜授業計画＞

第1回　物質の状態Ⅱを学ぶ意義

本科目を学ぶにあたり，その薬学における学習意義，講

義概容と到達目標の関連性，講義の進め方，準備してお

くべきことを理解する．

C1-(2)-⑤-1, C1-(2)-⑤-2, C1-(2)-⑤-3, AD-C1-②-1,

 AD-C1-②-2, AD-C1-②-3, C1-(2)-⑥-1, C1-(2)-④-1,

 C1-(2)-⑥-2, C1-(2)-⑥-3, C1-(2)-⑥-4, AD-C1-③-1,

 AD-C1-③-2,C2-(2)-②-4, E5-(1)-③-1,

第2回　相，相転移，相平衡（その１）

相とそれに関係する基本事項（相転移，相平衡，相律）

について学ぶ．また，相の間の平衡関係を表す状態図（

相図）について，純物質の相図の描き方と読み方を学ぶ．

C1-(2)-⑤-2, C1-(2)-⑤-3,

第3回　相，相転移，相平衡（その２）

２成分系における平衡の特徴，２成分系の相図（液相-

液相平衡，固相-液相平衡）の読み方と描き方を学ぶ．

C1-(2)-④-1,C1-(2)-⑥-2,

第4回　相，相転移，相平衡（その３）

２成分系相図（気相-液相平衡），３成分系相図の描き

方と読み方，相転移に伴う熱の移動（クラペイロン・ク

ラウジウスの式など）を学ぶ．

C1-(2)-⑤-1, C1-(2)-⑤-2, C1-(2)-⑤-3,

第5回　溶解平衡（その１）

相平衡の一例として，物質の溶解過程を取り上げ，溶解

過程は溶質分子と溶媒分子の混合過程に基づくこと，混

合するかどうかは自由エネルギー変化の正負で決まるこ

とを学ぶ．

さらに，物質の溶解によって形成される溶液の状態や性

質を理解するための熱力学関数として化学ポテンシャル

の意味と活量の考え方を学ぶ※．

AD-C1-②-1, C1-(2)-④-1, C1-(2)-⑥-2,

第6回　溶解平衡（その２）

その１に引き続き，溶解度に影響を与える因子として，

固体の状態（結晶・結晶多形・非晶質）と溶解性の関係

を学ぶ．

さらに，分子間相互作用（水の性質，無機イオンの水和，

極性基の水和，疎水性相互作用など）と溶解性の関係を

学ぶ※．

AD-C1-②-1, C1-(2)-④-1, C1-(2)-⑥-2,

第7回　界面における平衡（その１）

物質の界面における平衡過程を取り上げ，その基本とな

る表（界）面張力の導出，測定法，ぬれと接触角につい

て学ぶ．

さらに，気相中あるいは液相中に形成される微小液滴の

安定性と表（界）面張力の関係についても学ぶ※．

AD-C1-②-2, E5-(1)-③-1,

第8回　界面における平衡（その２）

その１に引き続き，代表的な界面活性剤の種類とその基

本的性質について学ぶ．

さらに，界面における平衡に関係する事象の一例として，

吸着を取り上げ，気相-液相界面および気相（または液

相）-固相界面における吸着現象についても学ぶ※．

AD-C1-②-2, E5-(1)-③-1,

第9回　界面における平衡（その３）

界面における平衡の一例として，分配平衡を取り上げ，

その成立条件，溶質の解離度と分配平衡の関係，溶質が

会合する場合の分配平衡について学ぶ．

さらに，分配の法則の薬学関係事象への応用についても

学ぶ※．

AD-C1-②-2, C2-(2)-②-4,E5-(1)-③-1,

第10回　溶液の性質（その１）

薬学領域において関わりの深い電解質溶液を取り上げ，

その基本的性質（電気伝導率，モル導電率の濃度による

変化，イオン強度など）について学ぶ．

C1-(2)-⑥-2, C1-(2)-⑥-3, C1-(2)-⑥-4, AD-C1-③-1,

E5-(1)-③-1,

第11回　溶液の性質（その２）

溶液が有する束一的性質（蒸気圧降下，沸点上昇，凝固

点降下，浸透圧）について学ぶ．

C1-(2)-⑥-1,

第12回　溶液の性質（その３）
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その２に引き続き，溶液が有する束一的性質の薬学にお

ける応用について学ぶ．

C1-(2)-⑥-1,

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

薬品分析学Ⅰ [19～]

平野　裕之

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり１年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、２，３，７

を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

医薬品を販売する時には、その品質を管理する手段の一

つとして必ずその主成分の薬品の定量法が確立されてい

なければならない。定量分析法には、重量分析法、容量

分析法、機器分析法などがあるが、近年機器分析法が急

速に発達し、広範囲に用いられるようになってきた。し

かし容量分析法は、現在も日本薬局方収載医薬品の大部

分で用いられている重要な定量法である。日本薬局方収

載の医薬品は、第一部と第二部合計で1200品目以上あり、

その7割以上の医薬品に対し容量分析法が定められてい

る。それ故、特定の医薬品の定量法を丸覚えしたのでは

応用が効かず無意味である。本講義は、まず定量法をそ

の基礎理論によって分類し、系統的に整理して学ぶこと

から始める。次に容量分析法を、定量する医薬品と定量

的に反応する試薬の反応形式により分類して解説し、定

量法の基礎を理解し、化学量論の概念を学習する。

なお、この授業の担当者は、製薬企業での研究業務なら

びに、製薬企業の品質管理に関するアドバイザーを経験

している、実務経験のある教員であるので、より実践的

な観点から薬品分析等を解説するものとする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

薬学準備教育ガイドライン

（7）薬学の基礎としての数学・統計学

【①数値の扱い】

1．大きな数や小さな数をSI 接頭語、べき、および対数

を使い、的確に表すことができる。（知識・技能）

2．有効数字の概念を説明し、有効数字を含む値の計算

ができる。（知識・技能）

C2 化学物質の分析

（1）分析の基礎

【① 分析の基本】

1．分析に用いる器具を正しく使用できる。（知識・技

能）

2． 測定値を適切に取り扱うことができる。（知識・技

能）

3．分析法のバリデーションについて説明できる。

（2）溶液中の化学平衡

【① 酸・塩基平衡】

1．酸・塩基平衡の概念について説明できる。

2．pH および解離定数について説明できる。（知識・技

能）

4．緩衝作用や緩衝液について説明できる。

【②各種の化学平衡】

1．錯体・キレート生成平衡について説明できる。

2．沈殿平衡について説明できる。

（3）化学物質の定性分析・定量分析

【②定量分析（容量分析・重量分析）】

1．中和滴定（非水滴定を含む）の原理、操作法および

応用例を説明できる。

2．キレート滴定の原理、操作法および応用例を説明で

きる。

3．沈殿滴定の原理、操作法および応用例を説明できる。

5．日本薬局方収載の代表的な医薬品の容量分析を実施

できる。（知識・技能）

定量法をその基礎理論によって分類し、系統的に理解す

る。容量分析法を、定量する医薬品と定量的に反応する

試薬の反応形式により分類し、定量法の基礎ならびに化

学量論の概念を理解する。

＜授業のキーワード＞

重量分析、容量分析、中和滴定法、非水滴定法、キレー

ト滴定法

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。必ず動画視

聴による予習および復習を行い、各回受講後に内容の理

解度を確認するためにポストテストを行います。

＜履修するにあたって＞

予習、復習すること。講義前に必ず配信動画を視聴し教

科書ならびに配布教材等で予習をしてください。講義後

はまとめのノートを作成し、確認問題(パザパ)を必ずや

ってください。そのあとにdotCampusにあるポストテス

トを行ってください。また、dotCampusに各回の講義に

関する到達目標、キーワード、確認問題等を示している

ので予習、復習の際に確認してください。

オフィスアワー：金曜日　15：30ー17：00　必ず事前に

電子メールでアポイントを取ること。

＜授業時間外に必要な学修＞

講義前に必ず必ず配信動画を視聴し教科書ならびに配布

教材等で予習をしてください（目安として1時間）。授

業が終わったらdotCampusにあるポストテストを必ずや

ってください。合わせてその時間のまとめの確認問題(
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パザパ)をやってください（目安として0.5時間）。

＜提出課題など＞

ポストテストならびに演習問題

＜成績評価方法・基準＞

定期試験70点、到達度確認試験、ポストテストならびに

演習問題　30点の合計100点満点の成績に基づいて評価

する。

定期試験は、定義または用語についての確認、ならびに

計算の技能を求め、

マーク式については、正誤、正解又は誤りの文章もしく

は語句を選択する問題を、

記述式については、指示された定義または用語を適切か

つ論理的に説明することを求め、

説明に必要な語句または数値がすべて記載されているか、

論理性の視点より加点法にて採点する。

計算問題については、式の妥当性、物理および化学単位

の妥当性、結果の妥当性の視点より加点法にて採点する。

＜テキスト＞

「薬学領域の分析化学」　　財津潔、鶴田泰人編集　廣

川書店

「HANDY INTELLIGENCE　日本薬局方」17局　京都廣川書

店

「“パザパ”薬学演習シリーズ①　分析化学演習」京都

廣川書店

＜参考図書＞

『第17改正　日本薬局方解説書』 廣川書店

『分析化学』萩中淳編　化学同人

＜授業計画＞

第１回　　定量分析法の基礎　(1)

日本薬局方の概略を学ぶ。

数値の表示法、

誤差と計算化学はかり、各種濃度について学ぶ。

薬学準備教育ガイドライン

（7）ー①ー1

（7）ー①ー2

C2ー（1)ー1

C2ー（1)ー2

C2ー（1)ー3

第２回　　定量分析法の基礎　(2)

日本薬局方の概略を学ぶ。

数値の表示法、

誤差と計算化学はかり、容量分析用器具について学ぶ。

各種濃度について学ぶ。

さらに、検定公差について学ぶ。

分析バリデーションについて学ぶ

薬学準備教育ガイドライン

（7）ー①ー1

（7）ー①ー2

C2ー（1)ー①ー1

C2ー（1)ー①ー2

C2ー（1)ー①ー3

第３回　　容量分析　(1)

標準溶液、標準試薬について学ぶ。

濃度係数(ファクター）について学ぶ。

容量分析用標準液の標定法について学ぶ。

薬学準備教育ガイドライン

（7）ー①ー1

（7）ー①ー2

C2ー（1）ー①ー2

C2ー（3)ー②ー5

第４回　　容量分析　(2)

化学平衡について学ぶ。

滴定終末点検出法について学ぶ。

薬学準備教育ガイドライン

（7）ー①ー1

（7）ー①ー2

C2ー（1）ー①ー2

C2ー（3)ー②ー5

第５回　　中和滴定法　（１）

共役酸・塩基について学ぶ。

質量作用の法則、酸カリ定数および塩基解離定数度につ

いて学ぶ。

薬学準備教育ガイドライン

（7）ー①ー1

（7）ー①ー2

C2ー（1）ー①ー2

C2ー（2）ー①ー1

C2ー（2）ー①ー2

第６回　　中和滴定法　（2）

活量と活量係数について学ぶ。

pHメーターの原理について学ぶ。

pH、酸及び塩基水溶液の水素イオン濃度について学ぶ。

緩衝液について学ぶ。

弱酸、弱塩基、緩衝液のpHを求める。

薬学準備教育ガイドライン

（7）ー①ー1

（7）ー①ー2

C2ー（1）ー①ー2

C2ー（2）ー①ー1

C2ー（2）ー①ー2

第７回　　中和滴定法（3）

滴定曲線（中和曲線）と指示薬の選択について学ぶ。

薬学準備教育ガイドライン

（7）ー①ー1

（7）ー①ー2

C2ー（1）ー①ー2

C2ー（2）ー①ー1

C2ー（2）ー①ー2
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C2ー（2）ー①ー4

第８回　　中和滴定法（３）

標準液の調製と標定について学ぶ。

医薬品の実験例について学ぶ。

薬学準備教育ガイドライン

（7）ー①ー1

（7）ー①ー2

C2ー（1）ー①ー2

C2ー（2）ー①ー1

C2ー（2）ー①ー2

C2ー（2）ー①ー4

C2ー（3）ー②ー1

C2ー（3）ー②ー5

第９回　　非水滴定法

非水溶媒中での弱酸及び弱塩基の強さ、溶媒の種類につ

いて学ぶ。

標準液の調製と標定について学ぶ。

医薬品の実験例について学ぶ。

薬学準備教育ガイドライン

（7）ー①ー1

（7）ー①ー2

C2ー（1）ー①ー2

C2ー（2）ー①ー1

C2ー（2）ー①ー2

C2ー（2）ー①ー4

C2ー（3)ー②ー1

C2ー（3)ー②ー5

第10回　　沈殿滴定法

イオン濃度の変化と滴定曲線について学ぶ。

Fajans法、Volhard法について学ぶ。

標準液の調製と標定について学ぶ。

医薬品の実験例についてについて学ぶ。

分別沈殿法について学ぶ。

薬学準備教育ガイドライン

（7）ー①ー1

（7）ー①ー2

C2ー（1）ー①ー2

C2ー（2）ー②ー2

C2ー（3）ー②ー3

C2ー（3）ー②ー5

第11回　　キレート滴定法　(1)

錯体、配位子、キレートについて学ぶ。

錯体生成平衡ならびに錯体の安定性について学ぶ。

錯体生成に影響を与える因子について学ぶ。

薬学準備教育ガイドライン

（7）ー①ー1

（7）ー①ー2

C2ー（1）ー①ー2

C2ー（2）ー②ー1

第12回　　キレート滴定法(2)

金属指示薬と金属イオンについて学ぶ。

標準液の調製と標定について学ぶ。

医薬品の定量について学ぶ。

薬学準備教育ガイドライン

（7）ー①ー1

（7）ー①ー2

C2ー（1）ー①ー2

C2ー（2）ー②ー1

C2ー（3）ー②ー2

C2ー（3）ー②ー5

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

薬品分析学Ⅰ [再]

平野　裕之

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

遠隔授業 （オンデマンド授業）

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、１，２，４

を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

医薬品を販売する時には、その品質を管理する手段の一

つとして必ずその主成分の薬品の定量法が確立されてい

なければならない。定量分析法には、重量分析法、容量

分析法、機器分析法などがあるが、近年機器分析法が急

速に発達し、広範囲に用いられるようになってきた。し

かし容量分析法は、現在も日本薬局方収載医薬品の大部

分で用いられている重要な定量法である。日本薬局方収

載の医薬品は、第一部と第二部合計で1200品目以上あり、

その7割以上の医薬品に対し容量分析法が定められてい

る。それ故、特定の医薬品の定量法を丸覚えしたのでは

応用が効かず無意味である。本講義は、まず定量法をそ

の基礎理論によって分類し、系統的に整理して学ぶこと

から始める。次に容量分析法を、定量する医薬品と定量

的に反応する試薬の反応形式により分類して解説し、定

量法の基礎を理解し、化学量論の概念を学習する。

なお、この授業の担当者は、製薬企業での研究業務なら

びに、製薬企業の品質管理に関するアドバイザーを経験

している、実務経験のある教員であるので、より実践的

な観点から薬品分析等を解説するものとする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

薬学準備教育ガイドライン

（7）薬学の基礎としての数学・統計学

【①数値の扱い】

1．大きな数や小さな数をSI 接頭語、べき、および対数
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を使い、的確に表すことができる。（知識・技能）

2．有効数字の概念を説明し、有効数字を含む値の計算

ができる。（知識・技能）

C2 化学物質の分析

（1）分析の基礎

【① 分析の基本】

1．分析に用いる器具を正しく使用できる。（知識・技

能）

2． 測定値を適切に取り扱うことができる。（知識・技

能）

3．分析法のバリデーションについて説明できる。

（2）溶液中の化学平衡

【① 酸・塩基平衡】

1．酸・塩基平衡の概念について説明できる。

2．pH および解離定数について説明できる。（知識・技

能）

4．緩衝作用や緩衝液について説明できる。

【②各種の化学平衡】

1．錯体・キレート生成平衡について説明できる。

2．沈殿平衡について説明できる。

（3）化学物質の定性分析・定量分析

【②定量分析（容量分析・重量分析）】

1．中和滴定（非水滴定を含む）の原理、操作法および

応用例を説明できる。

2．キレート滴定の原理、操作法および応用例を説明で

きる。

3．沈殿滴定の原理、操作法および応用例を説明できる。

5．日本薬局方収載の代表的な医薬品の容量分析を実施

できる。（知識・技能）

定量法をその基礎理論によって分類し、系統的に理解す

る。容量分析法を、定量する医薬品と定量的に反応する

試薬の反応形式により分類し、定量法の基礎ならびに化

学量論の概念を理解する。

＜授業のキーワード＞

重量分析、容量分析、中和滴定法、非水滴定法、キレー

ト滴定法

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。復習確認と

してポストテストを行います。

＜履修するにあたって＞

予習、復習すること。講義前に必ず教科書ならびに配布

教材等で予習をしてください。講義後はまとめのノート

を作成し、確認問題(パザパ)を必ずやってください。そ

のあとにdotCampusにあるポストテストを行ってくださ

い。また、dotCampusに各回の講義に関する到達目標、

キーワード、確認問題等を示しているので予習、復習の

際に確認してください。

オフィスアワー：金曜日　15：30ー17：00　必ず事前に

電子メールでアポイントを取ること。

＜授業時間外に必要な学修＞

講義前に必ず教科書ならびに配布教材等で予習をしてく

ださい（目安として0.5時間）。授業が終わったらdotCa

mpusにあるポストテストを必ずやってください。合わせ

てその時間のまとめの確認問題(パザパ)をやってくださ

い（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

ポストテストならびに演習問題

＜成績評価方法・基準＞

定期試験50点、ポストテストならびに演習50点の合計10

0点満点の成績に基づいて評価する。

定期試験は、定義または用語についての確認、ならびに

計算の技能を求め、

マーク式については、正誤、正解又は誤りの文章もしく

は語句を選択する問題を、

記述式については、指示された定義または用語を適切か

つ論理的に説明することを求め、

説明に必要な語句または数値がすべて記載されているか、

論理性の視点より加点法にて採点する。

計算問題については、式の妥当性、物理および化学単位

の妥当性、結果の妥当性の視点より加点法にて採点する。

＜テキスト＞

「薬学領域の分析化学」　　財津潔、鶴田泰人編集　廣

川書店

「HANDY INTELLIGENCE　日本薬局方」17局　京都廣川書

店

「“パザパ”薬学演習シリーズ①　分析化学演習」京都

廣川書店

＜参考図書＞

『第17改正　日本薬局方解説書』 廣川書店

『分析化学』萩中淳編　化学同人

＜授業計画＞

第１回　　定量分析法の基礎　(1)

日本薬局方の概略を学ぶ。

数値の表示法、

誤差と計算化学はかり、各種濃度について学ぶ。

薬学準備教育ガイドライン

（7）ー①ー1

（7）ー①ー2

C2ー（1)ー1

C2ー（1)ー2

C2ー（1)ー3

第２回　　定量分析法の基礎　(2)

日本薬局方の概略を学ぶ。

数値の表示法、

誤差と計算化学はかり、容量分析用器具について学ぶ。

各種濃度について学ぶ。

さらに、検定公差について学ぶ。

分析バリデーションについて学ぶ

薬学準備教育ガイドライン
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（7）ー①ー1

（7）ー①ー2

C2ー（1)ー①ー1

C2ー（1)ー①ー2

C2ー（1)ー①ー3

第３回　　容量分析　(1)

標準溶液、標準試薬について学ぶ。

濃度係数(ファクター）について学ぶ。

容量分析用標準液の標定法について学ぶ。

薬学準備教育ガイドライン

（7）ー①ー1

（7）ー①ー2

C2ー（1）ー①ー2

C2ー（3)ー②ー5

第４回　　容量分析　(2)

化学平衡について学ぶ。

滴定終末点検出法について学ぶ。

薬学準備教育ガイドライン

（7）ー①ー1

（7）ー①ー2

C2ー（1）ー①ー2

C2ー（3)ー②ー5

第５回　　中和滴定法　（１）

共役酸・塩基について学ぶ。

質量作用の法則、酸カリ定数および塩基解離定数度につ

いて学ぶ。

薬学準備教育ガイドライン

（7）ー①ー1

（7）ー①ー2

C2ー（1）ー①ー2

C2ー（2）ー①ー1

C2ー（2）ー①ー2

第６回　　中和滴定法　（2）

活量と活量係数について学ぶ。

pHメーターの原理について学ぶ。

pH、酸及び塩基水溶液の水素イオン濃度について学ぶ。

緩衝液について学ぶ。

弱酸、弱塩基、緩衝液のpHを求める。

薬学準備教育ガイドライン

（7）ー①ー1

（7）ー①ー2

C2ー（1）ー①ー2

C2ー（2）ー①ー1

C2ー（2）ー①ー2

第７回　　中和滴定法（3）

滴定曲線（中和曲線）と指示薬の選択について学ぶ。

薬学準備教育ガイドライン

（7）ー①ー1

（7）ー①ー2

C2ー（1）ー①ー2

C2ー（2）ー①ー1

C2ー（2）ー①ー2

C2ー（2）ー①ー4

第８回　　中和滴定法（３）

標準液の調製と標定について学ぶ。

医薬品の実験例について学ぶ。

薬学準備教育ガイドライン

（7）ー①ー1

（7）ー①ー2

C2ー（1）ー①ー2

C2ー（2）ー①ー1

C2ー（2）ー①ー2

C2ー（2）ー①ー4

C2ー（3）ー②ー1

C2ー（3）ー②ー5

第９回　　非水滴定法

非水溶媒中での弱酸及び弱塩基の強さ、溶媒の種類につ

いて学ぶ。

標準液の調製と標定について学ぶ。

医薬品の実験例について学ぶ。

薬学準備教育ガイドライン

（7）ー①ー1

（7）ー①ー2

C2ー（1）ー①ー2

C2ー（2）ー①ー1

C2ー（2）ー①ー2

C2ー（2）ー①ー4

C2ー（3)ー②ー1

C2ー（3)ー②ー5

第10回　　沈殿滴定法

イオン濃度の変化と滴定曲線について学ぶ。

Fajans法、Volhard法について学ぶ。

標準液の調製と標定について学ぶ。

医薬品の実験例についてについて学ぶ。

分別沈殿法について学ぶ。

薬学準備教育ガイドライン

（7）ー①ー1

（7）ー①ー2

C2ー（1）ー①ー2

C2ー（2）ー②ー2

C2ー（3）ー②ー3

C2ー（3）ー②ー5

第11回　　キレート滴定法　(1)

錯体、配位子、キレートについて学ぶ。

錯体生成平衡ならびに錯体の安定性について学ぶ。

錯体生成に影響を与える因子について学ぶ。

薬学準備教育ガイドライン

（7）ー①ー1
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（7）ー①ー2

C2ー（1）ー①ー2

C2ー（2）ー②ー1

第12回　　キレート滴定法(2)

金属指示薬と金属イオンについて学ぶ。

標準液の調製と標定について学ぶ。

医薬品の定量について学ぶ。

薬学準備教育ガイドライン

（7）ー①ー1

（7）ー①ー2

C2ー（1）ー①ー2

C2ー（2）ー②ー1

C2ー（3）ー②ー2

C2ー（3）ー②ー5

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

薬品分析学Ⅱ [15～18]

平野　裕之

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2，3，7を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

有機化合物の物理定数を測定するとき、試料が初めから

純粋な状態で得られる場合は少なく、先ず混合物の分離

操作及び精製操作を行う必要がある。本講義では、初め

に、分離・精製法の基本操作として、物質の揮発性、溶

媒に対する溶解度の差などを利用して、多数の混合物を

系統的に分離する方法の原理及び操作について述べる。

次に、分離分析法、定性及び定量分析法としてガスクロ

マトグラフィー（GC)及び液体クロマトグラフィー（LC)

について述べる。LCのうち、高速液体クロマトグラフィ

ー（HPLC)は、現在の分離分析法の中で最も利用されて

いる方法である。また、電気泳動法は蛋白質やDNAなど

のイオン性高分子化合物を対象とした分離分析法であり、

その原理及び利用法などについて述べる。最後に、分離

・分析操作が終了した試料の成分組成分析を目的とする

光分析法として、紫外可視吸光光度法及び原子吸光光度

法について解説する。本講義の到達目標を次に掲げる。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C2 化学物質の分析

（1）分析の基礎

【① 分析の基本】

2．測定値を適切に取り扱うことができる。（知識・技

能）

（2）溶液中の化学平衡

【②各種の化学平衡】

3．酸化還元平衡について説明できる。

（3）化学物質の定性分析・定量分析

【②定量分析（容量分析・重量分析）】

4．酸化還元滴定の原理、操作法および応用例を説明で

きる。

5．日本薬局方収載の代表的な医薬品の容量分析を実施

できる。（知識・技能）

（4）機器を用いる分析法

【① 分光分析】

1．紫外可視吸光度測定法の原理および応用例を説明で

きる。

4．原子吸光光度法、誘導結合プラズマ（ICP）発光分光

分析法およびICP 質量分析法の原理および応用例を説明

できる。

（5）分離分析法

【① クロマトグラフィー】

1．クロマトグラフィーの分離機構を説明できる。

2．薄層クロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を

説明できる。

3．液体クロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を

説明できる。

4．ガスクロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を

説明できる。

5．クロマトグラフィーを用いて試料を定性・定量でき

る。（知識・技能）

【②電気泳動法】

1．電気泳動法の原理および応用例を説明できる。

（6）臨床現場で用いる分析技術

【①分析準備】

1．目的に即した試料の前処理法を説明できる。

薬学アドバンスト

C2 化学物質の分析

【⑧クロマトグラフィー】 〔関連コアカリ：（5）①〕

1．超臨界流体クロマトグラフィーの特徴を説明できる。

混合物を系統的に分離する方法の原理及び操作を理解す

る。さらに成分組成分析を目的とする光分析法として、

紫外可視吸光光度法及び原子吸光光度法の原理及び利用

法を理解する。

＜授業のキーワード＞

酸化還元滴定法、ガスクロマトグラフィー（GC)、液体

クロマトグラフィー（LC）、高速液体クロマトグラフィ

ー（HPLC）、電気泳動法試料、紫外可視吸光光度法、原

子吸光光度法

＜授業の進め方＞
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授業計画に従って12回の講義を行ないます。復習確認と

してポストテストを行います。

＜履修するにあたって＞

予習、復習すること。講義前に必ず教科書ならびに配布

教材等で予習をしてください。講義後はまとめのノート

を作成し、確認問題(パザパ)を必ずやってください。そ

のあとにdotCampusにあるポストテストを行ってくださ

い。

オフィスアワー：木曜日　15：30-17：00　必ず事前に

電子メールでアポイントを取ること。

＜授業時間外に必要な学修＞

講義前に必ず必ず配信動画を視聴し教科書ならびに配布

教材等で予習をしてください（目安として1時間）。授

業が終わったらdotCampusにあるポストテストを必ずや

ってください。合わせてその時間のまとめの確認問題を

やってください。（目安として1時間）

＜提出課題など＞

ポストテストならびに演習問題

＜成績評価方法・基準＞

定期試験70点、ポストテストならびに演習問題30点の合

計100点満点の成績に基づいて評価する。

定期試験は、定義または用語についての確認、ならびに

計算の技能を求め、

マーク式については、正誤、正解又は誤りの文章もしく

は語句を選択する問題を、

記述式については、指示された定義または用語を適切か

つ論理的に説明することを求め、

説明に必要な語句または数値がすべて記載されているか、

論理性の視点より加点法にて採点する。

計算問題については、式の妥当性、物理および化学単位

の妥当性、結果の妥当性の視点より加点法にて採点する。

＜テキスト＞

『薬学領域の分析化学』　財津潔、鶴田泰人編集　廣川

書店

『アップデート薬学機器分析学』 轟木堅一郎、明樂一

己編集　廣川書店

『HANDY INTELLIGENCE　日本薬局方』　京都廣川書店

『“パザパ”薬学演習シリーズ①　分析化学演習』京都

廣川書店

＜授業計画＞

第1回　　酸化還元滴定法(1)

酸化還元電位について学ぶ。

ネルンストの式について学ぶ。

滴定曲線について学ぶ。

終点検出法について学ぶ。

実験例について学ぶ。

C2-（1）-①-2

C2-（2）-②-3

C2-（3）-②-4

C2-（3）-②-5

第2回　　酸化還元滴定法(2)

過マンガン酸カリウム法について学ぶ。

ヨウ素法について学ぶ。

ジアゾ法について学ぶ。

標準液の調製と標定について学ぶ。

C2-（1）-①-2

C2-（2）-②-3

C2-（3）-②-4

C2-（3）-②-5

第3回　　分離及び精製操作

有機化合物の同定法について学ぶ。

再結晶蒸留及び分留について学ぶ。

化学構造と沸点の関係について学ぶ。

抽出について学ぶ。

C2-（6）-①-1

第4回　　化学構造と溶解度の関係

溶媒の極性水に対する溶解度について学ぶ。

さらに、医薬品のエーテル、ベンゼンに対する溶解度に

ついて学ぶ。

医薬品の炭酸ナトリウム及び水酸化ナトリウムに対する

溶解度について学ぶ。

医薬品の希塩酸に対する溶解度について学ぶ。

C2-（6）-①-1

第5回　　分離分析の概説ならびにガスクロマトグラフ

ィー

分離分析ならびに

ガスクロマトグラフィーの原理及び装置について学ぶ。

ガスクロマトグラフィーによる定性分析法ならびに定量

分析法について学ぶ。

誘導体化について学ぶ。

C2-（5）-①-1

C2-（5）-①-4

C2-（5）-①-5

第6回　　液体クロマトグラフィー

ぺーパークロマトグラフィー、薄層クロマトグラフィー

及びカラムクロマトグラフィーの原理及び分析法につい

て学ぶ。

吸着クロマトグラフィーについて学ぶ。

分配クロマトグラフィーについて学ぶ。

高速液体クロマトグラフィーの原理および装置について

学ぶ。

さらにイオン交換クロマトグラフィーについて学ぶ。

ゲルクロマトグラフィーについて学ぶ。

アフィニティークロマトグラフィーについて学ぶ。

C2-（5）-①-1

C2-（5）-①-2

C2-（5）-①-3

C2-（5）-①-5
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薬学アドバンスト

C2-⑧-（5）-①

第7回　　高速液体クロマトグラフィー（HPLC）

高速液体クロマトグラフィーによる定性分析法ならびに

定量分析法について学ぶ。

誘導体化について学ぶ。

アミノ酸クロマトグラフィーについて学ぶ。

さらに、超臨界クロマトグラフィー、向流分配クロマト

グラフィーについて学ぶ。

C2-（5）-①-1

C2-（5）-①-3

第8回　　電気泳動法(1)

電気泳動法の原理および装置について学ぶ。

電気泳動法の種類について学ぶ。

泳動に影響する因子について学ぶ。

さらに、紙の性質について学ぶ。

C2-（5）-②-1

第9回　　電気泳動法(2)

ポリアクリルアミド電気泳動法（PAGE)、SDSポリアクリ

ルアミド電気泳動法（SDS-PAGE)、等電点電気泳動法（I

EF）、キャピラリー電気泳動法の原理及び装置について

学ぶ。

キャピラリーゾーン電気泳動法、キャピラリーゲル電気

泳動法について学ぶ。

さらに、2次元電気泳動法について学ぶ。

C2-（5）-②-1

第10回　　紫外可視吸光光度法　(1)

紫外可視吸光光度法の原理及び装置について学ぶ。

C2-①-（4）-1

第11回　　紫外可視吸光光度法 (2)

医薬品の確認及び定量法

について学ぶ。

さらに、たんぱく質定量、酵素活性測定について学ぶ。

C2-①-（4）-1

第12回　　原子吸光光度法

原子吸光光度法の原理および装置について学ぶ。

光源、原子化部バックグラウンド補正について学ぶ。

定量法について学ぶ。

絶対検量線法、内標準法、標準添加法について学ぶ。

干渉について学ぶ。

分析例ついて学ぶ。

C2-（4）-①-4

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

薬品分析学Ⅱ [19～]

平野　裕之

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2，3，7を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

有機化合物の物理定数を測定するとき、試料が初めから

純粋な状態で得られる場合は少なく、先ず混合物の分離

操作及び精製操作を行う必要がある。本講義では、初め

に、分離・精製法の基本操作として、物質の揮発性、溶

媒に対する溶解度の差などを利用して、多数の混合物を

系統的に分離する方法の原理及び操作について述べる。

次に、分離分析法、定性及び定量分析法としてガスクロ

マトグラフィー（GC)及び液体クロマトグラフィー（LC)

について述べる。LCのうち、高速液体クロマトグラフィ

ー（HPLC)は、現在の分離分析法の中で最も利用されて

いる方法である。また、電気泳動法は蛋白質やDNAなど

のイオン性高分子化合物を対象とした分離分析法であり、

その原理及び利用法などについて述べる。最後に、分離

・分析操作が終了した試料の成分組成分析を目的とする

光分析法として、紫外可視吸光光度法及び原子吸光光度

法について解説する。本講義の到達目標を次に掲げる。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C2 化学物質の分析

（1）分析の基礎

【① 分析の基本】

2．測定値を適切に取り扱うことができる。（知識・技

能）

（2）溶液中の化学平衡

【②各種の化学平衡】

3．酸化還元平衡について説明できる。

（3）化学物質の定性分析・定量分析

【②定量分析（容量分析・重量分析）】

4．酸化還元滴定の原理、操作法および応用例を説明で

きる。

5．日本薬局方収載の代表的な医薬品の容量分析を実施

できる。（知識・技能）

（4）機器を用いる分析法

【① 分光分析】

1．紫外可視吸光度測定法の原理および応用例を説明で

きる。

4．原子吸光光度法、誘導結合プラズマ（ICP）発光分光

分析法およびICP 質量分析法の原理および応用例を説明

できる。

（5）分離分析法

【① クロマトグラフィー】

1．クロマトグラフィーの分離機構を説明できる。
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2．薄層クロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を

説明できる。

3．液体クロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を

説明できる。

4．ガスクロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を

説明できる。

5．クロマトグラフィーを用いて試料を定性・定量でき

る。（知識・技能）

【②電気泳動法】

1．電気泳動法の原理および応用例を説明できる。

（6）臨床現場で用いる分析技術

【①分析準備】

1．目的に即した試料の前処理法を説明できる。

薬学アドバンスト

C2 化学物質の分析

【⑧クロマトグラフィー】 〔関連コアカリ：（5）①〕

1．超臨界流体クロマトグラフィーの特徴を説明できる。

混合物を系統的に分離する方法の原理及び操作を理解す

る。さらに成分組成分析を目的とする光分析法として、

紫外可視吸光光度法及び原子吸光光度法の原理及び利用

法を理解する。

＜授業のキーワード＞

酸化還元滴定法、ガスクロマトグラフィー（GC)、液体

クロマトグラフィー（LC）、高速液体クロマトグラフィ

ー（HPLC）、電気泳動法試料、紫外可視吸光光度法、原

子吸光光度法

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。復習確認と

してポストテストを行います。

＜履修するにあたって＞

予習、復習すること。講義前に必ず教科書ならびに配布

教材等で予習をしてください。講義後はまとめのノート

を作成し、確認問題(パザパ)を必ずやってください。そ

のあとにdotCampusにあるポストテストを行ってくださ

い。

オフィスアワー：木曜日　15：30ー17：00　必ず事前に

電子メールでアポイントを取ること。

＜授業時間外に必要な学修＞

講義前に必ず必ず配信動画を視聴し教科書ならびに配布

教材等で予習をしてください（目安として1時間）。授

業が終わったらdotCampusにあるポストテストを必ずや

ってください。合わせてその時間のまとめの確認問題を

やってください。（目安として1時間）

＜提出課題など＞

ポストテストならびに演習問題

＜成績評価方法・基準＞

定期試験70点、ポストテストならびに演習問題30点の合

計100点満点の成績に基づいて評価する。

定期試験は、定義または用語についての確認、ならびに

計算の技能を求め、

マーク式については、正誤、正解又は誤りの文章もしく

は語句を選択する問題を、

記述式については、指示された定義または用語を適切か

つ論理的に説明することを求め、

説明に必要な語句または数値がすべて記載されているか、

論理性の視点より加点法にて採点する。

計算問題については、式の妥当性、物理および化学単位

の妥当性、結果の妥当性の視点より加点法にて採点する。

＜テキスト＞

『薬学領域の分析化学』　財津潔、鶴田泰人編集　廣川

書店

『アップデート薬学機器分析学』 轟木堅一郎、明樂一

己編集　廣川書店

『HANDY INTELLIGENCE　日本薬局方』　京都廣川書店

『“パザパ”薬学演習シリーズ①　分析化学演習』京都

廣川書店

＜授業計画＞

第1回　　酸化還元滴定法(1)

酸化還元電位について学ぶ。

ネルンストの式について学ぶ。

滴定曲線について学ぶ。

終点検出法について学ぶ。

実験例について学ぶ。

C2ー（1）ー①ー2

C2ー（2）ー②ー3

C2ー（3）ー②ー4

C2ー（3）ー②ー5

第2回　　酸化還元滴定法(2)

過マンガン酸カリウム法について学ぶ。

ヨウ素法について学ぶ。

ジアゾ法について学ぶ。

標準液の調製と標定について学ぶ。

C2ー（1）ー①ー2

C2ー（2）ー②ー3

C2ー（3）ー②ー4

C2ー（3）ー②ー5

第3回　　分離及び精製操作

有機化合物の同定法について学ぶ。

再結晶蒸留及び分留について学ぶ。

化学構造と沸点の関係について学ぶ。

抽出について学ぶ。

C2ー（6）ー①ー1

第4回　　化学構造と溶解度の関係

溶媒の極性水に対する溶解度について学ぶ。

さらに、医薬品のエーテル、ベンゼンに対する溶解度に

ついて学ぶ。

医薬品の炭酸ナトリウム及び水酸化ナトリウムに対する

溶解度について学ぶ。
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医薬品の希塩酸に対する溶解度について学ぶ。

C2ー（6）ー①ー1

第5回　　分離分析の概説ならびにガスクロマトグラフ

ィー

分離分析ならびに

ガスクロマトグラフィーの原理及び装置について学ぶ。

ガスクロマトグラフィーによる定性分析法ならびに定量

分析法について学ぶ。

誘導体化について学ぶ。

C2ー（5）ー①ー1

C2ー（5）ー①ー4

C2ー（5）ー①ー5

第6回　　液体クロマトグラフィー

ぺーパークロマトグラフィー、薄層クロマトグラフィー

及びカラムクロマトグラフィーの原理及び分析法につい

て学ぶ。

吸着クロマトグラフィーについて学ぶ。

分配クロマトグラフィーについて学ぶ。

高速液体クロマトグラフィーの原理および装置について

学ぶ。

さらにイオン交換クロマトグラフィーについて学ぶ。

ゲルクロマトグラフィーについて学ぶ。

アフィニティークロマトグラフィーについて学ぶ。

C2ー（5）ー①ー1

C2ー（5）ー①ー2

C2ー（5）ー①ー3

C2ー（5）ー①ー5

薬学アドバンスト

C2ー⑧ー（5）ー①

第7回　　高速液体クロマトグラフィー（HPLC）

高速液体クロマトグラフィーによる定性分析法ならびに

定量分析法について学ぶ。

誘導体化について学ぶ。

アミノ酸クロマトグラフィーについて学ぶ。

さらに、超臨界クロマトグラフィー、向流分配クロマト

グラフィーについて学ぶ。

C2ー（5）ー①ー1

C2ー（5）ー①ー3

第8回　　電気泳動法(1)

電気泳動法の原理および装置について学ぶ。

電気泳動法の種類について学ぶ。

泳動に影響する因子について学ぶ。

さらに、紙の性質について学ぶ。

C2ー（5）ー②ー1

第9回　　電気泳動法(2)

ポリアクリルアミド電気泳動法（PAGE)、SDSポリアクリ

ルアミド電気泳動法（SDSーPAGE)、等電点電気泳動法（

IEF）、キャピラリー電気泳動法の原理及び装置につい

て学ぶ。

キャピラリーゾーン電気泳動法、キャピラリーゲル電気

泳動法について学ぶ。

さらに、2次元電気泳動法について学ぶ。

C2ー（5）ー②ー1

第10回　　紫外可視吸光光度法　(1)

紫外可視吸光光度法の原理及び装置について学ぶ。

C2ー①ー（4）ー1

第11回　　紫外可視吸光光度法 (2)

医薬品の確認及び定量法

について学ぶ。

さらに、たんぱく質定量、酵素活性測定について学ぶ。

C2ー①ー（4）ー1

第12回　　原子吸光光度法

原子吸光光度法の原理および装置について学ぶ。

光源、原子化部バックグラウンド補正について学ぶ。

定量法について学ぶ。

絶対検量線法、内標準法、標準添加法について学ぶ。

干渉について学ぶ。

分析例ついて学ぶ。

C2ー（4）ー①ー4

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

薬品分析学Ⅱ [再]

平野　裕之

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

遠隔授業 （オンデマンド授業）

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2，3，7を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

有機化合物の物理定数を測定するとき、試料が初めから

純粋な状態で得られる場合は少なく、先ず混合物の分離

操作及び精製操作を行う必要がある。本講義では、初め

に、分離・精製法の基本操作として、物質の揮発性、溶

媒に対する溶解度の差などを利用して、多数の混合物を

系統的に分離する方法の原理及び操作について述べる。

次に、分離分析法、定性及び定量分析法としてガスクロ

マトグラフィー（GC)及び液体クロマトグラフィー（LC)

について述べる。LCのうち、高速液体クロマトグラフィ

ー（HPLC)は、現在の分離分析法の中で最も利用されて

いる方法である。また、電気泳動法は蛋白質やDNAなど

のイオン性高分子化合物を対象とした分離分析法であり、

その原理及び利用法などについて述べる。最後に、分離

・分析操作が終了した試料の成分組成分析を目的とする

光分析法として、紫外可視吸光光度法及び原子吸光光度
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法について解説する。本講義の到達目標を次に掲げる。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C2 化学物質の分析

（1）分析の基礎

【① 分析の基本】

2．測定値を適切に取り扱うことができる。（知識・技

能）

（2）溶液中の化学平衡

【②各種の化学平衡】

3．酸化還元平衡について説明できる。

（3）化学物質の定性分析・定量分析

【②定量分析（容量分析・重量分析）】

4．酸化還元滴定の原理、操作法および応用例を説明で

きる。

5．日本薬局方収載の代表的な医薬品の容量分析を実施

できる。（知識・技能）

（4）機器を用いる分析法

【① 分光分析】

1．紫外可視吸光度測定法の原理および応用例を説明で

きる。

4．原子吸光光度法、誘導結合プラズマ（ICP）発光分光

分析法およびICP 質量分析法の原理および応用例を説明

できる。

（5）分離分析法

【① クロマトグラフィー】

1．クロマトグラフィーの分離機構を説明できる。

2．薄層クロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を

説明できる。

3．液体クロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を

説明できる。

4．ガスクロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を

説明できる。

5．クロマトグラフィーを用いて試料を定性・定量でき

る。（知識・技能）

【②電気泳動法】

1．電気泳動法の原理および応用例を説明できる。

（6）臨床現場で用いる分析技術

【①分析準備】

1．目的に即した試料の前処理法を説明できる。

薬学アドバンスト

C2 化学物質の分析

【⑧クロマトグラフィー】 〔関連コアカリ：（5）①〕

1．超臨界流体クロマトグラフィーの特徴を説明できる。

混合物を系統的に分離する方法の原理及び操作を理解す

る。さらに成分組成分析を目的とする光分析法として、

紫外可視吸光光度法及び原子吸光光度法の原理及び利用

法を理解する。

＜授業のキーワード＞

酸化還元滴定法、ガスクロマトグラフィー（GC)、液体

クロマトグラフィー（LC）、高速液体クロマトグラフィ

ー（HPLC）、電気泳動法試料、紫外可視吸光光度法、原

子吸光光度法

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。復習確認と

してポストテストを行います。

＜履修するにあたって＞

予習、復習すること。講義前に必ず教科書ならびに配布

教材等で予習をしてください。講義後はまとめのノート

を作成し、確認問題(パザパ)を必ずやってください。そ

のあとにdotCampusにあるポストテストを行ってくださ

い。

オフィスアワー：金曜日　15：30ー17：00　必ず事前に

電子メールでアポイントを取ること。

＜授業時間外に必要な学修＞

講義前に必ず教科書ならびに配布教材等で予習をしてく

ださい。（目安として0.5時間）授業が終わったらdotCa

mpusにあるポストテストを必ずやってください。合わせ

てその時間のまとめの確認問題をやってください。（目

安として1時間）

＜提出課題など＞

ポストテストならびに演習問題

＜成績評価方法・基準＞

定期試験50点、ポストテストならびに演習問題50点の合

計100点満点の成績に基づいて評価する。

定期試験は、定義または用語についての確認、ならびに

計算の技能を求め、

マーク式については、正誤、正解又は誤りの文章もしく

は語句を選択する問題を、

記述式については、指示された定義または用語を適切か

つ論理的に説明することを求め、

説明に必要な語句または数値がすべて記載されているか、

論理性の視点より加点法にて採点する。

計算問題については、式の妥当性、物理および化学単位

の妥当性、結果の妥当性の視点より加点法にて採点する。

＜テキスト＞

『薬学領域の分析化学』　財津潔、鶴田泰人編集　廣川

書店

『アップデート薬学機器分析学』 轟木堅一郎、明樂一

己編集　廣川書店

『HANDY INTELLIGENCE　日本薬局方』　京都廣川書店

『“パザパ”薬学演習シリーズ①　分析化学演習』京都

廣川書店

＜授業計画＞

第1回　　酸化還元滴定法(1)

酸化還元電位について学ぶ。

ネルンストの式について学ぶ。

滴定曲線について学ぶ。
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終点検出法について学ぶ。

実験例について学ぶ。

C2ー（1）ー①ー2

C2ー（2）ー②ー3

C2ー（3）ー②ー4

C2ー（3）ー②ー5

第2回　　酸化還元滴定法(2)

過マンガン酸カリウム法について学ぶ。

ヨウ素法について学ぶ。

ジアゾ法について学ぶ。

標準液の調製と標定について学ぶ。

C2ー（1）ー①ー2

C2ー（2）ー②ー3

C2ー（3）ー②ー4

C2ー（3）ー②ー5

第3回　　分離及び精製操作

有機化合物の同定法について学ぶ。

再結晶蒸留及び分留について学ぶ。

化学構造と沸点の関係について学ぶ。

抽出について学ぶ。

C2ー（6）ー①ー1

第4回　　化学構造と溶解度の関係

溶媒の極性水に対する溶解度について学ぶ。

さらに、医薬品のエーテル、ベンゼンに対する溶解度に

ついて学ぶ。

医薬品の炭酸ナトリウム及び水酸化ナトリウムに対する

溶解度について学ぶ。

医薬品の希塩酸に対する溶解度について学ぶ。

C2ー（6）ー①ー1

第5回　　分離分析の概説ならびにガスクロマトグラフ

ィー

分離分析ならびに

ガスクロマトグラフィーの原理及び装置について学ぶ。

ガスクロマトグラフィーによる定性分析法ならびに定量

分析法について学ぶ。

誘導体化について学ぶ。

C2ー（5）ー①ー1

C2ー（5）ー①ー4

C2ー（5）ー①ー5

第6回　　液体クロマトグラフィー

ぺーパークロマトグラフィー、薄層クロマトグラフィー

及びカラムクロマトグラフィーの原理及び分析法につい

て学ぶ。

吸着クロマトグラフィーについて学ぶ。

分配クロマトグラフィーについて学ぶ。

高速液体クロマトグラフィーの原理および装置について

学ぶ。

さらにイオン交換クロマトグラフィーについて学ぶ。

ゲルクロマトグラフィーについて学ぶ。

アフィニティークロマトグラフィーについて学ぶ。

C2ー（5）ー①ー1

C2ー（5）ー①ー2

C2ー（5）ー①ー3

C2ー（5）ー①ー5

薬学アドバンスト

C2ー⑧ー（5）ー①

第7回　　高速液体クロマトグラフィー（HPLC）

高速液体クロマトグラフィーによる定性分析法ならびに

定量分析法について学ぶ。

誘導体化について学ぶ。

アミノ酸クロマトグラフィーについて学ぶ。

さらに、超臨界クロマトグラフィー、向流分配クロマト

グラフィーについて学ぶ。

C2ー（5）ー①ー1

C2ー（5）ー①ー3

第8回　　電気泳動法(1)

電気泳動法の原理および装置について学ぶ。

電気泳動法の種類について学ぶ。

泳動に影響する因子について学ぶ。

さらに、紙の性質について学ぶ。

C2ー（5）ー②ー1

第9回　　電気泳動法(2)

ポリアクリルアミド電気泳動法（PAGE)、SDSポリアクリ

ルアミド電気泳動法（SDSーPAGE)、等電点電気泳動法（

IEF）、キャピラリー電気泳動法の原理及び装置につい

て学ぶ。

キャピラリーゾーン電気泳動法、キャピラリーゲル電気

泳動法について学ぶ。

さらに、2次元電気泳動法について学ぶ。

C2ー（5）ー②ー1

第10回　　紫外可視吸光光度法　(1)

紫外可視吸光光度法の原理及び装置について学ぶ。

C2ー①ー（4）ー1

第11回　　紫外可視吸光光度法 (2)

医薬品の確認及び定量法

について学ぶ。

さらに、たんぱく質定量、酵素活性測定について学ぶ。

C2ー①ー（4）ー1

第12回　　原子吸光光度法

原子吸光光度法の原理および装置について学ぶ。

光源、原子化部バックグラウンド補正について学ぶ。

定量法について学ぶ。

絶対検量線法、内標準法、標準添加法について学ぶ。

干渉について学ぶ。

分析例ついて学ぶ。

C2ー（4）ー①ー4
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

薬品分析学Ⅳ [15～18]

内海　美保

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は4年

次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1、4、5を目

指す。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

http://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/po

licy/diploma.html

医療の現場いおいて、病因の鑑別診断、病態の解明、治

療方針の検討に機器分析技術が応用されている。分析学

の最終科目として分析学の医療への応用を学ぶ。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C2-(6)-①-1 分析目的に即した試料の前処理法を説明で

きる。

C2-(6)-①-2 臨床分析における精度管理および標準物質

の意義を説明できる。

C2-(6)-②-1 臨床分析で用いられる代表的な分析法を列

挙できる。

C2-(6)-②-2 免疫化学的測定法の原理を説明できる。

C2-(6)-②-3 酵素を用いた代表的な分析法の原理を説明

できる。

C2-(6)-②-4 代表的なドライケミストリーについて概説

できる。

C2-(6)-②-5 代表的な画像診断技術（X線検査、MRI、超

音波、内視鏡検査、核医学検査など）について概説でき

る。

＜授業のキーワード＞

免疫反応を用いた分析法、酵素を用いた分析法、X線検

査、CTスキャン、MRI,超音波、核医学検査、画像診断薬

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行います。

＜履修するにあたって＞

資料の配布などは、dotCampusを活用します。質問のた

めの面会が必要でしたらオフィスアワー（随時）を利用

してください。緊急の用事などで不在にする可能性もあ

りますので、事前に電子メール）で在室確認をされると

よいでしょう。

＜授業時間外に必要な学修＞

受講後は必ず復習し、概念や原理の理解を深めるように

してください。（目安として1時間）

＜提出課題など＞

授業後に連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験の成績、計100点で評価する。

＜テキスト＞

秋澤俊史編集「薬剤師に必要な臨床機器分析」　廣川書

店

＜参考図書＞

佐藤幸一著「医療系のための物理」東京教学社

笠井俊文著「診療画像機器学」オーム社

萩中　淳著「ベーシック薬学教科書シリーズ2 分析化学

」化学同人

＜授業計画＞

第1回　生体成分の取り扱いと前処理

1）生体試料について、前処理と適切な取り扱いができ

る。

C2-(6)-①-1 ２）精度管理及び標準物質の意義を説明で

きる。C2-(6)-①-2 ３）代表的な分析法を列挙できる。

C2-(6)-②-1

第2回　遺伝子分析

１）医療機関における遺伝子診断　２）DNA診断の原理

と手法C2-(6)-②-1

第3回　MS(質量スペクトル)

臨床に用いられているMS装置について簡単に説明できる

 イオン化法 質量分離装置とMSの臨床応用例について説

明できる 薬物代謝物、ドーピング検査、新生児マスス

クリーニング検査等C2-(6)-②-4

臨床に用いられているMS装置について簡単に説明できる

 イオン化法 質量分離装置

MSの臨床応用例について説明できる 薬物代謝物、ドー

ピング検査、新生児マススクリーニング検査等

1)臨床に用いられているMS装置について簡単に説明でき

る。２）薬物代謝物、ドーピング検査、新生児マススク

リーニング検査等、MSの臨床応用例について説明できる

 。

第4回　超音波診断法

1)超音波を説明できる。2)超音波診断装置を説明できる。

3)アーチファクトを説明できる。C2-(6)-②-5

第5回　内視鏡検査

1)光ファイバーと全反射を説明できる。2)電子スコープ

とファイバースコープの違いを説明できる。3)内視鏡の

処置具を説明できる。C2-(6)-②-5

第6回　MRI①

MRIの原理即ち 核磁気共鳴現象について説明できる。

巨視的磁化について説明できる。 緩和時間（T1,T2）

について説明できる。 パルスシークエンスについて説

明できる。 T１強調画像を説明できる 。T2強調画像を

説明できる。C2-(6)-②-5

第7回　MRI②
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１）MRIの装置を簡単に説明できる。 ２）診断 法、造

影剤、偽像を簡単に説明できるC2-(6)-②-5

第8回　PET

PETの特徴を説明できる。PET装置の原理を簡単に説明で

きる。がん細胞によるFDGの取り込みについて説明でき

る。PET用薬剤について説明できる。C2-(6)-②-5

PET検査の全体像について説明できる。

第9回　X線診断法

１）X線検査を説明できる。2)X線造影剤を説明できる。

C2-(6)-②-5

第10回　X線CT法

X線CTの原理と基礎知識を得る。C2-(6)-②-5

第11回　ドライケミストリー

ドライケミストリーを説明できる。C2-(6)-②-4

第12回　毒物分析　１

1)薬毒物中毒における生体試料の取り扱いについて説明

できる。2)代表的な中毒物質（乱用薬物を含む）のスク

リーニング法を列挙し、説明できる。C2-(6)-②-1

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

薬品分析学Ⅳ [19～]

内海　美保

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は4年

次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1、4、5を目

指す。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

http://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/po

licy/diploma.html

医療の現場いおいて、病因の鑑別診断、病態の解明、治

療方針の検討に機器分析技術が応用されている。分析学

の最終科目として分析学の医療への応用を学ぶ。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C2-(6)-①-1 分析目的に即した試料の前処理法を説明で

きる。

C2-(6)-①-2 臨床分析における精度管理および標準物質

の意義を説明できる。

C2-(6)-②-1 臨床分析で用いられる代表的な分析法を列

挙できる。

C2-(6)-②-2 免疫化学的測定法の原理を説明できる。

C2-(6)-②-3 酵素を用いた代表的な分析法の原理を説明

できる。

C2-(6)-②-4 代表的なドライケミストリーについて概説

できる。

C2-(6)-②-5 代表的な画像診断技術（X線検査、MRI、超

音波、内視鏡検査、核医学検査など）について概説でき

る。

＜授業のキーワード＞

免疫反応を用いた分析法、酵素を用いた分析法、X線検

査、CTスキャン、MRI,超音波、核医学検査、画像診断薬

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行います。

＜履修するにあたって＞

資料の配布などは、dotCampusを活用します。質問のた

めの面会が必要でしたらオフィスアワー（随時）を利用

してください。緊急の用事などで不在にする可能性もあ

りますので、事前に電子メールで在室確認をされるとよ

いでしょう。

＜授業時間外に必要な学修＞

受講後は必ず復習し、概念や原理の理解を深めるように

してください。（目安として1時間）

＜提出課題など＞

授業後に連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験の成績、計100点で評価する。

＜テキスト＞

秋澤俊史編集「薬剤師に必要な臨床機器分析」　廣川書

店

＜参考図書＞

佐藤幸一著「医療系のための物理」東京教学社

笠井俊文著「診療画像機器学」オーム社

萩中　淳著「ベーシック薬学教科書シリーズ2 分析化学

」化学同人

＜授業計画＞

第1回　生体成分の取り扱いと前処理

1）生体試料について、前処理と適切な取り扱いができ

る。

C2-(6)-①-1 ２）精度管理及び標準物質の意義を説明で

きる。C2-(6)-①-2 ３）代表的な分析法を列挙できる。

C2-(6)-②-1

第2回　遺伝子分析

１）医療機関における遺伝子診断　２）DNA診断の原理

と手法C2-(6)-②-1

第3回　MS(質量スペクトル)

臨床に用いられているMS装置について簡単に説明できる

 イオン化法 質量分離装置とMSの臨床応用例について説
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明できる 薬物代謝物、ドーピング検査、新生児マスス

クリーニング検査等C2-(6)-②-4

臨床に用いられているMS装置について簡単に説明できる

 イオン化法 質量分離装置

MSの臨床応用例について説明できる 薬物代謝物、ドー

ピング検査、新生児マススクリーニング検査等

1)臨床に用いられているMS装置について簡単に説明でき

る。２）薬物代謝物、ドーピング検査、新生児マススク

リーニング検査等、MSの臨床応用例について説明できる

 。

第4回　超音波診断法

1)超音波を説明できる。2)超音波診断装置を説明できる。

3)アーチファクトを説明できる。C2-(6)-②-5

第5回　内視鏡検査

1)光ファイバーと全反射を説明できる。2)電子スコープ

とファイバースコープの違いを説明できる。3)内視鏡の

処置具を説明できる。C2-(6)-②-5

第6回　MRI①

MRIの原理即ち 核磁気共鳴現象について説明できる。

巨視的磁化について説明できる。 緩和時間（T1,T2）

について説明できる。 パルスシークエンスについて説

明できる。 T１強調画像を説明できる 。T2強調画像を

説明できる。C2-(6)-②-5

第7回　MRI②

１）MRIの装置を簡単に説明できる。 ２）診断 法、造

影剤、偽像を簡単に説明できるC2-(6)-②-5

第8回　PET

PETの特徴を説明できる。PET装置の原理を簡単に説明で

きる。がん細胞によるFDGの取り込みについて説明でき

る。PET用薬剤について説明できる。C2-(6)-②-5

PET検査の全体像について説明できる。

第9回　X線診断法

１）X線検査を説明できる。2)X線造影剤を説明できる。

C2-(6)-②-5

第10回　X線CT法

X線CTの原理と基礎知識を得る。C2-(6)-②-5

第11回　ドライケミストリー

ドライケミストリーを説明できる。C2-(6)-②-4

第12回　毒物分析　１

1)薬毒物中毒における生体試料の取り扱いについて説明

できる。2)代表的な中毒物質（乱用薬物を含む）のスク

リーニング法を列挙し、説明できる。C2-(6)-②-1

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

物質の分析Ⅴ（医薬品の評価） [13～14]

道田　隆、平野　裕之、藤井　文彦、山原　弘

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義 オンデマンド

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

「薬学教育モデルコアカリキュラム」に沿って4年次ま

での講義で習得した薬学的な基礎および専門知識と，5

年次の病院・薬局実習を通じて身に付けた実務経験を統

合し，卒業時までに実際に臨床現場で発生する課題を解

決できる能力を身につけるため科目である．先ず，臨床

の場での課題を解決するために必要な物性薬学領域の知

識の再整理を行う．　次に4年次までの講義で習得した

化学物質(医薬品）の定性・定量に関する基礎の再整理

を行い，薬学研究の場や臨床現場で用いられている分析

法やそれに関連し臨床現場で発生する課題を解決できる

能力を身につけるために必要な知識を学ぶ．

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C1ー(1)ー①ー1 化学結合の成り立ちについて説明でき

る。

C1ー(1)ー①ー2 軌道の混成について説明できる。

C1ー(1)ー①ー3 分子軌道の基本概念を説明できる。

C1ー(1)ー①ー4 共役や共鳴の概念を説明できる。

C1ー(1)ー②ー1 静電相互作用について例を挙げて説明

できる。

C1ー(1)ー②ー2 ファンデルワールス力について例を挙

げて説明できる。

C1ー(1)ー②ー3 双極子間相互作用について例を挙げて

説明できる。

C1ー(1)ー②ー4 分散力について例を挙げて説明できる。

C1ー(1)ー②ー5 水素結合について例を挙げて説明でき

る。

C1ー(1)ー②ー6 電荷移動について例を挙げて説明でき

る。

C1ー(1)ー②ー7 疎水性相互作用について例を挙げて説

明できる。

C1ー(1)ー③ー1 電磁波の性質および物質との相互作用

を説明できる。

C1ー(1)ー③ー2 分子の振動、回転、電子遷移について

説明できる。

C1ー(1)ー③ー3 スピンとその磁気共鳴について説明で

きる。
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C1ー(1)ー③ー4 分子の分極と双極子モーメントについ

て説明できる。

C1ー(1)ー③ー5 ５）代表的な分光スペクトルを測定し、

構造との関連を説明できる。（知識・技能）

C1ー(1)ー③ー6 偏光および旋光性について説明できる。

C1ー(1)ー③ー7 散乱および干渉について説明できる。

C1ー(1)ー③ー8 結晶構造と回折現象について説明でき

る

C1ー(1)ー④ー1 原子の構造と放射壊変について説明で

きる。

C1ー(1)ー④ー2 電離放射線の種類を列挙し、それらの

物質との相互作用について説明できる。

C1ー(1)ー④ー3 代表的な放射性核種の物理的性質につ

いて説明できる。

C1ー(1)ー④ー4 核反応および放射平衡について説明で

きる。

C1ー(1)ー④ー5 放射線の測定原理について説明できる。

C1ー(2)ー①ー1 ファンデルワールスの状態方程式につ

いて説明できる。

C1ー(2)ー①ー2 気体の分子運動とエネルギーの関係に

ついて説明できる。

C1ー(2)ー①ー3 エネルギーの量子化とボルツマン分布

について説明できる

C1ー(2)ー②ー1 系、外界、境界について説明できる。

C1ー(2)ー②ー2 状態関数の種類と特徴について説明で

きる。

C1ー(2)ー②ー3 仕事および熱の概念を説明できる。

C1ー(2)ー②ー4 定容熱容量および定圧熱容量について

説明できる。

C1ー(2)ー②ー5 熱力学第一法則について式を用いて説

明できる。

C1ー(2)ー②ー6 代表的な過程（変化）における熱と仕

事を計算できる。（知識、技能）

C1ー(2)ー②ー7 エンタルピーについて説明できる。

C1ー(2)ー②ー8 代表的な物理変化、化学変化に伴う標

準エンタルピー変化を説明し、計算できる。（知識、技

能）

C1ー(2)ー②ー9 標準生成エンタルピーについて説明で

きる。

C1ー(2)ー③ー1 エントロピーについて説明できる。

C1ー(2)ー③ー2 熱力学第二法則について説明できる。

C1ー(2)ー③ー3 代表的な物理変化、化学変化に伴うエ

ントロピー変化を計算できる。（知識、技能）

C1ー(2)ー③ー4 熱力学第三法則について説明できる。

C1ー(2)ー③ー5 自由エネルギーについて説明できる。

C1ー(2)ー③ー6 熱力学関数の計算結果から、自発的な

変化の方向と程度を予測できる。（知識、技能）

C1ー(2)ー③ー7 自由エネルギーの圧力と温度による変

化を、式を用いて説明できる。

C1ー(2)ー③ー8 自由エネルギーと平衡定数の温度依存

性（van’t Hoffの式）について説明できる。

C1ー(2)ー③ー9 △共役反応について例を挙げて説明で

きる。

C1ー(3)ー①ー1 相変化に伴う熱の移動（ClausiusーCla

peyronの式など）について説明できる。

C1ー(3)ー①ー2 相平衡と相律について説明できる。

C1ー(3)ー①ー3 代表的な状態図（一成分系、二成分系、

三成分系相図）について説明できる。

C1ー(3)ー①ー4 物質の溶解平衡について説明できる。

C1ー(3)ー①ー5 溶液の束一的性質（浸透圧、沸点上昇、

凝固点降下など）について説明できる。

C1ー(3)ー①ー6 界面における平衡について説明できる。

C1ー(3)ー①ー7 吸着平衡について説明できる。

C1ー(3)ー①ー8 △代表的な物理平衡を観測し、平衡定

数を求めることができる。（技能）

C1ー(3)ー②ー1 化学ポテンシャルについて説明できる。

C1ー(3)ー②ー2 活量と活量係数について説明できる。

C1ー(3)ー②ー3 平衡と化学ポテンシャルの関係を説明

できる。

C1ー(3)ー②ー4 電解質のモル伝導度の濃度変化を説明

できる。

C1ー(3)ー②ー5 イオンの輸率と移動度について説明で

きる。

C1ー(3)ー②ー6 イオン強度について説明できる。

C1ー(3)ー②ー7 電解質の活量係数の濃度依存性（Debye

ーHーckel の式）について説明できる

C1ー(3)ー③ー1 代表的な化学電池の種類とその構成に

ついて説明できる。

C1ー(3)ー③ー2 標準電極電位について説明できる。

C1ー(3)ー③ー3 起電力と標準自由エネルギー変化の関

係を説明できる。

C1ー(3)ー③ー4 △Nernstの式が誘導できる。

C1ー(3)ー③ー5 濃淡電池について説明できる。

C1ー(3)ー③ー6 △膜電位と能動輸送について説明でき

る。

C1ー(4)ー①ー1 反応次数と速度定数について説明でき

る。

C1ー(4)ー①ー2 微分型速度式を積分型速度式に変換で

きる。（知識・技能）

C1ー(4)ー①ー3 代表的な反応次数の決定法を列挙し、

説明できる。

C1ー(4)ー①ー4 代表的な(擬)一次反応の反応速度を測

定し、速度定数を求めることができる。（技能）

C1ー(4)ー①ー5 代表的な複合反応（可逆反応、平行反

応、連続反応など）の特徴について説明できる。

C1ー(4)ー①ー6 反応速度と温度との関係（Arrheniusの

式）を説明できる。

C1ー(4)ー①ー7 △衝突理論について概説できる。

C1ー(4)ー①ー8 △遷移状態理論について概説できる。

C1ー(4)ー①ー9 代表的な触媒反応（酸・塩基触媒反応
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など）について説明できる。

C1ー(4)ー①ー10 酵素反応、およびその拮抗阻害と非拮

抗阻害の機構について説明できる。

C1ー(4)ー②ー1 拡散および溶解速度について説明でき

る。

C1ー(4)ー②ー2 沈降現象について説明できる。

C1ー(4)ー②ー3 流動現象および粘度について説明でき

る。

C2ー(1)ー①ー2 測定値を適切に取り扱うことができる。

（知識・技能）

C2ー(1)ー①ー3 分析法のバリデーションについて説明

できる。

C2ー(2)ー①ー1 酸・塩基平衡の概念について説明でき

る。

C2ー(2)ー①ー2 pH および解離定数について説明できる。

（知識・技能）

C2ー(2)ー①ー3 溶液の pH を測定できる。（技能）

C2ー(2)ー①ー4 緩衝作用や緩衝液について説明できる。

C2ー(2)ー②ー1 錯体・キレート生成平衡について説明

できる。

C2ー(2)ー②ー2 沈殿平衡について説明できる。

C2ー(2)ー②ー3 酸化還元平衡について説明できる。

C2ー(2)ー②ー4 分配平衡について説明できる。

C2ー(3)ー①ー1 代表的な無機イオンの定性反応を説明

できる。

C2ー(3)ー①ー2 日本薬局方収載の代表的な医薬品の確

認試験を列挙し、その内容を説明できる。

C2ー(3)ー②ー1 中和滴定（非水滴定を含む）の原理、

操作法および応用例を説明できる。

C2ー(3)ー②ー2 キレート滴定の原理、操作法および応

用例を説明できる。

C2ー(3)ー②ー3 沈殿滴定の原理、操作法および応用例

を説明できる。

C2ー(3)ー②ー4 酸化還元滴定の原理、操作法および応

用例を説明できる。

C2ー(3)ー②ー5 日本薬局方収載の代表的な医薬品の容

量分析を実施できる。（知識・技能）

C2ー(3)ー②ー6 日本薬局方収載の代表的な純度試験を

列挙し、その内容を説明できる。

C2ー(3)ー②ー7 日本薬局方収載の重量分析法の原理お

よび操作法を説明できる。

C2ー(4)ー①ー1 紫外可視吸光度測定法の原理および応

用例を説明できる。

C2ー(4)ー①ー2 蛍光光度法の原理および応用例を説明

できる。

C2ー(4)ー①ー3 赤外吸収（IR）スペクトル測定法の原

理および応用例を説明できる。

C2ー(4)ー①ー4 原子吸光光度法、誘導結合プラズマ（I

CP）発光分光分析法および ICP 質量分析法の原理およ

び応用例を説明できる。

C2ー(4)ー①ー5 旋光度測定法（旋光分散）の原理およ

び応用例を説明できる。

C2ー(4)ー①ー6 分光分析法を用いて、日本薬局方収載

の代表的な医薬品の分析を実施できる。（技能）

C2ー(4)ー②ー1 核磁気共鳴（NMR）スペクトル測定法の

原理および応用例を説明できる。

C2ー(4)ー③ー1 質量分析法の原理および応用例を説明

できる。

C2ー(4)ー④ー1 Ｘ線結晶解析の原理および応用例を概

説できる。

C2ー(4)ー④ー2 粉末Ｘ線回折測定法の原理と利用法に

ついて概説できる。

C2ー(4)ー⑤ー1 熱重量測定法の原理を説明できる。

C2ー(4)ー⑤ー2 示差熱分析法および示差走査熱量測定

法について説明できる。

C2ー(5)ー①ー1 クロマトグラフィーの分離機構を説明

できる。

C2ー(5)ー①ー2 薄層クロマトグラフィーの特徴と代表

的な検出法を説明できる。

C2ー(5)ー①ー3 液体クロマトグラフィーの特徴と代表

的な検出法を説明できる。

C2ー(5)ー①ー4 ガスクロマトグラフィーの特徴と代表

的な検出法を説明できる。

C2ー(5)ー①ー5 クロマトグラフィーを用いて試料を定

性・定量できる。（知識・技能）

C2ー(5)ー②ー1 電気泳動法の原理および応用例を説明

できる。

C2ー(6)ー①ー1 分析目的に即した試料の前処理法を説

明できる。

C2ー(6)ー①ー2 臨床分析における精度管理および標準

物質の意義を説明できる。

C2ー(6)ー②ー1 臨床分析で用いられる代表的な分析法

を列挙できる。

C2ー(6)ー②ー2 免疫化学的測定法の原理を説明できる。

C2ー(6)ー②ー3 酵素を用いた代表的な分析法の原理を

説明できる。

C2ー(6)ー②ー4 代表的なドライケミストリーについて

概説できる。

C2ー(6)ー②ー5 代表的な画像診断技術（X線検査、MRI、

超音波、内視鏡検査、核医学検査など）について概説で

きる。

＜授業のキーワード＞

物質の構造、物質の状態、反応速度、化学平衡、定性試

験、容量分析、金属元素の分析、クロマトグラフィー、

分析の準備、生体分子の解析、分光分析法、核磁気共鳴

スペクトル、質量分析、相互作用の分析法

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。（遠隔授業

）4年生で学んだ物性薬学科目（物質の構造、物質の状
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態、反応速度、物質の移動、物質の定量、機器分析の原

理と応用、分析技術の臨床応用）の内容を復習しながら、

それと関連する製剤、調剤や投与計画など実際の薬剤師

業務と密接な事項を実践的な視点を交えて講義する。ま

た時間的な制約でこれまでに十分な説明ができなかった

項目の捕捉も兼ねる。

＜履修するにあたって＞

1?4年生で学んだ物質の構造、物質の状態I、II、反応速

度と物質の移動物質の定量I、II、機器分析の原理と応

用および分析技術の臨床応用の内容を復習しておくこと。

の内容を復習しておくこと。

オフィスアワー

山原：随時（不在にすることもあるので，訪問前に電子

メールでアポイントを取ることを勧めます）

藤井：質問があれば教員の居室(CPP335)まで来てくださ

い。質問できる時間（オフィスアワー）は、月曜日の13

:00ー15:30です。不在の時もありますので，事前に電子

メールでアポイントメントを取ることを勧めます。

平野：金曜日　15：30ー17：00　必ず事前に電子メール

でアポイントを取ること。

道田　：随時（不在にすることもあるので，訪問前に電

子メールでアポイントを取ることを勧めます）

＜授業時間外に必要な学修＞

必ず予習、復習を行い、別途指示する練習問題を解答で

きるようにしておくこと。（目安として1時間）

＜提出課題など＞

なし

＜成績評価方法・基準＞

CBTメディカルを利用した試験

＜テキスト＞

日本薬学会編　スタンダード薬学シリーズ２「物理系薬

学Ⅰ　物質の物理的性質」　東京化学同人

「薬学領域の分析化学」　　財津潔、鶴田泰人編集　廣

川書店

「薬学領域の機器分析学」財津潔、鶴田泰人編集　廣川

書店

「薬剤師に必要な臨床機器分析」秋澤俊史編集　廣川書

店

「HANDY INTELLIGENCE　日本薬局方」　京都廣川書店

「“パザパ”薬学演習シリーズ①　分析化学演習」京都

廣川書店

「“パザパ”薬学演習シリーズ②　物理化学演習」京都

廣川書店青本とプリント

＜授業計画＞

第１回（藤井）　　くすりの構造

「くすり」という物質を構成する原子および分子の性質

について化学結合を中心に理解を深める．

第２回（藤井）　　くすりの構造（続）

放射性医薬品の物理化学的性質について理解を深める．

第３回（藤井）　　熱力学からみたくすり

くすりの溶液での性質と化学ポテンシャルについて理解

を深める．

第４回（山原）　　熱力学からみたくすり（続）

自然におこる物質の変化とその方向を決定するエントロ

ピーと自由エネルギーについて理解を深める．

第５回（山原）　　経時によるくすりの変化

くすりの安定性に影響を与える諸因子について理解を深

める．

第６回（山原）　　経時によるくすりの変化（続）

拡散、溶解速度、沈降現象、流動現象および粘度につい

て理解を深める。

第７回　（平野）　化学平衡

各種の化学平衡について学ぶ。

（医薬品への応用を中心に）

第８回　（平野）　化学物質の定性と定量

医薬品の定量法について学ぶ。

（医薬品への応用を中心に）

第９回（平野）　化学物質の定性と定量(続)

医薬品中の金属元素の分析法について学ぶ。

（医薬品への応用を中心に）

第10回（道田）　　分析技術の臨床応用

医薬品分析の準備ならびに分析技術法について学ぶ。

（医薬品への応用を中心に）

第１１回（道田）　　生体分子の解析法

医薬品への分光分析法の応用について学ぶ。

第12回（道田）　　生体分子の解析法(続)

医薬品への分光分析法の応用について学ぶ。(続）

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

物質の分析Ⅴ（医薬品の評価） [15～18]

道田　隆、平野　裕之、藤井　文彦、山原　弘

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

「薬学教育モデルコアカリキュラム」に沿って4年次ま

での講義で習得した薬学的な基礎および専門知識と，5
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年次の病院・薬局実習を通じて身に付けた実務経験を統

合し，卒業時までに実際に臨床現場で発生する課題を解

決できる能力を身につけるため科目である．先ず，臨床

の場での課題を解決するために必要な物性薬学領域の知

識の再整理を行う．　次に4年次までの講義で習得した

化学物質(医薬品）の定性・定量に関する基礎の再整理

を行い，薬学研究の場や臨床現場で用いられている分析

法やそれに関連し臨床現場で発生する課題を解決できる

能力を身につけるために必要な知識を学ぶ．

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C1ー(1)ー①ー1 化学結合の様式について説明できる。

C1ー(1)ー①ー2分子軌道の基本概念および軌道の混成に

ついて説明できる。

C1ー(1)ー①ー3共役や共鳴の概念を説明できる。

C1ー(1)ー②ー1 ファンデルワールス力について説明で

きる。

C1ー(1)ー②ー2 静電相互作用について例を挙げて説明

できる。

C1ー(1)ー②ー3 双極子間相互作用について例を挙げて

説明できる。

C1ー(1)ー②ー4 分散力について例を挙げて説明できる。

C1ー(1)ー②ー5 水素結合について例を挙げて説明でき

る。

C1ー(1)ー②ー6 電荷移動について例を挙げて説明でき

る。

C1ー(1)ー②ー7 疎水性相互作用について例を挙げて説

明できる。

C1ー(1)ー③ー1 電磁波の性質および物質との相互作用

を説明できる。

C1ー(1)ー③ー2 分子の振動、回転、電子遷移について

説明できる。

C1ー(1)ー③ー3 電子や核のスピンとその磁気共鳴につ

いて説明できる。

C1ー(1)ー③ー4 光の屈折、偏光および旋光性について

説明できる。

C1ー(1)ー③ー5 散乱および干渉について説明できる。

C1ー(1)ー③ー6 結晶構造と回折現象について説明でき

る

C1ー(1)ー④ー1 原子の構造と放射壊変について説明で

きる。

C1ー(1)ー④ー2 電離放射線の種類を列挙し、それらの

物質との相互作用について説明できる。

C1ー(1)ー④ー3 代表的な放射性核種の物理的性質につ

いて説明できる。

C1ー(1)ー④ー4 核反応および放射平衡について説明で

きる。

C1ー(1)ー④ー5 放射線測定原理と利用について説明で

きる。

C1ー(2)ー①ー1 ファンデルワールスの状態方程式につ

いて説明できる。

C1ー(2)ー①ー2 気体の分子運動とエネルギーの関係に

ついて説明できる。

C1ー(2)ー①ー3 エネルギーの量子化とボルツマン分布

について説明できる

C1ー(2)ー②ー1 熱力学における系、外界、境界につい

て説明できる。

C1ー(2)ー②ー2 熱力学第一法則を説明できる。

C1ー(2)ー②ー3 状態関数と経路関数の違いを説明でき

る。

C1ー(2)ー②ー4 定圧過程、定容過程、等温過程断熱過

程を説明できる。

C1ー(2)ー②ー5 定容熱容量および定圧熱容量について

説明できる。

C1ー(2)ー②ー6 エンタルピーについて説明できる。

C1ー(2)ー②ー7 化学変化に伴うエンタルピー変化を説

明できる。

C1ー(2)ー③ー1 エントロピーについて説明できる。

C1ー(2)ー③ー2 熱力学第二法則について説明できる。

C1ー(2)ー③ー3 熱力学第三法則について説明できる。

C1ー(2)ー③ー4 ギブスエネルギーについて説明できる。

C1ー(2)ー③ー5 熱力学関数を使い、自発的な変化の方

向と程度を予測できる。

C1ー(3)ー⑤ー1 相変化に伴う熱の移動について説明で

きる。

C1ー(3)ー⑤ー2 相平衡と相律について説明できる。

C1ー(3)ー⑤ー3 状態図について説明できる。

C1ー(3)ー⑥ー1 溶液の束一的性質について説明できる。

C1ー(3)ー⑥ー2 活量と活量係数について説明できる。

C1ー(3)ー⑥ー3 電解質溶液の電気伝導度およびモル伝

導率の濃度による変化を説明できる。

C1ー(3)ー⑥ー4 イオン強度について説明できる。

C1ー(3)ー②ー7 電解質の活量係数の濃度依存性（Debye

ーHーckel の式）について説明できる

C1ー(3)ー③ー1 代表的な化学電池の種類とその構成に

ついて説明できる。

C1ー(3)ー③ー2 標準電極電位について説明できる。

C1ー(3)ー⑦ー1 起電力とギブスエネルギー変化の関係

を説明できる。

C1ー(3)ー⑦ー2 電極電位（酸化還元電位）について説

明できる。

C1ー(3)ー①ー1 反応次数と速度定数について説明でき

る。

C1ー(3)ー①ー2 微分型速度式を積分型速度式に変換で

きる。（知識・技能）

C1ー(3)ー①ー3 代表的な反応次数の決定法を列挙し、

説明できる。

C1ー(3)ー①ー4 代表的な(擬)一次反応の反応速度を測

定し、速度定数を求めることができる。（技能）

C1ー(3)ー①ー5 代表的な複合反応（可逆反応、平行反
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応、連続反応など）の特徴について説明できる。

C1ー(3)ー①ー6 反応速度と温度との関係（Arrheniusの

式）を説明できる。

C1ー(3)ー①ー7 代表的な触媒反応（酸・塩基触媒反応

など）について説明できる。

C2ー(1)ー①ー2 測定値を適切に取り扱うことができる。

（知識・技能）

C2ー(1)ー①ー3 分析法のバリデーションについて説明

できる。

C2ー(2)ー①ー1 酸・塩基平衡の概念について説明でき

る。

C2ー(2)ー①ー2 pH および解離定数について説明できる。

（知識・技能）

C2ー(2)ー①ー3 溶液の pH を測定できる。（技能）

C2ー(2)ー①ー4 緩衝作用や緩衝液について説明できる。

C2ー(2)ー②ー1 錯体・キレート生成平衡について説明

できる。

C2ー(2)ー②ー2 沈殿平衡について説明できる。

C2ー(2)ー②ー3 酸化還元平衡について説明できる。

C2ー(2)ー②ー4 分配平衡について説明できる。

C2ー(3)ー①ー1 代表的な無機イオンの定性反応を説明

できる。

C2ー(3)ー①ー2 日本薬局方収載の代表的な医薬品の確

認試験を列挙し、その内容を説明できる。

C2ー(3)ー②ー1 中和滴定（非水滴定を含む）の原理、

操作法および応用例を説明できる。

C2ー(3)ー②ー2 キレート滴定の原理、操作法および応

用例を説明できる。

C2ー(3)ー②ー3 沈殿滴定の原理、操作法および応用例

を説明できる。

C2ー(3)ー②ー4 酸化還元滴定の原理、操作法および応

用例を説明できる。

C2ー(3)ー②ー5 日本薬局方収載の代表的な医薬品の容

量分析を実施できる。（知識・技能）

C2ー(3)ー②ー6 日本薬局方収載の代表的な純度試験を

列挙し、その内容を説明できる。

C2ー(3)ー②ー7 日本薬局方収載の重量分析法の原理お

よび操作法を説明できる。

C2ー(4)ー①ー1 紫外可視吸光度測定法の原理および応

用例を説明できる。

C2ー(4)ー①ー2 蛍光光度法の原理および応用例を説明

できる。

C2ー(4)ー①ー3 赤外吸収（IR）スペクトル測定法の原

理および応用例を説明できる。

C2ー(4)ー①ー4 原子吸光光度法、誘導結合プラズマ（I

CP）発光分光分析法および ICP 質量分析法の原理およ

び応用例を説明できる。

C2ー(4)ー①ー5 旋光度測定法（旋光分散）の原理およ

び応用例を説明できる。

C2ー(4)ー①ー6 分光分析法を用いて、日本薬局方収載

の代表的な医薬品の分析を実施できる。（技能）

C2ー(4)ー②ー1 核磁気共鳴（NMR）スペクトル測定法の

原理および応用例を説明できる。

C2ー(4)ー③ー1 質量分析法の原理および応用例を説明

できる。

C2ー(4)ー④ー1 Ｘ線結晶解析の原理および応用例を概

説できる。

C2ー(4)ー④ー2 粉末Ｘ線回折測定法の原理と利用法に

ついて概説できる。

C2ー(4)ー⑤ー1 熱重量測定法の原理を説明できる。

C2ー(4)ー⑤ー2 示差熱分析法および示差走査熱量測定

法について説明できる。

C2ー(5)ー①ー1 クロマトグラフィーの分離機構を説明

できる。

C2ー(5)ー①ー2 薄層クロマトグラフィーの特徴と代表

的な検出法を説明できる。

C2ー(5)ー①ー3 液体クロマトグラフィーの特徴と代表

的な検出法を説明できる。

C2ー(5)ー①ー4 ガスクロマトグラフィーの特徴と代表

的な検出法を説明できる。

C2ー(5)ー①ー5 クロマトグラフィーを用いて試料を定

性・定量できる。（知識・技能）

C2ー(5)ー②ー1 電気泳動法の原理および応用例を説明

できる。

C2ー(6)ー①ー1 分析目的に即した試料の前処理法を説

明できる。

C2ー(6)ー①ー2 臨床分析における精度管理および標準

物質の意義を説明できる。

C2ー(6)ー②ー1 臨床分析で用いられる代表的な分析法

を列挙できる。

C2ー(6)ー②ー2 免疫化学的測定法の原理を説明できる。

C2ー(6)ー②ー3 酵素を用いた代表的な分析法の原理を

説明できる。

C2ー(6)ー②ー4 代表的なドライケミストリーについて

概説できる。

C2ー(6)ー②ー5 代表的な画像診断技術（X線検査、MRI、

超音波、内視鏡検査、核医学検査など）について概説で

きる。

＜授業のキーワード＞

物質の構造、物質の状態、反応速度、化学平衡、定性試

験、容量分析、金属元素の分析、クロマトグラフィー、

分析の準備、生体分子の解析、分光分析法、核磁気共鳴

スペクトル、質量分析、相互作用の分析法

＜授業の進め方＞

遠隔授業で行います。

＜履修するにあたって＞

1?4年生で学んだ物質の構造、物質の状態I、II、反応速

度と物質の移動物質の定量I、II、機器分析の原理と応

用および分析技術の臨床応用の内容を復習しておくこと。
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の内容を復習しておくこと。

オフィスアワー

山原：随時（不在にすることもあるので，訪問前に電子

メールでアポイントを取ることを勧めます）

藤井：質問があれば教員の居室(CPP335)まで来てくださ

い。質問できる時間（オフィスアワー）は、月曜日の13

:00ー15:30です。不在の時もありますので，事前に電子

メールでアポイントメントを取ることを勧めます。

平野：金曜日　15：30ー17：00　必ず事前に電子メール

でアポイントを取ること。

道田　：随時（不在にすることもあるので，訪問前に電

子メールでアポイントを取ることを勧めます）

＜授業時間外に必要な学修＞

必ず予習、復習を行い、別途指示する練習問題を解答で

きるようにしておくこと。（目安として1時間）

＜提出課題など＞

なし

＜成績評価方法・基準＞

全講義終了後に実施する定期試験（100点満点）の成績

に基づき評価する．

出題範囲：12回の講義で行った内容

出題形式：用語，事項に関する５者選択式正誤問題（マ

ーク式解答，30?40問）

＜テキスト＞

日本薬学会編　スタンダード薬学シリーズ２「物理系薬

学Ⅰ　物質の物理的性質」　東京化学同人

「薬学領域の分析化学」　　財津潔、鶴田泰人編集　廣

川書店

「薬学領域の機器分析学」財津潔、鶴田泰人編集　廣川

書店

「薬剤師に必要な臨床機器分析」秋澤俊史編集　廣川書

店

「HANDY INTELLIGENCE　日本薬局方」　京都廣川書店

「“パザパ”薬学演習シリーズ①　分析化学演習」京都

廣川書店

「“パザパ”薬学演習シリーズ②　物理化学演習」京都

廣川書店

＜授業計画＞

第１回（藤井）　　くすりの構造

「くすり」という物質を構成する原子および分子の性質

について化学結合を中心に理解を深める．

第２回（藤井）　　くすりの構造（続）

放射性医薬品の物理化学的性質について理解を深める．

第３回（藤井）　　熱力学からみたくすり

くすりの溶液での性質と化学ポテンシャルについて理解

を深める．

第４回（山原）　　熱力学からみたくすり（続）

自然におこる物質の変化とその方向を決定するエントロ

ピーと自由エネルギーについて理解を深める．

第５回（山原）　　経時によるくすりの変化

くすりの安定性に影響を与える諸因子について理解を深

める．

第６回（山原）　　経時によるくすりの変化（続）

拡散、溶解速度、沈降現象、流動現象および粘度につい

て理解を深める。

第７回　（平野）　化学平衡

各種の化学平衡について学ぶ。

（医薬品への応用を中心に）

第８回　（平野）　化学物質の定性と定量

医薬品の定量法について学ぶ。

（医薬品への応用を中心に）

第９回（平野）　化学物質の定性と定量(続)

医薬品中の金属元素の分析法について学ぶ。

（医薬品への応用を中心に）

第10回（道田）　　分析技術の臨床応用

医薬品分析の準備ならびに分析技術法について学ぶ。

（医薬品への応用を中心に）

第１１回（道田）　　生体分子の解析法

医薬品への分光分析法の応用について学ぶ。

第12回（道田）　　生体分子の解析法(続)

医薬品への分光分析法の応用について学ぶ。(続）

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

物理化学Ⅱ [19～]

山原　弘

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「講義」、「演習」

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり１年次に配当している。�����

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、３を目指す。

�����

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）�����

本科目では，薬学領域における物質の変換過程を理解す

るために必要な反応速度論の基礎を学ぶ．「反応速度」

は，医薬品原料の合成，長期保存による医薬品の分解，

さらには薬物の体内での代謝などに関わる重要な事象で

あり，化学反応の制御，医薬品の有効期限の設定や薬物

の投与計画を行うためには，反応速度ならびに反応速度

に影響を与える因子についての理解が不可欠である．��

���

また、この科目の担当者は、製薬会社で30年の医薬品開
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発経験がある、実務経験のある教員です。時には、実際

の製剤開発での活用についても言及しながら、深い学び

へと繋げていきます。�����

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。�����

「反応速度」�����

・C1-(3)-①-1　反応次数と速度定数について説明でき

る．�����

・C1-(3)-①-2　微分型速度式を積分型速度式に変換で

きる。（知識・技能）�����

・C1-(3)-①-3　代表的な反応次数の決定法を列挙し，

説明できる．�����

・C1-(3)-①-4　代表的な(擬)一次反応の反応速度を測

定し、速度定数を求めることができる。（技能）�����

・C1-(3)-①-5　代表的な複合反応（可逆反応、平行反

応、連続反応など）の特徴について説明できる。�����

・C1-(3)-①-6　反応速度と温度との関係を説明できる。

�����

・C1-(3)-①-7　代表的な触媒反応（酸・塩基触媒反応、

酵素反応など）について説明できる。　����

＜授業のキーワード＞

「反応速度」�����

反応次数，反応定数，Arrhenius式，微分型速度式，積

分型速度式，（疑）一次反応，複合反応，酵素反応，阻

害　�����

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行う．　�����

＜履修するにあたって＞

「反応速度」�����

本講は、医薬品の品質にとって重要な化学変化をどのよ

うな経路でどのような速さで起こるかを反応速度論とい

う概念を通して学びます。本講で取り上げる反応速度の

代表的な理論式、特にアレニウス式はしっかりと理解す

ること。�����

学習支援のため、dot Campusを利用します。質問の受付

・回答、講義内容の補足や資料の配付などは原則として

dot Campus上で行います。質問のための面会が必要でし

たらオフィスアワーを利用してください。緊急の用事な

どで不在にする可能性もありますので、事前に電子メー

ルで在室確認をされるとよいでしょう。　�����

＜授業時間外に必要な学修＞

いずれも必ずテキストで予習すること（目安として0.5

時間）。受講後は必ず復習すること（目安として1時間

）。

＜提出課題など＞

授業時に指示する。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験70点、到達度確認試験30点の合計100点満点の

成績に基づいて評価する。�����

＜定期試験＞�����

出題範囲：12回の講義で行った内容�����

出題形式：�����

①マーク式：用語および事項に関する正誤問題（選択式，

20?30問）�����

②記述式：計算問題（4 ? 6問）および説明問題（用語・

事項について重要なキーワードを用いて説明，2 ? 3問）

�����

採点基準：�����

・重要なキーワードを用いて，的確に説明できている（

100％）�����

・重要なキーワードを記述しているが，説明に誤った記

述や不十分な説明がある（50％）�����

・的確な説明はされているが，キーワードに漏れや軽微

な誤記・脱字が含まれる（50％）�����

・キーワードが正しく列挙できていない（0％）�����

＜到達度確認試験＞�����

出題範囲：試験前までの講義で行った内容�����

その他は定期試験に準ずる。　　�����

＜テキスト＞

プリントを配布します。

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回　反応の速さを決めるには

微分型速度式の積分型速度式への変換について学ぶ．��

��

C3-(3)-①-2����

第2回　反応次数と速度定数の基本的な概念

反応次数と速度定数の基本的な概念について学ぶ．����

さらに，薬物の分解や体内動態との関連性について学ぶ．

※����

C3-(3)-①-1　　　����

第3回　反応速度と反応次数（その１）

代表的な反応次数の決定法を学ぶ．����

零次反応及び擬０次反応について，これらの反応速度式

や反応物および生成物と時間の関係ならびに半減期につ

いて学ぶ．����

C3-(3)-①-3　　　����

第4回　反応速度と反応次数（その２）

代表的な反応次数の決定法を学ぶ．����

二次反応について，これらの反応速度式や反応物および

生成物と時間の関係ならびに半減期について学ぶ．����

C3-(3)-①-3　　����
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第5回　反応速度と反応次数（その３）

代表的な反応次数の決定法を学ぶ．����

一次反応について，これらの反応速度式や反応物および

生成物と時間の関係ならびに半減期について学ぶ．����

C3-(3)-①-3　　����

第6回　反応速度と反応次数（その４）

擬一次反応における反応物および生成物の経時変化とそ

の関係式（反応速度式）ならびに半減期について学ぶ．

����

半減期，速度定数を用いた計算について学ぶ．����

C3-(3)-①-41　����

第7回　複合反応における反応速度（その１）

代表的な複合反応（可逆反応，平行反応，連続反応）を

学ぶ．����

C3-(3)-①-5　　����

第8回　複合反応における反応速度（その２）

代表的な複合反応（可逆反応，平行反応，連続反応）を

学ぶ．����

C3-(3)-①-5　　����

第9回　反応速度に影響を与える因子（その１）

反応速度と温度との関係（Arrheniusの式）を説明でき

る。����

さらに，医薬品の安定性との関係について学ぶ．※����

C3-(3)-①-6　　����

第10回　反応速度に影響を与える因子（その２）

衝突理論について概説できる。※����

遷移状態理論について概説できる。※����

C3-(3)-①-6　　����

第11回　反応速度に影響を与える因子（その３）

酸・塩基触媒反応でのpHの影響，溶媒の誘電率，イオン

強度が反応速度に与える影響について学ぶ．※����

C3-(3)-①-7　����

第12回　反応速度に影響を与える因子（その４）

酵素反応機構および阻害について学ぶ．����

さらに，阻害剤と阻害様式の数式的意味を理解する．※

����

C3-(3)-①-7　　����

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

物理化学Ⅱ [再]

山原　弘

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

オンデマンド

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり１年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、３を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本科目では，薬学領域における物質の変換過程を理解す

るために必要な反応速度論の基礎を学ぶ．「反応速度」

は，医薬品原料の合成，長期保存による医薬品の分解，

さらには薬物の体内での代謝などに関わる重要な事象で

あり，化学反応の制御，医薬品の有効期限の設定や薬物

の投与計画を行うためには，反応速度ならびに反応速度

に影響を与える因子についての理解が不可欠である．

また、この科目の担当者は、製薬会社で30年の医薬品開

発経験がある、実務経験のある教員です。時には、実際

の製剤開発での活用についても言及しながら、深い学び

へと繋げていきます。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

「反応速度」

・C1-(3)-①-1　反応次数と速度定数について説明でき

る．

・C1-(3)-①-2　微分型速度式を積分型速度式に変換で

きる。（知識・技能）

・C1-(3)-①-3　代表的な反応次数の決定法を列挙し，

説明できる．

・C1-(3)-①-4　代表的な(擬)一次反応の反応速度を測

定し、速度定数を求めることができる。（技能）

・C1-(3)-①-5　代表的な複合反応（可逆反応、平行反

応、連続反応など）の特徴について説明できる。

・C1-(3)-①-6　反応速度と温度との関係を説明できる。

・C1-(3)-①-7　代表的な触媒反応（酸・塩基触媒反応、

酵素反応など）について説明できる。

＜授業のキーワード＞

「反応速度」

反応次数，反応定数，Arrhenius式，微分型速度式，積

分型速度式，（疑）一次反応，複合反応，酵素反応，阻

害

＜授業の進め方＞
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授業計画に従って12回の講義を行う．

＜履修するにあたって＞

「反応速度」

本講は、医薬品の品質にとって重要な化学変化をどのよ

うな経路でどのような速さで起こるかを反応速度論とい

う概念を通して学びます。本講で取り上げる反応速度の

代表的な理論式、特にアレニウス式はしっかりと理解す

ること。

学習支援のため、dot Campusを利用します。質問の受付

・回答、講義内容の補足や資料の配付などは原則として

dot Campus上で行います。質問のための面会が必要でし

たらオフィスアワーを利用してください。緊急の用事な

どで不在にする可能性もありますので、事前に電子メー

ルで在室確認をされるとよいでしょう。

＜授業時間外に必要な学修＞

いずれも必ずテキストで予習すること（目安として0.5

時間）。受講後は必ず復習すること（目安として1時間

）。

＜提出課題など＞

授業時に指示する．

＜成績評価方法・基準＞

定期試験100点満点の成績に基づいて評価する。

＜定期試験＞

出題範囲：12回の講義で行った内容

出題形式：

①マーク式：用語および事項に関する正誤問題（選択式，

20?30問）

②記述式：計算問題（4 ? 6問）および説明問題（用語・

事項について重要なキーワードを用いて説明，2 ? 3問）

採点基準：

・重要なキーワードを用いて，的確に説明できている（

100％）

・重要なキーワードを記述しているが，説明に誤った記

述や不十分な説明がある（50％）

・的確な説明はされているが，キーワードに漏れや軽微

な誤記・脱字が含まれる（50％）

・キーワードが正しく列挙できていない（0％）

＜到達度確認試験＞

出題範囲：試験前までの講義で行った内容

その他は定期試験に準ずる。

＜テキスト＞

プリントを配布します。

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回　反応の速さを決めるには

微分型速度式の積分型速度式への変換について学ぶ．

C3-(3)-①-2

第2回　反応次数と速度定数の基本的な概念

反応次数と速度定数の基本的な概念について学ぶ．

さらに，薬物の分解や体内動態との関連性について学ぶ．

※

C3-(3)-①-1

第3回　反応速度と反応次数（その１）

代表的な反応次数の決定法を学ぶ．

零次反応及び擬０次反応について，これらの反応速度式

や反応物および生成物と時間の関係ならびに半減期につ

いて学ぶ．

C3-(3)-①-3

第4回　反応速度と反応次数（その２）

代表的な反応次数の決定法を学ぶ．

二次反応について，これらの反応速度式や反応物および

生成物と時間の関係ならびに半減期について学ぶ．

C3-(3)-①-3

第5回　反応速度と反応次数（その３）

代表的な反応次数の決定法を学ぶ．

一次反応について，これらの反応速度式や反応物および

生成物と時間の関係ならびに半減期について学ぶ．

C3-(3)-①-3

第6回　反応速度と反応次数（その４）

擬一次反応における反応物および生成物の経時変化とそ

の関係式（反応速度式）ならびに半減期について学ぶ．

半減期，速度定数を用いた計算について学ぶ．

C3-(3)-①-41

第7回　複合反応における反応速度（その１）

代表的な複合反応（可逆反応，平行反応，連続反応）を

学ぶ．

C3-(3)-①-5

第8回　複合反応における反応速度（その２）

代表的な複合反応（可逆反応，平行反応，連続反応）を

学ぶ．

C3-(3)-①-5

第9回　反応速度に影響を与える因子（その１）

反応速度と温度との関係（Arrheniusの式）を説明でき

る。

さらに，医薬品の安定性との関係について学ぶ．※

C3-(3)-①-6

第10回　反応速度に影響を与える因子（その２）

衝突理論について概説できる。※

遷移状態理論について概説できる。※

C3-(3)-①-6

第11回　反応速度に影響を与える因子（その３）

酸・塩基触媒反応でのpHの影響，溶媒の誘電率，イオン

強度が反応速度に与える影響について学ぶ．※

C3-(3)-①-7

第12回　反応速度に影響を与える因子（その４）

酵素反応機構および阻害について学ぶ．

さらに，阻害剤と阻害様式の数式的意味を理解する．※
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C3-(3)-①-7

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

物理化学Ⅳ [19～]

山原　弘

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

「講義」、「演習」

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指しま

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

自然科学の全ての領域に適用できる体系的で有用な理論

と位置づけられている熱力学の基礎理論について学んで

いきます。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とします。

C1-(2)-①-1 　ファンデルワールスの状態方程式につい

て説明できる。

C1-(2)-①-2 　気体の分子運動とエネルギーの関係につ

いて説明できる。

C1-(2)-①-3 　エネルギーの量子化とボルツマン分布に

ついて説明できる。

C1-(2)-②-1 　熱力学における系、外界、境界について

説明できる。

C1-(2)-②-2 　熱力学第一法則を説明できる。

C1-(2)-②-3 　状態関数と経路関数の違いを説明できる。

C1-(2)-②-4 　定圧過程、定容過程、等温過程、断熱過

程を説明できる。

C1-(2)-②-5 　定容熱容量および定圧熱容量について説

明できる。

C1-(2)-②-6 　エンタルピーについて説明できる。

C1-(2)-②-7 　化学変化に伴うエンタルピー変化につい

て説明できる。

C1-(2)-③-1 　エントロピーについて説明できる。

C1-(2)-③-2 　熱力学第二法則について説明できる。

C1-(2)-③-3 　熱力学第三法則について説明できる。

C1-(2)-③-4 　ギブズエネルギーについて説明できる。

C1-(2)-③-5 　熱力学関数を使い、自発的な変化の方向

と程度を予測できる。

C1-(2)-④-1 　ギブズエネルギーと化学ポテンシャルの

関係を説明できる。

C1-(2)-④-2 　ギブズエネルギーと平衡定数の関係を説

明できる。

C1-(2)-④-3 　平衡定数に及ぼす圧力および温度の影響

について説明できる。

C1-(2)-④-4 　共役反応の原理について説明できる。

C1-(2)-⑤-1 　相変化に伴う熱の移動について説明でき

る。

C1-(2)-⑤-3 　状態図について説明できる。

AD-C1-①-1   代表的な物理変化、化学変化に伴う熱力

学量（エンタルピー変化、エントロピー変化、ギブズエ

ネルギー変化など）を説明し、求めることができる。（

技能）

AD-C1-①-2   各種熱力学量の値から、物理変化、化学

変化の過程を推測することができる。

＜授業のキーワード＞

熱力学、エンタルピー、エントロピー、ギブズエネルギ

ー、化学反応

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。

＜履修するにあたって＞

講義中に理解度を知るため、確認問題を実施します。ま

た、授業内容に関する質問、過去の試験問題の閲覧や資

料の配布などは、dotCampusを活用します。前期専門試

験の成績不振者、講義内容を十分に理解できていない学

生向けに、補習を予定しています。質問のための面会が

必要でしたらオフィスアワー（随時）を利用してくださ

い。緊急の用事などで不在にする可能性もありますので、

事前に電子メールで在室確認をされるとよいでしょう。

＜授業時間外に必要な学修＞

用語、事項について重要なキーワードを用いて的確に説

明できるように習熟してください（目安として0.5時間

）。

熱力学に関する式を用いた問題について、式の妥当性、

物理及び化学単位の妥当性、結果の妥当性の視点で問題

が解けるようにしてください（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

授業後に連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

＜定期試験＞

①熱力学の法則、分子運動論や ②エンタルピー、エン

トロピー、ギブズエネルギー、化学平衡の詳細をどの程

度理解できているかを試験で判定します。試験は、マー

クシート式と記述式の両方で出題しますが、十分な理解

が無いと解答できません。①②について、他の学生が読

んで分かるような説明、計算ができるように理解を深め

てください。　記述式の採点基準は以下のとおりです。

・重要なキーワードを用いて、的確に説明できている（

100%）

・キーワードが不十分であったり、誤った表現がある（

50%）

・キーワードが正しく列挙できておらず、明らかに説明

できていない（0%）

＜テキスト＞

プリントを配布します。
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＜参考図書＞

物理系薬学〈1〉物質の物理的性質 (スタンダード薬学

シリーズ2) 、日本薬学会 (編集)、東京化学同人

物理化学 (ベーシック薬学教科書シリーズ) 、石田 寿

昌 (編集)、化学同人

＜授業計画＞

第1回　気体の状態方程式

理想気体の状態方程式と実在気体への適用としてファン

デルワールスの状態方程式について学ぶ。

C1-(2)-①-1

第2回　気体分子運動論

分子運動論に基づいて、気体分子の状態と運動エネルギ

ーの関係を学ぶ。

C1-(2)-①-2?C1-(2)-①-3

第3回　熱とエネルギー

系、外界、境界の概念、および状態関数、経路関数の種

類と特徴について学ぶ。

さらに、仕事および熱の概念について学ぶ。※

C1-(2)-②-1，C1-(2)-②-3

第4回　熱力学第一法則

代表的な熱力学過程(変化）における熱と仕事の数式に

よる取扱い方法、およびその基本となる熱力学第一法則

について学ぶ。定容熱容量および定圧熱容量用いて温度

と熱の関係を学ぶ。

C1-(2)-②-2，C1-(2)-②-4，C1-(2)-②-5

第5回　エンタルピー

エンタルピーの概念を理解する。

さらに、代表的な物理変化、化学変化に伴う標準エンタ

ルピー変化の計算法を学ぶ。※

C1-(2)-②-6

AD-C1-①-1

第6回　反応熱の温度変化

化学変化に伴う標準生成エンタルピーの定義と応用につ

いて学ぶ。

さらに，反応エンタルピーの温度変化について計算法を

学ぶ。※

C1-(2)-②-7

AD-C1-①-1

第7回　熱力学第二法則

エントロピーの概念を統計的な定義と熱力学的な定義に

もとづいて学ぶ。熱力学第二法則の意味について学ぶ。

さらに、熱力学第二法則の数式による取扱いを学ぶ。又、

カルノーサイクルなどについて学ぶ。※

C1-(2)-③-2

第8回　エントロピー

熱力学第三法則の意味を理解する。

さらに、これに基づいて代表的な物理変化、化学変化に

伴うエントロピー変化の計算方法を学ぶ。　※

C1-(2)-③-1，C1-(2)-③-3

AD-C1-①-1

第9回　自由エネルギーと反応の進む方向

ギブズエネルギーの定義と熱力学的な意味について学ぶ。

代表的な物理変化、化学変化に伴うギブズエネルギー変

化と反応の進む方向を学ぶ。

C1-(2)-③-4

第10回　自由エネルギーの圧力と温度による変化

ギブズエネルギー変化の圧力依存性、温度依存性を理解

する。

さらに、これらの変化の数式による取扱い方法を習得す

る。気体を混合した際のギブズエネルギー変化を数式に

より学ぶ。※

C1-(2)-③-5

AD-C1-①-1

第11回　化学ポテンシャルと化学平衡

熱力学関数の計算結果から自発的な変化の方向の予測に

ついて学ぶ。化学ポテンシャル、化学平衡について学ぶ。

C1-(2)-④-1?C1-(2)-④-2

第12回　平衡定数の温度依存性

ルシャトリエの原理とファントホッフの式を学ぶ。共役

反応の原理について学ぶ。

C1-(2)-④-3?C1-(2)-④-4

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

物理化学Ⅳ [再]

山原　弘

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

オンデマンド

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、３を目指し

ます。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

自然科学の全ての領域に適用できる体系的で有用な理論

と位置づけられている熱力学の基礎理論について学んで

いきます。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とします。

C1-(2)-①-1 　ファンデルワールスの状態方程式につい

て説明できる。

C1-(2)-①-2 　気体の分子運動とエネルギーの関係につ

いて説明できる。

C1-(2)-①-3 　エネルギーの量子化とボルツマン分布に

ついて説明できる。

C1-(2)-②-1 　熱力学における系、外界、境界について

説明できる。
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C1-(2)-②-2 　熱力学第一法則を説明できる。

C1-(2)-②-3 　状態関数と経路関数の違いを説明できる。

C1-(2)-②-4 　定圧過程、定容過程、等温過程、断熱過

程を説明できる。

C1-(2)-②-5 　定容熱容量および定圧熱容量について説

明できる。

C1-(2)-②-6 　エンタルピーについて説明できる。

C1-(2)-②-7 　化学変化に伴うエンタルピー変化につい

て説明できる。

C1-(2)-③-1 　エントロピーについて説明できる。

C1-(2)-③-2 　熱力学第二法則について説明できる。

C1-(2)-③-3 　熱力学第三法則について説明できる。

C1-(2)-③-4 　ギブズエネルギーについて説明できる。

C1-(2)-③-5 　熱力学関数を使い、自発的な変化の方向

と程度を予測できる。

C1-(2)-④-1 　ギブズエネルギーと化学ポテンシャルの

関係を説明できる。

C1-(2)-④-2 　ギブズエネルギーと平衡定数の関係を説

明できる。

C1-(2)-④-3 　平衡定数に及ぼす圧力および温度の影響

について説明できる。

C1-(2)-④-4 　共役反応の原理について説明できる。

C1-(2)-⑤-1 　相変化に伴う熱の移動について説明でき

る。

C1-(2)-⑤-3 　状態図について説明できる。

AD-C1-①-1   代表的な物理変化、化学変化に伴う熱力

学量（エンタルピー変化、エントロピー変化、ギブズエ

ネルギー変化など）を説明し、求めることができる。（

技能）

AD-C1-①-2   各種熱力学量の値から、物理変化、化学

変化の過程を推測することができる。

＜授業のキーワード＞

熱力学、エンタルピー、エントロピー、ギブズエネルギ

ー、化学反応

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。

＜履修するにあたって＞

講義中に理解度を知るため、確認問題を実施します。ま

た、授業内容に関する質問、過去の試験問題の閲覧や資

料の配布などは、dotCampusを活用します。前期専門試

験の成績不振者、講義内容を十分に理解できていない学

生向けに、補習を予定しています。質問のための面会が

必要でしたらオフィスアワー（随時）を利用してくださ

い。緊急の用事などで不在にする可能性もありますので、

事前に電子メールで在室確認をされるとよいでしょう。

＜授業時間外に必要な学修＞

用語、事項について重要なキーワードを用いて的確に説

明できるように習熟してください（目安として0.5時間

）。

熱力学に関する式を用いた問題について、式の妥当性、

物理及び化学単位の妥当性、結果の妥当性の視点で問題

が解けるようにしてください（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

授業後に連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

＜定期試験＞

①熱力学の法則、分子運動論や ②エンタルピー、エン

トロピー、ギブズエネルギー、化学平衡の詳細をどの程

度理解できているかを試験で判定します。試験は、マー

クシート式と記述式の両方で出題しますが、十分な理解

が無いと解答できません。①②について、他の学生が読

んで分かるような説明、計算ができるように理解を深め

てください。　記述式の採点基準は以下のとおりです。

・重要なキーワードを用いて、的確に説明できている（

100%）

・キーワードが不十分であったり、誤った表現がある（

50%）

・キーワードが正しく列挙できておらず、明らかに説明

できていない（0%）

＜テキスト＞

プリントを配布します。

＜参考図書＞

物理系薬学〈1〉物質の物理的性質 (スタンダード薬学

シリーズ2) 、日本薬学会 (編集)、東京化学同人

物理化学 (ベーシック薬学教科書シリーズ) 、石田 寿

昌 (編集)、化学同人

＜授業計画＞

第1回　気体の状態方程式

理想気体の状態方程式と実在気体への適用としてファン

デルワールスの状態方程式について学ぶ。

C1-(2)-①-1

第2回　気体分子運動論

分子運動論に基づいて、気体分子の状態と運動エネルギ

ーの関係を学ぶ。

C1-(2)-①-2?C1-(2)-①-3

第3回　熱とエネルギー

系、外界、境界の概念、および状態関数、経路関数の種

類と特徴について学ぶ。

さらに、仕事および熱の概念について学ぶ。※

C1-(2)-②-1，C1-(2)-②-3

第4回　熱力学第一法則

代表的な熱力学過程(変化）における熱と仕事の数式に

よる取扱い方法、およびその基本となる熱力学第一法則

について学ぶ。定容熱容量および定圧熱容量用いて温度

と熱の関係を学ぶ。

C1-(2)-②-2，C1-(2)-②-4，C1-(2)-②-5

第5回　エンタルピー

エンタルピーの概念を理解する。

さらに、代表的な物理変化、化学変化に伴う標準エンタ
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ルピー変化の計算法を学ぶ。※

C1-(2)-②-6

AD-C1-①-1

第6回　反応熱の温度変化

化学変化に伴う標準生成エンタルピーの定義と応用につ

いて学ぶ。

さらに，反応エンタルピーの温度変化について計算法を

学ぶ。※

C1-(2)-②-7

AD-C1-①-1

第7回　熱力学第二法則

エントロピーの概念を統計的な定義と熱力学的な定義に

もとづいて学ぶ。熱力学第二法則の意味について学ぶ。

さらに、熱力学第二法則の数式による取扱いを学ぶ。又、

カルノーサイクルなどについて学ぶ。※

C1-(2)-③-2

第8回　エントロピー

熱力学第三法則の意味を理解する。

さらに、これに基づいて代表的な物理変化、化学変化に

伴うエントロピー変化の計算方法を学ぶ。　※

C1-(2)-③-1，C1-(2)-③-3

AD-C1-①-1

第9回　自由エネルギーと反応の進む方向

ギブズエネルギーの定義と熱力学的な意味について学ぶ。

代表的な物理変化、化学変化に伴うギブズエネルギー変

化と反応の進む方向を学ぶ。

C1-(2)-③-4

第10回　自由エネルギーの圧力と温度による変化

ギブズエネルギー変化の圧力依存性、温度依存性を理解

する。

さらに、これらの変化の数式による取扱い方法を習得す

る。気体を混合した際のギブズエネルギー変化を数式に

より学ぶ。※

C1-(2)-③-5

AD-C1-①-1

第11回　平衡定数の温度依存性

ルシャトリエの原理とファントホッフの式を学ぶ。共役

反応の原理について学ぶ。

C1-(2)-④-3?C1-(2)-④-4

第12回　化学ポテンシャルと化学平衡

熱力学関数の計算結果から自発的な変化の方向の予測に

ついて学ぶ。化学ポテンシャル、化学平衡について学ぶ。

C1-(2)-④-1、C1-(2)-④-2

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

プライマリケア

屋山　勝俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、②、③を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

アドバンスト科目のひとつとして、この「プライマリケ

ア」では様々な薬物の作用機構と特徴に関する理解を更

に高めることを目標とする。特にメタボリックシンドロ

ームのような生活習慣を背景とした慢性疾患に対して近

年多くの多彩な薬物が登場してきており、それらの代表

的な薬物を取り上げ、作用機序・作用点の理解と、それ

らが臨床応用にどのように関わるかを学ぶ。取り上げる

分野は、循環器系作用薬、腎臓作用薬、泌尿器系作用薬、

呼吸器系作用薬、消化器系作用薬、抗凝血薬と止血薬、

高脂血症治療薬、糖尿病治療薬、骨粗しょう症治療薬、

である。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C13ー(2)ー④ー1　代表的な抗不整脈薬を挙げ、薬理作

用、機序、主な副作用について説明できる。

C13ー(2)ー④ー2　代表的な心不全治療薬を挙げ、薬理

作用、機序、主な副作用について説明できる。

C13ー(2)ー④ー3　代表的な虚血性心疾患治療薬を挙げ、

薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。

C13ー(2)ー④ー4　代表的な高血圧治療薬を挙げ、薬理

作用、機序、主な副作用について説明できる。

C13ー(2)ー⑤ー1　代表的な呼吸興奮薬を挙げ、薬理作

用、機序、主な副作用について説明できる。

C13ー(2)ー⑤ー2　代表的な鎮咳・去痰薬を挙げ、薬理

作用、機序、主な副作用について説明できる。

C13ー(2)ー⑤ー3　代表的な気管支喘息治療薬を挙げ、

薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。

C13ー(3)ー②ー1　代表的な胃・十二指腸潰瘍治療薬を

挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について説明できる。

C13ー(3)ー②ー2　その他の消化性疾患に対する代表的

治療薬を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用について説

明できる。

C13ー(3)ー②ー3　代表的な催吐薬と制吐薬を挙げ、作

用機序および主な副作用について説明できる。

C13ー(3)ー②ー4　代表的な肝臓疾患治療薬を挙げ、薬

理作用、機序、主な副作用について説明できる。

C13ー(3)ー②ー5　代表的な膵臓疾患治療薬を挙げ、薬

理作用、機序、主な副作用について説明できる。

C13ー(3)ー③ー1　利尿薬を作用機序別に分類し、臨床

応用および主な副作用について説明できる。

C13ー(3)ー④ー1　代表的な止血薬を挙げ、作用機序と
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主な副作用について説明できる。

C13ー(3)ー④ー2　代表的な抗血栓薬を挙げ、作用機序

と主な副作用について説明できる。

C13ー(3)ー④ー3　代表的な造血薬を挙げ、作用機序と

主な副作用について説明できる。

C13ー(3)ー⑤ー1　代表的な糖尿病治療薬を挙げ、作用

機序と主な副作用について説明できる。

C13ー(3)ー⑤ー2　代表的な高脂血症治療薬を挙げ、作

用機序と主な副作用について説明できる。

C13ー(3)ー⑤ー3　代表的な高尿酸血症・痛風治療薬を

挙げ、作用機序と主な副作用について説明できる。

C13ー(3)ー⑤ー4　カルシウム代謝調節・骨代謝に関連

する代表的な治療薬をあげ、薬理作用、機序、主な副作

用について説明できる。

これら分野の代表的薬物ならびに最近の新薬について、

薬理作用の機構、特徴、副作用、禁忌について、科学的

理解から説明できることが到達目標である。

＜授業のキーワード＞

薬理、循環器薬理、代謝性疾患の薬理、呼吸器の薬理、

消化器の薬理

＜授業の進め方＞

授業計画に従って行ないます。

＜履修するにあたって＞

授業計画に従って15回の講義を行ないます。

オフィスアワー：金曜日 17：00?19：00　　質問があ

れば、遠慮なくこの時間に教員室（C号館2階、C/LP218

）を訪ねてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

理解を深めるために予習（0.5時間）、復習（1時間）を

して下さい。理解できなかった部分は、オフィスアワー

等を積極的に利用し理解に務めて下さい。

＜提出課題など＞

授業後に連絡

＜成績評価方法・基準＞

授業中に課す課題で評価する（100％）。

＜テキスト＞

自作のプリントで行います。

＜参考図書＞

田中・加藤編　「NEW薬理学　改訂第6版」　南江堂　￥

8,800+税

浦部、島田、川合編　今日の治療薬2020　　南江堂　未

定

＜授業計画＞

第1回　止血薬、造血薬

抗血栓薬

①血液凝固系を抑制する抗凝固薬の作用機序、そして副

作用を説明できる。

②血栓形成を抑制する抗血栓薬、血液凝固塊を溶解して

血流を回復させる血栓溶解剤の作用機序、そして副作用

を説明できる。

③適切な治療薬を選ぶことができる（アドバンス）。

ことを目標とします。

血小板凝集抑制薬ついて学び、

①血小板凝集抑制薬の作用機序、そして副作用を説明で

きる（アドバンス）。

②適切な治療薬を選ぶことができる。このことを目標と

します（アドバンス）。

ことを目標とします。

C13ー(3)ー④ー1

C13ー(3)ー④ー2

C13ー(3)ー④ー3

第2回　虚血性心疾患治療薬

不整脈治療薬

血性心疾患と有効な薬物の分類、作用機序、副作用につ

いて整理した後、

①虚血性心疾患に用いる薬物について作用機序、副作用

について説明できる。

病態におい自他適切な治療薬を選ぶことができる（アド

バンス）。

ことを目標とします。

C13ー(2)ー④ー3

不整脈について、その治療薬を整理した後、

①抗不整脈薬の分類、作用機序、そして副作用を説明で

きる。

②病態（病態生理）を説明できる。

③病態に応じた適切な治療薬を選ぶことができる（アド

バンス）。

④合併症について、その治療薬を選ぶことができる（ア

ドバンス）。

このことを目標とします。

C13ー(2)ー④ー1

第3回　高血圧治療薬

血圧の調節機構について、学習を深めた後、

①レニンーアンジオテンシンーアルドステロン系につい

て説明できる（アドバンス）。

②作用点別に、高血圧治療薬を分類し、それぞれの作用

機序、特徴、副作用について説明できる。

③病態生理を説明できる。

このことを目標とします。

C13ー(2)ー④ー4

第4回　利尿薬

利尿薬の作用機序を整理した上、

①利尿薬について、作用点、作用機序、副作用を説明で

きる。このことを目標とします。

②循環器疾患における利尿薬の位置づけを説明できる（

アドバンス）。

③病態に応じた適切な治療薬を選ぶことができる（アド

バンス）。

ことを目標とします。

C13ー(3)ー③ー1
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第5回　心不全治療薬

循環器疾患における心不全の位置づけ及びその治療薬に

ついて整理した後、

①心不全に用いる治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な

副作用）を説明できる。

②病態に応じた適切な治療薬を選ぶことができる（アド

バンス）。

このことを目標とします。

C13ー(2)ー④ー2

第6回　糖尿病治療薬

糖尿病及びその治療薬について整理した後、

①糖尿病に用いる治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な

副作用）を説明できる。

②病態に応じた適切な治療薬を選ぶことができる（アド

バンス）。

このことを目標とします。

C13ー(3)ー⑤ー1

第7回　脂質異常症治療薬

高脂血症、その治療薬について整理した後、

①脂質異常症治療薬の薬理作用、副作用を説明できる。

②病態に応じて適切な治療薬を選択することができる（

アドバンス）。

このことを目標とします。

C13ー(3)ー⑤ー2

第8回　痛風治療薬、

骨粗しょう症治療薬

痛風、骨粗しょう症は患者数の多い病気です。ここでは、

その治療薬について整理した後、

①痛風治療薬の薬理作用、副作用を説明できる。

②骨粗しょう症治療薬の薬理作用、副作用を説明できる。

③病態に応じて適切な治療薬を選択することができる（

アドバンス）。

このことを目標とします。

C13ー(3)ー⑤ー3

C13ー(3)ー⑤ー4

第9回　呼吸興奮薬・鎮咳去痰薬

現在、呼吸興奮薬が用いられる頻度は減少していますが、

その基本を理解しておくことは必要です。一方、鎮咳。

去痰薬は風邪症候群の対処療法薬としてよく用いられて

います。ここでは、その治療薬について整理した後、

①呼吸興奮薬の薬理作用、副作用を説明できる。

②鎮咳。去痰薬の薬理作用、副作用を説明できる。

③鎮咳。去痰薬の特徴を説明できる。

④病態に応じて適切な治療薬を選択することができる。

このことを目標とします。

C13ー(2)ー⑤ー1

C13ー(2)ー⑤ー2

第10回　気管支喘息治療薬

気管支喘息はその患者数も多く、発作時、予防時で薬の

使い方も変わってきます。ここでは、その治療薬につい

て整理した後、

①気管支喘息治療薬の薬理作用、副作用を説明できる。

②気管支喘息発作予防に用いられる薬物の薬理作用、副

作用を説明できる。

③新薬（抗体医薬）について、薬理作用、副作用を説明

できる。

③病態に応じて適切な治療薬を選択することができる。

このことを目標とします。

C13ー(2)ー⑤ー3

第11回　消化性潰瘍治療薬

消化性潰瘍は、ストレス社会においてその患者数も増加

しています。胃潰瘍の主たる原因が、ヘリコバクターピ

ロリと判明して以来、その治療薬も大きく変わりました。

ここでは、その治療薬について整理した後、

①消化性潰瘍治療薬の薬理作用、副作用を説明できる。

②病態に応じて適切な治療薬を選択することができる。

このことを目標とします。

C13ー(3)ー②ー1

第12回　止瀉・瀉下薬

制吐薬、肝機能調整薬

消化性潰瘍は、ストレス社会においてその患者数も増加

しています。胃潰瘍の主たる原因が、ヘリコバクターピ

ロリと判下痢は私たちがよく遭遇する疾患ではあります

が、その治療薬の選択が難しいことも知られています。

また、便秘は、女性に多く、患者さんにあった薬を選ぶ

のは難しいと言われています。ここでは、その治療薬に

ついて整理した後、

①止瀉・瀉下薬の薬理作用、副作用を説明できる。

②病態に応じて適切な治療薬を選択することができる（

アドバンス）。

ことを目標とします。

C13ー(3)ー②ー2

本邦ではがんによる死亡率が1位であり、その治療に、

放射線療法、化学療法が用いられています。しかし、こ

れら治療において、嘔吐のため治療が続行できない症例

もあります。さらに、肝疾患における治療薬について、

その治療薬について整理した後、

①制吐の薬理作用、副作用を説明できる。

②肝機能調整薬の薬理作用、副作用を説明できる。

③アプレピタント等新薬について説明できる（アドバン

ス）。

④病態に応じて適切な治療薬を選択することができる（

アドバンス）。

このことを目標とします。

C13ー(3)ー②ー3

C13ー(3)ー②ー4

C13ー(3)ー②ー5

第13回　総合演習（１）

講義された内容が、どこまで理解できたかを演習を行う

ことにより確認する。また、疑問点についても演習を通
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して解決する。

第14回　総合演習（２)

講義された内容が、どこまで理解できたかを演習を行う

ことにより確認する。また、疑問点についても演習を通

して解決する。

第15回　総合演習（３）

講義された内容が、どこまで理解できたかを演習を行う

ことにより確認する。また、疑問点についても演習を通

して解決する。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

分子設計学

神谷　浩平、佐々木　秀明

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、２及び３を

目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

医薬品は生体関連物質（タンパク質、糖、脂質、核酸等

）と相互作用してその効果を発揮するよう設計されてい

る。薬物分子を設計するためには、標的とする化合物の

立体構造はもちろん、極性、分子内および分子間の相互

作用等を予測する必要がある。また、設計あるいは合成

の過程を正確に記録、伝達することも重要である。本講

義ではこれらに必要な基礎的知識の確認と応用について

習得することを第1の目的とする。更に、設計し、合成

した薬物分子の構造決定も重要かつ必須の技術となる。

現在、構造決定には多くの分析機器類が利用されており、

それらの機器類の測定原理を理解すると共に、機器類か

ら得られる情報の解析法、即ち機器分析法を修得するこ

とが求められる。本講義では重要な4種の機器分析法（1

H及び13C核磁気共鳴分光法、質量分析法、及び赤外分光

法）を用いる有機化合物の構造解析法を学ぶことを第2

の目的とする。一方、現在用いられている医薬品には、

自然界に存在する化合物（植物や微生物由来の二次代謝

産物）そのもの、あるいは、それらをリード化合物とし

て種々の化学修飾を行うことにより作られた化合物が多

く存在する。薬物分子を設計し、医薬品を開発するため

には天然物の重要性を理解することも重要である。本講

義では天然由来成分を対象とし、生合成経路に基づく化

学構造分類ならびに薬効について、さらに生薬の臨床応

用の１つである漢方薬について学ぶことを第3の目的と

する。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

有機化学関連

C1ー(1)ー①ー1　化学結合の成り立ちについて説明でき

る。

C1ー(1)ー①ー2　軌道の混成について説明できる。

C1ー(1)ー①ー3　分子軌道の基本概念を説明できる。

C1ー(1)ー①ー4　共役や共鳴の概念を説明できる。

C4ー(1)ー①ー1　基本的な化合物を命名し、ルイス構造

式で書くことができる。

C4ー(1)ー①ー2　薬学領域で用いられる代表的化合物を

慣用名で記述できる。

C4ー(1)ー①ー3　有機化合物の性質に及ぼす共鳴の影響

について説明できる。

C4ー(1)ー①ー4　有機反応における結合の開裂と生成の

様式について説明できる。

C4ー(1)ー①ー5　基本的な有機反応（置換、付加、脱離、

転位）の特徴を概説できる。

C4ー(1)ー①ー6　ルイス酸・塩基を定義することができ

る。

C4ー(1)ー①ー7　炭素原子を含む反応中間体（カルボカ

チオン、カルバニオン、ラジカル、カルベン）の構造と

性質を説明できる。

C4ー(1)ー①ー8　反応の進行を、エネルギー図を用いて

説明できる。

C4ー(1)ー①ー9　有機反応を、電子の動きを示す矢印を

用いて説明できる。

C4ー(1)ー②ー1　構造異性体と立体異性体について説明

できる。

C4ー(1)ー②ー3　エナンチオマーとジアステレオマーに

ついて説明できる。

C4ー(1)ー②ー4　ラセミ体とメソ化合物について説明で

きる。

C4ー(1)ー②ー5　絶対配置の表示法を説明できる。

C4ー(1)ー②ー6　Fischer投影式とNewman投影式を用い

て有機化合物の構造を書くことができる。

C4ー(1)ー②ー7　エタンおよびブタンの立体配座と安定

性について説明できる。

C4ー(1)ー③ー3　窒素酸化物の名称、構造、性質を列挙

できる。

C4ー(1)ー③ー4　イオウ、リン、ハロゲンの酸化物、オ

キソ化合物の名称、構造、性質を列挙できる。

C4ー(1)ー④ー1　代表的な錯体の名称、構造、基本的性

質を説明できる。

C4ー(1)ー④ー3　代表的なドナー原子、配位基、キレー

ト試薬を列挙できる。

C4ー(1)ー④ー7　医薬品として用いられる代表的な錯体

を列挙できる。

C4ー(3)ー①ー1　代表的な官能基を列挙し、個々の官能

基を有する化合物をIUPACの規則に従って命名できる。
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C4ー(3)ー①ー2　複数の官能基を有する化合物をIUPAC

の規則に従って命名できる。

C4ー(3)ー⑦ー1　アルコール、チオール、フェノール、

カルボン酸などの酸性度を比較して説明できる。

C4ー(3)ー⑦ー2　アルコール、フェノール、カルボン酸、

およびその誘導体の酸性度に影響を及ぼす因子を列挙し、

説明できる。

C4ー(3)ー⑦ー3　含窒素化合物の塩基性度を説明できる。

天然物化学関連

C7ー(1)ー②ー5　代表的な薬用植物に含有される薬効成

分を説明できる。

C7ー(1)ー③ー1　動物、鉱物由来の医薬品について具体

例をあげて説明できる。

C7ー(1)ー④ー1　代表的な生薬成分を化学構造から分類

し、それらの生合成経路を概説できる。

C7ー(1)ー④ー2　代表的なテルペノイドの構造を生合成

経路に基づいて説明し、その基原植物を挙げることがで

きる。

C7ー(1)ー④ー3　代表的な強心配糖体の構造を生合成経

路に基づいて説明し、その基原植物を挙げることができ

る。

C7ー(1)ー④ー4　代表的なアルカロイドの構造を生合成

経路に基づいて説明し、その基原植物を挙げることがで

きる。

C7ー(1)ー④ー5　代表的なフラボノイドの構造を生合成

経路に基づいて説明し、その基原植物を挙げることがで

きる。

C7ー(1)ー④ー6　代表的なフェニルプロパノイドの構造

を生合成経路に基づいて説明し、その基原植物を挙げる

ことができる。

C7ー(1)ー④ー7　代表的なポリケチドの構造を生合成経

路に基づいて説明し、その基原植物を挙げることができ

る。

C7ー(2)ー①ー1　医薬品として使われている天然有機化

合物およびその誘導体を、具体例を挙げて説明できる。

C7ー(2)ー③ー1　抗生物質とは何か説明し、化学構造に

基づいて分類できる。

C7ー(2)ー④ー1　微生物による抗生物質（ペニシリン、

ストレプトマイシンなど）生産の過程を概説できる。

構造解析関連

C4ー(4)ー①ー1 　１）化学物質の構造決定に用いられ

る機器分析法の特徴を説明できる。

C4ー(4)ー②ー1 　１）NMRスペクトルの概要と測定法を

説明できる。

C4ー(4)ー②ー2 　２）化学シフトに及ぼす構造的要因

を説明できる。

C4ー(4)ー②ー3 　３）有機化合物中の代表的水素原子

について、おおよその化学シフト値を示すことができる。

C4ー(4)ー②ー4 　４）重水添加による重水素置換の方

法と原理を説明できる。

C4ー(4)ー②ー5 　５）1H NMRの積分値の意味を説明で

きる。

C4ー(4)ー②ー6 　６）1H NMRシグナルが近接プロトン

により分裂（カップリング）する理由と、分裂様式を説

明できる。

C4ー(4)ー②ー7 　７）1H NMRのスピン結合定数から得

られる情報を列挙し、その内容を説明できる。

C4ー(4)ー②ー8 　８）代表的化合物の部分構造を1H NM

R から決定できる。(技能)

C4ー(4)ー③ー1 　１）13C NMRの測定により得られる情

報の概略を説明できる。

C4ー(4)ー③ー2 　２）代表的な構造中の炭素について、

おおよその化学シフト値を示すことができる。

C4ー(4)ー④ー1 　１）IRスペクトルの概要と測定法を

説明できる。

C4ー(4)ー④ー2 　２）IRスペクトル上の基本的な官能

基の特性吸収を列挙し、帰属することができる。（知識

・技能）

C4ー(4)ー⑤ー1 　１）化学物質の構造決定における紫

外可視吸収スペクトルの役割を説明できる。

C4ー(4)ー⑥ー1 　１）マススペクトルの概要と測定法

を説明できる。

C4ー(4)ー⑥ー2 　２）イオン化の方法を列挙し、それ

らの特徴を説明できる。

C4ー(4)ー⑥ー3 　３）ピークの種類（基準ピーク、分

子イオンピーク、同位体ピーク、フラグメントピーク）

を説明ができる。

C4ー(4)ー⑥ー4 　４）塩素原子や臭素原子を含む化合

物のマススペクトルの特徴を説明できる。

C4ー(4)ー⑥ー5 　５）代表的なフラグメンテーション

について概説できる。

C4ー(4)ー⑥ー6 　６）高分解能マススペクトルにおけ

る分子式の決定法を説明できる。

C4ー(4)ー⑥ー7 　７）基本的な化合物のマススペクト

ルを解析できる。（技能）

C4ー(4)ー⑧ー1 　１）代表的な機器分析法を用いて、

基本的な化合物の構造決定ができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

有機合成化学、官能基、構造決定、1HーNMR、13CーNMR、

MS、UV、IR、天然物化学、生合成、漢方医薬学

＜授業の進め方＞

授業計画に従って15回の講義を行う。

＜授業時間外に必要な学修＞

講義後の復習（目安として1時間）

＜成績評価方法・基準＞

講義内容に関する小テストにより評価する。

＜授業計画＞

第１回　物質の構造

化学結合と混成
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復習と発展

C1ー(1)ー①ー1

C1ー(1)ー①ー2

C1ー(1)ー①ー3

C1ー(1)ー①ー4

第２回　化合物の性質

有機化合物の立体構造

復習と発展

C4ー(1)ー②ー1

C4ー(1)ー②ー3

C4ー(1)ー②ー4

C4ー(1)ー②ー5

C4ー(1)ー②ー6

C4ー(1)ー②ー7

第３回　化合物の性質

無機化合物と錯体

C4ー(1)ー③ー3

C4ー(1)ー③ー4

C4ー(1)ー④ー1

C4ー(1)ー④ー3

C4ー(1)ー④ー7

第４回　化合物の性質

官能基の酸性度・塩基性度；復習と応用

C1ー(1)ー①ー4

C4ー(1)ー①ー3

C4ー(1)ー①ー6

C4ー(3)ー⑦ー1

C4ー(3)ー⑦ー2

C4ー(3)ー⑦ー3

第５回　有機化合物の命名

医薬品の構造とIUPAC名

復習とより複雑な構造への適用

C4ー(1)ー①ー2

C4ー(3)ー①ー1

C4ー(3)ー①ー2

第６回　総合演習

第１回ー第５回までの演習

C4ー(1)ー①ー1

C4ー(1)ー①ー2

C4ー(1)ー①ー3

C4ー(1)ー①ー4

C4ー(1)ー①ー5

C4ー(1)ー①ー9

第７回　テルペノイドの構造と生合成

植物由来のテルペノイドの化学構造、生合成機構および

薬効について

C7ー(1)ー②ー5

C7ー(1)ー③ー1

C7ー(1)ー④ー1

C7ー(1)ー④ー2

C7ー(1)ー④ー3

C7ー(2)ー①ー1

第８回　ポリケチドの構造と生合成

植物由来のポリケチドの化学構造、生合成機構および薬

効について

C7ー(1)ー②ー5

C7ー(1)ー④ー1

C7ー(1)ー④ー7

C7ー(2)ー①ー1

第９回　フェニルプロパノイドの構造と生合成

植物由来のフェニルプロパノイドの化学構造、生合成機

構および薬効について

C7ー(1)ー②ー5

C7ー(1)ー④ー1

C7ー(1)ー④ー6

C7ー(2)ー①ー1

第１０回　フラボノイドの構造と生合成

植物由来のフラボノイドの化学構造、生合成機構および

薬効について

C7ー(1)ー②ー5

C7ー(1)ー④ー1

C7ー(1)ー④ー5

C7ー(2)ー①ー1

第１１回　アルカロイドの構造と生合成

植物由来のアルカロイドの化学構造、生合成機構および

薬効について

C7ー(1)ー②ー5

C7ー(1)ー④ー1

C7ー(1)ー④ー4

C7ー(2)ー①ー1

第１２回　抗生物質の構造・分類・生合成

微生物が作り出す医薬品の化学構造とその生合成過程に

ついて

C7ー(2)ー③ー1

C7ー(2)ー④ー1

第１３回　1HーNMR及び13CーNMRスペクトル

1HーNMR及び13CーNMRスペクトルの測定原理、データ解

析法

C4ー(4)ー②ー1   C4ー(4)ー②ー2　　C4ー(4)ー②ー3

　C4ー(4)ー②ー4 　C4ー(4)ー②ー5 　C4ー(4)ー②ー6

 　C4ー(4)ー②ー7 　C4ー(4)ー②ー8

第１４回　マススペクトル

マススペクトルの測定原理、データ解析法、有機化合物

の構造解析への応用

C4ー(4)ー⑥ー1  C4ー(4)ー⑥ー2 　 C4ー(4)ー⑥ー3

　 C4ー(4)ー⑥ー4 　 C4ー(4)ー⑥ー5  C4ー(4)ー⑥ー

6 　 C4ー(4)ー⑥ー7

第１５回　ＩＲスペクトル及び紫外可視吸収スペクトル

赤外線吸収スペクトルの測定原理、データ解析法、有機
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化合物の構造解析への応用、及び、紫外可視吸収スペク

トル

C4ー(4)ー④ー1  C4ー(4)ー④ー2

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

1.0単位

分析・製剤技術の最前線Ⅱ [13～14]

藤井　文彦、安藤　徹、市川　秀喜、黒井　邦巧、平野

　裕之、道田　隆、山原　弘

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり，この科目は，専

門教育科目であり5年次に配当している．

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち，2を目指す．

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, https://w

ww.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dip

loma.html#PHA

精密化医療・個別化医療が進む近未来の医療では，平均

的な患者に基づきデザインされた従来の画一的な予防・

治療から，患者の過去の診断履歴なども含めた現在のバ

イタルデータ，および彼らを取りまく環境変数を考慮し

た予防・診断・治療へと移行していくことが予想される．

治療にあたっては患者ごとに必要な医薬品を判断すると

ともに，それらを迅速に製剤化することが求められる．

医薬品の特性そして患者の特徴も含めた膨大なデータか

ら，最重要パラメーターを抽出する手法の開発は必須課

題ではあるものの，解析を支える様々な精密データの取

得と製剤化の技術革新は以前にも増して重要性を帯びて

いる．以上を踏まえて本授業では，分析・製剤技術に関

する最新の知見を学ぶことを目的とする．

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする．

【市川】

C17-(1)-⑤-1　医薬品の工業的規模での製造工程の特色

を開発レベルのそれと対比させて概説できる．

C17-(1)-⑤-2　医薬品の品質管理の意義と，薬剤師の役

割について説明できる．

G-(1)-②-1　平易な英語を用いた専門分野のプレゼンテ

ーションを理解し，概要を述べることができる．（知識

・技能）

G-(1)-③-3　英語で書かれた医薬品の添付文書の内容を

説明できる．（知識・技能）

G-(5)-③-1　工業的規模で製剤化する際に留意すべき点

を列挙し，説明できる．

G-(5)-⑤-1　医薬品の品質管理の意義について説明でき

る．

【安藤】

A-(2)-③-3　他の研究者の意見を理解し，討論する能力

を身につける．（態度）

C13-(1)-②-1　薬物の体内動態（吸収，分布，代謝，排

泄）と薬効発現の関わりについて説明できる．

C16-(1)-②-4　代表的な分散系を列挙し，その性質につ

いて説明できる．

F-(8)-①-3　質問に対して的確な応答ができる．（技能

）

【道田】

C3-(1)-①-2　蛍光光度法の原理および応用例を説明で

きる．

C2-(3)-②-7　代表的な画像診断技術（X線検査、MRI、

超音波、内視鏡検査、核医学検査など）について概説で

きる．

【平野】

C3-(1)-③-1 　質量分析法の原理を説明できる．

C3-(1)-③-2   生体分子の解析への質量分析の応用例に

ついて説明できる．

【山原】

G-(7)-④-2 2. GMPの実施状況を見聞し，その重要性に

ついて討議する．（知識・態度）

G-(4)-②-5 5. ジェネリック医薬品について説明できる．

【藤井】

C2-(3)-②-7 　代表的な画像診断技術（X線検査，CTス

キャン，MRI，超音波，核医学検査など）について概説

できる．

C2-(3)-②-9   薬学領域で繁用されるその他の分析技術

（バイオイメージング，マイクロチップなど）について

概説できる．

【黒井】

C3-(1)-①-3   赤外・ラマン分光スペクトルの原理と，

生体分子の解析への応用例について説明できる．

C4-(4)-④-2　IRスペクトル上の基本的な官能基の特性

吸収を列挙し，帰属することができる．（知識・技能）

＜授業のキーワード＞

【市川】

ナノ粉砕，3D-プリンティング技術，Spritam? ，Zip-dos

e technology，連続生産プロセス，服薬アシスト型パッ

ケージ，デジタルメディシン，Abilify Mycite? ，オン

ディマンド・パーソナライズドメディシン

【安藤】

難水溶性薬物，Nanosuspenion，in vivo study，Questi

on Formulation Technique

【道田】

蛍光光度法，内視鏡，プロドラッグ，ヘム，ポルフィリ

ン，がん診断，がん治療

【平野】
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Metabolomics（Metabolomic analysis）

【山原】

後発医薬品，GMP，レギュラトリーサイエンス，製剤開

発，ICH

【藤井】

X線検査，MRI，PET，光学顕微鏡，電子顕微鏡，吸光度

測定法，蛍光光度法，近赤外分光法

【黒井】

振動分光法，化学結合，生体分子構造，ラマンイメージ

ング，赤外イメージング

＜授業の進め方＞

【全員】

授業計画に従って主に講義を行ないます．ただし，授業

の順番については変更になることがあります．

＜履修するにあたって＞

【市川】

講義の一部に英語によるプレゼンテーション動画や英文

の医薬品添付文書等を教材に用いますので，必要に応じ

て英語のリスニングやリーディングに慣れておいてくだ

さい．

オフィスアワー：　随時（不在の時もありますので，事

前に電子メールでアポイントメントを取ることを勧めま

す）

【安藤】

オフィスアワー：　電子メールで日程調整して対応しま

す．

【道田】

オフィスアワー：　金曜日(15：30-17：00)．

【平野】

2年生後期「機器分析の原理と応用」を一度復習してか

ら講義に臨んでください．

オフィスアワー：　金曜日(15：30-17：00)．必ず事前

に電子メールでアポイントを取ること．

【山原】

オフィスアワー：　随時（不在の時もありますので，事

前に電子メールでアポイントメントを取ることを勧めま

す）

【藤井】

オフィスアワー：　月曜日(13:00?15:30)．不在の時も

ありますので，事前に電子メールでアポイントメントを

取ることを勧めます．

【黒井】

オフィスアワー：　随時（不在の時もありますので，事

前に電子メールでアポイントメントを取って下さい）

＜授業時間外に必要な学修＞

【全員】

事後学習として，講義内容を復習しその内容を十分に理

解した上で，課題レポートを作成すること（目安として

1時間）．

＜提出課題など＞

【全員】

各回終了時に与えられた課題についてレポートを提出す

る.

＜成績評価方法・基準＞

【全員】　提出されたレポートの内容を基本とし，授業

中の参加態度も含め総合的に評価します．なお，レポー

トは，考量の度合いと記述の論理性を重視します．

＜テキスト＞

【全員】　講義資料を印刷して配布します．

＜授業計画＞

第１回（市川）　固形製剤プロセスの最前線

高齢化社会の到来によって膨大化し続ける医療費の抑制

はわが国における喫緊の課題であり，その方策として，

製剤化に難のある物性を有する原薬候補化合物の効率的

な改善や医薬品製剤の生産・流通コストの低減が挙げら

れる．ここでは，難水溶性の薬物の溶解性改善手法なら

びに固形製剤の連続生産システムを取り上げ，そのコン

セプトと特徴を学ぶ．※

C17-(1)-⑤-1

G-(1)-②-1

G-(1)-③-3

G-(5)-③-1

G-(5)-⑤-1

第2回（市川）　製剤プロセスと服薬支援システムの近

未来

医療技術は日進月歩の進化を遂げており，新しい技術開

発の取り組みが盛んになされている．医薬品の製剤プロ

セスや服薬支援システムも例外ではない．ここでは，固

形製剤のパラダイムシフトをもたらすと目されている3D

-プリンティング技術を利用した全く新しい錠剤製造技

術，服薬支援の高度化を目指す服薬アシスト型パッケー

ジや次世代の革新的な服薬支援システムともいわれるデ

ジタルメディシンなどの最新トピックスについて，それ

らのコンセプトと特徴を学ぶ．※

C17-(1)-⑤-1,2

G-(1)-②-1

G-(1)-③-3

G-(5)-③-1

G-(5)-⑤-1

第3回（安藤）　難水溶性薬物の吸収改善

薬物の溶解性は，その生体への吸収性に密接に関係する

重要な物性であり，たとえば，その溶解性の低さから消

化管吸収性に乏しい難水溶性薬物では，さまざまな製剤

学的手法の利用による溶解性の改善が図られてきた．こ

こでは，その一端として，薬物原末をナノサイズに微細

化した，いわゆるNanosuspenion（NS）の開発について，

その調製と実用化に向けた in vivo study の研究紹介

を通じ，Question Formulation Techniqueの手法を交え
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て学ぶ．

A-(2)-③-3

C13-(1)-②-1

C16-(1)-②-4

F-(8)-①-3

第4回（道田）　5-アミノレブリン酸・ポルフィリンを

用いたがんの診断と治療

がん細胞中に特異的にプロトポルフィリンiXを大量発生

させて診断と治療が行われていることを解説する．

C3-(1)-①-2

C2-(3)-②-7

第5回（平野）　質量分析法を利用した応用分析

Metabolomics（Metabolomic analysis）について学ぶ．

イメージング質量分析について学ぶ．

C3-(1)-③-1

C3-(1)-③-2

C3-(1)-③-1

C3-(1)-③-2

第6回（山原）　ジェネリック医薬品とレギュラトリー

サイエンス

ジェネリック医薬品について説明できる．

後発医薬品とその役割について理解する．※

異なる製剤処方間（先発品と後発品、開発途中の製剤処

方変更など）の生物学的同等性を評価できる．（知識・

技能）※

・ GMPの実施状況を見聞し、その重要性について討議す

る．（知識・態度）

・ レギュラトリーサイエンスに基づく医薬品等の品質

の評価法を理解する．※

・ 医薬品等の開発と規制における国際調和の動向につ

いて理解する．※

G-(4)-②-5

G-(7)-④-2

第７回（藤井）　光を含む電磁波や放射線を用いた分析

技術

医療分野で用いられる画像診断技術の基本原理について

学び，それらに関する最近の技術革新と応用について学

ぶ．

C2-(3)-②-7

C2-(3)-②-9

第8回（黒井）　振動分光を軸とした医薬学研究

振動分光法（赤外分光法・ラマン分光法）の医薬研究に

おける適用について学ぶ．原理などの基礎から深層学習

と組み合わせ応用など最新の研究までを解説する．

C3-(1)-①-3

C4-(4)-④-2

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

1.0単位

分析・製剤技術の最前線Ⅱ [15～18]

藤井　文彦、安藤　徹、市川　秀喜、黒井　邦巧、平野

　裕之、道田　隆、山原　弘

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり，この科目は，専

門教育科目であり5年次に配当している．

この科目は，学部のDPに示す8項目のうち，2を目指す．

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, https://w

ww.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dip

loma.html#PHA

精密化医療・個別化医療が進む近未来の医療では，平均

的な患者に基づきデザインされた従来の画一的な予防・

治療から，患者の過去の診断履歴なども含めた現在のバ

イタルデータ，および彼らを取りまく環境変数を考慮し

た予防・診断・治療へと移行していくことが予想される．

治療にあたっては患者ごとに必要な医薬品を判断すると

ともに，それらを迅速に製剤化することが求められる．

医薬品の特性そして患者の特徴も含めた膨大なデータか

ら，最重要パラメーターを抽出する手法の開発は必須課

題ではあるものの，解析を支える様々な精密データの取

得と製剤化の技術革新は以前にも増して重要性を帯びて

いる．以上を踏まえて本授業では，分析・製剤技術に関

する最新の知見を学ぶことを目的とする．

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする．

【市川】

E5-(2)-②-2   製剤化の単位操作，汎用される製剤機械

および代表的な製剤の具体的な製造工程について説明で

きる．

JB-(3)-①-2   科学、医療に関して英語で書かれた文章

を読んで，内容を説明できる．

E5-(1)-①-5   固形材料の溶解度や溶解速度を高める代

表的な製剤的手法を列挙し，説明できる．

E5-(2)-②-3   汎用される容器，包装の種類や特徴につ

いて説明できる．

【安藤】

E1-(1)-①-6　薬物の体内動態（吸収，分布，代謝，排

泄）と薬効発現の関わりについて説明できる．

E5-(1)-③-2　代表的な分散系（分子集合体，コロイド，

乳剤，懸濁剤など）を列挙し，その性質について説明で

きる．

G-(1)-3　現象を客観的に捉える観察眼をもち，論理的
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に思考できる．（知識・技能・態度）

JB-(9)-③-4　質問に対して的確な応答ができる．（技

能）

【道田】

C2-(4)-①-2    蛍光光度法の原理および応用例を説明

できる．

C2-(6)-②-5    代表的な画像診断技術（X線検査，MRI，

超音波、内視鏡検査，核医学検査など）について概説で

きる．

【平野】

C2-(4)-③-1 　質量分析法の原理および応用例を説明で

きる．

AD-C2-⑥-1 　質量分析法の生体分子解析への応用例に

ついて説明できる．

【山原】

B-(2)-②-11 　レギュラトリーサイエンスの必要性と意

義について説明できる．

B-(3)-②-3 　後発医薬品とその役割について説明でき

る．

AD-B-①-1 レギュラトリーサイエンスに基づく医薬品等

の品質，有効性及び安全性の評価法について説明できる．

【藤井】

C2-(6)-②-5    代表的な画像診断技術（X線検査、MRI，

超音波，内視鏡検査，核医学検査など）について概説で

きる．

AD-C2-⑪-3   薬学領域で繁用されるその他の分析技術

（バイオイメージング，マイクロチップなど）について

概説できる．

【黒井】

C2-(4)-①-3   赤外吸収（IR）スペクトル測定法の原理

および応用例を説明できる．

C3-(4)-④-2　IRスペクトル上の基本的な官能基の特性

吸収を列挙し，帰属することができる．（知識・技能）

＜授業のキーワード＞

【市川】

ナノ粉砕，3D-プリンティング技術，Spritam? ，Zip-dos

e technology，連続生産プロセス，服薬アシスト型パッ

ケージ，デジタルメディシン，Abilify Mycite? ，オン

ディマンド・パーソナライズドメディシン

【安藤】

難水溶性薬物，Nanosuspenion，in vivo study，Questi

on Formulation Technique

【道田】

蛍光光度法，内視鏡，プロドラッグ，ヘム，ポルフィリ

ン，がん診断，がん治療

【平野】

Metabolomics（Metabolomic analysis）

【山原】

後発医薬品，GMP，レギュラトリーサイエンス，製剤開

発，ICH

【藤井】

X線検査，MRI，PET，光学顕微鏡，電子顕微鏡，吸光度

測定法，蛍光光度法，近赤外分光法

【黒井】

振動分光法，化学結合，生体分子構造，ラマンイメージ

ング，赤外イメージング

＜授業の進め方＞

【全員】

授業計画に従って主に講義を行ないます．ただし，授業

の順番については変更になることがあります．

＜履修するにあたって＞

【市川】

講義の一部に英語によるプレゼンテーション動画や英文

の医薬品添付文書等を教材に用いますので，必要に応じ

て英語のリスニングやリーディングに慣れておいてくだ

さい．

オフィスアワー：　随時（不在の時もありますので，事

前に電子メールでアポイントメントを取ることを勧めま

す）

【安藤】

オフィスアワー：　電子メールで日程調整して対応しま

す．

【道田】

オフィスアワー：　金曜日(15：30-17：00)．

【平野】

2年生後期「機器分析の原理と応用」を一度復習してか

ら講義に臨んでください．

オフィスアワー：　金曜日(15：30-17：00)．必ず事前

に電子メールでアポイントを取ること．

【山原】

オフィスアワー：　随時（不在の時もありますので，事

前に電子メールでアポイントメントを取ることをでアポ

イントメントを取ることを勧めます．

【黒井】

オフィスアワー：　随時（不在の時もありますので，事

前に電子メールでアポイントメントを取って下さい）

＜授業時間外に必要な学修＞

【全員】

事後学習として，講義内容を復習しその内容を十分に理

解した上で，課題レポートを作成すること（目安として

1時間）．

＜提出課題など＞

【全員】

各回終了時に与えられた課題についてレポートを提出す

る.

＜成績評価方法・基準＞

【全員】　提出されたレポートの内容を基本とし，授業

中の参加態度も含め総合的に評価します．なお，レポー

トは，考量の度合いと記述の論理性を重視します．
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＜テキスト＞

【全員】　講義資料を印刷して配布します．

＜授業計画＞

第1回（市川）　固形製剤プロセスの最前線

高齢化社会の到来によって膨大化し続ける医療費の抑制

はわが国における喫緊の課題であり，その方策として，

製剤化に難のある物性を有する原薬候補化合物の効率的

な改善や医薬品製剤の生産・流通コストの低減が挙げら

れる．ここでは，難水溶性の薬物の溶解性改善手法なら

びに固形製剤の連続生産システムを取り上げ，そのコン

セプトと特徴を学ぶ．※

E5-(2)-②-2

E5-(1)-①-5

第2回（市川）　製剤プロセスと服薬支援システムの近

未来

医療技術は日進月歩の進化を遂げており，新しい技術開

発の取り組みが盛んになされている．医薬品の製剤プロ

セスや服薬支援システムも例外ではない．ここでは，固

形製剤のパラダイムシフトをもたらすと目されている3D

-プリンティング技術を利用した全く新しい錠剤製造技

術，服薬支援の高度化を目指す服薬アシスト型パッケー

ジや次世代の革新的な服薬支援システムともいわれるデ

ジタルメディシンなどの最新トピックスについて，それ

らのコンセプトと特徴を学ぶ．※※

E5-(2)-②-2

JB-(3)-①-2

E5-(2)-②-3

第3回（安藤）　難水溶性薬物の吸収改善

薬物の溶解性は，その生体への吸収性に密接に関係する

重要な物性であり，たとえば，その溶解性の低さから消

化管吸収性に乏しい難水溶性薬物では，さまざまな製剤

学的手法の利用による溶解性の改善が図られてきた．こ

こでは，その一端として，薬物原末をナノサイズに微細

化した，いわゆるNanosuspenion（NS）の開発について，

その調製と実用化に向けた in vivo study の研究紹介

を通じ，Question Formulation Techniqueの手法を交え

て学ぶ．

E1-(1)-①-6

E5-(1)-③-2

G-(1)-3

JB-(9)-③-4

第4回（道田）　5-アミノレブリン酸・ポルフィリンを

用いたがんの診断と治療

がん細胞中に特異的にプロトポルフィリンiXを大量発生

させて診断と治療が行われていることを解説する．

C2-(4)-①-2

C2-(6)-②-5

第5回（平野）　質量分析法を利用した応用分析

Metabolomics（Metabolomic analysis）について学ぶ．

イメージング質量分析について学ぶ．

C2-(4)-③-1

AD-C2-⑥-1

C2-(4)-③-1

AD-C2-⑥-1

第6回（山原）　ジェネリック医薬品とレギュラトリー

サイエンス

ジェネリック医薬品について説明できる．

後発医薬品とその役割について理解する．※

異なる製剤処方間（先発品と後発品，開発途中の製剤処

方変更など）の生物学的同等性を評価できる．（知識・

技能）※

・ GMPの実施状況を見聞し，その重要性について討議す

る．（知識・態度）

・ レギュラトリーサイエンスに基づく医薬品等の品質

の評価法を理解する．※

・ 医薬品等の開発と規制における国際調和の動向につ

いて理解する．※

B-(2)-②-11

B-(3)-②-3

AD-B-①-1

第7回（藤井）　光を含む電磁波や放射線を用いた分析

技術

医療分野で用いられる画像診断技術の基本原理について

学び，それらに関する最近の技術革新と応用について学

ぶ．

C2-(6)-②-5

AD-C2-⑪-3

第8回（黒井）　振動分光を軸とした医薬学研究

振動分光法（赤外分光法・ラマン分光法）の医薬研究に

おける適用について学ぶ．原理などの基礎から深層学習

と組み合わせ応用など最新の研究までを解説する．

C2-(4)-①-3

C3-(4)-④-2

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

免疫学 [15～18]

鷹野　正興

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業を予定しています。

Zoom授業

正興 鷹野さんがあなたを予約されたZoomミーティング

に招待しています。

トピック: 免疫学

時間: こちらは定期的ミーティングです いつでも
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Zoomミーティングに参加する

https://zoom.us/j/91752803696?pwd=b09JTlVuVVI4MDdl

ZjVyUW1uMG5VQT09

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

免疫学を理解することがなぜ必要なのかについて述べま

す。私達は日常生きていく上で、常に外敵の侵入という

危険にさらされています。それは細菌、ウィルス、寄生

虫など枚挙に暇がありません。しかし、健康な人はそれ

らを防御出来ますし、罹患しても、外敵を追い出して回

復します。また外敵だけでなく、内なる敵、「がん」か

らも、健康な体では免疫系が守ってくれています。した

がって薬剤師になる上で、疾患からカラダを守る仕組み

を理解することは必要なことなのです。

本講義では、「生体の恒常性が崩れたときに生ずる変化

を理解できるようになるために、免疫反応による生体防

御機構とその破綻に関する基本的事項を修得する」こと

を目的として、前半では「ヒトの主な生体防御反応とし

ての免疫応答に関する基本的事項を修得」し、また後半

では「免疫応答の制御とその破綻、および免疫反応の臨

床応用に関する基本的事項を修得」できるよう計画した。

本講義では、免疫系の基本構造や多様性形成機序、さら

には炎症・アレルギーに至る疾患との関連性について学

ぶ。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C8-(1)-①-1 　１）異物の侵入に対する物理的、生理的、

化学的バリアー、および補体の役割について説明できる。

C8-(1)-①-2 　２）免疫反応の特徴（自己と非自己の識

別、特異性、多様性、クローン性、記憶、寛容）を説明

できる。

C8-(1)-①-3 　３）自然免疫と獲得免疫、および両者の

関係を説明できる。

C8-(1)-①-4 　４）体液性免疫と細胞性免疫について説

明できる。

C8-(1)-②-1 　１）免疫に関与する組織を列挙し、その

役割を説明できる。

C8-(1)-②-2 　２）免疫担当細胞の種類と役割を説明で

きる。

C8-(1)-②-3 　３）免疫反応における主な細胞間ネット

ワークについて説明できる。

C8-(1)-③-1 　１）自然免疫および獲得免疫における異

物の認識を比較して説明できる。

C8-(1)-③-2 　２）MHC 抗原の構造と機能および抗原提

示での役割について説明できる。

C8-(1)-③-3 　３）T 細胞と B 細胞による抗原認識の

多様性（遺伝子再構成）と活性化について説明できる。

C8-(1)-③-4 　４）抗体分子の基本構造、種類、役割を

説明できる。

C8-(1)-③-5 　５）免疫系に関わる主なサイトカインを

挙げ、その作用を概説できる。

C8-(2)-①-1 　１）炎症の一般的症状、担当細胞および

反応機構について説明できる。

C8-(2)-①-2   ２）アレルギーを分類し、担当細胞およ

び反応機構について説明できる。

C8-(2)-①-3 　３）自己免疫疾患と免疫不全症候群につ

いて概説できる。

C8-(2)-①-4 　４）臓器移植と免疫反応の関わり（拒絶

反応、免疫抑制剤など）について説明できる。

C8-(2)-①-5 　５）感染症と免疫応答との関わりについ

て説明できる。

C8-(1)-③-4 　４）抗体分子の基本構造、種類、役割を

説明できる。

C8-(1)-③-5 　５）免疫系に関わる主なサイトカインを

挙げ、その作用を概説できる。

C8-(2)-①-1 　１）炎症の一般的症状、担当細胞および

反応機構について説明できる。

C8-(2)-①-2   ２）アレルギーを分類し、担当細胞およ

び反応機構について説明できる。

C8-(2)-①-3 　３）自己免疫疾患と免疫不全症候群につ

いて概説できる。

C8-(2)-①-4 　４）臓器移植と免疫反応の関わり（拒絶

反応、免疫抑制剤など）について説明できる。

C8-(2)-①-5 　５）感染症と免疫応答との関わりについ

て説明できる。

C8-(2)-①-6 　６）腫瘍排除に関与する免疫反応につい

て説明できる。

C8-(2)-②-1 　１）ワクチンの原理と種類（生ワクチン、

不活化ワクチン、トキソイド、混合ワクチンなど）につ

いて説明できる。

オリジナルSBOｓ

　　　　　　○抗体の多様性はどのように形成されるか

説明出来る。

　　　○遺伝子の再編成と選択的スプライシングの違い

について概説出来る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○医療

において用いられる抗体医薬品について概説出来る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　○抗体医薬品の

作用機序について、概説出来る。

＜授業のキーワード＞
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免疫応答、自己と非自己の識別、アレルギー

＜授業の進め方＞

授業計画に沿って12回の授業を行います。講義を6０分

行ったあとに学生同士で資料作製し、プレゼンを行って

もらう予定です。サインペンを用意しておいてください。

＜履修するにあたって＞

免疫学を理解するためには、まず、そのシステムの全容

をざっくりとつかんでください。そのためには、「好き

になる免疫学」で概要をつかんで、授業に出ることが近

道です。

オフィスアワー：金曜日午後（その他の曜日でも構いま

せんが、あらかじめ予約してくれると確実です。）

＜授業時間外に必要な学修＞

「好きになる免疫学」範囲に相当する部分を読んで予習

すること。授業前にプレテスト、授業後にポストテスを

行います、必ず提出してください。また、授業後に必ず

復習すること。

＜提出課題など＞

適宜連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験によって評価します。プレテスト、ポストテス

ト提出で１回１点、計１２点加点します。

＜テキスト＞

「免疫学」ベーシック薬学教科書シリーズ10（化学同人

）、「好きになる免疫学」講談社サイエンティフィック

＜授業計画＞

第1回　免疫現象の理解と生体防御の基本事項

「好きになる免疫学」で学ぶ免疫学の概要1

第2回　抗体の構造と機能

「好きになる免疫学」で学ぶ免疫学の概要2

第3回　抗体の特異性と多様性、多様性の形成機序

「好きになる免疫学」で学ぶ免疫学の概要3

第4回　免疫系で働く器官と細胞

免疫に関与する組織を列挙し、その役割を説明できる。

免疫担当細胞の種類と役割を説明できる。

免疫反応における主な細胞間ネットワークについて説明

できる。

第5回　補体と自然免疫

MHC 抗原の構造と機能および抗原提示での役割について

説明できる。    免疫系に関わる主なサイトカインを挙

げ、その作用を概説できる。

第6回　主要組織適合性抗原

MHC 抗原の構造と機能および抗原提示での役割について

説明できる。    免疫系に関わる主なサイトカインを挙

げ、その作用を概説できる。

第7回　T細胞の抗原認識とセレクション

MHC 抗原の構造と機能および抗原提示での役割について

説明できる。 T 細胞とB 細胞による抗原認識の多様性

（遺伝子再構成）と活性化について説明できる。

第8回　抗体医薬

ワクチンの原理と種類（生ワクチン、不活化ワクチン、

トキソイド、混合ワクチンなど）について説明できる。

モノクローナル抗体とポリクローナル抗体について説明

できる。

血清療法と抗体医薬について概説できる。

第9回　アレルギーの基礎

アレルギーを分類し、担当細胞および反応機構について

説明できる。

第10回　炎症反応の基礎

炎症の一般的症状、担当細胞および反応機構について説

明できる。　 自己免疫疾患と免疫不全症候群について

概説できる。

第11回　移植免疫学、免疫抑制薬

臓器移植と免疫反応の関わり（拒絶反応、免疫抑制剤な

ど）について説明できる。

感染症と免疫応答との関わりについて説明できる。

腫瘍排除に関与する免疫反応について説明できる。

第12回　感染症とワクチン

感染症と免疫応答との関わりについて説明できる。 ワ

クチンの原理と種類（生ワクチン、不活化ワクチン、ト

キソイド、混合ワクチンなど）について説明できる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

免疫学 [19～]

鷹野　正興

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業を予定しています。

Zoom授業

正興 鷹野さんがあなたを予約されたZoomミーティング

に招待しています。

トピック: 免疫学

時間: こちらは定期的ミーティングです いつでも

Zoomミーティングに参加する

https://zoom.us/j/91752803696?pwd=b09JTlVuVVI4MDdl

ZjVyUW1uMG5VQT09

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

免疫学を理解することがなぜ必要なのかについて述べま

す。私達は日常生きていく上で、常に外敵の侵入という
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危険にさらされています。それは細菌、ウィルス、寄生

虫など枚挙に暇がありません。しかし、健康な人はそれ

らを防御出来ますし、罹患しても、外敵を追い出して回

復します。また外敵だけでなく、内なる敵、「がん」か

らも、健康な体では免疫系が守ってくれています。した

がって薬剤師になる上で、疾患からカラダを守る仕組み

を理解することは必要なことなのです。

本講義では、「生体の恒常性が崩れたときに生ずる変化

を理解できるようになるために、免疫反応による生体防

御機構とその破綻に関する基本的事項を修得する」こと

を目的として、前半では「ヒトの主な生体防御反応とし

ての免疫応答に関する基本的事項を修得」し、また後半

では「免疫応答の制御とその破綻、および免疫反応の臨

床応用に関する基本的事項を修得」できるよう計画した。

本講義では、免疫系の基本構造や多様性形成機序、さら

には炎症・アレルギーに至る疾患との関連性について学

ぶ。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C8-(1)-①-1 　１）異物の侵入に対する物理的、生理的、

化学的バリアー、および補体の役割について説明できる。

C8-(1)-①-2 　２）免疫反応の特徴（自己と非自己の識

別、特異性、多様性、クローン性、記憶、寛容）を説明

できる。

C8-(1)-①-3 　３）自然免疫と獲得免疫、および両者の

関係を説明できる。

C8-(1)-①-4 　４）体液性免疫と細胞性免疫について説

明できる。

C8-(1)-②-1 　１）免疫に関与する組織を列挙し、その

役割を説明できる。

C8-(1)-②-2 　２）免疫担当細胞の種類と役割を説明で

きる。

C8-(1)-②-3 　３）免疫反応における主な細胞間ネット

ワークについて説明できる。

C8-(1)-③-1 　１）自然免疫および獲得免疫における異

物の認識を比較して説明できる。

C8-(1)-③-2 　２）MHC 抗原の構造と機能および抗原提

示での役割について説明できる。

C8-(1)-③-3 　３）T 細胞と B 細胞による抗原認識の

多様性（遺伝子再構成）と活性化について説明できる。

C8-(1)-③-4 　４）抗体分子の基本構造、種類、役割を

説明できる。

C8-(1)-③-5 　５）免疫系に関わる主なサイトカインを

挙げ、その作用を概説できる。

C8-(2)-①-1 　１）炎症の一般的症状、担当細胞および

反応機構について説明できる。

C8-(2)-①-2   ２）アレルギーを分類し、担当細胞およ

び反応機構について説明できる。

C8-(2)-①-3 　３）自己免疫疾患と免疫不全症候群につ

いて概説できる。

C8-(2)-①-4 　４）臓器移植と免疫反応の関わり（拒絶

反応、免疫抑制剤など）について説明できる。

C8-(2)-①-5 　５）感染症と免疫応答との関わりについ

て説明できる。

C8-(1)-③-4 　４）抗体分子の基本構造、種類、役割を

説明できる。

C8-(1)-③-5 　５）免疫系に関わる主なサイトカインを

挙げ、その作用を概説できる。

C8-(2)-①-1 　１）炎症の一般的症状、担当細胞および

反応機構について説明できる。

C8-(2)-①-2   ２）アレルギーを分類し、担当細胞およ

び反応機構について説明できる。

C8-(2)-①-3 　３）自己免疫疾患と免疫不全症候群につ

いて概説できる。

C8-(2)-①-4 　４）臓器移植と免疫反応の関わり（拒絶

反応、免疫抑制剤など）について説明できる。

C8-(2)-①-5 　５）感染症と免疫応答との関わりについ

て説明できる。

C8-(2)-①-6 　６）腫瘍排除に関与する免疫反応につい

て説明できる。

C8-(2)-②-1 　１）ワクチンの原理と種類（生ワクチン、

不活化ワクチン、トキソイド、混合ワクチンなど）につ

いて説明できる。

オリジナルSBOｓ

　　　　　　○抗体の多様性はどのように形成されるか

説明出来る。

　　　○遺伝子の再編成と選択的スプライシングの違い

について概説出来る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○医療

において用いられる抗体医薬品について概説出来る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　○抗体医薬品の

作用機序について、概説出来る。

＜授業のキーワード＞

免疫応答、自己と非自己の識別、アレルギー

＜授業の進め方＞

授業計画に沿って12回の授業を行います。講義を6０分

行ったあとに学生同士で資料作製し、プレゼンを行って

もらう予定です。サインペンを用意しておいてください。

＜履修するにあたって＞

免疫学を理解するためには、まず、そのシステムの全容

をざっくりとつかんでください。そのためには、「好き

になる免疫学」で概要をつかんで、授業に出ることが近

道です。

オフィスアワー：金曜日午後（その他の曜日でも構いま

せんが、あらかじめ予約してくれると確実です。）

＜授業時間外に必要な学修＞



- 476 -

「好きになる免疫学」範囲に相当する部分を読んで予習

すること。授業前にプレテスト、授業後にポストテスを

行います、必ず提出してください。また授業後には必ず

復習すること。

＜提出課題など＞

適宜連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験によって評価します。プレテスト、ポストテス

ト提出で１回１点、計１２点加点します。

＜テキスト＞

「免疫学」ベーシック薬学教科書シリーズ10（化学同人

）、「好きになる免疫学」講談社サイエンティフィック

＜授業計画＞

第1回　免疫現象の理解と生体防御の基本事項

「好きになる免疫学」で学ぶ免疫学の概要1

第2回　抗体の構造と機能

「好きになる免疫学」で学ぶ免疫学の概要2

第3回　抗体の特異性と多様性、多様性の形成機序

「好きになる免疫学」で学ぶ免疫学の概要3

第4回　免疫系で働く器官と細胞

免疫に関与する組織を列挙し、その役割を説明できる。

免疫担当細胞の種類と役割を説明できる。

免疫反応における主な細胞間ネットワークについて説明

できる。

第5回　補体と自然免疫

MHC 抗原の構造と機能および抗原提示での役割について

説明できる。    免疫系に関わる主なサイトカインを挙

げ、その作用を概説できる。

第6回　主要組織適合性抗原

MHC 抗原の構造と機能および抗原提示での役割について

説明できる。    免疫系に関わる主なサイトカインを挙

げ、その作用を概説できる。

第7回　T細胞の抗原認識とセレクション

MHC 抗原の構造と機能および抗原提示での役割について

説明できる。 T 細胞とB 細胞による抗原認識の多様性

（遺伝子再構成）と活性化について説明できる。

第8回　抗体医薬

ワクチンの原理と種類（生ワクチン、不活化ワクチン、

トキソイド、混合ワクチンなど）について説明できる。

モノクローナル抗体とポリクローナル抗体について説明

できる。

血清療法と抗体医薬について概説できる。

第9回　アレルギーの基礎

アレルギーを分類し、担当細胞および反応機構について

説明できる。

第10回　炎症反応の基礎

炎症の一般的症状、担当細胞および反応機構について説

明できる。　 自己免疫疾患と免疫不全症候群について

概説できる。

第11回　移植免疫学、免疫抑制薬

臓器移植と免疫反応の関わり（拒絶反応、免疫抑制剤な

ど）について説明できる。

感染症と免疫応答との関わりについて説明できる。

腫瘍排除に関与する免疫反応について説明できる。

第12回　感染症とワクチン

感染症と免疫応答との関わりについて説明できる。 ワ

クチンの原理と種類（生ワクチン、不活化ワクチン、ト

キソイド、混合ワクチンなど）について説明できる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

薬学英語入門 [15～18]

入江　慶

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり2年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1と2を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

近年、薬剤師として医療に携わる上で英語力は必要不可

欠である。英語論文を読むことが必要なケースもしばし

ば遭遇する。

本科目では薬学の専門的な英単語・英文・英語論文に意

欲的に触れ、英語で書かれた科学的情報を正しく読み取

るために必要な知識・能力を自ら積極的に習得する。

＜到達目標＞

学生が、以下の能力を自ら望んで意欲的かつ積極的に身

につけられることを目標とする。

・科学、医療に関連する英語の代表的な用語を列挙し、

その内容を説明できる［JB-(3)-①-1］。

・科学、医療に関して英語で書かれた文章を読んで、内

容を説明できる［JB-(3)-①-2］。

・自然科学各分野における基本的単位、数値、現象の英

語表現を列記できる［JB-(3)-②-2］。

・科学、医療に関連する英語の代表的な用語、英語表現

を列記できる［JB-(3)-②-3］。

・科学、医療に関連する簡単な文章を英語で書くことが

できる［JB-(3)-②-4］。（知識・技能）

・薬学に関する基本的な英単語・英文を理解し、必要な

情報を読み取れるようになること。

・4年次以降の研究室配属後や将来薬剤師になってから

も役立つ英語力を身につけられること。

＜授業のキーワード＞

英語、医療、自然科学、生命科学、薬学研究、薬剤師
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＜授業の進め方＞

予習を前提で進めます。必ず予習をしてくること。

＜履修するにあたって＞

履修者は、以下の担当者に必ず第1回講義までに連絡す

ること。

＜授業時間外に必要な学修＞

課題のための参考情報

・英辞郎 on the WEB （https://www.alc.co.jp/）

・ライフサイエンス辞書（https://lsd-project.jp/cgi

-bin/lsdproj/ejlookup04.pl）

※高校時の辞書ではなく、医療用の専門英語が調べられ

る辞書を利用してください。

＜提出課題など＞

授業中に連絡

＜成績評価方法・基準＞

定期試験90%、平常点（受講態度・予習状況・出席状況

などを考慮）10%で評価します。

※定期試験受験資格について

　3回の無断欠席で定期試験の受験資格を失う。2回の遅

刻で1回欠席扱いとする。

＜テキスト＞

その都度テキスト・資料を配布します。

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回　薬学英語を学ぶ

JB-(3)-①-1

JB-(3)-②-2

JB-(3)-②-3

１）オリエンテーション

２）薬学英語を学ぶ意義

３）薬学英語の読み方

４）薬学英語表現の基本

第2回　化学に関する英単語・英文①

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

１）化学に関する英単語

２）化学に関する英文の内容理解

第3回　生物に関する英単語・英文①

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

１）生物に関する英単語

２）生物に関する英文の内容理解

第4回　臓器・疾患に関する英単語と英文②

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

１）臓器・疾患に関する英単語

２）臓器・疾患に関する英文の内容理解

第5回　医療薬学に関する論文の要旨を読む①

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

医療薬学（薬学的研究や薬剤師の活動等）に関する日本

語論文の要旨（英文）の内容理解

※はじめに内容・背景の解説を行う。

第6回　医療薬学に関する論文の要旨を読む②

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

医療薬学（薬学的研究や薬剤師の活動等）に関する日本

語論文の要旨（英文）の内容理解

※はじめに内容・背景の解説を行う。

第7回　医療薬学に関する論文の要旨を読む③

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

薬学研究や薬剤師の活動に関する日本語論文の英文要旨

の内容理解

※はじめに内容・背景の解説を行う。

第8回　医療薬学に関する論文の要旨を読む④

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

薬学研究や薬剤師の活動に関する英語論文の内容理解

※はじめに内容・背景の解説を行う。

第9回　医療に関する科学的論文（英文）を読む①

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

医療に関する科学的論文（英文）の内容理解

※はじめに内容・背景の解説を行う。
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第10回　医療に関する科学的論文（英文）を読む②

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

医療に関する科学的論文（英文）の内容理解

※はじめに内容・背景の解説を行う。

第11回　医療に関する科学的論文（英文）を読む③

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

医療に関する科学的論文（英文）の内容理解

※はじめに内容・背景の解説を行う。

第12回　医療に関する科学的論文（英文）を読む④

JB-(3)-①-1

JB-(3)-①-2

JB-(3)-②-2

JB-(3)-②-3

JB-(3)-②-4

医療に関する科学的論文（英文）の内容理解

※はじめに内容・背景の解説を行う。

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

0.5単位

薬学応用演習 [19～]

日置　和人、鷹野　正興、中川　公恵、野ヶ峯　亜由美、

濱田　美知子、山口　孝子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2-6を目指す。

https://www.kobegakuin.ac.jp/education/faculty_pha

rmacy/policy.html?id=dp

この演習では、学習の在り方、理解の道筋を学ぶことを

目標とする。

演習を題材に自分で学習する力をつけ、共用試験CBTに

対応し、次年度の実務実習に備える。

1-4年次で養うべき基礎科目について演習でアウトプッ

トを行う。

学力向上を目指して、個々の問題、集団としての問題を

抽出し、解決策を討論する。

＜到達目標＞

薬学コアカリキュラムのすべての範囲での基本的なレベ

ルの能力を付けることを目標とする。A 基本事項（1）

薬剤師の使命（2）薬剤師に求められる倫理観（3）信頼

関係の構築（4）多職種連携協働とチーム医療（5）自己

研鑽と次世代を担う人材の育成

B 薬学と社会（1）人と社会に関わる薬剤師（2）薬剤師

と医薬品等に係る法規範（3）社会保障制度と医療経済

（4）地域における薬局と薬剤師

C 薬学基礎

C1 物質の物理的性質（1）物質の構造（2）物質のエネ

ルギーと平衡（3）物質の変化

C2 化学物質の分析（1）分析の基礎（2）溶液中の化学

平衡（3）化学物質の定性分析・定量分析（4）機器を用

いる分析法（5）分離分析法（6）臨床現場で用いる分析

技術

C3 化学物質の性質と反応（1）化学物質の基本的性質（

2）有機化合物の基本骨格の構造と反応（3）官能基の性

質と反応（4）化学物質の構造決定（5）無機化合物・錯

体の構造と性質

C4 生体分子・医薬品を化学による理解（1）医薬品の標

的となる生体分子の構造と化学的な性質（2）生体反応

の化学による理解（3）医薬品の化学構造と性質、作用

C5 自然が生み出す薬物（1）薬になる動植鉱物（2）薬

の宝庫としての天然物

C6 生命現象の基礎（1）細胞の構造と機能（2）生命現

象を担う分子（3）生命活動を担うタンパク質（4）生命

情報を担う遺伝子（5）生体エネルギーと生命活動を支

える代謝系（6）細胞間コミュニケーションと細胞内情

報伝達（7）細胞の分裂と死

C7 人体の成り立ちと生体機能の調節（1）人体の成り立

ち（2）生体機能の調節

C8 生体防御と微生物（1）身体をまもる（2）免疫系の

制御とその破綻・免疫系の応用（3）微生物の基本（4）

病原体としての微生物

D 衛生薬学

D1 健康（1）社会・集団と健康（2）疾病の予防（3）栄

養と健康

D2 環境（1）化学物質・放射線の生体への影響（2）生

活環境と健康

E 医療薬学

E1 薬の作用と体の変化（1）薬の作用（2）身体の病的

変化を知る（3）薬物治療の位置づけ（4）医薬品の安全

性

E2 薬理・病態・薬物治療（1）神経系の疾患と薬（2）

免疫・炎症・アレルギーおよび骨・関節の疾患と薬（3

）循環器系・血液系・造血器系・泌尿器系・生殖器系の

疾患と薬（4）呼吸器系・消化器系の疾患と薬（5）代謝

系・内分泌系の疾患と薬（6）感覚器・皮膚の疾患と薬

（7）病原微生物（感染症）・悪性新生物（がん）と薬

（8）バイオ・細胞医薬品とゲノム情報（9）要指導医薬

品・一般用医薬品とセルフメディケーション（10）医療

の中の漢方薬（11）薬物治療の最適化

E3 薬物治療に役立つ情報（1）医薬品情報（2）患者情

報（3）個別化医療
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E4 薬の生体内運命（1）薬物の体内動態（2）薬物動態

の解析

E5 製剤化のサイエンス（1）製剤の性質（2）製剤設計

（3）DDS（Drug Delivery System：薬物送達システム）

F 薬学臨床（1）薬学臨床の基礎（2）処方せんに基づく

調剤（3）薬物療法の実践（4）チーム医療への参画（5

）地域の保健・医療・福祉への参画

＜授業のキーワード＞

物理系薬学、医療薬学[薬理・薬物治療系]、化学系薬学、

医療薬学[情報系]、薬学と社会、生物系薬学、医療薬学

[薬剤系]、衛生薬学、薬学臨床

＜授業の進め方＞

この科目は主に演習時間中は、演習問題を解くことで自

習のアウトプットを行います。予習の後、演習時間中に

小テストを行う。小テストに不合格だったものは、別の

時間に不合格演習を行う。最低要求レベルとして、CBT

合格レベルの学力を養う。

＜履修するにあたって＞

参考書や問題集を使って自習してから演習に臨むこと。

演習後は復習をし、知識を定着させること。本演習はCB

T合格を目指すだけではなく、薬剤師国家試験に対応で

きる学力の基礎を養う。そのためには、学習の在り方、

理解の道筋を学ぶ姿勢を持って、単なる知識の詰込みで

はなく問題解決のベースとしての知識習得を意識してく

ださい。授業はオムニバス形式で行うため、講義の順番

は前後することがあります。

＜授業時間外に必要な学修＞

自主学習を基本とする。目安として4時間程度の自主学

習と、事後学習として、必ず復習し不明な点は次週まで

に解決するために目安として3時間程度が必要。

＜提出課題など＞

毎回の小テスト不合格者には課題が課される場合があり

ます。

＜成績評価方法・基準＞

演習時間中に毎時間小テストを行う（30%）。最後の演

習の後、試験を行う（70%）

＜テキスト＞

1-4年までの薬学専門科目で使用したすべての教科書

＜参考図書＞

コアカリ重点ポイント集（薬学ゼミナール）　薬剤師国

家試験　領域別問題集（薬学ゼミナール）

＜授業計画＞

第1回　物理系薬学

C1 物質の物理的性質

第2回　物理系薬学

C2 化学物質の分析

第3回　化学系薬学

C3 化学物質の性質と反応

第4回　化学系薬学

C4 生体分子・医薬品を化学による理解

第5回　生物系薬学

C6 生命現象の基礎

第6回　生物系薬学

C7 人体の成り立ちと生体機能の調節　C8 生体防御と微

生物

第7回　医療薬学[薬理・薬物治療系]

E1 薬の作用と体の変化　E2 薬理・病態・薬物治療（1

）神経系の疾患と薬

第8回　医療薬学[薬理・薬物治療系]

E2 薬理・病態・薬物治療（2）免疫・炎症・アレルギー

および骨・関節の疾患と薬

第9回　医療薬学[薬理・薬物治療系]

E2 薬理・病態・薬物治療（3）循環器系・血液系・造血

器系・泌尿器系・生殖器系の疾患と薬

第10回　医療薬学[情報系]

E3 薬物治療に役立つ情報

第11回　医療薬学[薬剤系]

E4 薬の生体内運命

第12回　医療薬学[薬剤系]

E5 製剤化のサイエンス

第13回　薬学と社会

B 薬学と社会

第14回　衛生薬学

D1 健康

第15回　衛生薬学

D2 環境

第16回　薬学臨床

F 薬学臨床（1）薬学臨床の基礎（2）処方せんに基づく

調剤

第17回　薬学臨床

F 薬学臨床（3）薬物療法の実践（4）チーム医療への参

画（5）地域の保健・医療・福祉への参画

第18回　基本事項

A 基本事項（3）信頼関係の構築（4）多職種連携協働と

チーム医療

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

0.5単位

薬学応用演習 [19～]

日置　和人、鷹野　正興、中川　公恵、野ヶ峯　亜由美、

濱田　美知子、山口　孝子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

演習

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2-6を目指す。

https://www.kobegakuin.ac.jp/education/faculty_pha

rmacy/policy.html?id=dp

この演習では、学習の在り方、理解の道筋を学ぶことを

目標とする。
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演習を題材に自分で学習する力をつけ、共用試験CBTに

対応し、次年度の実務実習に備える。

1-4年次で養うべき基礎科目について演習でアウトプッ

トを行う。

学力向上を目指して、個々の問題、集団としての問題を

抽出し、解決策を討論する。

＜到達目標＞

薬学コアカリキュラムのすべての範囲での基本的なレベ

ルの能力を付けることを目標とする。A 基本事項（1）

薬剤師の使命（2）薬剤師に求められる倫理観（3）信頼

関係の構築（4）多職種連携協働とチーム医療（5）自己

研鑽と次世代を担う人材の育成

B 薬学と社会（1）人と社会に関わる薬剤師（2）薬剤師

と医薬品等に係る法規範（3）社会保障制度と医療経済

（4）地域における薬局と薬剤師

C 薬学基礎

C1 物質の物理的性質（1）物質の構造（2）物質のエネ

ルギーと平衡（3）物質の変化

C2 化学物質の分析（1）分析の基礎（2）溶液中の化学

平衡（3）化学物質の定性分析・定量分析（4）機器を用

いる分析法（5）分離分析法（6）臨床現場で用いる分析

技術

C3 化学物質の性質と反応（1）化学物質の基本的性質（

2）有機化合物の基本骨格の構造と反応（3）官能基の性

質と反応（4）化学物質の構造決定（5）無機化合物・錯

体の構造と性質

C4 生体分子・医薬品を化学による理解（1）医薬品の標

的となる生体分子の構造と化学的な性質（2）生体反応

の化学による理解（3）医薬品の化学構造と性質、作用

C5 自然が生み出す薬物（1）薬になる動植鉱物（2）薬

の宝庫としての天然物

C6 生命現象の基礎（1）細胞の構造と機能（2）生命現

象を担う分子（3）生命活動を担うタンパク質（4）生命

情報を担う遺伝子（5）生体エネルギーと生命活動を支

える代謝系（6）細胞間コミュニケーションと細胞内情

報伝達（7）細胞の分裂と死

C7 人体の成り立ちと生体機能の調節（1）人体の成り立

ち（2）生体機能の調節

C8 生体防御と微生物（1）身体をまもる（2）免疫系の

制御とその破綻・免疫系の応用（3）微生物の基本（4）

病原体としての微生物

D 衛生薬学

D1 健康（1）社会・集団と健康（2）疾病の予防（3）栄

養と健康

D2 環境（1）化学物質・放射線の生体への影響（2）生

活環境と健康

E 医療薬学

E1 薬の作用と体の変化（1）薬の作用（2）身体の病的

変化を知る（3）薬物治療の位置づけ（4）医薬品の安全

性

E2 薬理・病態・薬物治療（1）神経系の疾患と薬（2）

免疫・炎症・アレルギーおよび骨・関節の疾患と薬（3

）循環器系・血液系・造血器系・泌尿器系・生殖器系の

疾患と薬（4）呼吸器系・消化器系の疾患と薬（5）代謝

系・内分泌系の疾患と薬（6）感覚器・皮膚の疾患と薬

（7）病原微生物（感染症）・悪性新生物（がん）と薬

（8）バイオ・細胞医薬品とゲノム情報（9）要指導医薬

品・一般用医薬品とセルフメディケーション（10）医療

の中の漢方薬（11）薬物治療の最適化

E3 薬物治療に役立つ情報（1）医薬品情報（2）患者情

報（3）個別化医療

E4 薬の生体内運命（1）薬物の体内動態（2）薬物動態

の解析

E5 製剤化のサイエンス（1）製剤の性質（2）製剤設計

（3）DDS（Drug Delivery System：薬物送達システム）

F 薬学臨床（1）薬学臨床の基礎（2）処方せんに基づく

調剤（3）薬物療法の実践（4）チーム医療への参画（5

）地域の保健・医療・福祉への参画

＜授業のキーワード＞

物理系薬学、医療薬学[薬理・薬物治療系]、化学系薬学、

医療薬学[情報系]、薬学と社会、生物系薬学、医療薬学

[薬剤系]、衛生薬学、薬学臨床

＜授業の進め方＞

この科目は主に演習時間中は、演習問題を解くことで自

習のアウトプットを行います。予習の後、演習時間中に

小テストを行う。小テストに不合格だったものは、別の

時間に不合格演習を行う。最低要求レベルとして、CBT

合格レベルの学力を養う。

＜履修するにあたって＞

参考書や問題集を使って自習してから演習に臨むこと。

演習後は復習をし、知識を定着させること。本演習はCB

T合格を目指すだけではなく、薬剤師国家試験に対応で

きる学力の基礎を養う。そのためには、学習の在り方、

理解の道筋を学ぶ姿勢を持って、単なる知識の詰込みで

はなく問題解決のベースとしての知識習得を意識してく

ださい。授業はオムニバス形式で行うため、講義の順番

は前後することがあります。

＜授業時間外に必要な学修＞

自主学習を基本とする。目安として4時間程度の自主学

習と、事後学習として、必ず復習し不明な点は次週まで

に解決するために目安として3時間程度が必要。

＜提出課題など＞

毎回の小テスト不合格者には課題が課される場合があり

ます。

＜成績評価方法・基準＞

演習時間中に毎時間小テストを行う（30%）。最後の演

習の後、試験を行う（70%）

＜テキスト＞

1-4年までの薬学専門科目で使用したすべての教科書

＜参考図書＞
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コアカリ重点ポイント集（薬学ゼミナール）　薬剤師国

家試験　領域別問題集（薬学ゼミナール）

＜授業計画＞

第1回　物理系薬学

C1 物質の物理的性質

第2回　物理系薬学

C2 化学物質の分析

第3回　化学系薬学

C3 化学物質の性質と反応

第4回　化学系薬学

C4 生体分子・医薬品を化学による理解

第5回　生物系薬学

C6 生命現象の基礎

第6回　生物系薬学

C7 人体の成り立ちと生体機能の調節　C8 生体防御と微

生物

第7回　医療薬学[薬理・薬物治療系]

E1 薬の作用と体の変化　E2 薬理・病態・薬物治療（1

）神経系の疾患と薬

第8回　医療薬学[薬理・薬物治療系]

E2 薬理・病態・薬物治療（2）免疫・炎症・アレルギー

および骨・関節の疾患と薬

第9回　医療薬学[薬理・薬物治療系]

E2 薬理・病態・薬物治療（3）循環器系・血液系・造血

器系・泌尿器系・生殖器系の疾患と薬

第10回　医療薬学[情報系]

E3 薬物治療に役立つ情報

第11回　医療薬学[薬剤系]

E4 薬の生体内運命

第12回　医療薬学[薬剤系]

E5 製剤化のサイエンス

第13回　薬学と社会

B 薬学と社会

第14回　衛生薬学

D1 健康

第15回　衛生薬学

D2 環境

第16回　薬学臨床

F 薬学臨床（1）薬学臨床の基礎（2）処方せんに基づく

調剤

第17回　薬学臨床

F 薬学臨床（3）薬物療法の実践（4）チーム医療への参

画（5）地域の保健・医療・福祉への参画

第18回　基本事項

A 基本事項（3）信頼関係の構築（4）多職種連携協働と

チーム医療

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

薬学語学Ⅰ A[19～]

角田　慎一、伊波　直子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

この科目は、選択語学科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本講義は、英語読解の基礎を学ぶ科目として位置づけら

れる。近年、薬剤師として医療に携わるうえで英語の読

解力は必要不可欠となっている。このような状況を鑑み、

本講義では、様々な英単語や英熟語の知識、および英語

読解力を身に付け、英語で書かれた科学的情報を正しく

読みとることができるようになることを目的とする。

＜到達目標＞

科学、医療に関する代表的な用語・文章を英語で理解で

きるようになる。

以下の各SBOsを到達目標とする。

【①読む】

JB-(3)-①-1　 科学、医療に関連する英語の代表的な用

語を列挙し、その内容を説明できる。

JB-(3)-①-2　 科学、医療に関して英語で書かれた文章

を読んで、内容を説明できる。

【②書く】

JB-(3)-②-1　 自己紹介文、手紙文などを英語で書くこ

とができる。（知識・技能）

JB-(3)-②-2　 自然科学各分野における基本的単位、数

値、現象の英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-3　 科学、医療に関連する英語の代表的な用

語、英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-4　 科学、医療に関連する簡単な文章を英語

で書くことができる。（知識・技能）

【③聞く・話す】

JB-(3)-③-1　 英語の基礎的音声を聞き分けることがで

きる。（技能）

JB-(3)-③-2　 英語の会話を聞いて内容を理解して要約

できる。（技能）

JB-(3)-③-3　 英語による簡単なコミュニケーションが

できる。（技能・態度）

JB-(3)-③-4　 科学、医療に関連する代表的な用語を英

語で発音できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

READING、COMPREHENSION QUESTIONS、MEDICAL TERMINOL
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OGY、GRAMMAR、LISTENING & SPEAKING、WRITING

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への取り組みを60％、定期試験を40％とします。

授業への取り組みは、各回に行う小テストを含みます。

＜テキスト＞

English for Student Pharmacists 1(成美堂)

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

自己紹介、授業の進め方、学習の要点などを学ぶ。

第2回　Unit 1：A 基本事項 コミュニケーション

コミュニケーション、 生命・医療の倫理・薬剤師の使

命に関する英文を学ぶ。

第3回　Unit 1：A 基本事項 コミュニケーション

第2回の内容の小テスト、

コミュニケーション、 生命・医療の倫理・薬剤師の使

命に関する英文を学ぶ。

第4回　Unit 3：B 薬学と社会 薬剤師の仕事

第3回の内容の小テスト、

 人と社会に関わる薬剤師に関する英文を学ぶ。

第5回　Unit 3：B 薬学と社会 薬剤師の仕事

第4回の内容の小テスト、

 人と社会に関わる薬剤師に関する英文を学ぶ。

第6回　Unit 5：C 薬学基礎 細胞の構造と機能

第5回の内容の小テスト、

生体分子、生命現象の基礎、生体防御と微生物に関する

英文を学ぶ。

第7回　Unit 5：C 薬学基礎 細胞の構造と機能

第6回の内容の小テスト、

生体分子、生命現象の基礎、生体防御と微生物に関する

英文を学ぶ。

第8回　Unit 7：D 衛生薬学 なぜ水分が必要なのか

第7回の内容の小テスト、

健康と環境に関する英文を学ぶ

第9回　Unit 7：D 衛生薬学 なぜ水分が必要なのか

第8回の内容の小テスト、

健康と環境に関する英文を学ぶ

第10回　Unit 10：E 医療薬学&薬学臨床アレルギー反応

の概要）

第9回の内容の小テスト、

免疫・炎症・アレルギーに関する英文を学ぶ

第11回　Unit 10：E 医療薬学&薬学臨床アレルギー反応

の概要

第10回の内容の小テスト、

免疫・炎症・アレルギーに関する英文を学ぶ

第12回　まとめ

第11回の内容の小テスト、

第11回までのまとめ

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

薬学語学Ⅰ B[19～]

角田　慎一、酒多　康嗣

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

この科目は、選択語学科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本講義は、英語読解の基礎を学ぶ科目として位置づけら

れる。近年、薬剤師として医療に携わるうえで英語の読

解力は必要不可欠となっている。このような状況を鑑み、

本講義では、様々な英単語や英熟語の知識、および英語

読解力を身に付け、英語で書かれた科学的情報を正しく

読みとることができるようになることを目的とする。

＜到達目標＞

科学、医療に関する代表的な用語・文章を英語で理解で

きるようになる。

以下の各SBOsを到達目標とする。

【①読む】

JB-(3)-①-1　 科学、医療に関連する英語の代表的な用

語を列挙し、その内容を説明できる。

JB-(3)-①-2　 科学、医療に関して英語で書かれた文章

を読んで、内容を説明できる。
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【②書く】

JB-(3)-②-1　 自己紹介文、手紙文などを英語で書くこ

とができる。（知識・技能）

JB-(3)-②-2　 自然科学各分野における基本的単位、数

値、現象の英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-3　 科学、医療に関連する英語の代表的な用

語、英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-4　 科学、医療に関連する簡単な文章を英語

で書くことができる。（知識・技能）

【③聞く・話す】

JB-(3)-③-1　 英語の基礎的音声を聞き分けることがで

きる。（技能）

JB-(3)-③-2　 英語の会話を聞いて内容を理解して要約

できる。（技能）

JB-(3)-③-3　 英語による簡単なコミュニケーションが

できる。（技能・態度）

JB-(3)-③-4　 科学、医療に関連する代表的な用語を英

語で発音できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

READING、COMPREHENSION QUESTIONS、MEDICAL TERMINOL

OGY、GRAMMAR、LISTENING & SPEAKING、WRITING

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への取り組みを60％、定期試験を40％とします。

授業への取り組みは、各回に行う小テストを含みます。

�����

＜テキスト＞

English for Student Pharmacists 1(成美堂)

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

自己紹介、授業の進め方、学習の要点などを学ぶ。

第2回　Unit 1：A 基本事項 コミュニケーション

コミュニケーション、 生命・医療の倫理・薬剤師の使

命に関する英文を学ぶ。

第3回　Unit 1：A 基本事項 コミュニケーション

第2回の内容の小テスト、

コミュニケーション、 生命・医療の倫理・薬剤師の使

命に関する英文を学ぶ。

第4回　Unit 3：B 薬学と社会 薬剤師の仕事

第3回の内容の小テスト、

 人と社会に関わる薬剤師に関する英文を学ぶ。

第5回　Unit 3：B 薬学と社会 薬剤師の仕事

第4回の内容の小テスト、

 人と社会に関わる薬剤師に関する英文を学ぶ。

第6回　Unit 5：C 薬学基礎 細胞の構造と機能

第5回の内容の小テスト、

生体分子、生命現象の基礎、生体防御と微生物に関する

英文を学ぶ。

第7回　Unit 5：C 薬学基礎 細胞の構造と機能

第6回の内容の小テスト、

生体分子、生命現象の基礎、生体防御と微生物に関する

英文を学ぶ。

第8回　Unit 7：D 衛生薬学 なぜ水分が必要なのか

第7回の内容の小テスト、

健康と環境に関する英文を学ぶ

第9回　Unit 7：D 衛生薬学 なぜ水分が必要なのか

第8回の内容の小テスト、

健康と環境に関する英文を学ぶ

第10回　Unit 10：E 医療薬学&薬学臨床アレルギー反応

の概要）

第9回の内容の小テスト、

免疫・炎症・アレルギーに関する英文を学ぶ

第11回　Unit 10：E 医療薬学&薬学臨床アレルギー反応

の概要

第10回の内容の小テスト、

免疫・炎症・アレルギーに関する英文を学ぶ

第12回　まとめ

第11回の内容の小テスト、

第11回までのまとめ

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

薬学語学Ⅰ C[19～]

角田　慎一、保澤　美佳

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）
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＜授業の目的＞

この科目は、選択語学科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本講義は、英語読解の基礎を学ぶ科目として位置づけら

れる。近年、薬剤師として医療に携わるうえで英語の読

解力は必要不可欠となっている。このような状況を鑑み、

本講義では、様々な英単語や英熟語の知識、および英語

読解力を身に付け、英語で書かれた科学的情報を正しく

読みとることができるようになることを目的とする。

＜到達目標＞

科学、医療に関する代表的な用語・文章を英語で理解で

きるようになる。

以下の各SBOsを到達目標とする。

【①読む】

JB-(3)-①-1　 科学、医療に関連する英語の代表的な用

語を列挙し、その内容を説明できる。

JB-(3)-①-2　 科学、医療に関して英語で書かれた文章

を読んで、内容を説明できる。

【②書く】

JB-(3)-②-1　 自己紹介文、手紙文などを英語で書くこ

とができる。（知識・技能）

JB-(3)-②-2　 自然科学各分野における基本的単位、数

値、現象の英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-3　 科学、医療に関連する英語の代表的な用

語、英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-4　 科学、医療に関連する簡単な文章を英語

で書くことができる。（知識・技能）

【③聞く・話す】

JB-(3)-③-1　 英語の基礎的音声を聞き分けることがで

きる。（技能）

JB-(3)-③-2　 英語の会話を聞いて内容を理解して要約

できる。（技能）

JB-(3)-③-3　 英語による簡単なコミュニケーションが

できる。（技能・態度）

JB-(3)-③-4　 科学、医療に関連する代表的な用語を英

語で発音できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

READING、COMPREHENSION QUESTIONS、MEDICAL TERMINOL

OGY、GRAMMAR、LISTENING & SPEAKING、WRITING

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への取り組みを60％、定期試験を40％とします。

授業への取り組みは、各回に行う小テストを含みます。

＜テキスト＞

English for Student Pharmacists 1(成美堂)

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

自己紹介、授業の進め方、学習の要点などを学ぶ。

第2回　Unit 1：A 基本事項 コミュニケーション

コミュニケーション、 生命・医療の倫理・薬剤師の使

命に関する英文を学ぶ。

第3回　Unit 1：A 基本事項 コミュニケーション

第2回の内容の小テスト、

コミュニケーション、 生命・医療の倫理・薬剤師の使

命に関する英文を学ぶ。

第4回　Unit 3：B 薬学と社会 薬剤師の仕事

第3回の内容の小テスト、

 人と社会に関わる薬剤師に関する英文を学ぶ。

第5回　Unit 3：B 薬学と社会 薬剤師の仕事

第4回の内容の小テスト、

 人と社会に関わる薬剤師に関する英文を学ぶ。

第6回　Unit 5：C 薬学基礎 細胞の構造と機能

第5回の内容の小テスト、

生体分子、生命現象の基礎、生体防御と微生物に関する

英文を学ぶ。

第7回　Unit 5：C 薬学基礎 細胞の構造と機能

第6回の内容の小テスト、

生体分子、生命現象の基礎、生体防御と微生物に関する

英文を学ぶ。

第8回　Unit 7：D 衛生薬学 なぜ水分が必要なのか

第7回の内容の小テスト、

健康と環境に関する英文を学ぶ

第9回　Unit 7：D 衛生薬学 なぜ水分が必要なのか

第8回の内容の小テスト、

健康と環境に関する英文を学ぶ

第10回　Unit 10：E 医療薬学&薬学臨床アレルギー反応

の概要）
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第9回の内容の小テスト、

免疫・炎症・アレルギーに関する英文を学ぶ

第11回　Unit 10：E 医療薬学&薬学臨床アレルギー反応

の概要

第10回の内容の小テスト、

免疫・炎症・アレルギーに関する英文を学ぶ

第12回　まとめ

第11回の内容の小テスト、

第11回までのまとめ

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

薬学語学Ⅰ D[19～]

角田　慎一、濱田　省蔵

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

この科目は、選択語学科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本講義は、英語読解の基礎を学ぶ科目として位置づけら

れる。近年、薬剤師として医療に携わるうえで英語の読

解力は必要不可欠となっている。このような状況を鑑み、

本講義では、様々な英単語や英熟語の知識、および英語

読解力を身に付け、英語で書かれた科学的情報を正しく

読みとることができるようになることを目的とする。

＜到達目標＞

科学、医療に関する代表的な用語・文章を英語で理解で

きるようになる。

以下の各SBOsを到達目標とする。

【①読む】

JB-(3)-①-1　 科学、医療に関連する英語の代表的な用

語を列挙し、その内容を説明できる。

JB-(3)-①-2　 科学、医療に関して英語で書かれた文章

を読んで、内容を説明できる。

【②書く】

JB-(3)-②-1　 自己紹介文、手紙文などを英語で書くこ

とができる。（知識・技能）

JB-(3)-②-2　 自然科学各分野における基本的単位、数

値、現象の英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-3　 科学、医療に関連する英語の代表的な用

語、英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-4　 科学、医療に関連する簡単な文章を英語

で書くことができる。（知識・技能）

【③聞く・話す】

JB-(3)-③-1　 英語の基礎的音声を聞き分けることがで

きる。（技能）

JB-(3)-③-2　 英語の会話を聞いて内容を理解して要約

できる。（技能）

JB-(3)-③-3　 英語による簡単なコミュニケーションが

できる。（技能・態度）

JB-(3)-③-4　 科学、医療に関連する代表的な用語を英

語で発音できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

READING、COMPREHENSION QUESTIONS、MEDICAL TERMINOL

OGY、GRAMMAR、LISTENING & SPEAKING、WRITING

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への取り組みを60％、定期試験を40％とします。

授業への取り組みは、各回に行う小テストを含みます。

＜テキスト＞

English for Student Pharmacists 1(成美堂)

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

自己紹介、授業の進め方、学習の要点などを学ぶ。

第2回　Unit 1：A 基本事項 コミュニケーション

コミュニケーション、 生命・医療の倫理・薬剤師の使

命に関する英文を学ぶ。

第3回　Unit 1：A 基本事項 コミュニケーション

第2回の内容の小テスト、

コミュニケーション、 生命・医療の倫理・薬剤師の使

命に関する英文を学ぶ。

第4回　Unit 3：B 薬学と社会 薬剤師の仕事

第3回の内容の小テスト、



- 486 -

 人と社会に関わる薬剤師に関する英文を学ぶ。

第5回　Unit 3：B 薬学と社会 薬剤師の仕事

第4回の内容の小テスト、

 人と社会に関わる薬剤師に関する英文を学ぶ。

第6回　Unit 5：C 薬学基礎 細胞の構造と機能

第5回の内容の小テスト、

生体分子、生命現象の基礎、生体防御と微生物に関する

英文を学ぶ。

第7回　Unit 5：C 薬学基礎 細胞の構造と機能

第6回の内容の小テスト、

生体分子、生命現象の基礎、生体防御と微生物に関する

英文を学ぶ。

第8回　Unit 7：D 衛生薬学 なぜ水分が必要なのか

第7回の内容の小テスト、

健康と環境に関する英文を学ぶ

第9回　Unit 7：D 衛生薬学 なぜ水分が必要なのか

第8回の内容の小テスト、

健康と環境に関する英文を学ぶ

第10回　Unit 10：E 医療薬学&薬学臨床アレルギー反応

の概要）

第9回の内容の小テスト、

免疫・炎症・アレルギーに関する英文を学ぶ

第11回　Unit 10：E 医療薬学&薬学臨床アレルギー反応

の概要

第10回の内容の小テスト、

免疫・炎症・アレルギーに関する英文を学ぶ

第12回　まとめ

第11回の内容の小テスト、

第11回までのまとめ

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

薬学語学Ⅰ E[19～]

角田　慎一、伊波　直子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

この科目は、選択語学科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本講義は、英語読解の基礎を学ぶ科目として位置づけら

れる。近年、薬剤師として医療に携わるうえで英語の読

解力は必要不可欠となっている。このような状況を鑑み、

本講義では、様々な英単語や英熟語の知識、および英語

読解力を身に付け、英語で書かれた科学的情報を正しく

読みとることができるようになることを目的とする。

＜到達目標＞

科学、医療に関する代表的な用語・文章を英語で理解で

きるようになる。

以下の各SBOsを到達目標とする。

【①読む】

JB-(3)-①-1　 科学、医療に関連する英語の代表的な用

語を列挙し、その内容を説明できる。

JB-(3)-①-2　 科学、医療に関して英語で書かれた文章

を読んで、内容を説明できる。

【②書く】

JB-(3)-②-1　 自己紹介文、手紙文などを英語で書くこ

とができる。（知識・技能）

JB-(3)-②-2　 自然科学各分野における基本的単位、数

値、現象の英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-3　 科学、医療に関連する英語の代表的な用

語、英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-4　 科学、医療に関連する簡単な文章を英語

で書くことができる。（知識・技能）

【③聞く・話す】

JB-(3)-③-1　 英語の基礎的音声を聞き分けることがで

きる。（技能）

JB-(3)-③-2　 英語の会話を聞いて内容を理解して要約

できる。（技能）

JB-(3)-③-3　 英語による簡単なコミュニケーションが

できる。（技能・態度）

JB-(3)-③-4　 科学、医療に関連する代表的な用語を英

語で発音できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

READING、COMPREHENSION QUESTIONS、MEDICAL TERMINOL

OGY、GRAMMAR、LISTENING & SPEAKING、WRITING

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示
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する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への取り組みを60％、定期試験を40％とします。

授業への取り組みは、各回に行う小テストを含みます。

＜テキスト＞

English for Student Pharmacists 1(成美堂)

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

自己紹介、授業の進め方、学習の要点などを学ぶ。

第2回　Unit 1：A 基本事項 コミュニケーション

コミュニケーション、 生命・医療の倫理・薬剤師の使

命に関する英文を学ぶ。

第3回　Unit 1：A 基本事項 コミュニケーション

第2回の内容の小テスト、

コミュニケーション、 生命・医療の倫理・薬剤師の使

命に関する英文を学ぶ。

第4回　Unit 3：B 薬学と社会 薬剤師の仕事

第3回の内容の小テスト、

 人と社会に関わる薬剤師に関する英文を学ぶ。

第5回　Unit 3：B 薬学と社会 薬剤師の仕事

第4回の内容の小テスト、

 人と社会に関わる薬剤師に関する英文を学ぶ。

第6回　Unit 5：C 薬学基礎 細胞の構造と機能

第5回の内容の小テスト、

生体分子、生命現象の基礎、生体防御と微生物に関する

英文を学ぶ。

第7回　Unit 5：C 薬学基礎 細胞の構造と機能

第6回の内容の小テスト、

生体分子、生命現象の基礎、生体防御と微生物に関する

英文を学ぶ。

第8回　Unit 7：D 衛生薬学 なぜ水分が必要なのか

第7回の内容の小テスト、

健康と環境に関する英文を学ぶ

第9回　Unit 7：D 衛生薬学 なぜ水分が必要なのか

第8回の内容の小テスト、

健康と環境に関する英文を学ぶ

第10回　Unit 10：E 医療薬学&薬学臨床アレルギー反応

の概要）

第9回の内容の小テスト、

免疫・炎症・アレルギーに関する英文を学ぶ

第11回　Unit 10：E 医療薬学&薬学臨床アレルギー反応

の概要

第10回の内容の小テスト、

免疫・炎症・アレルギーに関する英文を学ぶ

第12回　まとめ

第11回の内容の小テスト、

第11回までのまとめ

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

薬学語学Ⅰ F[19～]

角田　慎一、竹本　文南

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

この科目は、選択語学科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本講義は、英語読解の基礎を学ぶ科目として位置づけら

れる。近年、薬剤師として医療に携わるうえで英語の読

解力は必要不可欠となっている。このような状況を鑑み、

本講義では、様々な英単語や英熟語の知識、および英語

読解力を身に付け、英語で書かれた科学的情報を正しく

読みとることができるようになることを目的とする。

＜到達目標＞

科学、医療に関する代表的な用語・文章を英語で理解で

きるようになる。

以下の各SBOsを到達目標とする。

【①読む】

JB-(3)-①-1　 科学、医療に関連する英語の代表的な用

語を列挙し、その内容を説明できる。

JB-(3)-①-2　 科学、医療に関して英語で書かれた文章

を読んで、内容を説明できる。

【②書く】

JB-(3)-②-1　 自己紹介文、手紙文などを英語で書くこ

とができる。（知識・技能）

JB-(3)-②-2　 自然科学各分野における基本的単位、数

値、現象の英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-3　 科学、医療に関連する英語の代表的な用

語、英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-4　 科学、医療に関連する簡単な文章を英語

で書くことができる。（知識・技能）

【③聞く・話す】

JB-(3)-③-1　 英語の基礎的音声を聞き分けることがで

きる。（技能）

JB-(3)-③-2　 英語の会話を聞いて内容を理解して要約

できる。（技能）

JB-(3)-③-3　 英語による簡単なコミュニケーションが

できる。（技能・態度）

JB-(3)-③-4　 科学、医療に関連する代表的な用語を英

語で発音できる。（技能）

＜授業のキーワード＞
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READING、COMPREHENSION QUESTIONS、MEDICAL TERMINOL

OGY、GRAMMAR、LISTENING & SPEAKING、WRITING

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への取り組みを60％、定期試験を40％とします。

授業への取り組みは、各回に行う小テストを含みます。

＜テキスト＞

English for Student Pharmacists 1(成美堂)

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

自己紹介、授業の進め方、学習の要点などを学ぶ。

第2回　Unit 1：A 基本事項 コミュニケーション

コミュニケーション、 生命・医療の倫理・薬剤師の使

命に関する英文を学ぶ。

第3回　Unit 1：A 基本事項 コミュニケーション

第2回の内容の小テスト、

コミュニケーション、 生命・医療の倫理・薬剤師の使

命に関する英文を学ぶ。

第4回　Unit 3：B 薬学と社会 薬剤師の仕事

第3回の内容の小テスト、

 人と社会に関わる薬剤師に関する英文を学ぶ。

第5回　Unit 3：B 薬学と社会 薬剤師の仕事

第4回の内容の小テスト、

 人と社会に関わる薬剤師に関する英文を学ぶ。

第6回　Unit 5：C 薬学基礎 細胞の構造と機能

第5回の内容の小テスト、

生体分子、生命現象の基礎、生体防御と微生物に関する

英文を学ぶ。

第7回　Unit 5：C 薬学基礎 細胞の構造と機能

第6回の内容の小テスト、

生体分子、生命現象の基礎、生体防御と微生物に関する

英文を学ぶ。

第8回　Unit 7：D 衛生薬学 なぜ水分が必要なのか

第7回の内容の小テスト、

健康と環境に関する英文を学ぶ

第9回　Unit 7：D 衛生薬学 なぜ水分が必要なのか

第8回の内容の小テスト、

健康と環境に関する英文を学ぶ

第10回　Unit 10：E 医療薬学&薬学臨床アレルギー反応

の概要）

第9回の内容の小テスト、

免疫・炎症・アレルギーに関する英文を学ぶ

第11回　Unit 10：E 医療薬学&薬学臨床アレルギー反応

の概要

第10回の内容の小テスト、

免疫・炎症・アレルギーに関する英文を学ぶ

第12回　まとめ

第11回の内容の小テスト、

第11回までのまとめ

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

薬学語学Ⅰ G[19～]

角田　慎一、保澤　美佳

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞

この科目は、選択語学科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本講義は、英語読解の基礎を学ぶ科目として位置づけら

れる。近年、薬剤師として医療に携わるうえで英語の読

解力は必要不可欠となっている。このような状況を鑑み、

本講義では、様々な英単語や英熟語の知識、および英語

読解力を身に付け、英語で書かれた科学的情報を正しく

読みとることができるようになることを目的とする。

＜到達目標＞

科学、医療に関する代表的な用語・文章を英語で理解で

きるようになる。

以下の各SBOsを到達目標とする。

【①読む】

JB-(3)-①-1　 科学、医療に関連する英語の代表的な用

語を列挙し、その内容を説明できる。

JB-(3)-①-2　 科学、医療に関して英語で書かれた文章

を読んで、内容を説明できる。
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【②書く】

JB-(3)-②-1　 自己紹介文、手紙文などを英語で書くこ

とができる。（知識・技能）

JB-(3)-②-2　 自然科学各分野における基本的単位、数

値、現象の英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-3　 科学、医療に関連する英語の代表的な用

語、英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-4　 科学、医療に関連する簡単な文章を英語

で書くことができる。（知識・技能）

【③聞く・話す】

JB-(3)-③-1　 英語の基礎的音声を聞き分けることがで

きる。（技能）

JB-(3)-③-2　 英語の会話を聞いて内容を理解して要約

できる。（技能）

JB-(3)-③-3　 英語による簡単なコミュニケーションが

できる。（技能・態度）

JB-(3)-③-4　 科学、医療に関連する代表的な用語を英

語で発音できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

READING、COMPREHENSION QUESTIONS、MEDICAL TERMINOL

OGY、GRAMMAR、LISTENING & SPEAKING、WRITING

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への取り組みを60％、定期試験を40％とします。

授業への取り組みは、各回に行う小テストを含みます。

＜テキスト＞

English for Student Pharmacists 1(成美堂)

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

自己紹介、授業の進め方、学習の要点などを学ぶ。

第2回　Unit 1：A 基本事項 コミュニケーション

コミュニケーション、 生命・医療の倫理・薬剤師の使

命に関する英文を学ぶ。

第3回　Unit 1：A 基本事項 コミュニケーション

第2回の内容の小テスト、

コミュニケーション、 生命・医療の倫理・薬剤師の使

命に関する英文を学ぶ。

第4回　Unit 3：B 薬学と社会 薬剤師の仕事

第3回の内容の小テスト、

 人と社会に関わる薬剤師に関する英文を学ぶ。

第5回　Unit 3：B 薬学と社会 薬剤師の仕事

第4回の内容の小テスト、

 人と社会に関わる薬剤師に関する英文を学ぶ。

第6回　Unit 5：C 薬学基礎 細胞の構造と機能

第5回の内容の小テスト、

生体分子、生命現象の基礎、生体防御と微生物に関する

英文を学ぶ。

第7回　Unit 5：C 薬学基礎 細胞の構造と機能

第6回の内容の小テスト、

生体分子、生命現象の基礎、生体防御と微生物に関する

英文を学ぶ。

第8回　Unit 7：D 衛生薬学 なぜ水分が必要なのか

第7回の内容の小テスト、

健康と環境に関する英文を学ぶ

第9回　Unit 7：D 衛生薬学 なぜ水分が必要なのか

第8回の内容の小テスト、

健康と環境に関する英文を学ぶ

第10回　Unit 10：E 医療薬学&薬学臨床アレルギー反応

の概要）

第9回の内容の小テスト、

免疫・炎症・アレルギーに関する英文を学ぶ

第11回　Unit 10：E 医療薬学&薬学臨床アレルギー反応

の概要

第10回の内容の小テスト、

免疫・炎症・アレルギーに関する英文を学ぶ

第12回　まとめ

第11回の内容の小テスト、

第11回までのまとめ

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

薬学語学Ⅰ H[19～]

角田　慎一、濱田　省蔵

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業（演習）

＜授業の目的＞
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この科目は、選択語学科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本講義は、英語読解の基礎を学ぶ科目として位置づけら

れる。近年、薬剤師として医療に携わるうえで英語の読

解力は必要不可欠となっている。このような状況を鑑み、

本講義では、様々な英単語や英熟語の知識、および英語

読解力を身に付け、英語で書かれた科学的情報を正しく

読みとることができるようになることを目的とする。

＜到達目標＞

科学、医療に関する代表的な用語・文章を英語で理解で

きるようになる。

以下の各SBOsを到達目標とする。

【①読む】

JB-(3)-①-1　 科学、医療に関連する英語の代表的な用

語を列挙し、その内容を説明できる。

JB-(3)-①-2　 科学、医療に関して英語で書かれた文章

を読んで、内容を説明できる。

【②書く】

JB-(3)-②-1　 自己紹介文、手紙文などを英語で書くこ

とができる。（知識・技能）

JB-(3)-②-2　 自然科学各分野における基本的単位、数

値、現象の英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-3　 科学、医療に関連する英語の代表的な用

語、英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-4　 科学、医療に関連する簡単な文章を英語

で書くことができる。（知識・技能）

【③聞く・話す】

JB-(3)-③-1　 英語の基礎的音声を聞き分けることがで

きる。（技能）

JB-(3)-③-2　 英語の会話を聞いて内容を理解して要約

できる。（技能）

JB-(3)-③-3　 英語による簡単なコミュニケーションが

できる。（技能・態度）

JB-(3)-③-4　 科学、医療に関連する代表的な用語を英

語で発音できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

READING、COMPREHENSION QUESTIONS、MEDICAL TERMINOL

OGY、GRAMMAR、LISTENING & SPEAKING、WRITING

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への取り組みを60％、定期試験を40％とします。

授業への取り組みは、各回に行う小テストを含みます。

＜テキスト＞

English for Student Pharmacists 1(成美堂)

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

自己紹介、授業の進め方、学習の要点などを学ぶ。

第2回　Unit 1：A 基本事項 コミュニケーション

コミュニケーション、 生命・医療の倫理・薬剤師の使

命に関する英文を学ぶ。

第3回　Unit 1：A 基本事項 コミュニケーション

第2回の内容の小テスト、

コミュニケーション、 生命・医療の倫理・薬剤師の使

命に関する英文を学ぶ。

第4回　Unit 3：B 薬学と社会 薬剤師の仕事

第3回の内容の小テスト、

 人と社会に関わる薬剤師に関する英文を学ぶ。

第5回　Unit 3：B 薬学と社会 薬剤師の仕事

第4回の内容の小テスト、

 人と社会に関わる薬剤師に関する英文を学ぶ。

第6回　Unit 5：C 薬学基礎 細胞の構造と機能

第5回の内容の小テスト、

生体分子、生命現象の基礎、生体防御と微生物に関する

英文を学ぶ。

第7回　Unit 5：C 薬学基礎 細胞の構造と機能

第6回の内容の小テスト、

生体分子、生命現象の基礎、生体防御と微生物に関する

英文を学ぶ。

第8回　Unit 7：D 衛生薬学 なぜ水分が必要なのか

第7回の内容の小テスト、

健康と環境に関する英文を学ぶ

第9回　Unit 7：D 衛生薬学 なぜ水分が必要なのか

第8回の内容の小テスト、

健康と環境に関する英文を学ぶ

第10回　Unit 10：E 医療薬学&薬学臨床アレルギー反応

の概要）

第9回の内容の小テスト、



- 491 -

免疫・炎症・アレルギーに関する英文を学ぶ

第11回　Unit 10：E 医療薬学&薬学臨床アレルギー反応

の概要

第10回の内容の小テスト、

免疫・炎症・アレルギーに関する英文を学ぶ

第12回　まとめ

第11回の内容の小テスト、

第11回までのまとめ

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

薬学語学Ⅱ [19～]

角田　慎一、津田　信男

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

遠隔授業　Zoomリアルタイム授業（演習）

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

本講義は、英語読解の基礎を学ぶ科目として位置づけら

れる。近年、薬剤師として医療に携わるうえで英語の読

解力は必要不可欠となっている。このような状況を鑑み、

本講義では、様々な英単語や英熟語の知識、および英語

読解力を身に付け、英語で書かれた科学的情報を正しく

読みとることができるようになることを目的とする。

＜到達目標＞

科学、医療に関する代表的な用語・文章を英語で理解で

きるようになる。

以下の各SBOsを到達目標とする。

【①読む】

JB-(3)-①-1　 科学、医療に関連する英語の代表的な用

語を列挙し、その内容を説明できる。

JB-(3)-①-2　 科学、医療に関して英語で書かれた文章

を読んで、内容を説明できる。

【②書く】

JB-(3)-②-1　 自己紹介文、手紙文などを英語で書くこ

とができる。（知識・技能）

JB-(3)-②-2　 自然科学各分野における基本的単位、数

値、現象の英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-3　 科学、医療に関連する英語の代表的な用

語、英語表現を列記できる。

JB-(3)-②-4　 科学、医療に関連する簡単な文章を英語

で書くことができる。（知識・技能）

【③聞く・話す】

JB-(3)-③-1　 英語の基礎的音声を聞き分けることがで

きる。（技能）

JB-(3)-③-2　 英語の会話を聞いて内容を理解して要約

できる。（技能）

JB-(3)-③-3　 英語による簡単なコミュニケーションが

できる。（技能・態度）

JB-(3)-③-4　 科学、医療に関連する代表的な用語を英

語で発音できる。（技能）

＜授業の進め方＞

原則毎回、教科書の既習項目に基づいた小テストを実施

します。ペアワークやグループワークを数多く取り入れ

ます。発言や発表の機会も多くある学生参加型の授業で

すので積極的な参加が必要となります。

＜履修するにあたって＞

1) 3分の2以上の出席に達しないときは、特別の事情が

ない限り単位認定されません。｜2) ペア・グループワ

ークを通して、英語でのコミュニケーション能力を高め

ることを目的としています。そのため、クラスメイトと

積極的に関わる姿勢が求められます。｜3) 授業の予習

・復習をしっかりと行って毎回の授業に臨んでください。

＜授業時間外に必要な学修＞

1) 講師が指示をする単語や表現の暗記。（週30分程度

）｜2) 授業日に学んだ箇所の音読と内容の復習。（週1

時間程度）

＜提出課題など＞

必要に応じて課された課題を提出。詳細は授業内で指示

する。

＜成績評価方法・基準＞

授業への取り組みを60％、学期末試験を40％とします。

授業への取り組みは、各回に行う小テストを含みます。

＜テキスト＞

English for Student Pharmacists 1(成美堂 　3080円)

ISBN：9784791950997

＜授業計画＞

第1回　オリエンテーション

自己紹介、授業の進め方、学習の要点などを学ぶ。

第2回　Unit 1：A 基本事項 コミュニケーション

コミュニケーション、 生命・医療の倫理・薬剤師の使

命に関する英文を学ぶ。

第3回　Unit 1：A 基本事項 コミュニケーション

第2回の内容の小テスト、����

コミュニケーション、 生命・医療の倫理・薬剤師の使

命に関する英文を学ぶ。　����

第4回　Unit 4：B 日本発の「夢の薬」

第3回の内容の小テスト����

日本発の動物用坑寄生虫薬（イベルメクチン)が貧しい

国の人々を救うことに関する英文を学ぶ。����

第5回　Unit 4：B 日本発の「夢の薬」
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第4回の内容の小テスト����

日本発の動物用坑寄生虫薬（イベルメクチン)が貧しい

国の人々を救うことに関する英文を学ぶ。　　����

第6回　Unit 6：C 感染に対する宿主防御機構

第5回の内容の小テスト����

人体の防御システムとしての免疫反応に関する英文を学

ぶ。　　　����

第7回　Unit 6：C 感染に対する宿主防御機構

第6回の内容の小テスト����

人体の防御システムとしての免疫反応に関する英文を学

ぶ。　����

第8回　Unit 12：D インフルエンザワクチン

第7回の内容の小テスト、����

アメリカにおけるワクチン開発に関する英文を学ぶ����

第9回　Unit 12：D インフルエンザワクチン

第8回の内容の小テスト����

アメリカにおけるワクチン開発に関する英文を学ぶ����

第10回　Unit 15：E 乳がん・卵巣がん薬の誕生物語

第9回の内容の小テスト����

化学的に合成されたもの、および天然物から開発された

薬に関する英文を学ぶ。����

第11回　Unit 15：E 乳がん・卵巣がん薬の誕生物語

第10回の内容の小テスト����

化学的に合成されたもの、および天然物から開発された

薬に関する英文を学ぶ。����

第12回　まとめ

第11回の内容の小テスト����

第11回までのまとめ

学期末テスト　����

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

1.0単位

薬学総合科目Ⅰ [15～18]

角田　慎一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

オンライン（オンデマンド）講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、必

修科目であり５年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、１を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬剤師は、薬学の基礎的知識（物理、化学、生物）を習

得しておくことが必須である。本科目では、これまでに

学んだ薬学の基礎的知識（物理、化学、生物）を再確認

すると共に、理解を深め、知識の定着をはかる。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

物理：C1-(1)物質の構造、C1-(2)物質のエネルギーと平

衡、C1-(3) 物質の変化、C2-(1)分析の基礎、C2-(2)溶

液中の化学平衡、C2-(3)化学物質の定性分析・定量分析、

 C3-(1)化学物質の基本的性質、C3-(2) 有機化合物の基

本骨格の構造と反応を習得することを目的とする。

化学：C3-(1)-①-6 基本的な有機反応（置換、付加、脱

離）の特徴を理解し、分類できる、C3-(1)-①-7 炭素原

子を含む反応中間体の構造と性質を説明できる、C3-(2)

-② アルケン・アルキン、C3-(2)-③ 芳香族化合物、C3

-(3)-② 有機ハロゲン化合物、C3-(3)-④ アルデヒド・

ケトン・カルボン酸・カルボン酸誘導体 の基本的化学

反応を理解することを目的とする。

生物：C6-(1)-(7) 人体の成り立ち、C7-(1)-(2)生体機

能の調節、C8-(1)-(4)病原体としての微生物、C8-(1)免

疫を担当する組織・細胞、C6-(2)-(4）生命情報を担う

遺伝子についての基礎的な理解を深めることを目的とす

る。

　これらを学習することで、物理、化学および生物の基

礎知識を再確認すると共に、理解を深め、知識の定着を

はかることを目指す。

＜授業のキーワード＞

物理、化学、生物

＜授業の進め方＞

授業計画に従って、講義と試験を行う。詳細は学内情報

サービスやdotCampus等で周知する。

＜履修するにあたって＞

講義と試験に備えて、指定された範囲を十分に予習／復

習してくること。また、理解を深め、知識を確実に身に

つけるために、全ての講義に出席することが必須である。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、指定された範囲を予習しておくこと(

目安として1時間）。また、事後学習として、復習して

おくこと(目安として1時間）。

＜提出課題など＞

必要があれば指示します。

＜成績評価方法・基準＞

実務実習3期終了後に実施する試験の成績で評価する。

試験要領の詳細は改めて周知する。

試験要領：

本試験

国家試験出題基準の物理、化学および生物の範囲につい

て、それぞれ30問（30点）、合計90問（90点）の試験を

オンライン方式で実施し、基準点（得点率60%）以上を

合格とする。不合格者には追加試験を実施する。試験の

成績に応じて評価(S, A, B, C, D)を行う。
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追加試験

方法は本試験に準じる。成績評価は他の専門科目の追・

追加加試験の扱いに準じる。

追試験

方法は追加試験に準じる。成績評価は他の専門科目の追

・追加加試験の扱いに準じる。

＜テキスト＞

�

科目担当者から指示される。

＜参考図書＞

科目担当者から指示される。

＜授業計画＞

1　【物理】 （1）

物質の物理的性質

化学結合、原子・分子、放射線と放射能、分子間力、熱

力学と平衡、相図、束一的性質、界面における平衡、界

面活性剤、コロイド分散系、溶液の化学・電気化学、反

応速度、物質の移動に関する重要ポイントの解説

C1-(1)-(3)

2　【物理】 （2）

化学物質の分析

酸・塩基、生成試験、容量分析、物理的分析法、クロマ

トグラフィー、分析技術、生体分子を解析する手法に関

する重要ポイントの解説

C2-(1)-(3)、C3-(1)-(2)

3　【物理】 （3）

物理に関連する範囲についての試験と解説

CBTで定められた出題範囲のうち生物に関連する範囲の

試験と問題の解説をを行う。

C1-(1)-(3)、C2-(1)-(3)、 C3-(1)-(2)

4　【化学】 （１）

付加反応

求電子付加反応、求核付加付加反応およびラジカル付加

反応について講習する。

C3-(2)-②、C3-(3)-④

5　【化学】 （2）

置換反応と脱離反応

求核置換反応、求電子置換反応および脱離反応について

講習する。

C3-(2)-③、C3-(3)-②

6　【化学】 （3）

有機化学に関する確認試験と解説

有機化合物の性質と反応に関する主な内容を出題範囲と

する。試験後に解説を行う。

C3-(1)-①-6、 C3-(1)-①-7、C3-(2)-②、C3-(2)-③、C

3-(3)-②、C3-(3)-④

7　【生物】 （１）

生物講義

主に人体の成り立ち、生体機能の調節、微生物・病原体

の領域について基礎知識を復習する。

C6-(1)-(7)、 C7-(1)-(2)、 C8-(1)-(4)

8　【生物】 （2）

生物講義

主に免疫と生命情報を担う遺伝子について、基礎的な理

解を深める。

C6-(1)-(7)、 C7-(1)-(2)、 C8-(1)-(4)

9　【生物】 （3）

生物に関連する範囲についての試験と解説

CBTで定められた出題範囲のうち生物に関連する範囲の

試験と問題の解説をを行う。

C6-(1)-(7)、C7-(1)-(2)、 C8-(1)-(4)

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

薬学総合科目Ⅱ [15～18]

角田　慎一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義、演習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、必

修科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1,3,4,5,6,7,

8を目指す。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

本科目では、薬剤師国家試験の出題科目のうち、「実務

」について講義・演習を行う。薬剤師業務に必要な基本

的知識の理解を深めることを目的とする。

なお、この授業の担当者は薬局・病院での薬剤師経験を

5年間以上経験している実務家教員であり、より実践的

な観点から薬物療法を解説するものとする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

E1-(2)-②-

2.  血液検査、血液凝固機能検査および脳脊髄液検査の

検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

3.  血液生化学検査の検査項目を列挙し、目的と異常所

見を説明できる。

4.  免疫学的検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見

を説明できる。

E2-(2)-②-

1.  アレルギー治療薬（抗ヒスタミン薬、抗アレルギー
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薬等）の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨

床適用を説明できる。

2.  免疫抑制薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）

および臨床適用を説明できる。

3.  以下のアレルギー疾患について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

　　アトピー性皮膚炎、蕁麻疹、接触性皮膚炎、アレル

ギー性鼻炎、アレルギー性結膜炎、花粉症、消化管アレ

ルギー、気管支喘息

5.  アナフィラキシーショックについて、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生

理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。

9.  臓器移植（腎臓、肝臓、骨髄、臍帯血、輸血）につ

いて、拒絶反応および移植片対宿主病（GVHD）の病態（

病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説

明できる。

E2-(2)-③-

1.  関節リウマチについて、治療薬の薬理（薬理作用、

機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）

・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(9)-

1.  地域における疾病予防、健康維持増進、セルフメデ

ィケーションのために薬剤師が果たす役割を概説できる。

2.  要指導医薬品および一般用医薬品（リスクの程度に

応じた区分（第一類、第二類、第三類）も含む）につい

て説明し、各分類に含まれる代表的な製剤を列挙できる。

E3-(2)-①-

1.  薬物治療に必要な患者基本情報を列挙できる。

2.  患者情報源の種類を列挙し、それぞれの違いを説明

できる。

E3-(2)-②-

2.  SOAP 形式などの患者情報の記録方法について説明

できる。

3.  医薬品の効果や副作用を評価するために必要な患者

情報について概説できる。

4.  患者情報の取扱いにおける守秘義務と管理の重要性

を説明できる。

E3-(3)-③-

1.  腎疾患・腎機能低下時における薬物動態と、薬物治

療・投与設計において注意すべき点を説明できる。

2.  肝疾患・肝機能低下時における薬物動態と、薬物治

療・投与設計において注意すべき点を説明できる。

E3-(3)-④-

2.  妊娠・授乳期における薬物動態と、生殖・妊娠・授

乳期の薬物治療で注意すべき点を説明できる。

E4-(2)-②-

1.  治療薬物モニタリング（TDM）の意義を説明し、TDM

 が有効な薬物を列挙できる。

2.  TDM を行う際の採血ポイント、試料の取り扱い、測

定法について説明できる。

F-(1)-③-

1.  前）病院・薬局における薬剤師業務全体の流れを概

説できる。

2.  前）病院・薬局で薬剤師が実践する薬学的管理の重

要性について説明できる。

3.  前）病院薬剤部門を構成する各セクションの業務を

列挙し、その内容と関連を概説できる。

4.  前）病院に所属する医療スタッフの職種名を列挙し、

その業務内容を相互に関連づけて説明できる。

6.  病院における薬剤部門の位置づけと業務の流れにつ

いて他部門と関連付けて説明できる。

F-(2)-①-

1.  前）調剤業務に関わる事項（処方せん、調剤録、疑

義照会等）の意義や取り扱いを法的根拠に基づいて説明

できる。

2.  調剤業務に関わる法的文書（処方せん、調剤録等）

の適切な記載と保存・管理ができる。

F-(2)-②-

1.  前）代表的な疾患に使用される医薬品について効能

・効果、用法・用量、警告・禁忌、副作用、相互作用を

列挙できる。

2.  前）処方オーダリングシステムおよび電子カルテに

ついて概説できる。

3.  前）処方せんの様式と必要記載事項、記載方法につ

いて説明できる。

4.  前）処方せんの監査の意義、その必要性と注意点に

ついて説明できる。

5.  前）処方せんを監査し、不適切な処方せんについて、

その理由が説明できる。

7.  処方せんの記載事項（医薬品名、分量、用法・用量

等）が適切であるか確認できる。

F-(2)-③-

4.  前）後発医薬品選択の手順を説明できる。

5.  前）代表的な注射剤・散剤・水剤等の配合変化のあ

る組合せとその理由を説明できる。
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12.  錠剤の粉砕、およびカプセル剤の開封の可否を判

断し、実施できる。

13.  一回量(一包化）調剤の必要性を判断し、実施でき

る。

15.  注射剤・散剤・水剤等の配合変化に関して実施さ

れている回避方法を列挙できる。

17.  抗悪性腫瘍薬などの取扱いにおけるケミカルハザ

ード回避の手技を実施できる。

18.  特別な注意を要する医薬品（劇薬・毒薬・麻薬・

向精神薬・抗悪性腫瘍薬等）の調剤と適切な取扱いがで

きる。

F-(2)-④-

7.  前）薬歴・診療録の基本的な記載事項とその意義・

重要性について説明できる。

15.  収集した患者情報を薬歴や診療録に適切に記録す

ることができる。

F-(2)-⑤-

1.  前）医薬品管理の意義と必要性について説明できる。

2.  前）医薬品管理の流れを概説できる。

3.  前）劇薬、毒薬、麻薬、向精神薬および覚醒剤原料

等の管理と取り扱いについて説明できる。

4.  前）特定生物由来製品の管理と取り扱いについて説

明できる。

5.  前）代表的な放射性医薬品の種類と用途、保管管理

方法を説明できる。

6.  前）院内製剤の意義、調製上の手続き、品質管理な

どについて説明できる。

7.  前）薬局製剤・漢方製剤について概説できる。

8.  前）医薬品の品質に影響を与える因子と保存条件を

説明できる。

9.  医薬品の供給・保管・廃棄について適切に実施でき

る。

10.  医薬品の適切な在庫管理を実施する。

11.  医薬品の適正な採用と採用中止の流れについて説

明できる。

12.  劇薬・毒薬・麻薬・向精神薬および覚醒剤原料の

適切な管理と取り扱いができる。

F-(2)-⑥-

1.  前）処方から服薬（投薬）までの過程で誤りを生じ

やすい事例を列挙できる。

2.  前）特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍

薬、糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）の特徴と注意

点を列挙できる。

4.  前）感染予防の基本的考え方とその方法が説明でき

る。

6.  前）代表的な消毒薬の用途、使用濃度および調製時

の注意点を説明できる。

7.  前）医薬品のリスクマネジメントプランを概説でき

る。

8.  特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、

糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）の安全管理を体験

する。

9.  調剤ミスを防止するために工夫されている事項を具

体的に説明できる。

10.  施設内のインシデント（ヒヤリハット）、アクシ

デントの事例をもとに、リスクを回避するための具体策

と発生後の適切な対処法を提案することができる。

14.  院内での感染対策（予防、蔓延防止など）につい

て具体的な提案ができる。

F-(3)-①-

1.  前）基本的な医療用語、略語の意味を説明できる。

F-(3)-③-

2.  前）病態（肝・腎障害など）や生理的特性（妊婦・

授乳婦、小児、高齢者など）等を考慮し、薬剤の選択や

用法・用量設定を立案できる。

4.  前）皮下注射、筋肉内注射、静脈内注射・点滴等の

基本的な手技を説明できる。

5.  前）代表的な輸液の種類と適応を説明できる。

6.  前）患者の栄養状態や体液量、電解質の過不足など

が評価できる。

F-(3)-④-

1.  前）代表的な疾患に用いられる医薬品の効果、副作

用に関してモニタリングすべき症状と検査所見等を具体

的に説明できる。

3.  前）代表的な疾患の症例における薬物治療上の問題

点を列挙し、適切な評価と薬学的管理の立案を行い、SO

AP 形式等で記録できる。

4.  医薬品の効果と副作用をモニタリングするための検

査項目とその実施を提案できる。

5.  薬物血中濃度モニタリングが必要な医薬品が処方さ

れている患者について、血中濃度測定の提案ができる。

6.  薬物血中濃度の推移から薬物療法の効果および副作

用について予測できる。

7.  臨床検査値の変化と使用医薬品の関連性を説明でき

る。

8.  薬物治療の効果について、患者の症状や検査所見な

どから評価できる。

9.  副作用の発現について、患者の症状や検査所見など

から評価できる。

F-(4)-①-

1.  前）チーム医療における薬剤師の役割と重要性につ

いて説明できる。



- 496 -

2.  前）多様な医療チームの目的と構成、構成員の役割

を説明できる。

3.  前）病院と地域の医療連携の意義と具体的な方法（

連携クリニカルパス、退院時共同指導、病院・薬局連携、

関連施設との連携等）を説明できる。

9.  病院内の多様な医療チーム（ICT、NST、緩和ケアチ

ーム、褥瘡チーム等）の活動に薬剤師の立場で参加でき

る。

F-(4)-②-

1.  前）地域の保健、医療、福祉に関わる職種とその連

携体制（地域包括ケア）およびその意義について説明で

きる。

2.  前）地域における医療機関と薬局薬剤師の連携の重

要性を討議する。

F-(5)-②-

1.  前）地域保健における薬剤師の役割と代表的な活動

（薬物乱用防止、自殺防止、感染予防、アンチドーピン

グ活動等）について説明できる。

＜授業のキーワード＞

薬剤師業務、調剤、注射剤、チーム医療、薬学的管理、

医薬品管理

＜授業の進め方＞

授業計画に従って8回の講義を行う。毎回、確認小テス

トを行う。

＜履修するにあたって＞

本講義は、池村舞が担当します。

4年次までの講義・実習ならびに、5年次の薬局・病院で

の実務実習で学んだ内容を復習しておくこと。

オフィスアワーに連絡してください。

＜授業時間外に必要な学修＞

各主題に関して予習30分、復習1時間を実施すること。

課題を提示することもある。

＜提出課題など＞

講義ごとに指示する。

＜成績評価方法・基準＞

毎回の講義中にその日の確認小テストを行い、全8回の

合計点により評価する。

＜テキスト＞

オリジナルテキストを用いる。

＜授業計画＞

第1回　調剤

調剤の流れ、特徴的な薬の用法用量、調剤に関する計算

を扱う。

F-(2)-①-1,2、F-(2)-②-1,2,3,4,5,7、F-(2)-③-4,5,1

2,13,15

第2回　注射剤・輸液

主な投与経路、代表的な輸液とその使い分け、静脈栄養

を扱う。

F-(2)-③-5,15,17、F-(3)-③-4,5,6

第3回　注射剤・輸液の計算

注射や輸液に関する計算（当量、浸透圧、カロリーなど

）を扱う。

F-(3)-③-6

第4回　薬剤師業務の基礎

薬剤師としての心構え、薬剤師業務の基本を扱う。

E2-(9)-1,2、E3-(2)-①-1,2、E3-(2)-②-2,4、F-(1)-③

-1,2,3,4,6、F-(2)-④-7,15、F-(2)-⑥-1,2,7,8,9,10、

F-(3)-①-1、F-(3)-④-3

第5回　チーム医療

主なチーム医療と、その意義や薬剤師の役割を扱う。

F-(2)-⑥-4,6,14、F-(3)-①-1、F-(4)-①-1,2,3,9、F-(

4)-②-1,2 、F-(5)-②-1

第6回　特別な配慮が必要な患者の薬学的管理

主な臨床検査値とその意味、特別な配慮が必要な患者に

おける薬学的管理のポイント（腎障害の患者、妊婦など

）、代表的な薬の効果や副作用を扱う。

E1-(2)-②-2,3,4、E3-(2)-②-3、E3-(3)-③-1,2、E3-(3

)-④-2、E4-(2)-②-1,2、F-(2)-③-18、F-(3)-③-2、F-

(3)-④-1,4,5,6,7,8,9

第7回　医薬品管理、製剤の取り扱い

一般的な医薬品管理の意義、毒薬・劇薬・麻薬・向精神

薬・覚醒剤原料・特定生物由来製品の取り扱い、特徴的

な製剤の取り扱いを扱う。

F-(2)-⑤-1,2,3,4,5,6,7,8,9,10,11,12

第8回　薬学的管理、その他

免疫・アレルギー疾患とその薬学的管理を扱う。これま

での復習も行う。

E1-(2)-②-4、E2-(2)-②-1,2,3,5,9、E2-(2)-③-1

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

薬学総合科目Ⅲ

角田　慎一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業あるいは遠隔授業

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1 を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本科目では、これまでに学んだ薬学の基礎的知識（物理、

化学、生物）を再確認すると共に、新薬剤師国家試験の

出題科目である「物理」、「化学」、「生物」、「衛生

」、｢薬理」、「薬剤」、「病態・薬物治療」、「法規

・制度・倫理」、「実務」等について演習を行う。解答

技術的なことにとどまらず、関連科目内容の理解を深め
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ることを目的とする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

薬を理解し適正に扱う薬剤師として必要な専門知識を身

に付けることを目標とする。

B-(1) 人と社会に関わる薬剤師、B-(2) 薬剤師と医薬品

等に係る法規範、B-(3) 社会保障制度と医療経済、B-(4

) 地域における薬局と薬剤師

D1-(1) 社会・集団と健康、D1-(2) 疾病の予防、D1-(3)

 栄養と健康、D2-(1) 化学物質・放射線の生体への影響、

D2-(2) 生活環境と健康

C2-(4) 機器を用いる分析法、C2-(5) 分離分析法、C2-(

6) 臨床現場で用いる分析技術

E5-(1) 製剤の性質、E5-(2) 製剤設計、E5-(3) DDS（Dr

ug Delivery System：薬物送達システム）

C3-(4) 化学物質の構造決定、C3-(5) 無機化合物・錯体

の構造と性質、C4-(1) 医薬品の標的となる生体分子の

構造と化学的な性質、C4-(2) 生体反応の化学による理

解、C4-(3) 医薬品の化学構造と性質、作用、

C5-(1) 薬になる動植鉱物、C5-(2) 薬の宝庫としての天

然物

C6-(1) 細胞の構造と機能、C6-(2) 生命現象を担う分子、

C6-(3) 生命活動を担うタンパク質、C6-(4) 生命情報を

担う遺伝子、C6-(5) 生体エネルギーと生命活動を支え

る代謝系、C6-(6) 細胞間コミュニケーションと細胞内

情報伝達、C6-(7) 細胞の分裂と死、C7-(1) 人体の成り

立ち、C7-(2) 生体機能の調節、C8-(1) 身体をまもる、

C8-(2) 免疫系の制御とその破綻・免疫系の応用、C8-(3

) 微生物の基本、C8-(4) 病原体としての微生物

E1-(1) 薬の作用、E1-(2) 身体の病的変化を知る、E1-(

3) 薬物治療の位置づけ、E1-(4) 医薬品の安全性、E2-(

1) 神経系の疾患と薬、E2-(2) 免疫・炎症・アレルギー

および骨・関節の疾患と薬、E2-(3) 循環器系・血液系

・造血器系・泌尿器系・生殖器系の疾患と薬、E2-(4)

呼吸器系・消化器系の疾患と薬、E2-(5) 代謝系・内分

泌系の疾患と薬、E2-(6) 感覚器・皮膚の疾患と薬、E2-

(7) 病原微生物（感染症）・悪性新生物（がん）と薬、

E2-(8) バイオ・細胞医薬品とゲノム情報、E2-(9) 要指

導医薬品・一般用医薬品とセルフメディケーション、E2

-(10) 医療の中の漢方薬、E2-(11) 薬物治療の最適化、

E3-(1) 医薬品情報、E3-(2) 患者情報、E3-(3) 個別化

医療、E4-(1) 薬物の体内動態、E4-(2) 薬物動態の解析

F-(1) 薬学臨床の基礎、F-(2) 処方せんに基づく調剤、

F-(3) 薬物療法の実践、F-(4) チーム医療への参画、F-

(5) 地域の保健・医療・福祉への参画

＜授業のキーワード＞

薬学、薬剤師国家試験

＜授業の進め方＞

講義の詳細、試験の実施要領については別途周知する。

＜履修するにあたって＞

講義と試験に備えて、指定された範囲を十分に予習／復

習してくること。また、理解を深め、知識を確実に身に

つけるために、全てのコンテンツを受講すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習・復習は怠らず実行すること。キーポイントを理解

した上でしっかり覚えるように学習すること。特定の分

野に偏らずに各分野をバランスよく学習すること。（目

安として1時間）

＜提出課題など＞

科目担当者から指示される。

＜成績評価方法・基準＞

下記の要領で試験を実施し、評価する。試験要領につい

て変更される場合には改めて周知する。

1）プレテスト

前期プレテスト：前期授業の範囲から出題。

中期プレテスト：国家試験（過去5年分）の過去問から

改変して出題。

後期プレテスト：後期授業の範囲から出題。

上記プレテスト3回のうち、2回以上で基準点（得点率60

％）以上とると卒業試験追加試験の受験資格が与えられ

る。但し、プレテストで追加試験受験資格が得られなか

った者も、卒業試験本試験で得点率50％以上とることで

卒業試験追加試験受験資格が与えられる。

2）卒業試験本試験、追加試験

卒業試験本試験：基準点（得点率60％）以上で合格、薬

学総合科目Ⅲの単位が与えられる。

追試験は追加試験に準じる。

卒業試験追加試験：卒業試験本試験不合格者は追加試験

で基準点（得点率60％）以上とることで合格、薬学総合

科目Ⅲの単位が与えられる。

3）出題形式

前期プレテスト：国家試験関連問題　　100問（100点）

中期プレテスト：国家試験形式（過去問改変問題）

345問（345点）

後期プレテスト：国家試験関連問題　　100問（100点）

卒業試験：国家試験形式（オリジナル問題）　　345問

（345点）

卒業試験追加試験：国家試験形式（オリジナル問題）

　345問（345点）

4）出題に不備があった場合の取扱は別途定める。

＜テキスト＞

科目担当者から指示される。

＜参考図書＞

科目担当者から指示される。
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＜授業計画＞

第１回　物性①

C2-(4) 機器を用いる分析法、C2-(5) 分離分析法、C2-(

6) 臨床現場で用いる分析技術

第２回　物性②

E5-(1) 製剤の性質、E5-(2) 製剤設計、E5-(3) DDS（Dr

ug Delivery System：薬物送達システム）

第３回　社会①

B-(1) 人と社会に関わる薬剤師、B-(2) 薬剤師と医薬品

等に係る法規範、B-(3) 社会保障制度と医療経済、B-(4

) 地域における薬局と薬剤師

第４回　社会②

D1-(1) 社会・集団と健康、D1-(2) 疾病の予防、D1-(3)

 栄養と健康、D2-(1) 化学物質・放射線の生体への影響、

D2-(2) 生活環境と健康

第５回　実務①

F-(1) 薬学臨床の基礎、F-(2) 処方せんに基づく調剤、

F-(3) 薬物療法の実践

第６回　実務②

F-(4) チーム医療への参画、F-(5) 地域の保健・医療・

福祉への参画

第７回　分子①

C3-(4) 化学物質の構造決定、C3-(5) 無機化合物・錯体

の構造と性質、C4-(1) 医薬品の標的となる生体分子の

構造と化学的な性質、C4-(2) 生体反応の化学による理

解、C4-(3) 医薬品の化学構造と性質、作用

第８回　分子②

C5-(1) 薬になる動植鉱物、C5-(2) 薬の宝庫としての天

然物

第９回　生命①

C6-(1) 細胞の構造と機能、C6-(2) 生命現象を担う分子、

C6-(3) 生命活動を担うタンパク質、C6-(4) 生命情報を

担う遺伝子、C6-(5) 生体エネルギーと生命活動を支え

る代謝系、C6-(6) 細胞間コミュニケーションと細胞内

情報伝達、C6-(7) 細胞の分裂と死

第１０回　生命②

C7-(1) 人体の成り立ち、C7-(2) 生体機能の調節、C8-(

1) 身体をまもる、C8-(2) 免疫系の制御とその破綻・免

疫系の応用、C8-(3) 微生物の基本、C8-(4) 病原体とし

ての微生物

第１１回　臨床①

E1-(1) 薬の作用、E1-(2) 身体の病的変化を知る、E1-(

3) 薬物治療の位置づけ、E1-(4) 医薬品の安全性、E2-(

1) 神経系の疾患と薬、E2-(2) 免疫・炎症・アレルギー

および骨・関節の疾患と薬、E2-(3) 循環器系・血液系

・造血器系・泌尿器系・生殖器系の疾患と薬、E2-(4)

呼吸器系・消化器系の疾患と薬、E2-(5) 代謝系・内分

泌系の疾患と薬

第１２回　臨床②

E2-(6) 感覚器・皮膚の疾患と薬、E2-(7) 病原微生物（

感染症）・悪性新生物（がん）と薬、E2-(8) バイオ・

細胞医薬品とゲノム情報、E2-(9) 要指導医薬品・一般

用医薬品とセルフメディケーション、E2-(10) 医療の中

の漢方薬、E2-(11) 薬物治療の最適化、E3-(1) 医薬品

情報、E3-(2) 患者情報、E3-(3) 個別化医療、E4-(1)

薬物の体内動態、E4-(2) 薬物動態の解析

--------------------------------------------------

2022年度 前期

2.0単位

薬学総合科目Ⅲ

角田　慎一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

オンライン授業

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、必

修科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1 を目指す。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

新薬剤師国家試験の出題科目である「物理・化学・生物

」、「衛生」、｢薬理」、「薬剤」、「病態・薬物治療

」、「法規・制度・倫理」、「実務」等について演習を

行う。解答技術的なことにとどまらず、関連科目内容の

理解を深めることを目的とする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

薬を理解し適正に扱う薬剤師として必要な専門知識を身

に付けることを目標とする。

C1-(2)-①-1?3) くすりという生理活性物質の構成単位

である原子および分子の構造について詳細な説明ができ

る．

C1-(2)-②-1?9) 物質の状態および相互変換過程を熱力

学の法則に従い説明ができる．

C1-(2)-③-1?9) 電解質医薬品の特性について説明がで

きる．

C6-（1）-①-1) タンパク質の高次構造を規定する結合

および相互作用について説明できる。

C6-（1）-①-2) 糖類および多糖類の基本構造を概説で

きる。

C6-（1）-①-3) 糖とタンパク質の代表的な結合様式を

示すことができる。

C6-（1）-①-4) 核酸の立体構造を規定する化学結合、

相互作用について説明できる。

C6-（1）-①-5) 生体膜を構成する脂質の化学構造の特

徴を説明できる。

C6-（1）-②-1) 生体内に存在する代表的な複素環化合

物を列挙し、構造式を書くことができる。

C6-（1）-②-2) 核酸塩基の構造を書き、水素結合を形

成する位置を示すことができる。
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C6-（1）-②-3) 複素環を含む代表的な補酵素（フラビ

ン、ＮＡＤ，チアミンなど）の機能を化学反応性と関連

させて説明できる。

C8-(2)　細胞の構造と機能について説明できる。

C9-(1)　生命現象を担う分子について説明できる。

C9-(3)　生命活動を担うタンパク質について説明できる。

C13-(1)-①-1 １） 薬物の用量と作用の関係を説明でき

る。

C13-(1)-①-2 ２） アゴニストとアンタゴニストについ

て説明できる。

C13-(1)-①-3 ３） 薬物の作用するしくみについて、受

容体、酵素およびチャネルを例に挙げて説明できる。

C13-(1)-①-4 ４） 代表的な薬物受容体を列挙し、刺激

あるいは阻害された場合の生理反応を説明できる。

C13-(1)-①-5 ５） 薬物の作用発現に関連する代表的な

細胞内情報伝達系を列挙し、活性化された場合の生理反

応を説明できる。

C13-(1)-①-8 ８） 薬物依存性について具体例を挙げて

説明できる。

C13-(1)-③-1 １） 薬物の主作用と副作用（有害作用）、

毒性との関連について説明できる。

C13-(1)-③-2 ２） 副作用と有害事象の違いについて説

明できる。

C18-(1)-①-1  薬剤師の医療の担い手としての倫理的責

任を自覚する。

C18-(1)-①-2  医療過誤、リスクマネージメントにおけ

る薬剤師の責任と義務を果たす。

C18-(1)-②-1  薬剤師に関連する法令の構成を説明でき

る。

C18-(1)-②-2  薬事法の重要な項目を列挙し、その内容

を説明できる。

C18-(1)-②-3  薬剤師法の重要な項目を列挙し、その内

容を説明できる。

＜授業のキーワード＞

薬学

＜授業の進め方＞

6年次開講専門科目の担当者に指示される。

＜履修するにあたって＞

授業計画に従って18回のビデオ講義を行う。講義中の理

解度を知るために指定されたキーワードについて解説レ

ポートを作成し、毎回提出すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習・復習は怠らず実行すること。キーポイントを理解

した上でしっかり覚えるように学習すること。特定の分

野に偏らずに各分野をバランスよく学習すること。

＜提出課題など＞

講義担当者から指定されたキーワードの解説レポートを

提出すること。

＜成績評価方法・基準＞

下記の要領で評価する。変更がある場合は改めて周知す

る。

下記1)及び2)を満たすことで薬学総合科目Ⅲの単位が与

えられる。

1)　指示されたビデオ講義を視聴し、各回のレポートを

提出すること（講義回数の2/3以上の提出を必須とする

）。

2)　試験に合格すること。

試験要領

①薬学総合科目Ⅲ 本試験：　過去5年の国家試験問題か

ら合計 180 問を出題する。

基準点（得点率 60％）以上の者を合格とする。

不合格の場合、薬学総合科目Ⅲ 追加試験を受験する。

追試験は追加試験に準じる。

②薬学総合科目Ⅲ 追加試験：　出題範囲・合格基準な

どは本試験に準じる。

3) 　出題に不備があった場合の取り扱いは別途定める。

＜テキスト＞

科目の担当者に指示される。

＜参考図書＞

薬学ゼミナール青本

--------------------------------------------------

2022年度 後期

6.0単位

薬学総合科目Ⅲ [13～14]

角田　慎一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業あるいは遠隔授業

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、必

修科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本科目では、これまでに学んだ薬学の基礎的知識（物理、

化学、生物）を再確認すると共に、新薬剤師国家試験の

出題科目である「物理」、「化学」、「生物」、「衛生

」、｢薬理」、「薬剤」、「病態・薬物治療」、「法規

・制度・倫理」、「実務」等について演習を行う。解答

技術的なことにとどまらず、関連科目内容の理解を深め

ることを目的とする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

薬を理解し適正に扱う薬剤師として必要な専門知識を身

に付けることを目標とする。

B-(1) 人と社会に関わる薬剤師、B-(2) 薬剤師と医薬品

等に係る法規範、B-(3) 社会保障制度と医療経済、B-(4
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) 地域における薬局と薬剤師

D1-(1) 社会・集団と健康、D1-(2) 疾病の予防、D1-(3)

 栄養と健康、D2-(1) 化学物質・放射線の生体への影響、

D2-(2) 生活環境と健康

C2-(4) 機器を用いる分析法、C2-(5) 分離分析法、C2-(

6) 臨床現場で用いる分析技術

E5-(1) 製剤の性質、E5-(2) 製剤設計、E5-(3) DDS（Dr

ug Delivery System：薬物送達システム）

C3-(4) 化学物質の構造決定、C3-(5) 無機化合物・錯体

の構造と性質、C4-(1) 医薬品の標的となる生体分子の

構造と化学的な性質、C4-(2) 生体反応の化学による理

解、C4-(3) 医薬品の化学構造と性質、作用、

C5-(1) 薬になる動植鉱物、C5-(2) 薬の宝庫としての天

然物

C6-(1) 細胞の構造と機能、C6-(2) 生命現象を担う分子、

C6-(3) 生命活動を担うタンパク質、C6-(4) 生命情報を

担う遺伝子、C6-(5) 生体エネルギーと生命活動を支え

る代謝系、C6-(6) 細胞間コミュニケーションと細胞内

情報伝達、C6-(7) 細胞の分裂と死、C7-(1) 人体の成り

立ち、C7-(2) 生体機能の調節、C8-(1) 身体をまもる、

C8-(2) 免疫系の制御とその破綻・免疫系の応用、C8-(3

) 微生物の基本、C8-(4) 病原体としての微生物

E1-(1) 薬の作用、E1-(2) 身体の病的変化を知る、E1-(

3) 薬物治療の位置づけ、E1-(4) 医薬品の安全性、E2-(

1) 神経系の疾患と薬、E2-(2) 免疫・炎症・アレルギー

および骨・関節の疾患と薬、E2-(3) 循環器系・血液系

・造血器系・泌尿器系・生殖器系の疾患と薬、E2-(4)

呼吸器系・消化器系の疾患と薬、E2-(5) 代謝系・内分

泌系の疾患と薬、E2-(6) 感覚器・皮膚の疾患と薬、E2-

(7) 病原微生物（感染症）・悪性新生物（がん）と薬、

E2-(8) バイオ・細胞医薬品とゲノム情報、E2-(9) 要指

導医薬品・一般用医薬品とセルフメディケーション、E2

-(10) 医療の中の漢方薬、E2-(11) 薬物治療の最適化、

E3-(1) 医薬品情報、E3-(2) 患者情報、E3-(3) 個別化

医療、E4-(1) 薬物の体内動態、E4-(2) 薬物動態の解析

F-(1) 薬学臨床の基礎、F-(2) 処方せんに基づく調剤、

F-(3) 薬物療法の実践、F-(4) チーム医療への参画、F-

(5) 地域の保健・医療・福祉への参画

＜授業のキーワード＞

薬学、薬剤師国家試験

＜授業の進め方＞

オムニバス形式で講義を行う。

各講義の詳細はdotCampus等で講義担当者から指示され

る。

＜履修するにあたって＞

講義と試験に備えて、指定された範囲を十分に予習／復

習してくること。また、理解を深め、知識を確実に身に

つけるために、全ての講義に出席することが必須である。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習・復習は怠らず実行すること。キーポイントを理解

した上でしっかり覚えるように学習すること。特定の分

野に偏らずに各分野をバランスよく学習すること。（目

安として1時間）

＜提出課題など＞

講義担当者に指示される。

＜成績評価方法・基準＞

下記の要領で試験を実施し、評価する。試験要領の詳細

は改めて周知する。

1）プレテスト

前期プレテスト：前期授業の範囲から出題。

中期プレテスト：国家試験（過去5年分）の過去問から

改変して出題。

後期プレテスト：後期授業の範囲から出題。

上記プレテスト3回のうち、2回以上で基準点（得点率60

％）以上とると卒業試験追加試験の受験資格が与えられ

る。但し、プレテストで追加試験受験資格が得られなか

った者も、卒業試験本試験で得点率50％以上とることで

卒業試験追加試験受験資格が与えられる。

2）卒業試験本試験、追加試験

卒業試験本試験：基準点（得点率60％）以上で合格、薬

学総合科目Ⅲの単位が与えられる。

追試験は追加試験に準じる。

卒業試験追加試験：卒業試験本試験不合格者は追加試験

で基準点（得点率60％）以上とることで合格、薬学総合

科目Ⅲの単位が与えられる。

3）出題形式

前期プレテスト：国家試験関連問題　　100問（100点）

中期プレテスト：国家試験形式（過去問改変問題）

345問（345点）

後期プレテスト：国家試験関連問題　　100問（100点）

卒業試験本試験：国家試験形式（オリジナル問題）

345問（345点）

卒業試験追加試験：国家試験形式（オリジナル問題）

　345問（345点）

4）出題に不備があった場合の取扱は別途定める。

＜テキスト＞

講義担当者に指示される。

＜参考図書＞

講義担当者に指示される。

薬学ゼミナール青本

＜授業計画＞

第1回　物性①

C2-(4) 機器を用いる分析法、C2-(5) 分離分析法、C2-(

6) 臨床現場で用いる分析技術

第2回　物性②
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E5-(1) 製剤の性質、E5-(2) 製剤設計、E5-(3) DDS（Dr

ug Delivery System：薬物送達システム）

第3回　社会①

B-(1) 人と社会に関わる薬剤師、B-(2) 薬剤師と医薬品

等に係る法規範、B-(3) 社会保障制度と医療経済、B-(4

) 地域における薬局と薬剤師

第4回　社会②

D1-(1) 社会・集団と健康、D1-(2) 疾病の予防、D1-(3)

 栄養と健康、D2-(1) 化学物質・放射線の生体への影響、

D2-(2) 生活環境と健康

第5回　実務①

F-(1) 薬学臨床の基礎、F-(2) 処方せんに基づく調剤、

F-(3) 薬物療法の実践

第6回　実務②

F-(4) チーム医療への参画、F-(5) 地域の保健・医療・

福祉への参画

第7回　分子①

C3-(4) 化学物質の構造決定、C3-(5) 無機化合物・錯体

の構造と性質、C4-(1) 医薬品の標的となる生体分子の

構造と化学的な性質、C4-(2) 生体反応の化学による理

解、C4-(3) 医薬品の化学構造と性質、作用

第8回　分子②

C5-(1) 薬になる動植鉱物、C5-(2) 薬の宝庫としての天

然物

第9回　生命①

C6-(1) 細胞の構造と機能、C6-(2) 生命現象を担う分子、

C6-(3) 生命活動を担うタンパク質、C6-(4) 生命情報を

担う遺伝子、C6-(5) 生体エネルギーと生命活動を支え

る代謝系、C6-(6) 細胞間コミュニケーションと細胞内

情報伝達、C6-(7) 細胞の分裂と死

第10回　生命②

C7-(1) 人体の成り立ち、C7-(2) 生体機能の調節、C8-(

1) 身体をまもる、C8-(2) 免疫系の制御とその破綻・免

疫系の応用、C8-(3) 微生物の基本、C8-(4) 病原体とし

ての微生物

第11回　臨床①

E1-(1) 薬の作用、E1-(2) 身体の病的変化を知る、E1-(

3) 薬物治療の位置づけ、E1-(4) 医薬品の安全性、E2-(

1) 神経系の疾患と薬、E2-(2) 免疫・炎症・アレルギー

および骨・関節の疾患と薬、E2-(3) 循環器系・血液系

・造血器系・泌尿器系・生殖器系の疾患と薬、E2-(4)

呼吸器系・消化器系の疾患と薬、E2-(5) 代謝系・内分

泌系の疾患と薬

第12回　臨床②

E2-(6) 感覚器・皮膚の疾患と薬、E2-(7) 病原微生物（

感染症）・悪性新生物（がん）と薬、E2-(8) バイオ・

細胞医薬品とゲノム情報、E2-(9) 要指導医薬品・一般

用医薬品とセルフメディケーション、E2-(10) 医療の中

の漢方薬、E2-(11) 薬物治療の最適化、E3-(1) 医薬品

情報、E3-(2) 患者情報、E3-(3) 個別化医療、E4-(1)

薬物の体内動態、E4-(2) 薬物動態の解析

--------------------------------------------------

2022年度 前期

6.0単位

薬学総合科目Ⅲ [13～14]

角田　慎一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義、演習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、必

修科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1 を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

新薬剤師国家試験の出題科目である「物理・化学・生物

」、「衛生」、｢薬理」、「薬剤」、「病態・薬物治療

」、「法規・制度・倫理」、「実務」等について演習を

行う。解答技術的なことにとどまらず、関連科目内容の

理解を深めることを目的とする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

薬を理解し適正に扱う薬剤師として必要な専門知識を身

に付けることを目標とする。

C1-(2)-①-1?3) くすりという生理活性物質の構成単位

である原子および分子の構造について詳細な説明ができ

る．

C1-(2)-②-1?9) 物質の状態および相互変換過程を熱力

学の法則に従い説明ができる．

C1-(2)-③-1?9) 電解質医薬品の特性について説明がで

きる．

C6-（1）-①-1) タンパク質の高次構造を規定する結合

および相互作用について説明できる。

C6-（1）-①-2) 糖類および多糖類の基本構造を概説で

きる。

C6-（1）-①-3) 糖とタンパク質の代表的な結合様式を

示すことができる。

C6-（1）-①-4) 核酸の立体構造を規定する化学結合、

相互作用について説明できる。

C6-（1）-①-5) 生体膜を構成する脂質の化学構造の特

徴を説明できる。

C6-（1）-②-1) 生体内に存在する代表的な複素環化合

物を列挙し、構造式を書くことができる。

C6-（1）-②-2) 核酸塩基の構造を書き、水素結合を形

成する位置を示すことができる。
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C6-（1）-②-3) 複素環を含む代表的な補酵素（フラビ

ン、ＮＡＤ，チアミンなど）の機能を化学反応性と関連

させて説明できる。

C8-(2)　細胞の構造と機能について説明できる。

C9-(1)　生命現象を担う分子について説明できる。

C9-(3)　生命活動を担うタンパク質について説明できる。

C13-(1)-①-1 １） 薬物の用量と作用の関係を説明でき

る。

C13-(1)-①-2 ２） アゴニストとアンタゴニストについ

て説明できる。

C13-(1)-①-3 ３） 薬物の作用するしくみについて、受

容体、酵素およびチャネルを例に挙げて説明できる。

C13-(1)-①-4 ４） 代表的な薬物受容体を列挙し、刺激

あるいは阻害された場合の生理反応を説明できる。

C13-(1)-①-5 ５） 薬物の作用発現に関連する代表的な

細胞内情報伝達系を列挙し、活性化された場合の生理反

応を説明できる。

C13-(1)-①-8 ８） 薬物依存性について具体例を挙げて

説明できる。

C13-(1)-③-1 １） 薬物の主作用と副作用（有害作用）、

毒性との関連について説明できる。

C13-(1)-③-2 ２） 副作用と有害事象の違いについて説

明できる。

C18-(1)-①-1  薬剤師の医療の担い手としての倫理的責

任を自覚する。

C18-(1)-①-2  医療過誤、リスクマネージメントにおけ

る薬剤師の責任と義務を果たす。

C18-(1)-②-1  薬剤師に関連する法令の構成を説明でき

る。

C18-(1)-②-2  薬事法の重要な項目を列挙し、その内容

を説明できる。

C18-(1)-②-3  薬剤師法の重要な項目を列挙し、その内

容を説明できる。

＜授業のキーワード＞

薬学

＜授業の進め方＞

科目担当者に指示される。

＜履修するにあたって＞

授業計画に従って18回のビデオ講義を行う。講義中の理

解度を知るために指定されたキーワードについて解説レ

ポートを作成し、毎回提出すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習・復習は怠らず実行すること。キーポイントを理解

した上でしっかり覚えるように学習すること。特定の分

野に偏らずに各分野をバランスよく学習すること。（目

安として1時間）

＜提出課題など＞

講義担当者から指定されたキーワードの解説レポートを

提出すること。

＜成績評価方法・基準＞

下記の要領で評価する。変更がある場合は改めて周知す

る。

下記1)及び2)を満たすことで薬学総合科目Ⅲの単位が与

えられる。

1)　指示されたビデオ講義を視聴し、各回のレポートを

提出すること（講義回数の2/3以上の提出を必須とする

）。

2)　試験に合格すること。

試験要領

①薬学総合科目Ⅲ 本試験：　過去5年の国家試験問題か

ら合計 180 問を出題する。

基準点（得点率 60％）以上の者を合格とする。

不合格の場合、薬学総合科目Ⅲ 追加試験を受験する。

追試験は追加試験に準じる。

②薬学総合科目Ⅲ 追加試験：　出題範囲・合格基準な

どは本試験に準じる。

3) 　出題に不備があった場合の取り扱いは別途定める。

＜テキスト＞

6年次開講専門科目の担当者に指示される。

＜参考図書＞

6年次開講専門科目の担当者に指示される。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.0単位

薬学総合科目Ⅲ [15～18]

角田　慎一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業あるいは遠隔授業

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、必

修科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本科目では、これまでに学んだ薬学の基礎的知識（物理、

化学、生物）を再確認すると共に、新薬剤師国家試験の

出題科目である「物理」、「化学」、「生物」、「衛生

」、｢薬理」、「薬剤」、「病態・薬物治療」、「法規

・制度・倫理」、「実務」等について演習を行う。解答

技術的なことにとどまらず、関連科目内容の理解を深め

ることを目的とする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

薬を理解し適正に扱う薬剤師として必要な専門知識を身

に付けることを目標とする。

B-(1) 人と社会に関わる薬剤師、B-(2) 薬剤師と医薬品
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等に係る法規範、B-(3) 社会保障制度と医療経済、B-(4

) 地域における薬局と薬剤師

D1-(1) 社会・集団と健康、D1-(2) 疾病の予防、D1-(3)

 栄養と健康、D2-(1) 化学物質・放射線の生体への影響、

D2-(2) 生活環境と健康

C2-(4) 機器を用いる分析法、C2-(5) 分離分析法、C2-(

6) 臨床現場で用いる分析技術

E5-(1) 製剤の性質、E5-(2) 製剤設計、E5-(3) DDS（Dr

ug Delivery System：薬物送達システム）

C3-(4) 化学物質の構造決定、C3-(5) 無機化合物・錯体

の構造と性質、C4-(1) 医薬品の標的となる生体分子の

構造と化学的な性質、C4-(2) 生体反応の化学による理

解、C4-(3) 医薬品の化学構造と性質、作用、

C5-(1) 薬になる動植鉱物、C5-(2) 薬の宝庫としての天

然物

C6-(1) 細胞の構造と機能、C6-(2) 生命現象を担う分子、

C6-(3) 生命活動を担うタンパク質、C6-(4) 生命情報を

担う遺伝子、C6-(5) 生体エネルギーと生命活動を支え

る代謝系、C6-(6) 細胞間コミュニケーションと細胞内

情報伝達、C6-(7) 細胞の分裂と死、C7-(1) 人体の成り

立ち、C7-(2) 生体機能の調節、C8-(1) 身体をまもる、

C8-(2) 免疫系の制御とその破綻・免疫系の応用、C8-(3

) 微生物の基本、C8-(4) 病原体としての微生物

E1-(1) 薬の作用、E1-(2) 身体の病的変化を知る、E1-(

3) 薬物治療の位置づけ、E1-(4) 医薬品の安全性、E2-(

1) 神経系の疾患と薬、E2-(2) 免疫・炎症・アレルギー

および骨・関節の疾患と薬、E2-(3) 循環器系・血液系

・造血器系・泌尿器系・生殖器系の疾患と薬、E2-(4)

呼吸器系・消化器系の疾患と薬、E2-(5) 代謝系・内分

泌系の疾患と薬、E2-(6) 感覚器・皮膚の疾患と薬、E2-

(7) 病原微生物（感染症）・悪性新生物（がん）と薬、

E2-(8) バイオ・細胞医薬品とゲノム情報、E2-(9) 要指

導医薬品・一般用医薬品とセルフメディケーション、E2

-(10) 医療の中の漢方薬、E2-(11) 薬物治療の最適化、

E3-(1) 医薬品情報、E3-(2) 患者情報、E3-(3) 個別化

医療、E4-(1) 薬物の体内動態、E4-(2) 薬物動態の解析

F-(1) 薬学臨床の基礎、F-(2) 処方せんに基づく調剤、

F-(3) 薬物療法の実践、F-(4) チーム医療への参画、F-

(5) 地域の保健・医療・福祉への参画

＜授業のキーワード＞

薬学、薬剤師国家試験

＜授業の進め方＞

オムニバス形式で講義を行う。

各講義の詳細はdotCampus等で講義担当者から指示され

る。

＜履修するにあたって＞

講義と試験に備えて、指定された範囲を十分に予習／復

習してくること。また、理解を深め、知識を確実に身に

つけるために、全ての講義に出席することが必須である。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習・復習は怠らず実行すること。キーポイントを理解

した上でしっかり覚えるように学習すること。特定の分

野に偏らずに各分野をバランスよく学習すること。（目

安として1時間）

＜提出課題など＞

講義担当者に指示される。

＜成績評価方法・基準＞

下記の要領で試験を実施し、評価する。試験要領の詳細

は改めて周知する。

1）プレテスト

前期プレテスト：前期授業の範囲から出題。

中期プレテスト：国家試験（過去5年分）の過去問から

改変して出題。

後期プレテスト：後期授業の範囲から出題。

上記プレテスト3回のうち、2回以上で基準点（得点率60

％）以上とると卒業試験追加試験の受験資格が与えられ

る。但し、プレテストで追加試験受験資格が得られなか

った者も、卒業試験本試験で得点率50％以上とることで

卒業試験追加試験受験資格が与えられる。

2）卒業試験本試験、追加試験

卒業試験本試験：基準点（得点率60％）以上で合格、薬

学総合科目Ⅲの単位が与えられる。

追試験は追加試験に準じる。

卒業試験追加試験：卒業試験本試験不合格者は追加試験

で基準点（得点率60％）以上とることで合格、薬学総合

科目Ⅲの単位が与えられる。

3）出題形式

前期プレテスト：国家試験形式（オリジナル問題）

100問（100点）

中期プレテスト：国家試験形式（過去問改変問題）

345問（345点）

後期プレテスト：国家試験形式（オリジナル問題）

100問（100点）

卒業試験：国家試験形式（オリジナル問題）　　345問

（345点）

卒業試験追加試験：国家試験形式（オリジナル問題）

　345問（345点）

4）出題に不備があった場合の取扱は別途定める。

＜テキスト＞

講義担当者に指示される。

＜参考図書＞

講義担当者に指示される。

薬学ゼミナール青本

＜授業計画＞

第1回　物性①
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C2-(4) 機器を用いる分析法、C2-(5) 分離分析法、C2-(

6) 臨床現場で用いる分析技術

第2回　物性②

E5-(1) 製剤の性質、E5-(2) 製剤設計、E5-(3) DDS（Dr

ug Delivery System：薬物送達システム）

第3回　社会①

B-(1) 人と社会に関わる薬剤師、B-(2) 薬剤師と医薬品

等に係る法規範、B-(3) 社会保障制度と医療経済、B-(4

) 地域における薬局と薬剤師

第4回　社会②

D1-(1) 社会・集団と健康、D1-(2) 疾病の予防、D1-(3)

 栄養と健康、D2-(1) 化学物質・放射線の生体への影響、

D2-(2) 生活環境と健康

第5回　実務①

F-(1) 薬学臨床の基礎、F-(2) 処方せんに基づく調剤、

F-(3) 薬物療法の実践

第6回　実務②

F-(4) チーム医療への参画、F-(5) 地域の保健・医療・

福祉への参画

第7回　分子①

C3-(4) 化学物質の構造決定、C3-(5) 無機化合物・錯体

の構造と性質、C4-(1) 医薬品の標的となる生体分子の

構造と化学的な性質、C4-(2) 生体反応の化学による理

解、C4-(3) 医薬品の化学構造と性質、作用

第8回　分子②

C5-(1) 薬になる動植鉱物、C5-(2) 薬の宝庫としての天

然物

第9回　生命①

C6-(1) 細胞の構造と機能、C6-(2) 生命現象を担う分子、

C6-(3) 生命活動を担うタンパク質、C6-(4) 生命情報を

担う遺伝子、C6-(5) 生体エネルギーと生命活動を支え

る代謝系、C6-(6) 細胞間コミュニケーションと細胞内

情報伝達、C6-(7) 細胞の分裂と死

第10回　生命②

C7-(1) 人体の成り立ち、C7-(2) 生体機能の調節、C8-(

1) 身体をまもる、C8-(2) 免疫系の制御とその破綻・免

疫系の応用、C8-(3) 微生物の基本、C8-(4) 病原体とし

ての微生物

第11回　臨床①

E1-(1) 薬の作用、E1-(2) 身体の病的変化を知る、E1-(

3) 薬物治療の位置づけ、E1-(4) 医薬品の安全性、E2-(

1) 神経系の疾患と薬、E2-(2) 免疫・炎症・アレルギー

および骨・関節の疾患と薬、E2-(3) 循環器系・血液系

・造血器系・泌尿器系・生殖器系の疾患と薬、E2-(4)

呼吸器系・消化器系の疾患と薬、E2-(5) 代謝系・内分

泌系の疾患と薬

第12回　臨床②

E2-(6) 感覚器・皮膚の疾患と薬、E2-(7) 病原微生物（

感染症）・悪性新生物（がん）と薬、E2-(8) バイオ・

細胞医薬品とゲノム情報、E2-(9) 要指導医薬品・一般

用医薬品とセルフメディケーション、E2-(10) 医療の中

の漢方薬、E2-(11) 薬物治療の最適化、E3-(1) 医薬品

情報、E3-(2) 患者情報、E3-(3) 個別化医療、E4-(1)

薬物の体内動態、E4-(2) 薬物動態の解析

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

薬学総合科目Ⅲ [15～18]

角田　慎一

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

オンライン（オンデマンド）講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、必

修科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1 を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

新薬剤師国家試験の出題科目である「物理・化学・生物

」、「衛生」、｢薬理」、「薬剤」、「病態・薬物治療

」、「法規・制度・倫理」、「実務」等について演習を

行う。解答技術的なことにとどまらず、関連科目内容の

理解を深めることを目的とする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

薬を理解し適正に扱う薬剤師として必要な専門知識を身

に付けることを目標とする。

C1-(2)-①-1?3) くすりという生理活性物質の構成単位

である原子および分子の構造について詳細な説明ができ

る．

C1-(2)-②-1?9) 物質の状態および相互変換過程を熱力

学の法則に従い説明ができる．

C1-(2)-③-1?9) 電解質医薬品の特性について説明がで

きる．

C6-（1）-①-1) タンパク質の高次構造を規定する結合

および相互作用について説明できる。

C6-（1）-①-2) 糖類および多糖類の基本構造を概説で

きる。

C6-（1）-①-3) 糖とタンパク質の代表的な結合様式を

示すことができる。

C6-（1）-①-4) 核酸の立体構造を規定する化学結合、

相互作用について説明できる。

C6-（1）-①-5) 生体膜を構成する脂質の化学構造の特

徴を説明できる。

C6-（1）-②-1) 生体内に存在する代表的な複素環化合



- 505 -

物を列挙し、構造式を書くことができる。

C6-（1）-②-2) 核酸塩基の構造を書き、水素結合を形

成する位置を示すことができる。

C6-（1）-②-3) 複素環を含む代表的な補酵素（フラビ

ン、ＮＡＤ，チアミンなど）の機能を化学反応性と関連

させて説明できる。

C8-(2)　細胞の構造と機能について説明できる。

C9-(1)　生命現象を担う分子について説明できる。

C9-(3)　生命活動を担うタンパク質について説明できる。

C13-(1)-①-1 １） 薬物の用量と作用の関係を説明でき

る。

C13-(1)-①-2 ２） アゴニストとアンタゴニストについ

て説明できる。

C13-(1)-①-3 ３） 薬物の作用するしくみについて、受

容体、酵素およびチャネルを例に挙げて説明できる。

C13-(1)-①-4 ４） 代表的な薬物受容体を列挙し、刺激

あるいは阻害された場合の生理反応を説明できる。

C13-(1)-①-5 ５） 薬物の作用発現に関連する代表的な

細胞内情報伝達系を列挙し、活性化された場合の生理反

応を説明できる。

C13-(1)-①-8 ８） 薬物依存性について具体例を挙げて

説明できる。

C13-(1)-③-1 １） 薬物の主作用と副作用（有害作用）、

毒性との関連について説明できる。

C13-(1)-③-2 ２） 副作用と有害事象の違いについて説

明できる。

C18-(1)-①-1  薬剤師の医療の担い手としての倫理的責

任を自覚する。

C18-(1)-①-2  医療過誤、リスクマネージメントにおけ

る薬剤師の責任と義務を果たす。

C18-(1)-②-1  薬剤師に関連する法令の構成を説明でき

る。

C18-(1)-②-2  薬事法の重要な項目を列挙し、その内容

を説明できる。

C18-(1)-②-3  薬剤師法の重要な項目を列挙し、その内

容を説明できる。

＜授業のキーワード＞

薬学

＜授業の進め方＞

科目担当者に指示される。

＜履修するにあたって＞

授業計画に従って15回のビデオ講義を行う。講義中の理

解度を知るために指定されたキーワードについて解説レ

ポートを作成し、毎回提出すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

予習・復習は怠らず実行すること。キーポイントを理解

した上でしっかり覚えるように学習すること。特定の分

野に偏らずに各分野をバランスよく学習すること。（目

安として1時間）

＜提出課題など＞

講義担当者から指定されたキーワードの解説レポートを

提出すること。

＜成績評価方法・基準＞

下記の要領で評価する。変更がある場合は改めて周知す

る。

下記1)及び2)を満たすことで薬学総合科目Ⅲの単位が与

えられる。

1)　指示されたビデオ講義を視聴し、各回のレポートを

提出すること（講義回数の2/3以上の提出を必須とする

）。

2)　試験に合格すること。

試験要領

①薬学総合科目Ⅲ 本試験：　過去5年の国家試験問題か

ら合計 180 問を出題する。

基準点（得点率 60％）以上の者を合格とする。

不合格の場合、薬学総合科目Ⅲ 追加試験を受験する。

追試験は追加試験に準じる。

②薬学総合科目Ⅲ 追加試験：　出題範囲・合格基準な

どは本試験に準じる。

3) 　出題に不備があった場合の取り扱いは別途定める。

＜テキスト＞

6年次開講専門科目の担当者に指示される。

＜参考図書＞

6年次開講専門科目の担当者に指示される。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

基礎化学 [19～]

日置　和人

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義　資料配布：　授業時間内およびdotCampus内，

基礎化学のマナビ　タブより配信

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、２を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）,https://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html#PHA}

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり１年次に配当している。

高等学校で学ぶ化学基礎および化学（化学Ⅰ，Ⅱ）の内

容から、　これから薬学を学ぶために重要な基礎的項目

を復習するとともに、それらの発展へと理解を進める。

　特に有機化学を理解するために必要な　a. 語句とそ

の意味、　b. 分子の形と成り立ち、　c. 分子内での電

子の偏りに重点を置いて基礎を固める。

＜到達目標＞

【物質の基本概念】、【化学結合と分子】、【化学反応

を定量的に探る】、【基本事項】の各項目を正しく理解

できるような基礎固めを目標とします。
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以下の各SBOsを到達目標とする。

【物質の基本概念】

JB-(5)-①-1 原子、分子、イオンの基本的構造について

説明できる。

JB-(5)-①-2 原子量、分子量を説明できる。

JB-(5)-①-3 原子の電子配置について説明できる。

JB-(5)-①-4 周期表に基づいて原子の諸性質（イオン化

エネルギー、電気陰性度など）を説明できる。

JB-(5)-①-5 同素体、同位体について、例を挙げて説明

できる。

【化学結合と分子】

JB-(5)-②-1 イオン結合、共有結合、配位結合、金属結

合の成り立ちと違いについて説明できる。

JB-(5)-②-2 分子の極性について概説できる。

JB-(5)-②-3 共有結合性の化合物とイオン結合性の化合

物の性質（融点、沸点など）の違いを説明できる。

JB-(5)-②-4 代表的な結晶構造について説明できる。

JB-(5)-②-5 代表的な化合物の名称と構造を列挙できる。

【化学反応を定量的に捉える】

JB-(5)-③-1 溶液の濃度計算と調製ができる。（技能）

JB-(5)-③-3 代表的な化学変化を化学量論的に捉え、そ

の量的関係を計算できる。（技能）

JB-(5)-③-4 酸と塩基の基本的な性質および強弱の指標

を説明できる。

JB-(5)-③-5 酸化と還元について電子の授受を含めて説

明できる。

【化学結合】

C1-(1)-①-1 化学結合の様式について説明できる。

C1-(1)-①-2 分子軌道の基本概念および軌道の混成につ

いて説明できる。

C1-(1)-①-3 共役や共鳴の概念を説明できる。

【基本事項】

C3-(1)-①-1 代表的な化合物を IUPAC 規則に基づいて

命名することができる。

C3-(1)-①-2 薬学領域で用いられる代表的な化合物を慣

用名で記述できる。

C3-(1)-①-3 基本的な化合物を、ルイス構造式で書くこ

とができる。

C3-(1)-①-4 有機化合物の性質と共鳴の関係について説

明できる。

C3-(1)-②-5　絶対配置の表示法を説明し、キラル化合

物の構造を書くことができる。（知識・技能）

C3-(1)-②-6　炭素-炭素二重結合の立体異性（cis、tra

nsならびにE、Z異性）について説明できる。（知識）

C3-(1)-②-7　フィッシャー投影式とニューマン投影式

を用いて有機化合物の構造を書くことができる。（技能

）

＜授業のキーワード＞

電子軌道、混成軌道、立体、酸と塩基、命名法

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行います。

＜履修するにあたって＞

第５回の講義終了後、その翌週を目処に、到達度確認試

験を実施します．

授業内容に関する質問や資料の配布など、オンラインシ

ステムdotCampusを活用します。

オフィスアワー：火曜－水曜17:00－18:00

＜授業時間外に必要な学修＞

配布資料および指定図書による復習、および問題演習（

目安として1時間）

＜提出課題など＞

適宜、授業後に連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

到達度確認試験を30点、定期試験および問題演習をあわ

せて70点、合計100点の成績に基づいて評価します。

授業の目的、到達目標に挙げた内容をどの程度理解でき

ているかを試験で判定します。

＜テキスト＞

第11版ソロモンの新有機化学Ⅰ、廣川書店。　その他、

自作プリントを配布します。

＜参考図書＞

①薬学生のための基礎化学　修正版、中山尋量・岩木和

夫編、廣川書店。　②困ったときの有機化学、　D.R.ク

ライン著、　竹内敬人・山口和夫訳、　化学同人：有機

化学に苦手意識を持つ人は、授業内容および今後の学習

の基礎作りとして必須です。

＜授業計画＞

第1回　物質の構成

原子の構成と電子配置を説明できる。

JB-(5)-①-1

JB-(5)-①-2

JB-(5)-①-3

JB-(5)-①-4

第2回　原子の緒性質

周期表から読み取れる原子の性質と傾向を説明できる。

JB-(5)-①-1

JB-(5)-①-2

JB-(5)-①-3

JB-(5)-①-4

JB-(5)-①-5

第3回　分子の構成

化学結合の種類と表記法を説明できる。

JB-(5)-①-1

JB-(5)-①-2

JB-(5)-①-3

JB-(5)-①-4

JB-(5)-②-1

JB-(5)-②-3

JB-(5)-②-4
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C3-(1)-①-3

第4回　分子の形成

電子軌道の形と混成について説明できる。

JB-(5)-①-1

JB-(5)-①-3

C1-(1)-①-1

C1-(1)-①-2

第5回　分子の形

混成軌道からみる分子の立体構造を表記できる。

C1-(1)-①-1

C1-(1)-①-2

第6回　物質の量と濃度

原子量・分子量と物質量から溶液濃度を算出できる。

JB-(5)-③-1

JB-(5)-③-3

JB-(5)-③-4

JB-(5)-③-5

第7回　立体化学の表記

表記法を理解し、立体配置と立体配座を正確に図示でき

る。

C1-(1)-①-1

C1-(1)-①-2

C3-(1)-②-5

C3-(1)-②-6

C3-(1)-②-7

第8回　分子の命名と表記

命名に関わる接頭語・接尾語を適切に使用できる。

C3-(1)-①-1

C3-(1)-①-2

第9回　電子の局在と非局在

共鳴と共役、置換基の効果、分極を理解できる。

JB-(5)-②-2

C3-(1)-①-4

第10回　酸と塩基

酸・塩基の定義と個々の強弱を判別できる。

JB-(5)-③-3

JB-(5)-③-4

第11回　酸化還元反応

酸化数の変化から電子の授受を説明できる。

JB-(5)-③-4

JB-(5)-③-5

第12回　総復習

これまでの内容を相互に関連付けて説明できる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

基礎化学 [再]

日置　和人

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義　資料配布：　授業時間内およびdotCampus内，

基礎化学のマナビ　タブより配信

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、２を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）,https://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html#PHA}

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり１年次に配当している。

高等学校で学ぶ化学基礎および化学（化学Ⅰ，Ⅱ）の内

容から、　これから薬学を学ぶために重要な基礎的項目

を復習するとともに、それらの発展へと理解を進める。

　特に有機化学を理解するために必要な　a. 語句とそ

の意味、　b. 分子の形と成り立ち、　c. 分子内での電

子の偏りに重点を置いて基礎を固める。

＜到達目標＞

【物質の基本概念】、【化学結合と分子】、【化学反応

を定量的に探る】、【基本事項】の各項目を正しく理解

できるような基礎固めを目標とします。

以下の各SBOsを到達目標とする。

【物質の基本概念】

JB-(5)-①-1 原子、分子、イオンの基本的構造について

説明できる。

JB-(5)-①-2 原子量、分子量を説明できる。

JB-(5)-①-3 原子の電子配置について説明できる。

JB-(5)-①-4 周期表に基づいて原子の諸性質（イオン化

エネルギー、電気陰性度など）を説明できる。

JB-(5)-①-5 同素体、同位体について、例を挙げて説明

できる。

【化学結合と分子】

JB-(5)-②-1 イオン結合、共有結合、配位結合、金属結

合の成り立ちと違いについて説明できる。

JB-(5)-②-2 分子の極性について概説できる。

JB-(5)-②-3 共有結合性の化合物とイオン結合性の化合

物の性質（融点、沸点など）の違いを説明できる。

JB-(5)-②-4 代表的な結晶構造について説明できる。

JB-(5)-②-5 代表的な化合物の名称と構造を列挙できる。

【化学反応を定量的に捉える】

JB-(5)-③-1 溶液の濃度計算と調製ができる。（技能）

JB-(5)-③-3 代表的な化学変化を化学量論的に捉え、そ

の量的関係を計算できる。（技能）

JB-(5)-③-4 酸と塩基の基本的な性質および強弱の指標

を説明できる。

JB-(5)-③-5 酸化と還元について電子の授受を含めて説

明できる。

【化学結合】

C1-(1)-①-1 化学結合の様式について説明できる。

C1-(1)-①-2 分子軌道の基本概念および軌道の混成につ

いて説明できる。

C1-(1)-①-3 共役や共鳴の概念を説明できる。
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【基本事項】

C3-(1)-①-1 代表的な化合物を IUPAC 規則に基づいて

命名することができる。

C3-(1)-①-2 薬学領域で用いられる代表的な化合物を慣

用名で記述できる。

C3-(1)-①-3 基本的な化合物を、ルイス構造式で書くこ

とができる。

C3-(1)-①-4 有機化合物の性質と共鳴の関係について説

明できる。

C3-(1)-②-5　絶対配置の表示法を説明し、キラル化合

物の構造を書くことができる。（知識・技能）

C3-(1)-②-6　炭素-炭素二重結合の立体異性（cis、tra

nsならびにE、Z異性）について説明できる。（知識）

C3-(1)-②-7　フィッシャー投影式とニューマン投影式

を用いて有機化合物の構造を書くことができる。（技能

）

＜授業のキーワード＞

電子軌道、混成軌道、立体、酸と塩基、命名法

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行います。

＜履修するにあたって＞

対面講義を予定しています。集中講義となっていますが、

受講者の履修状況を確認した上で、毎週定時に講義をす

る予定です。

第５回の講義終了後、その翌週を目処に、到達度確認試

験を実施します．

授業内容に関する質問や資料の配布など、オンラインシ

ステムdotCampusを活用します。

オフィスアワー：火曜－水曜17:00－18:00 MP386（教員

室）またはMP375-377（実験室）

＜授業時間外に必要な学修＞

配布資料および指定図書による復習、および問題演習（

目安として1時間）

＜成績評価方法・基準＞

到達度確認試験を30点、定期試験および問題演習をあわ

せて70点、合計100点の成績に基づいて評価します。

授業の目的、到達目標に挙げた内容をどの程度理解でき

ているかを試験で判定します。

＜テキスト＞

第11版ソロモンの新有機化学Ⅰ、廣川書店。　その他、

自作プリントを配布します。

＜参考図書＞

①薬学生のための基礎化学　修正版、中山尋量・岩木和

夫編、廣川書店。　②困ったときの有機化学、　D.R.ク

ライン著、　竹内敬人・山口和夫訳、　化学同人：有機

化学に苦手意識を持つ人は、授業内容および今後の学習

の基礎作りとして必須です。

有機反応機構　第５版、　PETER SYKES著、　久保田尚

志訳、　東京化学同人；　今後の学習にも非常に有用な

書籍ですので、購入をお勧めします。

＜授業計画＞

第1回　物質の構成

原子の構成と電子配置を説明できる。

JB-(5)-①-1

JB-(5)-①-2

JB-(5)-①-3

JB-(5)-①-4

第2回　原子の諸性質

周期表から読み取れる原子の性質と傾向を説明できる。

JB-(5)-①-1

JB-(5)-①-2

JB-(5)-①-3

JB-(5)-①-4

JB-(5)-①-5

第3回　分子の構成

化学結合の種類と表記法を説明できる。

JB-(5)-①-1

JB-(5)-①-2

JB-(5)-①-3

JB-(5)-①-4

JB-(5)-②-1

JB-(5)-②-3

JB-(5)-②-4

C3-(1)-①-3

第4回　分子の形成

電子軌道の形と混成について説明できる。

JB-(5)-①-1

JB-(5)-①-3

C1-(1)-①-1

C1-(1)-①-2

第5回　分子の形

混成軌道からみる分子の立体構造を表記できる。

C1-(1)-①-1

C1-(1)-①-2

第6回　物質の量と濃度

原子量・分子量と物質量から溶液濃度を算出できる。

JB-(5)-③-1

JB-(5)-③-3

JB-(5)-③-4

JB-(5)-③-5

第7回　立体化学の表記

表記法を理解し、立体配置と立体配座を正確に図示でき

る。

C1-(1)-①-1

C1-(1)-①-2

C3-(1)-②-5

C3-(1)-②-6

C3-(1)-②-7

第8回　分子の命名と表記
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命名に関わる接頭語・接尾語を適切に使用できる。

C3-(1)-①-1

C3-(1)-①-2

第9回　電子の局在と非局在

共鳴と共役、置換基の効果、分極を理解できる。

JB-(5)-②-2

C3-(1)-①-4

第10回　酸と塩基

酸・塩基の定義と個々の強弱を判別できる。

JB-(5)-③-3

JB-(5)-③-4

第11回　酸化還元反応

酸化数の変化から電子の授受を説明できる。

JB-(5)-③-4

JB-(5)-③-5

第12回　総復習

これまでの内容を相互に関連付けて説明できる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

基礎生物学 [19～]

平岩　英培

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業

＜授業の目的＞

本授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選択

必修科目であり１年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、２の「科学

者として、医薬品を含む化学物質等の特性や生体・環境

への作用と影響、及び人体の構造と機能、疾病の成り立

ちを理解するのに必要な科学に関する基本的な知識を有

している。」を目指します。

　生物学は、生物そのものから生物が示す様々な生命現

象を明らかにしようとする学問であり、「基礎生物学」

では、薬学で学ぶ上で必要な生物学の基礎力を身につけ

るために、特に細胞、組織での生命現象に関する基本的

事項を修得する。

　近年の生物学の進歩により生命現象に関する情報量が

増え、膨大な内容となっていますが、高校時代に「生物

」を履修していない学生にも理解できるように解説し、

生命現象を、単に暗記するのではなく自ら考えて理解を

深めるような学び方を身につけ、1年次後期以降に開講

される生物系の専門教育科目への橋渡しができるように

なることが目的である。

＜到達目標＞

薬学を学ぶ上で必要な生物学の基礎力を身につけるため

に、細胞、組織、器官、個体、集団レベルでの生命現象

と、誕生から死への過程に関する基本的事項を修得する。

そのために以下の到達目標を掲げる。【薬学教育モデル

・コアカリキュラムおよび薬学準備教育ガイドライン（

例示）】

【① 生体の基本的な構造と機能】

JBー(6)ー①ー1　1. 多細胞生物である高等動物の成り

立ちを、生体高分子、細胞、組織、器官、個体に関係づ

けて概説できる。

JBー(6)ー①ー1　2. 動物、植物、微生物の細胞につい

て、それらの構造の違いを説明できる。

JBー(6)ー①ー1　3. 細胞内器官の構造と働きについて

概説できる。

JBー(6)ー①ー1　4. 細胞膜の構造と性質について概説

できる。

JBー(6)ー①ー1　5. ウイルスとファージについて概説

できる。

【② 生体の調節機構】

JBー(6)ー②ー1　1. 生体の持つホメオスタシス（恒常

性）について概説できる。

JBー(6)ー②ー2　2. 生体の情報伝達系、防御機構（神

経系、内分泌系、免疫系）について概説できる。

【③エネルギー】

JBー(6)ー③ー1　1. 運動エネルギー、ポテンシャルエ

ネルギー、熱エネルギー、化学エネルギーなどの相互変

化について例をあげて説明できる。

【④代謝】

JBー(6)ー④ー1　1. 代謝（異化、同化）について説明

できる。

JBー(6)ー④ー2　2. 独立栄養生物と従属栄養生物につ

いて説明できる。

JBー(6)ー④ー3　3. 嫌気呼吸および酸素呼吸について

概説できる。

JBー(6)ー④ー4　4. 光合成について概説できる。

＜授業のキーワード＞

細胞、細胞小器官、タンパク質、酵素、脂質、生体膜、

糖質、糖代謝、ATP、受容体、骨格筋収縮、膜電位、活

動電位、運動神経

＜授業の進め方＞

配布したプリントおよび教科書を使用して講義を進めま

す。

不定期ですが、継続して学ぶ習慣を身に付けることを目

的として、授業開始前にそれまでに学んだ内容について

小テストを実施します。小テストの点数は、成績評価に

加味します。また、小テスト内容の理解が不足している

学生を対象として補習を行います。

＜履修するにあたって＞

講義内容が、共通教育科目の「生物学概論Ⅰ」と関連し

ているので、必ず「生物学概論Ⅰ」を履修してください。
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質問はdotCampusで受け付けます。

オフィスアワー：随時。教員室（C号館2階 C/LP215）に

在室時は可能な限り対応します。分からないところやあ

いまいなことがあれば、遠慮なく教員室へ訪ねてくださ

い。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として復習すること（目安として1時間。でき

れば授業当日に、無理でもその週のうちにやりましょう。

）

＜提出課題など＞

授業後に連絡

＜成績評価方法・基準＞

到達度確認試験、定期試験および小テストの成績を合計

100％として評価します。

生命現象に関する基本的事項がどの程度理解できている

かを試験で判定します。生命現象に関する基本的事項を

他の学生に説明できるように理解を深めてください。

＜テキスト＞

やさしい基礎生物学 第2版　南雲 保 編（羊土社）およ

び 配布するプリント

＜参考図書＞

授業後に連絡

＜授業計画＞

第1回　基礎生物学ガイダンス

基礎生物学で学ぶ内容

生命とは

第2回　細胞小器官

原核細胞

真核細胞

細胞小器官

第3回　タンパク質

アミノ酸

タンパク質の構造

タンパク質のはたらき

第4回　糖質

単糖類・二糖類・多糖類

糖質の代謝

第5回　脂質

脂肪酸・トリアシルグリセロール・リン脂質・ステロイ

ド・糖脂質

脂質の代謝

第6回　食物の吸収・代謝

糖代謝

エネルギー代謝

解糖系・TCAサイクル

タンパク質・脂質・糖代謝の密接な関係

第7回　摂食行動の制御

ATPの産生・はたらき

摂食中枢・満腹中枢

血糖値

第8回　脂質

受容体の概念

アトロピンの薬理作用

第9回　膜電位1

静止膜電位が発生する仕組

ナトリウムポンプ

漏洩カリウムチャネル

内向き整流性カリウムチャネル

第10回　膜電位2

活動電位が発生する仕組み

電位依存性ナトリウムチャネル

電位依存性カリウムチャネル

神経細胞の興奮・伝導およびシナプス伝達

第11回　体性神経および自律神経

神経細胞

運動神経系

交感神経系

副交感神経系

骨格筋収縮

第12回　骨格筋の収縮機構

骨格筋

神経筋接合部

カルシウム

トロポニン

トロポミオシン

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

基礎生物学 [再]

平岩　英培

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業

＜授業の目的＞

本授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選択

必修科目であり１年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、２の「科学

者として、医薬品を含む化学物質等の特性や生体・環境

への作用と影響、及び人体の構造と機能、疾病の成り立

ちを理解するのに必要な科学に関する基本的な知識を有

している。」を目指します。

薬学部のディプロマポリシー

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/p

olicy/diploma.html#PHA
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生物学は、生物そのものから生物が示す様々な生命現象

を明らかにしようとする学問であり、「基礎生物学」で

は、薬学で学ぶ上で必要な生物学の基礎力を身につける

ために、特に細胞、組織での生命現象に関する基本的事

項を修得する。

近年の生物学の進歩により生命現象に関する情報量が増

え、膨大な内容となっていますが、高校時代に「生物」

を履修していない学生にも理解できるように解説し、生

命現象を、単に暗記するのではなく自ら考えて理解を深

めるような学び方を身につけ、1年次後期以降に開講さ

れる生物系の専門教育科目への橋渡しができるようにな

ることが目的である。

＜到達目標＞

薬学を学ぶ上で必要な生物学の基礎力を身につけるため

に、細胞、組織、器官、個体、集団レベルでの生命現象

と、誕生から死への過程に関する基本的事項を修得する。

そのために以下の到達目標を掲げる。【薬学教育モデル

・コアカリキュラムおよび薬学準備教育ガイドライン（

例示）】

【① 生体の基本的な構造と機能】

JBー(6)ー①ー1　1. 多細胞生物である高等動物の成り

立ちを、生体高分子、細胞、組織、器官、個体に関係づ

けて概説できる。

JBー(6)ー①ー1　2. 動物、植物、微生物の細胞につい

て、それらの構造の違いを説明できる。

JBー(6)ー①ー1　3. 細胞内器官の構造と働きについて

概説できる。

JBー(6)ー①ー1　4. 細胞膜の構造と性質について概説

できる。

JBー(6)ー①ー1　5. ウイルスとファージについて概説

できる。

【② 生体の調節機構】

JBー(6)ー②ー1　1. 生体の持つホメオスタシス（恒常

性）について概説できる。

JBー(6)ー②ー2　2. 生体の情報伝達系、防御機構（神

経系、内分泌系、免疫系）について概説できる。

【③エネルギー】

JBー(6)ー③ー1　1. 運動エネルギー、ポテンシャルエ

ネルギー、熱エネルギー、化学エネルギーなどの相互変

化について例をあげて説明できる。

【④代謝】

JBー(6)ー④ー1　1. 代謝（異化、同化）について説明

できる。

JBー(6)ー④ー2　2. 独立栄養生物と従属栄養生物につ

いて説明できる。

JBー(6)ー④ー3　3. 嫌気呼吸および酸素呼吸について

概説できる。

JBー(6)ー④ー4　4. 光合成について概説できる。

＜授業のキーワード＞

細胞、細胞小器官、タンパク質、酵素、脂質、生体膜、

糖質、糖代謝、ATP、受容体、骨格筋収縮、膜電位、活

動電位、運動神経

＜授業の進め方＞

配布したプリントおよび教科書を使用して講義を進めま

す。

不定期ですが、継続して学ぶ習慣を身に付けることを目

的として、授業開始前にそれまでに学んだ内容について

小テストを実施します。小テストの点数は、成績評価に

加味します。また、小テスト内容の理解が不足している

学生を対象として補習を行います。

＜履修するにあたって＞

講義内容が、共通教育科目の「生物学概論Ⅰ」と関連し

ているので、必ず「生物学概論Ⅰ」を履修してください。

質問などはdotCampusで受け付けます。

オフィスアワー：随時。教員室（C号館2階 C/LP215）に

在室時は可能な限り対応します。分からないところやあ

いまいなことがあれば、遠慮なく教員室へ訪ねてくださ

い。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として復習すること（目安として1時間。でき

れば授業当日に、無理でもその週のうちにやりましょう。

）

＜提出課題など＞

授業後に連絡

＜成績評価方法・基準＞

到達度確認試験、定期試験および小テストの成績を合計

100％として評価します。

生命現象に関する基本的事項がどの程度理解できている

かを試験で判定します。生命現象に関する基本的事項を

他の学生に説明できるように理解を深めてください。

＜テキスト＞

やさしい基礎生物学 第2版　南雲 保 編（羊土社）およ

び 配布するプリント

＜参考図書＞

授業後に連絡

＜授業計画＞

第1回　基礎生物学ガイダンス

基礎生物学で学ぶ内容

生命とは

第2回　細胞小器官

原核細胞

真核細胞

細胞小器官
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第3回　タンパク質

アミノ酸

タンパク質の構造

タンパク質のはたらき

第4回　糖質

単糖類・二糖類・多糖類

糖質の代謝

第5回　脂質

脂肪酸・トリアシルグリセロール・リン脂質・ステロイ

ド・糖脂質

脂質の代謝

第6回　食物の吸収・代謝

糖代謝

エネルギー代謝

解糖系・TCAサイクル

タンパク質・脂質・糖代謝の密接な関係

第7回　摂食行動の制御

ATPの産生・はたらき

摂食中枢・満腹中枢

血糖値

第8回　脂質

受容体の概念

アトロピンの薬理作用

第9回　膜電位1

静止膜電位が発生する仕組

ナトリウムポンプ

漏洩カリウムチャネル

内向き整流性カリウムチャネル

第10回　膜電位2

活動電位が発生する仕組み

電位依存性ナトリウムチャネル

電位依存性カリウムチャネル

神経細胞の興奮・伝導およびシナプス伝達

第11回　体性神経および自律神経

神経細胞

運動神経系

交感神経系

副交感神経系

骨格筋収縮

第12回　骨格筋の収縮機構

骨格筋

神経筋接合部

カルシウム

トロポニン

トロポミオシン

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

基礎物理学 [19～]

内海　美保

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり１年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬学の領域は広く、その基礎は生物、化学、物理のすべ

ての領域に広がっています。そのうち物理学は、物質と

しての薬を理解するうえで特に重要です。物理学はかつ

ては「自然哲学」とも呼ばれ、次のような特徴を持つ学

問でした。

１）自然現象の中で、比較的単純で普遍的な現象を扱う。

２）それらの現象の法則性を捉えて原理的な立場から説

明しようとする。

３）自然現象を人為的に起こさせ、その結果を数量的に

測定する（実験）。

４）ある自然像に基づいて数式を立て、計算結果と実験

結果とを比較しその自然像の当否を検討する（理論）。

自然現象に対するこのような姿勢は、薬剤師に必要な資

質や能力の習得においても非常に重要なことです。

限られた時間数の中で物理学を体系的に学ぶのは難しい

ですが、医薬品原体及びそれを含む製剤の製造とその物

性の評価・分析、並びに医療のための診断等の基礎とな

る、薬学や医療に関連した物理学について学んでいきま

す。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

JBー(4)ー①ー1 物理量の基本単位の定義を説明できる。

JBー(4)ー①ー2 SI 単位系について説明できる。

JBー(4)ー①ー3 基本単位を組み合わせた組立単位を説

明できる。

JBー(4)ー①ー4 物理量にはスカラー量とベクトル量が

あることを説明できる。

JBー(4)ー②ー1 運動の法則について理解し、力、質量、

加速度、仕事などの相互関係を説明できる。

JBー(4)ー②ー2 直線運動、円運動、単振動などの運動

を数式を用いて説明できる。

JBー(4)ー②ー3 慣性モーメントについて説明できる。

JBー(4)ー③ー1 エネルギーと仕事の関係ついて説明で

きる。

JBー(4)ー③ー2 エネルギーの種々の形態（熱エネルギ
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ー、化学エネルギー、電気エネルギーなど）の相互変換

について、例を挙げて説明できる。

JBー(4)ー④ー1 光、音、電磁波などが波であることを

理解し、波の性質を表す物理量について説明できる。

JBー(4)ー⑤ー1 レーザーの性質を概説し、代表的な応

用例を列挙できる。

JBー(4)ー⑥ー1 電荷と電流、電圧、電力、オームの法

則などを説明できる。

JBー(4)ー⑥ー2 抵抗とコンデンサーを含んだ回路の特

性を説明できる。

JBー(4)ー⑦ー1 電場と磁場の相互関係を説明できる。

JBー(4)ー⑦ー2 電場、磁場の中における荷電粒子の運

動を説明できる。

JBー(4)ー⑧ー1 原子のボーアモデルと電子雲モデルの

違いについて概説できる。

JBー(4)ー⑧ー2 光の粒子性と波動性について概説でき

る。

JBー(4)ー⑧ー3 電子の粒子性と波動性について概説で

きる。

＜授業のキーワード＞

物理学を”力学”、”熱力学”、”波”、”電磁気学”、

”量子力学”に項目立てして、薬学に必要となる物理の

基本事項を学んでいきます。薬の働く仕組みは物理法則

にしたがっていることが多いので、物理がわかるように

なれば、その仕組みがよくわかるようになります。又、

物理で学ぶ数式は物理現象を科学的にかつ定量的にとら

えるために必要ですので、薬学を基礎から理解できるよ

うになるために、そのイメージをつかんでください。

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行います。

＜履修するにあたって＞

講義中に理解度を知るため、確認問題を実施します。ま

た、資料の配布などは、dotCampusを活用します。成績

不振者や講義内容を十分に理解できていない学生向けに、

補習を予定しています。質問があれば、電子メールまた

はオフィスアワー（随時）を利用してください。

＜授業時間外に必要な学修＞

必ずテキストで予習すること（目安として0.5時間）。

受講後は必ず復習し、用語、事項について重要なキーワ

ードを用いて的確に説明できるように学習してください。

また、物理学に関する式を用いた問題について、式の妥

当性、物理、化学の単位の妥当性、結果の妥当性の視点

で問題が解けるようにしてください。（目安として1時

間）

＜提出課題など＞

授業後に連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

到達度確認試験、定期試験の成績を合わせ、計100点で

評価する。

＜テキスト＞

オリジナルテキスト、パワーポイントを配布、配信しま

す。

＜参考図書＞

廣岡秀明著　薬学生のための物理入門（共立出版）

大林康二　他共著　薬学の基礎としての物理（学術図書

出版社）

＜授業計画＞

第1回　基本概念

物理量の基本単位の定義を説明できる。

SI 単位系について説明できる。

基本単位を組み合わせた組立単位を説明できる。

JBー(4)ー①ー1，JBー(4)ー①ー2，JBー(4)ー①ー3

第2回　運動の法則①

物理量にはスカラー量とベクトル量があることを説明で

きる。

運動の法則について理解し、力、質量、加速度、仕事な

どの相互関係を説明できる。

JBー(4)ー①ー4，JBー(4)ー②ー1

第3回　運動の法則②

直線運動、円運動、単振動などの運動を数式を用いて説

明できる。

JBー(4)ー②ー2

第4回　運動の法則③

慣性モーメントについて説明できる。

JBー(4)ー②ー3

第5回　エネルギー①

エネルギーと仕事の関係ついて説明できる。

エネルギーの種々の形態（熱エネルギー、化学エネルギ

ー、電気エネルギーなど）の相互変換について、例を挙

げて説明できる。

JBー(4)ー③ー1，JBー(4)ー③ー2

第6回　エネルギー②

熱量、熱の移動、熱平衡、物質の三態、内部エネルギー

について学ぶ。

さらに、さまざまな体温計（温度計）の測定原理等につ

いて学ぶ。※

第7回　波動①

光、音、電磁波などが波であることを理解し、波の性質

を表す物理量について説明できる。

JBー(4)ー④ー1

第8回　波動②

音波の波動としての性質（横波と縦波、波と音の性質、

ドップラー効果等）について学ぶ。

さらに、音波の医療への応用（聴診器、超音波診断等）

について学ぶ。※

第9回　レーザー

光の波動としての性質（波と光、反射と屈折、光の吸収、

偏光等）、および医療への応用（レーザー光、ファイバ

ースコープ等）について学ぶ。
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第10回　電荷と電流

電荷と電流、電圧、電力、オームの法則などを説明でき

る。

抵抗とコンデンサーを含んだ回路の特性を説明できる。

JBー(4)ー⑥ー1，JBー(4)ー⑥ー2

第11回　電場と磁場

電場と磁場の相互関係を説明できる。

電場、磁場の中における荷電粒子の運動を説明できる。

JBー(4)ー⑦ー1，JBー(4)ー⑦ー2

第12回　量子化学入門

原子のボーアモデルと電子雲モデルの違いについて概説

できる。

光の粒子性と波動性について概説できる。

電子の粒子性と波動性について概説できる。

JBー(4)ー⑧ー1，JBー(4)ー⑧ー2，JBー(4)ー⑧ー3

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

基礎物理学 [19～]

内海　美保

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり１年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬学の領域は広く、その基礎は生物、化学、物理のすべ

ての領域に広がっています。そのうち物理学は、物質と

しての薬を理解するうえで特に重要です。物理学はかつ

ては「自然哲学」とも呼ばれ、次のような特徴を持つ学

問でした。

１）自然現象の中で、比較的単純で普遍的な現象を扱う。

２）それらの現象の法則性を捉えて原理的な立場から説

明しようとする。

３）自然現象を人為的に起こさせ、その結果を数量的に

測定する（実験）。

４）ある自然像に基づいて数式を立て、計算結果と実験

結果とを比較しその自然像の当否を検討する（理論）。

自然現象に対するこのような姿勢は、薬剤師に必要な資

質や能力の習得においても非常に重要なことです。

限られた時間数の中で物理学を体系的に学ぶのは難しい

ですが、医薬品原体及びそれを含む製剤の製造とその物

性の評価・分析、並びに医療のための診断等の基礎とな

る、薬学や医療に関連した物理学について学んでいきま

す。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

JBー(4)ー①ー1 物理量の基本単位の定義を説明できる。

JBー(4)ー①ー2 SI 単位系について説明できる。

JBー(4)ー①ー3 基本単位を組み合わせた組立単位を説

明できる。

JBー(4)ー①ー4 物理量にはスカラー量とベクトル量が

あることを説明できる。

JBー(4)ー②ー1 運動の法則について理解し、力、質量、

加速度、仕事などの相互関係を説明できる。

JBー(4)ー②ー2 直線運動、円運動、単振動などの運動

を数式を用いて説明できる。

JBー(4)ー②ー3 慣性モーメントについて説明できる。

JBー(4)ー③ー1 エネルギーと仕事の関係ついて説明で

きる。

JBー(4)ー③ー2 エネルギーの種々の形態（熱エネルギ

ー、化学エネルギー、電気エネルギーなど）の相互変換

について、例を挙げて説明できる。

JBー(4)ー④ー1 光、音、電磁波などが波であることを

理解し、波の性質を表す物理量について説明できる。

JBー(4)ー⑤ー1 レーザーの性質を概説し、代表的な応

用例を列挙できる。

JBー(4)ー⑥ー1 電荷と電流、電圧、電力、オームの法

則などを説明できる。

JBー(4)ー⑥ー2 抵抗とコンデンサーを含んだ回路の特

性を説明できる。

JBー(4)ー⑦ー1 電場と磁場の相互関係を説明できる。

JBー(4)ー⑦ー2 電場、磁場の中における荷電粒子の運

動を説明できる。

JBー(4)ー⑧ー1 原子のボーアモデルと電子雲モデルの

違いについて概説できる。

JBー(4)ー⑧ー2 光の粒子性と波動性について概説でき

る。

JBー(4)ー⑧ー3 電子の粒子性と波動性について概説で

きる。

＜授業のキーワード＞

物理学を”力学”、”熱力学”、”波”、”電磁気学”、

”量子力学”に項目立てして、薬学に必要となる物理の

基本事項を学んでいきます。薬の働く仕組みは物理法則

にしたがっていることが多いので、物理がわかるように

なれば、その仕組みがよくわかるようになります。又、

物理で学ぶ数式は物理現象を科学的にかつ定量的にとら

えるために必要ですので、薬学を基礎から理解できるよ

うになるために、そのイメージをつかんでください。

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行います。

＜履修するにあたって＞

講義中に理解度を知るため、確認問題を実施します。ま

た、資料の配布などは、dotCampusを活用します。成績

不振者や講義内容を十分に理解できていない学生向けに、
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補習を予定しています。質問があれば、電子メールまた

はオフィスアワー（随時）を利用してください。

＜授業時間外に必要な学修＞

必ずテキストで予習すること（目安として0.5時間）。

受講後は必ず復習し、用語、事項について重要なキーワ

ードを用いて的確に説明できるように学習してください。

また、物理学に関する式を用いた問題について、式の妥

当性、物理、化学の単位の妥当性、結果の妥当性の視点

で問題が解けるようにしてください。（目安として1時

間）

＜提出課題など＞

授業後に連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

到達度確認試験、定期試験の成績を合わせ、計100点で

評価する。

＜テキスト＞

オリジナルテキスト、パワーポイントを配布、配信しま

す。

＜参考図書＞

廣岡秀明著　薬学生のための物理入門（共立出版）

大林康二　他共著　薬学の基礎としての物理（学術図書

出版社）

＜授業計画＞

第1回　基本概念

物理量の基本単位の定義を説明できる。

SI 単位系について説明できる。

基本単位を組み合わせた組立単位を説明できる。

JBー(4)ー①ー1，JBー(4)ー①ー2，JBー(4)ー①ー3

第2回　運動の法則①

物理量にはスカラー量とベクトル量があることを説明で

きる。

運動の法則について理解し、力、質量、加速度、仕事な

どの相互関係を説明できる。

JBー(4)ー①ー4，JBー(4)ー②ー1

第3回　運動の法則②

直線運動、円運動、単振動などの運動を数式を用いて説

明できる。

JBー(4)ー②ー2

第4回　運動の法則③

慣性モーメントについて説明できる。

JBー(4)ー②ー3

第5回　エネルギー①

エネルギーと仕事の関係ついて説明できる。

エネルギーの種々の形態（熱エネルギー、化学エネルギ

ー、電気エネルギーなど）の相互変換について、例を挙

げて説明できる。

JBー(4)ー③ー1，JBー(4)ー③ー2

第6回　エネルギー②

熱量、熱の移動、熱平衡、物質の三態、内部エネルギー

について学ぶ。

さらに、さまざまな体温計（温度計）の測定原理等につ

いて学ぶ。※

第7回　波動①

光、音、電磁波などが波であることを理解し、波の性質

を表す物理量について説明できる。

JBー(4)ー④ー1

第8回　波動②

音波の波動としての性質（横波と縦波、波と音の性質、

ドップラー効果等）について学ぶ。

さらに、音波の医療への応用（聴診器、超音波診断等）

について学ぶ。※

第9回　レーザー

光の波動としての性質（波と光、反射と屈折、光の吸収、

偏光等）、および医療への応用（レーザー光、ファイバ

ースコープ等）について学ぶ。

第10回　電荷と電流

電荷と電流、電圧、電力、オームの法則などを説明でき

る。

抵抗とコンデンサーを含んだ回路の特性を説明できる。

JBー(4)ー⑥ー1，JBー(4)ー⑥ー2

第11回　電場と磁場

電場と磁場の相互関係を説明できる。

電場、磁場の中における荷電粒子の運動を説明できる。

JBー(4)ー⑦ー1，JBー(4)ー⑦ー2

第12回　量子化学入門

原子のボーアモデルと電子雲モデルの違いについて概説

できる。

光の粒子性と波動性について概説できる。

電子の粒子性と波動性について概説できる。

JBー(4)ー⑧ー1，JBー(4)ー⑧ー2，JBー(4)ー⑧ー3

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

基礎物理学 [再]

内海　美保

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり１年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬学の領域は広く、その基礎は生物、化学、物理のすべ

ての領域に広がっています。そのうち物理学は、物質と

しての薬を理解するうえで特に重要です。物理学はかつ

ては「自然哲学」とも呼ばれ、次のような特徴を持つ学

問でした。
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１）自然現象の中で、比較的単純で普遍的な現象を扱う。

２）それらの現象の法則性を捉えて原理的な立場から説

明しようとする。

３）自然現象を人為的に起こさせ、その結果を数量的に

測定する（実験）。

４）ある自然像に基づいて数式を立て、計算結果と実験

結果とを比較しその自然像の当否を検討する（理論）。

自然現象に対するこのような姿勢は、薬剤師に必要な資

質や能力の習得においても非常に重要なことです。

限られた時間数の中で物理学を体系的に学ぶのは難しい

ですが、医薬品原体及びそれを含む製剤の製造とその物

性の評価・分析、並びに医療のための診断等の基礎とな

る、薬学や医療に関連した物理学について学んでいきま

す。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

JBー(4)ー①ー1 物理量の基本単位の定義を説明できる。

JBー(4)ー①ー2 SI 単位系について説明できる。

JBー(4)ー①ー3 基本単位を組み合わせた組立単位を説

明できる。

JBー(4)ー①ー4 物理量にはスカラー量とベクトル量が

あることを説明できる。

JBー(4)ー②ー1 運動の法則について理解し、力、質量、

加速度、仕事などの相互関係を説明できる。

JBー(4)ー②ー2 直線運動、円運動、単振動などの運動

を数式を用いて説明できる。

JBー(4)ー②ー3 慣性モーメントについて説明できる。

JBー(4)ー③ー1 エネルギーと仕事の関係ついて説明で

きる。

JBー(4)ー③ー2 エネルギーの種々の形態（熱エネルギ

ー、化学エネルギー、電気エネルギーなど）の相互変換

について、例を挙げて説明できる。

JBー(4)ー④ー1 光、音、電磁波などが波であることを

理解し、波の性質を表す物理量について説明できる。

JBー(4)ー⑤ー1 レーザーの性質を概説し、代表的な応

用例を列挙できる。

JBー(4)ー⑥ー1 電荷と電流、電圧、電力、オームの法

則などを説明できる。

JBー(4)ー⑥ー2 抵抗とコンデンサーを含んだ回路の特

性を説明できる。

JBー(4)ー⑦ー1 電場と磁場の相互関係を説明できる。

JBー(4)ー⑦ー2 電場、磁場の中における荷電粒子の運

動を説明できる。

JBー(4)ー⑧ー1 原子のボーアモデルと電子雲モデルの

違いについて概説できる。

JBー(4)ー⑧ー2 光の粒子性と波動性について概説でき

る。

JBー(4)ー⑧ー3 電子の粒子性と波動性について概説で

きる。

＜授業のキーワード＞

物理学を”力学”、”熱力学”、”波”、”電磁気学”、

”量子力学”に項目立てして、薬学に必要となる物理の

基本事項を学んでいきます。薬の働く仕組みは物理法則

にしたがっていることが多いので、物理がわかるように

なれば、その仕組みがよくわかるようになります。又、

物理で学ぶ数式は物理現象を科学的にかつ定量的にとら

えるために必要ですので、薬学を基礎から理解できるよ

うになるために、そのイメージをつかんでください。

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行います。

＜履修するにあたって＞

講義中に理解度を知るため、確認問題を実施します。ま

た、資料の配布などは、dotCampusを活用します。成績

不振者や講義内容を十分に理解できていない学生向けに、

補習を予定しています。質問があれば、電子メールまた

はオフィスアワー（随時）を利用してください。

＜授業時間外に必要な学修＞

必ずテキストで予習すること（目安として0.5時間）。

受講後は必ず復習し、用語、事項について重要なキーワ

ードを用いて的確に説明できるように学習してください。

また、物理学に関する式を用いた問題について、式の妥

当性、物理、化学の単位の妥当性、結果の妥当性の視点

で問題が解けるようにしてください。（目安として1時

間）

＜提出課題など＞

授業後に連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

到達度確認試験、定期試験の成績を合わせ、計100点で

評価する。

＜テキスト＞

オリジナルテキスト、パワーポイントを配布、配信しま

す。

＜参考図書＞

廣岡秀明著　薬学生のための物理入門（共立出版）

大林康二　他共著　薬学の基礎としての物理（学術図書

出版社）

＜授業計画＞

第1回　基本概念

物理量の基本単位の定義を説明できる。

SI 単位系について説明できる。

基本単位を組み合わせた組立単位を説明できる。

JBー(4)ー①ー1，JBー(4)ー①ー2，JBー(4)ー①ー3

第2回　運動の法則①

物理量にはスカラー量とベクトル量があることを説明で

きる。

運動の法則について理解し、力、質量、加速度、仕事な

どの相互関係を説明できる。

JBー(4)ー①ー4，JBー(4)ー②ー1

第3回　運動の法則②
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直線運動、円運動、単振動などの運動を数式を用いて説

明できる。

JBー(4)ー②ー2

第4回　運動の法則③

慣性モーメントについて説明できる。

JBー(4)ー②ー3

第5回　エネルギー①

エネルギーと仕事の関係ついて説明できる。

エネルギーの種々の形態（熱エネルギー、化学エネルギ

ー、電気エネルギーなど）の相互変換について、例を挙

げて説明できる。

JBー(4)ー③ー1，JBー(4)ー③ー2

第6回　エネルギー②

熱量、熱の移動、熱平衡、物質の三態、内部エネルギー

について学ぶ。

さらに、さまざまな体温計（温度計）の測定原理等につ

いて学ぶ。※

第7回　波動①

光、音、電磁波などが波であることを理解し、波の性質

を表す物理量について説明できる。

JBー(4)ー④ー1

第8回　波動②

音波の波動としての性質（横波と縦波、波と音の性質、

ドップラー効果等）について学ぶ。

さらに、音波の医療への応用（聴診器、超音波診断等）

について学ぶ。※

第9回　レーザー

光の波動としての性質（波と光、反射と屈折、光の吸収、

偏光等）、および医療への応用（レーザー光、ファイバ

ースコープ等）について学ぶ。

第10回　電荷と電流

電荷と電流、電圧、電力、オームの法則などを説明でき

る。

抵抗とコンデンサーを含んだ回路の特性を説明できる。

JBー(4)ー⑥ー1，JBー(4)ー⑥ー2

第11回　電場と磁場

電場と磁場の相互関係を説明できる。

電場、磁場の中における荷電粒子の運動を説明できる。

JBー(4)ー⑦ー1，JBー(4)ー⑦ー2

第12回　量子化学入門

原子のボーアモデルと電子雲モデルの違いについて概説

できる。

光の粒子性と波動性について概説できる。

電子の粒子性と波動性について概説できる。

JBー(4)ー⑧ー1，JBー(4)ー⑧ー2，JBー(4)ー⑧ー3

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

薬学への招待 [19～]

日置　和人、袁　德其、岡本　正志、杉岡　信幸、武田

　真莉子、徳山　尚吾、楢原　正則、橋田　亨、福島

昭二、前田　光子、道田　隆、屋山　勝俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬学部では「薬の専門家としての薬剤師」を目指して6

年間学ぶ。薬の専門家はどんな基礎知識・技能・態度を

身につけるべきなのか？大学で学ぶことは、将来どんな

ことに役立つのか？それらを知るためにこの授業では、

医療、社会における薬学の役割や薬剤師の使命について

学ぶ。また、薬学がどのようにして発展してきたについ

ても知る。薬学のさまざまな姿を知り、薬学部での学び

の意義や目的を理解し、今後の6年間の学習につなげる。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

A-(1)-①-3.チーム医療や地域保健・医療・福祉を担う

一員としての責任を自覚し行動する。（態度）

A-(1)-②-1. 患者・生活者のために薬剤師が果たすべき

役割を自覚する。（態度）

A-(1)-②-2. 薬剤師の活動分野（医療機関、薬局、製薬

企業、衛生行政等）と社会における役割について説明で

きる。

A-(1)-②-3.医薬品の適正使用における薬剤師の役割と

ファーマシューティカルケアについて説明できる。

A-(1)-②-5.化学物質が医薬品として治療に使用される

までの流れを概説できる。

A-(1)-②-6. 健康管理、疾病予防、セルフメディケーシ

ョン及び公衆衛生における薬剤師の役割について説明で

きる。

A-(1)-②-7.薬物乱用防止、自殺防止における薬剤師の

役割について説明できる。

A-(1)-③-1.医薬品のリスクを認識し、患者を守る責任

と義務を自覚する。（態度）

A-(1)-④-1.薬学の歴史的な流れと医療において薬学が

果たしてきた役割について説明できる。

A-(1)-④-2.薬物療法の歴史と、人類に与えてきた影響

について説明できる。

A-(1)-④-3.薬剤師の誕生から現在までの役割の変遷の

歴史（医薬分業を含む）について説明できる。
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A-(1)-④-4.将来の薬剤師と薬学が果たす役割について

討議する。（知識・態度）

A-(3)-①-5. 相手の心理状態とその変化に配慮し、対応

する。（態度）

A-(3)-①-6. 自分の心理状態を意識して、他者と接する

ことができる。（態度）

A-(3)-①-7. 適切な聴き方、質問を通じて相手の考えや

感情を理解するように努める。（技能・態度）

A-(3)-①-8. 適切な手段により自分の考えや感情を相手

に伝えることができる。（技能・態度）

A-(3)-①-9. 他者の意見を尊重し、協力してよりよい解

決法を見出すことができる。（知識・技能・態度）

A-(4)-1. 保険、医療、福祉、介護における多職種連携

協働及びチーム医療の意義について説明できる。

A-(4)-2. 多職種連携協働に関わる薬剤師、各職種及び

行政の役割について説明できる。

B-(1)-2. 人・社会が医薬品に対して抱く考え方や思い

の多様性について討議する。（態度）

B-(1)-3. 人・社会の視点から薬剤師を取り巻く様々な

仕組みと規制について討議する。（態度）

B-(1)-4. 薬剤師が倫理規範や法令を守ることの重要性

について討議する。（態度）

B-(2)-②-2.医薬品の開発から承認までのプロセスと法

規範について概説できる。

B-(2)-②-8.日本薬局方の意義と内容について概説でき

る。

B-(3)-②-1.医薬品の市場の特徴と流通の仕組みについ

て概説できる。

B-(4)-①-1. 地域における薬局の機能と業務について説

明できる。

C-(5)-(1)-①-2 代表的な薬用植物を外部携帯から説明

し、区別できる。（知識・技能）

F-(1)-①-1. 患者・生活者の視点に立って、様々な薬剤

師の業務を見聞し、その体験から薬剤師業務の重要性に

ついて討議する。（知識・態度）

F-(1)-①-2. 地域の保健・福祉を見聞した具体的体験に

基づきその重要性や課題を討議する。（知識・態度）

＜授業のキーワード＞

薬学の歴史、薬剤師の使命、創薬、製薬、医薬品の流通、

日本薬局方、公衆衛生

＜授業の進め方＞

それぞれの回を専門分野の教員がオムニバス形式で12回

の講義を行う。

＜履修するにあたって＞

初年次だけでなく全学年を通して到達度を高めることが

望ましい内容が含まれていることに留意する。

＜授業時間外に必要な学修＞

レポート作成など（目安として1時間）

＜提出課題など＞

毎回の授業中に提出課題を指示する。

＜成績評価方法・基準＞

全ての講義への出席を原則とし、授業態度、レポートや

小テストを総合的に判断して評価する。

＜テキスト＞

必要に応じプリント等を配布する。

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回　薬学部で学ぶ

薬学を学ぶ

薬学を学ぶことの重要性を知る。薬剤師の社会的役割を

知る。

薬局、病院、企業、公的機関、福祉施設など、薬学の知

識が役立つ分野の存在を知り、調査を行う。

A-(1)-②-1?3, 5,6

A-(3)-①- 5 ? 9

B-(1)-2?4

B-(4)-①-1

F-(1)-①-1.

F-(1)-①-2.

第2回　SNSを安全に使うために

学生生活を送る上で、知っておくべきインターネットの

知識とマナー、SNS利用に関する諸注意を学ぶ。

第3回　体の中の薬の働き

投与された薬物の体内動態について学ぶ。

投与された薬の効果の発現について学ぶ。

第4回　薬と医療

薬剤師の社会的役割と使命について学ぶ。

A-(1)-④- 1 ? 4

第5回　医薬品の開発（創薬）

医薬品開発のプロセスについて学ぶ。

医薬品の創製における薬剤師の役割について学ぶ。

最先端医療を支える医薬品開発の現状について学ぶ。

A-(1)-②-5

B-(2)-②-2

第6回　薬の日本史

薬学とはどのような学問なのかを知るために、薬の歴史

を学ぶ。

薬局方が必要な理由について学ぶ。

日本薬局方の内容について学ぶ。

B-(2)-②-8

第7回　いろいろな剤形／チーム医療

チーム医療の中の薬剤師の役割について学ぶ。

種々の剤形とその使い方について学ぶ。

A-(1)-①-3

第8回　くすりの作用

くすりの作用について学ぶ。
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第9回　毒と薬

毒と薬の関係やあり方について学ぶ。

第10回　薬物乱用の防止

（麻薬と覚せい剤）

麻薬、大麻、覚せい剤などを乱用することによる健康へ

の影響について学ぶ。

A-(1)-②-7

A-(1)-③-1

第11回　健康への豆知識

疾病の予防および健康管理における薬剤師の役割につい

て学ぶ。

A-(4)-1.2

第12回　薬の適正使用

医薬品の適正使用における薬剤師の役割について学ぶ。

A-(1)-②-3

--------------------------------------------------

2022年度 後期

2.0単位

薬剤師活動最前線

中川　左理、橋本　保彦

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1,3,5を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）,https://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html#PHA}

現状の病院における薬剤師業務についてに即して、その

活動内容について学習し、社会から求められている薬剤

師像を認識し、そのニーズに応えるべく、さらなる職能

を発揮していくために、必要な知識を修得する。

なお、この授業の担当者は病院での薬剤師経験を5年間

以上経験している実務家教員であり、より実践的な観点

から、内容について、具体的に解説するものとする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C11-(1)-①-1　栄養素（三大栄養素、ビタミン、ミネラ

ル）を列挙し、それぞれの役割について説明できる。

C11-(1)-①-5　エネルギー代謝に関わる基礎代謝量、呼

吸商、エネルギー所要量の意味を説明できる。

C12-(1)-④-1　代表的な中毒原因物質の解毒処置法を説

明できる。

C12-(1)-④-2　化学物質の中毒量、作用器官、中毒症状、

救急処置法、解毒法を検索することができる。

C13-(2)-①-5　代表的な精神疾患（統合失調症、うつ病

など）の治療薬を挙げ、その薬理作用、機序、主な副作

用について説明できる。

C14-(4)-①-2統合失調症の病態生理、適切な治療薬、お

よびその使用上の注意について説明できる。

C15-(1)-⑤-1　EBMの基本概念と有用性について説明で

きる。

C15-(1)-⑤-2　EBM実践のプロセスを概説できる。

C15-(1)-⑤-3　臨床研究法（ランダム化比較試験、コホ

ート研究、症例対照研究など）の長所と短所を概説でき

る。

C15-(1)-⑤-4　メタアナリシスの概念を理解し、結果を

評価できる。

C15-(1)-⑤-5　真のエンドポイントと代用のエンドポイ

ントの違いを説明できる。

C15-(1)-⑤-6　臨床適用上の効果指標（オッズ比、必要

治療数、相対危険度など）について説明できる。

C17-(5)-①-1　帰無仮説の概念を説明できる。

C17-(5)-①-2　パラメトリック検定とノンパラメトリッ

ク検定の使い分けを説明できる。

C17-(5)-①-3　主な二群間の平均値の差の検定法（t-検

定、Mann-Whitney U検定）について、適用できるデータ

の特性を説明し、実施できる。

C17-(5)-①-4　χ2検定の適用できるデータの特性を説

明し、実施できる。

C17-(5)-①-5　最小二乗法による直線回帰を説明でき、

回帰係数の有意性を検定できる。

C17-(5)-①-6　主な多重比較検定法（分散分析、Dunnet

t検定、Tukey検定など）の概要を説明できる。

C17-(5)-①-7　主な多変量解析の概要を説明できる。

C17-(5)-②-1　臨床試験の代表的な研究デザイン（症例

対照研究、コホート研究、ランダム化比較試験）の特色

を説明できる。

C17-(5)-②-2　バイアスの種類をあげ、特徴を説明でき

る。

C17-(5)-②-3　バイアスを回避するための計画上の技法

（盲検化、ランダム化）について説明できる。

C17-(5)-②-4　リスク因子の評価として、オッズ比、相

対危険度および信頼区間について説明し、計算できる。

C17-(5)-②-5　基本的な生存時間解析法（Kaplan-Meier

曲線など）の特徴を説明できる。

D-(2)-②-10　患者の特性に適した用量を計算できる。

D-(4)-①-1　医薬品管理の意義と必要性について説明で

きる。

D-(4)-①-2　代表的な剤形の安定性、保存性について説

明できる。

D-(4)-③-12　院内製剤の意義、調製上の手続き、品質
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管理などについて説明できる。

D-(4)-③-16　抗悪性腫瘍剤などの取扱いにおけるケミ

カルハザード回避の基本的手技を実施できる。

D-(4)-④-17　注射剤の代表的な配合変化を列挙し、そ

の原因を説明できる。

D-(4)-④-19　代表的な輸液と経管栄養剤の種類と適応

を説明できる。

D-(4)-④-20　体内電解質の過不足を判断して補正でき

る。

D-(4)-⑤-21　代表的な消毒薬の用途、使用濃度を説明

できる。

D-(4)-⑤-22　消毒薬調製時の注意点を説明できる。

D-(5)-②-4　代表的な医薬品の副作用の初期症状と検査

所見を具体的に説明できる。

D-(6)-②-8　服薬指導に必要な患者情報を列挙できる。

H001　代表的な疾患に対して、疾患の重症度等に応じて、

科学的根拠に基づいた処方設計ができる。

H002　代表的な疾患における薬物療法の評価に必要な患

者情報の収集ができる。

H003　代表的な疾患の入院治療における適切な薬学的管

理について説明できる。

＜授業のキーワード＞

注射剤・輸液の調製、薬学的管理、がん、感染症、病棟

業務、医薬品情報、EBM、生物統計、服薬指導、薬学的

管理、心疾患、脳血管障害、精神疾患

＜授業の進め方＞

授業計画に従って実施する。

＜履修するにあたって＞

15 回の講義を行う。総合的な理解のためには、全ての

講義に出席することに加え、適宜、該当範囲の予習およ

び復習を行うことが望ましい。オフィスアワー：中川（

金曜日12:45～13:45）、橋本（随時、事前にメールして

ください。

＜授業時間外に必要な学修＞

自主的な予習・復習の励行（目安として1時間）、予習

として、国家試験の過去問（シラバスを確認の上、関連

する範囲）を解いておくこと。

＜提出課題など＞

必要であれば、講義の際に伝達する。

＜成績評価方法・基準＞

小テストや提出課題を100%として評価する。

＜テキスト＞

教員が作製したプリントなどを使用する。

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回             (中川)　がんの薬学的管理Ⅰ：抗が

ん剤調製

抗悪性腫瘍剤の取扱い、細胞毒性のある注射剤の調製、

がんにおける適切な薬学的管理について理解し、説明で

きる。

D-(4)-③-16

D-(5)-②-4

D-(6)-②-8

H001

H002

H003

第2回             (中川)　がんの薬学的管理Ⅱ：抗が

ん剤副作用対策

抗悪性腫瘍剤の取扱い、細胞毒性のある注射剤の調製、

がんにおける適切な薬学的管理について理解し、説明で

きる。

D-(4)-③-16

D-(5)-②-4

D-(6)-②-8

H001

H002

H003

第3回             (中川)　注射剤・輸液の調製Ⅰ：配

合変化

注射剤の配合変化、電解質輸液の種類と適応、経腸栄養

・高カロリー輸液や栄養療法について理解し、説明でき

る。

C11-(1)-①-1

C11-(1)-①-5

D-(2)-②-10

D-(4)-①-2

D-(4)-④-17

D-(4)-④-19

D-(4)-④-20

第4回             (中川)　注射剤・輸液の調製Ⅱ：輸

液療法

注射剤の配合変化、電解質輸液の種類と適応、経腸栄養

・高カロリー輸液や栄養療法について理解し、説明でき

る。

C11-(1)-①-1

C11-(1)-①-5

D-(2)-②-10

D-(4)-①-2

D-(4)-④-17

D-(4)-④-19

D-(4)-④-20

第5回             (中川)　注射剤・輸液の調製Ⅲ：栄

養療法

注射剤の配合変化、電解質輸液の種類と適応、経腸栄養

・高カロリー輸液や栄養療法について理解し、説明でき

る。

C11-(1)-①-1

C11-(1)-①-5

D-(2)-②-10



- 521 -

D-(4)-①-2

D-(4)-④-17

D-(4)-④-19

D-(4)-④-20

第6回             (中川)　感染症の薬学的管理：感染

予防・消毒薬

感染症における適切な薬学的管理、代表的な消毒薬の用

途、使用濃度について説明できる。

D-(4)-⑤-21

D-(4)-⑤-22

D-(5)-②-4

D-(6)-②-8

H001

H002

H003

第7回              （橋本）　心疾患および脳血管障

害の薬学的管理

心疾患および脳血管障害における適切な薬学的管理につ

いて理解し、説明できる。

D-(5)-②-4

D-(6)-②-8

H001

H002

H003

第8回              （橋本）　精神疾患の薬学的管理

代表的な精神疾患（統合失調症、気分障害、睡眠障害な

ど）の治療薬を挙げ、その薬理作用、機序、主な副作用

について説明できる。

精神ん疾患の病態生理、適切な治療薬、およびその使用

上の注意について説明できる。

精神疾患における適切な薬学的管理について理解し、説

明できる

C13-(2)-①-5

C14-(4)-①-2

D-(5)-②-4

D-(6)-②-8

H001

H002

H003

第9回              （橋本）　医薬品情報

-生物統計-

帰無仮説の概念を説明できる。データの分布について説

明できる。データの種類、比較する群数から適切な検定

方法を選択できる。回帰分析と相関の違いを説明できる。

多変量解析を説明できる。生存時間解析を説明できる。

C17-(5)-①-1

C17-(5)-①-2

C17-(5)-①-3

C17-(5)-①-4

C17-(5)-①-5

C17-(5)-①-6

C17-(5)-①-7

第10回                 (橋本）　医薬品情報

-EBMの基礎-

EBMの概念を説明できる。EBMのプロセスを概説できる。

臨床論文および情報を評価できる。

C15-(1)-⑤-1

C15-(1)-⑤-2

C15-(1)-⑤-3

C15-(1)-⑤-4

C15-(1)-⑤-5

C15-(1)-⑤-6

第11回                （橋本）　医薬品情報

ー研究デザインー

EBMの概念を説明できる。研究課題に応じた研究デザイ

ンを選択できる。メタ解析を理解し、結果を評価できる。

真・仮のエンドポイントを説明できる。バイアスについ

て理解する。臨床評価指標を理解する。優越性、非劣性

試験について説明できる。

C17-(5)-②-1

C17-(5)-②-2

C17-(5)-②-3

C17-(5)-②-4

C17-(5)-②-5

第12回

（橋本）　中毒医療への貢献

ー地域住民の衛生管理における薬剤師の役割ー

中毒（薬物・物質・食品）患者の中毒原因物質の検出法

と解毒法について説明できる。

C12-(1)-④-1

C12-(1)-④-2

第13回

（中川）　問題演習1）

がん、感染症についての薬物治療に関する問題演習

第14回

（中川）　問題演習2）

電解質輸液、栄養輸液に関する計算問題を中心とした問

題演習

第15回

（橋本）　問題演習3）

担当する疾患についての薬物治療に関する問題演習
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--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

薬剤師活動最前線 [13～14]

中川　左理、橋本　保彦

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1,3,5を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）,https://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html#PHA}

現状の病院における薬剤師業務についてに即して、その

活動内容について学習し、社会から求められている薬剤

師像を認識し、そのニーズに応えるべく、さらなる職能

を発揮していくために、必要な知識を修得する。

なお、この授業の担当者は病院での薬剤師経験を5年間

以上経験している実務家教員であり、より実践的な観点

から、内容について、具体的に解説するものとする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C11-(1)-①-1　栄養素（三大栄養素、ビタミン、ミネラ

ル）を列挙し、それぞれの役割について説明できる。

C11-(1)-①-5　エネルギー代謝に関わる基礎代謝量、呼

吸商、エネルギー所要量の意味を説明できる。

C12-(1)-④-1　代表的な中毒原因物質の解毒処置法を説

明できる。

C12-(1)-④-2　化学物質の中毒量、作用器官、中毒症状、

救急処置法、解毒法を検索することができる。

C13-(2)-①-5　代表的な精神疾患（統合失調症、うつ病

など）の治療薬を挙げ、その薬理作用、機序、主な副作

用について説明できる。

C14-(4)-①-2統合失調症の病態生理、適切な治療薬、お

よびその使用上の注意について説明できる。

C15-(1)-⑤-1　EBMの基本概念と有用性について説明で

きる。

C15-(1)-⑤-2　EBM実践のプロセスを概説できる。

C15-(1)-⑤-3　臨床研究法（ランダム化比較試験、コホ

ート研究、症例対照研究など）の長所と短所を概説でき

る。

C15-(1)-⑤-4　メタアナリシスの概念を理解し、結果を

評価できる。

C15-(1)-⑤-5　真のエンドポイントと代用のエンドポイ

ントの違いを説明できる。

C15-(1)-⑤-6　臨床適用上の効果指標（オッズ比、必要

治療数、相対危険度など）について説明できる。

C17-(5)-①-1　帰無仮説の概念を説明できる。

C17-(5)-①-2　パラメトリック検定とノンパラメトリッ

ク検定の使い分けを説明できる。

C17-(5)-①-3　主な二群間の平均値の差の検定法（t-検

定、Mann-Whitney U検定）について、適用できるデータ

の特性を説明し、実施できる。

C17-(5)-①-4　χ2検定の適用できるデータの特性を説

明し、実施できる。

C17-(5)-①-5　最小二乗法による直線回帰を説明でき、

回帰係数の有意性を検定できる。

C17-(5)-①-6　主な多重比較検定法（分散分析、Dunnet

t検定、Tukey検定など）の概要を説明できる。

C17-(5)-①-7　主な多変量解析の概要を説明できる。

C17-(5)-②-1　臨床試験の代表的な研究デザイン（症例

対照研究、コホート研究、ランダム化比較試験）の特色

を説明できる。

C17-(5)-②-2　バイアスの種類をあげ、特徴を説明でき

る。

C17-(5)-②-3　バイアスを回避するための計画上の技法

（盲検化、ランダム化）について説明できる。

C17-(5)-②-4　リスク因子の評価として、オッズ比、相

対危険度および信頼区間について説明し、計算できる。

C17-(5)-②-5　基本的な生存時間解析法（Kaplan-Meier

曲線など）の特徴を説明できる。

D-(2)-②-10　患者の特性に適した用量を計算できる。

D-(4)-①-1　医薬品管理の意義と必要性について説明で

きる。

D-(4)-①-2　代表的な剤形の安定性、保存性について説

明できる。

D-(4)-③-12　院内製剤の意義、調製上の手続き、品質

管理などについて説明できる。

D-(4)-③-16　抗悪性腫瘍剤などの取扱いにおけるケミ

カルハザード回避の基本的手技を実施できる。

D-(4)-④-17　注射剤の代表的な配合変化を列挙し、そ

の原因を説明できる。

D-(4)-④-19　代表的な輸液と経管栄養剤の種類と適応

を説明できる。

D-(4)-④-20　体内電解質の過不足を判断して補正でき

る。

D-(4)-⑤-21　代表的な消毒薬の用途、使用濃度を説明

できる。

D-(4)-⑤-22　消毒薬調製時の注意点を説明できる。

D-(5)-②-4　代表的な医薬品の副作用の初期症状と検査

所見を具体的に説明できる。

D-(6)-②-8　服薬指導に必要な患者情報を列挙できる。

H001　代表的な疾患に対して、疾患の重症度等に応じて、
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科学的根拠に基づいた処方設計ができる。

H002　代表的な疾患における薬物療法の評価に必要な患

者情報の収集ができる。

H003　代表的な疾患の入院治療における適切な薬学的管

理について説明できる。

＜授業のキーワード＞

注射剤・輸液の調製、薬学的管理、がん、感染症、病棟

業務、医薬品情報、EBM、生物統計、服薬指導、薬学的

管理、心疾患、脳血管障害、精神疾患

＜授業の進め方＞

授業計画に従って実施する。

＜履修するにあたって＞

12 回の講義を行う。総合的な理解のためには、全ての

講義に出席することに加え、適宜、該当範囲の予習およ

び復習を行うことが望ましい。オフィスアワー：中川（

金曜日12:45～13:45）、橋本（随時、事前にメールして

ください。)

＜授業時間外に必要な学修＞

自主的な予習・復習の励行（目安として1時間）、予習

として、国家試験の過去問（シラバスを確認の上、関連

する範囲）を解いておくこと。

＜提出課題など＞

必要であれば、講義の際に伝達する。

＜成績評価方法・基準＞

小テストや提出課題を100%として評価する。

＜テキスト＞

教員が作製したプリントなどを使用する。

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回             (中川)　がんの薬学的管理Ⅰ：抗が

ん剤調製

抗悪性腫瘍剤の取扱い、細胞毒性のある注射剤の調製、

がんにおける適切な薬学的管理について理解し、説明で

きる。

D-(4)-③-16

D-(5)-②-4

D-(6)-②-8

H001

H002

H003

第2回

(中川)　　がんの薬学的管理Ⅱ：抗がん剤副作用対策

抗悪性腫瘍剤の取扱い、細胞毒性のある注射剤の調製、

がんにおける適切な薬学的管理について理解し、説明で

きる。

D-(4)-③-16

D-(5)-②-4

D-(6)-②-8

H001

H002

H003

第3回             (中川)　注射剤・輸液の調製Ⅰ：配

合変化

注射剤の配合変化、電解質輸液の種類と適応、経腸栄養

・高カロリー輸液や栄養療法について理解し、説明でき

る。

C11-(1)-①-1

C11-(1)-①-5

D-(2)-②-10

D-(4)-①-2

D-(4)-④-17

D-(4)-④-19

D-(4)-④-20

第4回

（中川）　注射剤・輸液の調製Ⅱ：輸液療法

注射剤の配合変化、電解質輸液の種類と適応、経腸栄養

・高カロリー輸液や栄養療法について理解し、説明でき

る。

C11-(1)-①-1

C11-(1)-①-5

D-(2)-②-10

D-(4)-①-2

D-(4)-④-17

D-(4)-④-19

D-(4)-④-20

第5回

（中川）　　注射剤・輸液の調製Ⅲ：栄養療法

注射剤の配合変化、電解質輸液の種類と適応、経腸栄養

・高カロリー輸液や栄養療法について理解し、説明でき

る。

C11-(1)-①-1

C11-(1)-①-5

D-(2)-②-10

D-(4)-①-2

D-(4)-④-17

D-(4)-④-19

D-(4)-④-20

第6回

（中川）　　感染症の薬学的管理：感染予防・消毒薬

感染症における適切な薬学的管理、代表的な消毒薬の用

途、使用濃度について説明できる。

D-(4)-⑤-21

D-(4)-⑤-22

D-(5)-②-4

D-(6)-②-8

H001

H002

H003

第7回
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（橋本）　　心疾患および脳血管障害の薬学的管理

心疾患および脳血管障害における適切な薬学的管理につ

いて理解し、説明できる。

D-(5)-②-4

D-(6)-②-8

H001

H002

H003

第8回

（橋本）　　精神疾患の薬学的管理

代表的な精神疾患（統合失調症、気分障害、睡眠障害な

ど）の治療薬を挙げ、その薬理作用、機序、主な副作用

について説明できる。

精神ん疾患の病態生理、適切な治療薬、およびその使用

上の注意について説明できる。

精神疾患における適切な薬学的管理について理解し、説

明できる

C13-(2)-①-5

C14-(4)-①-2

D-(5)-②-4

D-(6)-②-8

H001

H002

H003

第9回              （橋本）　　医薬品情報

-生物統計-

帰無仮説の概念を説明できる。データの分布について説

明できる。データの種類、比較する群数から適切な検定

方法を選択できる。回帰分析と相関の違いを説明できる。

多変量解析を説明できる。生存時間解析を説明できる。

C17-(5)-①-1

C17-(5)-①-2

C17-(5)-①-3

C17-(5)-①-4

C17-(5)-①-5

C17-(5)-①-6

C17-(5)-①-7

第10回                 (橋本）　医薬品情報

-EBMの基礎-

EBMの概念を説明できる。EBMのプロセスを概説できる。

臨床論文および情報を評価できる。

C15-(1)-⑤-1

C15-(1)-⑤-2

C15-(1)-⑤-3

C15-(1)-⑤-4

C15-(1)-⑤-5

C15-(1)-⑤-6

第11回                （橋本）　　医薬品情報

ー研究デザインー

EBMの概念を説明できる。研究課題に応じた研究デザイ

ンを選択できる。メタ解析を理解し、結果を評価できる。

真・仮のエンドポイントを説明できる。バイアスについ

て理解する。臨床評価指標を理解する。優越性、非劣性

試験について説明できる。

C17-(5)-②-1

C17-(5)-②-2

C17-(5)-②-3

C17-(5)-②-4

C17-(5)-②-5

第12回

（橋本）　　中毒医療への貢献

ー地域住民の衛生管理における薬剤師の役割ー

中毒（薬物・物質・食品）患者の中毒原因物質の検出法

と解毒法について説明できる。

C12-(1)-④-1

C12-(1)-④-2

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

薬剤師活動最前線 [15～18]

中川　左理、橋本　保彦

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1,3,5を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）,https://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html#PHA}

現状の病院における薬剤師業務についてに即して、その

活動内容について学習し、社会から求められている薬剤

師像を認識し、そのニーズに応えるべく、さらなる職能

を発揮していくために、必要な知識を修得する。

なお、この授業の担当者は病院での薬剤師経験を5年間

以上経験している実務家教員であり、より実践的な観点

から、内容について、具体的に解説するものとする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

D1-(3)-③-2　食中毒の原因となる代表的な自然毒を列

挙し、その原因物質、作用機序、症状の特徴を説明でき

る。

D1-(3)-③-3　化学物質（重金属、残留農薬など）やカ

ビにより食品汚染の具体的例を挙げ、ヒトの健康に及ぼ

す影響を説明できる。
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D2-(1)-①-6　代表的な中毒原因物質の解毒処置法を説

明できる。

D2-(1)-①-7　代表的な中毒原因物質（乱用薬物を含む

）の試験法を列挙し、概説できる。

E2-(1)-③-4　統合失調症について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-5　うつ病、躁うつ病（双極性障害）につい

て、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、お

よび病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選

択等）を説明できる。

E2-(1)-③-6　不安神経症（パニック障害と全般性不安

障害）、心身症、不眠症について、治療薬の薬理（薬理

作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症

状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-7てんかんについて、治療薬の薬理（薬理作

用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状

等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-8　脳血管疾患（脳内出血、脳梗塞（脳血栓、

脳塞栓、一過性脳虚血）、くも膜下出血）について、治

療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病

態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の 選択等

）を説明できる。

E2-(1)-③-9Parkinson（パーキンソン）病について、治

療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病

態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）

を説明できる。

E2-(1)-③-10認知症（Alzheimer（アルツハイマー）型

認知症、脳血管性認知症等）について、治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(3)-①-3　虚血性心疾患（狭心症、心筋梗塞）につ

いて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、

および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の

選択等）を説明できる。

E3-(1)-④-1　EBMの基本概念と実践のプロセスについて

説明できる。

E3-(1)-④-2　代表的な臨床研究法（ランダム化比較試

験、コホート研究、ケースコントロール研究など）の長

所と短所を挙げ、それらのエビデンスレベルについて概

説できる。

E3-(1)-④-3　臨床研究論文の批判的吟味に必要な基本

的項目を列挙し、内的妥当性（研究結果の正確度や再現

性）と外的妥当性（研究結果の一般化の可能性）につい

て概説できる。（E3（1）【③収集・評価・加 工・提供

・管理】参照）

E3-(1)-④-4　メタアナリシスの概念を理解し、結果を

説明できる。

E3-(1)-⑤-1　臨床研究における基本的な統計量（平均

値、中央値、標準偏差、標準誤差、信頼区間など）の意

味と違いを説明できる。

E3-(1)-⑤-2　帰無仮説の概念および検定と推定の違い

を説明できる。

E3-(1)-⑤-3　代表的な分布（正規分布、ｔ分布、二項

分布、ポアソン分布、χ2分布、F分布）について概説で

きる。

E3-(1)-⑤-4　主なパラメトリック検定とノンパラメト

リック検定を列挙し、それらの使い分けを説明できる。

E3-(1)-⑤-5　二群間の差の検定（ｔ検定、χ2検定など

）を実施できる。（技能）

E3-(1)-⑤-6　主な回帰分析（直線回帰、ロジスティッ

ク回帰など）と相関係数の検定について概説できる。

E3-(1)-⑤-7　基本的な生存時間解析法（カプラン・マ

イヤー曲線など）について概説できる。

E3-(1)-⑥-1　臨床研究（治験を含む）の代表的な手法

（介入研究、観察研究）を列挙し、それらの特徴を概説

できる。

E3-(1)-⑥-2　臨床研究におけるバイアス・交絡につい

て概説できる。

E3-(1)-⑥-3　観察研究での主な疫学研究デザイン（症

例報告、症例集積、コホート研究、ケースコントロール

研究、ネステッドケースコントロール研究、ケースコホ

ート研究など）について概説できる。

E3-(1)-⑥-5　優越性試験と非劣性試験の違いについて

説明できる。

E3-(1)-⑥-6　介入研究の計画上の技法（症例数設定、

ランダム化、盲検化など）について概説できる。

E3-(1)-⑥-7　統計解析時の注意点について概説できる。

E3-(1)-⑥-8　介入研究の効果指標（真のエンドポイン

トと代用のエンドポイント、主要エンドポイントと副次

的エンドポイント）の違いを、例を挙げて説明できる。

E3-(1)-⑥-9　臨床研究の結果（有効性、安全性）の主

なパラメータ（相対リスク、相対リスク減少、絶対リス

ク、絶対リスク減少、治療必要数、オッズ比、発生率、

発生割合）を説明し、計算できる。（知識・技能）

F-(2)-③-5　代表的な注射剤・散剤・水剤等の配合変化

のある組合せとその理由を説明できる。

F-(3)-③-5　代表的な輸液の種類と適応を説明できる。

F-(3)-③-6　患者の栄養状態や体液量、電解質の過不足

などが評価できる。

F-(2)-⑥-2　特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性

腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）の特徴と

注意点を列挙できる。

E2-(7)-⑧-3　抗悪性腫瘍薬の主な副作用（下痢、悪心

・嘔吐、白血球減少、皮膚障害（手足症候群を含む）、

血小板減少等）の軽減のための対処法を説明できる。

F-(2)-⑥-4　感染予防の基本的考え方とその方法が説明

できる。

F-(2)-⑥-6　代表的な消毒薬の用途、使用濃度および調

製時の注意点を説明できる。
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＜授業のキーワード＞

注射剤・輸液の調製、薬学的管理、がん、感染症、病棟

業務、医薬品情報、EBM、生物統計、服薬指導、薬学的

管理、心疾患、脳血管障害、精神疾患

＜授業の進め方＞

授業計画に従って実施する。

＜履修するにあたって＞

12 回の講義を行う。総合的な理解のためには、全ての

講義に出席することに加え、適宜、該当範囲の予習およ

び復習を行うことが望ましい。オフィスアワー：中川（

金曜日12:45～13:45）、橋本（随時、事前にメールして

ください。)

＜授業時間外に必要な学修＞

自主的な予習・復習の励行（目安として1時間）、予習

として、国家試験の過去問（シラバスを確認の上、関連

する範囲）を解いておくこと。

＜提出課題など＞

必要であれば、講義の際に伝達する。

＜成績評価方法・基準＞

小テストや提出課題を100%として評価する。

＜テキスト＞

教員が作製したプリントなどを使用する。

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回

（中川）　がんの薬学的管理Ⅰ：抗がん剤調製

抗悪性腫瘍剤の取扱い、細胞毒性のある注射剤の調製、

がんにおける適切な薬学的管理について理解し、説明で

きる。

F-(2)-⑥-2

第2回

（中川）　がんの薬学的管理Ⅱ：抗がん剤副作用対策

抗悪性腫瘍剤の取扱い、細胞毒性のある注射剤の調製、

がんにおける適切な薬学的管理について理解し、説明で

きる。

E2-(7)-⑧-3

第3回

（中川）　注射剤・輸液の調製Ⅰ：配合変化

注射剤の配合変化、電解質輸液の種類と適応、経腸栄養

・高カロリー輸液や栄養療法について理解し、説明でき

る。

F-(2)-③-5

F-(3)-③-5

F-(3)-③-6

第4回

（中川）　注射剤・輸液の調製Ⅱ：輸液療法

注射剤の配合変化、電解質輸液の種類と適応、経腸栄養

・高カロリー輸液や栄養療法について理解し、説明でき

る。

F-(2)-③-5

F-(3)-③-5

F-(3)-③-6

第5回

（中川）　注射剤・輸液の調製Ⅲ：栄養療法

注射剤の配合変化、電解質輸液の種類と適応、経腸栄養

・高カロリー輸液や栄養療法について理解し、説明でき

る。

F-(2)-③-5

F-(3)-③-5

F-(3)-③-6

第6回

（中川）　感染症の薬学的管理：感染予防・消毒薬

感染症における適切な薬学的管理、代表的な消毒薬の用

途、使用濃度について説明できる。

F-(2)-⑥-4

F-(2)-⑥-6

第7回

（橋本）　心疾患および脳血管障害の薬学的管理

心疾患および脳血管障害について、治療薬の薬理、およ

び病態・薬物治療を説明できる。

E2-(1)-③-8

E2-(3)-①-3

第8回

（橋本）　精神疾患の薬学的管理

統合失調症、うつ病、双極性障害、不眠症、てんかん、

パーキンソン病、認知症について、治療薬の薬理、およ

び病態・薬物治療を説明できる。

E2-(1)-③-4

E2-(1)-③-5

E2-(1)-③-6

E2-(1)-③-7

E2-(1)-③-9

E2-(1)-③-10

第9回

（橋本）　医薬品情報

-生物統計-

帰無仮説の概念を説明できる。データの分布について説

明できる。データの種類，比較する群数から適切な検定

方法を選択できる。回帰分析と相関の違いを説明できる。

多変量解析を説明できる。生存時間解析を説明できる。

E3-(1)-⑤-1

E3-(1)-⑤-2

E3-(1)-⑤-3

E3-(1)-⑤-4

E3-(1)-⑤-5

E3-(1)-⑤-6

E3-(1)-⑤-7

第10回
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（橋本）　医薬品情報

-EBMの基礎-

EBMの概念を説明できる。EBMのプロセスを概説できる。

臨床論文および情報を評価できる。

E3-(1)-④-1

E3-(1)-④-2

E3-(1)-④-3

E3-(1)-④-4

第11回

（橋本）　医薬品情報

ー研究デザインー

EBMの概念を説明できる。研究課題に応じた研究デザイ

ンを選択できる。メタ解析を理解し、結果を評価できる。

真・仮のエンドポイントを説明できる。バイアスについ

て理解する。臨床評価指標を理解する。優越性、非劣性

試験について説明できる。

E3-(1)-⑥-1

E3-(1)-⑥-2

E3-(1)-⑥-3

E3-(1)-⑥-5

E3-(1)-⑥-6

E3-(1)-⑥-7

E3-(1)-⑥-8

E3-(1)-⑥-9

第12回

（橋本）　中毒医療への貢献

ー地域住民の衛生管理における薬剤師の役割ー

中毒（薬物・物質・食品）患者の中毒原因物質の検出法

と解毒法について説明できる。

D1-(3)-③-2

D1-(3)-③-3

D2-(1)-①-6

D2-(1)-①-7

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.0単位

薬剤師の仕事 [15～18]

角田　慎一、中本　賀寿夫

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義,演習

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、１を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

 患者・生活者の視点に立って、病気、薬の副作用、健

康被害について理解する。

薬の開発、起業について学ぶ。

「薬の専門家」として、薬剤師はどのような職業に就く

ことができるのか。種々の業務に就いた本学薬学部出身

者を主とする社会人講師が主に企業，薬事・衛生行政等

における取り組みや薬剤師・薬学出身者の役割等を紹介

し、将来の職種の基礎を学ぶ。自らの可能性を狭めるこ

となく、視野を広げて、薬剤師に与えられた大きな可能

性や社会の期待を知った上で、 自分に相応しい働き方

を考える。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

Aー(1)ー②ー1　患者・生活者のために薬剤師が果たす

べき役割を自覚する。（態度）

Aー(1)ー②ー2　薬剤師の活動分野（医療機関、薬局、

製薬企業、衛生行政等）と社会における役割について説

明できる。

Aー(1)ー②ー3　医薬品の適正使用における薬剤師の役

割とファーマシューティカルケアについて説明できる。

Aー(1)ー②ー4　医薬品の効果が確率論的であることを

説明できる。

Aー(1)ー②ー5　医薬品の創製（研究開発、生産等）に

おける薬剤師の役割について説明できる。

Aー(1)ー②ー6　健康管理、疾病予防、セルフメディケ

ーション及び公衆衛生における薬剤師の役割について説

明できる。

Aー(1)ー②ー7　薬物乱用防止、自殺防止における薬剤

師の役割について説明できる。

Aー(1)ー②ー8　現代社会が抱える課題（少子・超高齢

社会等）に対して、薬剤師が果たすべき役割を提案する。

（知識・態度）

A-(1)-③-3　医療に関するリスクマネジメント におけ

る薬剤師の責任と義務を説明できる。

A-(1)-③-4　医薬品が関わる代表的な医療過誤やインシ

デントの事例を列挙し、その原因と防止策を説明できる。

A-(1)-③-5 　重篤な副作用の例について、患者や家族

の苦痛を理解し、これらを回避するための手段を討議す

る。

Aー(4)ー3 チーム医療に関わる薬剤師、各職種、患者・

家族の役割について説明できる。

Bー(2)ー②ー1　「医薬品、医療機器等の品質、有効性

及び安全性の確保等に関する法律」の目的及び医薬品等

（医薬品（薬局医薬品、要指導医薬品、一般用医薬品）、

医薬部外品、化粧品、医療機器、再生医療等 製品）の

定義について説明できる。

Bー(2)ー②ー2　医薬品の開発から承認までのプロセス

と法規範について概説できる。

Bー(2)ー②ー3　治験の意義と仕組みについて概説でき
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る。

Bー(4)ー①ー1　地域における薬局の機能と業務につい

て説明できる。

Bー(4)ー②ー2　在宅医療及び居宅介護における薬局と

薬剤師の役割について説明できる。

Bー(4)ー②ー3　学校薬剤師の役割について説明できる。

患者・生活者の視点に立って、病気、薬の副作用、健康

被害について理解すること、また「薬の専門家」として

様々な職種の役割・業務を学び知り、自らの可能性を狭

めることなく、視野を広げて、薬剤師に与えられた大き

な可能性や社会の期待を知った上で、 自分に相応しい

働き方を考えることを目的とする。

＜授業のキーワード＞

薬害、開発、薬剤師の活動分野、製薬企業、ＣＲＯ（医

薬品開発業務受託機関）、ＳＭＯ（治験施設支援機関）、

受託企業、公務員、品質管理、キャリア形成、認定薬剤

師、専門薬剤師

＜授業の進め方＞

薬害被害団体、弁護士、開発および各職種で活動する業

務担当者が講師となり，オムニバス形式で講義を行う。

＜授業時間外に必要な学修＞

レポート作成など（目安として1時間）

＜提出課題など＞

毎回の授業中に提出課題を指示する。

＜成績評価方法・基準＞

全ての講義への出席を原則とし、授業態度、レポートや

小テストを総合的に判断して評価する。

＜テキスト＞

必要に応じてプリント等を配布する。

＜参考図書＞

なし

＜授業計画＞

第1回　研究と"薬剤師"にとらわれない進路について

起業について

Aー(1)ー②ー2

第2回　B型肝炎患者さんの声に耳を傾ける

重篤な副作用の例について、患者や 家族の苦痛を理解

し、これらを回避 するための手段を討議する。

A-(1)③-5

第3回　香粧品学が取り組む研究開発イノベーション

化粧品開発についての講演

Aー(1)ー②ー5

Bー(2)ー②ー1

Bー(2)ー②ー2

第4回　薬剤師資格を持つ弁護士のココだけの話

薬剤師資格をもつ弁護士の講演

Aー(1)ー②ー1

Aー(1)ー②ー8

A-(1)-③-3

A-(1)-③-4

第5回　製薬企業での薬剤師業務

製薬企業での薬剤師業務の実際と役割を学ぶ．

Aー(1)ー②ー2

第6回　医薬品卸売業および公務員での薬剤師業務

医薬品卸売業での薬剤師業務および公務員の薬学出身者

の業務と役割を学ぶ．

Aー(1)ー②ー2

第7回　医薬品開発業務受託機関（CRO）および治験施設

支援機関（SMO）としての薬剤師業務

医薬品開発業務受託機関（CRO）および治験施設支援機

関（SMO）での薬剤師業務の実際と役割を学ぶ．

Bー(2)ー②ー2 ? 3

第8回　開発企業および受託企業での薬剤師業務

開発企業および受託企業での薬学出身者の業務と役割を

学ぶ．

Aー(1)ー②ー2、5

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

薬事関連法規 [15～18]

糟谷　史代

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業は対面講義とする。（ただし、状況によりオンデマ

ンド講義とする場合がある。）

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり４年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す ８ 項目のうち、１ と

７　を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬剤師は、医療人としての使命感を持ち、責任を持って

医療に参画するとともに、患者の権利、立場も考慮する

ことが不可欠である。人々の命を預かる薬剤師は、薬剤

師法、医薬品医療機器等法などの薬事関係法規、制度の

精神とその施行に関する基本的知識を学び、それらを遵

守する態度を身につける。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

（２）薬剤師と医薬品等に係る法規範

【①薬剤師の社会的位置づけと責任に係る法規範】

B-(2)-①-1  薬剤師に関わる法令とその構成について説

明できる。
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B-(2)-①-2  薬剤師免許に関する薬剤師法の規定につい

て説明できる。

B-(2)-①-3  薬剤師の任務や業務に関する薬剤師法の規

定とその意義について説明できる。

B-(2)-①-4  薬剤師以外の医療職種の任務に関する法令

の規定について概説できる。

B-(2)-①-5  医療の理念と医療の担い手の責務に関する

医療法の規定とその意義について説明できる。

B-(2)-①-6  医療提供体制に関する医療法の規定とその

意義について説明できる。

B-(2)-①-7  個人情報の取扱いについて概説できる。

B-(2)-①-8  薬剤師の刑事責任、民事責任（製造物責任

を含む）について概説できる。

【②医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に係る法

規範】

B-(2)-②-1  「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び

安全性の確保等に関する法律」の目的及び医薬 品等（

医薬品（薬局医薬品、要指導医薬品、一般用医薬品）、

医薬部外品、化粧品、医療機器、再生医療等 製品）の

定義について説明できる。

B-(2)-②-2  医薬品の開発から承認までのプロセスと法

規範について概説できる。

B-(2)-②-3  治験の意義と仕組みについて概説できる。

B-(2)-②-4  医薬品等の製造販売及び製造に係る法規範

について説明できる。

B-(2)-②-5  製造販売後調査制度及び製造販売後安全対

策について説明できる。

B-(2)-②-6  薬局、医薬品販売業及び医療機器販売業に

係る法規範について説明できる。

B-(2)-②-7  医薬品等の取扱いに関する「医薬品、医療

機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律

」の規定について説明できる。

B-(2)-②-8  日本薬局方の意義と構成について説明でき

る。

B-(2)-②-9  生物由来製品の取扱いと血液供給体制に係

る法規範について説明できる。

B-(2)-②-10  健康被害救済制度について説明できる。

B-(2)-②-11　レギュラトリーサイエンスの必要性と意

義について説明できる。

【③特別な管理を要する薬物等に係る法規範】

B-(2)-③-1  麻薬、向精神薬、覚醒剤原料等の取扱いに

係る規定について説明できる。

B-(2)-③-2  覚醒剤、大麻、あへん、指定薬物等の乱用

防止規制について概説できる。

B-(2)-③-3　毒物劇物の取扱いに係る規定について概説

できる。

薬剤師として資格を持つ以上、薬剤師にかかわる多くの

法律を遵守するために、法律の基礎的知識を身につける

ことを目標とする。

＜授業のキーワード＞

薬剤師に関わる各種法令

＜授業の進め方＞

授業計画に従って行う。　適宜プリントを配布し、講義

を進める。

＜履修するにあたって＞

授業計画に従って12回の講義を行う。

1)　オフィスアワー：水曜日（15:00?18:00）

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、予習しておくこと（目安として0.5時

間）。事後学習として、教科書の章末問題を解いて復習

する（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

授業の際に連絡する。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験（100%)の成績に基づいて評価する。

＜テキスト＞

1） 神村英利編「わかりやすい薬事関連法規・制度」廣

川書店

2） プリント

＜参考図書＞

薬事衛生研究会　「薬事法規・制度及び倫理　　解説」

　薬事日報社

大久保一徳著「薬と社会と法」法律文化社、

厚生労働省薬剤師会編　『薬事衛生六法 （学生版）、

新年度版』 　薬事日報社刊

＜授業計画＞

第1回　法令の構成

薬剤師法(1)

B　 薬学と社会

1　薬剤師と医薬品等に係る法規範

【①薬剤師の社会的位置づけと責任に係る法規範】

1)  法令の構成（憲法、法律、施行令、施行規則、条例、

条約など）を説明できる。

2)  薬剤師免許に関する薬

剤師法の規定について説明できる。薬剤師法はいずれの

条文も重要であり、28条までのそれぞれについて説明で

きる。

B-(2)-①-1

B-(2)-①-2

第2回　薬剤師法(2)

医師法

歯科医師法

保健師助産師看護師

1)  薬剤師の任務や業務
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に関する薬剤師法の規定とその意義について説明できる。

2） 医師、歯科医師、保健師助産師看護師の任務に関す

る法令の規定と意義について説明できる。

B-(2)-①-3

B-(2)-①-4

第3回　医療法

１） 医療の理念と医療の担い手の責務に関する医療法

の規定とその意義について説明できる。

2)　医療提供体制に関する医療法の規定とその意義につ

いて説明できる。

B-(2)-①-5

B-(2)-①-6

第4回　個人情報保護法

薬剤師の倫理規範

1)  薬剤師にかかわる個人情報保護法等について説明で

きる。

2)  薬剤師の刑事責任、民事責任、行政責任（製造物責

任を含む）について説明できる。

B-(2)-①-7

B-(2)-①-8

第5回　医薬品医療機器等法(1)

【②医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に係る法

規範】

１）  「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性

の確保等に関する法律」の目的及び医薬品等（医薬品（

薬局医薬品、要指導医薬品、一般用医薬品）、医薬部外

品、化粧品、医療機器、再生医療等 製品）の定義につ

いて説明できる。

2）　薬局、医薬品販売業及び医療機器販売業に係る法

規範について説明できる。

B-(2)-②-1

B-(2)-②-6

第6回　医薬品医療機器等法(2)

１）  医薬品の開発から承認までのプロセスと法規範に

ついて概説できる。

2）  治験の意義と仕組みについて概説できる。

B-(2)-②-2

B-(2)-②-3

第7回　医薬品医療機器等法(3)

1）  医薬品等の製造販売及び製造に係る法規範につい

て説明できる。

2）  製造販売後調査制度及び製造販売後安全対策につ

いて説明できる。

B-(2)-②-4

B-(2)-②-5

第8回　医薬品医療機器等法(4)

1）  医薬品等の取扱いに関する「医薬品、医療機器等

の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」の規

定について説明できる。

2）  日本薬局方の意義と構成について説明できる。

3）  生物由来製品の取扱いと血液供給体制に係る法規

範について説明できる。

B-(2)-②-7

B-(2)-②-8

B-(2)-②-9

第9回　健康被害救済制度

１）  健康被害救済制度について説明できる。

２）  レギュラトリーサイエンスの必要性と意義につい

て説明できる。

B-(2)-②-10

B-(2)-②-11

第10回　管理薬に関する規制(1)

【③特別な管理を要する薬物等に係る法規範】

１）  麻薬、向精神薬の取扱いに係る規定について説明

できる。

B-(2)-③-1

第11回　　管理薬に関する規制(2)

１）  覚醒剤、覚醒剤原料、大麻およびあへんの取扱い

に係る規定について説明できる。

2）  覚醒剤、大麻、あへん、指定薬物等の乱用防止規

制について概説できる。

B-(2)-③-1

B-(2)-③-2

第12回　毒物及び劇物に関する規制

1)   毒物劇物の取扱に係る規定について概説できる。

B-(2)-③-3

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

薬事関連法規 [19～]

糟谷　史代

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業は対面講義とする。（ただし、状況によりオンデマ

ンド講義とする場合がある。）

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専
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門教育科目であり４年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す ８ 項目のうち、１ と

７　を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬剤師は、医療人としての使命感を持ち、責任を持って

医療に参画するとともに、患者の権利、立場も考慮する

ことが不可欠である。人々の命を預かる薬剤師は、薬剤

師法、医薬品医療機器等法などの薬事関係法規、制度の

精神とその施行に関する基本的知識を学び、それらを遵

守する態度を身につける。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

（２）薬剤師と医薬品等に係る法規範

【①薬剤師の社会的位置づけと責任に係る法規範】

B-(2)-①-1  薬剤師に関わる法令とその構成について説

明できる。

B-(2)-①-2  薬剤師免許に関する薬剤師法の規定につい

て説明できる。

B-(2)-①-3  薬剤師の任務や業務に関する薬剤師法の規

定とその意義について説明できる。

B-(2)-①-4  薬剤師以外の医療職種の任務に関する法令

の規定について概説できる。

B-(2)-①-5  医療の理念と医療の担い手の責務に関する

医療法の規定とその意義について説明できる。

B-(2)-①-6  医療提供体制に関する医療法の規定とその

意義について説明できる。

B-(2)-①-7  個人情報の取扱いについて概説できる。

B-(2)-①-8  薬剤師の刑事責任、民事責任（製造物責任

を含む）について概説できる。

【②医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に係る法

規範】

B-(2)-②-1  「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び

安全性の確保等に関する法律」の目的及び医薬 品等（

医薬品（薬局医薬品、要指導医薬品、一般用医薬品）、

医薬部外品、化粧品、医療機器、再生医療等 製品）の

定義について説明できる。

B-(2)-②-2  医薬品の開発から承認までのプロセスと法

規範について概説できる。

B-(2)-②-3  治験の意義と仕組みについて概説できる。

B-(2)-②-4  医薬品等の製造販売及び製造に係る法規範

について説明できる。

B-(2)-②-5  製造販売後調査制度及び製造販売後安全対

策について説明できる。

B-(2)-②-6  薬局、医薬品販売業及び医療機器販売業に

係る法規範について説明できる。

B-(2)-②-7  医薬品等の取扱いに関する「医薬品、医療

機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律

」の規定について説明できる。

B-(2)-②-8  日本薬局方の意義と構成について説明でき

る。

B-(2)-②-9  生物由来製品の取扱いと血液供給体制に係

る法規範について説明できる。

B-(2)-②-10  健康被害救済制度について説明できる。

B-(2)-②-11　レギュラトリーサイエンスの必要性と意

義について説明できる。

【③特別な管理を要する薬物等に係る法規範】

B-(2)-③-1  麻薬、向精神薬、覚醒剤原料等の取扱いに

係る規定について説明できる。

B-(2)-③-2  覚醒剤、大麻、あへん、指定薬物等の乱用

防止規制について概説できる。

B-(2)-③-3　毒物劇物の取扱いに係る規定について概説

できる。

薬剤師として資格を持つ以上、薬剤師にかかわる多くの

法律を遵守するために、法律の基礎的知識を身につける

ことを目標とする。

＜授業のキーワード＞

薬剤師に関わる各種法令

＜授業の進め方＞

授業計画に従って行う。　適宜プリントを配布し、講義

を進める。

＜履修するにあたって＞

授業計画に従って12回の講義を行う。

1)　オフィスアワー：水曜日（15:00?18:00）

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、予習しておくこと（目安として0.5時

間）。事後学習として、教科書の章末問題を解いて復習

する（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

授業の際に連絡する。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験（100%)の成績に基づいて評価する。

＜テキスト＞

1） 神村英利編「わかりやすい薬事関連法規・制度」廣

川書店

2） プリント

＜参考図書＞

薬事衛生研究会　「薬事法規・制度及び倫理　　解説」

　薬事日報社

大久保一徳著「薬と社会と法」法律文化社、

厚生労働省薬剤師会編　『薬事衛生六法 （学生版）、

新年度版』 　薬事日報社刊

＜授業計画＞
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第1回　法令の構成

薬剤師法(1)

B　 薬学と社会

1　薬剤師と医薬品等に係る法規範

【①薬剤師の社会的位置づけと責任に係る法規範】

1)  法令の構成（憲法、法律、施行令、施行規則、条例、

条約など）を説明できる。

2)  薬剤師免許に関する薬

剤師法の規定について説明できる。薬剤師法はいずれの

条文も重要であり、28条までのそれぞれについて説明で

きる。

B-(2)-①-1

B-(2)-①-2

第2回　薬剤師法(2)

医師法

歯科医師法

保健師助産師看護師

1)  薬剤師の任務や業務

に関する薬剤師法の規定とその意義について説明できる。

2） 医師、歯科医師、保健師助産師看護師の任務に関す

る法令の規定と意義について説明できる。

B-(2)-①-3

B-(2)-①-4

第3回　医療法

１） 医療の理念と医療の担い手の責務に関する医療法

の規定とその意義について説明できる。

2)　医療提供体制に関する医療法の規定とその意義につ

いて説明できる。

B-(2)-①-5

B-(2)-①-6

第4回　個人情報保護法

薬剤師の倫理規範

1)  薬剤師にかかわる個人情報保護法等について説明で

きる。

2)  薬剤師の刑事責任、民事責任、行政責任（製造物責

任を含む）について説明できる。

B-(2)-①-7

B-(2)-①-8

第5回　医薬品医療機器等法(1)

【②医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に係る法

規範】

１）  「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性

の確保等に関する法律」の目的及び医薬品等（医薬品（

薬局医薬品、要指導医薬品、一般用医薬品）、医薬部外

品、化粧品、医療機器、再生医療等 製品）の定義につ

いて説明できる。

2）　薬局、医薬品販売業及び医療機器販売業に係る法

規範について説明できる。

B-(2)-②-1

B-(2)-②-6

第6回　医薬品医療機器等法(2)

１）  医薬品の開発から承認までのプロセスと法規範に

ついて概説できる。

2）  治験の意義と仕組みについて概説できる。

B-(2)-②-2

B-(2)-②-3

第7回　医薬品医療機器等法(3)

1）  医薬品等の製造販売及び製造に係る法規範につい

て説明できる。

2）  製造販売後調査制度及び製造販売後安全対策につ

いて説明できる。

B-(2)-②-4

B-(2)-②-5

第8回　医薬品医療機器等法(4)

1）  医薬品等の取扱いに関する「医薬品、医療機器等

の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」の規

定について説明できる。

2）  日本薬局方の意義と構成について説明できる。

3）  生物由来製品の取扱いと血液供給体制に係る法規

範について説明できる。

B-(2)-②-7

B-(2)-②-8

B-(2)-②-9

第9回　健康被害救済制度

１）  健康被害救済制度について説明できる。

２）  レギュラトリーサイエンスの必要性と意義につい

て説明できる。

B-(2)-②-10

B-(2)-②-11

第10回　管理薬に関する規制(1)

【③特別な管理を要する薬物等に係る法規範】

１）  麻薬、向精神薬の取扱いに係る規定について説明

できる。

B-(2)-③-1

第11回　　管理薬に関する規制(2)

１）  覚醒剤、覚醒剤原料、大麻およびあへんの取扱い

に係る規定について説明できる。

2）  覚醒剤、大麻、あへん、指定薬物等の乱用防止規
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制について概説できる。

B-(2)-③-1

B-(2)-③-2

第12回　毒物及び劇物に関する規制

1)   毒物劇物の取扱に係る規定について概説できる。

B-(2)-③-3

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

薬物治療Ⅰ（免疫） [15～18]

白川　晶一、池村　舞

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1,2,3を目指

す。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

本講義では、「患者情報に応じた薬の選択、用法・用量

の設定および医薬品情報・安全性や治療ガイドラインを

考慮した適正な薬物治療に参画できるようになるために、

疾病に伴う症状などの患者情報を解析し、最適な治療を

実施するための薬理、病態・薬物治療に関する基本的事

項などを修得する」ことを目的とする。本講義では、免

疫・炎症・アレルギーおよび骨・関節の疾患と、後天性

免疫不全症候群（AIDS）について、その病因・病態と薬

物治療について学ぶ。なお、この授業の担当者は、医師

として30年の臨床経験があり現在も医療現場で働いてい

る内科医と、病院薬剤師として5年以上の経験を持つ薬

剤師の臨床教員2名である。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C13-（3）-⑥-1；代表的な炎症治療薬を挙げ、作用機序

および主な副作用について説明できる。

C13-（3）-⑥-2；慢性関節リウマチの代表的な治療薬を

挙げ、作用機序および主な副作用について説明できる。

C13-（3）-⑥-3；アレルギーの代表的な治療薬を挙げ、

作用機序、臨床応用および主な副作用について説明でき

る。

C14-（4）-③-2；アトピー性皮膚炎の病態生理、適切な

治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-（4）-③-4；以下の疾患を概説できる。蕁麻疹、薬

疹、水疱症、乾癬、接触性皮膚炎、光線過敏症

C14-（4）-⑤-1；骨、関節に関する代表的な疾患を挙げ

ることができる。

C14-（4）-⑤-2；骨粗鬆症の病態生理、適切な治療薬、

およびその使用上の注意について説明できる。

C14-（4）-⑤-3；慢性関節リウマチの病態生理、適切な

治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-（4）-⑤-4；以下の疾患（変形性関節症、骨軟化症

）を概説できる。

C14-（4）-⑥-1；代表的なアレルギー・免疫に関する疾

患を挙げることができる。

C14-（4）-⑥-2；アナフィラキシーショックの病態生理、

適切な治療薬、およびその使用上の注意について説明で

きる。

C14-（4）-⑥-3；自己免疫疾患（全身性エリテマトーデ

スなど）の病態生理、適切な治療薬、およびその使用上

の注意について説明できる。

C14-（4）-⑥-4；後天性免疫不全症の病態生理、適切な

治療薬、およびその使用上の注意について説明できる。

C14-（4）-⑦-1；移植に関連した病態生理、適切な治療

薬、およびその使用上の注意について説明できる。

患者情報に応じた薬の選択、用法・用量の設定および医

薬品情報・安全性や治療ガイドラインを考慮した適正な

薬物治療に参画できるようになるために、疾病に伴う症

状などの患者情報を解析し、最適な治療を実施するため

の薬理、病態・薬物治療に関する基本的事項度を修得す

る

＜授業のキーワード＞

免疫応答、アレルギー、自己免疫疾患、炎症反応、移植

医療、骨粗鬆症、後天性免疫不全症候群

＜授業の進め方＞

授業計画に沿って12回の講義を行います。授業の最後に

小テストを行います。

＜履修するにあたって＞

授業開始時に配布した資料（プリント）とパワーポイン

トを用いて、授業を進めていきます。授業後は、その日

に学んだことを復習し、内容を十分理解してください。

授業後に授業内容に関する質問を受け付けます。

オフィスアワー：月・火・木のお昼休み（白川）、月曜

12:30-13:30（池村）

＜授業時間外に必要な学修＞

講義が終わったらその日のうちに必ず復習を行い、解ら

ないところが無いようにに務めてください（目安として

0.5時間）。また、次の講義の前日に前回習ったところ

を再度チェックするようにしてください。（目安として

0.5時間）

＜提出課題など＞

必要があれば随時指示します。

＜成績評価方法・基準＞

免疫に関する臨床的な内容が理解されているかどうか、

マーク問題と記述問題を合わせて１００％として評価し

ます。

＜テキスト＞
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薬がみえるvol．2（Medic Media）

＜参考図書＞

薬がみえるvol．3（Medic Media）

＜授業計画＞

第1回

（白川）　総論

免疫・炎症・アレルギーおよび骨・関節に関する疾患と

薬物治療の概略並びにそ創傷治癒の過程について説明で

きる。

C13-（3）-⑥-1-3

C14-（4）-⑤-1-4

C14-（4）-⑥-1-4

C14-（4）-⑦-1

第2回

（白川）　SLE,APS,SSc,PM/DM,シェーグレン症候群

全身性エリテマトーデス、抗リン脂質抗体症候群、強皮

症、多発性筋炎、皮膚筋炎、シェーグレン症候群、ベー

チェット病、変形性関節炎の病態と薬物治療について説

明できる。C14-（4）-⑤-4、C14-（4）-⑥-3

第3回

（白川）　後天性免疫不全症候群

後天性免疫不全症候群の病態と薬物治療について説明で

きる。　C14-（4）-⑥-4

第4回

（白川）　臓器移植と免疫

移植に関連した病態生理、適切な治療薬、およびその使

用上の注意について説明できる。　　　C14-（4）-⑦-1

第5回

（白川）　全身性自己免疫疾患と臓器特異性免疫疾患

全身性自己免疫疾患と臓器特異性免疫疾患について説明

できる。　C14-（4）-⑥-3

第6回

（白川）　がんと免疫療法

がんに対する非特異的免疫療法と特異的免疫療法につい

て説明できる。C14-（4）-⑥-1

第7回

（池村）　炎症

炎症の病態と薬物治療（ステロイド性および非ステロイ

ド性抗炎症薬）について説明できる。

C13-(3)-⑥-1

第8回

（池村）　アナフィラキシーショック、アレルギー性薬

疹

アナフィラキシーショック、食物アレルギー、アレルギ

ー性薬疹の病態と薬物治療について説明できる。

C14-(4)-③-4

C14-(4)-⑥-1

C14-(4)-⑥-2

第9回

（池村）　鼻、眼、呼吸器の免疫・アレルギー疾患

アレルギー性鼻炎、アレルギー性結膜炎、気管支喘息の

病態と薬物治療について説明できる。

C13-(3)-⑥-3

C14-(4)-⑥-1

第10回

（池村）　皮膚のアレルギー疾患

アトピー性皮膚炎、蕁麻疹、接触皮膚炎、尋常性乾癬、

水疱症の病態と薬物治療について説明できる。

C14-(4)-③-2

C14-(4)-③-4

C14-(4)-⑥-1

第11回

（池村）　骨・関節の免疫・アレルギー疾患

関節リウマチの病態と薬物治療について説明できる。

C13-（3）-⑥-1,2,3

C14-（4）-⑤-1,2,3

第12回

（池村）　血液・内分泌の免疫・アレルギー疾患

悪性貧血、自己免疫性溶血性貧血、特発性血小板減少症、

バセドウ病、橋本病、Ⅰ型糖尿病の病態と薬物治療につ

いて説明できる。

C14-(4)-⑥-3

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

薬物治療Ⅱ（中枢） [13～14]

徳山　尚吾

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

現段階で対面式講義か zoom かは決定しておりません。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり ４ 年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、3 を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

 https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/

policy/diploma.html#PHA

薬の専門家として、医薬品及び薬物治療についての専門

的な知識を有している。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

　適正な薬物治療に貢献できるようになるために、脳・

中枢神経系、血液および眼に関連する代表的な疾患とそ

の治療に用いられる代表的な医薬品に関する基本的知識

を習得します。

【中枢神経系の疾患の薬、病態、治療】

E2-(1)-③-1�  １）全身麻酔薬、催眠薬の薬理（薬理作

用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。
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E2-(1)-③-2�  ２）麻薬性鎮痛薬、非麻薬性鎮痛薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用（WH

O三段階除痛ラダーを含む）を説明できる。

E2-(1)-③-3�  ３）中枢興奮薬の薬理（薬理作用、機序、

主な副作用）および臨床適用を説明できる。

E2-(1)-③-4�  ４）統合失調症について、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生

理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。

E2-(1)-③-5�  ５）うつ病、躁うつ病（双極性障害）に

ついて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、

および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の

選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-6�  ６）不安神経症（パニック障害と全般性

不安障害）、心身症、不眠症について、治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-7�  ７）てんかんについて、治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-8�  ８）脳血管疾患（脳内出血、脳梗塞（脳

血栓、脳塞栓、一過性脳虚血）、くも膜下出血）につい

て、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、お

よび病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の

選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-9�  ９）Parkinson（パーキンソン）病につ

いて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、

および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の

選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-10�  10）認知症（Alzheimer（アルツハイマ

ー）型認知症、脳血管性認知症等）について、治療薬の

薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病

態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明

できる。

E2-(1)-③-11�  11）片頭痛について、治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）について説明で

きる。

E2-(1)-③-12�  12）中枢神経系に作用する薬物の効果

を動物実験で測定できる。（技能）

E2-(1)-③-13�  13）中枢神経系疾患の社会生活への影

響および薬物治療の重要性について討議する。（態度）

E2-(1)-③-14�  14）以下の疾患について説明できる。

脳炎・髄膜炎（重複）、多発性硬化症（重複）、筋萎縮

性側索硬化   症、Narcolepsy（ナルコレプシー）、薬

物依存症、アルコール依存症

                  【血液・造血器系疾患の薬、病態、

治療】

E2-(3)-②-1�　１）止血薬の薬理（薬理作用、機序、主

な副作用）および臨床適用を説明できる。

E2-(3)-②-2�　２）抗血栓薬、抗凝固薬および血栓溶解

薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適

用を説明できる。

E2-(3)-②-3�　３）以下の貧血について、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生

理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。鉄欠乏性貧血、巨赤芽球性貧血(悪性貧血等）、再

生不良性貧血、自己免疫性溶血性貧血（AIHA）、腎性貧

血、鉄芽球性貧血

E2-(3)-②-4�　４）播種性血管内凝固症候群（DIC）に

ついて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、

および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の

選択等）を説明できる。

E2-(3)-②-5�　５）以下の疾患について治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

 血友病、血栓性血小板減少性紫斑病（TTP）、白血球減

少症、血栓塞栓症、白血病（重複）、悪性リンパ腫（重

複）（E2（7）【⑧悪性腫瘍の薬、病態、治療】参照）

                                  【眼疾患の薬、病

態、治療】

E2-(6)-①-1�　１）緑内障について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(6)-①-2�　２）白内障について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(6)-①-3�　３）加齢性黄斑変性について、治療薬の

薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病

態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明

できる。

E2-(6)-①-4�　４）以下の疾患について概説できる。

結膜炎（重複）、網膜症、ぶどう膜炎、網膜色素変性症

＜授業のキーワード＞

精神・神経疾患、血液疾患、眼疾患、薬物治療など

＜授業の進め方＞

授業計画に従って実施する。

＜履修するにあたって＞

12 回の講義を行う。総合的な理解のためには、全ての

講義に出席することに加え、適宜、該当範囲の予習およ

び復習を行うことが望ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞
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自主的な予習・復習の励行（目安として1時間）    オ

フィスアワー  13:00 - 13:30

＜提出課題など＞

必要であれば、講義の際に伝達する。

＜成績評価方法・基準＞

筆記試験を基準とする。必要に応じて、小テスト、レポ

ートを加味する場合もある。

＜テキスト＞

コンパス薬物治療学　（南江堂 ）

＜参考図書＞

今日の治療薬 （南江堂）

＜授業計画＞

第1回　神経・筋疾患 (1)

神経・筋疾患とは何かについて知るとともに、本領域に

関係する疾患についてその概要を学ぶ。

脳血管障害の発症要因、症状などについて学ぶ。

E2-(1)-③-8

第2回　神経・筋疾患 (2)

てんかん発作の分類、病態生理、適切な治療薬、治療薬

の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などについ

て学ぶ。

E2-(1)-③-7

第3回　神経・筋疾患 (3)

パーキンソン病およびパーキンソン症候群の症候、病態

生理、適切な治療薬、治療薬の薬効薬理、薬物動態およ

び使用上の注意点などについて学ぶ。

E2-(1)-③-9

第4回　神経・筋疾患 (4)

アルツハイマー病の症候、病態生理、適切な治療薬、治

療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などに

ついて学ぶ。

E2-(1)-③-10

第5回　神経・筋疾患 (5)

重症筋無力症、片頭痛の症状とその治療薬について学ぶ。

E2-(1)-③-11

第6回　精 神 疾 患  (1)

精神疾患とは何かについて知るとともに、本領域に関係

する疾患についてその概要を学ぶ。

統合失調症の発症要因、症状などについて学ぶ。

E2-(1)-③-4

第7回　精 神 疾 患  (2)

うつ病・躁うつ病の症候、病態生理、適切な治療薬、治

療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などに

ついて学ぶ。

E2-(1)-③-5

第8回　精 神 疾 患  (3)

神経症、心身症の症候、病態生理、適切な治療薬、治療

薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などにつ

いて学ぶ。  薬物依存症、アルコール依存症に関する病

態、薬物治療法について学ぶ。

E2-(1)-③-6

E2-(1)-③-14

第9回　血液・造血疾患 (1)

抗血栓薬および止血薬の薬理作用、機序、主な副作用に

ついて学ぶ。

E2-(3)-②-1

E2-(3)-②-2

第10回　血液・造血疾患 (2)

赤血球系の異常に用いられる代表的治療薬の薬理作用、

機序、主な副作用について学ぶ。

貧血の症候、病態生理、適切な治療薬、治療薬の薬効薬

理、薬物動態および使用上の注意点などについて学ぶ。

E2-(3)-②-3

第11回　血液・造血疾患 (3)

播種性血管内皮凝固症候群（DIC）の症候、病態生理、

適切な治療薬、治療薬の薬効薬理、薬物動態および使用

上の注意点などについて学ぶ。

 E2-(3)-②-4

E2-(3)-②-5

第12回　　眼 疾 患

眼疾患とは何かについて知るとともに、本領域に関係す

る疾患についてその概要を学ぶ。            　緑内障

の症候、病態生理、適切な治療薬、治療薬の薬効薬理、

薬物動態および使用上の注意点などについて学ぶ。

白内障の症候、病態生理、適切な治療薬、治療薬の薬効

薬理、薬物動態および使用上の注意点などについて学ぶ。

E2-(6)-①-1

E2-(6)-①-2

E2-(6)-①-3

E2-(6)-①-4

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

薬物治療Ⅱ（中枢） [15～18]

徳山　尚吾

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

現段階で対面式講義か zoom かは決定しておりません。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり ４ 年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、3 を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

 https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/
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policy/diploma.html#PHA

薬の専門家として、医薬品及び薬物治療についての専門

的な知識を有している。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

　適正な薬物治療に貢献できるようになるために、脳・

中枢神経系、血液および眼に関連する代表的な疾患とそ

の治療に用いられる代表的な医薬品に関する基本的知識

を習得します。

【中枢神経系の疾患の薬、病態、治療】

E2-(1)-③-1�  １）全身麻酔薬、催眠薬の薬理（薬理作

用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。

E2-(1)-③-2�  ２）麻薬性鎮痛薬、非麻薬性鎮痛薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用（WH

O三段階除痛ラダーを含む）を説明できる。

E2-(1)-③-3�  ３）中枢興奮薬の薬理（薬理作用、機序、

主な副作用）および臨床適用を説明できる。

E2-(1)-③-4�  ４）統合失調症について、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生

理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。

E2-(1)-③-5�  ５）うつ病、躁うつ病（双極性障害）に

ついて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、

および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の

選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-6�  ６）不安神経症（パニック障害と全般性

不安障害）、心身症、不眠症について、治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-7�  ７）てんかんについて、治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-8�  ８）脳血管疾患（脳内出血、脳梗塞（脳

血栓、脳塞栓、一過性脳虚血）、くも膜下出血）につい

て、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、お

よび病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の

選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-9�  ９）Parkinson（パーキンソン）病につ

いて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、

および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の

選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-10�  10）認知症（Alzheimer（アルツハイマ

ー）型認知症、脳血管性認知症等）について、治療薬の

薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病

態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明

できる。

E2-(1)-③-11�  11）片頭痛について、治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）について説明で

きる。

E2-(1)-③-12�  12）中枢神経系に作用する薬物の効果

を動物実験で測定できる。（技能）

E2-(1)-③-13�  13）中枢神経系疾患の社会生活への影

響および薬物治療の重要性について討議する。（態度）

E2-(1)-③-14�  14）以下の疾患について説明できる。

脳炎・髄膜炎（重複）、多発性硬化症（重複）、筋萎縮

性側索硬化   症、Narcolepsy（ナルコレプシー）、薬

物依存症、アルコール依存症

                  【血液・造血器系疾患の薬、病態、

治療】

E2-(3)-②-1�　１）止血薬の薬理（薬理作用、機序、主

な副作用）および臨床適用を説明できる。

E2-(3)-②-2�　２）抗血栓薬、抗凝固薬および血栓溶解

薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適

用を説明できる。

E2-(3)-②-3�　３）以下の貧血について、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生

理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。鉄欠乏性貧血、巨赤芽球性貧血(悪性貧血等）、再

生不良性貧血、自己免疫性溶血性貧血（AIHA）、腎性貧

血、鉄芽球性貧血

E2-(3)-②-4�　４）播種性血管内凝固症候群（DIC）に

ついて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、

および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の

選択等）を説明できる。

E2-(3)-②-5�　５）以下の疾患について治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

 血友病、血栓性血小板減少性紫斑病（TTP）、白血球減

少症、血栓塞栓症、白血病（重複）、悪性リンパ腫（重

複）（E2（7）【⑧悪性腫瘍の薬、病態、治療】参照）

                                  【眼疾患の薬、病

態、治療】

E2-(6)-①-1�　１）緑内障について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(6)-①-2�　２）白内障について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(6)-①-3�　３）加齢性黄斑変性について、治療薬の

薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病

態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明
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できる。

E2-(6)-①-4�　４）以下の疾患について概説できる。

結膜炎（重複）、網膜症、ぶどう膜炎、網膜色素変性症

＜授業のキーワード＞

精神・神経疾患、血液疾患、眼疾患、薬物治療など

＜授業の進め方＞

授業計画に従って実施する。

＜履修するにあたって＞

12 回の講義を行う。総合的な理解のためには、全ての

講義に出席することに加え、適宜、該当範囲の予習およ

び復習を行うことが望ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞

自主的な予習・復習の励行（目安として1時間）    オ

フィスアワー  13:00 - 13:30

＜提出課題など＞

必要であれば、講義の際に伝達する。

＜成績評価方法・基準＞

筆記試験を基準とする。必要に応じて、小テスト、レポ

ートを加味する場合もある。

＜テキスト＞

コンパス薬物治療学　（南江堂 ）

＜参考図書＞

今日の治療薬 （南江堂）

＜授業計画＞

第1回　神経・筋疾患 (1)

神経・筋疾患とは何かについて知るとともに、本領域に

関係する疾患についてその概要を学ぶ。

脳血管障害の発症要因、症状などについて学ぶ。

E2-(1)-③-8

第2回　神経・筋疾患 (2)

てんかん発作の分類、病態生理、適切な治療薬、治療薬

の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などについ

て学ぶ。

E2-(1)-③-7

第3回　神経・筋疾患 (3)

パーキンソン病およびパーキンソン症候群の症候、病態

生理、適切な治療薬、治療薬の薬効薬理、薬物動態およ

び使用上の注意点などについて学ぶ。

E2-(1)-③-9

第4回　神経・筋疾患 (4)

アルツハイマー病の症候、病態生理、適切な治療薬、治

療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などに

ついて学ぶ。

E2-(1)-③-10

第5回　神経・筋疾患 (5)

重症筋無力症、片頭痛の症状とその治療薬について学ぶ。

E2-(1)-③-11

第6回　精 神 疾 患  (1)

精神疾患とは何かについて知るとともに、本領域に関係

する疾患についてその概要を学ぶ。

統合失調症の発症要因、症状などについて学ぶ。

E2-(1)-③-4

第7回　精 神 疾 患  (2)

うつ病・躁うつ病の症候、病態生理、適切な治療薬、治

療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などに

ついて学ぶ。

E2-(1)-③-5

第8回　精 神 疾 患  (3)

神経症、心身症の症候、病態生理、適切な治療薬、治療

薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などにつ

いて学ぶ。  薬物依存症、アルコール依存症に関する病

態、薬物治療法について学ぶ。

E2-(1)-③-6

E2-(1)-③-14

第9回　血液・造血疾患 (1)

抗血栓薬および止血薬の薬理作用、機序、主な副作用に

ついて学ぶ。

E2-(3)-②-1

E2-(3)-②-2

第10回　血液・造血疾患 (2)

赤血球系の異常に用いられる代表的治療薬の薬理作用、

機序、主な副作用について学ぶ。

貧血の症候、病態生理、適切な治療薬、治療薬の薬効薬

理、薬物動態および使用上の注意点などについて学ぶ。

E2-(3)-②-3

第11回　血液・造血疾患 (3)

播種性血管内皮凝固症候群（DIC）の症候、病態生理、

適切な治療薬、治療薬の薬効薬理、薬物動態および使用

上の注意点などについて学ぶ。

 E2-(3)-②-4

E2-(3)-②-5

第12回　　眼 疾 患

眼疾患とは何かについて知るとともに、本領域に関係す

る疾患についてその概要を学ぶ。            　緑内障

の症候、病態生理、適切な治療薬、治療薬の薬効薬理、

薬物動態および使用上の注意点などについて学ぶ。

白内障の症候、病態生理、適切な治療薬、治療薬の薬効

薬理、薬物動態および使用上の注意点などについて学ぶ。

E2-(6)-①-1

E2-(6)-①-2

E2-(6)-①-3

E2-(6)-①-4
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

病態治療学Ⅲ [13～14]

福島　昭二

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2・3・5を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

循環器、呼吸器、泌尿器分野の疾患の病態と薬物治療に

関して学び、薬物治療を適正に行う知識を修得する。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

E2　薬理・病態・薬物治療

(3)循環器系・泌尿器系の疾患と薬

【①循環器疾患の薬、病態、治療】

E2-(3)-①-1　 以下の不整脈および関連疾患について、

治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および

病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等

）を説明できる。不整脈の例示：上室性期外収縮（PAC

）、心室性期外収縮（PVC）、心房細動（Af）、発作性

上室頻拍（PSVT)、WPW症候群、心室頻拍（VT）、心室細

動（Vf）、房室ブロック、QT延長症候群

E2-(3)-①-2　急性および慢性心不全について、治療薬

の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（

病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説

明できる。

E2-(3)-①-3　虚血性心疾患（狭心症、心筋梗塞）につ

いて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、

および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の

選択等）を説明できる。

E2-(3)-①-4　以下の高血圧症について、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生

理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。 本態性高血圧症、二次性高血圧症（腎性高血圧症、

腎血管性高血圧症を含む）

E2-(3)-①-5　以下の疾患について概説できる。閉塞性

動脈硬化症（ASO）、心原性ショック、弁膜症、先天性

心疾患

【③泌尿器系の薬、病態、薬物治療】

E2-(3)-③-1　利尿薬の薬理（薬理作用、機序、主な副

作用）および臨床適用を説明できる。

E2-(3)-③-2　急性および慢性腎不全について、治療薬

の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（

病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説

明でき

E2-(3)-③-3　ネフローゼ症候群について、治療薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態

生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明で

きる。

E2-(3)-③-4　過活動膀胱および低活動膀胱について、

治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および

病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等

）を説明できる。

E2-(3)-③-5　以下の泌尿器系疾患について、治療薬の

薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病

態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明

できる。慢性腎臓病（CKD）、糸球体腎炎（重複）、糖

尿病性腎症（重複）、薬剤性腎症（重複）、腎盂腎炎（

重複）、膀胱炎（重複）、尿路感染症（重複）、尿路結

石

【④化学構造と薬効】

E2-(3)-④-1　循環系・泌尿器系の疾患に用いられる代

表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・薬物動態）の関連

を概説できる。

(4)呼吸器系の疾患と薬

【①呼吸器疾患の薬、病態、治療】

E2-(4)-①-1　気管支喘息について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(4)-①-2　慢性閉塞性肺疾患および喫煙に関連する

疾患（ニコチン依存症を含む）について、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生

理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。

E2-(4)-①-3　間質性肺炎について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(4)-①-4　鎮咳薬、去痰薬、呼吸興奮薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明でき

る。

【③化学構造と薬効】

E2-(4)-③-1　呼吸器系の疾患に用いられる代表的な薬

物の基本構造と薬効（薬理・薬物動態）の関連を概説で

きる。

＜授業のキーワード＞

循環器、呼吸器、泌尿器、病態、薬物治療

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行う。

＜履修するにあたって＞

循環器系、呼吸器系、泌尿器系の薬理を復習してくださ
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い。

オフィスアワー：月曜3限

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、教科書を予習する（0.5時間）。事後

学習として、講義内容および随時配布する資料・演習問

題を復習すること（0.5時間）　。

＜提出課題など＞

講義内で指示します。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験を１００％として評価する。ただし試験を受け

るには2／3以上の講義出席が必要とする。

＜テキスト＞

薬が見える Vol. 1, 3（大竹書店）

＜授業計画＞

循環器系の疾患と薬1

血圧の調整機構と以下の高血圧症について、薬理・病態

・薬物治療・化学構造と薬効を講義する。 本態性高血

圧症、二次性高血圧症（腎性高血圧症、腎血管性高血圧

症を含む）

E2-(3)-①-4

E2-(3)-④-1

循環器系の疾患と薬2

心臓の機能と不整脈に関連した以下の疾患について、薬

理・病態・薬物治療・化学構造と薬効を講義する。

不整脈の例示：上室性期外収縮（PAC）、心室性期外収

縮（PVC）、心房細動（Af）、発作性上室頻拍（PSVT)、

WPW症候群、心室頻拍（VT）、心室細動（Vf）、房室ブ

ロック、QT延長症候群

E2-(3)-①-1

E2-(3)-④-1

循環器系の疾患と薬3

急性・慢性心不全について、薬理・病態・薬物治療・化

学構造と薬効を講義する。

E2-(3)-①-2

E2-(3)-④-1

循環器系の疾患と薬4

虚血性心疾患、閉塞性動脈硬化症（ASO）、心原性ショ

ック、弁膜症、先天性心疾患ついて、薬理・病態・薬物

治療・化学構造と薬効を講義する。

E2-(3)-①-3，5

E2-(3)-④-1

泌尿器系の疾患と薬1

腎機能と利尿薬・化学構造と薬効について講義する。

E2-(3)-③-1

E2-(3)-④-1

泌尿器系の疾患と薬2

急性・慢性腎不全とネフローゼについて、薬理・病態・

薬物治療・化学構造と薬効を講義する。

E2-(3)-③-2，3

E2-(3)-④-1

泌尿器系の疾患と薬3

腎臓・膀胱に関連した以下の疾患について、薬理・病態

・薬物治療・化学構造と薬効を2回に分けて講義する。

過活動制膀胱、低活動性膀胱、慢性腎臓病（CKD）、糸

球体腎炎（重複）、糖尿病性腎症、薬剤性腎症、腎盂腎

炎、膀胱炎、尿路感染症、尿路結石

E2-(3)-③-4、5

E2-(3)-④-1

泌尿器系の疾患と薬4

腎臓・膀胱に関連した以下の疾患について、薬理・病態

・薬物治療・化学構造と薬効を2回に分けて講義する。

過活動制膀胱、低活動性膀胱、慢性腎臓病（CKD）、糸

球体腎炎（重複）、糖尿病性腎症、薬剤性腎症、腎盂腎

炎、膀胱炎、尿路感染症、尿路結石

E2-(3)-③-4、5

E2-(3)-④-1

呼吸器系の疾患と薬1

気管支喘息について、薬理・病態・薬物治療・化学構造

と薬効を講義する。

E2-(4)-①-1

E2-(4)-③-1

泌尿器系の疾患と薬2

慢性閉塞性肺疾患および喫煙に関連する疾患について、

薬理・病態・薬物治療・化学構造と薬効を講義する。

E2-(4)-①-2

E2-(4)-③-1

泌尿器系の疾患と薬3

間質性肺炎について、薬理・病態・薬物治療・化学構造

と薬効を講義する。

E2-(4)-①-3

E2-(4)-③-1

泌尿器系の疾患と薬4

鎮咳薬、去痰薬、呼吸興奮薬、および咳について、薬理

・病態・薬物治療・化学構造と薬効を講義する。

E2-(4)-①-4

E2-(4)-③-1

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

病態治療学Ⅲ [15～18]

福島　昭二

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2・3・5を目

指す。
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{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

循環器、呼吸器、泌尿器分野の疾患の病態と薬物治療に

関して学び、薬物治療を適正に行う知識を修得する。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

E2　薬理・病態・薬物治療

(3)循環器系・泌尿器系の疾患と薬

【①循環器疾患の薬、病態、治療】

E2-(3)-①-1　 以下の不整脈および関連疾患について、

治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および

病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等

）を説明できる。不整脈の例示：上室性期外収縮（PAC

）、心室性期外収縮（PVC）、心房細動（Af）、発作性

上室頻拍（PSVT)、WPW症候群、心室頻拍（VT）、心室細

動（Vf）、房室ブロック、QT延長症候群

E2-(3)-①-2　急性および慢性心不全について、治療薬

の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（

病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説

明できる。

E2-(3)-①-3　虚血性心疾患（狭心症、心筋梗塞）につ

いて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、

および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の

選択等）を説明できる。

E2-(3)-①-4　以下の高血圧症について、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生

理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。 本態性高血圧症、二次性高血圧症（腎性高血圧症、

腎血管性高血圧症を含む）

E2-(3)-①-5　以下の疾患について概説できる。閉塞性

動脈硬化症（ASO）、心原性ショック、弁膜症、先天性

心疾患

【③泌尿器系の薬、病態、薬物治療】

E2-(3)-③-1　利尿薬の薬理（薬理作用、機序、主な副

作用）および臨床適用を説明できる。

E2-(3)-③-2　急性および慢性腎不全について、治療薬

の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（

病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説

明でき

E2-(3)-③-3　ネフローゼ症候群について、治療薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態

生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明で

きる。

E2-(3)-③-4　過活動膀胱および低活動膀胱について、

治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および

病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等

）を説明できる。

E2-(3)-③-5　以下の泌尿器系疾患について、治療薬の

薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病

態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明

できる。慢性腎臓病（CKD）、糸球体腎炎（重複）、糖

尿病性腎症（重複）、薬剤性腎症（重複）、腎盂腎炎（

重複）、膀胱炎（重複）、尿路感染症（重複）、尿路結

石

【④化学構造と薬効】

E2-(3)-④-1　循環系・泌尿器系の疾患に用いられる代

表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・薬物動態）の関連

を概説できる。

(4)呼吸器系の疾患と薬

【①呼吸器疾患の薬、病態、治療】

E2-(4)-①-1　気管支喘息について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(4)-①-2　慢性閉塞性肺疾患および喫煙に関連する

疾患（ニコチン依存症を含む）について、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生

理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。

E2-(4)-①-3　間質性肺炎について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(4)-①-4　鎮咳薬、去痰薬、呼吸興奮薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明でき

る。

【③化学構造と薬効】

E2-(4)-③-1　呼吸器系の疾患に用いられる代表的な薬

物の基本構造と薬効（薬理・薬物動態）の関連を概説で

きる。

＜授業のキーワード＞

循環器、呼吸器、泌尿器、病態、薬物治療

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行う。

＜履修するにあたって＞

循環器系、呼吸器系、泌尿器系の薬理を復習してくださ

い。

オフィスアワー：月曜3限

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、教科書を予習する（0.5時間）。事後

学習として、講義内容および随時配布する資料・演習問

題を復習すること（0.5時間）　。

＜提出課題など＞

講義内で指示します。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験を１００％として評価する。ただし試験を受け

るには2／3以上の講義出席が必要とする。

＜テキスト＞
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薬が見える Vol. 1, 3（大竹書店）

＜授業計画＞

循環器系の疾患と薬1

血圧の調整機構と以下の高血圧症について、薬理・病態

・薬物治療・化学構造と薬効を講義する。 本態性高血

圧症、二次性高血圧症（腎性高血圧症、腎血管性高血圧

症を含む）

E2-(3)-①-4

E2-(3)-④-1

循環器系の疾患と薬2

心臓の機能と不整脈に関連した以下の疾患について、薬

理・病態・薬物治療・化学構造と薬効を講義する。

不整脈の例示：上室性期外収縮（PAC）、心室性期外収

縮（PVC）、心房細動（Af）、発作性上室頻拍（PSVT)、

WPW症候群、心室頻拍（VT）、心室細動（Vf）、房室ブ

ロック、QT延長症候群

E2-(3)-①-1

E2-(3)-④-1

循環器系の疾患と薬3

急性・慢性心不全について、薬理・病態・薬物治療・化

学構造と薬効を講義する。

E2-(3)-①-2

E2-(3)-④-1

循環器系の疾患と薬4

虚血性心疾患、閉塞性動脈硬化症（ASO）、心原性ショ

ック、弁膜症、先天性心疾患ついて、薬理・病態・薬物

治療・化学構造と薬効を講義する。

E2-(3)-①-3，5

E2-(3)-④-1

泌尿器系の疾患と薬1

腎機能と利尿薬・化学構造と薬効について講義する。

E2-(3)-③-1

E2-(3)-④-1

泌尿器系の疾患と薬2

急性・慢性腎不全とネフローゼについて、薬理・病態・

薬物治療・化学構造と薬効を講義する。

E2-(3)-③-2，3

E2-(3)-④-1

泌尿器系の疾患と薬3

腎臓・膀胱に関連した以下の疾患について、薬理・病態

・薬物治療・化学構造と薬効を2回に分けて講義する。

過活動制膀胱、低活動性膀胱、慢性腎臓病（CKD）、糸

球体腎炎（重複）、糖尿病性腎症、薬剤性腎症、腎盂腎

炎、膀胱炎、尿路感染症、尿路結石

E2-(3)-③-4、5

E2-(3)-④-1

泌尿器系の疾患と薬4

腎臓・膀胱に関連した以下の疾患について、薬理・病態

・薬物治療・化学構造と薬効を2回に分けて講義する。

過活動制膀胱、低活動性膀胱、慢性腎臓病（CKD）、糸

球体腎炎（重複）、糖尿病性腎症、薬剤性腎症、腎盂腎

炎、膀胱炎、尿路感染症、尿路結石

E2-(3)-③-4、5

E2-(3)-④-1

呼吸器系の疾患と薬1

気管支喘息について、薬理・病態・薬物治療・化学構造

と薬効を講義する。

E2-(4)-①-1

E2-(4)-③-1

泌尿器系の疾患と薬2

慢性閉塞性肺疾患および喫煙に関連する疾患について、

薬理・病態・薬物治療・化学構造と薬効を講義する。

E2-(4)-①-2

E2-(4)-③-1

泌尿器系の疾患と薬3

間質性肺炎について、薬理・病態・薬物治療・化学構造

と薬効を講義する。

E2-(4)-①-3

E2-(4)-③-1

泌尿器系の疾患と薬4

鎮咳薬、去痰薬、呼吸興奮薬、および咳について、薬理

・病態・薬物治療・化学構造と薬効を講義する。

E2-(4)-①-4

E2-(4)-③-1

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

病態治療学Ⅲ [19～]

福島　昭二

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2・3・5を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

循環器、呼吸器、泌尿器分野の疾患の病態と薬物治療に

関して学び、薬物治療を適正に行う知識を修得する。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

E2　薬理・病態・薬物治療

(3)循環器系・泌尿器系の疾患と薬

【①循環器疾患の薬、病態、治療】

E2-(3)-①-1　 以下の不整脈および関連疾患について、

治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および
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病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等

）を説明できる。不整脈の例示：上室性期外収縮（PAC

）、心室性期外収縮（PVC）、心房細動（Af）、発作性

上室頻拍（PSVT)、WPW症候群、心室頻拍（VT）、心室細

動（Vf）、房室ブロック、QT延長症候群

E2-(3)-①-2　急性および慢性心不全について、治療薬

の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（

病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説

明できる。

E2-(3)-①-3　虚血性心疾患（狭心症、心筋梗塞）につ

いて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、

および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の

選択等）を説明できる。

E2-(3)-①-4　以下の高血圧症について、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生

理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。 本態性高血圧症、二次性高血圧症（腎性高血圧症、

腎血管性高血圧症を含む）

E2-(3)-①-5　以下の疾患について概説できる。閉塞性

動脈硬化症（ASO）、心原性ショック、弁膜症、先天性

心疾患

【③泌尿器系の薬、病態、薬物治療】

E2-(3)-③-1　利尿薬の薬理（薬理作用、機序、主な副

作用）および臨床適用を説明できる。

E2-(3)-③-2　急性および慢性腎不全について、治療薬

の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（

病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説

明でき

E2-(3)-③-3　ネフローゼ症候群について、治療薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態

生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明で

きる。

E2-(3)-③-4　過活動膀胱および低活動膀胱について、

治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および

病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等

）を説明できる。

E2-(3)-③-5　以下の泌尿器系疾患について、治療薬の

薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病

態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明

できる。慢性腎臓病（CKD）、糸球体腎炎（重複）、糖

尿病性腎症（重複）、薬剤性腎症（重複）、腎盂腎炎（

重複）、膀胱炎（重複）、尿路感染症（重複）、尿路結

石

【④化学構造と薬効】

E2-(3)-④-1　循環系・泌尿器系の疾患に用いられる代

表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・薬物動態）の関連

を概説できる。

(4)呼吸器系の疾患と薬

【①呼吸器疾患の薬、病態、治療】

E2-(4)-①-1　気管支喘息について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(4)-①-2　慢性閉塞性肺疾患および喫煙に関連する

疾患（ニコチン依存症を含む）について、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生

理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。

E2-(4)-①-3　間質性肺炎について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(4)-①-4　鎮咳薬、去痰薬、呼吸興奮薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明でき

る。

【③化学構造と薬効】

E2-(4)-③-1　呼吸器系の疾患に用いられる代表的な薬

物の基本構造と薬効（薬理・薬物動態）の関連を概説で

きる。

＜授業のキーワード＞

循環器、呼吸器、泌尿器、病態、薬物治療

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行う。

＜履修するにあたって＞

循環器系、呼吸器系、泌尿器系の薬理を復習してくださ

い。

オフィスアワー：月曜3限

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、教科書を予習する（0.5時間）。事後

学習として、講義内容および随時配布する資料・演習問

題を復習すること（0.5時間）　。

＜提出課題など＞

講義内で指示します。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験を１００％として評価する。ただし試験を受け

るには2／3以上の講義出席が必要とする。

＜テキスト＞

薬が見える Vol. 1, 3（大竹書店）

＜授業計画＞

循環器系の疾患と薬1

血圧の調整機構と以下の高血圧症について、薬理・病態

・薬物治療・化学構造と薬効を講義する。 本態性高血

圧症、二次性高血圧症（腎性高血圧症、腎血管性高血圧

症を含む）

E2-(3)-①-4

E2-(3)-④-1

循環器系の疾患と薬2

心臓の機能と不整脈に関連した以下の疾患について、薬

理・病態・薬物治療・化学構造と薬効を講義する。

不整脈の例示：上室性期外収縮（PAC）、心室性期外収
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縮（PVC）、心房細動（Af）、発作性上室頻拍（PSVT)、

WPW症候群、心室頻拍（VT）、心室細動（Vf）、房室ブ

ロック、QT延長症候群

E2-(3)-①-1

E2-(3)-④-1

循環器系の疾患と薬3

急性・慢性心不全について、薬理・病態・薬物治療・化

学構造と薬効を講義する。

E2-(3)-①-2

E2-(3)-④-1

循環器系の疾患と薬4

虚血性心疾患、閉塞性動脈硬化症（ASO）、心原性ショ

ック、弁膜症、先天性心疾患ついて、薬理・病態・薬物

治療・化学構造と薬効を講義する。

E2-(3)-①-3，5

E2-(3)-④-1

泌尿器系の疾患と薬1

腎機能と利尿薬・化学構造と薬効について講義する。

E2-(3)-③-1

E2-(3)-④-1

泌尿器系の疾患と薬2

急性・慢性腎不全とネフローゼについて、薬理・病態・

薬物治療・化学構造と薬効を講義する。

E2-(3)-③-2，3

E2-(3)-④-1

泌尿器系の疾患と薬3

腎臓・膀胱に関連した以下の疾患について、薬理・病態

・薬物治療・化学構造と薬効を2回に分けて講義する。

過活動制膀胱、低活動性膀胱、慢性腎臓病（CKD）、糸

球体腎炎（重複）、糖尿病性腎症、薬剤性腎症、腎盂腎

炎、膀胱炎、尿路感染症、尿路結石

E2-(3)-③-4、5

E2-(3)-④-1

泌尿器系の疾患と薬4

腎臓・膀胱に関連した以下の疾患について、薬理・病態

・薬物治療・化学構造と薬効を2回に分けて講義する。

過活動制膀胱、低活動性膀胱、慢性腎臓病（CKD）、糸

球体腎炎（重複）、糖尿病性腎症、薬剤性腎症、腎盂腎

炎、膀胱炎、尿路感染症、尿路結石

E2-(3)-③-4、5

E2-(3)-④-1

呼吸器系の疾患と薬1

気管支喘息について、薬理・病態・薬物治療・化学構造

と薬効を講義する。

E2-(4)-①-1

E2-(4)-③-1

泌尿器系の疾患と薬2

慢性閉塞性肺疾患および喫煙に関連する疾患について、

薬理・病態・薬物治療・化学構造と薬効を講義する。

E2-(4)-①-2

E2-(4)-③-1

泌尿器系の疾患と薬3

間質性肺炎について、薬理・病態・薬物治療・化学構造

と薬効を講義する。

E2-(4)-①-3

E2-(4)-③-1

泌尿器系の疾患と薬4

鎮咳薬、去痰薬、呼吸興奮薬、および咳について、薬理

・病態・薬物治療・化学構造と薬効を講義する。

E2-(4)-①-4

E2-(4)-③-1

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

病態治療学Ⅳ [13～14]

徳山　尚吾

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

現段階で対面式講義か zoom かは決定しておりません。

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、3 を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） https://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html#PHA

薬の専門家として、医薬品及び薬物治療についての専門

的な知識を有している。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

適正な薬物治療に貢献できるようになるために、内分泌

・代謝、消化器、骨・関節、生殖器に関連する代表的な

疾患とその治療に用いられる代表的な医薬品に関する基

本的知識を習得します。

【代謝系疾患の薬、病態、治療】

E2-(5)-①-1 　１）糖尿病とその合併症について、治療

薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態

（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を

説明できる。

E2-(5)-①-2 　２）脂質異常症について、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生

理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。

E2-(5)-①-3 　３）高尿酸血症・痛風について、治療薬

の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（

病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説

明できる。

【内分泌系疾患の薬、病態、治療】

E2-(5)-②-1 　１）性ホルモン関連薬の薬理（薬理作用、

機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。

E2-(5)-②-2 　２）Basedow（バセドウ）病について、

治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および
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病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等

）を説明できる。

E2-(5)-②-3 　３）甲状腺炎（慢性（橋本病）、亜急性

）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作

用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医

薬品の選択等）を説明できる。

E2-(5)-②-4 　４）尿崩症について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(5)-②-5 　５）以下の疾患について説明できる。先

端巨大症、高プロラクチン血症、下垂体機能低下症、AD

H不適合分泌症候群（SIADH）、副甲状腺機能亢進症?低

下症、Cushing（クッシング）症候群、アルドステロン

症、褐色細胞腫、副腎不全（急性、慢性）、子宮内膜症

（重複）、アジソン病（重複）

【消化器系疾患の薬、病態、治療】

E2-(4)-②-1 　１）以下の上部消化器疾患について、治

療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病

態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）

を説明できる。 胃食道逆流症（逆流性食道炎を含む）、

消化性潰瘍、胃炎

E2-(4)-②-2 　２）炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎、クロ

ーン病等）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、

主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物

治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(4)-②-3 　３）肝疾患（肝炎、肝硬変（ウイルス性

を含む）、薬剤性肝障害）について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(4)-②-4 　４）膵炎について、治療薬の薬理（薬理

作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症

状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(4)-②-5 　５）胆道疾患（胆石症、胆道炎）につい

て、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、お

よび病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選

択等）を説明できる。

E2-(4)-②-6 　６）機能性消化管障害（過敏性腸症候群

を含む）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主

な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治

療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(4)-②-7 　７）便秘・下痢について、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生

理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。

E2-(4)-②-8 　８）悪心・嘔吐について、治療薬および

関連薬物（催吐薬）の薬理（薬理作用、機序、主な副作

用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医

薬品の選択等）を説明できる。

E2-(4)-②-9 　９）痔について、治療薬の薬理（薬理作

用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状

等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

 【骨・関節・カルシウム代謝疾患の薬、病態、治療】

E2-(2)-③-1 　１）関節リウマチについて、治療薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態

生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明で

きる。

E2-(2)-③-2 　２）骨粗鬆症について、治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(2)-③-3 　３）変形性関節症について、治療薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態

生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明で

きる。

E2-(2)-③-4 　４）カルシウム代謝の異常を伴う疾患（

副甲状腺機能亢進（低下）症、骨軟化症（くる病を含む

）、悪性腫瘍に伴う高カルシウム血症）について、治療

薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および 病

態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）

を説明できる。

 【泌尿器系、生殖器系疾患の薬、病態、薬物治療】

E2-(3)-③-6 　６）以下の生殖器系疾患について、治療

薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態

（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を

説明できる。 前立腺肥大症、子宮内膜症、子宮筋腫

E2-(3)-③-7 　７）妊娠・分娩・避妊に関連して用いら

れる薬物について、薬理（薬理作用、機序、主な副作用

）、および薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(3)-③-8 　８）以下の生殖器系疾患について説明で

きる。 異常妊娠、異常分娩、不妊症

＜授業のキーワード＞

内分泌・代謝疾患、消化器疾患、骨・関節疾患、生殖器

疾患、薬物治療など

＜授業の進め方＞

授業計画に従って実施する。

＜履修するにあたって＞

12 回の講義を行う。総合的な理解のためには、全ての

講義に出席することに加え、適宜、該当範囲の予習およ

び復習を行うことが望ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞

自主的な予習・復習の励行（目安として1時間）   オフ

ィスアワー  13:00 - 13:30

＜提出課題など＞

必要であれば、講義の際に伝達する。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験の成績を中心に判定する。提出課題、小テスト

等を実施した場合は、一部加味する場合もある。

＜テキスト＞

コンパス薬物治療学　（南江堂 ）

＜参考図書＞
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今日の治療薬 （南江堂）

＜授業計画＞

第1回　内分泌・代謝　　疾患 (1)

甲状腺機能異常症の症候、病態生理、適切な治療薬、治

療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などに

ついて学ぶ。

E2-(5)-②-2

E2-(5)-②-3

第2回　内分泌・代謝　　疾患 (2)

クッシング症候群およびアルドステロン症の症候、病態

生理、適切な治療薬、治療薬の薬効薬理、薬物動態およ

び使用上の注意点などについて学ぶ

E2-(5)-②-5

第3回　内分泌・代謝　　疾患 (3)

上皮小体機能異常症、アジソン病、尿崩症の症候、病態

生理、適切な治療薬、治療薬の薬効薬理、薬物動態およ

び使用上の注意点などについて学ぶ。

E2-(5)-②-4

E2-(5)-②-5

第4回　内分泌・代謝　　疾患 (4)

糖尿病およびその合併症の症候、病態生理、適切な治療

薬、治療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点

などについて学ぶ。

E2-(5)-①-1

第5回　内分泌・代謝　　疾患 (5)

脂質異常症の症候、病態生理、適切な治療薬、治療薬の

薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などについて

学ぶ。

E2-(5)-①-2

第6回　内分泌・代謝　　疾患 (6)

高尿酸血症および痛風の症候、病態生理、適切な治療薬、

治療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点など

について学ぶ。

E2-(5)-①-3

第7回　消化器疾患 (1)

消化性潰瘍の症候、病態生理、適切な治療薬、治療薬の

薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などについて

学ぶ。

E2-(4)-②-2

第8回　消化器疾患 (2)

急性・慢性肝炎の症候、病態生理、適切な治療薬、治療

薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などにつ

いて学ぶ。劇症肝炎、肝硬変の症候、病態生理、適切な

治療薬、治療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注

意点などについて学ぶ。

E2-(4)-②-3

第9回　消化器疾患 (3)

胆道系疾患・胆石症の症候、病態生理、適切な治療薬、

治療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点など

について学ぶ。

急性・慢性膵炎の症候、病態生理、適切な治療薬、治療

薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などにつ

いて学ぶ。

E2-(4)-②-5

E2-(4)-②-4

第10回　消化器疾患 (4)

下痢・便秘の症候、病態生理、適切な治療薬、治療薬の

薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などについて

学ぶ。

 大腸炎、過敏性腸症候群、潰瘍性大腸炎およびクロー

ン病の症候、病態生理、適切な治療薬、治療薬の薬効薬

理、薬物動態および使用上の注意点などについて学ぶ。

 E2-(4)-②-6

 E2-(4)-②-7

E2-(4)-②-8

E2-(4)-②-9

第11回　骨・関節疾患

骨粗鬆症の症候、病態生理、適切な治療薬、治療薬の薬

効薬理、薬物動態および使用上の注意点などについて学

ぶ。

　変形性関節症、骨軟化症の症候、病態生理、適切な治

療薬、治療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意

点などについて学ぶ。

 E2-(2)-③-2

E2-(2)-③-3

E2-(2)-③-4

第12回　生殖器疾患

前立腺肥大症の、適切な治療薬、治療薬の薬効薬理、薬

物動態および使用上の注意点などについて学ぶ。

前立腺がん、異常妊娠、異常分娩、不妊、子宮がん、子

宮内膜症の症候、病態生理について学ぶ。

E2-(3)-③-6

E2-(3)-③-7

E2-(3)-③-8

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

病態治療学Ⅳ [15～18]

徳山　尚吾

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

現段階で対面式講義か zoom かは決定しておりません。

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、3 を目指す。
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{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） https://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html#PHA

薬の専門家として、医薬品及び薬物治療についての専門

的な知識を有している。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

適正な薬物治療に貢献できるようになるために、内分泌

・代謝、消化器、骨・関節、生殖器に関連する代表的な

疾患とその治療に用いられる代表的な医薬品に関する基

本的知識を習得します。

【代謝系疾患の薬、病態、治療】

E2-(5)-①-1 　１）糖尿病とその合併症について、治療

薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態

（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を

説明できる。

E2-(5)-①-2 　２）脂質異常症について、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生

理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。

E2-(5)-①-3 　３）高尿酸血症・痛風について、治療薬

の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（

病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説

明できる。

【内分泌系疾患の薬、病態、治療】

E2-(5)-②-1 　１）性ホルモン関連薬の薬理（薬理作用、

機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。

E2-(5)-②-2 　２）Basedow（バセドウ）病について、

治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および

病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等

）を説明できる。

E2-(5)-②-3 　３）甲状腺炎（慢性（橋本病）、亜急性

）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作

用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医

薬品の選択等）を説明できる。

E2-(5)-②-4 　４）尿崩症について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(5)-②-5 　５）以下の疾患について説明できる。先

端巨大症、高プロラクチン血症、下垂体機能低下症、AD

H不適合分泌症候群（SIADH）、副甲状腺機能亢進症?低

下症、Cushing（クッシング）症候群、アルドステロン

症、褐色細胞腫、副腎不全（急性、慢性）、子宮内膜症

（重複）、アジソン病（重複）

【消化器系疾患の薬、病態、治療】

E2-(4)-②-1 　１）以下の上部消化器疾患について、治

療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病

態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）

を説明できる。 胃食道逆流症（逆流性食道炎を含む）、

消化性潰瘍、胃炎

E2-(4)-②-2 　２）炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎、クロ

ーン病等）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、

主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物

治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(4)-②-3 　３）肝疾患（肝炎、肝硬変（ウイルス性

を含む）、薬剤性肝障害）について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(4)-②-4 　４）膵炎について、治療薬の薬理（薬理

作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症

状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(4)-②-5 　５）胆道疾患（胆石症、胆道炎）につい

て、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、お

よび病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選

択等）を説明できる。

E2-(4)-②-6 　６）機能性消化管障害（過敏性腸症候群

を含む）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主

な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治

療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(4)-②-7 　７）便秘・下痢について、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生

理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。

E2-(4)-②-8 　８）悪心・嘔吐について、治療薬および

関連薬物（催吐薬）の薬理（薬理作用、機序、主な副作

用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医

薬品の選択等）を説明できる。

E2-(4)-②-9 　９）痔について、治療薬の薬理（薬理作

用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状

等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

 【骨・関節・カルシウム代謝疾患の薬、病態、治療】

E2-(2)-③-1 　１）関節リウマチについて、治療薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態

生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明で

きる。

E2-(2)-③-2 　２）骨粗鬆症について、治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(2)-③-3 　３）変形性関節症について、治療薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態

生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明で

きる。

E2-(2)-③-4 　４）カルシウム代謝の異常を伴う疾患（

副甲状腺機能亢進（低下）症、骨軟化症（くる病を含む

）、悪性腫瘍に伴う高カルシウム血症）について、治療

薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および 病

態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）

を説明できる。

 【泌尿器系、生殖器系疾患の薬、病態、薬物治療】
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E2-(3)-③-6 　６）以下の生殖器系疾患について、治療

薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態

（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を

説明できる。 前立腺肥大症、子宮内膜症、子宮筋腫

E2-(3)-③-7 　７）妊娠・分娩・避妊に関連して用いら

れる薬物について、薬理（薬理作用、機序、主な副作用

）、および薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(3)-③-8 　８）以下の生殖器系疾患について説明で

きる。 異常妊娠、異常分娩、不妊症

＜授業のキーワード＞

内分泌・代謝疾患、消化器疾患、骨・関節疾患、生殖器

疾患、薬物治療など

＜授業の進め方＞

授業計画に従って実施する。

＜履修するにあたって＞

12 回の講義を行う。総合的な理解のためには、全ての

講義に出席することに加え、適宜、該当範囲の予習およ

び復習を行うことが望ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞

自主的な予習・復習の励行（目安として1時間）   オフ

ィスアワー  13:00 - 13:30

＜提出課題など＞

必要であれば、講義の際に伝達する。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験の成績を中心に判定する。提出課題、小テスト

等を実施した場合は、一部加味する場合もある。

＜テキスト＞

コンパス薬物治療学　（南江堂 ）

＜参考図書＞

今日の治療薬 （南江堂）

＜授業計画＞

第1回　内分泌・代謝　　疾患 (1)

甲状腺機能異常症の症候、病態生理、適切な治療薬、治

療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などに

ついて学ぶ。

E2-(5)-②-2

E2-(5)-②-3

第2回　内分泌・代謝　　疾患 (2)

クッシング症候群およびアルドステロン症の症候、病態

生理、適切な治療薬、治療薬の薬効薬理、薬物動態およ

び使用上の注意点などについて学ぶ

E2-(5)-②-5

第3回　内分泌・代謝　　疾患 (3)

上皮小体機能異常症、アジソン病、尿崩症の症候、病態

生理、適切な治療薬、治療薬の薬効薬理、薬物動態およ

び使用上の注意点などについて学ぶ。

E2-(5)-②-4

E2-(5)-②-5

第4回　内分泌・代謝　　疾患 (4)

糖尿病およびその合併症の症候、病態生理、適切な治療

薬、治療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点

などについて学ぶ。

E2-(5)-①-1

第5回　内分泌・代謝　　疾患 (5)

脂質異常症の症候、病態生理、適切な治療薬、治療薬の

薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などについて

学ぶ。

E2-(5)-①-2

第6回　内分泌・代謝　　疾患 (6)

高尿酸血症および痛風の症候、病態生理、適切な治療薬、

治療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点など

について学ぶ。

E2-(5)-①-3

第7回　消化器疾患 (1)

消化性潰瘍の症候、病態生理、適切な治療薬、治療薬の

薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などについて

学ぶ。

E2-(4)-②-2

第8回　消化器疾患 (2)

急性・慢性肝炎の症候、病態生理、適切な治療薬、治療

薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などにつ

いて学ぶ。劇症肝炎、肝硬変の症候、病態生理、適切な

治療薬、治療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注

意点などについて学ぶ。

E2-(4)-②-3

第9回　消化器疾患 (3)

胆道系疾患・胆石症の症候、病態生理、適切な治療薬、

治療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点など

について学ぶ。

急性・慢性膵炎の症候、病態生理、適切な治療薬、治療

薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などにつ

いて学ぶ。

E2-(4)-②-5

E2-(4)-②-4

第10回　消化器疾患 (4)

下痢・便秘の症候、病態生理、適切な治療薬、治療薬の

薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などについて

学ぶ。

 大腸炎、過敏性腸症候群、潰瘍性大腸炎およびクロー

ン病の症候、病態生理、適切な治療薬、治療薬の薬効薬

理、薬物動態および使用上の注意点などについて学ぶ。

 E2-(4)-②-6

 E2-(4)-②-7

E2-(4)-②-8

E2-(4)-②-9

第11回　骨・関節疾患
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骨粗鬆症の症候、病態生理、適切な治療薬、治療薬の薬

効薬理、薬物動態および使用上の注意点などについて学

ぶ。

　変形性関節症、骨軟化症の症候、病態生理、適切な治

療薬、治療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意

点などについて学ぶ。

 E2-(2)-③-2

E2-(2)-③-3

E2-(2)-③-4

第12回　生殖器疾患

前立腺肥大症の、適切な治療薬、治療薬の薬効薬理、薬

物動態および使用上の注意点などについて学ぶ。

前立腺がん、異常妊娠、異常分娩、不妊、子宮がん、子

宮内膜症の症候、病態生理について学ぶ。

E2-(3)-③-6

E2-(3)-③-7

E2-(3)-③-8

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

病態治療学Ⅳ [19～]

徳山　尚吾

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業方式は現時点において決定しておりません

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、3 を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） https://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html#PHA

薬の専門家として、医薬品及び薬物治療についての専門

的な知識を有している。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

適正な薬物治療に貢献できるようになるために、内分泌

・代謝、消化器、骨・関節、生殖器に関連する代表的な

疾患とその治療に用いられる代表的な医薬品に関する基

本的知識を習得します。

【代謝系疾患の薬、病態、治療】

E2-(5)-①-1 　１）糖尿病とその合併症について、治療

薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態

（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を

説明できる。

E2-(5)-①-2 　２）脂質異常症について、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生

理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。

E2-(5)-①-3 　３）高尿酸血症・痛風について、治療薬

の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（

病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説

明できる。

【内分泌系疾患の薬、病態、治療】

E2-(5)-②-1 　１）性ホルモン関連薬の薬理（薬理作用、

機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。

E2-(5)-②-2 　２）Basedow（バセドウ）病について、

治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および

病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等

）を説明できる。

E2-(5)-②-3 　３）甲状腺炎（慢性（橋本病）、亜急性

）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作

用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医

薬品の選択等）を説明できる。

E2-(5)-②-4 　４）尿崩症について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(5)-②-5 　５）以下の疾患について説明できる。先

端巨大症、高プロラクチン血症、下垂体機能低下症、AD

H不適合分泌症候群（SIADH）、副甲状腺機能亢進症?低

下症、Cushing（クッシング）症候群、アルドステロン

症、褐色細胞腫、副腎不全（急性、慢性）、子宮内膜症

（重複）、アジソン病（重複）

【消化器系疾患の薬、病態、治療】

E2-(4)-②-1 　１）以下の上部消化器疾患について、治

療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病

態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）

を説明できる。 胃食道逆流症（逆流性食道炎を含む）、

消化性潰瘍、胃炎

E2-(4)-②-2 　２）炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎、クロ

ーン病等）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、

主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物

治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(4)-②-3 　３）肝疾患（肝炎、肝硬変（ウイルス性

を含む）、薬剤性肝障害）について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(4)-②-4 　４）膵炎について、治療薬の薬理（薬理

作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症

状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(4)-②-5 　５）胆道疾患（胆石症、胆道炎）につい

て、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、お

よび病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選

択等）を説明できる。

E2-(4)-②-6 　６）機能性消化管障害（過敏性腸症候群

を含む）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主

な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治

療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(4)-②-7 　７）便秘・下痢について、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生
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理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。

E2-(4)-②-8 　８）悪心・嘔吐について、治療薬および

関連薬物（催吐薬）の薬理（薬理作用、機序、主な副作

用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医

薬品の選択等）を説明できる。

E2-(4)-②-9 　９）痔について、治療薬の薬理（薬理作

用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状

等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

＜授業のキーワード＞

内分泌・代謝疾患、消化器疾患、骨・関節疾患、生殖器

疾患、薬物治療など

＜授業の進め方＞

授業計画に従って実施する。

＜履修するにあたって＞

12 回の講義を行う。総合的な理解のためには、全ての

講義に出席することに加え、適宜、該当範囲の予習およ

び復習を行うことが望ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞

自主的な予習・復習の励行（目安として1時間）   オフ

ィスアワー  13:00 - 13:30

＜提出課題など＞

必要であれば、講義の際に伝達する。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験の成績を中心に判定する。提出課題、小テスト

等を実施した場合は、一部加味する場合もある。

＜テキスト＞

コンパス薬物治療学　（南江堂 ）

テキストを使用しての講義が中心になりますので、絶対

最新版を準備しておいて下さい。

＜参考図書＞

今日の治療薬 （南江堂）

＜授業計画＞

第1回　内分泌・代謝　　疾患 (1)

甲状腺機能異常症の症候、病態生理、適切な治療薬、治

療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などに

ついて学ぶ。

E2-(5)-②-2

E2-(5)-②-3

第2回　内分泌・代謝　　疾患 (2)

クッシング症候群およびアルドステロン症の症候、病態

生理、適切な治療薬、治療薬の薬効薬理、薬物動態およ

び使用上の注意点などについて学ぶ

E2-(5)-②-5

第3回　内分泌・代謝　　疾患 (3)

上皮小体機能異常症、アジソン病、尿崩症の症候、病態

生理、適切な治療薬、治療薬の薬効薬理、薬物動態およ

び使用上の注意点などについて学ぶ。

E2-(5)-②-4

E2-(5)-②-5

第4回　内分泌・代謝　　疾患 (4)

糖尿病およびその合併症の症候、病態生理、適切な治療

薬、治療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点

などについて学ぶ。

E2-(5)-①-1

第5回　内分泌・代謝　　疾患 (5)

脂質異常症の症候、病態生理、適切な治療薬、治療薬の

薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などについて

学ぶ。

E2-(5)-①-2

第6回　内分泌・代謝　　疾患 (6)

高尿酸血症および痛風の症候、病態生理、適切な治療薬、

治療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点など

について学ぶ。

E2-(5)-①-3

第7回　内分泌・代謝　　疾患 (7)

問題演習などを通じて下記の到達目標の総まとめを行う

【代謝系疾患の薬、病態、治療】

E2-(5)-①-1 　１）

E2-(5)-①-2 　２）

E2-(5)-①-3 　３）

【内分泌系疾患の薬、病態、治療】

E2-(5)-②-1

E2-(5)-②-2

E2-(5)-②-3 　３）

E2-(5)-②-4 　４）

E2-(5)-②-5 　５）

第8回　消化器疾患 (1)

消化性潰瘍の症候、病態生理、適切な治療薬、治療薬の

薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などについて

学ぶ。

E2-(4)-②-2

第9回　消化器疾患 (2)

急性・慢性肝炎の症候、病態生理、適切な治療薬、治療

薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などにつ

いて学ぶ。劇症肝炎、肝硬変の症候、病態生理、適切な

治療薬、治療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注

意点などについて学ぶ。

E2-(4)-②-3

第10回　消化器疾患 (3)

胆道系疾患・胆石症の症候、病態生理、適切な治療薬、

治療薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点など

について学ぶ。

急性・慢性膵炎の症候、病態生理、適切な治療薬、治療

薬の薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などにつ
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いて学ぶ。

E2-(4)-②-5

E2-(4)-②-4

第11回　消化器疾患 (4)

下痢・便秘の症候、病態生理、適切な治療薬、治療薬の

薬効薬理、薬物動態および使用上の注意点などについて

学ぶ。

 大腸炎、過敏性腸症候群、潰瘍性大腸炎およびクロー

ン病の症候、病態生理、適切な治療薬、治療薬の薬効薬

理、薬物動態および使用上の注意点などについて学ぶ。

 E2-(4)-②-6

 E2-(4)-②-7

E2-(4)-②-8

E2-(4)-②-9

第12回　消化器疾患 (5)

問題演習などを通じて下記の到達目標の総まとめを行う。

【消化器系疾患の薬、病態、治療】

E2-(4)-②-1

E2-(4)-②-2

E2-(4)-②-3

E2-(4)-②-4 　４）

E2-(4)-②-5 　５）

E2-(4)-②-6 　６）

E2-(4)-②-7 　７）

E2-(4)-②-8 　８）

E2-(4)-②-9 　９）

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

病態治療学Ⅵ [15～18]

岸本　修一、中川　左理

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義（対面）

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり４年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1,3を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）,https://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html#PHA}

悪性新生物に対する薬物の作用機序を理解し、がんの病

態、症状および薬物治療に関する基本的知識を修得する。

なお、11および12回目を担当する中川は、病院での薬剤

師経験を5年間以上経験している実務家教員であり、よ

り実践的な観点から、抗悪性腫瘍薬の副作用、緩和医療、

疼痛治療について、具体的に解説するものとする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

がんの病態とそれぞれの薬物療法を分類し説明できる

・E2ー(7)ー⑦ー1　腫瘍の定義（良性腫瘍と悪性腫瘍の

違い）を説明できる。

・E2ー(7)ー⑦ー2　悪性腫瘍について、以下の項目を概

説できる。組織型分類および病期分類、悪性腫瘍の検査

（細胞診、組織診、画像診断、腫瘍マーカー（腫瘍関連

の変異遺伝子、遺伝子産物を含む））、悪性腫瘍の疫学

（がん罹患の現状およびがん死亡の現状）、悪性腫瘍の

リスクおよび予防要因

・E2ー(7)ー⑦ー3　悪性腫瘍の治療における薬物治療の

位置づけを概説できる。

・E2ー(7)ー⑧ー3　抗悪性腫瘍薬の主な副作用（下痢、

悪心・嘔吐、白血球減少、皮膚障害（手足症候群を含む

）、血小板減少等）の軽減のための対処法を説明できる。

・E2ー(7)ー⑧ー4　代表的ながん化学療法のレジメン（

FOLFOX等）について、構成薬物およびその役割、副作用、

対象疾患を概説できる。

・E2ー(7)ー⑧ー5　白血病について、病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

・E2ー(7)ー⑧ー6　悪性リンパ腫および多発性骨髄腫に

ついて、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品

の選択等）を説明できる。

・E2ー(7)ー⑧ー7　骨肉腫について、病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

・E2ー(7)ー⑧ー8　消化器系の悪性腫瘍について、病態

（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を

説明できる。

・E2ー(7)ー⑧ー9　肺癌について、病態（病態生理、症

状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

・E2ー(7)ー⑧ー10　頭頸部および感覚器の悪性腫瘍に

ついて、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品

の選択等）を説明できる。

・E2ー(7)ー⑧ー11　生殖器の悪性腫瘍について、病態

（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を

説明できる。

・E2ー(7)ー⑧ー12　腎・尿路系の悪性腫瘍（腎癌、膀

胱癌）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療

（医薬品の選択等）を説明できる。

・E2ー(7)ー⑧ー13　乳癌について、病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

・E2ー(7)ー⑨ー1　がん終末期の病態（病態生理、症状

等）と治療を説明できる。

・E2ー(7)ー⑨ー2　がん性疼痛の病態（病態生理、症状

等）と薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

＜授業のキーワード＞

がん、抗がん薬

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行う

＜履修するにあたって＞

複数の認定あるいは専門薬剤師に関わる分野であること
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から、非常に幅広い領域の講義となる。薬物側からの知

識と病態側からの知識を連携させていく学習が必要であ

る。オフィスアワーは随時とするが、事前に連絡をする

ことが望ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞

各講義ごとに、ドットキャンスにて出題される重要ポイ

ントの確認問題を行必ず解き復習すること（目安として

1時間）

＜提出課題など＞

特になし

＜成績評価方法・基準＞

全ての講義への出席を原則とする。なお、講義回数の3

分の１（４回）以上の無断欠席により、定期試験の受験

資格を失う。

＜定期試験＞

範囲：12回の講義で行った内容

形式：マークシート＆記述式

１．薬物治療法に関する選択式問題（60点）

２．薬物治療法に関する説明問題（60点）

計120点を100%に換算して評価する。

＜テキスト＞

薬がみえる　Vol.3　医療情報科学研究所

＜参考図書＞

がんがみえる　医療情報科学研究所

＜授業計画＞

第1回　がんの基礎知識

がんの診断および治療法の選択基準を理解する

E2ー(7)ー⑦ー1

E2ー(7)ー⑦ー2

E2ー(7)ー⑦ー3

第2回　白血病

白血病の特徴および薬物治療法を理解する

E2ー(7)ー⑧ー4

E2ー(7)ー⑧ー5

第3回　悪性リンパ腫、多発性骨髄腫

悪性リンパ腫、多発性骨髄腫の特徴および薬物治療法を

理解する

E2ー(7)ー⑧ー4

E2ー(7)ー⑧ー6

第4回　脳腫瘍、頭頸部がん、骨・軟部腫瘍

脳腫瘍、頭頸部がん、骨・軟部腫瘍の特徴および薬物治

療法を理解する

E2ー(7)ー⑧ー4

E2ー(7)ー⑧ー10

第5回　肺がん

肺がんの特徴および薬物治療法を理解する

E2ー(7)ー⑧ー4

E2ー(7)ー⑧ー9

第6回　乳がん、子宮がん、卵巣がん

乳がん、子宮がん、卵巣がんの特徴および薬物治療法を

理解する

E2ー(7)ー⑧ー4

E2ー(7)ー⑧ー11

E2ー(7)ー⑧ー13

第7回　泌尿器系がん、皮膚がん

泌尿器系がん、皮膚がんの特徴および薬物治療法を理解

する

E2ー(7)ー⑧ー4

E2ー(7)ー⑧ー11

E2ー(7)ー⑧ー12

第8回　肝がん、胆道がん、膵がん

肝がん、胆道がん、膵がんの特徴および薬物治療法を理

解する

E2ー(7)ー⑧ー4

E2ー(7)ー⑧ー8

第9回　胃がん、食道がん、大腸がん

胃がん、食道がん、大腸がんの特徴および薬物治療法を

理解する

E2ー(7)ー⑧ー4

E2ー(7)ー⑧ー8

第10回（中川）　抗悪性腫瘍薬の副作用①

主要な抗悪性腫瘍薬の主な副作用を理解する

副作用軽減のための対処法を理解する

E2ー(7)ー⑧ー3

E2ー(7)ー⑧ー4

第11回（中川）　抗悪性腫瘍薬の副作用②

主要な抗悪性腫瘍薬の主な副作用を理解する

副作用軽減のための対処法を理解する

E2ー(7)ー⑧ー3

E2ー(7)ー⑧ー4

第12回（中川）　緩和医療・がん性疼痛治療

緩和医療・緩和ケアのコンセプトを理解する

痛みの病態生理と痛みのアセスメントについて理解する

がん性疼痛への薬物治療（オピオイド、鎮痛補助薬など

）について理解する

E2ー(7)ー⑨ー1

E2ー(7)ー⑨ー2



- 553 -

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

病態治療学Ⅵ [19～]

岸本　修一、中川　左理

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義（対面）

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり４年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1,3を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）,https://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html#PHA}

悪性新生物に対する薬物の作用機序を理解し、がんの病

態、症状および薬物治療に関する基本的知識を修得する。

なお、11および12回目を担当する中川は、病院での薬剤

師経験を5年間以上経験している実務家教員であり、

より実践的な観点から、抗悪性腫瘍薬の副作用、緩和医

療、疼痛治療について、具体的に解説するものとする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

がんの病態とそれぞれの薬物療法を分類し説明できる

・E2ー(7)ー⑦ー1　腫瘍の定義（良性腫瘍と悪性腫瘍の

違い）を説明できる。

・E2ー(7)ー⑦ー2　悪性腫瘍について、以下の項目を概

説できる。組織型分類および病期分類、悪性腫瘍の検査

（細胞診、組織診、画像診断、腫瘍マーカー（腫瘍関連

の変異遺伝子、遺伝子産物を含む））、悪性腫瘍の疫学

（がん罹患の現状およびがん死亡の現状）、悪性腫瘍の

リスクおよび予防要因

・E2ー(7)ー⑦ー3　悪性腫瘍の治療における薬物治療の

位置づけを概説できる。

・E2ー(7)ー⑧ー3　抗悪性腫瘍薬の主な副作用（下痢、

悪心・嘔吐、白血球減少、皮膚障害（手足症候群を含む

）、血小板減少等）の軽減のための対処法を説明できる。

・E2ー(7)ー⑧ー4　代表的ながん化学療法のレジメン（

FOLFOX等）について、構成薬物およびその役割、副作用、

対象疾患を概説できる。

・E2ー(7)ー⑧ー5　白血病について、病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

・E2ー(7)ー⑧ー6　悪性リンパ腫および多発性骨髄腫に

ついて、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品

の選択等）を説明できる。

・E2ー(7)ー⑧ー7　骨肉腫について、病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

・E2ー(7)ー⑧ー8　消化器系の悪性腫瘍について、病態

（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を

説明できる。

・E2ー(7)ー⑧ー9　肺癌について、病態（病態生理、症

状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

・E2ー(7)ー⑧ー10　頭頸部および感覚器の悪性腫瘍に

ついて、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品

の選択等）を説明できる。

・E2ー(7)ー⑧ー11　生殖器の悪性腫瘍について、病態

（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を

説明できる。

・E2ー(7)ー⑧ー12　腎・尿路系の悪性腫瘍（腎癌、膀

胱癌）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療

（医薬品の選択等）を説明できる。

・E2ー(7)ー⑧ー13　乳癌について、病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

・E2ー(7)ー⑨ー1　がん終末期の病態（病態生理、症状

等）と治療を説明できる。

・E2ー(7)ー⑨ー2　がん性疼痛の病態（病態生理、症状

等）と薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

＜授業のキーワード＞

がん、抗がん薬

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行う

＜履修するにあたって＞

複数の認定あるいは専門薬剤師に関わる分野であること

から、非常に幅広い領域の講義となる。薬物側からの知

識と病態側からの知識を連携させていく学習が必要であ

る。オフィスアワーは随時とするが、事前に連絡をする

ことが望ましい。

＜授業時間外に必要な学修＞

各講義ごとに、ドットキャンスにて出題される重要ポイ

ントの確認問題を行必ず解き復習すること（目安として

1時間）

＜提出課題など＞

特になし

＜成績評価方法・基準＞

全ての講義への出席を原則とする。なお、講義回数の3

分の１（４回）以上の無断欠席により、定期試験の受験

資格を失う。

＜定期試験＞

範囲：12回の講義で行った内容

形式：マークシート＆記述式

１．薬物治療法に関する選択式問題（60点）

２．薬物治療法に関する説明問題（60点）

計120点を100%に換算して評価する。

＜テキスト＞

薬がみえる　Vol.3　医療情報科学研究所

＜参考図書＞

がんがみえる　医療情報科学研究所

＜授業計画＞

第1回　がんの基礎知識

がんの診断および治療法の選択基準を理解する
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E2ー(7)ー⑦ー1

E2ー(7)ー⑦ー2

E2ー(7)ー⑦ー3

第2回　白血病

白血病の特徴および薬物治療法を理解する

E2ー(7)ー⑧ー4

E2ー(7)ー⑧ー5

第3回　悪性リンパ腫、多発性骨髄腫

悪性リンパ腫、多発性骨髄腫の特徴および薬物治療法を

理解する

E2ー(7)ー⑧ー4

E2ー(7)ー⑧ー6

第4回　脳腫瘍、頭頸部がん、骨・軟部腫瘍

脳腫瘍、頭頸部がん、骨・軟部腫瘍の特徴および薬物治

療法を理解する

E2ー(7)ー⑧ー4

E2ー(7)ー⑧ー10

第5回　肺がん

肺がんの特徴および薬物治療法を理解する

E2ー(7)ー⑧ー4

E2ー(7)ー⑧ー9

第6回　乳がん、子宮がん、卵巣がん

乳がん、子宮がん、卵巣がんの特徴および薬物治療法を

理解する

E2ー(7)ー⑧ー4

E2ー(7)ー⑧ー11

E2ー(7)ー⑧ー13

第7回　泌尿器系がん、皮膚がん

泌尿器系がん、皮膚がんの特徴および薬物治療法を理解

する

E2ー(7)ー⑧ー4

E2ー(7)ー⑧ー11

E2ー(7)ー⑧ー12

第8回　肝がん、胆道がん、膵がん

肝がん、胆道がん、膵がんの特徴および薬物治療法を理

解する

E2ー(7)ー⑧ー4

E2ー(7)ー⑧ー8

第9回　胃がん、食道がん、大腸がん

胃がん、食道がん、大腸がんの特徴および薬物治療法を

理解する

E2ー(7)ー⑧ー4

E2ー(7)ー⑧ー8

第10回（中川）　抗悪性腫瘍薬の副作用①

主要な抗悪性腫瘍薬の主な副作用を理解する

副作用軽減のための対処法を理解する

E2ー(7)ー⑧ー3

E2ー(7)ー⑧ー4

第11回（中川）　抗悪性腫瘍薬の副作用②

主要な抗悪性腫瘍薬の主な副作用を理解する

副作用軽減のための対処法を理解する

E2ー(7)ー⑧ー3

E2ー(7)ー⑧ー4

第12回（中川）　緩和医療・がん性疼痛の治療を学ぶ

緩和医療・緩和ケアのコンセプトを理解する

痛みの病態生理と痛みのアセスメントについて理解する

がん性疼痛への薬物治療（オピオイド、鎮痛補助薬など

）について理解する

E2ー(7)ー⑨ー1

E2ー(7)ー⑨ー2

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

薬理Ⅱ（中枢） [15～18]

榎本　理世

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2.3.7.8を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本科目では中枢神経系に作用する薬の効き方について学

習します。代表的な中枢作用薬の作用機構、適応疾患お

よび副作用を理解し、中枢神経系疾患に対する薬物治療

の基礎を身につけることが目的です。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とし、中枢神経系に作用する薬

物の作用を科学的に考え、論理的に思考することができ

るようになることを目指します。

C7  人体の成り立ちと生体機能の調節

（１）人体の成り立ち

【④神経系】

C7-(1)-④-1 １）中枢神経系について概説できる。

(２)　生体機能の調節

【①神経による調節機構】

C7-(2)-①-1 １）神経細胞の興奮と伝導、シナプス伝達

の調節機構について説明できる。

C7-(2)-①-2 ２）代表的な神経伝達物質を挙げ、生理活

性および作用機構について概説できる。
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E2　薬理・病態・薬物治療

（１）神経系の疾患と薬

【③中枢神経系の疾患の薬、病態、治療】

E2-(1)-③-1 １）全身麻酔薬、催眠薬の薬理（薬理作用、

機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。

E2-(1)-③-2 ２）麻薬性鎮痛薬、非麻薬性鎮痛薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用（WHO

三段階除痛ラダーを含む）を説明できる。

E2-(1)-③-3 ３）中枢興奮薬の薬理（薬理作用、機序、

主な副作用）および臨床適用を説明できる。

E2-(1)-③-4 ４）統合失調症について、治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-5 ５）うつ病、躁うつ病（双極性障害）につ

いて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、

および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の

選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-6 ６）不安神経症（パニック障害と全般性不

安障害）、心身症、不眠症について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-7 ７）てんかんについて、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-8 ８）脳血管疾患（脳内出血、脳梗塞（脳血

栓、脳塞栓、一過性脳虚血）、くも膜下出血）について、

治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および

病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の 選択

等）を説明できる。

E2-(1)-③-9 ９）Parkinson（パーキンソン）病につい

て、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、お

よび病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選

択等）を説明できる。

E2-(1)-③-10 10）認知症（Alzheimer（アルツハイマー

）型認知症、脳血管性認知症等）について、治療薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態

生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明で

きる。

E2-(1)-③-11 11）片頭痛について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）について説明で

きる。

E2-(1)-③-14 14）以下の疾患について説明できる。Nar

colepsy（ナルコレプシー）、薬物依存症、アルコール

依存症

＜授業のキーワード＞

中枢神経系、中枢薬理、神経伝達機構

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の対面講義を行ないます。

内容の多少により一部回がずれたり順番が前後する可能

性があります。

＜履修するにあたって＞

講義の理解度やわからない点を知るため、毎回、授業の

最後の10分間を授業内容の整理の時間とします。自由記

述欄のあるマークカードに記入してもらい、授業の最後

に提出してもらいます。別途、課題を提示して提出を求

めることもあります。さらに、内容の区切りごとに、記

述式小テストやdotCampusの機能を使ってオンラインテ

ストを実施します。小テストで理解が不十分な学生を抽

出し、補講と再小テストも実施します。

また、授業内容に関する質問、過去の定期試験問題の閲

覧や資料の配布などは、dotCampusを活用します。必要

に応じて、dotCampusで講義内容を補足する資料を配布

します。

オフィスアワー（未定・授業内で案内）や授業終わりの

休み時間、dotCampusの機能を使った質疑応答の場など

で質問を受け付けます。わからないところやあいまいな

ところは早めに解消しましょう。dotCampusでは、質問

者は教員には見えますが、学生は匿名で質問できます。

他の人の質問とその解説も閲覧できますので、活用して

ください。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として復習すること（目安として1時間。でき

れば授業当日に、無理でもその週のうちにやりましょう。

）

＜提出課題など＞

補習後の再小テストに代えて課題提出を行う場合があり

ます。

＜成績評価方法・基準＞

小テストや課題が20％、定期テストが80％、合計100％

で評価します。

①中枢神経系の疾患の成り立ち、②受容体や関連する細

胞内情報伝達系や ③講義の中で出てきた薬物の作用メ

カニズムの詳細をどの程度理解できているかを評価しま

す。①－③について、他の学生に説明できるように日頃

から理解を深めてください。

＜テキスト＞

NEW薬理学改訂第7版、自作プリント

＜参考図書＞

コンパス薬理学改訂第2版、今日の治療薬

＜授業計画＞

第1回　神経化学入門

1)中枢神経を構成する細胞（ニューロン・アストロサイ

ト・ミクログリア）の機能を学ぶ※。

2)電気信号発生機構を学ぶ。

3)シナプス伝達機構を学ぶ。

※：アドバンス的な内容
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第2回　催眠薬の薬理

1)睡眠の生理を学ぶ。※

2)覚醒機構を学ぶ。※

3)ベンゾジアゼピン系催眠薬の薬理作用を学ぶ。

4)メラトニン受容体アゴニストの薬理作用を学ぶ。

5)ナルコレプシーの治療を学ぶ。

第3回　抗不安薬および抗てんかん薬の薬理

1)不安障害を学ぶ。

2)ベンゾジアゼピン系および非ベンゾジアゼピン系抗不

安薬の薬理作用を学ぶ。

3)抗てんかん薬の薬理作用を学ぶ。

第4回　麻酔薬の薬理

① 全身麻酔薬

② 局所麻酔薬

1)全身麻酔の経過を学ぶ。

2)吸入麻酔薬の薬理作用を学ぶ。

3)静脈麻酔薬の薬理作用を学ぶ。

4)麻酔前投与を学ぶ。

5)知覚神経に作用する薬物の薬理作用を学ぶ。

第5回　麻薬性鎮痛薬の薬理

1)痛覚の発生および伝達を学ぶ。※

2)下降性抑制系の役割を学ぶ。※

3)モルヒネなどの麻薬性鎮痛薬の薬理作用を学ぶ。

4)非麻薬性鎮痛薬の薬理作用を学ぶ。

5)オピオイドペプチドの作用を学ぶ。※

第6回　統合失調症治療薬の薬理

1)統合失調症の病態を学ぶ。

2)陽性および陰性症状と神経活動の関連性を学ぶ。※

3)ドパミン仮説およびグルタミン酸仮説を学ぶ。※

4)定型抗精神病薬の薬理作用を学ぶ。

5)非定型抗精神病薬の薬理作用を学ぶ。

6)多元受容体作用抗精神病薬（MARTA）の薬理作用を学

ぶ。

第7回　気分障害治療薬の薬理

1)うつ病の病態を学ぶ。

2)躁病の病態を学ぶ。

3)アミン仮説を学ぶ。※

4)抗うつ薬の薬理作用を学ぶ。

5)抗そう薬の薬理作用を学ぶ。

第8回　認知症治療薬の薬理

1)認知症の症状（中核症状と行動・心理症状）を学ぶ。

※

2)コリン仮説、β-アミロイド仮説、グルタミン酸仮説

を学ぶ。※

3)認知症治療薬の薬理作用を学ぶ。

第9回　パーキンソン病治療薬

1)パーキンソン病の病態を学ぶ。

2)パーキンソン病およびパーキンソン症候群の原因を学

ぶ。

3)パーキンソン病治療薬の薬理作用を学ぶ。

第10回　片頭痛治療薬の薬理

1)片頭痛の病態を説明学ぶ。※

2)片頭痛治療薬の薬理作用を学ぶ。※

第11回　脳血管疾患治療薬の薬理

8．脳血管疾患（脳内出血、脳梗塞（脳血栓、脳塞栓、

一過性脳虚血）、くも膜下出血）について、治療薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態

生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を学ぶ。

第12回　中枢興奮薬の薬理

1)覚醒剤の薬理作用を学ぶ。

2)大麻類の薬理作用を学ぶ。

3)幻覚発現薬の薬理作用を学ぶ。

4)コカインの薬理作用を学ぶ。

5)ニコチンの薬理作用を学ぶ。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

薬理学Ⅲ [15～18]

屋山　勝俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、②、③を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本科目では、循環器系に作用する薬の効き方について講

述します。21世紀の高齢化社会を迎えた現代の医療上の

大きな課題は、癌、循環器系疾患、そして老化関連疾患

の三つです。循環器系疾患は老化関連疾患とも重複しま

すが、むしろ食生活や運動といった生活習慣の変化に起

因するところが大きいことが分かってきました。循環器

系疾患の治療は薬剤師の関わるべき大きな分野であり、

それら治療薬の特徴、作用機序、そして副作用を理解す

ることは、治療薬の臨床使用のＥＢＭ（根拠に基づいた

医療）を実現する上で大切です。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C7ー(1)ー⑦ー1　心臓について概説できる。

C7ー(1)ー⑦ー2　血管系について概説できる。

C7ー(2)ー③ー1　代表的なオータコイドを挙げ、生理活

性および作用機構について概説できる。
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E2ー(3)ー①ー1　以下の不整脈および関連疾患について、

治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および

病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等

）を説明できる。不整脈の例示：上室性期外収縮（PAC

）、心室性期外収縮（PVC）、心房細動（Af）、発作性

上室頻拍（PSVT)、WPW症候群、心室頻拍（VT）、心室細

動（Vf）、房室ブロック、QT延長症候群

E2ー(3)ー①ー2　急性および慢性心不全について、治療

薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態

（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を

説明できる。

E2ー(3)ー①ー3　虚血性心疾患（狭心症、心筋梗塞）に

ついて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、

および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の

選択等）を説明できる。

E2ー(3)ー①ー4　以下の高血圧症について、治療薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態

生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明で

きる。 本態性高血圧症、二次性高血圧症（腎性高血圧

症、腎血管性高血圧症を含む）

E2ー(3)ー②ー1　止血薬の薬理（薬理作用、機序、主な

副作用）および臨床適用を説明できる。

E2ー(3)ー②ー2　抗血栓薬、抗凝固薬および血栓溶解薬

の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用

を説明できる。

E2ー(3)ー③ー1　利尿薬の薬理（薬理作用、機序、主な

副作用）および臨床適用を説明できる。

＜授業のキーワード＞

薬理、循環器薬理、高血圧、不整脈、心不全、血液凝固

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。

＜履修するにあたって＞

本科目を理解する上で、からだの仕組み、生体の機能調

節、薬理学総論の内容を理解しておくことことが必要で

す。

理解できなかったところは、そのままにせずオフィスア

ワー、メール等を利用し理解していくように努めて下さ

い。

オフィスアワー：金曜日 17：00～19：00　　質問があ

れば、遠慮なくこの時間に教員室（C号館2階、C/LP218

）を訪ねてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

理解を深めるために予習（0.5時間）、復習（1時間）を

して下さい。理解できなかった部分は、オフィスアワー

等を積極的に利用し理解に務めて下さい。

＜提出課題など＞

授業の際に連絡

＜成績評価方法・基準＞

循環器系疾患に用いる薬物の薬理作用（作用機序）、副

作用の詳細をどの程度理解できているか試験で判定しま

す。試験は、記述式で出題しますから十分な理解が無い

と解答できません。

成績は、定期試験90％、提出演習10％で評価します。

＜テキスト＞

自作のプリントで行います。

＜参考図書＞

田中・加藤編　「NEW薬理学　改訂第6版」　南江堂　￥

8,800+税

櫻田編　コンパス薬理学　　南江堂　4,600円＋税

浦部、島田、川合編　今日の治療薬2017　　南江堂　未

定

＜授業計画＞

第1回　循環器系の役割とその疾患（オーバービュー）

循環器系に作用する薬物を学ぶ前に、循環器系はどのよ

うな構成により、どのような機能を果たし、その異常に

よってどのような疾患が発生するかについて、全体像を

説明します。

循環器系疾患の治療薬がどのように位置づけられるかを

説明できる。このことを目標とします。

C7ー(1)ー⑦ー1

C7ー(1)ー⑦ー２

第2回　オータコイド

循環器疾患の治療に使われている薬物を理解する上で、

オータコイドの生理作用を理解しておくことは必須です。

そこで、今回の講義では、オータコイドの生合成経路、

受容体、生理作用を理解する。このことを目標とします。

C7ー(2)ー③ー1　.

第3回　高血圧症と高血圧治療薬①

血圧（動脈圧）は、全身に血液を流すための駆動力です。

しかし、これが高くなりすぎると、心臓に負担を与え、

血管に障害をもたらします。高血圧症とは血圧が高い症

状を言いますが、それを正常に下げることによってあら

ゆる循環器系疾患を予防する、または進行を抑制するこ

とができます。血圧の調節機構について、最初に学びま

す。

①レニンーアンジオテンシンーアルドステロン系につい

て説明できる（アドバンス）。

②作用点別に、高血圧治療薬を分類し、それぞれの作用

機序、特徴、副作用について説明できる

③病態生理を説明できる。このことを目標とします。

E2ー(3)ー①ー4

第4回　高血圧症と高血圧治療薬②

前回の講義に引き続き高血圧治療薬について学びます。

作用点別に、高血圧治療薬を分類し、それぞれの作用機

序、特徴、副作用について説明できる。このことを目標

とします。

E2ー(3)ー①ー4

第5回　腎臓に作用する薬物①

腎臓は尿を生成してこれらの内部環境を調節しており、
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利尿薬は尿量を高めるように働く薬物をいいます。ここ

では、腎機能の基本を学んだうえ

利尿薬について、作用点、作用機序、副作用を説明でき

る。このことを目標とします。

E2ー(3)ー③ー1

第6回　腎臓に作用する薬物②

前回の講義に引き続き腎臓に作用する薬物について学び

ます。そして、循環器疾患における利尿薬の位置づけを

説明できる（アドバンス）。

このことを目標とします。

E2ー(3)ー③ー1

第7回　不整脈を改善する薬物

心臓は正常な調律(リズム)をもって収縮・拡張を繰り返

すことにより、全身循環を維持することができます。そ

のリズムが何らかの原因で崩れると、ポンプとしての心

機能は低下し、全身への血液循環のみならず心臓機能に

不可逆的は障害を引き起こします。ここでは、

①抗不整脈薬の分類、作用機序、そして副作用を説明で

きる。

②病態（病態生理）を説明できる。

このことを目標とします。

E2ー(3)ー①ー1

第8回　血液凝固系・線維素溶解系の機能

失血は個体に死をもたらす重大事であり、血液凝固系は

最も基本的な生体防御系の一つです。しかし、その過剰

反応は血栓形成による血管閉塞を起こし、逆に血管内の

凝固塊を溶かす線維素溶解系も存在します。ここでは、

①血液凝固系を抑制する抗凝固薬の作用機序、そして副

作用を説明できる。

②血栓形成を抑制する抗血栓薬、血液凝固塊を溶解して

血流を回復させる血栓溶解剤の作用機序、そして副作用

を説明できる。

このことを目標とします。

E2ー(3)ー②ー1

E2ー(3)ー②ー２

第9回　血液凝固系・線維素溶解系に作用する薬物

前回の講義に引き続き、血液凝固系を抑制する抗凝固薬、

血栓形成を抑制する抗血栓薬、そして血液凝固塊を溶解

して血流を回復させる血栓溶解剤に加え、血小板凝集抑

制薬ついて学び、

①血液凝固系を抑制する抗凝固薬の作用機序、そして副

作用を説明できる。

②血栓形成を抑制する抗血栓薬、血液凝固塊を溶解して

血流を回復させる血栓溶解剤の作用機序、そして副作用

を説明できる。

③血小板凝集抑制薬の作用機序、そして副作用を説明で

きる（アドバンス）。

このことを目標とします。

E2ー(3)ー②ー3

第10回　虚血性心疾患を改善する薬物

虚血性心疾患とは、心臓の冠状動脈の閉塞により発生す

る心筋の酸素不足（狭心症）あるいは酸素供給停止（心

筋梗塞症）をさします。原因は動脈硬化症を基盤に発生

した血栓または冠動脈の痙攣性収縮です。これら病態を

簡潔に学び、それらに有効な薬物の分類、作用機序、副

作用について学びます。

そして、虚血性心疾患に用いる薬物について作用機序、

副作用について説明できる。このことを目標とします。

E2ー(3)ー①ー3

第11回　心不全と心不全治療薬の概念

心不全は、不整脈や虚血性心疾患・高血圧など、あらゆ

る循環器系疾患が完全治癒することなく進行した場合に

最終的に行き着く病態です。この概念を学び、心不全治

療薬の基本的条件を学びます。そして、

①心不全に用いる治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な

副作用）を説明できる。

②病態（病態生理）を説明できる。

このことを目標とします。

E2ー(3)ー①ー2

第12回　心不全治療薬の作用

心不全には、心臓を刺激することにより心拍出量を増加

させる“強心薬”と、低下した心機能を保護して延命を

もたらす“心保護薬”の2つに分類されます。それぞれ

の代表薬について作用機序、特色、副作用を学びます。

　そして、

①心不全に用いる治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な

副作用）、作用を説明できる。

このことを目標とします。

E2ー(3)ー①ー2

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

薬理学Ⅲ [19～]

屋山　勝俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、②、③を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本科目では、循環器系に作用する薬の効き方について講

述します。21世紀の高齢化社会を迎えた現代の医療上の

大きな課題は、癌、循環器系疾患、そして老化関連疾患

の三つです。循環器系疾患は老化関連疾患とも重複しま

すが、むしろ食生活や運動といった生活習慣の変化に起
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因するところが大きいことが分かってきました。循環器

系疾患の治療は薬剤師の関わるべき大きな分野であり、

それら治療薬の特徴、作用機序、そして副作用を理解す

ることは、治療薬の臨床使用のＥＢＭ（根拠に基づいた

医療）を実現する上で大切です。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C7ー(1)ー⑦ー1　心臓について概説できる。

C7ー(1)ー⑦ー2　血管系について概説できる。

C7ー(2)ー③ー1　代表的なオータコイドを挙げ、生理活

性および作用機構について概説できる。

E2ー(3)ー①ー1　以下の不整脈および関連疾患について、

治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および

病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等

）を説明できる。不整脈の例示：上室性期外収縮（PAC

）、心室性期外収縮（PVC）、心房細動（Af）、発作性

上室頻拍（PSVT)、WPW症候群、心室頻拍（VT）、心室細

動（Vf）、房室ブロック、QT延長症候群

E2ー(3)ー①ー2　急性および慢性心不全について、治療

薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態

（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を

説明できる。

E2ー(3)ー①ー3　虚血性心疾患（狭心症、心筋梗塞）に

ついて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、

および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の

選択等）を説明できる。

E2ー(3)ー①ー4　以下の高血圧症について、治療薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態

生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明で

きる。 本態性高血圧症、二次性高血圧症（腎性高血圧

症、腎血管性高血圧症を含む）

E2ー(3)ー②ー1　止血薬の薬理（薬理作用、機序、主な

副作用）および臨床適用を説明できる。

E2ー(3)ー②ー2　抗血栓薬、抗凝固薬および血栓溶解薬

の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用

を説明できる。

E2ー(3)ー③ー1　利尿薬の薬理（薬理作用、機序、主な

副作用）および臨床適用を説明できる。

＜授業のキーワード＞

薬理、循環器薬理、高血圧、不整脈、心不全、血液凝固

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。

＜履修するにあたって＞

本科目を理解する上で、からだの仕組み、生体の機能調

節、薬理学総論の内容を理解しておくことことが必要で

す。

理解できなかったところは、そのままにせずオフィスア

ワー、メール等を利用し理解していくように努めて下さ

い。

オフィスアワー：金曜日 17：00?19：00　　質問があれ

ば、遠慮なくこの時間に教員室（C号館2階、C/LP218）

を訪ねてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

理解を深めるために予習（0.5時間）、復習（1時間）を

して下さい。理解できなかった部分は、オフィスアワー

等を積極的に利用し理解に務めて下さい。

＜提出課題など＞

授業の際に連絡

＜成績評価方法・基準＞

循環器系疾患に用いる薬物の薬理作用（作用機序）、副

作用の詳細をどの程度理解できているか試験で判定しま

す。試験は、記述式で出題しますから十分な理解が無い

と解答できません。

成績は、定期試験90％、提出演習10％で評価します。

＜テキスト＞

自作のプリントで行います。

＜参考図書＞

田中・加藤編　「NEW薬理学　改訂第6版」　南江堂　￥

8,800+税

櫻田編　コンパス薬理学　　南江堂　4,600円＋税

浦部、島田、川合編　今日の治療薬2017　　南江堂　未

定

＜授業計画＞

第1回　循環器系の役割とその疾患（オーバービュー）

循環器系に作用する薬物を学ぶ前に、循環器系はどのよ

うな構成により、どのような機能を果たし、その異常に

よってどのような疾患が発生するかについて、全体像を

説明します。

循環器系疾患の治療薬がどのように位置づけられるかを

説明できる。このことを目標とします。

C7ー(1)ー⑦ー1

C7ー(1)ー⑦ー２

第2回　オータコイド

循環器疾患の治療に使われている薬物を理解する上で、

オータコイドの生理作用を理解しておくことは必須です。

そこで、今回の講義では、オータコイドの生合成経路、

受容体、生理作用を理解する。このことを目標とします。

C7ー(2)ー③ー1　.

第3回　高血圧症と高血圧治療薬①

血圧（動脈圧）は、全身に血液を流すための駆動力です。

しかし、これが高くなりすぎると、心臓に負担を与え、

血管に障害をもたらします。高血圧症とは血圧が高い症

状を言いますが、それを正常に下げることによってあら

ゆる循環器系疾患を予防する、または進行を抑制するこ

とができます。血圧の調節機構について、最初に学びま

す。

①レニンーアンジオテンシンーアルドステロン系につい

て説明できる（アドバンス）。

②作用点別に、高血圧治療薬を分類し、それぞれの作用



- 560 -

機序、特徴、副作用について説明できる

③病態生理を説明できる。このことを目標とします。

E2ー(3)ー①ー4

第4回　高血圧症と高血圧治療薬②

前回の講義に引き続き高血圧治療薬について学びます。

作用点別に、高血圧治療薬を分類し、それぞれの作用機

序、特徴、副作用について説明できる。このことを目標

とします。

E2ー(3)ー①ー4

第5回　腎臓に作用する薬物①

腎臓は尿を生成してこれらの内部環境を調節しており、

利尿薬は尿量を高めるように働く薬物をいいます。ここ

では、腎機能の基本を学んだうえ

利尿薬について、作用点、作用機序、副作用を説明でき

る。このことを目標とします。

E2ー(3)ー③ー1

第6回　腎臓に作用する薬物②

前回の講義に引き続き腎臓に作用する薬物について学び

ます。そして、循環器疾患における利尿薬の位置づけを

説明できる（アドバンス）。

このことを目標とします。

E2ー(3)ー③ー1

第7回　不整脈を改善する薬物

心臓は正常な調律(リズム)をもって収縮・拡張を繰り返

すことにより、全身循環を維持することができます。そ

のリズムが何らかの原因で崩れると、ポンプとしての心

機能は低下し、全身への血液循環のみならず心臓機能に

不可逆的は障害を引き起こします。ここでは、

①抗不整脈薬の分類、作用機序、そして副作用を説明で

きる。

②病態（病態生理）を説明できる。

このことを目標とします。

E2ー(3)ー①ー1

第8回　血液凝固系・線維素溶解系の機能

失血は個体に死をもたらす重大事であり、血液凝固系は

最も基本的な生体防御系の一つです。しかし、その過剰

反応は血栓形成による血管閉塞を起こし、逆に血管内の

凝固塊を溶かす線維素溶解系も存在します。ここでは、

①血液凝固系を抑制する抗凝固薬の作用機序、そして副

作用を説明できる。

②血栓形成を抑制する抗血栓薬、血液凝固塊を溶解して

血流を回復させる血栓溶解剤の作用機序、そして副作用

を説明できる。

このことを目標とします。

E2ー(3)ー②ー1

E2ー(3)ー②ー２

第9回　血液凝固系・線維素溶解系に作用する薬物

前回の講義に引き続き、血液凝固系を抑制する抗凝固薬、

血栓形成を抑制する抗血栓薬、そして血液凝固塊を溶解

して血流を回復させる血栓溶解剤に加え、血小板凝集抑

制薬ついて学び、

①血液凝固系を抑制する抗凝固薬の作用機序、そして副

作用を説明できる。

②血栓形成を抑制する抗血栓薬、血液凝固塊を溶解して

血流を回復させる血栓溶解剤の作用機序、そして副作用

を説明できる。

③血小板凝集抑制薬の作用機序、そして副作用を説明で

きる（アドバンス）。

このことを目標とします。

E2ー(3)ー②ー3

第10回　虚血性心疾患を改善する薬物

虚血性心疾患とは、心臓の冠状動脈の閉塞により発生す

る心筋の酸素不足（狭心症）あるいは酸素供給停止（心

筋梗塞症）をさします。原因は動脈硬化症を基盤に発生

した血栓または冠動脈の痙攣性収縮です。これら病態を

簡潔に学び、それらに有効な薬物の分類、作用機序、副

作用について学びます。

そして、虚血性心疾患に用いる薬物について作用機序、

副作用について説明できる。このことを目標とします。

E2ー(3)ー①ー3

第11回　心不全と心不全治療薬の概念

心不全は、不整脈や虚血性心疾患・高血圧など、あらゆ

る循環器系疾患が完全治癒することなく進行した場合に

最終的に行き着く病態です。この概念を学び、心不全治

療薬の基本的条件を学びます。そして、

①心不全に用いる治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な

副作用）を説明できる。

②病態（病態生理）を説明できる。

このことを目標とします。

E2ー(3)ー①ー2

第12回　心不全治療薬の作用

心不全には、心臓を刺激することにより心拍出量を増加

させる“強心薬”と、低下した心機能を保護して延命を

もたらす“心保護薬”の2つに分類されます。それぞれ

の代表薬について作用機序、特色、副作用を学びます。

　そして、

①心不全に用いる治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な

副作用）、作用を説明できる。

このことを目標とします。

E2ー(3)ー①ー2

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

薬理Ⅳ（代謝性疾患） [13～14]

屋山　勝俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、②、③を目
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指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本科目では、呼吸器系作用薬、糖尿病治療薬、骨粗しょ

う症治療薬、免疫系に作用する薬物、抗炎症薬、抗アレ

ルギー薬、脂質異常症治療薬について、これらの薬の効

き方について講述します。21世紀の高齢化社会を迎えた

現代の医療上の大きな課題は、癌、循環器系疾患、そし

て老化関連疾患の三つです。循環器系疾患は老化関連疾

患とも重複しますが、むしろ食生活や運動といった生活

習慣の変化に起因するところが大きいことが分かってき

ました。循環器系疾患の治療は薬剤師の関わるべき大き

な分野であり、それら治療薬の特徴、作用機序、そして

副作用を理解することは、治療薬の臨床使用のＥＢＭ（

根拠に基づいた医療）を実現する上で大切です。

＜到達目標＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり３年次に配当している。

以下の各SBOsを到達目標とする。

E2ー(2)ー①ー1. 抗炎症薬（ステロイド性および非ステ

ロイド性）および解熱性鎮痛薬の薬理（薬理作用、機序、

主な副作用）および臨床適用を説明できる。

E2ー(2)ー②ー1.アレルギー治療薬（抗ヒスタミン薬、

抗アレルギー薬等）の薬理（薬理作用、機序、主な副作

用）および臨床適用を説明できる。

E2ー(2)ー②ー2免疫抑制薬の薬理（薬理作用、機序、主

な副作用）および臨床適用を説明できる。

E2－(2－-②－7以下の臓器特異的自己免疫疾患について、

治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明で

きる。バセドウ病（重複）、橋本病（重複）、悪性貧血

(重複）、アジソン病、1型糖尿病（重複）、重症筋無力

症、多発性硬化症、特発性血小板減少性紫斑病、自己免

疫性溶血性貧血（重複）、シェーグレン症候群

E2－(2)－②－8以下の全身性自己免疫疾患について、治

療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明でき

る。全身性エリテマトーデス、強皮症、多発筋炎／皮膚

筋炎、

E2ー(2)ー③ー1.関節リウマチについて、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2ー(2)ー③ー2.骨粗鬆症について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2ー(4)ー①ー1.気管支喘息について、治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2ー(4)ー①ー4.鎮咳薬、去痰薬、呼吸興奮薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2ー(5)ー①ー1.糖尿病とその合併症について、治療薬

の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2ー(5)ー①ー2.脂質異常症について、治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2ー(5)ー①ー3.高尿酸血症・痛風について、治療薬の

薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

呼吸器系作用薬、糖尿病治療薬、骨粗しょう症治療薬、

抗炎症薬、免疫系に作用する薬物、抗アレルギー薬、脂

質異常症治療薬に作用する薬物の作用を科学的、論理的

に考え、薬物の作用、副作用を理解し、それらを説明で

きるようになることを目指します。

＜授業のキーワード＞

呼吸器系作用薬の薬理、糖尿病治療薬の薬理、骨粗しょ

う症治療薬の薬理、抗炎症薬の薬理、抗アレルギー薬の

薬理、免疫系に作用する薬物、高尿酸血症治療薬の薬理、

脂質異常症治療薬の薬理

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。

＜履修するにあたって＞

本科目を理解する上で、からだの仕組み、生体の機能調

節、薬理学総論、薬理学Ⅲの内容を理解しておくことこ

とが必要です。

理解できなかったところは、そのままにせずオフィスア

ワー、メール等を利用し理解していくように努めて下さ

い。

オフィスアワー：金曜日 17：00から19：00　　質問が

あれば、遠慮なくこの時間に教員室（C号館2階、C/LP21

8）を訪ねてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

理解を深めるために予習（0.5時間）、復習（1時間）を

して下さい。理解できなかった部分は、オフィスアワー

等を積極的に利用し理解に務めて下さい。

＜提出課題など＞

授業の際に連絡

＜成績評価方法・基準＞

成績は、定期試験90％、提出演習10％で評価します。

＜テキスト＞

自作のプリントで行います。

＜参考図書＞

必要な場合は講義中に紹介します。

田中・加藤編　「NEW薬理学　改訂第6版」　南江堂　￥

8,800+税

櫻田編　コンパス薬理学　　南江堂　4,600円＋税

浦部、島田、川合編　今日の治療薬2020　南江堂　未定

＜授業計画＞

第1回　糖尿病治療薬の薬理（１）

糖尿病及びその治療薬について整理した後、

①糖尿病に用いる治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な

副作用）、を説明できる。

このことを目標とします。

E2ー(5)ー①ー1

第2回　糖尿病治療薬の薬理（2）

前回に引き続き、糖尿病の治療薬について説明します。
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糖尿病及びその治療薬について整理した後、

①糖尿病に用いる治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な

副作用）、を説明できる。

このことを目標とします。

E2ー(5)ー①ー1

第3回　脂質異常症治療薬

高脂血症、その治療薬について整理した後、

①脂質異常症治療薬の薬理作用、副作用を説明できる。

ことを目標とします。

E2ー(5)ー①ー2

第4回　抗炎症薬の薬理

（１）

抗炎症薬の薬理作用について説明します。ここでは、①

抗炎症薬（非ステロイド性抗炎症薬）の薬理作用、副作

用を説明できる。

②ステロイド性抗炎症薬薬理作用、副作用を説明できる。

このことを目標とします。

E2ー(2)ー①ー1

第5回　抗炎症薬および免疫系に作用する薬物の薬理

前回に引き続き、抗炎症薬の薬理作用について説明しま

す。加えて、免疫系に作用する薬物の薬理について説明

します

このことを目標とします。

E2ー(2)ー①ー1

E2ー(2)ー②ー2

第6回　免疫系に作用する薬物の薬理

前回に続き、免疫系に作用する薬物の薬理について説明

します。

加えて、バセドウ病（重複）、橋本病（重複）、悪性貧

血(重複）、アジソン病、1型糖尿病（重複）、重症筋無

力症、多発性硬化症、特発性血小板減少性紫斑病、自己

免疫性溶血性貧血（重複）、シェーグレン症候群、全身

性エリテマトーデス等に用いられる薬物の薬物について

説明します。

これらのことが、説明できることを目標とします

E2－(2－-②－7

E2－(2)－②－8

第7回　慢性関節リウマチ治療薬の薬理

ここまでの授業に続き、抗炎症薬、免疫抑制薬の薬理作

用について確認しながら、ここでは、慢性関節リウマチ

の代表的な治療薬を挙げ、作用機序および主な副作用に

ついて説明できる。

このことを目標とします。

E2ー(2)ー①ー1

E2ー(2)ー③ー1

第8回　痛風治療薬の薬理

痛風、骨粗しょう症は患者数の多い病気です。ここでは、

その治療薬について整理した後、

①痛風治療薬の薬理作用、副作用を説明できる。

このことを目標とします。

E2ー(5)ー①ー3

第9回　骨粗しょう症治療薬の薬理

骨粗しょう症は患者数の多い病気です。ここでは、その

治療薬について整理した後、

①骨粗しょう症治療薬の薬理作用、副作用を説明できる。

③病態に応じて適切な治療薬を選択することができる。

このことを目標とします。

E2ー(2)ー③ー2

第10回　抗アレルギー薬の薬理

アレルギーは患者数の多い疾患に一つです。ここでは、

アレルギー治療に用いられている薬物の薬理作用を説明

します。そして、

①抗アレルギー薬の薬理作用、副作用を説明できる。

このことを目標とします。

E2ー(2)ー②ー1

第11回　呼吸興奮薬・鎮咳去痰薬の薬理

現在、呼吸興奮薬が用いられる頻度は減少していますが、

その基本を理解しておくことは必要です。一方、鎮咳。

去痰薬は風邪症候群の対症療法薬としてよく用いられて

います。ここでは、その治療薬について整理した後、

①呼吸興奮薬の薬理作用、副作用を説明できる。

②鎮咳。去痰薬の薬理作用、副作用を説明できる。

③鎮咳。去痰薬の特徴を説明できる。

④病態に応じて適切な治療薬を選択することができる。

このことを目標とします。

E2ー(2)ー②ー1

E2ー(4)ー①ー4

第12回　気管支喘息治療薬の薬理

気管支喘息はその患者数も多く、発作時、予防時で薬の

使い方も変わってきます。ここでは、その治療薬につい

て整理した後、

①気管支喘息治療薬の薬理作用、副作用を説明できる。

②気管支喘息発作予防に用いられる薬物の薬理作用、副

作用を説明できる。

③新薬（抗体医薬）について、薬理作用、副作用を説明

できる。

③病態に応じて適切な治療薬を選択することができる。

このことを目標とします。

E2ー(4)ー①ー1

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

薬理Ⅳ（代謝性疾患） [15～18]

屋山　勝俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞
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この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、②、③を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本科目では、呼吸器系作用薬、糖尿病治療薬、骨粗しょ

う症治療薬、免疫系に作用する薬物、抗炎症薬、抗アレ

ルギー薬、脂質異常症治療薬について、これらの薬の効

き方について講述します。21世紀の高齢化社会を迎えた

現代の医療上の大きな課題は、癌、循環器系疾患、そし

て老化関連疾患の三つです。循環器系疾患は老化関連疾

患とも重複しますが、むしろ食生活や運動といった生活

習慣の変化に起因するところが大きいことが分かってき

ました。循環器系疾患の治療は薬剤師の関わるべき大き

な分野であり、それら治療薬の特徴、作用機序、そして

副作用を理解することは、治療薬の臨床使用のＥＢＭ（

根拠に基づいた医療）を実現する上で大切です。

＜到達目標＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり３年次に配当している。

以下の各SBOsを到達目標とする。

E2ー(2)ー①ー1. 抗炎症薬（ステロイド性および非ステ

ロイド性）および解熱性鎮痛薬の薬理（薬理作用、機序、

主な副作用）および臨床適用を説明できる。

E2ー(2)ー②ー1.アレルギー治療薬（抗ヒスタミン薬、

抗アレルギー薬等）の薬理（薬理作用、機序、主な副作

用）および臨床適用を説明できる。

E2ー(2)ー②ー2免疫抑制薬の薬理（薬理作用、機序、主

な副作用）および臨床適用を説明できる。

E2－(2－-②－7以下の臓器特異的自己免疫疾患について、

治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明で

きる。バセドウ病（重複）、橋本病（重複）、悪性貧血

(重複）、アジソン病、1型糖尿病（重複）、重症筋無力

症、多発性硬化症、特発性血小板減少性紫斑病、自己免

疫性溶血性貧血（重複）、シェーグレン症候群

E2－(2)－②－8以下の全身性自己免疫疾患について、治

療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明でき

る。全身性エリテマトーデス、強皮症、多発筋炎／皮膚

筋炎、

E2ー(2)ー③ー1.関節リウマチについて、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2ー(2)ー③ー2.骨粗鬆症について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2ー(4)ー①ー1.気管支喘息について、治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2ー(4)ー①ー4.鎮咳薬、去痰薬、呼吸興奮薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2ー(5)ー①ー1.糖尿病とその合併症について、治療薬

の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2ー(5)ー①ー2.脂質異常症について、治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2ー(5)ー①ー3.高尿酸血症・痛風について、治療薬の

薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

呼吸器系作用薬、糖尿病治療薬、骨粗しょう症治療薬、

抗炎症薬、免疫系に作用する薬物、抗アレルギー薬、脂

質異常症治療薬に作用する薬物の作用を科学的、論理的

に考え、薬物の作用、副作用を理解し、それらを説明で

きるようになることを目指します。

＜授業のキーワード＞

呼吸器系作用薬の薬理、糖尿病治療薬の薬理、骨粗しょ

う症治療薬の薬理、抗炎症薬の薬理、抗アレルギー薬の

薬理、免疫系に作用する薬物、高尿酸血症治療薬の薬理、

脂質異常症治療薬の薬理

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。

＜履修するにあたって＞

本科目を理解する上で、からだの仕組み、生体の機能調

節、薬理学総論、薬理学Ⅲの内容を理解しておくことこ

とが必要です。

理解できなかったところは、そのままにせずオフィスア

ワー、メール等を利用し理解していくように努めて下さ

い。

オフィスアワー：金曜日 17：00から19：00　　質問が

あれば、遠慮なくこの時間に教員室（C号館2階、C/LP21

8）を訪ねてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

理解を深めるために予習（0.5時間）、復習（1時間）を

して下さい。理解できなかった部分は、オフィスアワー

等を積極的に利用し理解に務めて下さい。

＜提出課題など＞

授業の際に連絡

＜成績評価方法・基準＞

成績は、定期試験90％、提出演習10％で評価します。

＜テキスト＞

自作のプリントで行います。

＜参考図書＞

必要な場合は講義中に紹介します。

田中・加藤編　「NEW薬理学　改訂第6版」　南江堂　￥

8,800+税

櫻田編　コンパス薬理学　　南江堂　4,600円＋税

浦部、島田、川合編　今日の治療薬2020　南江堂　未定

＜授業計画＞

第1回　糖尿病治療薬の薬理（１）

糖尿病及びその治療薬について整理した後、

①糖尿病に用いる治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な

副作用）、を説明できる。

このことを目標とします。

E2ー(5)ー①ー1

第2回　糖尿病治療薬の薬理（2）
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前回に引き続き、糖尿病の治療薬について説明します。

糖尿病及びその治療薬について整理した後、

①糖尿病に用いる治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な

副作用）、を説明できる。

このことを目標とします。

E2ー(5)ー①ー1

第3回　脂質異常症治療薬

高脂血症、その治療薬について整理した後、

①脂質異常症治療薬の薬理作用、副作用を説明できる。

ことを目標とします。

E2ー(5)ー①ー2

第4回　抗炎症薬の薬理

（１）

抗炎症薬の薬理作用について説明します。ここでは、①

抗炎症薬（非ステロイド性抗炎症薬）の薬理作用、副作

用を説明できる。

②ステロイド性抗炎症薬薬理作用、副作用を説明できる。

このことを目標とします。

E2ー(2)ー①ー1

第5回　抗炎症薬および免疫系に作用する薬物の薬理

前回に引き続き、抗炎症薬の薬理作用について説明しま

す。加えて、免疫系に作用する薬物の薬理について説明

します

このことを目標とします。

E2ー(2)ー①ー1

E2ー(2)ー②ー2

第6回　免疫系に作用する薬物の薬理

前回に続き、免疫系に作用する薬物の薬理について説明

します。

加えて、バセドウ病（重複）、橋本病（重複）、悪性貧

血(重複）、アジソン病、1型糖尿病（重複）、重症筋無

力症、多発性硬化症、特発性血小板減少性紫斑病、自己

免疫性溶血性貧血（重複）、シェーグレン症候群、全身

性エリテマトーデス等に用いられる薬物の薬物について

説明します。

これらのことが、説明できることを目標とします

E2－(2－-②－7

E2－(2)－②－8

第7回　慢性関節リウマチ治療薬の薬理

ここまでの授業に続き、抗炎症薬、免疫抑制薬の薬理作

用について確認しながら、ここでは、慢性関節リウマチ

の代表的な治療薬を挙げ、作用機序および主な副作用に

ついて説明できる。

このことを目標とします。

E2ー(2)ー①ー1

E2ー(2)ー③ー1

第8回　痛風治療薬の薬理

痛風、骨粗しょう症は患者数の多い病気です。ここでは、

その治療薬について整理した後、

①痛風治療薬の薬理作用、副作用を説明できる。

このことを目標とします。

E2ー(5)ー①ー3

第9回　骨粗しょう症治療薬の薬理

骨粗しょう症は患者数の多い病気です。ここでは、その

治療薬について整理した後、

①骨粗しょう症治療薬の薬理作用、副作用を説明できる。

③病態に応じて適切な治療薬を選択することができる。

このことを目標とします。

E2ー(2)ー③ー2

第10回　抗アレルギー薬の薬理

アレルギーは患者数の多い疾患に一つです。ここでは、

アレルギー治療に用いられている薬物の薬理作用を説明

します。そして、

①抗アレルギー薬の薬理作用、副作用を説明できる。

このことを目標とします。

E2ー(2)ー②ー1

第11回　呼吸興奮薬・鎮咳去痰薬の薬理

現在、呼吸興奮薬が用いられる頻度は減少していますが、

その基本を理解しておくことは必要です。一方、鎮咳。

去痰薬は風邪症候群の対症療法薬としてよく用いられて

います。ここでは、その治療薬について整理した後、

①呼吸興奮薬の薬理作用、副作用を説明できる。

②鎮咳。去痰薬の薬理作用、副作用を説明できる。

③鎮咳。去痰薬の特徴を説明できる。

④病態に応じて適切な治療薬を選択することができる。

このことを目標とします。

E2ー(2)ー②ー1

E2ー(4)ー①ー4

第12回　気管支喘息治療薬の薬理

気管支喘息はその患者数も多く、発作時、予防時で薬の

使い方も変わってきます。ここでは、その治療薬につい

て整理した後、

①気管支喘息治療薬の薬理作用、副作用を説明できる。

②気管支喘息発作予防に用いられる薬物の薬理作用、副

作用を説明できる。

③新薬（抗体医薬）について、薬理作用、副作用を説明

できる。

③病態に応じて適切な治療薬を選択することができる。

このことを目標とします。

E2ー(4)ー①ー1

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

薬理Ⅴ（化学療法） [13～14]

平岩　英培

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業
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＜授業の目的＞

本授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専門

教育科目であり４年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、「2．科学

者として、医薬品を含む化学物質等の特性や生体・環境

への作用と影響、及び人体の構造と機能、疾病の成り立

ちを理解するのに必要な科学に関する基本的な知識を有

している」および「3.薬の専門家として、医薬品及び薬

物治療についての専門的な知識を有している」を目指し

ます。

薬学部のディプロマポリシー

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/p

olicy/diploma.html#PHA

私たち薬剤師は、感染症および悪性腫瘍の治療にあたっ

て、これらの疾患対する理解はもちろんのこと、特に薬

物療法に精通していなければなりません。「薬理学Ⅴ」

では、感染症や悪性腫瘍の病態の概略を理解した後に、

薬物療法に用いる化学療法薬の作用機構、有害反応など

の特徴を学びます。また、がんの治療においては、がん

性疼痛のコントロールや抗がん薬の有害反応を軽減させ

る支持療法についても理解する必要があります。そのた

めに、支持療法薬についても学びます。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C14　薬物治療

（５）病原微生物・悪性新生物と戦う

①【感染症】

C14-(5)-①-1 １）主な感染症を列挙し、その病態と原

因を説明できる。

②【抗菌薬】

C14-(5)-②-1 １）抗菌薬を作用点に基づいて分類でき

る。

C14-(5)-②-2 ２）代表的な抗菌薬の基本構造を示すこ

とができる。

C14-(5)-②-3 ３）代表的なβ-ラクタム系抗菌薬を抗菌

スペクトルに基づいて分類し、有効な感染症を列挙でき

る。

C14-(5)-②-4 ４）テトラサイクリン系抗菌薬の抗菌ス

ペクトルと、有効な感染症を列挙できる。

C14-(5)-②-5 ５）マクロライド系抗菌薬の抗菌スペク

トルと、有効な感染症を列挙できる。

C14-(5)-②-6 ６）アミノ配糖体系抗菌薬を抗菌スペク

トルに基づいて分類し、有効な感染症を列挙できる。

C14-(5)-②-7 ７）ピリドンカルボン酸系抗菌薬の抗菌

スペクトルと、有効な感染症を列挙できる。

C14-(5)-②-8 ８）サルファ薬（ST合剤を含む）の有効

な感染症を列挙できる。

C14-(5)-②-9 ９）代表的な抗結核薬を列挙し、作用機

序を説明できる。

④【抗真菌薬】

C14-(5)-④-1 １）代表的な抗真菌薬を列挙し、作用機

序および臨床応用を説明できる。

⑤【抗ウイルス薬】

C14-(5)-⑤-1 １）代表的な抗ウイルス薬を列挙し、作

用機序および臨床応用を説明できる。

⑥【抗菌薬の耐性と副作用】

C14-(5)-⑥-1 １）主要な化学療法薬の耐性獲得機構を

説明できる。

C14-(5)-⑥-2 ２）主要な化学療法薬の主な副作用を列

挙し、その症状を説明できる。

⑦【悪性腫瘍の病態と治療】

C14-(5)-⑦-1 １）悪性腫瘍の病態生理、症状、治療に

ついて概説できる。

C14-(5)-⑦-2 ２）悪性腫瘍の治療における薬物治療の

位置づけについて概説できる。

⑧【抗悪性腫瘍薬】

C14-(5)-⑧-1 １）代表的な抗悪性腫瘍薬を列挙できる。

C14-(5)-⑧-2２）代表的なアルキル化薬を列挙し、作用

機序を説明できる。

C14-(5)-⑧-3 ３）代表的な代謝拮抗薬を列挙し、作用

機序を説明できる。

C14-(5)-⑧-4 ４）代表的な抗腫瘍抗生物質を列挙し、

作用機序を説明できる。

C14-(5)-⑧-5 ５）抗腫瘍薬として用いられる代表的な

植物アルカロイドを列挙し、作用機序を説明できる。

C14-(5)-⑧-6 ６）抗腫瘍薬として用いられる代表的な

ホルモン関連薬を列挙し、作用機序を説明できる。

C14-(5)-⑧-7 ７）代表的な白金錯体を挙げ、作用機序

を説明できる。

C14-(5)-⑧-8  ８）代表的な抗悪性腫瘍薬の基本構造を

示すことができる。

⑨【抗悪性腫瘍薬の耐性と副作用】

C14-(5)-⑨-1 １）主要な抗悪性腫瘍薬に対する耐性獲

得機構を説明できる。

C14-(5)-⑨-2 ２）主要な抗悪性腫瘍薬の主な副作用を

列挙し、その症状を説明できる。

C14-(5)-⑨-3 ３）副作用軽減のための対処法を説明で

きる。

＜授業のキーワード＞

化学療法薬、抗菌薬、抗真菌薬、抗ウィルス薬、抗悪性

腫瘍薬、分子標的治療薬、がん性疼痛、支持療法

＜授業の進め方＞

配布したプリントを使用して講義を進めます。

不定期ですが、継続して学ぶ習慣を身に付けることを目

的として、授業開始前にそれまでに学んだ内容について

小テストを実施します。小テストの点数は、成績評価に

加味します。また、小テスト内容の理解が不足している
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学生を対象として補習を行う予定です。

＜履修するにあたって＞

授業内容に関する質問、過去の定期試験問題の閲覧や資

料の配布などは、dotCampusを活用します。

オフィスアワー：随時、在室中であれば対応します。質

問などあれば、遠慮なく教員室（C号館2階、C/LP215）

に訪ねてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として復習すること（目安として1時間）

＜提出課題など＞

授業後に連絡

＜成績評価方法・基準＞

定期試験および小テストの成績を合計100％として評価

します。

①各種化学療法薬（抗がん薬、抗菌薬、抗真菌薬、抗ウ

ィルス薬）の作用メカニズムと適応、②具体的ながんの

薬物治療および ③化学療法薬の有害反応誘発の機構と

その対応などがどの程度理解できているかを試験します。

①-③について、患者さんにも分かりやすく説明できる

ように理解を深めてください。

＜テキスト＞

自作プリント

＜参考図書＞

コンパス薬理学、NEW 薬理学、今日の治療薬

＜授業計画＞

第1回　がんの病態生理

抗悪性腫瘍薬

　1．アルキル化薬

※悪性腫瘍

　1．がんの病態生理、症状、治療法

　2．がん化学療法における薬物治療の位置づけ

　3．各種腫瘍の腫瘍マーカー

※抗悪性腫瘍薬

　1．アルキル化薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① マスタード類

　② ニトロソウレア誘導体

　③ その他

第2回　抗悪性腫瘍薬

　2．代謝拮抗薬

　3．抗腫瘍性抗生物質

2．代謝拮抗薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① プリン代謝拮抗薬

　② ピリミジン代謝拮抗薬

　③ 葉酸代謝拮抗薬

　④ その他

3．抗腫瘍性抗生物質

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① アントラサイクリン系

　② ブレオマイシン

　③ マイトマイシンC

　④ アクチノマイシンD

　⑤ ジノスタチンスチマラマー

第3回　抗悪性腫瘍薬

　4．微小管阻害薬

　5．白金製剤

　6．ホルモン類似薬

4．微小管阻害薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① ビンカアルカロイド

　② タキサン

　③ エリブリン

5．白金製剤

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① シスプラチン

　② その他

6．ホルモン類似薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① プレドニゾロン

　② 抗エストロゲン薬

　③ 抗アンドロゲン薬

　④ アロマターゼ阻害薬

　⑤ LH-RH誘導体

　⑥ GnRH受容体アンタゴニスト

　⑦ その他

第4回　抗悪性腫瘍薬

　7．DNAトポイソメラーゼ阻害薬

　8．サイトカイン

　9．分子標的治療薬①※

7．DNAトポイソメラーゼ阻害薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① DNAトポイソメラーゼⅠ阻害薬

　② DNAトポイソメラーゼⅡ阻害薬

8．サイトカイン※

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① インターフェロン

　② インターロイキン2

9．分子標的治療薬①

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① 抗体

C14-(5)-⑧-1

第5回　抗悪性腫瘍薬

　10．分子標的治療薬②※

10．分子標的治療薬②

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　② 小分子
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第6回　抗悪性腫瘍薬

　10．分子標的治療薬③※

10．分子標的治療薬③※

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　③ レチノイン

　④ その他

第7回　抗悪性腫瘍薬

　11．支持療法

　12．がん性疼痛治療薬

　　①非ステロイド性抗炎症薬

　　②麻薬性鎮痛薬

11．支持療法

　がん治療時の有害反応を回避する支持療法薬、作用機

構および特徴

　① 顆粒球減少症

　② 悪心・嘔吐

第8回　13．感染症治療薬

　①抗菌薬1

13．感染症治療薬

　① 抗菌薬

　作用機構ごとの抗菌薬の分類、特徴および有害反応

　β-ラクタム系

第9回　13．感染症治療薬

　②抗菌薬 2

13．感染症治療薬

　① 抗菌薬

　作用機構ごとの抗菌薬の分類、特徴および有害反応

　テトラサイクリン系、マクロライド系、アミノ配糖体

（アミノグリコシド）系

第10回　13．感染症治療薬

　③抗菌薬 2

13．感染症治療薬

　① 抗菌薬

　作用機構ごとの抗菌薬の分類、特徴および有害反応

　キノロン系、グリコペプチド系※、抗結核薬、サルフ

ァ剤（ST 合剤を含む）、その他の抗菌薬

第11回　13．感染症治療薬

　④抗ウィルス薬

13．感染症治療薬

　① 抗ウィルス薬

　代表的な抗ウィルス薬、特徴および有害反応

　抗ヘルペスウィルス薬、抗サイトメガロウィルス薬、

抗インフルエンザウィルス薬、抗HIV薬、抗肝炎ウィル

ス薬

第12回　13．感染症治療薬

　⑤抗真菌薬

　⑥抗原虫・寄生虫薬

13．感染症治療薬

　① 抗真菌薬

　作用機構ごとの抗真菌薬の分類、特徴および有害反応

　② 抗原虫薬・寄生虫薬

　作用機構、特徴および有害反応

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

薬理Ⅴ（化学療法） [15～18]

平岩　英培

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業

＜授業の目的＞

本授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専門

教育科目であり４年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、「2．科学

者として、医薬品を含む化学物質等の特性や生体・環境

への作用と影響、及び人体の構造と機能、疾病の成り立

ちを理解するのに必要な科学に関する基本的な知識を有

している」および「3.薬の専門家として、医薬品及び薬

物治療についての専門的な知識を有している」を目指し

ます。

薬学部のディプロマポリシー

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/p

olicy/diploma.html#PHA

私たち薬剤師は、感染症および悪性腫瘍の治療にあたっ

て、これらの疾患対する理解はもちろんのこと、特に薬

物療法に精通していなければなりません。「薬理学Ⅴ」

では、感染症や悪性腫瘍の病態の概略を理解した後に、

薬物療法に用いる化学療法薬の作用機構、有害反応など

の特徴を学びます。また、がんの治療においては、がん

性疼痛のコントロールや抗がん薬の有害反応を軽減させ

る支持療法についても理解する必要があります。そのた

めに、支持療法薬についても学びます。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

（7）病原微生物（感染症）・悪性新生物（がん）と薬

【①抗菌薬】

E2-(7)-①-1　1. 以下の抗菌薬の薬理（薬理作用、機序、

抗菌スペクトル、主な副作用、相互作用、組織移行性）

および臨床適用を説明できる。

β-ラクタム系、テトラサイクリン系、マクロライド系、

アミノ配糖体（アミノグリコシド）系、キノロン系、グ

リコペプチド系、抗結核薬、サルファ剤（ST 合剤を含

む）、その他の抗菌薬

【②抗菌薬の耐性】

E2-(7)-②-1　1. 主要な抗菌薬の耐性獲得機構および耐
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性菌出現への対応を説明できる。

【③細菌感染症の薬、病態、治療】

E2-(7)-③-9　9. 以下の薬剤耐性菌による院内感染につ

いて、感染経路と予防方法、病態（病態生理、症状等）

および薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

MRSA、VRE、セラチア、緑膿菌等

【④ウイルス感染症およびプリオン病の薬、病態、治療

】

E2-(7)-④-1　1. ヘルペスウイルス感染症（単純ヘルペ

ス、水痘・帯状疱疹）について、治療薬の薬理（薬理作

用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2-(7)-④-2　2. サイトメガロウイルス感染症について、

治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明で

きる。

E2-(7)-④-3　3. インフルエンザについて、治療薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2-(7)-④-4　4. ウイルス性肝炎（HAV、HBV、HCV）に

ついて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）

を説明できる。（重複）

E2-(7)-④-5　5. 後天性免疫不全症候群（AIDS）につい

て、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説

明できる。

【⑤真菌感染症の薬、病態、治療】

E2-(7)-⑤-1　1. 抗真菌薬の薬理（薬理作用、機序、主

な副作用）を説明できる。

【⑥原虫・寄生虫感染症の薬、病態、治療】

E2-(7)-⑥-1　1. 以下の原虫感染症について、治療薬の

薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

マラリア、トキソプラズマ症、トリコモナス症、アメー

バ赤痢

E2-(7)-⑥-2　2. 以下の寄生虫感染症について、治療薬

の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

回虫症、蟯虫症、アニサキス症

【⑦悪性腫瘍】

E2-(7)-⑦-1　1. 腫瘍の定義（良性腫瘍と悪性腫瘍の違

い）を説明できる。

組織型分類および病期分類、悪性腫瘍の検査（細胞診、

組織診、画像診断、腫瘍マーカー（腫瘍関連の変異遺伝

子、遺伝子産物を含む））、悪性腫瘍の疫学（がん罹患

の現状およびがん死亡の現状）、悪性腫瘍のリスクおよ

び予防要因

E2-(7)-⑦-2　2. 悪性腫瘍について、以下の項目を概説

できる。

腫瘍マーカー（腫瘍関連の変異遺伝子

E2-(7)-⑦-3　3. 悪性腫瘍の治療における薬物治療の位

置づけを概説できる。

【⑧悪性腫瘍の薬、病態、治療】

E2-(7)-⑧-1　1. 以下の抗悪性腫瘍薬の薬理（薬理作用、

機序、主な副作用、相互作用、組織移行性）および臨床

適用を説明できる。

アルキル化薬、代謝拮抗薬、抗腫瘍抗生物質、微小管阻

害薬、トポイソメラーゼ阻害薬、抗腫瘍ホルモン関連薬、

白金製剤、分子標的治療薬、その他の抗悪性腫瘍薬

E2-(7)-⑧-2　2. 抗悪性腫瘍薬に対する耐性獲得機構を

説明できる。

E2-(7)-⑧-3　3. 抗悪性腫瘍薬の主な副作用（下痢、悪

心・嘔吐、白血球減少、皮膚障害（手足症候群を含む）、

血小板減少等）の軽減のための対処法を説明できる。

＜授業のキーワード＞

化学療法薬、抗菌薬、抗真菌薬、抗ウィルス薬、抗悪性

腫瘍薬、分子標的治療薬、がん性疼痛、支持療法

＜授業の進め方＞

配布したプリントを使用して講義を進めます。

不定期ですが、継続して学ぶ習慣を身に付けることを目

的として、授業開始前にそれまでに学んだ内容について

小テストを実施します。小テストの点数は、成績評価に

加味します。また、小テスト内容の理解が不足している

学生を対象として補習を行う予定です。

＜履修するにあたって＞

授業内容に関する質問、過去の定期試験問題の閲覧や資

料の配布などは、dotCampusを活用します。

オフィスアワー：随時、在室中であれば対応します。質

問などあれば、遠慮なく教員室（C号館2階、C/LP215）

に訪ねてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として復習すること（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

授業後に連絡

＜成績評価方法・基準＞

定期試験および小テストの成績を合計100％として評価

します。

①各種化学療法薬（抗がん薬、抗菌薬、抗真菌薬、抗ウ

ィルス薬）の作用メカニズムと適応、②具体的ながんの

薬物治療および ③化学療法薬の有害反応誘発の機構と

その対応などがどの程度理解できているかを試験します。

①-③について、患者さんにも分かりやすく説明できる

ように理解を深めてください。

＜テキスト＞

自作プリント

＜参考図書＞

コンパス薬理学、NEW 薬理学、今日の治療薬

＜授業計画＞

第1回　がんの病態生理

抗悪性腫瘍薬

　1．アルキル化薬

※悪性腫瘍

　1．がんの病態生理、症状、治療法

　2．がん化学療法における薬物治療の位置づけ

　3．各種腫瘍の腫瘍マーカー
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※抗悪性腫瘍薬

　1．アルキル化薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① マスタード類

　② ニトロソウレア誘導体

　③ その他

第2回　抗悪性腫瘍薬

　2．代謝拮抗薬

　3．抗腫瘍性抗生物質

2．代謝拮抗薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① プリン代謝拮抗薬

　② ピリミジン代謝拮抗薬

　③ 葉酸代謝拮抗薬

　④ その他

3．抗腫瘍性抗生物質

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① アントラサイクリン系

　② ブレオマイシン

　③ マイトマイシンC

　④ アクチノマイシンD

　⑤ ジノスタチンスチマラマー

第3回　抗悪性腫瘍薬

　4．微小管阻害薬

　5．白金製剤

　6．ホルモン類似薬

4．微小管阻害薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① ビンカアルカロイド

　② タキサン

　③ エリブリン

5．白金製剤

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① シスプラチン

　② その他

6．ホルモン類似薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① プレドニゾロン

　② 抗エストロゲン薬

　③ 抗アンドロゲン薬

　④ アロマターゼ阻害薬

　⑤ LH-RH誘導体

　⑥ GnRH受容体アンタゴニスト

　⑦ その他

第4回　抗悪性腫瘍薬

　7．DNAトポイソメラーゼ阻害薬

　8．サイトカイン

　9．分子標的治療薬①※

7．DNAトポイソメラーゼ阻害薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① DNAトポイソメラーゼⅠ阻害薬

　② DNAトポイソメラーゼⅡ阻害薬

8．サイトカイン※

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① インターフェロン

　② インターロイキン2

9．分子標的治療薬①

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① 抗体

第5回　抗悪性腫瘍薬

　10．分子標的治療薬②※

10．分子標的治療薬②

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　② 小分子

第6回　抗悪性腫瘍薬

　10．分子標的治療薬③※

10．分子標的治療薬③※

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　③ レチノイン

　④ その他

第7回　抗悪性腫瘍薬

　11．支持療法

　12．がん性疼痛治療薬

　　①非ステロイド性抗炎症薬

　　②麻薬性鎮痛薬

11．支持療法

　がん治療時の有害反応を回避する支持療法薬、作用機

構および特徴

　① 顆粒球減少症

　② 悪心・嘔吐

第8回　13．感染症治療薬

　①抗菌薬1

13．感染症治療薬

　① 抗菌薬

　作用機構ごとの抗菌薬の分類、特徴および有害反応

　β-ラクタム系

第9回　13．感染症治療薬

　②抗菌薬 2

13．感染症治療薬

　① 抗菌薬

　作用機構ごとの抗菌薬の分類、特徴および有害反応

　テトラサイクリン系、マクロライド系、アミノ配糖体

（アミノグリコシド）系

第10回　13．感染症治療薬

　③抗菌薬 2
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13．感染症治療薬

　① 抗菌薬

　作用機構ごとの抗菌薬の分類、特徴および有害反応

　キノロン系、グリコペプチド系※、抗結核薬、サルフ

ァ剤（ST 合剤を含む）、その他の抗菌薬

第11回　13．感染症治療薬

　④抗ウィルス薬

13．感染症治療薬

　① 抗ウィルス薬

　代表的な抗ウィルス薬、特徴および有害反応

　抗ヘルペスウィルス薬、抗サイトメガロウィルス薬、

抗インフルエンザウィルス薬、抗HIV薬、抗肝炎ウィル

ス薬

第12回　13．感染症治療薬

　⑤抗真菌薬

　⑥抗原虫・寄生虫薬

13．感染症治療薬

　① 抗真菌薬

　作用機構ごとの抗真菌薬の分類、特徴および有害反応

　② 抗原虫薬・寄生虫薬

　作用機構、特徴および有害反応

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

薬理学Ⅱ [19～]

榎本　理世

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2.3.7.8を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本科目では中枢神経系に作用する薬の効き方について学

習します。代表的な中枢作用薬の作用機構、適応疾患お

よび副作用を理解し、中枢神経系疾患に対する薬物治療

の基礎を身につけることが目的です。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とし、中枢神経系に作用する薬

物の作用を科学的に考え、論理的に思考することができ

るようになることを目指します。

C7  人体の成り立ちと生体機能の調節

（１）人体の成り立ち

【④神経系】

C7-(1)-④-1 １）中枢神経系について概説できる。

(２)　生体機能の調節

【①神経による調節機構】

C7-(2)-①-1 １）神経細胞の興奮と伝導、シナプス伝達

の調節機構について説明できる。

C7-(2)-①-2 ２）代表的な神経伝達物質を挙げ、生理活

性および作用機構について概説できる。

E2　薬理・病態・薬物治療

（１）神経系の疾患と薬

【③中枢神経系の疾患の薬、病態、治療】

E2-(1)-③-1 １）全身麻酔薬、催眠薬の薬理（薬理作用、

機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。

E2-(1)-③-2 ２）麻薬性鎮痛薬、非麻薬性鎮痛薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用（WHO

三段階除痛ラダーを含む）を説明できる。

E2-(1)-③-3 ３）中枢興奮薬の薬理（薬理作用、機序、

主な副作用）および臨床適用を説明できる。

E2-(1)-③-4 ４）統合失調症について、治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-5 ５）うつ病、躁うつ病（双極性障害）につ

いて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、

および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の

選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-6 ６）不安神経症（パニック障害と全般性不

安障害）、心身症、不眠症について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-7 ７）てんかんについて、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-8 ８）脳血管疾患（脳内出血、脳梗塞（脳血

栓、脳塞栓、一過性脳虚血）、くも膜下出血）について、

治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および

病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の 選択

等）を説明できる。

E2-(1)-③-9 ９）Parkinson（パーキンソン）病につい

て、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、お

よび病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選

択等）を説明できる。

E2-(1)-③-10 10）認知症（Alzheimer（アルツハイマー

）型認知症、脳血管性認知症等）について、治療薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態

生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明で

きる。

E2-(1)-③-11 11）片頭痛について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）について説明で

きる。

E2-(1)-③-14 14）以下の疾患について説明できる。Nar

colepsy（ナルコレプシー）、薬物依存症、アルコール

依存症
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＜授業のキーワード＞

中枢神経系、中枢薬理、神経伝達機構

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の対面講義を行ないます。

内容の多少により一部回がずれたり順番が前後する可能

性があります。

＜履修するにあたって＞

講義の理解度やわからない点を知るため、毎回、授業の

最後の10分間を授業内容の整理の時間とします。自由記

述欄のあるマークカードに記入してもらい、授業の最後

に提出してもらいます。別途、課題を提示して提出を求

めることもあります。さらに、内容の区切りごとに、記

述式小テストやdotCampusの機能を使ってオンラインテ

ストを実施します。小テストで理解が不十分な学生を抽

出し、補講と再小テストも実施します。

また、授業内容に関する質問、過去の定期試験問題の閲

覧や資料の配布などは、dotCampusを活用します。必要

に応じて、dotCampusで講義内容を補足する資料を配布

します。

オフィスアワー（未定・授業内で案内）や授業終わりの

休み時間、dotCampusの機能を使った質疑応答の場など

で質問を受け付けます。わからないところやあいまいな

ところは早めに解消しましょう。dotCampusでは、質問

者は教員には見えますが、学生は匿名で質問できます。

他の人の質問とその解説も閲覧できますので、活用して

ください。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として復習すること（目安として1時間。でき

れば授業当日に、無理でもその週のうちにやりましょう。

）

＜提出課題など＞

補習後の再小テストに代えて課題提出を行う場合があり

ます。

＜成績評価方法・基準＞

小テストや課題が20％、定期テストが80％、合計100％

で評価します。

①中枢神経系の疾患の成り立ち、②受容体や関連する細

胞内情報伝達系や ③講義の中で出てきた薬物の作用メ

カニズムの詳細をどの程度理解できているかを評価しま

す。①－③について、他の学生に説明できるように日頃

から理解を深めてください。

＜テキスト＞

NEW薬理学改訂第7版、自作プリント

＜参考図書＞

コンパス薬理学改訂第2版、今日の治療薬

＜授業計画＞

第1回　神経化学入門

1)中枢神経を構成する細胞（ニューロン・アストロサイ

ト・ミクログリア）の機能を学ぶ※。

2)電気信号発生機構を学ぶ。

3)シナプス伝達機構を学ぶ。

※：アドバンス的な内容

第2回　催眠薬の薬理

1)睡眠の生理を学ぶ。※

2)覚醒機構を学ぶ。※

3)ベンゾジアゼピン系催眠薬の薬理作用を学ぶ。

4)メラトニン受容体アゴニストの薬理作用を学ぶ。

5)ナルコレプシーの治療を学ぶ。

第3回　抗不安薬および抗てんかん薬の薬理

1)不安障害を学ぶ。

2)ベンゾジアゼピン系および非ベンゾジアゼピン系抗不

安薬の薬理作用を学ぶ。

3)抗てんかん薬の薬理作用を学ぶ。

第4回　麻酔薬の薬理

① 全身麻酔薬

② 局所麻酔薬

1)全身麻酔の経過を学ぶ。

2)吸入麻酔薬の薬理作用を学ぶ。

3)静脈麻酔薬の薬理作用を学ぶ。

4)麻酔前投与を学ぶ。

5)知覚神経に作用する薬物の薬理作用を学ぶ。

第5回　麻薬性鎮痛薬の薬理

1)痛覚の発生および伝達を学ぶ。※

2)下降性抑制系の役割を学ぶ。※

3)モルヒネなどの麻薬性鎮痛薬の薬理作用を学ぶ。

4)非麻薬性鎮痛薬の薬理作用を学ぶ。

5)オピオイドペプチドの作用を学ぶ。※

第6回　統合失調症治療薬の薬理

1)統合失調症の病態を学ぶ。

2)陽性および陰性症状と神経活動の関連性を学ぶ。※

3)ドパミン仮説およびグルタミン酸仮説を学ぶ。※

4)定型抗精神病薬の薬理作用を学ぶ。

5)非定型抗精神病薬の薬理作用を学ぶ。

6)多元受容体作用抗精神病薬（MARTA）の薬理作用を学

ぶ。

第7回　気分障害治療薬の薬理

1)うつ病の病態を学ぶ。

2)躁病の病態を学ぶ。

3)アミン仮説を学ぶ。※

4)抗うつ薬の薬理作用を学ぶ。

5)抗そう薬の薬理作用を学ぶ。

第8回　認知症治療薬の薬理

1)認知症の症状（中核症状と行動・心理症状）を学ぶ。

※

2)コリン仮説、β-アミロイド仮説、グルタミン酸仮説
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を学ぶ。※

3)認知症治療薬の薬理作用を学ぶ。

第9回　パーキンソン病治療薬

1)パーキンソン病の病態を学ぶ。

2)パーキンソン病およびパーキンソン症候群の原因を学

ぶ。

3)パーキンソン病治療薬の薬理作用を学ぶ。

第10回　片頭痛治療薬の薬理

1)片頭痛の病態を説明学ぶ。※

2)片頭痛治療薬の薬理作用を学ぶ。※

第11回　脳血管疾患治療薬の薬理

8．脳血管疾患（脳内出血、脳梗塞（脳血栓、脳塞栓、

一過性脳虚血）、くも膜下出血）について、治療薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態

生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を学ぶ。

第12回　中枢興奮薬の薬理

1)覚醒剤の薬理作用を学ぶ。

2)大麻類の薬理作用を学ぶ。

3)幻覚発現薬の薬理作用を学ぶ。

4)コカインの薬理作用を学ぶ。

5)ニコチンの薬理作用を学ぶ。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

薬理学Ⅱ [再]

榎本　理世

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

オンデマンド講義（1週前の対面授業の録画を利用）

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり3年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2.3.7.8を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本科目では中枢神経系に作用する薬の効き方について学

習します。代表的な中枢作用薬の作用機構、適応疾患お

よび副作用を理解し、中枢神経系疾患に対する薬物治療

の基礎を身につけることが目的です。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とし、中枢神経系に作用する薬

物の作用を科学的に考え、論理的に思考することができ

るようになることを目指します。

C7  人体の成り立ちと生体機能の調節

（１）人体の成り立ち

【④神経系】

C7-(1)-④-1 １）中枢神経系について概説できる。

(２)　生体機能の調節

【①神経による調節機構】

C7-(2)-①-1 １）神経細胞の興奮と伝導、シナプス伝達

の調節機構について説明できる。

C7-(2)-①-2 ２）代表的な神経伝達物質を挙げ、生理活

性および作用機構について概説できる。

E2　薬理・病態・薬物治療

（１）神経系の疾患と薬

【③中枢神経系の疾患の薬、病態、治療】

E2-(1)-③-1 １）全身麻酔薬、催眠薬の薬理（薬理作用、

機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。

E2-(1)-③-2 ２）麻薬性鎮痛薬、非麻薬性鎮痛薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用（WHO

三段階除痛ラダーを含む）を説明できる。

E2-(1)-③-3 ３）中枢興奮薬の薬理（薬理作用、機序、

主な副作用）および臨床適用を説明できる。

E2-(1)-③-4 ４）統合失調症について、治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-5 ５）うつ病、躁うつ病（双極性障害）につ

いて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、

および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の

選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-6 ６）不安神経症（パニック障害と全般性不

安障害）、心身症、不眠症について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-7 ７）てんかんについて、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(1)-③-8 ８）脳血管疾患（脳内出血、脳梗塞（脳血

栓、脳塞栓、一過性脳虚血）、くも膜下出血）について、

治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および

病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の 選択

等）を説明できる。

E2-(1)-③-9 ９）Parkinson（パーキンソン）病につい

て、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、お

よび病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選

択等）を説明できる。

E2-(1)-③-10 10）認知症（Alzheimer（アルツハイマー

）型認知症、脳血管性認知症等）について、治療薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態

生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明で

きる。

E2-(1)-③-11 11）片頭痛について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）について説明で

きる。

E2-(1)-③-14 14）以下の疾患について説明できる。Nar

colepsy（ナルコレプシー）、薬物依存症、アルコール



- 573 -

依存症

＜授業のキーワード＞

中枢神経系、中枢薬理、神経伝達機構

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。

内容の多少により一部回がずれたり順番が前後する可能

性があります。

＜履修するにあたって＞

講義の理解度やわからない点を知るため、毎回、授業の

最後の10分間を授業内容の整理の時間とします。自由記

述欄のあるマークカードに記入してもらい、授業の最後

に提出してもらいます。別途、課題を提示して提出を求

めることもあります。さらに、内容の区切りごとに、記

述式小テストやdotCampusの機能を使ってオンラインテ

ストを実施します。

また、授業内容に関する質問、過去の定期試験問題の閲

覧や資料の配布などは、dotCampusを活用します。必要

に応じて、dotCampusで講義内容を補足する資料を配布

します。

オフィスアワー（金15：00-18：00の予定）や授業終わ

りの休み時間、dotCampusの機能を使った質疑応答の場

などで質問を受け付けます。わからないところやあいま

いなところは早めに解消しましょう。dotCampusでは、

質問者は教員には見えますが、学生は匿名で質問できま

す。他の人の質問とその解説も閲覧できますので、活用

してください。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として復習すること（目安として1時間。でき

れば授業当日に、無理でもその週のうちにやりましょう。

）

＜提出課題など＞

課題提出を行う場合があります。

＜成績評価方法・基準＞

記述式を含む試験（定期試験と同等の内容、定期試験期

間に実施予定）、オンラインテストや授業に関する課題

などの提出物によって評価します。試験が80％、受講態

度や課題やオンラインテストの取り組み状況が20％、合

計100％で評価します。

①中枢神経系の疾患の成り立ち、②受容体や関連する細

胞内情報伝達系や ③講義の中で出てきた薬物の作用メ

カニズムの詳細をどの程度理解できているかを評価しま

す。①－③について、他の学生に説明できるように日頃

から理解を深めてください。

＜テキスト＞

NEW薬理学改訂第7版、自作プリント

＜参考図書＞

コンパス薬理学改訂第2版、今日の治療薬

＜授業計画＞

第1回　神経化学入門

1)中枢神経を構成する細胞（ニューロン・アストロサイ

ト・ミクログリア）の機能を学ぶ※。

2)電気信号発生機構を学ぶ。

3)シナプス伝達機構を学ぶ。

※：アドバンス的な内容

第2回　催眠薬の薬理

1)睡眠の生理を学ぶ。※

2)覚醒機構を学ぶ。※

3)ベンゾジアゼピン系催眠薬の薬理作用を学ぶ。

4)メラトニン受容体アゴニストの薬理作用を学ぶ。

5)ナルコレプシーの治療を学ぶ。

第3回　抗不安薬および抗てんかん薬の薬理

1)不安障害を学ぶ。

2)ベンゾジアゼピン系および非ベンゾジアゼピン系抗不

安薬の薬理作用を学ぶ。

3)抗てんかん薬の薬理作用を学ぶ。

第4回　麻酔薬の薬理

① 全身麻酔薬

② 局所麻酔薬

1)全身麻酔の経過を学ぶ。

2)吸入麻酔薬の薬理作用を学ぶ。

3)静脈麻酔薬の薬理作用を学ぶ。

4)麻酔前投与を学ぶ。

5)知覚神経に作用する薬物の薬理作用を学ぶ。

第5回　麻薬性鎮痛薬の薬理

1)痛覚の発生および伝達を学ぶ。※

2)下降性抑制系の役割を学ぶ。※

3)モルヒネなどの麻薬性鎮痛薬の薬理作用を学ぶ。

4)非麻薬性鎮痛薬の薬理作用を学ぶ。

5)オピオイドペプチドの作用を学ぶ。※

第6回　統合失調症治療薬の薬理

1)統合失調症の病態を学ぶ。

2)陽性および陰性症状と神経活動の関連性を学ぶ。※

3)ドパミン仮説およびグルタミン酸仮説を学ぶ。※

4)定型抗精神病薬の薬理作用を学ぶ。

5)非定型抗精神病薬の薬理作用を学ぶ。

6)多元受容体作用抗精神病薬（MARTA）の薬理作用を学

ぶ。

第7回　気分障害治療薬の薬理

1)うつ病の病態を学ぶ。

2)躁病の病態を学ぶ。

3)アミン仮説を学ぶ。※

4)抗うつ薬の薬理作用を学ぶ。

5)抗そう薬の薬理作用を学ぶ。

第8回　認知症治療薬の薬理
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1)認知症の症状（中核症状と行動・心理症状）を学ぶ。

※

2)コリン仮説、β-アミロイド仮説、グルタミン酸仮説

を学ぶ。※

3)認知症治療薬の薬理作用を学ぶ。

第9回　パーキンソン病治療薬

1)パーキンソン病の病態を学ぶ。

2)パーキンソン病およびパーキンソン症候群の原因を学

ぶ。

3)パーキンソン病治療薬の薬理作用を学ぶ。

第10回　片頭痛治療薬の薬理

1)片頭痛の病態を説明学ぶ。※

2)片頭痛治療薬の薬理作用を学ぶ。※

第11回　脳血管疾患治療薬の薬理

8．脳血管疾患（脳内出血、脳梗塞（脳血栓、脳塞栓、

一過性脳虚血）、くも膜下出血）について、治療薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態

生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を学ぶ。

第12回　中枢興奮薬の薬理

1)覚醒剤の薬理作用を学ぶ。

2)大麻類の薬理作用を学ぶ。

3)幻覚発現薬の薬理作用を学ぶ。

4)コカインの薬理作用を学ぶ。

5)ニコチンの薬理作用を学ぶ。

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

薬理学Ⅳ [19～]

屋山　勝俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、②、③を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本科目では、呼吸器系作用薬、糖尿病治療薬、骨粗しょ

う症治療薬、免疫系に作用する薬物、抗炎症薬、抗アレ

ルギー薬、脂質異常症治療薬について、これらの薬の効

き方について講述します。21世紀の高齢化社会を迎えた

現代の医療上の大きな課題は、癌、循環器系疾患、そし

て老化関連疾患の三つです。循環器系疾患は老化関連疾

患とも重複しますが、むしろ食生活や運動といった生活

習慣の変化に起因するところが大きいことが分かってき

ました。循環器系疾患の治療は薬剤師の関わるべき大き

な分野であり、それら治療薬の特徴、作用機序、そして

副作用を理解することは、治療薬の臨床使用のＥＢＭ（

根拠に基づいた医療）を実現する上で大切です。

＜到達目標＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり３年次に配当している。

以下の各SBOsを到達目標とする。

E2ー(2)ー①ー1. 抗炎症薬（ステロイド性および非ステ

ロイド性）および解熱性鎮痛薬の薬理（薬理作用、機序、

主な副作用）および臨床適用を説明できる。

E2ー(2)ー②ー1.アレルギー治療薬（抗ヒスタミン薬、

抗アレルギー薬等）の薬理（薬理作用、機序、主な副作

用）および臨床適用を説明できる。

E2ー(2)ー②ー2免疫抑制薬の薬理（薬理作用、機序、主

な副作用）および臨床適用を説明できる。

E2－(2－-②－7以下の臓器特異的自己免疫疾患について、

治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明で

きる。バセドウ病（重複）、橋本病（重複）、悪性貧血

(重複）、アジソン病、1型糖尿病（重複）、重症筋無力

症、多発性硬化症、特発性血小板減少性紫斑病、自己免

疫性溶血性貧血（重複）、シェーグレン症候群

E2－(2)－②－8以下の全身性自己免疫疾患について、治

療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明でき

る。全身性エリテマトーデス、強皮症、多発筋炎／皮膚

筋炎、

E2ー(2)ー③ー1.関節リウマチについて、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2ー(2)ー③ー2.骨粗鬆症について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2ー(4)ー①ー1.気管支喘息について、治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2ー(4)ー①ー4.鎮咳薬、去痰薬、呼吸興奮薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2ー(5)ー①ー1.糖尿病とその合併症について、治療薬

の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2ー(5)ー①ー2.脂質異常症について、治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2ー(5)ー①ー3.高尿酸血症・痛風について、治療薬の

薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

呼吸器系作用薬、糖尿病治療薬、骨粗しょう症治療薬、

抗炎症薬、面笑み系に作用する薬物、抗アレルギー薬、

脂質異常症治療薬に作用する薬物の作用を科学的、論理

的に考え、薬物の作用、副作用を理解し、それらを説明

できるようになることを目指します。

＜授業のキーワード＞

呼吸器系作用薬の薬理、糖尿病治療薬の薬理、骨粗しょ

う症治療薬の薬理、抗炎症薬の薬理、抗アレルギー薬の

薬理、免疫系に作用する薬物、高尿酸血症治療薬の薬理、

脂質異常症治療薬の薬理

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。
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＜履修するにあたって＞

本科目を理解する上で、からだの仕組み、生体の機能調

節、薬理学総論、薬理学Ⅲの内容を理解しておくことこ

とが必要です。

理解できなかったところは、そのままにせずオフィスア

ワー、メール等を利用し理解していくように努めて下さ

い。

オフィスアワー：金曜日 17：00から19：00　　質問が

あれば、遠慮なくこの時間に教員室（C号館2階、C/LP21

8）を訪ねてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

理解を深めるために予習（0.5時間）、復習（1時間）を

して下さい。理解できなかった部分は、オフィスアワー

等を積極的に利用し理解に務めて下さい。

＜提出課題など＞

授業の際に連絡

＜成績評価方法・基準＞

成績は、定期試験90％、提出演習10％で評価します。

＜テキスト＞

自作のプリントで行います。

＜参考図書＞

必要な場合は講義中に紹介します。

田中・加藤編　「NEW薬理学　改訂第6版」　南江堂　￥

8,800+税

櫻田編　コンパス薬理学　　南江堂　4,600円＋税

浦部、島田、川合編　今日の治療薬2020　南江堂　未定

＜授業計画＞

第1回　糖尿病治療薬の薬理（１）

糖尿病及びその治療薬について整理した後、

①糖尿病に用いる治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な

副作用）、を説明できる。

このことを目標とします。

E2ー(5)ー①ー1

第2回　糖尿病治療薬の薬理（2）

前回に引き続き、糖尿病の治療薬について説明します。

糖尿病及びその治療薬について整理した後、

①糖尿病に用いる治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な

副作用）、を説明できる。

このことを目標とします。

E2ー(5)ー①ー1

第3回　脂質異常症治療薬

高脂血症、その治療薬について整理した後、

①脂質異常症治療薬の薬理作用、副作用を説明できる。

ことを目標とします。

E2ー(5)ー①ー2

第4回　抗炎症薬の薬理

（１）

抗炎症薬の薬理作用について説明します。ここでは、①

抗炎症薬（非ステロイド性抗炎症薬）の薬理作用、副作

用を説明できる。

②ステロイド性抗炎症薬薬理作用、副作用を説明できる。

このことを目標とします。

E2ー(2)ー①ー1

第5回　抗炎症薬および免疫系に作用する薬物の薬理

前回に引き続き、抗炎症薬の薬理作用について説明しま

す。加えて、免疫系に作用する薬物の薬理について説明

します

このことを目標とします。

E2ー(2)ー①ー1

E2ー(2)ー②ー2

第6回　免疫系に作用する薬物の薬理

前回に続き、免疫系に作用する薬物の薬理について説明

します。

加えて、バセドウ病（重複）、橋本病（重複）、悪性貧

血(重複）、アジソン病、1型糖尿病（重複）、重症筋無

力症、多発性硬化症、特発性血小板減少性紫斑病、自己

免疫性溶血性貧血（重複）、シェーグレン症候群、全身

性エリテマトーデス等に用いられる薬物の薬物について

説明します。

これらのことが、説明できることを目標とします

E2－(2－-②－7

E2－(2)－②－8

第7回　慢性関節リウマチ治療薬の薬理

ここまでの授業に続き、抗炎症薬、免疫抑制薬の薬理作

用について確認しながら、ここでは、慢性関節リウマチ

の代表的な治療薬を挙げ、作用機序および主な副作用に

ついて説明できる。

このことを目標とします。

E2ー(2)ー①ー1

E2ー(2)ー③ー1

第8回　痛風治療薬の薬理

痛風、骨粗しょう症は患者数の多い病気です。ここでは、

その治療薬について整理した後、

①痛風治療薬の薬理作用、副作用を説明できる。

このことを目標とします。

E2ー(5)ー①ー3

第9回　骨粗しょう症治療薬の薬理

骨粗しょう症は患者数の多い病気です。ここでは、その

治療薬について整理した後、

①骨粗しょう症治療薬の薬理作用、副作用を説明できる。

③病態に応じて適切な治療薬を選択することができる。

このことを目標とします。

E2ー(2)ー③ー2

第10回　抗アレルギー薬の薬理

アレルギーは患者数の多い疾患に一つです。ここでは、

アレルギー治療に用いられている薬物の薬理作用を説明

します。そして、

①抗アレルギー薬の薬理作用、副作用を説明できる。
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このことを目標とします。

E2ー(2)ー②ー1

第11回　呼吸興奮薬・鎮咳去痰薬の薬理

現在、呼吸興奮薬が用いられる頻度は減少していますが、

その基本を理解しておくことは必要です。一方、鎮咳。

去痰薬は風邪症候群の対症療法薬としてよく用いられて

います。ここでは、その治療薬について整理した後、

①呼吸興奮薬の薬理作用、副作用を説明できる。

②鎮咳。去痰薬の薬理作用、副作用を説明できる。

③鎮咳。去痰薬の特徴を説明できる。

④病態に応じて適切な治療薬を選択することができる。

このことを目標とします。

E2ー(2)ー②ー1

E2ー(4)ー①ー4

第12回　気管支喘息治療薬の薬理

気管支喘息はその患者数も多く、発作時、予防時で薬の

使い方も変わってきます。ここでは、その治療薬につい

て整理した後、

①気管支喘息治療薬の薬理作用、副作用を説明できる。

②気管支喘息発作予防に用いられる薬物の薬理作用、副

作用を説明できる。

③新薬（抗体医薬）について、薬理作用、副作用を説明

できる。

③病態に応じて適切な治療薬を選択することができる。

このことを目標とします。

E2ー(4)ー①ー1

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

薬理学Ⅴ [19～]

平岩　英培

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業

＜授業の目的＞

本授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専門

教育科目であり４年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、「2．科学

者として、医薬品を含む化学物質等の特性や生体・環境

への作用と影響、及び人体の構造と機能、疾病の成り立

ちを理解するのに必要な科学に関する基本的な知識を有

している」および「3.薬の専門家として、医薬品及び薬

物治療についての専門的な知識を有している」を目指し

ます。

薬学部のディプロマポリシー

https://www.kobegakuin.ac.jp/information/outline/p

olicy/diploma.html#PHA

私たち薬剤師は、感染症および悪性腫瘍の治療にあたっ

て、これらの疾患対する理解はもちろんのこと、特に薬

物療法に精通していなければなりません。「薬理学Ⅴ」

では、感染症や悪性腫瘍の病態の概略を理解した後に、

薬物療法に用いる化学療法薬の作用機構、有害反応など

の特徴を学びます。また、がんの治療においては、がん

性疼痛のコントロールや抗がん薬の有害反応を軽減させ

る支持療法についても理解する必要があります。そのた

めに、支持療法薬についても学びます。

＜到達目標＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり３年次に配当している。

以下の各SBOsを到達目標とする。

（7）病原微生物（感染症）・悪性新生物（がん）と薬

【①抗菌薬】

E2-(7)-①-1　1. 以下の抗菌薬の薬理（薬理作用、機序、

抗菌スペクトル、主な副作用、相互作用、組織移行性）

および臨床適用を説明できる。

β-ラクタム系、テトラサイクリン系、マクロライド系、

アミノ配糖体（アミノグリコシド）系、キノロン系、グ

リコペプチド系、抗結核薬、サルファ剤（ST 合剤を含

む）、その他の抗菌薬

【②抗菌薬の耐性】

E2-(7)-②-1　1. 主要な抗菌薬の耐性獲得機構および耐

性菌出現への対応を説明できる。

【③細菌感染症の薬、病態、治療】

E2-(7)-③-9　9. 以下の薬剤耐性菌による院内感染につ

いて、感染経路と予防方法、病態（病態生理、症状等）

および薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

MRSA、VRE、セラチア、緑膿菌等

【④ウイルス感染症およびプリオン病の薬、病態、治療

】

E2-(7)-④-1　1. ヘルペスウイルス感染症（単純ヘルペ

ス、水痘・帯状疱疹）について、治療薬の薬理（薬理作

用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2-(7)-④-2　2. サイトメガロウイルス感染症について、

治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明で

きる。

E2-(7)-④-3　3. インフルエンザについて、治療薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2-(7)-④-4　4. ウイルス性肝炎（HAV、HBV、HCV）に

ついて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）

を説明できる。（重複）

E2-(7)-④-5　5. 後天性免疫不全症候群（AIDS）につい

て、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説

明できる。

【⑤真菌感染症の薬、病態、治療】

E2-(7)-⑤-1　1. 抗真菌薬の薬理（薬理作用、機序、主

な副作用）を説明できる。

【⑥原虫・寄生虫感染症の薬、病態、治療】
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E2-(7)-⑥-1　1. 以下の原虫感染症について、治療薬の

薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

マラリア、トキソプラズマ症、トリコモナス症、アメー

バ赤痢

E2-(7)-⑥-2　2. 以下の寄生虫感染症について、治療薬

の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

回虫症、蟯虫症、アニサキス症

【⑦悪性腫瘍】

E2-(7)-⑦-1　1. 腫瘍の定義（良性腫瘍と悪性腫瘍の違

い）を説明できる。

組織型分類および病期分類、悪性腫瘍の検査（細胞診、

組織診、画像診断、腫瘍マーカー（腫瘍関連の変異遺伝

子、遺伝子産物を含む））、悪性腫瘍の疫学（がん罹患

の現状およびがん死亡の現状）、悪性腫瘍のリスクおよ

び予防要因

E2-(7)-⑦-2　2. 悪性腫瘍について、以下の項目を概説

できる。

腫瘍マーカー（腫瘍関連の変異遺伝子

E2-(7)-⑦-3　3. 悪性腫瘍の治療における薬物治療の位

置づけを概説できる。

【⑧悪性腫瘍の薬、病態、治療】

E2-(7)-⑧-1　1. 以下の抗悪性腫瘍薬の薬理（薬理作用、

機序、主な副作用、相互作用、組織移行性）および臨床

適用を説明できる。

アルキル化薬、代謝拮抗薬、抗腫瘍抗生物質、微小管阻

害薬、トポイソメラーゼ阻害薬、抗腫瘍ホルモン関連薬、

白金製剤、分子標的治療薬、その他の抗悪性腫瘍薬

E2-(7)-⑧-2　2. 抗悪性腫瘍薬に対する耐性獲得機構を

説明できる。

E2-(7)-⑧-3　3. 抗悪性腫瘍薬の主な副作用（下痢、悪

心・嘔吐、白血球減少、皮膚障害（手足症候群を含む）、

血小板減少等）の軽減のための対処法を説明できる。

＜授業のキーワード＞

化学療法薬、抗菌薬、抗真菌薬、抗ウィルス薬、抗悪性

腫瘍薬、分子標的治療薬、がん性疼痛、支持療法

＜授業の進め方＞

配布したプリントを使用して講義を進めます。

不定期ですが、継続して学ぶ習慣を身に付けることを目

的として、授業開始前にそれまでに学んだ内容について

小テストを実施します。小テストの点数は、成績評価に

加味します。また、小テスト内容の理解が不足している

学生を対象として補習を行う予定です。

＜履修するにあたって＞

授業内容に関する質問、過去の定期試験問題の閲覧や資

料の配布などは、dotCampusを活用します。

オフィスアワー：随時、在室中であれば対応します。質

問などあれば、遠慮なく教員室（C号館2階、C/LP215）

に訪ねてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として復習すること（目安として1時間）

＜提出課題など＞

授業後に連絡

＜成績評価方法・基準＞

定期試験および小テストの成績を合計100％として評価

します。

①各種化学療法薬（抗がん薬、抗菌薬、抗真菌薬、抗ウ

ィルス薬）の作用メカニズムと適応、②具体的ながんの

薬物治療および ③化学療法薬の有害反応誘発の機構と

その対応などがどの程度理解できているかを試験します。

①-③について、患者さんにも分かりやすく説明できる

ように理解を深めてください。

＜テキスト＞

自作プリント

＜参考図書＞

コンパス薬理学、NEW 薬理学、今日の治療薬

＜授業計画＞

第1回　がんの病態生理

抗悪性腫瘍薬

　1．アルキル化薬

※悪性腫瘍

　1．がんの病態生理、症状、治療法

　2．がん化学療法における薬物治療の位置づけ

　3．各種腫瘍の腫瘍マーカー

※抗悪性腫瘍薬

　1．アルキル化薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① マスタード類

　② ニトロソウレア誘導体

　③ その他

第2回　抗悪性腫瘍薬

　2．代謝拮抗薬

　3．抗腫瘍性抗生物質

2．代謝拮抗薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① プリン代謝拮抗薬

　② ピリミジン代謝拮抗薬

　③ 葉酸代謝拮抗薬

　④ その他

3．抗腫瘍性抗生物質

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① アントラサイクリン系

　② ブレオマイシン

　③ マイトマイシンC

　④ アクチノマイシンD

　⑤ ジノスタチンスチマラマー

第3回　抗悪性腫瘍薬

　4．微小管阻害薬

　5．白金製剤
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　6．ホルモン類似薬

4．微小管阻害薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① ビンカアルカロイド

　② タキサン

　③ エリブリン

5．白金製剤

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① シスプラチン

　② その他

6．ホルモン類似薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① プレドニゾロン

　② 抗エストロゲン薬

　③ 抗アンドロゲン薬

　④ アロマターゼ阻害薬

　⑤ LH-RH誘導体

　⑥ GnRH受容体アンタゴニスト

　⑦ その他

第4回　抗悪性腫瘍薬

　7．DNAトポイソメラーゼ阻害薬

　8．サイトカイン

　9．分子標的治療薬①※

7．DNAトポイソメラーゼ阻害薬

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① DNAトポイソメラーゼⅠ阻害薬

　② DNAトポイソメラーゼⅡ阻害薬

8．サイトカイン※

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① インターフェロン

　② インターロイキン2

9．分子標的治療薬①

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　① 抗体

第5回　抗悪性腫瘍薬

　10．分子標的治療薬②※

10．分子標的治療薬②

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　② 小分子

第6回　抗悪性腫瘍薬

　10．分子標的治療薬③※

10．分子標的治療薬③※

　作用機構、特徴、適応、有害反応

　③ レチノイン

　④ その他

第7回　抗悪性腫瘍薬

　11．支持療法

　12．がん性疼痛治療薬

　　①非ステロイド性抗炎症薬

　　②麻薬性鎮痛薬

11．支持療法

　がん治療時の有害反応を回避する支持療法薬、作用機

構および特徴

　① 顆粒球減少症

　② 悪心・嘔吐

第8回　13．感染症治療薬

　①抗菌薬1

13．感染症治療薬

　① 抗菌薬

　作用機構ごとの抗菌薬の分類、特徴および有害反応

　β-ラクタム系

第9回　13．感染症治療薬

　②抗菌薬 2

13．感染症治療薬

　① 抗菌薬

　作用機構ごとの抗菌薬の分類、特徴および有害反応

　テトラサイクリン系、マクロライド系、アミノ配糖体

（アミノグリコシド）系

第10回　13．感染症治療薬

　③抗菌薬 2

13．感染症治療薬

　① 抗菌薬

　作用機構ごとの抗菌薬の分類、特徴および有害反応

　キノロン系、グリコペプチド系※、抗結核薬、サルフ

ァ剤（ST 合剤を含む）、その他の抗菌薬

第11回　13．感染症治療薬

　④抗ウィルス薬

13．感染症治療薬

　① 抗ウィルス薬

　代表的な抗ウィルス薬、特徴および有害反応

　抗ヘルペスウィルス薬、抗サイトメガロウィルス薬、

抗インフルエンザウィルス薬、抗HIV薬、抗肝炎ウィル

ス薬

第12回　13．感染症治療薬

　⑤抗真菌薬

　⑥抗原虫・寄生虫薬

13．感染症治療薬

　① 抗真菌薬

　作用機構ごとの抗真菌薬の分類、特徴および有害反応

　② 抗原虫薬・寄生虫薬

　作用機構、特徴および有害反応
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--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

薬理学Ⅵ [19～]

屋山　勝俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、②、③を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

本科目では、消化器系に作用する薬、内分泌系に作用す

る薬物、感覚器系に作用する薬物、泌尿器系・生殖器系

に作用する薬物について、これらの薬の効き方について

講述します。ストレス社会において消化器疾患を患う患

者さんの数は多くなっています。まず、これら消化器疾

患に用いる薬について理解を深めます。次いで、感覚器

系、内分泌系疾患に用いる薬について理解を深めます。

＜到達目標＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり4年次に配当している。

以下の各SBOsを到達目標とする。

E2-(3)-③-2.　急性および慢性腎不全について、治療薬

の薬理（薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

E2-(3)-③-3.　ネフローゼ症候群について、治療薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

E2-(3)-③-6.　生殖器系疾患について、治療薬の薬理を

説明できる。 前立腺肥大症、子宮内膜症、子宮筋腫

E2-(3)-③-7.　妊娠・分娩・避妊に関連して用いられる

薬物の、薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明で

きる。

E2-(4)-②-1.　上部消化器疾患（ 胃食道逆流症（逆流

性食道炎を含む）、消化性潰瘍、胃炎）について、治療

薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2-(4)-②-2　炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎、クローン

病等）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な

副作用を説明できる。

E2-(4)-②-3.　肝疾患（肝炎、肝硬変（ウイルス性を含

む）、薬剤性肝障害）について、治療薬の薬理（薬理作

用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2-(4)-②-4.　膵炎について、治療薬の薬理（薬理作用、

機序、主な副作用）を説明できる。

E2-(4)-②-5.　胆道疾患（胆石症、胆道炎）について、

治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明で

きる。

E2-(4)-②-6.　機能性消化管障害（過敏性腸症候群を含

む）について、治療薬の薬理を説明できる。

E2-(4)-②-7.　便秘・下痢について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2-(4)-②-8.　悪心・嘔吐について、治療薬および関連

薬物（催吐薬）の薬理を説明できる。

E2-(4)-②-9.　痔について、治療薬の薬理（薬理作用、

機序、主な副作用を説明できる。

E2-(5)-②-1.　性ホルモン関連薬の薬理（薬理作用、機

序、主な副作用）を説明できる。

E2-(5)-②-2.　Basedow（バセドウ）病について、治療

薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2-(5)-②-3.　甲状腺炎（慢性（橋本病）、亜急性）に

ついて、治療薬の薬理を説明できる。

E2-(5)-②-4.　尿崩症について、治療薬の薬理（薬理作

用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2-(6)-①-2.　白内障について、治療薬の薬理（薬理作

用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2-(6)-①-3.　加齢性黄斑変性について、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2-(6)-②-1.　めまい（動揺病、Meniere（メニエール

）病等）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主

な副作用）を説明できる。

E2-(6)-③-1.　アトピー性皮膚炎について、治療薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用）について説明できる。

E2-(6)-③-3.　褥瘡について、治療薬の薬理（薬理作用、

機序、主な副作用）について説明できる。

これら疾患に使用される薬物の作用を科学的、論理的に

考え、薬物の作用、副作用を理解し、それらを説明でき

るようになることを目指します。

＜授業のキーワード＞

消化器系作用薬の薬理、内分泌系の薬理、泌尿器系の薬

理、生殖器系の薬理、感覚器系の薬理

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。

＜履修するにあたって＞

本科目を理解する上で、からだの仕組み、生体の機能調

節、薬理学総論、薬理学Ⅲの内容を理解しておくことこ

とが必要です。

理解できなかったところは、そのままにせずオフィスア

ワー、メール等を利用し理解していくように努めて下さ

い。

オフィスアワー：金曜日 17：00から19：00　　質問が

あれば、遠慮なくこの時間に教員室（C号館2階、C/LP21

8）を訪ねてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

理解を深めるために予習（0.5時間）、復習（1時間）を

して下さい。理解できなかった部分は、オフィスアワー

等を積極的に利用し理解に務めて下さい。

＜提出課題など＞

授業の際に連絡
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＜成績評価方法・基準＞

成績は、定期試験90％、提出演習10％で評価します。

＜テキスト＞

自作のプリントで行います。

＜参考図書＞

必要な場合は講義中に紹介します。

田中・加藤編　「NEW薬理学　改訂第6版」　南江堂　￥

8,800+税

櫻田編　コンパス薬理学　　南江堂　4,600円＋税

浦部、島田、川合編　今日の治療薬2020　南江堂　未定

＜授業計画＞

第1回　消化器系疾患の薬理（１）

消化器の生理、上部消化器疾患及びその治療薬について

整理した後、

上部消化器疾患治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副

作用）を説明できる。

このことを目標とします。

E2-(4)-②-1.

第2回　消化器系疾患の薬理（2）

前回に引き続き、上部消化器疾患の治療薬について説明

します

①上部消化器疾患について、治療薬の薬理（薬理作用、

機序、主な副作用）を説明できる。

このことを目標とします。

E2-(4)-②-1.

第3回　消化器系疾患の薬理（3）

嘔吐の機構につてて整理した後、治療薬の薬理（薬理作

用、機序、主な副作用）を説明できる。加えて、下部消

化器疾患について整理した後、治療薬の薬理（薬理作用、

機序、主な副作用）を説明できる。

このことを目標とします。

E2-(4)-②-8.　悪心・嘔吐について、治療薬および関連

薬物（催吐薬）の薬理を説明できる。

E2-(4)-②-7.　便秘・下痢について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

第4回　消化器系疾患の薬理（4）

前回に引き続き、下部消化器疾患治療薬の薬理（薬理作

用、機序、主な副作用）を説明できる。

このことを目標とします。

E2-(4)-②-2　炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎、クローン

病等）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な

副作用を説明できる。

E2-(4)-②-6.　機能性消化管障害（過敏性腸症候群を含

む）について、治療薬の薬理を説明できる。

E2-(4)-②-7.　便秘・下痢について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2-(4)-②-9.　痔について、治療薬の薬理（薬理作用、

機序、主な副作用を説明できる。

第5回　消化器系疾患の薬理（5）

肝疾患、膵疾患について整理した後、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

このことを目標とします。

E2-(4)-②-3.　肝疾患（肝炎、肝硬変（ウイルス性を含

む）、薬剤性肝障害）について、治療薬の薬理（薬理作

用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2-(4)-②-4.　膵炎について、治療薬の薬理（薬理作用、

機序、主な副作用）を説明できる。

E2-(4)-②-5.　胆道疾患（胆石症、胆道炎）について、

治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明で

きる。

第6回　腎疾患に用いられる薬物の薬理

腎疾患について整理した後、治療薬の薬理（薬理作用、

機序、主な副作用）を説明できる。

このことを目標とします。

E2-(3)-③-2.　急性および慢性腎不全について、治療薬

の薬理（薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

E2-(3)-③-3.　ネフローゼ症候群について、治療薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

第7回　感覚器、眼疾患に用いられる薬物の薬理

感覚器、眼疾患について整理した後、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

このことを目標とします。

E2-(6)-①-2.　白内障について、治療薬の薬理（薬理作

用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2-(6)-①-3.　加齢性黄斑変性について、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2-(6)-②-1.　めまい（動揺病、Meniere（メニエール

）病等）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主

な副作用）を説明できる。

第8回　皮膚疾患治療薬の薬理

皮膚疾患について整理した後、治療薬の薬理（薬理作用、

機序、主な副作用）を説明できる。

このことを目標とします。

E2-(6)-③-1.　アトピー性皮膚炎について、治療薬の薬

理（薬理作用、機序、主な副作用）について説明できる。

E2-(6)-③-3.　褥瘡について、治療薬の薬理（薬理作用、

機序、主な副作用）について説明できる。

第9回　内分泌疾患治療薬の薬理（1）

内分泌系について復習した後、内分泌疾患及びその治療

薬について整理した後、

内分泌疾患治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用

）を説明できる。

このことを目標とします。

E2-(5)-②-1.　性ホルモン関連薬の薬理（薬理作用、機

序、主な副作用）を説明できる。

E2-(5)-②-2.　Basedow（バセドウ）病について、治療
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薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2-(5)-②-3.　甲状腺炎（慢性（橋本病）、亜急性）に

ついて、治療薬の薬理を説明できる。

E2-(5)-②-4.　尿崩症について、治療薬の薬理（薬理作

用、機序、主な副作用）を説明できる。

第10回　内分泌疾患治療薬の薬理（2）

前回に引き続き内分泌疾患治療薬の薬理（薬理作用、機

序、主な副作用）を説明できる。

このことを目標とします。

E2-(5)-②-1.　性ホルモン関連薬の薬理（薬理作用、機

序、主な副作用）を説明できる。

E2-(5)-②-2.　Basedow（バセドウ）病について、治療

薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

E2-(5)-②-3.　甲状腺炎（慢性（橋本病）、亜急性）に

ついて、治療薬の薬理を説明できる。

E2-(5)-②-4.　尿崩症について、治療薬の薬理（薬理作

用、機序、主な副作用）を説明できる。

第11回　生殖器系疾患治療薬の薬理

生殖器系疾患について説明した後、その治療薬の治療薬

薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明できる。

このことを目標とします。

E2-(3)-③-6.　生殖器系疾患について、治療薬の薬理を

説明できる。 子宮内膜症、子宮筋腫

第12回　妊娠・分娩・避妊に関連して用いられる薬物の

薬理

妊娠・分娩・避妊に関連して用いられる薬物の、薬理に

ついて説明できる。

ことを目標とします。

E2ー(4)ー①ー1　妊娠・分娩・避妊に関連して用いられ

る薬物の、薬理（薬理作用、機序、主な副作用）を説明

できる。

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

1.0単位

薬理学最前線 [13～14]

平岩　英培、榎本　理世、寺田　侑加、屋山　勝俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬理Ⅰ-Ⅴで学んだ知識を基に、精神疾患および循環器

疾患の最新の薬物療法および新規治療薬について学ぶ。

また、新規の自律神経系に作用する薬物についても学ぶ。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C13 薬の効くプロセス

（２）薬の効き方I

①【中枢神経系に作用する薬】

　C13-(2)-①-2: ２）代表的な催眠薬を挙げ、その薬理

作用、機序、主な副作用について説明できる。

　C13-(2)-①-4: ４）代表的な中枢神経疾患（てんかん

）の治療薬を挙げ、その薬理作用、機序、主な副作用に

ついて説明できる。

　C13-(2)-①-5: ５）代表的な精神疾患（統合失調症）

の治療薬を挙げ、その薬理作用、機序、主な副作用につ

いて説明できる。

②【自律神経系に作用する薬】

　C13-(2)-②-1: １）交感神経系に作用し、その支配器

官の機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機

序、主な副作用について説明できる。

　C13-(2)-②-2: ２）副交感神経系に作用し、その支配

器官の機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、

機序、主な副作用について説明できる。

④【循環器系に作用する薬】

　C13-(2)-④-4: ４）代表的な高血圧治療薬を挙げ、薬

理作用、機序、主な副作用について説明できる。

（３）薬の効き方II

③【腎に作用する薬】

　C13-(3)-③-1: １）利尿薬を作用機序別に分類し、臨

床応用および主な副作用について説明できる。

＜授業のキーワード＞

催眠薬、抗てんかん薬、統合失調症治療薬、高血圧症治

療、利尿薬、自律神経系、前立腺肥大治療薬、緑内障治

療薬

＜授業の進め方＞

授業計画に従って8回の講義を行ないます。1-3回は李、

4?6回は屋山、7?8回は榎本が担当する。

＜履修するにあたって＞

オフィスアワー：随時、在室中であれば対応します。質

問などあれば、遠慮なく教員室（C号館2階、C/LP214[榎

本], 215[李], 218[屋山]）に訪ねてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として復習すること（目安として1時間）

＜提出課題など＞

レポート（課題は授業後に連絡）

＜成績評価方法・基準＞

提出したレポートの内容で評価する。

＜テキスト＞

プリントを配布する。

＜授業計画＞

第1回　統合失調症の治療薬

統合失調症治療薬の復習と新規治療薬

第2回　てんかんの治療薬
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てんかん治療薬の復習と新規治療薬

C13-(2)-①-4

第3回　不眠症の治療薬

ベンゾジアゼピン系催眠薬の復習と新規催眠薬

第4回　肺高血圧とその治療薬

肺高血圧症は、少し前まで患者の約半数が3年以内に右

心不全で死亡する予後不良な疾患であった。治療薬がな

く、有効な治療は肺移植しかないと考えられていた。し

かし、新たな血管拡張薬が登場し、薬物治療が可能とな

った。ここでは、肺高血圧治療薬のトピックスについて

講義を行う。

第5回　 高血圧治療薬(合剤の意義)

高血圧の治療に、複数の治療薬が組み合わせて用いられ

ることがある。この回では、アンジオテンシン受容体遮

断薬と利尿薬の合剤に意義、について考えてみる。

第6回　高血圧治療における利尿薬の位置づけ

高血圧治療の第一選択薬に利尿薬が上がっているものの、

使用頻度は低い。そこで、この回では、高血圧治療にお

ける利尿薬の有用性ならびに利尿薬と相性の良い高血圧

治療薬について考える。

第7回　前立腺肥大の排尿障害に対する新規治療薬

膀胱や前立腺の自律神経支配や前立腺肥大の病態につい

て復習し、治療に用いる薬（新しい作用機構の薬）の薬

理作用機構を学ぶ。

第8回　緑内障に対する新規治療薬

眼の自律神経支配や緑内障の病態について復習し、治療

に用いる薬（新しい作用機構の薬）の薬理作用機構を学

ぶ。

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

1.0単位

薬理学最前線 [15～18]

平岩　英培、榎本　理世、寺田　侑加、屋山　勝俊

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

薬理Ⅰ-Ⅴで学んだ知識を基に、精神疾患および循環器

疾患の最新の薬物療法および新規治療薬について学ぶ。

また、新規の自律神経系に作用する薬物についても学ぶ。

＜到達目標＞

不眠症、てんかん、統合失調症、高血圧症、前立腺肥大

症、緑内障などの最近の治療薬の薬理作用を説明できる。

＜授業のキーワード＞

催眠薬、抗てんかん薬、統合失調症治療薬、高血圧症治

療、利尿薬、自律神経系、前立腺肥大治療薬、緑内障治

療薬

＜授業の進め方＞

授業計画に従って8回の講義を行ないます。1-3回は李、

4?6回は屋山、7?8回は榎本が担当する。

＜履修するにあたって＞

オフィスアワー：金曜日 15：00?17：00としますが、在

室中であれば対応します。質問などあれば、遠慮なく教

員室（C号館2階、C/LP214, 215, 218）に訪ねてくださ

い。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として復習すること（目安として1時間）

＜提出課題など＞

レポート（課題は授業後に連絡）

＜成績評価方法・基準＞

提出したレポートの内容で評価する。

＜テキスト＞

プリントを配布する。

＜授業計画＞

第1回　統合失調症の治療薬

統合失調症治療薬の復習と新規治療薬

第2回　てんかんの治療薬

てんかん治療薬の復習と新規治療薬

第3回　不眠症の治療薬

ベンゾジアゼピン系催眠薬の復習と新規催眠薬

第4回　肺高血圧とその治療薬

肺高血圧症は、少し前まで患者の約半数が3年以内に右

心不全で死亡する予後不良な疾患であった。治療薬がな

く、有効な治療は肺移植しかないと考えられていた。し

かし、新たな血管拡張薬が登場し、薬物治療が可能とな

った。ここでは、肺高血圧治療薬のトピックスについて

講義を行う。

第5回　 高血圧治療薬(合剤の意義)

高血圧の治療に、複数の治療薬が組み合わせて用いられ

ることがある。この回では、アンジオテンシン受容体遮

断薬と利尿薬の合剤に意義、について考えてみる。

第6回　高血圧治療における利尿薬の位置づけ

高血圧治療の第一選択薬に利尿薬が上がっているものの、

使用頻度は低い。そこで、この回では、高血圧治療にお

ける利尿薬の有用性ならびに利尿薬と相性の良い高血圧

治療薬について考える。

第7回　前立腺肥大の排尿障害に対する新規治療薬

膀胱や前立腺の自律神経支配や前立腺肥大の病態につい
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て復習し、治療に用いる薬（新しい作用機構の薬）の薬

理作用機構を学ぶ。

第8回　緑内障に対する新規治療薬

眼の自律神経支配や緑内障の病態について復習し、治療

に用いる薬（新しい作用機構の薬）の薬理作用機構を学

ぶ。

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

薬理学Ⅰ [15～18]

榎本　理世

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業

状況により、遠隔授業になる場合には、オンデマンド方

式で実施します。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2.3.7.8を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

化学物質である医薬品は、体外から生体内の標的とする

組織（あるいは細胞集団）まで到達し、そこに存在する

生体内分子（作用点）と「反応」することによって、細

胞機能を変え、その結果として生体機能を変えることが

できます。このことを「薬の作用」と呼びます。このよ

うな薬の作用は、作用部位に到達した薬の量と、それの

持つ独自の性質によって、「強さ」と「作用の質」が決

定されます。この科目は、薬物の生体内における動きと、

それによって作用がどのように引き起こされ、このよう

な作用（薬効）にどのような生体内分子がかかわるのか

について、基本的知識と概念を学習します。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C6　生命現象の基礎

（6）細胞間コミュニケーションと細胞内情報伝達

②【細胞内情報伝達】

C6-(6)-②-1 細胞膜チャネル内蔵型受容体を介する細胞

内情報伝達について説明できる。

C6-(6)-②-2 細胞膜受容体からGタンパク質系を介する

細胞内情報伝達について説明できる。

C6-(6)-②-3 細胞膜受容体タンパク質などのリン酸化を

介する細胞内情報伝達について説明できる。

C6-(6)-②-4 細胞内情報伝達におけるセカンドメッセン

ジャーについて説明できる。

C7  人体の成り立ちと生体機能の調節

C7  人体の成り立ちと生体機能の調節

（1）人体の成り立ち

④【神経系】

C7-(1)-④-1中枢神経系について概説できる。

C7-(1)-④-2末梢（体性・自律）神経系について概説で

きる。

（2）生体機能の調節

①【神経による調節機構】

C７-(2)-①-1神経細胞の興奮と伝導、シナプス伝達につ

いて説明できる。

C7-(2)-①-2 代表的な神経伝達物質を挙げ、生理活性お

よび作用機構について概説明できる。

C7-(2)-①-4 神経による筋収縮の調節機構について説明

できる。

E1 薬の作用と体の変化

（1）薬の作用

①【薬の作用】

E1-(1)-①-1薬物の用量と作用の関係を説明できる。

E1-(1)-①-2 アゴニスト（作用薬、作動薬、刺激薬）と

アンタゴニスト（拮抗薬、遮断薬）について説明できる。

E1-(1)-①-3 薬物の作用するしくみについて、受容体、

酵素、イオンチャネルおよびトランスポーターを例に挙

げて説明できる。

E1-(1)-①-4 代表的な薬物受容体を列挙し、刺激あるい

は遮断された場合の生理反応を説明できる。

E1-(1)-①-5 薬物の作用発現に関連する代表的な細胞内

情報伝達系を列挙し、活性化されたあるいは抑制された

場合の生理反応を説明できる。

E2　薬理・病態・薬物治療

(1)神経系の疾患と薬

①【自律神経系に作用する薬】

E2-(1)-①-1 交感神経系に作用し、その支配器官の機能

を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な

副作用を説明できる。

E2-(2)-①-2 副交感神経系に作用し、その支配器官の機

能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主

な副作用を説明できる。

E2-(2)-①-3 神経節に作用する代表的な薬物を挙げ、薬

理作用、機序、主な副作用を説明できる。

②【体性神経系に作用する薬・筋の疾患の薬、病態、治

療】

E2-(1)-②-2 運動神経系に作用する代表的な薬物を挙げ、

薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

＜授業のキーワード＞

薬の作用、副作用、受容体、細胞内シグナル伝達系、自

律神経系、知覚神経系、運動神経系

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の対面講義を行ないます。

内容の多少により一部回がずれる可能性があります。

＜履修するにあたって＞
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講義の理解度やわからない点を知るため、毎回、授業の

最後の10分間を授業内容の整理の時間とします。自由記

述欄のあるマークカードに記入してもらい、授業の最後

に提出してもらいます。別途、課題を提示して提出を求

めることもあります。さらに、内容の区切りごとに、記

述式小テストやdotCampusの機能を使ってオンラインテ

ストを実施します。小テストで理解が不十分な学生を抽

出し、補講と再小テストも実施します。

また、授業内容に関する質問、過去の定期試験問題の閲

覧や資料の配布などは、dotCampusを活用します。必要

に応じて、dotCampusで講義内容を補足する資料を配布

します。

オフィスアワー（未定・授業内で案内）や授業終わりの

休み時間、dotCampusの機能を使った質疑応答の場など

で質問を受け付けます。わからないところやあいまいな

ところは早めに解消しましょう。dotCampusでは、質問

者は教員には見えますが、学生は匿名で質問できます。

他の人の質問とその解説も閲覧できますので、活用して

ください。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として復習すること（目安として1時間。でき

れば授業当日に、無理でもその週のうちにやりましょう。

）

＜提出課題など＞

課題提出を課す場合があります。

＜成績評価方法・基準＞

小テストや課題など日常の学習状況に対する評価が30％、

定期試験の評価が70％、の合計100％で評価します。

授業で学んだことを他人に説明できるレベルで理解して

いることを合格の条件とします。

＜テキスト＞

NEW薬理学改訂第7版、自作プリント

＜参考図書＞

コンパス薬理学改訂第2版、今日の治療薬

＜授業計画＞

第1回　薬理学入門

薬の作用1を学ぶ

1）薬理学で何を学ぶか。

2）主作用、臨床応用、副作用、用量反応曲線

3）アゴニストおよびアンタゴニス

4）薬物の標的となる受容体の存在場所や機能

第2回　薬の作用1

薬の作用2を学ぶ

1）受容体を構造的な分類

2）イオンチャネル内蔵型受容体の構造および機能

第3回　薬の作用2

薬の作用3を学ぶ

1）Gタンパク質共役型受容体の構造および機能

2）各種受容体の活性化に続く細胞内情報伝達系

第4回　神経伝達の基本生理

1)中枢神経を構成する細胞（ニューロン・アストロサイ

ト・ミクログリア）の機能※。

2)電気信号発生機構

3)シナプス伝達機構

第5回　運動神経系に作用する薬

1）運動神経系の構成と機能について復習し、さらに理

解を深める。

　・運動神経、骨格筋、神経筋接合部、終板、受容体、

イオンチャネル、筋小胞体、興奮収縮連関

2）骨格筋収縮に影響を与える薬について学ぶ。

　・末梢性筋弛緩薬、アセチルコリンNM受容体、リアノ

ジン受容体

第6回　末梢神経系の基本生理

1）中枢神経系と末梢神経系の関係について復習する。

　・脳、脊髄、自律神経系、運動神経系、知覚神経系

2）自律神経系の構成と機能について復習し、さらに理

解を深める。

　・高位中枢、交感神経系、副交感神経系、節前線維、

節後線維、自律神経節、効果器、受容体、拮抗的二重支

配

第7回　自律神経系のに作用する薬1

1）交感神経系の構成と機能について学ぶ。

　・化学伝達物質（ノルアドレナリン）の生合成、放出、

消失機構

　・アドレナリンαおよびβ受容体

　・平滑筋、心筋に対する効果

第8回　自律神経系に作用する薬2

1）アドレナリンαおよびβ受容体に作用する薬につい

て学ぶ①。

　・アドレナリンαおよびβ受容体アゴニスト（作動薬、

刺激薬）

第9回　自律神経系に作用する薬3

1）アドレナリンαおよびβ受容体に作用する薬につい

て学ぶ②。

　・アドレナリンαおよびβ受容体アンタゴニスト（拮

抗薬）

2）ノルアドレナリンの放出に影響を与える薬について

学ぶ。

　・タキフィラキシー

第10回　自律神経系に作用する薬4

1）副交感神経系の構成と機能について学ぶ。
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　・化学伝達物質（アセチルコリン）の生合成、放出、

消失機構

　・アセチルコリンM受容体

　・平滑筋、心筋に対する効果

2）アセチルコリンM受容体に作用する薬ついて学ぶ①。

　・アセチルコリンM受容体アゴニスト

第11回　自律神経系に作用する薬5

1）アセチルコリンM受容体に作用する薬について学ぶ②。

　・アセチルコリンM受容体アンタゴニスト

C13-(2)-②-2

C13-(2)-②-3

第12回　自律神経系に作用する薬6

1）アセチルコリンの分解に影響を与える薬について学

ぶ。

　・コリンエステラーゼ

2）自律神経節に作用する薬について学ぶ。

　・アセチルコリンNN受容体

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

薬理学Ⅰ [19～]

榎本　理世

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面授業

状況により、遠隔授業になる場合には、オンデマンド方

式で実施します。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2.3.7.8を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

化学物質である医薬品は、体外から生体内の標的とする

組織（あるいは細胞集団）まで到達し、そこに存在する

生体内分子（作用点）と「反応」することによって、細

胞機能を変え、その結果として生体機能を変えることが

できます。このことを「薬の作用」と呼びます。このよ

うな薬の作用は、作用部位に到達した薬の量と、それの

持つ独自の性質によって、「強さ」と「作用の質」が決

定されます。この科目は、薬物の生体内における動きと、

それによって作用がどのように引き起こされ、このよう

な作用（薬効）にどのような生体内分子がかかわるのか

について、基本的知識と概念を学習します。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C6　生命現象の基礎

（6）細胞間コミュニケーションと細胞内情報伝達

②【細胞内情報伝達】

C6-(6)-②-1 細胞膜チャネル内蔵型受容体を介する細胞

内情報伝達について説明できる。

C6-(6)-②-2 細胞膜受容体からGタンパク質系を介する

細胞内情報伝達について説明できる。

C6-(6)-②-3 細胞膜受容体タンパク質などのリン酸化を

介する細胞内情報伝達について説明できる。

C6-(6)-②-4 細胞内情報伝達におけるセカンドメッセン

ジャーについて説明できる。

C7  人体の成り立ちと生体機能の調節

C7  人体の成り立ちと生体機能の調節

（1）人体の成り立ち

④【神経系】

C7-(1)-④-1中枢神経系について概説できる。

C7-(1)-④-2末梢（体性・自律）神経系について概説で

きる。

（2）生体機能の調節

①【神経による調節機構】

C７-(2)-①-1神経細胞の興奮と伝導、シナプス伝達につ

いて説明できる。

C7-(2)-①-2 代表的な神経伝達物質を挙げ、生理活性お

よび作用機構について概説明できる。

C7-(2)-①-4 神経による筋収縮の調節機構について説明

できる。

E1 薬の作用と体の変化

（1）薬の作用

①【薬の作用】

E1-(1)-①-1薬物の用量と作用の関係を説明できる。

E1-(1)-①-2 アゴニスト（作用薬、作動薬、刺激薬）と

アンタゴニスト（拮抗薬、遮断薬）について説明できる。

E1-(1)-①-3 薬物の作用するしくみについて、受容体、

酵素、イオンチャネルおよびトランスポーターを例に挙

げて説明できる。

E1-(1)-①-4 代表的な薬物受容体を列挙し、刺激あるい

は遮断された場合の生理反応を説明できる。

E1-(1)-①-5 薬物の作用発現に関連する代表的な細胞内

情報伝達系を列挙し、活性化されたあるいは抑制された

場合の生理反応を説明できる。

E2　薬理・病態・薬物治療

(1)神経系の疾患と薬

①【自律神経系に作用する薬】

E2-(1)-①-1 交感神経系に作用し、その支配器官の機能

を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な

副作用を説明できる。

E2-(2)-①-2 副交感神経系に作用し、その支配器官の機

能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主

な副作用を説明できる。

E2-(2)-①-3 神経節に作用する代表的な薬物を挙げ、薬

理作用、機序、主な副作用を説明できる。

②【体性神経系に作用する薬・筋の疾患の薬、病態、治
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療】

E2-(1)-②-2 運動神経系に作用する代表的な薬物を挙げ、

薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

＜授業のキーワード＞

薬の作用、副作用、受容体、細胞内シグナル伝達系、自

律神経系、知覚神経系、運動神経系

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の対面講義を行ないます。

内容の多少により一部回がずれる可能性があります。

＜履修するにあたって＞

講義の理解度やわからない点を知るため、毎回、授業の

最後の10分間を授業内容の整理の時間とします。自由記

述欄のあるマークカードに記入してもらい、授業の最後

に提出してもらいます。別途、課題を提示して提出を求

めることもあります。さらに、内容の区切りごとに、記

述式小テストやdotCampusの機能を使ってオンラインテ

ストを実施します。小テストで理解が不十分な学生を抽

出し、補講と再小テストも実施します。

また、授業内容に関する質問、過去の定期試験問題の閲

覧や資料の配布などは、dotCampusを活用します。必要

に応じて、dotCampusで講義内容を補足する資料を配布

します。

オフィスアワー（未定・授業内で案内）や授業終わりの

休み時間、dotCampusの機能を使った質疑応答の場など

で質問を受け付けます。わからないところやあいまいな

ところは早めに解消しましょう。dotCampusでは、質問

者は教員には見えますが、学生は匿名で質問できます。

他の人の質問とその解説も閲覧できますので、活用して

ください。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として復習すること（目安として1時間。でき

れば授業当日に、無理でもその週のうちにやりましょう。

）

＜提出課題など＞

課題提出を課す場合があります。

＜成績評価方法・基準＞

小テストや課題など日常の学習状況に対する評価が30％、

定期試験の評価が70％、の合計100％で評価します。

授業で学んだことを他人に説明できるレベルで理解して

いることを合格の条件とします。

＜テキスト＞

NEW薬理学改訂第7版、自作プリント

＜参考図書＞

コンパス薬理学改訂第2版、今日の治療薬

＜授業計画＞

第1回　薬理学入門

薬の作用1を学ぶ

1）薬理学で何を学ぶか。

2）主作用、臨床応用、副作用、用量反応曲線

3）アゴニストおよびアンタゴニス

4）薬物の標的となる受容体の存在場所や機能

第2回　薬の作用1

薬の作用2を学ぶ

1）受容体を構造的な分類

2）イオンチャネル内蔵型受容体の構造および機能

第3回　薬の作用2

薬の作用3を学ぶ

1）Gタンパク質共役型受容体の構造および機能

2）各種受容体の活性化に続く細胞内情報伝達系

第4回　神経伝達の基本生理

1)中枢神経を構成する細胞（ニューロン・アストロサイ

ト・ミクログリア）の機能※。

2)電気信号発生機構

3)シナプス伝達機構

第5回　運動神経系に作用する薬

1）運動神経系の構成と機能について復習し、さらに理

解を深める。

　・運動神経、骨格筋、神経筋接合部、終板、受容体、

イオンチャネル、筋小胞体、興奮収縮連関

2）骨格筋収縮に影響を与える薬について学ぶ。

　・末梢性筋弛緩薬、アセチルコリンNM受容体、リアノ

ジン受容体

第6回　末梢神経系の基本生理

1）中枢神経系と末梢神経系の関係について復習する。

　・脳、脊髄、自律神経系、運動神経系、知覚神経系

2）自律神経系の構成と機能について復習し、さらに理

解を深める。

　・高位中枢、交感神経系、副交感神経系、節前線維、

節後線維、自律神経節、効果器、受容体、拮抗的二重支

配

第7回　自律神経系のに作用する薬1

1）交感神経系の構成と機能について学ぶ。

　・化学伝達物質（ノルアドレナリン）の生合成、放出、

消失機構

　・アドレナリンαおよびβ受容体

　・平滑筋、心筋に対する効果

第8回　自律神経系に作用する薬2

1）アドレナリンαおよびβ受容体に作用する薬につい

て学ぶ①。

　・アドレナリンαおよびβ受容体アゴニスト（作動薬、
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刺激薬）

第9回　自律神経系に作用する薬3

1）アドレナリンαおよびβ受容体に作用する薬につい

て学ぶ②。

　・アドレナリンαおよびβ受容体アンタゴニスト（拮

抗薬）

2）ノルアドレナリンの放出に影響を与える薬について

学ぶ。

　・タキフィラキシー

第10回　自律神経系に作用する薬4

1）副交感神経系の構成と機能について学ぶ。

　・化学伝達物質（アセチルコリン）の生合成、放出、

消失機構

　・アセチルコリンM受容体

　・平滑筋、心筋に対する効果

2）アセチルコリンM受容体に作用する薬ついて学ぶ①。

　・アセチルコリンM受容体アゴニスト

第11回　自律神経系に作用する薬5

1）アセチルコリンM受容体に作用する薬について学ぶ②。

　・アセチルコリンM受容体アンタゴニスト

C13-(2)-②-2

C13-(2)-②-3

第12回　自律神経系に作用する薬6

1）アセチルコリンの分解に影響を与える薬について学

ぶ。

　・コリンエステラーゼ

2）自律神経節に作用する薬について学ぶ。

　・アセチルコリンNN受容体

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

薬理学Ⅰ [再]

榎本　理世

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

オンデマンド授業（1週前の対面授業の録画を利用）

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、2.3.7.8を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

化学物質である医薬品は、体外から生体内の標的とする

組織（あるいは細胞集団）まで到達し、そこに存在する

生体内分子（作用点）と「反応」することによって、細

胞機能を変え、その結果として生体機能を変えることが

できます。このことを「薬の作用」と呼びます。このよ

うな薬の作用は、作用部位に到達した薬の量と、それの

持つ独自の性質によって、「強さ」と「作用の質」が決

定されます。この科目は、薬物の生体内における動きと、

それによって作用がどのように引き起こされ、このよう

な作用（薬効）にどのような生体内分子がかかわるのか

について、基本的知識と概念を学習します。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C6　生命現象の基礎

（6）細胞間コミュニケーションと細胞内情報伝達

②【細胞内情報伝達】

C6-(6)-②-1 細胞膜チャネル内蔵型受容体を介する細胞

内情報伝達について説明できる。

C6-(6)-②-2 細胞膜受容体からGタンパク質系を介する

細胞内情報伝達について説明できる。

C6-(6)-②-3 細胞膜受容体タンパク質などのリン酸化を

介する細胞内情報伝達について説明できる。

C6-(6)-②-4 細胞内情報伝達におけるセカンドメッセン

ジャーについて説明できる。

C7  人体の成り立ちと生体機能の調節

C7  人体の成り立ちと生体機能の調節

（1）人体の成り立ち

④【神経系】

C7-(1)-④-1中枢神経系について概説できる。

C7-(1)-④-2末梢（体性・自律）神経系について概説で

きる。

（2）生体機能の調節

①【神経による調節機構】

C７-(2)-①-1神経細胞の興奮と伝導、シナプス伝達につ

いて説明できる。

C7-(2)-①-2 代表的な神経伝達物質を挙げ、生理活性お

よび作用機構について概説明できる。

C7-(2)-①-4 神経による筋収縮の調節機構について説明

できる。

E1 薬の作用と体の変化

（1）薬の作用

①【薬の作用】

E1-(1)-①-1薬物の用量と作用の関係を説明できる。

E1-(1)-①-2 アゴニスト（作用薬、作動薬、刺激薬）と

アンタゴニスト（拮抗薬、遮断薬）について説明できる。

E1-(1)-①-3 薬物の作用するしくみについて、受容体、

酵素、イオンチャネルおよびトランスポーターを例に挙

げて説明できる。

E1-(1)-①-4 代表的な薬物受容体を列挙し、刺激あるい

は遮断された場合の生理反応を説明できる。

E1-(1)-①-5 薬物の作用発現に関連する代表的な細胞内

情報伝達系を列挙し、活性化されたあるいは抑制された

場合の生理反応を説明できる。

E2　薬理・病態・薬物治療

(1)神経系の疾患と薬

①【自律神経系に作用する薬】
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E2-(1)-①-1 交感神経系に作用し、その支配器官の機能

を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な

副作用を説明できる。

E2-(2)-①-2 副交感神経系に作用し、その支配器官の機

能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主

な副作用を説明できる。

E2-(2)-①-3 神経節に作用する代表的な薬物を挙げ、薬

理作用、機序、主な副作用を説明できる。

②【体性神経系に作用する薬・筋の疾患の薬、病態、治

療】

E2-(1)-②-2 運動神経系に作用する代表的な薬物を挙げ、

薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

＜授業のキーワード＞

薬の作用、副作用、受容体、細胞内シグナル伝達系、自

律神経系、知覚神経系、運動神経系

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の対面講義を行ないます。

内容の多少により一部回がずれる可能性があります。

＜履修するにあたって＞

講義の理解度やわからない点を知るため、毎回、授業の

最後の10分間を授業内容の整理の時間とします。自由記

述欄のあるマークカードに記入してもらい、授業の最後

に提出してもらいます。別途、課題を提示して提出を求

めることもあります。さらに、内容の区切りごとに、記

述式小テストやdotCampusの機能を使ってオンラインテ

ストを実施します。小テストで理解が不十分な学生を抽

出し、補講と再小テストも実施します。

また、授業内容に関する質問、過去の定期試験問題の閲

覧や資料の配布などは、dotCampusを活用します。必要

に応じて、dotCampusで講義内容を補足する資料を配布

します。

オフィスアワー（未定・授業内で案内）や授業終わりの

休み時間、dotCampusの機能を使った質疑応答の場など

で質問を受け付けます。わからないところやあいまいな

ところは早めに解消しましょう。dotCampusでは、質問

者は教員には見えますが、学生は匿名で質問できます。

他の人の質問とその解説も閲覧できますので、活用して

ください。

＜授業時間外に必要な学修＞

事後学習として復習すること（目安として1時間。でき

れば授業当日に、無理でもその週のうちにやりましょう。

）

＜提出課題など＞

課題提出を課す場合があります。

＜成績評価方法・基準＞

記述式を含む試験（定期試験と同等の内容、定期試験期

間に実施予定）、オンラインテストや授業に関する課題

などの提出物によって評価します。試験が70％、受講態

度や課題やオンラインテストの取り組み状況が30％、合

計100％で評価します。

授業で学んだことを他人に説明できるレベルで理解して

いることを合格の条件とします。

＜テキスト＞

NEW薬理学改訂第7版、自作プリント

＜参考図書＞

コンパス薬理学改訂第2版、今日の治療薬

＜授業計画＞

第1回　薬理学入門

薬の作用1を学ぶ

1）薬理学で何を学ぶか。

2）主作用、臨床応用、副作用、用量反応曲線

3）アゴニストおよびアンタゴニス

4）薬物の標的となる受容体の存在場所や機能

第2回　薬の作用1

薬の作用2を学ぶ

1）受容体を構造的な分類

2）イオンチャネル内蔵型受容体の構造および機能

第3回　薬の作用2

薬の作用3を学ぶ

1）Gタンパク質共役型受容体の構造および機能

2）各種受容体の活性化に続く細胞内情報伝達系

第4回　神経伝達の基本生理

1)中枢神経を構成する細胞（ニューロン・アストロサイ

ト・ミクログリア）の機能※。

2)電気信号発生機構

3)シナプス伝達機構

第5回　運動神経系に作用する薬

1）運動神経系の構成と機能について復習し、さらに理

解を深める。

　・運動神経、骨格筋、神経筋接合部、終板、受容体、

イオンチャネル、筋小胞体、興奮収縮連関

2）骨格筋収縮に影響を与える薬について学ぶ。

　・末梢性筋弛緩薬、アセチルコリンNM受容体、リアノ

ジン受容体

第6回　末梢神経系の基本生理

1）中枢神経系と末梢神経系の関係について復習する。

　・脳、脊髄、自律神経系、運動神経系、知覚神経系

2）自律神経系の構成と機能について復習し、さらに理

解を深める。

　・高位中枢、交感神経系、副交感神経系、節前線維、
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節後線維、自律神経節、効果器、受容体、拮抗的二重支

配

第7回　自律神経系のに作用する薬1

1）交感神経系の構成と機能について学ぶ。

　・化学伝達物質（ノルアドレナリン）の生合成、放出、

消失機構

　・アドレナリンαおよびβ受容体

　・平滑筋、心筋に対する効果

第8回　自律神経系に作用する薬2

1）アドレナリンαおよびβ受容体に作用する薬につい

て学ぶ①。

　・アドレナリンαおよびβ受容体アゴニスト（作動薬、

刺激薬）

第9回　自律神経系に作用する薬3

1）アドレナリンαおよびβ受容体に作用する薬につい

て学ぶ②。

　・アドレナリンαおよびβ受容体アンタゴニスト（拮

抗薬）

2）ノルアドレナリンの放出に影響を与える薬について

学ぶ。

　・タキフィラキシー

第10回　自律神経系に作用する薬4

1）副交感神経系の構成と機能について学ぶ。

　・化学伝達物質（アセチルコリン）の生合成、放出、

消失機構

　・アセチルコリンM受容体

　・平滑筋、心筋に対する効果

2）アセチルコリンM受容体に作用する薬ついて学ぶ①。

　・アセチルコリンM受容体アゴニスト

第11回　自律神経系に作用する薬5

1）アセチルコリンM受容体に作用する薬について学ぶ②。

　・アセチルコリンM受容体アンタゴニスト

C13-(2)-②-2

C13-(2)-②-3

第12回　自律神経系に作用する薬6

1）アセチルコリンの分解に影響を与える薬について学

ぶ。

　・コリンエステラーゼ

2）自律神経節に作用する薬について学ぶ。

　・アセチルコリンNN受容体

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

10.0単位

薬局で学ぶ [13～14]

徳山　尚吾

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、必

修科目であり５年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、3,4,5, 6, 7

  を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, https://w

ww.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dip

loma.html#PHA

薬の専門家として、医薬品及び薬物治療についての専門

的な知識を有している。

医療人として、患者の背景を理解し、多職種との相互理

解を深め、積極的に連携・協力し、薬剤師に求められる

行動を実践する能力を有している。

薬剤師として、患者状態の把握、必要な情報収集と活用、

安全で有効な薬物療法の実施と評価等の薬学的管理を実

践する能力を有している。

医療の担い手として、人々の健康増進、公衆衛生の向上

に貢献する能力を有している。

医療人として、医療を取り巻く課題に気づき、それらを

考察し、課題解決に貢献できる能力を有している。

薬剤師として、進歩する医療に対して常に関心や学習意

欲をもち、生涯にわたり自己研鑚に励む態度を有してい

る。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

　薬局における長期実務実習で下記の事を修得します。

F　薬学臨床

（１）薬学臨床の基礎

【②臨床における心構え】

F-(1)-②-4        ４）医療の担い手が守るべき倫理規

範を遵守し、ふさわしい態度で行動する。（態度）

F-(1)-②-5        ５）患者・生活者の基本的権利、自

己決定権について配慮する。（態度）

F-(1)-②-6        ６）薬学的管理を実施する際に、イ

ンフォームド・コンセントを得ることができる。（態度

）

F-(1)-②-7�　７）職務上知り得た情報について守秘義

務を遵守する。（態度）

【③臨床実習の基礎】

F-(1)-③-12�　12）外来化学療法における適切な薬学的

管理について説明できる。

F-(1)-③-13�　13）保険評価要件を薬剤師業務と関連付

けて概説することができる。

F-(1)-③-14�　14）薬局における薬剤師業務の流れを相

互に関連付けて説明できる。

F-(1)-③-15�　15）来局者の調剤に対して、処方せんの

受付から薬剤の交付に至るまで継続して関わることがで

きる。（知識・態度）

（２）処方せんに基づく調剤

【①法令・規則等の理解と遵守】

F-(2)-①-2�　２）調剤業務に関わる法的文書（処方せ

ん、調剤録等）の適切な記載と保存・管理ができる。（
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知識・技能）

F-(2)-①-3�　３）法的根拠に基づき、一連の調剤業務

を適正に実施する。（技能・態度）

F-(2)-①-4�　４）保険薬局として必要な条件や設備等

を具体的に関連付けて説明できる。

�【②処方せんと疑義照会】

F-(2)-②-1�　１）前）代表的な疾患に使用される医薬

品について効能・効果、用法・用量、警告・禁忌、副作

用、相互作用を列挙できる。

F-(2)-②-2�　２）前）処方オーダリングシステムおよ

び電子カルテについて概説できる。

F-(2)-②-3�　３）前）処方せんの様式と必要記載事項、

記載方法について説明できる。

F-(2)-②-4�　４）前）処方せんの監査の意義、その必

要性と注意点について説明できる。

F-(2)-②-5�　５）前）処方せんを監査し、不適切な処

方せんについて、その理由が説明できる。

F-(2)-②-6�　６）前）処方せん等に基づき疑義照会が

できる。（技能・態度）

F-(2)-②-7�　７）処方せんの記載事項（医薬品名、分

量、用法・用量等）が適切であるか確認できる。（知識

・技能）

F-(2)-②-8�　８）注射薬処方せんの記載事項（医薬品

名、分量、投与速度、投与ルート等）が適切であるか確

認できる。（知識・技能）

F-(2)-②-9�　９）処方せんの正しい記載方法を例示で

きる。（技能）

F-(2)-②-10�　10）薬歴、診療録、患者の状態から処方

が妥当であるか判断できる。（知識・技能）

F-(2)-②-11�　11）薬歴、診療録、患者の状態から判断

して適切に疑義照会ができる。（技能・態度）

【③処方せんに基づく医薬品の調製】

F-(2)-③-9�　９）主な医薬品の一般名・剤形・規格か

ら該当する製品を選択できる。（技能）

F-(2)-③-10�　10）適切な手順で後発医薬品を選択でき

る。（知識・技能）

F-(2)-③-11�　11）処方せんに従って計数・計量調剤が

できる。（技能）

F-(2)-③-12�　12）錠剤の粉砕、およびカプセル剤の開

封の可否を判断し、実施できる。（知識・技能）

F-(2)-③-13�　13）一回量(一包化）調剤の必要性を判

断し、実施できる。（知識・技能）

F-(2)-③-14�　14）注射処方せんに従って注射薬調剤が

できる。（技能）

F-(2)-③-15�　15）注射剤・散剤・水剤等の配合変化に

関して実施されている回避方法を列挙できる。

F-(2)-③-16�　16）注射剤（高カロリー輸液等）の無菌

的混合操作を実施できる。（技能）

F-(2)-③-17�　17）抗悪性腫瘍薬などの取扱いにおける

ケミカルハザード回避の手技を実施できる。（知識・技

能）

F-(2)-③-18�　18）特別な注意を要する医薬品（劇薬・

毒薬・麻薬・向精神薬・抗悪性腫瘍薬等）の調剤と適切

な取扱いができる。（知識・技能）

F-(2)-③-19�　19）調製された薬剤に対して、監査が実

施できる。（知識・技能）

【④患者・来局者応対、服薬指導、患者教育】

F-(2)-④-9�　９）患者・来局者に合わせて適切な応対

ができる。（態度）

F-(2)-④-10�　10）患者・来局者から、必要な情報（症

状、心理状態、既往歴、生活習慣、アレルギー歴、薬歴、

副作用歴等）を適切な手順で聞き取ることができる。（

知識・態度）

F-(2)-④-11�　11）医師の治療方針を理解した上で、患

者への適切な服薬指導を実施する。（知識・態度）

F-(2)-④-12�　12）患者・来局者の病状や背景に配慮し、

医薬品を安全かつ有効に使用するための服薬指導や患者

教育ができる。（知識・態度）

F-(2)-④-13�　13）妊婦・授乳婦、小児、高齢者等特別

な配慮が必要な患者への服薬指導において、適切な応対

ができる。（知識・態度）

F-(2)-④-14�　14）お薬手帳、健康手帳、患者向け説明

書等を使用した服薬指導ができる。（態度）

F-(2)-④-15�　15）収集した患者情報を薬歴や診療録に

適切に記録することができる。（知識・技能）

【⑤医薬品の供給と管理】

F-(2)-⑤-9�　９）医薬品の供給・保管・廃棄について

適切に実施できる。（知識・技能）

F-(2)-⑤-10�　10）医薬品の適切な在庫管理を実施する。

（知識・技能）

F-(2)-⑤-11�　11）医薬品の適正な採用と採用中止の流

れについて説明できる。

F-(2)-⑤-12�　12）劇薬・毒薬・麻薬・向精神薬および

覚醒剤原料の適切な管理と取り扱いができる。（知識・

技能）

F-(2)-⑤-13�　13）特定生物由来製品の適切な管理と取

り扱いを体験する。（知識・技能）

【⑥安全管理】

F-(2)-⑥-8�　８）特にリスクの高い代表的な医薬品（

抗悪性腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）の

安全管理を体験する。（知識・技能・態度）

F-(2)-⑥-9�　９）調剤ミスを防止するために工夫され

ている事項を具体的に説明できる。

F-(2)-⑥-10�　10）施設内のインシデント（ヒヤリハッ

ト）、アクシデントの事例をもとに、リスクを回避する

ための具体策と発生後の適切な対処法を提案することが

できる。（知識・態度）

F-(2)-⑥-11�　11）施設内の安全管理指針を遵守する。

（態度）

F-(2)-⑥-12�　12）施設内で衛生的な手洗い、スタンダ
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ードプリコーションを実施する。（技能）

F-(2)-⑥-13�　13）臨床検体・感染性廃棄物を適切に取

り扱うことができる。（技能・態度）

F-(2)-⑥-14�　14）院内での感染対策（予防、蔓延防止

など）について具体的な提案ができる。（知識・態度）

（３）薬物療法の実践

【①患者情報の把握】

F-(3)-①-5�　５）基本的な医療用語、略語を適切に使

用できる。（知識・態度）

F-(3)-①-6�　６）患者・来局者および種々の情報源（

診療録、薬歴・指導記録、看護記録、お薬手帳、持参薬

等）から、薬物療法に必要な情報を収集できる。（技能

・態度）

F-(3)-①-7�　７）患者の身体所見を薬学的管理に活か

すことができる。（技能・態度）

【②医薬品情報の収集と活用】

F-(3)-②-2�　２）施設内において使用できる医薬品の

情報源を把握し、利用することができる。（知識・技能

）

F-(3)-②-3�　３）薬物療法に対する問い合わせに対し、

根拠に基づいた報告書を作成できる。（知識・技能）

F-(3)-②-4�　４）医療スタッフおよび患者のニーズに

合った医薬品情報提供を体験する。（知識・態度）

F-(3)-②-5�　５）安全で有効な薬物療法に必要な医薬

品情報の評価、加工を体験する。（知識・技能）

F-(3)-②-6�　６）緊急安全性情報、安全性速報、不良

品回収、製造中止などの緊急情報を施設内で適切に取扱

うことができる。（知識・態度）

【③処方設計と薬物療法の実践（処方設計と提案）】

F-(3)-③-7�　７）代表的な疾患の患者について、診断

名、病態、科学的根拠等から薬物治療方針を確認できる。

F-(3)-③-8�　８）治療ガイドライン等を確認し、科学

的根拠に基づいた処方を立案できる。

F-(3)-③-9�　９）患者の状態（疾患、重症度、合併症、

肝・腎機能や全身状態、遺伝子の特性、心理・希望等）

や薬剤の特徴（作用機序や製剤的性質等）に基づき、適

切な処方を提案できる。（知識・態度）

F-(3)-③-10�　10）処方設計の提案に際し、薬物投与プ

ロトコールやクリニカルパスを活用できる。（知識・態

度）

F-(3)-③-11�　11）入院患者の持参薬について、継続・

変更・中止の提案ができる。（知識・態度）

F-(3)-③-12�　12）アドヒアランス向上のために、処方

変更、調剤や用法の工夫が提案できる。（知識・態度）

F-(3)-③-13�　13）処方提案に際して、医薬品の経済性

等を考慮して、適切な後発医薬品を選択できる。

F-(3)-③-14�　14）処方提案に際し、薬剤の選択理由、

投与量、投与方法、投与期間等について、医師や看護師

等に判りやすく説明できる。（知識・態度）

【④処方設計と薬物療法の実践（薬物療法における効果

と副作用の評価）】

F-(3)-④-4�　４）医薬品の効果と副作用をモニタリン

グするための検査項目とその実施を提案できる。（知識

・態度）

F-(3)-④-5�　５）薬物血中濃度モニタリングが必要な

医薬品が処方されている患者について、血中濃度測定の

提案ができる。（知識・態度）

F-(3)-④-6�　６）薬物血中濃度の推移から薬物療法の

効果および副作用について予測できる。（知識・技能）

F-(3)-④-7�　７）臨床検査値の変化と使用医薬品の関

連性を説明できる。

F-(3)-④-8�　８）薬物治療の効果について、患者の症

状や検査所見などから評価できる。

F-(3)-④-9�　９）副作用の発現について、患者の症状

や検査所見などから評価できる。

F-(3)-④-10�　10）薬物治療の効果、副作用の発現、薬

物血中濃度等に基づき、医師に対し、薬剤の種類、投与

量、投与方法、投与期間等の変更を提案できる。（知識

・態度）

F-(3)-④-11�　11）報告に必要な要素（5W1H）に留意し

て、収集した患者情報を正確に記載できる。（技能）

F-(3)-④-12�　12）患者の薬物治療上の問題点を列挙し、

適切な評価と薬学的管理の立案を行い、SOAP形式等で適

切に記録する。（知識・技能）

F-(3)-④-13�　13）医薬品・医療機器等安全性情報報告

用紙に、必要事項を記載できる。（知識・技能）

（４）チーム医療への参画

【②地域におけるチーム医療】

F-(4)-②-3�  ３）地域における医療機関と薬局薬剤師

の連携を体験する。（知識・態度）

F-(4)-②-4�  ４）地域医療を担う職種間で地域住民に

関する情報共有を体験する。（技能・態度）

（５）地域の保健・医療・福祉への参画

【①在宅（訪問）医療・介護への参画】

F-(5)-①-4�　４）在宅医療・介護に関する薬剤師の管

理業務（訪問薬剤管理指導業務、居宅療養管理指導業務

）を体験する。（知識・態度）

F-(5)-①-5�　５）地域における介護サービスや介護支

援専門員等の活動と薬剤師との関わりを体験する。（知

識・態度）

F-(5)-①-6�　６）在宅患者の病状（症状、疾患と重症

度、栄養状態等）とその変化、生活環境等の情報収集と

報告を体験する。（知識・態度）

【②地域保健（公衆衛生、学校薬剤師、啓発活動）への

参画】

F-(5)-②-3�　３）学校薬剤師の業務を体験する。（知

識・技能）

F-(5)-②-4�　４）地域住民の衛生管理（消毒、食中毒

の予防、日用品に含まれる化学物質の誤嚥誤飲の予防等

）にお ける薬剤師活動を体験する。（知識・技能）
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＜授業のキーワード＞

～到達目標続き～

【③プライマリケア、セルフメディケーションの実践】

F-(5)-③-5�  ５）薬局製剤（漢方製剤含む）、要指導

医薬品・一般用医薬品、健康食品、サプリメント、医療

機器等をリスクに応じ適切に取り扱い、管理できる。（

技能・態度）

F-(5)-③-6�  ６）来局者から収集した情報や身体所見

などに基づき、来局者の病状（疾患、重症度等）や体調

を推測できる。（知識・態度）

F-(5)-③-7�  ７）来局者に対して、病状に合わせた適

切な対応（医師への受診勧奨、救急対応、要指導医薬品

・一般用医薬品および検査薬などの推奨、生活指導等）

を選択できる。（知識・態度）

F-(5)-③-8�  ８）選択した薬局製剤（漢方製剤含む）、

要指導医薬品・一般用医薬品、健康食品、サプリメント、

医療機器等の使用方法や注意点などを来局者に適切に判

りやすく説明できる。（知識・態度）

F-(5)-③-9�  ９）疾病の予防および健康管理について

のアドバイスを体験する。（知識・態度）

【④災害時医療と薬剤師】

F-(5)-④-2�　２）災害時における地域の医薬品供給体

制・医療救護体制について説明できる。

F-(5)-④-3�　３）災害時における病院・薬局と薬剤師

の役割について討議する。（態度）

授業のキーワード

薬局薬剤師、薬局実務実習など

＜授業の進め方＞

到達目標を達成すべく、薬局にて実務実習を行う。

＜履修するにあたって＞

実習に行く前には、実習の目的や意義を理解し実習内容

の十分な理解が必要であるので、事前指導の出席及びレ

ポートは不可欠である。また、実習中の日誌や報告書、

自己評価書などの提出が義務付けられる。

＜授業時間外に必要な学修＞

自主的な予習・復習の励行（目安として1時間）

＜提出課題など＞

必要であれば、講義の際に伝達する。

＜成績評価方法・基準＞

実習病院の薬剤部長（薬局長）、調剤薬局の指導薬剤師

の実習評価を参考とし、自己評価や事前指導における評

価などを総合して評価を行う。

＜テキスト＞

『薬学生のための病院・薬局実習テキスト』じほう

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

10.0単位

薬局で学ぶ [15～18]

徳山　尚吾

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

実習

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、2,3,5 を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

到達目標の達成のために、項目ごとに重要事項を整理・

分類し、学生の自習の助けとすることを目的とする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

　薬局における長期実務実習で下記の事を修得します。

F　薬学臨床

（１）薬学臨床の基礎

【②臨床における心構え】

F-(1)-②-4        ４）医療の担い手が守るべき倫理規

範を遵守し、ふさわしい態度で行動する。（態度）

F-(1)-②-5        ５）患者・生活者の基本的権利、自

己決定権について配慮する。（態度）

F-(1)-②-6        ６）薬学的管理を実施する際に、イ

ンフォームド・コンセントを得ることができる。（態度

）

F-(1)-②-7�　７）職務上知り得た情報について守秘義

務を遵守する。（態度）

【③臨床実習の基礎】

F-(1)-③-12�　12）外来化学療法における適切な薬学的

管理について説明できる。

F-(1)-③-13�　13）保険評価要件を薬剤師業務と関連付

けて概説することができる。

F-(1)-③-14�　14）薬局における薬剤師業務の流れを相

互に関連付けて説明できる。

F-(1)-③-15�　15）来局者の調剤に対して、処方せんの

受付から薬剤の交付に至るまで継続して関わることがで

きる。（知識・態度）

（２）処方せんに基づく調剤

【①法令・規則等の理解と遵守】

F-(2)-①-2�　２）調剤業務に関わる法的文書（処方せ

ん、調剤録等）の適切な記載と保存・管理ができる。（

知識・技能）

F-(2)-①-3�　３）法的根拠に基づき、一連の調剤業務

を適正に実施する。（技能・態度）

F-(2)-①-4�　４）保険薬局として必要な条件や設備等
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を具体的に関連付けて説明できる。

�【②処方せんと疑義照会】

F-(2)-②-1�　１）前）代表的な疾患に使用される医薬

品について効能・効果、用法・用量、警告・禁忌、副作

用、相互作用を列挙できる。

F-(2)-②-2�　２）前）処方オーダリングシステムおよ

び電子カルテについて概説できる。

F-(2)-②-3�　３）前）処方せんの様式と必要記載事項、

記載方法について説明できる。

F-(2)-②-4�　４）前）処方せんの監査の意義、その必

要性と注意点について説明できる。

F-(2)-②-5�　５）前）処方せんを監査し、不適切な処

方せんについて、その理由が説明できる。

F-(2)-②-6�　６）前）処方せん等に基づき疑義照会が

できる。（技能・態度）

F-(2)-②-7�　７）処方せんの記載事項（医薬品名、分

量、用法・用量等）が適切であるか確認できる。（知識

・技能）

F-(2)-②-8�　８）注射薬処方せんの記載事項（医薬品

名、分量、投与速度、投与ルート等）が適切であるか確

認できる。（知識・技能）

F-(2)-②-9�　９）処方せんの正しい記載方法を例示で

きる。（技能）

F-(2)-②-10�　10）薬歴、診療録、患者の状態から処方

が妥当であるか判断できる。（知識・技能）

F-(2)-②-11�　11）薬歴、診療録、患者の状態から判断

して適切に疑義照会ができる。（技能・態度）

【③処方せんに基づく医薬品の調製】

F-(2)-③-9�　９）主な医薬品の一般名・剤形・規格か

ら該当する製品を選択できる。（技能）

F-(2)-③-10�　10）適切な手順で後発医薬品を選択でき

る。（知識・技能）

F-(2)-③-11�　11）処方せんに従って計数・計量調剤が

できる。（技能）

F-(2)-③-12�　12）錠剤の粉砕、およびカプセル剤の開

封の可否を判断し、実施できる。（知識・技能）

F-(2)-③-13�　13）一回量(一包化）調剤の必要性を判

断し、実施できる。（知識・技能）

F-(2)-③-14�　14）注射処方せんに従って注射薬調剤が

できる。（技能）

F-(2)-③-15�　15）注射剤・散剤・水剤等の配合変化に

関して実施されている回避方法を列挙できる。

F-(2)-③-16�　16）注射剤（高カロリー輸液等）の無菌

的混合操作を実施できる。（技能）

F-(2)-③-17�　17）抗悪性腫瘍薬などの取扱いにおける

ケミカルハザード回避の手技を実施できる。（知識・技

能）

F-(2)-③-18�　18）特別な注意を要する医薬品（劇薬・

毒薬・麻薬・向精神薬・抗悪性腫瘍薬等）の調剤と適切

な取扱いができる。（知識・技能）

F-(2)-③-19�　19）調製された薬剤に対して、監査が実

施できる。（知識・技能）

【④患者・来局者応対、服薬指導、患者教育】

F-(2)-④-9�　９）患者・来局者に合わせて適切な応対

ができる。（態度）

F-(2)-④-10�　10）患者・来局者から、必要な情報（症

状、心理状態、既往歴、生活習慣、アレルギー歴、薬歴、

副作用歴等）を適切な手順で聞き取ることができる。（

知識・態度）

F-(2)-④-11�　11）医師の治療方針を理解した上で、患

者への適切な服薬指導を実施する。（知識・態度）

F-(2)-④-12�　12）患者・来局者の病状や背景に配慮し、

医薬品を安全かつ有効に使用するための服薬指導や患者

教育ができる。（知識・態度）

F-(2)-④-13�　13）妊婦・授乳婦、小児、高齢者等特別

な配慮が必要な患者への服薬指導において、適切な応対

ができる。（知識・態度）

F-(2)-④-14�　14）お薬手帳、健康手帳、患者向け説明

書等を使用した服薬指導ができる。（態度）

F-(2)-④-15�　15）収集した患者情報を薬歴や診療録に

適切に記録することができる。（知識・技能）

【⑤医薬品の供給と管理】

F-(2)-⑤-9�　９）医薬品の供給・保管・廃棄について

適切に実施できる。（知識・技能）

F-(2)-⑤-10�　10）医薬品の適切な在庫管理を実施する。

（知識・技能）

F-(2)-⑤-11�　11）医薬品の適正な採用と採用中止の流

れについて説明できる。

F-(2)-⑤-12�　12）劇薬・毒薬・麻薬・向精神薬および

覚醒剤原料の適切な管理と取り扱いができる。（知識・

技能）

F-(2)-⑤-13�　13）特定生物由来製品の適切な管理と取

り扱いを体験する。（知識・技能）

【⑥安全管理】

F-(2)-⑥-8�　８）特にリスクの高い代表的な医薬品（

抗悪性腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）の

安全管理を体験する。（知識・技能・態度）

F-(2)-⑥-9�　９）調剤ミスを防止するために工夫され

ている事項を具体的に説明できる。

F-(2)-⑥-10�　10）施設内のインシデント（ヒヤリハッ

ト）、アクシデントの事例をもとに、リスクを回避する

ための具体策と発生後の適切な対処法を提案することが

できる。（知識・態度）

F-(2)-⑥-11�　11）施設内の安全管理指針を遵守する。

（態度）

F-(2)-⑥-12�　12）施設内で衛生的な手洗い、スタンダ

ードプリコーションを実施する。（技能）

F-(2)-⑥-13�　13）臨床検体・感染性廃棄物を適切に取

り扱うことができる。（技能・態度）

F-(2)-⑥-14�　14）院内での感染対策（予防、蔓延防止
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など）について具体的な提案ができる。（知識・態度）

（３）薬物療法の実践

【①患者情報の把握】

F-(3)-①-5�　５）基本的な医療用語、略語を適切に使

用できる。（知識・態度）

F-(3)-①-6�　６）患者・来局者および種々の情報源（

診療録、薬歴・指導記録、看護記録、お薬手帳、持参薬

等）から、薬物療法に必要な情報を収集できる。（技能

・態度）

F-(3)-①-7�　７）患者の身体所見を薬学的管理に活か

すことができる。（技能・態度）

【②医薬品情報の収集と活用】

F-(3)-②-2�　２）施設内において使用できる医薬品の

情報源を把握し、利用することができる。（知識・技能

）

F-(3)-②-3�　３）薬物療法に対する問い合わせに対し、

根拠に基づいた報告書を作成できる。（知識・技能）

F-(3)-②-4�　４）医療スタッフおよび患者のニーズに

合った医薬品情報提供を体験する。（知識・態度）

F-(3)-②-5�　５）安全で有効な薬物療法に必要な医薬

品情報の評価、加工を体験する。（知識・技能）

F-(3)-②-6�　６）緊急安全性情報、安全性速報、不良

品回収、製造中止などの緊急情報を施設内で適切に取扱

うことができる。（知識・態度）

【③処方設計と薬物療法の実践（処方設計と提案）】

F-(3)-③-7�　７）代表的な疾患の患者について、診断

名、病態、科学的根拠等から薬物治療方針を確認できる。

F-(3)-③-8�　８）治療ガイドライン等を確認し、科学

的根拠に基づいた処方を立案できる。

F-(3)-③-9�　９）患者の状態（疾患、重症度、合併症、

肝・腎機能や全身状態、遺伝子の特性、心理・希望等）

や薬剤の特徴（作用機序や製剤的性質等）に基づき、適

切な処方を提案できる。（知識・態度）

F-(3)-③-10�　10）処方設計の提案に際し、薬物投与プ

ロトコールやクリニカルパスを活用できる。（知識・態

度）

F-(3)-③-11�　11）入院患者の持参薬について、継続・

変更・中止の提案ができる。（知識・態度）

F-(3)-③-12�　12）アドヒアランス向上のために、処方

変更、調剤や用法の工夫が提案できる。（知識・態度）

F-(3)-③-13�　13）処方提案に際して、医薬品の経済性

等を考慮して、適切な後発医薬品を選択できる。

F-(3)-③-14�　14）処方提案に際し、薬剤の選択理由、

投与量、投与方法、投与期間等について、医師や看護師

等に判りやすく説明できる。（知識・態度）

【④処方設計と薬物療法の実践（薬物療法における効果

と副作用の評価）】

F-(3)-④-4�　４）医薬品の効果と副作用をモニタリン

グするための検査項目とその実施を提案できる。（知識

・態度）

F-(3)-④-5�　５）薬物血中濃度モニタリングが必要な

医薬品が処方されている患者について、血中濃度測定の

提案ができる。（知識・態度）

F-(3)-④-6�　６）薬物血中濃度の推移から薬物療法の

効果および副作用について予測できる。（知識・技能）

F-(3)-④-7�　７）臨床検査値の変化と使用医薬品の関

連性を説明できる。

F-(3)-④-8�　８）薬物治療の効果について、患者の症

状や検査所見などから評価できる。

F-(3)-④-9�　９）副作用の発現について、患者の症状

や検査所見などから評価できる。

F-(3)-④-10�　10）薬物治療の効果、副作用の発現、薬

物血中濃度等に基づき、医師に対し、薬剤の種類、投与

量、投与方法、投与期間等の変更を提案できる。（知識

・態度）

F-(3)-④-11�　11）報告に必要な要素（5W1H）に留意し

て、収集した患者情報を正確に記載できる。（技能）

F-(3)-④-12�　12）患者の薬物治療上の問題点を列挙し、

適切な評価と薬学的管理の立案を行い、SOAP形式等で適

切に記録する。（知識・技能）

F-(3)-④-13�　13）医薬品・医療機器等安全性情報報告

用紙に、必要事項を記載できる。（知識・技能）

（４）チーム医療への参画

【②地域におけるチーム医療】

F-(4)-②-3�  ３）地域における医療機関と薬局薬剤師

の連携を体験する。（知識・態度）

F-(4)-②-4�  ４）地域医療を担う職種間で地域住民に

関する情報共有を体験する。（技能・態度）

（５）地域の保健・医療・福祉への参画

【①在宅（訪問）医療・介護への参画】

F-(5)-①-4�　４）在宅医療・介護に関する薬剤師の管

理業務（訪問薬剤管理指導業務、居宅療養管理指導業務

）を体験する。（知識・態度）

F-(5)-①-5�　５）地域における介護サービスや介護支

援専門員等の活動と薬剤師との関わりを体験する。（知

識・態度）

F-(5)-①-6�　６）在宅患者の病状（症状、疾患と重症

度、栄養状態等）とその変化、生活環境等の情報収集と

報告を体験する。（知識・態度）

【②地域保健（公衆衛生、学校薬剤師、啓発活動）への

参画】

F-(5)-②-3�　３）学校薬剤師の業務を体験する。（知

識・技能）

F-(5)-②-4�　４）地域住民の衛生管理（消毒、食中毒

の予防、日用品に含まれる化学物質の誤嚥誤飲の予防等

）にお ける薬剤師活動を体験する。（知識・技能）

＜授業のキーワード＞

～到達目標続き～

【③プライマリケア、セルフメディケーションの実践】
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F-(5)-③-5�  ５）薬局製剤（漢方製剤含む）、要指導

医薬品・一般用医薬品、健康食品、サプリメント、医療

機器等をリスクに応じ適切に取り扱い、管理できる。（

技能・態度）

F-(5)-③-6�  ６）来局者から収集した情報や身体所見

などに基づき、来局者の病状（疾患、重症度等）や体調

を推測できる。（知識・態度）

F-(5)-③-7�  ７）来局者に対して、病状に合わせた適

切な対応（医師への受診勧奨、救急対応、要指導医薬品

・一般用医薬品および検査薬などの推奨、生活指導等）

を選択できる。（知識・態度）

F-(5)-③-8�  ８）選択した薬局製剤（漢方製剤含む）、

要指導医薬品・一般用医薬品、健康食品、サプリメント、

医療機器等の使用方法や注意点などを来局者に適切に判

りやすく説明できる。（知識・態度）

F-(5)-③-9�  ９）疾病の予防および健康管理について

のアドバイスを体験する。（知識・態度）

【④災害時医療と薬剤師】

F-(5)-④-2�　２）災害時における地域の医薬品供給体

制・医療救護体制について説明できる。

F-(5)-④-3�　３）災害時における病院・薬局と薬剤師

の役割について討議する。（態度）

授業のキーワード

薬局薬剤師、薬局実務実習など

＜授業の進め方＞

到達目標を達成するために、薬局にて実務実習を実施す

る。

＜履修するにあたって＞

実習に行く前には、実習の目的や意義を理解し実習内容

の十分な理解が必要であるので、事前指導の出席及びレ

ポートは不可欠である。また、実習中の日誌や報告書、

自己評価書などの提出が義務付けられる。

＜授業時間外に必要な学修＞

自主的な予習・復習の励行（目安として1時間）

＜提出課題など＞

必要であれば、講義の際に伝達する。

＜成績評価方法・基準＞

実習病院の薬剤部長（薬局長）、調剤薬局の指導薬剤師

の実習評価を参考とし、自己評価や事前指導における評

価などを総合して評価を行う。

＜テキスト＞

『薬学生のための病院・薬局実習テキスト』じほう

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

有機化学Ⅰ [19～]

日置　和人

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、２を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）,https://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html#PHA}

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり１年次に配当している。

「有機化学Ⅰ」は後に続く「有機化学Ⅱ」? 「有機化学

Ⅳ」とともに一般有機化学の内容をカバーしているが、

ここでは、有機化合物の立体化学から始め、イオン反応、

ラジカル反応、アルケンおよびアルキンの性質や反応に

ついて学ぶ。

＜到達目標＞

アルケン、アルキンの性質、反応を理解する。またアル

カンを含む有機化合物の立体化学を構造異性、幾何アル

ケン、アルキンの性質、反応を理解する。またアルカン

を含む有機化合物の立体化学を構造異性、幾何異性、立

体異性、光学異性それぞれに区別できるようにする。

以下の各SBOsを到達目標とする。

C3-(1)-①-1　代表的な化合物をIUPAC規則に基づいて命

名することができる。（知識）

C3-(1)-①-2　薬学領域で用いられる代表的な化合物を

慣用名で記述できる。（知識）

C3-(1)-①-3　基本的な化合物を、ルイス構造式で書く

ことができる。

C3-(1)-①-7　炭素原子を含む反応中間体（カルボカチ

オン、カルボアニオン、ラジカル）の構造と性質を説明

できる。（知識）

C3-(1)-①-8　反応の過程を、エネルギー図を用いて説

明できる。

C3-(1)-①-9　基本的な有機反応機構を、電子の動きを

示す矢印を用いて表すことができる。（技能）

C3-(1)-②-1　構造異性体と立体異性体の違いについて

説明できる。（知識）

C3-(1)-②-2　キラリティーと光学活性の関係を概説で

きる。（知識）

C3-(1)-②-3　エナンチオマーとジアステレオマーにつ

いて説明できる。（知識）

C3-(1)-②-4　ラセミ体とメソ体について説明できる。

C3-(1)-②-5　絶対配置の表示法を説明し、キラル化合

物の構造を書くことができる。（知識・技能）

C3-(1)-②-6　炭素-炭素二重結合の立体異性（cis、tra
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nsならびにE,Z異性）について説明できる。（知識）

C3-(1)-②-7　フィッシャー投影式とニューマン投影式

を用いて有機化合物の構造を書くことができる。（技能

）

C3-(1)-②-8　エタン、ブタンの立体配座とその安定性

について説明できる。（知識）

C3-(2)-①-1　アルカンの基本的な性質について説明で

きる。（知識）

C3-(2)-①-2　アルカンの構造異性体を図示することが

できる。（技能）

C3-(2)-①-3　シクロアルカンの環のひずみを決定する

要因について説明できる。（知識）

C3-(2)-①-4　シクロヘキサンのいす形配座における水

素の結合方向（アキシアル、エクアトリアル）を図示で

きる。（技能）

C3-(2)-①-5　置換シクロヘキサンの安定な立体配座を

決定する要因について説明できる。（知識）

C3-(2)-②-1　アルケンへの代表的な付加反応を列挙し、

その特徴を説明できる。（知識）

C3-(2)-②-2　アルケンの代表的な酸化、還元反応を列

挙し、その特徴を説明できる。（知識）

C3-(2)-②-3　アルキンの代表的な反応を列挙し、その

特徴を説明できる。

C3-(3)-②-1　有機ハロゲン化合物の基本的な性質と反

応を列挙し、説明できる。

C3-(3)-②-2　求核置換反応の特徴について説明できる。

C3-(3)-②-3　脱離反応の特徴について説明できる。

C3-(3)-③-1　アルコール、フェノール類の基本的な性

質と反応を列挙し、説明できる。

C3-(3)-③-2　エーテル類の基本的な性質と反応を列挙

し、説明できる。

AD-C3-⑪-1　アルケンの代表的な合成法について説明で

きる。

AD-C3-⑪-2　アルキンの代表的な合成法について説明で

きる。

AD-C3-⑪-3　有機ハロゲン化合物の代表的な合成法につ

いて説明できる。

AD-C3-⑬-4　光学活性化合物を得るための代表的な手法

（光学分割、不斉合成など）を説明できる。

＜授業のキーワード＞

アルカン、アルケン、アルキン、脱離、付加、化学的性

質、立体化学

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行います。

＜履修するにあたって＞

授業内容に関する質問や資料の配布など、オンラインシ

ステムdotCampusを活用します。

関連科目は「基礎化学」、２年生以降の「有機化学Ⅱ?

IV」です。

オフィスアワー：火曜－水曜17:00－18:00 MP386（教員

室）またはMP375-377（実験室）

＜授業時間外に必要な学修＞

教科書の復習、および問題演習（目安として1時間）。

＜提出課題など＞

適宜，授業後に連絡します。

＜成績評価方法・基準＞

到達度確認試験を30点、定期試験および問題演習をあわ

せて70点、合計100点の成績に基づいて評価します。

授業の目的，到達目標に挙げた内容をどの程度理解でき

ているかを試験で判定します。

＜テキスト＞

第11版ソロモンの新有機化学Ⅰ，　廣川書店

＜参考図書＞

第11版ソロモンの新有機化学スタディガイド，廣川書店

有機反応機構　第５版：PETER SYKES著、久保田尚志訳

：東京化学同人、困ったときの有機化学：D.R.クライン

著：竹内敬人・山口和夫訳：化学同人

＜授業計画＞

第1回　アルカンとシクロアルカン（１）

IUPAC命名法による、より複雑な化合物の命名と構造式

の相互変換ができる。

単結合を有する炭化水素の製法、性質を概説できる。

複数の置換基を有するシクロアルカンを命名できる。

C3-(1)-①-1

C3-(1)-①-2

C3-(1)-①-3

C3-(2)-①-1

C3-(2)-①-2

C3-(2)-①-3

C3-(2)-①-4

第2回　アルカンとシクロアルカン（２）

シクロアルカンの環のひずみを決定する要因について説

明できる。置換シクロヘキサンの安定な立体配座を決定

する要因について説明できる。

C3-(2)-①-3

C3-(2)-①-4

C3-(2)-①-5

第3回　立体化学

構造異性体と立体異性体の違いについて説明できる。

絶対配置の表示法を説明し、キラル化合物の構造を書く

ことができる。

エナンチオマーとジアステレオマーについて説明できる。

ラセミ体とメソ体について説明できる。

C3-(1)-②-1

C3-(1)-②-2

C3-(1)-②-3

C3-(1)-②-4

C3-(1)-②-5

AD-C3-⑬-4
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第4回　イオン反応（１）

有機ハロゲン化合物の基本的な性質と反応を列挙し、説

明できる。反応の過程を、エネルギー図を用いて説明で

きる。

C3-(1)-①-7

C3-(1)-①-8

C3-(1)-①-9

C3-(3)-②-1

C3-(3)-②-2

第5回　イオン反応（２）

基本的な有機反応機構を、電子の動きを示す矢印を用い

て表すことができる。

求核置換反応の特徴について説明できる。

C3-(1)-①-7

C3-(1)-①-8

C3-(1)-①-9

C3-(3)-②-1

C3-(3)-②-2

第6回　イオン反応（３）

脱離反応の特徴について説明できる。

C3-(1)-①-7

C3-(1)-①-9

C3-(3)-②-1

C3-(3)-②-2

C3-(3)-②-3

第7回　アルケンとアルキン（１）

脱離反応によるアルケン、アルキンの合成について説明

できる。

C3-(2)-②-1

C3-(2)-②-2

C3-(2)-②-3

C3-(3)-②-3

AD-C3-⑪-1

AD-C3-⑪-2

第8回　アルケンとアルキン（２）

アルケン、アルキンの水素化反応について、その特徴を

説明できる。

アルケンへの代表的な付加反応を列挙し、その特徴を説

明できる。

C3-(2)-②-1

C3-(2)-②-2

C3-(2)-②-3

AD-C3-⑪-3

第9回　アルケンとアルキン（３）

アルキンの代表的な反応を列挙し、その特徴を説明でき

る。

C3-(2)-②-1

C3-(2)-②-2

C3-(2)-②-3

AD-C3-⑪-3

第10回　ラジカル反応

ラジカルの発生と安定性に関わる因子、ならびに反応様

式について概説できる。

ラジカルの反応機構を片矢印を用いた反応式で説明でき

る。

C3-(1)-①-4

C3-(1)-①-6

C3-(1)-①-7

C3-(2)-②-1

C3-(1)-①-6

第11回　アルコール・エーテルの合成

アルコールの性質と反応を概説できる。

C3-(1)-①-6

C3-(1)-①-7

C3-(1)-①-9

C3-(3)-③-1

C3-(3)-⑥-1

第12回　アルコール・エーテルの反応

アルコールから他の官能基への変換について説明できる。

C3-(1)-①-6

C3-(1)-①-7

C3-(1)-①-9

C3-(3)-①-1

C3-(3)-③-1

C3-(3)-⑥-1

AD-C3-⑪-6

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

有機化学Ⅰ [再]

日置　和人

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、２を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）,https://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html#PHA}

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり１年次に配当している。

「有機化学Ⅰ」は後に続く「有機化学Ⅱ」? 「有機化学

Ⅳ」とともに一般有機化学の内容をカバーしているが、

ここでは、有機化合物の立体化学から始め、イオン反応、

ラジカル反応、アルケンおよびアルキンの性質や反応に

ついて学ぶ。

＜到達目標＞

アルケン、アルキンの性質、反応を理解する。またアル

カンを含む有機化合物の立体化学を構造異性、幾何アル

ケン、アルキンの性質、反応を理解する。またアルカン
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を含む有機化合物の立体化学を構造異性、幾何異性、立

体異性、光学異性それぞれに区別できるようにする。

以下の各SBOsを到達目標とする。

C3-(1)-①-1　代表的な化合物をIUPAC規則に基づいて命

名することができる。（知識）

C3-(1)-①-2　薬学領域で用いられる代表的な化合物を

慣用名で記述できる。（知識）

C3-(1)-①-3　基本的な化合物を、ルイス構造式で書く

ことができる。

C3-(1)-①-7　炭素原子を含む反応中間体（カルボカチ

オン、カルボアニオン、ラジカル）の構造と性質を説明

できる。（知識）

C3-(1)-①-8　反応の過程を、エネルギー図を用いて説

明できる。

C3-(1)-①-9　基本的な有機反応機構を、電子の動きを

示す矢印を用いて表すことができる。（技能）

C3-(1)-②-1　構造異性体と立体異性体の違いについて

説明できる。（知識）

C3-(1)-②-2　キラリティーと光学活性の関係を概説で

きる。（知識）

C3-(1)-②-3　エナンチオマーとジアステレオマーにつ

いて説明できる。（知識）

C3-(1)-②-4　ラセミ体とメソ体について説明できる。

C3-(1)-②-5　絶対配置の表示法を説明し、キラル化合

物の構造を書くことができる。（知識・技能）

C3-(1)-②-6　炭素-炭素二重結合の立体異性（cis、tra

nsならびにE,Z異性）について説明できる。（知識）

C3-(1)-②-7　フィッシャー投影式とニューマン投影式

を用いて有機化合物の構造を書くことができる。（技能

）

C3-(1)-②-8　エタン、ブタンの立体配座とその安定性

について説明できる。（知識）

C3-(2)-①-1　アルカンの基本的な性質について説明で

きる。（知識）

C3-(2)-①-2　アルカンの構造異性体を図示することが

できる。（技能）

C3-(2)-①-3　シクロアルカンの環のひずみを決定する

要因について説明できる。（知識）

C3-(2)-①-4　シクロヘキサンのいす形配座における水

素の結合方向（アキシアル、エクアトリアル）を図示で

きる。（技能）

C3-(2)-①-5　置換シクロヘキサンの安定な立体配座を

決定する要因について説明できる。（知識）

C3-(2)-②-1　アルケンへの代表的な付加反応を列挙し、

その特徴を説明できる。（知識）

C3-(2)-②-2　アルケンの代表的な酸化、還元反応を列

挙し、その特徴を説明できる。（知識）

C3-(2)-②-3　アルキンの代表的な反応を列挙し、その

特徴を説明できる。

C3-(3)-②-1　有機ハロゲン化合物の基本的な性質と反

応を列挙し、説明できる。

C3-(3)-②-2　求核置換反応の特徴について説明できる。

C3-(3)-②-3　脱離反応の特徴について説明できる。

C3-(3)-③-1　アルコール、フェノール類の基本的な性

質と反応を列挙し、説明できる。

C3-(3)-③-2　エーテル類の基本的な性質と反応を列挙

し、説明できる。

AD-C3-⑪-1　アルケンの代表的な合成法について説明で

きる。

AD-C3-⑪-2　アルキンの代表的な合成法について説明で

きる。

AD-C3-⑪-3　有機ハロゲン化合物の代表的な合成法につ

いて説明できる。

AD-C3-⑬-4　光学活性化合物を得るための代表的な手法

（光学分割、不斉合成など）を説明できる。

＜授業のキーワード＞

アルカン、アルケン、アルキン、脱離、付加、化学的性

質、立体化学

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行います。

＜履修するにあたって＞

対面講義を予定しています。集中講義となっていますが、

受講者の履修状況を確認した上で、毎週定時に講義をす

る予定です。

授業内容に関する質問や資料の配布など、オンラインシ

ステムdotCampusを活用します。

関連科目は「基礎化学」、２年生以降の「有機化学Ⅱ?

IV」です。

オフィスアワー：火曜－水曜17:00－18:00 MP386（教員

室）またはMP375-377（実験室）

＜授業時間外に必要な学修＞

教科書の復習、および問題演習（目安として1時間）。

＜成績評価方法・基準＞

到達度確認試験を30点、定期試験および問題演習をあわ

せて70点、合計100点の成績に基づいて評価します。

授業の目的，到達目標に挙げた内容をどの程度理解でき

ているかを試験で判定します。

＜テキスト＞

第11版ソロモンの新有機化学Ⅰ，　廣川書店

＜参考図書＞

第11版ソロモンの新有機化学スタディガイド，廣川書店

有機反応機構　第５版：PETER SYKES著、久保田尚志訳

：東京化学同人、困ったときの有機化学：D.R.クライン

著：竹内敬人・山口和夫訳：化学同人

＜授業計画＞

第1回　アルカンとシクロアルカン（１）

IUPAC命名法による、より複雑な化合物の命名と構造式

の相互変換ができる。

単結合を有する炭化水素の製法、性質を概説できる。
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複数の置換基を有するシクロアルカンを命名できる。

C3-(1)-①-1

C3-(1)-①-2

C3-(1)-①-3

C3-(2)-①-1

C3-(2)-①-2

C3-(2)-①-3

C3-(2)-①-4

第2回　アルカンとシクロアルカン（２）

シクロアルカンの環のひずみを決定する要因について説

明できる。置換シクロヘキサンの安定な立体配座を決定

する要因について説明できる。

C3-(2)-①-3

C3-(2)-①-4

C3-(2)-①-5

第3回　立体化学

構造異性体と立体異性体の違いについて説明できる。

絶対配置の表示法を説明し、キラル化合物の構造を書く

ことができる。

エナンチオマーとジアステレオマーについて説明できる。

ラセミ体とメソ体について説明できる。

C3-(1)-②-1

C3-(1)-②-2

C3-(1)-②-3

C3-(1)-②-4

C3-(1)-②-5

AD-C3-⑬-4

第4回　イオン反応（１）

有機ハロゲン化合物の基本的な性質と反応を列挙し、説

明できる。反応の過程を、エネルギー図を用いて説明で

きる。

C3-(1)-①-7

C3-(1)-①-8

C3-(1)-①-9

C3-(3)-②-1

C3-(3)-②-2

第5回　イオン反応（２）

基本的な有機反応機構を、電子の動きを示す矢印を用い

て表すことができる。

求核置換反応の特徴について説明できる。

C3-(1)-①-7

C3-(1)-①-8

C3-(1)-①-9

C3-(3)-②-1

C3-(3)-②-2

第6回　イオン反応（３）

脱離反応の特徴について説明できる。

C3-(1)-①-7

C3-(1)-①-9

C3-(3)-②-1

C3-(3)-②-2

C3-(3)-②-3

第7回　アルケンとアルキン（１）

脱離反応によるアルケン、アルキンの合成について説明

できる。

C3-(2)-②-1

C3-(2)-②-2

C3-(2)-②-3

C3-(3)-②-3

AD-C3-⑪-1

AD-C3-⑪-2

第8回　アルケンとアルキン（２）

アルケン、アルキンの水素化反応について、その特徴を

説明できる。

アルケンへの代表的な付加反応を列挙し、その特徴を説

明できる。

C3-(2)-②-1

C3-(2)-②-2

C3-(2)-②-3

AD-C3-⑪-3

第9回　アルケンとアルキン（３）

アルキンの代表的な反応を列挙し、その特徴を説明でき

る。

C3-(2)-②-1

C3-(2)-②-2

C3-(2)-②-3

AD-C3-⑪-3

第10回　ラジカル反応

ラジカルの発生と安定性に関わる因子、ならびに反応様

式について概説できる。

ラジカルの反応機構を片矢印を用いた反応式で説明でき

る。

C3-(1)-①-4

C3-(1)-①-6

C3-(1)-①-7

C3-(2)-②-1

C3-(1)-①-6

第11回　アルコール・エーテルの合成

アルコールの性質と反応を概説できる。

C3-(1)-①-6

C3-(1)-①-7

C3-(1)-①-9

C3-(3)-③-1

C3-(3)-⑥-1

第12回　アルコール・エーテルの反応

アルコールから他の官能基への変換について説明できる。

C3-(1)-①-6

C3-(1)-①-7

C3-(1)-①-9

C3-(3)-①-1
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C3-(3)-③-1

C3-(3)-⑥-1

AD-C3-⑪-6

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

有機構造解析 [15～18]

佐々木　秀明

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

オンデマンド講義

講義資料

{https://kobegakuin-my.sharepoint.com/:f:/g/person

al/ph121017_pharm_kobegakuin_ac_jp/Erqf32ABzVNPtg5

Yg2EKzkEBdqKJsrM0DRPr6Mi-xDcXEw?e=oMCV6T,https://k

obegakuin-my.sharepoint.com/:f:/g/personal/ph12101

7_pharm_kobegakuin_ac_jp/Erqf32ABzVNPtg5Yg2EKzkEBd

qKJsrM0DRPr6Mi-xDcXEw?e=oMCV6T}

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、１? ４を目

指す。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

薬学関連領域では、その学問分野や応用分野を問わず多

種多様な分析機器が利用されており、薬学を専門とする

学生（薬剤師）として、それらの機器類の測定原理を理

解すると共に、機器類から得られる情報の解析法、即ち

機器分析法を修得することが必須となっている。本講義

では、基本的な4種の機器分析法（1H及び13C核磁気共鳴

分光法、質量分析法、及び赤外分光法）について、それ

ぞれの測定機器から得られるスペクトル情報を解析し、

整理し、統合して有機化合物（薬物）の構造決定を可能

とすることを目的とする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

本講義は、核磁気共鳴(NMR)スペクトル、マススペクト

ル、及び赤外吸収(IR)スペクトル測定法などの代表的な

機器分析法のデータ解析のための基礎的な知識と技能を

修得し、基本的な有機化合物（薬物）の構造決定ができ

るようになることを目標とする。

C3-(4)-①-1 1H および13C NMR スペクトルより得られ

る情報を概説できる。

C3-(4)-①-2 有機化合物中の代表的プロトンについて、

おおよその化学シフト値を示すことができる。

C3-(4)-①-3 1H NMR の積分値の意味を説明できる。

C3-(4)-①-4 1H NMR シグナルが近接プロトンにより分

裂（カップリング）する基本的な分裂様式を説明できる。

C3-(4)-①-5 代表的な化合物の部分構造を1H NMR から

決定できる。(技能)

C3-(4)-②-1 IR スペクトルより得られる情報を概説で

きる。

C3-(4)-②-2 IR スペクトル上の基本的な官能基の特性

吸収を列挙し、帰属することができる。（知識・技能）

C3-(4)-③-1 マススペクトルより得られる情報を概説で

きる。

C3-(4)-③-2 測定化合物に適したイオン化法を選択でき

る。（技能）

C3-(4)-③-3 ピークの種類（基準ピーク、分子イオンピ

ーク、同位体ピーク、フラグメントピーク）を説明でき

る。

C3-(4)-③-4 代表的な化合物のマススペクトルを解析で

きる。（技能）

C3-(4)-④-1 代表的な機器分析法を用いて、代表的な化

合物の構造決定ができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

有機化学，構造決定，官能基，核磁気共鳴(NMR)スペク

トル、赤外吸収(IR)スペクトル、マススペクトル、1H-N

MR、13C-NMR、MS、 IR

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義と演習を行う。

＜履修するにあたって＞

この講義は復習が重要です。1回の講義が終了する毎に、

課題の解答を作成することや練習問題を解くことが講義

内容を理解するために必要です。オフィスアワー（MP38

4）：火曜日、金曜日、17:30-19:00 質問はこの時間を

利用して下さい。

＜授業時間外に必要な学修＞

1回の講義後、購入するテキストを読み込み、配布した

オリジナルのテキスト及び問題集で復習することが有機

構造解析のスキルを向上させる助けとなります。講義後、

課題についての回答を作成し、提出して下さい。ドット

キャンパスで練習問題（10分）を課す場合もあるので、

必ず取り組み、レポートを提出すること。

＜提出課題など＞

オンデマンド講義毎に課題の提出が必要となる。

＜成績評価方法・基準＞

対面での定期試験を実施する場合、その結果で100%評価

する。

対面での定期試験を実施できない場合、課題及び練習問

題についてのレポートを100%として評価する。

対面及びオンデマンド講義が実施された場合は、講義時

間数を勘案し、別途、判断する。

＜テキスト＞
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1) 川端 潤著「ビギナーズ有機構造解析」 化学同人

２４００円＋税　2) オリジナルのテキストと問題集（

配布）

＜参考図書＞

岩澤伸治ほか訳 「有機化合物のスペクトルによる同定

法」　第8版　　東京化学同人　4000円＋税

＜授業計画＞

第１回　　講義の概要、1HNMRスペクトル測定法(1)

1H NMR スペクトルより得られる情報を概説できる。

C3-(4)-①-1,C3-(4)-①-2,C3-(4)-①-3,C3-(4)-①-4,C3

-(4)-①-5

第２回　　1HNMRスペクトル測定法(２)

化学シフトと磁気異方性、結合定数

C3-(4)-①-1,C3-(4)-①-2,C3-(4)-①-3,C3-(4)-①-4,C3

-(4)-①-5

第３回　　1HNMRスペクトル測定法(3)

有機化合物の1H-NMRスペクトル解析演習(1)

C3-(4)-①-1,C3-(4)-①-2,C3-(4)-①-3,C3-(4)-①-4,C3

-(4)-①-5

第４回　　1HNMRスペクトル測定法(4)

有機化合物の1H-NMRスペクトル解析演習(2)

C3-(4)-①-1,C3-(4)-①-2,C3-(4)-①-3,C3-(4)-①-4,C3

-(4)-①-5

第５回　　1HNMRスペクトル測定法(5)

有機化合物の1H-NMRスペクトル解析演習(3)

C3-(4)-①-1,C3-(4)-①-2,C3-(4)-①-3,C3-(4)-①-4,C3

-(4)-①-5

第６回　　1HNMRスペクトル測定法(6)

有機化合物の1H-NMRスペクトル解析演習(４)

C3-(4)-①-1,C3-(4)-①-2,C3-(4)-①-3,C3-(4)-①-4,C3

-(4)-①-5

第７回　　13C-NMRスペクトル測定法

１）13C-NMRスペクトルの測定原理、化学シフト　２）

有機化合物の13C-NMRスペクトル解析法と解析演習

C3-(4)-①-1,C3-(4)-①-2,C3-(4)-①-3,C3-(4)-①-4,C3

-(4)-①-5

第８回　　マススペクトル測定法(１)

マススペクトルの測定原理と測定装置

C3-(4)-③-1,C3-(4)-③-2,C3-(4)-③-3,C3-(4)-③-4

第９回　　マススペクトル測定法(2)

マススペクトルの解析法と解析演習(1)

C3-(4)-③-1,C3-(4)-③-2,C3-(4)-③-3,C3-(4)-③-4

第１０回　　マススペクトル測定法(3)

マススペクトルの解析法と解析演習(2)

C3-(4)-③-1,C3-(4)-③-2,C3-(4)-③-3,C3-(4)-③-4

第１１回　　IRスペクトル測定法

IR スペクトルより得られる情報を概説できる。

IR スペクトル上の基本的な官能基の特性吸収を列挙し、

帰属することができる。（知識・技能）

C3-(4)-②-1,C3-(4)-②-2

第１２回　　総合演習

代表的な機器分析法を用いて、代表的な化合物の構造決

定ができる。（技能）

C3-(4)-④-1

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

有機構造解析 [19～]

佐々木　秀明

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

オンデマンド講義

講義資料

{https://kobegakuin-my.sharepoint.com/:f:/g/person

al/ph121017_pharm_kobegakuin_ac_jp/Erqf32ABzVNPtg5

Yg2EKzkEBdqKJsrM0DRPr6Mi-xDcXEw?e=oMCV6T,https://k

obegakuin-my.sharepoint.com/:f:/g/personal/ph12101

7_pharm_kobegakuin_ac_jp/Erqf32ABzVNPtg5Yg2EKzkEBd

qKJsrM0DRPr6Mi-xDcXEw?e=oMCV6T}

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、１? ４を目

指す。

ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）

薬学関連領域では、その学問分野や応用分野を問わず多

種多様な分析機器が利用されており、薬学を専門とする

学生（薬剤師）として、それらの機器類の測定原理を理

解すると共に、機器類から得られる情報の解析法、即ち

機器分析法を修得することが必須となっている。本講義

では、基本的な4種の機器分析法（1H及び13C核磁気共鳴

分光法、質量分析法、及び赤外分光法）について、それ

ぞれの測定機器から得られるスペクトル情報を解析し、

整理し、統合して有機化合物（薬物）の構造決定を可能

とすることを目的とする。

＜到達目標＞
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以下の各SBOsを到達目標とする。

本講義は、核磁気共鳴(NMR)スペクトル、マススペクト

ル、及び赤外吸収(IR)スペクトル測定法などの代表的な

機器分析法のデータ解析のための基礎的な知識と技能を

修得し、基本的な有機化合物（薬物）の構造決定ができ

るようになることを目標とする。

C3-(4)-①-1 1H および13C NMR スペクトルより得られ

る情報を概説できる。

C3-(4)-①-2 有機化合物中の代表的プロトンについて、

おおよその化学シフト値を示すことができる。

C3-(4)-①-3 1H NMR の積分値の意味を説明できる。

C3-(4)-①-4 1H NMR シグナルが近接プロトンにより分

裂（カップリング）する基本的な分裂様式を説明できる。

C3-(4)-①-5 代表的な化合物の部分構造を1H NMR から

決定できる。(技能)

C3-(4)-②-1 IR スペクトルより得られる情報を概説で

きる。

C3-(4)-②-2 IR スペクトル上の基本的な官能基の特性

吸収を列挙し、帰属することができる。（知識・技能）

C3-(4)-③-1 マススペクトルより得られる情報を概説で

きる。

C3-(4)-③-2 測定化合物に適したイオン化法を選択でき

る。（技能）

C3-(4)-③-3 ピークの種類（基準ピーク、分子イオンピ

ーク、同位体ピーク、フラグメントピーク）を説明でき

る。

C3-(4)-③-4 代表的な化合物のマススペクトルを解析で

きる。（技能）

C3-(4)-④-1 代表的な機器分析法を用いて、代表的な化

合物の構造決定ができる。（技能）

＜授業のキーワード＞

有機化学，構造決定，官能基，核磁気共鳴(NMR)スペク

トル、赤外吸収(IR)スペクトル、マススペクトル、1H-N

MR、13C-NMR、MS、 IR

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義と演習を行う。

＜履修するにあたって＞

この講義は復習が重要です。1回の講義が終了する毎に、

課題の解答を作成することや練習問題を解くことが講義

内容を理解するために必要です。オフィスアワー（MP38

4）：火曜日、金曜日、17:30-19:00 質問はこの時間を

利用して下さい。

＜授業時間外に必要な学修＞

1回の講義後、購入するテキストを読み込み、配布した

オリジナルのテキスト及び問題集で復習することが有機

構造解析のスキルを向上させる助けとなります。講義後、

課題についての回答を作成し、提出して下さい。ドット

キャンパスで練習問題（10分）を課す場合もあるので、

必ず取り組み、レポートを提出すること。

＜提出課題など＞

オンデマンド講義毎に課題の提出が必要となる。

＜成績評価方法・基準＞

対面での定期試験を実施する場合、その結果で100%評価

する。

対面での定期試験を実施できない場合、課題及び練習問

題についてのレポートを100%として評価する。

対面及びオンデマンド講義が実施された場合は、講義時

間数を勘案し、別途、判断する。

＜テキスト＞

1) 川端 潤著「ビギナーズ有機構造解析」 化学同人

２４００円＋税　2) オリジナルのテキストと問題集（

配布）

＜参考図書＞

岩澤伸治ほか訳 「有機化合物のスペクトルによる同定

法」　第8版　　東京化学同人　4000円＋税

＜授業計画＞

第１回　　講義の概要、1HNMRスペクトル測定法(1)

1H NMR スペクトルより得られる情報を概説できる。

C3-(4)-①-1,C3-(4)-①-2,C3-(4)-①-3,C3-(4)-①-4,C3

-(4)-①-5

第２回　　1HNMRスペクトル測定法(２)

化学シフトと磁気異方性、結合定数

C3-(4)-①-1,C3-(4)-①-2,C3-(4)-①-3,C3-(4)-①-4,C3

-(4)-①-5

第３回　　1HNMRスペクトル測定法(3)

有機化合物の1H-NMRスペクトル解析演習(1)

C3-(4)-①-1,C3-(4)-①-2,C3-(4)-①-3,C3-(4)-①-4,C3

-(4)-①-5

第４回　　1HNMRスペクトル測定法(4)

有機化合物の1H-NMRスペクトル解析演習(2)

C3-(4)-①-1,C3-(4)-①-2,C3-(4)-①-3,C3-(4)-①-4,C3

-(4)-①-5

第５回　　1HNMRスペクトル測定法(5)

有機化合物の1H-NMRスペクトル解析演習(3)

C3-(4)-①-1,C3-(4)-①-2,C3-(4)-①-3,C3-(4)-①-4,C3

-(4)-①-5

第６回　　1HNMRスペクトル測定法(6)

有機化合物の1H-NMRスペクトル解析演習(４)

C3-(4)-①-1,C3-(4)-①-2,C3-(4)-①-3,C3-(4)-①-4,C3

-(4)-①-5

第７回　　13C-NMRスペクトル測定法
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１）13C-NMRスペクトルの測定原理、化学シフト　２）

有機化合物の13C-NMRスペクトル解析法と解析演習

C3-(4)-①-1,C3-(4)-①-2,C3-(4)-①-3,C3-(4)-①-4,C3

-(4)-①-5

第８回　　マススペクトル測定法(１)

マススペクトルの測定原理と測定装置

C3-(4)-③-1,C3-(4)-③-2,C3-(4)-③-3,C3-(4)-③-4

第９回　　マススペクトル測定法(2)

マススペクトルの解析法と解析演習(1)

C3-(4)-③-1,C3-(4)-③-2,C3-(4)-③-3,C3-(4)-③-4

第１０回　　マススペクトル測定法(3)

マススペクトルの解析法と解析演習(2)

C3-(4)-③-1,C3-(4)-③-2,C3-(4)-③-3,C3-(4)-③-4

第１１回　　IRスペクトル測定法

IR スペクトルより得られる情報を概説できる。

IR スペクトル上の基本的な官能基の特性吸収を列挙し、

帰属することができる。（知識・技能）

C3-(4)-②-1,C3-(4)-②-2

第１２回　　総合演習

代表的な機器分析法を用いて、代表的な化合物の構造決

定ができる。（技能）

C3-(4)-④-1

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

有機反応論Ⅰ [15～18]

稲垣　冬彦

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業は、基本的に対面で実施する。

配布資料、その他通知事項についてはdotCampusを活用

する。

特別警報(すべての特別警報)または暴風警報発令の場合

(大雨、洪水警報等は対象外)

 の本科目の取扱いについて

 ⇒授業を実施します。

ただし、避難指示、避難勧告が発令されている場合はご

自身の安全を最優先にし、自治体の指示に従って行動し

てください。

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、１? ４を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

1年次及び2年次前期に開講された「薬学の基礎としての

化学」，「有機化合物の性質と反応I, II, 及びIII」で

は、多種多様な有機化合物を官能基に着目して分類し、

同じ官能基を持つ有機化合物の示す共通の性質や反応性

について学んできた。有機合成化学の基礎を学ぶ本講義

では、今まで学んできた官能基の示す反応性を、有機化

合物への新たな官能基の導入法又はある官能基から他の

官能基へ変換する方法として整理し、利用することを学

ぶ。本講義では、有機化合物を合成する上で重要な手法

である「官能基変換の化学」、即ち、与えられた有機化

合物を目的とする薬物を含む有機化合物へ化学変換する

ための「有機合成法」を理解することを目的とする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

１）代表的な有機化学反応の反応機構を説明することが

できる。２）代表的な有機化学反応を反応機構で分類し、

反応式で示すことができる。３）代表的な有機化合物お

よび薬物の物理・化学的性質を予想できる。４）課題と

して与えられた薬物を含む有機化合物の適切な合成経路

を示すことができる。

　　　　　　　　　　C3ー(2)ー②ー1　アルケンへの代

表的な付加反応を列挙し、その特徴を説明できる。

C3ー(2)ー②ー2　アルケンの代表的な酸化、還元反応を

列挙し、その特徴を説明できる。

C3ー(2)ー②ー3　アルキンの代表的な反応を列挙し、そ

の特徴を説明できる。

C3ー(2)ー③ー1　代表的な芳香族炭化水素化合物の性質

と反応性を説明できる。

C3ー(2)ー③ー2　芳香族性の概念を説明できる。

C3ー(2)ー③ー3　芳香族炭化水素化合物の求電子置換反

応の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。

C3ー(2)ー③ー4　代表的な芳香族複素環化合物の性質を

芳香族性と関連づけて説明できる。

C3ー(2)ー③ー5　代表的な芳香族複素環の求電子置換反

応の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。

C3ー(3)ー①ー1　代表的な官能基を列挙し、性質を説明

できる。

C3ー(3)ー①ー2　官能基の性質を利用した分離精製を実

施できる。（技能）

C3ー(3)ー②ー1　有機ハロゲン化合物の基本的な性質と

反応を列挙し、説明できる。

C3ー(3)ー②ー2　求核置換反応の特徴について説明でき

る。

C3ー(3)ー②ー3　脱離反応の特徴について説明できる。
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C3ー(3)ー③ー1　アルコール、フェノール類の基本的な

性質と反応を列挙し、説明できる。

C3ー(3)ー③ー2　エーテル類の基本的な性質と反応を列

挙し、説明できる。

【④アルデヒド・ケトン・カルボン酸・カルボン酸誘導

体】

C3ー(3)ー④ー1　アルデヒド類およびケトン類の基本的

な性質と反応を列挙し、説明できる。

C3ー(3)ー④ー2　カルボン酸の基本的性質と反応を列挙

し、説明できる。

C3ー(3)ー④ー3　カルボン酸誘導体（酸ハロゲン化物、

酸無水物、エステル、アミド）の基本的性質と反応を列

挙し、説明できる。

C3ー(3)ー⑤ー1　アミン類の基本的性質と反応を列挙し、

説明できる。

＜授業のキーワード＞

有機化学，有機合成化学，官能基，アルケン，アルキン，

アルコール，フェノール，エーテル，アルデヒド，ケト

ン，カルボン酸，カルボン酸エステル，カルボン酸無水

物，アミド，アミン

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義と演習を行う。

＜履修するにあたって＞

この講義は予習と復習が重要です。次の時間までに、与

えられた課題の解答を作成することや練習問題を解いて

みることが理解を助けます。オフィスアワー：メール対

応

＜授業時間外に必要な学修＞

指定した問題について、講義の前後で自習することが有

機化学を理解する助けとなる。講義中に与える課題につ

いてのレポートを作成することも重要である。（目安と

して1時間）

＜提出課題など＞

問題演習の課題は，講義中に指示する。

＜成績評価方法・基準＞

小テスト、課題、レポート、定期試験を合わせて100%で

評価する。

＜テキスト＞

池田正澄ほか監訳、ソロモンの有機化学Ⅰ及びⅡ、廣川

書店、(7500+4500)+税

＜参考図書＞

1)夏苅英昭ほか著、ベーシック薬学教科書シリーズ５

「有機化学」 化学同人　6000円＋税　2)柴田正勝ほか

監訳「マクマリー有機化学」東京化学同人6500円＋税，

3）加納航治著「基本有機化学」三共出版 3300円＋税

　4)深宮斉彦ほか著「基礎の有機化学」三共出版  3000

円＋税 　5)山本郁男ほか著「わかりやすい化合物命名

法」廣川書店　1500円＋税　6) 山口泰史著「大学生の

ための有機反応問題集」三共出版　2000円＋税

＜授業計画＞

第１回　　有機化学の基本理論と有機化合物の命名法

有機化学の基本理論や有機化合物の命名法を説明できる。

C3ー(1)ー①ー1 、C3ー(1)ー①ー2　C3ー(1)ー①ー3、

C3ー(1)ー①ー4、 C3ー(1)ー①ー5、C3ー(1)ー①ー6、C

3ー(1)ー①ー7、C3ー(1)ー①ー8

第２回　　有機化学の基本理論と有機化合物の命名法

有機化学の基本理論や有機化合物の命名法を説明できる。

C3ー(1)ー①ー1 、C3ー(1)ー①ー2　C3ー(1)ー①ー3、

C3ー(1)ー①ー4、 C3ー(1)ー①ー5、C3ー(1)ー①ー6、C

3ー(1)ー①ー7、C3ー(1)ー①ー8

第３回　　アルカンの代表的な合成法と反応

アルカンの代表的な合成法と反応

C3ー(1)ー①ー1 、C3ー(1)ー①ー2　C3ー(1)ー①ー3、

C3ー(1)ー①ー4、 C3ー(1)ー①ー5、C3ー(1)ー①ー6、C

3ー(1)ー①ー7、C3ー(1)ー①ー8

第４回　　アルケンおよびアルキンの代表的な合成法と

反応

アルケンへの代表的な付加反応を列挙し、その特徴を説

明できる。

アルケンの代表的な酸化、還元反応を列挙し、その特徴

を説明できる。

アルキンの代表的な反応を列挙し、その特徴を説明でき

る。

C3ー(2)ー②ー1　C3ー(2)ー②ー2　C3ー(2)ー②ー3

第５回　　芳香族化合物の代表的な反応１

代表的な芳香族炭化水素化合物の性質と反応性を説明で

きる。芳香族性の概念を説明できる。芳香族炭化水素化

合物の求電子置換反応の反応性、配向性、置換基の効果

について説明できる。

C3ー(2)ー③ー1　C3ー(2)ー③ー2　 C3ー(2)ー③ー3

第６回　　芳香族化合物の代表的な反応2

代表的な芳香族炭化水素化合物の性質と反応性を説明で

きる。芳香族性の概念を説明できる。芳香族炭化水素化

合物の求電子置換反応の反応性、配向性、置換基の効果

について説明できる。

C3ー(2)ー③ー1　C3ー(2)ー③ー2　 C3ー(2)ー③ー3

第７回　　立体化学

立体化学について説明できる。C3ー(1)ー②ー1    C3ー

(1)ー②ー2　 C3ー(1)ー②ー3　C3ー(1)ー②ー4　C3ー(

1)ー②ー5　C3ー(1)ー②ー6　C3ー(1)ー②ー7　C3ー(1)

ー②ー8

第８回　　有機ハロゲン化合物の代表的な合成法と反応

有機ハロゲン化合物の基本的な性質と反応を列挙し、説

明できる。 求核置換反応の特徴について説明できる。

脱離反応の特徴について説明できる。

C3ー(3)ー②ー1　C3ー(3)ー②ー2　C3ー(3)ー②ー3

第９回　　アルコールおよびエーテルの代表的な合成法

と反応
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アルコール、フェノール類の基本的な性質と反応を列挙

し、説明できる。

エーテル類の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。

C3ー(3)ー③ー1　C3ー(3)ー③ー2

第１０回　　アルデヒドおよびケトンの代表的な合成法

と反応

アルデヒド類およびケトン類の基本的な性質と反応を列

挙し、説明できる。C3ー(3)ー④ー1

第１１回　　カルボン酸及びカルボン酸誘導体の代表的

な合成法と反応

カルボン酸の基本的性質と反応を列挙し、説明できる。

カルボン酸誘導体（酸ハロゲン化物、酸無水物、エステ

ル、アミド）の基本的性質と反応を列挙し、説明できる。

C3ー(3)ー④ー2　C3ー(3)ー④ー3

第１２回　　アミンの代表的な合成法と反応

アミンの合成法として、有機ハロゲン化合物の求核置換

反応、ガブリエル合成法、アミドの還元反応、還元的ア

ミノ化反応について説明できる。 　C3ー(3)ー⑤ー1

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

有機反応論Ⅰ [19～]

稲垣　冬彦

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業は、基本的に対面で実施する。

配布資料、その他通知事項についてはdotCampusを活用

する。

特別警報(すべての特別警報)または暴風警報発令の場合

(大雨、洪水警報等は対象外)

 の本科目の取扱いについて

 ⇒授業を実施します。

ただし、避難指示、避難勧告が発令されている場合はご

自身の安全を最優先にし、自治体の指示に従って行動し

てください。

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、１? ４を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

1年次及び2年次前期に開講された「薬学の基礎としての

化学」，「有機化合物の性質と反応I, II, 及びIII」で

は、多種多様な有機化合物を官能基に着目して分類し、

同じ官能基を持つ有機化合物の示す共通の性質や反応性

について学んできた。有機合成化学の基礎を学ぶ本講義

では、今まで学んできた官能基の示す反応性を、有機化

合物への新たな官能基の導入法又はある官能基から他の

官能基へ変換する方法として整理し、利用することを学

ぶ。本講義では、有機化合物を合成する上で重要な手法

である「官能基変換の化学」、即ち、与えられた有機化

合物を目的とする薬物を含む有機化合物へ化学変換する

ための「有機合成法」を理解することを目的とする。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

１）代表的な有機化学反応の反応機構を説明することが

できる。２）代表的な有機化学反応を反応機構で分類し、

反応式で示すことができる。３）代表的な有機化合物お

よび薬物の物理・化学的性質を予想できる。４）課題と

して与えられた薬物を含む有機化合物の適切な合成経路

を示すことができる。

　　　　　　　　　　C3ー(2)ー②ー1　アルケンへの代

表的な付加反応を列挙し、その特徴を説明できる。

C3ー(2)ー②ー2　アルケンの代表的な酸化、還元反応を

列挙し、その特徴を説明できる。

C3ー(2)ー②ー3　アルキンの代表的な反応を列挙し、そ

の特徴を説明できる。

C3ー(2)ー③ー1　代表的な芳香族炭化水素化合物の性質

と反応性を説明できる。

C3ー(2)ー③ー2　芳香族性の概念を説明できる。

C3ー(2)ー③ー3　芳香族炭化水素化合物の求電子置換反

応の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。

C3ー(2)ー③ー4　代表的な芳香族複素環化合物の性質を

芳香族性と関連づけて説明できる。

C3ー(2)ー③ー5　代表的な芳香族複素環の求電子置換反

応の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。

C3ー(3)ー①ー1　代表的な官能基を列挙し、性質を説明

できる。

C3ー(3)ー①ー2　官能基の性質を利用した分離精製を実

施できる。（技能）

C3ー(3)ー②ー1　有機ハロゲン化合物の基本的な性質と

反応を列挙し、説明できる。

C3ー(3)ー②ー2　求核置換反応の特徴について説明でき

る。

C3ー(3)ー②ー3　脱離反応の特徴について説明できる。

C3ー(3)ー③ー1　アルコール、フェノール類の基本的な

性質と反応を列挙し、説明できる。

C3ー(3)ー③ー2　エーテル類の基本的な性質と反応を列

挙し、説明できる。

【④アルデヒド・ケトン・カルボン酸・カルボン酸誘導

体】

C3ー(3)ー④ー1　アルデヒド類およびケトン類の基本的

な性質と反応を列挙し、説明できる。

C3ー(3)ー④ー2　カルボン酸の基本的性質と反応を列挙
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し、説明できる。

C3ー(3)ー④ー3　カルボン酸誘導体（酸ハロゲン化物、

酸無水物、エステル、アミド）の基本的性質と反応を列

挙し、説明できる。

C3ー(3)ー⑤ー1　アミン類の基本的性質と反応を列挙し、

説明できる。

＜授業のキーワード＞

有機化学，有機合成化学，官能基，アルケン，アルキン，

アルコール，フェノール，エーテル，アルデヒド，ケト

ン，カルボン酸，カルボン酸エステル，カルボン酸無水

物，アミド，アミン

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義と演習を行う。

＜履修するにあたって＞

この講義は予習、復習が重要です。次の時間までに、与

えられた課題の解答を作成することや練習問題を解いて

みることが理解を助けます。オフィスアワー：メール対

応

＜授業時間外に必要な学修＞

指定した問題について、講義の前後で自習することが有

機化学を理解する助けとなる。講義中に与える課題につ

いてのレポートを作成することも重要である。（目安と

して1時間）

＜提出課題など＞

問題演習の課題は，講義中に指示する。

＜成績評価方法・基準＞

小テスト、課題、レポート、定期試験を合わせて100%で

評価する。

＜テキスト＞

池田正澄ほか監訳、ソロモンの有機化学Ⅰ及びⅡ、廣川

書店、(7500+4500)+税

＜参考図書＞

1)夏苅英昭ほか著、ベーシック薬学教科書シリーズ５

「有機化学」 化学同人　6000円＋税　2)柴田正勝ほか

監訳「マクマリー有機化学」東京化学同人6500円＋税，

3）加納航治著「基本有機化学」三共出版 3300円＋税

　4)深宮斉彦ほか著「基礎の有機化学」三共出版  3000

円＋税 　5)山本郁男ほか著「わかりやすい化合物命名

法」廣川書店　1500円＋税　6) 山口泰史著「大学生の

ための有機反応問題集」三共出版　2000円＋税

＜授業計画＞

第１回　　有機化学の基本理論と有機化合物の命名法

有機化学の基本理論や有機化合物の命名法を説明できる。

C3ー(1)ー①ー1 、C3ー(1)ー①ー2　C3ー(1)ー①ー3、

C3ー(1)ー①ー4、 C3ー(1)ー①ー5、C3ー(1)ー①ー6、C

3ー(1)ー①ー7、C3ー(1)ー①ー8

第２回　　有機化学の基本理論と有機化合物の命名法

有機化学の基本理論や有機化合物の命名法を説明できる。

C3ー(1)ー①ー1 、C3ー(1)ー①ー2　C3ー(1)ー①ー3、

C3ー(1)ー①ー4、 C3ー(1)ー①ー5、C3ー(1)ー①ー6、C

3ー(1)ー①ー7、C3ー(1)ー①ー8

第３回　　アルカンの代表的な合成法と反応

アルカンの代表的な合成法と反応

C3ー(1)ー①ー1 、C3ー(1)ー①ー2　C3ー(1)ー①ー3、

C3ー(1)ー①ー4、 C3ー(1)ー①ー5、C3ー(1)ー①ー6、C

3ー(1)ー①ー7、C3ー(1)ー①ー8

第４回　　アルケンおよびアルキンの代表的な合成法と

反応

アルケンへの代表的な付加反応を列挙し、その特徴を説

明できる。

アルケンの代表的な酸化、還元反応を列挙し、その特徴

を説明できる。

アルキンの代表的な反応を列挙し、その特徴を説明でき

る。

C3ー(2)ー②ー1　C3ー(2)ー②ー2　C3ー(2)ー②ー3

第５回　　芳香族化合物の代表的な反応１

代表的な芳香族炭化水素化合物の性質と反応性を説明で

きる。芳香族性の概念を説明できる。芳香族炭化水素化

合物の求電子置換反応の反応性、配向性、置換基の効果

について説明できる。

C3ー(2)ー③ー1　C3ー(2)ー③ー2　 C3ー(2)ー③ー3

第６回　　芳香族化合物の代表的な反応2

代表的な芳香族炭化水素化合物の性質と反応性を説明で

きる。芳香族性の概念を説明できる。芳香族炭化水素化

合物の求電子置換反応の反応性、配向性、置換基の効果

について説明できる。

C3ー(2)ー③ー1　C3ー(2)ー③ー2　 C3ー(2)ー③ー3

第７回　　立体化学

立体化学について説明できる。C3ー(1)ー②ー1    C3ー

(1)ー②ー2　 C3ー(1)ー②ー3　C3ー(1)ー②ー4　C3ー(

1)ー②ー5　C3ー(1)ー②ー6　C3ー(1)ー②ー7　C3ー(1)

ー②ー8

第８回　　有機ハロゲン化合物の代表的な合成法と反応

有機ハロゲン化合物の基本的な性質と反応を列挙し、説

明できる。 求核置換反応の特徴について説明できる。

脱離反応の特徴について説明できる。

C3ー(3)ー②ー1　C3ー(3)ー②ー2　C3ー(3)ー②ー3

第９回　　アルコールおよびエーテルの代表的な合成法

と反応

アルコール、フェノール類の基本的な性質と反応を列挙

し、説明できる。

エーテル類の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。

C3ー(3)ー③ー1　C3ー(3)ー③ー2

第１０回　　アルデヒドおよびケトンの代表的な合成法

と反応

アルデヒド類およびケトン類の基本的な性質と反応を列

挙し、説明できる。C3ー(3)ー④ー1

第１１回　　カルボン酸及びカルボン酸誘導体の代表的



- 607 -

な合成法と反応

カルボン酸の基本的性質と反応を列挙し、説明できる。

カルボン酸誘導体（酸ハロゲン化物、酸無水物、エステ

ル、アミド）の基本的性質と反応を列挙し、説明できる。

C3ー(3)ー④ー2　C3ー(3)ー④ー3

第１２回　　アミンの代表的な合成法と反応

アミンの合成法として、有機ハロゲン化合物の求核置換

反応、ガブリエル合成法、アミドの還元反応、還元的ア

ミノ化反応について説明できる。 　C3ー(3)ー⑤ー1

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

有機化学Ⅲ [15～18]

袁　德其

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

「有機化合物の性質と反応Ⅰ」「有機化合物の性質と反

応Ⅱ」に引き続き、一般有機化学の内容、すなわち、ア

ルデヒド、ケトン、カルボン酸、カルボン酸誘導体、お

よび酸・塩基の項目を学ぶ。

＜到達目標＞

アルデヒド、ケトン、カルボン酸、カルボン酸誘導体（

酸ハロゲン化物、酸無水物、エステル、アミド）の命名

法、性質、反応および酸・塩基の概念、強さを理解する。

以下の各SBOsを到達目標とする。

C3(1)-①-1　代表的な化合物をIUPAC規則に基づいて命

名することができる。

C3(1)-①-5　ルイス酸・塩基、ブレンステッド酸・塩基

を定義することができる。

C3(3)-①-1　代表的な官能基を列挙し性質を説明できる。

C3(3)-④-1　アルデヒド類およびケトン類の基本的な性

質と反応を列挙し、説明できる。

C3(3)-④-2　カルボン酸の基本的性質と反応性を列挙し、

説明できる。

C3(3)-④-3　カルボン酸誘導体（酸ハロゲン化物、酸無

水物、エステル、アミド）の基本的性質と反応を列挙し、

説明できる。

C3(3)-⑦-1　アルコール、フェノール、カルボン酸、炭

素酸などの酸性度を比較して説明できる。

C3(3)-⑦-2　含窒素化合物の塩基性度を比較して説明で

きる。

＜授業のキーワード＞

アルデヒド、ケトン、カルボン酸、酸ハロゲン化物、酸

無水物、エステル、アミド、ラクトン、ラクタム、ブレ

ンステッドの酸塩基、ルイスの酸塩基

＜授業の進め方＞

授業計画に従って１２回の講義を行います。

＜履修するにあたって＞

１回生の時の有機化学を十分理解していない人は、「有

機化合物の性質と反応Ⅰ」、「有機化合物の性質と反応

Ⅱ」の内容をきちんと復習しておいて下さい。「有機化

合物の性質と反応Ⅰ」と「有機化合物の性質と反応Ⅱ」

は関連科目である。オフィスアワーは講義の終わった後

の昼の休み時間をあてます。

　テストや演習はCBTメディカルにて実施することがあ

りますので、CBTメディカルのIDよパスワードを予め用

意してください。

　小テストやオンラインテストの成績不振者、講義内容

を十分に理解できていない学生向けに、補習を予定して

います。

＜授業時間外に必要な学修＞

講義までの予習（目安として1時間）および講義後の復

習（目安として1時間）を欠かず実行してください。指

定したスタディガイドの問題を自分で解いてください。

＜提出課題など＞

指定した課題を完成しレポートとして提出すること（期

限厳守）。

＜成績評価方法・基準＞

2/3以上の出席率が必須です。講義への出席率が2/3に達

した者に対して、平常点30点、試験70点合計100点満点

をもって、「履修の手引き」に記述されている通りＳ，

Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの5段階で成績評価を行いします。出席

率が不十分の者には成績評価を行いません。

平常点は、課題（10回）の提出状況および完成度、講義

中の小テスト（12回）の得点、予習・復習状況などに基

づき算出します。

試験は持ち込み不可で実施します。問題の形式について

は過去問を参照して下さい。但し、過去問からの出題は

ほとんどしません。過去問やプリントを丸暗記するだけ

では合格点まで取るのは難しいです。基礎知識を理解し

て論理的思考力を身につけましょう。

＜テキスト＞

「ソロモンの新有機化学Ⅰ、Ⅱ」第11版　、廣川書店。

池田正澄ほか『ソロモンの新有機化学スタディガイド』

第11版、廣川書店。

＜授業計画＞

第１回　カルボニル化合物（１）

アルデヒドの命名、製法および性質を説明できる。



- 608 -

C3(1)-①-1

C3(3)-①-1

C3(3)-④-1

第２回　カルボニル化合物（２）

ケトンの命名、製法および性質を説明できる。

C3(1)-①-1

C3(3)-①-1

C3(3)-④-1

第３回　カルボニル化合物（３）

カルボニル化合物の反応（求核付加反応、縮合反応など

）を説明できる。

C3(3)-④-1

第４回　カルボン酸（１）

カルボン酸の命名、製法および性質を概説できる。

C3(1)-①-1

C3(3)-①-1

第５回　カルボン酸（２）

カルボン酸の代表的な反応について説明できる。

C3(3)-④-2

第６回　カルボン酸誘導体（１）

カルボン酸誘導体の構造、命名法および性質を説明でき

る。

C3(1)-①-1

C3(3)-①-1

C3(3)-④-3

第７回　カルボン酸誘導体（２）

酸ハロゲン化物、酸無水物、アミドの性質と反応を説明

できる。（その１）

C3(3)-①-1

C3(3)-④-3

第８回　カルボン酸誘導体（３）

酸ハロゲン化物、酸無水物、アミドの性質と反応を説明

できる。（その２）

C3(3)-①-1

C3(3)-④-3

第９回　カルボン酸誘導体（４）

エステルの性質と反応を説明できる。（その１）

C3(3)-①-1

C3(3)-④-3

第１０回　カルボン酸誘導体（５）

エステルの性質と反応を説明できる。（その２）

C3(3)-④-3

第１１回　酸と塩基（１）

酸と塩基を定義でき、概説できる。

C3(3)-①-5

C3(3)-⑦-1

第１２回　酸と塩基（２）

酸性度・塩基性度について説明できる。

C3(3)-⑦-1

C3(3)-⑦-2

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

有機化学Ⅲ [19～]

袁　德其

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

「有機化合物の性質と反応Ⅰ」「有機化合物の性質と反

応Ⅱ」に引き続き、一般有機化学の内容、すなわち、ア

ルデヒド、ケトン、カルボン酸、カルボン酸誘導体、お

よび酸・塩基の項目を学ぶ。

＜到達目標＞

アルデヒド、ケトン、カルボン酸、カルボン酸誘導体（

酸ハロゲン化物、酸無水物、エステル、アミド）の命名

法、性質、反応および酸・塩基の概念、強さを理解する。

以下の各SBOsを到達目標とする。

C3(1)-①-1　代表的な化合物をIUPAC規則に基づいて命

名することができる。

C3(1)-①-5　ルイス酸・塩基、ブレンステッド酸・塩基

を定義することができる。

C3(3)-①-1　代表的な官能基を列挙し性質を説明できる。

C3(3)-④-1　アルデヒド類およびケトン類の基本的な性

質と反応を列挙し、説明できる。

C3(3)-④-2　カルボン酸の基本的性質と反応性を列挙し、

説明できる。

C3(3)-④-3　カルボン酸誘導体（酸ハロゲン化物、酸無

水物、エステル、アミド）の基本的性質と反応を列挙し、

説明できる。

C3(3)-⑦-1　アルコール、フェノール、カルボン酸、炭

素酸などの酸性度を比較して説明できる。

C3(3)-⑦-2　含窒素化合物の塩基性度を比較して説明で

きる。

＜授業のキーワード＞

アルデヒド、ケトン、カルボン酸、酸ハロゲン化物、酸

無水物、エステル、アミド、ラクトン、ラクタム、ブレ

ンステッドの酸塩基、ルイスの酸塩基

＜授業の進め方＞

授業計画に従って１２回の講義を行います。

＜履修するにあたって＞
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１回生の時の有機化学を十分理解していない人は、「有

機化合物の性質と反応Ⅰ」、「有機化合物の性質と反応

Ⅱ」の内容をきちんと復習しておいて下さい。「有機化

合物の性質と反応Ⅰ」と「有機化合物の性質と反応Ⅱ」

は関連科目である。オフィスアワーは講義の終わった後

の昼の休み時間をあてます。

　テストや演習はCBTメディカルにて実施することがあ

りますので、CBTメディカルのIDよパスワードを予め用

意してください。

　小テストやオンラインテストの成績不振者、講義内容

を十分に理解できていない学生向けに、補習を予定して

います。

＜授業時間外に必要な学修＞

講義までの予習（目安として1時間）および講義後の復

習（目安として1時間）を欠かず実行してください。指

定したスタディガイドの問題を自分で解いてください。

＜提出課題など＞

指定した課題を完成しレポートとして提出すること（期

限厳守）。

＜成績評価方法・基準＞

2/3以上の出席率が必須です。講義への出席率が2/3に達

した者に対して、平常点40点、試験60点合計100点満点

をもって、「履修の手引き」に記述されている通りＳ，

Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの5段階で成績評価を行いします。出席

率が不十分の者には成績評価を行いません。

平常点は、課題（10回）の提出状況および完成度、講義

中の小テスト（12回）の得点、予習・復習状況などに基

づき算出します。

試験は持ち込み不可で実施します。問題の形式について

は過去問を参照して下さい。但し、過去問からの出題は

ほとんどしません。過去問やプリントを丸暗記するだけ

では合格点まで取るのは難しいです。基礎知識を理解し

て論理的思考力を身につけましょう。

＜テキスト＞

「ソロモンの新有機化学Ⅰ、Ⅱ」第11版　、廣川書店。

池田正澄ほか『ソロモンの新有機化学スタディガイド』

第11版、廣川書店。

＜授業計画＞

第１回　カルボニル化合物（１）

アルデヒドの命名、製法および性質を説明できる。

C3(1)-①-1

C3(3)-①-1

C3(3)-④-1

第２回　カルボニル化合物（２）

ケトンの命名、製法および性質を説明できる。

C3(1)-①-1

C3(3)-①-1

C3(3)-④-1

第３回　カルボニル化合物（３）

カルボニル化合物の反応（求核付加反応、縮合反応など

）を説明できる。

C3(3)-④-1

第４回　カルボン酸（１）

カルボン酸の命名、製法および性質を概説できる。

C3(1)-①-1

C3(3)-①-1

第５回　カルボン酸（２）

カルボン酸の代表的な反応について説明できる。

C3(3)-④-2

第６回　カルボン酸誘導体（１）

カルボン酸誘導体の構造、命名法および性質を説明でき

る。

C3(1)-①-1

C3(3)-①-1

C3(3)-④-3

第７回　カルボン酸誘導体（２）

酸ハロゲン化物、酸無水物、アミドの性質と反応を説明

できる。（その１）

C3(3)-①-1

C3(3)-④-3

第８回　カルボン酸誘導体（３）

酸ハロゲン化物、酸無水物、アミドの性質と反応を説明

できる。（その２）

C3(3)-①-1

C3(3)-④-3

第９回　カルボン酸誘導体（４）

エステルの性質と反応を説明できる。（その１）

C3(3)-①-1

C3(3)-④-3

第１０回　カルボン酸誘導体（５）

エステルの性質と反応を説明できる。（その２）

C3(3)-④-3

第１１回　酸と塩基（１）

酸と塩基を定義でき、概説できる。

C3(3)-①-5

C3(3)-⑦-1

第１２回　酸と塩基（２）

酸性度・塩基性度について説明できる。

C3(3)-⑦-1

C3(3)-⑦-2

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

有機化学Ⅲ [再]

袁　德其

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞
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この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、選

択必修科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

「有機化合物の性質と反応Ⅰ」「有機化合物の性質と反

応Ⅱ」に引き続き、一般有機化学の内容、すなわち、ア

ルデヒド、ケトン、カルボン酸、カルボン酸誘導体、お

よび酸・塩基の項目を学ぶ。

＜到達目標＞

アルデヒド、ケトン、カルボン酸、カルボン酸誘導体（

酸ハロゲン化物、酸無水物、エステル、アミド）の命名

法、性質、反応および酸・塩基の概念、強さを理解する。

以下の各SBOsを到達目標とする。

C3(1)-①-1　代表的な化合物をIUPAC規則に基づいて命

名することができる。

C3(1)-①-5　ルイス酸・塩基、ブレンステッド酸・塩基

を定義することができる。

C3(3)-①-1　代表的な官能基を列挙し性質を説明できる。

C3(3)-④-1　アルデヒド類およびケトン類の基本的な性

質と反応を列挙し、説明できる。

C3(3)-④-2　カルボン酸の基本的性質と反応性を列挙し、

説明できる。

C3(3)-④-3　カルボン酸誘導体（酸ハロゲン化物、酸無

水物、エステル、アミド）の基本的性質と反応を列挙し、

説明できる。

C3(3)-⑦-1　アルコール、フェノール、カルボン酸、炭

素酸などの酸性度を比較して説明できる。

C3(3)-⑦-2　含窒素化合物の塩基性度を比較して説明で

きる。

＜授業のキーワード＞

アルデヒド、ケトン、カルボン酸、酸ハロゲン化物、酸

無水物、エステル、アミド、ラクトン、ラクタム、ブレ

ンステッドの酸塩基、ルイスの酸塩基

＜授業の進め方＞

授業計画に従って１２回の講義を行いますが、二回目の

履修なので、演習を中心に実施します。

＜履修するにあたって＞

１回生の時の有機化学を十分理解していない人は、「有

機化合物の性質と反応Ⅰ」、「有機化合物の性質と反応

Ⅱ」の内容をきちんと復習しておいて下さい。「有機化

合物の性質と反応Ⅰ」と「有機化合物の性質と反応Ⅱ」

は関連科目である。オフィスアワーは講義の終わった後

の昼の休み時間をあてます。

　テストや演習はCBTメディカルにて実施することがあ

りますので、CBTメディカルのIDよパスワードを予め用

意してください。

　小テストやオンラインテストの成績不振者、講義内容

を十分に理解できていない学生向けに、補習を予定して

います。

＜授業時間外に必要な学修＞

講義までの予習（目安として1時間）および講義後の復

習（目安として1時間）を欠かず実行してください。指

定したスタディガイドの問題を自分で解いてください。

＜提出課題など＞

指定した課題を完成しレポートとして提出すること（期

限厳守）。

＜成績評価方法・基準＞

2/3以上の出席率が必須です。講義への出席率が2/3に達

した者に対して、平常点40点、試験60点合計100点満点

をもって、「履修の手引き」に記述されている通りＳ，

Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの5段階で成績評価を行いします。出席

率が不十分の者には成績評価を行いません。

平常点は、課題（10回）の提出状況および完成度、講義

中の小テスト（12回）の得点、予習・復習状況などに基

づき算出します。

試験は持ち込み不可で実施します。問題の形式について

は過去問を参照して下さい。但し、過去問からの出題は

ほとんどしません。過去問やプリントを丸暗記するだけ

では合格点まで取るのは難しいです。基礎知識を理解し

て論理的思考力を身につけましょう。

＜テキスト＞

「ソロモンの新有機化学Ⅰ、Ⅱ」第11版　、廣川書店。

池田正澄ほか『ソロモンの新有機化学スタディガイド』

第11版、廣川書店。

＜授業計画＞

第１回　カルボニル化合物（１）

アルデヒドの命名、製法および性質を説明できる。

C3(1)-①-1

C3(3)-①-1

C3(3)-④-1

第２回　カルボニル化合物（２）

ケトンの命名、製法および性質を説明できる。

C3(1)-①-1

C3(3)-①-1

C3(3)-④-1

第３回　カルボニル化合物（３）

カルボニル化合物の反応（求核付加反応、縮合反応など

）を説明できる。

C3(3)-④-1

第４回　カルボン酸（１）

カルボン酸の命名、製法および性質を概説できる。

C3(1)-①-1

C3(3)-①-1

第５回　カルボン酸（２）

カルボン酸の代表的な反応について説明できる。
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C3(3)-④-2

第６回　カルボン酸誘導体（１）

カルボン酸誘導体の構造、命名法および性質を説明でき

る。

C3(1)-①-1

C3(3)-①-1

C3(3)-④-3

第７回　カルボン酸誘導体（２）

酸ハロゲン化物、酸無水物、アミドの性質と反応を説明

できる。（その１）

C3(3)-①-1

C3(3)-④-3

第８回　カルボン酸誘導体（３）

酸ハロゲン化物、酸無水物、アミドの性質と反応を説明

できる。（その２）

C3(3)-①-1

C3(3)-④-3

第９回　カルボン酸誘導体（４）

エステルの性質と反応を説明できる。（その１）

C3(3)-①-1

C3(3)-④-3

第１０回　カルボン酸誘導体（５）

エステルの性質と反応を説明できる。（その２）

C3(3)-④-3

第１１回　酸と塩基（１）

酸と塩基を定義でき、概説できる。

C3(3)-①-5

C3(3)-⑦-1

第１２回　酸と塩基（２）

酸性度・塩基性度について説明できる。

C3(3)-⑦-1

C3(3)-⑦-2

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

有機化学Ⅱ [15～18]

稲垣　冬彦

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業は、基本的に対面で実施する。

配布資料、その他通知事項についてはdotCampusを活用

する。

特別警報(すべての特別警報)または暴風警報発令の場合

(大雨、洪水警報等は対象外)

 の本科目の取扱いについて

 ⇒授業を実施します。

ただし、避難指示、避難勧告が発令されている場合はご

自身の安全を最優先にし、自治体の指示に従って行動し

てください。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、１?3,7,8を

目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）,https://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html#PHA}

1年次及び2年次に開講された「薬学の基礎としての化学

」，及び「有機化合物の性質と反応I, II, 及びIIIでは、

多種多様な有機化合物を官能基に着目して分類し、同じ

官能基を持つ有機化合物の示す共通の性質や反応性につ

いて学んできた。有機合成化学の基礎を学ぶ「有機合成

の手法」では、今まで学んできた官能基の示す反応性を、

有機化合物への新たな官能基の導入法又はある官能基か

ら他の官能基へ変換する方法として整理し、利用するこ

とを学んできた。本講義では、薬物を初めとする生理活

性物質の中には、共役不飽和系化合物や芳香族化合物等

のπ電子共役系を持つものが多数含まれていることから、

π電子共役系を持つ化合物について、名称、立体化学、

安定性、反応性などを理解することで、医薬品の構造や

性質，合成についての知識を深めることを目的としてい

る。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とします。

π電子共役系を持つ共役不飽和系化合物や芳香族化合物

について、名称、立体化学、安定性、反応性を説明でき

るようになることを目標とします。

C1ー(1)ー①ー1 １）化学結合の様式について説明でき

る。

C1ー(1)ー①ー2 ２）分子軌道の基本概念および軌道の

混成について説明できる。

C1ー(1)ー①ー3 ３）共役や共鳴の概念を説明できる。

C1ー(2)ー④ー4 ４）共役反応の原理について説明でき

る。

C3ー(1)ー①ー1 １）代表的な化合物を IUPAC 規則に基

づいて命名することができる。

C3ー(1)ー①ー2 ２）薬学領域で用いられる代表的な化

合物を慣用名で記述できる。

C3ー(1)ー①ー4 ４）有機化合物の性質と共鳴の関係に

ついて説明できる。

C3ー(1)ー①ー5 ５）ルイス酸・塩基、ブレンステッド

酸・塩基を定義することができる。

C3ー(1)ー①ー6 ６）基本的な有機反応（置換、付加、

脱離）の特徴を理解し、分類できる。

C3ー(1)ー①ー7 ７）炭素原子を含む反応中間体（カル

ボカチオン、カルボアニオン、ラジカル）の構造と性質

を説明できる。

C3ー(1)ー①ー8 ８）反応の過程を、エネルギー図を用

いて説明できる。
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C3ー(1)ー①ー9 ９）基本的な有機反応機構を、電子の

動きを示す矢印を用いて表すことができる。(技能)

C3ー(1)ー②ー6 ６）炭素?炭素二重結合の立体異性（ci

s, trans ならびに E,Z 異性）について説明できる。

C3ー(2)ー②ー1 １）アルケンへの代表的な付加反応を

列挙し、その特徴を説明できる。

C3ー(2)ー②ー2 ２）アルケンの代表的な酸化、還元反

応を列挙し、その特徴を説明できる。

C3ー(2)ー③ー1 １）代表的な芳香族炭化水素化合物の

性質と反応性を説明できる。

C3ー(2)ー③ー2 ２）芳香族性の概念を説明できる。

C3ー(2)ー③ー3 ３）芳香族炭化水素化合物の求電子置

換反応の反応性、配向性、置換基の効果について説明で

きる。

C3ー(2)ー③ー4 ４）代表的な芳香族複素環化合物の性

質を芳香族性と関連づけて説明できる。

C3ー(2)ー③ー5 ５）代表的な芳香族複素環の求電子置

換反応の反応性、配向性、置換基の効果について説明で

きる。

C3ー(3)ー③ー1 １）アルコール、フェノール類の基本

的な性質と反応を列挙し、説明できる。

C3ー(3)ー③ー2 ２）エーテル類の基本的な性質と反応

を列挙し、説明できる。

C3ー(3)ー⑤ー1 １）アミン類の基本的性質と反応を列

挙し、説明できる。

C3ー(3)ー⑦ー1 １）アルコール、フェノール、カルボ

ン酸、炭素酸などの酸性度を比較して説明できる。

C3ー(3)ー⑦ー2 ２）含窒素化合物の塩基性度を比較し

て説明できる。

＜授業のキーワード＞

共役不飽和系化合物，立体化学、立体選択性，芳香族化

合物，混成軌道、求電子置換反応、求核置換反応、求電

子付加反応、求核付加反応

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行います．

＜履修するにあたって＞

授業内容に関する資料の配布など，オンラインシステム

dotCampusを活用します．

オフィスアワー：メール対応

＜授業時間外に必要な学修＞

この講義では、予習、復習を含め学習を行うことが重要

である。配布資料および参考書の問題等を課題とするの

で、.Campusを通じて解答をレポートとして提出するこ

とが必要となる。

＜提出課題など＞

適宜，授業後に連絡します．

＜成績評価方法・基準＞

出席、課題、テスト等を合計100%で判定する。

＜テキスト＞

ソロモンの新有機化学Ⅰ及びⅡ、池田正澄ほか監訳、廣

川書店

＜参考図書＞

ベーシック薬学教科書５　有機化学，高橋秀依ほか著，

化学同人（2年次の「有機合成の手法」教科書）

ウォーレン　有機化学，奥山格・柴崎正勝・檜山爲次郎

監訳，東京化学同人

＜授業計画＞

第1回　講義の概要

講義の概要

CBT及び薬剤師国家試験の化学系問題の概要

C3ー(1)ー①ー1、C3ー(1)ー①ー2、C3ー(1)ー①ー4,  C

3ー(1)ー①ー5、C3ー(1)ー①ー6、C3ー(1)ー①ー7　C3

ー(2)ー③ー1、C3ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー

(2)ー③ー4、C3ー(2)ー③ー5、C3ー(3)ー③ー1、C3ー(3

)ー③ー2、C3ー(3)ー⑦ー1

第2回　共役不飽和系化合物１

共役不飽和系化合物、アリルラジカルの安定性、アリル

カチオン、共鳴理論　C1ー(1)ー①ー1、C1ー(1)ー①ー2、

C1ー(1)ー①ー3、C3ー(1)ー①ー1、C3ー(1)ー①ー2、C3

ー(1)ー①ー4、C3ー(1)ー①ー5、C3ー(1)ー①ー6、C3ー

(1)ー①ー7、C3ー(1)ー①ー9、C3ー(1)ー②ー6、C3ー(2

)ー②ー1,  C3ー(2)ー②ー2

第3回　共役不飽和系化合物２

アルカジエンとポリ不飽和炭化水素，1,3ーブタジエン

：電子の非局在化、共役ジエンの安定性、紫外可視光の

吸収と色

C1ー(1)ー①ー1、C1ー(1)ー①ー2、C1ー(1)ー①ー3、C1

ー(2)ー④ー4、C3ー(1)ー①ー1、C3ー(1)ー①ー2、C3ー

(1)ー①ー4、C3ー(1)ー①ー5、C3ー(1)ー①ー6、C3ー(1

)ー①ー7、C3ー(1)ー①ー8、C3ー(1)ー②ー6、C3ー(2)

ー②ー1,  C3ー(2)ー②ー2

第4回　共役不飽和系化合物３

共役ジエンへの求電子攻撃：1,4ー付加、DielsーAlder

反応：ジエンの1,4ー付加環化反応

C1ー(1)ー①ー1、C1ー(1)ー①ー2、C1ー(1)ー①ー3、C1

ー(2)ー④ー4、C3ー(1)ー①ー1、C3ー(1)ー①ー2、C3ー

(1)ー①ー4、C3ー(1)ー①ー5、C3ー(1)ー①ー6、C3ー(1

)ー①ー7、C3ー(1)ー①ー8、C3ー(1)ー①ー9、C3ー(1)

ー②ー6、C3ー(2)ー②ー1,  C3ー(2)ー②ー2

第5回　芳香族化合物１

ベンゼンの構造と性質、ベンゼン誘導体の命名法、ベン

ゼンの反応、kekule構造、熱力学的安定性、構造の現代

的理論 C3ー(2)ー③ー1、C3ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③

ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー(2)ー③ー5、C3ー(3)ー③ー

1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー⑦ー1

第6回　芳香族化合物２

Huckel則(4n+2)π電子則．その他の芳香族化合物、ヘテ

ロ環芳香族化合物、生化学における芳香族化合物　C3ー

(2)ー③ー1、C3ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2
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)ー③ー4、C3ー(2)ー③ー5、C3ー(3)ー③ー1、C3ー(3)

ー③ー2、C3ー(3)ー⑦ー1

第7回　芳香族化合物３

芳香族求電子置換反応、反応機構（アレーニウムイオン

）、ベンゼンのハロゲン化、ニトロ化、スルホン化

C3ー(2)ー③ー1、C3ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3

ー(2)ー③ー4、C3ー(2)ー③ー5、C3ー(3)ー③ー1、C3ー

(3)ー③ー2、C3ー(3)ー⑦ー1

第8回　芳香族化合物４

ベンゼンのFriedelーCraftsアルキル化、アシル化、Fri

edelーCrafts反応の制約、有機合成への応用（Clemmens

en還元とWolffーKishner還元）　C3ー(2)ー③ー1、C3ー

(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー(2

)ー③ー5、C3ー(3)ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)

ー⑦ー1

第9回　芳香族化合物５

求電子置換反応：置換基の影響(反応性と配向性)、置換

基効果の詳細、アルキルベンゼンの側鎖の反応、アルケ

ニルベンゼン C3ー(2)ー③ー1、C3ー(2)ー③ー2、C3ー(

2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー(2)ー③ー5、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー⑦ー1

第10回　芳香族化合物６

有機合成への応用、ハロゲン化アリルとハロゲン化ベン

ジルの求核置換反応、芳香族化合物の還元   C3ー(2)ー

③ー1、C3ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③

ー4、C3ー(2)ー③ー5、C3ー(3)ー③ー1、C3ー(3)ー③ー

2、C3ー(3)ー⑦ー1

第11回　アミン

アミンの構造と命名法、アミンの塩基性、合成、反応、

化学分析

C3ー(2)ー③ー1、C3ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3

ー(2)ー③ー4、C3ー(2)ー③ー5、C3ー(3)ー⑤ー1、C3-(

3)-⑦-2

第12回　フェノール

フェノールの構造と命名法、天然産のフェノール、フェ

ノールの物理的性質、フェノールの合成、フェノールの

酸としての反応、その他の反応、アルキルアリールエー

テルの開裂、フェノールのベンゼン環の反応、Claisen

転位、キノン、ハロゲン化アリールと芳香族求核置換反

応

C3ー(2)ー③ー1、C3ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3

ー(2)ー③ー4、C3ー(2)ー③ー5、C3ー(3)ー③ー1、C3ー

(3)ー③ー2、C3ー(3)ー⑦ー1

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

有機化学Ⅱ [19～]

稲垣　冬彦

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業は、基本的に対面で実施する。

配布資料、その他通知事項についてはdotCampusを活用

する。

特別警報(すべての特別警報)または暴風警報発令の場合

(大雨、洪水警報等は対象外)

 の本科目の取扱いについて

 ⇒授業を実施します。

ただし、避難指示、避難勧告が発令されている場合はご

自身の安全を最優先にし、自治体の指示に従って行動し

てください。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、１?3,7,8を

目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）,https://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html#PHA}

1年次及び2年次に開講された「薬学の基礎としての化学

」，及び「有機化合物の性質と反応I, II, 及びIIIでは、

多種多様な有機化合物を官能基に着目して分類し、同じ

官能基を持つ有機化合物の示す共通の性質や反応性につ

いて学んできた。有機合成化学の基礎を学ぶ「有機合成

の手法」では、今まで学んできた官能基の示す反応性を、

有機化合物への新たな官能基の導入法又はある官能基か

ら他の官能基へ変換する方法として整理し、利用するこ

とを学んできた。本講義では、薬物を初めとする生理活

性物質の中には、共役不飽和系化合物や芳香族化合物等

のπ電子共役系を持つものが多数含まれていることから、

π電子共役系を持つ化合物について、名称、立体化学、

安定性、反応性などを理解することで、医薬品の構造や

性質，合成についての知識を深めることを目的としてい

る。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とします。

π電子共役系を持つ共役不飽和系化合物や芳香族化合物

について、名称、立体化学、安定性、反応性を説明でき

るようになることを目標とします。

C1ー(1)ー①ー1 １）化学結合の様式について説明でき

る。

C1ー(1)ー①ー2 ２）分子軌道の基本概念および軌道の

混成について説明できる。
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C1ー(1)ー①ー3 ３）共役や共鳴の概念を説明できる。

C1ー(2)ー④ー4 ４）共役反応の原理について説明でき

る。

C3ー(1)ー①ー1 １）代表的な化合物を IUPAC 規則に基

づいて命名することができる。

C3ー(1)ー①ー2 ２）薬学領域で用いられる代表的な化

合物を慣用名で記述できる。

C3ー(1)ー①ー4 ４）有機化合物の性質と共鳴の関係に

ついて説明できる。

C3ー(1)ー①ー5 ５）ルイス酸・塩基、ブレンステッド

酸・塩基を定義することができる。

C3ー(1)ー①ー6 ６）基本的な有機反応（置換、付加、

脱離）の特徴を理解し、分類できる。

C3ー(1)ー①ー7 ７）炭素原子を含む反応中間体（カル

ボカチオン、カルボアニオン、ラジカル）の構造と性質

を説明できる。

C3ー(1)ー①ー8 ８）反応の過程を、エネルギー図を用

いて説明できる。

C3ー(1)ー①ー9 ９）基本的な有機反応機構を、電子の

動きを示す矢印を用いて表すことができる。(技能)

C3ー(1)ー②ー6 ６）炭素?炭素二重結合の立体異性（ci

s, trans ならびに E,Z 異性）について説明できる。

C3ー(2)ー②ー1 １）アルケンへの代表的な付加反応を

列挙し、その特徴を説明できる。

C3ー(2)ー②ー2 ２）アルケンの代表的な酸化、還元反

応を列挙し、その特徴を説明できる。

C3ー(2)ー③ー1 １）代表的な芳香族炭化水素化合物の

性質と反応性を説明できる。

C3ー(2)ー③ー2 ２）芳香族性の概念を説明できる。

C3ー(2)ー③ー3 ３）芳香族炭化水素化合物の求電子置

換反応の反応性、配向性、置換基の効果について説明で

きる。

C3ー(2)ー③ー4 ４）代表的な芳香族複素環化合物の性

質を芳香族性と関連づけて説明できる。

C3ー(2)ー③ー5 ５）代表的な芳香族複素環の求電子置

換反応の反応性、配向性、置換基の効果について説明で

きる。

C3ー(3)ー③ー1 １）アルコール、フェノール類の基本

的な性質と反応を列挙し、説明できる。

C3ー(3)ー③ー2 ２）エーテル類の基本的な性質と反応

を列挙し、説明できる。

C3ー(3)ー⑤ー1 １）アミン類の基本的性質と反応を列

挙し、説明できる。

C3ー(3)ー⑦ー1 １）アルコール、フェノール、カルボ

ン酸、炭素酸などの酸性度を比較して説明できる。

C3ー(3)ー⑦ー2 ２）含窒素化合物の塩基性度を比較し

て説明できる。

＜授業のキーワード＞

共役不飽和系化合物，立体化学、立体選択性，芳香族化

合物，混成軌道、求電子置換反応、求核置換反応、求電

子付加反応、求核付加反応

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行います．

＜履修するにあたって＞

授業内容に関する資料の配布など，オンラインシステム

dotCampusを活用します．

オフィスアワー：メール対応

＜授業時間外に必要な学修＞

この講義では、予習、復習を含め学習を行うことが重要

である。配布資料および参考書の問題等を課題とするの

で、.Campusを通じて解答をレポートとして提出するこ

とが必要となる。

＜提出課題など＞

適宜，授業後に連絡します．

＜成績評価方法・基準＞

出席、課題、テスト等を合計100%で判定する。

＜テキスト＞

ソロモンの新有機化学Ⅰ及びⅡ、池田正澄ほか監訳、廣

川書店

＜参考図書＞

ベーシック薬学教科書５　有機化学，高橋秀依ほか著，

化学同人（2年次の「有機合成の手法」教科書）

ウォーレン　有機化学，奥山格・柴崎正勝・檜山爲次郎

監訳，東京化学同人

＜授業計画＞

第1回　講義の概要

講義の概要

CBT及び薬剤師国家試験の化学系問題の概要

C3ー(1)ー①ー1、C3ー(1)ー①ー2、C3ー(1)ー①ー4,  C

3ー(1)ー①ー5、C3ー(1)ー①ー6、C3ー(1)ー①ー7　C3

ー(2)ー③ー1、C3ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー

(2)ー③ー4、C3ー(2)ー③ー5、C3ー(3)ー③ー1、C3ー(3

)ー③ー2、C3ー(3)ー⑦ー1

第2回　共役不飽和系化合物１

共役不飽和系化合物、アリルラジカルの安定性、アリル

カチオン、共鳴理論　C1ー(1)ー①ー1、C1ー(1)ー①ー2、

C1ー(1)ー①ー3、C3ー(1)ー①ー1、C3ー(1)ー①ー2、C3

ー(1)ー①ー4、C3ー(1)ー①ー5、C3ー(1)ー①ー6、C3ー

(1)ー①ー7、C3ー(1)ー①ー9、C3ー(1)ー②ー6、C3ー(2

)ー②ー1,  C3ー(2)ー②ー2

第3回　共役不飽和系化合物２

アルカジエンとポリ不飽和炭化水素，1,3ーブタジエン

：電子の非局在化、共役ジエンの安定性、紫外可視光の

吸収と色

C1ー(1)ー①ー1、C1ー(1)ー①ー2、C1ー(1)ー①ー3、C1

ー(2)ー④ー4、C3ー(1)ー①ー1、C3ー(1)ー①ー2、C3ー

(1)ー①ー4、C3ー(1)ー①ー5、C3ー(1)ー①ー6、C3ー(1

)ー①ー7、C3ー(1)ー①ー8、C3ー(1)ー②ー6、C3ー(2)

ー②ー1,  C3ー(2)ー②ー2

第4回　共役不飽和系化合物３
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共役ジエンへの求電子攻撃：1,4ー付加、DielsーAlder

反応：ジエンの1,4ー付加環化反応

C1ー(1)ー①ー1、C1ー(1)ー①ー2、C1ー(1)ー①ー3、C1

ー(2)ー④ー4、C3ー(1)ー①ー1、C3ー(1)ー①ー2、C3ー

(1)ー①ー4、C3ー(1)ー①ー5、C3ー(1)ー①ー6、C3ー(1

)ー①ー7、C3ー(1)ー①ー8、C3ー(1)ー①ー9、C3ー(1)

ー②ー6、C3ー(2)ー②ー1,  C3ー(2)ー②ー2

第5回　芳香族化合物１

ベンゼンの構造と性質、ベンゼン誘導体の命名法、ベン

ゼンの反応、kekule構造、熱力学的安定性、構造の現代

的理論 C3ー(2)ー③ー1、C3ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③

ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー(2)ー③ー5、C3ー(3)ー③ー

1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー⑦ー1

第6回　芳香族化合物２

Huckel則(4n+2)π電子則．その他の芳香族化合物、ヘテ

ロ環芳香族化合物、生化学における芳香族化合物　C3ー

(2)ー③ー1、C3ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2

)ー③ー4、C3ー(2)ー③ー5、C3ー(3)ー③ー1、C3ー(3)

ー③ー2、C3ー(3)ー⑦ー1

第7回　芳香族化合物３

芳香族求電子置換反応、反応機構（アレーニウムイオン

）、ベンゼンのハロゲン化、ニトロ化、スルホン化

C3ー(2)ー③ー1、C3ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3

ー(2)ー③ー4、C3ー(2)ー③ー5、C3ー(3)ー③ー1、C3ー

(3)ー③ー2、C3ー(3)ー⑦ー1

第8回　芳香族化合物４

ベンゼンのFriedelーCraftsアルキル化、アシル化、Fri

edelーCrafts反応の制約、有機合成への応用（Clemmens

en還元とWolffーKishner還元）　C3ー(2)ー③ー1、C3ー

(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー(2

)ー③ー5、C3ー(3)ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)

ー⑦ー1

第9回　芳香族化合物５

求電子置換反応：置換基の影響(反応性と配向性)、置換

基効果の詳細、アルキルベンゼンの側鎖の反応、アルケ

ニルベンゼン C3ー(2)ー③ー1、C3ー(2)ー③ー2、C3ー(

2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー(2)ー③ー5、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー⑦ー1

第10回　芳香族化合物６

有機合成への応用、ハロゲン化アリルとハロゲン化ベン

ジルの求核置換反応、芳香族化合物の還元   C3ー(2)ー

③ー1、C3ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③

ー4、C3ー(2)ー③ー5、C3ー(3)ー③ー1、C3ー(3)ー③ー

2、C3ー(3)ー⑦ー1

第11回　アミン

アミンの構造と命名法、アミンの塩基性、合成、反応、

化学分析

C3ー(2)ー③ー1、C3ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3

ー(2)ー③ー4、C3ー(2)ー③ー5、C3ー(3)ー⑤ー1、C3-(

3)-⑦-2

第12回　フェノール

フェノールの構造と命名法、天然産のフェノール、フェ

ノールの物理的性質、フェノールの合成、フェノールの

酸としての反応、その他の反応、アルキルアリールエー

テルの開裂、フェノールのベンゼン環の反応、Claisen

転位、キノン、ハロゲン化アリールと芳香族求核置換反

応

C3ー(2)ー③ー1、C3ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3

ー(2)ー③ー4、C3ー(2)ー③ー5、C3ー(3)ー③ー1、C3ー

(3)ー③ー2、C3ー(3)ー⑦ー1

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

有機化学Ⅱ [再]

稲垣　冬彦

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業は、基本的に対面で実施する。

配布資料、その他通知事項についてはdotCampusを活用

する。

特別警報(すべての特別警報)または暴風警報発令の場合

(大雨、洪水警報等は対象外)

 の本科目の取扱いについて

 ⇒授業を実施します。

ただし、避難指示、避難勧告が発令されている場合はご

自身の安全を最優先にし、自治体の指示に従って行動し

てください。

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり２年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、１?3,7,8を

目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）,https://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html#PHA}

1年次及び2年次に開講された「薬学の基礎としての化学

」，及び「有機化合物の性質と反応I, II, 及びIIIでは、

多種多様な有機化合物を官能基に着目して分類し、同じ

官能基を持つ有機化合物の示す共通の性質や反応性につ

いて学んできた。有機合成化学の基礎を学ぶ「有機合成

の手法」では、今まで学んできた官能基の示す反応性を、

有機化合物への新たな官能基の導入法又はある官能基か

ら他の官能基へ変換する方法として整理し、利用するこ

とを学んできた。本講義では、薬物を初めとする生理活

性物質の中には、共役不飽和系化合物や芳香族化合物等

のπ電子共役系を持つものが多数含まれていることから、

π電子共役系を持つ化合物について、名称、立体化学、
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安定性、反応性などを理解することで、医薬品の構造や

性質，合成についての知識を深めることを目的としてい

る。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とします。

π電子共役系を持つ共役不飽和系化合物や芳香族化合物

について、名称、立体化学、安定性、反応性を説明でき

るようになることを目標とします。

C1ー(1)ー①ー1 １）化学結合の様式について説明でき

る。

C1ー(1)ー①ー2 ２）分子軌道の基本概念および軌道の

混成について説明できる。

C1ー(1)ー①ー3 ３）共役や共鳴の概念を説明できる。

C1ー(2)ー④ー4 ４）共役反応の原理について説明でき

る。

C3ー(1)ー①ー1 １）代表的な化合物を IUPAC 規則に基

づいて命名することができる。

C3ー(1)ー①ー2 ２）薬学領域で用いられる代表的な化

合物を慣用名で記述できる。

C3ー(1)ー①ー4 ４）有機化合物の性質と共鳴の関係に

ついて説明できる。

C3ー(1)ー①ー5 ５）ルイス酸・塩基、ブレンステッド

酸・塩基を定義することができる。

C3ー(1)ー①ー6 ６）基本的な有機反応（置換、付加、

脱離）の特徴を理解し、分類できる。

C3ー(1)ー①ー7 ７）炭素原子を含む反応中間体（カル

ボカチオン、カルボアニオン、ラジカル）の構造と性質

を説明できる。

C3ー(1)ー①ー8 ８）反応の過程を、エネルギー図を用

いて説明できる。

C3ー(1)ー①ー9 ９）基本的な有機反応機構を、電子の

動きを示す矢印を用いて表すことができる。(技能)

C3ー(1)ー②ー6 ６）炭素?炭素二重結合の立体異性（ci

s, trans ならびに E,Z 異性）について説明できる。

C3ー(2)ー②ー1 １）アルケンへの代表的な付加反応を

列挙し、その特徴を説明できる。

C3ー(2)ー②ー2 ２）アルケンの代表的な酸化、還元反

応を列挙し、その特徴を説明できる。

C3ー(2)ー③ー1 １）代表的な芳香族炭化水素化合物の

性質と反応性を説明できる。

C3ー(2)ー③ー2 ２）芳香族性の概念を説明できる。

C3ー(2)ー③ー3 ３）芳香族炭化水素化合物の求電子置

換反応の反応性、配向性、置換基の効果について説明で

きる。

C3ー(2)ー③ー4 ４）代表的な芳香族複素環化合物の性

質を芳香族性と関連づけて説明できる。

C3ー(2)ー③ー5 ５）代表的な芳香族複素環の求電子置

換反応の反応性、配向性、置換基の効果について説明で

きる。

C3ー(3)ー③ー1 １）アルコール、フェノール類の基本

的な性質と反応を列挙し、説明できる。

C3ー(3)ー③ー2 ２）エーテル類の基本的な性質と反応

を列挙し、説明できる。

C3ー(3)ー⑤ー1 １）アミン類の基本的性質と反応を列

挙し、説明できる。

C3ー(3)ー⑦ー1 １）アルコール、フェノール、カルボ

ン酸、炭素酸などの酸性度を比較して説明できる。

C3ー(3)ー⑦ー2 ２）含窒素化合物の塩基性度を比較し

て説明できる。

＜授業のキーワード＞

共役不飽和系化合物，立体化学、立体選択性，芳香族化

合物，混成軌道、求電子置換反応、求核置換反応、求電

子付加反応、求核付加反応

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行います．

＜履修するにあたって＞

授業内容に関する資料の配布など，オンラインシステム

dotCampusを活用します．

オフィスアワー：メール対応

＜授業時間外に必要な学修＞

この講義では、予習、復習を含め学習を行うことが重要

である。配布資料および参考書の問題等を課題とするの

で、.Campusを通じて解答をレポートとして提出するこ

とが必要となる。

＜提出課題など＞

適宜，授業後に連絡します．

＜成績評価方法・基準＞

出席、課題、テスト等を合計100%で判定する。

＜テキスト＞

ソロモンの新有機化学Ⅰ及びⅡ、池田正澄ほか監訳、廣

川書店

＜参考図書＞

ベーシック薬学教科書５　有機化学，高橋秀依ほか著，

化学同人（2年次の「有機合成の手法」教科書）

ウォーレン　有機化学，奥山格・柴崎正勝・檜山爲次郎

監訳，東京化学同人

＜授業計画＞

第1回　講義の概要

講義の概要

CBT及び薬剤師国家試験の化学系問題の概要

C3ー(1)ー①ー1、C3ー(1)ー①ー2、C3ー(1)ー①ー4,  C

3ー(1)ー①ー5、C3ー(1)ー①ー6、C3ー(1)ー①ー7　C3

ー(2)ー③ー1、C3ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー

(2)ー③ー4、C3ー(2)ー③ー5、C3ー(3)ー③ー1、C3ー(3

)ー③ー2、C3ー(3)ー⑦ー1

第2回　共役不飽和系化合物１

共役不飽和系化合物、アリルラジカルの安定性、アリル

カチオン、共鳴理論　C1ー(1)ー①ー1、C1ー(1)ー①ー2、

C1ー(1)ー①ー3、C3ー(1)ー①ー1、C3ー(1)ー①ー2、C3

ー(1)ー①ー4、C3ー(1)ー①ー5、C3ー(1)ー①ー6、C3ー
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(1)ー①ー7、C3ー(1)ー①ー9、C3ー(1)ー②ー6、C3ー(2

)ー②ー1,  C3ー(2)ー②ー2

第3回　共役不飽和系化合物２

アルカジエンとポリ不飽和炭化水素，1,3ーブタジエン

：電子の非局在化、共役ジエンの安定性、紫外可視光の

吸収と色

C1ー(1)ー①ー1、C1ー(1)ー①ー2、C1ー(1)ー①ー3、C1

ー(2)ー④ー4、C3ー(1)ー①ー1、C3ー(1)ー①ー2、C3ー

(1)ー①ー4、C3ー(1)ー①ー5、C3ー(1)ー①ー6、C3ー(1

)ー①ー7、C3ー(1)ー①ー8、C3ー(1)ー②ー6、C3ー(2)

ー②ー1,  C3ー(2)ー②ー2

第4回　共役不飽和系化合物３

共役ジエンへの求電子攻撃：1,4ー付加、DielsーAlder

反応：ジエンの1,4ー付加環化反応

C1ー(1)ー①ー1、C1ー(1)ー①ー2、C1ー(1)ー①ー3、C1

ー(2)ー④ー4、C3ー(1)ー①ー1、C3ー(1)ー①ー2、C3ー

(1)ー①ー4、C3ー(1)ー①ー5、C3ー(1)ー①ー6、C3ー(1

)ー①ー7、C3ー(1)ー①ー8、C3ー(1)ー①ー9、C3ー(1)

ー②ー6、C3ー(2)ー②ー1,  C3ー(2)ー②ー2

第5回　芳香族化合物１

ベンゼンの構造と性質、ベンゼン誘導体の命名法、ベン

ゼンの反応、kekule構造、熱力学的安定性、構造の現代

的理論 C3ー(2)ー③ー1、C3ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③

ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー(2)ー③ー5、C3ー(3)ー③ー

1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー⑦ー1

第6回　芳香族化合物２

Huckel則(4n+2)π電子則．その他の芳香族化合物、ヘテ

ロ環芳香族化合物、生化学における芳香族化合物　C3ー

(2)ー③ー1、C3ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2

)ー③ー4、C3ー(2)ー③ー5、C3ー(3)ー③ー1、C3ー(3)

ー③ー2、C3ー(3)ー⑦ー1

第7回　芳香族化合物３

芳香族求電子置換反応、反応機構（アレーニウムイオン

）、ベンゼンのハロゲン化、ニトロ化、スルホン化

C3ー(2)ー③ー1、C3ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3

ー(2)ー③ー4、C3ー(2)ー③ー5、C3ー(3)ー③ー1、C3ー

(3)ー③ー2、C3ー(3)ー⑦ー1

第8回　芳香族化合物４

ベンゼンのFriedelーCraftsアルキル化、アシル化、Fri

edelーCrafts反応の制約、有機合成への応用（Clemmens

en還元とWolffーKishner還元）　C3ー(2)ー③ー1、C3ー

(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー(2

)ー③ー5、C3ー(3)ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)

ー⑦ー1

第9回　芳香族化合物５

求電子置換反応：置換基の影響(反応性と配向性)、置換

基効果の詳細、アルキルベンゼンの側鎖の反応、アルケ

ニルベンゼン C3ー(2)ー③ー1、C3ー(2)ー③ー2、C3ー(

2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー(2)ー③ー5、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー⑦ー1

第10回　芳香族化合物６

有機合成への応用、ハロゲン化アリルとハロゲン化ベン

ジルの求核置換反応、芳香族化合物の還元   C3ー(2)ー

③ー1、C3ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③

ー4、C3ー(2)ー③ー5、C3ー(3)ー③ー1、C3ー(3)ー③ー

2、C3ー(3)ー⑦ー1

第11回　アミン

アミンの構造と命名法、アミンの塩基性、合成、反応、

化学分析

C3ー(2)ー③ー1、C3ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3

ー(2)ー③ー4、C3ー(2)ー③ー5、C3ー(3)ー⑤ー1、C3-(

3)-⑦-2

第12回　フェノール

フェノールの構造と命名法、天然産のフェノール、フェ

ノールの物理的性質、フェノールの合成、フェノールの

酸としての反応、その他の反応、アルキルアリールエー

テルの開裂、フェノールのベンゼン環の反応、Claisen

転位、キノン、ハロゲン化アリールと芳香族求核置換反

応

C3ー(2)ー③ー1、C3ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3

ー(2)ー③ー4、C3ー(2)ー③ー5、C3ー(3)ー③ー1、C3ー

(3)ー③ー2、C3ー(3)ー⑦ー1

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

有機化学Ⅳ [15～18]

袁　德其

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

安価で容易に入手できる単純な化合物から出発し、出来

るだけ短工程でかつ効率よく医薬品などの目的化合物の

構造を構築することは有機合成の主な目的の一つです。

医薬品、香料、機能性材料など、我々人類にとって有用

な有機物質が、時代とともにますます複雑化、精密化し、

その数も増加の一途をたどっています。これら有機化合

物の合成方法についても、非常に多くの合成反応が知ら

れています。しかし、これら合成反応には共通点が多く、

限られた数の種類に分類することができます。本講義で

は、これらの中から、基本的な炭素骨格構築法、合成戦
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略の基本的な考え方について解説し、有機反応に対する

理解を深めると同時に問題解決力および応用力を身につ

けることを目的とします。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C3-⑫-1  Diels-Alder 反応について説明できる。

C3-⑫-2 転位反応を用いた代表的な炭素骨格の構築法を

列挙し、説明できる。

C3-⑫-3 代表的な炭素-炭素結合生成反応について説明

できる。

C3-⑬-1 代表的な位置選択的反応を列挙し、その機構と

応用例について説明できる。

C3-⑬-2 代表的な立体選択的反応を列挙し、その機構と

応用例について説明できる。

C3-⑬-3 官能基毎に代表的な保護基を列挙し、その応用

例を説明できる。

C3-⑬-4 光学活性化合物を得るための代表的な手法を説

明できる。

＜授業のキーワード＞

ペリ環状反応、転位反応、炭素酸、選択的反応、立体異

性体、有機合成

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。

＜履修するにあたって＞

本講義では、1-2年次で勉強した有機化学の知識を基礎

として必要となります。既習した基礎知識については、

簡単な繰り返しをせずそのまま応用するので、理解不十

分または忘れた場合は、必ず復習してください。

　演習や課題解説などをドットキャンパスの機能を利用

して実施することがあります。

　テストや演習はCBTメディカルにて実施することがあ

りますので、CBTメディカルのIDよパスワードを予め用

意してください。

　小テストやオンラインテストの成績不振者、講義内容

を十分に理解できていない学生向けに、補習を予定して

います。

オフィスアワー（質問受付時間）：金曜日、13:30-17:0

0

＜授業時間外に必要な学修＞

予習と予習レポートの提出：　必ず指定範囲の内容を予

習し、予習問題を完成してレポートとして講義が始まる

前に提出して下さい（講義開始後の提出は認めません）。

（予習の目安として1時間）

復習：　勉強した内容を必ず復習して下さい（目安とし

て1時間）。講義中に復習の状況をチェックするため、

小テストを実施することがあります。

＜提出課題など＞

合計７回分の課題を完成し、指定期限までレポートを提

出して下さい。

＜成績評価方法・基準＞

平常点（講義中の演習、小テストの得点、講義後の課題

の完成度など）４０％、試験６０％、合計１００％で評

価する。評価基準は「履修の手引き」の記述にあるよう

に、９０％以上Ｓ、８０％以上Ａ、７０％以上Ｂ、６０

％以上Ｃ、６０％未満はＤとなる。

＜テキスト＞

1) 「ソロモンの新有機化学Ⅱ」第11版　、廣川書店。

2） 池田正澄ほか『ソロモン新有機化学スタディガイド

』第11版、廣川書店。

3) オリジナル　プリント（冊子配布）

＜参考図書＞

1）　John McMurry 「有機化学-生体反応へのアプロー

チ」 東京化学同人

2)　日本薬学会編　「化学系薬学Ⅱ　ターゲット分子の

合成」　東京化学同人

3）　ボルハルト・ショアー「現代有機化学」〈上、下

〉 第4版　化学同人

＜授業計画＞

第1回　Diels-Alder反応

Diels-Alder反応の反応機構、立体化学、配向性および

可逆性。

C3-⑫-1

第2回　転位反応　その１

炭素骨格を構築する転位反応の概略と分類。[3,3]シグ

マトロピー転位反応およびこれらの反応を用いた炭素骨

格の構築例。

C3-⑫-2

第3回　転位反応　その2

カルボカチオン転位反応、電子欠乏ヘテロ原子への転位

反応およびそれらの転位反応を用いた医薬品の合成例

C3-⑫-2

第4回　代表的な炭素酸

酸性度定数とpKa、典型的な炭素酸の酸性度、エノラー

トイオンの生成。

C3-⑫-3

第5回　炭素?炭素結合をつくる反応　その1

アルドール反応、Claisen縮合反応、マロン酸エステル

合成、およびアセト酢酸エステル合成。

C3-⑫-3

第6回　炭素?炭素結合をつくる反応　その2

Michael付加反応、Mannich反応、Grignard反応、Wittig

反応を利用した炭素-炭素結合の生成。

C3-⑫-3

第7回　位置選択的反応　その１

１．有機合成における位置および立体選択性

２．ベンゼン環における代表的な位置選択的反応を利用

した医薬品の合成

C3-⑬-1
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第8回　位置選択的反応　その２

１．アルケンの求電子的付加反応における位置選択性

２．反応機構の違いによる位置選択性の逆転

３．エポキシドの求核的開環反応における位置選択性

C3-⑬-1

第9回　立体選択的反応　その１

１．求核置換反応（SN1、SN2）反応における立体化学

２．脱離反応における立体化学

C3-⑬-2

第10回　立体選択的反応　その２

１．付加反応における立体選択性

２．酸化・還元反応における立体化学。

C3-⑬-2

第11回　有機合成における保護基

有機合成における保護基の役割と必要性。ヒドロキシ基、

アミノ基、カルボニル基およびカルボン酸基の代表的な

保護と脱保護法。

C3-⑬-3

第12回　光学活性化合物

１．不斉と立体異性

２．絶対配置とせん光性

３．光学活性と光学純度

４．光学活性化合物を得る方法

C3-⑬-4

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

有機化学Ⅳ [19～]

袁　德其

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり３年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

安価で容易に入手できる単純な化合物から出発し、出来

るだけ短工程でかつ効率よく医薬品などの目的化合物の

構造を構築することは有機合成の主な目的の一つです。

医薬品、香料、機能性材料など、我々人類にとって有用

な有機物質が、時代とともにますます複雑化、精密化し、

その数も増加の一途をたどっています。これら有機化合

物の合成方法についても、非常に多くの合成反応が知ら

れています。しかし、これら合成反応には共通点が多く、

限られた数の種類に分類することができます。本講義で

は、これらの中から、基本的な炭素骨格構築法、合成戦

略の基本的な考え方について解説し、有機反応に対する

理解を深めると同時に問題解決力および応用力を身につ

けることを目的とします。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C3-⑫-1  Diels-Alder 反応について説明できる。

C3-⑫-2 転位反応を用いた代表的な炭素骨格の構築法を

列挙し、説明できる。

C3-⑫-3 代表的な炭素-炭素結合生成反応について説明

できる。

C3-⑬-1 代表的な位置選択的反応を列挙し、その機構と

応用例について説明できる。

C3-⑬-2 代表的な立体選択的反応を列挙し、その機構と

応用例について説明できる。

C3-⑬-3 官能基毎に代表的な保護基を列挙し、その応用

例を説明できる。

C3-⑬-4 光学活性化合物を得るための代表的な手法を説

明できる。

＜授業のキーワード＞

ペリ環状反応、転位反応、炭素酸、選択的反応、立体異

性体、有機合成

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義を行ないます。

＜履修するにあたって＞

本講義では、1-2年次で勉強した有機化学の知識を基礎

として必要となります。既習した基礎知識については、

簡単な繰り返しをせずそのまま応用するので、理解不十

分または忘れた場合は、必ず復習してください。

　演習や課題解説などをドットキャンパスの機能を利用

して実施することがあります。

　テストや演習はCBTメディカルにて実施することがあ

りますので、CBTメディカルのIDよパスワードを予め用

意してください。

　小テストやオンラインテストの成績不振者、講義内容

を十分に理解できていない学生向けに、補習を予定して

います。

オフィスアワー（質問受付時間）：金曜日、13:30-17:0

0

＜授業時間外に必要な学修＞

予習と予習レポートの提出：　必ず指定範囲の内容を予

習し、予習問題を完成してレポートとして講義が始まる

前に提出して下さい（講義開始後の提出は認めません）。

（予習の目安として1時間）

復習：　勉強した内容を必ず復習して下さい（目安とし

て1時間）。講義中に復習の状況をチェックするため、

小テストを実施することがあります。

＜提出課題など＞

合計７回分の課題を完成し、指定期限までレポートを提
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出して下さい。

＜成績評価方法・基準＞

平常点（講義中の演習、小テストの得点、講義後の課題

の完成度など）４０％、試験６０％、合計１００％で評

価する。評価基準は「履修の手引き」の記述にあるよう

に、９０％以上Ｓ、８０％以上Ａ、７０％以上Ｂ、６０

％以上Ｃ、６０％未満はＤとなる。

＜テキスト＞

1) 「ソロモンの新有機化学Ⅱ」第11版　、廣川書店。

2） 池田正澄ほか『ソロモン新有機化学スタディガイド

』第11版、廣川書店。

3) オリジナル　プリント（冊子配布）

＜参考図書＞

1）　John McMurry 「有機化学-生体反応へのアプロー

チ」 東京化学同人

2)　日本薬学会編　「化学系薬学Ⅱ　ターゲット分子の

合成」　東京化学同人

3）　ボルハルト・ショアー「現代有機化学」〈上、下

〉 第4版　化学同人

＜授業計画＞

第1回　Diels-Alder反応

Diels-Alder反応の反応機構、立体化学、配向性および

可逆性。

C3-⑫-1

第2回　転位反応　その１

炭素骨格を構築する転位反応の概略と分類。[3,3]シグ

マトロピー転位反応およびこれらの反応を用いた炭素骨

格の構築例。

C3-⑫-2

第3回　転位反応　その2

カルボカチオン転位反応、電子欠乏ヘテロ原子への転位

反応およびそれらの転位反応を用いた医薬品の合成例

C3-⑫-2

第4回　代表的な炭素酸

酸性度定数とpKa、典型的な炭素酸の酸性度、エノラー

トイオンの生成。

C3-⑫-3

第5回　炭素?炭素結合をつくる反応　その1

アルドール反応、Claisen縮合反応、マロン酸エステル

合成、およびアセト酢酸エステル合成。

C3-⑫-3

第6回　炭素?炭素結合をつくる反応　その2

Michael付加反応、Mannich反応、Grignard反応、Wittig

反応を利用した炭素-炭素結合の生成。

C3-⑫-3

第7回　位置選択的反応　その１

１．有機合成における位置および立体選択性

２．ベンゼン環における代表的な位置選択的反応を利用

した医薬品の合成

C3-⑬-1

第8回　位置選択的反応　その２

１．アルケンの求電子的付加反応における位置選択性

２．反応機構の違いによる位置選択性の逆転

３．エポキシドの求核的開環反応における位置選択性

C3-⑬-1

第9回　立体選択的反応　その１

１．求核置換反応（SN1、SN2）反応における立体化学

２．脱離反応における立体化学

C3-⑬-2

第10回　立体選択的反応　その２

１．付加反応における立体選択性

２．酸化・還元反応における立体化学。

C3-⑬-2

第11回　有機合成における保護基

有機合成における保護基の役割と必要性。ヒドロキシ基、

アミノ基、カルボニル基およびカルボン酸基の代表的な

保護と脱保護法。

C3-⑬-3

第12回　光学活性化合物

１．不斉と立体異性

２．絶対配置とせん光性

３．光学活性と光学純度

４．光学活性化合物を得る方法

C3-⑬-4

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

有機反応論Ⅱ [13～14]

稲垣　冬彦

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業は、基本的に対面で実施する。

配布資料、その他通知事項についてはdotCampusを活用

する。

特別警報(すべての特別警報)または暴風警報発令の場合

(大雨、洪水警報等は対象外)

 の本科目の取扱いについて

 ⇒授業を実施します。

ただし、避難指示、避難勧告が発令されている場合はご

自身の安全を最優先にし、自治体の指示に従って行動し

てください。

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、１? ４を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

1年次及び2年次前期に開講された「薬学の基礎としての

化学」，「有機化学I, II」では、多種多様な有機化合
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物を官能基に着目して分類し、同じ官能基を持つ有機化

合物の示す共通の性質や反応性について学んできた。ま

た3年次の「有機反応論I」では、薬剤師国家試験の化学

に関する必須問題や一般問題（薬学理論問題）及びその

関連問題を通して、学んできた官能基の示す反応性や、

有機化合物への新たな官能基の導入法又はある官能基か

ら他の官能基へ変換する方法等を総括し学習した。本講

義では、これまで学んだ有機化学の知識を結集し、薬剤

師国家試験の化学に関する一般問題（薬学実践問題）及

び関連問題を通して、薬学の現場で必要な応用力に富ん

だ有機化学の知識や考え方を習得する。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

１）代表的な有機化学反応の反応機構を説明することが

できる。２）代表的な有機化学反応を反応機構で分類し、

反応式で示すことができる。３）代表的な有機化合物お

よび薬物の物理・化学的性質を予想できる。４）課題と

して与えられた薬物を含む有機化合物の適切な合成経路

を示すことができる。

　　　　　　C3ー(2)ー②ー1　アルケンへの代表的な付

加反応を列挙し、その特徴を説明できる。

C3ー(2)ー②ー2　アルケンの代表的な酸化、還元反応を

列挙し、その特徴を説明できる。

C3ー(2)ー②ー3　アルキンの代表的な反応を列挙し、そ

の特徴を説明できる。

C3ー(2)ー③ー1　代表的な芳香族炭化水素化合物の性質

と反応性を説明できる。

C3ー(2)ー③ー2　芳香族性の概念を説明できる。

C3ー(2)ー③ー3　芳香族炭化水素化合物の求電子置換反

応の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。

C3ー(2)ー③ー4　代表的な芳香族複素環化合物の性質を

芳香族性と関連づけて説明できる。

C3ー(2)ー③ー5　代表的な芳香族複素環の求電子置換反

応の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。

C3ー(3)ー①ー1　代表的な官能基を列挙し、性質を説明

できる。

C3ー(3)ー①ー2　官能基の性質を利用した分離精製を実

施できる。（技能）

C3ー(3)ー②ー1　有機ハロゲン化合物の基本的な性質と

反応を列挙し、説明できる。

C3ー(3)ー②ー2　求核置換反応の特徴について説明でき

る。

C3ー(3)ー②ー3　脱離反応の特徴について説明できる。

C3ー(3)ー③ー1　アルコール、フェノール類の基本的な

性質と反応を列挙し、説明できる。

C3ー(3)ー③ー2　エーテル類の基本的な性質と反応を列

挙し、説明できる。

【④アルデヒド・ケトン・カルボン酸・カルボン酸誘導

体】

C3ー(3)ー④ー1　アルデヒド類およびケトン類の基本的

な性質と反応を列挙し、説明できる。

C3ー(3)ー④ー2　カルボン酸の基本的性質と反応を列挙

し、説明できる。

C3ー(3)ー④ー3　カルボン酸誘導体（酸ハロゲン化物、

酸無水物、エステル、アミド）の基本的性質と反応を列

挙し、説明できる。

C3ー(3)ー⑤ー1　アミン類の基本的性質と反応を列挙し、

説明できる。

＜授業のキーワード＞

有機化学，有機合成化学，官能基，アルケン，アルキン，

アルコール，フェノール，エーテル，アルデヒド，ケト

ン，カルボン酸，カルボン酸エステル，カルボン酸無水

物，アミド，アミン

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義と演習を行う。

＜履修するにあたって＞

この講義と演習は復習が重要です。次の時間までに、与

えられた課題の解答を作成することや練習問題を解いて

みることが理解を助けます。オフィスアワー：メール対

応

＜授業時間外に必要な学修＞

指定した問題について、講義の前後で自習することが有

機化学を理解する助けとなる。講義中に与える課題につ

いてのレポートを作成することも重要である。（目安と

して1時間）

＜提出課題など＞

問題演習の課題は，講義中に指示する。

＜成績評価方法・基準＞

小テスト、課題、レポート、定期試験等を合わせて100%

で評価する。

＜テキスト＞

池田正澄ほか監訳、ソロモンの有機化学Ⅰ及びⅡ、廣川

書店、(7500+4500)+税

＜参考図書＞

1)夏苅英昭ほか著、ベーシック薬学教科書シリーズ５

「有機化学」 化学同人　6000円＋税　2)柴田正勝ほか

監訳「マクマリー有機化学」東京化学同人6500円＋税，

3）加納航治著「基本有機化学」三共出版 3300円＋税

　4)深宮斉彦ほか著「基礎の有機化学」三共出版  3000

円＋税 　5)山本郁男ほか著「わかりやすい化合物命名

法」廣川書店　1500円＋税　6) 山口泰史著「大学生の

ための有機反応問題集」三共出版　2000円＋税

＜授業計画＞

第１回　　第97回薬剤師国家試験関連の問題の解き方

第97回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連の

問題について、理論的に解答できる
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C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第２回　　第98回薬剤師国家試験関連の問題の解き方

第98回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連の

問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第３回　　第99回薬剤師国家試験関連の問題の解き方

第99回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連の

問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第４回　　第100回薬剤師国家試験関連の問題の解き方

第100回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連

の問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第５回　　第101回薬剤師国家試験関連の問題の解き方

第101回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連

の問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第６回　　第102回薬剤師国家試験関連の問題の解き方

第102回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連

の問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第７回　　第103回薬剤師国家試験関連の問題の解き方

第103回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連

の問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第８回　　第104回薬剤師国家試験関連の問題の解き方

第104回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連

の問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第９回　　第105回薬剤師国家試験関連の問題の解き方

第105回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連

の問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第１０回　　第106回薬剤師国家試験関連の問題の解き

方

第106回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連

の問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第１１回　　第107回薬剤師国家試験関連の問題の解き

方

第107回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連

の問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第１２回　　薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）

レベルの関連問題の解き方
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薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）レベルの関連

問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

有機反応論Ⅱ [15～18]

稲垣　冬彦

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業は、基本的に対面で実施する。

配布資料、その他通知事項についてはdotCampusを活用

する。

特別警報(すべての特別警報)または暴風警報発令の場合

(大雨、洪水警報等は対象外)

 の本科目の取扱いについて

 ⇒授業を実施します。

ただし、避難指示、避難勧告が発令されている場合はご

自身の安全を最優先にし、自治体の指示に従って行動し

てください。

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、１? ４を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

1年次及び2年次前期に開講された「薬学の基礎としての

化学」，「有機化学I, II」では、多種多様な有機化合

物を官能基に着目して分類し、同じ官能基を持つ有機化

合物の示す共通の性質や反応性について学んできた。ま

た3年次の「有機反応論I」では、薬剤師国家試験の化学

に関する必須問題や一般問題（薬学理論問題）及びその

関連問題を通して、学んできた官能基の示す反応性や、

有機化合物への新たな官能基の導入法又はある官能基か

ら他の官能基へ変換する方法等を総括し学習した。本講

義では、これまで学んだ有機化学の知識を結集し、薬剤

師国家試験の化学に関する一般問題（薬学実践問題）及

び関連問題を通して、薬学の現場で必要な応用力に富ん

だ有機化学の知識や考え方を習得する。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

１）代表的な有機化学反応の反応機構を説明することが

できる。２）代表的な有機化学反応を反応機構で分類し、

反応式で示すことができる。３）代表的な有機化合物お

よび薬物の物理・化学的性質を予想できる。４）課題と

して与えられた薬物を含む有機化合物の適切な合成経路

を示すことができる。

　　　　　　C3ー(2)ー②ー1　アルケンへの代表的な付

加反応を列挙し、その特徴を説明できる。

C3ー(2)ー②ー2　アルケンの代表的な酸化、還元反応を

列挙し、その特徴を説明できる。

C3ー(2)ー②ー3　アルキンの代表的な反応を列挙し、そ

の特徴を説明できる。

C3ー(2)ー③ー1　代表的な芳香族炭化水素化合物の性質

と反応性を説明できる。

C3ー(2)ー③ー2　芳香族性の概念を説明できる。

C3ー(2)ー③ー3　芳香族炭化水素化合物の求電子置換反

応の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。

C3ー(2)ー③ー4　代表的な芳香族複素環化合物の性質を

芳香族性と関連づけて説明できる。

C3ー(2)ー③ー5　代表的な芳香族複素環の求電子置換反

応の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。

C3ー(3)ー①ー1　代表的な官能基を列挙し、性質を説明

できる。

C3ー(3)ー①ー2　官能基の性質を利用した分離精製を実

施できる。（技能）

C3ー(3)ー②ー1　有機ハロゲン化合物の基本的な性質と

反応を列挙し、説明できる。

C3ー(3)ー②ー2　求核置換反応の特徴について説明でき

る。

C3ー(3)ー②ー3　脱離反応の特徴について説明できる。

C3ー(3)ー③ー1　アルコール、フェノール類の基本的な

性質と反応を列挙し、説明できる。

C3ー(3)ー③ー2　エーテル類の基本的な性質と反応を列

挙し、説明できる。

【④アルデヒド・ケトン・カルボン酸・カルボン酸誘導

体】

C3ー(3)ー④ー1　アルデヒド類およびケトン類の基本的

な性質と反応を列挙し、説明できる。

C3ー(3)ー④ー2　カルボン酸の基本的性質と反応を列挙

し、説明できる。

C3ー(3)ー④ー3　カルボン酸誘導体（酸ハロゲン化物、

酸無水物、エステル、アミド）の基本的性質と反応を列

挙し、説明できる。

C3ー(3)ー⑤ー1　アミン類の基本的性質と反応を列挙し、

説明できる。

＜授業のキーワード＞

有機化学，有機合成化学，官能基，アルケン，アルキン，

アルコール，フェノール，エーテル，アルデヒド，ケト

ン，カルボン酸，カルボン酸エステル，カルボン酸無水
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物，アミド，アミン

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義と演習を行う。

＜履修するにあたって＞

この講義と演習は復習が重要です。次の時間までに、与

えられた課題の解答を作成することや練習問題を解いて

みることが理解を助けます。オフィスアワー：メール対

応

＜授業時間外に必要な学修＞

指定した問題について、講義の前後で自習することが有

機化学を理解する助けとなる。講義中に与える課題につ

いてのレポートを作成することも重要である。（目安と

して1時間）

＜提出課題など＞

問題演習の課題は，講義中に指示する。

＜成績評価方法・基準＞

小テスト、課題、レポート、定期試験等を合わせて100%

で評価する。

＜テキスト＞

池田正澄ほか監訳、ソロモンの有機化学Ⅰ及びⅡ、廣川

書店、(7500+4500)+税

＜参考図書＞

1)夏苅英昭ほか著、ベーシック薬学教科書シリーズ５

「有機化学」 化学同人　6000円＋税　2)柴田正勝ほか

監訳「マクマリー有機化学」東京化学同人6500円＋税，

3）加納航治著「基本有機化学」三共出版 3300円＋税

　4)深宮斉彦ほか著「基礎の有機化学」三共出版  3000

円＋税 　5)山本郁男ほか著「わかりやすい化合物命名

法」廣川書店　1500円＋税　6) 山口泰史著「大学生の

ための有機反応問題集」三共出版　2000円＋税

＜授業計画＞

第１回　　第97回薬剤師国家試験関連の問題の解き方

第97回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連の

問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第２回　　第98回薬剤師国家試験関連の問題の解き方

第98回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連の

問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第３回　　第99回薬剤師国家試験関連の問題の解き方

第99回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連の

問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第４回　　第100回薬剤師国家試験関連の問題の解き方

第100回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連

の問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第５回　　第101回薬剤師国家試験関連の問題の解き方

第101回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連

の問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第６回　　第102回薬剤師国家試験関連の問題の解き方

第102回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連

の問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第７回　　第103回薬剤師国家試験関連の問題の解き方

第103回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連

の問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第８回　　第104回薬剤師国家試験関連の問題の解き方

第104回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連

の問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3
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)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第９回　　第105回薬剤師国家試験関連の問題の解き方

第105回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連

の問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第１０回　　第106回薬剤師国家試験関連の問題の解き

方

第106回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連

の問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第１１回　　第107回薬剤師国家試験関連の問題の解き

方

第107回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連

の問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第１２回　　薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）

レベルの関連問題の解き方

薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）レベルの関連

問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

有機反応論Ⅱ [19～]

稲垣　冬彦

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

授業は、基本的に対面で実施する。

配布資料、その他通知事項についてはdotCampusを活用

する。

特別警報(すべての特別警報)または暴風警報発令の場合

(大雨、洪水警報等は対象外)

 の本科目の取扱いについて

 ⇒授業を実施します。

ただし、避難指示、避難勧告が発令されている場合はご

自身の安全を最優先にし、自治体の指示に従って行動し

てください。

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、１? ４を目

指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

1年次及び2年次前期に開講された「薬学の基礎としての

化学」，「有機化学I, II」では、多種多様な有機化合

物を官能基に着目して分類し、同じ官能基を持つ有機化

合物の示す共通の性質や反応性について学んできた。ま

た3年次の「有機反応論I」では、薬剤師国家試験の化学

に関する必須問題や一般問題（薬学理論問題）及びその

関連問題を通して、学んできた官能基の示す反応性や、

有機化合物への新たな官能基の導入法又はある官能基か

ら他の官能基へ変換する方法等を総括し学習した。本講

義では、これまで学んだ有機化学の知識を結集し、薬剤

師国家試験の化学に関する一般問題（薬学実践問題）及

び関連問題を通して、薬学の現場で必要な応用力に富ん

だ有機化学の知識や考え方を習得する。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

１）代表的な有機化学反応の反応機構を説明することが

できる。２）代表的な有機化学反応を反応機構で分類し、

反応式で示すことができる。３）代表的な有機化合物お

よび薬物の物理・化学的性質を予想できる。４）課題と

して与えられた薬物を含む有機化合物の適切な合成経路

を示すことができる。

　　　　　　C3ー(2)ー②ー1　アルケンへの代表的な付

加反応を列挙し、その特徴を説明できる。

C3ー(2)ー②ー2　アルケンの代表的な酸化、還元反応を

列挙し、その特徴を説明できる。

C3ー(2)ー②ー3　アルキンの代表的な反応を列挙し、そ

の特徴を説明できる。

C3ー(2)ー③ー1　代表的な芳香族炭化水素化合物の性質

と反応性を説明できる。

C3ー(2)ー③ー2　芳香族性の概念を説明できる。

C3ー(2)ー③ー3　芳香族炭化水素化合物の求電子置換反

応の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。
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C3ー(2)ー③ー4　代表的な芳香族複素環化合物の性質を

芳香族性と関連づけて説明できる。

C3ー(2)ー③ー5　代表的な芳香族複素環の求電子置換反

応の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。

C3ー(3)ー①ー1　代表的な官能基を列挙し、性質を説明

できる。

C3ー(3)ー①ー2　官能基の性質を利用した分離精製を実

施できる。（技能）

C3ー(3)ー②ー1　有機ハロゲン化合物の基本的な性質と

反応を列挙し、説明できる。

C3ー(3)ー②ー2　求核置換反応の特徴について説明でき

る。

C3ー(3)ー②ー3　脱離反応の特徴について説明できる。

C3ー(3)ー③ー1　アルコール、フェノール類の基本的な

性質と反応を列挙し、説明できる。

C3ー(3)ー③ー2　エーテル類の基本的な性質と反応を列

挙し、説明できる。

【④アルデヒド・ケトン・カルボン酸・カルボン酸誘導

体】

C3ー(3)ー④ー1　アルデヒド類およびケトン類の基本的

な性質と反応を列挙し、説明できる。

C3ー(3)ー④ー2　カルボン酸の基本的性質と反応を列挙

し、説明できる。

C3ー(3)ー④ー3　カルボン酸誘導体（酸ハロゲン化物、

酸無水物、エステル、アミド）の基本的性質と反応を列

挙し、説明できる。

C3ー(3)ー⑤ー1　アミン類の基本的性質と反応を列挙し、

説明できる。

＜授業のキーワード＞

有機化学，有機合成化学，官能基，アルケン，アルキン，

アルコール，フェノール，エーテル，アルデヒド，ケト

ン，カルボン酸，カルボン酸エステル，カルボン酸無水

物，アミド，アミン

＜授業の進め方＞

授業計画に従って12回の講義と演習を行う。

＜履修するにあたって＞

この講義と演習は復習が重要です。次の時間までに、与

えられた課題の解答を作成することや練習問題を解いて

みることが理解を助けます。オフィスアワー：メール対

応

＜授業時間外に必要な学修＞

指定した問題について、講義の前後で自習することが有

機化学を理解する助けとなる。講義中に与える課題につ

いてのレポートを作成することも重要である。（目安と

して1時間）

＜提出課題など＞

問題演習の課題は，講義中に指示する。

＜成績評価方法・基準＞

小テスト、課題、レポート、定期試験等を合わせて100%

で評価する。

＜テキスト＞

池田正澄ほか監訳、ソロモンの有機化学Ⅰ及びⅡ、廣川

書店、(7500+4500)+税

＜参考図書＞

1)夏苅英昭ほか著、ベーシック薬学教科書シリーズ５

「有機化学」 化学同人　6000円＋税　2)柴田正勝ほか

監訳「マクマリー有機化学」東京化学同人6500円＋税，

3）加納航治著「基本有機化学」三共出版 3300円＋税

　4)深宮斉彦ほか著「基礎の有機化学」三共出版  3000

円＋税 　5)山本郁男ほか著「わかりやすい化合物命名

法」廣川書店　1500円＋税　6) 山口泰史著「大学生の

ための有機反応問題集」三共出版　2000円＋税

＜授業計画＞

第１回　　第97回薬剤師国家試験関連の問題の解き方

第97回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連の

問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第２回　　第98回薬剤師国家試験関連の問題の解き方

第98回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連の

問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第３回　　第99回薬剤師国家試験関連の問題の解き方

第99回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連の

問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第４回　　第100回薬剤師国家試験関連の問題の解き方

第100回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連

の問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー
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④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第５回　　第101回薬剤師国家試験関連の問題の解き方

第101回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連

の問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第６回　　第102回薬剤師国家試験関連の問題の解き方

第102回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連

の問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第７回　　第103回薬剤師国家試験関連の問題の解き方

第103回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連

の問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第８回　　第104回薬剤師国家試験関連の問題の解き方

第104回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連

の問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第９回　　第105回薬剤師国家試験関連の問題の解き方

第105回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連

の問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第１０回　　第106回薬剤師国家試験関連の問題の解き

方

第106回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連

の問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第１１回　　第107回薬剤師国家試験関連の問題の解き

方

第107回薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）関連

の問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

第１２回　　薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）

レベルの関連問題の解き方

薬剤師国家試験一般問題（薬学実践問題）レベルの関連

問題について、理論的に解答できる

C3ー(2)ー②ー2、C3ー(2)ー②ー3、C3ー(2)ー③ー1、C3

ー(2)ー③ー2、C3ー(2)ー③ー3、C3ー(2)ー③ー4、C3ー

(2)ー③ー5、C3ー(3)ー①ー1、C3ー(3)ー①ー2、C3ー(3

)ー②ー1、C3ー(3)ー②ー2、C3ー(3)ー②ー3、C3ー(3)

ー③ー1、C3ー(3)ー③ー2、C3ー(3)ー④ー1、C3ー(3)ー

④ー2、C3ー(3)ー④ー3、C3ー(3)ー⑤ー1

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

有機反応論Ⅲ [13～14]

袁　德其

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面形式で講義を行う。教室：B301

＜授業の目的＞

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1と5を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

「有機化合物の性質と反応Ⅰ-Ⅳ」で勉強した官能基変

換反応および炭素結合の形成に関する個々の反応につい

て、反応機構を基にまとめて説明し、それぞれの反応の

特徴や共通点、相違点、必要な反応条件、適用範囲など

に関する理解を深める。

これまでに勉強した断片的な知識を解説・演習などを通

じて体系化し、薬物を設計・合成するまたは薬物の生体

内における機能及び反応に対する理解を深めるために役

立てることを図る。
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更に総合演習を通じた有機化合物のスペクトルにより構

造同定に必要な技能を高める。

＜到達目標＞

C3-(2)-②-1　アルケンへの代表的な付加反応を列挙し、

その特徴を説明できる。

C3-(2)-②-2　アルケンの代表的な酸化、還元反応を列

挙し、その特徴を説明できる。

C3-(2)-②-3　アルキンの代表的な反応を列挙し、その

特徴を説明できる。

C3-(2)-③-1　代表的な芳香族炭化水素化合物の性質と

反応性を説明できる。

C3-(2)-③-2　芳香族性の概念を説明できる。

C3-(2)-③-3　芳香族炭化水素化合物の求電子置換反応

の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。

C3-(2)-③-4　代表的な芳香族複素環化合物の性質を芳

香族性と関連づけて説明できる。

C3-(2)-③-5　代表的な芳香族複素環の求電子置換反応

の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。

C3-(3)-②-1　有機ハロゲン化合物の基本的な性質と反

応を列挙し、説明できる。

C3-(3)-②-2　求核置換反応の特徴について説明できる。

C3-(3)-②-3　脱離反応の特徴について説明できる。

C3-(3)-③-1　アルコール、フェノール類の基本的な性

質と反応を列挙し、説明できる。

C3-(3)-③-2　エーテル類の基本的な性質と反応を列挙

し、説明できる。

C3-(3)-④-1　アルデヒド類およびケトン類の基本的な

性質と反応を列挙し、説明できる。

C3-(3)-④-2　カルボン酸の基本的性質と反応を列挙し、

説明できる。

C3-(3)-④-3　カルボン酸誘導体（酸ハロゲン化物、酸

無水物、エステル、アミド）の基本的性質と反応を列挙

し、説明できる。

C3-(3)-⑤-1　アミン類の基本的性質と反応を列挙し、

説明できる。

AD-C3-③-1　 共役化合物の物性と反応性を説明できる。

AD-C3-④-1　 芳香族化合物の求核置換反応の反応性、

配向性、置換基の効果について説明できる。

AD-C3-④-2　 代表的芳香族複素環の求核置換反応の反

応性、配向性、置換基の効果について説明できる。

AD-C3-⑤-1　 代表的な官能基の定性試験を実施できる

（技能）

AD-C3-⑥-1　 ニトリル類の基本的な性質と反応を列挙

し、説明できる。

AD-C3-⑪-1　 アルケンの代表的な合成法について説明

できる。

AD-C3-⑪-2　 アルキンの代表的な合成法について説明

できる。

AD-C3-⑪-3　 有機ハロゲン化合物の代表的な合成法に

ついて説明できる。

AD-C3-⑪-4　 アルコールの代表的な合成法について説

明できる。

AD-C3-⑪-5　 フェノールの代表的な合成法について説

明できる。

AD-C3-⑪-6　 エーテルの代表的な合成法について説明

できる。

AD-C3-⑪-7　 アルデヒドおよびケトンの代表的な合成

法について説明できる。

AD-C3-⑪-8　 カルボン酸の代表的な合成法について説

明できる。

AD-C3-⑪-9　 カルボン酸誘導体（エステル、アミド、

ニトリル、酸ハロゲン化物、酸無水物）の代表的な合成

法について説明できる。

AD-C3-⑪-10　アミンの代表的な合成法について説明で

きる。

AD-C3-⑪-11　代表的な官能基選択的反応を列挙し、そ

の機構と応用例について説明できる。

AD-C3-⑪-12　化学反応によって官能基変換を実施でき

る。（技能）

AD-C3-⑫-1　 Diels-Alder 反応について説明できる。

AD-C3-⑫-2　 転位反応を用いた代表的な炭素骨格の構

築法を列挙し、説明できる。

AD-C3-⑫-3　 代表的な炭素-炭素結合生成反応（アルド

ール反応、マロン酸エステル合成、アセト酢酸エステル

合成、Michael 付加、Mannich 反応、Grignard 反応、W

ittig 反応など）について説明できる。

AD-C3-⑬-1　 代表的な位置選択的反応を列挙し、その

機構と応用例について説明できる。

AD-C3-⑬-2　 代表的な立体選択的反応を列挙し、その

機構と応用例について説明できる。

AD-C3-⑬-3　 官能基毎に代表的な保護基を列挙し、そ

の応用例を説明できる。

AD-C3-⑬-4　 光学活性化合物を得るための代表的な手

法（光学分割、不斉合成など）を説明できる。

AD-C3-⑭-1　 課題として与えられた化合物の合成法を

立案できる。（知識・技能）

AD-C3-⑭-2　 基本的な医薬品を合成できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

有機反応、有機合成

＜授業の進め方＞

授業計画に従って１2回の講義および演習を行う。

＜履修するにあたって＞

講義までに「有機化合物の性質と反応Ⅰ-Ⅳ」で勉強し

た内容を復習してください。

オフィスアワー：講義のあとの休み時間をあてる。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前に十分に勉強し、講義中の課題演習の時間を無駄に

しないこと。講義後は必ず復習を実行し、断片的な知識

を体系化し、複数の反応を組み合わせて課題を解く技能

を高めよ。
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＜提出課題など＞

その都度指示。

＜成績評価方法・基準＞

平常点（講義中の演習、小テストの得点、講義後の課題

の完成度など）４０％、定期試験６０％、合計１００％

で評価する。評価基準は「履修の手引き」の記述にある

ように、９０％以上Ｓ、８０％以上Ａ、７０％以上Ｂ、

６０％以上Ｃ、６０％未満はＤとなる。

＜テキスト＞

オリジナル　テキスト

＜授業計画＞

第1回　アルケン・アルキン

アルケン・アルキンの付加反応（求電子付加、ラジカル

付加、酸化、還元など）

アルケン・アルキンの代表的な合成法

C3-(2)-②-1、C3-(2)-②-2、C3-(2)-②-3、AD-C3-⑪-1、

AD-C3-⑪-2

第2回　ハロゲン化アルキル

ハロゲン化アルキルの求核置換反応（SN1、SN2、SNi）

ハロゲン化アルキルの脱離反応（E1、E2）

ハロゲン化アルキルの代表的な合成法

C3-(3)-②-1、C3-(3)-②-2、C3-(3)-②-3、AD-C3-⑪-3

第3回　芳香族化合物

芳香族の求電子置換反応

芳香族化合物の側鎖での反応

芳香族の求核置換反応

C3-(2)-③-1、C3-(2)-③-2、C3-(2)-③-3、C3-(2)-③-4、

C3-(2)-③-5、AD-C3-③-1、AD-C3-④-1、AD-C3-④-2

第4回　アルコール・エーテル・アミン

アルコール・フェノール・エーテル・アミンの反応

アルコール・フェノール・エーテル・アミンの代表的な

合成法

C3-(3)-③-1、C3-(3)-③-2、C3-(3)-⑤-1、AD-C3-⑪-4、

AD-C3-⑪-5、AD-C3-⑪-6、AD-C3-⑪-10

第5回　アルデヒド・ケトン・カルボン酸およびカルボ

ン酸誘導体

アルデヒド・ケトンの代表的な反応と合成法

カルボン酸・カルボン酸誘導体の代表的な反応と合成法

C3-(3)-④-1、C3-(3)-④-2、C3-(3)-④-3、AD-C3-⑤-1、

AD-C3-⑥-1、AD-C3-⑪-7、AD-C3-⑪-8、AD-C3-⑪-9

第6回　炭素骨格の構築法

炭素酸の代表的反応

炭素骨格を構築する反応

AD-C3-⑫-1、AD-C3-⑫-2、AD-C3-⑫-3

第7回　選択的反応

代表的な官能基選択的反応、位置選択的反応、立体選択

的反応を例挙する。

反応機構から反応の位置選択性と立体化学を理解する。

AD-C3-⑬-1、AD-C3-⑬-2、AD-C3-⑬-3

第8回　光学活性化合物

光学活性化合物を入手する方法とその基本原理

AD-C3-⑬-4

第9回　総合演習

目的分子の合理的合成プランを立案する（多段階合成）。

AD-C3-⑪-11、AD-C3-⑪-12、AD-C3-⑭-1、AD-C3-⑭-2

第10回　総合演習

目的分子の合理的合成プランを立案する（多段階合成）。

AD-C3-⑪-11、AD-C3-⑪-12、AD-C3-⑭-1、AD-C3-⑭-2

第11回　総合演習

目的分子の合理的合成プランを立案する（多段階合成）。

AD-C3-⑪-11、AD-C3-⑪-12、AD-C3-⑭-1、AD-C3-⑭-2

第12回　総合演習

目的分子の合理的合成プランを立案する（多段階合成）。

AD-C3-⑪-11、AD-C3-⑪-12、AD-C3-⑭-1、AD-C3-⑭-2

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

有機反応論Ⅲ [15～18]

袁　德其

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

対面形式で行う。教室：B301

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり６年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す5項目のうち、1と5を目指

す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

「有機化合物の性質と反応Ⅰ-Ⅳ」で勉強した官能基変

換反応および炭素結合の形成に関する個々の反応につい

て、反応機構を基にまとめて説明し、それぞれの反応の

特徴や共通点、相違点、必要な反応条件、適用範囲など

に関する理解を深める。

これまでに勉強した断片的な知識を解説・演習などを通

じて体系化し、薬物を設計・合成するまたは薬物の生体

内における機能及び反応に対する理解を深めるために役

立てることを図る。

更に総合演習を通じた有機化合物のスペクトルにより構

造同定に必要な技能を高める。

＜到達目標＞

C3-(2)-②-1　アルケンへの代表的な付加反応を列挙し、

その特徴を説明できる。

C3-(2)-②-2　アルケンの代表的な酸化、還元反応を列

挙し、その特徴を説明できる。

C3-(2)-②-3　アルキンの代表的な反応を列挙し、その

特徴を説明できる。

C3-(2)-③-1　代表的な芳香族炭化水素化合物の性質と
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反応性を説明できる。

C3-(2)-③-2　芳香族性の概念を説明できる。

C3-(2)-③-3　芳香族炭化水素化合物の求電子置換反応

の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。

C3-(2)-③-4　代表的な芳香族複素環化合物の性質を芳

香族性と関連づけて説明できる。

C3-(2)-③-5　代表的な芳香族複素環の求電子置換反応

の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。

C3-(3)-②-1　有機ハロゲン化合物の基本的な性質と反

応を列挙し、説明できる。

C3-(3)-②-2　求核置換反応の特徴について説明できる。

C3-(3)-②-3　脱離反応の特徴について説明できる。

C3-(3)-③-1　アルコール、フェノール類の基本的な性

質と反応を列挙し、説明できる。

C3-(3)-③-2　エーテル類の基本的な性質と反応を列挙

し、説明できる。

C3-(3)-④-1　アルデヒド類およびケトン類の基本的な

性質と反応を列挙し、説明できる。

C3-(3)-④-2　カルボン酸の基本的性質と反応を列挙し、

説明できる。

C3-(3)-④-3　カルボン酸誘導体（酸ハロゲン化物、酸

無水物、エステル、アミド）の基本的性質と反応を列挙

し、説明できる。

C3-(3)-⑤-1　アミン類の基本的性質と反応を列挙し、

説明できる。

AD-C3-③-1　 共役化合物の物性と反応性を説明できる。

AD-C3-④-1　 芳香族化合物の求核置換反応の反応性、

配向性、置換基の効果について説明できる。

AD-C3-④-2　 代表的芳香族複素環の求核置換反応の反

応性、配向性、置換基の効果について説明できる。

AD-C3-⑤-1　 代表的な官能基の定性試験を実施できる

（技能）

AD-C3-⑥-1　 ニトリル類の基本的な性質と反応を列挙

し、説明できる。

AD-C3-⑪-1　 アルケンの代表的な合成法について説明

できる。

AD-C3-⑪-2　 アルキンの代表的な合成法について説明

できる。

AD-C3-⑪-3　 有機ハロゲン化合物の代表的な合成法に

ついて説明できる。

AD-C3-⑪-4　 アルコールの代表的な合成法について説

明できる。

AD-C3-⑪-5　 フェノールの代表的な合成法について説

明できる。

AD-C3-⑪-6　 エーテルの代表的な合成法について説明

できる。

AD-C3-⑪-7　 アルデヒドおよびケトンの代表的な合成

法について説明できる。

AD-C3-⑪-8　 カルボン酸の代表的な合成法について説

明できる。

AD-C3-⑪-9　 カルボン酸誘導体（エステル、アミド、

ニトリル、酸ハロゲン化物、酸無水物）の代表的な合成

法について説明できる。

AD-C3-⑪-10　アミンの代表的な合成法について説明で

きる。

AD-C3-⑪-11　代表的な官能基選択的反応を列挙し、そ

の機構と応用例について説明できる。

AD-C3-⑪-12　化学反応によって官能基変換を実施でき

る。（技能）

AD-C3-⑫-1　 Diels-Alder 反応について説明できる。

AD-C3-⑫-2　 転位反応を用いた代表的な炭素骨格の構

築法を列挙し、説明できる。

AD-C3-⑫-3　 代表的な炭素-炭素結合生成反応（アルド

ール反応、マロン酸エステル合成、アセト酢酸エステル

合成、Michael 付加、Mannich 反応、Grignard 反応、W

ittig 反応など）について説明できる。

AD-C3-⑬-1　 代表的な位置選択的反応を列挙し、その

機構と応用例について説明できる。

AD-C3-⑬-2　 代表的な立体選択的反応を列挙し、その

機構と応用例について説明できる。

AD-C3-⑬-3　 官能基毎に代表的な保護基を列挙し、そ

の応用例を説明できる。

AD-C3-⑬-4　 光学活性化合物を得るための代表的な手

法（光学分割、不斉合成など）を説明できる。

AD-C3-⑭-1　 課題として与えられた化合物の合成法を

立案できる。（知識・技能）

AD-C3-⑭-2　 基本的な医薬品を合成できる。（技能）

＜授業のキーワード＞

有機反応、有機合成、構造決定法

＜授業の進め方＞

授業計画に従って１２回の講義および演習を行う。

＜履修するにあたって＞

講義までに「有機化合物の性質と反応Ⅰ-Ⅳ」で勉強し

た内容を復習してください。

オフィスアワー：講義のあとの休み時間をあてる。

テストや演習はCBTメディカルにて実施するので、CBTメ

ディカルのIDよパスワードを予め用意すること。

＜授業時間外に必要な学修＞

事前に十分に勉強し、講義中の課題演習の時間を無駄に

しないこと。講義後は必ず復習を実行し、断片的な知識

を体系化し、複数の反応を組み合わせて課題を解く技能

を高めよ。

＜提出課題など＞

その都度指示。

＜成績評価方法・基準＞

平常点（講義中の演習、小テストの得点、講義後の課題

の完成度など）４０％、テスト６０％、合計１００％で

評価する。評価基準は「履修の手引き」の記述にあるよ

うに、９０％以上Ｓ、８０％以上Ａ、７０％以上Ｂ、６
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０％以上Ｃ、６０％未満はＤとなる。

＜テキスト＞

オリジナル　テキスト

＜授業計画＞

第1回　アルケン・アルキン

アルケン・アルキンの付加反応（求電子付加、ラジカル

付加、酸化、還元など）

アルケン・アルキンの代表的な合成法

C3-(2)-②-1、C3-(2)-②-2、C3-(2)-②-3、AD-C3-⑪-1、

AD-C3-⑪-2

第2回　ハロゲン化アルキル

ハロゲン化アルキルの求核置換反応（SN1、SN2、SNi）

ハロゲン化アルキルの脱離反応（E1、E2）

ハロゲン化アルキルの代表的な合成法

C3-(3)-②-1、C3-(3)-②-2、C3-(3)-②-3、AD-C3-⑪-3

第3回　芳香族化合物

芳香族の求電子置換反応

芳香族化合物の側鎖での反応

芳香族の求核置換反応

C3-(2)-③-1、C3-(2)-③-2、C3-(2)-③-3、C3-(2)-③-4、

C3-(2)-③-5、AD-C3-③-1、AD-C3-④-1、AD-C3-④-2

第4回　アルコール・エーテル・アミン

アルコール・フェノール・エーテル・アミンの反応

アルコール・フェノール・エーテル・アミンの代表的な

合成法

C3-(3)-③-1、C3-(3)-③-2、C3-(3)-⑤-1、AD-C3-⑪-4、

AD-C3-⑪-5、AD-C3-⑪-6、AD-C3-⑪-10

第5回　アルデヒド・ケトン・カルボン酸およびカルボ

ン酸誘導体

アルデヒド・ケトンの代表的な反応と合成法

カルボン酸・カルボン酸誘導体の代表的な反応と合成法

C3-(3)-④-1、C3-(3)-④-2、C3-(3)-④-3、AD-C3-⑤-1、

AD-C3-⑥-1、AD-C3-⑪-7、AD-C3-⑪-8、AD-C3-⑪-9

第6回　炭素骨格の構築法

炭素酸の代表的反応

炭素骨格を構築する反応

AD-C3-⑫-1、AD-C3-⑫-2、AD-C3-⑫-3

第7回　選択的反応

代表的な官能基選択的反応、位置選択的反応、立体選択

的反応を例挙する。

反応機構から反応の位置選択性と立体化学を理解する。

AD-C3-⑬-1、AD-C3-⑬-2、AD-C3-⑬-3

第8回　光学活性化合物

光学活性化合物を入手する方法とその基本原理

AD-C3-⑬-4

第9回　総合演習

目的分子の合理的合成プランを立案する（多段階合成）。

AD-C3-⑪-11、AD-C3-⑪-12、AD-C3-⑭-1、AD-C3-⑭-2

第10回　総合演習

目的分子の合理的合成プランを立案する（多段階合成）。

AD-C3-⑪-11、AD-C3-⑪-12、AD-C3-⑭-1、AD-C3-⑭-2

第11回　総合演習

目的分子の合理的合成プランを立案する（多段階合成）。

AD-C3-⑪-11、AD-C3-⑪-12、AD-C3-⑭-1、AD-C3-⑭-2

第12回　総合演習

目的分子の合理的合成プランを立案する（多段階合成）。

AD-C3-⑪-11、AD-C3-⑪-12、AD-C3-⑭-1、AD-C3-⑭-2

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

0.5単位

臨床代謝栄養学 [13～14]

辻本　貴江

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンス科目であり５年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、1、３、４、

５、６、７、８を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

なお、この授業の担当者は薬局・病院での薬剤師経験を

5年以上経験している実務家教員であり、より実践的な

観点から臨床代謝栄養学を解説するものとする。

【目的】医療現場では、疾患のために栄養不良となる患

者さんがたくさんいる。経管栄養や中心静脈栄養などの

栄養管理を症例個々に応じて適切に実施することにより、

疾患治療が成功へと導かれる。この講義では、薬剤師と

して、正しく栄養療法に携わるための基本事項を学んだ

上で、実際の症例から、患者さんの直面している問題点

を抽出し、薬学的観点からその解決策を立案する。また、

NST（栄養サポートチーム）が患者さんを中心に専門性

を活かして栄養管理にチームで携わっていく上での利点

についても学ぶ。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

C11-(1)-①-1　栄養素（三大栄養素、ビタミン、ミネラ

ル）を列挙し、それぞれの役割について説明できる。

C11-(1)-①-5　エネルギー代謝に関わる基礎代謝量、呼

吸商、エネルギー所要量の意味を説明できる。

D-(1)-①-1　　  医療における薬剤師の使命や倫理など

について概説できる。
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D-(1)-②-5    　チーム医療における薬剤師の役割を説

明できる。

D-(2)-②-10　  患者の特性に適した用量を計算できる。

D-(4)-④-19　  代表的な輸液と経管栄養剤の種類と適

応を説明できる。

D-(5)-②-4　    代表的な医薬品の副作用の初期症状と

検査所見を具体的に説明できる。

D-(6)-②-10　  医師、看護師などとの情報の共有化の

重要性を説明できる。

＜授業のキーワード＞

経腸栄養、中心静脈栄養、末梢静脈栄養、チーム医療、

NST

＜授業の進め方＞

授業計画に従って前期4回、後期4回の講義を行う。（前

期と後期は同じ内容）

＜履修するにあたって＞

オフィスアワー：金曜日12:45-13:45

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、配布資料に目を通しておくこと（目安

として0.5時間）。

＜提出課題など＞

授業中に提示します。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の発言や積極性を40%、課題の成果を60%として評

価します。

＜テキスト＞

独自の資料を配布します。

＜参考図書＞

薬剤師・薬学生のためのフィジカルアセスメントハンド

ブック(南江堂）

＜授業計画＞

第1回　薬剤師の関わる臨床代謝栄養学

臨床における栄養療法の重要性を理解できる。C11-(1)-

①-1、C11-(1)-①-5、D-(1)-①-1、D-(1)-②-5 、D-(6)

-②-10

第2回　栄養アセスメントと投与経路の選択

栄養アセスメントの方法を具体的に列挙できる。投与経

路を正しく選択できる。D-(4)-④-19

第3回　症例検討

患者の症例に対して静脈栄養療法、経腸栄養療法の処方

設計ができる。C11-(1)-①-5、D-(4)-④-19

第4回　症例検討

患者の症例に対して静脈栄養療法、経腸栄養療法の処方

設計ができる。C11-(1)-①-5、D-(4)-④-19

--------------------------------------------------

2022年度 前期～後期

0.5単位

臨床代謝栄養学 [15～18]

辻本　貴江

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、ア

ドバンスト科目であり５年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、1、３、４、

５、６、７、８を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

なお、この授業の担当者は薬局・病院での薬剤師経験を

5年以上経験している実務家教員であり、より実践的な

観点から臨床代謝栄養学を解説するものとする。

【目的】医療現場では、疾患のために栄養不良となる患

者さんがたくさんいる。経管栄養や中心静脈栄養などの

栄養管理を症例個々に応じて適切に実施することにより、

疾患治療が成功へと導かれる。この講義では、薬剤師と

して、正しく栄養療法に携わるための基本事項を学んだ

上で、実際の症例から、患者さんの直面している問題点

を抽出し、薬学的観点からその解決策を立案する。また、

NST（栄養サポートチーム）が患者さんを中心に専門性

を活かして栄養管理にチームで携わっていく上での利点

についても学ぶ。

＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

A-(4)-3 チーム医療に関わる薬剤師、各職種、患者・家

族の役割について説明できる。

A-(4)-5 チームワークと情報共有の重要性を理解し、チ

ームの一員としての役割を積極的に果たすように努める。

C6-(2)-⑥-1 代表的なビタミンの種類、構造、性質、役

割を説明できる。

C6-(2)-⑦-1 代表的な必須微量元素の種類、役割を説明

できる。

D1-(3)-①-1 五大栄養素を列挙し、それぞれの役割につ

いて説明できる。

D1-(3)-①-5 エネルギー代謝に関わる基礎代謝量、呼吸

商、推定エネルギー必要量の意味を説明できる。
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D1-(3)-①-7 栄養素の過不足による主な疾病を列挙し、

説明できる。

D1-(3)-①-8 疾病治療における栄養の重要性を説明でき

る。

E1-(2)-②-3 血液生化学検査の検査項目を列挙し、目的

と異常所見を説明できる。

E1-(3)-1 代表的な疾患における薬物治療、食事療法、

その他の非薬物治療（外科手術など）の位置づけを説明

できる。

E3-(3)-④-3 栄養状態の異なる患者（肥満、低アルブミ

ン血症、腹水など）における薬物動態と、薬物治療で注

意すべき点を説明できる。

F-(3)-③-5 代表的な輸液の種類と適応を説明できる。

F-(3)-③-6 患者の栄養状態や体液量、電解質の過不足

などが評価できる。

F-(3)-③-8 治療ガイドライン等を確認し、科学的根拠

に基づいた処方を立案できる。

F-(3)-③-9 患者の状態（疾患、重症度、合併症、肝・

腎機能や全身状態、遺伝子の特性、心理・希望等）や薬

剤の特徴（作用機や製剤的性質等）に基づき、適切な処

方を提案できる。

F-(4)-①-1 チーム医療における薬剤師の役割と重要性

について説明できる。

AD-E3-④-1胃ろう造設者、人工肛門造設者、気管切開患

者における薬物治療・投与設計において注意すべき点を

説明できる。

AD-F-④-1 患者の栄養状態や体液量、電解質などの評価

を基に適切な栄養療法や輸液療法を提案できる。

＜授業のキーワード＞

経腸栄養、中心静脈栄養、末梢静脈栄養、チーム医療、

NST

＜授業の進め方＞

授業計画に従って前期4回、後期4回の講義を行う。（前

期と後期は同じ内容）

＜履修するにあたって＞

オフィスアワー：金曜日12:45-13:45

＜授業時間外に必要な学修＞

事前学習として、配布資料に目を通しておくこと（目安

として0.5時間）。

＜提出課題など＞

授業中に提示します。

＜成績評価方法・基準＞

授業中の発言や積極性を40%、課題の成果を60%として評

価します。

＜テキスト＞

独自の資料を配布します。

＜参考図書＞

薬剤師・薬学生のためのフィジカルアセスメントハンド

ブック(南江堂）

＜授業計画＞

第1回　薬剤師の関わる臨床代謝栄養学

臨床における栄養療法の重要性を理解できる。A-(4)-3、

A-(4)-5 、D1-(3)-①-7、D1-(3)-①-8、E1-(2)-②-3、E

3-(3)-④-3、F-(3)-③-8、F-(4)-①-1、AD-F-④-1

第2回　栄養アセスメントと投与経路の選択

栄養アセスメントの方法を具体的に列挙できる。投与経

路を正しく選択できる。D1-(3)-①-1、D1-(3)-①-5、 D

1-(3)-①-7、D1-(3)-①-8、E1-(2)-②-3、E3-(3)-④-3、

F-(3)-③-6、F-(3)-③-9、AD-E3-④-1、AD-F-④-1

第3回　症例検討

患者の症例に対して静脈栄養療法、経腸栄養療法の処方

設計ができる。C6-(2)-⑥-1、C6-(2)-⑦-1、D1-(3)-①-

1、D1-(3)-①-5 、D1-(3)-①-7、D1-(3)-①-8、E1-(2)-

②-3、E1-(3)-1 、E3-(3)-④-3、F-(3)-③-5、F-(3)-③

-6、F-(3)-③-8、F-(3)-③-9、AD-E3-④-1、AD-F-④-1

第4回　症例検討

患者の症例に対して静脈栄養療法、経腸栄養療法の処方

設計ができる。C6-(2)-⑥-1、C6-(2)-⑦-1、D1-(3)-①-

1、D1-(3)-①-5 、D1-(3)-①-7、D1-(3)-①-8、E1-(2)-

②-3、E1-(3)-1 、E3-(3)-④-3、F-(3)-③-5、F-(3)-③

-6、F-(3)-③-8、F-(3)-③-9、AD-E3-④-1、AD-F-④-1

--------------------------------------------------

2022年度 前期

1.5単位

臨床薬学Ⅰ [19～]

辻本　貴江

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり４年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す８項目のうち、3、４、５

を目指す。

{ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）, http://ww

w.kobegakuin.ac.jp/information/outline/policy/dipl

oma.html}

この科目は、薬物治療を必要とする代表的な疾患につい

て、薬物治療を成功させるために薬剤師がすべき薬学的

管理について学ぶことを目的とする。代表的な疾患につ

いて症例を提示し、症状、検査値、処方薬から薬物治療

を評価する。カリキュラムにおいても、医療薬学では、

チーム医療の一員として、薬物治療に積極的に参画でき

るようになるために、代表的な疾患における薬物治療に

関する基本的事項を修得することが設定されている。な

お、この授業の担当者は薬局・病院での薬剤師経験を5

年以上経験している実務家教員であり、より実践的な観

点から医療薬学の概要を解説するものとする。
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＜到達目標＞

以下の各SBOsを到達目標とする。

【全体】

E1-(2)-②-3 血液生化学検査の検査項目を列挙し、目的

と異常所見を説明できる。

E1-(3)-1 代表的な疾患における薬物治療、食事療法、

その他の非薬物治療（外科手術など）の位置づけを説明

できる。

F-(2)-③-2　主な医薬品の成分（一般名）、商標名、剤

形、規格等を列挙できる。

F-(2)-⑥-2　特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性

腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）の特徴と

注意点を列挙できる。

F-(3)-④-1　代表的な疾患に用いられる医薬品の効果、

副作用に関してモニタリングすべき症状と検査所見等を

具体的に説明できる。

F-(3)-④-2　代表的な疾患における薬物療法の評価に必

要な患者情報収集ができる。（知識）

【栄養療法】

C6-(2)-⑥-1 代表的なビタミンの種類、構造、性質、役

割を説明できる。

C6-(2)-⑦-1 代表的な必須微量元素の種類、役割を説明

できる。

D1-(3)-①-1 五大栄養素を列挙し、それぞれの役割につ

いて説明できる。

D1-(3)-①-5 エネルギー代謝に関わる基礎代謝量、呼吸

商、推定エネルギー必要量の意味を説明できる。

D1-(3)-①-7 栄養素の過不足による主な疾病を列挙し、

説明できる。

D1-(3)-①-8 疾病治療における栄養の重要性を説明でき

る。

E3-(3)-④-3 栄養状態の異なる患者（肥満、低アルブミ

ン血症、腹水など）における薬物動態と、薬物治療で注

意すべき点を説明できる。

F-(3)-③-6 患者の栄養状態や体液量、電解質の過不足

などが評価できる。

F-(3)-③-8 治療ガイドライン等を確認し、科学的根拠

に基づいた処方を立案できる。

AD-E3-④-1胃ろう造設者、人工肛門造設者、気管切開患

者における薬物治療・投与設計において注意すべき点を

説明できる。

AD-F-④-1　患者の栄養状態や体液量、電解質などの評

価を基に適切な栄養療法や輸液療法を提案できる。（知

識）

【代表的疾患】

②消化器系疾患

E2-(4)-②-1　以下の上部消化器疾患について、治療薬

の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（

病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説

明できる。 胃食道逆流症（逆流性食道炎を含む）、消

化性潰瘍、胃炎

E2-(4)-②-2　炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎、クローン

病等）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な

副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療

（医薬品の選択等）を説明できる。

③心疾患

E2-(3)-①-2　急性および慢性心不全について、治療薬

の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（

病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説

明できる。

E2-(3)-①-3　虚血性心疾患（狭心症、心筋梗塞）につ

いて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、

および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の

選択等）を説明できる。

E2-(3)-②-2　抗血栓薬、抗凝固薬および血栓溶解薬の

薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を

説明できる。

④高血圧

E2-(3)-①-4　以下の高血圧症について、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生

理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。 本態性高血圧症、二次性高血圧症（腎性高血圧症、

腎血管性高血圧症を含む）

⑤動脈硬化

E2-(5)-①-2　脂質異常症について、治療薬の薬理（薬

理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(3)-②-2　抗血栓薬、抗凝固薬および血栓溶解薬の

薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を

説明できる。

⑥糖尿病

E2-(5)-①-1　糖尿病とその合併症について、治療薬の

薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病

態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明

できる。

⑦腎疾患

E2-(3)-③-5　以下の泌尿器系疾患について、治療薬の

薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病

態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明

できる。慢性腎臓病（CKD）、糸球体腎炎（重複）、糖

尿病性腎症（重複）、薬剤性腎症（重複）、腎盂腎炎（

重複）、膀胱炎（重複）、尿路感染症（重複）、尿路結

石

⑧脳血管障害

E2-(1)-③-8　脳血管疾患（脳内出血、脳梗塞（脳血栓、

脳塞栓、一過性脳虚血）、くも膜下出血）について、治

療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病

態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の 選択等

）を説明できる。

⑨がん



- 635 -

E2-(7)-⑦-3　悪性腫瘍の治療における薬物治療の位置

づけを概説できる。

E2-(7)-⑧-3　抗悪性腫瘍薬の主な副作用（下痢、悪心

・嘔吐、白血球減少、皮膚障害（手足症候群を含む）、

血小板減少等）の軽減のための対処法を説明できる。

E2-(7)-⑧-4　代表的ながん化学療法のレジメン（FOLFO

X等）について、構成薬物およびその役割、副作用、対

象疾患を概説できる。

E2-(7)-⑧-8　以下の消化器系の悪性腫瘍について、病

態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）

を説明できる。胃癌、食道癌、肝癌、大腸癌、胆　・胆

管癌、膵癌

E2-(7)-⑧-9　肺癌について、病態（病態生理、症状等

）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

⑩精神神経疾患

E2-(1)-③-5　うつ病、躁うつ病（双極性障害）につい

て、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、お

よび病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選

択等）を説明できる。

E2-(1)-③-9　Parkinson（パーキンソン）病について、

治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および

病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等

）を説明できる。

E2-(1)-③-10　認知症（Alzheimer（アルツハイマー）

型認知症、脳血管性認知症等）について、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生

理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明でき

る。

⑪免疫・アレルギー

E2-(2)-③-2　骨粗鬆症について、治療薬の薬理（薬理

作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症

状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(2)-②-8　以下の全身性自己免疫疾患について、治

療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病

態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）

を説明できる。全身性エリテマトーデス、強皮症、多発

筋炎／皮膚筋炎、関節リウマチ（重複）

E2-(2)-③-1　関節リウマチについて、治療薬の薬理（

薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、

症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

E2-(5)-②-2　Basedow（バセドウ）病について、治療薬

の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（

病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説

明できる。

E2-(5)-②-3　甲状腺炎（慢性（橋本病）、亜急性）に

ついて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、

および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の

選択等）を説明できる。

⑫感染症

E2-(7)-③-1　以下の呼吸器感染症について、病態（病

態生理、症状等）、感染経路と予防方法および薬物治療

（医薬品の選択等）を説明できる。 上気道炎（かぜ症

候群（大部分がウイルス感染症）を含む）、気管支炎、

扁桃炎、細菌性肺炎、肺結核、レジオネラ感染症、百日

咳、マイコプラズマ肺炎

E2-(7)-④-3　インフルエンザについて、治療薬の薬理

（薬理作用、機序、主な副作用）、感染経路と予防方法

および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の

選択等）を説明できる。

E2-(7)-④-4　ウイルス性肝炎（HAV、HBV、HCV）につい

て、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、感

染経路と予防方法および病態（病態生理（急性肝炎、慢

性肝炎、肝硬変、肝細胞がん）、症状等）・薬物治療（

医薬品の選択等）を説明できる。（重複）

＜授業のキーワード＞

薬物治療、薬学的管理、薬学的介入

＜授業の進め方＞

合計12回の講義を行います。

＜履修するにあたって＞

オフィスアワー：金曜日 12：45～13：45（C号館2階、C

/CP269）

質問があれば、遠慮なく教員室を訪ねてください。

＜授業時間外に必要な学修＞

課題演習（目安として事後学習に1時間）

＜提出課題など＞

なし

＜成績評価方法・基準＞

定期試験90％、授業中の質疑・発表10%で評価する。

＜テキスト＞

プリント配布

＜参考図書＞

今日の治療薬などの処方薬ガイド

＜授業計画＞

第1回　栄養療法

栄養療法全般ならびに経腸栄養、静脈栄養の概要を理解

する。

C6-(2)-⑥-1 、C6-(2)-⑦-1、D1-(3)-①-1、D1-(3)-①-

5、D1-(3)-①-7、D1-(3)-①-8、E3-(3)-④-3、F-(3)-③

-6、F-(3)-③-8、AD-E3-④-1、AD-F-④-1

第2回　消化器系疾患の薬学的管理

逆流性食道炎、潰瘍性大腸炎、クローン病の薬物治療に

おける薬学的管理を理解する。E2-(4)-②-1、E2-(4)-②

-2、E1-(2)-②-3 、E1-(3)-1 、F-(2)-③-2、F-(2)-⑥-

2、F-(3)-④-1、F-(3)-④-2

第3回　心疾患の薬学的管理

心不全、狭心症、心筋梗塞の薬物治療における薬剤師の

介入について理解する。

E2-(3)-①-2、E2-(3)-①-3、E2-(3)-②-2、E1-(2)-②-3

 、E1-(3)-1 、F-(2)-③-2、F-(2)-⑥-2、F-(3)-④-1、
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F-(3)-④-2

第4回　高血圧の薬学的管理

高血圧の薬物治療における薬剤師の介入について理解す

る。E2-(3)-①-4、E1-(2)-②-3 、E1-(3)-1 、F-(2)-③

-2、F-(2)-⑥-2、F-(3)-④-1、F-(3)-④-2

第5回　動脈硬化症の薬学的管理

動脈硬化症、脂質異常症の薬物治療に対する薬剤師の介

入を理解する。E2-(5)-①-2、E2-(3)-②-2、E1-(2)-②-

3 、E1-(3)-1 、F-(2)-③-2、F-(2)-⑥-2、F-(3)-④-1、

F-(3)-④-2

第6回　糖尿病の薬学的管理

糖尿病の薬物治療に関する薬剤師の介入について理解す

る。E2-(5)-①-1、E1-(2)-②-3 、E1-(3)-1 、F-(2)-③

-2、F-(2)-⑥-2、F-(3)-④-1、F-(3)-④-2

第7回　腎機能障害の薬学的管理

腎疾患の薬物治療に関する薬剤師の介入について理解す

る。E2-(3)-③-5、E1-(2)-②-3 、E1-(3)-1 、F-(2)-③

-2、F-(2)-⑥-2、F-(3)-④-1、F-(3)-④-2

第8回　脳血管障害の薬物治療における薬学的管理

脳血管障害の薬物治療に対する薬剤師の介入について理

解する。E2-(1)-③-8、E1-(2)-②-3 、E1-(3)-1 、F-(2

)-③-2、F-(2)-⑥-2、F-(3)-④-1、F-(3)-④-2

第9回　がん治療における薬学的管理

がんの薬物治療に対する薬剤師の介入について理解する。

E2-(7)-⑦-3、E2-(7)-⑧-3、E2-(7)-⑧-4、E2-(7)-⑧-8、

E2-(7)-⑧-9、E1-(2)-②-3 、E1-(3)-1 、F-(2)-③-2、

F-(2)-⑥-2、F-(3)-④-1、F-(3)-④-2

第10回　精神神経疾患の薬学的管理

精神神経疾患の薬物治療に対する薬剤師の介入について

理解する。E2-(1)-③-5、E2-(1)-③-9、E2-(1)-③-10、

E1-(2)-②-3 、E1-(3)-1 、F-(2)-③-2、F-(2)-⑥-2、F

-(3)-④-1、F-(3)-④-2

第11回　免疫・アレルギー疾患の薬学的管理

免疫・アレルギー疾患の薬物治療に対する薬剤師の介入

について理解する。

E2-(2)-③-2、E2-(2)-②-8、E2-(2)-③-1、E2-(5)-②-2、

E2-(5)-②-3、E1-(2)-②-3 、E1-(3)-1 、F-(2)-③-2、

F-(2)-⑥-2、F-(3)-④-1、F-(3)-④-2

第12回　感染症治療の薬学的管理

感染症治療の薬物治療に対する薬剤師の介入について理

解する。E2-(7)-③-1、E2-(7)-④-3、E2-(7)-④-4、E1-

(2)-②-3 、E1-(3)-1 、F-(2)-③-2、F-(2)-⑥-2、F-(3

)-④-1、F-(3)-④-2

--------------------------------------------------

2022年度 後期

1.5単位

臨床薬学Ⅱ [19～]

池村　舞、上町　亜希子

--------------------------------------------------

＜授業の方法＞

講義

＜授業の目的＞

この授業の担当者は薬学部所属であり、この科目は、専

門教育科目であり４年次に配当している。

この科目は、学部のDPに示す8項目のうち、1,2,3,4,5を

目指す。

本講義では、5年生の薬局・病院での実務実習開始まで

に知っておくべき知識を修得することを目的とする。薬

学臨床の基礎、薬物療法の実践、チーム医療への参画、

地域の保健・医療・福祉への参画を中心に学ぶ。

本講義は、4年生後期に実施する科目名「事前実習」と

並行して学び、内容に関する理解を深める。

なお、この授業の担当者は薬局・病院での薬剤師経験を

5年間以上経験している実務家教員であり、より実践的

な観点から薬物療法を解説するものとする。

＜到達目標＞

以下のSBOsを到達目標とする。

E2-(11)-①-3　長期療養に付随する合併症を列挙し、そ

の薬物治療について討議する。

E3-(2)-②-1　問題志向型システム（POS）を説明できる。

E3-(2)-②-2　SOAP 形式などの患者情報の記録方法につ

いて説明できる。

E3-(2)-②-3　医薬品の効果や副作用を評価するために

必要な患者情報について概説できる。

E3-(2)-②-4　患者情報の取扱いにおける守秘義務と管

理の重要性を説明できる。

F-(1)-③-1　病院・薬局における薬剤師業務全体の流れ

を概説できる。

F-(1)-③-2　病院・薬局で薬剤師が実践する薬学的管理

の重要性について説明できる。

F-(1)-③-3　病院薬剤部門を構成する各セクションの業

務を列挙し、その内容と関連を概説できる。

F-(1)-③-4　病院に所属する医療スタッフの職種名を列

挙し、その業務内容を相互に関連づけて説明できる。

F-(2)-②-2　処方オーダリングシステムおよび電子カル

テについて概説できる。

F-(2)-③-5　代表的な注射剤・散剤・水剤等の配合変化

のある組合せとその理由を説明できる。

F-(2)-④-2　妊婦・授乳婦、小児、高齢者などへの応対

や服薬指導において、配慮すべき事項を具体的に列挙で

きる。

F-(2)-④-3　患者・来局者から、必要な情報（症状、心
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理状態、既往歴、生活習慣、アレルギー歴、薬歴、副作

用歴等）を適切な手順で聞き取ることができる。（知識

・態度）

F-(2)-④-5　代表的な疾患において注意すべき生活指導

項目を列挙できる。

F-(2)-④-7　薬歴・診療録の基本的な記載事項とその意

義・重要性について説明できる。

F-(2)-⑤-1　医薬品管理の意義と必要性について説明で

きる。

F-(2)-⑤-2　医薬品管理の流れを概説できる。

F-(2)-⑤-3　劇薬、毒薬、麻薬、向精神薬および覚醒剤

原料等の管理と取り扱いについて説明できる。

F-(2)-⑤-4　特定生物由来製品の管理と取り扱いについ

て説明できる。

F-(2)-⑤-5　代表的な放射性医薬品の種類と用途、保管

管理方法を説明できる。

F-(2)-⑤-6　院内製剤の意義、調製上の手続き、品質管

理などについて説明できる。

F-(2)-⑤-7　薬局製剤・漢方製剤について概説できる。

F-(2)-⑤-8　医薬品の品質に影響を与える因子と保存条

件を説明できる。

F-(2)-⑥-1　処方から服薬（投薬）までの過程で誤りを

生じやすい事例を列挙できる。

F-(2)-⑥-2　特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性

腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）の特徴と

注意点を列挙できる。

F-(2)-⑥-3　代表的なインシデント（ヒヤリハット）、

アクシデント事例を解析し、その原因、リスクを回避す

るための具体策と発生後の適切な対処法を討議する。（

知識・態度）

F-(2)-⑥-4　感染予防の基本的考え方とその方法が説明

できる。

F-(2)-⑥-6　代表的な消毒薬の用途、使用濃度および調

製時の注意点を説明できる。

F-(2)-⑥-7　医薬品のリスクマネジメントプランを概説

できる。

F-(3)-①-1　基本的な医療用語、略語の意味を説明でき

る。

F-(3)-③-1　代表的な疾患に対して、疾患の重症度等に

応じて科学的根拠に基づいた処方設計ができる。

F-(3)-③-2　病態（肝・腎障害など）や生理的特性（妊

婦・授乳婦、小児、高齢者など）等を考慮し、薬剤の選

択や用法・用量設定を立案できる。

F-(3)-③-3　患者のアドヒアランスの評価方法、アドヒ

アランスが良くない原因とその対処法を説明できる。

F-(3)-③-4　皮下注射、筋肉内注射、静脈内注射・点滴

等の基本的な手技を説明できる。

F-(3)-③-5　代表的な輸液の種類と適応を説明できる。

F-(3)-③-6　患者の栄養状態や体液量、電解質の過不足

などが評価できる。

F-(3)-④-1　代表的な疾患に用いられる医薬品の効果、

副作用に関してモニタリングすべき症状と検査所見等を

具体的に説明できる。

F-(3)-④-2　代表的な疾患における薬物療法の評価に必

要な患者情報収集ができる。（知識・技能）

F-(3)-④-3　代表的な疾患の症例における薬物治療上の

問題点を列挙し、適切な評価と薬学的管理の立案を行い、

SOAP形式等で記録できる。（知識・技能）

F-(4)-①-1　チーム医療における薬剤師の役割と重要性

について説明できる。

F-(4)-①-2　多様な医療チームの目的と構成、構成員の

役割を説明できる。

F-(4)-①-3　病院と地域の医療連携の意義と具体的な方

法（連携クリニカルパス、退院時共同指導、病院・薬局

連携、関連施設との連携等）を説明できる。

F-(4)-②-1　地域の保健、医療、福祉に関わる職種とそ

の連携体制（地域包括ケア）およびその意義について説

明できる。

F-(4)-②-2　地域における医療機関と薬局薬剤師の連携

の重要性を討議する。（知識・態度）

F-(5)-①-1　在宅医療・介護の目的、仕組み、支援の内

容を具体的に説明できる。

F-(5)-①-2　在宅医療・介護を受ける患者の特色と背景

を説明できる。

F-(5)-①-3　在宅医療・介護に関わる薬剤師の役割とそ

の重要性について説明できる。

F-(5)-②-1　地域保健における薬剤師の役割と代表的な

活動（薬物乱用防止、自殺防止、感染予防、アンチドー

ピング活動等）について説明できる。

F-(5)-②-2　公衆衛生に求められる具体的な感染防止対

策を説明できる。

F-(5)-③-1　現在の医療システムの中でのプライマリケ

ア、セルフメディケーションの重要性を討議する。（態

度）

F-(5)-③-2　代表的な症候（頭痛・腹痛・発熱等）を示

す来局者について、適切な情報収集と疾患の推測、適切

な対応の選択ができる。（知識・態度）

F-(5)-③-4　代表的な生活習慣の改善に対するアドバイ

スができる。（知識・態度）

F-(5)-④-1　災害時医療について概説できる。

＜授業のキーワード＞

病院、薬局、薬剤師、チーム医療、輸液、リスクマネジ

メント、感染対策、服薬指導、薬歴管理、プライマリケ

ア、セルフメディケーション、在宅医療、地域医療、災

害医療

＜授業の進め方＞

授業計画に沿って12回の講義を行います。

＜履修するにあたって＞

本講義で学んだ内容は、4年生後期に開講される科目名

「事前実習」で実践的に学ぶ。本講義の内容をよく復習
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し、「事前実習」に臨むこと。

オフィスアワー

池村：月曜日12：30～13：30、

上町：月曜日9：30～10：30、

＜授業時間外に必要な学修＞

講義のあったその日のうちに、必ず復習を行ってくださ

い。本講義で学んだ内容を科目名「事前実習」で使いま

す。

＜提出課題など＞

随時指示をする。

＜成績評価方法・基準＞

定期試験80％、レポート（適宜、授業時に出題）20％と

する。

＜テキスト＞

第７回～第12回（担当：上町）については、処方薬ガイ

ド（書籍名：今日の治療薬など）を持参してください。

＜授業計画＞

第1回（担当：池村）　薬剤師の臨床現場（病院を中心

に）

病院における薬剤師業務、他職種の業務について学ぶ。

F-(1)-③-1,2,3,4、F-(2)-②-2、F-(3)-①-1、F-(3)-③

-1,2,3、F-(3)-④-1,2、E3-(2)-②-3,4

第2回（担当：池村）　チーム医療

病院における様々なチーム医療とその目的、薬剤師の役

割について学ぶ。

F-(1)-③-2,3,4、F-(3)-①-1、 F-(4)-①-1,2,3

第3回（担当：池村）　輸液療法

注射の方法、代表的な輸液の種類と特徴を学ぶ。

F-(1)-③-2、F-(2)-③-5、F-(3)-③-4,5,6

第4回（担当：池村）　医薬品の管理と供給

医薬品管理の意義・流れについて学ぶ。

劇薬、毒薬、麻薬、向精神薬、覚醒剤原料、特定生物由

来製品、代表的な放射性医薬品の管理と取り扱いについ

て学ぶ。

F-(1)-③-2、F-(2)-⑤-1,2,3,4,5,8

第5回（担当：池村）　リスクマネジメント

薬剤師業務における、ミスを生じやすい事例、リスクを

回避する方法について学ぶ。

F-(1)-③-2、F-(2)-⑥-1,2,3,7�

第6回（担当：池村）　感染対策

感染予防の考え方、代表的な消毒薬とその用途について

学ぶ。

F-(1)-③-2、F-(2)-⑥-4,6、F-(5)-②-2

第7回（担当：上町）　薬剤師の臨床現場（薬局を中心

に）

薬局における薬剤師の業務の概略とこれからの医療と薬

局薬剤師の使命を概説しする。（キーワード：薬物治療

の実践、かかりつけ薬剤師、対人業務、服薬指導、薬歴

管理、在宅医療、生活習慣病予防、セルフメディケーシ

ョン）

E2-(11)-①-3、E3-(2)-②-1、2、3、4、F-(1)-③-1、2、

F-(4)-②-1、2、F-(5)-①-1、2、3、F-(5)-②-1、2

第8回（担当：上町）　プライマリケアと地域医療で活

躍するために必要な基礎知識１－医療記録を中心に―

プライマリケアで活躍するために薬剤師に求められる基

礎知識を身につけましょう。特に医療記録を中心に,SOA

P記載の読み取りと記載について修得してください。（

薬歴管理、SOAP記載、医療用語、地域包括ケアシステム

）

E3-(2)-②-1、2、F-(2)-④-7、F-(3)-④-3

第9回（担当：上町）　プライマリケアと地域医療で活

躍するために必要な基礎知識２

ー地域住民、地域スタッフからの問題点の解決－

薬局にいると地域の人から相談されました。どうします

か？（キーワード：妊婦、介護相談、介護を受ける高齢

者の特徴、アンチドーピング）

F-(2)-④-2、3、5

第10回（担当：上町）　プライマリケアと地域医療で活

躍するために必要な基礎知識３

―セルフメディケーションを中心に―

OTCの販売にあたって、何を患者に尋ね、薬の選択は何

をすればよいでしょうか。考え方のエッセンスを学びま

しょう。また処方箋薬を交付した患者への情報提供、副

作用モニター、効果の確認なども学びます。（キーワー

ド：OTCの販売、薬局製剤、薬物治療の実践のための基

礎データ）

F-(2)-⑤-6、7、F-(5)-③-1、2、4

第11回（担当：上町）　在宅医療（患者の治療目標と最

期は住み慣れた我が家で！）

薬局薬剤師が担う、在宅医療とその役割について解説し

ます。薬剤師の患者ケアのポイントは「見る・看る・診

る」です。地域の医療・福祉担当スタッフとの連携を考

えます。（キーワード：医療連携、地域包括ケアシステ

ム、服薬アドヒアランス、薬学的管理）

F-(4)-①-2、3、F-(4)-②-1、2、F-(5)-①-1、2、3

第12回（担当：上町）　地域医療と災害医療（薬剤師の

地域住民、地域資源の把握が住民を守る）

第７回からここまでの授業のまとめと、災害時に薬剤師

ができることを考えてみましょう。（キーワード：地域

医療、災害の考え方、災害弱者、公衆衛生）

F-(5)-②-2、F-(5)-④-1


